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昭和 新版 自序  j 

こ の 評釋が 私の 從來の 述作のう ちで は、 可 なりの ものであった こと 

は事實 である が、 何 としても 舊著 は舊 著で、 多少 否 大ぃ に 不満な 點ゃ 

誤謬が 無いでも ない。 修訂した いと は 常にい ひ暮 して ゐた が、 更 に そ 

の 機 會が來 なか つ た。 大 正 十二 年の 震災 にこの 紙型 全部が 燒 失して 

しまった こと は、 天 意に よ つた 絕版 かも 知れない。 爾來 雌黃の 擎を拨 

つ て孜々 として 改修 補訂に 怠らなかった が、 な か 思 ふやう に 進 

行 せ ず、 の びに のびて 遂に 今日に 至ってし まった。 

實の とこ ろ、 私 は 古今 集 を 三十 餘年 以上 諸學 校で 講說 して ゐる。 しか 

も每學 年少 い 時 は 二三 校、 多 い 時 は 五六 校に 及. ぶ か ら。 平均 三 校と 見 


て も 延年 數は 殆ど 百年に な る。 自 分で いふ も 可笑しい が、 三 年經 てば 

私で も 三つに なれ る。 そ れは あの 無聲に 聞き 無形に 見る 聖者の 聰明 

に は、 勿 論及び もっかない が、 多 年の 努力と 經驗と は、 そ の 考察 鑑賞の 

力 を、 何 分か 的確に 精細 に、 以 前より は 把握す る ことが 出來 得た と 信 

ず る。 隨 つ て 前著に 比して こ の 新版の 特異の 點は 種々 あらう が、 一 般 

に精謖 詳密の 度 を 加 へ たこと は、 そ の 大きな 特色で あると 思 ふ。 爲 に 

頁數 こそ 大差 はない が、 量 において 殆ど 三分の 一 を增 加して ゐ る。 な 

ほ 誤謬 や 蕪 雜ゃを 訂正 整理して 完全なら しめた こ と、 全 文 を 口語 體 

に 書き 改 め た こ と も、 こ の 新版の 優越 を 語る ものである。 

かくて 前著の 面目 は 全く 一  新せられ た。 こ れを 覆刻の 修訂のと いふ 

よ り は、 新 著 新版と いふ 方が 確かに 事實に 適つ てゐる ほど 變っ てゐ 


校正 は 昨冬す でに 了つ て、 殆 ど發 行の 運びに なつ てゐた が、 見 返す と 

やはり ド^な 點 だらけな の で、 又 々あちこち 改竄した 爲、 頗 る 厄介な 

鉛版 象嵌が 多數 にの ぼ り、 そ の 間に 測らず 大正 版が 昭和 版と なる 結 

果を 見た こと は、 御代 の 更新と 共に 本書の 前途に、 更 に 幾多の 光明 を 

もたらす もので は あるまい か。 

終に 臨んで 更に 一 言 す る。 私 は 近 ごろ 御 歌 所 寄 人 をつ とめ てゐ る。 御 

歌 所 は 明治 以來桂 園 一 派の 本據の 如く 聞え てゐる が、 私 の 立場 は そ 

んな 小さな 天地に せぐ くまつ て、 蔑 の髓 から 天上 を靦く をい さぎよ 

しとし ない。 私 は旣に 明治の 二十 六 七 年の 交に おい て、 國 歌の 革新 を 

絕 叫した 一 人で あ る： 又 それに 引き 續ぃ て こ の 評 釋の擧 げた 產聲は 


自序  四 


1 面に おいて 幼稚 固陋なる 當 時の 歌 界に對 しての 警鐘で あり 祧戰 

で あ つ た。 今 回の 改補 も、 私 の 執った 態度と 鑑賞の 傾向と は、 依 然とし 

て渝り はせ ぬ： 私 の 前に は 只 純正 公平な 藝術的 批判が あるの みで あ 

) 。 

る 

堀 の內 松下莊 にお い て 

昭和、 二 年 一月  金子 元臣 
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例 言 

一 本書 は 「釋」 及び 「評」 の 二 大綱 を 以て 組織した。 

一 釋は 更に 語釋 と意釋 との 二 項から 成り立 ち、 評 は 更に 批評と 考異 

との 二 項から 成り立つ。 但 おのお の、 「釋」 及び 「評」 の標 中に 分繫し て、 一 一 

に 目 を 設けない。 

一 語釋 は、 つとめて 簡約に 從っ て、 詞 書 及び 歌に あら はれた 事實 典故 

の 說 明、 辭 句の 解釋を 主と し、 長 文の 詞 書に かぎつ て 特に その 大意 を 

摘ん だ。 

一 意 釋 は、 歌 の 意 を そこねた り、 調 を あやまった りする こと を 恐れて、 

鏡 花 水 月の 譯 法に 從 ひ、 極 めて 小心に、 一 字 一 語の 出入 を も ゆるがせ 

にせぬ こと を 期した" 

1 批評 は、 つとめて 時代精神の 認識 を 先に し、 そ の 當時 の社會 風潮、 そ 

の 作者の 環境 を 考察す る こと を 怠らなかった-然る のちに 鑑賞に 移 

例  言  一 


つ て、 詩 味 如何， 評價 如何と 商量 を 費し た： 修辭 上の 考究の 如き は 勿論 

である^う して 極めて 放膽 に、 極 めて 小心に その 巧拙 是非 を 論評し 

たゴハ 歌數 は千餘 首に も 及んで 居る の で、 閲 讀の煩 を 憚つ て、 强 ひて 文 

辭の 修飾 を 事と しない ので ある- 

前賢の 說は二 一 に舉げ ない が、 大 醇な もの と、 大 疵な ものと に 限り 

特 に 評 中に 於い て、 その 是非に 論及し た。  . 

準 據の考 索、 類 歌の 旁 引 は、 そ の論斷 の必耍 をみ たす の を 程度と し 

た。 ま た、 本 歌の 時代より は 以前の ものば かり を 引證し た。 そ れは K 史 

的 系統的 に、 本 歌の 價値を 左右す る 力が あるから である。 

. 解 釋の旣 出に 屬 する もの は、 な る ベ く、 そ れを 反復す る こと を 避け 

た： 論 評 もまた さう で あ る。 從 つて 始終の 精粗 時に 一致せ ず、 又 は 結論 

斷論 ばかりが あつ て 理由の 前提 を 怠った やうな 觀が ある もの も 多 

か ら う。 學 者 に、 最 初から 秩序 だつ て 通 讀の勞 を 執られる こと を、 く れ 

ぐれ も 希望す る。 


古來こ の 集 を解釋 した も 

けれども、 評. を 評と して 評す 

の點 において は、 み づ か ら、 歌 

るの は^'^ の 際、 規 矩を とる 

^み 難いう へ に、 自 分の 才識 

を擲っ 如き 轉 倒の 見が あり 

方の 示敎を 仰ぐ。 (以上 明治 三十 


の は、 殆 ど 十 を 以て 數 

る こと は、 實 に 本書に 

學界の 急先鋒た る こ 

ことが 極めてむ づか 

の淺陋 なる 爲 に、 時 に 

はすまい かとい ふこ 
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首 は 藤原定 家の 貞應 本卽ち 流布本 を 底本と し た。 そ の 理由 は 「槪 


說」 中 の 「證 本」 の 項に 陳べ てお 

考異は 古版 物 を 主として 

に 完 全なる 參考本 を 作りた 

卷頭 に 「古 今 和歌 集 槪說」 の 

槪 念と 豫備 智識と を 捧げる 

作者 の傳 は、 こ れを 一 括し 


い た。 

參 照 し た。 古 肇 物に 至つ て は 一 括して 別 

いと 思つ てゐ る。 

一 篇を揭 げ、 こ の 集の 硏究者 に、 ま づ その 

ことと し た。 

て卷 尾に 附け た： 名 匠 大家 で、 そ の 行事の 


f- かに^られ て 居る 者 も、 や はり 小傳 にと ぐめ たの は、 體 裁の 統 一 を 

甲 5 つたから であ る。 

なま 卷 笔に卷 中の 語 釋を檢 索す る爲 に 「語 釋 索 引」 を、 又 集中の 歌 を 

檢 索す る爲 に 「類 句 索 引」 を 附 し た。 

表 K の 意匠 は S 原 t 水畫 伯、 背 の 意匠 は 菊 地 獪喜畫 伯の 筆に なり 

題簽 は 鈴 木梅溪 氏の 筆で ある。 

P 口和 二 年 一月  著 者し るす 
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古今 和歌 集槪說 

一 序論 == 平安 黎明期の 歌壇 

奈良 朝の はじめに 人 麻呂赤 人の 兩ぎ聖 が 逝かれてから、 記紀の 餘響を 鼓吹す る 者が なくなり、 平安朝の はじめに 

大伴家 持が 薨 じてから、 萬 葉 集の 福音 を傳 道す る 者が なくなって しまった。 桓武 天皇が 專ら 支那 文 W を 欽^し^ 仰 

せられる 餘 りに、 靑 丹吉奈 良の 都 を 規模な ほ 小な りと して、 四 神 相 應の福 地 を 山背の 愛お に 相し、 壯を見 

すば、 安ん、 ぞ天 子の 尊 を 知らん」 と讃欵 される ばかり、 太し き 大宮柱 を 立てられてから、 ますく 天下の 風^ は 唐 

めく 一 方であった。 御子 蜣峨 天皇 は、 殊に 支那 文擧の 嗜好 甚 しく、 父 帝と 同一 の 新 中：^ であらせられた S で、 父^の 

御 鍾愛は 他の 御子に 立ち まさって 居られた。 然るに 御 兄 平 城 上 は ひとり 國粹保 # の復舊 主義で あられた らしく、 

人心 浮華に 流れて、 骨な き 海月の 波に 漂 ふ 如く、 巧に その 世の 風潮 を迎 へ、 流行 を 追って 狂奔す るを憐 み、 5： 外^ 

古今 和 敬 集槪說  一 


古今 和歌 集槪說  二 

卑の別 を 失 ひ、 國粹 を減絕 して 殆ど 支那 化し さうな の を慨 かれ、 隨 つて 平安の 新 京 を 悪んで 奈 良の 舊都、 を 愛し、 k 

自身 を はじめ 皇子 達まで 奈 良に 在住せられ、 遙に 北の方 平安京 を 冷眼に 詠めて 歌 はれた 御 歌。 

ふる 里と なりに し奈 良の 都に も 色 はか はらす 花は唉 きけ り 

天下の 人 は 知らす、 花の みは 昔 を 忘れす 奈 良の 故 京に 唉 いたと、 喑に當 世 を 諷刺して、 警世の 晨鐘 となされ たけ 

れど、 朝野 上下と も、 長夜の 眠 はな ほ酣 なので、 慷慨の 御 心 は 遂に 抑制な され かねた もの か、 その 所信の 爲には 再 

oooooooo  ooooooooooooooooo  oooooooooooooooooooo 

び奈 良に 遷都して、 復位 を圖 らうと 思し召し 立 たれた のが、 彼の 弘 仁の 亂の基 と はなった ものと 思 はれる。 故に 藤 

原 仲 成、 同藥子 兄妹の 奸の 如き は， 只 その 機會を 早める： S 因であった に過ぎない。 かくて 上皇の 舊 主義 當 帝の 新 主 

裁 は、 方 鑿 n 枘相容 れぬ狀 態で、 玆に 一 大 衝突 を 來 たして、 一 時 檯 亂を惹 き 起した 結果 は、 遂に 上皇の 薙髪、 仲 成 

ooooooooooo  00000000  00000000000000 

兄妹の 伏^に^ 了って、 全く 舊 主義の 敗北に 歸し、 國 粹は滅 絶せられ、 國文擧 は 地に 墮 ちる 事と なった。 これに 反 

して 新 主義 は戰 勝の 餘 威に まかせ、 餘カを 振って いよく 發展 し、 ますく 隆盛に 赴いた。 況ゃ前 朝から 旣に遣 唐 

使 を 派出し、 留學生 を 送り、 名僧 智識 は 春 燕秋鴻 年々 に 去来し、 殊に この 時代に は最 澄、 空 海の 徒、 佛法欣 求の か 

たはら、 彼の地の 文化 を將來 したので、 漢文 擧の 隆盛 は その 極點に 達し、 月 卿 雪 客 は 日夜 應 制の 詩賦に 忙殺され、 

:B 人才 媛 は 香 鎵に韻 府を藏 め、 嬌 舌に 平仄 を 云爲す る こと、 なった。 

ooooooooooooooooooooooo  -ーヅ 

この 時代に おける 國歌 は、 衰微と いふより は 寧ろ 社會に 忘却され たのであった。 國史に 「季世 陵遲、 斯道 已墜」 

と^えた の は、 卽ち これ を 斥した ので ある。 然るに 幸に して 風流 宰相 小 野 篁の 出現 を 見た。 この 人 重代の 詩人な が 

ら、 なほよ く 斯道に 熱心し、 左遷 流謫の 道す がら、 謫行吟 の 五 言に その 氣燄を 叶： きつ 、も、 一 方に は 「ほの ぐと 明 


石の 浦の 朝霧」 に 島 かくれ ゆく 舟 を 思 ひ、 八十 島 かけて 漕ぎ出て は 「人に は吿 ゆよ」 と 海人の 子に 說へ などして， 

漸く 殘喘を 一隅に 保つ ことが 出來 た。 次いで 仁 明 天皇の 四十 賀を行 はれた^、 興 福 寺の 佾 徒が 五 七の 長歌 を 作って 

言 ほぎ 奉った。 その 制作 こそ 極めて 幼 稀 拙劣で あるが、 この 祝典に 常って、 彼等が： ：3 も關 係の 深い、 しかも 舉世狂 

す、 るが ぎ C 熱中して ゐる 漢文 漢詩 を さしおいて 國歌 を擇ん だ、 その 志が 殊勝と いはねば なるまい。 阈史 のこれ を稱 

揚 したの も 尤もな 事て ある。 蓋し 歴史 は 波打つ、 國歌 復興の 氣運は 人の 氣の 付かぬ 問に 旣に 動いて ゐ たので ある。 

こ、 に國耿 壇上の 夜 は 明けた。 黎明期 は 早く も 旭日 天に 冲 する 花々 しい 朝と なった。 殊に 緇衣界 には佾 正遍 照の 

出 ゆがあった。 「をと めの 姿し ばし と 、"めむ」 と 詠んだ 遊蕩 子良岑 宗貞の 昔から、 仁 和 朝に 七十 賀を赐 はった 掘老 

に 及ぶ まで、 吟咏 口に 絕 たす 咳 唾珠を まろばして、 この 健忘なる 國 民の 頭腦を 刺衝して、 その 記憶 を囘復 せしめ、 

その^ t を 役^が しめよ バと 努め、 これと 同時に 古今の すき 者 在^ 業 平が、 殆ど 競爭 的の 態度で、 非凡の 才を扳 ひ、 

非常の 熱 怙を馳 せ、 天 を 仰ぎ 地に 俯して、 聲の 限を絕 叫して から、 ゆに 山彥 のこた へぬ 山 は^になかった。 W 應じ 

乙 和して、 天下 また わが 歌と いふ もの、 ある 事を曉 、り、 復興の 機運 は 全く 熱した。 これ 家 持 歿後 殆ど 一 百年ば かり 

0  o  o  0  0  0 

の^であった。  • 

この 二 家 絶叫の 反響と して 崛 起した 名家に は、 前に 行 平、 小町、 黑主、 康秀 等、 のちに 深 養父、 興 服、 1, 躬 

151、 友 刖、 元方、 兼輔、 忠岑、 伊勢、 千里、 素性、 定文 等の 歌仙 達が あって、 又 この 外の 人々、 「その 名聞 ゆる 野 

力 ゾラ  OOOOCOOOOOOOOO  o  0  0  0 

邊に 牛： ふる 蔓の這 ひひろ ごり、 林に しゅき 木の葉の 如く」 に 多かった。 公私の 歌合 は頻々 として 催され， ^^の^ 

oooooooooooooo  ooooooooooooooo^o'ooo^oo  0  ^  0^0  ノ，  ^  ^ 

の 歌 は 各 家の 集中に 必す散 兄し、 獻 詠の 命 はしば く 下され 歌學の 研究 もやう やくに^って 來た これ を 寬平延 喜 
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の國歌 中興の 時代と する。 

二 勅撰の 壯擧 

旣 にこれ 等の 鉅匠 大家 を 抱擁した 復興 時代に おいて は、 勢 ひその 產物 として 記念と して、 何 かしら 後世にまで 貽 

るべき 事蹟がなくて はならぬ。 果して 破天荒なる 國歌撰 集の 勅命 は 彼等 歌仙 達の 頭上に 下った。 

延喜五 年 四月 十八 日 は 何とい ふ 日ぞ。 顧へば 國 歌に 取って 永久に 忘れる ことの 出來 ない、 しかも 最も 慶賀す ベ き 

999，99，9W99，9 曹  0OOOO0OO0OOOOOOO0O0OO 

嘉例 を 瓶め られた 日で はない か。 後 撰 集 以後の 一 一十代 集の 胚胎した 日で はない か。 卽ち この 日 を 以て、 紀友 ir 紀 

^之、 凡； ！： 内 躬恒、 壬 生 忠岑等 四 人に 勅して、 萬 葉 集に 洩れた 古歌、 及び 以後の 歌、 撰者 達のに 至る までの 秀逸 一 

千百酋 を棠勒 して 上ら しめられた。 初め 續萬葉 集と いったの を、 更に 勑命 によって 部類 を 分ち、 勒 して 二十 卷 とし 

©@@©©©©@© 

て、 名 づけ T 十 ：！ 今和耿 集と 题 した。 

@©@©@©©@©@©@©@  ooooooooo  0000000000 

抑 も 歌集 勑 撰の 擧と いふ は、 實は 漢詩の 顰に 倣った ものであった。 漢詩の 盛時 を羡ん で、 その 二の舞 を 試みた も 

のであった。 それ は嵯峨 天皇の 御代に は 勅 を 奉じて、 小野岑 守、 菅原淸 公 等 は 凌 雪 集 を 撰み、 再び 仲 雄 王、 菅原淸 

公、 勇 山 文 繼等は 文 華 秀麗 集 を 撰み、 又 經國集 は 滋野貞 主等數 人、 淳和 天皇の 勅 を 奉じて 撰んで 進った。 、かく 漢詩 

9  9  9  9  9  w  ,99  9  999,999  0000000000000 

の 奉 勅撰集 は、 殆ど その 恒例と もい ふべき であった の を、 醍醐 天皇の 御代に 至って、 はじめて 國歌を 以て 漢詩に さ 

し 易 へられた ので ある。 古人 旣に 古今 集の 序の 劈頭 第一 に 「やまと 歌 は」 と 書いた の を 評して、 國 歌の 衰微 を- S 慨 

して 漢詩に 對 せしめた る 激語な りと いひ、 又 「歌の さま 六つ あり、 唐の 歌に も かく、 ぞ あるべき」 と ある を、 正しく 


當時 もてはやせる 漢詩の 六義を 掠め取りながら、 却り て 知らす 顔に 凌ぎた る 文に て、 下に は 嘲り笑 ひたる 戲業 なりと 

論じた の は、 誠に 尤もな 說 ながら、 自分 は 今 一 步 進んで、 今度の 勅撰 を 以て、 漢詩に 對 する 復籠 〔的の 擧 であると 斷 

一 百す る こと を y 躇し ない。 とい ふの は 詩 家が それによ つて 無上の 光榮を 誇り、 無 一 一の 寵 遇と、 矜 つてる た 撰^ 事業 を 

^つて、 直に わが 國歌界 の 事業と なし、 かれが 例 を 追 ひ、 かれが 式を繹 ね、 かれが 體裁 をう つし、 かれが^^ 弊虚 

に 鑑みて、 遂に 一 部の 勅撰 歌集 を 完成した の は、 卽 ち百餘 年の 屈辱 を 一 時に 仲べ、 欝懷を ぎ 、的に k 、い、 た、 も、 s 、で、 、こ 

れを復 I〕 〔的の 擧と いはす は、 外に 何とい はう。 

又 この 集に 漢文と 國 文との 序が ある。 古來 この 先 後に 就いて 大に 議論が ある。 想 ふに 常時 は 詩集 はいふまで もな 

く、 歌^ 或は 遊^ 行幸の 折な どの 制作の 序 を、 皆 漢文に 書いた こと は、 本朝 文粹に 見えた 和歌 序、 又は 紀氏 (？) の 

新撰 和歌の 序な どを^ても わかる であらう。 されば この 集 も 最初 は、 淑望が 撰んだ 漢文の 序の みであった らしい が、 

貫 之が 國文を 以て これ を 摸し 出して、 漢文 序を排 して、 歌集に はじめて 國 文の 序 を 冠ら しめ、 首尾よく その 役 ^成 

功の 結末 をつ けた もので あらう。 歌人 達が 得意 は 想 ひ やられる。 かくて 谄 天の 勢 ひで 一 時國 歌を屛 息せ しめた^:^ 

c  o  o  oo  000000  000000000000000000300 

は 尺對に その 勢力 を 失って、 ゎづ かに 文章 博士 等 一 味の 手中に 委任せられ るに 至った。 

ぁゝ 彼等 は 成功した。 漢詩に 對 する 復響は 殆ど 根 を 斷ち葉 を 枯らす までに 成功した。 然して この 成功 は、 ^をい 

, , 、 力 olo^  ^o^  o  ^^-o  o  .  _  ©©©©@©©@©©@©©©©©©@©  ®  0  ©  ©  0  © 

へ は 彼等の 力 はかりて はなかった。 考 へても 見よ、 萬 一 この 勅撰の 御 下命がなかった としたら、 どんな もの か。 耿 

人達が 折角の 擬勢 も 手腕 も、 遂に 施すべき 機會、 揮 ふべき 場合がなくて 止んだ であらう。 すると この 空前の 壯擧を 

御下^ あらせられた 醍醐 天皇に 對し 奉って、 大に 感謝の 怠 を 表し、 十分に 謳歌 讃 歎し 奉らねば なるまい。 然れ ども^ 
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時 聖算 僅に-一 一十 一 一 一、 いかに 御明 君と は 申せ、 世事に 十分なる 經驗 もま だ あらせられす、 しかも 斯道に は あまり 熱 

ooooooooooooo  ooooooooooooo 

心で あらせられた 事實を 見出し 難い 點 から 推しても、 宸 襟から 出た 快擧 とする に は、 少し 早計で は あるまい かと 思 

ふ。 然 らば 輔弼の 臣 僚に 果して その 人が あったら うか。 左大臣 藤 時 平、 右大臣 源 光 はもと よりこれ 执 袴の 子弟に 過 

ざす、 納言參 議には 或は 漢擧者 こそ あれ、 眞に 時務 を 知る 達識の 才俊 もない。 更に 眼を轉 じて 天皇の 御 背後 を 見 奉 

つたならば、 その 黑 幕の 內に こそ、 この 天皇 をして 稀代の 聖 君たら しめた 傀儡師の 潜んで ゐる こと を發 見して、 何 

人 も 驚異す るで あらう。 その 傀儡師と は 誰れ か、 卽ち 天皇の 御 父君 寛 平 法皇 I 多 で まします ので ある。 

この 法，：^ 旣に御 在位の 時分から、 大に 斯道に 趣味 を 感じて 御 熱心の あまり、 宮中に 歌合 を 始めて 行 はせられ、 或 

は屛 風の 歌 や 常 座 やの 獻詠を 仰せ 下され、 或は 菅原 道眞 を拔擢 して 任用せられ、 伊勢の 御 を 更衣と して 籠せられ、 

素性 法師 を 良 因 朝臣と 召されて 遊 幸の 供奉 を 命ぜられる など、 努めて 歌人に 接近して 斯道 を獎勵 せられた 形 迹が顯 

著であった。 上の 好む 所 下 これに 倣 ふ は 自然の 數で、 當 時の 歌界は 燃える 火に 油を濺 いだ 如く、 空前絶後の 盛況 を呈 

0000000000  ooooooooooooo  oooooooooooooo 

した もので あらう。 すると 撰 集の 勅命 そのもの も、 法皇の 大御 心から 出た こと は、 少しの 疑 ひもない 事實 であらう。 

前に 漢詩に おける 嵯峨 天皇が まし まし、 今义國 歌に おける この 法皇が ましく、 殆ど 同 一 の 地位に 立 たれた もので あ 

る。 只 それ 漢詩 そのもの は、 わが 民族 文化の 眞 精神に 觸れる もので ないから、 その 盛衰 は 何の 痛痒 をも感 する に 及 

ばない。 が 國耿の 榮枯は 實に國 文舉の 運命に 關し、 民族 文化の 消長に 影響す る。 かるが 故に 法皇の あり 難い 思 召 は、 

oooooooooooooooo  0OO00O00OOO00O0OO0O00O00O0OOOO 

この 快 絕壯絕 なる 歌集 勅撰の 擧を 瓶め て、 首尾よく 歌人 達 をして 漢詩へ の復 if を 成功せ させられ たので あらう。 


三 古今 和歌 集の 出現 

今 この 集の 撰者 達が、 官途に おける 閱歴を 勘へ ると、 當時 (延喜 五 年) 紀友則 は大内 記、 紀貫之 は 御 書 所預、 躬 

恒は前 E. 麥少 目、 忠岑は 近衞府 生であった。 皆 これ 微官薄 祿の士 では あるが、 斯道の 堪能な 點を 以て、 やまと 欲 知 

れる かど を 以て、 歌 界の司 命と 召され、 活殺自在の 特權 を附與 せられた の は、 この 上 もない 光榮 ではない か。 

承 香 殿の 束の間、 垂簾 なかば 捲き 上 ゆ、 燈臺の 火 あかく 挑 ゆた 處、 四 脚の 几案に 四 人の 歌仙 相對 し、 或は 鉛椠 を 

執り、 或は 家々 の打聽 を飜讀 し、 ある は 高 やかに 歌 ひ あゆ、 ある は密 やかに 打ち 案じな どして、 仁^ 殿の もとの 樱 

の 木に 時鳥の 渡る を 聞く まで 夜の 更けた の もも 知らす、 あれの これのと 定め 合った の は、 必す 空前絶後の 令- ^を擇 

び 出したい 結構であった らう。 しかも 前代の 詩集 歌集 を 凌駕 させす はおくまい の诀 心であった らう。 不幸に して 友 

刖は 撰^ 中に 歿した ので、 躬恒を 莫逆の 朋友と し、 忠^ を 門下生に もって ゐる貫 之が、 代って その 楝 梁の 任 をね 擔 

o  0  ず嘗ず 9  9，  9  9,99999  零 99，，，  9  9,  99  9  999 ず 999  oooooooo  o  o  0  0 

した。 元來友 則と は從 兄弟の 關係 あり、 歌 名 また 同輩 を壓 して ゐた貫 之の 事 だから、 最初から. 2： 々に は、 大方 その 

oooooooooooooo  oooooooo  0  0  0000  ooooooooo  O0OO0000O00 

沙汰す る處 であった に 相違ない。 集 歌の 十分の 一 は、 皆 自分の 歌で 占領した ので 見ても、 いかに その 抱負の 大 なる 

もので あつたか 、見知られよう。 旣 にこの 抱負 この 手腕 この 勢力 を 抱 有して ゐる。 漢詩に 對 する 復 IKS 動の 成功した 

の も、 與 つて 力 ある 事と 思 はれる。 否 寧ろ その 主動 者の 位置に 立って ゐた亊 は、 殆ど 疑ふ餘 地がない と 信す る。 蓋 

し讲 U; 之 は世舉 つて 支那 文化に 心醉 した 時代に 生れて、 慷慨の 氣は 自身に も 抑制し かね、 極力 漢文 學 に對抗 運動 を 試 

み、 彼れ が跋愿 を 制して 國粹を 保存した いと 冀っ たもので あらう。 乃ち 國文を 草し、 國歌 をうた ひ、 國字 をお して、 
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おのく その 奥妙 を 窮めた。 これ 程の 貫 之 を 主任と し、 躬恒友 則 忠^の 名家 を 助手と して 撰ばれた 古今 和歌 集の 價 

値 は、 果してい かなる もの か。 

四 歌風の 推移  . 

天地 剖 判 以來、 敬神 を 以て 唯 一 の 理想と し、 満身に 磅礴 した 熱血と 熱涙と によって 形作られた 大和民族の 特殊の 性 

格 は、 前に は 儒敎、 後に は佛敎 の渡來 によって、 異常の 變 化を來 したら しい。 奈良朝 時代 はな ほ 敬神の 古風が 盛で 

あった。 聖武 天皇 はいたく 佛 陀に淫 すと 後世から 評せられた 程 だが、 佛敎の 勢力 は ひたすら 宮廷 内に 蟠 屈し、 上 中流 

社 會を撗 行す るに と V まって、 汎く 一般 社會に 波及す るまでに 至らなかった。 否 表面上 は 波及した と 見えても、 全 

國 民の 心の底まで 透徹し 切らなかった。 されば その 時代の 歌謠は 直摯の 情に 富んで ゐる こと は 勿論、 雄渾に 豪放に、 

精神 魄 力が 遙に 後世に 超越して ゐる。 たまに は悲觀 的の 思想がない でもない が、 それ は 極めて 少数であった。 平安 

朝と なって は、 最澄、 空 海の 徒が、 巧に 人情の 弱點に 投じて、 本 地 垂迹 說を 最も まじめに 提唱して、 宗敎 上の 成功 

を收 めてから、 敬神の 徒 は 忽ち 崇佛の 輩と 變じ、 この 世 を 夢幻と 悟り 悲哀と 觀 じて、 その 氣カ は衰颯 し、 その 熱誠 

は 磨して、 また 往日の 快活なる 氣象、 豪放なる 態度 を 認める ことが 出來 なくなり、 八 束 鬚 胸 前に 垂る、 大丈夫 も、 

今 は 風の 音 木の葉の 落つ る 響に も， ほろ くと 泣かる、 手 弱 女と なり 菜て、 しまった。 さもなくて すら 長年 月 を 打 

ち續 いた 太平 は、 社會の 潮流 を 腐敗せ しめて、 人心 ゲ 浮華 柔弱に 流れし めて ゐる ではない か。 かて、 加へ て、 漢魏 

六 朝の 四 六 駢魃の 妖冶鎩 巧 絢爛 眼 を 眩ます 文 辭が橫 行した ではない か。 されば こそ、 この 人情 はよ く かの 文 辭に調 


00  oooooo  ooooooooo  0  0  0  0  0  0  oooooooooooooooooooo 

和し、 融合 溶化し 丁， 日に 月に 優美に 走り、 徽 驗に陷 つて、 その 惰力の 停止す る 所 を 知らぬ 有様であった。 こゝに 

於て、 かの 火の 如き 熱情 を 歌った 眞摯の 佳作 は その 迹を絕 つた。 氣魄 の充實 した 雄渾の 名吟 は ：！： 處に 就いて 求めら 

oooooooooooooooooo  oooooooooooo  o  o  o  o  o  o  o  o  o  o  o  D  0  0 

れ よう。 宽平延 T: せ は國歌 中興の 時代と は稱 する が、 これらの 缺點 は歴々 として、 蔽 ふに 凼も ない。 却って 弘仁天 長 

oooooooooooooooooo  oooooooooooo  ooo  oooooooooooo 

の唔黑 時代 を經 過した 過渡 時代に おいて、 相應の 傑作 を 見得る こと は、 寧ろ 不思議であって 不思議で ない。 

更に 溯って 一 考察す ると、 奈良朝 末期 は旣に その 前期に 比して、 颇る 餘裕の ある ものであった。 前期の 作^に 多 

く 眞^ 味に 支配され た 結 ET 餘 一裕 も 遊び も 少なかった が、 後期に 至る と、 眞實 そのもの、 表現から 離れて、 遊び そ 

の もの、 表^も も 多少 交へ るよう になって きた。 大伴家 持 及び その 周圍の 人達が、 殊に かう した 倾 おの もとに 述作 

,  @©©©©©©©©@©©©©@©@©©©©©@@ 

してる たこと は、 卽ち 平安朝の 作風に 轉 化して ゆく 逕路を 示す ものであった。 

萬粱棠 は 光仁 天皇の 寶龜 年中に 斷絕 して、 家 持 等が 晩年の 所作 を 窺 ふこと が出來 ぬが、 推、 想 上お、 な、 じぎ^ じ、 進、 ん 

で 注った ものと 忍 はれる。 續紀に 見えた 桓武 天皇 及び その他の 少數 者の 所作が、 比較的 古風で ある こと は、 w.^sn 

論 に 多少の 異議 を揷 むに 足る 餘 地が 存 しないで もない が、 それ は 作者が 全くの 素人で ある 處 から、 赛ら 形式に 拘お 

して、 古 屈 を 執した ものと 斷 する。 家 持 等の 制作 は、 日に 月に 新しい 道 を 歩んで 往 かう とした もので、 時代のお^ 

はま さに この 人達の 吟詠に よって 窺 はれる ので ある。 蜣峨 淳和兩 朝の 極端なる 外國文 學崇拜 は、 折^: 發 達した，：：： 闽 

文. 觀を 根柢から 阻止し、 衰滅に 近から しめた。 けれども それ は 一 面から 見れば、 平安 文藝 を创 造す るに 就いては、 却 

つて 好邵 合であった かも 知れない。 あらゆる 改革 は 因 壟 や 博統に M はれて、 とかく 成功し 難いから である。 やう や 

、「改 苹の 成功 を见た ゆ は、 社會の 世相 は旣に 一 歩 も 一 一歩 も 躍進して ゐて、 更に 第一 一次の 改革 を 必要と する 時機に 到 

古今 和^ 篥 槪說，  九 
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達して るる ものである U 然るに これ は 何等の 拘束な しに、 新 天地 を 開拓し 得る 自由が あった。 

平安朝の 眞 文化 を 語る に は、 仁 明 天皇の 御代 を 逸する こと は出來 ない。 かの 直譯 文明が 永い 年月の 間に 醇化され 

美化され て、 わが 國民 性に ぴたりと 出合 ふやう になった 頃が、 卽ち 平安 文化の 確立した 時期であった。 漢文 學が下 

り 坂に 向って、 i 文擧が 再び 芽 を ふいた 仁 明、 天皇の 御代 は、 その 時期の 最 先に 當るひ 小 野 篁の 活躍した の も、 專ら 

この 御代の 事であった。 

. 平安 人士の 建設した 文化 は、 感じの 頗る 輕ぃ 明るい 美しい ものであった。 かの 奈良時代の 强ぃ 重苦しい ぎごちな 

99999999 警曹， 9 零， 謇，， 9 看 9  9  9  9  ,  ，  @©©@©@©©@©©©©@©©  9  9 

い 調子 は、 鄙びた 疎 野な 蠻 的な 氣 分と して 嫌 はれた。 のみなら す 第一 、 陳腐な 舊 式な ものと して 郤 けられた。 され 

ば 家 持 等の 作風と ー點靈 犀の 相 通す る ものが あって、 これ はいよ く 餘裕が あり 遊びが あった。 

世の 太平に 赴く に隨 ひ、 一般人 民の 生活 は 安定す る爲 に、 その 文藝 にと かく 深 酷 味を缺 くこと は、 古今東西の 歷 

ooooooooo  9999999  ,9,  999， 警  0  0  0  0  0  o  o  0  0  0 

史の證 する 處 である。 遊樂氣 分が 時代の 雰圍氣 となって、 皮相 的の 淺ぃ 興趣 をのみ 尊び、 深く 思考し、 銳く 感受し、 

0  0  0  0  o  o  0  0  0  00000000000000000000 

强く 表現す る こと は、 その 剌戟 とその 煩瑣と に堪 へられ なくなった。 さう した 傾向から すべての 世相 を觀 じて， そ 

OOOOOQOO  ooooooooooooooo 

の 範疇に 入らぬ 他の もの をば 野暮と 嘲り、 日向 臭し と 罵った 江戶 後期の 文化と、 ほ V その 軌を 同じう する ものが あ 

る。 然し 江戶 期の 文化 は 武家時代の 產物 だけあって、 時に いかつい 荒つ ほい 現象が 見えないでも なかった。 が 王朝 

o  oooooooooooooo  o  o〇oo〇〇〇〇oooo  oooooooo'ooooo  o^ 

文化 は何處 まで も 優美と いふ 薄 衣で、 體裁 よく 包んで ゐる こと は、 他の 時代に 全く 見られない 特色で 誠に 注意す 

べき 世相であった といへ る。 かう. した 世相が 産んだ 文 藝が、 颇る輕 い 明るい 美しい ものであって、 そこに 餘裕と 遊 

ooooooooooooooo 

びと み」 持った 結果、 皮相 的 傾向に 墮し たこと は據 ない。 
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殊に 自分が 面白くな く感 する の は、 秀句 卽ち いひ かけの 洒落 を、 好んで 使った ことで ある。 江 戶 後期に も 洒落れ 

や 口 合が 盛に 行 はれた と 同 樣な譯 であるが、 江戶 期の は それが 洒落れ なり 口 合な りで 獨 立して るるのに、 こ の^代 

、の、 は^. i の 中 LS 入し、 て、 大に 盛に その 詩趣と 品位と を 傷け てゐ る。 單 にこの 時代と いはす、 王朝 文化の 蕺 盛時た 

る，^ 氏 ゆ、 に 及ぶ まで、 この 傾向 は持續 して ゐた〕 いやます く甚 しくな つたと 見られる。 

^に^ 詩 を 恰も 國 歌の 敵で あるかの 如く 極論した。 但歌 人達が 漢詩 を 排斥した こと は、 その外 面 的 形式であって、 

ooooooooo  oooooooooooo  ， 

漢詩の 底に ある 思想 は、 反對に 久しい 浸潤に、 國歌 を變色 させて しまった。 漢詩 は その 古を尙 ひ、 格調 を^ ひ、 形 

式を尙 び、 來歴 を尙ん でゐる 間に、 知らす 識ら す、 實 生活から 距離の ある ものと なって、 特定した 詩歌の 別世界に 

夢 遊す る もの ゝ如 くになって しまった。 日本人の 學んだ 詩作 は、 殊に この 弊が 多かった。 卽ち 遊び 氣 分の^ お顯著 

ならので あった。 單に 漢文 擧に 見える 典故 や 言語との みい はす、 その 氣 分が 大きな 流 を 成して、 滔々 として^ 耿界 

に瀰漫 したので ある。 

五 語調の 變遷  づ 

賀茂眞 淵 は、 -智 て、 奈良時代の 歌 詠 を 集めた 萬 葉 集と、 この 集と を 比較して 論じて、 

マ ス ラヲク 二  , 

今、 その 調の さま を 見る に、 大和 國は 丈夫 國 にして、 古 は 女 もま すら をに 倣へ り。 かれ 萬 紫 集の 振 は すべて 

ますら をの 手 振な り。 山背の 國 はた を やめ 國 にして、 丈夫 もた を やめ を 習 ひぬ。 かれ 古今 和耿 集の 歌 は 手 弱 女 

の 姿な り。 
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と 喝破した。 國 によって 差別 を 立てた ことに は 多少の 異論 も あるか、 大體 において 容認 せらるべき 議論で あらう と 

思 ふ。 只 それ 丈夫 振で ある。 氣魄撗 溢して 積極的で あるから、 その 發音 もお のづ から 明晰で、 雷 句の 終結に 近づく 

oooo〇〇o〇〇〇o〇〇oo  0©0©00©0  ©©©©©©©©©©©3 

ほど、 ますく 力が 充實 して、 調子の 昂揚 を來 すの は 自然の 勢で、 これ 少數音 を 先に、 多 數音を 後に して 憚らぬ 所 

以、 卽ち五 七 調の 體製を 成した 理由で はない か。 只 それ 手 弱 女 振で ある。 意 氣平靜 で 時に 消極的で あるから、 その 

發音 も忸怩 として、 發語 こそ 明確で あるが、 終結に 近づく ほど、 低調に 非力で あるの は、 これ 多 數音を 先に、 少數 

©©0©©©©©©0©©©  ©00©0©©©©©©0@©@  ooooooooo  o〇o〇o〇〇o〇〇〇 

音 を 後に せねば ならぬ 所以で、 卽ち 七五調の 成った 理由で ないか。 氣魄の 充實と 否と は、 全く 語調の 變化轉 倒 を 生 

oooo〇〇o〇o〇 

する 根本的 原冈 である。 

更に そ S 副因と なった もの は、 頗る 多々 であった らうと 思 はれる。 或は 支那 人の 詩に おける 發音 組織が 漢文學 を 

介して 侵 人したり、 或は 佛經 讀誦の 音節が 影響した りしたら しい。 これらの 直接 影響 は 却って さほどの もので はな 

くて、 永い 間に 行 はれた 國民 性の 變 化が、 遂に この 語調の 轉 倒を來 したと 自分 は斷 言す る。 

注 古の 歌 謠卽ち 律語 は、 五 音 七 音 を 一基 調と した もので、 その 反復 數の 多少に よって、 長歌 短歌の 稱を 分つ ので 

あった。 そして その いづれ にも あれ、 末尾の 七 音 を 折り返して 歌 ひ 終る を 普通の 形式と した。 I 以下 特に 短歌に 

〇o〇o〇〇〇  oooo〇〇〇〇 oo 〇〇〇o  〇〇〇〇〇〇  00000000000 

ついてい ふ。 I 然るに 奈良 朝の 頃 ほひ、 旣に七 音 五 音 を 一 基調と する 變 調が 胚胎して、 萬 葉 集中の 短歌の みを撿 

0  0  o  oooo  〇〇〇〇〇〇〇  oo〇o〇〇〇oo〇〇  〇〇〇〇〇〇〇〇〇  00000000000000 

しても、 三の 句で いひ 切った 歌が、 殆ど 三十 有餘 首も算 せられる に 至った こと は、 夙く 七五調の 後世 風に 轉 じゅく 

傾向 を 示した ものである。 平安朝と なって は、 その 一 般の 語調 は 全く 七五調 化して ゐる にも 關 はらす、 侬 然として 

從來の 詩形 を 借りて 歌って ゐ るので、 なほ 古 調 を 模倣して 五、 七 調に 全く 歌 ひなした の も あり、 七五調に 歌って 三の 


^で f 、れ たの も、 又 一， 二の句まで、 一 旦に 調べお ろした の も あり、 甚だ まちくな ものであった。 殊に 二の句 三の 句 を 

七五調に 調へ た爲、 ^^の、 獨だ、 と 、いぶ k^s が^って きた。 五 七の 古 調で は、 S 節 を 切る 場合に は、 第二 句 第 四句 及 

、びば ぎ、 で、 切、 る、 のゲ、 正^と、 し、 た、 の、 を、 七五調 時代と なって は. この 三 節の 外に、 初 化 にても 乂 三の.？ にても いひ 切る 

ことが 出來 得る のであった。 されば 五 七、 七 五の 兩調を 融通して 撿 ベて 見る と、 五 句から 成立して ゐ る短耿 が い 
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つつが ザ！：， いき f ひて 五ぎ &段節 を 成し 得る ので、 語法 句法に 非常の 自由 を來し その 變化は 著く 複 雜に縱 铋 に 

o  o  0  o  o  o  o 

且巧 i に 赴いた。 

更に 附言す る。 語調の 變化 は、 短歌に 現 はれた 表面上の 形迹に 就いて、 その 變 化の 時代 を ほ V 椎斷 したに 過ぎ 

ない。 これ を 常識から 考察す ると， すべての 歌謠は その 形式に 對 して は 保守的で あるの ガ 通例で あるから、 A 

ooooooooooooooooooooooo^ 

葉 集中の 短歌に 旣に 三十 餘 首の 變格を 認めた となると、 當 時の 實 際の 語調 は 夙く から 七五調に なって ゐ たので 

^が s}^ ピが。 飛鳥 藤 原 朝 時代 はさし 置く としても、 否 その 時代で も變 化の 道程 中に あり、 剡 となって は 

いよく 七五調が 强 調され たこと ， 思 ふ。 かう いふ 性質の 變 化は诀 して 一 朝 一 夕に 成る でものな く、 颇る 永い 

年月 を 要した 國民 性の 推移に 本づ くもので ある。 

穴 用語の 變化 

奈良時代と 平安時代と は， その 文擧に 現れた 用語に、 非常な 疎隔が ある。 卽ち大 々的に 驚くべき ほど^ 化した。 

古語 は將棋 倒しに 死に、 新、 語が その 代、 りに 生れた。 舌 ざ はりの 粗い 强 いこ はぐし い 語 は 多く 滅びて、 口に 滑らか 
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な 優しい 語が それに 代った。 隨 つて 又 その 語法に、 その 形式 や 組織 を 殊にす る ものが 頗る 多くな つた。 

都遷 しと 政治 狀 態の 變 化と、 卽ち 政治 中心地の 移動と、 人事の 變轉と 及び 永い 太平と は、 前期の 文物 習慣 を 多く 

破壊して しまった。 我等 はま ざく とその 實例を 眼の 前に 見せつ けられて ゐる。 それ は 德川氏 三百 年間の 覇府 たる 

江戸が 東京と なって、 江戸っ子 詞が忽 に 東京 子 詞と變 つてし まった ことで ある。 僅か 三 四十 年間に、 從來の 江戸 人 

は その 江 戶詞を 使 ふ 機 會と場 處とを 見出す ことが 出來 なくなった。 全部 重苦しい 田舍 調子に 變り、 輕 快な 流 滑な 尖 

銳な爽 音 は、 社會の 片隅にお し 付けられて しまった。 奈良 平安 兩 朝の 推移 は、 これ を 逆に 反 對に往 つた ものである。 

今 その 言語の 一 班た るに 過ぎない 僅かな 單語ゃ 熟語 を こ、 に抽き 出して、 その 著しい 變化を 示さう。 

ひ：：： s 轉 化した もの は、 
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助？ 4 または 接^語の 類で 减び たも S は、 
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いむ かひ  け 長き  な 思 ひ  戀 ふる も 

合 名詞と して は 異例な 飢 織で 滅びた もの は、 

朝し ぬ^  安 逑太郞 タ浪 千^  足 柄 小舟 

又糾 織の 鸭 倒した もので は、 

つ て 言 (言 づ て)  忘れて 思 へ や (思 ひ 忘れめ や) 

の 如きが ある。 なほ 注意すべき は、 結句の 組織 を 四 三の 音數 にした ものが、 奈良 期に 多い ことで、 平安 期に は それ 

を 多く 三 四の 昔數に 仕立て ， るる。 

秋 山、 われ は  ^さ ふ、 べし や  借廬 しぞ、 おも ふ (以上 萬 葉〕 

風 や、 ふく、 りむ  花ぞ、 ち" ける  思 ふ、 な リけリ (以上 古今) 

こ 織 上の 變化 は、 語調の 變 化に 淵源して ゐる もので、 大に 研究 を 要する 大問 題 である。 この 他 「流し」 の 如 

く 文語に のみ^って， 歌 語に は 滅びた の も あり、 實 にが 良 平安 雨期の 問に 著しい 白線 を 劃して るる。 

古今 和 欲 橥槪^  一  ： 九 


古今 和歌 集槪說  丁： ハ 

こ、 に 至って^に 用語の みならす、 基礎と して 蓮 用され る 語調 そのものが、 隨 つて 大に變 化した ことが 立派に 證 

明され る。 

七聲調 及び 調 

この 集の 特色と して 數 ふべき 點は 頗る 多い が、 その 聲 調の 圓滑 流麗な こと は、 全く 空前絶後で、 後人の 好んで 範を 

取る 所と なった 。恰も 盤 上に 明珠を まろばす に似て、 一 向齒牙 に 障碍したり、 唇 舌に^ 滯 したりし ない。 一 唱三歎 

味 ひの 遠く 長く 漂 ふなつ かし さが ある。 蓋し 聲 音の 開 合 上下 か 律呂に 協って、 その 調和の 宜しき を 得た 爲と思 ふ。 

想 ふに 撰者 貫 之 は、 萬 葉 集の 古拙で、 田 舍傖父 式の 佶 倔な のに 慊ら す、 專ら意 調 双 絕の撰 を 成さう と 希望して、 

今日 樂 家に 傳來 して ゐろ謠 物の 披講、 朗詠、 神樂 歌の 譜 などの 如き、 ある 一 定 の樂譜 におし あて、 金石 絲 竹に 謠ひ 

合 はせ て、 ； 々撰 歌 を 試みた もので は あるまい か。 あながち 樂器を 借らぬ まで も、 扇 拍子 または 手拍子で 謠ひ上 ゆ 

o  ooo〇〇o〇〇〇〇cr〇〇〇o〇  〇〇〇o〇o〇  ooo〇〇〇  〇〇〇〇o〇  oooooooooo 

て、 さて 採否 を诀 したので は あるまい か。 集中 千餘 首の 歌、 古歌と いはす、 新作と いはす， 盡く ある 一 定の 調子で、 

o  ooooooooooooooooo  OOOOOOOOOOOC 

類型的に 切 揃へ たもの 、如く 見える の も、 恐らく はこれ が爲 であらう。 

oooooooooo  ooooooooooooooooooo  シラ， - 

單 なる 聲調 以外に、 言語の 組織 上から 來た、 多少 内容と 閼聯 ももった 一種の 節奏が ある。 香 川景樹 はこれ を 調と 

稱 した。 I： 京樹 自身の 調の 定篛は 颇る漠 たる もので、 その 運 川 も 極めて 不統一 で、 その 門人 八 田 知紀の 調の 眞路 の說 

に 聞く も、 やはり 同 樣の感 が あるが、 この 集 を 以て その 調の 中心 を 得た ものと して、 專 ら推稱 してる る。 又 村田眞 


調のと ゝ の ひたる まことの さま を 知らん と 思 は V  、 古今 集 をよ く 讀み味 ふべ し。 古今^ は 調 を ほ と！ g ベ る もの 

なり。 古今に 深く なれて その 味 ひ を 得ての ち、 あだし 集 ども を^ば、 そのけ ぢめ 明らかに 知らるべし。 (歌が 

たり 3 

と 論じた の も、 やはり この 範 園に 屬 する 讃 語で あらう。 調の 定義 は、 自分と して は、 「内容 を 包んで るる 氣 分と、 そ 

の 表^の 方式との 合致に ある」 としたい。 これらに 就いて 一 々例證 を擧 けて 說 明すべき だが、 餘に^ 瓒 にわた るか 

ら、 本文た る 評 釋の語 中に 就いて、 その 點撿 の勞を 執られたい。 

八 結 論 

耿 a はかくの 如くに 變遷 し、 語調 はかくの 如くに 變遷 し、 川 語 はかくの 如くに 變遷 し、 聲 調 はかくの 如くに 諧暢 

になった。 加 ふるに その 構想 は 長足の進歩 を 成して、 細の 細に 入り、 微の微 を 穿って、 巧緻に 斬新に、 紆餘^ 折し 

て、 よく 人陬を 孵く 語 言 を 弄する やうに なった。 贈答の 體は 上古から あつたが、 殊に この^ 代に 入って 盛に 器 川に、 

各自の 才氣の 煥發を 見た。 又 仁和寬 平の ^ ほひから 題詠の 盛 行 を 見、 隨 つて 歌合と 稱 して、 题：1 によって 勝 A を， 

ふ文藝 上の 遊樂 もうち 頻 つて 催された ので、 互に 着想の 新奇 を 競 ひ、 時に 尖 巧 浮 靡に 傷く も、 一 旦の 優勝 を 制さう 

とする 倾向を 生じ、 やう やく 自然に 遠ざかり、 眞情眞 詩に 乏しく はなって きたが、 なほ 後世の 如く^し いもので は 

ない。 況 やその 川 語 は 淸雅 をお として 卑陋 を卻 け、 粗笨 を 離れて 洗煉 を 窮め、 又 S に 擬人に 諷託^ 興に 各種の 轉 

^を 鹿 川して、 露骨 を 避けて 婉曲に つき、 あらゆる 辭 樣の變 化を盡 して 餘韻餘 情 あらしめ、 又 助^ を 巧に 使 川して 

せ 今 和^ 蕖槪說  一七 
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一 ^ 不一 百の 妙味 を 生ぜし めるな ど、 plin に 絶えて 見ぬ 技術の 發 達が 認められる。 

要するに この 集の 長處 は、 詩想 を 表現す る 技術の 上に 多く 認められ、 專ら 外面の 形式に 渉って ゐる。 短處 はお も 

に 内容の 實 質に 屬し、 眞摯の 情に 乏しく、 腦 裏に 與 へる 印象の 深刻で ない 點 にある。 この 長 處短處 は 果して 能く 扣 

償 ふに 足る か 足らぬ か。 これ 一大 問題で ある。 元來 詩歌の 眞惯値 は、 その 内容 如何によ つて 定る もの 故、 極論 すれ 

ば 長短 相蔽 はぬ との 非難 も あらう が、 よくく 思 ふと、 その 短處 とい ふの も、 槪 して 連 城の 玉 夜光の 珠 でない とい 

ふに 過 ざない。 仔細に 見て ゆく と、 その 詠 者 不詳の 歌の 如き は、 奈 良の 造 製が 一 釗强を 占めて、 燦然た る 璧の光 を 

放って ゐる。 平安朝に なっての 前期の 作に も颇る 佳作が ある。 況ゃ 他の 有名な 作家 達 は、 その 中期に しばく 絕唱 

を 出し、 後期に 及んでも 多少の 佳作 傑作 を產ん でる る。 これ を 後世 幾多の 勅撰集 や 私 集に 比較す ると、 殆ど 同日の 
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論に ならぬ ほどの 格^の 品位と 惯 値と を もって ゐる。 ま づ大醇 にして 小疵 なる 者と いってよ からう。 況ゃ萬 葉 集の 

o  o  o  o  0  〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇  o〇〇〇oo  〇〇〇〇o*〇〇〇oo〇〇〇〇ooo 

後に 於いて、 敷 島のう たの 荒 操 S 鋤き 返す とすれば、 勢 ひかう した 傾向に 趨ら ぬ譯に ゆかぬ。 人の 足 迹を歩 壟せ す、 

樣 によって 胡蔗を 描かぬ 點 だけで も、 亦大に 多と しなければ なるまい。 

なほ 乂 仔細に この^ を點檢 すると、 その^ 想の 多く は、 佛敎 より 感染した 悲觀 的で ある こと、 その 着想の 大抵 主 

觀 的で、 客觀 的文卞 に 乏しい こと、 又 比較的 體首 どめの 歌の 少 いこと、 そのた まにある もの は寬平 以往の 作者の 作 

に屬 する が 多い こと、 その ffl 語に 體 言が 少 くて、 活用 言と 助辭 とが 多分 を 占めた こと 等を發 見す るで あらう。 これ 

等は槪 して、 その 時代思潮 とその 風調體 格に 伴うた 自然の 結 架で、 萬 葉 集の 質實 雄大な 風格に、 一 步を 遜る 所以、 卽 

〇〇oo〇〇〇〇〇oo〇  oo〇ooo〇oo〇o〇o〇〇oo 

ち 巧傲纖 細幽艷 流麗 を 以て、 この 集の 一 頭 地 を 抽んづ る 所以で ある。 


又 更に 注意すべき は、 二の 粜に 於け る 長歌の^ るに 足る ものがない ことで ある」 古今の 耿 がその 一 稀の 特色 を以 

一 て、 萬 築の 風格と 相對 して 下らぬ とい ふの は、 只， ての 短歌の 上に と V まるので ある。 その 長歌に 至って は、 獨り數 

一 において 少 いのみで はない、 調に おいても 想に おいても 修辭 においても、 到底 萬 葉の 長歌と 競爭 し^ろ 資格 はない。 

\  ^に 冠辭綠 語の 類 を ig 合して、 繊に 連絡 を 作して、 猥に 長々 と 鎖り 續 けた 外、 一 向に e^:f 段落の 格 法を備 へす、 卽ち 

\ 飢 織が 立たない。 又 語調の 變化 融通 も、 詩形の 尨大な 爲、 短歌に 見る やうな 利便 を缺 いて、 五 七 若しくは 七： A の亂調 

\ 子 は、 句々 の 枝 梧を來 して ^雜を 極めて ゐろ。 造憾 ながら 平凡 拙劣、 失敗の 作で あると 評する より 外 はない。 

九餘  響 

十：： 今^が S 高權威 ある 勅撰 柒の嚆 矢と して、 歌壇に 出現して から、 從來傳 iS された 家々 の 打 聞 も、 私行して ゐた 

\ 撰 集 も、 盡く 高閣に^ ねらる、 遝 命に 陷 つたら しい。 萬 葉 集 は 村 上 天皇の 御代に あの 梨壺 S 五 人達に、 その^ 卜 i.5 

； 業 を 開始せられ たと はい へ 、蜣峨 天皇が 旣に宸 筆 四卷に 抄出せられ たこと、 六帖 及び この^に 采錄 された こと、 又は 

\  』」  /  /  oooooooo  ooooo  〇〇〇〇〇〇  o〇oo〇ooo 

\ 本耿 取と して 詠吟され たこと などに 徵 すると、 夙く 延喜 以前にお いて、 相當に 世に 行 はれて ゐ たこと が 想像され る。 

然れ ども この^の 威力の" 1 に は、 その 光 を 失って しまった。 

梨 壺の五 人が 天 13 に 撰んだ 歌集に は、 名 を 後 撰と 命じた こと も、 ゾの集 を 本^と しての 事であった。 枕 草子に、 

j  , 集 は 古 萬 葉、 古今、 後 撰。  • , -.  . 

とつら ねて あるが、 事實 において 萬^ 後 撰の 一 一 集 は、 その 脇 立に 過ぎなかった。 古今の 勢力 は 殆ど 常 信仰の^ 的 
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となった 法 華經の 如く、 無 一 一 亦 無 三であった。 隨 つて 家々 人々 相 競って これ を傳寫 して、 架上に 凝め 座右に 供へ た。 

一 ) れも枕 草子に、 

中 に も 古今 あま た 書き 寫 しな どす る 人 は、 皆覺 え ぬ ベ き事ぞ かし。 

など 見え、 能甞家 は 男^ を 問 はす、 人から 跳 へられて、 その 筆 寫に日 もこれ 足らぬ 有樣 であった。 榮華 物語に、 

御手 箱 一 よろ ひ、 片っ方 は 白き 色紙つ くりた る 草紙 ども、 古今、 後 撰、 拾 遣な ど、 五帖に 作りつ 、 、 侍 從中納 

一一 一！ II 行成と 延^: の 朝 K と、 おのく 草紙 一 つに 四卷を あてつ ゝ甞 かせ 給へ り。 (はつ 花の 卷) 

と ある も、 その 一 證 である。 ^今上 代樣の 古今の 歌 切の 各種が、 斷簡零 墨ながら も 數多存 する の は、 か、 る 理由に 

よるので ある。 ^に 傳寫を 事と する のみで はない。 この 集の 歌 を 諳誦す る こと は、 詠歌の 修行に 必要 條件 となって、 

一條： 大皇の 中宮 (藤 原定 子) の 御前で、 この 集の 記憶 試 驗を行 はれた 事が 枕 草子に 見え、 なほ その 時 村 上 天皇の 御 

代に、 宣 鳏殿ケ 御 (藤 原芳 子) の 御前で、 女御 を はじめ 侍 ふ 女房 達に、 帝が 同檨の 試驗を 課せられ たこと を 中宮が 

語られた^ が 載って るる。 尤も この 宣耀殿 女御が まだ 姬 君で 里 第に 居られた 顷、 御 父 小一 條 左大臣 (師 尹) は、 

1 に は 御手 を 習 ひ 給へ、 次に はきん の 御 琴 をい かで 人に 彈き まさむ と 思せ、 さて 古今の 歌 二十 卷を皆 浮べ させ 

袷 はむ を 御 舉 問に はせ させ 給へ。 (枕 草子) 

と姬 君に. s-し渡されて、 この 集の 諳誦 を 子女 敎 育の 課程の 一 科と 立てられた のであった。 

かくの 如く 日夕 この 集に 枕藉 して、 句 を 舐り 語 を 味 ひ、 ひたすら 範を こゝに 取らう と龌齪 した こと は、 平安時代 

oooo  o  o 〇ooo〇〇o〇〇〇oo〇〇〇o〇〇〇oo 

から 縑莒、 室町、 江戸時代 を 通じての 顯 著な 歌壇の 現象であった。 時に 元久 歌仙の 幽す： 體の 一 旗幟 を樹 て、 或は^ 


沙門 堂 家の 寬平 以往 說を唱 へ、 或は 古攀派 歌人の 萬^ 體を唱 へた 如き、 特殊な 變 調を呈 した こと も あるが、 やはり 

百 川^に 歸 する 勢 ひ、 それら は 遂に この 集の 一 體 又は 分派た るに を はって、 この 集 を 離れて 耿 なく 、歌と して この 

o〇〇〇o〇ooo〇〇〇〇 

集に 淵源せ ぬ ものはなかった。 

鴨 長 明の 無名 抄に、 

<l.w 今？ 昨 花. K ともに 備はリ て、 その さま まちく に 分れた リ。 後 撰に はよ ろしき 歌 f" 今 集に^ リ盡 されての ち、 ^化 も 終 ざリ 

ければ、 歌^が たくして、 姿 を擇 ばず 心 を 先と せリ。 拾逍の 顷ょリ その 體 殊の外 物 近くな りて、 云々" 

この 花 a 兼備の 說は 以^からの 定評であった こと は、 想像に 難くない が、 ことに 長 明に かく 記 錄 されてから、 歌 

& 家の^ 川 文， 句と なった。 いはく、  . 

<1 古今 集 は 花 對 にあめ リ。 後 撰 はまた 祁對 にあ まば、 花 風 さかりに 成るべし と 深く 誡 めて、 赏 體 多く 入れたり。 (松 永戍德 I 

戴 恩 記、 丸 光^— 耳底 記) 

^:„w- 匕 ま、 

<1 欲の 本體 はい：： 今の 欲 を ^覺 えて、 本 歌に もすべし。 (八 雲 ロ傳) 

と 初舉に をし へ 、 

A 古今に は 嘗て 詞の 沙汰な し、 おのれ ありの ま、 の 事 を いひけ るに こそ。 古今 ぞ まことに 詞 もめで たく^え 侍リ。 (裥 火桶) 

ム いにし へ 三代^  G.:: 今、 後 撰、 拾 泣) の 歌 は た^あ リに 私な く、 打ち 聞く にこと ゎリ 聞え て 面. H し。 三百 篇の 詩の 性 を 吟詠 

して、 高く すなほた るが 如し。 (耕 雲 ロ傳) 

古今 和歌 第槪說  ニー 
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A 三代 集の 事 尋ね 侍りし かば、 されし は、 「この 道の ^儀と .5. す は 古今 集に てこ そ あらめ」 と .5- されし。 (來野 州 聞 書) 

の 如く、 室町 時代の 歌人 は 推賞し、 江戶 期の 古學 勃興 以來の 諸家 はまた、 

ム天智 より 醍醐まで はサ 二世、 未だ 三百 年に 及ばず。 然るに 漸く 變 じて、 古今 集の 如く 文 質 兼備なる 體 となれ り。 (荷 S 在滿〜 國 

欲 八 論) 

厶 古今 集な どの 顷は慕 はしく ぞ覺ぇ 侍るな る。 (賀 茂眞 淵— 國歌 臆說) 

厶せ今 集 を 花. K 相對 といへ る は、 ^薬 集中に 類せ る 歌 ども、 この 集の よみ 人知らず といへ る 中には 數多兑 ゆ。 又 序に 舉 げたる 六 

歌仙と いふ 人々 の 歌 を はじ め、 赏時延 喜^-間 に 及ぶ 歌 ども、 漸く 花なる こと、 花なる も 後世の 如く 巧に 屈して、 詞 迫り 苦しげ なる 

もの は^えず」 されば こそ 花實相 割と はなれ。 —— 余 はよ み 歌に おいて は 古今 集を師 とすべ しと 思 へ リ。 (伴 資芳 —— 八 論評) 

〈今にして 御代く の 撰、 いづれ. を 採らん とならば、 古今 集に 優れる は あるべからず。 いかにと なれば、 今の 大 御世に も擗 ふべ 

き は 字 多、 ^蘭の 御代なる べし。 されば その 御代の 手 振 ことわざ、 おの づから この 御代に 通 ひに たれば にや、 歌よ む^の 人、 

知る も 知、 りぬ も、 古今^ を 上な きものに しても か しづかぬ や は ある。 されば 歌 作リ學 ばんと 思 は^、 額 づきて 古今 集 を 見る ベ 

きな リ。 r 加嗨 枝^) 

A 貰 之、 古今 獨步 の才を もて、 十：： 今 第 を 撰びて、 あしき を 拾て よき を 集めて、 歌の 軌範と なせり C 古今 を もて 古 を 照して、 是れ 

に 似た る をよ しとし、 似ざる を あしと 知り、 义 後世 今まで を i| し、 似 似ざる を もて、 よしあし を 知るべし o( 小澤蘆 庵！ - 布^の 

<! 古歌 を 見る に は 离菜橥 も あれ ど、 まづ 古今 集の 穩 やかなる と、 今一 いろ^^: 向なる 物 を 合 はする ぞょき C  (橘 守 部— 心の 種) 

厶 古歌 は 多 かる 屮に も、 必ず^て 學 ぶべき は 古今 集な リ〕 かの 集の さま、 すべて 詞 美しく 情深ければ、 他し 書と はいみ じく 異な 

る 集な リ。 然る を 後^の 人 詞のェ なる に 泥み て、 古今 集の^ をば 解く こと 能 はざる が 故に、 —— 詞 安らかな リ とも 風情なくて 


は 何の かひ か あらん。 (畏 野義首 —耿の 大概) 

厶 神代 は 姑く おく、  口 本 紀ょリ 今に 至る まで 見渡した、 りん 屮に、 お 今 集は獨 秀でた る こと、 誰も 知る 所な リ 。(^谷^ 好 —卜：： 今； 止 

義說論 捕 註) 

の 如く、 絕對稱 諧 の；！ を^; ゆて^ しまなかった。 然し また 多少の 異義 を その^に 挿 むお も 無いで はなかった。 ：條 

の 「今^ いづ わの 體 を^ 路 として 模 すべき か」 との 質問に 對 して 頓阿 法師 は、 

〈お 牛延苕 の顷 はこの 逍の 屮與と 見えた リ。 然るに 古今 集な ほ^ 之の 心に は 十分せ ざるに や、 新撰 を 撰んで 一. ム々。 (siiow^) 

と 答へ た。 これ は赏之 中心の 論から 來てゐ ると 思 はれる。 

A 古今 集の 敬の 風體を 本と して よむべし。 屮 にも 雜部を 常に 見るべし〕 仉 古今に も- M け、 りれ ぬ 歌少々 ぁリ。 (西 公談抄 ) 

< い：： 今の 耿も心 こそ あれ、 詞 はふる めかし くて、 常世に は あはぬな り。 (徹 書記 物語) 

厶 古今 雄の みぞ この 逍の 鏡なる べき。 それすら 若 千の 用 拾 あるべき や。 (心 敬^ 都 I 老 のく リ言) 

<1 古今 集 をのみ まねぶ 人 あれ ど、 彼に は 心さく、 巧みた る 多ければ、 下れる 世人の 癖に て、 事せば く 巧め るに 心^りて、 おく W 

き やまと 魂 を 忘る めリ。 (賀 茂^ 淵— 新 まなび) 

A 十 2 今 集 を 以て 花^ 兼備 永世の 法則と すべし とい ふ 人 ぁリ。 ffl: 余が 僻 意なる 故 か、 この 時世 はな ほ.！ X に 過ぎて 花やか ならず と 

こそ 忍へ。 sl^; は (荷 m 布滿— 國歌八 論) 

ム 古今 集めで たけれ ども、 今時 詠み 出づ る^に は、 時世 あが リ てうち あはず。 (石 is 正叨 —！e おの 家^ o 

厶 三代 集 はうる はしけれ ども 細やかな、 りぬ つ ひえ ぁリ。 (近 藤 芳樹— 寄^ 歌談) 

以上の 言 說は その 語調に 强弱 精粗の 度 こそ は あるが、 絕 對非認 ではなくて、 伹ゎづ かに 白 璧の微 瑕 を指拈 する に ひ 
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oooooooooooo  o  o  oooooo'oo  卜- 

と し、  ので ある。  一部に 不満足 を 表明して ゐ ながら、 その 大部分 を 承認して るる 態度で あるの も 面白い あよ そ 世 

の 中に 完全. t.^ などい ふ もの は あるべき 箸がない。 いは ゆる 吉祥天 f を 思 ひかけ むと すれば 法氣づ くの 類で、 多少の 

缺點 まある としても、 ゲ、 集、 ひ、 と、 り、 そ、 の責を 負 ふべき でない。 賀茂眞 淵 は 萬 葉 集 を 無上に 推 尊した 人と して 聞え て 

3TD33^.-DDDDOrooo  〇o〇〇〇ooo〇oooo  oooooooooooo 

ゐ るが、 なほ 「ゲ で その 心 を 知り、 古今 集 を かねて その 姿 を 得ば、 誰かい しくな きものと せん」 と唱 

へ 、 自身の 吟詠 も、 そ、 の、 晚、 年、 は Ifk^l 、今、 の、 中^ ゲ、 气ぃ、 て、 ゐ、 た。 その 門人 加 藤 千 蔭、 村 田 春 海 は、 今少し 古今の に 

tr、„r  、のゲ ず： y て、 議論に 實 行に その 迹が歷 々として ゐる。 香 川 景樹に 至って は 遮 一 一 無 一 一 古今 集 を 尊信して、 s 之 

宗の經 典と 仰いだ。 爾 來景樹 の桂阖 調が 天下 を 風靡す ると 共に、 この 集 はいよ くその 光彩 を 放って、 遂に 今日に 

至った ので ある。 

なほこの 集の 絶大な 勢力 を證據 立てる もの は、 後世の 二十代 集が すべての 模範 を この 集に 仰いだ こと、 叉 その 题 

名 を 新 十：： 今、 續 古今、 新續 古今な ど 壟 ^ した ことな どで ある。 次に その 註 書の 汗牛充 棟で ある ことで ある。 . 1 ^ 

ooooooooo  0-0  000  0、  ^~po  o  PJP^l 

の 註釋^ の部衮 照。 I 又 或 一 時代 を 劃した 幻影に 過ぎない が、 餘 響の 一 斷音 として、 是非とも 古今 傳授の 薪 的お 

oooooooooooooooo 

承 を 考慮のう ちに 置く 必要が あらう 

一 o 雜 考 

♦  s 奏覽の 年 時 

この 鍋の 漢文 序の 末尾に 「延喜 五 年 歳次 乙 丑 四月 十八 日 臣貫之 等 序ス」 と あるに 據れ ば、 延喜五 年 四月が 撰 了奏覽 


の E となる。 然れ ども 假名 序に、 

「延^ 五 年 TO: 月 卜 八日に 大内 記紀 …… 忠岑 等に 仰せられて、 萬 葉 集に 入らぬ ふるき 歌、 みづ からの を も 奉らし 

o  o  o  o  0  0 

め 給 ひて なむ。 

と ある。 この 文意に 從 へば、 延喜五 年 四月が 勑撰 下命の 日と なり、 奏覽の 日 は それより 後の 事と なる。 しかし 若し 

^して 五 年 四月が 下命の 日なら ば、 かく 旣に 下命の 日 を 註記した 以上 は、 その 撰 了 奏覽の 日 を も利對 的に 明記す る 

のが、 その 文の 體を 得る もので はない か。 序文 はすべ て、 その 内容の 纏まった うへ で甞 くべき 性質の もの だからで 

ある。 それ 故 假名 序 もな ほ 五 年 四月 を 奏覽の 日と して 甞ぃ たもの だと 斷 する。 

「延喜 五 年 四月 十五 日 云々。 御 書 所 預紀贳 之、 撰 n 集 古今 和歌 棠 一部 二十 卷， (扶粱 略記、 日本 紀略) 

「古今、 延赛五 年 四月 十五 日 奉 A 詔 紀^ 之爲 1! 楝梁， 撰レ之 e  (八 雪 御抄) 

などせ 五 年 四月 奏覽 說を證 する ものである。 只 集中に 延喜五 年 以後の 歌が 混って るるので、 五 年 四月 下命 說に 有力 

な設左 を與へ る やうで ある。 卽ち延 喜 七 年の 大堰川 行幸の 折の 歌 一 一首、 

鶴立洲  つら ゆき 

あした つ の 立てる 川べ を ふく 風に よせて か へ 、りぬ 浪 かと ぞ みる 

^叫 山陝  みつね 

わびしら に ましら な 鳴き そ 足 引の 山の かひ あるけ ふに や は あらぬ 

が 入って るる。 藤 原 淸輔は その 袋 草子に、 

上奏 以 I 耿入 之條、 K 〈之 不レ堪 二 優美 一 人. レ之 也、 奏覽 本に は 無二 件 歌 等 一 云々。 

や：： 今和耿 集槪說  二 五 
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と、 つて ゐる。 なほ 延喜七 年 六月に 逝去され た 七 條の后 を 悼み 奉った 伊勢の 長歌が ある。 これ 等 はまこと に淸輔 o 

說の 如く、 籠 後 追加され たもの H い。 隨っま S 對に、 囊後 切り出され S もあった らうと 想像され 

る。 卷末 にある 8em は それに 當る かも 知れない。 t 霞の 三窗 例 まても， 古今 集 S 覽後も 加 

^彦 正の あった ことが 思 はせられ る。 

又 序文に は いづれ も 「十八 曰」 と あるに 達 I その他に。 十^ 曰と なって ゐる。 藤原 俊 成 は 「十八 曰 |ゐる ベ 

し」 と 人の 問に 答へ てゐ る。 

§ 編 次の 方式 

古今 棠の i 次の 方式 は、 全く 前代に 超絶した 齊整 さで ある。 その 整理の 行き届い たこと は、 和漢の 詩集な どに は、 

とても^られ な い。 わが 邦 最初の 歌集 萬 葉 集を檢 すると、 その 部 立 は、  バ . 

一、 雜歌 二、 相 聞 三、 挽歌 四、 赘喩歌 五、 四季 雜歌 六、 四季 相 聞 

と 分類され て あるが、 この 巣に 至って は、 更に 數歩を 進めて、 

春 上下 1 秋 上下 冬賀 離別 覊旅 物 名 戀^ P 一、 藝 雜 上下 雜體 大 御歌 所 歌 

の 十三 部 立、 二十 卷に 組織され て ある。 この 分類 方法と 卷數と は、 後世の 二十代 集 勅撰 歌集の 軌範と なった こと は、 

こ 3 集の 威力の 偉大 さ を 語る もので あり、 又 その 完備した 組織で ある こと を證 する ものである。 

變 化が あると いふ こ と>  、秩序が あると いふ こと、 は、 正 反對の 地位に 立つ ものである。 秩序の 籠た る もの は變 


化が 乏しく、 變 化の 縱潢 なる もの は秧 序を缺 くこと が 多い。 この 兩立 しない 二つの 傾向 を 兼ねる こと は、 絕對に 出 

來る もので ない。 かの^ 藥 集の 四千 數百 首、 數こ そこの 集に 四 倍して ゐ るが、 通讀 して ゆく と、 忽 にして 山忽 にし 

て 川、 忽 にして 村落 忽 にして 豁^、 前後の 應 接に 遑 がない ほど、 變 化に 富んで ゐる。 讀み 了って 丁！ 1： その 飽 くこと 

を覺 えぬ の は、 .2: 容 の充實 による こと は 勿論で あるが、 一 は その 編 次が さ S み 整然と 秧序 立てられない 結 菜で、 そ 

こに 何時も 内容の 變 化が 認められ、 倦 忘の 氣の 起る 患 をな くす る。 編 次の 不整！.： が 飛んだ 過ちの 功名と なった もの 

である。 

二れ に反して こ は餘 りに 秩序 を 立て 過ぎた。 類 を 以て 序で、 似 を 以て 排し、 微の微 を 穿ち、 細の 細 を たづね 

て 按排して 往 つた 結果、 何 處を繙 いて 見ても、 各種 各 樣の變 化が 乏しく、 いづれ も 類 想 類型 類 調の ものが 列陣 して 

るるので、 平板に 流れ、 興味の 一 半 を 殺-ぐ こと、 なった。 撰者 達が 編輯 上の 能力 技倆の 十分に 發禪 された こと は感 

謝に ig する が、 そこに 非常な 不利益 を釀 して ゐる。 

今 この 編 次の 齊 整た る資例 を、 一 つ 左に 示さう。 試に この 集の 戀四 (第 十四 卷) を檢 すると、 

5- さむし ろ に 衣 かたしき こよ ひも や 我 を まつ らむ 宇治の はし 姬 

ゆ^や こむ 我 やゆ かむ の いざよ ひに まきの 板戶 もさ &ず疲 にけ リ 

ゆいま 來 むと いひし ばか リに長 月の ぁリ 明の 月 を 待ち 出つ るかた 

夜よ し 夜よ しと 人に つげ や、 りば こて ふ に 似た リ待 たずし も あらず 

こずば e: へ も 入、 りじ 濃 むらさき わが 元 結に 霜 は おくと も 

古今 和歌 第概說  二 七 
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E せ： 城 野の もと あ ら の 小 萩 露 を おもみ 風 を まつごと 君 を こそ まて 

この 六 首 は 待戀の 歌ば かり 類聚した ので ある。 S は 待た る ゝ戀、 g は 互 待戀、 S は 深夜 待戀、 3： は 月夜 待戀、 S 

は 乍 立 待戀、 g は 寄 物 待戀と 次第され て ある。 かう した 編 次の 方式 は、 後世の 勑撰私 撰の 歌集 及び 類題 歌集に その 

範 を^れ たもの ， 、 いづれ の 部 いづれ の 頁 もこの 調子で は、 山の ない 平野 を ゆく やうな 感じが して、 颇る 妙で ない。 

W 署名の 方式 

この 集 署名の 方式 は、 一 見 まちく で、 何の 統 一 もない やう-たが、 決して さう でない。 

^上の 御製 は、 

奈^の みかどの 御 歌 仁 和の みかどの 御 歌 

とおして 揭 上の 方式 を 用ゐて ある。 

皇族の 御 歌 は、 

これたか のみこ 雲林院 のみこ かげの りのお ほ 君 

の 如く、 或は 名 或は 稱呼 を署 して ある。 「これたか のみこ」 の 例に よれば、 「雪 林院 のみこ」 は常康 のみこと あるべ 

く、 「雪 林院 のみこ」 の 書式に よれば、 「これたか のみこ」 は 小 野の 宮 のみこと あるべき である。 

攝關 大臣 は その 官職 を 主として、 通俗の 稱 呼に 從 つた。 诀 して 氏 姓名 を 現 はさな いのは、 上古からの 習惯 で、 敬 

意 を 表する 听以 である。 その 例 は 左の 如くで ある。 


前のお ほきお ほい まう ち 君 堀川のお ほきお ほい まう ち 君 近院の 右のお ほい まう ち 君 左のお ほい まう ち 君 

公卿 卽ち 上達部 以下 五位の 殿上人まで は、 氏 姓名 を署 して 官職 を 書かない。 

在 原 行： 牛 朝臣 (三位 中納 言) 在 原 業 平 朝臣 (四 位 屮將) 藤 原 敏行朝 E  (W 位 右兵衞 督) 

藤 原^ 根 朝 E  C 五位 式部 大輔) 藤 原お 方 朝臣 (五位 少將) 

このうち の變 例と して は、 良 卑宗貞 が 殿上人で あつたに 關 はらす、 氏名の みを署 した ことで ある。 

地下の 五位 以下 は 氏名の みを署 して 姓 を 書かす、 又 官職 も 害かない。 

SMS 布^ 今^ 源赏純 

の 類で、 颇 るお ほい。 

^人の 署名 は 甚だ 大まかな もので、 可な り臈 次がない。 打ち 任せて は その 本名 を 指 斥せ ぬのが^ 時の 風習で あつ 

t からで ある。 

,1ド；卞、 方で ま , 

m- 院の 五の みこ 粱 平の 母の みこ 

など、 「業 平の 母の みこ」 の 如き、 御水 名 は^ 夺^ 親王で ある C 

^通 女せ 史 の：： 取 高地 位卽ち 典侍に 至った 人 は、 お 氏 姓名まで 署 して ある。 その 例、 

典 伶 藤^ H ^朝臣 典侍 藤 原^ 子 朝 E 

なほ {K: 中 奉仕の 女房 は 皆い は ゆる 呼名 を 以て 書かれて ある。 
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三 條の町 伢勢 大輔 因幡  ニ條 兵衞 

の 類で、 又 乙 は 次第 名、 白 女 は 遊女な ので、 その 本名 を署 したので あらう。 

氏 を 添へ たの は、 

小 野 小町 三 國の町 紀の 乳母 

で、 紀 乳母 は 陽 成 帝の 御 乳母で、 役柄の 名で 呼ばれた ま、 に 箸して ある。 

粉： ：- 化 ま 付 正 被 の 人-：; 一.^ ま、 

^^遍^ 僧正 聖寶 

と^し、 以下 は 凡 偕に 及ぶ まで、 

山 性 法師 素性 法師 兼藝 法師 

とおし、 I： ^は 紛れぬ ように、 

と い ふ 風に^ して ある。 

作者 不詳の もの は 皆、 

よみ 人 しらず 

と^して ある。 これに は 全く 不詳な ものと、 勑勘を 蒙った 爲 勅撰集に 氏名 を あら はし 難い も のと、 或 事情の もと 

に 氏名 を あら はさぬ ものと、 甚 しい 卑賤に よって 署名 を 憚った ものと が ある。 ニ條 后ゃ营 原 道眞は 第二に 屬 する 人 

だから、 今 本に 署名の あるの は、 後人の 所為に 相違ない。 況ゃ道 眞のは 「菅原 朝臣」 と署 してあって、 前掲の 書式 


のどれ にも 協 はない。 第三に 馬す る もの は、 寬平 后宮の 歌合の 歌 をよ み 人 しらすと ある 類で ある。 撰者の 同時代で 

作者 不明な 苦がない。 作者 その 人に ：！： かの 事情が あって、 署名せ ぬ こと、 思 はれる。 

. . W 和漢 兩序考 ザ,： ， - ケ. に,. , - . ふ 

〇 この 悠^ 通の 流布本 は、 國 文の 序 を 鼓 初にお き、 漢文の 序 を 末尾に 附 けて ある。 國 文の^: 卽ち 假名 ぼ は紀 

巧 之の 作と 傳 へられ、 漢文の 序 卽ち眞 名 序 は 紀淑望 撰と 署名が ある。 淑望は n.\ 一の 一 族で ある。 ^代の 老^ 

中納 一：. •：：， 紀長^ 雄 卿の 子で、 文牮 生から 大學頭 東 宫學士 となった 漢學 者で ある。 

、， シ ガヤ 

〇 序 は 端^で ある。 假令 漢文に せよ、 序が 末尾に ある こと は 大きな 矛盾で ある。 古本 (筋 切な ど) に は兩^ ： 

とも はじめに ある。 しかも この 和漢 兩體の 序が、 その 結構 布置から はじめて、 措辭造 句の 末に 至る まで、 殆 

ど 酷似して るるから、 その いづれ か 一方 は翻譯 である 事 は、 更に 疑ふ餘 地がない。 この 和漢 兩體 の^の 出來 

た 動機、 及び その 前後 論に ついて、 こ、 に 記述す る 事と しょう。 - 

古今 集 以前の 著書 は國史 とい ひ 詩文 集と いひ、 大抵 は 序文が あり、 その 序 は必す 漢文であった。 尤も 内容も^ 义 

又は 澳詩 であるから、 ふさ はしい 理由 も ある。 國文 系統の 書で は、 太 安 一 得 侶の 古事記に 序で はない が、 漢文 表が^ 

.5 てゐ る。 とにかく 序文と い t ば、 當時は 慣習 的に 漢文 を 使用す る こと ， なって 居った と斷 言され る。 

かう した 惯ぉに 支配され た 時代に、 古今 集が 撰 著された。 しかも それが 公式の 勑撰 集で ある 以上 は、 必 す^ 文 を 

冠す ろ 必要が あった。 内容 は國 歌で あるに 關 はらす、 とにかく 惯習 的に 先蹤を 踏んで、 漢文の 序 を 冠す る こと は、 

今 和歌 集槪： 說  三 一 


A 今 和歌 集 槪說.  三 二 

^^に 於いて 最も 當然 過ざる 常然 であった。， 假令 序論 中に 旣に ii 明した 如く、 この 集 勅撰の 擧 が漢擧 者に 對 しての 

對抗、 漢文 攀に對 しての 復饕と 見てから が、 やはり 强ぃ惯 習の 手から は遛れ かねて、 一 且は 漢文の 序 を 冠した こと 

と 思 はれる。 現に この 集 以後に 出來た 歌集 「新撰 和歌」 にも、 漢文の 序 を 冠して ゐる こと は、 有力な 證左 である。 

^文の 序 作者 紀淑望 は、 その 身分 閱歴 からい つて、 この 集の 序 者と して 適任であった。 常時 营原 道眞の やうな 擧 

和漢に 秀でた 才人 も 居た けれども、 延喜五 年 時分 は 旣に流 1 の 身で、 筑 紫に 呻吟して 居られた。 よし 叉 顯榮に 居ら 

れた處 が、 その 身分が 高 過ぎて、 國史 の撰輯 などなら 知らぬ こと、 かやうな 太平の 世の 文飾に 過ぎない 觀の ある 詩 

歌の 集な どに は、 その 序 を 執筆 も 署名 もされる 苦の もので はない。 それ は 懷風藻 以後の 諸 詩文 集の 序 者の 身分 を旯 

合 はせ たら、 卽 坐に 了解され よう。 淑 望の 父 長 谷 雄 ももと より 有名な 文 者で あるが、 旣に 上達部の 末 斑に 列して ゐ 

たから、 却って この 序 者た る资格 はない。 

他に その 人 を 求める と、 藤原菅 根 も あらう、 三 善 淸行も あらう が、 この 仕事 は 大抵なら 御免 蒙りたい 仕事で あつ 

た。 とい ふ は、 集は勑 撰で あるが、 序 は 撰者 貫 之 等の 爲に する 代作で、 箪者 自身 署名す る ものではなかった。 K 之 

は 歌人と して は 常 代に 認められて 居った が、 身分 は 卑賤な 御 書所預 くら ゐ である。 階級 觀 念の 强 かった 常時で は、 

この 點 でも 多少 代作 を 躊躇す る 人が あったらう と 思 はれる。 そこで 誰れ 彼れ とい はす、 この 集の 撰者た る、 紀友 則、 

紀§ は 之と 同族 的 を； 緣を 有する 關係 上、 又 重代の 漢擧 者た る 資格 上、 淑 望が 序 者と して 指名され たの は、 こわ も 常然 

過ぎる 程常然 である。 

淑^ は^ 中に 一 ュ门 の 歌 をと》 めて るる。 元來が 重代の 漢學者 だから、 支那の 事に は 明るい が、 却って わが 邦の 事 


に は 闇い。 何時の 世で も かう した 舉者は 存在す る もので、 それが 又 その 當 時には 大した 人氣 で， 世に 重んぜられて 

るた ものである。 彼れ は 漢詩の 立場から 立案して、 耿槳の 序 を 作った。 

故に 彼れ は IE 口 第一 に 「夫 和歌^」 と窨 いた。 支那 人が 執筆した ものなら とにかく、 わが 邦人の t.: くべき 口吻で な 

い。 蓋し 蜣峨 帝の 前後、 漢文 舉 全盛時代の 思想が 傳 流して ゐて、 恬 として 怪 まなかった 川？ i の 一 つで は あるまい か。 

とすれば あながち 淑望 一人の 罪で ないか も 知れぬ。 次に 歌の 本旨 を 論す る あたり、 全く 詩論 を 摸した に過ぎない。 

殊に 六殺說 など は 木に 竹 を 接ぐ ものである。 また 「古 天子- 1 擇士 之才 也」 まで は、 支那 唐 代の 詩陚を 以て 人材 を 

採った 科 舉の制 を 思って 書いた ので、 わが 邦で は 全く 無い 事で ある。 「乞食 之 客以 ぃ此爲 二 活計 之 媒こ も、 や； く 歌の 

上に は 無い^ で、 これ も 支那で 落第の 詩人な どが 詩 を 以て 勢家に 寄食した 例話 を 思って ^いた ものである。 また 

「始有 二三 十 一 字 之 詠 一 今 反歌 之 作 也」 と あるの は、 萬橥 集に まづ 長歌 を擧 ゆて、 次に 反歌 と^して、 三十 丁： ：T の 短 

耿を舉 けて あるの を 見て、 反歌 は 三十 一 字の 詠の 稱 呼と 誤認して 書いた ので ある。 

六 歌仙の 評論 は大體 において 允 常で ある。 只 喜 撰の 評に 「其詞 華麗 而 首尾 停滞」 と あるが、 別に： i 滯と いふ 程で 

もな く、  ^鼯は 全然 常って ゐ ない。 小町 を 「衣 通姬之 流」 とい ひ、 黑 王 を 「猿 丸 大夫之 次」 とい ふの は 恐らく 文飾の 

語で あらう。 ，ての 論據が 甚だ 滞 弱で ある。 但 「各 獻ニ冢 集竝古 來舊歌 T 曰ニ續 萬猪棠 f 於レ 是^ 有 レ お、 部 二 類 所 レ舉耿 一 

勒而^ ニニ 十卷 一名 曰 二 古今 和歌 集 こ の 一節 は、 この 集 撰 著の 來. e 經過を 語る もので、 大切な お. 科で ある。 

淑望の 所作に 對 して、 かやう に 論評す る こと は、 或は 酷に 失する かも 知れない C 實 は歌舉 とか 歌史 とかい ふ 方面 

に、 まだ 平安 文明 草創の 際に 馬して をって、 甚だ 蒙 味な 狀 態であった。 萬^^の 撰 著の 時代 すら、 漠然たる 解^ を 
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與 へて 居る 程で はない か。 さう した 方面に 誤謬が あったり する こと は、 恕 してやらねば ならない。 又 彼れ が この 序 

を 起草す るに 當 つての 態度 を 考察す る 必要が あらう。 抑 もこの 集の 撰者に は 彼が 族 人た る 友 則 貫 之が あり、 友刖死 

後 は 貫 之が 全部の 責任者であった 關係 上、 この 序文の 署名 者 は 貫 之に なって ゐる。 隨 つて 署名 者た る 貫 之の 意見 を 

たづね、 それ を 尊重して 書いた と 見る が至當 である。 されば その 詩論 以外の 責任 は、 貫 之 も分擔 すべき 性質の もの 

かも 知れない。 とにかく 常時の 舉問 智識の 程度で は、 あれ 位が 精一 杯の 成績と 斷 する。 

漢文 序 を 時代相 常の 所作と すると、 國文 序卽ち 假名 序 は 何の 爲に 書かれた かが 問題になる。 もし 漢文 序に 撰者 達 

の^に 満たぬ 缺點ゃ 事情が 伏在して ゐ るなら、 奏請して 面目 を かへ る爲に 新に 假字 文で 書く とい ふ 自發的 蓮 動 をす 

るの も常然 であるが、 漢文 序と 國文 序と を 比 ii して 見る と、 詩論 中の 一 部 を 除く 外 は 全く 同 一 致で、 國文序 は 漢文 

序 を飜譯 したに 過ぎない。 かうな ると 屋上 屋を 架す で、 頗る 無用な 事 を 企てた 譯 になる ので、 殆ど その 理由が 成り 

立たない 0 

こ、 に 至って 勢 ひ 國文學 復興の 氣蓮を 物語らざる を 得ない。 女文字で 書く ところの 國文學 は、 仁 明 帝 時代から 復 

興の 曙光 を 放ち、 爾來 歌道の 隆盛 を來 した こと は、 序論 中に 記述した 如くで ある。 單に 歌道の みとい はす、 女文字 

^使 川が 一 般的 になり、 國 文が 弘 通した こと は、 古今 集の 歌の 詞書ゃ 伊勢 物語 竹 取 物語な どの 出現 を 兒ても 推想認 

識 される 事寳 で、 中に も 物語 類に 屬 する 著作が、 婦人 を 中心として、 盛に 製作され たこと は 想像に 難くない。 

旣に 詩集 勑 撰の 慣例 を 破って、 歌集 勅撰の 新 例 を 啓いた 撰者 達 は、 果して 漢文 序 を 頂いて 満足して ゐた であらう 

か。 これ は 大きな 疑問で ある。 慣習 的に 據 なく 漢文 序 を 承認した もの、、 恐らく 彼等の 意中に は、 國文序 を 冠せ て 


欲しかった ので は あるまい か。 さう して 純 乎た る國 歌の 勅撰集た る 體裁を 整へ、 範を 後昆に 垂れたい と 希望して ゐ 

たので は あるまい か。 打て は 饗 く、 忍へば 思 はる、 の 道 輝で、 この 希望 はいつ か 天 怠 を 動し、 更に 國 文の 序 を^く 

べき 詔 命 は 下った と见 られ る。 野々 ロ隆正 はい はく、 

眞字 序の. N 意 は、 皆 もろこしの 詩の 論 を もてき たれる にて、 この 國の 歌の ことに はかな はぬ 事 多 かり。 こと： 史 

に 假名^ を^け とい ふ 詔に て ありた らんに は、 貫 之 主の 思 ひ 取られた る 筋 を 害 かるべ かりし を、 その^ 文の^ 

を その ま  >  に譯 せよ との 勑 にて ありつと 見え、 その 眞字 序の 意 を 失 はじと 力めら れ たる ものと：^ ゆ。 

この 評 は 全く この間の fs^ を 穿ち、 祕密を 見 透し 得た 言で ある。 全部 書き 換 へる こと は、 漢文の 序者淑 望の 而：： i を 

^す ことに も 常る ので、 かう いふ 折中 彌鏠の 手段 を 取られた のらし い。 又 一 面から 見る と、 旣 成の 漢文 序を國 文に 

飜譯 する の は、 甚だ 姑息ら しい 方法 だが、 これが 從來の 慣習 を 破って、 新惯 習に 入らう とする 過渡の 逍 程 を、 如^ 

に 物語る もので はない か。 

上に 漢文 序の^ 者の 黑 幕の 陰に は、 撰者 貫 之が 居た こと をい つた。 さて 漢文 序が 出來 上って^ ると、 殊に u\ 一等 

歌人の. N 場と して a ると、 不快な の は 支那の 詩論 を その ま、 にわが 耿論 とした 一 點で、 かねてより 何とかし てこれ 

だけ は 訂正した いと 思って 居た ものと 思 はれる。 恰もよ し國 文に 飜譯の 勅命に 接した。 

貫 之 は 何と これら を譯 した か。 「夫 和歌 者」 の 胃 頭の 一 句 を 本の まゝに 「やまと 歌 は」 と I いた。 おなる 直譯に 

過 ざない と兒 える が、 その 心理に は 大きな 相違が ある。 原文 は 只漢擧 者の 口調に 任せた ので、 深い 川 恋の ある もの 

ではない。 貫 之の は 全く 別 筒の 意味 ある も ので、 卽ち强 く 漢詩に あて、 國歌を 本と した^ 法で ある。 六 殺 3 說の如 
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き は 修辭學 と 格調 論と を 混線 させた もので、 歌の 上から いふと、 始末に 困る。 然し その 内容に は觸れ ないで、 只 一 

句 「からの 歌に も かく ぞ あるべき」 の 語を附 加して、 本末 轉倒、 直に 敵の 得物 を 奪って 敵の 胸 を剌す 筆法に 出た の 

は、 頗る 偸 快な やり方で、 すべても 國歌 中心に 片付けた の は、 まことに 允當 である。 

^文 「春 鶯 之 囀 1 一花 中 一秋 蟬之吟 1 一樹 上 この 句 は 六 義說の 後に あるの み 引き 上 ゆて 「見る 物 聞く 物に つけて いひ 出せ 

るな り」 に續 けたの は 自然で 宜しい。 樹上の 秋蟬を 「水に 住む 蛭」 と變 へたの は 日本的で ある。 そして 「物 皆 有レ之 

e 然之现 也」 を 「いづれ か 歌 を 詠ま ざり ける」 で攝 してし まった の は 簡潔で ある。 二 天地 こに 「力 を も 入れす し 

て」 、「感 二 鬼神 一」 に 「めに 見えぬ」 の 修飾語 を 冠せ たの は- 原文に 勝る 妙味が ある。 

「祌世 七 代 時 質人淳 情欲 無, 分」 を 貫 之 は 何と 心得た のか、 變な譯 し 方 をした。 卽ち 「ちはやぶる 神代に は 歌の 文字 

も 定まらす すなほに して ことの 心 わき 難 かりけ らし」 と 害いた。 これ は 原文の 意と は 相違して ゐる のみなら す、 譯 

文 は その 要 伺 を 得難い C 流石の 貫 之 もこ、 では 失敗した。 「今 反歌 之 作 也」 を 全然す てた の は 眼識が ある。 

「其 後雖ニ 天神 之 孫 II 源流 漸繁」 の 句 はや、 猥雜 の感が あるの を、 これ は 「花 をめ で 云々」 と 手輕に 片付けて ゐ 

る。 「猶 拂， 雪亂 云々」 の 句を樂 天の 座右銘に 入れ 換 へて 譯 したの は、 聊か 自由が ましい が、 原文が 譯 しにくい から 

であらう。 それすら 「年月 を わたり」 「天 雪お ひの ほれる 如く」 と 修飾 ゃ譬喻 の 語 を 挿んで 譯 して るる。 「難 波津之 

汁」 に 「淺杏 出の：；： .リ3 葉」 を湊 合して、 「富緖 川 之篇」 をす てた の は、 一 曆{ 莨 際 的で、 手 習 ふ 人の はじめに もす る 

ほど 親み が 深い。 

「今の 世の中 色に つき 云々」 から 「さかし 愚な りと しろしめ しけむ」 の 一 節 は、 隆 正の 説に、 


「今の 世の中 色に つき 人の 心 花に なりに ける より、 あだなる 歌 はかなき 言の みいで くれば、 色好みの 家に 堙木 

の 人 しれぬ 事と なりて、 まめなる 處に は花雜 ほに いたすべき 事に も あらすな りに たり 云々」 と^きながら、 戀 

の 部^^ を^ けられた る はいかに。 天皇に 見せ 奉る はまめ なる 極に あらす や。 これ は sftrH^ に 「故お お，：^ 人 

之 右一 難 レ進ニ 丈 失 之^ こ と ある を、 その 意 を 違へ じと 譯 された る 故、 却り ておのが 撰棠の 意に そむける こと を 

おかれた る 也。 又 「いにしへ の 帝 —— さかしおろ かなりと 知ろ しめしけ む」 と ある も、 やまと 歌に は 離れた る * 

なり。 これ も眞ネ 序に 「古 天子 梦 一 良晨美 景 T 詔 T 侍 ほ預 二.： p 女 筵 If 上獻ニ 和歌 T  之^.^ 此 可：^、  -^s 芝 性於レ 

：： だ^ 分、 所 卞 以隨, 之 欲 1擇ホ± 之才. q 也」 と ある を譯 された る 也" 

「然 あるの みならす さ V れ 石に 云々」 から 「歌に の みぞ 心 を 慰めけ る」 は、 一 々集中に 典據を 取って^る 絢爛 を 極 

めた 文卞 で、 ^頭 花 を 生す る才 文で ある。 徂 原文に は 全然ない。 この 一節 を 挿んで、 原文の r 自ニ大 津^ 子 之-: ム々 I 

—和歌 漸衰」 をす てた の は、 次 句への 續 きが 面白くない 故と 思 はれる。 

人 麻；：，：： 赤 人の 評 は、 何とい つても 巧 語 言で ある。 原文の r 竝和 歌仙 也」 などの 遠く 及ぶ 所でない。 「かの 御 時よ 

り」 は 萬 獎檠撰 著の 時 を さす ものと は 推 想され るが、 上に その 時代が 明記して ないから よく 利かない。 これ は 上手 

の 手から 洩 つた 水で ある。 「昔 平 城 天子 —〜 不下以 二 斯道 一 顯上」 の 一 節 はこ、 にリき 上 けられて、 しかも 省略され て 

ある。 

六 歌仙 褒贬の 條は專 に 原文 を忠實 に譯 しながら、 一 ^と 精采の ある 文字と なった。 

「今す ベら ざの 天の下 云々」 の 一節 は 原文 もなかく よく 寄け て、 その 名文 句 「仁 流， 一秋 津洲之 外 二！^々」 は 和歌 朋 
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：冰 奥に 采錄 された 程で ある。 「梅 を かざす より はじめて 云々」 は 部 立 を 面白く 叙して は あるが、 上に 類似した 文 宇 

が あるので、 又 かとい ふ 感じが する。 

末節 「飛鳥 川の 瀬になる 云々」 は 原文で は 「仁 流 n 秋 津洲之 外 1 云々」 に續 いて 「淵 變爲ぃ 瀨之聲 寂々 閉 1 口、 砂 長 

爲レ 之 頌洋々 滿ぃ 耳」 と あるの を、 切 離して こ、 に譯 したの は、 聊か 融通が 過ぎる。 「人 痲呂 なくなり になれ ど 歌の 

ことと V まれる かな」 で 原文の 譯は 終って ゐ るの を、 更に 「たと ひ 時 移り 事 去り 樂び悲 び 云々」 の 一 節を附 加した こと 

は、 譯 文の 方で は 文勢が 盡 きないので、 結束が 旨く 付かない。 止む を 得す、 この 節 を 書き足して 結收 したので ある。 

ウテ トシ  ヲ  ル レバ  二 

また 原文 「俗人 爭事 ニ榮利  一 il 義慣 二 神明 1 也」 の 一節 を 略して 譯 さなかつ たの は、 その 意が や、 譏 刺に わたる 恐 

が あるので、 嫌忌 を 避けた ものと 斷 すろ。 その他 をり く 位置 を變更 したり、 或は 重複に ちかいの は 切り捨てたり 

して 活殺自在 である。 

要するに 二三の 瑕疵 や 失敗 は あると しても、 全體 から 見れば、 原文 を 凌駕した 上手な 譯し 方で、 殆ど 飜譯 の覊絆 

を悅 して 創作に 近い。 これが 爲に 本末 轉 倒の 議論 も 起って くるので、 或は r 假字序 を 感歎して 淑望竊 にこれ を 摸す」 

とい ひ、 或は r 假字序 を 書かむ が 爲にま づ淑望 をして 土 代の 草 を 書かし む」 ともい つて、 古來 その 先 後に 更に 一 定 

の說 がなかった。 然し 漢文 序の 缺點と 認められる 箇處 は、 國文 序に は 大抵 訂正 或は 削除され て ある。 これ 卽ち國 文 

序が 後出の ものである 第一の 證據 である。 況ゃ 本論 を 初頭より 通覽 して さて 一 瞑想に 及んだら、 國文序 は 飜譯文 

である ことが 意識され、 前説の 如き 倒 見 は 速に 一 掃され る 事と 思 ふ。 後說の 如き は 餘に貫 1\. 一の 伎倆 を輕視 した もの 

で、 辯 明の 限で ない。 


g 證 本 

ィ 流布本 

ニ條 天， MS.Mtfm 子 内 親王の 御 裳 着の 折、 上 東 門院 (藤 原彰 子) から 御 贈物に、 貫 之 自箪の 古今 集 を 默られ たこ 

とが、 榮花 物. 語に 見える。 

一 一日の 夜 さり 還らせ 給へば、 一 品の 宫 (禎 子) の 御 贈に は 貫 之が 手づ から 書きた る 古今 一 一十 卷、 御子 左 (^明 

親王) の 書き 給へ る 後 撰 一 14- 卷、 道 虱 書きた る 萬 葉 集な ど を ぞ獻ら せけ る。 世に なう めでたき もの どもな り。 

II 融院 より プ條院 に 渡りたり ける 物 どもなる べし。 又 世に 類 ひ あらすな む。 (御 裳 着の 卷) 

この 本 はもと 醍醐 天皇の 御 本であった とい ふから、 若し これが 現存して ゐ たなら、 唯一 の證 本で あるが、 ^しいか 

な燒 けて しまった。 

古今 読本 陽 明 門院 (禎子 内親王) 御 本、 貫 之 自筆、 是延喜 御 本相傳 也。 後顯綱 朝臣 申 賜、 其 後 轉々、 

於，， 故 公信 朝 ！i 許， 燒 n 失 之，、 此本無 1 序 也。 (袋 草子) 

また 赏之 自筆の 假名 序の つ いた 小 野" 皇大 后の 御木 も、 その 宮で燒 失した と い ふ。 

小 野 m 大 后宮 御 本 錄 ^宮嬈 二 失 之 ハ 以， - 化 本流， 通 家 朝臣 自維 本是 也。  . 

S: ハ傳) 兼 & 朝臣の^ 本 は、 小 野 皇大后 a. し 受けて 御覽 じけ る 程に 燒 けにけ り。 賞 之が 自筆の 古今 も、 その 時 同じく 燒 けにけ 

り。 くち 惜しき 事な り。 (古今 著 聞 集) 
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源氏物語 梅が 枝の 卷に、 

御子の 侍從 して 宮 にさぶ らふ 本 ども 取りに 遣 はす。 —— 延 喜の 御門の、 古今 和歌 集 を、 唐の 淺縹の 紙 をつ ぎて、 おなじ 色の こ 

き紋の 唐の 綺の 表紙、 おなじき 玉の 軸、 だんの 唐の 組紐な どな まめかし うて、 卷 毎に 御手の 筋 を かへ つ、、 いみ じう 書き 績け 

させ 給へ る、 大殿油 短く まゐ りて 御覽 ずるに、 云々。 

一 これ は小說 では あるが、 常時 醍醐 帝宸 筆の 古今 集が 傳來 して ゐ たので は あるまい か、 けれども それ も 影 も 形 もの こ 

一 ら ない。 

一 この 外 花 I 左大臣の 傳來 した 閑 院太政 大臣 本 鎌^も どうな つた か、 その 行方 は 不明で ある。 

玆に 至って 遂に 中納言 藤原定 家が 諸 本 を 取捨して 校定した 本 を 以て 底本と する より 外 はなくな つた。 これに 兩種 

ある。 後堀河 天皇の 貞應 一 一年 七月に 書かれた の を貞應 本と 稱し、 その 嘉祿ー 一年 四月に 書かれた の を 嘉祿 本と 稱 する。 

一 貞應 本の 奧 書に、 

此集 家々 所， 稱雖， ；說々 多 ， 、 且 任，， 師說， 又 加 二 了見 ， 、爲 1備ニ 後 舉之證 本，^. レ 顧，； 老眼 之不， ，堪 、手 自書， 之。 

貞應ニ 年 七月 廿ニ癸 亥 戶部尙 書 藤 判 

同卄 八日 令二讀 合， 訖、 寄，， 人 落 字， i。 傳，， 于 嫡孫， 可レ爲 ニ將證 本- 

ふ s 時は定 家の 一流が 歌道の 覇權を 握って ゐ たから、 いよく この 定家 校本が 盛 行して、 鎌倉時代 以降 今日に 至る 

~j  oooooooooooo  ooooooooooooooocooooo  ooooooooooooo  00 

i 約 七 百年 問 を 支配して きた。 この 長年 月間に 發 生した 文 學技藝 の 作物 は 勿論、 あらゆる 事象の 末に 至る まで、 苟も 

ooooooooooo  0©©©©0©©©0©©0©©©©  o〇o〇〇〇〇〇cooo〇o〇o〇 000 

十！ I 今 集に 交涉 ある もの は、 皆 必す貞 應本を 基礎と したので あった。 今日 自分が この 集 を 研究す るに 至って、 なほ！： 


oooooooooooooooo  o  o  o  o  ^10  oo 

應本卽 ち 流布本 を 基礎と した 现山 は、 全く この 點 にある 

□ 古筆 物 

比に と爯 して^ 之お と傳 へられた 古今 集 物 は、 その 筆致から すると、 三種に わかれる が、 いづれ も はヌ 一お 

字の 霄 風と は諾き 難いの みならす、 その 一種の 如き は 全く 藤 原 行成の 箪 である。 しかも この 三種 を 通じて、 完備し 

てゐ るの は五卷 (秋 下、 原 家藏) 八卷 (覊 旅、 毛 利 家藏) 廿卷 (大御所、 山 内 家藏) の 三卷に 過ぎす、 他は盡 く 斷簡零 

あで ある。 五^と S ，と 思 はれる 雜下 は、 今 はわ づ かに 模 刻での こって ゐる。 

この 也 藤 ぼハ丄现^ と稱 する k 切 は上卷 のみに と V まって、 下卷を 逸して しまった こと は、 假令佐 卿- のおで ない お 一 

も^しい ものである。 又 小 野道 風 筆と 稱 する 木 阿 彌切は 物 名 (全) 戀ー (その 半 部) 戀四 (殆ど 全部) を^して ゐミ 

> 肇參參 • 肇參參  o〇o〇  0000  0、  00、 

： 七 本と して ま *7 弋は^ れ るが、 源俊賴 筆の 元 永 木 を 推す より 外 は あるまい。 伹 これに は 追記の 混 人が ある カと且 

^^、の や が舊 いから 、必す 善 寫 であらう と 思ったら 大 間違で ある。 これら 古， 物が 技い お n をき」 

今日にまで 傳來 した 理由 は、 只 その 能書なる 爲重 襲祕藏 された 結果に 過ぎない。 抑 も 能 寄 家 は傳寫 その 事より は、 

運お に 大きな^ 味を感 する ので、 知らす 識らす 書く 技術の 方が 主と なり、 寫す 方が 第一 一となる 傾向 力 多- そォカ 

^ぎ^^ 千 る 、る。 實 は拙窨 でもい、 から 忠寳 に書寫 した ものに、 舉術 上の 憤 値 は あるが、 それら 

は 鑑赏家 から は 一 顧 もされな いから、 隨 つて 反故と 滅びて しまった ものと 忍 はれる。 されば 前述の 古^ 類の 多く は 

DDDDD300000000  〇〇ooo〇OOOOOOOOQOOOOO  p  ^  ^ 

I？ てれが 完本であって も、 l^tif る^け の價 値に 乏しく、 た V 參考に 供すべき 性質の ものである： と をぎ B す 
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る o 

こ、 に 只 一 つ 前 田 侯爵 家 所 藏の藤 原淸輔 自筆の 古今 集 は、 學術上 珍重すべき ものと 思 ふ。 これ は 小 野 皇大后 家で 

燒 失した とい ふ 貫 之 自筆 本 を、 その 燒失 前に 若狹 守通宗 が傳寫 し、 その 傳寫 本に よって、 淸輔が 自ら 寫し 自ら 校合 

して、 他人の 手 を 一 切 煩 はさなかった と、 その 奧書 にある。 浦 輔は詞 花 集の 撰者 顯輔の 子で、 定 家の 父 俊 成と 同時 

に 斯道の 宗匠と 仰がれ、 家 を 六 條と稱 し、 その 父祖 子弟 は 皆 有名な 歌人 又は 歌擧 者であった。 しかも 六條 一流 は微 

微 として 振 はす、 遂に 滅亡して しまったので、 この 本の 傳流 は、 世上に その 痕迹 をと V め なくなった。 

又 近頃 藤 原 雅經の 自筆 本が 出現した。 これ は 貫 之 三傳の 本と 稱 する。 雅經 は. 飛鳥 井家の 祖で、 新 古今 集 撰者の 一 

人で は あるが、 定 家の 弟子 分であった とい はれて ゐる。 

鎌 倉 末期 以來の 古 寫本は 頗る 多い が、 盡く定 家 校本の 傳寫 であって、 只 その 筆寫 を云爲 する にと、 "まり、 考異と 

しての 特別の 價値 ある ほどの もの はない。 

註釋書 

1 條 天皇 時代の 文運 勃興 期から、 歌學の 研究 はます く 盛に なって、 諸家の 髓腦ゃ 歌論 も續 出す るよう になった。 

歌書 を註釋 する こと は、 只 典故 や 考異を 附注す るに と V まって、 字句の 解說 までに は 及ばなかった。 王朝 末期に な 

つてく ると、 漸く 研究が 微細に 入る ことにな つて、 字句の 觯說も 現れた。 爾來 この 集の 注釋書 は續々 と 世に出て、 

足利時代、 特に 德川 時代 は 多量な 產出 があった。 こ、 に は 只 この 一 斑 を 示さう。 


0 奧憐抄 古今の 部 

o 僻案抄 +  "今の 部 

顯註密 勘 

0 古今 抄延五 記 
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藤 原^ 輔 

藤原定 家 

顯昭法 橋 註 
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林 

尙 

好 
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童 蒙 
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0 古 

OA 

評 


詳 


今 

代 集 


北. Ms 親 © 

書  ニ條爲 家 

抄  一條^  S 

お  残^ 井^ 氣 

通  五井 純禎 

抄 (古今の 部) 北 村季吟 

聽  賀 茂^^ 


、- あ 


全 


義 (賀 マデ) 


香 川 f 榭 

樫^ 蓝 

黑 澤翁滿 

野々 a 隆^ 

宮 部 正 岑 

本 居 登 類 

屮村 秋^ 


0 印を附 けたる 外 は、 昝 頭に、 古今 和歌 集の 五 字 を 冠すべし。 

等、 なほ 澤山 ある。 就中、 餘 材抄、 打聽、 正義の 三 書が 勝れて ゐる である。 遠 鏡、 鄙 言、 麋拂等 は、 俗語 を 以て 
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直譯 した ものでの 良書で ある。 奧儀抄 以下、 八 代集杪 までの 諸 寄 は、 歌舉の 混沌 時代に なった 舊說 で、 顯註密 勘と 

八 代 抄とを 除いて は、 殆ど 觀 るに 足る ものがない。 

又 特に、 集 序ば かり を講說 した ものが ある。 

古今 集 序 註 法 橋顯昭  古今 集序考 岸 本. H 豆 流 

古今 序 註 了譽 上人  古今 集 兩序鄙 言 尾 蛴雅嘉 

古今 序 古註 考荷 田東滿  同  井上文雄 

こ 5 他、 一部分に 局った 考證 解釋の 類を擧 ゆると、 餘に 煩し くなる から、 他 は 悉く 省く。 

g 各 卷槪觀  . 

^巾の 敬 を 作者の 詳 不詳に 關 はらず、 通じて 假に前 中 後の 三 期に 區 分した。 前期に 奈茛 5 遺 製から はじめて 天長^までの 作 を 

統べ、 巾 期に 承 和より 仁 和までの 作 を 統べ、 後期に 寬平延 喜の 作 を 統べた。 

春 上 (卷 一) 

元來 四季の 歌 は 自然の 景趣を 詠す るの がキ； で、 自然 その物 は 極めて 平和な 對象 であるから、 隨 つて 平明 和 諧な調 

子、 優麗な 詞藻、 或は 雄渾な 或は 繊細な 體格 こそ あれ、 人事 を 主題と した 作の 如く、 摯實な 深刻な 痛切な 特徵は 求 

めら れ ない。 殊に 平安 人士 は 餘裕と 遊びの ある 事 を 喜ぶ 傾向の あった 以上 は、 さう した 方面から、 その 長所 を翫賞 

する やうに つとめた いと 甲 いふ。 


この 部 は 立春から" 春 雪、 縈、 初春、 野 遊、 若菜、 霞、 鶯、 卷柳、 存鳥、 歸雁、 ^花、 初花、 樱花 等の 歌 をお も 

に 類聚して ある。 

後期の 作家 を 中心として、 行 平 業 平 兄弟、 遍照 などの 中期の 作家 を まじへ、 詠 者 不詳の 作 は 中 胡 を^と して、 後 

期の も 一 一三 認められる。 かく 後期の 耿が、 この 卷の 基調 を 成して ゐる だけに、 繊細 優美 巧緻の 特^が あるか はりに、 

一 面 船る 人 爲に墮 して ゐる感 も ある。 これ は 以下の 各卷を 通じての 後期の 作家の 長短で ある けれども、 なほ 傑作 ei 

吟 はおの くその 一 釗を 占領して ゐる。 

春 下 (卷 二) 

ちる 樱、 花、 ちる 花、 藤 花、 山吹、 郊行、 晚鶯、 晚花、 惜花、 三月 盡 等の 作を收 めて ある。 中に もちる 樱、 ちる 

花が 大部分で ある。  . 

中期の 作家 も 相應に 活躍して ゐ るが、 主として は 後期の 作家が 大 努力 をして、 可な りの 成 弒 を收 めて ゐる。 

と 同じく 寬 平延苕 の 時代色 を 鑑賞す るに は 好都合で ある。 詠 者 不詳の 作 は 前期 中期に 屬 する もので、 傑作 一 一三 を算 

する Q 

夏  (卷 三)  . 

待 時 烏、 遲櫻、 橘、 咭鳥、 夏 月、 蓮、 撫子、 晩夏 等の 作を收 めて ある。 しかし 大部分 は 時鳥の 歌で ある。 時鳥 は 

^^人に 盛に 詠 作せられ、 爾來因 壟 的に 歌人の 吟詠の 題目と なった。 絕對 客觀の 作の ない こと は^ 菜^も であ 

わ、 對 比して みると、 あながち 萬 薬に 遜色がない。 詠荞 不詳の 作 は 前期 中期の 外に 奈 良の 遣 製が 二三^ 入して るる 

古今 和耿 集槪說  EI ん 
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かと 思 はれて、 傑作に 近い もの もええ、 後期のに も 佳吟が 散見す る。 

秋 上 (卷 四) 

立秋、 初秋、 七夕、 秋來、 秋 夜、 秋 月、 蟲、 蜩、 雁、 鹿、 萩、 露、 女郎花、 藤 袴、 薄、 草花、 秋 幽栖 等の 歌を收 

めて ある。 

詠 者 不詳の 作が 約 三分 一 を 占めて、 他の 三分の 二 は 殆ど 後期の 作家の 所產 である。 詠 者 不詳の 中には 萬椠の 歌の 

混入 さ へ あり、 奈 良の 遺 製 も あり メ 前 中期の 作 も ある。 

松蟲、 女郎花、 藤 袴の 歌 は、 大抵 名稱に 基礎 をお いた 趣向な の は、 甚だ 面白くない 手法で あるが、 中 後期の 人 は 

これ を 好んだ ものら しく、 量に おいて 多分 を 占めて ゐる。 これ を 除く と、 流石に 傑作 佳吟も ある。 

秋 下 (卷 五) 

秋風、 紅葉、 菊、 紅葉 散、 秋 田、 暮秋 等の 作を收 めて ある。 

この 卷も 後期の 作家の 活躍 場で、 中期の 作家の は 六 首ば かり、 詠 者 不詳の は 四 分 一 に 達して るる。 

割合に 菊の 歌に 佳作が 多い。 紅葉に 關 する もの は 頗る 多量で、 隨 つて 佳作 も あるが、 槪 してい ふと、 この 卷は傑 

作 s 量が 少ない。 只 前卷の 如き 惡倾 向の 作が なく、 すべて 粒 揃で ある。 

：  冬  (卷 六)  、 

落葉、 冬 草、 氷、 雪、 寒 松、 歳暮 等の 作を收 めて あるが、 殆ど 雪の 歌が 大部分 を 占めて ゐる。 

冬 は 自然の 詩材が 乏し いのは 事實 であるが、 又 平安 人士が 雪 を 特別に 賞翫 した こと も事實 である。 白樂 天の r 琴 


詩 酒 友 皆拋， 我、 雪月花 時お れ」 の 句 は 常時の 口誦 語で、 その 薰化は 遂に 花 月に 對揚 して 雪を翫 ぶ 風流 心 を、 一 

般に植 ゑ 付けた。 歌 は火抵 尋常の 作で ある。 

賀 歌 (卷 七) 

賀^の 歌 及び それに 伴ふ屛 風の 歌を輯 めて ある。 

^劇 は 悲劇 ほど 深刻に 榮 えぬ 如く、 祝賀の 作 は 古今東西 を 通じて 立派な ものが 乏しい。 然るに この 部の 耿は划 合 

に いづれ もよ く 詠まれて、 時に 佳什 名吟が ある。 この 時代の 人が 明るい あざやかな 心 を 有って るた ことが 思 は せら 

れる。 國 歌の 「おが 代 は」 を產 した こと は、 何とい つても この 誇で ある。 

離 別 (卷 3  . 

死別より 悲しい とい はれる 生別 離と して は、 その 割に 傑作が 多くない。 蓋し 送 留別の 作 は、 時に 一 片の鬧 令に 

終る 傾， M の ものが あるから であらう。 心の底から 滲み出た 眞の 情緒の もの は、 中期 後期の 作家 を 通じて、 流石に い 

いのが あ も G 

-  翳 旅 (卷 九) 

量 は 餘り豐 富で ない が、 大部分 傑作 又は 佳作 を 以て 充 たして ゐる。 蓋し 題材が ら惝眞 の 語が 多い 爲 であらう。 殊 

に 安 仲 臍の 遺 製 を^る こと は、 この 部に 光彩 を 添へ る ものである。 躬恒、 赏 之、 兼補の 作 は 寧ろ 略きたい。 

物 名 (卷 十) 

物 名よ み 込みの 歌の み を輯 めて ある。 全くの 遊戲 文字で、 太平の 世の 消閑の す さびに 過ぎない。 修辭 にも 無 神が 

お 今 和歌 集概說  闪 七 
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多く、 愚劣な 作が 多い。 集中 最下に 位する 卷で、 成る 事なら ば、 この 卷を金 然 略いて、 二三の 佳作 を 雜體の 部に 收 

めたかった ◦ 

戀  (卷十 一 、 十一 一、 十三、 十四、 4- 五) 

戀愛は 人間 本能の 發動 である。 しかも、 羞恥の 念が 常に これに 伴 ひ、 又 社會ゃ 家庭との 衝突 を 顧慮して、 多く 祕 

密の黑 幕を蔽 ふ。 故に その 千樣萬 態の 情 緖を歌 ふに、 或は 諷し、 或は 託し、 或は 比喩し、 或は 寄 興す る。 戀 歌に 幽 

婉を尙 び、 露骨 を 厭 ふの は、 また 事情の 自然に 出た 結 某で ある。 只餘 りに 奇 巧に 馳 せす、 眞摯の 情 を 失 はぬ の を 程 

度と する。 然るに、 この 部の 歌、 住々 その 本 を 忘れて、 徒に 語 言の 末に 拘 つて ゐる ものが 多い。 それ は緣 語の 修飾、 

及びい ひ 掛けの 濫^で ある。 綠 語の 濫 ^ は 詩 味の 範圍を 縮小し、 用語 を 制限して 千篇 ー樣 ならしめ、 いひ 掛けの 濫 

川 は 秀句に 墮ち 洒落に 流れて、 却って 簡淨の 妙 は たづ ねられぬ ことになる。 本 集の 戀歌、 ¥ 觀元慶 以往に 屬 すべき 

詠 者 不詳の 歌 は、 大抵 萵 調であって、 以後の は 多く 卑靡振 はす、 剪裁 厭 ふべ く覺 える 所以 は、 全く こ、 にある。 

戀 一 は 八十 三 首のう ち、 後期の 作 はわ づ かに 十 一 首に 過ぎない。 他 は 全部 詠 者 不詳の 歌で、 それ も 前期 中期 I . 

中期 も 初頭の もの I の 作が 互に 相半ばして ゐ ると 推せられ る。 隨 つて 古 調の 出色の 作が 多く、 戀の部 を 通じて、 

の 壓卷と 思 ふ。 

戀ー 一は 珍しく 後期の 作家で、 殆ど その 全部 を 占めて ゐ るので、 完全に 寬平延 喜の 時代色 を通觀 する ことが 出來 る。 

隨 つて 歌格 はさう 高くな く、 輕 薄の 氣味も あるが、 流石に 巧緻な 手腕が 歷々 と 見える。 

戀三は 中期の 作が その 過半 を 占めて ゐる。 詠 者 不詳の 歌 は 多少 後期の も あると 思 はれる が、 幸に 業 平 及び 小町な 


どの 活躍に よって 生采を 生す る。 

戀四は 詠 者 不詳の 歌が 過半で あるが、 通じてい へば、 前期の 作が 二割 を 占め、 中期の 作が 四 割 を 占めて ゐる。 佳 

作の 多い 點 から^れば、 r 戀三」 より は遙に 勝れた 卷で、 「戀 一 」 に 次ぐべき もので はない かと 思 ふ。 

戀五は 詠 者 不詳の 歌 は 大抵 中期に 屬 する ものと 思 はれ、 全卷の 半數を 占めて ゐる。 なほ 中期の 作者の が 十一 首 も 

あるから、 一 5 調の 作に は 乏しい が、 後期の 作の 先醞 として、 傾聽に 値する 作が ある C 

哀 傷 (卷士 ハ) 

iw」」 の 作で、 お^の 挽歌に 當る。 奈 良の 遺 製 は 一 つもな く、 全く 中 後期 を 通じて 平安朝の 作家で 占めて ゐる。 流 

石に あの 花鳥風月の 品 題 と 異なって、 盡く 實況寳 詩の 情眞の 語で あるが 爲、 浮砭な 作が 一 つもない こと は、 颇る愉 

快で ある。 一 唱三欵 の 傑作 佳作が 續 出して ゐる。 

維 上 (卷 十七) 

こ ゝには 歡會、 交遊の 諸 作から、 雜の月 (季を もたぬ 月) 懷舊、 老を 歎く、 行 遊 (旅情 を 歌 はぬ 遊行) mm  (祝 

~> 賀 などに 閼 せぬ) 等の 諸 作 を 網羅して ゐる。 

超 詠の 作 も少々 は あるが、 大抵 は實 詠で、 佳吟は 三分 一 を 超え、 中期 及び 前期の 作が 半數を 占めて ゐる。 流石に 

； 雜の部 だけあって 題材が 常に 變 化して ゆく から、 通覽 すると、 多種 多 樣の感 が 湧いて、 颇る 面白い。 

|ぉノ  . ふ , 0 下 (卷 十八) .  .'p  .  ^SM-.  ま 

こ ゝには 無常、 厭世、 述懷、 住居、 幽棲、 尋訪、 懷古、 その他の 諸 作を收 めて ある。 

古今 和 欲 集槪說  四 九 
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前卷と 同じく 大抵 實 詠で、 通覽 すると 變 化が 多い。 半 數は詠 者 不詳で、 別に 前 中期の 作 十六 首まで を算 し、 他 は 

後期の 作で ある。 佳吟 過半 を 占め、 傑作 も 頗る 多い。 前卷 より は 更に 勝る といって よから う。 

雜 體 (卷 十九) 

長歌、 旋頭歌 誹諧 歌を輯 めた 卷 である。 誹諧 歌 は歌體 において は 本 歌と 同 一 であるが、 内容が 特殊の 物な ので 

t  J  ， に 編入した ものと 見える。 

^歌 は 組織に 規律が なく、 まづ 未製品と いってよ い。 旋頭歌 は 第一 、 量に おいて 問題に ならぬ。 誹諧 歌 は 中には 

その 誹諧た る を 疑 ふべき 相應の 佳作 も あるが、 槪 して はや はり 誹諧で、 甚だ 低級な 洒落に 墮 して ゐる。 

大歌 所 御 歌 (卷 二十)  .  、  • 

これ は 大歌 所に おいて 謠物 として 扱った 歌詞の 中から 選拔 した もので、 黑主、 敏 行の 二 首の 外 は、 盡く詠 者 不詳 

の 歌で ある。 その 種類 は大直 見の 神 祭 歌、 大和 舞の 歌、 何 振と 稱 する 謠 物の 歌、 神 樂に屬 する 採 物 や、 大 ひるめ， 

反し 物の 歌、 代々 の 大嘗會 の 歌、 東 遊の 國 振の 歌、 賀茂 祭の 歌 等で ある。 

詠 者 不詳の 歌 は、 全く 奈良時代の 吉 製と 斷 する。 中には 平安 期の 時 調が 看取され るの も あるが、 それ も 古歌 を謠 

ひかへ 或は 謠ひ 僻めた ものに 過ぎない。 

この 卷 ほど 傑作 を 網羅し 得た の は、 他に あるまい。 殆ど その 半數は 絶唱 祌 品と 稱 すべく、 他に も 佳吟が 相次いで 

るる。 藤原定 家が 「凡 此 部欽、 與ニ 日月 1 懸、 與ニ 鬼神 1 爭レ奧 、非 二 短慮 所-及」 と激稱 したの は、 流石に 一隻眼 を 有す 

る ものである。 


古今 和歌 集 序 


やまと 歌 は、 ひ との 心 を 種と し て、 よ ろ づ の 言 の 葉と ぞ なれり ける。 

or やまと 耿」 は 倭 歌の 意で、 わが 國の歌 をい ふ。 詩 をから 歌と いふに 對 へた 名で ある。 本來 なら 日 木 人が：：： 木 

の 歌の 事 をい ふの だから、 歌とば かりい ふべ きもの を、 かう 書いた の は T 常時 漢詩の 流行 盛な りしより 、世人、 

成 はやまと 耿、 或は 和歌な どい ひつら ねたり し 語樊を 承け て 知らざる ものな り」 と、 古人 は 難 じて ゐ る J  ^し 

てこの 文が 眞名序 (漢文の 序) を譯 したと すれば、 「夫 和歌 者」 と あるに ひかれて、 ふと 謬った かとの 疑 も ある 

が、 やはり 考 へて みると さう でない。 これ は 詩に 對 へた 語で、 後に わが 歌體を 論じて は T か ^ザき？ i も かい f 

あるべき」 と あるに、 對 照呼應 してる るので、 更に、 不用意の 誤で はない。 0 「ひとの」 は顯 S? の 古今 鈔に、 「讲 U 

之 集に ひとつと あり」 と 見えて、 其の 方が い、 やうに いったのに 左袒 する 人が 多い。 次の 「よろ づの 言の葉」 と 

は適對 だから、 一 應は 尤もと 思 はれる が、 又 一 面から 考へ ると、 わざと 文 詞を參 差させて 1« 對を 作す の は、 平 

板の^ 趣 を 避ける 修辭の 一 法で あるから、 却って 本文の 方が 面白い と 思 ふ。 「言の葉」 は詞 である。 草木 の^に 

よせて、 「心 を 種」 に對 せしめた。 

0 こ S 節 はこの 序の 全篇に 亘 つての 胃 頭で ある。 譬喩で 文 を 成し、 婉 にして 巧なる ものである〕 眞名序 (漢文 

、 • ►  -  シヲ  二 カス  ヌ  二 

の 序) に は、 「夫 倭 歌 者、 託， I 其 根 於 心地； 發， 一 其 花 於詞林 一也」 と ある。 

古今 和歌 集-:: 五一 
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世の中に ある 人、 こ とわ ざしげ きもの なれ ば、 心 に 思 ふ 事 を、 見 る 物 聞く 

物に つけ て、 い ひ 出 だせるな り。  . 

0 「ことわざ」 は 事と 業と。 0 「つけて」 は 託しての 意。 事業が 繁 ければ、 心に いろくな 思が 起って くる。 その 

いろくな 思 卽ち喜 怒 哀樂の 情 を、 花鳥風月 などの 見聞く 物のう へに つけて、 歌 ひ 出す のが 歌で あると いふ。 

0 この 節 は 前節の 細目で、 前節 はこの 段の 大綱で ある。 眞名 序に 「人 之 在 レ^ T 不レ能 二 無爲 T 思慮 易 レ遷、 哀樂相 

變、 感生ニ 於 志-? ；ま形 二 於 言 こと ある。 

花 に^く 鶯、 水 に 住む かはづ の聲を 聞けば • いきと し いける もの、 い づ れ 

か 歌 を 詠ま ざ. りけ る。  . 

0 「か はづ」 は 今 は K 中に 鳴く^ 7るリ をい ふが、 古く は 山川な どに 住んで 淸亮の 聲を發 する、 かじが をい つた。 

萬^^な どに 詠 じたの は 皆 それで ある。 夏の 末から 秋の 頃 鳴けば、 「水に 住む か はづ」 を 秋と して、 春の 「花に 

鳴く 鶯」 に對を 取った。 

0 この 節 は 前段の 餘波 である。 生 ある 者は感 あり、 感 ある もの は 情 あり、 情 ある 者の 聲は卽 ち 歌で ある。 され 

ば、 世に 歌 を 詠まぬ 物が どこに あるか、 況ゃ 人と して はも だし 難い 害 だから、 歌 詠む が當然 であると 激勵 した。 

眞名 序に 「若 H. 夫 鶯之囀 二 花 中？ 秋蟬 之吟 * 樹上^: 雖レ 無二 曲折？ 各發 ニ歌謠 T 物 皆 有い 之、 自然 之 S 也」 と ある。 秋蟬を 

本文 は、 「水に 住む 蛙」 とい ひ換 へたので、 愈 妙で ある。 


力 を も 入れず し て 天地 を 動か し、 目 に 見えぬ お に 神 を も あはれ と 忍 は 

せ、 を とこ 女の 中 を もや はら げ、 た けき もの 、 ふの 心 を も 慰む る は 歌な 

り 

0 こ S 節 は 歌の 德を^ 欵 して ゐる。 「力 を も 入れす して」 と 冠せ たので、 天地 を 動かす 事 もお おいやう に 問え、 

「目に^えぬ」 と 添へ たので、 幽冥の 物 深い 鬼神 を さへ 感ぜし める、 幽玄 微妙な 働の ある こと を 忍 はせ た。 

眞名 序に 「動 二 天地？ 感ニ 鬼神 T 化 二人 倫 T 和 二 や 婦？ 莫ュ且 一一 於 和歌 こ と ある。 もと 毛 詩の 序に、 「動 二 天地； 感ニ 鬼神 T 

莫レ近 二 於 詩 こと あるに よって 書いた 「し 

匕 ラ 

こ の 歌、 あ め つちの 闢け はじまり ける 時より いでき にけ り： 

(あまの 浮 橋の 下にて、 女神 をが みとな り 給へ る 事 をい へ る 歌な り。) 

〇 「あめつちの ひらけ はじまり ける」 は 古事記、 日本 紀の 神代 開 蹒 說 に本づ いたので ある。 天地 初發の 時より 出 

来たりと は、 卽 ちその 時代に 神人 化生し、 化生した 神人 はおの づ から 性情が あると すれば、 歌 も 必す出 來る道 

现 なので、 大 Me に椎究 して 斷 言した。 眞名 序に 「然而 神 世 七 代、 時 質 人淳、 情欲 無， 分、 和歌 未 ^ 作」 と ある を、 

贷之 自己の 見識 を 以て、 引きち がへ て 書いた。 

左 註に、 「あまの 浮梳 云々」 と ある は、 文理が 通らない。 この 序 註 を、 藤 原 公任 卿の 所爲 なりと いふ 說が ある。 

いかにも 其の 頃の 人の 書き 加へ たもの らしい。 甚だ 誤謬が 多くて、 殆ど 采 るに 足りない つ 故につ ぎくの も、 
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^釋を 省く ことにした。 


-タ テル 


しか あれ ど も、 世 に傳 はる 事 は 久方の あめにして は、 下 照姬に はじま り、 

(下 照姬は 天稚彥 のめな り。 せう との 神の かたち、 岡 谷に うつりて 赫くを 詠める、 えびす 歌なる べし。 それら は 

文字の 數も 定まらす、 歌の やうに も あらぬ 事 どもな り。) 


ス  づ 


ァメ ワカ ヒ コ  ァヂ プ、 キ 


あらがねの 土に して は、 素 鑾嗚 尊より ぞ おこりけ る。 

0 「久方の」 は 天、 「あらがねの」 は 土の 枕詞で ある。 0 「下 照姬」 は大國 主神の 女、 夫^ 稲^の 死んだ 時、 兄 1 粧 

高彥根 命が 弔 ひに 來 たの を、 居 合せた 諸 神 達が、 その 容貌が よく 似た ので、 天 稚彥と 思 ひ 違へ て 取り 鎚 つたの 

を 怒って、 飛び去 された 時、 其の 光儀が 二 丘 二 谷の 間に 照り 渡った の を、 下照姬 が、 

あめなる やく、 おとた な 機のう ながせる 玉の みすまる、 みすまる の あな 玉 はや、 み 谷 ふた わたらす、 ぁぢ 

すき 萵彥 根の 神ぞ や。 

と 詠んだ。 これ は 高天原での 出來 事で ある。 素 轰嗚尊 が 出 雲の 國で稻 田姬と 結婚され た 時、 「八 雪た つ 云々」 の 

歌 を 詠まれた の は、 下照姬 より 時代が 古いが、 天と地との 順序に 從 つて、 前後 させて 書いた。 

ちは^^る； wif に ま、 歌 の もじ も 定まら ず、 す なほに し て、 こ との 心 わき 


難 かり けら し 。人 の 世と なり て、 一す さ の を の 命より 一 ぞ、 み そ もじ 餘り 一 文 


字 はよ みける。 

(す さの をの 命 は 天て るお ほん 神の この かみなり。 女と 住み 給 はむ とて、 出 雪の 國に宮 造し 給 ふ 時に、 其の 所に、 

八 色の 雲の たつを：^ てよ み 給へ るな り。. 「八 雲た つ いづも 八重垣つ まごめ に 八重垣つ くる その 八重垣 を」) 

0 「ちはやぶる」 は 神の 枕詞。 0 「歌の もじ も 定まらす」 は 神代に 歌の 文字 を 五 七の 定數 にの み 詠まなかった こ 

と は、 前の 「あめなる や」 の 歌 を 見ても わかる。 0 「素直に して ことの 心 分き 難 かりけ らし」 とは^の 通らぬ 文で 

ある。 「けらし」 も 調 はない。 「素 轰嗚 命より ぞ」 の 句 も 前段と 重複して ゐる。 香 川景樹 はこれ を 削って、 人^化 

となりて ぞ みそ 文字 餘り 一 文字 はと 改めて、 神武 帝 以後の 人間 世界と なって、 專ら 三十 一 字の 歌 を 詠んだ S な 

に 解した。 又、 富 樫廣蔭 は、 「この 一 節 を 全く 削り 去るべし」 と 云った。 

眞名 序に は 「逮 一一 于素盏 鳴 尊 一到， 一 出 雪； 始有 二三 4> 一  字 之 詠 T 今 反歌 之 作 也、 其 後雖ニ 天神 之 孫、 海 案： 之 女^,^ T 以ー I 

和躭 IP お 者 W 也、 笼及， 入 代 1 此風大 起」 と ある。 

かくて ぞ花 をめ で、 鳥 を 羨 み、 霞 を 憐 び、 露 を 悲 ぶ 心 こ と ば、 多 くさ ま ん、、 

になり にけ る。 

o 「めで」 とい ひ、 「羨み」 とい ひ、 r 憐 び」、 「悲 ぶ」 と ある は、 R 語を變 へたの みに て、 皆感 f 'る^で ある。 0 「心 

詞 多く 云々」 は、 心 多く 詞 さま <\ になる の 意 を、 參 差させた ので ある。 

0 上文に は 耿の始 をい ひ、 これから は、 歌の さまぐ に 推し 移って、 その 盛に なった 狀を 述べた。 花鳥 霞^の 

四 物 を 摘出して、 舂 夏 秋 冬の 時々 に 見聞く 物に つけて、 感情の 發 する こと を 叙べ たつ 
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P き處も 出で立つ 足 もとより はじまり て、 年 月 を わた り、 高 き 山 も、 麓 の 

塵ひぢ よりな り て、 天 雲た なびく まで 生 ひ のぼれる が 如く にビ の 歌 も 

かくの 如くなる べし。  .. 

0 「年月 を わたり」 は 時日 を經 過す る 意。 0 「塵 ひぢ」 の 「ひ ぢ」 は 泥土の こと。 0 「生 ひの ほれる」 は 生 ひ 縢れる 

で、 生長す る をい ふ。. 

on: 事 も 末廣く 成り 行く 前節の 意 を、 譬喩 を 以て 再^した。 白樂 天が 座右銘に 「千里 始ニ 足下 T 高山 起- 1 微塵 T 吾 道 

亦 如， t 、あ 之 貴 二日 ^ こと ある を 本文に して、 「千里 云々」 の 句に は、 「年月 を わたり」 と 添へ、 「高山 云々」 の 句 

に は、 「天雲 棚引く まで」 と 添へ てー曆 誇張した ので、 作者の 文字と なった。 0 「この 歌 も かくの 如くなる べし」 

は 「吾 道 云々」 の 句 を その ま 、に譯 した。 「如く」 とい ふ 語 を 反復した の は 古文の 體で、 わざとお ほめ かして、 旣 

往 のみなら す 將來を も かけて 云った。 眞名 序に 「長歌、 短歌、 旋頭、 混 本 之 類、 雜體非 二  、源流 漸滋、 譬猶 T 拂レ雪 

之樹、 生レ自 ニ寸 苗之烟 T 浮 レ天之 波 起 * 於 一 滴 之 露. d と ある を、 詞を換 へて 書いた。 

難 波 津の歌 は、 み かどのお ほん はじめな り。 

(おほさ、 きの 帝の、 難波津 にて みこと 聞え ける 時、 東宮 を 互に 讓 りて、 位に 卽き給 はで、 三年に なりに ければ、 

王 に とい ふ 人の、 いぶかり 思 ひて よみて 奉りけ る 歌な り。 この 歌 は、 梅の 花 をい ふなるべし。) 


あさか 山の 言 の 葉 は、 采 女の 戯れより 詠みて、 

(葛 成のお ほ 君 を、 みちの くへ 遣 はしたり ける 時に、 國の司 ことおろ そかな りと て、 設 などしたり けれど、 す さま 

じかり ければ、 采女 なりけ る 女の、 か はらけ とりてよ めるな り。 これに、 其のお ほ 君の 心と けにけ る。) 

こ の ふた 歌 は、 歌 の 父母の やうに て ぞ、 手 習 ふ 人の はじめに もしけ る) 

0 「難 波津」 の 歌 は、 王 仁の 仁德 帝の 卽 位し 給へ る を 祝 ひて、 

難 皮 章に さくや この 花 冬 ごもり 今 を 春べ とさく や この 花 

と 詠みて 奉れる をい ふ。 されば 次の、 「みかどのお ほん はじめな り」 は、 天皇の 御世の 始 なりの 意なら むと、 T= 

人は觯 いたが、 如何にしても 不完全な 句で 意が 通じない。 0 「あさか 山」 の 歌は舊 註に ある 通りの 事實 で、 

淺^ 山 影 さ へ 見 ゆる 山の 井の あさく は 人 を わが 思 はなく に 

と 詠んだ ことが、 萬 葉集卷 十六に 出て ゐる。 0 「戯れより」 は 萬 葉 集の この 歌の 詞 書に 「於、：.！、 有 一一 前采 女？ 風流 

娘 子、 左手 捧ぃ觴 、右手 持い 水、 擊 一一 之 王 膝 一而 詠 ^ 其 歌 こと あれば、 わざとな まめき 戲 れつ ゝ 詠んだ 歌で あるつ 0 「采 

女」 は、 孝 德紀に 「凡采 女 者、 貢 二 郡少領 以上 姉妹 及 子女、 容貌 端正 者】」 とあって、 宮中に 出仕して、 主上の 颌饌 

などに 勤む る 役で ある。 0 「この ふた 歌 は 云々」 は、 この 二 首 は、 一は 天皇の 御世の 始を 祝し、 一は 王の 御 心の 

解けた 歌で、 共に おめでたい 歌 だから、 この頃の 幼 兒の手 習の 始に敎 へる 事と なった と 見える。 兒童 として は 

初めて 接する 歌で はあり、 殊に I 首 は 男の 作、 一首 は 女の 作な ので、 兒童 の爲に は、 「歌の 父母の やうに」 と饕 

古今 和 欲 集 は  五 七 


古今 和 敬 集 序  五八 

へて いった。 いろは 歌 を 小 兒の手 習の 始に 課する 事 は、 すっと 後世の 事で ある。 

又い ふ、 難 波 津の歌 を 王 仁の 作と いふ は據 のない^ i 說で、 その 歌體も 仁德帝 時代の もので ない。 すっと 後世の 

作で ある。 想 ふに これ は 日本 紀竟 宴の 際に、 誰かが 仁 德帝を 題と して 詠んだ 歌と 思 はれる。 

眞名 序に 「至へ 如 T 難 波津之 什獻ニ 天皇 T 富 緒 川 之篇報 * 太子" 或， 事關 11 神異？ 或， 興 入 二 幽玄？ 仴見 二 上古 歌 T 多存 n 古 質 

之 語？ 未 レ爲ニ 耳目 之翫？ 徒 爲ニ敎 誡之端 こ と ある。 

そ も 歌の さまむ つな り。 か らの 歌に も かく ぞ あるべき。 

0 「そ もく」 は 前 を 承け て 後 を 起す 語。 0 「歌の さまむ つなり」 と は、 次に 擧 ゆた 「そへ 歌」、 「かぞ へ 歌」 など 

の 事 をい ふ。 

詩に 六義 とい ふ 事 あるに より、 眞名 序に 「倭 歌 有 ニ六義 n 曰 風、 一 一 曰賦、 三 曰 比、 i 曰 興、 五 曰雅、 六 曰頌」 と舉 

ゆた の を 承け て、 强 ひていろ くの 名稱を 作って、 歌に 六體 ある やうに いひな し、 詩に もこの 六體が あるべき 

だと、 本末 顚 倒の 論 をた てた の は 一時の 作意で、 詩 をお とし 歌を揚 ゆて、 ひどく した、 かな 者の やうに 宣揚し 

たので、 紀 氏の 斯道 を 執す る 熱心と その 意見と が 見られる。 されば、 歌の 六體は 甚だい はれの ない 事 だらけで、 

解し 難い。 o 「からの 歌に も かく ぞ あるべき」 は、 胃 頭の 「やまと 歌 は」 と あるに 呼應 して ゐる。 

そのむ くさの 一 つに は、 そ へ 歌、 

(おほさ ， きの 御門 を そへ 奉れる 歌、 「難 波津 にさく や この 花 冬 ごもり 今 を 春べ とさく や こ s 花」 とい へ るなる ベ 


二つに は、 か ぞ へ 歌、 

(「さく 花に おも ひつく みの ぁぢ きな さ 身に いたつ きのい る も 知らす て」 といへ るなる ベ し。) 

(これ はたご 一呂に いひて、 物に 喩へ など もせぬ ものな り。 この 歌い かにい へる にか あらむ、 その 心得が たし。 

いつ、 にた  >  言 歌と いへ るな む、 これに はかな ふべ き。) 

三 つ に は、 な ずら へ 歌、  ：f，l 

(「^にけ さあした の 霜のお きていな ば戀 しき ことに 消え や 渡らむ」 といへ るなる ベ し。) 

(これ は f--2 なすら へて、 それが やうに なむ あると やうに いふなり。 この 歌よ く 適へ りと も 見えす。 「たらち 

めの 親の かふ このま ゆ ごもり いぶせく も あるか 妹に あはす て」 かやう なるや、 これに は 適 ふべ からむ。) 

四つに は、 た とへ 歌、  - 

(「わが 戀は よむ ともつ きじ あり そ 海の 濱の まさご はよ みつくす とも」 といへ るなる ベ し o) 

(これ はよ ろづの 草木 鳥け だものに つけて、 心 を 見す るな り。 この 歌 は 隠れた る處 なむな き。 され ど、 はじめ 

の そへ 歌と 同じ やう なれば、 少し さま を變 へたるな るべ し。 「すまの 海. H の汐 やくけ ぶり 風 をいた み 思 はぬ 

方に たなびきに けり」 この 歌な どや 適 ふべ からむ ◦) 
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五つ-に は、 た に ご と 歌、 

(「いつはり のな き 世な りせば いかばかり 人の 言の葉 うれし からまし」 といへ るなる ベ し。) 

(これ は 言のと、 の ほり 正しき をい ふなり。 この 歌の こ、 ろ 更に かな はす。 とめ 耿 とやい ふべ からむ。 「山 ざ 

くら あくまで 色 を 見つ るかな 花ち るべ くも 風 ふかぬ 世に」) 

六つに は、 い は ひ 歌な り。 

(「此の 殿 はう ベ もとみけ りさき 草の みつばよ つばに 殿 造せ り」 とい へ るなる ベ し o) 

(これ は 世 を ほめて 神に 告 ぐるな り。 この 歌い は ひ 歌と は 見えすな む ある。 「かすが 野に 若菜 摘みつ、 萬 代 を 

いは ふ 心 は神ぞ しるら む」 これ や 少し かな ふべ からむ。 お ほよ そ 六 種に 別れむ 事 は、 え ある まじき 事に な 

む。) 

0 「そへ 歌」 は 風、 「かぞ へ 歌」 は賦、 「なすら へ 歌」 は 比、 「たと へ 歌」 は 興、 「たや ごと 歌」 は雅、 「いは ひ 歌」 は頌に 

常て、 書いた と 見える。 され ども その 稱呼 大方 は當ら ない。 もとく 故意に こじつけ たの だから、 しひて 穴ぐ 

るに も 及ばな からう。 また 原文に はなり の 語かない。 「むつに はい は ひ 歌」 とのみ では、 文章が 整 はない。 よつ 

て景 樹の說 によって 補った。 どうしても 爰 では、 一 ま づ 結束せ ねばならぬ 文勢 だからで ある。 

本文 は 左 註に また 左 註が ついて ゐる。 今 それ を 一 字引お ろして、 區別 をた てた。 

今の 世の中 色に つ き、 人 の 心 花に なりに ける よ り、 あ だなる 歌、 は かなき 


ことのみ いで くれ ば、 色 好みの 家に うもれ 木 の， 人 しれぬ 事と なり て、 ま 

めなる 處に は、 花 す 、 き、 ほ に 出 だすべ き 事に も あらず なりに けり。 

0 「あだ」 は 浮^の^。  0 「はかなき こと」 はた わい もない 言の 意。 0 「うもれ 木の」 は埋 木の 如くの 意で、 人知れ 

、ぬに かゝる 序詞。 「色好みの 家に 埋れ」 に 埋木を かけた。 埋木は 古代の 木材の 半 石化した 物で、 地中から 發掘さ 

れる。 0 「まめなる 處」 はま じめ なる 所の 意。 0 「花す ゝ き」 は 穗に出 だすに か ゝ る 序詞。 0 「糚に 出 だす」 は 公然 

と顯す をい ふ。 

0 文意 は、 當 世の 風 尙は、 爭 つて 色に 媚び、 人情 は 浮華にば かり 流れて、 した、 かなる 举 はなくな り、 浮いた 

しどけ ない 歌ば かり 出來れ ば、 只 色に 耽ける すき 人の、 内々 の翫弄 物と なって、 表面の 眞じ めな 場所へ は、 公 

然と 持ち出すべき 事で も なくなって しまったと 欵 息した。 盖し 漢文 學の 盛に なつてから、 士大 夫た る 者 は、 比，= 

その 方に 心 を 入れて、 歌 は 捨てて 顧みなかった ので、 おの づ から 男女の 間の 意志 を 通す る 所謂 花鳥の 使に S み 

川ゐ られ て、 ゎづ かに 殘喘を 一 隅に 保つ に過ぎないの であった。 

〇 この 節、 對句を 以て 仕 t てた 問に、 「あだなる 歌 はかなき 言の みいで くれば」 の 一 句 を 挿んで 變化 を^め、 

且 上文の 「力 を も 入れす して 天地 を 動かし」 の 句に 反櫬 せしめた。 

眞名 序に 「及 T 彼時變 11 澆漓 T 人 貴 * 奢淫 h 浮詞雪 興、 艷流泉 涌、 其實皆 落、 其 花 孤榮、 至レ有 T 好色^ 家、 以 ぃ此爲 -1 花鳥 

之 使 R 乙 食 之 客、 以 い 此爲 * 活計 之 lh 故 半爲ニ 婦人 之 右？ 難：. 進 二 丈夫 之 前 こ と ある。 

そ の はじめ を 思 へ ば、 か 、るべ くな む あらぬ。 
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o 诀前 生後の 過渡の 句で ある。 歌の 起源 を 思へば、 かう した 譯の もので ない と 抑へ た。 

いにしへ の 世々 のみ か ど、 春 の 花の あし た、 秋 の 月の 夜毎 に、 さ ぶら ふ 人 

人 を 召し て、 事 につけつ、、 歌を獻 らしめ 給 ふ。 

0 好色の 家にば かり もて 扱 ふ もので はなく、 古 は 世々 の 帝王 も、 折々 にこれ を勵 まし 獎 めら れ たとい ふ。 

眞名 序に 「古 天子、 每 ニ良晨 美景つ 詔 卞侍 臣預ニ 宴莛 1 者上獻 一一 和歌 1」 と ある。 

ある は 花を翫 ぶと て、 た よりな き 所に まど ひ、 あ る は 月を懷 ふと て、 し る 

ベ なき 闇に たどれる 心々 を 見 給 ひ て、 さ かし 愚な りと しろしめしけ む。 

or 花を翫 ぶ」 は 原文 「そふ」 と ある。 契 沖 は r 戀 ふの 誤寫 ならむ」 とい ひ、 又景樹 は、 二 本に、 もて あそ ふと 

あるに 從ふ べし」 といった。 いかにも 本の ま、 では 聞えない。 後 拾 遣 集に も、 花を翫 ぶと ある。 

0 花 を賞翫 する より、 深山の 人氣 遠き 所に 惑 ひ 入り、 月に 熱心の 餘 りに、 闇夜の 案內も 知らぬ 野 山の 道な どに 

迷 ふ、 くさぐ の あはれ を 述べた 歌の 巧拙 善惡を 帝の 御覽 なされて、 歌 主の 賢愚 得失 を 見分けられた 事で あつ 

たらう とい ふ。 眞名 序に 「君臣 之 情、 由レ 斯可レ 見、 賢愚 之 性、 於 レ是相 分、 所 下 以隨ニ 民 之 欲 一 擇 * 士之. ^ょ 也」 と あ 

る を^うた ので、 その もとは 支那で 詩賦を 課して 人 を 採った、 擧 科の 制 を 下に 思った 書き方で ある。 わが 國で 

は、 歌で 科 場 を 立て、 人物 を 採った 例 はない。 

しか あるの みなら ず、 さ ^れ 石に 喩へ、 筑波 山に かけて 君 をね が ひ、 よ ろ 


こび 身に す ぎ、 た のしみ 心に 餘り、 

0 公の 上の^ば かりで はない、 私の 思 ひ を 述べる にも、 歌に よった もの だとい つて、 以下 は木桨 中の 歌の^；! 

を 取って 文 を 成した。 

わがお は 千代に まし ませ さ 、"れ 石の いはほと なりて 苔の 蒸す まで 贺 耿 

筑波 根の この も かの もに 蔭 は あれ ど 君が みか ゆにます 蔭 はなし  ^ 欲 

いづれ もお 上 を稱へ 奉った の だから、 「君 を 願 ひ」 といった。 0 「よろこび 云々」 の 句 は、 同^ を對 句に いひ 

換 へ たまで 、 、 準據は 定かで な い。 

士の烟 によ そ へ て 人を戀 ひ、 松 蟲の 音に 友 をし の び、 

人 しれぬ おも ひ を 常にす るが なる 富 十： の 山 こそ 我が身な り けれ 戀欲、 一 

ふじの 根の ならぬ おも ひに 燃えば もえ 神 だに 消たぬ 穴 H し烟を  誹諧 敬 

しのぶ 草に やつる、 ふるさと はまつ 蟲 の音ぞ 悲し かりけ る  秋 歌、 上 

これにの 歌に よって 害いた。 0 「しのび」 は 慕 ふこと。 思 ひ 出づる こと。 

高 砂、 住 の 江の 松 も、 あ ひお ひの やうに 覺 え、 

0 「高 砂」 は愤 磨の 國。 0 「住の 江」 は攝津 の國の 名所で、 いづれ も 年 ふりた 松の あるので 顯れ た。 

誰 を かもしる 人に せむ 高さ ごの 松 もむ かしの 友なら なくに 雜, 上 
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われ 見ても 久しくな りぬ 住の 江の 岸の 姬忪 いく 世へ ぬらむ 同 

ァヒォ 匕  9 警 9 

によった。 0 「あ ひお ひ」 は三說 ある。 一 は舊說 で、 相 逐の義 として、 互に 追 ひみ 追 はれみ する、 口語のお ッっ 

か、 ッ つの 意で ある。 二 は 契 冲の說 で、 相 生の 義 として、 同年に 生 ひた 意で ある。 三 は 荷 田 東満、 及び 加 茂眞淵 

の說 で、 相老の 義卽ち 互に 老いた 意と して、. 假名 もお いと 改めた。 契 沖の 相 生の 說が、 中で 殊に 穩 かと 思 はれ 

るから、 今 はこれ に從 つて、 己が 老いた 心から、 松の 老いた の を も、 自分と 同じ 齢に 生 ひ 立つ もの、 やうに 思 

はれる の 意と する。  • 

男 山の 昔 を 思 ひい で、 女 郞 花の 一 時 をく ねる に も、 歌 をい ひて ぞ 慰めけ 

る。 

今 こそ あれ われ もむ かし は 男 山 さか ゆく 時 も ありこし もの を 雜歌、 上 

秋の 野に なまめ きたてる をみ な へ しあな かしが まし 花 も 一 時 誹諧 歌 

これ を 取り成し たので、 男女 共に 若かった 時 を 思 ひ 出して、 年老いた のを欵 息す る 意。 0 「くねる」 は 曲る 義で、 

女の 科 を 作った 狀態 をい ふ。 

0 「歌 をい ひて ぞ 云々」 は、 上文の 「さ V れ 石に 喩へ、 筑波 山に かけて」 とい ふより 以下の 文 を、 一括して 汎く 

受けた ので、 直 L 怒哀樂 さまぐな 人世に あって、 その 心の 欝 結し、 其の 情の 切迫す る 時々 に は、 歌 を 詠んで 慰 

める のが 古今の 通 情で、 卽ち 歌の 德 であると i. 讃 した。 

ま た、 春 の あしたに 花の 散る を 見、 秋 の 夕暮に 木の葉の 落つ る を 聞き、 


0 「夕 暮」 は 一 本に 夜と あるが 面白くない。 

一  0 こゝは 再び 上文の 意 を 受けて、 歌の 功 德 を 述べ 、 「春の あした」 に 「秋の 夕暮」 を對 へて、 四季 折々 の 風物が、 

わが 身の 感哀 を^き 起す こと を 云った。 修辭 上の 準據 は、 春秋の 部に 同意の 歌が 多くて、 必す これと 指摘し が 

たい。 おしなら して 大凡に 番 いたの だら う。 

\ ある は 年毎に 鏡の 影に 見 ゆ る、 雪 と 波と を 歎 き、 草 の 露、 水 の 泡 を 门儿 て、 我 

一 が 身 を 驚き、 

0^ に 映った 白髮を 雪に、 顔の 皺 を 寄る 波に よそ へ たの は 老人の 述懐で、 

一  うば：  丄の わが 黑髮 やか はるら む 鏡の かゆに ふれる 白雪 物 名 

難 波の 浦に たつ 波の なみの しわに やお ほ、 れむ 云々  If ll  , 

と あるに 當る。 又、 露 や 泡 やの もろく はかない 物に、 わが 生命 をよ そへ て 驚く の は、 左の 歌な どに 據 つたの だ 

らう o 

露 をな ど あだなる ものと 思 ひけむ わが 身 も 草に おかぬ ばかり を 哀 ^ 

うきながら 消ぬ る 泡 ともなりな ゝむ 流れて とだに 賴 まれぬ 身 は 戀歌、 五 

\ ある はきの ふは榮 えお ごり て、 け ふ は 時 をう しな ひ 世に わ び、 叙 しかり 

しも 球くな り.、 
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o 難 波 本に 「おごりて」 の 下に、 け ふ はと あるの が 正しい。 上の 「きの ふ は」 に對 へたので ある 「0 「世に わび」 

は 世に 捨てられて 衰 へたの をい ふ。 景樹 が、 て 文字 を この 下に 補った の は 聞え 易い が、 なくても 文理 はと ほる。 

さて こ、 は、 

いにし へ の賤の をだまき いやしき もよ きも 盛り はありし 物な り 雜歌、 上 

世の中 は 何 かつね なる あすか 川き の ふの 淵ぞけ ふは瀨 になる  同、 下 

など あるに 當る。 「親し かりし も 云々」 の 句に 該當 する 歌 は 見えない。 强 ひて あゆれば、 

お ほ あらきの 淼の 下草お いぬれば 駒 もす さめす 刈る 人 もな し 雜歌、 上 

などの 類 か。 

ある は 松 山の 波 を か け、 野 中の 水 を 汲 み、 秋 萩 の 下葉 をな が め、 嘵 の 鳴の 

はね 搔を數 へ、 

君 をお きて あだし 心 を わが もた ば 末の まつ 山 波 もこえ なむ  東 歜 

いにしへの 野中の しみ づ ぬる けれどもとの 心 をし る人ぞ 汲む 雜淤、 上 

秋 萩の 下薬 いろづく 今より やひ とりある 人の いね かてに する 秋 歌、 上 

あかつき の^の はねが きも ゝ はがき 君が 來ぬ夜 は 我ぞ數 かく 戀歌、 五 

と あるに 常る。 「かけ」 とい ひ、 「汲み」 とい ふ は、 波 水の 緣 語で 仕立てた ので、 物に 寄せて 思 を 述べた。 猶、 萩 

に は 「ながめ」 とい ひ、 鹇には r 數へ」 と ある も 同 趣向で ある， 〇 「はね 搔」 は羽搔 ともい ふ。 


ある は英 竹の 憂き ふし を 人に い ひ、 吉 野 川 を ひきて 世の中 を 恨み 來っ 

る に、 

^こふれ V6 へ 一；：； I の^しけ き 吳 竹のう きふし ごとに うぐ ひす そな く 雜歌 下 

流れて は 妹せ の 山の なかに おつる よし野の 川の よしや 世の中 戀. 欲、 五 

これら s 歌が^ らう。 0 「うき ふし」 は薆き 事の 意で、 「ふし」 は 節で 吳竹 の綠 語。 0 「ひきて」 は 川の 綠語 であ 

る。 o 「世の中 を」 は 男女の 間 をい ふ。 

0 上文 「春の あした」 より 以下、 春夏秋冬 哀傷 戀雜 等の 種々 の 歌の さま を、 「ある は」 の 語 を 四 度まで^ 川して、 

折り返しく 排對 して 叙べ て來 たの を、 「恨み 來 つるに」 の 一 句に 結來收 拾して、 更に 後 文 を 引き起した" し 

た/ はなし の 山の 烟も 立 た ず な り、 長 柄の 橋 もつ くるな りと iS  く 人 は、 歌 

にの みぞ 心 を 慰めけ る。  ， 

0 さやう に 物に 擬へ 事に 喩 へて 思 を 述べ 來 つたのに、 

ふじ S 根の ならぬ 思 ひに もえば もえ 神 だに けたぬ 空しけ ぶり を (W 出) 

世の中に ふりぬ る 物 は^のく にの 長柄の 橋と 我れ となりけ り  ^お、 上 

など、 今 は 永久な 物の ためしに 引いた、 その 富 士の烟 は 絶え、 長柄の 橋 は 新造せられ たと 聞く 人 は、 世の 有爲 

^變 S 茶し ぃ欸 を、 歌に か、 つてば かり 慰めた との 意。 富 土の 山の 噴烟 は、 ^から 斷續か 不^だった K く 
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和 帝の 朝の 人、 都 良 翳の 富士山 記に は、 「常 見 二 烟火こ と あるが、 この 序 を 書いた 頃 は 絶えた ものと 見える。 長 

柄の 橋 は 破損した. ま、 で、 久しく 新造 も 無く、 橋 柱の み殘 つて 居た の を、 宇多 帝の 時に 更に 造り 架けられたら 

しい。 帝の 御 歌に、 

つくるな る 橋と しる /\ うら むれば 思 ひながら をい ふに ぞ ありけ る 

叉、 ^中の 誹諧 歌に、 伊勢、 

難 波なる ながらの 撟も つくるな り 今 はわが 身 を 何に たと へ む 

と ある。 されば 「つくる」 を、 舊 註の 一 說に、 盡 くる S 意に 觯 いたの は當ら ない。 また 語格 も穩 かで ない。 そ 

の 意なら ば、 盡- きぬな りと ありたい。 

古へ よ り、 か く傳 はるう ちに も、 奈 良の 御 時より ぞ 弘~ ま りに ける。 

0 「奈 良の 御 時」 は 大和 國奈 良に 都され た 時代 を 指した ので、 元 明 帝から 光仁 帝に いたる、 七 代 九十 年間 をい ふ。 

次に 續 けて 人 麻 呂、 赤 人の 事 をい つて あるが、 二人ながら 飛鳥 (天 武) 藤 原 (文武 持統) の宫の 御 時の 人 だから、 

う も 合 はない。 故に 眞淵は 誤と して、 「ならの 御 時」 とい ふより、 「お ほきみ つの 位」 とい ふまでの 文 を 削った。 

され ど、 飛 烏 藤 原. t 代 は、 奈良時代と いっても 似合し い 程 接近して ゐ るから、 大 やうに 害いた ものと して 見て 

よい かと も 思 ふ" さて 昔から 世々 を經 て、 歌の 傳 はって 來た 中に も、 取り分け てこの 御 時より 盛に 流行した の 

であった との 意。 

f ^の お ほん 世 や、 歌の 心 を し ろし め し たりけ む、 1 か の 御 f? に、 一お ほきみ つ 


力 キノ 乇. 


の， 立 一柿 本の 人 麻呂な む、 歌 の ひじり なりけ るノ これ は 君 も ひと も、 身 を あ 

はせ たりと ふ—^^ Y l^w, の ゆ ふ ベ，^! 印： 川 に 流る 、紅葉 を ば、 帝 の 御 

ほん 目に は、 錦 と 見 給 ひ、 春 の あし た、 吉 野の 山の 樱 は 人 麻 呂が心 に は、 雲 

かとの みなむ 覺ぇ ける 


0 「かのお ほん 世 や」 とあって、 又 「かの 御 時」 と あるの は、 句 は 別 だが うるさい。 又、 「お ほきみ つの 位」 は 正 三 

位で ある。 人 麻呂が 正三位に 叙せられ た 事 はない。 國史に 薨卒の 事 さへ^えない 稃だ から、 六 位以ド S 微. 一;： で 

ある。 姑く 正 六 位と 見て、 六と 三との 草 寄の 寫誤を 求け て、 假名 書に した^と する 說も あるが、 猶 快くない。 

0 「歌の ひじり」 は耿の 名人と いふ 程の こと。 0 「君 も ひと も 身 を あはせ たりと いふなる ベ し」 は 全く 注釋の ^體 

だから、 左 註の 文が 木 文に 混れ 込んだ ものと 思 ふ。 o 「立 田 川に 流る、 紅 蒸 云々」 は、 棠 中秋 歌 下、 ^しらす、 

よみ 人 しらすの 歌に、 

たつ m 川 紅^み だれて 流る めり 渡らば にしき 中ゃ絕 えなむ 

の 左 註に、 「此歌 は ある 人奈 良の みかどの 御 歌な りと なむ 申す」 と ある。 これによ つて^い たもの か。 され ど、 

奈 良の 御門 は 平 城 帝の 御 事で、 人麻呂 と は 時代が すっと 違 ふから、 取り合 はせ てはい はれない。 0 「士 c 野の 山の 

樱 云々」 は. 契 沖が 「人 痲呂の 歌に、 櫻 を 雲と 免た る はな けれど、 上に 對 して 云 はむ とて、 ある まじき^ ならね 

ばかく はいへ り」 と 云った の は、 ^しい 牽强 である ケ 素より 萬 葉 あに も 何 にも：：^ えぬ 事 だから、 勿：？ Is である。 

されば、 「かの 御^に 柿 本の 人 麻 ！：山 なむ 歌の ひじり なりけ る」 の 一句 を^して、 他 は 皆 まく^: り 去る 力よ，^ 
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o 此處 より 以下 は、 古來の 歌に 名 ある 人々 の 事 を 論じた。 

又、 や ま (の) ベ の 赤 人と いふ 人 あ り。 歌 にあ やしく たへ なりけ り。  ， 

o 「やまの ベ」 はの 文字 を 省く がよ い。 山 部と 書く、  ^檷 姓で ある。 or あやしく たへ なり」 は 不思議に 上手で あ. 

るの 意で、 眞名 序の 神妙の 字に 當る。 旣に人 麻呂を 「歌 s ひじり」 といった 故に、 詞 をい ひ換 へた。 

人麻呂 は、 赤 人が 上に 立た む 事 かた く、 赤 人 は、 人 麻呂が 下に 立た む 事 難 

くな む ありけ る 

(ならの みかどの 御うた 「たつ 田 川 もみ ぢ みだれて 流る めり 渡らば 錦 中ゃ絕 えなむ」、 人 まろ 「梅の 花 それとも^ 

えす ひさかたの あまざる 雪の なべ て ふれ ゝ ば」、 「ほ のん \ とあかし の 浦の 朝霧に 島が くれゆく 舟 をし ぞ おも ふ」、 

赤 人 「春の 野に すみれ つみにと 來 しわれ ぞ野 をな つかしみ ひと 夜寐 にけ る」) 

0 人 痲^ は 長歌 短歌に 長け、 赤 人 は 短歌に 秀でた。 大伴家 持が その 族 池 主に 贈った 文中に も、 r 壯年 未, 過， 一山 

柿 之 門 ことい ふ 語が あって、 當 時から、 一 双の 上手と いはれ たので、 こ、 でも 兩 者の 軒輊し 難き 由 を、 詞を夂 

なして 書いた。 世說に r 陳 元方 難 レ爲レ 兄、 季方難 1 爲 1 弟」 と ある を 思って、 詞を換 へた ものら しい。 要するに、 

兩人 とも 好敵手で 優劣がない の 意で ある。 それ を ひどく この 語に 拘泥して、 「上に 文た む」、 「下に t たむ」 の兩 

句に、 褒貶の 意を寓 したやう に 論す ろ 者が ある。 作者の 心に もない 潢入 である。 

この 人々 をお き て、 又、 す ぐれた る 人 も、 吳 竹の よ、 に 聞 え、 片 絲 のよりよ 


りに IP えず ぞ ありけ る 

0 「この 人々」 は 人痲呂 赤 人 を 指す。 この ニ聖を さしおいて、 勝れた 人 も 世々 に 顯れ、 時々 に絕 えす 出た との 

ま。 卽ち奈 良 朝の 末 かけて、 高橋蟲 麻： KT 大 伴 旅人、 山上 憶 良、 笠 金 村、 大伴家 持 等の 锻 出した の を さした の 

だら う。 0 「吳 けの」 は か にか ， る 枕詞。 O 「片絲 の」 はより くに か ， る 枕詞で、 合 はせ ざる 一 筋の 絲を 片絲と 

いひ、 それ を繚る ことに、 時々 の 意 を もつ よりく を かけた。 

眞名 序に 「自 Ik 津 皇子 之 K1 詩賦； 詞人 才子、 慕 k 繼 i 、移 u 彼 漢家之 字 T 化-我 日 域 之 俗 T 民 紫 一 改、 和耿漸 

%n あ - 先師 柿 木. K 夫お T 高き！ 神妙 之 思 i 歩-古今 之 問 著 あ 部 赤 人 考ハ並 和歌 仙 也、 其餘 業-和 f 者、 綿々 

不 N^M と ある は、 上文 「いにしへ よりかく 傳 はろ 中に も」 と あるより 以下の 文に^る。 

これより さきの 歌 を 集めて な む、 萬 葉 集と な づ けられたり ける》 

or これより さきの」 は、 この 古今 集に 採った 歌より 以前の を 指した。 0 「萬 葉 集」 の題號 は、 ！ WS-:.. リ おとい ふ說 

と、 ^代の 裁と いふ 說 とに 分れて ゐる。 廿卷 四千 六百餘 首、 奈良時代の 歌 を 中心として 輯 めた 歌^。 

かの 卸 セケ よ り、 年 はも、 とせに 餘 り、 世 はと つぎに なむな りに ける 

o この 一 節、 原文に は、 下 文 「しか あれ どかれ これ 得た る處 得ぬ 處 互にな む ある」 の 次に は ひって ゐる。 さて 

は 秩序 も 义た す、 連絡 も亂 れてゐ る。 今 は此處 にリき 上 ゆて、 其の 意を疏 通さ ぜた。 

o 「かの 御 時」 は萬槳 集の 撰ばれた 時世 を 指した。 難 波 本に 「も、 とせ」 の 下に、 に 文字の あるが 苦い。 
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〇 「とつぎ」 は 十 繼の義 で 十代で ある。 萬 葉 撰 集の 時から、 年數は 百年 餘、 天皇の 御代 數は 十代になる とい ふの 

で、 逆算す ると、 平 城 天皇の 御代に 當り、 その 大同 元年から、 この 醍醐の 延喜五 年まで、 全く 二百 年になる。 

眞名 序に 「昔 平 城 天子、 詔 1 一 侍臣 1 令レ撰 一一 萬 葉 集？ 自レ爾 以來、 ^麼 一一 十代 ハ數過 一 1 百年 一」 と あるに 合って るる。 然れど 

も、 萬 葉 集が 平 城 帝の 世に 撰ばれた とい ふ 事 は 信ぜられない。 淸和 帝の 御 時、 「萬 葉 集 はいつ の 頃 作れる ぞ」 と 

ぉ尋 のあった 時、 文 星有季 が、 

神無月し ぐれ ふりお けるなら の 葉の 名に お ふ 宮の古 ごと ぞ これ 

と 答へ 奉った 事が、 この 集中 雑 部に 見えて ゐる。 ならの 葉の 名に ぉふ宮 は、 いかにも 瞹 眛な詞 だが、 猶奈良 朝 

の義に 解きたい U 平 城 帝の 朝の 意なら ば、 奈 良の 御門の 世と あるべき 箸で ある。 榮花 物語 月 宴の 卷に は、 「昔 高 

野の 女帝の 御代 天平 勝寶五 年に は、 左大臣 橘 卿 諸 卿 大夫等 集りて、 萬 葉 集 を 撰ばせ 給 ふ」 と ある。 され ど、 こ 

の 御 時 以後の 歌 も あるから、 「大伴 家 持 卿の、 奈良 朝の 朱に 撰びし ならむ」 ともい ひ、 又、 「諸兄 卿の 撰 を 家 持 

卿の つぎて 撰り しなら む」 ともい つて、 一 诀 しない。 萬 葉 集 を 見渡す に、 平 城 帝の 御代 近くの 歌 は 見當ら ない 

から、 この 御代の 撰で は 全くない。 盖し萬 葉の 研究 は、 やうく 村 上帝 時代に 始まった 位 だから、 この 延喜時 

代の 人達が 撰述の 時代 を 誤った の も、 あながち 非難す るに は當ら ない。 

こ、 にいに しへ のこと を も、 歌 の 心 を も 知れる 人、 よ む 人 多から ず、 わ づ 

かに 一 入 二人な り き ピ か あれ どビ れ か れ、 得 た る 所、 得 ぬ 所、 互 になむ あ 


o 「こ、 に」 は 今の 平安京と なって からの、 十代 S 年の 間 を 指した。 0 「いにしへ のこと」 は 神代 以降、 萬^の 頃 

ほひまでの 歌に 關 係した 典故 や 故 歌 をい ふ。 0 「歌の心」 は 歌の 本旨。 「知れる 人」 は 「いにしへの 事 を も」 を 

承け、 「よむ 人」 は 「歌の こ、 ろ を も」 を 承け た。 o 「ゎづ かに 一 人 二人」 と は、 少数と いふ ほどの 意で、 下に、 

六 人まで も舉 けて ゐる。 

〇 さて、 それ もこの 人達 は 十分 完全した 歌人で はなく、 互に 得失が あると いって、 上文. S 人 麻：，：：^/、 3  二 I にに 

對 して、 段ち が ひで あると 評した。 

眞名 序に 「其 後 和歌 棄不 - 被レ 採、 雖卞 風流 如 二 野 宰相？ 雅怙如 巾 在納ー iA 而皆以 一-他 才 一 聞、 不 V お 一一 斯逍ー 顯ヒ」 と ある。 

いまこ の 事 をい ふに、 つかさ 位た かき 人 を ば、 た やすき やう なれば いれ 

or 今 この 事 を 云々」 は、 其の 得失 を 論す るに、 官位 賣ぃ人 は， 餘り輕 く 扱 ふやう で 無 禮 だから、 ^慮して 入れ 

ない との 窓。 その實 は、 この！！ 評に 値する ほどの 資格 ある 歌人の ない 事を紛 はした 老獪な 维法 である。 

眞名 序に 「近代 存 一一 古風 一 者、 纖ー 一三 人、 然 長短 不レ 同、 論以 可い 辨」 と ある。 

そのほか に、 近 き 世に その 名聞え たる 人 は、 卽 ち、 

O 「その外に」 はっか さ 位萵き 人 を 除いた 外に の 意。 

僧正 遍昭 は、 歌 のさ ま は ？む た れ ど も、 ま ことす く な し-た と へ ば、 ％i にかけ 
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る 女 を 見 て、 い た づ らに心 を 動か す が 如 し： 

(「淺 みどり 絲 よりかけ て しら 露 を 玉に もぬける 卷の やなき か」、 「はちす 葉の にごりに しまぬ こ 、 ろ もて 何 か は S 

を 玉と あざむく」、 さが 野に て 馬より おちて よめる 「名に めでて おれる ばかり、 ぞ女郞 花 われお ちに きと 人に 語 

るな」) 

0遍§1  口 は 歌の 本質 は捉へ 得た が、 誡實の 意に 乏しい と 褒貶した。 o 「女 を 見て」 を、 近 藤芳樹 が 「かくて は、 喩 

の 意 自他 二つに 分れて、 他の 五 人の 例に 適 はす、 眞名 序に 『華 出 憎正尤 得-一 歌體？ 然其詞 花而少 fer 如 rln 書： 好 

人情 1』 と ありて、 如の 下に、 觀の 字な し。 されば、 女のと あるべし」 と 論じた の は 常って ゐる やうで 

あるが、 姑く 元の ま、 に從 ふ。 さて、 「繪 にかけ るせ」 は 歌の ほごての 體裁を 得た のに 喩へ、 徒に 人の 心 を 動か 

すの 美 は あれ ども、 i 莨 意實 情の 乏しい の を、， 「誠 少なし」 にあて 、 いった。 

0 以下の 評語、 皆 褒貶 得失 を 譬喩に 寓し、 たと へて いは V を、 玆 では 「たと へば」 とい ひ、 つ ざく に は、 皆、 

「いは、"」 と 略いて ある。 

在 原，. 業 平 は、 そ の 心 あまり て、 言 葉 足 ら ず。 い は ば、 し ぼめ る 花の 色なくて、 

匂殘れ るが 如し。 

(「月 や あらぬ 春 やむ かしの はるなら ぬ 我が身 ひとつ はもとの 身に して」、 「お ほ 方 は 月 を もめで じこれ ぞ このつ も 

れば 人のお いとなる もの」、 「ねぬ る 夜の 夢 を はかなみ まどろめ ぱい や はかなに もな り まさる かな」) 

o 「その 心 あまりて」 は感哀 の餘り ある をい ふ。 多くの 歌人の 歌の心 足らぬ のに さし 常て ， ある こ - ) れは褒 であ 


る。 or 首 粱 足らす」 は詞 のい ひ 足らざる をい ふ。 これ は 貶で ある。 or しほめ る」 の 上に、 いはば とい ふ 語 を 補 

ふ。 次 ざく 呰 この 語が あるから、 こ、 は脫け 落ちた ものと 認める。 さて 、「匂の 殘れ る」 を 心の 餘れ るに 喩へ、 

「色なくて」 を詞 足らす に喩 へた。 

眞名 序に 「^屮 將之 耿、 お 情 有 1 餘、 其 11 不， 足、 如 TS, 花 雖ぃ少 二 彩色 1 而有 中^ 香ヒと あろ。 

ふん やの 成秀 は、 詞 はたく みに て、 其 のさ ま 身に おは ず" は V  、あ き 人 の 

よきき ぬ 著たら むが 如し。  " ， 

(「ふくから に 野邊の 草木の し を るれば うべ 山風 を あらしと いふら む」、 深 草の みかどの 御國忌 に 「草 ふかき かす 

みの 谷に^ かくして る 日の くれしけ ふに や は あらぬ， 0 

0「詞 はたく み」 は褒 である。 「其の さま 身に おはす」 は その 巧なる 詞の 取り成し やう は、 淺く 俗に 近い^:^ に扣 

應 しないと いふ。 これ は贬 である。 0 「あき 人」 は 商人で、 その 心 術が 元來 卑陋の^ だから、 ^服 を 若ても 不釣 

八：： な ことに 喩 へた。 0 「よきき ぬ 」 は苹关 の 衣服 をい ふ。 

眞名 序に 「文琳 巧 詠, 物、 然其體 近い 俗、 如 一， ー賈人 之 著， ー鮮衣 一」 と ある。 

宇治山の 儈喜撰 は、 詞 かすかに し て、 は じ め を はりた しかな ら ず \ い は V 、 

秋の 月 を 見る に、^ の 雲に あへ るが 如し。 

(「わが 庵 は みやこの たつみし かぞ 住む 世 を うぢ 山と 人 はいふな り」) 
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0 「宇治山」 は 山城 國 宇治 郡の 宇治山。 o 「喜 撰」 は 宇治山に 隠遁して ゐた佾 である。 正しく は、 宇治山の 喜^ 法 

師は とか、 或は 單に、 喜 撰 法師 はと か 書くべき の を、 眞名 序に 「宇治山 佾喜 撰」 と ある を 襲った ので ある。 o 「詞 

かすか」 は 其のい ひなし の 幽玄な こと をい ふ。 これ は褒 である。 o 「はじめ を はりた しかなら す」 は、 一首の 上 

漠然として 聞え 難いの をい ふ。 これ は 貶で ある。 o 「秋の 月」 は詞 かすかな るに 喩 へて、 幽玄の 意 を 表し 、「始終 

たしかなら す」 を、 その 曉の 雪に 紛れた のに 喩 へた。 曉は 只輕く 添へ た 語で、 深い 意 はない。 

眞名 序に 「其 詞 花麗而 首尾 停滞、 如 T 望 二 秋 月 一遇 中嘵 雪上」 と ある。 徂喜 撰の 歌體を 花麗と 評した のは^らない。 

この 「かすか」 と 改めた るの は 流石に 服識が ある。 

よめる 歌 多くき え れば 、こ れ— 柳| れ，^ nilTI してよ くしら ず。 一  - 

o この 一句 は 喜 撰の 歌の 少ない こと をい つたので、 たしかに 後人の 註 語で ある。 誤って 本文に 混れ たものと 思 

はれる から、 略く がよ い。 

をの、 小町 は、 叫— に しへの そ AT ほ り 姬 q な がれな り。 一 あ はれなる やうに 

て、 强 か ら ず。 い は ^よき 女の 惱 める ところ あるに 似た り。 一 Tv,^!^ ら ぬ 巧 

をうな なれば な  1^ へ し。 一  , 

(「思 ひつ ， ぬれば や 人の：^ えつら む 夢と 知りせば さめ ざら まし を」、 「色 見えて うつろ ふ もの は 世の中の 人の こ ， 

ろの 花に ぞ ありけ る」、 「わび ぬれば 身 をう き 草の根 をた えて さそ ふ 水 あらば いなむ とぞ思 ふ」、 そと ほり 姬の 


歌 「わがせ 子が 來べ きょひな りさ 、 がに の蛛の ふるま ひかね てし るし も」) 

o 「そと ほり 姬」 は 允恭^の 妃弟姬 である。 艷色衣 を 徹して か V やいた ので、 時人、 衣通郞 姬と號 けた" そと ほ 

、り は 訛った ので ある。 0 「流れな り」 と は、 小町が この 歌風に 似て ゐ ると いふ I か。 「紀 にこの 姬の歌 二 首ば か 

り^ ゆれ ど、 さの み 上手に もな きをい か》。 たしか ならぬ 事 なれば、 こ 8- 一句 略くべし」 と * 眞淵 はいった。 

伹、 眞名 序に も 「小 野 小町 之 歌 、古 衣 通 姬之流 也 1 艷而 無二 氣カ？ 如 H 病婦著 二 花粉 こと あるか、 ^こ S 一  句 は 

ない 方が 穩か である。 思 ふに 後人の 眞名 序によ つての 加筆で あらう。 次の 黑 主の^に、 眞名 序に は 「古 猿 丸太 火 

之 次 也」 と あるが、 この 文に はない。 o 「あはれ なるやう にて」 は 感哀が ある やうでの 意で、 これ は褒 である。 

〇 「つよから ぬ」 は 貶で ある。 「よき 女」 は あはれ なる に喩 へ、 「惱 める 處 ある」 は强 からぬ に喩 ふ。 0 「つよから 

ぬ は 女の 歌 なれば なるべし」 の 一句 も、 註の 文句の 混れ 込んだ もので、 本文と すれば や、 うるさい。 

大 ともの 黑主 は、 心 は を かしく て、 そ のさまい や し。 い は ゾ、 たき 木お へ る 

山人の、 花の 蔭に やすめる が 如し〕  •  . 

(「おも ひいでて 戀 しき 時 ははつ 雁の なきて わたると 人 は 知らす や」、 「か  >  み 山い ざ. N ち 寄りて^ て 行かむ 年へ ぬ 

る^ は あいやし ぬると」) 

0 上文の 五 人の^ 語、 皆 褒貶 交錯して 來 たの を、 黑 主のば かり、 「その さまい やし」 と 貶しめ たる 語ば かりで、 

褒めた 詞 のな いのは、 正に 脫文 である。 故に 景樹 は、 眞名 序の 「大友 黑主之 歌、 古 猿丸大 夫之姿 也、 颇有ニ 逸 

o  ダ シ シ  ノ フガ  |ー  9^9  9  9  9  <3 厶 ム N 厶 

興 一而 體茶郧 、如 3m 夫 息 ニ花莂 こと あるに 據 つて、 心 を かしくて と 補った。 上文の 例に よると、 心 はも かしくて 
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と、 が 文字， を 添/るが よい。 「たき 木お へる 山人」 は 其の さまい やしに 當り、 「花の 蔭に やすめる」 は、 心 は を か 

9  9  9 

しくて に當る 凝 である。 

力》 ラ 

この 外の 人 々、そ の 名聞 ゆ る、 野 邊に おふる 葛の 這 ひひろ ご り、 林 に し げ 

き 木の葉の 如く 多 かれ ど、 歌 とのみ 思 ひ て、 其 のさ ま 知らぬな るべ し。 

o 「葛の」 は 藤蔓の 如くの 意。 

.0 以上 六 人の 外に、 歌人の 名の 世に 聞え た 人 は、 葛の 這ひ廣 がれる 如くに 充満し、 林の 木 葉の 如くに 多く あれ 

ど、 只 漫然と 歌とば かり 思って、 前に 述べた やうな 歌の 本旨 は 心得ぬ ので あらう と、 近來の 歌道の 衰 へたの を 

歎いて、 一 且抑 へたの は、 次に、 今上 皇帝の 今囘 勅撰の 事 を 仰せ 出 だされた 盛事 を 叙して、 喜 悅の眉 を 開く こ 

と を揚 けて いはう とする 下 構で ある。 

眞名 序に 「此外 氏 姓 流 聞 者、 不レ可 ニ勝數 T 其 大あ皆 以レ艷 爲レ其 上、 不レ知 一； 歌 之 趣 1 者 也」 と ある。 

か、 る に、 今、 す ベら ぎの 天の下 しろしめす こ と、 よ つ の 時、 こ 、のがへ り 

になむな りぬ る。 

〇 常 帝卽 ち醍蝴 天皇 S 御 治世 は、 今に 春夏秋冬の 四時が 九 返 注き かへ つたと、 四と 九との 數字を 交錯して 窨ぃ 

た。 この 帝 は 寬平九 年 七月 御受禪 で、 この 序文 を 作った 延喜五 年 は、 實に その 九 年 目に 常る。 

あまね きお ほんう つくしみ の 波、 八 島の ほかまで 流 れ、 ひ ろき お ほんめ 


ぐみ の K  、筑 波 山の 麓よりも 繁く おはしまして、 

o 「お ほんう つくしみ 云々」 は 君の 御 慈愛 を 波に 擬 へて、 我が 國を いふに も、 「大 八洲 國」 の 名 を 川ゐ、 行き渡る 

事 を も、 「流れ」 といった。 又、 御 恩惠を 蒙る 事 を 蔭と いふより、 東歌の、 

筑波 根の この も かの もに 蔭 は あれ ど 君が み 蔭に ます 蔭 はなし 

を 下に 踏んで、 その 蔭 は 「筑波 山の 麓よりも しゅし」 と、 君恩の 渥い こと を譬 へ、 波と； g とに 對す るに、 木^と 

山と を 以てした。 o 「お ほん」 は大 御の 音便で、 接頭の 敬語。 

前節 を かけて、 眞名 序に は 「陛下 御宇 于 1 今 九 載、 仁 流 n 秋 津洲之 外 T 惠茂ニ 筑波山 之 陰 こ と ある。 

よろ づの政 を 聞し 召す いと ま、 も ろ の 事 をす て& はぬ あまりに、 い 

にし へ の 事 を も 忘れ じ、 舊 りに し 事 を もお こし 給 ふと て、 今 もみ そな は 

し、 後の世に も傳 はれと て、 

機 を 視給ふ 御 ひまくに、 文 擧技藝 一 切の 事 を も 御獎勵 なさる 餘 りに、 神代 以来の 世々 の 帝の、 侍臣 等に 

歌 詠ませられた 事 や、 萬 葉 集の 撰定 があった 事な ど を 忘れす、 それら を 再興し 給 ふとて、 歌集 を 勅撰あって， 

只今 も 御^な され、 後世に も傳 はれと ての 意。 二つの 「とて」 は 次の 節へ か、 る。 

眞名 序に 「E 产繼ニ 旣絕之 風； 欲, 興 一一 久廢之 道 こ と ある。 

延 喜 五 年 四月 十八 曰 に、 大 內 記紀の 友 則、 御 書のと ころの ぁづ かり 紀の 
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サキ  フ シャゥ 

賞 之、 前 のか ひの さう 官 おふし かふち の躬 恒、 右 衞 門の 府 生み ふの 忠岑 

ら にお ほせられ て、 萬 え ふ 集に 入らぬ ふるき 歌、 み づ からの を も 奉らし 

め 給 ひて なむ。 

or 延喜五 年 四月 十八 日」 は 「お ほせられ て」 へ 係け て 見る 時 は、 勅撰の 命 を 下された 日と なり、 「奉らし め 給 

ひて」 へ 係け る 時 は、 撰 了 奏上の 日と なる。 眞名序 は 結尾に、 「于ぃ 時 延喜五 年、 歳次 乙 丑、 四月 十八 日、 臣貫之 

等 謹 序」 とあって、 奏上の 日の 如く 聞え る。 日本 紀略、 延喜五 年 四月 十五 日の 條に、 「今日 御 書 所 預紀貫 之； 

撰， 一進 古今 和歌 集、 一部 一 不卷 こと ある。 その他、 抉 桑 略記、 本朝 世 記、 拾 芥抄等 皆 同じい。 大體 において 五 年 

奏上 說 である。 日はト 八日でなくて、 皆 十五 日で ある。 いづれ が眞 であらう。 景樹 は、 五 年 を 下命の 日と し、 「奏 

上 は 六 年に て、 右の 諸 窨の五 年と ある は誤寫 ならむ」 とまで 云って ゐ るが、 論據が 薄弱で ある。 徂 撰者の 一 人 

友 训が延 喜 五 年の 秋に 歿した 時、 貫 之忠岑 等が それ を 悼める 歌 二 首、 同 七 年 九月 大堰河 行幸の 時の 歌 二 首、 

同 十三 年 三月の 亭子院 歌合の 歌、 及び、 その 折に 詠める 歌 三 首が 集中に 散見す る。 これ 皆 五 年 四月 以後の 作で 

ある。 これ 卽ち六 年 奏上 說の 生す る 所以で あるが、 五 年 奏上 後 も 殊に 歌に よって 追加され たものと 見れば、 差 

支 はない。 

o 「大內 記」 は 中務省 中の 官で、 詔勅の 類 を 掌る。 儒者の 文章 家 を 任す る。 正 六 位相 當官。 or 御 書のと ころの 

ぁづ かり」 は 宮中の 祕 書類 を 藏 むる 所の 預の 役。 o 「前の かひの さう 官」 は 前の 甲斐の 少目。 少目は 國衙の 四 等 

t: で、 八 位相 常 {::。  0 「右衛門の 府生」 は 右 衞門府 の 下 宵で、 衞門府 の 門部舍 人の 長。 o 「萬え ふ 集に 入らぬ 歌 


云々」 と あるが、 集中に、 萬 葉の 歌が 七 首 は ひって ゐる。 全く これ は 誤 選で あらう。 

<  ^名 序に 「n- 一尺 内 記 I 友刖、 御 害 所預紀 貫 之、 前 甲斐 少目 凡河內 躬恒、 右 衞門府 生 壬 生忠岑 等？ 各獻 n 家^ 

あ 古ぁ舊 1?も，ー 績萬葉 あこと ある。 

一 それが 中 に、 梅 を かざす より はじめ て、 時 鳥 を 聞 き、 紅 葉 を 折 り、 雪 を见る 

一 にい たるま で、 又、 鶴 龜 につけて 君 を 思 ひ、 人 を も 祝 ひ、 秋 萩 夏草 を 见 て お 

一 を 戀 ひ、 逢 坂 山に いたりて 手 向 を 祈 り、 あ る は、 春 夏 秋 冬に も 入らぬ くさ 

\ ぐ さの 歌 をな む 選ばせ 給 ひけ る。 す ベ て、 千 歌 はた 卷。 名 づけて 古今 和 歌 

ー染 とい ふ。 * 

ゾ 

o 「^を かざす より 云々」 より 以下 は 四季、 「鶴龜 につけて 云々」 は 祝賀， 「秋 萩 夏草 云々」 は戀、 「逢坂 山に い 

-  たりて 云々」 は、 送別、 覊 旅の 歌 を さした。 又、 「春夏秋冬 にも 入らぬ」 は、 哀慯、 雜、 物 名、 雜體、 义耿 所な 

どの、 いろくの 歌 をい ふ。 これ は 前に 奉った の を、 更に 分類した 趣で、 集中の 部 立 を こ、 に 叙した。 眞名序 

• に 「於 是、 重有レ 詔、 部 二 類 所， 桊之 勒爲 ニー 一十 卷？ 名 曰 二 古今 和歌 集 こ と あるに かな ふ。 部類せ ぬ 前の は、 

薬 集の 如く、 時代の 先 後に 從 つて 錄 したの か。 これ を 「績萬 葉 集」 といった 事 は、 前節に 引いた 眞名 序に 兒ぇ 

j  て fQ る。 0 「千 歌 はた 卷」 は 千 首廿卷 とい ふこと。 伹 この 集の 歌數 は、 千 百 十 首ば かりで、 眾^ しの 歌 を 除けば 

千 九十 九： f3 あるの を、 「ちうた」 といった の は、 其の 大槪を 示した ので ある。 「古今」 とい ふ 題 號は、 前に 「せ：：^ 
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集に 入らぬ 歌み づ からの をも獻 らしめ て」 と ある 如く、 古今の 歌 を 集めた から 名 づけた ので ある。 

か くビ の 度 あつめえ らばれ て、 山 した 水の 絕ぇ ず、^ の眞 砂かず 多くつ 

もり ぬれ ば、 今 は、 飛 鳥 川の 瀬になる うらみ も 聞え ず、 さ にれ 石の いはほ 

となる よろこびの みぞ あるべ き。 

o 「山した 水」 は 山より 流れ出 づる 谷水で、 涸れる 事がない から、 絕ぇ すの 序詞に 川ゐ、 「濱 の眞 砂」 は 海 邊の小 

石で、 限り もない 物 だから、 數 多くの 序詞と した。 〇 「飛鳥 川の 瀬になる」 「さやれ 石の いはほと なる」 は、 

世の中 は 何 かつね なる あすか 川き の ふの 淵ぞけ ふは瀨 になる  雜歌、 下 

わが 君 は 千代に 八千代に さ V れ 石の いはほと なりて 苔の むすまで 賀 m 

に據 つた。 

o かく 本 集が 成って、 斯道の 流 は斷絕 せす、 名歌 も 多く 集まった 事 だから、 今より は 歌道の 淵 は 瀨と變 る や 

うに、 衰廢 する 恨 も ある まじく、 小石の 3 厳と なるやう に、 ます，/ \榮 え 行く 喜ば かり あるべ き だと、 言 ほい 

で、 さて、 飛鳥 川の 句 を 「山した 水」 に、 さ V れ 石の 句を r 濱の まさご」 に應對 させた。 

眞名 序に 「淵 變爲， 瀨之聲 、寂々 閉 い 口、 砂 長 爲に厳 之 頌、 洋々 満 , 耳」 と ある は 聖代 を讃 した 詞で、 本文の 歌道の 將 

來を 祝福した 意と は變 つて ゐる。 

それ われ ら、 詞 は、 春 の 花の 匂少 くし て、 空 しき 名の み、 秋 の 夜の 長き を か 


こてれ ば、 か つ は、 人 の 耳に おそ り、 か つ は 歌の心に はぢ 思へ ど、 た なびく 

雲の 立ち ゐ、 啼 く 鹿のお きふし は、 賞 之 ら がビ の 世に 生まれ て、 こ の， の 

時に あへ る をな む よろこび ぬる。 

o 「それ われら 詞は」 は、 原文に は 「それ まくら 詞は」 と ある。 まくら を 三 井高 蔭が、 「われらの 誤なら む、 

われと まくと、 假 字の 書體紛 はしい」 といった の は、 比較的 穩 かな 說 であるから、 それに 據 つて 改めた。 「まく 

ら」 を、 舊 註に 臣 等の 意と 解いた の は、 眞名 序に 拘泥した ので、 臣を まくと いふ こと はない。 眞 淵ぶ、 難 波 本 

o  o  o  0  0 

に まろら と ある を 執した が、 まろ は 自ら 尊大に いふ 意に も 用る るから、 上奏文な どに は絕對 に史. H 1 な い 。その 

他、 「それがしら を、 それ まくらと 誤れる ならむ」 とい ひ、 又、 景樹 が、 「まくら は 諸 本 多く、 枕と^ 名」 に： き 

たれば、 もとは 恐らく は 拙の 字に て、 われら 拙き と ありし ならむ」 とい ふ 門人の 說に 同意した のな ど、 いづれ 

も 煩 はしい 考で從 ひがたい。 舊說に 枕詞 はと 續 けて 解いた の は 不通の 文で、 問題に ならない。 0 「お S 花 3」 は 

匂に か、 る 序詞で、 「すくなし」 へまで 係る ので はない。 原本に は 「の」 文字がない。 難 波 本に 據 つた。 0 「秋の 夜 

の」 は 長き の 序詞で、 「長き」 はこ/ v では、 斯道に 長け たこと をい つたの だが、 漢語の 直譯 で、 ほかな 詞 ではな 

い。 0 「かこてれば」 は假 託ける 意 O0 「かつ は」 は 一 方に はの 意。 0 「人の 耳に おそり」 は 人の 聞え を ，3s: るの 意。 

0 「耿 のこ、 ろ」 は 歌と いふ 物の 思 ふ 所の 意と いふ ことで、 歌 を 擬人した。 o 「たなびく 雲」 は 立ち居に か、 る 序 

詞。 0 「啼く 鹿の」 はおき ふしに か、 る 序詞。 鹿 はと も すれば、 膝 折り 伏せな どして 起臥し けき ものな のでい 
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0 貫 之 自身 等 は、 詞章の 藻 華 は 乏しくて、 虛 名のみ 道に 長け たる やうに いはれ たれば、 一は 人の 聞く 所 を 憚り、 

一 は 歌の 手前に も恥ぢ 入れ ど、 起ちても 居ても、 寐 ても覺 めても、 自分 等が 此の 如き 聖代に 生まれ 合せて、 か 

くの 如き 歌集 勅撰の 类擧 ある 時に 遇った こと を悅 んでゐ るとの 意。 

ハク  チ ル r 'ハ メリ  キヲ  ンデ ハレ  ヌ イデ C ヅ  キヲ  匕  二  テム 

眞名 序に 「臣 等、 詞少， 一春 花 之艷？ 名竊 1 一秋 夜 之 長 7 況哉、 進 恐- 一 時 俗 之 嘲 T 退慙 二 才藝之 拙？ 適 遇 n 和歌 之 中興 T 以樂 -I 

吾 道 之再昌 こ と ある。 

人麻呂 なくなり にたれ ど、 歌 のこと とビ まれる かな。 

0 この 道の 大聖 人麻呂 は、 旣に 死に 失せて しまったが、 歌道 は 滅びす して、 この 勅撰の 集に 殘り 留まれる 事よ 

と、 今日の 盛事 を讃稱 した。 これ は遙に 前節の 「柿 本人 麻呂 なむ 歌の ひじり なりけ る 云々」 に應 じて、 上文 を 

結束し， 且下 文み-引き起して ゐ る。 次の 一 段 はこの 細說 である。 

眞名 序に 「嗟 人 丸 旣沒、 和歌 不ぃ 在い 斯哉」 と ある。 これ は 論語に 「文 王 旣沒、 文 不レ在 い 玆乎」 と ある 筆法 を擧ん だ。 

た と ひ、 時 移り 事 去 り、 た のしび 悲 みゆき かふと も、 こ の 歌の もじ ある を 

や。 

0 「時 移り 事 去りた のしび 悲み 行き かふ」 は、 陳鴻が 長 恨 歌 傅に、 「時 移 事 去、 樂盡 悲來」 と ある を その ま、 用 

ゐた。 o 「もじ」 は 文， 字で ある。 これ を 本居宣 長が、 若しの 意と 見て、 「久しくと V まれら ば」 へ か、 る詞 とし、 

「ある を や」 の四ネ は、 次の 「あ を やぎ」 の.？ より 混れ たる 誤なる べし とて 省いて、 「この 歌の もし あ を や ざの 


云々」 と 連ねた の はいか > である 。若しで は 前文に、 「後の世に も傳 はれと て」 と ある 詔 命に 適 はない。 

0 意 は、 上古の 如く 歌 はあって も、 文字なくて は傳 ふべき 術 もない の を、 よしや 時世 は變遷 し、 諸^ は 盛^し 

て も、 萬の 事 を 起し 給 ふ 今の 聖代 は、 幸に この 歌の 文字 あるに 於て を や、 とい ふので、 さて 下 文 を 引き起し 

て、 「古 を 仰ぎて 今を戀 ひざらめ かも」 と 結び 止めた。 

^ やぎの 絲 絕 え ず、 & の 葉の 散り 失せず して、 まさ 木の かづら Q  く 傅 は 

り、 鳥 の 跡 久しくと V まれら ば、 こ の 歌の さま を も 知 り、 事 の 心 を も ？ J: た 

らむ人 は、 

0 「靑ゃ ざの 絲」 は 絶えす の 序詞。 0 「松の 葉の」 は 散り 失せす の 序詞。 0 「まさ 木の かづら」 はお 折お で、 ^^の 

^^である。 長く にか ， る 序詞。 0 「鳥の 跡」 は 久しく を 隔て ， 、 とどまれ らばに か ， る 序詞。 

0 以下、 上文に、 「後の世に も傳 はれと て」 と ある 意 を 反復して 細 叙した。 さて、 この 歌集の 世に 絶えす 散佚せ 

すして、 永久に 傳 はり 止まった らば、 歌の 本 32： を も 知り、 今度の 勅撰の 事譯 をも辨 へたら う 人 は、 とい ふに て、 

「歌の さま」、 「事の 心」 は、 上文に、 「こ、 に 古の 事 を も 歌の こ、 ろ を 知れる 人 僅に 一人 二人な りき」 とい ひ、 

又、 r 耿 とのみ 思 ひて 其の さま 知らぬな るべ し」 など あるに 呼應 して ゐる。 

大卞- の 月 を 見る が 如く に、 古 を 仰 ぎ て、 今 を戀 ひざらめ かも。 

0 今より 遙か 後世に なって、 それ 等の 人々 が、 空の 月 を 見る やうに、 この 集に 依って 古 を 仰ざ崇 び、 今 を戀ひ 
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慕 はすして あらう かいとの 意。 0 「古 を」 は 萬 葉 集 以後 この 集に 載った 古歌の 制作され た 時代 を 指し、 「今 を」 は 

この 延喜 時代 を 指し、 r 戀 ひざらめ」 は 後世 を 指した。 さて、 この 古と 今と は、 この 集の 題號 の本づ くと ころで 

ある。 

o 

この 文 殆ど 全部が 排對 から 成って ゐる。 排對は 詩歌 類の 韻文に 多い。 祝詞 宣 命な ども 純 散文で ないから、 排對が 

盛に ある。 この 文 は 散文的な るべき 性質の もので ありながら、 かやう に 排對の 多い こと は、 四 六 駢儷體 の 漢文 を 

直譯 したから である。 句 を 摘み 章 を 抽く時 は、 名句 妙な が 々暦々 として、 絢爛 眼 を 驚かす やうな 觀が あるが、 

全體の 首尾 を 通じて 考察す ると、 餘に敷 演を勗 めた 結果、 繁 褥 に 過ぎ、 時に 冗漫に 失して、 精神 魄 力の 充 實を缺 

く感. か ある。 面白い 文と はいへ るが、 活 きた 文と はい はれまい。 尤も かう いふ 奉 勅撰集の 序 だから、 その 爲に抅 

泥す る點も あらう が、 貫 之の 文の 勝れた もので はない。 却って 集中の 歌の 詞 害の 文 を 見渡す と、 何とい ふ 節 もな 

いが 、穏やかで^ カも猷 健で、 了ギも 損益す る ことの 出来ない 立派な 文字で ある。 それ も 貫 之の 筆と 思 はれる が、 

一 方 は 思 ふが ま、 に喾き 流した もの、 一 方 は 拘束す る處 かあつて 書いた ものな ので、 かう した 相違 も 出 來て來 た 

ので あらう。 伹 この 文 は 後 比の 歌人の 則る 處 となって、 歌集 序體 と名づ くる 一 種の 文の 嚆矢 となった。 
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ふる 年に 音 立ちけ る 日よ める  在 原 元方 

^のうちに 春は來 にけ り 一 年 を こぞと やい はむ 今年と やい はむ 

1 o ふる 年に 盲 立ちけ る 日 「ふる 年」 は舊 年。 年が 改まって 後に 去年 を さしてい ふ 語。 「春 立ちけ る 日」 は 立^ 

の 日 をい ふ。 この 時代で は 勿論 大 陰暦 だから、 大槪： 止 月の 始に 立春の 節の ある^だ が、 帷 歩に 多少 出入が あつ 

て、 かう 前年の 十二月 中に 立春の ある 事 も ある。 但歌は 前年の 暮に 詠んだ の だから、 「年の 内に」 と ある。 〇 よ 

める の 下に 「歌」 とい ふ 名詞が 略 かれて ある。 以後の 詞書も 大抵 この 害 例で ある。 0 年のう ちに 今^ 

にの 意。 O こぞ 去年。 0 來に けり 「けり」 に 感欵の 意が ある。 

大意 年内に 思 ひがけす 舂は來 たこと である わ、 さて はこの 同じ 一年の 内の 昨 曰まで を、 去年と いはう か、 そォ 

とも 今年と いはう か。 

1 忽忙 繁劇な 歳暮に あわた V しく 春の 來 たの を 意外と 感じた 趣が、 「にけ り」 の 辭樣で 表現され てるる。 四 五の 

句、 「去年と や」 「今年と や」 と 兩端を 叩いた 所に、 迷惑 诀 しかねた 様子が よく 出て ゐ る。 そしてお なじ^ 法で 折 
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り 返された 聲 韻の 呼 應に味 ひが ある。 又 「年」 の 意味 を もつ 語が 四つ も 重複して るるが、 これ は 重複と いふよ 

り は 寧ろ 反復と いった 方が 適當 である 位に、 格別 耳 立たない やうに 旨く 使 ひこな して ある。 畢竟 正月 一 日 を 何 

時 も 立春と 思 ひ 慣れた 心から、 春が 來 たといへば 隨 つて 年 も 立ち 代る もの、 やうに 意識して、 去年 今年の 分別 

が 付か なくなった、 幼い あどけない 感想で ある。 けれど かう した 趣向 は、 太陽 曆で 生活して ゐる 我々 に は、 直 

覺 的に 感じが びんと 來 ない。 元来が 機智から 出發 した もの だから 小手 は 利い て^るが、 诀 してい、 もので はな 

い 。「卷 頭の 面目 比類な き 事」 と 北 村 季吟の 評した の は 鈍 ましい。 只 春の 最先 として こ ， に 序でた まで ， ある。 

抑 も 古今 集 を 研究す る豫備 智識と して、 第一 に 心得なければ ならぬ の は、 この 集の 風 調が 當 時の 新派で ある 事 

だ。 平安朝 初期の 歌人 達が かう いふ 風 調 を 創造した 事 は、 萬 葉 集の 風 調 をば 舊 式の 陳腐 極まる ものと 觀じ たか 

ら である。 尤も 時代に 依って 風 調に 變 化の あるの は 自然の 成 行 だが、 特に こんな 意識が 當 時の 歌人 達の 腦 裏に 

往來 して ゐた事 を、 まづ 知って おく 必要が ある。 

春 立ちけ る 日よ める  紀  貫 之 

袖 ひぢて むすびし 水の こ ほれる を 春 立つ け ふの 風 やと くらむ 

1 0 ひぢて 「ひ ぢ」 は甚 しく 濡れる をい ふ。 0 むすびし 水 手に 掬った 水。  • 

大意 置の 暑い .5 袖が びしょ濡れになる まで 掬って 遊んだ 水が、 この間の 冬の 寒さに 氷って ゐ るの を、 立春の 今 

日の 長閑な 風が、 再び もとの 水に 吹き 融か すだら うか。 

0 四時の 循環の 速さ を 間接に 驚歎して ゐる。 初 二 句 は ひどく 水に 親んだ 趣 だから、 正に 夏 秋の 暑い 時と 知られ 


る。 四 句の 終に 置いた 「の」 の 響が いかにも や はら かで、 のびく とした 感じ を與 へる。 春に なった からと て 

すぐに 氷 は 融け もせぬ が、 月 令に 「孟春 之 月 東風 解 1 氷」 など ある 一般的 認識に 任せた ものである。 又 海と か 沼 

とかい ふ 平生の 生活に 緣の逡 い 水 だと、 立春 だからと て あながち 聯想 は 起き もしまい が、 暑い 時分 袖まで 濡し 

てな ぶった 水 だから、 今日し も 「風 やと くらむ」 と 一 番に思 ひ 出される 譯で、 想の 連辂も 自然で ある。 更に 一 

考 すると、 この 歌 掬ぶ に 結ぶ、 融 くに 解く の 意 を 寄せて、 結ぶ と 解く との 反對の 意を鬪 はせ て ある。 巧で は あ 

るが 緣 語に 纏 はれて 面白くない。 叉 場所の 有無が しっかり しないの も殘 念で ある。 全 體が 想像から 成り立った 

ものと すれば 場所 を もたない し、 「氷れる を」 を 眼前の 事實 とすれば 場所が 生す る。 とはいへ 首尾の びくと し 

た 調子で、 長閑 やかな 氣 分の 漂って ゐる所 は、 立春の 歌に ふさ はしい 姿で ある。 その 細かな 手. 法の 聊か 混って 

ゐ るの は、 やはり 延喜 時代の 特徵 である。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

春が すみ 立てる や いづこみ 吉 野の 吉 野の 山に 雪 は 降りつ 、 

1 OSS しらす 歌の 詠まれた 事情の わからぬ 場合に 「題 しらす」 と 書く。 題 は 前齊の 意で ある。 後世に いふ 超の 

ことで はない 3 耿に題 を 作り 設けて 盛に 詠む こと は、 昔に は 稀であった。 o よみ 人 しらす 作者の 不明な の を 

いふ。 ^勑撰 歌集の 「よみ 人 しらす」 に はいろ く ある。 全く 作者が 不明な の、 又 作者が 勅勘な ど^った の、 賤 

卑の甚 しいの などで ある。 0 み吉野 「み」 は眞と 同じ 美稱。 吉野は 大和 國吉 野郡吉 野の 里。 0 いづこ の 下な 

ら むの 語が 略 かれて ゐる。 0 つ ， 動作の 繼績を 意味す る辭。 
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大意 春に はなった が、 長閑な 霞の 立って ゐ るの は 何 處の邊 か、 この 吉 野の 里の 吉野 山に は 雪が 降りく して、 

一 向に 春めき もしない C 

1 吉野 は吉野 山の 北側の 麓で 山の 陰 だから、 雪 勝な、 土地で ある。 天武 帝の 御製に も、 その 雪の 時な き 事が 歌 は 

れて ある。 作者 は吉 野の 里人 だら う。 袖 振 山 も 耳 我の 嶺も高 城の 山 も 見渡す 限り 眞 白で、 春 だとい ふに 雪が ち 

らく 降る。 卽ち 春の 象徵 たる 霞 は 何 處に立 つて ゐ るかと 疑 ひたくなる。 「立てる や いづこ」 その 首 を 長く 伸ば 

して、 あちこち 囘看顧 望した 作者の 態度が 想 はれて 面白い。 詰り は 霞 も. まだ 文ち 敢 へぬ 初春の 趣 を 歌った ので あ 

る。 詞に 巧がない やうで 意に ェが あり、 歌の 長け も 萵ぃ。 力 强ぃニ 句切で、 三 四 句の 同 名詞の 反復 も 「さ 檜の 

隈檜隈 川」 (萬 葉 十二) の 類で、 奈良 歌人の 好んだ 慣 手段で ある。 さりと て 大した 古風と も 見えぬ から、 まづ奈 

良 朝の はて 平安朝 最初の 頃の 作 か。 

集中に 收 めら れ たよみ 人知ら すの 歌 は、 大抵 作者の 不明な ので ある。 これ は 昔から 必然的に 傳 誦された 歌 だか 

ら、 隨 つてい > 歌が 多い。 委しく 分ける とこれ にも 前 中 後の 三 期が あり、 前期の が 殊によ い。 

二 句た/ V  g と ある 本 も あるが、 こ A に は 採らない。 

ニ條の 后の 春の はじめの 御 歌 

雪のう ちに 春は來 にけ りうぐ ひすの 氷れる 淚 いまやと くらむ 

匿 〇 二 條の后 淸和 帝の 女御 藤 原 高 子の 御 こと。 陽 成 帝の 代 皇太后と なる。 東 光寺の 佾善祐 密通の 事に よって、 

寬平八 年 后 位 を 停められ、 のち 朱 雀 帝の 天慶六 年の 勑で 本位に 復 された。 故に 契 沖が、 「この 延喜 時代に て は、 


芡覽の 木に ニ倐の 后と 番く べきに あらす」 といった の は確說 である。 香 川 景樹も 「新撰 和歌に この 作者 を 不明 

としたる が 如く、 この^に も延喜 奏覽の 本に はしか あり けん を、 復位の 後に 書き改めし ならん」 といった。 又 富 

樫^ 蔭が 「これ 及び 前後の 二 首 もニ條 后の 御 歌な らん」 といった の は、 歌の 風體の 相違 をも辨 へぬ 說で取 乙に 

足らぬ。 o 雲. のうちに 雪の あるう ちに。 0 うぐ ひすの 氷れる 淚 人の 泣く 時 は淚が 出る から、 駑の 鳴く にも 

员 ある クラに 聯想して、 それ を 氷る と 取り成した。 

大意 まだ 雪が あるう ちな のに、 如何にも 長閑な 舂は來 たこと である わ、 さて は 雪 は 勿論 鶯の 氷って ゐる淚 も、 

今 は 融ける， ) とだら うか。 

0 表面の^ はかう であるが、 抑 もこの 后の 后 位 を 停められ たの は 寬平八 年 九月 廿 二日で、 彼 これ 冬で ある。 何 

ゆもとの 如き 御身の 上になる 事 かと 待ちわび しく 思 はれる うちに、 早く も その 冬 は 暮れ 年は換 つたので は 

來に けり」 と驚欵 し、 さて は 鶯の淚 の 氷 も 「今やと くらむ」 と 想像して、 わが 淚の みは 冬の ま、 ながら 結 ほれ 

て、 更に 春 心ち もせぬ のが 眞 につら いとの 御欵 である。 謹愼 中に はじめて 初春 を迎 へられた 感懐で、 御：^ の.^ 

な 御 心中で ある。 かう 聯想の 上から 鶯の啼 くに も淚 ある やうに 取り成す の は、 作歌の 一 手段 だのに、 或 者が 

潑に淚 の ある 竿：： がない 淚の 氷る 譯 もない と 攻撃した の は、 理窟 一遍の 說で、 第 一詞の 上にば かり 泥んで 了 M 肝 

腎の 核心に 觸 れてゐ ない。 源 道濟の 和歌 十體 に、 この 歌 を 比 興の 體 として 擧 けたの も、 この 寓意 を 認めた から 

である。 但耿の 風 調 は 少し 下って 織 巧の 傾向 を もって ゐる。 全く 後世の 新 古今 集の 先醖 をな す もので あらう。 

結句、 新撰 和歌に は くらむ と あるが よくない 。淚の 解ける 時節 を 待ち 佗びて ゐる さま だから T 今や」 と 

せき 込んだ 方が、 調が ふさ はしい。 上の 貫 之の 「春 立つ け ふの」 と ある 優長な 調と は、 その 軌を 異にして ゐる C 
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pi しらず  よみ 人 しらず 

うめが K に來 ゐる鶯 はるかけ て 鳴け どもい まだ 雪 は 降りつ 乂 

^1 O 來ゐる 來 て釧れ 居る。 0 春 かけて 冬から この 春 かけて。 

大意 梅の 枝に 來 綱れ て ゐる鶯 が、 冬 時分から この 春へ かけて 頻に 鳴く けれども、 いまだに 雪 は 降りく して、 

一 向 春めかぬ ことよ。 

1 この 三 四の 句 を 置き 換 へて、 「來 ゐる鶯 鳴け ども 春 かけて いまだ 雪 は 降りつ  >」 と 「春 かけて」 を 雪に 係け た舊 

說を、 景樹が 「さて は來ゐ るの 詞ぃ たづら なり」 と 難 じたの は 確 論で ある。 春の 物で ある 鶯は 冬のう ちから 來 

て， ほくの を、 冬の 物で ある 雪 は 春に なっても 未だに 降る。 この 有心の 鶯と 無情の 雪と を對 比させた 爲に 生す る 

反映に、 愈よ 雪の 疎まし さが 印象され て 面白い。 まして 初 句 は 花の 唉 いた 梅 だから、 所謂 花 開き 鳥啼 くの 陽氣 

は 目 睫の 間にあるのに、 尙 降る 雪 はわび しさい ひやう もない。 

雪の 木に 降り か、 れる をよ める  素性 法師 

春た てば 花と や 見ら むしら 雪の か 、れる 枝に うぐ ひすの 鳴く 

J  0 降り か ， れるを 降り か  > りて ある を 見て 詠める の 意。 0 見ら む 見 るら むに 同じい。 

大意 花の 唤く 春の 時節に なった ので、 雪 を も 花と 思 ふので あらう か、 これまで 音し なかった 鶯が、 <r 日 は 雪の 

か  >  つてる る 枝に 來て嗚 くわ。 


3 馬鹿な、 あれ は 冬からの 同じ 雪 だのに の餘 意が ある。 自分の 花 を 待ち^れ る 心から、 梢の 雪 を ふと 花 かと 兒 

惑うた 愚 さ を、 折 柄 鳴いた 鶯 S うへ に 托して いひ 某て たので ある。 されば 鶯を 嘲った の は、 詰りみ づ から 嘲つ 

たもので ある。 この 意 を. 景樹は 聞き 誤って 「初春の 朝 夜の 間の 雪な どの 梢 白く 降れる を、 花より けに 面白く 打 

見る に、 折し も鶯の 鳴く の を、 汝も わが 如く 愛づ らんの 意より 詠めり」 といった の はわる い。 それで は 初 句の 

「春 立てば」 が 利かない ではない か。 「ば」 の辭 のカ强 さに 注意す るが い、。 冬 は 何でもなく^ 過した 雪 を 春 立 

てば 花と：^ る だら うかとまで いひ 詰めて よい。 聲調は 花やかで 語路 は圓 滑で ある。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

一 心 ざし 深く そめて しをりければ 消え あへ ぬ 雪の 花と 見 ゆらむ 

或 人の いはく 「さきのお ほきお ほい まう ち 君の 歌な り」。 

1 〇 深く そめて し 甚 しく 思 ひしみての 意。 「し」 は 强辭。 0 をり ければ 「をり」 は 居りの 意。 折りと 解す 乙の 

は^らない。 0 消え あへ ぬ 消えん として 消えお ほせぬ をい ふ。 あへ ぬ、 あへ すな ど 皆 立ち合 ひかね る 意味で 

ある。 0 さきのお ほきお ほい まう ち 君 前の 太 政 大臣。 「もうち 君」 は 前つ 君の 轉語 で、 天子の 御お 近く 候 ふ 

君の 意。 この 時代に 藤 原 良 房、 同 基 經相繼 いで 太 政 大臣だった ので、 前後の 稱を つけて、 良^ を 前の 太 政 大臣 

と^いたの だ。 前官の 義 ではない。 さて この 左 註 は 後人の 書 入で 採る に 足らぬ こと は、 旣に 前人の 說が ある。 

大意 冬のう ちから 花の 亊を 深く 思 ひ 込んで 居た から、 それで かう 消え はてす して 殘 つて ゐる 梢の 雪が、 花と 兒 

え るので あらう。 

春耿上  九 三 
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1 上句 は說 明で 面白くない。 抑 も 雪が 花と 見え 花が 雪と 見える 趣向 は、 この 時代で はいくら か警策 S うちだつ 

たらう が、 今日と なって は 陳腐に 堪 へない。 萬 葉 集 時代の 人 麿 赤 人、 この 集の 中で も 業 平 遍眧の 諸 作 は、 いつ 

も 新 硯を發 したやう で、 到底 人の 歩 襲 を 許さぬ 特色が ある。 蓋し さう 模倣の 出來る やうな の は、 まことの 秀逸 

でない 證據 である。 

「三 句 もとは をり けれ かと ありし を 書き誤 まれるな らん。 結句、 奧儀抄 、顯昭 本 等に 見 ゆる かと ある は 懇合を 思 

ひて、 後に 改めし ならん」 と 本 居宣長 はい ひ、 「否 はじめより 見 ゆる かと ありつる にて、 ら むと 結べる が 非な 

り」 と 景樹は 論じ、 その外の 註 者 も 三 句と 結句との 打 合が わるい やうに いって ゐ るが、 上の 解釋で 見れば、 そ 

んな 難の ない 事 は 明らか だら う。 

ニ條の 后の 東宮の みやすん 所と 聞え ける 時、 正 月 三日 御 

. 前に 召して 仰 言 ある 間 に、 日 は 照りな が ら、 雪 の 頭に 降り ■ 

か、 りけ る を 詠ませ 給 ひける  文 屋康秀 

の 日の 光に あたる われ なれ どかしら の 雪と なる ぞ わびしき 

1 o 東^の みやすん 所 東宮 を 生み 奉った 御 息 所の 意で、 東宮の 妃 とい ふこと ではない。 「東宮」 は 春宮と 書い 

ても尙 トウ グゥ とよむ。 ^春宫 は專ら 皇太子の ゐます 御 殴に いひ、 束宮は 皇太子の 御身の 上に 係る 事に 書く の 

が： m 例で ある。 然し 歌で は 東宮の 御寧 をい ふ 時に 春宮の 意で 詠み なすこと が 多い。 「御 息 所」 は 天子の 姿で 皇子 

を 產んだ 方.^ 8 する。 故に 後世の 稱 呼と は 義が逯 つてる る。 さて こ、 の東宫 は 後に 卽位 なされて 陽 成 天皇と 申し 


た。 詞 書の 意 は、 後に は 皇太后と なられた 一 一條の 后が、 まだ 女御で 來宫の 御 息 所と 申し た^と 也。 o 御前 后 

の 御前。 o 春の 日の 光 正月 三日の 日影 なれば いふ (舊曆 で)。 0 わびしき つらい、 難儀な どの 意。 

大意 普通で は 春の 日影に あへば 雪 は 消える、 然るに 今 は 春の 日に 當 りながら， かやう に 頭が 白くな つて、 年寄 

ります ことが つらう 御座います。  . 

1 康秀は 地下の 卑官 だから、 御殿の 階下に 拜 伏して 御 息 所の 御 川 命 を 承って ふたので ある。 すると 春 日の^ は 

さしながら、 泡 雪 がちら くと 風に 舞って その 頭上に 降り か  > る。 一 寸 面白い 風情な ので、 もとより 歌 好きな 

御 息 所 は 早速 歌人 康秀 に對 して、 歌 詠めとの 御所 望が あつたの である。 康秀は そこで、 眼前の 光景 を 表面に 述 

ベ、 裏面に はわが 身の 述懐 を 詠んだ。 

東宮の 御 寵命を 蒙る の を 春 日の 光 を 受ける に譬へ て、 まづ その 光 榮を歡 喜す る 意 を 表し、 次に わが 追々 老境に 

臨んで 餘命 幾ば くもない の を 悲む意 を 叙べ て相對 比させ、 中間 「我 なれ ど」 の轉 捩の 一 ^を 挾んで、 S 分ば かり 

は 人並^れ て 折角のお 陰 も 甲斐ない 趣 を、 怨んで 愤らぬ 程度に 匂 はせ、 御 引 立 下さるなら 今のう ちです と、 喑 

に その 御 眷顧御 引 立 を 御 催促 申し 上 ゆた。 措辭 巧妙 婉曲で 、譬喩に 無理が なく、 表 裹 いづれ の 方面から； ^て も、 

條 理が疏 通して ゐる。 

1 體東官 春宫相 通す る こと は、 易の 卦 面から 來てゐ る。 卽ち震 は 長男の 卦で、 方角で は 東、 四季で は^が 配？ 

れてゐ る。 詩に は 皇嗣の 御上 を 春に 托して 作った 例は旣 にある。 歌で は 恐らく これが 最初 だら う。 {n 髮を 雪に 

比喩す る こと は 支那から 起って、 こちらで も 昔から 襲用して るる C 康秀 この 二つの 典故 を ig 合して、 咄嗟^ 際 

尙綽々 ^る餘 裕を存 して、 巧に わが 卑賤 を訴 へ、 萬 一の 榮 達を冀 つたの は、 この 老 なか/ \ 狡份 である。 かう 

春 欲 上  九 五 
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小利口に 機轉の 利いた 點は 一 寸 上手に 見える が、 缺點 として は氣 品の 卑 いこと である。 序文が 「商人の よき 衣 

着たら むが 如し」 と、 この 老の作 を 評した の も、 こんな 所を觀 破しての 事 だら う。 

この 歌に 就いて 思 ひ 出した 事が ある。 それ は 萬 葉集卷 j 七に、 

十八 年 正月、 白雪 多 零、 積：， 地數寸 也、 於& 左大臣 橘 卿、 率， 1 大納言 藤 原豐成 朝臣 及 諸 王 諸臣等 T 參， 一入 太 上 

天皇 御 在 IT 供奉 掃い 雪、 於い 是 降い 詔 上臣參 議竝諸 王者、 令 fe^l 于太 殿上 T 諸 卿 大夫等 令い 侍 - 于南細 殿 一、 而 

賜 レ酒肆 宴、 勅 曰、 汝諸王 卿 等聊賦 二 此雪！ 各奏， 一 其 歌？ 

とあって、 その 時の 歌が 擧 ゆて ある。 これ は 天平 十八 年 元 正 上皇の 御前での 事で、 時節と いひ、 雪と いひ、 場 

所と いひ、 事情と いひ、 殆ど 今と 同一 轍で はない か。 さて 當 時の 諸臣は 何と 詠んで 奉った か。 卽ち 左大臣 橘 諸 

兄 卿 は、 

ふる 雪の しろ 髪までに お ほ 君に 仕 へ まつれば た ふとく も あるか 

と 歌った。 雪と 白髪との 取材 も、 今のに 似通って ゐる。 只 彼は廟 鄺の氣 分が 天地に 迫り 満ちて、 堂々 たる 大臣 

の屬 叶： と 見える が、 これ は 甚だしみ たれて、 全く 沈淪 した 徵祿の 小官の 泣 言で ある。 得意と 失意、 かう した 結 

^を 生む の も當然 だが、 ー體 時世が 面白くなかった。 

平安 遷都 後藤 原 氏 勃興の 機運 を 作って から、 大 鏡に 「藤榮 えて 木枯 る」 といった 如く、 枯れた の は獨紀 氏ば か 

りで はない。 勢力の ない 氏 姓の 者 は、 有 爲の材 を 抱きながら も 陸 沈して、 終生 伏 櫪の憾 をの こす 者が 多かった。 

そこで 業 平 は 色に 遁れ、 遍 昭は佛 に遁れ た。 他の 碌々 たる 徒輩 は、 止む を 得す 藤氏の 鼻息 をう か V ひ、 機嫌 を 

はかって、 萬 一 の 榮達を 僥倖した。 司召縣 召に 申 文み-棒 けて、 微 薄な 宫 綠 にあり つく ことが、 畢生の 大事で あ 


つた。 催馬樂 にい は ゆる r 骨な き 蚯蚓 力なき 蛭」 は、 寳は 時世 を 諷した 嘲 篤の 辭 であった かも 知れない。 され 

一 ば 彼等の 所作に 何の 氣 骨が あらう ぞ。 平安朝 以後の 歌 詠が、 奈良朝 時代に 富んで ゐた 雄大 眞摯 の氣 分に 乏しい 

の は 止む を 得ない。 

雪の 降りけ る をよ める  紀 賞 之 . 

\ かすみ 立ち木の 芽 も はるの 雪 降れば 花な き 里 も花ぞ 散りけ る  I 

きの 降りけ る を 只 「雪」 とば かりい ふ 時 は、 後世で は 冬季の 題で あるが、 この 時代で は 題詠 を專 としな か 

つたから、 冬に も 春に も 歌の 趣に 從 ふので、 こ、 の は 勿！ i 春の 雪で ある。 o 木の芽 も はる 草木の 芽 を 出す を 

； 「張る」 とい ふ。 萬 葉に も 「山し ろの 久世 の鷥坂 神代より 春 ははり つ、 秋 は 散りつ、」 と ある。 この 張る を 季候 

にい ひかけ た C 春の 語 ももと 草木の 芽の 張り出す 時節な ので 附 いた 名で ある。 

大意 S も 文ち 木の芽 も 萌え出す 時 も 時と て、 泡 雪が ちらく 降る と、 これ は 奇妙、 花の ない この 里 さへ も 花 か 

散った わ。  ，  ， 

1 花. 3 ある 里に 花の 散る の を 基 想と して、 その 常然 にかけ 違った の を 驚歎した の は、 一 趣向で ある： 花 を 待ち 

おれる 心から、 雪 もも 花と 兒 なすの は常套 だが、 「花ぞ 散りけ る」 の 前提と して、 まづ 「花な き」 の 反 對の語 を 

： 襯染 に^った のが、 この 歌の 手の ある 所以で、 作者の 歌風の 細やかな 點 である。 「花な き」 は 自分の 庭 か 何 かで 

I, の a 渡しら しいが、 庭で は 「霞 立ち木の 芽 も はる」 と大 やうに いひ 下して 來た 風情に 打 合 はない。 そこで  一^ 

して 「里 も」 の 一 語 を 着けた ので、 上下の 均衡が 保 たれて くる。 「花」 の 反復 は、 傍ら 聲 調の 諧ひ を^る。 

^欲 上  九 七 
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「初 一 一句 は 春と いはむ とて、 その 景色 を 以て 詞を續 けたる のみ」 と說 いた 人 も あるが、 さう 輕く 看過され る 語 だ 

らう か。 霞 は 立ち木の 芽 は 張る から、 雪 を 花と 聯想す るの も、 一 暦 自然に 聞え るで はない か。 

春の はじめに よめる  籐原 一一 一 曰 直 

はる やとき 花やお そき と 聞き わかむ 鶯だ にも 鳴かず も あるかな 

i  o はる やとき 云々 春の 來 やうが 逑 いか 花の 唉き やうが 遲 いか。 0 聞き わかむ 閡 いて 判た う。 o だに も 

さ へ もの 意。 

大意 今年 は 春の 來 ようが 何時もより は 早い のか、 それとも 春 は 尋常に 來 たが、 花の 唉 きょうが 遲ぃ のか、 その 

どちら かとい ふこと を判斷 すべき 肝腎の 鶯 すら、 今に 鳴かないで ゐな ことよ。 

1 どうして かう 今年の 春 は、 何時までも 寒い の だら うの 餘 意が ある。 鶯も 鳴かぬ の は、 春の 早い のに 诀 まった 

事な の を、 そんな 理窟 を 忘れて、 幼く 詠みな した 所が 面白い。 春と 花との 遲 速を對 比して、 鶯を その 審判 者と 

見た 趣向の 立方 も、 -警拔 とはいへ る。 所詮 は 長閑な 春の 待ち遠しく 思 はれる 心の 現れで ある。 初 二 句に 同一 の 

句法 を 反復した 聲 調の 諧ひは 勿論で あるが、 語調が す f  〕 し强 過ぎて、 下句が 殆ど 負けさうな 調子に^え たが、 

結句が 字餘 になった 爲、 緩急 相 應じ强 弱相濟 うて、 首尾が 自然に 整った。 

春の はじめの 歌  壬 生忠岑 

春き ぬと 人 はい へ どもう ぐ ひすの 鳴かぬ 限 は あら じと ぞ^-ふ 


0  o ひ  — 

PM  O 鳴かぬ 限 鳴かぬ うち。 0 あら じ 春で は あるまい 

大ず 舂が來 たと 世間の 人 はいふが、 まだ 鶯が 鳴いて ゐ ない、 自分 は 何でも 鶯の嗚 かぬ うち は、 何時までも 春で 

は あるまい とサ思 ふ。 

^  ^を 深く 愛 賞す る 心から、 その 聲を 聞かぬ うち は 春 を 春と も 思 はぬ さまで、 誰れ が 何とい つても 自分 一 人 は 

「あら じと ぞ思 ふ」 と、 頑固に 力み 返づ た處、 いかにも 詩人 的 狂 熱が 物に 觸れ て！ S 溢した 趣が^ える。 

寬 平の 御 時き さい の宫の 歌. 合 の 歌  源 當 純 

ぺ n 風に とくる 氷の ひまごと にう ち いづる 波 や はるの はつ 花 

1 0 宽 平の 御 時 宇多 帝の 御宇 をい ふ。 「寛 平」 は その 御代の 年號 である。 「御 時」 はォ ホン トキ と^む  <  大御は 

の音轉 である。 0 きさいの 宫 皇后 宫。 七條の 后藤 原溫 子の 御 事 C 攝欧 基經の 女で ある。 0 歌合 ウタ ァ ハセ- 

歌人 を 左右に 分けて、 同じ 題詠の 歌 を 幾 番も番 へて 勝負 を诀 する 文藝的 遊戯で ある。 それに 判者 を 立てる もの 

と、 泶議 判に よる ものとの 二種の 方法が ある。 もと 詩の 鬪 詩の 形式に 倣った もので、 この 寬 平の 后お の耿 合、 

及び 在 民 部 卿 家 歌合な どが、 記錄に 見えた そ もく の始 である。 0 谷風 谷に 吹く 風。 これ を 詩の 谷 a の 註に 

「も 風 ii  二 之 谷風 こ と あるに よって、 春風の こと ゝ する 古說も あるが、 こ、 はたし かに 谷の 風であって 、春風 

ではない。 隨 つて 漢語の 直譯 でもない O0 はるの はつ 花 春唉く 花での 第 一番の 花。 この 句の 下に、 ならむ の 

詞が 略されて ある。 

大意 春の 谷 吹く 風に、 山川に 張り詰めた 氷 も 所々 うち 融けて、 その 絕間 ごとに 白く 喷き 出す 波 は、 ^も 花の や 

春 欲 上  九九 
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5 に 見える が、 一般の 花 はま だ唉き 出さぬ 時 だから、 これが 東風 第一の 花 だら うかしら。 

顯 花信 二十 四番の 魁た る 梅花 を さしおいて、 うち 解けて 漲り 出す 波の 花 をば、 花信の 第 一番に 淮 したの は、 面 

白い 見つけ 物で はない か。 「波の 初花」 の隱喩 はこの 歌の 牛； 命で ある。 初 句の 「谷風，」 を 優美な 詞 でない と 難 じ 

た 者 も あるが、 弘く歌 語 を. 見渡す と、 こんなの は 何でもない。 元. 水 本に は^と ある。 これ は 論 はない。 大し 

て 優れた 馱 でもない が、 全 首 雄 健で、 下句 殊に 力量が ある C 結句の 開口 音の 疊 用が、 また 大翳 花やかな 聲 調に 

聞え る。 この種の 風體は 集中の 一 異彩で、 結句の 體言 止めと 共に、 後世 元久 時代 (新 古今 集 時代) の 歌仙 達の 

盛に 憲章す る處 となった。 

•  糸  友 貝 

花の香 を 風の たよりに たぐへ てぞ鶯 さそ ふしる べに はやる 

1 0 これ も寬 平の 御 時 后の 宮の 歌合の 歌で ある。 以下、 すべて 詞書 のな いのは、 前の 歌の 詞書を かけて 見なけ 

れ ばなら ぬ。 作者 もや はり 同然で ある。 o 風の たよりに 風の 吹いて 來る 便宜に。 o たぐへ 儔 ふの 他動詞で、 

連れ 伴 はしめ る 意。 0 しるべ 手引 または 案内 者。 

大意 ， ) の 花の香 を 風の ゆく 幸便に 連れ立た せて、 いまだに 來 鳴かぬ 鶯を誘 ひ 出して くる 手引に は 遣る ぞ、 外の 

事に は 遣られぬ 大切な 花の香 だけれ ど。 

1 「花の香」 の 花 は 諸 木 いづれ でもい、 やう だが、 鶯の來 鳴かぬ 頃と して は、 梅の 花が 適當 だら う。 まして 薰が 

高い から、 しるべに 遣る にも ふさ はしい。 さて 來る人 を 待ち かねて は、 案内 者を迎 に 遣る 事から 聯想して， こ 


の 待ち 然れる 鶯を迎 へ るに は 何 を 遣らう か、 幸ひ栴 花に 鶯は思 ひ 合った 同士と もえられ、 必す誘 はれて 來さ うだ 

から、 乃ち：^ が 香 を その 手引に 遣る とい ふ 趣向で ある。 結お の 「に は」 と ある 助 辭の川 法 は、 尤も 注意 を 要する。 

古来の 註 釋は呰 ^然と 看過して、 一向 1K 及して ゐ ない。 この 意 を 細やかに 問き 分ける と、 外の 事に は 決して 造 

られぬ 大切 S 花の香 だけれ ど、 鶯誘 ふしる ベ には惜 ます 造る とい ふ餘^ か 生じて 來る。 ^を S: ち 戀 ふる 心の 切 

なさが、 そこに 见 える。 「花の香 は 風に たぐへ じと すと も 術な きを、 かく 幼く いふが 而白 きなり」 と^ 淵の 評し 

たの は、 着想の 根本に^ もた しかな 一 赞を與 へた ものである。 

,  大江 千里 

S の 谷より いづる こ ゑな く は 春く る こと を たれ か 知ら まし 

1 0 鴛 S 谷より いづる こ ゑ 鶯 か古粜 から 出て 鳴く 聲。 鶯が 谷より 出る こと は、 「伐木 丁々、 お^ i -々、 

出レ自 二 幽谷？ 遷ニ于 喬木 こ に據 つた。 支那で は鶯を また 黃烏、 黃鸛、 倉^、 金 衣 公子な ど 呼んで るる か、 a 

本の^^ F と は 別種で ある。 わが 邦のう ぐ ひす は 始めから 里 近く 住み 馴れて、 幽谷な どから 出て 來る もので 

はない C 只 前人が^ を 引^.^ と譯 したの が 例と なって、 鷲の 故事で うぐ ひす を 詠んで ゐゃ S である -し 〇 たれ 

か 「か」 は 反動^」 0. まし 假に事 を 設けて 恕像 する 場合に 川 ゐる辭 である C  ^なる ぶ 來の辭 に： In の は、 こ 

の 一 鸭 化した もの e 

大意 もし， )s 潑の 幽谷から 出て 來て 鳴く 聲 がないならば、 假令 春に なった とて、 春 S 來る こと を 世に 誰れ が 知 

らう か、 とても 知る 者 は 無から う C 
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1 鶯の 一 聲に いかにも 春ら しい 長閑な 氣分を 感じた の を、 鶯ゅ ゑに 春 を 知った と、 聊か 誇張 的に 考へ、 更に こ 

の 感想 を 一般的に 擄 張して、 「誰れ か 知ら まし」 と、 天下の 人 も 皆 さう である やうに、 頑固ら しく 思 ひ 人った の 

が 面白い。 上の 「春き ぬと 人 はいへ ども 鶯の」 の 歌と、 互に 表裏して、 おのく い、 處が ある。 彼 は 猪突 的の 

意氣を 以て 勝り、 これ はふつ くりした 柔味を 以て 勝って ゐる。 千里 は忠岑 よりも 先輩で ある。 或は この 歌から 

忠岑の は 換骨奪胎に 及んだ かも 知れない。 但 「谷より 3r. つる」 など、 詩經の 典故 を 使った こと は、 作者の 身分 

を 語って ゐる もので、 作者 は 江 家の 儒者で ある。 三 句の 「は」 は 清んで 讀 むがよ い。 

四 句、 新撰 萬 葉に は 春 はくる ともと ある。 叉 結句、 古今 六帖に はたれ か告ゅ ましと ある。 景樹 はこれ に 左祖し 

て、 水 文の ま/ r では 上句に ふさ はぬ やうに 論じた が、 今の 如くに 說 けば 何の 仔細 もないで はない か。 却って 六 

帖の 方が、 調 もお くれて 優で ない のみ か、 意味 も徹 りに くい。 無論 本文の 方が めでたい。 

, .  在原楝 势 

春 立て ど 花 もに ほ はぬ 山里 はものう かる 音に うぐ ひす ぞ 鳴く 

1 0 花 もに ほ はぬ 花の 唉 かぬ こと。 この 「に ほふ」 は 美しい さま をい ふので、 薰 るので はない。 0 ものう か 

る 瀬く あるの 約で、 口語の 大儀で あるの 意。 

大意 春に はなった けれども、 花の 唉 かぬ 山家で は 都と は 違って、 鶯も 興な く 面白から す 思 ふと 見えて、 大儀 さ 

うにす、 まぬ 聲でサ 鳴く わ。 

1 鶯の聲 に、 懶ぃ 音の 懶 くない 音のと いって はない。 が 都と は 違って、 山里 は 自然 餘寒も きびしく、 梅 さへ も 


哚き 出さぬ が 無 興に 思 はれる 所から、 鶯 もさ > 鳴 ぐら ゐで まだ 十分に 音 を 張らない の を、 あれ は 張 合な く 物^ 

がって 啼 くの だと * 想像 を斷定 にいった。 想 ふに 何 か 心 憂い 筋の 事が ある 時 山里に 籠った 卽興 だら う。 二 句、 

廣 蔭の 說に 「花の 唉か ぬに あらす、 唉 きても 句な き 意な り」 と ある はむ づ かしい 解で、 尤もと は 思 はれない。 

歌 は 聊か 理路に わたって 感 哀が淺 い。  ゆ  、 ： 

初 句、 六 帖に春 なれ どと ある o 又 結句、 一 本に 鶯の 鳴く と ある を眞 淵は采 り、 上田 秋 成 は 「鶯ぞ と ある は 協 は 

す」 とまで 極論した が、 これ は鶯が 存外に 鳴く とい ふ 意で、 自分の すさまじい 感じ を 主にしての 叙 法で ある" 

題 しらず  よみ 人 しらず 

野べ ちかく 家 居し をれば 鶯の 鳴くなる 聲 は あさな く 聞 く 

0  o 家" おし をれば 家作して 住み 居れば の 意。 o あさな く 毎朝。 「な」 はもと 肴の 意から 轉 つた 語で ある。 

こ s 讀癖、 あさな さなと 聞え る やうに 讀 めと 中古の 歌書に あるが、 無用の 論で ある。 

大意 かう 野邊 近い 場所に 家居して をる と、 何事 も 都と は 違って 不自由な 事ば かりだが、 しかし^ しい 事に は、 

鶯の 鳴き 立てる？ i は每朝 聞く ゎサ、 それが まう け 物で。 

0 成 都人か^^ があって、 そんな 郊外に 住居 を 構へ た 折の 怍だ らう。 皆が 聞きたがる I； ムの聲 だけに は不自 出 せ 

ぬの を. E 慢し て、 せめても の 心遣りと した。 つまり 鶯の聲 の 外 は 萬 事 不自. W な こと を 承認して ゐる。 「^鳥 自 

由 自在に 聞く 里 は 酒 星へ 三 里 豆腐屋へ 1 一里」 以上に、 含蓄の 意が 深い。 「膝 は」 の はの 辭^ だ 力の 入った 調子で、 

これに 侬 つて 反映の 意が 生す る。 詞は淺 いが 意 は 深く、 氣韻 もお のづ から 高い。 萬 葉集卷 十の 

春 歌 上  一 〇 三 
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あづさ 弓 はる 山ち かく 家居ら しつぎて 聞 くらむ うぐ ひすの 聲 (新 古今に は 三 ra:、 家居して たえずき つる) 

悔 のまな さける 岡べ に 家居れば ともしく も あらす 驚の ， ズん 

などに 胚胎して、 藍よりも 靑 いといって 可から う。  - 

一 一句、 一 本に と ある。 語 を 成さない。 

o  , 

春 日 野 はけ ふ はな 燒 きそ 若草の つま もこ もれり 我れ もこ もれり 

1 0 春 日 野 大和 添 上 郡 春 日 山の 琚野。 0 な燒 きそ 燒く なの 意。 野を燒 くの は枯 草を拂 ふが 爲に する 事で あ 

る。 0 若^の 若草の i かの 意。 春の 野の 若草 はいかに も 愛らしく 美しい ので、 「つま」 の 枕詞と して 用 ゐられ 

た。 o つま 古へ 夫妻 互に さしてつ まと 呼んだ。 こゝ では 妻の こと。 o こもれり 野中に 入り 交って 居る をい 

ふ o 

大意 野の 番人よ、 餘 所の 野 は ともあれ この 春 日 野 は、 何時 は ともあれ この 今日は、 燒 いて くれるな よ、 なぜと 

いふに、 この 野に 今日 私の 大切な 妻 も 籠って 居り、 私も亦 籠って 居る ゎサ。 

1 奈 良の 都ん 殊に 宮人な どが、 たま/ \ 休 沐の暇 を 得て、 愛妻の 手を携 へ-, て、 程近い 春 日 野に 春 日 郊行ど 洒落 

れ たが、 端な く 野燒が 起って 折角の 興趣 を妨 けられる の を 苦しんで、 春 日 野は燒 くな 今日は 燒く なと、 折り 入 

つて ひたすら 野 守に 賴ん だので ある。 二つの 「は」 の辭 が、 力 ある 重い 使 ひ 方で ある 事に 注意 するがよい。 さて 

いづれ も 「な 燒き そ」 へ 係って ゐる。 「若草の つま」 は 仁 賢紀の 註に 「古 者以 一一 弱 草 1 喩 一一 夫婦？ 故 W 一一 弱 草 1 爲レ 夫」 


と 見え、 奈良時代 にも 盛に 使 はれた 詞で 珍しく はない が、 野 燒に續 いて 春 草の 生す るの は、 卽ら 「野火 燒不 レ盡、 

春^ 吹 又 生」 の 句の 證 する 如くで、 野 燒の春 日 野に 若草 は 離れが たい 聯想 を もっから、 おなじ 枕 1 でも 働きが 

ある。 下句の 仕 立 は、 同じ 句法 を 折り返して 聲 調を諧 へた もの だが、 その 際に 「つま」 の 語 を 「われ」 に 歌 ひかへ 

て 姿 致 を 取った の は、 古い 歌 まに 例の 多い 事で、 まことに 諷詠 三昧 を 得お ものである。 要するに 宽； 牛 延^ ゆ 代 

には诀 して^られない 格調で、 風流 溫藉情 致 委曲と 稱へ てよ からう。 S 樹が 「おなじ 野に 遊びても、 ケは人 = 

を 恥ぢて 忍び 園る、^ より、 妻 も 籠れり とい ひ、 さるに 添へ て われ も 籠れり といへ るの み。 故に 『^れ り』 はお 

に專ら か、 れる詞 と 見るべし」 といった の は、 說き 得て よろしい。 

^勢 物語に は、 初 句 を として、 野を燒 くも 男女の 釅落者 を 捜索の 爲に燒 く 事と し、 さて その 女が 打 わ 

びて 詠んだ 歌と して あるが、 あれ は 物語の 作意で、 俗耳に 近く 面白さう に は 聞え るが、 やつ はり 潤飾の.； a が == 

立って、 自然に 遠ざかって ゐる。 

〇  • 

i 日 野のと ぶ 火の 野 守いで て 見よ 今 幾日 ありて 若草 摘みて む 

1 o とぶ 火 s 野 守 飛火 野の 野 守 を 略してい ふ。 「飛火 野」 は 春 日 野のう ちに ある。 飛火 は 烽火の^で、 敞 人の 

來^ など ある 時、 合^に 揚 ゆる 火 をい ふ。 春 日 野に 烽火 臺を 置かれた 事 は、 績 日本 紀元 明 天皇 和 銅 五 年の 條に： 

^えて、 奈 良の 京の^ 慽 とした S である。 されば その 邊の野 を 飛火 野と いった。 野 守 は何虚 にで も ある。 林-小 野 

の 番人 は 皆 野 {寸 である： 然し こ ゝは绛 火臺の 守 者 だら う。 0 今 もうと いふに^る。 o 幾日 ありて S 下、 か 

春耿上  一 〇艽 
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の 疑辭を 含んで ゐる。 o 若菜 食 科になる 若い 野菜 をい ふ。 初春の 芹 薺の 類 は 皆 若菜で ある。 0 摘みて む 摘 

まう とい ふに、 意が ほ 、"同じい。 

大意 この 飛火 野の 番人よ、 一寸 この 野邊に 出て 樣子を 見なさい。 この 通り 若菜 はま だ 摘まれ さう でもない が、 

お前 はこの 野に るるから 多分 わかる だら う、 一 體 もう 幾日ば かり 經 つて、 此處の 若菜 はたし かに 摘まう か。 

0 これ も 歌 主は奈 良の 都人で、 しかも 若い 婦人 だら う。 昔 は 春先 野外に 出て 若菜 を 摘み 小 松を曳 いたりす る 事 

を、 唯一 の行樂 とした ものであった。 それ は 支那の 靑色を 見て 陽氣を 承け るの、 菜葜を 食して 萬 病 邪 氣を拂 ふ 

のとい ふ傳說 の渡來 以前からの 事ら しい。 小 松を曳 くの は 男に、 若菜 を 摘む の は 女に ふさ はしい 行事で ある。 

春 待つ はやり 心から、 籠 を 携へ掘 串 を 持って 飛火 野に きて 見れば、 生憎 やまだ 若菜の 芽も萌 えない 。「今 幾日 あ 

りて」 は 全く その 失望の 聲で、 野 守の 豫想を 聞かう とする の も、 失望に 餘義 なくされた 自然の 要求で ある 。「出 

でて 見よ」 に、 野 守が 家にば かり 引き籠って ゐる 趣が 反證 され、 さう 籠って ゐる 事に よって、 餘 寒の 嚴 しい 時 

である ことが 想像され、 隨っ てま だ 摘む ほどに は 若 荣の萌 えない 事が 推定され る。 ゎづ かに この 一 語、 畫龍點 

睛の 妙が ある。 

奈 良の 京が 平安に 遷都され てから は、 春 日の 烽火 は 不用 だから、 隨 つて 廢絕 された。 さて はこの 歌 は 奈良時代 

： 作で なければ ならぬ。 然し 平安 初期に は 奈良は 古 京と して、 留守 さへ 體 かれた 程 だから、 烽火 も その 頃 は 

なほ 存置され てあつた らう。 歌の 格調 體製は 平安朝 初期の ものである。 


み 山に は 松の 雪 だに 消えな くに みやこ は 野邊の 若菜つ みけり 

i  o み 山 「み」 は 接頭の 美稱 である。 後世 深山 をみ やまとい ふの は、 義訓から 本末が 願 倒した ので ある。 古く 

は 深山の こと を奧 山と いった。 0 に は にて はの 意。 o だに 口語の さへの 意。 o 消えな くに 消えない の 

に。 「なく」 は 打消の ぬの 延 言。 

大意 山邊 では やはり 寒くて 地上の は 勿論、 疾く 消える 喾の 松の梢の 雪 さへ 消えない のに、 都の 方で は；： 十 郊外に 

人々 が 出て 若菜 を嵇む わ。 

1 この 歌 作者の 位置が 極めて 瞹昧 である。 舊說を はじめ 眞淵 も宣長 も、 都の 方から 山 を 望んだ 趣と し、 樹は 

山中から 都の 方 を 見渡した 趣に 說 いて ゐる。 松の 雪 は 日影の 疎い 山家の 實況を 聯想させる。 然し 大木 も 薺. ぐら 

ゐ にしか^え ね 麓の 方で は、 人が 若菜 を 摘む やら 摘まぬ やら わかる もので はない。 想 ふに これ は實 境の 作で は 

あるまい。 必す當 時流 行した 屛風畫 に 題した 歌 だら う。 松に 雪の ある 山の 一 方に、 郊外の 若菜 摘の 光景 を 取り 

合 はせ て 描いた の を、 うち 任せて 大まかに 詠んだ. ものら しい。 元本に ^へに と ある は、 いよく この 趣 をた し 

かめる。 それで 作者の 位置 は 山と も野逯 ともき まらない の だら う。 秋 部の 下に 業 平の 「千 Y ぶる 神代 も 聞かす 

立 田 川から くれな ゐに 水く、 ると は」 の 詠の 實 際に 疎 いのも、 題晝の 作意 だからで ある。 伹 あれに は： 1卞： が あ 

りこれ に はない が、 それ は 當時旣 に 事情 不明と なって ゐ たの だら う。 

この 歌 反 對の事 想 を 上下に 狻排 して、 その 轉损の 味 を 求めた の だが、 餘り 出来した 作で はない。 初 句 及び 四 句 

の 頭の 「み」 文字が さし 合って、 聲 調に 聊か 不快 を感 する。 七五調で 歌って 見れば すぐ わかる。 これ を 平 頭^と 

春 歌 上  一 〇 七 
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，"つて 大した 難で はない が、 古人 は 嫌った。 ま、 の 上句 は 逞し ゆに 健かに 調べお ろして 來 たのに、 いっか 氣寇ジ 

. 弛んで、 結尾が g はない。 この 弊 は 平 露 代の 七五調の 作に は 多い。 f き 調 は、 a 七 五 七と 調べお ろし 一し 

, 更に 五と 起り、 七と 收 まるべき 所 を、 一句 七 音 を 以て 歌 ひ 止めた の だから、 動もすれば 餘 勢が 潢 溢して、 結句 

が字餘 になる 事 は 珍しくない。 然るに 七五調で は、 ま づ初五 文字 をお いて、 七 五と 調べお ろす から、 次に 第 四 

句 は 七と 起り 結句 は 五と 收 まる 約束で あるの を、 五 七三 十 一 字の 詩形 を 借りて ゐる處 から、 是非 結句 は 七 音に 

影 L 延べなければ ならぬ 事になる。 そこで 結句が 冗漫に なり、 微弱に 流れる の は 自然の 數 である。 

〇  . 

梓弓お して はる 雨け ふ 降りぬ あす さ へ 降らば わか 菜 摘みて む 

I  0 梓弓 梓 は あかめ 柏で、 その 木で 作った 弓 を 梓弓と いふ。 昔の 弓 は 丸木 弓で、 その 木質に よって 梓弓、 g 

弓な どの 稱が ある。 さて 弓 を 張る に は 押し付ける 事が あるので、 弓 を 押して 張る を、 「春雨」 にい ひ 懸けた 序詞 

である。 0 おして 押し通しての 意で、 「降りぬ」 に 係る 詞 である。 おしなべて 又は 强 ひての 意に 解いた 說は皆 

常らない 0 さへ 副 ひ 加 はる 意の 辭で、 もの 辭に 近い。 口語の 意と は 違 ふ。 

大意 春雨 は 今日 一日中お し 通して 降った。 かう して 明日 も 降るならば、 多分 若菜 もよ い 加 减に萌 えよう から、 

晴れ 次第 若菜 を 摘まう ぞ。  . 

i 上の 「春 日 野の 飛火の 野 守 云々」 に 比較す ると、 思 ひ 入った 感 哀が淺 くて， 聊か 見劣りがするが、 一雨 一雨 

に 春めいて、 やう く 若葉 を 摘む 季候に 向った 事 を 喜んだ 氣 分が、 言外に 溢れて るる。 景 樹が舊 註の 意に 從っ 


て 「明日 さへ 降らば れ くも 若菜 を 摘まむ」 と 解いた の は 不十分で ある。 

仁 和の みかどみ こに おまし ましけ る 時 に、 入 に 若菜 賜 ひ 

ける 御 歌 

君が ため 春の 野に いでて 若菜 摘む わが ころも 手に 雪 は 降りつ " 

EiO 仁 和の みかど 光孝 天皇 を その 御代の 年 號の仁 和 を 以て 稱へ 求った S である C  0 みこに おまし ましけ る 

^ 親王で あらせ 給うた 畔。 御 在位 以前の 時 を さす。 0 人に 若菜 賜 ひける 御耿 或 人に 若菜 を 贈られた 時に！ i 

へて 下さった 御 歌と いふ 意。 まだ 時康 親王と. & した 時の 事 だから 「g ひける」 とは^ かれぬ ^だが、 後に 天子 

になら れ たので、 かう 寄いた ので ある。 0 君 尊公、 貴方な どの 意。 O ころも 手 袖と いふに S じい。 

大意 お 君に 進上 致さう 爲 とて、 この 若菜 を 春の 野邊に 出て 摘む 私の 袖に、 思 ひ s 外に 雪が 降り か、 り/、 して、 

いやもう 茈だ 難侬 である。 

0 「养 の」 と 置き 「雪 は」 と對 へたのに、 泡 雪の 降る の を 意外と 感じた 趣 か 現されて るる。 又 「わが 衣手に」 と 

あるの を 忍 ふと、 けしきば かり 袖に 袂に うち 散る 風情で、 天ぎ り 合って 降る 冬の 雪の さまで はない。 所詮 は 野 

邊で獨 ひに 詠み 出された 御 歌と 聞え る。 木下荦 文が 「人の 爲に 親王の 御身と して 雪 降る 野^に.：： 山で て、 御手 づ 

から 摘み 給 ふに は あら じ、 人に 若菜 給へ る 曰し も、 雪の 降りけ るに よりて、 かくは 詠みな し 給へ るな らん」 と 

いったの は、 ^く^ 怙を穿 ち 得た 說 である。 萬 葉 集に、 

君が^ やま 田の^: に^ぐ つむと 雪け のみ づに 裳の すそ^れ ぬ 广卷 十) 

^欲 上  一つ 九 
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と あるの はこれ と 同一 の 筆法で、 こんな 難僙 をお かしても 貴君の 爲 にと、 私の 一 心 を 籠め た 進物 だから、 その 

積り で 御賞翫 ありたい とい ふ餘 意が 含んで ゐる。 かう 殆ど 恩に 着せる ばかり 誇大に いひな して、 わが 贈物に 價 

直 づける 事 は、 應酬 上の 一 手段で ある。 これ を 「往時の 習慣な り、 當世 風の 心に もな き 卑下 謙邏 をい ふと 異り 

て 面白し」 と 或 人の 評した のは大 早計の 斷 案で、 贈物 を 卑下 謙 退した 例 も 昔に は澤山 ある。 さて 萬 葉の は 質樸 

な 間にお のづ からめ 風情が あり、 これ は 叉 聊か 鍛煉を 加 へ た 上に、 まだ 寬平延 喜の 纖巧卑 弱の 風を帶 びない か 

ら、 立派な 御製 作と 申して よい。 或傳說 に、 これ は 藤 原 基經に 賜った もの だと ある。 すると 基 經が陽 成 帝を廢 

した 時、 光孝 帝を迎 立した の は、 何も 大饗の 雉の 足ば かりによ るので もない らしい。 かねて 平生 相 應の御 交際 

があって、 この 若菜の 贈物な ども 大に基 經の心 を 引き付けて 居た の だら う。 

歌 奉れと 仰せられし 時よ みて 奉れる  賞  之 

春 日 野の 若菜つ みに やしろた へ の 袖 ふり は へ て 人の ゆ くらむ 

1 o 歌 奉れと 云々 豫て 詠み 置いた 歌、 或は 今 詠んだ の を さし 上 ゆよ と 命ぜられた 時、 新に 詠んで 奉った 歌と 

いふ 意。 o しろた への 「しろた へ」 は白拷 で、 栲 はもと 穀の纖 維で 織った 粗布 をい ふので あるが、 後に は布帛 

の總稱 となった。 普通 袖の 枕詞に 使 はれる。 0 ふり はへ て わざく の 意。 「ふり」 に 袖 振る とい ひかけ て あ 

る。 袖を擧 ゆて うち 振ろ の は、 人 を 招く とて 女の する 事で ある。 

大意 春 日 野の 若菜 を 摘みに あの やうに 面白さう に、 白妙の 袖 を 振って 招き 合 ひつ、、 あ、 わざく 女達の 出掛 

ける ので あらう か。 


il 奈良時代の 都人の 立場に なって 詠んだ。 若い 女達が 例の ふぐしゃ 籙 など 携 へて 出掛ける の を 見て、 彼等 は郊 

外の 若菜 摘みに 行く S. だら うかと、 羨まし さう に 思 ひ 遣った ので ある。 「袖 ふり はへ て」 はこの 作^の 好んで 川 

ひた 辭樣 で、 後に も 「時 烏 人 まつ 山に 鳴く」、 土 佐 日記に も 「わが 戀 ふる 人 わすれ a」 など 詠んで ゐる。 節 淨 な 

待 色 も あるが、 それよりも 袖 を 振る ことに、 若菜 摘に 出掛ける 婦人 達の はすんだ 俠な 動作が 現れて、 この 歌と 

して は 船る 而 白い。 又 「人の」 の 一、 語で、 自他の 差別 を 立てた 所に、 物 羨みす る さまが 兒ぇ、 序に 聲調を 緩和し 

てるる。 全體 一 つの 閑 文字 もな く、 玲瓏と して 玉 を 延べた やうな の は、 流石に 貫 之 獨特の 技倆で、 お 淵 も 「詞 

は句每 にうる はし」 と 評した。 伹 「心 高く やさし」 とまで 稱 へたの は、 少し 過褒で は あるまい か。 とにかく 勑命 

によって 上った 暗の 歌た るに 背かぬ 風格で ある。 

題 しらず  ， ，  在 原 行 平 朝臣 

春の きる かすみの 衣ぬ きをう すみ 山風に こそみ だるべ らなれ 

1 0 春の きる 春 を 擬人して 着る といった。 0 かすみの 衣 霞が 山 や 草木な どの 上に 蔽 ひか、. つたの を 衣に^ 

へ た。 0 ぬき を 5 すみ 潢 絲が遝 さに の 意。 衣 を 織る には經 (縱 )、 緯 (撗) の絲が ある。 「み」 はさに ともくて と 

も譯 する。 0 みだる ベら なれ 亂れ さうな 樣子 だと 譯 する。 抑 も 「ベら なり」 とい ふ 語 は 平安朝の 初期まで は 

フ： i 無かった の を、 承 和の 前後に なって やうく 發 生したら しい。 延喜 時代に は 好んで 川 ひたと 化え て、 諸家 

の 歌^ 中に 數多 散^して るる。 然る を 間もなく 勢力が なくなって、 拾 造 集の 頃に は 殆ど 廢語と 等しい 程に なつ 

たの は、 元來 その 語が 稚馴 でない からで も あらう G 
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大意 春の 著る 霞の 衣 は 撗絲が 薄くて、 普通の 人の 衣と は 違 ふから、 外の 事で は亂れ まいが、 山から 吹きお ろす 

風に は、 あちらこちらが 破れ 損じさうな 樣子 だ。 

圔 見 度し の 山 i づぃて ほの ぐうち 靡いた 霞が、 恰も 薄 衣 を 引き延べ たやう に 漂って るる さまが 想 はれる。 霞 

を 衣に 取り成して 見ろ と、 凡俗の 着物と は 譯が違 ふので、 一 寸 一案 を 試みて、 霞 は 春の 象徵 である 所から、 春 を 

擬人して 霞の 衣 を 春に 著せた 事 は、 霞の 衣に 天女の 衣に 等しい 一 種 崇高な 感じ を與へ たもので ある。 それが 又 

「山風に こそ 云々」 と 特に 唱道され る 素地と なり 襯染 となって ゐる。 想 は 繊細 だが、 又 捨て 難い 味 も ある。 三の 

句 は 只絲が 弱い とい ふまでの こと だから、 經緯 いづれ でもよ いのも， 「ぬき を 薄み」 としたの は、 調に 任せた も 

である。 伹 この種の 譬喩 は 先例の 多い 事で、 別に この 作者の 瓶め た 巧で はない。 「こそ」 の 辭强ぃ 用法な ので、 

外の 事に て は亂れ まいが の 餘意を 生す る。 

この 作者 は經 濟の才 にこ そ 長 じて るるが、 詠歌の 方 は その 短處 だったらう。 光孝 天皇が 嵯 蛾に 行幸 あらせられ 

ヒ字 「翁 さび 人な 咎め そ 狩 衣け ふば かりと， ぞ田鶴 も 鳴くなる」 と、 覺 えす 不祥の 語 を 吐いて 逆鱗に 觸れる やう 

な 事件 を隨 し、 その他 「立ち 別れ いなばの 山の 峰に 生 ふるまつ とし 聞かば 云々」。 或は 「千代の ふる 路 あと は あ 

りけ り」 など、 緣 語い ひかけ 等の 修飾 を 33 とした 歌ば かり 多く、 天然の 節奏 を備 へて ゐる のが 稀で ある。 舍弟 

業 平 朝臣の 天才に は 一向に 似つ かない。 山 幸 も 海 幸 もお のがさち くで 仕樣の ない こと は、 神代の 昔で さへ も 

さう であった。 

寛 平の 御 時 后の 宫の 歌合に よめる  源の むね ゆきの 朝臣 


ときはなる 松の みどり も 春 くれば 今 ひとし ほ の 色 まさりけ り 

トキ 、 

1 o とき は Hi の 約で、 常し へなる 槃 石の 意。 常に 變らぬ 物 を それに 喩 へて^ 磐に といった のが 鸭 じて、 直 

に變 りの ない 事物 をい ふやう になった。 0 松の みどり 松葉の 音き 色 をい ふ。 松の 若芽に いふの は 俗 川で あ 

る。 o ひとし ほ 一 染 である。 「しほ」 は染 むる をい ふ C 入の 字を訓 むの は 教訓で ある。 一 0 一  段な どい ふ^に 

川 ひるの はこの 轉義 である。 

大意 いつも 變らぬ 苦の 松の 綠色 でさへ も、 一 般の 草木の 萌 える 春が 來 ると、 さすがに もう 一 染綠の 色が 墦るこ 

とよ a 

園 「も」 の辭 「春 くれば」 に應 じて、 その 意が 重く 强 まるから、 口語の さへ もの 意に 聞え て、 他の 冬枯 する 草木 

に映對 させた 事と なる。 松 は 四時の 變 化ない 常綠 木と、 一般に 肯定して ゐる槪 念を飜 して、 流石に 春に は 松と 

いへ ども 色が 勝る と. 春色の 注き 渡らぬ 隈 もない 趣にまで いひ 及んだ。 若し この 餘意を 想像し ないで た V 詞の 

まゝ に 心^よう なら、 餘 りに 徒 言 歌と なる であらう。 

歌 奉れと 仰せられし 時よ みて 奉れる  つ ら ゆ き ； 

わがせ 子が 衣 はるさめ 降る 每に 野べ のみ どり ぞ色 まさりけ る 

1 0 わがせ 子 夫 をい ふ。 「わが」 も 「子」 も 親んで いった 語。 〇 衣 はるさめ 衣 を 洗 ひて 張る とい ふに、 春雨 を 

いひ かけた。 

大意 妻が わが 火の 衣 を 洗 ひ 張りす る、 その 張る とい ふ 名の 春雨の 降る 度每 に、 ^逯の 草木の 緣の色 は、 存外に 

^^上  一一 三 
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增 つたわい。 

園 衣 は 洗 張の 度每に 色の 褪める のに は 引き 換へ ての 餘 意が ある。 一 寸見 ると 作者が 貧家の 妻女の 心に なって 詠 

んだ らしく 思 はれる が、 再考す ると 初 二 句に は 出典が あるので、 作者 自身に は 關 係の ない こと を發 見す る。 昔 

から 洗 張 は 女の 仕事で、 伊勢 物語に、  . 

昔 女 はらから 一 一人 ありけ り。 一 人は賤 しき 男の 貧き、 一 人 は あてなる 男 もたり けり。 賤 しき 男 もた る、 師走 

の 晦日に うへの 衣 を 洗 ひて 手づ から 張りけ り。 志 はいたし けれど、 さる 賤 しき 業 も 習 は ざり ければ、 うへの 

ロウ サゥ 

衣の 肩 を 張り 破りて けり。 これ を 彼の あてなる 男 聞きい と 心苦しが りければ、 いと 淸ら かなる 綠轸 のうへの 

衣 を 見出して やる とて、 

紫の 色 濃き 時 は 目 も はるに 野なる 草木 ぞ わかれ ざり ける 

とあって、 貧乏な 六 位の 妻が 洗 張に 夫の 袍を 破った 時、 義兄から その 位袍を 贈った 志 を、 「野なる 草木 ぞ云々 J と 

詠んだ ので、 洗 張に 綠の色 は旣に 典故の 如くな つてる た。 作者 は 野べ の綠 から 忽ち これ を 聯想して、 綠轸の 洗 

張に 褪めたり 破れたり する のと、 野の 綠は雨 毎に 色が 增 すのと S 反對の 事相 を湊 合して、 これ は 不思議と 驚欵 

したので ある。 「はる」 の 懸詞が この 湊 合の 樞の 役目 を 勤め、 r ぞ」 の辭が 驚歎の 意 を 反撥して ゐる。 されば 「わ 

がせ こが 衣 はる」 の 上に 妻のと いふ 主語 を 置いて 見たら 了解し 易いだら う。 廣 蔭が 「貫 之當時 久しく 六 位な り 

ければ、 早く 加 階して 五位の 緋衣 にう つらむ 事を冀 ひて、 色 まさると いふに 衣の 色の 變る意 を 含めて、 細君の 

作に 託して 獻 詠せ しなり」 といった の は 附會の 說に過 ざない。 さて かう いふ 巧 はこの 作者の 長處 で、 また 短所 

である。 自分 はこの 作者に 對 して は 寧ろ 拙なる 事 を 望む ものである。 


三 句、 古今 六 帖には 降ろから にと ある。 

あ を やぎの 絲 よりかく る 春し も ぞ亂れ て 花の ほころびに ける 

1 〇 あ を やぎの 春の 頃の 柳 を 色に よって 靑 柳と いふ。 冬の 枯柳に 始めて 靑ぃ色 を 認めた^ 識の 上から 出た 語 

である。 「の」 は 口語の がに 通 ふ。 卽ち領 格の 辭。 o 絲 よりかく る 絲を蹉 る ことで、 「かくる」 は輕く 添へ た 

語。 O しも ぞ 「し」 は 强辭、 「も」 は 歎辭、 「ぞ」 は 物 を强く 取り出 づる 意の 辭。 然し こ、 は 一 連に 熱した 辭 とな 

つて ゐる。 o 綻びに ける 花の 咬く を謦へ ていった。 

大意 絲を 緩れば 綻び も 縫へ る喾 なのに、 あの 靑 柳が 絲を 緩り かける 春の この 節 はサ、 却って 花が 思 ひかけ す大 

^唤き 亂れて 綻びた わい。 

1 柳の 枝 を絲 に、 花の 唤くを 衣の 綻びる に譬 へて、 すべて 裁縫 上の 事で いひお ほせた 手際 は、 繊巧ながら 而，： ： 

味 も ある。 三 句の 「しも ぞ」 は强く 物にさし 當 てた 意な ので、 却っての 意が そこに 生まれる。 四 句 は 三 句の 

語調の 强く 迫った 餘 響で、 i がで 花のと 轉 倒の 語法 を 用 ひた。 そして 多數 音の 「亂れ て」 を 上に、 少數 音の 

；花 3」 を 下にして 一 句 を 構成した の は、 意詞 共に 自然の 調 を 得た ものである。 同 一 人の 作 だから 仕方がな いが、 

上の 「春の きる 云々」 も、 似た やうな 取材 趣向な の は遠憾 である。 

西大 寺の ほとりの 柳 をよ める  偕 正遍昭 

泰^ 上  一一 五 
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淺 みどり 絲 よりかけ て しらつゆ を 玉に もぬける 春の やなぎ か 

1 o 西大寺 云々 蜣峨 帝の 朝に 京都の 朱 雀 通りの 南門た る羅 城門 外の 鴻臚館 を 捨て  >、 東 寺 西 寺と いふ 大釗 を 

建てられ たのが、 今 は 東 寺ば かり 殘 つて ゐる。 その 西 寺 を こ > に 「西の 大寺」 といった。 奈 良の 西 大 寺の ことで 

はない。 「柳 をよ める」 は 柳 を 見て よめる の 意。 都の 大路に は 昔 は 柳 も 多く 植 ゑた。 o 淺 みどり 淺き緣 色。 0 

よりかけ て この 「かけて」 も輕く 添へ た 語。 0 しらつゆ 露 は 白ければ いふ。 o 玉に もぬける 玉に しても 通 

して ゐ るの 意。 「も」 ば 歎辭。 0 やなぎ か - 「か」 は 欵辭。 

大意 さすがに 所柄と て、 薄 萌黃の 絲を鹺 りかけ て、 白い 露 を 玉に して まあ、 數珠 繋ぎに 通して 居る 春の 柳 だ こ 

とよ o  . 

^ 寺 門前に 麴. 遇の 絲 にも 謦 へられる 芽 出し 柳の ふし <\ 'に、 露の 白玉の 溜って るるの を 見て、 端な くも 花 田 色 

の^に おいた 水晶の 念珠 を 聯想し、 所柄 柳が 數珠 を斿 へて 居る やうに 見立てた の は、 頗る 逸 興が ある。 かう 解 

して こそ、 詞 書に わざわざ 「西 大 寺の ほとり」 と斷 つた 理由 も 了解され よう。 況ゃ 作者が 坊さんと きて は、 い 

よく さう 信ぜられる。 又柳絲 の淺綠 色と 露の 白色との 配合、 色彩が 頗る 映え <\ しい。 初 二 句 淺綠の 絲と續 

くべき を、 のの 辭を 略いた の は、 音數ゃ 調子に 束縛の ある 詩歌で は 普通の 事で ある。 伊勢の 歌に、 

靑 柳の 枝に か  > れる 春雨 はいと もてぬ ける 玉 かと ぞ兒る 

と ある は、 これと 同 想の 譬喩で、 只 靑柳を 主と したのと、 春雨 を 主と したのと の 相違が あるば かり、 恐らく は遍 

眧 のから 生まれた もの だら う。 歌 も 劣って ゐる 。抑 もこの 佾 正の 構想 は奇 巧の 中に 狂痴の 意を寓 して ゐ るので、 

大いに 可 笑； &の 分子に 富んで ゐる。 他の 歌仙 達に はとても 見られない 特色で、 これが 優に 一 方に 覇を唱 へて、 


古今に 濶步 する 所以で ある。 

下句、 顯昭 本に 玉に もぬける 春の 靑柳、 又 同 害 古 異本に 玉に もぬ く か 春の 靑 糊と ある。 景樹は 後の方 を 執して 

「定 家の.^ 勘に も 論なければ、 當時 は皆然 なりけ む を、 今は靑 柳の 靑 の詞、 初.？ の淺 みどりと 同意な ろ をいた み 

て、 かく^せる なるべし」 と 論じた。 然し 顯眧 本の は いづれ も 後世の 調子で、 古今 時代 若しくは それ以^の も 

ので は斷じ てない。 

S しらず  よみ 人 しらず 

も、 ち 鳥 さへ づる春 は物每 にあら たまれ ども われ そふり ゆく 

■〇 も、 ち 烏 百 千と ある 鳥。 多くの 小鳥 をい ふ。 百 千 は 多數の 糟義。 これ を 古今 傳授三 烏の 一 としてが々 し 

く 北； | は祕 めた もの-た。 o ふり ゆく 舊 くなる。 

大意 ^や，^ やさ ま<\ の 鳥が 盛に 鳴く 春 は、 空の けしき も 草木の 色 も、 すべて 物 毎に 新しく 改まる が、 それに 

：:; き換 へて わが 身ば かり はサ、 年寄って 行く わい。 

1 「kn 千鳥 囀る」 とい ふに、 浮き立った 春の 趣が 見えて、 物 毎に 若 やぎ ゆく 中に、 獨^ びて 行く 老人の 述懷哀 で 

ある。 萬 薬 葉に、 

ふゆ 過 ざて^ し來 ぬればと し 月 は あらたまれ ども 人 はふり ゆく  (卷 十) 

と あるみ」、 すこし 引き 換 へたの みだ-か、 初 二 句は點 化の 妙が ある。 三 句 以下 は 平 R に 庶幾い ほど 叙述が 率^で 
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〇  ， 

をち こちの たづき も 知らぬ 山中に おぼつかな くもよ ぶこ 鳥 かな 

^ 0 をち こち あちこちと いふに 同じく， 此方 彼方の 意。 よく 遠近の 字を塡 て、 書く が * 其の 意に 心得て はす 

こし 違 ふ。 0 たづき 手 着きで、 手 寄 所、 とりつき 所な どい ふ 意。 〇 山中に 山中なる にの 意。 o お ほつ かな 

く 不明 嘹な 意で、 ほっとして ゐる などい ふに 近い。 o よぶこ 鳥 鳥の 名。 それに 覺 束な くも 呼ぶ と、 上から 

いひ かけた。 この 鳥 も 三 鳥 傳授の 一 つで ある。 古歌の 例を考 へる と 四季に 通じて 詠んで あり、 あながち 春の 鳥 

とも 思へ ない。 眞淵は 「俗にい ふかん こ 鳥で、 字音に 稱へ 誤った の だら う」 とい ひ、 中 山 美 石、 仲 田顯忠 は、 

「年より こいと 鳴く 鳥な らん」 ともい ひ、 甚だ 分明で ない。 川柳 點に いはく 「猿 なれば 猿に してお けよ ぶこ 鳥」 

と、 眞に 達者の 言で ある。 

大意 何 嵐と いふ 取 付き 所 さへ も わからぬ 山の 中な のに、 ほっとした 聲 で何處 ともなし に、 人を來 いと 呼び立て 

る よぶ ， だ ことよ。 

i 「山中」 に は、 この 時代と して は 作者 自身が 山中に 居て いふの が 普通であった。 景樹 が山奧 にての 意に 解した 

のは誣 ひて は あるまい か T お ほつ かなく も」 の 下に、 我 をと いふ 語 を 略いて ある。 さて 大體 から 考察す ると、 假 

令 呼子 鳥の 正體が 判然した としても、 餘 りよい 歌で もなから う。 

雁の 聲を聞 き て、 越 へ まかりけ る 人 を 思 ひて よめる 


凡 河 內躬恒 

はる くれば 雁 か へ るな りしら 雲の 道 ゆきぶ りに 言 やって まし 

1 o 腿の St 云々 歸 雁の 聲を 聞いて、 嘗て 北国へ 行った 人 を 思って 詠んだ 耿 との 意。 「越」 は 北陸 一 帶の地 をい 

ふ。 「まかり」 は 退出の 意 だが、 この 時代で は往 くと 同意に も 使った。 伹こ、 は 京から 下った の だから、 本 殺の 

川 法に も 適って ゐる。 0 雁 かへ る 雁 は 春秋に 寒 を 追って 南北す るから、 越の 國は 北方の 寒地な ので、 雁 s 故 

鄉と兒 立て > いった。 o 白雪の 道 雪路 とい ふに 同じい。 空中 を往來 する から、 雪中に 道が ある ものと^て い 

ふ。 o ゆきぶ り 行觸 で、 行く く 物に 觸れる をい ふ。 源氏物語 夕顔の 卷 にも 「いかなるい きぶれ にか、 らせ給 

ふぞ や」 と あるい きぶれ も 同意。 o 言 やって まし 傳言 をしょう か。 「まし」 の 用法 は 本格で ある。 

大意 長閑な 春が 來れ ば、 聲を 立て、 雁が あれ 故郷へ 歸る ことよ、 さて は 空の 雪路を 遠く 北國へ 行く ことなれ 

ば、 其處に 住まへ る 自分の 朋友の 宿の あたり を 通る だら うが、 其の 出會 ひがしら に 「君 も歸り 給へ」 とい ふ^ 

Ills を賴 まう かしら。 

1 去年 雁の 渡る 頃に 都 を 出て、 越の 國へ 赴いた 朋友 だら う。 相思の 情に 堪 へないで 打ち 詠めて ゐる 折も折、 大 

筌に歸 雁の 聲を 聞いて、 あはれ 春が 來れば 雁が 歸る わ、 然るに 何で 彼の 人 は歸ら ぬの か、 雁の 如くに 君 も：： ナく 

歸り 給へ と、 - 】 の歸 雁に 言ゃ傳 てまし と 思 ひ 入った 高い 情熱が 躍々 として、 す V ろに その 哀感に 打 たれる。 「か 

へる」 の 語 は 全篇の 主眼で、 初 句の 「くれば」 はこれ に對 へて 11 はせ た詞 である。 のみなら す 「ば」 の 辭が颇 

るカ强 いので、 春 くれば 雁の みで はない、 人 も歸る 害の もの、 やうに 聞き做される のが、 言^の 玄妙で ある" 

春 歌 上  一 1 九 
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「白雪の 道」 とい ふに 末 遠く 遙 かな 旅路の さまが 象徵 されて るる。 そして 道 を 行く に 行觸を かけて、 「道 § き 觸」 

と續 けた 辭樣 は、 上の 貫 之の 「白妙の 袖 ふり はへ て」 の 手法と 同じい。 さて 雁に 言傳 をす る 事 は、 前漢 の蘇武 

の 雁書の 故事 だが、 この 歌 はな まじ そんな 典故 を考 へない 方が 可い と 思 ふ。 伹 作者 は 或は それに ヒ ントを 得た 

、l  J  nu  _o  、^ヽ o 

力 も. オ^ 

歸る雁 をよ める  伊  勢 

春が すみ たつを 見す て、 ゆく 雁 は 花な き 里に 住み やなら へる 

園 o 歸る雁 を 歸る雁 を 見て よめる の 意。 

大意 これから はやう く 面白い 花 も唉き 出して くる 時節な のに、 この 長閑な 春の 霞の.^ つ を 見かけて、 うち 捨 

て、 歸 つて 行く 雁 は、 其の 料簡が いかにも わからぬ が、 想 ふに 昔から 花と いふ 物の ない 土地に 住み 馴れて 居る 

せる だら うか、 花の 面白味 を 知った 以上 は、 诀 して 見捨て、 歸る事 は出來 ない 箸 だもの を。 

i 畢竟 吾人が 愛好す る 春 を 見捨て、 花に 背いて 歸る 以上 は、 その 者の 心狀に 大きな 疑惑 を投 ゆすに 居られぬ。 

そこでつ い 人の 鳥のと いふ 差別 を 忘れて、 はかなく 歸 雁の 心 を 疑った 點に、 面白味が ある。 さて その 理由と し 

て 花の ない 土地に 住み ■ れてゐ たかの 想像 は、 尤も 耍領を 得た もので、 かう 歸 雁に 就いて 閑 想像 を螯 くと いふ 

事が、 歸 雁に 愛惜の 意 を 傾倒す る 所以で ある。 

題 しらず  よみ 人 しらず 


をり つれば 袖 こそ 匂へ 梅の 花 ありと や こ 、 にう ぐ ひすの なく 

11 0 ありと や あると 思って か。 

大意 梅の 花 を 折つ たれば、 移り香で 袖が これ この やうに 旬 ふわ、 それだけで 眞の 梃の 花 はあり もせぬ のに、 袖 

の. I？ ふの を 此處に 梅の 花が あると 思って か、 あれ 鶯が 鳴く わ。 

^ さてく^ 鹿な 鶯 では ある わ、 これ は 移り香 だ ぞの餘 意が ある。 驚の 來 鳴く は ^花 を^ ふ爲 と货定 した 上の 

趣向で、 袖の 句の 高さの 一 通りで ない 事が 想 はれる。 諸 註、 鶯の 鳴く に 重き をお いて、 袖の 移り 否 を！！ く：： 几た 

の は 精し くない。 袖の 香の 事 は 次の 歌の 評語 を參 照され たい。 又 四 句 はこ、 にあり とや を 倒 S したので、 

に 任せた ものである。 歌 は 巧を覔 めて 巧で ない、 舉竟 興趣が 稍 自然 を 缺く爲 だら う。 

色よりも 香 こそ あはれ とお も ほ ゆれた が 袖 ふれし 宿の 梅ぞも 

1 0 あはれ もと 欵辭 であるが、 一 轉 して 面白い 意に も 悲しい 意に も 使 ふ 。こ、 は 面白い の^。  0 おも ほ ゆれ 

思 はると 同じい。 0 宿の 栴ぞも 宿 は 庭と いふ 程の 意。 「栴 ぞ」 は 梅なる ぞの 略。 「も」 は欵辭 C 

大意 この 梅の 花 は 色 も {ュ しいが、 それよりも 一 曆 この 香の 方が サぃ  >  と 思 はれる、 かう 佳い 蒸の する の は、 ^ 

て 誰が 香 を き しめた 袖 を觸れ た、 この 庭の 梃で ある ぞい。 

IS 昔は薰 ^^ち 火 取で 衣服に 蒸 物す る 事が 盛に 行 はれ、 上流 社會 では、 男女と も身嗜 みに 炷 きしめた の だから、 

移り 巧-とい ふ 事が 物語 や 歌 文に 數多 散見して ゐ る。 こ > も 其の 袖の 薫が 梃に 移り 留っ たものと して 詠んだ。 紅 

春^ 上  ニニ 
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白 いづれ にせよ、 梅の 色 は 素より 結構な もの だのに、 それ を 折って 「色よりも」 と 喝破した の は、 香を揚 ゆよ 

うの 手段で ある。 さて その 香を懷 しむ 餘り 聯想 は 人の 袖の 香に 及んで、 誰が 觸れた 袖の 香 かと 疑 ふに 至った、 

その 癡呆の 情味が 面白い ので ある。 なほ 思 ふに この 歌 s 単に 梅が 香 を 愛する 意の みで は あるまい。 必す 託する 處 

諷する 處が あるの だら う 。恐らく 作者 意中の女の 許 を 音 づれた 折、 庭前の 梅花 かた V ならす 薫った の を、 こ は 

どうした 男の 移り香 ぞ、 油斷 のなら ぬ 事 かなと 揶揄った もの だら う。 かう 見る と. 「たが」 の 一 語 妙い ふべ から 

ざる ものが ある。 

宿 近く 梅の 花う ゑ じあ ぢき なく 待つ 人の 香に あやま たれけ り 

■  0 宿 萬 葉 集に は屋 前と も 書いて 家の 前庭 をい つたが、 この頃 は 直に 家 をい ふやう にもな つた。 こ > は その 

意。 o ぁぢ きな く  口語の つまらな くの 意。 萬 葉 集に 「わ づき も 知らに」 と ある わ づきの 轉っ たもの か。 

大意 以來家 近く こんな 梅の 木は植 ゑまい、 其の 故 は 花よ く 匂 ふので、 來 もせぬ 待ち人の 袖の 句に、 つまらな 

く 間違 へられた わい。 

1 約束した 戀人を 待つ 女の 作 か。 梅の 香に つい 欺され て は、 若し や あの人が と 徒に 胸騷 ぎがされ るので、 え > こ 

んな 物は植 ゑまい と 焦れた の だ。 自分が 人 待つ とて 端 居す るから、 梅が 香 も 匂って 來る なの を 忘れて、 宿 近く 

梅 S 花の あるが 氣 にく はぬ やうに いひな した、 その 痴態が 頗る 面白い。 二 句 を 景樹が 「梅 をば 植^ じな ど ある 

べき を 梅の &うゑ じと いへ る 幼くて めでたし」 とい ひ、 又廣 蔭が 「梅の 花の 唉 ける を植 ゑた るな り」 といへ る、 


いづれ も諾け 難い。 これ は 服 前に 眞 盛な 梅花 を 見た ので さう 詠んだ ので ある、 その ヒ 待つ 人の 袖の 香に 誤 たれ 

るの も、 花の 唉 いての ラへ の 事 だから、 おの づ から 其の 饗をも 兼ねて、 花と 置いた ので ある。 後に も遍眧 の 歌に、 

莲 葉のに ごり にしまぬ 心 もてなに か はつゆ を 玉と あざむく 

と ある も 同一 の 叙 法で、 蓮が 本來の 主意 だが、 露の 置處 にも 緣が あるので、 葉の 字 を 添へ たのと 同じい。 又 こ 

の 句の 字餘 りに、 植ゑ じと 思ふ诀 心の 竝々 でない 趣が 見える。 「人の 香」 とのみ いって、 袖と も 何ともい はぬ の 

は、 現代で は 少し 詞の 不完全な 心地 はする が、 上に もい つた 通り、 昔の 人の 袖 は 皆 盛に 蒸った ものた から、 殊 

更に 袖と ことわる 必要がなかった ものと 思 はれる。 

〇 

梅の 花た ちょる ばかり ありし より 人の 咎 むる 香に ぞ しみけ る 

i  o たちよる ばかり 云々 ほんの 立ち寄る とい ふ 程の-事が あった 其の 時からの 意。 景樹が 「立ち寄らむ とせし 

のみなる を」 と 解いた の は當ら ない。 o 咎 むる 不審 を 打って 怪む をい ふ。 

大意 ^ の 花 蔭に ほんの 立ち寄る か 寄らぬ かとい ふ 程の 事が あった その 時から、 今まで どんな 人に 寄り添って 居 

たの かと、 皆 人の 怪む 香に サ、 着物が 染みた わ。 

1 梅の 香氣が 高くて 移り 着き 易い 事 を 誇張した ので ある。 

以上の 三 首 及び 次々 に 出て るる 梅の 歌 は、 大抵 香氣を 主として 歌って ゐる。 さて こ、 に 一 つ 注意 を 要する 事が 

ある。 それ は 外で もない。 同一 同量の 香氣 も、 古人と 今人と は 共の 美 を感 する 程度に、 滦淺 多少の 相^^ あ 
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る 事で ある。 さる は 文化の 發 達に 伴って、 吸 耳 身 舌の 官能が 著しく 發 達して 行く 中に、 獨 一又 比例に^ 步 り 傾向 

の あるの は嗅感 である。 近く は 聞 香の 技の 廢れ たので も ほ V 了解が いかう。 却って 未開の 人民 程 この 官能か^ 

全 だとい ふで はない か。 寳際 古人 は 今日の 我々 よりも 薰 臭の 刺戟 を强く 感じたら しい。 鼻官に 映す る 美 g が 一 

層 著しかった らしい。 古人 は 雨中に 山吹の 香を翫 び、 車の 齒に碎 かれた 蓬の 香 を 車中で 味った。 古歌に 梅 や 橘 

や 菖蒲 や 菊 や はいふに 及ばす、 香氣を 賞美す る 傾向の 多 いのは、 诀 して 偶然で ない。 只 この 官能の 返 歩に よつ 

て、 古人が 謳歌した 嗅 感の美 を、 充分に 認識す る ことの 出來 ない のが 憾 めしい。 

. 梅の 花 を 折り てよ める  東 三條の 左のお ほい まう ち 君 

うぐ ひすの 笠 にぬ ふて ふ 梅の 花 折り て かざさむ 老 かくる やと 

i  o うぐ ひすの 笠に ぬ ふて ふ 梅の 花 「笠に ぬ ふ」 は 笠と して 縫 ふの 意。 上の 遍^の 歌の 「玉に もぬける」 と 同 

じ 語法で ある。 昔 は 笠 を 作る を 縫 ふといった。 蓋し その 製作 法から 出た 語で、 まづ 下地の 骨 組 を 作り、 それに 

^なり ffi なり を 鏠ひ附 けたので ある。 「て ふ」 はとい ふの 約の； 0かの 通轉 である。 さて この 集 大歌 所 (卷； 一十) 及び 

催 馬樂に 人れ る 「春 柳 を片絲 によりて 鶯の縫 ふて ふ 笠 は 梅の 花 笠」 とい ふ 歌に 本づ いて 詠んだ ので、 驚の 木專 

ひ あるく を鏠 ふと もい ふより、 取り合 はせ て、 鶯の 梅の 花 笠 を 縫 ふといった。 o かざさむ 「かざす」 は の 

義で、 草木の 花 を も 葉 を も 叉 造花 を も 頭に 挿す を、 古く は髻 華と いひ、 後 はが やじと いった。 0 老 かくる 

と 老いた 顔 付が 隱れ るか どうかと。 

大意 古くから 潑が 笠に 縫 ふといつ てるる 梅の 花 だから、 全く 笠なら 一 つ 折り 取って、 吾が 容貌の 老 も隱れ る^ 


どうかと、 試に 揷 頭して^ よう。 

1 この 歌老の 述懐で ある 事 は 論がない が、 一向 委靡 衰颯 した 年寄らし ぃ氣 分が 見 認められない。 史を按 する 

と、、 ) の 作^ 常 公 は文德 天皇の 齊衡 元年に 年 四. H 二で 薨ぜ られ た。 すろ とこの 公の は、 老 といっても 馑に 初老の 

四十 代の 事 だから、 自然 盛な 花やかな 氣 分が 漲って ゐ るの だら う。 四十の 初老 を賀 する 事 は、 嵯峨 上皇、 仁 

明 天皇の 御賀を 著しい 例と して、 この 時代に は 盛に 行 はれた 事と：^ える から、 この 公 も 其の 四十^に 満たれ た 

年の 春、 必す 賀{妥 を 催された らう。 主客 興に 入り 醉に乘 する 折も折、 樂人 等が かの 催^ 樂の苦 柳の 曲 をう ち^ 

したので、 早速 それ を 引き取って、 老とは 名のみ で隱 せば 隱れ ぬ^も あるまい と 思 はれる 程の 初老な ので、 梅 

の 花 笠 かざして みむと は 歌 はれた の だら う。 殿 前の 梅花の 今 を 盛で ある 事 は 勿論で ある。 結句の 終りに 試に と 

いふ 語 を 含めて 聞く 時 は、 いよく 分りよ い。 その 現場の 狀況を 思 ひ 造って 見る と、 なかく 興味深く 趣の あ 

る 歌で ある。 

題 しらず.  」 素性 法師 

よそに のみ あはれ とぞ 見し 梅の 花 あかぬ 色香 は 折りて なりけ り 

Ea  o: 索 性 集の 詞 寄に は 「梅の 花 を 折りて 人の がり 遣る とて」 と ある。 0 よそに のみ 餘所 にかけ 離れてば かり。 

o あはれ こ、 は赏 むる 意の 欵詞。 o あかぬ 飽かれ ぬの 意 o o 折りて なりけ り 折りての うへの 事な りけ り 

の^。 

大意 これまで は 梅の 花 を 只 遠方から ばかり、 一 途 にあ、 見事な と^てる た C 然し 今 思へば、 梃の 花の 飽かれ ぬ 

^^上  一二 五 
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よい 色香 は、 存外に かく 手に 折り 取って 近く 見ての うへ の 事であった わい。 

1 大方の 花と は 違って、 梅の 花 は 却って 近 まさりの する 物で ある 事を發 見した 趣で ある。 家集の 詞書 によれば、 

かう 飽かぬ 色香の 物故、 只獨 で賞翫 する の も勿體 ないから、 この 折 枝を賁 君に 差 上 ゆます、 とい ふ 餘意を 含め 

て 聞く 歌と なる。 込み入った 意 想 を、 わけもなく なだらかに いひ 續 けたの は、 この 法師の 家法で、 結句 は 簡潔 

な 叙 法で ある。 

梅の 花 を 折りて 入に おくりけ る  • と も の り 

君なら で たれに か 見せむ 梅の 花色 を も 香 を も 知る 人ぞ 知る ， ， 

1 0 君なら で 責 君なら すして。 o たれに か 見せむ 「か」 は 反動 辭。 o いろ を も 香 を も 色の 善惡も 香の 深淺 

もの 意。 

大意 この 梅の 花 は 貴君の 外に 誰れ に 見せよう ぞ、 見せよう 人 もない、 それ は 梅の 花の いふに いはれ ぬよ い 色 を 

も 香 を も、 何事に も辨へ ある 人が サ、 よく 知って 見分け も 聞き分け もします わ。 

^ 責君 こそ 其の 色香 を 知る 人 ゆ ゑ、 今 この 花 をお 贈り 申します とい ふ餘 意が 含まる。 これ は 贈物の 梃が 枝に 結 

び 添へ た 歌で ある。 かうな ると 贈られた 人 は、 卽ち色 を も 香 を も 知る 人と 指定され た譯 で、 非常な 梃 花の 知己と 

いはねば ならぬ。 かう 先方ば かり を推獎 してる る やうに 見えながら、 一 面に 贈物の 梅花に 相當 地歩 を 占めさせ 

て、 色香の 勝れた 立派な 物で ある こと を 語って ゐる。 されば この 歌の 底意 は 述懐で、 自分の 知己と 憑む の は 貴 

君の 外になければ、 宜しく 御 引 立を冀 ふと、 自分 を 梅花に 擬 へて いひ 送った ものら しい。 四 句 「色 を も 香 を も」 


と 同じ 語法 を 威^ さ サ」、 結句に はまた 「知る 人. ぞ 知る」 と：^ 語 を 反復した 聲 韻 呼 應の閒 に、 一 種 渺 たる^ 緒 

の 漂 ふ を 認める G 

くらぶ 山に てよ める  つら ゆき 

梅の 花に ほふ 春べ はくら ぶ山閽 にこ ゆれ どし るく ぞ ありけ る 

1 o くらぶ 山 山城の 鞍^ 出の 事と する 說も あるが 確かで ない。 = 木紀に 含 厥、 和名 抄に^ 部、 久 -u^ と^え 

た 地 は、 近 江の 屮賀 郡で ある。 o に ほふ 春べ 「に ほふ.」 は氣色 W 映えて うる はしい の をい ふ。 此處 では 香の 翁 

に^て はならない。 「春べ」 は 春の 頃の 意。 この 「ベ」 は 野べ 山べ などの 方と いふ 意の べに 同じい。 I 水の 約と いふ 

說も あるが 常らない と 思 ふ。 o しるく 著く で、 判然の 意。 

大意 何時もと は 遠って 、梅の 花の 唉き J? ふ 春の 頃 は、 取り分け 闇い とい ふ 名の くらぶの 山 を、 しかも 危； の^ 夜 

に 越えて 住っても、 梅の 花が 存外に 判然とよ く 知れた わい。 

^ 「^く」 は^に 「梅の 花 句 ふ 春べ は」 と あるから、 その 句 ふ 事が 著く の 意で ある。 六帖に は、 この 句 暌 きぬる 

m と ある。 これ は唉 いた 事の 奢き 意と なる。 いづれ も 一 一句に 讓 つて、 結句の 上に あるべき 詞を 略いた もの だ。 

木 行の は六帖 に比べる と、 調が 弛んで 聞え るので、 景樹は 六帖を 正しい とした。 併し これ は 入選の IT 例の 引 

き 直した もの かも 知れない。 秋 部 上の 在 原 元方の 歌に、 

秋の 夜の 月の 光し あかければ くらぶの 山 も 越えぬ ベら なり 

と ある も、 喑部 山 名義 を 着想の 起點 とした 事 は 同一 である。 元方も^ ,\ 一 も 同^代 だから、 どちらが 先に 詠んだ 

^^上  ニー 七 
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もの か。 伹 「闇に 越 ゆれ どし るく」 と は あまりに 理路に 着したい ひ 方で、 元方のに 劣る。 

月 夜 に 「梅 の 花 を 折 り て」 と 人の いひ けれ ば、 折 ると てよ め 

る.  みつね 

月夜に は それとも 見えず 梅の 花香 を 尋ねて ぞ しるべ かりけ る 

i 〇fe の 花 を 折りて と 云々 梅の 花 を 折りて 賜へ と 躬恒に 或 人が 賴ん だので、 その 賴に應 じて 折る 際に 詠んだ 

歌で ある。 0 それとも 見えす それが 梅の 花と も 兌 分かれない。 0 香 を IS ねて 香 を目當 にしての 意。 尋ね 行 

く 意で はな い o 

大意 一枝 折らう と 庭 を あるけ ども、 かう さやかな 月夜に は 月の 影が 白い ので、 梅の 花 かたし かに それとも^ 分 

ら ない、 しかし 此處 へ來て 策れば、 この やうに 萵ぃ 香の する もの を、 かう と 知ったら、 初から 香 を 目 常にして 

折るべき であった わい。 

Iffl あ、^: 外な、 我ながら 馬鹿な 事 をして 居った 事よ の餘 意が ある。 春の さやかな 月夜に、 高貴の 人の 御前に 伺 

候し 居た 折、 「庭の 梅 を 折りて 參れ」 との 仰の ま、 に、 木蔭に 立ち寄って、 さて 詠んだ ので ある。 上句に は專 

ら 花の 色が 月の 光に 混うて 不分明な こと をい ひ、 下句に は 香の ひどく 高く あざやかな こと を 述べて、 明らかに 

色と 香と を對照 させた もの だが、 色と いふ 文字が 表面に： ^えない から、 誰れ も 心 付かない。 これ この 作者の 巧 

を 弄んだ 猾 手段で ある。 

二 句、 家 柒に兒 ると も 見え じと ある は、 it- も 聞え す 甚だ わるい。 


春の 夜う めの 花 をよ める 

一 春の 夜の 閣は あやなし うめの 花色 こそ 見えね 香 や はかくる、 

1 O^G 花 をよ める 梅花 を^て よめる の 怠。 o あやなし 理の 立たぬ、 譯の 分らぬ、 無茶な どの 意。 布帛の 

文目の 文たぬ ことから 出た 詞。 0 や は 反動の 辭。 

大意 ^の 夜の 闇と いふ 奴 は、 さてく^ 窟も ない ものよ、 ® "く すれば 梅の 花に そり ゃ兒 えぬ なれ ども、 ^が サ 

隱；： るお かに 

1 ^^に は 殊に 香の 高い。 それが この 趣向の 基礎と なって ゐる 。なつかしい 花の 色が 喑 くて^ 分け 難い 所から、 

閤 が 意地悪く 梅花 を隱 した ものと 想像 を 描いて、 「や は J の 反語 を 使って、 闇に 對 つて 强 くさし 常て、、 いくら 

^しても^ で 梅の 在處が 知れる 一て、 - ) んな 事なら いっそ 初めから 色 をも^ せた がよ いとの 餘意 を^め た。 囿を 

擬人しての 作^、 一  寸 面白い。 

初 瀨にま うづる 毎に 宿りけ る 人の 家 に、 久 しく 宿ら で、 程 

へ て 後に いたれり けれ ば、 か の 家 の ある じ 「か く 定 か に な 

む やどり は あ る」 と いひ 出 だして 侍り けれ ば、 そ こに 立 て 

りけ る 梅の 花 を. 折りて よめる  つら ゆ き 

入 i いさ、 しも 知らず ふ る さ と はは なぞむ かしの 否に 匂 ひける 
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1 O 初瀨に 云々 初 15 はまた 治瀨 と^き、 略して § と いふ。 大和 國 磯城 邵初瀨 山に、 今 も 有名な 觀 世音菩 薩 

の 靈像を 安置した 長 谷 寺が あって、 當時は 殊に 繁昌した 靈場 である。 赏之も 勿論 この 信^だった らう。 參詣の 

度 毎に 何時も 中 宿りす る 或 人の 家に、 近來 は參詣 はしても 立ち寄らなかった ので ある。 「人の 家」 を舊 註に、 

この 人の 家 を 長^ 寺の 坊 中と 解して あるが 疑 はしい。 これ は 寺 中の 坊 など を さした 騫振 でない。 必す 普通の 人 

家で あらねば ならぬ。 「かく 定かに なむ 云々」 は參詣 はしながら 打絕 えて 宿 を も 借らなかった 家に、 久し 振で お 

之の 音づれ たの を、 其の 主人 もさる 者で 急に も出迎 へす、 家來を 以て ロハ 「私の 家 は 昔の 通りに 侬 然として 居 ま 

す」 とば かりい はせ た。 この 語の 裏に は、 それ を 何で 近 來は御 立ち寄り 下さらなかった のかと、 皮肉と 厭味 を 

取り混ぜた ものが ある。 貫 之 隙 さす、 その 家の 門 內の栴 花 を 一 枝 折って、 この 歌 をい ひ 込んだ ので ある。 0 人 

はい さ 「人」 はこの 家の 主人 を 指す。 「いさ」 は 否やの 意。 下に 必す 知らす と 受ける。 いざと 濁る の は 誘 ふ 意で 

別 語。 o 心 も 知らす 心 も 知られす の 意。 れ文字 を 略く は、 乾されぬ を 乾さぬ とい ふと 同 例。 「も」 は 欵辭。 0 

ふるさと 故里。 今 は 旅に ある 人の 我が 本 莨の 地 を 指して いふ 語 だが、 古く は 故 都の 地 をい ひ、 一 轉 して は 住み 

拾て た 里 をい つた。 こ、 も その 以前 度々 宿った 家 だから、 昔緣 故の あった 所の 意で、 故 m; といった。 0 花ぞ 

花 は 梅の 花。 o むかしの 香に 匂 ひける 昔 匂った 其の 香に 今 も 匂った の 意。 すべて 「香に 匂 ふ」 は 輩に 句 ふと 

いふのと は 違 ふ。 袖が 梅の 香に 句 ふ、 花が. 昔の 香に 匂 ふ、 かう いふ 風に 使 ふ。 

大意 久し 振で 來 たので、 主人 は心變 りが したやら せぬ やら わからぬ、 しかし 昔る た 所 はさす が 馴染が ひに、 こ 

の 梃の 花が サ、 相 變らす 昔の まゝの 香に 匂った わい。 

0 されば 餘所 くしくな さォる 御主人より は、 この 棕の花 こそ 御 尋ね 申す 拙者と 同じ やうに、 親切な ものです 


なの 餘 意が ある。 「人 は」 と 「花. ぞ」 と を對照 させて 闘 はせ たのと， r ぞ」 の 助 辭の川 法の カ强 さとで、 さう 聞え 

る。 主人 か 貫 之の 哲 く 此方に 来られぬ の は 門 違 ひで もされた のかと 皮肉った のに 對 して、 梳の花 は侬然 好^ん- 

表して 北 ：！ の^: に.；？ ふのに、 、 ) の 御主人が かうよ そくし いのは、 心が なと 變 つた かも 知れぬ と あてこす つたの 

は、 如何にも 常^ 卽 妙の 辭令 である。 この 主人 も 莨 之の 交際す る 程の 人 だから、 流石に 歌心 ある^と 兄え て、 

この 返歌に、 

花 だに も 同じ^: ながら 吩 くもの を植 ゑけ む 人の 心 知らな む 

と 哀願して、 前の 擬勢 は どこへ やら、 折れて 下手に 出で たのが を かしい。 句 毎に 力が あって 耿の さまも^ しく 

問える の は、 一 つ は 一 一 句切で 大體の 調が 五 七 調で 仕立てられ たのと、 又 一 つ は 初 一 一句 を 三 •； 一、 四 三と 輕^ を H 

倒した. せ 数で 組み立てた 爲に、 調子が 切迫したのに 應 じて、 四 句の カ强ぃ 「ぞ」 文字 を 柿 川した 點と にある。 紡 

句 はた > の 平 叙で 輕 いやう だが、 二、 三、 二 音の 細かい 組織で 迫って 聞え るので、 全體の 調子が 釣り合 ふ。 

水の ほとり に、 梅 の 花の^け りけ る をよ める 伊  勢 

春 ごとに ながる 、川 を はなと 見て 折られぬ 水に 袖 や ぬれな む ：，，，.- 

El o,i 、けりけ る 呤 いてあった の 意。 o ながる、 川 を 伊勢 集の この 歌の 詞^に 「池に 花な ど 散りた る」 と あ 

るに よって、 川 は 水の 誤 だら うと も、 又 池に 續 いた 遣 水 をい ふの だら うと もい ふ舊說 は、 家集に 拘泥した もの 

で、 水のお が^ 投す る。 しかも 伊勢 集 は 後人の 僞撰 である こと は、 ^樹も 旣 にいった。 又 或 人の 說に 「川 は 影 

か、 はとけ と^ 體紛ら はしければ 誤れるな らん」 と ある。 0 なむ 未 來の事 を旣定 にい ふ辭。 

春耿上  二！  二 
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大意 これから 先 春の くる 度 毎に、 花 影の 流れ 川に 映った もの を、 誤って は眞の 花と 見て、 一枝 折らう として は 

折られ もせぬ 水の 爲に、 袖が 濡れる 事で あらう か。 

1 川 を 花と 見る は、 すこし あらい。 「折られぬ 水に」 の 一 句、 簡淨な 叙 法で、 機智が ある。 舊說は いづれ も、 初 

句 を これまでの 春 毎に の 意と 見て、 今年 もまた 懲りす まに 謀られる 趣に 聞いた の は 誤で ある。 これ は 今年 はじ 

めて 見た 梅の 花で、 向後 も春每 におな じ 調子に だまされて、 「袖 や 濡れな む」 と危ん だもの だ。 四 句の 意 も實際 

に 折り 試みた ので はない、 豫想 である。 

〇  .  , 

}• をへ て 花の 鏡と なる 水 はちり か 、る を やく もる とい ふらむ 

i  o 前のと 同時の 作で ある。 0 花の 鏡と なる 水 花の 爲の 鏡と なる 水の 意。 o ちり か、 る 花の 散りて 水面へ 

かゝる を、 鏡に 塵の か、 る 事に かけた。 「ちり」 は 散りと 塵の 兩意。 o くもる 鏡面の 明らか ならぬ をこゝ では 

いふ。 

大意 鏡 は 塵が か、 つて 曇る 習 ひで あるが、 年々 いつも 春 は 花の 影が 映って、 恰も 花の 鏡と なる 水 は、 その 花の 

散り か 、 るの を、 曇る とで もい ふので あらう か。 

1 鏡と 兒 立てた のに、 その 水の 極めて 淸み徹 つて、 花 影の さやかに 映って ゐる樣 子が 思 ひ やられる。 初 句 は 「上 

句に はさして 川な きを、 只 鏡の 年 を經て 曇る ことにい はむ 爲 における なり」 とい ふ 千秋の 說は當 つて ゐ る。 我 

が 毎年々々^ 馴れた 意で はない。 「ちり か、 る」 は 今 現在に 散る ので はない。 上の 「折られぬ 水に 袖 や ぬれな む」 


と 同 趣， M の 假設の 事相で、 さて それ を 基 礙 として 想像 をめ ぐらした ので ある。 鏡の 緣 語の 洒落の めし、 渾 然と 

して 斧鑿の 痕跡 を 見ない。 これ この 作者の 最も 得意と する 口吻で、 下に も、 

あすか 川 淵に も あらぬ わが 宿 もせに か はり ゆく 物に ぞ ありけ る 

山川のお とに のみき く 百 敷 をみ を はやながら 見る よし もがな  . 

などの 類が 多い。 口頭の 按 巧に 過 ざない が、 當時 において は 珍しい ので、 大いにお 采 されたら しい。 併し この 

作者に も、 

散り 散らす 聞か まほし きを 古里の 花み て か へ る 人 も あはな む 

とい ふやうな、 純ない、 氣 分の 作がないで もない。 やはり 常時の 女流 歌人の 中で は 大家で ある。 

家に ありけ る 梅の 花の 散りけ る をよ める つ ら ゆ き 

くると あくと 目 がれぬ もの を 梅の 花い つ の 人 まに 移ろ ひ ぬらむ 

rai  0 くると あくと 日が 暮れる といっても 夜が 明ける といって もの 意。 「と」 はとての 意。 OW. かれぬ z: ふ-離 

さすに 居る をい ふ。 「かれ」 は 離る で、 物の 絕ぇ るに も、 盡き るに もい ふ 語。 O 人 ま 人 S! ^ら ぬ^。  O 移ろ ひ 

ぬ 「移ろ ひ」 は 移りの 延 言で、 物の 變 化する をい ふ。 故に 花の 移る は、 色の 變る をい ひ、 散る を もい ふ。 「ぬ」 

は 現在完了の 助動詞。 

大意 庭前の 梅な ので、 日が 暮れる といって は 見、 夜が 明ける といって は 見して、 暫 しの 目 放し もせぬ も S を、 

この 梅の 花 は 何^の わが；！" らぬ 間に、 かう は 散って しまったの だら う。 

# 欲 上  一三 三 
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Bs  r 暮る」 は 夜の はじめ をい つて 終夜 を 知らせ、 「明く」 は 一 日の はじめ をい つて 終日 を 知らせた。 かラ 終日 終 * 

を かけて 目 離れぬ と、 仰山に 誇張した の は、 「いつの 人 ま」 の 疑問 を强 め- 0 手段で ある C 「人 ま」 の 人 は 誰れ を も 

指す-か、 上句 g 響 を 承け たの だから、 やはり 自身 g 事で ある： すべて 番人の 居る 時 は 他の 乗すべき «r かないと 

いふ 定理 をお さへ て、 梅の 花 は 何時の 人間 を 現って、 かう 移った の だら うと、 梅花が «: か 意あって 移ろ ひもし 

たやう に 訝った の を、 この 奇謦 な點 とする。 庭 繭の i« 花に 射して、 恰好の 地歩 を 占め 得た 構想で ある 0 

寬 平の 御 時き さいの 宮の 歌合の 歌  よみ 人 しらず 

梅が 香 を 袖に 移 し てと C めてば 春 は 過ぐ とも か た み な 、り ま L 

In  0 と V めてば 留めて 置いたら ば <3 意、) 0 かたみ 記念と なる 物-  o まし まし をの 意。 

大意 檫 の 香み-袖へ 集ませ て 留めて 置いたら ば、 春 はよ しゃ 過ぎても、 其の 香が 春の 形見で あろ だら うに、 然し 

さう する 手段 もな い ので 殘 念な： 

1画 蔌 り 方の 栴に 射した 感想で ある C 散る の はいかに も 借し いが、 禁 めよう-もな いので、 せめて 其の 匂 だけで も 

留め置，、， て 形見と したいと 思 ふが、 それさ へ むづ かしい と 歎；. てるる コ 四 句、 直 叙 すれば 花 はおる ともと ある 

べき 處 なの を Is して、 「春 は遏. ぐと も 一と | 署誇張 したので • 1| 曲^ 味 ひが ある。 

二三の 句、 六帖に 袖に 二き 入れて とめ^ら ばと ある は 勿論、 結句、 新撰 萬 葉に とお も はむ と ある も 探り 難い" - 


散る と 見て あるべ き もの を 梅の はな う た て 匂の 袖に とまれ る 

■ 〇 これ も、 新と 同時 の 歌で ある。 o うたて "^ぃ の韓 語。 時と 慮と に 依って、 少 しづ、 その 意義が 違 ふ o 

- 一 ， は 口語の 厄介な の^に 近い。 

大意 お S 花 はぁゝ 散る わとば かり、 つい 一 通りに 見て 置かう もの を、 厄介に も 梅の 香が、 何時か 袖に 留 つて 居 

る わ、 - 

0 これで はよ そくしく、 散る とば かり 見す まして は 居られぬ G 餘意が ある： ^花 S 散る 木蔭に ち さよよ つ 

ての 作で ある o 「敏 ると 見て あるべき」 は 梅花に 冷淡な やう だが、 實は 熱中の 餘 りに 放った 激語で、 sB るの は甚 

だ だが 止めよ 5 もない ので， 據 なく 思 ひ 謗め て， 冷^に 看過 さう と^めた 態度から 出た 語で ある 事 は、 下 

句の 意を繹 ぬれば わからう： 散る を惜む 意 を點 出したい S に、 まづ 香が 袖に とまって 術ない 思 をす る 由ない つ 

たの は、 客 を 借 o て 主 を 形す る峯 法で、 婉曲で ある。 つ？. u て」 の 一語お き 得て 宜しい。 さて 梅の 散り 出す 時 

は、 その 香氣の 最も は： f: しいの-か 事實 である e 

題 しら ず-  よみ 人し ら ず 

ちりぬ とも 香 を だに 殘せ 梅の 花 こ ひし き 時のお も ひ 出に せ む 

0  o おも ひ 出 思 ひ 出しぐ さ" 

大意 «B 令 花 は 散って しま ふと も、 せめて 香 だけ は 钵に殘 して くれ、 梅の 花よ、 すれば 後に お前の 戀 しい 時の 心 

を 慰 め る 思 ひ 出し 草に しょう。 

春 * 上  一三 艽 
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■  • 散り 方の： i 花に 對 しての 注文で、 前 首と 其の 意が 反對 である。 注文に 應 じて 梅が 香を殘 しと  > める もので も 

ない が、 そんな 理性 を 忘れた のが 歌の 趣で ある。 

人の 家に 植 ゑたり ける 櫻の 花 の、 唉 きそめ たりけ る を 見 

てよ める  つら ゆき 

J としょり 春し り そむる 櫻 花ち ろと い ふ 事 はなら は ざら なむ 

人の 家に 或 人の 家に の 意。 0 春し り そむる 花の 唉き 初めて、 ば じめ て 春 を 知る をい ふ。 0 なむ 希望 

大意 今年から 春 を 知り 初めて、 はじめて 唉 くこの 櫻の 花よ、 すべての 花は暌 けば 散る が、 どうぞ その 散る とい 

ふ 事 だけ は 見 倣 はないで もら ひたい。 

1 これ は 家主への 挨拶 を 兼ねて、 行末 を 祝 ふ 意で 詠んだ の だら う。 咲けば 散る のが 花の 常態で ある こと は 意識 

しながら、 尙 この 不可能の 希望 を 有った 處に、 痴呆の 詩 味が 湧いて くる。 すべて 擬人に 仕立て、、 花^き そむ 

ると いふ 處を も、 轉義 して 「春 知り 初む る」 といった。 一首の 姿優麗 で、 その 聲 調が さわやかに、 その 立 意が 

幼い やうで 底に 巧の ある、 これ この 作者の 特技で ある。 

三 四の 句、 六帖に 櫛の 花ち るて ふこと はと あるが、 梅の 花 は 櫻の 花 ほど 散り 際の 險ぃ 物で ないから、 散る とい 

ふ 觀念を 喚び 起す 力が 淺ぃ。 又 PT も 「とい ふ」 に 比すれば 織 弱で ある。 爰は 正格に 字餘 りに した 方が、 「散る」 

の 意 も强く 表現され て、 調が 協って くる。 


契 沖の 說に 「此の 歌より 次の 卷に莨 之の 『水な き筌 に浪ぞ 立ちけ る』 とい ふ 歌まで は 櫻の 花な り。 よりて 歌に 

櫻と よめり。 樱と 詠まぬ 歌 は 詞窨に 櫻と いへ り。 その 中に この 卷には 樱の唤 ける 程 をい ひ、 次の 卷は 散る を 詠 

めり。 平 城 天皇の 御 歌より 後、 貫 之の 『み 山 かくれの 花 を 見 まし や』 とい ふまで は、 詞寄 にも 櫻と いはす、 歌 

にも n 花との み 詠み たれば、 よろ づの花 を 詠めり。 後に 花と いひて は樱ぞ と 心得る 類に はか はれり」 と ある。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

I 高み 人 もす さめぬ さくら 花いた くな わび そ 我れ^ はやさむ 

： 又 は、 里 遠み 人 もす さめぬ 山 櫻 . 

0 高み 高さに、 高くて などの 意。 O 人 もす さめぬ 世間の 人 も賞翫 せぬ。 「す さむ」 は 進む の 意から 出た 

「も」 は 欵辭。 o いたくな わび そ ひどく 辛 氣に思 ふな。 0 見 はやさむ 見て 賞翫 せう の 意。 「はやす . 

えしむ る 意で、 もてはや すの はやす と 同じい。 

大意 山が 格別に 高い ので、 花見の 人も來 て賞翫 せぬ この 櫻の 花よ、 人が 賞翫 せぬ からと て、 大してく よく 思 

ふなよ、 なぜと いふに、 この 私が 旯 はやして 遺ら うわ。 

IE 高峰の 花 は 等閑に 人が 多く 看過す る。 作者の 基 想 は そこに ある。 そ もく 賞翫 されぬ の は 人情 嬉しくない 事 

なので、 樱の 心に も 佗しが る ものと して、 擬人して 「いたくな わび そ」 と 抑へ、 さて 「我れ^ はやさむ」 と拔 

けて 慰めた。 その 同情心の 懐かし さよ。 四 句と 五 句との 應接、 姿 致 あり 曲折あって、 取りく に 面白い。 

左 註に 「又は」 として 舉 けた その上 句 は、 聊か 现を いひ 過した 傾. かあつて、 木 行のに は 劣って ゐ る。 すべてよ 

^^上  一 三 七 
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み 人 しらすの 歌 は 多く 古歌 だから、 さまぐ に傳 誦された のが あるので、 それ を 捨てす に擧 けたの だら う。 

〇 

やまざくら わが 見に くれば 春霞 峰に も 尾に もた ちかくし つ つ 

0 0 やまざくら 山の 櫻 をい ふ。 櫻の 一 種の 名稱 ではない。 〇 峰に も 尾に も 峰 は 山の 高く 尖った^ をい ひ、 

尾 は 峰 通りから 麓まで 長く 引き はへ た處 をい ふ。 よって 尾， 上と いふ 時には 自然 峰の 事になる が、 尾と は 別で 

ある。 

大意 山の 櫻 を 自分が かう 見に 來 ると、 ぁの奍 .霞 が 高い 峰に も 低い 尾に も、 只もう 花 を 文 ちて は隱 しくす る わ 

い、 さても 意地の 惡ぃ 霞で ある ことよ。  . 

1 「^にくれば 花 を. N ち隱 しつ こと 一 一句から 結句へ 續く 文法で、 霞の 意地 惡ぃ狀 が、 おの づ から 此の間に 表^ 

されて ゐる。 そして 間接に ir か 大事の 物と 秘藏 された 趣が 見える。 殊に 「わが」 の 一 語に、 人に はとに かく、  d 

分に は 格別に 意地惡 くす る やうに 思 ひ 取った 稚 態が^ えて 而 い。 又 「峰に も 尾に も」 と揚 M を 一 々指示した 

ので、 斷又續 とい ふ. やうに、 むらく にか、 つた 霞 の 景氣 が、 目前に 浮んで くる。 

染 殿の 后のお ま へ に、 花 瓶に 櫻の 花 を さ k せ 給へ る を 見 

てよ め る  前のお ほきお ほい まう ち 君 

ふ れ ば よ は ひ は 老い ぬし か は あれ ど 花 をし 見れば 物き もな し 


アキラ ケィ n 

i  o 染^の 后 文 ！e 帝の，：^ 后で、 淸和 帝の 御 母で ある。 この 作^ 太攻火 S 藤^^^ 公の 御 女で 明 子と 申す。 「染 

^」 は 良 房 の邬 だった が、 後 この 皇后のお 住みな された ので、 染 殿の 后と 稱 した。 「前のお ほきお ほい まう ちお」 

は 前の 太 政 大臣と いふ こと だが、 この 前 は 前任の 意で はない。 良苈の 甥 基 經が又 太 政 火に となった ので、 h に^ 

を 後、 良 房 を 前と いったの である。 O よは ひ 命 ある 物の 年の 數を いふ。 0 老いぬ 「ぬ」 は^ 在 完了の 助 動 

^1。 0 しか は あれ ど さう では あれ ど。 O 花 をし 「し」 は 强辭。 0 物 思 氣苦勞 又は 心配 s^。 

大意 年 數が經 てば、 存外に 自分の 齡は 老い くれた わい、 これが いかにも 悲しい、 さう では あるが、 かう 立派な 

花 を サ见れ ば、 悲しい どころ か 何の 心配 もない わ。 

1 皇后の 御殿の 花瓶の 櫻 を 見て 悅ん だの は 表面の 意で、 下に は 皇后 を 花に 比して、 この 御榮 華の 御 有^ を^れ 

ば、 老の薆 さ を 忘れて 樂 しいと いふ 譬喩 歌で ある。 大 鏡の 作者 も 「后 を 花に 喩へ 申させ 給へ るに こそ」 と：^ し 

てゐ る。 ^しわが 女の 明 子が 皇后と なり、 東宫を も 生み 奉って、 榮華窮 りない 御 様子 は、 奍 花の 匂 ふが 如くな 

ので 思ひ擬 へた もので、 定めて その 花瓶の 櫻 は、 唉 きも 殘らす 散り も 初めぬ、 常に 爛漫たる ものだった らう J 

初 句 「 年 ふれば」 と 冠せ たの は、 「齢 は 老いぬ」 の 意を强 めて、 慨歎の 情 を 深める 手段で ある。 否 手^で はない 

自然によ つてく る 感想で ある。 「しか は あれ ど」 と 思 ひ 返してから、 喜 氣洋々 たる 調に 一 輔 して、 子女の^ 身 出 

世 を 老後に 見た 親心 は、 どんなに 嬉しかった らうと 思 ひ 遣られる。 初 句の 「ば」 四 句の 「ば」 相對 へて、 初 二の句 

と 四 五の 句と を 合掌 させ、 三 句 を 連鎖と した 篇 法で ある。 又 三 句の 「は」 の辭、 四 句の 「し」 の辭、 三 句 結句の 卞 

餘り、 句 毎に 力量が あって、 に 少しの 弛み もな いのは、 恰も 强弓を 張った やうで ある。 廟 11 の氣 象が 自然 

に備 はって るる。 

^欲 上  ^九 
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渚の 院 にて 櫻 を 見て よめる  在 原 業 平 朝臣. 

世の中に たえて さくらの なかり せば 春の 心 はの どけから まし 

園 0 诸の院 河內國 交野 郡に あった。 文德 帝の 皇子 惟喬 親王が、 常に 出で まして 遊ばれた 處 である。 伊勢 物語 

に 「昔 惟喬の みこと 申す みこお はし ましけ り。 山 崎の あなたなる 水無瀨 とい ふ 所に 宮 ありけ り。 年毎の 樱仍花 

の 盛りに は、 其の 宮へ なむお はし ましけ る。 供に 右 馬の 頭なる 人 を、 常にる てお はし ましけ り。  今 狩す る 

交野の 渚の 院の櫻 殊に 而 白し。 ……右 馬の 頭なる 人の よめる」 として、 この 歌を擧 ゆて ある C 右 馬頭と は 業 平 

の 事で ある。 土 佐 日記に も、 诸の院 の 事 を 書いた 條に、 この 歌 を 出して ある。 0 たえて 一 向に。 0 なかり せ 

ば 無いで あらうならば。 o 春の 心 春の 人心の 意。 春 その物の 心で はない。 0 のどけ からまし 「のどけ し」 

は穩 かに 悠長な 貌。 「まし」 はまし をの 意。 

大意 いっそ 世の中に 一 向に 櫻と いふ 物が 無いで あらうならば、 結句 春の 人心 は 長閑 やかで あらう に、 とい ふ 意 

で、 なまな か樱の ある 故に、 長閑な 箸の 舂も、 何かと 心騷 がしくて ならぬ、 とい ふ 餘意を 4Tn めて ある。 

園樱を 愛する 餘 りに は、 雨 や 風 やが 氣 がかり で、 心の 落ち着か ぬからの 歎息で ある。 诀 して 櫻 を 悪んで 無 けれ 

ばよ いとい ふ 意で はない。 され ど單に 櫻のう へのみ では、 聊か 誇張に 過ぎて 浮華に 陷る 嫌がない でもない が、 

これ は 他に 深意の ある 事で、 廣 蔭が 「惟喬 親王 を 櫻に よそへ 奉れる なるべし」 といった の は、 眞相を 見 透した 

說 である。 それ はこの 親王 は 文德帝 第一 の 皇子で あ 4 られ、 必す儲 君に 立ち 給 ふべき お 方な のに、 外戚の 紀 

氏に 勢力がない 爲、 却って 藤 原 氏のお 腹の 御 弟の 惟仁 親王 # 和に 引き 超されて しま はれた。 二の 兩 所の 東宮 爭 


とい ふ 名 稱の野 乘に貽 つてる るの を 見ても、 その 競爭の 劇甚だった のが 想像され よう。 隨っ てこの 不利な 結果 

を、 恍^ 鋭 王 は どんなに 不快に 思 召された だら う。 伊勢 物語に 獵に ばかり 耽って 居られた 趣の：^ える の は、 恐 

らく は排悶 遣欝の 手段た るに 過ぎなかった らう。 當時藤 原 氏の 跋扈 尊橫を 憤る 窀で、 この 親王に 心を倾 け^ら 

ぬ 者 は 無かった と 想 はれる。 作者 業 平 朝臣 はもと より 王孫で、 兄 行 平 朝臣と 共に 始めて 在 原 氏 を g はった 人な 

のに、 在 {=: 玆に 二十 年、 僅に 五位の 右 馬頭であった。 眼の 前に 藤氏の 一家 一 門の 口に 榮ぇ、 王 氏の 勢力の 口に 

® る を^て は、 何で 慨 たく 口惜しく 思 はすに 居られよう。 されば 惟喬 親王 S 擁立 を 以て 藤氏 排斥の 唯一 の不は 

と 信じ、 熱心に 拜趨 して、 其の 目的 を 達しようと 努めた もの だが、 亊 志と 違って は、 この 親王の 御 不幸 また 察 

し^るに 餘 りが ある。 とにかく にこの 親王 故に 千々 に 心の 碎 かれる より、 寧ろ はじめよ りこ S 鋭 王が おありな 

さらなかったならば これ 程まで 心配 はす まじと いふ、 せめても の述懷 であらう。 富. H 谷 御杖が 「. 樱は業 平の 1! 

係せ しニ條 后に 比した るなる べし」 といった の は、 事 は 差 ふが、 この 歌の 寓意の 作で ある こと を 認めた 點は^ 

ち 同じい。 ^託 深遠で、 表裏の 二 面の 意 いづれ も 首尾 貫徹し、 感慨 字句に 溢れ、 熱情 桁 表 を往來 して ゐる。 

三 句、 土 佐 日記に 唉 かざらば と ある。 

S しらず  よみ 人 しらず 

石 はしる たきな くもが な 櫻ば な 手 折りても こ む 見ぬ 人の ため 

El O 石 はしる 石 上 を ほとばしる 意で、 瀧に いひ 續 ける 語。 莴粱 集に はい ははし ると ある。 こ、 も 初めい はに 

石の 字 を 充て ゝ^ いたの を、 遂に r いし はしる」 と訓ん だもの だら う。 o たき 今い ふ 瀧 は 古へ の垂 水で、 十 リ 
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への 瀧 は 激流 をい ふ。 水の たぎる 意。 o がな は 希望の 辭。 o 手 折りても 「も」 は 欵辭。 

大意 この 岩の 上 を 迸る 激流がなくて まあ 欲しい 事よ、 すれば 向 岸の 面白い 櫻 を、 家に^ てえ 見ぬ 人の 爲に家 & 

にす るよう に、 一枝 折っても 來 うに。 

^ 立派な 物 面白い 物 を 見て は、 見ぬ 人の 土 產と思 ひ 寄る の は 優しい 人情で、 萬 葉 集に、 

玉津島 見れ ども 飽かす いかにし てつ、 み もて ゆかむ 兒ぬ 人の 爲 (卷 七) 

古さとの はつ もみ ぢ葉を 手 折り もてけ ふぞ わがくる 見ぬ 人の 爲 (卷 十) 

. 多祐の 浦の そこ さ へ 匂 ふ 藤な み を かざして ゆかむ 見ぬ 人の 爲 (卷 十九) 

など 先例が ある。 只 これ は 石 はしる 瀧が 櫻の 前景と なって、 頗る 美觀 である。 「なく もがな」 といっても、 それ 

は實 現の 出來ぬ 希望 だから、 畢竟 は 手 折られぬ ので、 あ、 殘念 なと いふ 餘 意が 生す る。 四 五 句の 倒置 は 調子の 

爲で、 結句の 終に にの 辭を含 めて、 四 句へ 返して 聞く がよ い。 とにかく 古 調で ある。 

四 句、 六帖に 手^りも てこむ と ある は、 調に 協 はない。 

山の さくら をみ てよ める  そせい 法師 

見ての みや 人に かたらむ 櫻ば な 手 ごとに 折りて 家づ とに せむ 

1 0^ ての みや 「や」 は 反動 辭。 0 家づと 土産に 同じい。 

大意 二の^^ な 山の 櫻の 花 は、 只 見た ばかりで、 ^つて 人に 話さう か 話され はすまい、 どり や 手に 手に 澤 山に 

折り 取って いって 土產 にしよう。 


1 三 四の 朋友と 春 山に 遊んで、 思 ひの 外見 事な 盛の 樱の 花に 出逢った 嬉し さが 躍って 見える。 初 二 句 は、 三 句 

以下の 襯染 である。 「手 毎に」 と ある は、 十分に 多く 枝 を 折って、 この美 觀を都 人士に 知らせようと いふ、 頗る 

逸 興に 任せた 逸 語で ある。 

花 ざ かり に、 京 を 見やりて よめる 

見渡せば 飾 さくら を こき まぜて みや こぞ 春のに しきな りけ る 

1 0 こき まぜて 打ち 交ぜて、 入れ まぜて などい ふに 同じい。 「こき」 はす ごくな どい ふ 意の 語 だが、 此處 では 

輕ぃ 接頭語。  . 

大意 かう^ 渡す と、 柳の 靑ぃ 色と 櫻の 白い 色 を まぜ こぜにして、 この 京の けしき はサ， 存外に 春の 錦と いふ 物 

であった わい。 

1 ^ゆ 拔ゑ てあつた 洛中の 朱 雀 大路の 柳の 中に、 家々 の 櫻の 唉き 交った の を 見渡したら、 紅 綠相參 差して、 さ 

ぞ^の 錦と 见 えた 事で あらう。 劉 後 村の 鶯梭の 詩に、 

• 挪レ柳 f 喬 情。 交々 時 作 n 弄：. 機聲？ 洛陽 三月 春 如&。 多少 工夫 織 得 成。  . 

と 詠 じた 轉 句と 同一 ^落 想で 面白い。 又 紅葉の 頃 は 山 を 秋の 錦と 見る は 常の 事で、 古来の 歌に その 例が 頗る 多 

いので、 それに 對 へて 「今 は 山より 都の 方 を 見渡して、 春の 錦 は 都に こそ あり けれと いふ 意 を 含めた る こと * 

都 一て のぞの 辭 にて 知られたり」 と ある、 景樹、 廣蔭 等の 說は、 細かに 穿った 聞 方で、 よく 简 中の 消息 を 解した 

ものである。 

春^ 上  一四  一二 


古今 和 歜集卷 第一  一四 四 

櫻の 花の もとに て、 年 の 老いぬ る こと を 歎きて よめる 

紀 友 則 

色 も 香 も 同じむ かしに 咬 くらめ ど 年 ふ る人ぞ あらたまり ける 

11 0 同じむ かしに 唉 くらめ ど 昔の 通りに 同じに 唉く であらう がの 意。 o あらたまる 昔に 變 るの 意。 新しく 

なる^で はない。 

大意 この 櫻 は 色 も 香も變 りなく、 昔の 通りに 唉く であらう が、 年を取った 人 はサ、 櫻と は 違って、 昔の 若い 時 

と はお 外に 變 つたわい。 

1 1： 廷 芝が 代 T 悲ニ白 頭 一翁 あ 詩に、 

タリ  ジ カラ 

年々^々 花 相似、 ^々年々 人不 A 同。 

と ある 句 を、 その ま、 譯 したやうな 作で ある。 變 る變ら ぬの 表裏の 意 を、 上下に 對抗 させて 文 をな した。 

二 句、 六帖に 昔ながら と あるに 比べ れば、 詞は 巧で ある。 また 三 句に さくらと いふ 語 をた ち 入れて、 所謂 物 名 

のよ み 方に なって ゐる" 宣 長が これ を 叶 ひ 難いと 非難した の は、 作者の 意 をよ く 聞き取ら ぬからの 說 である。 

資詠 では あるが、 餘に いひ 過して 餘 韻に 乏しい。 

折れる 櫻 をよ める  ，つら ゆき 

たれし かもと め て 折りつ る 春霞た ちかく すらむ 山の さくら を 


匿 o 折れる 折りて あるの 約。 o たれし かも 誰れ がま あの 意。 「し」 は 强辭。 「か」 は 疑辭。 「も」 は 欵辭。 o と 

めて 折りつ る 「とめて」 は 突きと めての 意。 「つる」 は 現在完了の 助動詞 u  O 櫻 を 櫻なる もの を。 

大意 誰れ がま ぁ在處 をつ きとめて、 かう も 折って 來た 事ぞ、 さぞ や 霞が 立ち 隱す であらう と 思 ふ、 山の こ の 樱 

だの を。 

1 花の ある 程の 山 は、 おしなべて、 霞み 渡って ゐる 頃な の だら う。 櫻の 折 枝 を 見て、 端な くそ Si: 、場所に 想到し、 

霞が わ. r と祕藏 する 物の 如くに 取り成して、 それに も 關らす 折り 取って 來た人 は、 そ も 誰れ かと 驚^した の は、 

その 樱の折 枝 を珍敲 する 爲の幻 化 手段で ある。 かう 折 枝 を 極力 珍重す る 所以 は、 それが 人の 贈物で ある. ので、 

この 贈 主への 挨拶の 詞 かも 知れない。 

歌 奉れと 仰せられし 時よ みて 奉れる 

さくら 花^きに けらし も あし ひきの 山の かひより 見 ゆる 白雲 

園 o 唤き にけ らし も 咬いたら しい まあの 意 。「けらし」 はける らしの 略 or も」 は 欵辭。 0 あし ひきの 山^ 枕 

ハ  ァヲシ ミヤ ァシ ヒキキ 

詞" 山 は. E 脚 卽ち裾 を 長く 引き延へ てるる 故にい ふ。 靑 繁樹、 足 引 城な どの 說は 采ら ない。 O かひ 山と 山と 

c  eu  ： へ レ 一 

大意 や あ 櫻 S 花が、 意外に 唉 いたらし いな あ、 あの 山の 間から 白い 雪が 見える わ。 

1 ^渡しの 山の端に、 何時の間にか 櫻の 唉 いたの を 見付けて、 意外と 驚いた 趣で ある。 「，：E のか ひ」 は 常に 雪^ 

の 立つ 處 だから、 白い物 を 認めて 雲と する は 自然の 聯想で ある。 さて 見る ま > に、 まことの 雪の た > す まひと 
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も樣 子が 變 つてる るので、 更に それ を 櫻の 花と 認めた の は、 おの づ から 陽春 淸 和の 彌生 だからで ある。 二 句、 

六帖 及び 顯^ 本に げらし なと ある。 「な」 も欵辭 である。 藤 原 俊 成 は 「も」 の 方 を 執し、 近時の 韻脚 論者 も その 立 

場から、 結句の 終の 「も」 文字と 同 韻 同字 を 踏んだ 歌 だとい つたが 諾け 難い。 それ は 第二 句に 多く ァ 列の 開口 

音 を 使って、 聲調を 花やかに すべく 努めた の を、 僅に この 一 字の み 調子の 低い ォ 列の 音に 終る とい ふの は、 變 

な ものと 思 ふ。 「な」 は 同じ 開口 音 だから、 他 音との 調和 も 保 たれて、 旨く 諧ふ ではない か。 又 三 句 を 枕詞で 塡 

めた の も、 結句 白雲 兒 ゆると あるべき を 「見 ゆる 白雪」 と 倒 装した の も、 つまり 切迫な 調 を 避けて、 悠長 和諧 

な 調に 就いた ので、 この 歌體に 協って るる。 古來 「滯 りなく さわやかに いひ 下した る 歌」 と 評せられ、 荻生徂 

徠は、 花 を 詠める 第 一 等とまで 稱讃 した。 西 行 上人 もいた くこの 風を冀 つたと 見えて、 その 傑作の 一 の、 

おしなべ て 花の さかりに なりに けり 山の端 ごとに か 、 る 白雲 

とい ふ 歌 は、 全く これ を 藍 本と したので ある。 但 流石の 貫 之も囊 中の 物 を 探る やうに、 無造作に かう した 秀逸 

を 得た ので は あるまい。 

山の かひた なびき 渡る 白雪 はと ほき 樓の見 ゆるな りけ り 

と ある は 全く 同 案で、 この 原作ら しいが、 ひどく 詞の鑌 け 柄が 劣って るる。 推敲の 忽 せに 出來な いよい 一例で 

ある。 「貫 之 は 一首の 歌 を 廿日 も 案じた」 と 俊 賴ロ傳 にある の は、 こんな 時の 事 かも 知れない。 

寛 平の 御 時き さいの 宮の 歌合のう た  友  則 

み吉 野の 山べ に^ける さくら 花 雪 かとの みぞ あやま たれけ る 


i  o 山べ 山^。 

大意 外の 土地で はさ もない が、 雪に 名高い 苦 野の 山の あたりに、 暌 いてる る 櫻の 花 は、 とんと 降り 積った 雪 か 

と、 一 途に見 違 へられた わい。 

1 西 行 上人の 歌に、 

吉野 出！^ か 枝に 雪ち りて 花お そ ゆなる 年に も あるかな 

とも 詠まれて、 吉野は 山 深い 處 なので、 遲 くまで も 雪 が 降って、 花の 唉 くにさし 合 ふやうな 事 も あるから、 出 

の 端に 花の 甴 いの を^ても、 また 雪 かと 思 ひ 惑 ふ は 自然で ある。 後 撰 集に、  . 

み吉 野の 吉 野の 山の さくら 花 白雲との み 見え まが ひつ ゝ 

雪と 雪との 相違 だけで、 同 想 同型で ある。 いづれ が 後出 か。 伹見 えまが ひ 3 より は T あやま たれけ る」 のガ 

が强 ぃ辭樣 で、 印象が 鮮やかで ある。 

やよひに うる ふ 月の ありけ る 年よ みける 伊 

さくら 花 春く は、 れる年 だに も 人の こ 、ろに あかれ や はせ ぬ  ： 

i  O やよひに 云々 「やよひ」 は彌 生の 義で、 三月の 異名。 「うる ふ 月」 と は 太陰^で は 月日の 閻餘を 一 月 に^て 

て 年中に 配した、 これ を閬 月と いふ 。爰 では 三月に 閡 があって 二 筒月續 いたので ある。 o 春く は ゝれる 年 ^ 

より は 一 月 多くて 春の 日 數の增 加した 年の 意。 o あかれ や はせ ぬ なぜに 厭かれ はせ ぬぞ、 厭かれ さうな 物 だ 

にの 意。 「や は」 は 反動 辭。 「ぬ」 は 否定の 助 動辭。 

春肤上  一四 七 
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大意 これ^^ 花よ. せめて 舂の 一 月 加 はって 長くな つた 今年な りと も、 人の 心に はなせ 厭かれ はせ ぬぞ、 厭か 

~  れ さうな ものであるに。 

, 1 罔 月の ある を卷 が增 加した と^ろの は、 このお 許の 口吻で ある。 さて 春が 殖えた ので、 櫻 も 例年より は 長く 

暌 くもの A やうに 取り成した 稚氣呆 氣の巧 は、 陸 恃郞の 詩に、  - 

今年 阖在， 一春 三月 T 剩看金 陵 一月 花。  t  ， 

Z と ある に似てる る。 恐らく この 句 を 翻案して、 更に 一 暦の 趣向 を 構へ 出した かも 知れない。 すべて 物 は^ 馴れ 

一  れば 厭が くるの が 人情な ので 、まづ 櫻の 花よ と 呼び掛けて、 せめて 舂 長の 今年な りと も 見 厭かれ てよ い 苦 を 何故 

)  厭かれ ぬ. ぞと、 わが 櫻に 對 する 熱愛 を、 櫻 を 主として 逆寫 したの は、 面白い 手法で ある" 何故に の 語 を 上下の 

句 問に 補足して 聞く 格で ある： 

三：？、 顯 注に、^^ た にと も ある： 結句、 俊 惠の說 に、 父 俊賴の 本に あかれ や は， 力る とあった と あるが、 する 

一 では 平凡で、 この 歌の 折角の 面白み を 無効に してし まふ。  ， 

一-  櫻の 花の さかり に、 久 しく 訪は ざり ける 人の 來 たりけ る " 

時に よみけ る  よみ 人 しらず 

一 あだなり と 名に こそ 立てれ 櫻ば な 年に まれなる 人 も 待ちけ り 

1 0^ の 花-ぶ々 久しく 來 なかった 人が、 たま ノ\ 花の 盛に 來 たので ある。 伊勢 物語 S お」 「年頃 音づれ ざり 

ける 人の、 ^の 盛に 見に 來た りければ、 あるじ」 とあって、 この 欹を舉 ゆて ある： o あだ はかなくて 賴み難 


いのに いふ。 穴 r- の^。 人のう へで は^ 情の 意に 川ゐ る。 O 名に こそ 立てれ 「名に 立つ」 は 評判に なること。 「立 

てれ」 はす-つて をる の^。  0 年に まれなる 年. M に 稀な。 o 人 も 人 さ へ もの 意。 

大意 ^の 花 は^り M 勿く 仇 だとい ふ 評判に こそな つて 居ます れ、 この 樱の花 はどうして 仇 どころ か、 かやう に 一 

年の. 2： にも、 たまさかでなくて はお 出がない 水^い 人 を さへ も、 妝ら すに 待って 居ます わい。 

^ されば 一 年の 内に もた まにし か來ぬ 人の 心の 方が、 遙に 仇で あると いふ 餘意を 含 んでゐ る。 ^らニ 句の 「こ 

そ」 とい ふ 語勢に いき 立てられた 歌で、 三 句の 「樱 花」 は 上下に： まじて^ いて ゐ 乙。， 結句 は 殊に 簡約な 辭^で、 

今：：^ の 味 ひが §1 い。 この 集の 詞^も^ 勢 物語の も、 この 歌 主 は 男女 いづれ とも 判然 しないが、 ，：1 に 仇な とい ふ 

評判の たった 事が あって、 男の 中絶 をした t だら う。 けれども それ は寃 名で、 今に 外心 もな く獨 住して；^ たの 

で、 自分の ¥ 操 を樱に 託し て^に 誇った。 

返し  f .  業 平 朝臣 I 

今日 來ずは あす は 雪と ぞ ふりな まし 消えず はありと も 花と 见ま しゃ 

^  o 返し W の 返歌で ある。 萬 葉 棠には 和歌 又は 答 歌と， いて， こたへ うたと 讀ん だ。 OS とぞ ふりな まし 雪 

の 如く 降って 散って しま はう。 0 消えす はありと も 消え失せ すして 存 して 居る とも。 0=^ まし や 「や」 は 

大意 私が へ- H: 尋ねて 來 たれば こそ、 この 櫻 を 花と は^ま すれ、 若しへ.'：：： 來 ぬなら ば、 明 m はもう^の やうに サ 

散って しま ひませ うわ。 それ もま ことの 雪で ないから、 假令 消えす にある としても、 もとの 花と は：：^ えませう 

^^上  一 P 九 
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か、 否 雪と より 外 は 見え はしますまい o 

1 さすれば 今日 私が 來 たの は 花の 爲の 僥倖で、 花 は 固より 評判の 通りの 仇な 物で、 只 散って 雪と ならぬ うちに 

訪ね 來た 私が、 えらい 親切な のさと いふ 餘意を 含めて ある。 懸 歌が 人より は 花の 方が 仇で ない、 と 云った の を 

又 打ち返し たので、 底の 意 は、 其方 は 評判の 浮氣者 だから、 たまく 餘 所に 心 を 移さぬ うちに 訪ねて 來れば こ 

そ、 そんな 事 もい はれる が、 今お くれたら ば、 屹度 他人の 持物と なって 居らう 、その場合には さて 座す とも、 も 

との やうな 私の 懷 かしい 人と 見られよ うかいと、 却って 自分が 早く 來た からだと、 手柄顔に 誇って ゐ る、」 贈答 

いづれ も筆路 迂囘、 情 思 曲折して、 諷喩の 妙 を 極めて ゐる。 但懸歌 はおの づ から 情 眞の 語で、 工夫 を 求めす に 

自然に ェ である。 答 歌と なると、 巧に 口舌 を飜 弄して、 一 時 をい ひ 勝た うと 試みた もので、 風 骨 感慨が 聊か 後 

れてゐ る。 

熊 谷 直 好の 說に 「贈答の 歌の 詞 書に その 名 をい はす、 人との み 書け る は、 皆 その 詠 人知. られ ざる ものな り。 さ 

れば この 歌 も 前後の 歌と ひとしく、 よみ 人 しらすな りけ む を、 恐らく は 後人 伊勢 物語に よりて、 業 平の 名 を 加 

へたるな るべ し。 さらで はこの 詞書 『櫻の 花の 盛に 業 平 朝臣の 云々』 となくて は、. 餘の 例に 違へ り」 と ある は 

全く 確說 である。 

题 しらず  よみ 人 しらず 

- り ぬれば 戀 ふれ ど しるしな き 物 を 今日 こ そ楼 折らば 折り てめ 

1 O ち. o ぬれば 散って しまへば。 「ぬれ」 は 現在完了の 助 動辭。 O しるし 驗、 詮、 益な どの 意。 


大意 愨 り^て、 から は、 如何に 見た く 思っても その 詮 もない ものな の を、 今まで は 惜しくて 折らなかった が、 

かう 散り さう では、 早く 今日の 內に こそ、 この 櫻 は 思 ひ 切って、 折るならば 折らう ゎサ。 

IH 折って 花瓶に なりと も揷 して、 大事に 長く 賞翫 しょうの 心 構と 見られる。 夜の 間もう しろめたい 程、 盛り 過 

ざた 花に 對 して は、 實に 「今日 こそ」 と 思 ひ 切らざる を 得ない。 されば 語調が 自然に 迫って 表現され てるる。 

又 結句 を景樹 が 「折れく とい はむ ばかり 强き 語勢な り」 といった のは贊 成し 難い。 これ はや はり 现の ま、 に 

緩やかな 語勢と 思 はれる。 それ は 惜しくて 折り 難いが 置けば 散る ので、 據 なく 心に は 進まぬな がら 折るなら 折 

らうと、 餘義 なくされた 趣で ある。 六帖に 躬恒、 

樱花 夜の ま 散りな む 後 やい かにけ ふこ そ 行きて 折らば 折りて め 

はや、. 猥雜 であるが、 同意 同型で ある。 相 通せて、 結句のう ち 佗びた ゆるい 調子で ある こと を 味 ふが よい。 

折りと らば を しげに も あるか 樱花 いざ 宿 かりて 散る まで は^む ■ 

1 〇 をし けに も あるか 惜し さう に まあ 見える 事よ。 「か」 は 欵辭。 0 いざ 誘 ひ 促す 意の 發語。 

大意 この 櫻の 花 は あまり 見事で、 見捨て、 は歸 りに くいから、 一枝 折って 行かう と 忍 ふが、 折り 取らうならば 

いかにも 勿體 なさ さう に まあ 見える 事よ、 それより はこの 邊に宿 を 借りて、 この 花の 散ろ まで は 是非に 居て 見 

よ、 To 

1 路傍の 盛の 花に 對 しての 作 だら う。 一 度 は 折り 取らう と 試みた が、 餘り 見事な ので、 散る まで は^かりて^ よ 

春耿上  一 五一 
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うと 思 ひ 直レヒ のに、 芘を 愛する 情の 深さが^ える。 さて 「宿 かりて」 は^なる 希望 だけで、 實行 はまる 切考へ て 

ゐ ない、 た V 詩興の 動く に 任せた に過ぎない。 「宿か^て」 を、 諸 註に 「花の 蔭に 宿りて」 と 解した の は 早い。 「かり 

て」 は 主 ある 時に いふ 語 だから、 この 花 蔭. の 人の 家に 宿 を 借る ので ある。 藤 原家隆 S 「花 3.ぉ^ せ野逡 の鶯」 と 詠 

んだも 、驚 を 花の 主と 見ての 歌なる を 思 ふが よい。 「散る まで は」 の はの 辭妙 である。 是非に^ ようと^く 思 ひ 込 

んだ 趣が、 この 一 字に よってよ く 表現され てゐ る。 若し 凡手なら、 漫然と もの 辭 など を 下し さうな 處 なの を。 

紀の ありと も 

, 色に ころも は 深く 染め てきむ はなの 散りな む 後の かたみに 

1 0 樱色 櫻の 花の 如き 色。 櫻 色と いふ 定まった 染色 をい ふので はない。 0 散りな む 散って しまう であら 5 

の 意。 o かたみ 記念の 物 をい ふ。 

大意 まこと S 花で なくと も、 着物 は 今から 樱色 によく く 染めて 着ようと 思 ふ、 それ は 追 付け 花 か 散って しま 

うで あらう、 その後の 形見に サ。 

1 せめて 花の 色に 似た 着物 を 着ても 慰まう とい ふ。 全く 櫻の 熱愛者の 首で ある。 衣 をと いはす 「衣 は」 といった 

の は、 他の物 は ともあれ せめて この 着物 は、 と 差別した 意義 ももつ。 

樱の花 0へ夭 けりけ る を 見 に、 ま う で きたりけ るス によ 

みて おくりけ る  みつお 


わが 宿の 花見が てらに くる 人 は 散りな む 後ぞこ ひし かるべき 

1 o-揚 の 花の 云々 ^恒の 家の 櫻 s 花の 唤き 出した の を^に 來た人 か、 立ち 歸 つて 後に 詠んで 贈った 歌との 意。 

o まう で 參出を 音便に いったので、 もとは^い 所へ 行く をい ふ 語で あるが、 この 時代に は單に 行く の 意に^ 

く 川 ゐられ た。 o 花兒が てら 花 を 見 かたぐ。 

大意 私の^ S 花 を^ 物が てらに 尋ねて 來る人 は、 格別 主人の 自分 を 親切に 思っての 事で ないから、 ：：： 的の 花 s 

ある 間 はとに かく、 追 付け 花が 散って しまう 後に はサ、 必 すその 人が 來 なくなって、 いかにも しくな り？ う 

な o 

1 ^^の 家の 櫻の 殊に 見事な ものと 聞き及んで、 常 はさまで 親しい 間柄で もない 人 か、 花見が てら 音づれ たの 

だら う。 白樂 天の 詩に、 

遙： 3-ニ 人家 1 花 便 入、 不&ヨ 責賤與 二親 疎？ 

はや 、これに^ 幾い。 主と する 目的 は 花に あって、 主人の 躬恒は 旁 だ がら、 一 日 一花が 散ったら 再び 來る こと は 

^束ない。 いや それ 程む づ かしい 事で はなく、 只當 座の 逸 興に まかせての 來訪 なの を、 わざと かう 现 -.1 に 角 を 

立；」 ゝ 想像 を 描き、 再び 逢 はれまい の 意 を 婉曲に 「戀 しかるべき」 とい ひ 構へ、 八 「から それ か 氣愁 りになる やう 

に、 わざと 戯れて^^ したので みる。 もとより 風流 韻事に 屬 する 事で、 花見が てらに 來 るの も、 义 歌詠みて 贈 

るの も 極く S 打觯け 業な の を、 或 人が 其の 人 を 腹 ざたない 浮^な 人物の やうに 解釋 して、 「花 兄 かてら に來た 

ろ を 心に 位り て 詠みて 贈れるな るべ し」 と釋 したの は甚 しい 潢 入で、 耿を 解き 殺す ものである" 又^ 柒に、 

わが や ど ^花の たよ リに訪 ふ 人 は 散りな む 後に ま ことお も はむ 
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と ある は 等 類の 歌で ある。 恐らく は 推敲 洗鍊の 結果が この 集の 歌と なった の だら う。 四 句の コて」 の辭に 力が あ 

つて、 花の 咬いて るる 閒 はとに かくの 餘意を 生す る。 和歌 十體 とい ふ ものに は、 餘 情の 歌と して これ を舉 ゆて 

ある。 蓋し 諷詆は 成るべく 婉曲 を 旨と する、 婉曲 なれば 含蓄 あり、 含蓄 あれば 餘 情が おの づ から 生す る。 さて 

はこの 歌の 佳作で ある 事 はいふまで もなから う。 

亭子院 の 歌合の 時よ める  伊  勢. 

見る 人 もな き 山 ざと のさ くら 花 ほか の 散りな む 後 ぞ^か まし 

1 〇 亭子院 拾 芥抄に 「七 條坊 門の 北 南、 西 洞 院の西 一 一町、 寬平 法皇の 御所、 元は 東 七 條后溫 子 家」 と ある。 

この 集に 亭子院 と ある は 宇多 帝 を 申す ので、 帝が 御讓 位の 後、 亭子院 を 仙 洞 御所と なされた 時の 歌合 をい ふ。 

この 歌合 は延喜 十三 年の 事で、 この 集奏覽 以後の 事な のに、 春 部下に もこの 歌合の 歌が 二 首 あるの は、 後から 

追加した もの だら う。 この 歌 は 歌合の 歌で はなく、 その 折 序に 詠んだ ので ある。 

大意 どうせ 見 はやす 人 もない 山里の この 櫻 は、 いっそよ そ 外の 櫻が 悉く 散って しまう その後に サ唉 かう もの 

を、 さすれば 外に 花 もない 故、 否で も 遠方から も わざく 人が 見に 來て、 少し は賞翫 もされよう。 

1 山家の 花の 見る 人 もなくて 徒に 唉き 散る 事 を憐み 借んで、 かう せよ と 櫻に 對 つて 敎 へた 口 氣 である。 結句 r 唉 

かまし」 の 語調が いかにも 弱く 力な ゆなのに、 衰 へきった その 現 境が ありく と 見え、 就いては 聊かで も 優つ 

た 方 を 希 ふ 意が 籠って、 なまじ ひに 早く 唉 いても て はやされ ぬより は、 面白い 事で はない が、 人 も來て 見よう 

と 思へば、 後れて 唉 いたが まだ まし だとい ふ 意に 聞え る。 そ もく 伊勢 は 宇多 帝の 御 鍾愛を 承け て、 寬 平の 閒 


更衣と なり、 遂に 皇子 を誕み 奉って 御 息 所と も稱 された の を、 後に は 新人の 爲に 恩寵 を 奪 はれた の だら う。 延 

喜の 御代の 頃に は大に 零落して 窮乏した 趣 は、 今昔 物語に も 見え、 又 この 集の 雜 部下に も 「家 を赍 りて 詠める」 

と詞 害が あって 「飛鳥 川 淵に も あらぬ わが 宿 もせに か はり ゆく 物に ぞ ありけ る」 の 一 詠が あるの を 思 ひ 合 はせ 

ると、 S: 然 わが 身の上の 事 をば 下に 歎いて、 外のお 后 方のお 寵愛の 袞 へた 時分に 宮仕 すれば よかった のにと.' 

悔恨の あまり、 こんな 歌 も出來 たもので あらう。 
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題 しらず  よみ 人 しらず i 

育が すみた なびく 山の さくら 花う つろ はむ とや 色 か はり ゆく  ， 

1 0 たなびく  くこと。 「た」 は 接頭語。 0 うつろ はむ とや 散らう とて か。 「や」 は 疑^- 

大意 ^るも^^ に ® の たな 引く 春 山の 櫻の 花 は、 もう 散らう とい ふの か、 その 色が 追々 白けて 變 つて 行く ォ 

jjgp  ^ぃ0 樱の 早く も 白 了して 色 も艷も 褪めて ゆく の は、 まことに 今も臌 吹けば 散らう とする 复色 である 

平 比で 感興 も 淺^な やう だが、 「變り ゆく」 が 時間 を もつ ので、 如何にも 櫻の 花 を 長く 諦視 してる た 様子が 屮： てる 

る。 卽ち^ い 愛^ を 櫻に 有って 居る 人の 作で、 隨 つて 色變 るに 大きな 焦燥 を 感じ、 移 はむ こと を欵^ して ゐる 

^二 W は、 "山の 璎を いはう 料に、 時下の 景物 を點 綴して 春 山 を 形容した までな ので、 © に 川が あるので はな 

い。 されば 「色 か はり 行く」 を 霞のう へ にかけ て 見て はならない。 後 撰 集に 貫 之、 

白雲と え つ る も の を さ く ら 花け ふ は 散る とや 色 ことになる 

は、 二れ を 思って 詠んだ もの か C けれど 詞續 きつぶ くと して、 餘^ も 乏しい。 さて この 歌 移 はむ とする 所な 

F  1 r 七. 
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ので、 散る 櫻の 初に 置いて、 次のから 散る こと を 詠んだ 歌 を 出して ある。 

六 帖には 作者 を 人 丸と あるが、 風 調 は 平安 初期の ものである。 

〇 

待てと い ふに 散らで しと まる ものなら ば 何 を 櫻に 思 ひま さまし 

園 0 散らで し 「し」 は 强辭。 0 何 を 櫻に 思 ひま さまし 何物 を 櫻に も增 して 愛さう ぞの意 o 

大意 「散る の を 待て」 と 人の いふに、 それ を 聞き 人れ て 散らす にサ、 とまる 物であるなら ば、 可 物を楼 より 翳し 

て 忍 はう ぞ、 世の中に これに 越して 思 ふ もの は あるまい、 いふ 事 を 聞き入れす 散って すら、 これ 程め でたい 樓 

である もの を。 

國散 りか、 つて は 待て 暫 しの 猶豫も なく 散る のが、 櫻の 一 つの 疵 だとい ひ 立てた の は、 卽ち 反襯の 筆法で、 こ 

の疵を 除けば 他 は 間然す る處 のない、 無上 至極の ものである ことに 落着す る。 かく 陽に 貶して 陰に 揚 ゆた 表裏 

のい ひなし、 一 篇の 詩趣 は 全く 此處 にある。 又 「待て」 といった とて、 はいと いってと まる 花 は 世に j つもない 

が、 樱が餘 に はかなく 散る ので、 それ を 惜しむ 熱情が 迸って、 覺 えす 一切の 璉 趣を沒 却した 所に、 大きな 詩 味が 

生す る。 初 句の 字餘 り、 語調に 力量が あって 强く 聞え る。 若し これ を 待てて ふに と 約め てい はう か、 忽 に.^ 菡 

の 調 を 失って、 氣味は 索莫と なる であらう。 蓋し この 歌 全 體の勁 健な 調に うち 合 はない からで ある。 「何 を 櫻に」 

の辭樣 も、 頗る 豪 健で ある。 

散る 花の 待てて ふ 事 を 知ら ませば 春 は 行く とも 戀 ひざら まし を 


と ある を 引き合 はせ て、 いかに 輕重强 弱の 差違 あるか を 味って みる ガ よい C 

殘 りなく 散る ぞ めでたき 樱 ばな ありて 世の中 はてのう ければ 

1 0 めでたき 愛 痛き の 約で、 勝れて 宜しい の 意。 0 ありて 存在しての 意。 0 はてのう ければ 終りが わる 

く 心^ いものな れ ばの 意。 

大意 櫻の 花 は あ、 も 屑く 殘 なしに 散る がサ、 殊に 宜しい わ。 それ は 世の中と いふ もの は、 長ら へての 詰りが 

必す恧 くい やな もので あれば サ。 

0 「散る、 ぞ 愛でた き，」 と は、 矯激の 語 を 放って、 一 寸人 耳を愕 かした もので、 かう して 人の 注^ を^ かう とする 

の は、 詩人の 慣用 手段で ある。 阀 より 散らぬ に 越した 事 はない が、 到底 望み 得べき 事で もない からと、 第一義 

は斷 念して、 寧ろ その 散る を扶 けて、 不本意ながら 第二義に 満足の 意 を 表さう と 計った。 その 控へ 目な 優しい 

情が あはれ である。 老後に 及んで 佗び しれた 人の、 落花に 對 した 述懐 か。 下句の 力なく 打ち 伦 びた 調子が、 さ 

う 思 はせ る。 畢竟 上句 は 下句の 前提、 下句 は 上句の 說 明で ある。 悲觀 的の 理趣 を^ 礎と した 作で は あるが、 初 

二 句が 平^で ない ので、 詩趣が 動く。 

この 歌 四 五三 ニーと 句 を 次第して 見る と、 早く わかる" 四 五の 句 世の中 ありて はてのう ければ と續 くの が 正 叙 

であるが T ありて 世の中」 と 倒 装した ので 諧調と なった。 上の 「櫻 花咲きに けらし も」 の 欲の 結句の 「兄 ゆる 白 

雪」 の 倒 装と K 調で ある。 伊勢 物語に、 
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ちれば こそい と  >  櫻 はめで たけれ うき 世に なに か 久し かるべ き 

類^. では あるが、 それよりも 一 歩 踏み込んだ 感じの ものである。 さて 前の 歌 は 待てと いっても 止ます に 散る が 

疵 だとい ひ、 これ は その 殘 なく 散る が 勝れた 處 だとい ふ。 かう 反對の 意の 歌を竝 ベて 擧ゅ たのが、 撰者の 注意 

を拂 つた 點 である。 

〇 

こ の 里に 旅寢 しぬ ベ しさくら 花ち りの まが ひに 家路 わすれて 

1 寢 眞の 旅行で なくても、 一 夜で も 他に 宿泊 すれば、 古へ は それ を旅寢 といった。 0 しぬべし してし 

まひ さう の 意。 0 ちりの まが ひ 散り 亂るゝ 其の 花の 紛れに の 意。 萬 葉 集卷ー 一、 同 十五に も 「もみ ぢ葉 のちり 

のまが ひに」 と ある" 0 家路 家へ 歸る路 をい ふ。 

大意 今^は この 里に 泊って しま ひさう だ わい。 櫻の 花が 面白く 散り 亂れる 紛れに、 うかくと 家へ 行く 路をも 

忘れて サ。 

1 都人の 程遠から ぬ 山里に 春 遊 を 試みた 者が 詠んだ の だら う 。紅々 白々 歷亂 として 飛ぶ 面白さの、 見捨てて は歸 

り 兼ねて 躊躇され る 趣 を、 「旅寢 しぬべし」 とまで 誇張した。 時の 移る まで 見惚れた 樣 子が 想 ひ 遣られる。 下句 

は白樂 天の 詩句の 「花 I 忘 レ歸因 II 美景 こ の 意で、 花の 散る が 面白さに 歸さを 忘れた 事な の を、 その 花の 散る 紛 

れに 家へ 行く 路が わから なくなった やうに、 表裏に 取り 做した 巧 筆 細 思、 まことに 詩 家 三味で ある。 六帖 に、 

散る 花に 家路 まど ひぬ この 里に われ はまれに ぞ 長居し にけ る 


同巧異 曲の 歌ながら、 措辭が 婉曲で ない。 この 語々 洗 鍊を經 て、 無窮の 興趣 あるに は 及ばない。 

〇 

うつせみの 世に も 似た るか 花樱 さくと 見し まに かつ 散りに けり 

1 〇 うつせみの 「世」 と 續くは 現 身の 轉 語で、 人の 一 生の 間 をい ふ。 また 空 i の莪 として、 その？ を もい ふ。 

0 世に も 似た るか 「も」 も 「か」 も 欵辭。 0 花 櫻 源氏物語 幻の 卷に 「ほかの 花 は 一重 散りて、 八重 唉く をき 盛り 

過ぎて 樺 櫻 は ひらけ」、 貫 之 集に 「雨 ふれば 色 さり 易き 花 樱」、 詞花棠 に 「紅の * を^」 など あるから、 色づ いて 花 

やかに 唉く 一  種の 缨 であらう。 0 かつ 一 事の 中に 他事の まじる をい ふ。 又 物の 些少な の を もい ふ。 この場合 

時間の 少 いのに はは やと 釋 す。 此處は その 意。 

大意 少壯の 身 もす ぐに 老い 衰 へる、 この 人間の 身の上に よく 似た る 事よ、 花 櫻は唉 くわと 兒 たうちに、 はや^ 

つてし まった わい。  - 

1 無常の 悲觀を 主と した 歌で、 これ は當 時の 一 般 思潮であった。 但 その 聲 調が 花やかで、 歌 意との 調和 を缺く 

は 開口 音の 多い 結果 だら う。 舊說に は 初 句 を 枕詞と 見て 「世」 を 世の中の 意と 解して あるが、 さて は 下^の 意 こ 

や、 親切で ない。 よく 意釋に 照し 合 はせ て、 その 分 寸の違 ひ 目を辨 へられたい。 

儈正 遍昭に 詠みて おくりけ る  惟喬の みこ 

櫻ば な 散ら は 散らな む 散らず とて ふるさと 人の 来ても 兌な くに 
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國 0 散らな む 「なむ」 は 希望の 辭。 0 ふるさと 人 我が もと 住んで るた 土地の人 をい ふ。 春 歌 上 「人 はい さ 心 

も 知らす. 云々」 の條の 「ふるさと」 の觯參 看。 0 來ても 見なく に 來 てま ぁ旯 ぬのに の 意。 「なく」 はぬ の延 言。 

大意 この 庭の 櫻よ、 散るならば 勝手に 散って 貰 はう、 假令 散らす に るるとても、 到底 あの 無情な 故鄉人 は、 お 

前 を 來ても 見ぬ のに、 それ を 待つ は 無益な 事ぞ よ。 

關 作者 惟喬 親王が 出家な されて、 歡 山の 西 麓 小 野と いふ 處に 住まれた の は、 伊勢 物語に 見えて 有名な 事實 であ 

る。 さて 都に 住まれし 頃親眤 なので、 遍 §1 口 を さして 「故里 人」 と は 詠まれた ので ある。 初 二 句の 意 を 案す るに、 

これまで は 故里 人が 來 もす るかと 思 ふから、 散るな くと 花に 誹へ て 居た を、 今 はと 思 ひ 諦めた 樣 だから、 前 

の 歌に 「折らば 折りて め」 と あると 同一 の 語意 語勢で、 進んで 散れと 許す ので はない。 好まぬ 事ながら 餘 儀な 

いから、 散るならば お前の 都合 次第で 散れと いふので、 その 弱く 力ない 調子に、 うち 侘びた る 情が 深く 籠って 

聞え る。 又 「散る」 とい ふ詞を 三度まで も 反復した の は、 伊勢 物語に、 

白露 は 消な ば 消えな む 消えす とも 玉に ぬく ベ き 人 も あら じ を 

と 同一 のい ひなし で、 單に聲 調の 諧 つて、 宛轉 滑脫、 聽感に 快味 を與 へる ばかりで はない。 散る、 或は 消 ゆと い 

ふ 意を强 めて、 主眼の 語と したので ある。 表面 は 櫻に 對 つて わが 欵意を 述べ てゐ るの だが、 其の 半面に は、 これ 程 

自分 を 待たせながら も來ぬ 故鄉人 を、 不人情と 怨む 意が 籠って ゐる。 されば 其の 不人情な 故鄉 人と 目指されて、 

この 御 歌 を 突き付けられた 遍昭 は、 誠に 面目 次第 もない 事で、 早速 御室に 拜趨 すべく 思 ひ 立った 事 だら う。 蓋 

し 親王の 小 野の 閑居 は、 今の 大原 村のう ちで、 都から は 三 里餘も ある 山奥で、 滅多に 都人な どの 行く 處 ではな か 

つた。 賑やかな 箸の 正月で さへ、 「つれん ヽと 物悲しくて」 居られた 事 は、 伊勢 物語に 見えて ゐる。 そのい かに 寂 


寞無聰 を 極めた か  >  想像され る。 そこで 世に あられた 頃の 故舊 が、 しみぐ 戀 しくなる。 K 一人と して 遍 ドロが 

颇る戀 しくなる。 ^りかね て 花に 託して 遍昭の 來訪を 促された。 比 興 幽婉、 所謂 絃 外の 音、 味 外の ほ ある もの か。 

雲 林院に て、 樱 の 花の 散りけ る を 見て よめる 

そうく  ^< 

设 ちる はなのと ころ は 春ながら 雪ぞ ふりつ 、消えが てに する 

1 0 雲 林院 山城 洛北紫 野に あった。 今の 京都市 雪 林 院町は その 故 地。 淳和 帝の 離^で あつたの を 常 康親ェ に 

賜 ひ、 親王 出家の 後遍 昭 に付囑 して、 花 出の 元慶 寺の 別院と なされてから、 天台宗の 寺院と なった。 作^ 「そ 

うく」 は 承 均と 書く。  o 消えが てに 消え 難 さう にの 意。 

大意 樱 の^る 花の 場所 は、 時節 は 長閑な 春で ありながら、 恰も 冬の 最中の やうに、 雪が サ 降りく して、 しか 

も それが 消えに くさう にす る わ。  . 

^ 雪 林 院の庭 El 1 面の 花吹雪 は、 そ V ろに 冷氣 骨に 泌む 心地が する ので、 猶 その 意を强 めて、 「雪ぞ 降りつ ゝ 消え 

がて にす る」 とはいつ たので ある。 元より 落花の こと だから、 何時までも 殘 つて ゐ るの を、^ のうへ で 誇張して 

筋 を 八 U はせ た。 二 句、 諸 註に 解し 兼ねて、 「櫻の 花の 散る 所 はとい ふべき を、 文字 餘る 故に 上下したり」 と ある は 

僻說 である。 これ は 景樹、 廣蔭 等の 說の 如く、 花の 場所と いふ 意に 見る ベ，、、 さて は 啻に 一 一 一 株 のみでな く、 數 

多の 花の 林と 知られ、 隨 つて その 落花 は はじめて、 「雪 ぞ ふりつ、」 と ある 風情に 打ち合って くる。 貫 之が 歌に、 

春 深くな りぬ と 思 ふ を さくら 花 散る 木の 下 はい まだ 雪 ふる 
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これ はやう く 數株 ばかりの 落花と 聞え る。 その 構想 こそ ほ V 似て ゐ るが、 風情 は 劣って ゐる。 

楼の 花の 散り 侍りけ る を 見て よめる  そせい ほうし 

花 散らす 風の やどり はたれ か 知る われに 敎へ よ ゆきて 怨みむ 

1 0 散り 侍り この 「侍り」 の 敬語 はない がよ い。 o やどり 宿所。 

大意 このま あ 花 を 散らす 風の 奴の 宿所 は、 誰れ ぞ 知らぬ かえ、 知った 者 あらば 自分に 敎 へて くれよ、 さらば そ 

こに 注って 思 ふ 存分 怨を いはう わ。 

^ 魔風 一 陴紅を 墜し白 を 零す。 眞 にこれ 無 慘の極 遺恨の 限で ある。 忽ち この 憎い 風に も その 宿所の ある ことに 

想到し、 其處へ 注って 怨んで やらう と 思 ひ 寄った、 狂痴の 想が 頗る 面白い。 「誰れ か 知る」 「われに 敎 へよ」 と、 

自他の 相對で 潤飾して、 姿 致 を 取った もの も 面白い。 この 法師の 歌體 を通觀 すると、 父 遍昭に 比して は 奇拔の 調 

鈸謔の 想に 乏しい が、 必す 一 節あって 巧 語よ く 人頤を 解く。 溫雅淸 秀な點 に 於いて は、 却って 父に 優って ゐ るか. 

の やうで ある。 伹 この 歌な ど は 乃父の 衣鉢 を傳 へた 作と 評して よから う。 國史に 「素性 亦 善 1 一 和歌 1 頗有ニ 父 風 こ 

と 見えた の も、 その 謂な きに あらす である。  * 

雲 林院に て、 櫻 の 花 をよ める  そうく 法師 

いざ 楼 われ も 散りな む 一 さかり ありな ば 人に うきめ 見えな む 

1 0 こ S 歌 素性 集に 入り、 六帖 にも 作者 を 素性と して ある。 契 沖 は 「上の 『櫻ち る』 の 歌の 詞書 のこれと 同じさ 


まなる に、 間に 素性の 歌 を 挾みて 又 承 均の 歌 を^ ゆた る はいか V なれば、 これ は 素性の 歌なる べし」 とい ひ、 景 

樹は 「これ は. S 性 法師の 歌に て、 承 均に も 素性に も あら じ」 といった。 けれど 承 均の 「櫻ち る」 の 歌 は 置 處が違 

つて ゐ るし、 素性^ は不 たしかな 集で あるし する から、 六 帖の傳 のみで、 これ を 素性のと する 事 は 無理で ある。 

又. m 性 も遍昭 の 子で 雪 林 院別當 となった 人 だから、 一 理 ある やう だが、 尙 その 陁證 はなく、 耿意も 誰れ の 作と 

しても 聞え るから、 まづ舊 のま  >  に從 つて おくのが 穩 かで ある。 廣蔭 はこの あたり 順序が 笾 つてる ると て、 > 一- 

C 

樱花 ちらば ちらな む 二 一め 見し 君 もやく ると 三春 霞な に隱 すらむ 四 たれこめて 春の 行方 も 五 樱 ちる 花 

のと ころ 力 花 ちらす 風の やどり は 七い ざ樱 われ もちり なむ 八 枝よりも 仇に ちりに しと 次第した。 o われ 

も 散りな む 身の 行方 もな くす る 事、 卽ち返 散の 意 を 花に 對 へて. 「われ も 散る」 といった。 〇 一 さかり あり 

なば 一時の 盛りが あったならば。 0 うきめ 薆き 目。 「目」 は 見えの 約で、 難儀な 目、 恐ろしい！：：： と 同じ 

い。 0 见ぇ 見られの 約。 

大意 さあ 櫻よ、 お前が 散るならば、 自分 も 一 所に 何處 へな りと 退散して しま はう、 花 も 人 も 一 盛りが あつたな 

らば 袞 へた 見苦しい 樣子 を、 人に 見られようと 思へば サ。 

0 榮 枯盛袞 が 世間の 常道で ある こと は、 作者の つとに 承知して るた 處、 今更 驚く にも 足らぬ の を、 「われ も 散り 

なむ」 と、 其 處 ともなく あく がれ 出よう の 決心 を 打ち出し たの は、 作者が さし 當 つて 何 かいたく 感激した おが あ 

つて、 たまく 落花 を 見て、 诀然覺 悟した ロ氣 である。 景樹 が、 作者 を 雪林院 の別當 たる 由 性 法師と して、 そ 

の 名釋な 別 常 職を辭 して 寺 を 開かう と 思 ひ 立った 意と^ たの は、 その 事 】 そ^に 諾ひ 難いが、 a 科^ はよ く 聞 

き 取り得た 考と思 はれる。 初 二 句簡淨 である。 又 この 歌 二 段に 切りと、 のへ、 いづれ も 「なむ」 の 語で とぢ めた 

春耿下  ニハ五 
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の は、 古歌に は 多い 例で、 後世の や 5 にさう さし 合 ひとはし なかった。 

あ ひ 知れり ける 人の まう で 來て歸 りに ける 後 に、 よ み て 

花に さしてつ か はしける  つら ゆき 

め 見し 君 もや 來 ると 櫻ば なけ ふ は 待ちみ て 散らば 散らな む 

1 0 あ ひ 知れり ける 云々 知人の 訪ねて きたの が、 間もなく 歸 つてし まった 後で、 花の 枝に 歌 を 書いた 紙 を 付け 

て 贈った との 意。 「花に さして」 は 花の 枝に 付けての 意で、 この 時代に は 人の 許に 手紙 や 歌 を かいて やる 場合に、 

草木の 枝 や 葉に 付けて 贈る のが、 風流な 所作で も あり 禮 でもあった 。品物で も 小さな 物 は 枝に 付けた。 01 め 見 

し 一度 一 寸見 たの 意。 0 君 もや 「もや」 は 萬 一 の 事 を 疑って いふ 辭。 0 待ちみ て 「みて」 は 試みての 意。 

大意 これ 櫻の 花よ、 この間 一 寸 逢った 人が、 又 若し 來 るかと、 今日 一 日 だけ は 待って みて、 いよく 來ぬ 時に 

こそ、 散るならば お前の 勝手に 散って 貰 はう わ。 

1 いかにも 暫 暁で 立ち 歸 つた 人な ので、 景 慕の 情に 耐 へす、 今 も 逢 ひたいと 下 待つ 心 を、 櫻のう へに 移して、 「今 

日 は 待ちみ て」 といった の は、 大方 今日は お出でが ありさうな も のぞと、 閒 接に 其の 來訪を 促した ので、 措辭 

極めて 婉曲で ある。 かう いってよ こされた 人、 苟も 物の あはれ を 知って ゐる 以上 は、 花に 辜 負す る 謗 を 受ける 

の も 心苦しい ので、 必す やその 日 を 過 さす 再び 來訪 した ことで あらう。 まして やその 贈った 花が 散り 方で でも 

あらうなら、 片時 も 猶豫が 出来ぬ 譯 である。 「散らば 散らな む」 の辭樣 について は、 上の 「櫻 花ち らば ちらな む」 

の 歌の 條を參 照 ありたい。 


山の さくら を 見て よめる 

春霞な にかく すらむ さくら 花 散る ま を だに も 見るべき もの を 

園 0 なに ：：：. 語の なぜに 同じい。 

大意 山の 樱の花 を 春の 霞が、 あの やうに なぜ 隱 すので あらう、 それ は 見事な 盛りの 問 はとに かく、 せめて 末にな 

つた そ S 散る 問 だけで も 見て ありたい もの を、 それ も 霞に 遮られて 见ぇ ぬのが つらい。 

1 「盛り を：^ たいな どい ふ赞澤 沙汰で はなく、 せめて 見榮も なくなった 散る 間 をな りと もとい ふ 消極的の 所望に 

すら、 猶隱 してえ せぬ 酸に は、 誠に 意地が 惡 いの 一 言を呈 する より 外 は あるまい。 かう いひ 落す のが この 歌の 

手で、 僅に 「なに」 の 一 冷語 を 下して、 この 意が 一 首に 波及 活動して るる。 

心地 そこな ひて 煩 ひ ける 時 に、 風 にあたら じと てお ろし 

こめての み 侍りけ る あ ひだ に、 折 れる 櫻の 散り 方に なれ  * 

りけ る を 見て よめる  藤 原の よる か の 朝臣 

垂れ こめて 春の ゆく へ も 知らぬ まに 待ちし 櫻 も 移ろ ひに けり 

Ei 〇 心地 そこな ひて 云々 氣 分が惡 くて 惱ん でゐた 時、 身 熱が あるので 風に^る まいと e 心って、 簾 や 几帳な ど を 

下して 引き籠って のみ 居た 間に、 折って 花瓶に 揷し て おいた 櫻が、 はや 唉き過 ざて 散り 方 になって るた S を：^ 

て よんた 歌との 意。 0艰， れ こめて 簾 や 帳帷を 垂れて 內 を^ら せての^ つ 0 卷の ゆく へ 春の 暮れ行く 方。 

大意 e 分 は.；！： 氣§ る 一に、 垂れ 籠め て 引き籠って のみ ゐて、 春の 過ぎ ゆく 方 も 一 向 知らぬ 間に、 豫 てより 暌 いた 

お^ 下  一六 七 
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ら見 ようと、 折角 樂 みに 待って ゐ た 櫻 さへ も、 早 この やうに 散り 方に なって しまった わい。 

1 病 氣のゃ  >輕 快を覺 えた 折 か、 久し 振に 垂れ 籠め た 帳な どを揭 ゆさせる と、 帳 外に さし 置かせた 花瓶の 櫻が、 

はや 素 枯れに なった の を 見て、 病 間の 日 數の程 を 打ち 驚いた ので ある。 但 その 端的の 感じなら、 まづ 目に 觸れ 

た 櫻の 移ろ ふ 事 を 先にし、 その 感想た る 春の 行方 も 知らぬ 意 を 後に ことわって、 倒句 法 を 用 ひるの が、 その 驚 

愕の意 を 表現す る 自然の 叙 法 だが、 これ は 一 且 思ひ鎭 めて さて 思索した の だから、 風情の 寄って 來る ま、 に、 

正 叙 法 を 用 ひたので ある。 「待ちし」 の 一語 を 添へ て、 殊に 垂れ 籠め た 日数の 長かった 意を强 めて あるの は 巧妙 

である。 思 ふに その 折 枝 は 蕾のう ちから 挿した 物で あらう。 又 一 一句の 終の 「も」 の辭 は、 春の 行方の みならす、 

何事 をも覺 えなかった 意 を 含み、 四 句の 終の 「も」 の辭 は、 病み付いた 頃 旣に唉 いて ゐた餘 所の 櫻の 移ろ ふ は 無 

論の 事と した 意に 聞え るの は、 上の 强ぃ 語勢に 押されて、 これに 力が 入る からで ある。 針炙藥 餌の 間に あたら 

三春の 歡を 空しく する、 眞に 凄婉の 極で ある。 

東宮の 雅院 にて、 櫻の 花の みか は 水に 散りて 流れけ る を 

見て よめる  すがの、 高 世 

枝よりも あだに 散りに し 花 なれば 落ちても 水の 泡と こ そ なれ 

Ei  0 東宮の 雅院 大內裏 待 賢 門 (中 御門) より 北、 壬 生の 東に あった 。東宮の 御 元服の 座 を 設け、 その 饗宴 も 行 は 

れる 所で ある。 常 は 東宮の 音 樂擧問 等 を 習 ひ 給 ふ 所。 O みか は 水 禁中の 殿 舍の砌 を 流れる 水で、 此處 は雅院 

の 下水 をい ふ。  • 


大意 枝から も はかなく 散って しまった 櫻の 花の 事 だから、 下へ 落ちても やはり、 脆い 水の 沫とサ なる わ、 他出 

物と らすに o 

1 さても 花 は何處 まで はかない 物ぞ とい ふ 餘意を 含んで ゐる。 上下の 「も」 の辭 相呼應 して、 その 韻 遠な がく 味 ひ 

が 深、。 落^ 站々. ^に 貼し て^んだ のが、 恰も 水沬の やうに 見える の を、 水の沬 と變 化して しまったと 斷， し 

た 所に、 痴呆の 巧が ある。 

機の 花の 散りけ る をよ める  つら ゆき 

ことならば 咬かず や は あらぬ 櫻 花見る われさへ に しづ 心なし 

0  o ことならば かくと ならばの 意。 、かくの 約 「こ」 となる。 顯昭、 久老、 守 部、 宣長、 景樹、 井上文雄 諸家の 

說中、 I, 文 雄の 說を 採った。 雅語 譯 孵に r トテモ ソノ位 ナラ」 と譯 したの は 意が 近い。 0唉 かす や は あらぬ 

なぜに 唤 かすに は 居らぬ かいの 意。 0 さへ 添 ひ 加 はる 意の 辭。 0 しづ 心 靜 かな 心。 

大ず 樱乃 ちょ、 とても この やうに 早く 散る 程なら ば、 いっそ 最初より 暌 かすに あれば よい もの を、 何故 唤 かす 

にば r おぬ ぞ、 氣ぜ わしく 散る 璎の花 を 見て 居る 自分まで が、 そ はくして 落ち着いた 心 もない わ 

1 「^かす や は あらぬ」 と、 厳しく 花を談 じ 付けた の は、 愛惜の 情の 餘 りに 出た 激語で、 蓋し 反映の 笨 法で ある。 

上の 紫 平 朝臣の、 

はの 中に たえて 徵 のなかり せば 春の 心 はの どけから まし . 

の 耿に以 寄った 作で、 一 歷核實 を 欲した が、 彼れ は 天工、 これ は 人爲、 比較す ると そこに 雪 泥の 差 を 生す る。 
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の 如く 散る もの はな し」 と 人の いひければ よめる 

さくら 花と く 散りぬ とも 思 ほえず 人の こ 、ろぞ a- も 火き あへ ぬ 

n  o 瓔の 如く 散る 櫻の 如く 疾く 散る の 意。 o 散りぬ 散って しま ふ。 0 思 ほえす 思 は a す。 C1K 人き 6 へぬ 

吹かう として 吹く 間 もない o 

大意 自分に はさう 櫻の 花が 早く 散って しま ふと も 思 はれぬ わ、 それと いふ は、 櫻の 花 はま だ 風の 吹く を 待って 

から^る の を、 人の 心はサ 早く 移り 變る 物で、 風の 吹く 間 もない b。 

1 されば 人心 は 取り分け 仇な 物ぞ とい ふ 餘意を 含めて、 或 人の 詞を 基礎に、 曆 一 暦の 樓閣を 築いた。 「ぞ」 の辭櫻 

の 花に 對 つて、 人の 心 をば 强く指 斥した 意と なる。 「風 も 吹き あへ ぬ」 は、 變る ことの 早 さ をい は 5 とて、 花の 綠 

語で 筋 を 合 はせ たもので ある。 ゆに 賴み 難く 變り 易く、 飛鳥 川の 淵瀨 にも 喩へ來 つた 人心 だから、 それ を 深く 憤 

つての 作で ある 事 は 勿論で あるが、 詞翥に 「人の」 と ある その 人 は、 或は 作者の 愛人な どで、 この頃 心變 りしたら 

しい 女 かも 知れない。 すると その 情況が 相 照映して、 一段の 感愴が 深まる。 白 居 易の 太 行路の 詩に、 

太 行之路 能摧， 車、 若 比 n 君 心, 是 坦途、 巫 峽之水 能 ti、  是安 流。 

と、 その 着想の 動機 を 同じう してる る。 

さくらの 花の 散る をよ める  きの 友 則. 

こさ 力た の ひかり のどけ き 春の 曰に しづ 、しなく 花の ち るら む 


1 0 ひさかたの 天の 枕詞で あるが、 轉 じて は 日、 月、 雨、 雪、 星な ど、 すべて 天象の 物の 枕詞に 招 ひられる。 

比處 では 日の 光と 績く 意な の を、 略して 直に 「光」 にかけ た。 0 ひかりの どけき 春の 日に 日の 光の ゆったり と 

して 麗ら かな 卷の 曰で あるに の 意。 「春の 日」 の 曰 は 時節の 意で、 太陽の 事で はない。 「に」 はなる にの 意。 

大意 大空の 日の 光の ゆったり とした 春の 日で あるのに、 何故に 花が この やうに 落着き 心 もな く、 そ はくと せ 

わしく 散る ので あらう、 ぞ。 

1 初 句に 枕詞 を 置いた の も、 三 句まで 一息に 調べ 下した の も、 調 をの どや かにす る爲 めの 手段で ある。 又 三 句の 

「に」 と 結句の r らむ」 との 呼應 で、 その 閒に 何故に とい ふ 疑問の 意 を 生す る。 佤 これ を詞 のうへ に顯^ ぬの は、 

太 いに 理由の ある 事で、 作者の 商量 を 費した 處と思 はれる。 それ は 何故に など 難詰 的の 言語 を 川 ひる 時 は、 

^調が 激して、 平和な 一 首の 仕 立 を 害する からで ある。 「花の」 の 「の」 の辭 もまた、 音調 を 緩和して ゐる。 ^竞靜 

中の 動 を 認めた のが 趣向で、 しづ 心なく 散る 花に よって、 いよく 春の 日の 長閑け く靜な 感じ か 反映され る。 

語勢 一 つの 迫った 處 なくな だら かなう へ、 聲調 また 滑らかで、 すべて 暢 びくと した 姿な の は、 よく 歌^と 相 

協って ゐる。 この 集中の 絶唱で、 神品に 入る もので あらう。 

二 句、 六 帖に光 さやけ きと ある はわる い。 

春宮 のた ち はきの 陣に て、 櫻 の 花の 散る をよ める 

•  .  籐 原の よし かぜ 

はる 風 は 花の あたり をよ きて 吹け 心づ から やうつ らふと i む 

菘锹下  一七】 
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I  0 春宫 のた ち はきの 陣 「たち はき」 は 太刀 佩の 赣。 延喜 式の 春宮 式に 「f^^!< 三十 人、 分配 侍衞ス 一とあって、 

春宮御 警衞の 武官で ある。 その 帶刀 等の 兵仗 を帶 して 陣列す る 詰 所 を、 帶 刀の 陣と いふ。 0 あたり 近, 0 よ 

きて 口語の よけて に 同じい。 0 心づ から 心自 から、 卽ち心 がらの 意。 0 見む 試みむ の 意。 

大意 春風お 前 は、 唉く 花の 近逡 をば よけて 吹け よ、 それ は 外で もない、 風に 當ら なくても、 若し 花 は 自分の、 い 

から ひとりで 散る もの かと、 ためして 見ようと 思 ふ 故に。 

I よも や 樱は心 がら 散り はすまい の餘 意が ある。 風に 散る 花 を 見て、 その 風に 說 へて 見た の は、 蓋し 落花 を 昔 

む 情の 現れで、 萬 千に 心 を碎く 趣が 出て 來る。 かやう の 擬人 は 例の 事 だが やはり 面白い。 

さくらの 散る をよ める  汔町內 ^宜 

i とのみ ふるだに ある を 櫻ばない かに 散れと か 風の 吹 くらむ 

i  0 雪との み ふるだに ある を 雪の やうに ひたすら 降る のさへ 15じ0 く ある の をの 意 o  0 いかに 散れと か ど 

の やうに 烈しく 散れと いって か。 

大意 櫻の 花 は 風の 吹かぬ 時に も、 雪の やうに ひたすら 散る が、 それさへ 以て 惜しく ある もの を、 叉 この 上 どの 

やうに^ こく 散れと いって、 かう も 風が 吹く ので あらう か。 

1 落花 を 形容して 雪に 譬へ、 その 綠で 散る こと を 「降る」 とい ひ換 へて、 下の 「散れ」 と あるに さし 合 ふ を 避けた。 

又 「のみ」 の辭に 花の 頻に 散る 狀を めぐらし、 「いかに 散れと か」 に 吹き 添 ふ 風の 無慘 なさ まと、 これまで は 風が な 

くても 雪との み 散った 趣と を 知らせた など、 作者が 彫蟲の 技に 長け たのが 見られる。 景樹が 「心 面白く 詞 うる 


はしく 調 高くな つかしき は、 勝れた る 歌なる べし」 と 大いに 赏譜 したの は、 稍 好む 所に 僻した 嫌 は あるが、 一 

應さ うした 而影 もあって、 手の ないやう で 手の あるの が、 この 特色で ある。 

比釵に のぼり て、 歸 り まう で來 てよ める  つ ら ゆ き 

山 高み 見つ 、わが こし さくら 花 風 はこ 、ろに まか すべらな り 

1 0 比^に 云々 比敫は 天台宗の 大本山 延暦 寺の ある 比殽 山で、 山城 國 愛宕 郡に ある。 「比 叙に の ほる」 といへ 

ば延曆 寺に 參詣 した 事になる。 「まう で」 は 添へ た詞。 〇w- つ、 わが こし 見ながら 自分が 來 たの^。 

大意 山が 高い ので 花の そばに は 行かす、 殘 念ながら 餘 所に 見ながら、 自分が 歸 つて 來た 其の 櫻の 花 を、 風 は n 

出に 散らしな どして、 心に 任せさうな 樣 子で あるな。 * 

1 「わが」 に對 へた 「風 は」 の はの 辭のカ あるに、 大いに 風 を羡 望した 餘意を 生す る。 又 初 一 一句の 問に、 心に 任す る 

ならば 一 枝 折り もしたい 意が 隱 然と 見える 。又 上句の 「見つ ， わが こし」 は卽 ちわが 心に 任せなかった^-たから、 

それに 對 へて 擬人して、 風の 花 を 吹き散らす 事 を、 風の 心に まかす と 云った。 延曆 寺の 根 木 中堂に 詣 でて、 四 

明の 峰 頂な どに 咬いた 樱を 望見した の を、 歸 つて 後 思 ひやった 作らし い。 花に 對 しての 愛惜が 根强く あら はれ 

てゐる 。廣 蔭が 「櫻 花 は 寺の 稚兒 に、 風 は 山 法師に 喩ふ、 貫 之參詣 して 稚兒を 1 て 手 折ら まほし く m 心 ひたれ ど、 

さはな り 難き を山萵 みとい ひ、 止む を 得すよ そに 見て こし を、 かの 山 法師 は 心に 任す ベ ら なりと 羨めるな り」 

といった の は、 面白 過 ざて 面白くない。 
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. , 題 しらず.  一本 大友 くろぬ し 

はる 雨の ふる はなみ だか さくら 花 散る を惜 まぬ 人し なければ 

n  0 作者の 名の 肩に 一 本と ある は、 もと 「よみ 人 しらす」 の 歌だった の を、 一 本に この 署名が あつたので 書き 人 

れ たもの か。 旣に 六帖に はこの 作者 を黑 主として ある。 又黑 主の 氏を大 伴と 書く は 誤で ある。 又 思 ふに、 もと 

こ 、 に 署名 も 何も 無かった のか も 知れない。 すれば 上の 歌から 續 けて、 貫 之の 歌と 見るべき である。 0 なみ 

だか 「か」 は 疑辭。 0 人し 「し」 は 强辭。 

大意 この やうに 春雨の 降る は、 世間の 人の こ ほす 淚 なのか しら、 なぜ なれば 櫻の 花の 傲る こと を惜 んで欵 かぬ 

人が サ、 世間に 一 人 もない によって。 

園 自分が 泣きたい ほど 落花 を惜む 情が 切なので、 世間の 人 も必す 同感と 見定めて、 その 多くの 淚が 集って かう 

^雨と なって 降る のかと いふ その 閑 想像 は、 多少の 詩 味の 搖曳を 認める。 

亭子院 の 歌合のう た  つら ゆき ， 

さくら 花ち りぬ る 風の なごりに は 水な き 空に な みぞ 立ちけ る 

園 0 なごり 波殘の 約で 餘 波と 書き、 海邊 などで 風の 吹き 止んだ あとに 尙 立つ 波 をい ふ C 後に は 波で ない 他の 

力 タミ 

物のう へで も、 その 本體の 失せた 後に、 聊か 其の しるしの 物の 存在す るの をい ふ。 形見の 意に 近い。 

大意 海邊 では なごりと いって、 風が 风ぃ でも 波の 立つ 事 あるが、 櫻の 花の 誘 はれて 散って しまう 風の なごりに 

に は、 海 邊とは 違って、 水 もない 空に 花の 浪がサ 立った わい。 


la 落花 を 風の 吹き 上 ゆ 吹き 下して、 空中に 捲き 立てる 狀を、 白波の 立つ と 見なして. 水の ある 處に 立つ 波は不 

思議で もない が、 水の ない 空に 波の 立った の は 珍しい と驚欵 した。 面白い 景氣 である。 上に も 「花な き 里に 花 

ぞ 散りけ る」 とい ひ、 今 又 「水な き 空に 浪ぞ 立ちけ る」 とい ひ、 又 「樱 ちる 木の 下風 は 寒からで 空に 知られぬ 花 

ぞ 散りけ る」 と 詠む。 まづ！ ふし 珍し さうな 奇語を 案出して、 さてい ひ 落す のは紀 氏の 惯 手段で、 四 五の 句の 

應接、 恰も 詩の 轉 句と 結句との 應 接に 酷似して るる。 これ も 再三と なって は 聊か 興が 酲 める のみでない、 其の 

弊 や 尖 巧に 傾いて、 風格が 揚ら ない 事になる。 

以上 は 櫻 を 詠んだ 歌 を舉： b た。 以下 は 諸 木の 花で 櫻に は 限らない。 

P  . ならの みかどの 御 歌 .  1 

故里と なりに し奈 良の みやこ にも 色 はか はらず 花 は 咬き けり 

1 0 ならの みかど 平 城 帝 を 申す。 眞 淵の いふ 「こ、 になら の 御門の 御 歌と 記した る は 後人の 所爲 にて、 もとは 

『題 しらす、 よみ 人 しらす』 とぞ あり けん。 さる はこの 集に 『つかさ 位高き は 歌の よしあし を も 憚りて いはぬ』 

と 序にみ え、 且 天皇と 皇后の 御 歌 は 恐み て 選ばざる に、 平 城 天皇の 御 歌 をのみ 舉 ぐべき にあら す」 と。 しかし 

この Jf;i は從ひ 難い C 序文に 「つかさ 位高き は」 と ある は 臣下の {01: 職の 高い 者の 事で、 それ も耿の 論評 だけ を 遠 

慮す るとの 意で ある。 又 天. SI と 皇后との 御 歌 は 憚りて 選まぬ とい ふも臉 斷の說 で、 無： ^據 である。 されば 木 文 

のま、 に 心^てよ い。 0 故里 こ ゝは舊 郡の 地 をい ふ。 0 奈 良の みやこ 大和 國の^ ^の 京で、 元 正 帝から 光 

仁 帝に 至る 七 代- S 帝都で ある C 

大意 昔の 都址の 地と なって しまった 二の 奈 良の 京に も、 やはり 色 はきに 變ら ないで、 都であった 時の 通りに 花 

春耿下  1 七 五 
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は唉 いたわ。 

^ 他の 變り 果てた 物に 對 して 「色 は變ら す」 とい ひ、 昔の 面影 もな く衰へ 果てた 物に 對 して 「花 は唉 きけ り」 とい 

つた。 「は」 の辭の 深味 ある 事に 注意 するがよい。 これ を疊 用した の は、 いよく 其の 差別の 意を强 くす る。 菅 

三 品の 過 二 平 城 古 京 一と 題した 詩句に、 

ノ  メテゾ ナ リシナ ラン 

綠草 如今麋 鹿苑。 紅卷定 昔管絃 家。 

と 作った。 萬事變 りに 變 つて、 淺 茅が 原と ぞ 荒れに ける 舊 都に、 昔ながら に唉き 句った 樱を 見て、 今昔の 感に 

堪へ かねての 御作と 拜 察する。 殊に この 帝は奈 良の 舊邠 をいた く 愛でられて、 御讓 位の 後 は 平安の 新 都 を さし 

措いて、 そこに 仙 居を營 まれた ので、 平 城 天皇と 申し 奉る 程 だから、 御 父桓武 帝の 平安 城に 遷都 後、 奈 良の 京 

の 段々 に廢顏 して 行く こと をお 歎きな され、 且は 人情の 舊を 捨て ， 新に のみ 奔る. 輕薄を 憤慨な されて 居られた 

折、 たまく 櫻の 花 を 見て、 その 欝勃 たる 感懐 を 寄せられ たので ある。 御歌體 奈良時代の 餘 風を存 して、 高 古 

の 風 調 仰ぐべく 慕 はしい。 

初 二 句、 六帖 にい その上 ふりに し と ある。 例の 采ら ない。 

春の 歌と てよ める  よしみね のむ ねさ だ . 

花の 色 はかす みに こめて 見せず とも 香 を だに ぬすめ 春の 山風 

0  o 荐の 歌と てよ める 「とて」 に 注意 を 要する 。春の 歌と して 思 ふ 事 を 詠んだ との 意。 以下 同じ 詞書 ある も、 皆 

その 意で 見る がよ い。 o 春の 山風 春 山より 吹き 來る 風。 


大意 春の 山姬が 大事に して、 花の 色 は 霞の 中に 籠め 置いて ^せぬ にしても、 せめて その^ をな りと も 霞の 中 か 

ら竊み 出して、 こ、 に 匂 はせ て くれ、 こり や 春の 山風よ。 

1 この 花を祕 めて：^ せぬ 主人公 は、 恐らく は 春の 女神 佐保姬 だら うと 思 ふ。 おなじ 擬人で も、 誘へ とい ふべき 

を 「竊 め」 とい ひ換 へたの は、 この 作者の 風體 では あるが、 只 ロ輕に 興じた のみで はない。 佐 保姬が 霞の 帳のう 

ちに 花 を^め 置いて、 色 は 勿：？ 1^ を も 洩らすまい と、 大事に うつくし みか しづく 狀が、 この 語で 仅蹬 される。 

I； 句の 一 張、 冗句の 一 弛、 相俟って 調が 諧ふ。 さて 詞 書の さまと 歌の^と を 案す ると、 必す 寓意 あっての 作と 

见 えた。 或は 身分の 高い 女に 思 ひかけ たか、 或は 中垣 を据 ゑら れて 女の 逢 ひ 難くな つた かの 際に、 その 媒 する 

女な ど を 責めて、 かの 父兄 は 大事に して 我に は 逢 はせ すと も、 かの 人の け は ひなり とも 洩らして 聞かせよ、 か 

の 消な をな りと も、 祕密に 取り次け よと いふ 意で、 ま づ思ふ 人 を 花に 謦へ、 その 緣で 「香 を だに 竊め」 とい ひ、 

さて 「春の 山風」 をば その 媒の 女に 比した ので あらう。 道濟 の， I 體に比 興の 部に 舉ゅ たの も、 こ を 看取した 

からで ある。 眞淵は 「詞 さわやかに 心 を かし」 と 評した。 かう 婦人の 上に 關 係した 事柄で はあり、 且法德 I！ 満の 

佾^^ となっての 後の 作で もない から、 作者の 名 を遍昭 と 書かす、 良 岑宗貞 の 俗名 を署 したの は、 撰者の 注 

^を 拂 つた 點 である。 猶宗貞 の 名で 載せた 歌が、 集中 雜 部に 二 首 ある。 いづれ も 婦人に 關 した 事で ある。 

又 こ S 集 冬の 部に 小 野篱の 歌、 . 

花の 色 は 雪に まじりて 見えす とも 香 を だに 匂へ 人の 知る ベ く 

姿 も 調 もこれ とよく 似て るる。 篁 は 宗貞の 先輩 だから、 篁の 作を點 化した ものである^ は 勿論と 思 はれる。 但そ 

の 詞 や 彼れ は 古に して 雅に、 これ は 今めかしく 花やかに、 劃然と して その 體格を 殊にして るる^ は、 一 一人の 生存 

^代の 前後 を 語り、 その 特性の 相違 を 現して るる。 
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一  寛 平の 御 時き さいの 宫の 歌合のう た  素性 法師 

花の木 も 今 は ほり 植ゑじ 春 立てば うつろ ふ 色に 人なら ひけり 

i  0 花の木 花の 唉く 木。 O ほり 植ゑじ 野 山より 掘って 來て植 ゑまい。 0 うつろ ふ 色 花の 變 つて 行く 色。 

大意 花の 唉く 結構な 木 さへ も、 もう 今 は 掘り 取って は植 ゑまい、 なぜ なれば、 春が 來て 花が 唉 くと 早く も變る 

一 その 色に、 人が 見 倣って 心を變 へた わ。 

0 花の 顷 くる 約束 をした 人が 遂に 來 なかった ので、 ^方の 花の木に 對 して 感 懷を寓 せた とい ふ 趣向ら しい。 あ 

アヤ 力 

れ程 堅い 約束 をして 置きながら、 花の 散 方になる まで 顔 を 見せぬ、 これと いふの も 畢竟 花の 移ろ ふ 色に 肖った 

らしい から、 結構な 花の木で も、 以來は 移植し まいとまで 诀 心した 。この 诀心 はいふまで もな く、 違約 者への 面當 

になる から 面白い。 初 句の 「も」 の辭、 一 一句に 應 じて 口語の サ へ モの 意に 當る。 新撰 萬 葉、 拾 遣 集 等に 花の木 は 

と ある を 景樹が 執した の は、 全く この 「も」 の 意 を 精し く 聞き 得なかった 誤で ある。 「今 は」 と ある は、 これ ま 

で 掘り 梳 ゑた 事 を 後悔した ロ氣 である。 又 「春. N てば」 は花唉 けばの 意な の を、 初 句の 花への さし 合 も あるの 

で、 類似の 意義に 轉換 して、 旁ら 露骨 を 避けた。 又 「ほり 植ゑ じ」 を 欲り 植ゑ じの 意に 解す る說も あるが、 こ 

の 時代の 用語と して は 僻して ゐる。 元来 花木 を 掘り 植 ゑる こと は當 時の 習俗で、 前栽 は 大抵 野邊 から 掘り 取つ 

てく るし、 立 木で も 同じ 二と、 甚 しいの は 人の 家のまで も 掘って 來 たこと は、 鶯宿 梅の 話 や 枕 草子に 見えた 事 

實 でも 明嘹 だから、 更に 異說を 揷む餘 地 はない。 拾 遣 集に 上句 「花の木 はまが き 近く は植 ゑて 見 じ」 (讀人 しら 

す) と あるの は、 刖の 歌と 見て よい。 


題 しらず  よみ 人 しら ず 

春の 色の い たり 到らぬ 里 は あらじ^け る^かざる 花の 見 ゆらむ 

園 0 养の色 春の 氣を 漢語の 春 とい ふ 文字に 就いて 直譯 して 通 はせ た。 0 いたり 至らぬ 里 至る 里 至らぬ 里 

の 略。 o 吹け る 咲かざる 花咲け る花唉 かざる 花の 略。 但 至り 至らぬ の 語法に 從 へば、 咬け り、 咲かざる 花と 

あるが 正しい が、 この 歌に さう した 證 本がない。 

大意 天下一 帶の春 だから、 その 氣 色が 行き渡った 里 行き渡らぬ 里の 分け隔て は あるまい、 それ を 何で 吹いて ゐ 

る 花や、 まだ 唉 かすに ゐる 花やの 児え るので あらう。 

1 天下一 帶の 春と いふ は 一般の 先人 觀念、 暌 ける 唉 かざる 花の ある は 眼前の 事實、 この 矛盾 を 扱って、 その 理 

を はかなく 疑った 痴愚の 想が 歌と なって ゐる。 つまり 作者の 身 邊に花 を 見ない 所から 起った 着想で ある。 別 

に 寓意が あって、 吹け る 花 を 人に、 暌 かざる 花 を 自身に 比して、 天に 不公平 は あるまい のに、 何で 幸 不幸の あ 

る 事 だら うと 歎じた、 失意の 述懷 とも 見られる が、 詞書 もない 事 だから、 あながちに 執し 難い。 上下の 句の 間 

に、 何故に の 語 を 挿んで 聞く 格で ある。 元來た V 春の 色の 到らぬ 里 は あら じを唉 かざる 花の 見 ゆらむ とい ふ 程 

の 事な の を、 「到らぬ」 に はま づ 「いたり」 とい ひ 添へ、 r 暌 かざる」 に はま づ 「唤 ける」 とい ひ 添へ たので、 反對の 

意に 馱ひ換 へ謠ひ 延べ 、 又 一 三 一の 句と 四 五の 句と を、 全然 同 一 の 語法 語調で 聯對 させた 音節 合拍の 間に、 無^の 

風味が 生じて 來る。 初 句 三 句の 字餘 り、 試に 一 字 を 省いて 吟じ 兌る がよ い。 必す調 迫り 節 短く、 調子の 亂れる 

ことが わからう。 殊に 三 句 は 結句の 七 字に 對 へたの だから、 强く剛 く 調べ. N てない と 腰が 弱い、 否 折れさうな 
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恐が ある" そこで 字 餘りを 用 ひ、 力 ある 「は」 の辭を 下した。 耍す るに 節奏 上に 殊に 面白味 を もった 歌で ある。 

春の 歌と てよ める  つら ゆき 

一輪 山 をし かも かくす か 春が すみ 人に 知られぬ 花や^ くらむ 

圏 0 三輪 山 大和 國 磯城 郡。 0 しかも かくす か さう も隱す ことかの 意。 「か」 は 欵辭。 

大意 春の 霞が 三輪の 出 を、 あの やうに ひどく 立ち 隱す ことよ、 定めし 山に は 人に 知られない 祕藏の 花が 唉 くで 

あらう か。 

國 r 贵 人の あたり を 物 もて 圍ふ やうに 見なした るな り」 と景樹 のい つた 通り だ。 「しかも」 は 何 を 指した かとい ふ 

に 霞の 山を蔽 ふ 眼前の 光景 を 指した ので ある。 初 一 一句 は 萬 葉集卷 一 に、 

三輪 山 をし かも 隱 すか 雪 だに もこ、 ろ あらな む隱さ ふべ しゃ 

と ある を、 其の ま、 襲 ffl して、 雪 を 霞に 換 へた。 夙く 梨 壺の五 人 以前に、 紀 氏の 萬 葉に も 通じた 事が 知れよう。 

三 句の 「春が すみ」 は 初 句の 上に ま はして 見る がよ い。 


初 二 句， 六帖に 山每に 立ち も隱 すかと ある はいか ヾ。 


雲林院 のみこ の もとに 花見 に、 北 山の ほとりに まかれり 

ける 時よ める  そせい 

いざけ ふ は 春の 山べ に まじりな む 暮れな ば なげの 花の 蔭 か は 


1 o 雪 林院 のみこの もとに 云々 雪 林院の 親王の 許に 花見す るに、 まづ 北山の 附近に 注つ た^に 詠んだ 歌との 

意。 「雲 林院 のみこ」 は 上に もい つた 常康 親王の 御 事。 一 本 「みこのと もに」 と ある を 景樹は £ しとして、 「雲 林院 

は 北山より 半里 も隔り 居れば、 みこの 許に 北山に まかる とい はれす」 といった が誤觯 である。 雲 林院の 花^の 

^に 北山 方面 を 遊び あるいた ので ある。 「北山」 は 衣笠 山 附近 をい ふので、 都人の 遊 所と して 有名な 處 である。 

0 山べ に まじりな む 山邊に 人り 込んで 遊ばう の 意。 「まじり」 は忭取 物語に 「野 山に まじりて 忭を 取りつ 、」 

の^ 例と 同じい C  0 な ゆ 無氣 とい ふが 語の 本で、 な ゆの 情、 なけの いらへ など、 有る も 無き も 同様な 意から、 

等閑、 な ゆやり などの 意に 轉 じた 語。 0 か は 反動 辭。 

大意 どり や 他の 日 はとに かく、 今日は ゆるり とこの 春の 山邊に 遊び暮さ うわ、 なぜと いふに、 もし：： =! が 暮れた 

なら、 な ゆやり に見棄 てられ さうな、 あの 雪 林院の 花の 蔭が まあ、 どうして 投け やりに はならぬ 花の 蔭 だから サ。 

1 作者 春の 一 曰 同志と 雪 林院の 花見に 出掛けた。 春の 氣 分の 面白さに 浮かれて、 「いっそ 先に 附近 S 北山に おし 

出して、 それから 雪 林 院にま はらう ではありません か」 と、 人達 を 誘 ひ 立てた ので ある。 北山に 遊んで ゐ たので 

は、 長い^の U 脚 も 傾き 易い。 で 二の足を踏む 連中 も 無いで はなかった らう。 そこ を 「暮れな ばな ゆの 花 3-=^ か 

は」 で、 厭で も應 でも 同行 を强 いた 。「け ふ は」 は 他の 日に 對へ たので、 いかに その 日が 興の 乘 つた 日で あるか  >  わ 

かる。 「まじりな む」 に、 山邊に 親しみたい 氣分 がよく 表現され てるる。 「暮れな ばな ゆの 花の 陰 か は」 暮れたら 

^れ たで、 又 花の 下 伏 も 面白いで はない かとい ふので ある。 但 この 花の 陰 は 雪 林院の 花の 陰 を さした ので、 何 

遜くな つたら 雪 林院に 治れば よい、 それ も 亦 一 興 だら うとい ふ。 調子が かう はすんで 来て は、 ：！： 處. まで 發展 する 

かわからない、」 いかにも 愉快 氣な 調子で ある。 北山 は 雪林院 からする と、 近くに 船 岡が あり 賴 いて 衣笠. E にわ 
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たって、 所在の 花木 はこの 風流な 作者 等 を 待って るる。 

三 句、 顯本、 奧儀杪 等に まど ひなむ と ある を 景樹は 執し、 「まと ひは統 ひの 義 にて 圑欒 する 事 J と釋 いたの は、 

1 家 言で 從ひ 難い。 

春の 歌と でよ める 

いつまで か 野べ に 心の あく がれむ 花し ちらず は 千代 もへ ぬべ し 

1 0 あく がれ あこがれと 同 語。 口語の 浮かれと いふに よく 當る。 0 ちらす は 散らぬ 時 はの 意 。「は」 の辭淸 

んで讀 む。 0 千代 も 「も」 はさ へ もの 意。 「千代」 は 千年に 同じい。 

大意 花の 面白さに， 何時まで この 野邊に 浮かれて 遊び 耽って 居る 事で あらう か、 この 分で は 若し 花が 散らぬ 時 

は、 この 野邊で 千年で も經 て、 しま ひさうな。 

1 ま づ野花 を 愛する 情の 甚 しくて、 我ながら その 際限 を 知らぬ やうに 疑 ひ、 次に 花に 浮れ る 入 興の あらまし を 

釵 ベた。 卽ち 上句と 下句との 自問自答で、 花 下 忘 レ歸の 意 を 誇大に いひな した。 「千代 も」 は 初 句の 「いつまで か」 

とい ふに 照應 してる る。 特殊の 體裁、 以て 結構 布置の 妙が 會 得されよう。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

春 ごとに 花の さかり はありな めど あ ひ 見む こと は 命な りけ り 

E!o ありな めど 「なめ」 はなむ の 辭の變 化 C  0 あ ひ 見む 花の 盛に 會ひ 見む の 略。 相 見む の 意と いふ 說は 采ら 


ない。 

大意 今年に 限らす いつの 春で も、 花の 盛り は ある だら うが、 その 花盛りに 出 會ふ事 は、 卽ち 人間の 壽命 次第の 

1 その 脅 命は佛 家の 所謂 泡沫 夢幻で、 來 春までの 事 は 測られな いと 思へば、 洵に殘 多い この 花よ の餘^ が ある。 

花と 命と を對 比して、 花より はかない 命で ある こと を觀 じた C 「なりけ り」 はこの やうに 上：？ を觯釋 し、 說 明す 

る 場合に 川 ひて、 詠 欵の意 を 表 はす 語で あるの を、 近世のに はこの 用 格に 適 はない のが 折カ见 える。 ^だ 濫り 

である。 歌 は 命 を かけた ので 見る と、 老人な どの 花に 對 しての 感懷 だら う。 

二 句、 六帖 及び 素性 集に 花^ W と あるの は穩 やかで ない。 

〇  - 

花の ごと 世の常な らばす ぐして し 昔 はまた も か へ りきな まし 

1 o 花の ごと 花の 如く。  0 世の常な らば 世が 常住なら ばの 意。 無常の 反對。 o すぐして し 「てし」 は^い 

過去 S 助 動辭。 0 またも 「も」 は 欵辭。 0 まし まし をの 意。 

大意 花 は 一 日； 散っても、 立ち返りく 年々 定まって この やうに 唉 くが、 世の中が この 花の やうに 定まって 變ら 

ぬ 物なら ば、 自分が 過して 來た昔 は、 再び まあ 立ち返って 來る だら う もの をサ。 しかし 世の中 は 花の やうで な 

いから、 過した 昔が 返って 來 ぬのが 悲しい。 

1 花 は， M い 物、 はかない 物と 誰れ しも 承知した 事 を、 「花の ごと 世の常な らば」 と 喝破した の は、 上に も 「殘 りな 
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く 散る ぞ めでたき 櫻 花」 と 詠んだ のと 同じ 手段で ある。 これ も 老人、 或は 昔 威勢よ く榮 えた 人の 懷舊 の詞 だら う。 

ァヅラ  ヒト ト 

吹く 風に 跳へ つくる ものなら ば この 一 本 はよ きょと いはまし 

Ei  0 跳へ つくる 注文 を 付ける の 意。 「つくる」 を告 ぐるの 意と する のは穩 かで ない。 〇 よきよ 避けよ の 意。 

0 まし まし をの 意。 

大意 空 を 吹く 風に 注文が 出來る ものなら ば、 他の 木 は ともかく、 この 花 一本 だけ は 除け て 通れと いはう にサ、 

どうも さうなら ぬに よって、 仕 やう もない o 

1 庭前の 花に 對 しての 作 だら う。 花の 語な しに、 花の 意の めぐって ゐ るの を 一 ふしと する。 三 句 「この」 と 指し 

「は」 と 承け たの は、 强く 他の 諸 木と 差別す る 意な ので、 取り立て ゝ 熱心に 愛翫 する 狀が 見える。 

四^、 六 帖顯眧 注 等に この 一 枝 はと ある。 これ は 花瓶な どに さした 花の 枝 を 詠んだ 趣 だ。 眞淵は 「もとは 一枝 

と ありつら む を、 狹 しとて 後人の 一 本と 直しし ならむ」 とい ひ、 景樹も 「わが 物と 領 じて 殊に もめ づる この 一 

枝の みは 世のお しなべ ならす、 吹く 風 も 心せよ、 と はかなく 願へ る方感 ある 心地 せらる ゝ にや」 といった。 が 

花瓶の 枝で は 吹く 風が よく 利かない。 

〇  . 

まつ 人 もこぬ もの 故にう ぐ ひすの 鳴きつ る 花 を 折りて ける かな 


11 0 もの 故に ものであるからの 意。 場合に 應 じて、 下に 適 當な詞 を 補って 聞くべき 格で ある。 0 折りて ける 

かな 折った 寧よ な あ。 

大意 待つ 人も來 ぬので あるから、 折らす ともの 事だった の を、 必す來 る 事と 忍って、 その 人の 御馳走に と鶯の 

面白く 鳴い て ^た、 あった ら 花の 枝 を 折 つての けた 事よ な あ。 

1 さても く^しい 事 をした ものよ の餘 意が ある。 必す來 る 約束の あった 知人への 馳^に 禅した 花瓶の 花に 對 

して、 一 圆に 折った 事 を 後悔して、 「折りて ける かな」 と 歎じた 事 は、 隱 約の 間に その 來ぬ人 を 怨ん だ^が ほの 

めいて ゐる。 況ん やその 花が r 鶯の 鳴きつ る」 と 形容して ある。 かう した 花で は • 自然の 愛好^た る 作者の 立 

揚 として は、 非常な 犠牲 を拂 つた 譯で、 隨 つて 客人に 非常な 好意 を盡 した 結果に なり、 幽怨の 意が いよく 深 

く强く 反映され る。 功 者の 仕業で ある。 「题 しらす」 と あるから 事情 は 明らかで ない が、 恐らく は その逯 約した 

人の 許に 贈 つた 歌で は あるまい か。 さう 見る と 意況相 照して 一 暦 面白く 思 はれる。 

二 句の 「故に」 は、 六帖 には^ II とあって、 躬恒の 歌で ある。 又 四 句の 「花」 を 一本に 枕と ある は、 凡手で もせ 

ぬ！^ である。 

. 寛 平の 御 時き さいの 宮の 歌合のう た  藤 IS 興 M 

さく 花 は 千 種ながら にあ だ なれ ど 誰れ か は 春 を 恨み はてた る . 

d  0 千 種 いろく ある をい ふ。 0 ながらに 皆 悉くの^ の 接尾語 「- 0 あだ 移り 易ぐ 糗み 難いな。 〇 恨みに 

て ^みと ほしの 意。 

^^下  一八 五 
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く 散る ぞ めでたき 櫻 花」 と 詠んだ のと 同じ 手段で ある。 これ も 老人、 或は 昔 威勢よ く榮 えた 人の 懷舊 の詞 だら う。 

〇 

アグラ  ヒト モひ 

吹く  a- に 跳へ つくる ものなら ば この 一 本 はよ きょと いはまし 

1 o 誹、 つくる 注文 を 付ける の 意。 「つくる」 を告 ぐるの 意と する のは穩 かで ない。 0 よきよ 避けよ の 意 C 

0 まし まし をの 意。 

大意 空 を 吹く 風に 注文が 出來る ものなら ば、 他の 木 は ともかく、 この 花 一本 だけ は 除け て 通れと いはう にサ、 

どうも さ、 フ ならぬ によって、 仕 やう もない o 

團 庭^の 花に 對 しての 作 だら う。 花の 語な しに、 花の 意の めぐって ゐ るの を 一 ふしと する。 三 句 「この」 と 指し 

「は」 と 承け たの は、 强く 他の 諸 木と 差別す る 意な ので、 取り立て ゝ 熱心に 愛翫 する 狀が 見える。 

四：^、 六 帖顯昭 注 等に この 一 枝 はと ある。 これ は 花瓶な どに さした 花の 枝 を 詠んだ 趣 だ。 眞淵は 「もとは 一枝 

と ありつら む を、 狹 しとて 後人の 一 本と 直しし ならむ」 とい ひ、 景樹も 「わが 物と 領 じて 殊に もめ づる この 一 

^のみ は 世のお しなべ ならす、 吹く 風 も 心せよ、 と はかなく 願へ る方感 ある 心地 せらる ゝ にや」 といった。 が 

花瓶の 枝で は 吹く 風が よく 利かない。 

〇  . 

まつ 人 もこぬ もの 故にう ぐ ひすの 鳴きつ る 花 を 折りて ける かな 


1 0 もの 故に ものであるからの 意。 S! 合に 應 じて、 下に 適 當な詞 を 補って 聞くべき 格で ある。 0 折りて ける 

かな 折った がよ な あ。 

大意 ^つ 人も來 ぬので あるから、 折らす ともの 事だった の を、 必す來 る 事と 思って、 その 人の 御馳走に と鶯の 

面^く 鳴いて 居た、 あったら 花の 枝 を 折っての けた 事よ な あ。 

1 さても く^しい 事 をした ものよ の餘 意が ある。 必す來 る 約束の あった 知人への 馳定に 禅した 花瓶の 花に 對 

して、 一 圆に 折った 事 を 後悔して、 「折りて ける かな」 と 歎じた 事 は、 隱 約の 間に その 來ぬ人 を怨ん だ^が ほの 

めいて るる。 況ん やその 花が r 鶯の 鳴きつ る」 と 形容して ある。 かう した 花で は. 自然の 愛好者た る 作者の 立 

場と して は、 非常な 犧 牲を拂 つた 譯で、 隨 つて 客人に 非常な 好意 を盡 した 結 茶に なり、 幽怨の 意が いよく 深 

く强く 反映され る。 功 者の 仕業で ある。 「題 しらす」 と あるから 事情 は 明らかで ない が、 恐らく は その 違約した 

人の 許に ii つた 耿 では あるまい か。 さう 見る と 意況相 照して 一層 面白く 思 はれる。 

二 句の 「故に」 は、 六帖に は， 5 ^とあって、 躬恒の 歌で ある。 又 四 句の 「花」 を 一本に 执と ある は、 凡手で もせ 

ぬ 事で ある o 

•  ^平の 御 時き さいの 宮の 歌合のう た  藤 興 風 

さく 花 は 千 ® ながらに あだなれ ど 誰れ か は 春 を 恨み は てた る 

B!  0 千 種 いろく ある をい ふ。 0 ながらに 皆 悉くの^ の 接尾語。 0 あだ 移り 易ぐ 賴み 難いな。 0 恨み は 

て ^みと ほしの 意。 

^^下  一八 五 
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大歐 世に 春 唤く花 は 種々 ありながら、 皆 悉く あだな 物 だが、 それでも 誰れ がま あ、 その 仇な 花を唤 かす 舂を恨 

んで 見限った ぞ、 やはり 恨み 切った 者と て はない わ。 

1 思へば 可笑しい の餘 意が ある。 春風 二十 四番の 花、 一 つと して 仇なら ぬ はない。 さりと て 春 を 厭 ふ 者 は絕ぇ 

てない ばかり か、 却って その 來るを 待ち 往 くも 惜む。 この 人情の 矛盾 を捉 へて、 打擊を 加へ た U 宣 長が 花 を 恨 

みはてた るの 意に 譯 したの は 誤で ある。 こ は 仇なる 花を唉 かす 春 を 恨む 意で ある。 理 趣に 渉った の は 難 だが、 

奇警の 點は ある。 「千 種ながら」 は 悉くの 轉義 である。 

この 歌、 素性 集に 人って ゐ るの は 謬と 見ねば なるまい。 初 句、 一 本に さ  1^1$ と ある は、 理が 通じない 。結句、 

新撰 萬 葉に にくみ はてた ると ある。 詞が 聊かな つかしくない。 

春が すみ 色の ちぐさに 見え つ る はたな びく 山の はなの 影 かも 

園 0 これ も 同時 同人の 歌で ある。 0 色の ちぐさに 霞の 色が いろくに。 0 かも 歎辭。 

大意 春の 霞の 色が 種々 さまぐ に 見えた の は、 その 霞の たなびく 山の くさぐ の 花の 色が、 霞へ 映った のか ま 

あ o  • 

1 しかと 實 境の たどり 難い 歌で ある。 譜注、 野 山の 花 を 見た 意に 輕く 解き、 景樹は 一 層 演繹して、 「打 見渡せる 

山邊に 色めく を、 ふと 花 か あらぬ かと 目 惑 ひたる、 とば かりの 間の 趣 を 詠める にて、 霞 を 取り立て、 いふ も、 

景色に つける いひな しなり」 とい ひ、 廣蔭は 「こ は 后の 宫の 御殿の 築山の けしき を 詠めるな り J 種々 の 花を植 


ゑた る 築山なる を、 まことの 野 山の 如くに 詠みな せる が 歌な り。 諸 注 まことの 野 山と 鮮 ける は 違へ り。 いづこ 

にか 花の 影の 千 種に 霞に 映りて 見 ゆる 山 あるべき」 と 論じた。 どれが 正鵠の 說 だら うか。 新撰 萬椠 に、 

霞 光片々 錦 千 端。 未：^ 名花 五 あ 班。 遊客 廻： 猶 誤^。 應 11 斯 丹穴聚 -IE 鸞？  . 

とこの 歌を譯 して ある。 されば 廣 蔭の 說も據 が ある やうで も あるが、 又 穿鑿ら しい 感じ もす る。 

〇 

かすみた つ 春の 山べ はと ほ けれど 吹きく る 風 は 花の香 ぞ する 

大意 長閑な 霞の 立つ 春の 山の あたり は 遠方 なれ ど、 其の 山の 方から 吹いて 來る風 は、 花の 匂が 存外す る わ。 

1 淡 靄の 一 裡に ii つて 侬稀 たる 舂山 は、 いかにも 花の 唉 いて 居さうな 風情な ので、 近所の 花 を 吹き 過 ざた 風で も 

あらう、 ふと 蒸った の を、 直に 山の 花の香が こゝ まで 蒸って 來 たこと と斷定 した、 その 幼 さが 而 白い。 初 句の 

「^立つ」 は存 山の 形容ながら 三 句に 「遠 けれど」 と 出る 伏線に なって ゐる。 要するに、 山 邊は遠 けれど 近く 花の 

香ぞ すると、 f 逆 近 を對照 させた 趣向で ある。 

うつろへ る 花 を 見て よめる  み つ ね 

花見れば こ 、 ろ さ へ にぞ 移りけ る 色に はいで じ 人 もこ そしれ 

ralo うつろへ る 花 「うつろ ふ」 は 色の 變る 事に も 散る 事に もい ふが、 詞寄に は 色の 變る 事に のみ 川 ひて、 散る 

のは呰 おる と 書いて ある。 0 色に はいで じ 顏 色に は 出すまい c  o もこ そ 「も」 は欵 詞。 「こそ」 は 寧 物を强 く 

春跃下  一八 七 


古今 和歌 集卷 第二  一八 八 

指定す る 意の 辭 だが、 かう 連績 する 峙は萬 一 の 事 を诀定 的に いふ 意の 辭 となる。 

大意 花を旯 ると、 盛りの 時 も かう 衰 へた 時 も、 その 折々 に 心が 染みて、 花の 色の 變 るの みか、 見て 居る 自分の 

心まで がサ 移り 變 つたわい、 心の 變るは 恥 かしい 事 だから、 顔色に は 出すまい て、 若しかすると 人が 知る わ。 

1 花 は 未開 は 未開で 趣が あり、 盛り は 盛りで 面白く、 落花 は 落花で 面白い。 然し 返いて 考 へて 見る と、 かう 移 

氣の 無定見 もない もの だと 氣が 咎める ので、 さも 大した 服 流罪 過で も 犯した やうに、 「色に は 出で じ 人 もこ そし 

れ」 と 誇大に 取り成した。 初め 心の 移る といった 緣に鎚 つて、 戀の 趣に 取りな して 詠んだ。 浮華で 眞摯 の怙に 

乏しい と 思 ふ。 初 句 はカ强 ぃ辭樣 なので、 外の 事で はさ もない がと いふ 餘意を 生じて、 花 を强く 愛惜す る 趣が 

^える 「、又 四 句 は 花が 色に 出て 移った のに 對 へて 當 つたので、 「は」 の辭に 注意 を 要する。 心のう ちに はと も あ 

れ、 顔色に は 出すまい の 意で ある。 

二三の 句、 六帖に 心さ へ こそ^^と あるの は采ら ない。 四 句 も、 六 帖のは 思 ひし もの をと ある。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

うぐ ひすの 鳴く 野べ 每に來 て 見れば 移ろ ふ 花に 風ぞ 吹きけ る 

大意 鶯の 悲し さう に啼く 野邊每 に、 自分が 來て 見る と、 啼 くも 逍理、 いづれ の 野 逡も散 方に なった 花に、 風が 

サ 吹いた わい。 

^ 春色 今 まさに 閬で、 花の 風に 散らぬ 野 もな く、 鶯の 鳴かぬ 里 もない。 乃ち これ を湊 合して、 移ろ ふ 花に 風が 

加る その 無 慘さを 鶯が啼 くと；^ た。 郊外の 散策に 落花 を惜ん での 作で ある。 花落ち 鳥 啼くは 自然 詩人の 套 語で 


あるが、 その 中に 一 手段 を 弄して、 忽ち 凡 胎を脫 した。 好調 諧 語。 

以下 六 曾 は、 落花に 鶯を 結んだ 歌を舉 けた。 

〇 

吹く かぜ を. 鳴きて うらみよ 鶯は 我れ や は 花に 手 だに 觸れ たる  ， 

大意 ^は. H 分に 對 つて、 花 を 散らしで もした やうに、 恨み 顔に 鳴く が、 そり やお 鬥違 ひで、 あの 吹き 誘 ふ ft を 

. おき 立て ゝ 恨んで くれよ、 自分 は 散る が 惜し さに こそ こ、 に は 立ち寄つ たが、 花に 手 一 つ さへ も 觸れた 事 かい。 

1 風に 亂れて 散る 花 の 面白さに、 木の下に 立ち寄って 恍 然と 見入って ゐる 時し も、 耳許 近く 鶯が氽 切聲で 鳴き 

立てた の だら う。 故に 鶯が 自分 を 恨み 咎 むる ものと 聞きな して、 一 所 懸命 申譯 をす る その はかない 廻り 氣ゃ、 

痴氣 やが、 この 詩的 要素 を 成して ゐる。 この種の 構想 はわる くす ると 浮華に 流れて 狂 意に 墮ち るが、 幸に その 

弊がない の は 老手で ある。 句々 力 ある 調子で ある。 三 句 は 初 句の 上に めぐらして 聞く 格で ある。 

アマ. 不ィ コ ノ 

典侍 洽子 朝臣 

散る 花の^く にしと まる ものなら ば われ 鶯に おとら まし や は 

大意 散る 花 が^んで 泣く ので サ、 散らす にと まる 物なら ぱ、 自分 は 泣く 事 だって、 あの 潑に 負けよう か员け は 

すまいに。 

n けれども 啼 いてと. まりもせ ぬ もの だから、 自分 は啼 かすに 泳へ て 居る の餘 意が ある。 例の わが 落花 を惜む 心 

春 欲 下  -  一 パプ 
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から、 籠の 啼くを も 同意に 推斷 して、 啼 くこと ならば 何で 驚に 負けようかと 主張す る。 卽ち 落花 を惜む f は 決 

して S に は 遜らぬ と、 間接に 主張して ゐる。 鶯 相手に 嬌 瞋を發 した 處、 おの づ から 脂粉の 氣 があって、 情 致が 

堯、 C 

仁 和の 中將 のみや すん 所の 家 に、 歌 合せむ としけ る 時 

ノチ  カゲ 

によめ る  藤 原 後 蔭 

花の ちる こと やわび しき 春が すみた つ 田の 山のう ぐ ひすの 聲 

1 0 仁 和の 云々 「仁 和の」 は 光孝 帝の 御代の の 意。 「中 將 のみや すん 所」 はこの 御世の 女御 更衣の 皇子 を 生み 奉 

りて 御 息 所と 稱 へられた 人で、 中將だ つた 人の子 妹な どで あるから、 さう 呼んだ ので ある。 この 御 息 所 は 女御 

平等 子の 事 かと 忍 ふ。 この 時 右中將 平正範 とい ふ 人が あった。 光孝の 后妃に 外に 平 姓の 人がない から、 多分 こ 

の正範 の身內 だら う。 「せむ としけ る」 は 原本せ むと てし ける と ある。 「て」 文字 文理が 通じない。 後の 素性の 歌 

の詞 書の 同文な のに も、 「て」 文字が ないから、 これ は 衍字と 斷 する。 さて 豫定 はあって 遂に 爲す になった 歌合 

の 料の 歆 なので、 かく 書いた ので ある。 O わびしき つらく 難儀に 思 ふの 意。 0 たったの 山 奈良縣 平 群 郡の 

立 田 山で ある。 春霞 立つ とい ひかけ た C 

大意 花の 散る 寧が 情なく つらい ので あるか、 長閑な 春の 霞の たっとい ふ 名の 立 田 山で、 鶯の 鳴く 聲の する は。 

1 立 田 山 は 萬 葉 集に も、 

わが 行き は 七日 は 過ぎ じ. N 田彥 ゆめ この 花 を 風に 散らすな (卷 九) 


など 詠んだ、 花の 名所で ある。 花の 散る は 惜しい 事の 頂上な ので、 さし 常って 盛に なく 鶯を 同情に 想像す るの 

は 例の 手段で ある。 三 句 「春霞」 は 立 田 山の 序詞ながら、 時下の 景物 を 借りて 句と したので、 多少 その あたりの 

打ち 霞んで ゐる 光景と 見て よい。 結句 r 鶯の なく」 と收 めても 宜 いの を、 「鷲の 聲」 と 一 轉語を 下し、 上下の 句^ 

を參 差させた の は、 語意 を 緩く- 語調 を 長閑 やかに 仕立て、、 陽春の のんびりした 調に 協へ たので ある。 この 

作^ 苦心の 存 する 虚 を^って 遣らねば ならぬ。 「文 ffl 山」 と 「鶯 の聲」 との 取合せ も、 打ち 任せて は 不倫で そぐ は 

ぬ やう だが、 身旣に その 山中に るての 作と すれば、 異論 もなから うし、 却って^の^^ の 盛な 趣も^ える。 仍 

三 句 以下の 大らかなる 調に 對 して、 初 二 句 や、 細く からびて、 力量が 平均し ないやう に 思 はれる。 

六帖に は、 一 一句 事 や 悲しき、 結句 山鳥の || と ある。 

S の嗚く をよ める  そせい 

木傳 へばお のが 羽風に 散る 花 を たれに お ほせて こ、 ら くらむ 

10 木傳 へば 木の 枝を傳 へば。 0 おのが 己れ が。 o 羽風 羽の 煽りに 牛： する 風 をい ふ c  o お ほせて n は 

しめて。 0 こ、 ら 許 多、 澤山 などの 意。 

大意 焭が 花の 枝 を あちこちと 飛んで 傳ひ あるく と、 自分の 羽風に 煸られ て 散る 花で あるの を、 誰れ に 化 s 咎を 

塗り 附 けて、 あの やうに 恨めし さう に、 大さ 5 に 鳴く ので あらう、 ぞ。 

1 上の.： 吹く 風 を 鳴きて 恨みよ」 と、 同巧異 曲で ある。 伹 彼れ は 猶豫 なくさし^ て、 自分の 恨まれた 趣な ので、 

おの づ から 語調が 切迫して るる。 これ は又大 やうに 「誰れ にお ほせて」 と汎く かけて、 自分 を その 中に 含めた の 
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だから、 語調 も 幾分 かゆる やかで ある。 この 差別 を 味 ひ 知る がよ い。 初 句の 「ば」 例の 力 ある 辭樣 であるので、 

窄ら ねば 散る 箸で はない もの をの 意が、 その 裏面に 生じて 來る。 さて 詞書を 離して 見る と、 何が 木傳 ふと も 何 

の 羽 虱と も 分らない が、 實 際に 鶯を聞 いてのう への 作で あり、 その 風情 も 一首の うちにめ ぐって ゐ るから、 却 

つて！！ の 語の ない のが 面白い と 思 ふ。 畢竟 この 無理解の 鶯 にも 困った ものと、 鶯を 相手に 當 惑した 態度が 面白 

ゝ o 

初 句、 六 帖には 匐，^、  二 句、 顯 本に はおの が？^ と ある。 顯昭は 「羽風 は 今少し あら はなり」 とて、 羽ぶ き 

を 執した。 羽ぶ き は 羽 振で、 詞が 古い。 眞淵は 「もとは 羽ぶ きなりけ む」 とい ひ、 又鶯 のとい ひ顯 はす を 難 じ 

て、 「詞 書と 歌と 相對 へて 曉 らしむ るが この 集の 心づ かひな り」 とい ひ、 景樹 はこの 二つ を 取り合 はせ て 「鶯の 

おのが 羽ぶ きに とい ふ を 優る」 といった。 諸家の 說も 一往の 理由 は あるが、 やはり 本文の まゝ でお く 方が、 一 

番 さも 古 今 集の 歌ら しい 調子に 聞え る。 

鶯の 花の木に て 鳴く をよ める  み つ ね 

しるしな き 音 を も 鳴く かな 鶯 のこと しのみ 散る 花なら なくに 

1 0 花の木 花 唉く木 は 何でもい ふ。 0 しるし 驗。 0 鶯の 鶯が。 0 ならな くに ではない のにの 意。 

大意 鶯が 何の 効驗 もない 聲を 立て、 も 鳴く 事よ な あ、 鶯の 鳴く に關 はらす、 いつの 年の 花 も 遂に は 散る ので 

何も 今年ば かり 散る ので はない のに、 あの まあ 今更ら しく 鶯の 鳴く 事 わ。 

さてく 禺鹿 な鶯 よと. いふ 餘 意が ある。 自身と 鶯とを 混 一 にした の は 例の 手段で ある，" 下句、 鶯に强 く當っ 


て理實 こした つ、 うな、 又 冷笑した やうな 語氣に 面白味が あるので、 その 態度が 詩な ので ある。 調が またよ く諧 

つて ゐる。 三 句 は 初 句の 上に ま はして 聞く 格で ある。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

こまな ベ ていざ 见に 行かむ 故里 は 雪との みこ そ 花 は K る ら め  ， 

■〇 こまな ベて 「こま」 は 駒。 もとが 馬の 義で 弱い 馬の 事で あるが、 後に は汎 く^を さしてい ふ。 「なべて」 は 

竝べ ての^。  0 故里 ， ) 、 では 舊 都の 意と 思 はれる。 

諸君よ、 御 一 听 にき を乘り 並べて、 さあ 見に 行き ませう ぞ、 この 節 はさ だめて 故里 は 雪の やうに ひたす 

ら花は 散る 事で あらう わ。  * 

1 やく；^ に 行かぬ と 大方 散り 栗て ゝ しま はう の餘 意が ある。 景樹は 「この 遷都の はじめ、 奈 良の 舊都を 忍びて 思 

ひ 立ちけ る 人の 詠めり しなら む。 今の 都人 は皆奈 良人に て、 誰か は 誘 はれ ざら む。 さらば 駒な ベて とい ふべ し」 

といった。 寳に奈 良の 京 は 花が 多った と 思 はれる 譯は、 上の 平 城 帝の 御製に も 花 を 詠ませられ、 ^^にも そ o 

S 近 こ 花 を 頃 こ 詠んで ゐる。 されば 落花 人 無くして 寂々 たる 故 京の 春 を懷ふ 時、 何で 往き て兒 む^ 念が 起ら な 

からう。 況んゃ 平安の 新 都から は 行程 僅に 十 里 許、 輕く鞭 を 春風に 揚ゅ、 三才 駒に 白 泡 食 ませて、 以て 一 日路の 

遠乘を 試みる の は、 頗る 愉快な 事 だら う。 歌の 風 調 は 奈良時代 を かけた 老人の もので はない。 今少し 下って ゐ 

ろ。 又 その 口吻 も 若び た處 があって、 少壯の 人の 作と 思 はれる から、 何 ほどの 相違 もない が、 弘 仁の 頃 を 盛り 

の 人のお と^たい。 眞淵は 「本末の 句 共に、 少しの 巧な く あるが まゝに 詠みて、 何となく 面白き 敦 力り」 と^ 

泰欲下  -九三 
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した Q 

〇 

、 散る 花 を 何 か 恨みむ 世の中に わが 身 もと もに あらむ もの か は 

1 0 何 か 「か」 は 反動 辭。 0 ともに & と共にの 意で ある。 散る 花と 同樣 にの 意に 見る は 精し くない。 0 あら 

む あられむ の 意。 

大意 惜む にも 閼らす はかなく 散る ので、 その 花 は 恨めしい が、 何の 恨まう ぞ、 その 譯は よし 花が 散らす あって 

一  も、 この 世の中に 自分の 身 も その 花と 一 所に、 何時までも 居られよう もの か 、決して 居られる もので はない。 

1 花 も 散り 易く 人 も 滅び 易い。 共に 永久の 存在 どころ か、 一 轉 瞬の 間 もお ほつ かない。 かう とも すれば 所緣に 

つけて 人世の 無常 を觀 する は、 奈良朝 時代 を かけて、 佛敎の 人心に 深く 浸潤した 結果と 見られる C 殊に 飛 花 落 

葉の ^閲^ は、 ^時 一般の 社會 思想と なって るた から、 別に 珍しい 着想で はない。 只 花に 對 する 執着 を、 强ひ 

て 理性で 抑へ ようとした その 煩悶に 葛藤に、 詩趣の 發生を 認める。 

イタ》 ラ 

、 はなの 色 は 移りに けりな 徒に わが 身 世に ふるなが めせし 間に 

\ 園 0^ りに けりな 變 つてし まつ たわいな あの 意。 「な」 は 欵辭。 o 徒に 口語の か に當 る。 「ふる」 にか > 

ナガ X 

る II 詞： 0 世に ふる 世の中に 遝 るの 意。 年の 寄る ことにい ふ。 又 「ふる」 に 降る の 意 を かけた。 これ は 長雨 


の綠 語。 o ながめ 長目の 義で、 物 思すな 咭は 何となく 一  力が： ^詰められる ものな S で、 物 思す る 事 を 長目と 

いふ。 それに 長^ をい ひ 懸けた： 長雨 はなが あめの 略。 

大意 児む とたの しんだ 花 S 色 は、 早く も變 つてし まつ たわいな あ、 役に も 立たぬ 自身の 老 をな ゆいて、 物 思 を 

して ゐた 間に 降った 長雨に サ。 

1 つれん \な 暮春の 霖 雨に g 託して 居る 閒に、 庭前の 花 は 色 あせて 見 る^も なくなつ たの を て、 それにお サ」 て 

わが 生活苦に 沒 頭して るる 問に、 容貌の 美の 衰 へて ゆく を欵^ したので ある。 元來^ 喩をぉ 川した 構成 だから、 

勢 ひ 巧緻なる べき 苦で は あるが、 下句の 秀句 勝な 仕 立な ど あまり 面白くない 。さはい へ これ も 上手の 仕^で ある 

* は 勿論で、 その や はらいだい ひなし は、 當に女 流の 歌で ある。 耳す • ち 易い 「に， 一の 辭の 四つまで も 重なりな が 

ら、 聲調 のな だら かなの を 古來稱 美して ゐる。 又 「世に ふる」 の 解 は諸說 まちく であるが、 今 は 石 原 正 明の 說 

こ 1 つた C 

仁 和の 中將 のみや すん 所の 家に 歌合せむ としけ る 時に 

よめる  そせい 

をし と 忍 ふこ 、ろ は絲 によられ なむ 散る 花每に ぬきてと どめむ 

10 絲 によられ なむ 絲 によられて 欲しい の 意。 「なむ」 は 希望の 辭 C 

大意 散る の を 沿し いと 思 ふこの 心 は、 どうぞ 絲 によられて 欲しい わ、 すれば 散る 花と いふ ほどの 花 を、 ^くそ 

の 絲で貫 き 通して、 他所へ 散亂 せぬ やうに 留めよう。 

^^下.  一九 五 
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圆 女 下 供が 手す さびに 花片 を 多く 絲に 莨き 通して、 花輪に 作って 遊ぶ 事 あるの を 聯想しての 作と 見える。 散る 

花 每に貰 かむ とい ふ は、 卽ち 散る 花 毎に 心の たぐうて 惜 まれる 趣で ある。 さて 心は絲 によられる 物で もない が、 

それ 等の 理性 を 忘れて、 幼く 愚に 反った 點が、 歌と して 面白い ので ある。 されば 其の 間に ー點の 分別 も 着し な 

ぃ笞 なの を、 廣 蔭が 「惜む 心の 絲の やうに 細くなる が 細りつ いでに まことの 絲に 云々」 とい ひ、 景樹が 「心に 

おありて 絲に 造らる ゝ ものなら ば 云々」 といった の は、 皆 蛇足で ある。 繊細の 情趣で は あるが、 どこに か 乃父 

遍 昭の餘 風が 遣って ゐる。 

結句、 六帖 に， ぬ，^ P^J むべ くと ある C 

志 賀の山 ごえに 女の 多く あ へ りけ るに 詠みて つか はし 

ける  つら ゆき 

あ づ さ さはる の 山べ を 越え くれば 道 もさり あ へ ず 花ぞ 散りけ る 

1 〇 忐賀の 山 ごえ 云々 志 賀の山 越 は 京都府 北 白 河の 瀧の 方から 上って、 如意が 嶽の麓 を 越えて 近 江の 志賀へ 

出る 道 をい ふ。 經信卿 記に 「經 n 於 瓜 生 山！： 將軍地 載の 山) 西 1 歩行」 と ある。 これ は天智 帝の 建てられた 志賀の 

崇福 寺へ 詣 でる 道で ある。 崇福寺 は 世に 志賀 寺と 稱 して、 昔 は 甚だ 諸人の 信仰した 寺 だから、 貫 之 も 定めて そ 

こに p 曰で たので あらう。 「あへ りけ る 女」 も 同じく 其處 よりの 歸途 なので あらう C 「女の 多く あへ りけ る」 は 女 力 

多勢 出で 來逢 つたの 意。 0 あ.. つ さ 弓 春の 枕詞。 0 道 もさり あへ す 道 も 避ける 間な くの 意- 

大意 春の 頃 志 賀山遒 をす ると、 道 も 除け て 居る 問 もな く、 花が サ ばら/ \ と 散った わい— 


I 花 を 女 ども に^へ て、 餘り贵 女達が 多勢な， S で 避くべき 道 もなくて 當 惑した と 誇張した のが、 彼の 婦人 連に 對 

し ヒ^ 談 口で、 お 興の 面白味が そこに 生す る。 この 當惑 はむしろ あり 難い 望ましい 赏惑 だから 妙 だ。 もとより 

このい 越. S 匕 力 多かった 處と思 はれる から、 目前の 實景を 直に 轔用 したの を、 作^の 氣轉 とする。 さる 山 越の 

路に、 思 ひの 外 花やいだ 壺折 姿の 女房 達が 數 多出會 つたと したら、 どんなに 珍しから う。 好奇の 心を惹 いたら 

-7C かう し. -;： ^合に 物な どい ひ 遣る こと は、 この 時代に は 常に ある ことで、 あな 勝 珍しい すき 業で もない 力 

又 風流な 所作で も ある。 

一.  寬 平の 御 時き さいの 宮の 歌合のう た 

^の 野に 若菜つ まむ とこし もの を 散り かふ 花に 道 はま どひぬ 

E1 0 苦 菜 舂 上に 旣出。 0 散り かふ 縱橫に 散り 亂れる をい ふ。 「かふ」 は 交 ふの 意。 0 まど ひぬ 「ぬ」 は ゆ 在 

完了の 助 動辭。 

大意 一 〕 の 春の 野に 只 若菜 を 摘まう と 思って 來 たもの を、 それに まあ 左右から 散り まじる 花 W おに、 -に T.^ みに 

行くべき^ は 踏み迷 うたわ。 

-1 §^ 「i 右 菜 楠む 事 はう ち 任せて は 女の爲 業なる を * 男 もして 遊ばむ といへ る、 ^興 S ひやるべし： 素より 

浮か^, ビ i でせ たれば、 實は花 ある 方に 終日 暮 して、 若葉 摘む とい ひしに 逯 へる を、 散り かふ 花に 近み^^ へ 

た o と 云へ るが. を かしきな り」 といった の は、 よく その 問の 消息 を穽ち 得た 說 である。 

春 欲 下  ーブ七 
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山寺に まう でたり ける によめ る 

やどりして 春の 山べ に寢 たる 夜 は 夢 のうちに も花ぞ 散りけ る 

E1 0 山寺に 云々 「まう でたり ける に」 は詣 でたり ける 折に の 意。 折の 名詞 を 略いた 格で ある。 宣 長が 「欧に 夜 

はと あれば、 ける にのに 文字 はよ にて、 夜の 凝なら む」 と 疑った の は 拘泥で ある。 かやう に 歌と 違 はせ て^く 

のが、 この 檠 の 體 である。 〇 やどりして ^をと つてと いふに 同じい。 

大意 花の 散る 春の 山べ に 宿 をと つて 寢た その 夜 は、 寢て 居る 夢のう ちに も、 花が サ散 つたわい。 

1 作者 心願の 筋が あって ある 山寺に 參 籠した が、 折し も 落花の 盛りで、 盡日 惜み暮 した 其の 夜の 夢に、 また 花 

の 散る を 見た の を、 夢路にまで 散った と 驚 訝した のが 趣向で、 頻りにし きって 散りに 散る あの 狀が思 ひ やられ 

る。 躬恒 のうた、 

• おきふしに 惜 むかひな く 現に も 夢にも 花の 散る をい かにせ む 

を 一 歷 巧んだ ので、 斬新で ある。 又 山寺に 一 宿した の を、 わざと 花 蔭に 寢 たやう に 取り成し たの は、 「夢のう ち 

にも 花の 散る」 をい ふ 伏線で ある。 初 句 は 一 一句 を 隔て 上 二 句へ か、 る。 寂窭 たる 山寺の 春 は 浮世の 塵 綠を斷 つ 

て、 花より 外に 問題になる もの もな く、 思念 を 煩す もの もない。 風流の 極致で ある。 

へ  寬 平の 御 時き さいの 宮の 歌合のう た 

ふく 風と 谷の み づ としな かりせば み 山が くれの 花 を 見 まし や 


i  o 水と し 「し」 は 强辭。 0 み 出が くれ 山陰に 隱れ たの をい ふ。 「み」 は 美稱。 0 や 反動 辭。 

大意 吹き散らす a と、 散り 浮いた の を 流す 谷川の 水と がサ なかった ものなら ば、 山の 奧に 隠れて 吹く 花 を^ら 

れ ようか、 A られ はすまい。 

1 さても it しいの は a と 水との 情なる よの 餘 意が ある。 その 散り 浮く 花 を 直に 山奥の 花と 速斷 したの は、 ゆか 

しく 懐かしい 餘 のおし 常て 心ながら、 あたりに 花の木 もない 出 路の狀 と 知られた。 さて は 折角の 春の 山^に： z 

ざす 花に も 逢 はす 失望し つ ゝ あった 際、 纔に斕 水に 一 點の紅 を：：^ 付けた 趣で、 何で 嬉しくな からう か。 吹く 風 

と 谷の 水との 勞を犒 つて、 一 営 感謝の 意 を 表しない では 居られまい。 かう して この 三十 一 字 は 欲 ひ 出されたら 

しい o 

上句、 六帖 に^ fflls^sv 來す はお，^ ほえす と ある o 

志賀 より 歸り ける を う な ど も の、 花 山に 入りて 藤の 花の 

もとに 立ち寄り て歸 りけ るに よみてお くりけ る 

僧 正 ^ 昭 

よそに 兒 て か へ らむ 人に 藤の 花 は ひまつ はれよ 枝 は 折る とも 

1 0 志賀 より 云々 前に も ある 志賀 寺へ 參詣 して 歸 つて 來た 女達が、 遍 SF か 住持す る 花 山寺に 人って、 庭の 藤 

の 花 を 見て 歸 つたので ある。 これ は志贺 の 山 越 をし ないで、 志賀 から 打 出の 濱を經 て、 逢坂 山 を 越えて 京へ 歸 

ろ 途中、 山 科の 花 山寺に 立ち寄った と兒 える。 いづれ 京の 宮女連 だら うから、 京へ 歸り 行く あと を 追に せて、 

春跃下  1 九九 
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この 歌 を 贈った の だら う。 0 よそに 見て 他人 向に よそくして 見ての 意。 〇 は ひまつ はれよ 蔓を 延べて 這 

ひ 纏へ よの 意。 「よ」 は 命令 辭。 

大意 こ、 に 立ち寄りながら、 自分 をよ そに 見て 歸 らうと する 人に、 こり や 藤の 花よ、 這って 纏ひ附 いて 是非 引 

き 留める やうに して くれよ。 假令 それが 爲に そちの 枝 は 折れる とも 構 はすに サ。 

0 この 時代の 婦人 は 頗るの 佛敎 信者 だから、 殊に 現世 利益の 觀音 信者 だから、 志賀、 石山 は その 參拜の 標的で 

あった。 さて この 人達 はかね て 常 代の 大 智識た る遍 §： 口に 歸 依して ゐた事 は 勿論で あらう。 志 賀詣の 歸途訪 うた 

の も、 そんな ？| 仰の 心 持に 惹 かされた ので あらう。 がさう した 道行す りで は、 ゆっくりして 居られぬ ので、 住持 

機嫌 を も 伺 はす、 藤の 花 だけ 見て すぐに 歸 つたので ある。 「よそに 見て」 は 住持 遍 SP を餘 所に 見た ので あ 

る。 諸 註、 これ を 藤の 花 をよ そに 見る 意に 解いた の はいか、"。 詞 書の 「立ち寄りて 歸り ける」 とい ふ 詞續き は、 

藤の 花 を 見る や 否や さっさと 脇目 も 振らす 歸 つた 趣で、 現に 花の 蔭 を も 立ち 馴らした 以上 は、 诀 して 藤の 花 を 

「よそに 児る」 とはい はれない。 枝 は 折る とも 這 ひまつれ よは 颇る 狂痴の 趣が ある C 引きと  >  め よの 餘 意を說 

破 しないの は、 餘情 を饒 からしめ る C  , 

結句、 六帖に は^^む 間 を だに と ある。 意 は 藤の 花が 其の 人に 纏ひ附 いたらば、 それ を觯き 捨てなければ 歸れ 

まい、 さらば 解き 居る 間な りと もと V めて 見たい とい ふ。 眞淵は 「二れ この 憎 正の 口 振な り、 枝 は 折る ともと 

いへ る は 理り盡 きす、 詞も よしな し」 とい ひ、 景樹 もこれ を是 として 深く 慕へ る 意 を かく みやびに 面白く、 し 

かもい ひ はてす して あざやかに 聞かせ たらむ、 凡器の 及ぶ 所に あらす」 とまで 贊 へて るる。 萬 葉 集 十二、 

さ ひの 隈檢 の隈 川に 馬と めて 馬に 水 か へ われよ そに みむ 


とその 着想が ひとしい が、 耿柄は 檢隈 m に 遠く 及ばない。 

家に^ の 花^けり ける を、 人 の 立ち どまり て 見け る を 

よめる  躬恒 

わが 宿 に^け る ふぢな み 立 ち 返り 過ぎが てに のみ 人の a るら む ： 

1 〇 家に 躬^の 家に。 〇 ふぢな み 藤 靡の莪 。 藤の 花の 靡く よりついた 名。 藤と いふ も 同じい。 さて 波に^ 

せて、 下の 「立ち返り」 にかけ 合 はせ た。 0 立ち返り 引き返しく  C 〇 過ぎが てに のみ 通り過ぎる^ が出來 

- ) くさう- ) ， よ.^' りの 意。 

大意 よくもない 自分の 庭に 唤 いた 藤の 花な の を、 何で 立ち 良り くして 通り過ぎ 難い やうに、 ひたすら 人-か 

A る I であらう ぞ。 

^ この^ 法 を 世に 卑下 自慢と いって ゐる。 詞 のうへ では 我れ からお として、 立ち 止. まって 人の 見る の を 訝った 

さまながら、 ^の 意 は それ も 詰り は 家の 花の よいから と 落着させる いひな しで、 頗る 婉曲で ある。 三 四の 句 間 

に、 例の！ I： 故にの 語 を 挿入して 聞く ベ き 格で ある。 「人め」 は 上に 「しづ 心なく 花の 散 るら む」 と ある 花のと 同じ， ) 

とで、 語調 を 緩和して ゐる。 又 「藤な み」 に 淵 波 を 寄せた やうに 解した 人 も あるが、 却って 繊巧 に^く かと 思 ふ C 

それ も 池 S 藤な みな ど ある 場合 は、 或は さう かと も諾 かれる が。 

結句、 一 本に^ と あるの を眞 淵は采 つたが、 この 歌の 體 では. ^文の 方が い、。 
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題 しらず  よみ 人 しらず 

今 も かも^き に ほふらむ たちばなの 小嶋 のさき の 山ぶ きの 花 

i  o 今 も かも 「今 も」 の 「も」 は 物 を 含めて いふ 辭。 「かも」 の 「か」 は 疑辭、 「も」 は 歎辭。 o たちばなの 小嶋 のさ 

き 大和 國高市 郡 飛鳥の 橘の 島と いひ、 或は 山城 國 {!t 治 川の 北岸 橋姬 社の 下に 山吹の 瀨と いふが ある、 其處だ 

ともい つて 一 定 しない。 o 山ぶ き 棣棠。 欵 冬と 書く は當ら ない。 

大意 昔 ^ た 時 は： ^事に 哚き 句って 居た が、 この 節 も相變 らす唉 き 匂 ふ 事で あらう かま あ、 あの 橘の 小嶋の 畸 の 

山吹の 花 は。 

1 ^^柒 卷 八に、 

かはづ 鳴く 神な ひ 河に かゆ 見えて いまや 暌 くらむ 山吹の はな (厚見 王) 

と ある を、 所 を 易へ たのみ だと、 眞淵 はいって るる。 萬 葉の は 二三の 句 調 も 七 五に 流れて るるから、 この 歌の 

方が 格調 は 古く 聞え る。 然し それだけの 理由で 時代の 前後 を斷定 する こと は 稍 早い。 抑 も 飛鳥の 橘の 島の 宮は 

草 壁 皇子のお 邸で ある。 その 御 庭に 中島な ど あるので、 島の 宫の 名が 附 いたらし いが、 小島と 打ち 任せて いふ 

こと はも-く 諧 かれない。 これ はや はり 宇治の 橘の 小島と して 解して おかう。  ， 

これな む 橘の 小岛と 中して。 (源氏 浮 舟の 卷) 

平等 院の丑 寅 橘の 小島が 崎より、 武者 ニ騎 かけ 出で たり コ (源平 盛衰 記) 

と ある 處で、 平安 遷都 後の 人が、 暮春に は舊 都の 奈 良から 折々 行 遊 も 試みた、 宇治川 沿岸の 山吹の 花 を 想 ひ 出し 


て、 「今 も かも」 と 追憶に 耿 つたので、 その 感愴は 無量、 語意 も 高簡、 格調 もをゝ しく 大らかで ある。 

はる 雨に 匂へ るいろ も あかなく に 香 さへ なつかし 山吹の はな 

1 あかなく に 飽かぬ にの 意。 「なく」 はぬ の延 言。 

大意 ^雨に 濡れた 美しい 色艷 も、 見飽きせ ぬう へに、 香まで がよくて、 亂を 離れ ともなく 懐かしい わ、 山吹の 

花 は C 

國 .H 吹 は 萬 葉に も 「. 妹に 似る て ふ」 など 詠んで、 暮舂の 景物の 尤なる 物に もてはやされて ゐる。 雨の しめりに 

〈 

は 香の まさる もの だが、 山吹の 香が それ 程好 もしい 嗅感を 起す こと は、 餘り とも 思 ふが、 此の 顷 のに は、 女郎花 

にも 香 を 詠んで ある 位で、 ^代の 人より は 嘆 感の發 達して ゐ たこと は事實 である C 伹 山吹の 香 も 幾 群と なく 吹 

き 満ちた 花のう へ に 風な ど 吹き 渡った としたら、 或は 匂 ひもしょう。 「いろ も」 と 「香 さへ」 と を對照 させて ゐる。 

， ■ すべて 心 詞に盡 きて、 言外の 餘 味に 乏しい。 , リ - "、. , ハ ！  ,  ；  ；  ^ 

； 山吹 は あやなな^ きそ 花見む と植 ゑけ む 君が こよ ひこな くに 

0 あやなな 哚きそ 「あやな」 は あやなく で、 分別な しの 意に 用ゐ る。 「な 暌 きそ」 は 咬く 事 勿れの^。 〇 け 
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む 過去 を 想像す る 助動詞。 0 こよ ひ 今宵。 

大意 山吹 は 無分別に 诀 して 今 唉く なよ、 花 を 見ようと 思って 梳 ゑて 置かれた あの 御 方が、 今夜 來 もせられ ぬの 

に、 暌 いても 何の 詮 もない 事な の を。 

國 この 歌の 妙趣 を會 得しよう とする に は、 まづ 往古の 習俗 を 知らなければ ならぬ。 當時は 夫婦で も 初から は 相 

住しない。 男の 方から 夜毎に 女の 許に 通った ので ある。 これ 忍ぶ の怨 むのと いふ 戀 歌の 昔に 多い 理由で、 必す 

しも 風俗の 淫猥だった ので はない。 今も壻 取した 女の 詠んだ 歌で、 その 壻 殿が 山吹 を 前栽に 植ゑ させて、 花が 

暌 いたら 一緒に 兒 ようと 豫 約して ゐ たのに、 差 支が あって か壻 殿が 來ぬ 折し も、 猶豫 なく 山吹の 花が 唉き 出し 

たの を 見て、 肝心の 植ゑ 主も來 ぬのに 暌く 山吹 は あやなし と 罵った。 これ 卽ち この 山吹の 唉 くのに も 来ぬ 人の 

あやな さ を も、 間接に 怨ん だもので ある。 「こよ ひ」 と ある は その 當夜 ばかりの 夜 離れの 趣で ある。 それで すら 

百日 も 不沙汰した やうに、 山吹 を 借りて 耮 憤を洩 す。 その 戀 心の 濃厚な ことに 驚かされる。 情景 相 協って 比 興 

面白く、 幽怨の 意が 隱 然として ゐ るの は 佳作で ある。 

よし野 川の ほとり に、 山 吹の 咬け りけ る をよ める 

つら ゆき 

よし野が は 岸の やまぶき ふく 風に 底の 影 さへ うつろ ひに けり 

1 〇 よし野 川 大和 國吉 野郡吉 野に ある。 

大意 吉野 川の 岸の 山吹 を 吹き散らした 風の 爲に、 誘 はれさう もない 水底に 映った 影まで が、 思 ひかけ す 散って 


しまった わい。 

is 吉野川 は 山 ふところで、 おの づ から 山風 も 烈しい。 それが 「影 さへ 移ろ ふ」 の 伏線 を 作して ゐる。 岸の 花が 散 

れば、 その 影 だから 底の も 散って 見える の は當然 なの を、 全然 別物に 扱って、 幼く 愚に 詠んだ の を 一 ふしと す 

る。 上に この 作者の 「夢のう ちに も花ぞ 散りけ る」 と 詠んだ のと 同 趣向で ある。 山吹 ふく 風と、 同 昔 s 類語な ゆ 

み 重ねて 聲調 をと 、のへ、 又 岸と 底と を對 比させて ある。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

かはづ 嗚 く 井手の 山吹 散りに けり 花の さかりに あは まし もの を 

この 歌 は ある 人の いはく 橘の 淸友 がな り。 

E3  0 か は づ嗚く 「か はづ」 は 天 暦 以後の 歌で は、 今 蛙と いふ 田 居 中に 喧しく 鳴く 蟲を いふが、 この 淮 より 以前 

の は、 夏の 頃より 秋 を 專らに 鳴く 河鹿の ことで あるつ 河鹿 は 春 はま だ 鳴かぬ から、 こ * は 「か はづ 鳴く 神な ひ 

川 云々」 (^^八) の 歌と 同じく、 只 その 所の 物 を 頭に おいて 序詞と したまで である。 〇 井手 出城 is 相^ 郡。 

片手 s 里、 井手の 玉 川、 皆 こ、 である。 井手 は その 玉 川に ある 堠埭 から 起った 名で ある。 されば 井手の 山吹 は 

玉 川 s^s ある 塘に暌 いた 山吹 をい ふ。 

大意 この 井手の 山吹が、 思った より 早く 散って しまった わい、 今少し 早く 來て、 花の 盛に 逢 はう であった もの 

を、 さて/ \殘 念な 事 をした。 

二 段に 切 o と、 のへて、 しかも 末 をい ひさした の は、 無限の 感愴を 含める 叙 法で ある。 又 はじめより 井手の 
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.E 吹と 打ち出す の は 唐突と 酙 酌して、 「か はづ 鳴く」 の 序詞 を 置いた の も、 おの づ から 匂が あって 優美な 觀想が 

深まる。 萬 葉集卷 八に、 

君が 家の 花 たちばな はなり にけ り 花の ある 時に あは まし もの を 

この 橘 を 山吹に 取り 換 へたの みだが、 感愴の 深さ 聲 調のう る はし さは、 却って 優って ゐる。 品格 高く 餘韻 がま 

た饒 い。 

左 註に 橘淸 友と ある は、 諸兄 公の 孫檀林 皇后の 御 父で、 仁 明 帝の 御 外祖父に 當 るので、 太 政 大臣 を 贈られた 人 

である。 されば 橘の 淸 友が など 書いて は失禮 である。 该 人の 書き入れた 注で ある こと は明暸 である。 但 井手の 

地は懾 氏に 綠故 あり、 歌の 體 格から 時代 を推究 してみ ると、 或は 淸友公 あたりの 作 かも 知れない。 

春のう たと てよ める  そ せ い 

忍 ふ どち 春の 山べ にう ち むれて そこと もい はぬ 旅寐レ てし が 

m  o 思 ふ どち 氣の 合った 同志。 0 うち むれて 「うち」 は 接頭語。 0 そこと もい はぬ 必 す其處 とさして もい 

はぬ。 0 してし が して 見たい。 「が」 は 希望の 辭。 

大意 氣の 合った 同志、 興味の 多い 春の 山邊 に、 多勢 連れ立って 一 日 遊んで、 日の 暮れた 所 を 宿と して、 行きつ 

き 次第に、 必す 其處と 定めた 事の ない 旅寐 をして 見たい も のぞ G 

1 さらばい かに 愉快な 事 だら うの 餘 意が ある 「春の」 の 一 語 眼目で ある。 よろ づの 花唉 きいろく の 鳥 啼く春 

仍山邊 だから 面白い 害 だが、 それ も 一 人で は 十分に 愉快で ないから 入懇の 朋友 三 四 輩と 共に 行き、 又 日の 暮れ 


る を^と して 歸 つて は 十分 面白くな いから 一 夜 を 泊る 事と し、 又 その 宿 を必す 其處と 指定して は烦 はしくて 自 

由で ないから、 行きつ き 次第 何處 にで も 泊る 事と して 遊んで 见 たいと、 作者が 遠慮のない 十分の 慾 M を 述べた 

ので ある。 その 慾 望が 全部. E 然 の 懐に 抱かれて 遊びたい とい ふの だから、 罪 はない。 作者 素性 はこの 時代に は 

比較的 遊^ 好の 旅行家であって、 野 逡山逡 の 一 一語 は絕 えす その 口頭 を往來 して 謳歌 讃 歎され た。 されば 歌 もお 

のづ から 脫 俗の 氣 味が あるが、 素より 粱れは 枯木 死灰 的の 老 禿で はない。 乃父の 氣笾 を^ 傅して 極めて^の 勝 

つた 人、 その 境遇から して、 自然に 烟 霞の 癖 を 助長 させた やうで ある。 故に その 歌に また 蔵 菜の 氣、 抹杏 の^ 

味の な いのは、 大いに 喜ばしい。 

四. H:、 顯 木に そこと もしらぬ と ある。 

春のと く 過ぐ る をよ める  み つ ね 

あづさ ラ はる 立ちし より 年月の いるが 如く もお も ほ ゆる かな 

1 0 あづさ 弓 春 上に 旣出。 春の 枕詞 c  0 年月 時日と いふ 程の こと。 0 いる 射る。 

大意 冬のう ち は 年月 も 長く 覺 えたが、 梓弓 を 張る とい ふ 名の 春の 立った それから は、 年月が 早く 經 つて、 矢 を 

射る やうに まあ 思 はれる 事よ。 

i 春 は 四季のう ちで 殊に 物見遊山の 興がお ほく、 浮かれ 心に 任せて は 光陰の 移る S も^えな いので、 あわたた 

しく^の 暮れた 心地が して、 打ち いた 狀 である。 この 作者 乂、 

はかなくて 春 二月 は 過ぎに け り 花. S 盛 は す ぎ がて にせよ 
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と 詠んで ゐ る。 梓弓 は旣に 春の 枕詞に 用ゐ たの を、 再び その 緣 語で、 逨に 早し の 意 を 「射る が 如く も」 と轉義 し 

た。 又 「年月と いふ 語 は 春に ては穩 かなら す、 拾 遣 集 及び 六帖、 家集に、 歳暮の 歌の 中に 入りた るが 正しから 

む」 とい ふ說も あるが 誤觯 である。 これ は 熱 語で、 年 は 輕く添 はった まで >、 時日な どい ふと 同じ 語 例で ある。 

とにかく 緣 語の 鎖り 鑌けは 狂歌め いて 聞え る。 この 作者の 下作で あらう。 

四 句、 家集に いにしが ごと もと ある。 

やよひ に、 鶯 の 久しう 聞え ざり ける をよ め る 

つら ゆき 

なきと むる 花し なければ 鶯も はて はものう くな りぬ ベら なり 

Hi  O なきと むる 鳴いて 留める。 〇 ものうく 大儀に、 面倒な などの 意。 O 鶯も 「も」 は 例の 强ぃ 意で、 さへ 

もと い ふ に 常る o 

大意 いかに^んで 鳴いても、 散る を 留め 得る 花が サな いので、 流石の 鶯 さへ も あゆ 句の はてに は、 鳴く のが 大 

倦に なって しま ひさうな 樣子 である わ。 

0 それ 故近來 一向 鳴か なくなつ たの だら うの 餘 意が ある。 わが 惜 むに も關 はらす ひたすら 花 は 散る ので、 途方 

にくれ てゐ ると、 たまく 鶯が 久しく 鳴かない のに 氣が 付いて、 その 理由 を 同情に 推察した。 鶯の 鳴く の を 花 

の 散る を 惜んで 鳴く と 見る の は 例の 事で、 さて その上に 一 趣向 を 立てた ので ある。 


やよひ のつご もり 方 に、 山 を 越えけ る に、 山 川より 花の 流 

れ ける をよ める  ふ 力 やぶ 

花 ちれる 水の まに とめ くれば 山に は舂も なくなりに けり 

1 0 つ ごもり 方 「つ ごもり」 は 月 隱の義 で、 下旬 又は 晦日 をい ふ。 「つ ごもり 方」 は 無論 下旬の こと。 0 ふか や 

ぶ 深 養父の 字 を 書く。 この 作者 はこ、 に 初出 だから、 氏を署 すべきで ある。 氏は淸 原で ある C 〇 まに まに 

隨 ひての 幸5。  0 とめ くれば 「とめ」 はもと めと 同意。 景樹 はよ く 心 を 注ぎ 目を留 むる と釋 して、 尋ぬ. る 意と 觯 

する の を 破した。 

大意 花が 散って 流れる 川筋に ついて、 水上の 方へ と 留意し つ > 來れ ば、 麓と は 違って 山に は、 意外に 花ば かり 

か、 はや 春 も なくなって しまった わい。 

■ 麓の 里 こそ 散り 方 なれ、 山 ふところに は猶 風隱れ する 花 もあって、 春めいた 景色が 多から うと、 ^川 傳 ひに 

溯って ると、 豈に 料らん や 満山 は綠盡 して、 却って 夏め いたさ まなので、 「出に は 春 もな く なれり」 と愕 かれ 

たので ある。 「山に は」 の 「は」 の 辭は花 散れる 麓に 對へ、 「舂 も」 の 「も」 の 辭は花 も を 含めて ある。 三月の 下：？ た 

からな ほ 春で あるが、 春の 證 として 見るべき 物が 無い から、 舂は 無くなつ たと 斷 じた。 かくい ふが 耿 である。 

六帖 に、 二 句の 「水」 を S! とし、 結句 は， 殘ら ざり けりと あって、 夏の 歌に して ある。 又 北 村 季吟の 抄本に、 ra: 句 

山に も # はと ある。 意 はよ く 聞え てゐ るが、 驚欵の 意が 淺ぃ G 

舂缺下  一一。 九 
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春を惜 みて よめる  もとかた 

をし めど もと ぐ まらな くに 春霞 か へ る 道に したち ぬと 思へ ば 

大意 立 ち 出で ぬ 前なら ばと にかく、 春の 君が はや その 歸途 にサ、 霞の 立つ 如く 立ち 出で たと 思へば、 今更 別 を 

惜ん でも とても 留り はせ ぬに、 それ を や はり 惜 むは 愚な ことで ある わ。 

園 人の 別れに は、 まだ 出立せ ぬう ちに こそ 惜んで 留める 法 も あれ、 旣に 門出して は その 甲斐 もない こと を、 下 

に 思って 詠んだ。 今日し も 打ち 霞んだ うちつけ 心から、 「立つ」 をい ひ 出す 序詞と して、 當季の 景物た る 春霞 を 

用 ひたので、 霞が 主で ない 事 は、 上の、 

今より は 梅の はな 植ゑ じあ ぢき なく 待つ 人の 香に あやま たれけ り 

の處に 於いてい つたのと 同じ 趣で ある。 されば 霞 を 重く 見て、 春霞が 歸途に 就いた やうに 解いた 說は、 粗漏と 

いはねば ならぬ。 畢竟 春 を 擬人して、 その 暮れ行く を 彼の 本 所へ 歸る ものと 見た のが、 一 趣向な ので ある。 巧 

では あるが、 感哀に 乏しい。 餘 韻の 人 を 動かす 處な いのは、 元方の 歌の 通弊で ある。 

寛 平の 御 時き さいの 宮の 歌合のう た  お き か ぜ 

こゑ絕 えず 鳴け ゃ鶯 ひと 、 せに ふた 、 び とだにくべき 春 か は 

1 0 こゑ絕 えす 聲を絕 やさす。 0 鳴け や 「や」 は 命令 辭。 

大意 これ 營ょ、 隨分 聲を絕 やさす に 鳴いて くれよ、 なぜ なれば、 一年のう ちに 三 四 度 はおろ か、 二度と さへ も 


來 るべき 春 かま あ、 ロハの 一皮より 來は せぬ 貴い 春ぞ よ" 

1 春の 日 數も殘 少なくな つた 頃、 鶯の聲 の 途絶えた 時分の 感想で ある r 「一年に 一 一度と だに」 と、 數 量の 語を懸 

け 合 はせ て I！ はしめ たのが 詞の あやで、 かく 春の 來ぬ事 を 丁寧に 諄く いふのに、 今の 殘卷 の贵く 大切な 趣 を 反 

襯 して ゐる。 それ だから 今のう ちに お前の 鳴くべき 時 を 過 さす 鳴け と、 鶯に 警告した。 この 銳ぃ 突き 込んだ 語 

調 は、 鶯 を激勵 する に 十分で ある。 下句 は 一 寸 理窟め いて ゐ るが、 それ を 基礎と して^の 嗍を强 要した こと は 

颇る 詩的で ある。 構想 旣に 面白く、 詞遣 ひも また 巧者。 

初 句、 六帖 に^だて ， と ある。 

やよひ のつご もりの 日、 花 摘より 歸り ける 女 ども を 見て 

よめる  みつね 

と  >  むべき 物と はなしに はかなく も 散る 花 ごとに たぐ ふ 心 か 

0  o 花垴 蒋曆の 一 三 一月の ころ 野 山に 出て、 花 を 摘んで 先祖の 墓 を 祭り 佛に 奉る をい ふ。 草花な ど を も 桢むリ 

0 物と はなしに 物で はない のにの 意。 〇 はかなく も しかと 取り留めた 處 のない の をい ふ。 0 たぐ ふ 類 ふ 

の義。 附き添 ふ をい ふ。 o 心 か 「か」 は 欵辭。 

大意 附き 添って 行った とて、 留められよう 物で はない のに、 あの 花. か 惜し さに た わい もな く、 あの 散る 花と い 

ふ 花 毎に、 附 いて 行く 私の 心よ。 

0 摘みた めた 花束 を 持って 女 どもの 戯れながら 來 ると、 春の 末の 花な ので、 ^くも 片々 と散亂 する。 さて その 

春联下  二 1 一 
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散る 花 を 女 共に譬 へたの は、 前に 貫 之が 「道 もさり あへ す 花ぞ 散りけ る」 と 詠んだ のと 同 趣向で、 今 花 摘から 歸 

つて 來る 美人 ども を 見れば、 一 人 一 人に 心 移って、 それに もこれ にも わが 心の 惹 かれて ゆく 事 かな、 さりと て 

遂に その 女 を 引き留め 得べき でない のにと、 人知れぬ 仇 心 を はかなんだ 譬喩 歌で ある。 「はかなく も」 の 自嘲の 

一 語、 却って 理性 をよ そに 落花に 熱狂す る 態度 を、 强く點 出した。 伹初ー 一句 はすこし いひ 過ぎ かと 思 ふ。 槪し 

て は 艷柔な 趣 ある 歌 だが、 貫 之の 「道 も 去り あへ す」 の 作に 比べる と 一 等 を 下る。 叉詞 書に 「三月 晦日」 とその 時 

日 を ことわつ たの は、. 春の 果 だから 散り 行く 花の いよくと V め 難い 意 を、 たしかに 聞かせたい 爲 である G 

やよひ のつご もりの 日、 雨 の ふりけ る に、 藤 の 花 を 折り て 

人に つか はしける  なり ひらの 朝臣 

ぬれつ 、ぞ しひて 折りつ る 年の 內に春 は 幾日も あら じと 思へ ば 

i〇 ぬれつ、 濡れながら。 

大意 この 藤の 花 を、 今日の この 雨 に 濡れく して サ、 無理に 折った わい、 なぜ なれば、 もはや 當 年の 一 年 S3 

ちに は、 春 は 幾日も あるまい、 卽ち今 m 一  日と 思 ふから サご 

1 藤の 花 を 春の 象徵 として、 「春 を 過ぎて は 藤の 花 も 見る 甲斐なければ、 雨 を 冒しても 今日 折り 取って、 貴君の 

御^に 入れた の だから、 其の 心で 見て 下さいの 餘 意が ある。 歌に は 雨と も 藤の 花と もない が、 「濡れつ ゝぞ」 「折 

りつる」 で、 略 その 片影 を ほのめかし、 餘は 眼前の 事相、 卽ち 其の 日 降った 雨と 贈った 藤の 花と に讓 つて、 暫 

くい はない ので ある。 實 際の 作に は必す これらの 省筆 法が ある 事 を 知らなければ ならない。 又 濡れながら も 折 


る は、 志の 懇切 さ を 忍 はせ る 態度で、 上の 「わが 衣手に 雪 はふり っゝ」 と ある 光孝 帝の 御耿 と、 その 軌 を ^じう 

する、」 風 體抄に 「しひて といへ る、 姿も詞 もめで たく 侍るな り」 と ある。 他の ロ數 こそ 多 けれ 春 は 幾日もと 强 

く摘屮 いしたのに、 忍 ひ 入った 趣が 深い。 伹業平 朝臣の 作と して は、 诀 して 上乘な もので はない。 

^勢 物語に 「昔 袞 へたる 家に、 藤の 花植 ゑた る 人 ありけ り。 彌 生の 晦に雨 そ ほ 降る に、 折りて 人の 許へ 奉る と 

てよ める」 と 詞^して、 この 歌が ある。 三 句、 同書の 塗 籠 本と いふに は MS 花と ある。 又家^に は、 三 句 以下 

藤の 花 春 はけ ふ をし 限と 思へば と ある o 景樹 はこれ を 執して、 「初 一 一句 迫れる^ 調なる に、 下句 幾：：： も あら じ は、 

今日  一 S のみに おし 詰まれる^ ならねば、 語調 弛び て 打 合 ひ 難し。 詞害 にも 晦の 日と あれば、 け ふ^^^と あ 

る を もて 正しと すべし」 とい ひ、 又 「この 集の 詞甞は 伊勢 物語の 機 入に て、 物語の 詞書は 晦と弘 く かけて、 必 

す 晦日の 事なら ねば、 下句 もこれ にて 適 ふなり」 といった。 實 に詞窖 に 親切な 見解で 的 論と 思 はれる。 姑く 錄 

し て ゆ. 功 を^ つ こと ゝ する。 

亭子院 の 歌合 に、 春 の はての 歌  み つ ね.. 

け ふ のみと 春 を 思 はぬ 時 だに もた つ こと やすき 花の かげ か は 

1〇 たつ 起つ の 意。 立ち去る こと。 0 かゆ 蔭。 

大意 もう 今：：： だけと 春 を 思 はぬ 時で さぺ も、 立ち去る 事が 出來 やすい 花 蔭 かま あ、 それで さ へ 立ち去り 難い 花 

蔭だった のに。 

S まして 今： n かざりの 卷 では 名 殘 惜しくて、 いよく 花の 蔭 は 動かれぬ の餘^ が ある。 家^に、 

春 欲 下  一二三 
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ナふ 暮れて あすと だに なき 春 なれば た 、 まく をし き 花の 蔭 かな 

同意ながら、 率 易に 失して 滞^の 弊が ある。 恐く はこの 原作で は あるまい か。 刻 意 推敲の 結果、 造 句の 巧 を 極 

めた ものと 思 はれる。 當 時の 歌合の 判詞に は、 を かしと 評して ある。 但立 意が や、 理路に 涉 つてる る 嫌が ある 

の は 遺憾で ある。 

序 こい ふ 「打 聞」 に 慈 鎭和尙 の 本と いふに、 「たれこめて 春の 行方 も」 の 歌の 次に、 

さくらの 遣 水^ち りけ る を  つら ゆき 

くみ づに 虱の ふき 人る ， さくら 花き えす 流る ， 雪 かと、 ぞ貝る 

又 「ことならば 唤かす や は あらぬ」 の 歌の 次に、 

雲 林院に まかりて 櫻の ちりけ る をよ める  賞  之 

雪と みて ぬれ もやす ると さくらばなち るに 块を かづきつ るかな 

の 1 1 首が あつたと 出て ゐ る。 
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夏 歌 

題 しらず 、  よみ 人 しらず . 

わが 宿の 池の ふぢな み唉 きに けり 山 ほと、 ぎす いっか 來鳴 かむ 

この 歌 ある 人の いはく 「柿 本の 人 丸が なり」。 

1 〇 池の ふぢな み 池の 邊の 藤の 花。 「ふぢな み」 は 藤 靡の 義で、 藤の 花房 は 垂れな びくので いふ。 或はい はく 

藤 並の 義と。 とにかく 花に ついての 稱 である。 藤 波と 書く は 借 字。 0 唤 きに けり 「にけ り」 に 驚歎の 意 を 含む。 

0.E ほと、 ざす 山の 時鳥。 時鳥 は 陰 I, 曰 四月の 初から 五月 を 盛りに 里 近く も來 て、 夜 をお もに 鳴く。 子規、 杜 

宇、 杜^、 蜀魄、 時鳥、 郭公、 霍公鳥な どの 字面 を用ゐ る。 

大意 ，：： 分の 庭の 池の 邊の 藤の 花 は、 意外に 唉 いたわい、 さて は 山の 時鳥 はいつ 頃 山から 出て 來て 鳴かう か。 

^ 藤の 花 は 暮 春から 初^に かけて 唉く。 時鳥 は 初夏から 仲夏 をお のが^と して 鳴く。 今 意外に も 庭前の 藤の 花 

の哚き 5Z したの を晃 て、 俄に 夏の 景氣を 感じて、 時鳥 を 下 待つ 心に なった 趣で ある。 抑 も 庭^に 池 を 設け、 そ 

の 中^の^に， をから ませる とい ふ 趣向 は、 平安 人士の 好みであった。 蓋し 藤の 花と^-鳥と は、 お (良 時代から 
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も 頗る 珍重され、 厘 歌人の 題詠に の ほって ゐる。 で 藤の 花に よって^ 鳥 を 聯想す る こと は、 火 を 見て 烟を思 ふ 

よりも 自然であった。 「藤な み」 に 淵と 波を寓 せた とする 說も あるが、 それで は 甚だ 小細工で、 この 歌の 味 ひ を 

少なく する ものである。 「山 時鳥」 は 「宿の 藤な み」 に對 へたので、 後世の 歌の、 山に 何の 意義な しにい ひ續 ける 

のと ま m ふ。 一首 を 二 段に 切りと ゝ のへて * 上句と 下句と を排對 して 鬪は せて ゐる。 下句 は、 

朝が すみた なびく 野 邊に足 引の 山 ほと、 ぎす いっか 來 鳴かむ (萬楚 十) 

とらる に 全く 同じで あるが、 霞と 時鳥の 關 係よりも、 この 方が 緊密な だけに 諾 はれる。 

. 麋 なみの 疾き ゆく 見れば 時鳥な くべ き 時に 近づきに けり (萬 葉 十八) 

よこの 先鞭で、 一寸 軒^し がたい やう. たが、 よく 味 ふと 說 明に 過 ざて、 この 歌 ほどの 含畜 がない。 

一 膝な みのし ゆり は 過 ざ ぬ あしび きの 山 時鳥な どか 來 聞かぬ (萬 葉 十九) 

は ほ ノ 同じ 體製 であるが、 境 致の 面白さ は 池の 藤な みに 及ばな い。 

わ-かや どの.^ の ふぢな み唉 きしょり 山 時鳥 待たぬ 日ぞ なき (躬恒 集) 

こ 匕 ベれば 遙に 優って ゐる。 姿 高く 心 ひろく、 巧まぬ やうで 底に ェの あるの は、 古風 を存 した 所で、 上 乘の作 

だら う。 

結 Is、 六帖 に^ゃ 來 鳴かむ と ある。 景樹が 「いっか は 少し 間の ある さま、 は その 時に 臨みた る さま なれ 

ば、 こ、 は 鳴くべき 時節に 向へ る なれば、 の 方正し」 といった の は、 一往 は 尤もと 思 はれる が、 前に もい 

ふ 如く、 まだ 咲かぬ 箦の 花の 咲いた につけて、 急に 待つ 心に なった 趣 だから、 「いっか」 の 方が やはり 可から う o 

左 註 は 列の 采り 難い。 そんな 傳へ もあった の だら うが、 更に 人麻呂 の歌體 でない。 すっと 後の もので、 平安 遷 


都 後の 作な 事 は 勿論で ある。 

うづきに^ ける SH を 見て よめる  紀 のとし さ だ 

あはれ て ふ 言 を あまたに やら じと や 春に おくれ て獨 さくらむ 

E1 〇 うづき 卯 W で、 お 1曰 の 四月の 異名。 卯の花 月の 略と か。 0 あはれ て ふ 言 あはれ と感赏 する：！. 「あはれ」 

は欵 II。 「て ふ」 はとい ふの 約。 O あまたに やら じと や 多くの 他の 木に 頒ち 遣るまい といって か。 

大意 あ、 兑^ なと いふ 人の.； S 詞を 、数多の 璎に頒 けて 遣るまい、 自分の 獨占 にしようと 思って、 わざと 數 多の 

^の唤 く 春に 後れて、 花の 珍しい 時分に、 獨 この 樱 は唉 くので あらう か。 

1 假令 喝采 稱 讚の 語に せよ、 獨占を 望む の は、 人道 上から は恶 とも^られ るが、 樱の 感情 と^れば、 人間 じ 

みて 飛んだ 可愛い。 元 來樱に は 何の 意識 もない。 只 隱微な 人情の 消息 を 物に 託して 洩らした ので ある。 結句 

「^くらむ」 にさ くら を 詠み 込んで ある。 それで 詞寄 なしで も 櫻の 歌と わかる。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

さ r:: まつ 山 ほと &ぎ すうち はぶき 'も 鳴かな む こぞの ふる |な 

1 〇 さ 月 まつ 「さ 月」 は 陰暦 五月の 異名。 早苗 月の 義。 なほ 諸說 ある。 時鳥 は 多く 五月に 鳴く のでお のが 五月 

など もい ひ惯 れてゐ る。 そこで 四月 頃 は その 鳴くべき 五月 を、 山の 中に 待ち 居る もの > や うに 取り成し ていつ 

た。 0 うち はぶき 「うち」 は 接頭語で 勢 を 強む る 語。 「はぶき」 は 羽 振で、 羽 叩きす る 事 をい ふ。 振り を 古く は 
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、ふ、 きとい つた。 0 こぞの ふる 聲 去年の 舊ぃ聲 ひ 

大 I  a 月 をお のが 鳴く 時として 待って 居る 山 時鳥よ、 まだ 五月に ならぬ から、 今年の 初聲は 出されす とも、 山 

から 飛んで 來て、 去年の 舊聲 なりと も、 この 卯月の 今 まあ 鳴いて もら ひたい わ。 

1 聲に新 古の 別-か ある 箸 はない が、 それ を ある やうに 取り成す のが 作意で ある。 

こぞの 夏な きふるし てし 時鳥 それ か あらぬ か聲 のか はらぬ (夏 S 

あたらしく てる 月影に 時鳥 ふる 聲 しるく 鳴き わたるな り (躬恒 集) 

などあって、 時鳥に 古聲 をい ふの は、 この 集の 前後に 專ら 流行した 意 想と 見えた。 しかし この 歌の 面白い所 は、 

去年の 古まで もい > から 聞かせて くれと、 極めて 消極的な 謙譲な 希望 を 叙べ たと 表面に、 は 見せかけて、 その 實 

去年の 古聲 でも、 今年 はじめて 鳴けば、 卽ち 今の 初聲 である ことで ある。 又 「うち はぶき」 は 鳴いて 飛び出す 形 

^なので、 隨 つて 「さ 月 待つ」 が 山に ひそみ 隱れ 居る 狀 にも 聞かれ、 相對上 甚だ 面白くなる。 「今 も」 はおの づか 

ら 「ふる 聲」 に對へ た 響が ある。 意詞 曲折して 巧な ものである。 

,  伊  勢 

さ 月 こば. きも ふりな む 時鳥 まだし き ほどの こ ゑ を 聞かば や 

圏 0 こば 來 らば。 O ふり 舊り。 o まだし き ほど 未し き閒。 0 ぱゃ 希望の 辭。 

大意 時鳥 は 五月が 來 るなら ば、 屢鳴 くので、 聲が舊 臭くな つてし ま はう、 それ 故 今の まだ 早い うちの 聲を 聞き 

たい ものよ" 


1 そしたら 珍しから う をの 餘意が ある c 四月 中に 時鳥の 聲を 待ち 戀 ふる 意 は、 前の 歌と 同じで、 その 趣向が 遠 

ふ。 璉が 聞え 過 ざて、 歌 は遙に 下って るる。 

よみ 人 しらず 

五月 待つ 花 たちばなの 香 を かげば むかしの 人の 袖の 香ぞ する 

1 o 五月 待つ 花 たちばな 「五月 待つ」 は 前の 時鳥の 歌に あると 同じで、 橘 も 五月に 暌 くもの だからで ある。 さ 

れど 前の は その 五月 を 待ち 居る 間 をい ひ、 これ は旣に 五月 を 待ちつ けて 唉き 出た の をい ふので、 少し 異なる C 

o 花 たちばな 橘 を 四 五月の 交、 花唉く 時に つけて いふ 稱。 この 橘 は 今い ふ 橘と は 別 稀の 物で、 ^と 花と 貪と 

を 同時に 賞翫 した ことが、 古い 文書に 見えて ゐる。 その 點 では 今の 夏 密柑が 近い ものであるが、 もっと 小さい 

實で柑 子の 如き 物であった。 密柑を 以て これに 充てる の は無稃 である。 あれ は實が 花の 暌く夏 まで 保たない。 

大意 五月 を 待ちつ けて 唉く、 その 花 橘の 香 を 嗅ぐ と、 今に 忘られぬ 昔 馴染の 人の 袖の 香が サ、 お 外す る わ。 

1 橘の 木蔭 近く さまよ ふ 人の、 うち しめりな つかしく 匂 ふ 花の香に、 ふと 昔の 人の 袖の 香 を 聯想して 詠んだ も 

の だ。 香 を 嗅ぐ とい ふに、 作者の 動作が 現れて、 相對 的に 昔の 人が 親密に 意識され てく る。 この 「宕 の 人」 は 死 

んだ 人の 事で はない。 昔 馴染の 人で ある。 作者 はこの 歌の 勁 健な 風 調から 推す と、 男と 忍 はれる。 すると 袖 は 

昔 馴染の 女の 袖で ある。 かう 兩性 間の 問題と なると、 その 袖の 香 を 云^す るの は、 卽 ちその 女 を云爲 する 譯と 

なる ので、 一 ^ 忘れて 居た 戀々 の 情が、 橘の 香に よって 復活す る。 詠 欵の味 ひが 隨 つて 永く 深い。 今少し 感情 

の 動きに^ 豫 あらば、 昔の 人の 袖の 香 ぞ思ひ 出 でら る、 と、 多少 分別の 語に も涉 らうが、 只 それ を^いだ 瞬^ 
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の 感じ を 端的に 打ち出し たので、 直に 「袖^ 香ぞ する」 と诀定 的に 斷言 する 始末と なった。 これが この 歌の 佳い 

處だ らう。 春 歌 上に 「誰が 袖 ふれし 宿の 栴ぞ も」 と ある も 同 趣で あるが、 これ は 天籟で、 人 爲のェ がない ので 優 

つて ゐる。 歌體 古朴で 雅で、 たしかに 奈 良の 遺 調で ある。 「香」 とい ふ 語が 二つ ある。 古代 は 同字の 病 を 忌む 事 

が 厳でなかった 故 も あるが、 猶 よく 思 ふと、 橘の 香と 袖の 香と、 自然の 對を 作って ゐる やう だ。 

.  〇 

い つ のまに さ月來 ぬらむ あし ひきの やま 時鳥い まぞ 鳴くなる 

1 〇 鳴くなる 「なる」 は 欸辭。 

大意 、 ) れは まあ 何時の 間に 五月が 來 たので あらう、 五月 を 時として 鳴く 山の 時鳥が、 思 ひも かけす 今サ 始めて 

あれ 嗚 くわ。  . 

1 これ も 時鳥 は 五月の 節に 鳴く ものと して、 光陰の 推移の 速な こと を驚欵 したので ある。 秋 歌 上に、 

きの ふ こそ 早苗と りし か い つ の 間に 稻葉 そよ ぎて 秋風 ぞ 吹く 

と あるに 立 意 は 相似て、 「いま ぞ」 の 一 語が この 眼目で ある。 その 突然な の を 意外とした 樣子 がよく 表現され て 

ゐる。 これ を 「日頃 待ちに 待ちた る を 待ちつ け 得た る 意」 と觯 した 人 も あるが 誤解で ある。 それで は 初 句の 「い 

つの まに」 が 無用の 語と なる ではない か。 歌の 姿 は のんびりし てるる。 


けさき 鳴きい まだ 旅なる ほと 、ぎす はな 立 花に 宿 は 力ら なむ 

0 旅なる 住み^ かすして ある をい ふ。 

大意 今朝 はじめて 山から M へ來て 鳴いて、 いまだに 旅が けで 居る 時鳥よ、 いづれ.：^ を 借る だら 5 が、 幸 ひこの 

庭に 暌き匂 ふ^に、 袼 は 借りて もら ひたい わ。 

1 さらば 其の 聲が 親しく 又 多く 聞かれようと、 賴み思 ふ 心 持が 麼 然として るる。 花 掹 か 軒端に 句 ふなつ かしい 

夕 HSJ、 今朝 はじめて 鳴いた 時鳥が、 猶 あちこちと 飛び 廻って ゐ るの を^て、 旅が けの 人 を聯恕 し、 さて 旅人 

は タ暮に は 宿 を 借る ので、 それに 擬 へて、 同じく は 軒端の この 橘に 宿って ほしいと 希った 趣， 问は而 い。 かう 

ゆ 鳥 を 人 問 扱に する 事 は、 ：g る 時鳥に 親しみ を 持つ 所以で ある。 八 「朝の^ 鳥と 今 も 飛び 廻る 時鳥と は、 別の 鳥 

である 事 は 無論な の を、 おなじ 鳥と 見 成した の は、 全く 分別 を 離れて るる。 古へ は 今の 松 や iS などの 如く 掹 は 

大抵の 人家の 庭前に はあった ものである。 穴 H 家に なっても、 必す そこに 橘か殘 つて ゐ るので、 故 鄉の軒 の^な 

ど； t み惯 つて ゐる。 時に 應 じて 時鳥に 詠み 合 はせ る こと は、 後世 鶯に梅 を 結ぶ に 同じい。 奈良朝 代 盛に 愛お 

せられた 奉 は、 萬粱^ が その 例 を 多く 示し 丁 ゐ る 。 

音 羽 山 を こえけ る 時 に、 時 鳥の 鳴く を M きて よめる 

紀友 則- 

お  と  は  山  けさこえ  くれば  ほと  、ぎす W はるかに. <r ぞ^くなる 

1 0 音 羽 山 山城 國山 科に ある 洛東東 山の 一 峰。 そこに 今 も 名 钊 淸水 寺が ある。 

M 耿  ニニ 一 
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大意 音 羽 山 を 今朝 越えて 來れ ば、 時鳥が 梢の 方遙 に、 思 ひかけ す 八 「サ 始めて あれ 鳴く わ。 

i 「音 羽 山 を 越えけ る」 といっても、 この 路は音 羽 山と 阿 彌陀が 峰との 山 峽を山 科へ 出る 路で、 今^^ 越と いふ 

處 である。 作者 は 近 江 方面へ 何 か 所用が あって、 拂曉に 京の 家 を 出立して、 ^谷 越に か、 つた^ は、 朝 もま だ 

早い 頃だった らう。 折 柄 はからす" 都に はま だ 聞かなかった 杜鵑の 一 聲を、 若葉 さす 梢の 一 方に 遠く 聞きつ け 

た景氣 は、 いひ 知らす 面白い。 これ を 見 上 ゆた 喬木の 梢に 高く 鳴いた 趣に 見た 觯も あるが、 それで は 「梢 はる 

かに」 が 打ち合 はない。 又 「ぞ」 の 用法 は、 上の 「いつの， まに さ月來 ぬらむ」 の 歌と 同じで ある。 實景を 只 ありに 

述べて、 簡古 質實 なの は、 延喜 時代の 人の 作に は 稀に 見る 處で、 この 作者に は 折々 かう したの が ある。 

夏山の 木す ゑし み ， に 時鳥 鳴きと よむな る聲の はるけ さ 

から^ 胎 したやう に 一 寸思 はれる が、 內容 からい へば 全く 別 裁に 屬 する。 

時鳥の はじめて 鳴きけ る を 聞きて よめる そ せ い 

時勢 はつ こ ゑ 聞けば ぁぢ きな くぬ しさ だまらぬ 戀 せらる はた 

0  o はつ こ ゑ はじめて 鳴く 聲 c  o ぁぢ きな く  口語の つまらな くの 意。 o ぬし 主。 o はた 當 の義。 さし 

常った 意に いふ。 こ A はも またの 意で はない。 

.K 意 時鳥の 初音 を 聞く と、 さし 當 つてつ まらな く、 誰れ とも その 人の 定まらぬ 戀 心地が される わ。 

0 時鳥の 聲には 何となく 感哀が 起って、 戀 心地が そ、 られる こと は、 奈 良人の 詠に ある C しかし それ は、 旣に 

術ない 程の 戀に惱 んでゐ る 人の 事であった。 


何し かも こ、 ばく 戀 ふる ほと 、 ざす 鳴く 聲 聞けば 戀こ そま？ れ (萬 葉卷 八) 

神な ひの いはせ の 社の よぶ 子 鳥いた くな 鳴き そわが 戀 まさる (同 上) 

など、 ^につけても 傷心の 種と なり、 戀ひ まさる 端と なる 事 を 思へ。 然るに 素性の は 全く. N 場が途 つてる る。 

彼に は戀の 基調 はない。 ロハ 時鳥の 聲を 聞く と人戀 しい 思が ふと 起る とい ふ。 その 现山は 彼れ の 環境 か 絕對に 寂 

しいから である。 旣に 寂しい その上に、 哀感 を そ- ^る 時鳥に 鳴かれて は 溜った もので はない。 油然と して 卞-定 

まらぬ 戀 心地が^ くの は、 お 然の歸 結で ある。 「はた」 の 語調 甚だ カ^に 富んで、 置 處が颇 る 妙で ある" 「あちき 

なく」 は 自己の 行爲 をよ そくしく 打ち 眺めて、 批評した ロ氣 で、 一 寸考 へる と 而.： ：！  くない やう だが、 元來が 

眞の SHi 打ち込んで ゐる 場合で ないから、 かう した 餘裕も その 心境に ある 譯だ。 

二 句、 家^に も六帖 にも， 鳴く こ ゑ 聞けば と ある。 これが 正しから う。 「初 聲」 は 意 も 調 も 少し 急で 浮いて-, 0 る。 

且又 二の 集の 詞書 は、 歌に あら はれた 事 は 粗く 書き、 あら はれぬ 事 は 委しく 書いて、 歌の 意を扶 ける のが 例た 

から、 歌に 旣にー 初聲」 と あったら、 煩 はしく 詞 書に 「はじめて 鳴け る」 と 重ねて 書く 笞 がない。 

奈 良の いその かみ 寺に て、 時 鳥の 鳴く をよ める 

いその かみ ふるき 都の ほと 、ぎす こ^ばかり こそ #« なり けれ 

1 o お 良の いその かみ 寺に て 云々 「いその かみ 寺」 は 大和 國山邊 郡 石山の 良因院 をい ふ。 作者 住持の 寺で ある。 

「奈， U の」 と あるが 古来の 集訟 となって るる。 奈 良と 石 上と は處が 離れて るるのに、 いひ- M けたの は 不^で ある。 

或は 「石 上へ は 奈良を 過ぎて 行けば 遠から ぬ 程に も あれば いひ 續け たり」 とい ひ、 或は 「歌に いへ るふる き郤は 
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奈 良の 故 京 を さした る なれば、 安康 帝の 石 上なる 穴 秘 宮、 仁 賢 帝の 廣高宫 と 紛れぬ 爲に、 奈 良のと 添 へたり」 

とい ひ、 或は 「平安の 京と なりて は、 石 上 あたり を も 廣く奈 良と いひなら へり。 譬 へば 今の 世に 丹波國 なる 愛 

宕を 京の 愛宕と いふ 類な り」 とい ひ * 或は r 奈 良の は 全く 後人の さか しらに 加へ しなるべし。 歌 は 石 上の 懐古な 

る を や」 ともい つて ー诀 しないが、 昔の 奈 良の 京 は廣大 で、 石 上に 隣接して ゐ たうへ に、 後世 大和の 七 大寺十 

五 寺 を 南都 七 大寺十 五大 寺と いふ 類で、 大まかに 書いた ものと 見て よから う。 o いその かみ ふるき 都 石の 上 

布留 とい ふ續 きで、 布 留は石 上のう ちの 地名で ある。 それに 舊 きをい ひ 添へ た。 

大意 この 石 上の 古い 都 跡 は、 何もかも 昔と は變り はてた 中に、 只 時鳥の 鳴く 聲 のみが サ、 昔の 通り 變ら すに あ 

つたわい。 

0 「こ ゑば かりこ そ」 の 「こそ」 の 用法が カ强 いので、 他の 事物 は 一切 昔で ない 趣が 反證 される。 作者と て 昔の 時 

鳥の 聲を 聞いた 譯 ではない が、 これ は變 化ない ものと 斷定 して 詠んだ。 作者が 住んで るる 良 因院の あたり は、 

安康、 仁 賢 二 代の 帝都の 址で、 衣冠の 邱は梵 佾が不 斷讀經 の 場と なり、 花 草の 苑は 野人が 鋤き 捨てた 野ら とな 

つて、 前 朝の 事は茫 として 夢の やうに 覺 える 中に、 なまじ ひに 感哀を 催す 時鳥の 聲 ばかり 昔の ま、 なのが、 對 

映 上 却って 傷心の 種子と なる ので ある。 上に、 

ふる 里と なりに し奈 良の 都に も 色 はか はらす 花は唉 きけ り 

と あると 感興の 基本が 同じで ある。 又 萬 葉 集に、 

あ を 丹よ し奈 良の 都 はふり ぬれ どもと 時鳥な かす あらな くに (卷 十七) 

これ は 景物まで も 同じで、 全く 等 類の 歌 だ. か、 詞に 精粗の 差が ある。 所謂 椋の葉 磨き を かけて、 古撲を 切磋し 


て淸 新と したの はこの 作で ある。 

题 しらず  よみ 人 しらず 

夏山に なく ほと 、ぎす 心 あらば 物お も ふわれ に聲 な^かせ そ 

圍 〇"义出 S 季 の巾 をい ふ" 〇 心 あらば 忍 ひ 遣りが あらば の^。 

大意 こ o 若椠 さす 頃の 山で 鳴く 時鳥よ、 汝も思 ひ 遣りの 心が あるなら ば、 この やうに 物 忍 ひ をして 居る 自^に、 

. お，； 1 の 鳴く^ を 聞かせて くれるな よ。 

^ お前の^ を 聞けば いよく 物 思が 增 して 堪へ られ ぬからと いふ 餘意 が^んで るる。 心ない ものに 對 して、 「心 

あらば」 と 希 ひ、 「聲な 聞かせ そ」 と 跳へ た。 ^し 切な さの 思ひ餘 つた 叫で ある。 何 か^ 苦の ある 山贝人 S 述懐 

で、 $ 鳥 の聲を 悲しい 聲 と斷定 しての 趣向で ある。 されば 「なく」 が 主腦の 語と なる ので >  輕く 看て はならぬ。 

まこと 彼が 聲は昔 短く 節 促って 湊絕 惻絕、 人の 心を慯 ましめ る 調子な ので、 漢土で はこれ を^に 泣く とも、 蜀 

の^ 帝 Q 魂の ヒ した 物と も、 さまぐ 悲哀な 傳 說を懊 へ て はるる けれど、 面白く 赏美 するな に 取り成 こた^: 作 

は 極めて 稀で ある。 日 木で も 古く は 多く 然ラ であって、 萬 葉 集に も、 

き 鳥な かぬ 國 にも 行きて しが その 鳴く 聲を 聞けば くるし も (卷 八) 

など 詠んで るる。 それ を 尋ねても 聞かう と 願 ひ、 初聲を 夜明かし でも ゆ つやう に 愛^す る 趣に 詠む W は、 平安 

は 代に なつての 事で ある。 實際 彼れ の聲 音は悲 調を帶 びて ゐ るか、 環境 や 背景から して、 又 面白く も 感ぜら ォ 

もす る。 
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〇  _ 

ほと 、ぎすな く聲 聞けば 別れに し 故鄕さ へ ぞこ ひし かりけ る 

1 〇 さへ 添 ひ 加 はる 意の 辭。 

大意 寺 烏の なく 聲を 聞く と、 さまぐ 懐かしく 思 ひ 出される 事が 多く、 住み 捨てた 故郷の 事まで がサ戀 しくな 

つたわい。 

1. 遊子の 腸 を斷っ 不如歸 のー聲 は、 漢詩に いひ 舊 した 事で ある。 「さへ」 の 一語 は 一寸 考へ なければ ならぬ。 思 

ひ m 山の 第一 に 推すべき 箸の 故鄉 を、 「さへ」 と 第二に おとした のが 訝しい。 想 ふに この 故鄉は 作者が 厭 はしく 思 

つて 住み 捨てた 處 かも 知れない。 さの み 懐かしく もない 故鄉 までが、 この 聲ゅ ゑに 戀 しく 慕 はしくな つた 意と 

見たら 適 ふだら う。 

〇 

時 & ながな く 里の あまた あ れ ば な ほ う とまれぬ 忍 ふ ものから 

n  0 ながな く 汝が 鳴く、)  0 なほ やはりの 意。 0 うとまれぬ 「ぬ」 は 現在完了の 助動詞。 0 思 ふ ものから 

「ものから」 は f  〕 、 では 物ながら の 意。 

大意 時鳥よ 、お前が 氣が多 くて、 鳴く 里の あちこちに 澤山 あるので、 お前 を 慕 はしく は 思 ふ もの、、 やはり 疎 

辣 しく 忍 はれる わ。 


Is 單に 表面から 孵釋 して、 時 為ば かりの 歌と して は、 文意が 利己的で、 甚だ 面白くない。 これ は 必す眞 意 は 外 

にある ので、 比喩の 歌と ^るの が 至 常 だら う。 卽も旨 い 事ば かりい つて 自分 を あしら ひながら、 他に も 一；；： ：！ ひか 

はす 女の^ 山 ある 人 を、 時 烏に 喩 へての 作に 違 ひない。 ^勢 物語に は、 これ を Is 親王! ^^か 異心 あるかに 

給うた 耿 として あるの は、 この 問の 消息 を捉へ 得た ものである。 「あまた あれば」 と恪氣 はしても、 一面に 忍 は 

すに はおられない、 いや 思 ふから こそ 恪氣 もす る。 この 内面的 葛藤に 頗る 面白い 情緒が 閃いて ゐる。 この^ 雜 

上に 「月面. JM しとて、 凡 河内 躬恒 がまう できたり ける によめ る」 と.！ 齊 ぁる贳 之の 歌に、 

かつ 见れど 疎く も あるか 月影の いたらぬ 里 も あら じと おも へ ば 

は、 その^ 情 も 構恕も 全く 同一 であるから、 相 通 はせ て兒 たら 了解され よう。 いづれ も 時 烏な り、 月影な り を 

擬人して 表 €的 叙述 を 完了して、 寓意 を隱然 たらしめ た 手腕 は 巧妙で ある。 

〇 

忍 ひ いづると き はの 山の 時鳥から くれな ゐ の ふり 出て ぞ な く 

1 〇 おひ いづると き はの 山 思 ひ 出づる 時に、 常 磐 山 を かけた。 「思 ひ いづる」 はわが 戀人を 思 ひ 出す ので ある。 

お^ 出 は 山城 國の 名所と いふ。 〇 から くれな ゐの 唐紅の 如くの^。 紅にから の 美稱を 添へ て 「唐紅」 とい 二： 

その 紅色 を 染める 時に、 紅の： g 汁に 布帛を 入れて は、 度々 振り 動かして 色 濃く 染め付け るので、 「ふり 出て」 の 

序詞と なった。 o ふり 出て 振り立てと いふに 同じい。 

大意 戀 しい 人 を 忍 ひ 出す^-に、 常 磐 山の 時鳥が、 恰も.： ni 分と おなじ やうに、 聲を 振り立て  >  サ、 あれ 鳴く わ。 

S 耿  ニニ 七 
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1 戀人を 思 ひ 出す 時は聲 立て、 も 泣かれる。 この 事相 を 基調と して 趣向 を 立てた。 初 句 は 結句に 影響が あるの 

で、 單 なる 序で もな く、 時鳥 を 思 ひ 出す ので もない。 また 昔 を 思 ひ 出す ので もない。 契 沖が 時鳥が 自分の 妻 を 

思 ひ 出す 時と 解した の も牽强 である。 又 「唐紅の ふり 出て」 に拘 はって、 血淚 紅涙と 解した 說も あるが わるい。 

只 「唐紅」 は 序で あるとの み覺 えてよ い。 然し 常 磐 山の 綠 色に 唐紅の 配合 は 自然の 匂と なって、 一首の 表 を 飾つ 

てゐ る。 初 句に 「いづる」、 結句に 「出て. 一と、 同意の 語が 重なって ゐ るの は、 不闹 意と 見える。 

•  ヽ 

〇 

こ ゑ はして 淚は. 見えぬ ほと 、ぎす わが 衣手の ひづ をから なむ 

1 〇 ひづ ひ ぢと同 語。 浸って 濡れた の をい ふ 名詞。 

大意 鳴く 聲は しても、 その 癖に 淚は 見えぬ 時鳥よ、 この 自分の 袖が 物 思の 淚の爲 に、 びっしょり 濡れて あるの 

を、 お前の 淚に惜 りて もら ひたい わ o 

1 もとより 物 思 ある 人の 作で ある。 想 ふに この 作者 は 時鳥と は反對 に、 淚は 見えて 聲は せぬ、 卽ち 忍び泣に 泣 

いて ゐる 人-たらう。 「は」 の辭 を-つち 重ねて 相對 へたの も、 さう した 下意が ありさう に 思 はれる。 時鳥に 借りて 

くれとまで いふので、 その 淚の 多量な ことが 想像され、 淚の 多量な ことで、 物 思の 甚 しい 事が 推定され る。 又 

淚の見 ゆる^え ぬと いふの は、 手近の 梢 を 渡って 鳴く 時鳥ら しい。 鳥の 啼 くに も淚を いふの は、 春 上に 「鶯の 

氷れる 淚 云々」 と 詠んだ 類の 聯想で ある。 


あし ひきの 山 昨 をり はへ て 誰れ かま さると ね をのみ ぞ^く 

1 0 あし ひきの 山の 枕詞。 0 をり はへ て 時延 で、 時 長く 績く をい ふ。 居り 延 へと いふ 說も ある 〇 誰れ か 

まさると 「か」 は 疑辭。 「と」 はとての 意。 〇 ね を 「ね」 は聲を 立てる にい ふ。 

大意 時鳥が 折も折と て、 自分が 物 思 をして 泣いて 居る 處へ、 引き 切りな しにい つまで も 鳴き 競って、 誰れ が 勝 

つかと いふ やうに、 聲を 立て  >サ、 ひたすら 鳴く わ。 

1 世に 侘び しれて 山里に^つ た 人な どの 作 だら う。 打ち 眺めた 山の 茂みに、 絕閒 なく 聞え る 時 烏の の、 自分 

の 泣く に 競 ひ 顔な ので、 「誰れ かま さる」 とて 時鳥が 鳴く やうに、 有心に 取り成し たのが 一 ふしで ある。 景樹が 

「こ、 らの 時鳥の 互に 聲を競 ふ 事な り」 といった のに、 結句の 意 を 何と 見た のか。 すべ て 音 を 啼くは 只 泣く の を 

いふので はない。 心 を聲に 交へ て 啼く意 だから、 時鳥のう へだけ なら、 只 鳴く と あるの みで もよ い 箐だ。 これ 

は^ 思 ある 人が、 時鳥の 鳴く もも 同情に 推 想した もので、 人の 啼 くと 時鳥の 鳴く と を 撮 合して、 「誰れ か」 とい 

つたので ある 事 はいふまで もない。 

この 歌 再び 後 撰和耿 集に 入って、 三 句う ち はへ てと ある o 「をり はへ て」 は あまり 耳遠い ので、 たまく 異傳 を 

^たので 舉 けたと 兒 える。 

• 〇  • 

八；' さらに 山へ か へ るな ほと 、ぎす 聲 のか ぎ り はわが 宿に なけ 
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1 〇 今 さらに 今 改めての 意。 o 聲 のかぎ り 聲の ありた け。 

大意 これ 時鳥よ、 お前 も 山から 出て 來て、 折角 里 馴れた 事 だから、 今 改めて 山へ 歸る なよ、 是非に 聲の ありた 

け は、 此方の 宿に 居て 鳴き 盡 しなさい。 

1 五月 も 大分 更けて、 時鳥の 鳴く 音の 間遠に なった 頃の 作で ある。 時鳥の 間遠に なった の を、 古^の 山へ 歸る 

ものと して 詠んだ。 「今更に」 の 一 語不盡 の 妙が ある。 折角 今まで 馴染んだ もの をと 抑へ て、 「聲 のかぎ り は」 と 

の 懇望、 彼れ 時鳥 を 熱愛す る 情緒が、 深く 强く 表現され てるる。 

二 句、 六帖 に^, まに 歸^ と ある。 

以上の 詠 人 しらすの 諸 作、 松 調 は あまり 高 古で ない。 延喜 時代に さの み 遠から ぬ 頃の 作らし い。 

みく にのまち 

やよ や 待て やま 時鳥 こ とづ てむ われ 世の中に 住み わびぬ とよ 

i  o やよ や 待て 「やよ や」 は 俗に やい のとい ふに 似て ゐる。 對手を 呼びかける 語。 「待て」 は 命令 格。 0 こと.、 つ 

てむ 言傳 をしょう。 0 住み わびぬ とよ 住み あぐんだ とい ふ 事ぞ よの 意。 . 

大意 山へ 歸る 時鳥よ、 これよ 一 寸 待って くれ、 山里 人へ 傳首 を：； g まう わ、 その 傳言は 外で もない、 自分 はもう 

この 世の中に 住み あぐんだ とい ふこと よ。 

i 追っ付け 翁 方のお 住みな される 山へ、 私 も隱れ ようと 思 ひます の餘 意が ある。 この 作者 は 仁 明 帝の 更衣で、 

貞 朝臣 登の 母君で ある。 登 朝臣 は 母の 過失に 依って、 僭と なって 深 寂と 號 したと、 三代 實錄に 出て るる。 され 


ば 「言 傳 てむ」 と ある 山 人 は、 或は 山寺に 籠った わが 子の 深 寂 をば 指された のか も 知れない。 實に 一 旦の 過失 

からまに 捨てられて、 物 思の 絶えぬ あまり、 いっそ わが 子 深 寂の るる 山に でも 籠 つてし まひたい と 思 ふ 折し も、 

ゅ爲か 鳴き 渡った ので ある。 S も 大分 深け た 頃な ので、 それ を 山へ 歸る ものと 聞き 成して、 さて 一 趣， 问を 文て 

た。 一 竹の 語調の 迫って^ しゅな の は、 まさに 作^の 胸の 切ない 鼓動 を 聞く やうで ある。 ^注、 奧侬杪 などの 

說に、 時鳥 は 死 出の 山 を 通 ふ 鳥 だから、 人な どに 後れて 世の中 欵 かしく 思った^ よんだ もので、  ヽ 

なき 人の^に： 迎 は》 ほと  >  ぎ すかけ てね にの み 泣く と吿 ゆなむ (槃 中、 哀偽) 

と 同窓 だら うと あるが、 どうも 承け 難い。 

この 三國の 町の 署名に 一 考を 要する。 母の 罪が 子にまで 及んで、 屬籍を 削られた 程 だから、 無論 町 は 勅勘の 人 

であると すると、 よみ 人知ら すと 署 すべきで ある。 尤も 承 和の 御^だ から、 永い 問に 何時か 勑免 を^た のか も 

知れない。  . 

寛 平 の 御 時き さいの 宮の 歌合 のうた  紀 友 则 \ 

さみだれに 物 お も ひ をれば 時鳥 夜 深く 鳴きて いづち 行 くらむ 

0  0 さみだれに 「さみだれ」 は 普通 梅雨の 名稱 となって ろる が、 こゝ は 梃 雨の 降る 季節 を 指して いふ。 0 いづ 

ち 何方。  - 

大意 梅雨の 顷 によろ づ 心細く、 夜 もく 上 くと 物 思して 居る と、 ゆ 鳥 はこの 夜 深に 啼 いて、 どちらへ 行く ので 

あらう. 二ち 

夏 欲  二三 一 
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1 あ、 心細い 事よ の餘 意が ある。 實 はこの 餘 意が 一 首に 亘 つた 主 觀で、 梅雨の 頃と いひ、 夜深けと いひ、 時鳥 

とい ひ、 嗜 闇と いひ、 不分明な ことと いひ、 どれ も 不安な 悲しい 感じ を惹き 起す 媒 である。 これ 巧まぬ 巧で、 

1 寸 見に はさの み 手の ないやう なのが、 この 風 調の 高尙な 所以で あらう。 時鳥の 歌で は絕唱 ともい はれる 拾遺 

集 o  . 

瘍 きすて  >  いづち 行 くらむ 時鳥 淀の わたりの まだ 夜 深き に 

の 藍 本と して、 餘り 遜色がない。 

夜 やくら き 道 や 惑へ る ほと、 ぎす わが 宿 をし も 過ぎが てに 鳴く 

圍 o 夜 やくら き 夜が 喑ぃ のか。 0 道 や 惑へ る 道 を 間違へ たの か o  o わが 宿み」 しも 「し」 は强辭 、「も」 は欵 

辭。 〇 過ぎが てに 通り過ぎる 事の 出來 にくさう にの 意。 

大意 この頃の 五月 閬で 夜が 闇い ので、 どちらへ もえ 行かぬ のか、 それとも 道に 迷って さまよって 居る のか、 時 

烏が 所 も 多い に 私の 宿 をサ、 取り分け いかにも 通り過ぎ にくさう に、 どちらへ も 行かす に 鳴いて 居る わ。 

0 假令 夜が 喑 くても 時鳥が 道 を 惑 ふわけ も あるまい が、 人間の 慣 ひから 推 想した ので ある。 もとく 數 多の 時 

鳥の 鳴き 過ぎた の を、 一 羽の 時鳥の さまよって 鳴く と 聞き 成した のが、 趣向で ある。 更に その さまよ ひ 鳴く に 

就いて、 「夜 や 闇き 道 やま どへ る」 と、 その 兩端を 叩いて、 時鳥の 行動 を 不安ら しく 臆測し 心配した 處に、 作^ 

の 親切ら しい 纏綿の 情 致が みえる。 「しも」 の 用法に 注意 を 要する。 特に 取り分ける 意の 辭 なので、 他に 强 くさ 


し當 てる 餘意を 生じて、 譯 すると、 所 も 多い にわが 宿 をの 意と なる。 

大江 千里 

やどりせ し 花 たちばな も かれな くにな ど 時鳥 こ ゑ絕ぇ ぬらむ 

E1 0 やどりせ し ^を 取った。 o かれな くに 枯れぬ のにの 意。 「なく」 は 否定の ぬ 3延ひ。 〇 など 口語の な 

ぜに^る J 

大意 き 為の 宿 を 取って 居た 橘 も、 まだ 枯れ はせ ぬのに、 なぜに まあ 時鳥の 聲が、 丁 M こ、 に はせ ぬ やうに なつ 

た卞- たらう Q 

1 ^を^ 島の 宿と する^ は萬椠 集に も 再三^ え、 上に も 「花 橘に 宿 はからな む」 と 詠んで ある。 さて 宿に した 橘 

は^^とし てこの 軒端に あるのに、 時鳥の 來 なくなつ たの は 不審と いふ。 ， ) の 理窟ら しい 不 理窟が、 詩 味 を^ 成 

する •」 ^の 枯れぬ 事と、 時鳥の 聲の 枯れて 絕 えた 事と を湊 合して、 上下の 句に 對 へて 鬪 はしめ たの は、 後に も、 

月 a れ ばち >  に 物 こそ 悲し けれ わが 身 ひとつの 秋に は あらね ど 

と 詠んだ のと 同一 の 手法で、 この 作者の 好んだ 風體 らしい。 又 「花 橘 も 枯れな くに」 は、 ^蔭の 說 に、 橘の 花の 

散らぬ の をい ふので あらう と。 これ も ー說で 捨て 難い。  ， 

結句、 六帖 にきな かさ るら むと ある o この 意で 初 句を舴 すると、 去年 宿 を 取った 橘 かい ま-たに 枯れぬ 趣になる。 

^こ、 の 排列の 次第から^ ると、 きな かざる では 合 はない。 

M 欲  二  i 
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きの つら ゆき 

《の 夜の ふす かとすれば 時鳥な くひと こ ゑに 明くるし の 、め 

1 o 夏の 夜の 「の」 文字 を 「はの 意な り」 と宣 長、 千秋 等 は 豚し、 景樹は 「いかにしても このま、 にて は 聞え す。 

顯 本に はと ある ぞ 正しき」 とい ひ、 廣蔭は 「結句の 『しの、 め』 へ か、 るのに て、 體言 を連續 せし むる 意の 辭 

ならむ」 とい ふ。 これ は 夏の 夜が と 解して 「明くる」 に 係け て 見る が穩 かで ある。 0 ふす かと 臥す かと。 0 し 

の、 め 東 雪なる かなの 略。 「しの、 め」 は、 夜 明 方 を さしてい ふ。 字義 は篠之 芽で、 その 色に 赤み が ある 故、 

あかる (明) の 意に 通 はせ て、 明く とい ふ 語の 枕詞と なり、 それが ー轉 して、 直に 夜 明 方の 名稱 となった。 さ、 

がに は 蜘蛛の 枕詞な の を、 直に 蜘蛛の 事と する 類で ある。 一 說 にしぬ のめ は篠の 群の 養と もい ふが、 あかるの 

意に 連絡がない ので、 意篛 が不完 である。 

大意 寐 るかと 思へば、 時鳥の 鳴く その 一 聲に、 意外に はやもう、 夏の 夜の 明ける 東雲の 空で ある ことよ。 

^ さてく 寐る間 もない 程に 短い なの 餘 意が ある。 二 句は寐 るか 寐 ないかのう ちに などい ふ 如く、 碌に 打ち も 

臥さぬ さまで、 これ 秋の 夜、 冬の 曉 などの 幾度 寐覺 めても 猶 明け やらぬ のに 對 へた 趣向で ある。 夏の 夜が いか 

に 短い とて、 時鳥の 一 聲 のうちに 明ける 事 はない が、 短い 印象 を强 める 爲に 誇張して 表^した。 これ を ー聲を 

待ち 得た 間に 夜が 明ける とも、 一 聲 のみで ニ聲と 鳴かぬ うちに 東雲と なった ともい ふ說 は、 理に 泥んで 興趣 を 

忘れた もので、 論す るに 足らぬ。 下句 頗る 力強い 叙 法で ある。 

み ふの たゾ みね 


暮る 、 かと 見れば あけぬ る 夏の 夜 を あかずと や^く やま 時鳥 

1 o あかす とや 飽かす といって かの 意。 

大意 日が 暮れる かと 思へば、 はやもう 明けて しま ふこの 夏の 夜 を、 あまり 殘多く 不満に 思って 鳴く のか、 あの 

山^ ^は。 

^ わが 短夜 を ほむ 心から、 t- 鳥の 鳴く^ 中 を も 同意に 推 想した。 又 「飽かす」 を 明かす とかけ たと 乂られ ぬで も 

ない が、 さう とすると、 明かす 明けぬ るの 反 對の懸 合が、 餘に 露骨 過 ざて、 下手な 狂歌に 近い。 故に 飽かす を 

本穀 にの み采 るを穩 かとする。 

耙 秋 岑 

i つ e まに こ ひしき 人 や いりにけ むこ ゑ ふりたて 、なく^,： 1? 

J 〇 なつやま S 季の 山。 0 こ ゑ ふりたて 、 咼く 張り 上 ゆての 意。 

大意 この 夏山に 戀 しい 人が 籠って しまったので あらう か、 頻 にこの 節聲を 張り あけて S 烏が 鳴く わ。 

園 ^に.^ かれる S は 人情の 常な ので、 夏山に なく 時鳥 を 聞いても、 その 出 中に 彼れ の戀 しい 人-か^ったら うと、 

その 意中 を 推 則した。 山に 入る こと は、 世に 佗びて 山に 住居す るの も、 出家 遞 世して 山寺に 人る の も 種々 あつ 

て、 どれと 定めた 事 はない が、 殊に こ S 頃の 世態で は、 世 を 厭って 出家して 出^りす る、 それが 心 深い 仕業の 

やうに 見られた C その S 例と して は 多武峰 少將が 最も 著名で あらう。 常人 は覺 悟の 上の 事 だが、 あとに 殘 さわ 

た 父母 妻子 は、 泣いても わめいても 追つ 付かない。 乃ち この 趣 を S 山の 時 烏に 合した。 新撰 萬筇^ にこの 耿 

S 嵌  ニー 一  k 
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に 合 はせ て、 「一 夏山 中 驚 二 耳 根 T 郭公 萵響入 二禪門 こと ある も、 この 歌の 意 をよ く迚 つた ものである。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

こぞの S なきふる してし 時鳥 それ か あらぬ かこ ゑの か はらぬ 

i  o なきふる してし 澤 山に 鳴いて 珍しけ もな くした の を 「鳴き ふるす」 とい ふ。 「てし」 に 現在完了の 「て」 の 助 

動辭 に、 過去の 助 動辭の 「し」 の 重なった もの。 〇 あらぬ か それに は あらぬ かの 意。 

大意 去年の 夏頻に 鳴いて、 古臭く してし まった 時鳥の 聲が又 聞え るが、 あれ は 去年の 時鳥 か、 それとも 別の 時 

おか 分らぬ が、 聲が 第一 去年の ま 、變ら ぬわ。 

1 時鳥 は どれ も 一 樣の聲 で、 又 年に よって 聲に新 古の 別 ある 箦 もない。 それらの 理趣を 超越して、 そこに 想像 

を 描いて、 新 古の 別 をお も ひ、 聲に 差別 をつ け、 これ はどうしても 去年ので あると 斷言 せぬ ばかりに いひ 詰め 

た痴 意が 面白い。 上に も 「今 も 鳴かな む 去年の ふる 聲」 と 詠んだ 類で ある。 四 句、 句 中句 ありと もい- V へく、 同 

じ^ 法 を 反復して 切り 調へ たので、 最も 力強く 聞え る。 それに 應 じて 結句 も 旨くお き 得て ある。 これ を もし 聲 

ぞ 同じき などい はう か、 上來の 語勢 忽ち 頓挫して、 尾 枯れと なって しま ふで あらう。 

時鳥の 鳴く をき、 てよ める  つら ゆき 

さみだれの 空 もと にろ に 時鳥な に を 憂し とか 夜た に 鳴 くらむ 

O 空 もと  >  ろに 空 もどん どと。 「と  >  ろ」 は 響 動す る をい ふ。 動詞に はこれ をと  >  ろくと いふ。 「も」 はさ へ 


もの 意。 た  >  「た ご は 直の 籙で、 宵から 哓 まで 直に 引き 縐くを 「夜た >  J とい ふ。 夜通しに おなじい。 

大意 梅雨の 空 もと :>  ろと 鳴り 饗く ほどに、 時 烏 は 何事 を^い と 思って か、 あの やうに 夜通し 泣く ので あらう ぞ。 

0 天地の 寂. S を 破って、 梅雨の 閱 の.^ 空 を 鳴きと よもす 時鳥の 悲 价な聲 は、 よもすがら 獨 起き 居る 愁 人の 斷腸 

に堪 へぬ 虚、 坐に 同情 を 寄せて、 どんな 憂き 事が あって か 泣く と、 不審 も 打って 見た くなる ので ある。 時鳥の 

聲は さほどの 大聲 でもない のに、 「{ 仝 もと V ろに」 は その 鳴く ことの 盛ん さも 誇張した もので、 三 句 以下の 語 を 

成す 尜地を 作って ゐる。 立 意 は 何でもな いが、 この 誇張と かの 疑問と 相俟って、 その 應 接の！ i に 不一 K の 妙味が 

生じて くる。 

さ ぶら ひに て、 を のこ どもの 酒た う ベ け る に、 召 し て 「時 

鳥 待つ 歌よ め」 と ありければ よめる  みつね 

ほと 、ぎす 聲も 聞えず 山彥は ほかに 鳴く 音 を こた へ や はせ ぬ 

0  O さ ぶら ひに て 云々 「さ ぶら ひ」 は 禁祕杪 に 「下 侍 三 問、 有 二 炭 榧？ 四面 敷レ疊 、號ニ 侍臣 亂遊所 一也、 云々。 酒 S 

等 於， 一 此所 一行 レ之」 と ある 通り、 禁中で 五位 六 位の 殿上人 達の 詰 所 を 侍 所と も、 下恃 ともい ふ。 「を S こ」 は 男子 

の 殺で、 家隸 をい ふ。 主上から 藏 人頭 を はじめ 五位 六 位の 人々 を さして 宣ふ 語で あるが、 この 集 は 勅撰で 御 覽 

に 供へ る も s だから、 その 語 を 以て 書いた。 「酒た うべ」 の 「たうべ」 は 口語の 食べと 同じい。 さて 詞 書の 意 は 殿 

上の 恃 所で、 侍臣 等が 酒宴した 時に、 躬恒を その 座に 呼び出して 時鳥 を 待つ 歌 を 詠めと 所望した ので、 躬恒が 

取り あへ す 詠んだ とい ふ 意。 この 「召して」 を、 主上の 御前に 召した やうに 解いた 諸 註 は 誤で ある。 召す は 天子 

夏耿  二三 七 
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に 限らす、 尊卑 兩 者の 間に は 廣く用 ひられる 詞で、 躬恒 は當時 甲斐 少 目と いふ 極めて 淺ぃ 官位の 者 だから、 殿 

上人の 詰 所で ある 侍に 呼んだ の は、 卽ち 召す といって よい。 若し 强 ひて 主上の 召した 事と すると T 歌 詠めと 

ありければ」 と ある を、 どう 解釋 する つもり か。 餘 に失禮 の文體 では あるまい か。 前後の 例 を 推す に、 主上の 

御詞に は必す 仰せ 云々 と ある。 秋 部 上に- 「寬 平の 御 時 七日の 夜、 うへ にさぶ らふ をの こども 歌 奉れと 仰せられ 

ける 時、 人に か はりて よめる」 と ある 詞書を 見合 はせ て 心得る がよ い。 o 山彥 こだま。 反響 をい ふ。 山に 靈 

があって 物の 聲に應 ふるやう なので、 男 神の 美稱 なる 日子 を 添へ て 呼ぶ。 或說に 「ひこ」 は 響の 急 語で、 萬 葉 

^九に 「足 日 木 乃 山 響 令 動」 と ありと いふ。 しかし 山 響 は 義訓 だと 思 ふ。 0 や はせ ぬ 春 歌 下 「櫻 花 春く は、 れ 

る 云々」 の 條に旣 出。 

大意 待て どもく 時鳥の 聲が まあ 聞えぬ わ、 なぜに 山彥 は、 餘 所で 鳴く 聲を なりと も應 へて、 此處へ も 響か さ 

ぬぞ、 應 へて 響かせて 聞かせさ ラな もの だに。 

1 獻酬數 巡、 夜 も； 史け 渡った 折 柄、 時鳥 も啼き 出 しさうな 五月の 空の け は ひなので、 歌人 躬恒を この 座に 呼び 

出して、 待つ 歌 詠ませて 酒の 肴と したの は、 時に 取っての 殿上人 等の 風流で あらう。 この 際 皆檨の 酒のお 肴に、 

本物の 時鳥 はもと より、 山彥 だってよ その 反響く らゐ お聞かせしても よかり さうな もの を、 どれ も氣が 利かな 

いと 巾し 上 ゆた。 時鳥の 鳴かぬ あまりに、 應 へぬ 山彥を 恨み 咎めた の は、 客 を 借りて 主 を 形す る 筆法で ある。 

待つ とい ふこと を 詞に顯 さないで、 その it を 待ち 戀 ふる 意が ありく と^えるの は、 流石に 老手で ある。 躬恒 

でなくて 誰れ に出來 よう。 當 夜の 入 興 はさ もと 忠ひ 遣られる。 

三 句、 顯 本に^^ i と ある は 山彥に 同じい。 


山に 時 烏の^ ける をき、 てよ める  つ ら ゆ き 

時，1？ ひとま つ 山に なくなれば われう ち つけに 戀ひ まさりけ り 

i  o ひとまつ 山 人 を 待つ とい ふに、 松 山 を かけた。 松 山 は 松の 生えた 山 をい ふ。 名所で はない。 0 うちつけ 

突然に、 卒爾に などの 意。 

大意 時鳥が 人 を 待つ とい ふ 名の 松 山に、 あれ あの やうに 鳴く ので、 自分 も ふっと 人 を 待つ 心に なって、 戀 しく 

思 ふ 事が、 これまでより は增 さった わい。 

1 これ はお 時の 男女 <11ん 口の 習惯を まづ思 はねば 解るまい。 夫妻に まれ、 相思の 間に まれ、 男 は 女の 家に 夕お：^ 

に 通って 注った ものである。 今 何の 思念 もな く 山 本 を 越えて ゆく と、 時鳥が 山 松の梢 を かけて 頻に 鳴く。 松に 

待つ の罂が あるので、 端な く 自分の 來 るの を 待ちつ、、 時鳥の 如く 泣いて 居る かと、 愛人の 上に 想到され たの 

である。 こゝに 至って 端的に 居た、 まれぬ 程人戀 しくな つてく る C さも ありさうな 自然の 聯想で ある or 人 まつ 

出」 は 旣に春 歌 上の 「白妙の 袖 ふり はへ て 人の 行 くらむ」 の條 でい つた 通り、 この 作者の 惯 川の 語法で ある。 大 

和 物語に も 「君 まつ 山の 時鳥」 とい ふ 歌が ある。 恐らく はこれ を點 化した もの だら う。 

はやく 住みけ る 所に て、 時 鳥の 鳴け るを閗 きて よめる 

たぐみ ね 

むかし へ や 今も戀 しき ほと 、ぎす 故鄕 にし も 鳴きて 來 つらむ 

.M  ^  二三 九 
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ュクへ  ， 

1 0 はやく 住みけ る 所 以前 住んだ 所。 卽 ち故鄉 である。 0 むかしへ 昔 方。 「へ」 は 方の 意。 行方な どのへ と 

同じい。 

大意 住み 馴れた 昔が、 今でも 戀 しいの かしら、 あの 時鳥が 所 も 多い に、 自分が 昔 住居 をした 土地に サ、 取り分 

け 鳴いて 來 たの 一 じあら う。 

0 わが 昔 p. しくて 故鄕を 音づれ たので、 時鳥の 來て 鳴く 意中 を も、 同意に 推 想した の は、 作者の 狡 獪な處 で、 

畢竟 はわが 意中 を 時鳥に 託して うち 出した ので ある。 「しも」 の 餘意は 前の 「わが 宿 をし も 過ぎが てに 鳴く」 の處 

でい つた 通りで ある。 處も多 いに 軒に は 忍 草 生 ひ、 垣に は 蔦 かづら が 這 ひ 纏って、 露け き 野原と 荒廢 した 故鄕 

の 5 た o:、 わざ/ \勢 音を曳 らしに くる 時鳥 は、 ゆに 這 般の心 あり ゆな ものと 見られる。 詞 のうへ では 「昔」 

と 「今」 と圃 はせ て ある。 

時 #1 の 鳥け る をき、 てよ める  み  つ  ね 

.& 鳥 われと はなしに 卯の はなのう き 世の中に なき わたるら む 

1 o われと はなしに 我れ に は 非ざる にの 意 。「我れ」 は 作者 自身 をい ふ。 o 卯の はなの 「うき」 にか、 る 序詞。 

0 なき わたる 時鳥の 上で は、 空 を 鳴いて 渡る こと。 それ を 自身 ^泣いて 年月 を經る 意に かけた。 

大意 自分 は 世の中の 憂さに 甚 へないで、 泣きつ、 月日 を亘 るが、 時鳥 は 自分と 同じ 身で もない のに 何で 憂〃 

この 世の中に 啼き暮 すので あらう ぞ J 

^ 自身 を こ s 上 もない 薆き 身と 定めて、 時鳥の 鳴き 渡る 所爲 をい ぶかし み、 彼れ を 主と し、 おのれ を 客と して 


相對 比して、 姿 致 を 取った。 かう した 厭世 觀 はこの 時代 一般に 漲って ゐた 事で、 殊に この 作者に しばく 歌 は 

れ たが、 後世に 至ります く^しく なって、 遂に は 陴腐厭 ふべき ものと なった。 「卯の花の 憂き 世」 と輕み 重ね 

た 叙 法 は、 萬 葉 集卷 十に、  .• 

うぐ ひすの かよ ふ 垣根の 卯の花の うき 事 あれ や 君が 來 まさぬ 

と ある 三 四の W を 踏襲した ので ある。 蓋し 時節の 景物 を 借りての 序詞 だから、 詞づ かひが 細やかに うる はしく 

聞え る。 又 ^ 故にと いふ 語 を 句 中に 揷 みて 聞く の は、 例 のらむ 留めの 一 格で ある。 

はちす の 露 を 見て よめる  僧正. 遍 

はちす 葉の にごりに しまぬ、 いもて なに か は 露 を 玉と あざむく 

In 〇 はちす 薬 逑 の^。  o しまぬ 染まぬ の 意。 〇 なに か は 「か.」 は疑辭 。「は」 は 調を强 める 爲に^ へたお J 

反辭 ではない。 

大意 ^は 泥中に 生 ひたちながら、 その 泥水の 濁に も 染まぬ ほどの 潔白な 心 を 以て、 何で あの やうに、 卜り 

露 を 玉と して 見せて、 人 をば 欺く ことか。 

1 法 華 出品に 「不 レ染 二世 問 法 一如 二 蓮 花 在 "水」 と ある を 取り合 はせ て、 初 二 句 は 詠んだ もの か。 桑門の 作 

< "ム  -， 

者お のづ からさう した 準據が あらう と 思 はれる。 又 「濁に しまぬ 心」 は 蓮の 心 だから 初/ n は^ S と 云" た U 

で 十分な の を、 露の 置く に 取綠も あるので、 熟語と して 「連^の」 と 連ねた ので ある。 尙こ のこと^ しくに、 お 

歌 上、 

S  ^  ^一 
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宿 近く 梅の 花う ゑ じあ ぢ きな くまつ 人の 香に あやま たれけ り 

と ある 歌の 處で 、いつたの を 見合 はせ ると よい。 萬 葉に 「蓮 築に たまれる 水の 玉に 似た る 見む」 と躭 つた ゃラ に， 

攛 盆の 如き 立 葉のう へに 溜った 露の、 宛轉 として 皎潔 なの を 見た 時、 怪しく 白玉 かと 思 ひ 惑 ふ を、 却って 蓮が 

心あって 露 を 玉と 欺く やうに 取り成して 詰問した の は、 頗る 奇巧を 弄した 處で、 落 想 人の 意表に 出て ゐる。 こ 

の 種の 想 は 眞摯の 情に こそ 乏しい が、 氣韻 こそ 高くない が、 また 一種の 感輿 があって 面白い と 思 ふ。 篮 しこの 

佾正 の獨壇 である。 

因に いふ、 こ、 に 不思議な のは佛 像の 蓮 花 座蓮臺 は. 一 彫刻に 盛んに 現れ、 蓮の 散華 は法會 にも 經卷 にも 見え 

るが、 萬^^で もこ の 粱 でも、 逑の花 を 詠んだ の は絕對 にない。 

月のお もしろ かりけ る 夜. 嘵 方に よめる  ふか やぶ 

夏の 夜 はま だ 宵ながら 明けぬ る を 雲の いづ. こに 月 やど るら む 

1 〇 まだ こ、 は 口語の 意と 同じい。 正意で はな ほの 意で あるが。 0.S ながら 「宵」 は 夜と 同意。 叉 初夜の 怠 

にも ffl ゐる。 こ、 も 初夜で ある。 「ながら」 はこ、 では ま、 にと いふに 似た 接尾語。 

大意 S の 夜 は 短い もので、 まだ 更け もせぬ 宵の 間に、 はや 明けて ゆく の を、 これで は あの 月 は、 とても 西 山 ま 

で 行き渡る 間 も あるまい、 すると 空の 何 處に宿 を 取って 隱れる 事で あらう ぞ。 

1 端 居し つ  涼 夜の 月 を 見 耽って ゐる うちに、 早く も 明 方に なった 一 時の 驚きに、 道理 を 滅却して、 深夜な し 

に 宵の まゝに 明けた と速斷 した 痴意 穉氣 は、 やがて 夏の 伎の 短い 事 を 表^す る 誇張の 言語と なった。 又曉 方の 


月 は火抵 出の 端に^^ れた 心から、 今^ 明した 中空の 月に 對 つて、 かく 突然と 間もなく 明けて は、 月 は 空の 何 

處に. M る だら うかと 心配した。 これらの 痴愚の 想 は、 卽ち 詩趣のお 素 を 成す ものである。 空の いづこと いふべ 

きを 「雪の いづこ」 と鸭^ した こと も、 自然の 景象が 匂に なって 面白い。 文意 は 新奇 だか 尖 巧に 慯ら す、 姿も淸 

く畏 けも^く、 語調 また 流 滑で ある。 流石に 元輔 が祖、 淸女 が曾祖 たるに 愧ぢ ない 伎倆。 

隣より 常夏の 花 を 乞 ひに おこせたり けれ ば、 を し み て、 こ 

の 歌 を よみてつ か はしける  み つね ，、， 

塵 を だに すゑ じと ぞ思 ふさき しょり 妹と わがぬ ると こ 夏 の 花 

O 隣より 云々 「常； 炭」 は 撫子の 一 名で ある。 M から 秋の 末まで も唉く 花な ので、 夏 を 常し なへ にす る^で^ 

•C: 、とい ふ。 この 集 以後の 詞 である。 「乞 ひに おこせた りければ」 は 貰 ひに 使 をよ 二した からの 怠。 〇 すゑ じ 

置くまい-,、 0 妹と わがぬ ると こ 夏 妹と 我が 共寢 をす る 床と いふに、 常垔を かけた。 妹 は 妻み-も 愛人 を もさし 

ていふ。 

大意 の 常夏 は 花が 暌 いてから この 方 は、 塵 を さ へ 置かせまい とサ思 ひます わ、 その 现 巾に^ と 手^か 中よ 

く寢る 床と いふ 其のと こ哀の 花 だから、 大事に 存じまして。 

1 これ 程 大事な ものな ので、 折角の 御所 望で はあります が、 折って さし 上 ゆる 事 は、 とても 出来ません の餘意 

が ある C 他よ. C 物 を 請求 所^され た 場合に、 極めて その物の 貴重ない はれ 因綠 を絮說 する こと は、 卽ち 間接に 

謝絶の 意味 を 表する もので、 この 手段 は 吾人が 日常の 交際上に よく 利 川され てゐ る。 かう 直接 を 避けて 問 接に、 

5  ^  一一  M  一二 


古今 和歌 集卷第 一  一一  二 四 四 

露骨 を 厭 つて 婉曲に 就く 理由 は、 これに 依って 他の 感情 を 害しない ようにと、 力めて 其の 辭令を 巧んだ ので あ 

&。 又 夫婦 間の 疎隔して 相 住せぬ 時 は、 その 床 も 枕 も 使 はぬ から、 おの づ から 塵が 置く ので、 —n へから 床 や 枕 

やに 藤 を 詠み 合 はせ て、 夫婦 閒の 愛情 を 歌った のが 多い。 こ、 も その 意で、 他に 斷 りゃう も あらう に 夫婦 愛 を 

宣言しての 謝絕 は、 一寸 手 きびしい が、 これ 位 また 有力な 立派な 理由 は 叉と あるまい。 いかに 何としても 夫婦 

中に 水 はさせ ない。 まあ こんな 事 をい つたり やったり する ので、 以て その 隣人 は 極めて 隔 のない 懇親の 間柄で 

ある ことが 想 はれる。 又詞 書に 「をし みて 云々」 とあって、 其の 花 を 遣った と はない が T 惜み ながら 戯れに この 

歌. を 詠み 添へ て 遣 はし、 ならむ」 とい ふ 上田 秋 成 等の 說は、 事情 を揣 摩し 得た ものと 思 ふ。 「常夏」 のと この 一 語 

」 眼 として、 それ を 夫婦の 床に 准へ て 花 0. なつかしい 趣 を 見せ、 さて 床の 綠に よって、 「塵 を だに 据ゑ じ」 と 

極めて 大事な 所以 を 述べ、 まして 折って 上 ゆる 事 はなり 難いとの 餘意を 含めた の は、 恰も 一 挺の 梭 から 千尋の 

繭 絲を抽 き 出して 組織した 匹 練の やうで、 しかも 絕 えて 補綴の 痕 がな いのは 老手で ある。 三 句 は 初 句の 上に ま 

はして 聞くべき である。 又 四 句から 五 句への いひ かけ は、 わるく すると 卑しけ に 聞え るが、 これ は 自然で 節 立 

たない から、 却って 簡淨で 嬉しい。 六帖に 同人の 歌、 

妹と わがぬ る 床 夏の 花 なれば なべ て 人に は 見せむ もの か は 

と ある はこの 前身 か。 姿碎 け、 修辭も 粗笨で、 「塵 を だに」 と 打ち出した 妍麗艷 冶な 姿に 遠く及ばない。 それ 

を 贵 樹は 「其の 塵 をい はむ とする 方に 引かれて、 なべての 人に 見せ じと いふ 初の 主意 は 傍に なりて、 よくせ す 

は 然は聞 取り 難き までな り」 と 難 じて、 六 帖のを を かしと 定めた の は あらい。 この 兩首は 全然 同一の もので な 

い。 六阽の はなべ ての 人に は 見せ じと、 露骨に 出た もの、 この 集の は 塵 を だに すゑぬ 大事の 物、 ぞ といって、 言 


外の 餘意を 以て 謝絕 したので、 とても 同一 の 論になる 作で はない。 

三 句、 六 帖に柳 ゑし よりと ある。 

みな 月 のつご もりの 日よ める 

夏と 秋と ゆきか ふ 空の かよ ひ路 はかた へ 涼しき 風 や 吹 くらむ 

1 〇 みな 月 陰曆 六月の 異名。 水無月、 また 水 之 月の 轉語 ともい ふ C 〇 ゆきか ふ 往き交 ふで、 行きち がふ 態。 

O かよ ひ路 通路。 0 かたへ 片方。 中古 文に は、 多く 半分の 意に 使用して ゐる。 こゝ もさう 解しても よいが 

假 に直譯 にしておく。 

大意 今 暮れて 行く 夏と、 引き 換 へに 來る秋 とが 注き かひす る莶の 通路 は、 その 秋の 通って 來る 片一方 は、 定め 

て 涼しい 風が 吹く であらう か。 

i 夏の 果て、 秋になる を 「注き かふ」 と 擬人し、 その 綠で 「かよ ひ路」 といった。 もとより 形 もない 攫 まへ 虚 のな 

いもの だから、 空中に かよ ひ路を 求めた の は 適當の 想像で、 下句の 爲に 好都合な 素地 を 作って ゐ る。 「片へ 涼し 

き」 はき は どい 處に 着眼した もので、 炎 夏 涼秋の 境目に 立つ 六月 三十日と して は、 ほんに 動かぬ 妙趣， M である。 

そして、 秋の くろ 一 面の 涼風 を 想像した こと は、 早く 此處 にも その 風の 吹けば よいと 待ち望む 心 持が、 言外に 

ほのめいて ゐる o 

三 句、 六帖に 通ひ路 にと ある は 調が つまり、 意 も 味 ひも 劣って 聞え る。 

夏 ^  二 四 五 
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^ 秋 歌 上  お > 

秋た つ 日 よめる  藤 原 敏行朝 E 

秋き ぬと 目に はさ やかに 見えね ども 風のお とに ぞ 驚かれぬ る 

p-o^ たつ 日 立秋の 日 をい ふ。 〇 きぬと 來 たと。 0 さやかに あざやか にと 同じい。 

大意 炚と いふ 者が 來 たと、 目に ははつ きりと 見えない けれども、 咋 日に 變 つて あざやかな 風の 音に サ、 さて は 

秋が 來たぞ と 思 ひ 知られた わ。 

園 あながちに 秋に のみ 風の 吹き 立つ もので もない が、 言-秋の 日し も 恰も 風の 吹き 立った の を^て、 これ を 秋の 

^左と したの が、 詩人の 興趣で ある。 「さやかに」 の 語 下句に 響いて、 風の 音の 耳に さやかな こと も 聯想され る。 

又 四 句の 下に kyo ぬ どと あるべき を、 初 句に 譲って 略いた。 かう 視覺 と聽覺 とから 來た 感じ を、 上下の 句に 按 

排 して 反映 させた の は 一 趣向で あるが、 「目に はさ やかに 兒 えね ども」 は說 明に 過 ざて、 餘 情に 乏しい。 昔 は 人 

の 許を訪 ふに、 その 家の 格子 を ほと くと 叩き、 或は 扇 を 鳴らして 我が 來 たこと を 知らせる 習惯 であった から、 

秋 を 擬人して、 あ の 音に 依って その 来た ことか 知られた とい ふ 構想 は、 ^時に 於いて は 甚だ 面白く 感ぜら 

秋^ 上  二 四 七 
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れ たもの だら う。 故に 「驚かれ」 も 驚愕の 意で はなく、 人の 許を訪 ふこと を 驚し 聞 ゆると 物語な どに 書いた のと 

同一 の 用法で、 思 ひ 知った、 わかった とい ふやうな 意味で あらう。 

結句、 新撰 萬 葉に 驚かれけ ると ある。 

たつ 日.。 う へ の をの こど も、 か もの 川原に 川せ うえう し 

け る、 と もに まかりて よめる  つら ゆき 

河 風の 涼しく も あるかう ちょす る 波と ともに や 秋 は 立 つらむ 

1 〇 秋た つ 日 云々 「ラへ の をの こ」 は 上の 男の 義で、 いは ゆる 殿上人で ある。 「うへ」 と は淸涼 殿の 殿上の間 を 

いふ。 其處 に^ 候す る 四 五位の 侍臣 達の 事で ある、」 夏郃の 躬恒の 歌の 詞 書の 鮮參 看。 「かもの m 原」 は 京都の 鴨 

u^o 「川せ うえう」 は 川遊び。 「せう えう」 は 逍遙の 字音で、 遊ぶ と訓 む。 莊 子の 逍遙 游の 語に 本づ く。 「ともに」 

は 諸共に の 意。 隨 伴の 意で はない。 然し 當時貫 之 は 殿上人ではなかった，」 「まかりて」 は 本 は 返く の 意な の を、 

行く と 同 恋に、 この頃から 使って ゐた。 o 涼しく も あるか 「も」 は 欵辭。 「か」 はかなと 同意の 欵辭。 

大意 川風が 大層 涼しい 事よ。 思 ふに これ は、 この 岸に 打ち寄せて は 波が 立つ が、 その 波と 一所に サ、 秋 は 立つ 

ので あらう か。 

1 この 秋 は 冷やかな 川 波と 共に 立って 來 るの かしらと、 その 川^の 餘に 涼しい 所以 を 想像した。 故に 「共に」 の 

語が 主眼で ある。 輕々 に 看過して はならない。 さて 波の 立つ は 涼しき まで 吹く 風の しわざで、 卽ち 秋の しるし 

なの を、 「たつ」 の綠 語に よって、 波と 秋と を 連絡して 文な した 細やか さは、 この頃の 臌體 で、 殊に この 作者の 


長所で ある。 

® しらず  よみ 人 しらず 

わがせ 子が ころもの 据を ふき 返し うらめ づ らしき 秋の は つ 風 

〇ゎが せ：.^  ^歌 上 「わがせ こが 衣 はる 雨 云々」 の 條に旣 出〕 0 うらめ づ らしき 「うら」 は 心の こと。 衣の 裏 

を^せ て ある。 0 秋の はつ 風 秋に なって 始めての 風。 

大意 夏と は 違って、 わが 夫の^の 着物の 据を、 裏の 見える ほどに 吹き返して， それ はく 心 珍しい 秋の はつ 風 

である 事よ。 

認秋立 つ m 、のきぬ^-の 朝な ど、 別れに くさう に 庭に 下りた ちながら、 前栽の あたり を 立ち さまよへ る 男の 後 

影 を、 床しく 懐かし ゆに 見送って るると、 その 衣の 据を 吹き返して、 秋風の 吹き 渡る のが、！ ^になかった ことな 

ので、 珍し さに 女の 詠んだ ので ある。 されば 上句 を 「うら」 とい ひ 出す 序とば かり 豚く のは穩 かで ない。 太 やう 

平安朝 初頭の 作らし い。 體格 雄渾で 氣味淸 新で ある。 R 一  寸 傾かれる の は、 「裾」 の 一 語で ある。 男 は 大抵の 場 

合 袴 を はいて ゐる から、 風が 來ても 吹き返せない。 新撰 萬 葉、 歌 林 良材に、 初 句 を わぎも 子が と ある は その 故で 

あらう。 ^流しで まだ 外に 出ない 問の 事と して は、 風の 吹き返す までの 事 は あるまい。 或は 「据」 は 袖の 誤寫 か。 

六帖に は、 作^ を 躬恒と あるが、 更に かの 風體 でない。 又 家 持 集に あるの は、 杜撰で ある。 

〇 

秋^ 上  二 四 九 
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きの ふこ そ さ 苗と りし かいつ の 間に 稻葉 そよ ぎて 秋風の ふく 

圍 〇 さ 苗 稻の苗 をい ふ。 「さ」 は 早の 字 を 當てゝ 齊 くが 義は 異なって、 さ 月、 さ處 女な どの さと 同じ 美 稱 であ 

る。 〇 さ 苗と る 苗 を 苗代 田から 採って 水田に 植付す るまでの 所作 をい ふ。 「とる」 は 執る の 殺で、 その 事 をな 

す をい ふ。 0 しか 過去の 肋 動詞の きの 變化。 

大意 つい 咋日 あたり 苗の 植付 をした と 思 ふ を、 何時の 間に 稻の 葉が 延びて、 それが そよ くと 動いて、 この や 

うに 涼しく も 秋の 風が 吹く 事で あらう ぞ。 

1 光陰の 經っ はさて く 早い ものよ の餘 意が ある。 この 餘意を 引き立て、、 强く 聞かせる 手段と して、 早苗 採 

と稻 葉の 秋風と を對揚 して、 その 間に 介 布す る 幾ば くの 月日の 有無に 着す る 分別 を 放 下して、 早苗と りし は咋 

日の こと 、いった 誇張、 例の 事ながら 而 白い。 尤も これ は 漢詩に もよ く ある 例で、 過去 を 近くい ひなす 筆法で 

ある。 かう して 「何時の 間に」 を 呼び出す 伏線 を 作って るる。 歌 柄た け 高く、 詞遣 ひさら くと して、 一 點の塵 

^もとめない。 要するに 神韻 を 以て 優って ゐる。 公任 卿の 和歌 九 品に これ を 下品に 序でて、 「すこし 思 ひたる 

處 あるな り」 と 評した の は、 充分に この 眞憤を 了解され なかった 故と 思 ふ。 渐撰萬 葉に、 

いつの 問に 秋穗 たるら む 草と 見し 程い くばく もい まだ 經 なくに 

又贳之 集に、 

桢ゑし 袖い まだ ひなく に 秋の 田 を かりがね さ へ ぞ 鳴き 渡るな る 

など、 構想 は 同じながら、 いづれ も 露骨で 疎笨 で、 風格が 甚 しく 下ろ。 

下句、 六 帖に稻 葉 も そよ， ^秋風 ぞ ふ^と ある は 不調で ある。 


秋風の ふきに し n より ひさかたの 天の川 原に た、 ぬ 日 はなし 

一 i〇 ひさかたの ： 火の 枕詞。 卷 下に 旣出。 0 天の川 原 天の川の 碛。 銀河の 事 を 天河、 天漢と いふ。 直譯 して 

あまの が はと 訓む。 川原 は 河畔の 平地 をい ふ。 この 歌より 以下 は 棚 機の 事 を 詠んだ もの だから、 こ、 に その 溉 

略 を 述べよう。 初秋 の^に 牽牛、 織女の 一 II が、 銀河の 逡に 現れる。 支那の 傳說 に、 锊 年の 七月 七日の^ を朋 

として、 烏 鹊が翼 を 延べて 天の川に 橋と し、 織女が これ を 渡って 牽 牛と 交會 するとい ふこと が、 頼齊諧 r 丄、 博 

物 志、 淮南 子等に 出て ゐる。 素より しどけ ない 傳說の 事で あるから、 牽 牛の 方から 行く やうに も、 又 舟で 渡り 

或は 徒 渡す る やうに も、 さまぐ にい ひなす ので ある" 七月 七日の 夕卽ち 七夕に 二 星 を 祭る 事 は、 兒女の 案と 

なり、 乞巧奠 とて 針 線 を 供し などす る 風習、 奈良朝 時代に 我が 國 にも 傳來 して、 孝 謙 帝の 代に、 お 中に 乞 巧^ 

を 行 はれた 事が、 國史に 出て るる。 又 高 天の原に ある 天の 安河 原 を 天の川 原と もい ふので、 織女星 を 神代の 天 

の 棚 機姬の 神に 附會 して たなばた つめと 訓み、 牽牛は 男な ので、 彥星 と稱 した。 

大意 妾 は 秋 a のこ Sii 吹き 初めた 日から この 方、 今日はお 出になる かくと 、毎日 この 天の川の 昨に 出て 佇立 

んで、 君 を 待たぬ U とて は 一 日 もない わ。 

1 或は^ 牛に なり、 或は 織女に なって、 lg 等が 意中の 祕密 を^し、 情事の 消な を 通す る は、 ^葉^ 以來耿 人の 

^手段で ある。 これ も 熾 女の 身に なって 詠んだ。 待つ とい ふ^を^^して 道破 しないの は、 婉曲の 味 ひの ある 

所以で あらう。 尜 より 米 牛に 逢 ふ U は 七夕と 定まって るるの を、 七月 朔 m の 立秋の：：： から、 夙く 川^に 文ち ^ 
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つに、 その 戀 情の 切な さが 表現され てゐ る。 卽ち 情熱の 前に は 理窟 も 何も 無い 譯 である。 「日」 とい ふ 語の 重複 

したの は、 恐らく は 不用意で は あるまい。 知りつ、 も 憚らなかった の だと 忍 ふ。 その 理由 は、 夏 部の 「五月 ま 

つ 花 橘 の^を かゆば」 の 條で說 明して おいた。 萬 葉集卷 十に、 

秋風の 吹きに し 日より 天の川 河瀨に 出立ち 待つ と つゆこ そ 

に似て ゐる。 この 題の 歌 は、 萬 葉 集中 旣に 雷同の 趣が 甚だ 多い。 これ も その 儔で、 かの 集の 遣珠 であるか も则 

られ ない。 あながちに 彼れ を 引き直し たものと も 定め 難い。 格調 は 太 だ 蒼 古で ある。 

〇 

ひさ 方の あまの 川原の わたしもり 君 わたりな ばか ぢ隱 してよ 

11 〇 かぢ 梶の 事に S みい ふ は 後世の 意で、 古く は 舟 を 遣る 具 は、 櫓 をも掉 をも廣 くさして いった。 0 隱 して 

よ 隱 して あれよ の 意。 「よ」 は 命令 辭。 

大意 これよ 天の川の 渡 守よ、 彥星樣 が こちらへ お渡りな されたなら、 すぐに 舟の 楫を、 そっと 隱 してお 吳れ よ。 

^ すれば 川 を 渡って ぉ歸 りな さる 事が 出來 まいから、 何時までも 御 逗留な される だら うの 餘 意が ある。 かの 陳 

邀が 車轄 を 井中に 投じて 賓客 を 留めた 故智 を 襲 はう とい ふ譯 でも あるまい が、 情人の 別 を 一 途に惜 む 心から、 

r 楫を 取り 隱 してよ」 と は、 宛た る 巾幗の 口吻で、 織女星、 否 寧ろ この 歌の 作者 その 人 を 見る やうで ある。 構想 

痴 にして 妙。 天の川 を 舟 渡しと して 渡 守 をお いたの は、 萬 葉集卷 十なる、 

わが 隱 せる 楫 棹なくて 渡り 守 舟 貸さめ や もし まし はありまで 


に 以て、 構想 は 更に こまやかに、 語々  一^の 洗鍊 を^て るる。 

あまの 川 紅葉 を 橋に わたせば や たなばた つめ の 秋 を しも 待つ 

pa 〇 浩に ^にじての^)  0 わたせば や 渡す せゐ かしての 意。 0 たなばた つめ 「たなばた」 は 棚 機で ある。 

璣を 織る に は 棚 を 構へ るので いふ。 「つ」 は 連辭 ののと 同じい C 「め」 は 女の 意。 合 はせ て 機 織女の^で あるが、 

専ら 神代の 天 棚 J 姬神を さしてい ふ。 又 棚 機とば かり 畧 しても いふ。 これ を 織女 l に附 曾した 事 は、 上に 說明 

してお いた。 O しも ，殊に 取り出で ていふ 意の 助辭。 

大意 彥足樣 のお 波り になる 天の川に は、 紅葉 を 橋に かける せゐ かして、 時節 も 多い に 棚 機樣が 、紅葉の 時節の 

秋をサ お待ちな さる わ。 

1 晩秋 紅葉の 節 は、 無論 二 星 相 逢 ふとい ふ 初秋 七タの 候に は 後れて るるが、 大まかに 紅葉 を 秋の ものと して、 

趣， M を 立てた。 叉 「紅葉 を 橋に 渡す」 は 織女が 秋 を 待つ 理由 を、 作者の 詩的 想像に 任せて 假設 したまで だから、 

更に 天の川の 大小 成狹 には關 はらぬ の を、 景樹は 「紅葉の 枝ながら 打 渡す 狹き 流な り」 といった が、 さほどの 細 

流なら、 今更 紅 猪の 橋の 必要 もない。 さっさと 徒渉して もい、 害で ある。 又、 顯 本に、 二 句 紅 菜 を 舟に と ある 

によって、 「太 川^ さまに 聞え て 安らかなら む」 と ある 舊說も 泥んで るる。 、 〕 れらの 分別 を脫 却して 見る と、 「抝 

葉の 橋」 太 どれて 幼け で、 却って 面白く も兒 えよう。 

更に 忍 ふ。 「紅 粱を はしに」 の 紅葉 を 紅葉 S 枝と する の は、 意で 迎 へて 鮮 いた もので、 實は 不當の やうで ある。 
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恐らく 「はし」 は 石橋の 類 をい ふので、 梁の 字が 當る らしい。 紅葉 を 梁に と は、 瀨々 に 散り 溜った 紅葉 を、 川瀨 

にしお いた 石橋と 見立てた の だら う。 

〇 

こ ひ/ \ て 逢 ふ 夜 はこよ ひ 天の川 霧た ち 渡り 明けず も あらな む 

1 〇 こ ひくて r 戀ひ」 を 打ち 重ねた ので、 事 を 深く 强く いふ 語法。 o こよ ひ 今宵。 この 語の 下なる ぞを略 

いて ある。 0 なむ 希望の 助辭。 

大意 去年の 秋より、 長の 月日 を戀ひ 焦れく して、 ゎづか 一 度、 彥星樣 と 逢 ふ 夜 はこの 今夜よ、 それ故に 例な 

らぬ亊 ながら、 何卒 天の川に 霧が 一 面に 立って 闇く して、 いつまでも 夜が 明けす にあって 貰 ひたい。 

1 これ も 織女に なって、 その 意中 を 詠んだ。 「逢 ふ 夜 はこよ ひ」 のい ひさし、 語調 は ゆしく 促って、 おの づ から 

長 日月 を 待.^ 焦れた 情の 激越した 趣が 見える。 これが 無理な 願 も 思 ひ 立つ 所以で ある。 ゎづか 七夕の 一 夜 を 千 

夜と ちざる。 ほんに 霧で も 立ち 渡らない と、 いとて 短く 明けて しま ふ 心地が する だら うと 哀れで ある。 集中 戀 

部 三に、 

こ ひくて 稀に こよ ひ ぞぁふ 坂の ゆ ふつけ 鳥 は 鳴かす も あらな む  . 

と あると 同一 の 意 想で、 珍しく はない が、 續け柄 は を かしい。 

S 平の 御 時、 な ぬかの 夜 「う へに さぶ らふ をの こども 歌 奉 


れ」 と 仰せられ ける 時、 人 にか はりて よめる 友  則 

天の川 淺^ しらなみ たどりつ 、渡り はてねば 明け ぞ しにけ る 

1 0 宽 平の 御 時 云々 「なぬかの 夜」 は 七月 七日の 夜の こと が この か を 一 つ 一 一つの つと 同じ 数へ 詞 として、 

「なぬかの 日の 丧」 と あるが よいと： 1 じたが 採らない。 「うへ にさぶ らふ をの こども」 は 上に 旣出。 「人に か はり 

て」 は 歌 を 召された 或 殿上人に 代っての 意。 詞 書の 意 は 宇多 天皇の 御代、 七夕の 农、 主上が 殿上人 等に 歌よ みて 

奉れと 仰し やられた 時、 或 殿上人に 代って 友刖が 詠んだ 馱 との^。 〇 しらなみ 知らなくて の^に、 山 波 を か 

けた。 「み」 は 接尾の 辭。 0 たどり 覺束 なく 踏み迷 ふ をい ふ。 O 渡り はてねば この 「ねば」 を 心^かね て、 

くね ど 又はぬ にと 說 いたの はわる い。 これ は 四 五 句の 間に 詞を 補って 聞く 格で ある。 卽ち 「渡り はてねば 夜の 

1^ む ども 思 はぬ に 明け ぞ しにけ る」 と續 けて ^ るが よい C 萬椠 集卷 八に 「秋 立ちて 幾日も あらねば このね ぬる 

アサ ケ 

翊 明の 風 は袂惠 しも」 と ある も 同格で ある。 

大意 久し 振で 渡る、 この 天の川の 水の 淺瀨 がわから ぬので、 白波 を 立て、、 川の 中 を 尋ねさ まよ ひくして、 

隙 取った のか しら、 まだ 渡り 切らねば 明けよう とも 思 はぬ に、 夜が 意外に 明けて しまった わい。 

n これ は！ f 牛 星に なって 詠んで ある。 舟 筏 を まだる しとして、 直に 川 中に おり 浸って 只 渡りに 渡らう とする は、 

卽ち 丈夫の 所作で、 いかに 戀 心に はやって ゐ るか 、"見える。 川の 徒涉は 今日で は 船る 突飛ら しく 思 はれる が、 

交通 不便な 昔の 時代で は 珍しく はない C 隨分 都内の 川で も 徒渉した もの だ。 けれど 急がば ま はれ 瀨 田の 長 橋で- 

却って それが^に 手間取って、 大事な 一夜 を 無益に 明かして、 織女に 逢 ひ 損った 失望 落膽、 その 憾は 天の川の 

水と 共に 竭き なから う C 滑^な 悲哀 を ねらった その 落 想の 新奇 さ、 殆ど 天外から 來 たやう だか、 實は 萬^に 淵 
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源して るる。 同集卷 十に、 . 

天の が は こぞ S 渡 代 うつろへば 河瀨を ふむ に夜ぞ ふけに ける 

と ある を、 一 暦 誇張した ので ある。 けれど 用語が 洗 鍊を經 て、 その 巧妙 さは 遙に 原作に 勝って ゐる。 旣に咋 日 

の 淵 は 今日の 瀨と變 る 飛鳥 川の 例 も ある やうに、 去年 渡った 天の川ながら、 更に 淺瀨 の迚り 難い 趣で、 「しら 

なみ」 の 一 語が 殊に 活 いて ゐ る。 秀句 は 動もすれば 卑しけ に 聞え るが、 二れ は その 弊がない ばかり か、 淺瀨を 

踏みた どる 渠れが 毛脛に 向 股に、 激しく いざよ ふ 水の けしきの 見る やうな の は、 全く この 一 語の 點 綴され たに 

よる。 宇多 帝の 七夕の 歌 召された の は、 長 恨 歌の 御 繪に對 して、 伊勢 貫 之 等の 歌 を 召された のと、 何等かの 關 

係が ある やうな 氣 がする。 長 恨 歌に 「七月 七日 長生 殿、 夜半 無レ人 私語 時、 云々」 と あるから である。 多分 后妃 を 

喪 はれた 折 柄の 御 事で あらう。 

四 句、 家集に 渡り^ p^u と あ. 0。 

同じ 御 時き さいの 宮の 歌合の 歌  藤 原 興 風 

契りけ む心ぞ つらき たなばたの 年に ひとたび 逢 ふ は 逢 ふか は 

，ず，  タ ナパ タツ メ 

契り 約束す る をい ふ。 0 つらき こ、 では 口語の 氣强 いとい ふ 意に 近い。 0 たなばた 棚機津 女の 畧。 0 

年に 一 年に の 意。 〇 逢 ふか は 逢 ふとい ふ もの かいの 意。 「か は」 は 反動 辭。 

大意 そ もく の はじめ、 一 年に一度と 約束され たで あらう 棚 機樣の 心が サ氣强 いわ、 なぜと いふに、 一年に R 

の 一 度 a 逢 ふの が 逢 ふの かい、 それ は 逢 ふとい ふ もので はない わ。 


1 七夕の 會合 を、 一 一星の 心から さう 約束した ものと 見て、 一 一星が その If の 逢 ふ 夜に 滿足 したの を もどかしが り， 

そんなの は 逢 ふとい ふ もので はない と愤慨 した、 この 作^の 態度が 面白い。 作者 は 恐らく 一  =ぉー はねば 千秋と 

待ち 然れる 人で あらう 3 「棚 機の」 と は あるが、 こ、 は彥星 をも^ してる る。 結句 同一 S を 反復した 反語、 颇るカ 

强ぃ 表現で ある。 三 句 は 初 句の ヒにま はして 解 するがよい。 

，- . 七日の 夜よ める  凡 河內躬 ffi  ■ 

年 ごとに あ ふと はすれ ど栩 機の ぬる 夜の 數ぞ すくな かりけ る 

1 〇 ぬる 寐る。 

大意 棚 機 は 毎年 缺 かさす 今夜 逢 ひ はする. か、 よくく 思へば、 一 年に ゎづか 一 度 宛 だから、 年 こそ 多 けれ、 ま 

、 ) とに^つ C 寐る 夜の 數は サ、 少ない ことだった わい。 

「年 1 母に 逢 ふ」 とい ふに 多い 趣 を もたせて、 上下の 句に 多い と 少ない と を對照 させた 算數 的の 手段 は、 なに. 牛 

^ながら、 丁度 は 二 星の 昔から 年久しく 變らぬ 契 を 羨ましく 思った が、 飜 つて 逢 ふ 夜の 数 を 思へば、 極めて わ 

づ かで 氣の 毒の 至りと、 彼が 爲に 弔意 を 述べ た ー揚ー 抑の 筆法 は 奇警で ある。 萬椠 集卷 十に、 

玉 かつら 絶えぬ ものから さぬ らく は 年の わたりに 只 一 夜の み 

と あるに 胚胎して、 一 暦 明快で ある だけ、 缺點 としてに 含蓄 味が 乏しくなって ゐる。 「あ ふ」 と 「ぬる 一と は詞を 

易. へ たまで ， 、 ^竞 同意で ある。  . 

こ^ 歌寬 平の 后せ 2 の 歌合に 出て、 前の 興 風のと 左右に 番へ て ある。 然るに この 集で は詞 書が^ つてる るの はい 

秋缺上  二 五 七 
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ぶかし い。 こ^ 集に 收 める 時、 わざと 適切な 詞書を 作った もの か。 

一 結句、 六帖の 一 本に 孰 は^ v;^,. ^けりと ある。 

たなばたに かしつる 絲 のうち は へ て 年の 緖長 くこ ひや 渡らむ 

i  O たなばたに かしつる 絲の 棚 機に 貸した 絲の 如くの 意で、 手 向ける こと を 貸す といった。 抑 も！！ 女 祭の 事 

は、 荆楚 歳時記に 「七夕 婦人 結, 一 彩縷 一 穿 二 七孔き 或以ニ 金銀 瑜石ー 爲レ針 、陳， 1® 果於庭 中 ー以さ 巧、 有 ーー蟢 子 一き デ 

瓜 上 一^ 爲レ 得い 巧」 とあって、 竹竿 を 渡して 絲を 繰り 懸けて、 願 ひ 事 をい ひ あゆる、 これ を 願の 絲と いふ。 景樹 

の考に 「手 向く る 事 を 貸す といへ る は、 凡 神 佛には 手 馴し穢 したる 物を捧 ぐる 事な し。 七夕の みは ありふれた 

\  る 衣類 調度な ど を も 暫く 手 向 くれば、 貸す とはい ふめり。 もと 根無し 事の 戲れ業 なれば なり」 と ある。 さも あ 

Z る 事と 思 はれる。 o うち はへ て 「うち」 は 接頭語、 「はへ」 は延 へで、 引き延べ る 意。 0 年の 緖 なの 緖 などい 

：:  ふと 同じく、 年 は 長く 續く ものな ので、 緒に 喩 へたので ある。 

大意 棚 機樣に 供へ てお 貸し 申した 絲の やうに、 長く 延びぐ に、 この 先 も 年久しく 人に 戀ひ 焦れて、 CT 日 を 過 

一-  すで あらう か C 

0 思 ふ 人に 逢 ひ 難いので 欵く折 柄の 七夕 祭に、 手 向けた 願の 絲を 引き出した 譬喩 歌で ある： 普通の 序 歌と は少 

一 し 違 ふ。 年久しくと いふべき を、 一年の 緒 長く」 と嗨義 したの は、 絲の緣 を も 兼ねた ので ある C かやう の 修辭は 

巧で は あるが、 歌 柄 かしみ たれて くる。 さて この 歌 織女の 戀を 詠んだ やうに^ 釋 した 說も あるが、 それ は 初 句の 


本ギ 

「棚 機に」 の 「に」 文卞 の たじろく 瑶を心 付かぬ ものである。 义 結句の 「こ ひ」 を S ひと 釋 して、 わが^ 業の 巧 を 願 

乞 ふ^に 觯 いた 說も あるが 附會 である。 是等は 四季の 部に は、 戀歌 はない と 推定しての 說と思 はれる。 けれど 

ra: 季の部 中に^^ はいくら も ある。 次の 素性の 歌 も 亦 この £1 で、 いづれ も^ 「七夕 一 戀の 歌で ある。 あへ て拘は 

るに 及ばない。  . 

♦  .  、：  ...^ 題 しらず  ^^か. 爾^ %t そ ， せ^ ijk:  .1" 

こよ ひこむ 人に は あは じ 棚 機の 久しき ほどに 待ち もこ そ すれ 

0 もこ そ 萬 一 をい ふ 意の 辭。 

大意 ，r 仪來る 人に は 逢 ふまい と 思 ふ、 なぜと いふに 今夜 は 七夕 だから、 萬が 一 にも 棚 機の 一 年に 一 度 逢 ふ 待ち 

アヤ  . / 

浚 さに $：： かって、 自分 もク しく 待つ 、 ) とになる かも 知れぬ によって サ。 

1 r 來む 人に は 逢 はじ」 とい ふ前撐 に、 ま づ人を 驚かして おいて、 實 はわれ 等が 交情の 棚 機に かって は大變 と、 

はかない 事に も綠葚 を擔 ぐに、 その 人 を 思 ひ 捨てが たくする 愛情の 篤 さ を 認める。 更にい ふ、 この あやかる と 

いふ ことが、 抑 も 七夕 祭^ち 乞 巧奠の 大目 的で ある 以上 は、 間違って 詰らぬ ことに 背かるまい もので もない。 

無お 味の 苦勞 性で ない 事が これで 今 解され よう。 ところで この 歌 は、 題詠なら ば 寄 七 タ戀の 歌で、^ 人の 立場に 

なって おんだ ものである。 當 時の 惯 習で は、 通例 男が 婦人の 許に 通 ふので、 婦人の 方から 男の 許に くるの は異 

例で あるから、 もし 實詠 とすると、 作者 素性 は 坊さん だから、 內情 はとに かく、 これ は 婦人 闕 係の 事で はなく、 

ベ 「宵 來む人 を 友人と 見て よから う。 
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結句、 新撰 和歌、 六帖、 家集 等に^, もこ そ すれと ある、 この 方が 解りが s! 'い。 

なぬかの よの 嘵に よめる  むね ゆきの 朝臣 あ 

今 はとて 別る 、時 は あまの 川 わた ら ぬ さきに 袖 ぞひぢ ぬる 

圍 o 今 はとて 今 は歸る 時刻な りと いひての 意 だが、 意釋の やうに 詞 短に 早く 鮮 する 方が、 語勢 を 失 はないで 

よい。 

大意 夜 も 明 方に なった によって、 もう 今日はと いって 別れる 時 は、 歸途の 天の川 を まだ 渡り もせぬ 前に はや、 

川 水に 浸り もした やうに、 かう 袖サが 意外に ひたく と 濡れる わ。 

1 これ も彥星 の 身に なって 詠んだ。 淚を 道破 しないの を 妙と する。 袖の 濡れる のは淚 故な どい ふ 理窟 はさし お 

いてつ 渡らぬ 袖の 濡れた の を 思 ひ 掛けない やうに いひ 成した のが、 作者の 手段で ある。 畢竟 濡れる とい ふ 聯想 

で、 別れの 袖と 天の川 を 渡る 袖と を湊 合させた 巧に 過ぎない。 別れ かねて 猶豫 した 情趣 は、 一 首のう へ に 行き 

めぐって るる。 さて 宵に 逢って 曉に歸 る は、 この 時代に 於け る 夫婦 間の 常習であった 事 を 記憶され たい C 

やう かの 日よ める  み ふの たどみ ね 

け ふより は 今來む 年の 昨日 を ぞい つし かとの みまち 渡るべき 

E3  0 今 口語の 追っ付けと いふに 當る。 〇 いつしかと 何時かと。 「し 一は 强辭 C 

大意 今日は 七月 八日で あるが、 さて 今日から は、 追っ付け 又來む 年の 七月 七 P の咋日 をサ、 何時かく とば か 


り 待ち あぐんで、 BR を 過す 苦 だ、 さてく つらい 事よ。 

園 古來 織女の 意中 を 此方より 推察した 作の やうに 解釋 して あるが、 常らない。 前の 歌 ども を^る がよ い。 さう 

した 趣の は、 ^歌に 「棚 機の」 とこと わって あるで はない か。 そのこと わりの な いのは、 皆 牽牛父 は 蛾 女の 身に 

なって 詠んだ ものである。 こ、 も 後の方の 意で ある。 「け ふ」 にかけ 合 はせ て、 「來む 年の 咋日」 と 文な したの は 

n 在 S 惜辭 で、 又 時間 を 溯って 逆寫 した 點は 一 寸 新手で あるが、 餘り わざとら しくて， 纖 弱で、 體 松き 浮に 傷 

く。 蓋し 忠岑の 歌の 弊 はと かく 巧に 失する にある。 六帖 にこれ を 躬恒の 歌と したが、 どうも 彼れ の^ 體 ではな 

いらし い o 

whbv を 詠んだ 耿十 一 首、 槪ね 凡作で^ るに 足らない。 その 中 「秋風の 吹きに し U より」、 「久 かの 天の川^の 

渡 守」、 「天の川 淺瀨 しらなみ たどりつ ゝ 」 の 三 首 を 白眉と する。 蓋し 七夕の 乞 巧奠は 上代 盛んに 漢土と 交通して 

から、 そ s 文化に 隨從 して 輪 人され、 奈良時代の 歌人 等に、 新奇の 好 題目と して 諷 詠され た。 けれども 元來無 

糟 の蹬說 なので、 詠む 人 も 聞く 人 も、 章なる 好奇心と 遊戲 心と を 満足させる だけで、 實感を 動かす ま 一：： に^ 

らな い。 その 名歌の な いのは 偶然で ない。 降って 平安朝 卽ち この 集の 頃に 至って は、 徒に ^は 朝 歌人 S 糟粕 を 

羝 るに 過 ざない。 

® しらず  よみ 人 しらず 

木の間よりも りくる 月の 影 見れば 心づ くしの 秋は來 にけ り 

*^|〇 心. ハ くし 心の 限り を 使用す る 意から 出て、 心配す る 事 をい ふ。 

秋お 上  二 六 一 
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大意 先頃と は檨 子が 違って、 葉の まばらに 透いた 木の 問から、 洩れて さして 來る 月の 光の、 さやかに 物 哀れな 

の を 見る と、 さてく 物事 辛 氣な秋 は、 意外に 早く も來た わい。 

0 夏木立の 茂り も、 さすがに 秋が 來た しるしに は、 一 葉 一 一葉と 透いて、 もりく る 月の 光 は 物寂しい ので、 秋思 

の^ すに 耐へ ぬ あまりの 感懷 であらう。 なほ 思 ふに、 もとから 憂 思 ある 人の 作で あらう。 5 き 秋の 取 越苦勞 に、 

木 間 もる 三日月に つく ぐと 詠め 入って、 「心づ くしの」 と 打ち出した その 辭旨、 頗る 凄婉 である。 これ を 初 句 

の 「木の間」 と あるに 重き を 置いて、 「木の間 洩る月 なれば、 障り 多くて 明かに も 見えぬ が、 心づ くしの 種なる 

なり」 と ある 舊說 は、 字句の 末に 拘泥して、 大體の 興趣 を 忘れた ものである。 萬 葉 集卷十 一 に、 

木の間よ りうつ らふ 月の 影 をし みたち やすら ふに 小夜 更けに けり 

と ある を も 思 ひ 合 はせ るが よい。 上に 「もりく る」 とい ひ、 下に 「來 にけ り」 と ある 同 語の さし 合 ひ、 古 馱には 多 

い 例 だが、 この 歌で はい さ ゝか穩 かで ない。 

「心づ くしの 秋」 秋 を 物 思の 時 悲しい 時と 觀す るの は、 漢 上の 詩人の 常套語であった。 旣に悲 秋と いふ 熱 語が あ 

レドモ ラジト マ ヌ  ナラ 

り 「欲 レ不レ 悲レ秋 不二 自由 こ (白樂 天) とも 提唱して 居る。 この 想 は 支那 文 擧の將 來に侬 つて、 殊に 文筆 者の 間に 

宣傳 され、 遂に 深く 國民 思想に 食 ひ 人って しまった C 

二 句、 新撰 和歌に はおち くると ある o これ は 新 古今 集 冬 部に 藤 原淸輔 が、 

冬 がれの 森の 朽葉の 霜のう へに おちた る 月の 影の さやけ さ 

とも 詠んで るるから、 入 方の 月で なくと もい ふ詞 だが、 この 歌で は 「もりく る，」 の 方が、 遙に妥 當 である。 


〇 

大 かたの 秋く るから にわが 身 こそ 悲しき ものと 思 ひ 知り ぬれ 

Ei〇 大 かた ^く 總體を さしい ふ詞。 0 からに よっての 意。 

大意 世 n 一統の 秋が 來る につけて、 自分 は 悲しく 感す るのに、 他人 はさ ほどに も 思 はぬ の を 見る と、 秋の^ 悲 

しいので はなく、 尜 からの 自分の 身が サ、 悲しい も のぞと 思 ひ 知った わ。 

園 契 沖 以後の 諸家 等、 わが 身 こそ 秋 を 悲しき ものと 思 ひ 知る の 意と して、 下の 大江 千里の 耿、 

月見れば ち V に 物 こそ 悲し けれ わが 身 ひとつの 秋に は あらね ど 

と 相 表 ® し たもの ， やうに 經 いてる るの は、 粗妄 である。 句 題 和歌と いふ もの を檢 すると、 「秋來 只 此身哀 1」 

の^ 句 を ii として、 この 歌が 舉 けて ある S でも わかる ではない か。 句 題 和歌 は、 千里が 勅に 侬 つて、 古句 を^ 

として 新 歌 を^った ものな の だから、 この 歌の 作者 は 千里で なければ ならぬ の を、 こ、 の 「證人 しらす」 のうち 

に は ひって ゐ るの は、 蓋し 傳寫の 際、 署名の 脫 落した もので は あるまい か。 殊に 風體 とい ひ修辭 とい ひ、 ^お-) 

まで、 大いに かの 「月 见れ ば」 の 歌に 酷似して るる 點 から 見ても、 ますく 千里の 作た る ことか 勋き なから うと 

思 ふ。 さて 歌 は 詩句に 據っ たものと すれば、 いかにも 上手に たしかに 飜譯 されて、 その 技倆の 尊^で なさが 認 

めら れる。 た、 t お 句が 平^で、 想に は 采る處 がない から 仕方がない。 

わが ためにく る 秋に しも あらな くに 蟲の音 聞け はま づぞ 悲し き 

秋耿上  二 六 三 
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1 O 秋に しも 「し」 は 强辭、 「も」 は欵辭 C 

大意 悲しい 思 をお こさせよ うとて、 わざく 自分の 爲に來 る 秋で もない の を、 なぜか 自分の 爲 ばかりに 來る秋 

. かの やうに、 蟲聲を 聞く や 否や、 何 はさて おいて サ、 秋が 物悲しい わ。 

園 蟲の聲 は 如何にしても 陽氣な もので はない。 假 令獨唱 にしても 合唱に しても、 秋思 はま さに これによ つて そ 

そられる。 されば 「ま づぞ 悲しき」 は、 r まづぞ 秋 は 悲しき」 の 略語で ある。 劉禹 錫が 秋風 引、 

, 何， 風 至、 蕭め送 二 雁 群； 朝 來人ニ 庭樹？ 孤客 最先 聞。 

と 同巧異 曲で は あるが、 說 明に 過ぎて、 禹 錫が 自然ない ひなし に 如かない。 

. 〇 

^每 にあき ぞ 悲しき もみ ぢっ 、うつろ ひ 行く を 限りと 思へ ば 

■  0 もみ ぢっ、 紅く 色付きながら。 〇 うつろ ひ 變る をい ふ。 こ、 は 散る 意で はない。 

大意 惣體の 物 毎に つけて、 秋に サ 悲しい わ、 草 や 木の 色が 段々 紅くな りくして、 變 つて 衰へ 行く を、 この 時 

節の 限りと 思へば サ C 

1 草木の 色付き 初めた の を 見て、 その 結果 を豫 想して 秋 を 打ち 佗びた。 「限り」 は 秋の 限りの 意で あるの を、 上 

句の 「秋 ぞ」 に讓 つて 略いた ので ある。 これ を宣 長、 景樹 等の 諸家の、 草木の 限りと 釋 きな したの は、 「物 毎に」 

と ある 初 句の 落着 を顥 みす、 ことわりの 齟齬す るに も 心 付かなかった 誤で ある。 歌 は あまり 面白くない。 


〇 

一 ひとりぬ る 床 は 草葉に あらね ども 秋く るよ ひ は 露け かりけ り 

園 0 よ ひ こ、 は^をい ふ。 0 露け かり 口語の 露つ ぼく あるの 意。 

大意 草の^ こそ 露に 濡れる もの なれ、 自分が 獨寢の 床 は 草の葉で はない が、 まるで 草の葉の やうで、 物悲しい 

秋の 来る^ は、 いつもと は 違って、 それ は 露つ ほい 事であった わい。 

^ 1 戀 人に 迮ひ^ やして 獨^ した 人の 泎だ らう。 待つ 人は來 す、 なまじ ひに 物の 悲しい 秋は來 る、 怨めしい 限り 

である。 まして 時が 感哀の 催され 易い 小夜 中で はない か。 ひしく と 寂寥の 感に打 たれ、 床の 邊は數 行の 淚に 

沾 つた。 たまく 草葉に おく 露の 滋さ S 秋來て はま さるの を兒 て、 乃ち これ を湊 合した。 床の 露 は 卽ち淚 であ 

るの な 道破せ す、 ひたすら 草葉のう へで 辻 棲 を 合 はせ たの は、 上の 源宗于 朝臣の 「今 はとて 別る > 時 は 云々」 

の 歌と 同 巧で ある、」 後世 藤原淸 正が、 

わが 袖 は 草の いほりに あらね どもく るれば 露の やどりな りけ り 

と 詠んだ の は、 恐らく はこれ から 脫 化した もので あらう。 この 「あらね ども」 は 逆 叙した 一 種の^: 喩法 である。 

M 川、 べ帖 にぶし， P ぬると ある はいか >c 

これさだ のみこの 家の 歌合のう た .  ザ. 

一 いつはと は^は わかね ど 秋の よ ぞ物思 ふ 事の かぎりなり ける 

1 〇 これ さ-: us み , ) 是貞 親王 は 光孝 帝 第一 一の 皇子で、 宇多 帝の 御 兄で あらせられる。 貞觀 十一 一年 源氏 を 賜 ひ、 
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播磨權 守 また 左 近 衞中將 に 任ぜられ、 寛 平 三年 親王と なり 三 品に 叙し、 太宰 帥に 補せられ、 延長 元年 七月に 薨 

ぜられ た。 0 いつはと は 何時 は 物 思 ふ 時ぞと はの 意 を、 詞を 略いて いった。 0 わかね ど 分か ざれ ど のぃぉ。 

〇 物 思 ふ 憂 思 ある をい ふ。 0 かぎり 極點。 

大意 何時 は 物 を 思 ふ 時と いふ 時節の 差別 無しに、 年中 物 思 は ある けれど、 この 秋の 夜が サ、 殊に 物 思す る 頂上 

であった わい。 

0  .II 居 易の 詩、 

. 大抵 四時 心槺 苦、 就中 腸 斷是秋 天。 

を飜譯 して、 秋 天 を 秋 夜に 換 へた。 されば 杜 まが 詩句の 「中 夜 起 坐萬感 集」 といった 趣に 似て、 常に 憂苦 ある 人 

の 秋の 長夜 を欽く 趣で ある。 景樹が 「初 二 句 優にして 調に 力 あり 、よりて 事な き 末の 句 も、 自然に めでたく 聞 

ゆ」 と 褒めた の は、 ー應は 尤もの 事の やう だが、 初 句に あるべき 物 思 ふの 語 を、 四 句に 讓 つてい はぬ 省筆 法の 

見るべき のみで、 他に 一向 優れた 點 がない。 大和 物語に、 

いつはと はわ かね どた えて 秋の， 夜ぞ 世の わびし さは 知り まさりけ る 

とい ふ 歌 を あゆて、 在原滋 春の 詠と して ある。 等 類の 歌ながら、 大いに 劣り ざまな の は、 修辭が 拙 だからで あ 

る。 この 親王 家の 歌合の 頃 は、 滋 春の 中年 時代 だから、 滋 春も躭 合の 作者の 一 人で、 この 耿を詠 出した の を、 

本^の 撰者 等が 採錄の 際に、 かう 引き直し たもの かと 思へ ど、 大和 物語で は、 滋 春が 相 模國萁 輪の 里に ての 作 

として ある。 同 害 は元來 しどけ ない もの だから、 强 ひて は 信用し 難いが、 姑く 喑 合と 定めて. おかう。 又 宗于集 

を檢 すると、 「物 思 ふ 頃 ひとりごとに」 と 端 書が あって、 この 歌が 出て るる。 宗 于は卽 ち是貞 親王の 子-たから、 わ 


が 家の 歌合に 出 詠す る 漆 は、 その 謂れがない でもない。 さて はもと 宗于の 歌な の を、 轉寫の 際 作者の 名 を 寄き 

落した 爲、 遂に 「^人 しらす」 の 中には 混じた ので は あるまい か。 本棠の 撰者 達 は、 皆 この 親王 家の 歌合に 出 八：： 

つた 人達 だから、 作者の わからぬ 理. E がない 。そこ をよ く 思 ふが よい。 若し 又脫 落としないで、 このま ゝ に鮮か 

うなら、 郎ら 作者 は 分明で あるが、 勅勘な ど粱 つた 人な ので 憚って、 わざと r 設人 しらす」 としたと もい はれよ 

50 すれば 作者 は宗于 ではなくて、 別人 だら う。 宗于は 勅勘 を 蒙った 形跡 もな く、 ゆに その 名 をお して 他に 幾 

首も繁 中に 載 つて ゐ るか ら。 

かんなり の壺に て、 人 々あつまり て、 秋 の 夜 をし む 歌よ み t 

ける ついでに よめる  み つ ね 

かくば かり をし と 思 ふ 夜 を 徒に 寐 てあか すらむ 人 さへ ぞうき 

1 0 かんなり の壺 云々 「かんなり の壺」 は 神 鳴の 壺で、 宮中 五舍の 一 つの 襲芳舍 をい ふ。 「つ ほ」 は 中庭に なつ 

てるる 處を さしてい ふ 語 だが、 こ、 は 直に その 殿舍を さしてい つて ゐる。 さて 他の 四 舍は坪 庭の 内の 木の 名 を 

以て、 照 陽 舍を梨 壷、 淑景舍 を 桐 壷、 飛 香舍を 藤壺、 凝華舍 を梅壺 といった のみ-、 この 鎏，カ 舍 ばかりに、 霧 

の 落ち か、 つた 事が あってから、 神 鳴の 時 は近衞 の諸官 伺候の 場所と なって、 雷の 壺と稱 へたと いふ： r 秋 3 

夜 をし む」 は 秋の 月夜 を惜 むの 意。 眞 淵が 「惜しむ は 古く 愛する 意に 川 ひ、 こ、 も その^な り」 といった の は、 耿 

の^を 聞き 誤っての 說で ある。 「ついでに よめる」 は その 折に つけて 私 も 詠んだ の^。 以下 退々 に^^す ろ^に： 

中の この 語 は、 皆 この 意味で 通す る。 o さへ 副の 義で、 物の 一 つ ある 上に 添 ひ 加 はった のにい ふ辭。 
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大意 夜の 明ける のが 情なくて、 これ 程に 惜しい と 思 ふ、 あったら 秋の 月夜で ある もの を、 惜しい とも 思 はす、 

む ざく と寐 てし まって、 この 夜 を 明かす であらう 人まで がサ 情ない。 

il 初夜 或は 夜半の 頃まで は、 一緒に 月 を 賞した 數 多の 人達が、 更閬. ける に隨 ひ、 ぬけく に 退散して はくので、 

その 人達が 家に 歸り 着いて、 大方もう 寐た 時分 だら うと 思 ひ 遣って、 わが 良夜 を 惜しみ、 明くる を憾む 心から、 

これほどの 良^ を 見さしても、 徒に 夢に 過す であらう あの人 達の 心まで が、 憂く 思 はれる とい ふ。 されば 「徒 

に寐て 明か すらむ 人」 は、 弘く 世間の 人に かけて いったの ではない。 この 神 鳴の 壺の 月見 s 宴に 集りながら、 

半途に 退出した 人達に 專ら さし あて、、 彼等の 不風流な の を 非難した ので ある。 もし 明くる 朝早く この 歌 を 彼 

等の 許に 贈った としたなら、 いよく 妙で あらう。 躬恆 集に 月を兒 てと いふ 詞 書で、 

明くるまで こよ ひの 月 を 見ても あらで 寐て 明か すらむ 人の 心よ 

と あるの は、 この 前身 かと 思 ふ。 わるく もない が氣 少なく 力 弱く、 そのうへ 率 易に 流れて 露せ である C 後 案の 

風^ 高く 邁れ て、 句々 洗 語々 鍊、 その 響の 玉の やうな のに 遠く及ばない。 叉詞 書に も 歌に も、 月と いふ. 語 は 見 

えない が、 賢 際 月夜に 對 した 興趣で ある 事 は 動かせない 歌 だから、 なまじ 道破せ ぬ 方が 味 ひが 深い。 後世の 題 

作の、 一首の 生命 をば 忘れて、 只管 微細 を 穴ぐ つて 屑々 たる ものと は、 大いに 逕庭が ある。 

結句 「人 さへ ぞ」 と あるから、 必す對 へたる ものが あるべき 喾 である。 或抄に は、 秋の 名 殘を惜 む 憂さに 對 へた 

と蛑 いたが、 さう すると、 部 立 も 秋の 末の 方に 入らなければ ならぬ。 契 沖、 眞淵、 宣長、 雅嘉 等の 諸說、 皆瞹 

眛 である。 景樹が 「半途に 退出せ し 人 も、 月の 爲には S  く 思 はる/' を、 最初より 關係 なく 寐 てあか すらむ 人 さへ 

も薆 し」 と 解した の もい か、 *。 これで は輕 きを 先にし、 重き を 後に した 辭樣 となって、 ^7 の EE 法から いふ 


と、 輕 重が 轉倒 する。 これ は 前に 釋 した 如く、 夜の 明ける 事が 憂いのに 對 へたと 見るべき であらう C 

題 しらず  よみ 人 しらず 

白雲に はねう ちか はしと ぶ 雁の かずさ へ 見 ゆる 秋の よの 月 

1 〇 白雪に 雪 居と いふに 同じで、 天 を 指す。 大空 を 雪との みいった 例 は、 古くから 多く ある。 o はねう ちか 

はし ^と 雁と が 互に 羽 を 相 交へ る をい ふ。 白雪と 打ち か はすので はない。 0 秋の よの 月 下になる かなの 語 

を 略いて ある。 

大意 遙に 高い 大穴 まのあたりに、 羽と 羽と を 打ち 交して、 連れ立って 飛び 渡る 雁の、 その 数まで もよ く 兄え る 秋 

の 夜の 月で ある ことよ。 

1 さても くさや かな 光よ の餘 意が ある。 白雲 を實 在の 雪と 見て、 雲に 羽 を 交す と 見た 觯は、 取る に 足らぬ。 

それで は. まの 影 も 數も： ^える 害な く、 月 もさ やかな 月でなくなる。 叉 新撰 萬 葉に は、 四 句 をが ゆ さへ 見 ゆる 

として、 二」 の譯 詩に も 「秋 天 飛翔 雁 影 見」 と あるう へ、 顯 本に も^^と あるから、 この 集 も 元は @ とあった 

^は、 何の 疑 も あるまい。 源 俊賴が 影の 方 を 執して から、 諸家 大 3：1 この 說に贊 同して ゐる。 影と は 而^、 後^、 

人影な どい ふ^の 影で、 雁の 飛ぶ 形貌 である。 月光に よって 映射した 地上の 影で はない。 この 二つ を 混じて は 

ならぬ。 さて 數と 影との 優劣 如何と 見る と、 數と ある は、 二 句の 「羽う ちか はし」 の 腿の 多數 である 光景に 照應 

し、 n- は 月の 光の 淸 明なる 感じ を强 くい ひ顯し 得た やうで ある。 けれど 又 翻って 考へ ると、 飛ぶ 雁の 互に 羽 を 

打ち 交すな ど、 殊更に 繊細 を 穿った の は、 毫釐の 末 も 見える 月明の 趣 を^に いひ 竭 したの だから、 又も 「數」 と 
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あって は、 餘に 小刀細工に 陷 つて、 一 首の 風格 を 損じさう である。 寧ろ 「影 さへ」 と 大まかに いった 方が 妥當で 

あらう。 いづれ にせよ この 四 句 は 俗に 「蟻の 這 ふまで 見える」 とい ふ も 類の 誇張で ある。 古來 月明 を 歌った 吟 

什は尠 くないが、 これほどに その 淸 光が 身にしみ 入る 心地の する 歌 はない。 體格 も萵渾 で、 風 調 は何處 まで も 

平安時代の ものである。 公忠 集、 

池 水の もなか をいで て あそぶ 魚の 數さ へ 見 ゆる 秋の よの 月 

は、 全く この 飜案 であるが、 とても 飛ぶ 雁の 印象の 鮮明な のに 及び もっかない o 

結句、 新撰 萬 葉に 月 かなと あるの は、 力 弱く 響いて 面白くない。 

〇  ， 

さよ 中と 夜 はふけ ぬらし 雁が ね のき こ ゆる 空に 月 わたる 見 ゆ 

i  o さよ 中 夜中。 「さ」 は眞の 意の 美稱。 o ぬらし 口語の たらしい に當 る。 o 雁が ね 雁の 鳴く 聲を いふ。 

「ね」 は 音で ある C これ を單に 雁の 事と する は、 平安朝に はじまる。 〇 月 わたる 月が 莶を めぐり 行く をい ふ。 

大意 あれ あの 雁の 鳴く 聲が 聞え る はるかの 空の 方へ、 もう 月が 廻って 見える 事よ、 さて はも はや 夜中とまで、 

夜が 更けたら しい わ。 

1 天地の 靜寂を 破って、 過 雁の 聲が 端な く 落ち 來 るに、 ふと 見 上 ゆると、 その 聲 する 中空に 一輪の 明月の 満ちた 

の を 兒 て、 さて/ \ 思 はす 夜 を 更かした 事よ と愕 いた。 總べ て 物の 音 は、 夜が 更ける ま  >  にいよ く 澄み 增るも 

の だから、 「雁が音の 聞 ゅる筌 」 に 深夜の 景 氣が隱 然として るる 。身 邊身外 何物 もな く、 只 耳に 雁聲、 目に 明月 


を 見た この 折の 感愴 は、 隈なく 耿ひ盡 されて ある, 格調が 高 古莊盧 で、 用語 も 古く、 更に 平安時代の もので な 

一  い C 栗して この 歌 は、 萬椠 集卷 九に ある 奈 良人の 述作で、 獻ニ弓 削 皇子 一 歌 三 首と 詞 書の ある 中の  一 であつ 

た。 この 集の 序に、 萬 葉に 入らぬ 歌 を 採った と あるから、 誤って 選に 入れたら しい。 この 他に も 萬恭の 歌が こ 

れ かれ 交って ゐ るか、 類句 索引な どない 時代 だから、 據 ない 誤と 思 ふ。 

.  是貞 のみこの 家の 歌合に よめる  大江 千里 

\ 月见れ ばち ゾ に 物 こそ 悲し けれ わが 身 ひとつ の 秋に は あらね ど 

1|10ち"に 上の 「ち」 は 千の 意、 下の 「ち」 は 物を數 ふる 辭で、 はたち、 みそ ぢ のちに 同じい。 一 つ 二つの つの 

通轉 である。 o 物 こそ 悲し けれ - 物悲しい とい ふ を * 一 一つに 分けてい つた。 o ひとつ 一 人の 怠。 

大薏 秋 は 世間 一 統の 事で、 自分 一 人の 秋で はない けれど、 それ を 自分 一 人の 秋 かの やうに、 世 問の 人 はとに か 

く、 自分 は 月 を 見る と、 さま-^ \ に 物悲しい わい。 

0  g を^ 心の 媒 である やうに 歌 ふの は、 この 集 以後の 事 か。 奈良朝 時代の 人士の 月に 對 する 感想 は、 極めて 平 

和に 愉快であった らしい。 萬 葉 集 を 見渡す と 皆 さう である。 そのた ま/ \ -悲觀 的に 歌った の は、 ，5耿 か、 さ 

もな くば、 周 園の 情況の 悲しい 場合に 限られて るる。 尤も この 歌 とても、 白 居 易が 關^々 に 贈った 詩、 

燕 子樓中 霜月 夜、 秋來 只爲， 二 人 一 長。 

を譯 した ものと すれば、 なほ 戀愛 によった 作 だから、 悲しい とい ふの も その^. S が ある" 千里 は 重代の 者 

では あ"、 wgs 和歌 を も 作った 人 だから、 これ も翻譯 物と 見る 方が 穩當 であらう。 但、 詩の 長の 字 を その 儘に 
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直譯 せす、 「ち V に 悲し」 とい ひ換 へ、 わが 身 ひとりと いふべき を 「ひとつ」 と轉義 して、 上下に 數 量の 語 を對照 

させた の は 巧手で ある。 「ち、"」 も 多数の 轉義 である。 「秋に は あらね ど」 と 道理 をい ひ 詰めた の は、 却って 原作 

の餘韻 あるのに 劣る。 

又い ふ、 かう した 反 轉法を 用 ひた 辭樣 は、 これ を眞 直に 置き 換 へて 詠吟して は、 折角の 詠 欵の味 ひ を 殺ぐ。 原 

形の ま、 で 詠吟す ると、 眞の味 ひが 出て くる。 これが 所謂 調で ある。 まあ 下句 は 上句の 脚註と 見たら、 ほ V 當 

る-たらう。 

たぐみ ね 

ひさかたの 月の 桂 も 秋 はな ほ もみ ぢ すれば や 照り まさるら む 

i  o 月の 桂 も 「月の 桂」 は、 詞林採 葉 杪に兼 名苑を 引いて、 「月 中 桂 長 一 一 百 五十 丈、 月輪 s 有レ 之、 下 有い 河、 此木 

秋 花 開、 云々」 と 兄え、 又初舉 記、 酉 陽雜俎 等に も 見えた 支那の 故事で ある。 「も」 は 口語の さへ もの 意。 o な 

ほ 口語の やはりの 意。 

大意 この 國 土と は 違った 大空の 月の 中の 桂で さへ も、 秋 はや はり 紅葉す るせ るかして、 いつもより は 光が ある 

やうに、 照り 增 るので あらう。 

1 それでなくて は、 かう 秋の 月の さやかな 譯 がない の餘 意が ある。 秋は總 ベて、 草木の 紅葉して 照り あ ふ 時節 

なので、 月光の いみ じく 照った の を 見て、 月桂の 典故に 據 つて、 桂の 紅葉 を 聯想した。 卽ち 人間の 秋 を 月 中に 

まで 延長した 想像 は、 自由自在 といへ よう。 懷風 藻に、 山田史 三方が 「銀河 月桂 秋」 と 作った の も、 この 儔で あ 


らラ。 殊に 萬 葉集卷 十に、 

一  も み ぢす る 時になる らし 月 人 のかつ らの 枝の 色 づく見 れば  * 

と ある、 修辭は 稍 劣る が、 想に 於いて は 確かに この 先鞭 を 着けて るる。 後 撰 集、 莨 之の 歌に、 

I  舂 がす み た なびきに けり 久 方の 月の かつ らも 花や 唉く らむ 

これ は 構想 語意 風 調まで も 全然 一 致し、 ロハ 春秋の 相 遠が ある 爲、 敍述に 多少の 變化を 生じた までで ある。 どち 

らが 先に 出來 たの だら うか。 貫 之と 忠岑と は 師弟 だとい ふ 說に從 へば， 善くも 衣鉢 を傳へ たものと いってよ 

い C なほ 再吟 して 試みる と、 紅葉の 方今 一き は 細やかに いひお ほせて ある。 これ はこれ、 この 作者の 本領。 

• 三 句、 六帖， 古 異本、 忠岑集 等に 秋く れ^と ある。  .  A 

月 をよ める  在 原 元方 

一 秋の 夜の 月の 光し あかければ くらぶの 山 もこえぬ ベら なり 

E1 0 光し 「し」 は 强辭。 〇 くらぶの 山 春 上 「梅の 花 匂 ふ 春べ は」 の 條に旣 出。 o 山 も 「も」 はさへ も sii。 

大意 こ 5 やうに 秋の 夜の 月の 光が サ、 春 夏と は 違って 格別 明るい ので、 噔 いとい ふ 名の くらぶ 山 さ へ も 越えら 

れ さうな〕 

1 叫喑の 一 一つ を對照 させて 趣向 を 立てた 着想 は、 春 上の 貫 之の、 

j  梅の 花に ほふ 春べ はくら ぶ 山 やみに 越 ゆれ どし るく. ぞ ありけ る 

の 汁と^ じで、 や、 この 勝れて るる こと は、 旣に 其處で 論じて おいた 。抑 も かう 名詞の 緣 語で 一 甘 を 組 蛾す る 

秋 ほ 上  二 七三 
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こと は、 極めて 容易に 極めて 拙ない 手段で、 若し實 感の人 を 動かす に 足る ものがない としたら、 洒落 地口 乃至 下 

手な 狂歌と 何の 相違が あらう。 

以上の 月數首 は、 秋に 關 係の ある もの、 叉 は 秋季の 景物 を 詠み 合 はせ たる ものに 限って るる。 單に 弓ば かり を 

詠んだ の は、 雜 部に 收 めて ある。 

人の もとに まかれり ける 夜、 き り すの 鳴きけ る を 聞 

きて よめる  藤 原た ど ふ さ 

き り すいた くな 鳴き そ 秋の よ の 長き 甲む はわれ ぞ まされる 

■  0 人の もとに 「人」 は 朋友 を 指した もの か。 景樹 は、 これ を 女の 許と 釋 してる る。 〇 きりぐ す 萬 葉 集 又 

はこの 集の は、 こ ほろ ぎの 事で ある。 促 織に 似た 蟲を いふの は、 後世に なって 轉 つたので ある。 0 いたく 甚 

しく。  0 秋の よの 長き 秋の 夜の 如く 長いの 意。 0 長き 思 長くて 切りの無い 辛苦 をい ふ。 夜長 を侘 ぶる 思の 

意で はない。 

大意 きり，^ すよ、 さう ひどく 啼く なよ、 この 秋の 夜の 長い やうに 果 しも 無い 辛苦 は、 お前よりも 自分が サ格 

別 勝って 居る わ、 とい ふ は 表面の 意で、 この 家の 主人公よ、 君は果 しも 無い 辛苦 を 思うて 泣きな さるが、 餘り 

にさう 泣きな さるな、 そり や 辛苦 をい つたら、 私の 方が 遙か增 つて ひどい ので ある、 とい ふが 裏面の 意。 

0 それ を 辛 棒して 自分 は 泣かす に 居る もの をの 餘 意が ある。 「なく」 の 聯想から、 きりぐ すの 鳴く を も 愁思ぁ 

つての やうに 取り成す こと は常套 ながら、 世 を 歎き 人 を 恨み 身を啷 つてる る 主人 を、 只今 耳 近く. §: 々と蒈 愁を 


訴 へて 居ろ きりん \ すに擬 して、 且は 諫め 且は 慰めた ので、 その 懇切な 友愛 の 熱情と、 諷 諭の 妙と が、 楮 表に 

^れ てるる。 樹は、 これ を戀 歌と 定めて、 蟋蟀 も 女 を喩 へた ことと し、 「何 か 打 詫びて 泣きたら む を、 其 許よ 

り も 我， ぞ勝 はると、 打 返しい ひ 慰めた るな り」 といった。 參考 の爲に 姑く 一  說 として 揭 けて おく。 「ながき 思」 


は^きぬ 思の 轉 装で、 夜長に かせて ある- 


四 句、 和漢 朗詠 集に は 長き 恨 はと ある。 

是貞 のみこの 家の 歌合の 歌  としゆきの 朝 E に 

秋の-: 仪の あくる もしらず なく 蟲 はわが ごと 物 や 悲し かるらむ 

1 〇 わが ごと 我が 如くのお" 

大意 この 長い 秋の 夜の 明ける の も 知らす に、 あの やうに 鳴く 蟲は、 自分の やうに あれ も、 何 か 悲しく あるので 

あらう か。 

1 常然の 聯想、 平凡の 詩境、 取り立て 、いふ 程の 事 もない 9 か 只 夜通し 蟲が 鳴き あかした 事 を 知って ゐる人 は、 

卽ち 夜通し 起き 明して るた 人でなくて はならぬ。 何 かの 物 思に かきくれて 寐 もやらぬ 曉方 など、 今も^ きしき 

る蟲の 音に、 親切ら しく 同情した の は、 實は 物に 託して 自分の 秋思 を 歌った ので ある。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

秋 萩 も 色 づき ぬれ ば き り すわが 寢ぬ ごと やよ る は 悲しき 

秋^ 上  二 七 五 
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11 o 秋 萩 も 色 づき 萩の 葉の 枯れて 色變る をい ふ。 0 寢ぬ 寝られぬ の 意。 

大意 やうく 秋更けて、 萩の 下葉 も そろく 色の 變る 時節に なると、 物悲し さ に^も 寐られ ぬま ， に 聞いて 居 

れば、 あの 巷の しきりに 鳴く の は、 自分が 寐られ ぬと 同じ や、 フ にサ、 夜 は 物悲し いのかしら。 

0 夜す がら 寒 巷に 伴 ひ 明しての 作で あるが、 「悲しき」 といった 聯想に ゅづ つて、 鳴く の 一 語 を 道破し ない 點に、 

や、 婉曲の 味 ひが あると 見られる。 その他 は、 狀況 とい ひ、 構想 及び その 表現の 順序と いひ、 悉く 前 首と 同一 

軌 である。 なほい へば- 措辭の 自在な 點 では 或は これが 勝る かも 知れない が、 凄婉で 含蓄 味が あり、 しかも 語 

調の 流麗なる 點 では 彼れ が 優って ゐる C 

猿 丸太 夫 集に は、 初 句 M^l§、 四 句 わが 身の ごと やと あるが、 勿論 わるい。 ことに 同書 は僞 書で ある。 

秋の 夜 は 露 こそ ことに 寒から し 草 むら ごとに 蟲のゎ ぶれば 

0  0 寒から し 寒く あるら しの 約。 

大意 この 秋の 夜 は、 いつもより 露が サ 格別に 寒く あるら しい わ、 叢每 に、 あれ あの やうに、 蟲が 鳴いて つら 

がって 居る を 思 へば サ。 

0 秋の 夜寒に、 草 村の 露 はます く 繁く おき、 蟲の音 は 悲し ゆに 響く。 しかし 蟲の 鳴く は、 何も 露に 關 はって 

の 事で はない。 が、 この 兩 者に 交涉を もたせて、 蟲が 難儀が つて 鳴く の は、 露の 冷い せる らしい と 推定した。 

「露、 J そこと に」 は蟲の 音に 有力な 脈絡が ある。 


結句 「わ ぶれば」 を、 眞 淵が 「わぶ る はの 誤なら む」 と 疑った のが 却って 誤で ある こと は、 な釋 によって 了解され 

よう。 ぉ榭が 、 ^例 を舉 ゆて 誤で ない と 辯 護しながら、 猶ゎ ぶる はの 意に 解した の は 滑稽で ある C 

君し のぶ^' にやつ る、 ふるさと はまつ 蟲 の音ぞ 悲し かりけ る 

1 〇^ し S ぶ 草 /、を^ ふ 意の しのぶと いふ 語に、 しのぶ 草 を かけた。 「しのぶ 草」 は、 和名 抄に坻 衣と ある 草 

で、 多く は^ 父 は馑ぃ 樹の皮 や 枝の 問に 生じ、 一 根に 叢生し、 葉 は 長さ 四五寸 位の 甚だ 厚い もので、 深綠 色で、 

背に I 星が ある。 冬 を 經ても 枯れない 草で ある。 俗に 八 目 蘭と いふ。 釣りな どに しても て はやす 葱と は 遠 ふ。 

o やつる、 ^ざまの 惡 くなる をい ふ。 〇 ふるさと 春 上 「人 はい さ 心 もしら す 云々」 の條參 看。 但こ、 は、 住 

み 捨て ゝ年經 た 里 をい ふ。 〇 まつ 蟲 松蟲に 待つ を 寄せた。 さて 古歌に ある 松蟲 は、 りんく と 鳴く 今の 鈴蟲 

の 事で、 今の^ 蟲ば 古の 鈴蟲 である。 この 名稱 古今 全く 相反して ゐ るから、 注意 を 要する。 

大意 ^捨て、^ り 付かない 貴君 を戀 ひ^ぶ とい ふ 名の 付いた 忍 草が、 軒端な どに 生えて：：^ 苫 しくな つた 故里 

は、 外と は 違って、 荒 庭に 鳴く 松 蟲の聲 がサ、 人 を 待つ とい ふ 名の あるせ るか、 一 入 悲しい ことで ある わい。 

13 主人 一度 去って 廢 宅の 秋 は閬 である。 生えた 草の 名は傯 ぶと いひ、 鳴く 蟲の 名は恃 つと いふ。 これ さへ 旣に 

慯 心の 沌 であるの を、 まして や、 いくら 傯ん でもい くら 待っても、 無情な 主人 は 全く 故郷 を 忘れ 杲 て、、 振り 

返り もしないで はない か C 空しく 見る 人 聞く 人の 感愴を 催す ばかりで ある。 斷衞の 極と はこれ であらう： 想 ふ 

に， その 主人の 住み 捨てた 故里に、 今 もな ほ 住んで ろろ、 の 歌の 作者が、 ュの抆 人で あろ キ 人ん 思 ひ傯 ぶの 

秋 欲 上  二 七 七 
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あまり、 その 故 宅の 荒廢 した 光景 を 歌 ひ、 これに 託して、 一面に は 主人の 鄉愁を そ、 つて 萬 一の 歸來を 望み、 

1 面に は 自己の 思慕の 情 を 叙べ たので ある。 されば この 歌 は、 その 主人公の 許に 贈って 一 寸 驚かした ものに 違 

ひない。 景樹 が、 この 「君」 を旣に 世に 亡き人と 解した の は、 事情に 喑ぃ說 である。 それで は 「故里」 の 語 も 一向 

剴切で はない。 「君し のぶ 草，！ の 語法 は 「袖 ふり はへ て」 の 類で、 この 事 は 春 上 「春 日 野の 若菜つ みに や」 の 歌の 條 

にいって おいた。 一 首の 中に 二 所まで、 緣語 のい ひかけ を 用 ひて あるが、 更に 厭味に も 狂 じても 聞えない の 

は、 內容に 資感の 人 を 動かす ものが あるから であらう。 離別の 部の 行 平 朝臣の 詠、 

たち 別れ いなばの 山の 峰に おふる まつと し 聞かば 今 歸 りこむ 

も、 このお なじ 體 である。 結句、 形容詞 を 用 ひて、 「悲し かりけ る J と說 破した の は 直截で 露骨で、 詠歎の 味 ひ 

を 殺ぐ やう だが、 又 一面から^ れぱ、 この 歌の 主意 は 故 宅の 主人公に 對 しての 諷詆 にある から、 その 使 意 を 達 

する 手投 として は、 却って かう 直截に 表現す る 方が 効力が 多い。 さて この 歌の 風格 を 案す るに、 たしかに 承 和 

以後の 作で ある。 

0 

あきの 野に 道 もま どひぬ まつ 蟲の聲 する 方に やどや からまし 

o まど ひ 迷 ひの 意に ちかい。 0 まつ 蟲 松蟲 に、 待つ の 意 を もたせた。 

大意 この 面白い 秋の 野に、 心が うか/ \ と 浮かれ 迷 ふば かり か、 道 も 踏み迷 うたわ、 ま、 よかう なれば、 いつ 

そ あの人 を 待つ とい ふ 名の 付いた、 松 蟲の聲 のす る 方へ 往 つて、 宿 を 借して 吳れ るなら ば 借らう か。 


1 「^も」 は、 草花な どの 而^ さに、 心 も 惑った のに 對 へたので ある" 秋の 野逡に 遊び 耽って、 日暮 になって し 

まった 實況が 忍 ひ やられる。 何も 骨折って 歸る にも 及ぶまい、 いっそ この 野の 待つ とい ふ 忪蟲の 許に 注って、 今 

一  ^、ぬら 、つかと は、 ^りない 逸 興に 任せた、 心の す、 み を 歌った ものである。 哝達 物に 拘 はらない 詠 者の 氣 

質が あら はれて ゐる 。 松蟲 S 秀句な ど は輕く 聞く がい > 。 

秋の 野に 人 まつ 蟲の聲 すなり 我れ かと 行きて いざと ぶら はむ  マ- 

il o なり 钦辭。 0 いざ いでに 近い。 誘 ひ 立てる 語 J  0 とぶら はむ 訪は むと いふに 同じい。 

大意 こ S 秋の 野で、 人 を 待つ とい ふ 名の 付いた 松 蟲の聲 がする わい、 お前が 待つ の はこの 私 かと、 その 聲 する 

あたりに 注って、 ドリ ャ お見舞 ひ. S- さう。 

1 「人 まつ」 と あるのに、 自然な つかし ゆな 心地が 現れる。 つまり は、 秋の 野に 松 蟲の聲 がする から、 その 方に 

注って^ ようの^で あるの を、 上 は 「人 まつ」 とい ひ 懸け、 さて 「我れ かと」 と 下に 對へ て鬪 はしめ た その 構恕 が、 

作^の 巧 を 弄した 虡 である。 

もみ ぢ 葉の 散りて 嵇れる 我が 宿に 誰れ を まつ 蟲こ 、ら^くら む • ： 

1 〇 衍 こゝは 庭ん」 さす こ 宿 はもと 星 前の である。 0 誰れ を まつ 蟲 誰れ を 待つ に、 松蟲を かけた つ 〇 こ、 

秉酜上  二 七 九 
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ら 澤 山の 意。 

大意 誰れ も 踏み分けて 來る人 も 無くて、 紅葉が 散って さう して 積った この 庭 だのに、 さう とも 知らす、 待てば 

來る 人の ある もの、 やうに、 誰れ を 待つ とて、 あの やうに 松 蟲が澤 山 鳴く 事 一し あらう ぞ。 

1 唐詩に 「靑 苔黃 葉満ニ 貧家 ことい つたのに 似通った 柴 門の 裡、 落葉の 下な どに、 さう した 蟲が 繁く啼 いたなら、 

どんなに 哀れで あらう" 二 句 散りつ もれる とい はす 「散りて 積れ る」 と 時間 を もたせた のに、 秋來 寂寞と して 訪 

ふ 人 も 無く、 只 木の葉の 散る のみが 日毎の 出來 事であった 趣が 見えた。 卽ち拂 はぬ 庭の 景色で ある。 勿論 こ、 

は 訪ふ人 もな く、 又 待つべき 人 もない 幽棲で ある。 これ 「誰れ を まつ 蟲」 の 一 疑問 を 提唱し 來 つた 所以で ある。 

景樹 いふ 「松 蟲 のこ、 ら 鳴く は、 盛に 鳴 立つ るけ しき なれば、 秋の 半 頃と 覺§ るに、 紅葉の 散 積れ る は、 暮秋よ 

り 初冬の さま なれば、 打 合へ りと も 見えす。 松蟲 も人氣 遠き 山野な どの 方 ふさ はしければ、 後 撰 集、 六帖 等に 

この 上句 w§ 野に 來 宿る 人 もお も ほえ， と ある ぞ 正しき」 と。 尤もらしい 說な. から、 修辭も 語調 も大に 後れて ゐ 

る。 思 ふに この 「もみ ぢ葉」 は あながち 楓攛 などい ふ 木に 限る ことで は あるまい。 櫻の 紅葉な どの 秋の 初から も 

散って 積った の を 斥した の だら う。 さすれば 景樹の 難 も 無用の 辯と なる。 

〇 

t グ ラシ  カゲ 

蜩の. きつ るな ベ に 曰 は 暮れぬ とお も ふ は 山の 陰に ざり ける 

o 蜩 かなく 蟬 のこと。 夕暮 多く 鳴く によって この 名が ある。 o なべに 並に の^で、 口語の つれてと い 

ふに 同じい。 必す 濁る がよ い。 0 とお も ふ は と 思 ふ は 誤りでの 意。 0 に ざり ける にぞ ありけ る のぞ あの 約 


つて 「さ」 となった 語。 

大意 出 里に 来て 見れば n を暮 すと いふ 名の 蜩の 鳴く のに つれて、：； つの 間に か はや 日 は 暮れた と^ふ は 間^ ひ 

で、 木^い 山 S^H なので！！ いのであった わい。 

1 綠 樹相蔽 うてお もな ほ咭ぃ 山陰 は、 卽ち 茅蜩の 常に 鳴く 處 なので、 この 蟲の 名に 因んで 一 趣向 を 立てた ので 

ある。 平^で 感興が さう 深くない。 後 撰 集に、 

ひ. ぐらし の聲き く. E のち かければ 鳴きつ るな ベ に 入日 さすらむ 

と ある 貫 之の 歌 も、 その 想ば かり か、 その 弊まで 似て るる。 

四 句、 顯本、 六帖、 朗詠に と 見えし はと ある は、 却って 面白くない。 よく 意釋の 補足 語 を迎 つて、 その^ を哓 

られ たい C 定 家の 密 勘に 「家の 本に は^^ 7,s と あり」 と あるが 采ら ない。 

〇 

日 ぐらし の嗚く 山里の ゆ ふぐれ は 風より ほかに 訪ふ人 もな し 

大意 ^とに^って 何時も 寂しい が、 殊に 茅蜩の 鳴く この 山里の 秋の 夕暮頃 は、 そよ くと 音す る 風より 外に 

は、 一向に 音 づれる 人 もない わ。 

1 まあ 寂しい^」、 あ か ある。 これ を 寂しと 說破 しないで 囘 護した 處に、 含蓄の 味が あって、 餘 韻が 遠 長い。 

更に 細說 すると、 蜩の 聲 とい ひ 山里と いひ 夕^と いひ 風と いひ、 どれ 一 つで も 秋の 物寂しい 悠怙を そ 、るに は 

充分の 材料で ある。 それ を 悉く 湊 合した 上に、 「訪ふ 人 もな し」 と 詠め 捨てた のに、 いよ/ \强 い 寂し 味が 印象 

秋跃上  二八 一 
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される。 まして 二の 結句の 語調の 細く からびて 力無け なのが、 全 首の 意 調に よく^ 和して、 旨く 收め 得て ある。 

妙 は 淡々 と肇 をつ けて、 些の 痕迹を 露さぬ 點 にある。 後世 西 行が、 

あはれ た V 草の いほりの さびしき は 風より 外にと ふ人ぞ なき 

と 作った の は 蹈襲で ある。 殊に^^ ,¥5 と說 破した の は、 餘韻 索然と したう へに、 結句の 語調が 强く、 全 首 

のからび た 調に ふさ はない。 

結句、 小町 集に は 人 H て，^; と あるが、 その 調の 劣って ゐる事 は、 今い つた 如くで ある。 又 小町 集 は 後人の^ め 

たもの だから、 作者 はや はりこの 集に 「読 人知ら す」 とちる のが 正しい。 

はっかり をよ める  在 原 元方， 

まつ 人に あらぬ ものから 初 雁の けさな く聲 のめ づ らしき かな 

1 0 初 雁 秋 はじめて 來る雁 をい ふ。 o ものから ものな がらの 意。 

大意 待つ 人の 聲を 聞き付け たの は 珍しい もの だが、 その 待つ 人で はあり もせぬ もの、、 不思議に 待つ 人同樣 

に、 初 雁の 今朝 鳴く 聲が 珍しい 事よ。 

1 風 冷 かに 吹き 立って、 露な ど繁く 置いた 朝、 おも はす 過 雁の 第 一 聲を 耳に した 景氣 であらう。 「けさ」 の 一 語 

這 般の景 致 を 映 出す る 眼目で ある。 待つ 人の 聲を對 照に 取り出し たの は、 雁 は 年々 に 注き 交 ひして 遠來の 客め 

いて ゐ るからの 聯想で、 しかも 待つ 人 同 樣に雁 を 見た 作者の 心情の 美し さが、 快い 感じ を 起させる C 隨 つて 結 

句が く活 きて くる、」 落想奇 とい ふ 程の 事 もない が、 自然で、 淸圓 流麗、 明 珠が盤 上 を 走る 趣が ある： 風體 元方 


の 他の 作に 似ない。 全く こ S 人 一 代 を 通じての 佳作で ある。 

^  .  是 贞 のみこの 歌合の 歌  とものり 

秋風に はつ- 餘 がね ぞ きこ ゆなる たが 玉 づさを かけて 來 つらむ 

^ lo 秋風に 秋風の 吹く 時に、 又は 秋風の 吹く につれ ての 意。 o 玉づさ 玆 では 書狀を いふ。 奈良時代に は專 

ら f とい ふ 語の 枕詞に 川 ひた。 眞淵は 「玉 は 美稱っ は助辭 さは 章の 字音な り」 とい ひ、 宣長 はこれ を 破して、 上 

代の^^と して、 「，の 木に 玉 を 著け たる を 使の しるしに 持て あるきし なる ベ し。 そ は 思 ひ 懸けた る 人の 門に 錦 

を 多く 立てし と、 、いばへの 似た る 事に て、 渾 ベて 使 を 遣る 音信の 志を顯 し、 しるしと したる なるべし C さて 

後に 文字 度り 來て書 を か はす 世に なりて、 消息文 は 使の もてく る 物なる 故に、 かの 玉 梓に 准へ て、 それ もも 同 

じく 玉づ さとい へ るなる べし」 とい ひ、 又 村 田 春 海 は 「陸奧 にて 男女の 懸想す るに、 王づ さとい ふ 物 を かたみに 

t る こと あり。 殊に 桃 生 郡、 玉 造 郡な どの 山里に て は、 常にす る 事に て、 厚紙 を 折りて 結ぶ さま、 五十 稀ば かり 

あり。 その 結び 樣 にて 事^ 故 由 を 知る と、 その 國 人の 語る を 聞け り」 といった。 宣長乂 いふ r 讃岐の 人 ケん ぶ 

、 に、 藁 を 結びて 贈る 業 あり。 里人 共 は 皆し る 事な り。 若し 萬 葉に 玉 梓と 云へ る は、 か、 る 事に は あら じか」 と C 

語意 は いづれ にせよ、 使と 續く 枕詞な の を、 萬 葉 集 三 「いつしかと 待 つらむ 妹に 玉 梓の 事 だに のらす いにし 君 

\ かも」 と ある 耿は、 玉 梓 を 直に 使の 事に 詠んで ある。 なほ 足 引 を 直に 山の 事と した s と W じい。 かうな つて は 

一 寄 狀は 使の 代 川 をな す 物 だから、 その 役目の 同じな 處 から 更に 一 轉 して、 玉 梓 を 書狀の 意に 川ゐる やうに なつ 

て來 たらしい。 それ はこの 集に 近い 以前の 事で あらう。 o かけて 來っ 翼に まれ 足に まれ、 頸に-一 6 れ 着けて 持 
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つて 來る をい ふ。 「玉 梓 を かけて 來る」 と は 雁の 書札 を傳 へる 事で、 前漢の 蘇武の 故事で ある。 蘇 武が武 帝の 代 

に甸 奴に 使して、 爲に 久しく 囚 れて澤 中に るた、 漢の 使が 更に 匂 奴に 注った 時、 匂 奴 は 武は旣 に 死んだ と 給い 

た、 たまく 武帝上 林苑に 射て 雁 を 獲られた、 足 を 見れば 帛 書が 係け て ある、 怪んで それ を 取って 見られる と 

蘇武の 書であった、 これによ つて 武が 未だ 生きて 胡國に 在る 事 を 知られた とい ふ。 委しく は 漢書、 蒙 求 等の 書 

に 出て ゐる。 

大意 この頃 吹く 涼しい 秋風に 誘 はれて、 初 雁の 聲がサ あれ 聞え る わ。 雁 は 遠方からの 書狀を 翼に かけて 持って 

來 ると いふ 事 だが、 あの 雁 は 誰れ の 書狀を かけて 來た であらう か。  . 

1 遠 人を懷 つて ゐ る 折な どの 感興 だら う。 蘇武の 典故 を 思って、 この 雁 も 誰れ かの 書狀を 持って 來 はせ ぬかと 

の 疑 は、 史實を 知る 者に 取って は、 頗る 興味 饒ぃ ものである。 卽ち過 まの 面白い 追想と 現在の 景致 とが 融合し 

て、 いはれ ぬ 味 ひが 生まれる。 一 一段に 切り 整へ た 節奏の 巧に、 一 氣流轉 の 妙 を 具へ てるる。 出 語 また 渾成、 聲 

調 また 嘹 これが 友 則の 特色で ある。 

三 句、 六帖 にび V  くな^と ある。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

わが 門に いなお ほせ 鳥の 鳴くな ベ にけ さ 吹く 風に 雁は來 にけ り 

1 0 わが 門に 我が 門前に の 意。 0 いなお ほせ 鳥 田の 畔 などに 居て 秋 鳴く 鳥で あらう つ 秋 歌 下、 忠岑の 歌に 

もこれ を 詠んで ある。 和名 杪に 「羽 族、 名稻負 鳥、 萬 葉 集 云 腿% 以. II」 と ある C 按す るに 萬 葉 集に この 名 は^ 


えない。 新撰^^ を 績萬槳 ともい へば、 新撰の 二字 か續の 一字 か V 落ちた の だら 5。 さて この 鳥の 生體 がわ か 

トツ ギヲシ へ ドリ 

ら ない。 能 さ；、 鎖、 和 泉 式部、 公實 等の 歌 皆 交接 敎 鳥の 典故に 據 つて、 鶄鴿を 詠んだら しい。 顯眧、 定家、 眞 

淵 も 鶴鴿、 宣長 はに ふな ひ 雀、 景樹は 河原鶸な どいつて、 定說 がない。 甚 しいの は 馬 だら う 田夫 だら うと もい 

つた C 前に もい つた 如く 中古の 歌人 等、 百千鳥、 呼子 鳥、 及び このい なお ほせ 烏 を 集中 三 鳥の 祕 事と 稱 へて、 

傳授 物と して 扱った。 然し 傳授 しても その 實物 は侬 然として 不明な のであった。 抑 も 三 鳥の 名目 は 文選に 見え 

て、 雜體詩 三 卜せに、 「願 言 寄 二三 鳥 ことい ふが ある。 蕭 銑の 註に 「三 鳥 者楚辭 本場 ニ當時 所見 1 無 一， 一定 名 一也」 と あ 

る。 これ 等に 擬 へて、 强 ひて 三 鳥の！ n を 立て ゝ祕 事と したら しい。 

大意 自分の 門前に いなお ほせ 烏が 鳴く につれ て. 今朝 吹く 涼しい 秋風に 誘 はれて、 雁 は 意外に 來た わい。 

0 に 文字 四つ ある は、 小町の 「花の 色 は 云々」 の 歌に 似て、 今少し 耳に つく、 詩境 は ほ V 迎られ ないでも ない 

が、 いなお ほせが 鳥が 不明な ので、 隨 つて 確た る 事 もい はれない。 評語 を さしおく。 

〇 

い と はやも^ きぬる 雁 か 白露の 色 どる 木々 ももみ ぢぁ へ なくに 

i  0 いと はや も 最も：： ャ くも。 0 雁 か 「か」 は 欵辭。 0 色 どる 彩色す る^。 o あへ なくに 「あへ」 は 春 下 「櫻 

花と くちり ぬと も」 の 歌の 條に旣 出。 「なく」 は 打消の 助辭 のぬ の 延音。 

大意 一 通" ならす 早く まあ 鳴いた 雁で ある ことよ、 白い 露が 置いて は 彩色す る 諸 木 も、 まだろ くに 色付きお ほ 

せぬ のに サ。 
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1 山野の 秋色 また 閬で もない うちに、 數 行の 渡鴻が 急に 寒さ を告 ゆる、 意外でなくて 何で ある。 されば こそ 

「いと はや も」 と は驚欵 される ので ある G 賨は 雁は來 べき 季節に 來 たので、 作者 自身の 心の た ゆみから、 それ を 

早い と 感じた ので ある。 「白露」 を 擬人して、 彼れ が 諸 木 を 彩色す る やうに いったの も、 それ を 下の 「もみ ぢ」 に 

對照 させて、 字面に 色彩の 配合 を もたせた の も 巧 は 巧 だが、 その 爲に風 骨が や、 傷く やうな 氣 がする。 

結句、 六帖 にもみ ぢぁ ヘ^? と ある。 

春霞 かすみて いにし かりがね は今ぞ なくなる 秋 霧のう へ に 

1 〇 いにし 往 にし S 意： 〇 かりがね もと 雁が音の 意で あるが、 今 は 只 雁の 事に 用 ひて るる。 

大意 ついこの 間の 長閑な 春の 霞に、 幽かに 見えぬ やうに なって. N ち 去った 雁 は、 二の 秋の 霧の 上に 現れて、 思 

ひかけ す今サ あれ 又 鳴く わ G 

1 , 〕 の卷 にある、 

きの ふこ そ 早苗と りし かいつ のまに 稻葉 そよ ぎて 秋風の ふく 

とほ V 同型で、 初 一 一句と 四 五の 句と を對揚 させて、 鴻 雁の 去來を 見て、 春秋 退 轉の速 かなのに 驚歎した のが 主意 

である。 故に 「今 ぞ」 に 意外と 感じた 趣 を もつ 事 は、 旣に 「いつの まに さ月來 ぬらむ」 の條 でい つた 如くで ある。 

初 二 句、 一 聲づ つに 影 消えて、 霞の 中に 遠ざかって 注った 歸 雁の 面影が 見る やうで ある。 これが 卽ち 今の 秋 霧 

の 上 を 飛び 渡る 景色に 似寄って るるので、 思 ひ 出された ので ある C ま， ) とに 恰好の 聯想で はない か T 春霞 かす 


みて」 と體 川の 別 f  〕 そ あれ 同 語 を^ 疊 したの、 初 一 一三 五 句の 頭字、 いづれ もァ 韻の 饗 あるの など は、 又聲 調の 流 

滑な 所以で ある。 ^五の 倒句 法 も 諧調と なって、 節奏い よく 妙で ある。 殊に 四 句 は 語調が 强 いので、 五 句 を 

收め るに は、 更に 一 怙の 大力 量 を 要する の を、 忽に， ギ餘 りの 一 案で、 容易く 舴 fS したの は、 船る 敏活の 手腕で 

ある。 又 結句の 終りのに 文字 はと かく 調が 促って 不快な の を、 これ は卞餘 りで ある 爲に耳 立たない。 詞を使 ふ 

こと^ 魔に 典雅に、 巧で は あるが 繊細に 墮 ちす、 格調お のづ から. 高邁で ある。 

この 耿、 袋 草子に は r 延喜の 御 時、 躬恒が 子の 小童 を 召しけ るに、 時 は八バ にて、 瀧 口より 竹の As もとに 參 りた 

りしに、 雁の 鳴きたり ければ、 勑 ありて 歌 を 奉らし め 給 ふに、 春霞と 唱 へたれば、 人々 あざけり 笑 ふ。 然るに 

次 句 を 聞きて 各 感じたり」 とい ひ、 古今 著 聞 集に は r 寬平 歌合に、 初 雁の 题 にて、 友训 左方に て、. この 歌の 初：？ 

をお み 上 ゆた る 時、 右方の 人々 笑 ひぬ。 次 句 霞みて いにしと 歌 ひ 七け たる を 聞き 一-」、 皆靜 まりか へ れり」 と ある。 

けれど 若し 事 實さ うした 折 柄の 歌なら ば、 何で この 集に 「題 しらす」 と 記されよう。 躬恒の 子 或は 友刖の 作と し 

たら、 何で 「よみ 人 しらす」 と 記されよう。 皆傳 ふる 者の 誤で ある。 又寬平 歌合と ある は、 后せ I! の 歌合 を さした 

もの か。 然るに それに はこの 歌がない。 杜撰で ある。 

〇 

夜 をさむみ 衣 かりがね 鳴くな ベ に 萩の 下葉もう つろ ひに けり 

この 歌 は、 ある 人の いはく、 「柿 本人 丸が なり」 と。 

1 をさむみ 夜が 寒くて。 0 衣 かりがね 衣 を 借る に 雁 かねと かけた。 0 うつろ ひ 衰へ 凋れ る をい ふ。 
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卽ち 葉の 黄ばみいた むこと。 

大意 この頃の 夜の 寒い ので、 衣 を 借る とい ふ 名の 付いた 雁の 鳴く につれ て、 寒さの 爲に 萩の 下葉 も 色が 變 つて 

しまった わい」 

1 「夜 を 寒み 衣」 とい ふまで を 序詞と 解した 說も あるが、 さう でない。 「夜 を 寒み」 は 雁の 來る にも、 萩の 下葉の 

移ろ ふに も 打ち合った 主要の 句 だから、 序詞の 如き 輕ぃ 意の もので ない。 衣 を 借る こと は、 奈良朝 詩人が 「旅 

にして 衣 借す ベ き 妹 も あらな くに」、 又 「さぬ の 岡 越 ゆらむ 君に 衣 借 さまし を」 など 歌って、 古へ は 夫婦の 間な ど 

では 互に 著 物 を 借り 合った もの だ。 故に 夜寒の 頃の 雁が音に いひ かけて、 詞の 文と した。 この 修辭は 「少女ら が 

袖 ふる 山」 「時鳥 人 r つ 山」 の 例で ある。 「荻の 下葉 も」 の 「も」 文字 は、 雁金の 鳴く に對 へたので ある。 萬 葉集卷 

八に、 

雪の 3 へに 鳴きつ る 雁の 案、 きな べ获の 下葉 は うつろへ るか も (11^ か" み) 

と ある を 蹈襲して、 原作 以外に あまり 蹈み 出して ゐ ない。 どれ も 皮膚の 感覺と 視覺と を 基礎と して、 想が 構成 

されて ある。 或は 萬 葉の 歌が 平安 調に、 自然 轉唱 された もので は あるまい かと も 思 ふ 。「衣 かりがね」 の 秀句 は、 

ま 時に あって は 奇警と 思 はれたら ラが、 後世 人々 道破して 竟に 陳腐と なって しまった。 

左 註に 「人 麿が 歌な り」 と 記して あるが、 更に 歌聖の 風 骨で ない。 新撰 萬 葉に も收 めら れ たの を 思へば、 平安朝 

初期の ものら しい。 

宽 平の 御 時き さいの 宮の 歌合の 歌  藤 原菅根 朝臣 


秋風に 聲を ほに あげてく る 船 は あま のと 渡る 雁に ぞ ありけ る 

1 0 聲を ほに あゆて ^を 高く 打ち 上 ゆての 意。 「ほ」 は秀の 意で、 物の すぐれ 出た の をい ふ。 さて 物 を 顯すを 

ほに 出 だすと も、 ほに 顯す ともい ふので、 舟の 帆 を舉 ゆるに かけて、 聲を 帆に して あぐと いった。 o あまのと 

大空 をい ふ。 天 を 海に 見 成して、 海に は 迫 I： 水門な ど 渡り 處 あるに 准へ て、 天の 門と いふ。 戶と 寄く は 借 字 

である。 

大意 この 節の 秋臧 に、 聲を 帆に 卽ち あら はに 高く 舉 ゆて、 追手に 走る 如く 來る船 は、 よくく れば 船で はな 

くて、 空の 海の 渡り 所 を 高く 鳴いて 渡る、 雁で サ あった わい。  . 

1 着想の 木據は 雁が 遙 かの 天 未から 飛んで くる 景 趣が、 小舟の 沖から 漕 ざつれ て 返って くるのに よく 似て ゐる 

ので、 雁の 聲を上 ゆるの を 帆に 舉ゅ てと 譬喩し、 折 柄の 秋風 を 追手に あへ しらって、 「くる 舟 は」 と 喩し 、「天 

の 門 渡る」 と 緣語を 以てい ひ續 けたの は、 冬 部の 列樹の 歌、 

山川に 風の かけた るし がらみ は 流れ も あへ ぬ 紅葉な りけ り 

の箪 法と 全然 同 一 である。 曆 一 曆に 巧み 重ねて は あるが、 さう 纖細 でもな く 聲調勁 快で ある。 一 一句 五 句の 字餘 

り、 上下の 斤量が 相當 して ゐる。 

雁の 鳴きけ る を 聞きて よめる  み つ ね 

うき 事 を 思 ひつら ねて 雁が ねの なき こ そわ たれ 秋の よなよな 

匿 0 うき 事 心 憂き 事 C  0 思 ひつら ねて いろく 思ひ竝 ベて： o 雁が ねの 「の」 はの 如くの 意。 

秋^ 上  二八 九 
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大意 幾 羽と なく 連って 鳴いて 渡る あの 雁の 如く、 自分 は 身の 憂き 事の 數々 を 思ひ續 けて、 泣いて ばかり 明かす 

わ、 この 秋の 夜る く はサ。 

11 秋思の 催す に堪 へす、 秋の 長夜 を 明かし かねた 折も折、 過 雁の 聲々 に 鳴き 立てる の を 聞いて、 彼が 列 を 成し 

て 行く ので、 「思 ひつら ね」 と 寄せ、 空 を 鳴き 渡る を わが 泣いて 月日 を亘 るに かけて、 雁の 綠 語で 仕立てた 述懷 

である。 故に 「秋の よな く」 はわが 泣き 渡る ことの 連夜で ある こと を擬 へたので ある。 詞 書の 文 體も、 その 意 

で 書かれて ある 事 を 注意され たい。 

是貞 のみこ の 家の . 歌 合 の う た  たど みね 

山里 は 秋 こそ ことに わびし けれ 鹿の なくね に 目 を さましつ 、 

11 o 出 里 山家 をい ふ。 0 わびし 心 憂く 苦しい 意。 

大意 都と 違って 山家 は、 いつもと いふ 中に、 殊に 秋が サ 難儀に 思れ る わい、 夜 は 物哀な 鹿の 鳴く 聲に、 幾度と 

なく 目を覺 し/ \ する によって。 

1 境 は 山里、 節 は 秋、 時 は 夜半で あるのに、 嶺 上の 鹿の 音が 絕 えす 物 思 ふ 人の 夢路 を 破る。 この 取り集めた 哀 

れ さは、 實に 侘しい 頂上 だら う。 都人の 馴れぬ 山 住の 情 致が よく 現れて るる。 この 作者の 歌と して は釗 合に 平 

淡な 作と いはう。 伹萬 葉の、 

山ち かく 家 や をるべき さ をし かの 聲を 聞きつ ， いねが てぬ かも (卷 十) 

の 類 想で ある。 


三 句、 六帖の 一 本に 悲し けれと ある。 

〇  よみ 人 しらず 

おく 山に もみ ぢ踏 みわけ^く 鹿の こ ゑ 聞く 時ぞ秋 はかなし き  - 

no おく. E 深山 をい ふ。 外出、 端山に 對 した 語" 伹こ、 は輕く 山の ぎ とい ふ 位の、 け 近い 虡の^ に 川 ひて あ 

る o 

大意 秋 はすべ て 悲しい 時で あるが、 人里離れた 山の あたりで、 最早 散った 紅葉 を 踏み分けて あるきな どして^ 

く 鹿の 聲を、 ^く 遙 かに 聞く 時が サ、 取り分け 秋 は 悲しい わ。 

1 秋の^け た. E 陰の あたり、 あの 鼻聲の 悲し ゆな 鹿 鳴に、 一 段の 感哀を 促されて は、 秋を悲 むまい としても 心 

に まかせない。 二 句 は 暮秋の 落葉した 時節 を 示し、 かねて 鹿の 動作の 形容に 用 ひたので、 かう 推測 を斷定 して 

いふ S は、 なほ 下に、 

秋 萩 をし がらみ ふせて なく 鹿の 目に は 見え すておと のさ やけさ 

の 上句の 叙 法に 同じい。 それ を ー說に 「紅葉 ふみわけ」 を 作者 自身の 紅葉 を 踏み分ける^ として、 新撰^:^ の、 

ハハ  ノ  シ 0  0  0 ネ 0 テ 0  0 スル 0  ク  ク  シ 

秋 山 寂 <、 ^零々。 鹿麋 鳴音數 處聆。 勝地 尋來遊 宴 處。 無 1 朋無， 酒意猶 冷。 

と ある、 こ S 耿の譯 詩 を證に 引いて ゐ るが、 彼れ を 以て これ を釋 する 事 は、 本末が 鸭 倒して るる。 況ゃ この 譯 

詩 は 原 歌の^ を^ じて、 極めて 妥 貼を缺 いて ゐ るから、 さう 信用 はならない。 下句の 力 ある 「、 ぞ」 の辭 に、 「は」 

の辭を 粘せ しめた 爲に 生す る餘意 は、 意 釋に觯 いた 如くで ある。 

秋跃上  二 九 一 
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小 倉 百 人 一 首に、 作者 を 猿 丸太 夫と あるの は據 がない。 猿 丸 集に も 見えない。 尤も 同 集は僞 撰で ある。 

題 しらず 

秋 萩に うら びれ をれば あし ひきの 山した とよみ 鹿の 鳴 くらむ 

1 0 うら びれ うら ぶれの 轉語。 顯 8! 口が 誤で あると 云った の は 非。 愁 ふるの 意。 0 をれば 宣 長が をる にの 意 

と 解した の は 早い。 この 語意、 意釋に 就いて よく 心得られたい。 上の 七夕の 歌に、 「天の川 淺瀨 しらなみ たどり 

つ 、度り はてねば」 と ある を も參照 するがよい。 o とよみ 響 動す る 意。 

大意 やうく 枯れ 行く 萩の 下葉 を ながめて、 物 思して ゐ ると、 それだけ でも 旣に堪 へ 難く 思 はれる の を、 何で 

この 山 本 を 響かして、 かう 鹿が 鳴く ので あらう ぞ。 

1 いよく 悲しく 泣き出し たいの 餘 意が ある。 凋殘 した 萩、 その 見 じめ さは、 旣に 詩人の 心を慯 ましめ る。 折 

柄 かの 山陰に 端な く 悲しい 響を傳 へて、 曳聲に 鹿 鳴の 聞え たので、 時 も あらう に 何で かう は 鳴く のかと、 あま 

り 思 ひ 遣りな さ 過ざる やうに、 彼れ を喑に 詰って るる C 初 句は悲 秋の 時節 を 示す が 主意で、 傍ら 鹿 をい ひ 出す 

楔 子と した。 蓋し 萩と 鹿と を 詠み 合 はせ て、 萩の 花 妻な どい ふ 事 は、 奈良時代からの 常套 になって るる 故で あ 

る。 故に 「秋 萩」 と あるに 拘泥して、 景樹 が、 萩に も 鹿も愁 ぶる ものなる かとまで、 餘意を 推した の は 誤ってる 

る。 父 成 蔭が 初 句の 「に」 文字 を秋津 羽に 句へ る 妹な ど 云 ふに の 意義に 鮮し、 一 一句の 「うら びれ」 を宣 長の 孵に 從 

, ナタ 

つて 頂 垂れの 怠と して、 「秋 萩の 如くに 物 思に 頂を投 ゆて るれば」 と釋 したの は、 全然 わるい。 さて 想 は 萬 葉の、 

君に こ ひ うら ぶれ をれば しきの 野に 秋 萩し のぎ さ を 鹿 鳴く も (卷 十) 


夜 を 長み いの ねらへ ぬに あし 引の 山び， ) とよめ さ を 鹿 鳴く も (卷 十五) 

この^ の^けに きけば あし 引の 山 をと よもし さ を 鹿 鳴く も (卷 八) 

など あるに 胚胎して、 あまり 變 つた 節 もない。 

BTE、 奥義 杪に 「は 通 本に は と 侍り」 と ある。 又 六 帖には 「妹に わが うら こ ひ をれば 足 引の 山 下と よみ 鹿 

ぞ鳴 くらむ」 と ある。 

〇 

秋 萩 をし がらみ ふせて なく 鹿の 目に は 見えず てお との 5 やけさ 

カラ 

1 〇 しがら み ふせて しをり 搦 みて 踏みし だく をい ふ。 「しがら み」 はこ、 は 動詞で ある。 繁く 絡む の 意 か" 竹 

木 を 編んで 流れ を 遮 るん S どい ふ も、 こ の 語の 名詞と なった もの。 〇 おと 聲に 同じい。 烏獸 の鳴聲 をお とと 

いふ は 古 雷で ある。 萬 葉 五に 「鶯 のおと 聞くな べに」 同 十七に 「時鳥な くお と遙 けし」 源氏物語 初音の 卷に 「鶯 

のおと せぬ 里 は」 など 例が 多い。 o さやけ さ あざやか さと 同じい。 分明なる をい ふ。 「さ」 は 形容 を 意味す る 

も？^ 

大意 この頃の 盛りの 秋 萩 を、 胸に 分け 靡かしお し 伏せて、 姿を隱 くして 鳴く 鹿が、 人の 目に は旯 えないで、 そ 

の 癖 あの まあ 聲が あざやかな 事 わ。 

Iffll かしい 鹿の 音に、 その 姿を^た く 思っても 見られな いの を 憾む。 これ 四 五の 句に、 視聽の 二つ を 鬪 はせ た 

爲に 生す る餘 意で ある C 初 一 一句 は 上の 「おく 山に もみ ぢ 踏み分け」 の條 でい つた 如く、 可憐 愛すべき 萩 花 を 借り 

秋耿上  二 九 一二  . 
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て來 て、 鹿の 動作 を 形容した ので ある。 かやう に 丁寧に 想像 を 措く こと は、 卽ち 鹿に 對 しての 懷 かしい 心 持 を 

表示した も ので、 おの づ から 下句の 素地 を 成して ゐる。 多少の 工夫 こそ 費して あるが、 四 五の 句、 對 照が 密貼 

し 過 ざて、 味 ひが 乏しい。 

結句、 顯本 にこ ゑの さやけ さと ある o  . 

是負 のみこの 家の 歌合に よめる  藤 原敏行 朝臣 

秋 萩の はな 暌 きに けりた かさごの をの へ の 鹿 は 今やな くらむ 

1 o たかさ ごの 山 を さしてい ふ。 委しく は 序文 中に 旣出。 〇 をのへ 尾 上の 義。 峰 をい ふ。 

大意 あれ 秋 萩の 花が^ 外に 咬いた わい。 さて は 山の をのへの 鹿 は、 今サ 鳴く 事で あらう か。 

1 萩の 花の 候 は 鹿の 妻戀 して 鳴く 時な ので、 この 兩者を 配合して、 遂に は 萩 を 鹿の 妻とまで 歌った のが 萬 葉に. 

ある 位で、 殆ど 分離し 難い やうな 慣習に なって ゐる。 されば、 

わが 宿の ふぢな みの 花唉 きに けり 山 時鳥い つか 來 鳴かむ 

などと 同じ 手法の、 型に はまった 想像 は、 敢 へて 珍しい とはいへ ない。 この種の 想 は 殆ど 日常の 口頭 語に 近い 

性^ を帶 びて ゐる。 さて かうな ると、 只 ー篇に 漲る 氣分 如何、 修辭の 美 如何、 聲 調の 美 如何 を 問題に する より 

外 はない。 この 歌 は その 點 において、 悉く それらの 條件を 突破す るに 足る だけの 資格が ある。 風神 暢爽、 朗誦 

すべ き 作で あろ。 躬恒 集に、 

わが 宿の あき 萩の はなさく 時 は をの へ の 鹿の こ ゑ 立て  > なく 


も、 この 頹想颓 型で、 しかも 形式に 於いて 颇る 劣って ゐる。 

^  北" あ ひ 知りて a: りけ る 人 の、 秋 の 野に て 逢 ひて、 物が たり 

しける ついでに よめる  み つ ね 

秋 はぎの ふる 伎 に^ける 花見れば もとの 心 はわ すれ ざり けり 

■  o あ ひ 知りて これに ニ義が ある。 た V 識り合 ふ をい ふのと、 夬婦 相思の 關係 をい ふのと である。 こ、 は^: 

驯染の 女 を 斥した と 忍 はれる J  o ふる 枝 舊枝。 萩に は 草 立と 木立と ある。 药 枝に 花 S 吩 くの は 木 萩で ある。 

o もと 以前の 意。 幹の 意 を かけた。 

大意 秋 萩の 去年の 藉 枝に、 相 變らす この 通り 吩 いた 花 を^れば、 萩 は 以前の 心 を 忘れす にあった わい。 

1 然るに 秋 萩と は 違って、 昔の 人 は^の 心 を 忘れ はてた 事よ と、 喑 に諷詆 した 餘 意が ある。 秋郊 散策の 折祯、 51 

らすぉ 驯染の 婦人に 出會 つたが、 一 一言 三 言の 話 こそし たれ、 あまり 打ち解け もせぬ の を 不平に 忍ふ餘 り、 野生の 

古枝の 萩 を^ ひ來 つて、 その 年々 に 花 を 着ける のを讃 歎して 、「花見れば」 とい ひ、 「忘れ ざり けり」 と 打ち 八：： はせ 

たの は、 おの づ から 比 興 體に屬 する 作で ある。 まして やその 古枝の 萩に さして、 この 歌 を ii つたと したら、 い 

かに かの 女 は 顔の 赤らむ まで 羞ぢ 入ったら うと、 その 情況が 想像され て、 頗る 妙で ある。 雜 上の、 

石 上 ふるから 小 野の もと かし はもとの 心 はわ すられな くに 

の詞 を^ 川して、 意 を 異にした 換骨奪胎の 手腕、 寳に 自在と いってよ い。 結句の 調は卑 弱ながら、 通體 優美に 

流^で ある。 十：： 來 結句 を 人の 忘れぬ 意、 又は わが 忘れぬ 意と 解釋 したの は 誤で ある。 こ は 三：？ 以下のお 調 を、 

秋 欲 上  •  二 九 五 
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よく 咀嚼し 得なかった 故 だら う。 又詞 書の 「あ ひ 知りて 侍りけ る 人」 を 朋友の 事と した 宣長 等の 說は、 四季の 部 

立に 泥んで、 戀歌 でない と 思った からの 誤で ある。 

結. H、 六帖 にか はら ざり けりと ある。 

'  題 しらず  よみ 人 しらず 

あき 萩の 下葉 色づく 今より やひ とりある 人の いねが てに する 

H  0 ひとり ある 人 獨身者 をい ふ。 「ある」 は 居る こと。 o いねが て 寐ね 難く の 意。 

大意 秋 萩の 下葉が そろく 枯れ かけて、 色が 變る わ、 これで は 夜寒が 增 してく る だら うから、 もうこれ から は 

サ、 獨住 をして 居る 者 は、 寢 入り 惡 くさう にす る 事 か。 

1 一 叢の 胡子 花 花旣に 散って、 葉 も 亦衰へ 、 秋氣は ひしく と 迫って 來た。 その わびし さ 凄まじ さは、 物 思 は 

ぬ 人の 夢 をも圓 かに させない。 まして ゃ擡の 身の 只 ひとり ある 人で は、 どんな もの か。 空しく 衣 襟の 冷た さ を 

啷 ちつ、、 膝 を 抱いて 天明 を 待つ ことで あらう。 作者 は その 中の 一 人で ある。 否 寧ろ 作者 自身が 主で ある。 「今 

より やひ とりある 人の」 と 將來の 苦 酸を豫 想して をの > い た點 は、 まことに 同情に 堪 へない。 二 句切れの 歌で 

ある。 誤って 三 句まで 續 けて はならぬ。 

〇 

なき わたる 雁の 淚 やおち つらむ 物お も ふや どの 萩のう へ の 露 


大意 雁 も 物 思が あるかして、 あの やうに 空に 鳴いて 來 るが、 その 泣く 淚の 落ちた の だら うか、 物 思 をして 悲し 

んで 居る この 庭の 萩の 上に、 自分の 袖の 淚の やうに 繁く 置く 露はサ C 

1 ^る 所愁景 でない もの はなく、 觸れる 所愁緖 でない もの はない。 折も折 過 雁の 聲を 聞いて は、 これ を 同情に 

推 想して、 萩の 露 は その 淚 だら うかと いふ は、 畢竟 「なき 渡る」 からの 聯想で ある。 四 五-句に 字 餘りを 川 ひたの 

は、 三 句まで  一 ローに いひ 下した 上句の 語勢に、 權衡 をた もた しめる 爲 である。 意 は 悲しく 切に、 詞は 玉の 如く 

穩秀 に、 聲 i- 悠揚、 諷すべ く 誦すべき ものである。 伹 集中 秀歌 十 首の 一 つに 定 家の 推 選した の は、 俄に 諾 ひが 

たいが、 この 集中での 今 調の 歌と して 勝れた もの、 一 つで あら 5。 

〇 

はぎの 露 玉に ぬかむ と 取れば けぬ よし 見む 人 は 枝ながら 見よ 

. ある 人の いはく 「この 歌は奈 良の みかどの 御 歌な り c」 

El O: 十： にぬ かむ 玉に して 貫かう との 意。 春 上に 「玉に もぬける 春の 柳 か」、 萬 葉 集 八 「さ を 鹿の 萩に ぬきお ける 

露の 白玉」 など ある。 O けぬ 消えぬ の 約 c  O よし 口語の い、 わと 同意 C まことに よしと 許す^ ではない C 

大意 ^も 玉の やうな 萩の 露の 餘 りの 見事 さに、 眞實の 玉の やうに 緖に 通して 兒 ようと 忍って、 手に 取る とつい 

消えた わ、 よし (：风^ する 人 は、 いくら 玉の やうに 見えても、 取らす に 枝に ある まゝで 兄なさい C 

ia- 花の 色に：^ つた 露 は、 いかに 美しかった らう。 されば こそ、 一寸 玉に 貫かう とい ふ 洒落 氣も 出る ので ある。 

で 障って^ ると もろく も碎け 散る ので、 我れ ながらよ せば 善かった と 後悔され て， 枝ながら 兒る 二と^^ 明な 
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こと をカ說 して、 見む 人に 警告して ゐる。 蓋し 露 を 愛 賞す る 至情で ある。 尙思 ふに、 玉に 贯か うとて 手に 取つ 

たとい ふ は 誇張で、 實はー 寸 指頭で 露に 觸れて 見た 位の 事で あらう。 そして 誰れ もこの 萩の 露に 對 して は、 手 

を觸れ すに は 居られぬ ものと 想定して しまった、 その 穉氣が 面白い。 節 は 短く 音 は 促って、 古拙な 修辭に 却つ 

て 素朴な 味 ひが ある。 

下句、 六帖に s^, 人 はな^ 6.vd^ET よと ある は 劣って ゐる。 叉 左 註に 「， 奈 良の 御門の 御 歌」 と あるの は、 例 

の諾 けがたい。 

〇 

をり て兒 ばお ちぞ しぬべき 秋 萩の 枝 もた わ 、 における 白つ ゆ 

1 o しぬべき 仕舞 ひさう の 意。 0 た わ、 しなく する をい ふ。 撓 むと 同 語。 

大意 火 &3ぉ 麗 なので、 一枝 折って 見たい が、 しかし 折って 見たら 定めて 落ちて サし まひ さうな、 秋 萩の 花の 枝 

がしな ふ ほどに 置いた、 あの 白露が サ。 

國 折って 露 を 散らす より は、 折らす に賞翫 した 方が、 寧ろ まし だとまで 思 ひやった ロ氣 である。 前 首と 着想が 

似て、 これ は修辭 が舒暢 で、 彼れ は氣 魄が欝 勃と して ゐる。 

四 句、 六帖 に^も と を  >  にと ある。 


萩が 花 散 るら む 小 野の 露霜に ぬれで を 行かむ さ 夜 はふく とも 

i  o 小 野 野と 同じい。 「小」 は 美稱 C 大野に 對へ たので はない。 おと 霜との^ に舴 いたの も あるが、 

、つ、 ゆ じ、 もと 濁って、 秋の 末から 冬へ かけて 露の や 、 氷り かけた 物の 稻と するがよい。 だ：： 椠鉱 にも この^で 川 ひ 

て ある c  o ぬれて を 「を」 は 軟辭。 0 さ 夜 上の 「さ 夜中と」 を參昭 r 

大意 忍 ふ 人の あ 行く に、 多分 萩の 花が もはや 散る であらう、 と 思 ふその 野^に 置いた 露お に、 難侬 ながに おれ 

てま あ 行かう わ、 萩の 花の^る が 惜しくて、 見捨て、 は 行かれぬ 故に、 行 先 は丧は 更けよう とも 構 は. マに サ。 

1 濡れても、 丧は 更けても 往か うとい ふ。 その 注 先の た > の 人で ない 事が 了解され よう。 まして や 「小夜 は更 

くと も」 のロ氣 から 推せば、 時刻 は夕暮 頃と：^ てよ い。 すると わざと 出かけた 萩の 花：^ ではない。 妹が り 行く 

野路 S, ノ^お、 流石に 秋が 更けて か、 露霜 は繁く 萩の 花 は 散り か、 る^ 氣に打 たれて、 その 端的の 感慨 を 歌つ 

たので ある。 諸 註、 今 を旣に 夜中で ある やうに 心^て、 初 二 句 を^に 修飾の 詞 とし、 「よしや こ の^は 更けぬ と 

もお 霜に ^れつ 、妹が り 行かむ の 意」 と釋 したの はいか V と 忍， r これ は 結句の 「ふくと も」 を ふけぬ ともと 同 

なに^^し.； -誤 である。 ， 〕 の差刖 をよ く 吟味 するがよい。 

色^ 情お^ におく、  ^古格 古 高 古の 妙 は、 上の 詠 者 不詳の 歌 中の 「さよ 中 と^は 更けぬ らし」 St: と^ 拮抗す る。 

ことわり や、 これ も 萬 葉 集卷 十の、 

秋^の さきち る 野べ の 夕 露に ぬれつ ゝ きませ 夜 は 更けぬ とも 

を^^に 取り成して、 潤飾した ものである。 然し 原作より は 更に 一 頭 地 を 抽ん でて ゐ るの は 手柄で ある。 

秋^ 上  二 九九 
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,  是貞 のみこの 家の 歌合に よめる  文屋 あさ やす 

i の 野に おくしら 露 は 玉 なれ や つらぬき かくる くもの 絲すぢ 

110 玉 なれ や 玉に あれば やの 意。 0 絲すぢ 絲と いふに 同じい。 

大意 この 秋の 野に 置く 白露 は、 恰も 玉と 見える、 あ、 いかにも 玉で あるかして、 まことの 数珠の やうに 繫ぎか 

ける 事よ、 蜘蛛の 絲 筋が。 

_E1 露 を 玉に 喩へ、 これ を 絲に赏 くと いふ 趣向 は、 上に もしば く 見え、 この 作者 また、 

しら 露に 風の ふきし く 秋の 野 はつらぬ きとめぬ 玉ぞ ちりけ る 

とも 詠んで、 注 時 玉と いふ 物が * 平生 盛んに 取り 刷らされて、 いかに 珍重され たかが 知られる。 おなじ 比喩で 

も 玉の 如しと 直喩に いはす、 「玉 なれ や」 と 隱喩を 用 ひた 爲に、 蜘蛛の 絲の 貫き かける のがさ も 自然に 聞え る。 

莴築 集卷 八、 

さ を 鹿の 萩に ぬきお ける 露の 白玉 

おふさ はに 誰れ の 人 かも 手に まかむ ち ふ 

を 藍 本と して、 鹿と 萩との 代りに 蜘蛛の 絲筋を 使った の は、 却って 平凡の 詩境と なった。 

二 句、 新 1 萬椠 にこりた る 露 は、 四 句、 六帖 に^^^ と ある。 優なら しめよう とて、 入選の 際 改めた 

もの か。 けれども の 方、 露の 繁 きさま を 形容し 得て、 いさ > か 勝って ゐる やうに 思 はれる。 つらぬき 

^5, な より は 本文の 方が 無論よ ろしい。 


題 しらず  僧正 遍昭 

名に めでて をれ るば かり ぞ 女郎花 われお ちに きと 人に 語るな 

1 〇 名に めでて 名に 心が とまっての 意。 「めで」 は 愛する の 意。 〇 をれ る 折りて あるの 約。 一 本 おれる と あ 

るに 據 つて、 宣 長が 馬より 下りた^に 解した の は、 語格 違 ひ を 忘れた ものである。 〇 女郎花 もみな へしと 訓 

む。 秋草の 名。 o おちに き 操 を 立て あへ ぬに いふ。 佾 徒の 穢行 ある を墮 落とい ふに 通 はせ て ある。 o な お 

大意 お前の 若い 女と いふ 名に 愛でて、 折って おいただけの 事ぞ、 これ や 女郎花よ、 必す 拙佾が 女に 手 を 掛けて 

墮 落して しまった など、 人に 噂して 吳れ るな よ。 

1 女郎花の 名に 綠り 擬人して、 「語るな」 と誡 めた ので、 饒舌な 艷 妻の 狀 態が 現 はれて、 甚だ 面白い 趣向で ある。 

所謂 「耿 のさ ま は 得 たれ ど 誠 少なき」 滑稽 は、 この 佾 正の 擅 場で ある。 後世 蜀 山人が、 

女郎花 口の さが 野に，  たった今 佾 正さん がお ちな さんした 

とやった の は、 よくこの 意 を 得て 翻案した ものである。 又 この 歌の 詞書 遍昭 集に は、 「さう くしく^り しかば、 

^に * りて 物に まかりし 道に、 女郎花の 見えし を、 及びて 折りし 程に、 馬より 落ちて 伏しながら」 と ある。 これ 

に據 つて、 この 集の 序 註に は、 「蜣峨 野に て 馬より 落ちて よめる」 と ある は 「おちに き」 に墮 落の 意と 落-ぬの 怠と 

を かけた^に なる が、 餘に ふざけ 過ぎて、 賨 際に 疎い。 遍眧集 は 素より 後人の 撰 だから、 恐らく は 好事^の 杜 

撰で あらう。 後 拾 遣 集に 「法師の 扇 を 落して 侍りけ る を 返す」 とて、 和 泉 式部、 

はかなく も 忘られに ける 扇 かなお ちたり けりと 人 もこそ^ れ 

秋 歌 上  三 01 
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と ある は、 今の 證左 となり さう だが、 それ は 俳諧の 部に 入れて ある 位で、 この 歌 は 律せられ ない。 されば 詞書 

に 「題 しらす」 と ある ま、 で說き 得る 範圍 内で 釋 する のを妥 常と する。 さて 奈良朝 歌人 は 女郎花 を その 名 稱に因 

んで 詠み もした が、 かう まで 擬人に 巧む 事はなかった。 それ はこの 作者の 時代から 始まった ものである。 この 

集が 巧緻の 點に 於いて、 萬 葉 集より 一 層 進歩した 一 證と 見られる。 けれど 爾來 女郎花の 歌と さへ いへば、 必す 

彎喩と 擬人と を 常套 とし、 陳々 相 倚り 腐々 相累 り、 浮華 厭ぶべく、 死氣楮 表に 満ちて ゐ る-」 つぎく の 歌人 は 

敏 行と いひ、 U 之、 躬恒 とい ひ、 貞 文と いひ、 いづれ も 豪傑の. H であるのに、 一首 も 彼れ 女郎花の 眞趣を 直 叙 

したる もの、 な いのは、 傍 痛い ことで ある。 

儈正 遍昭が もと に、 奈 良へ まかりけ る 時 に、 男 山に て をみ ， 

なへ し を 見て よめる  ふるのい まみち 

女郎花 憂し と 見つ 、ぞ 行きす ぐる 男 山に し 立てり とお もへ ば 

1 0 偕^ 遍 iF かもと 云々 遍 S? の 住所へ と 志して、 奈 良へ 赴く 時、 男 山 を 過ぎて、 女郎花 を 見て 詠んだ 歌との 

や r 〇 男 山 山城 國久世 郡 石淸水 八幡宮の ある 山。 雄德 山と も 書く。 淸和 帝の 貞觀 元年 豐 前の 宇佐より 勸 請し 

て祀 る。 〇 男 山に し 立てり 「し」 は 强辭、 てり」 は 立ちて ありの 約。 

大意 あの 優しい 女郎花と いふ 女が、 一 人で ゐる ならば 語ら はう とも 思 ふが、 男と いふ 男 山に サ 立って るると 思 

へば、 自分に は 靡くまい から、 彼れ 女郎花 を薆き 事よ と餘 所に 見ながら サ、 通り過ぎる わ。 

1 例の 擬人して、 女郎花に 男 山を對 照せ しめ、 わが 語ら ひ 得ぬ が 遺憾 だとい ふ。 要は 見附け 物の  一 t を かしい 


だけで あるつ 實感の 歌で はない C 諸 註、 男の 中に 立てる いた、 つら 女に て、 苦々 しと^つ 、行き 過-ぐるの 意と し 

たの は、 三 句 及び 下：？ を輕く 1 過した 結 菜で あらう C 

遍召 が奈 良ニ 居た こと は、 この 卷の 終の 「里 は あれて 云々」 の詞 書に 據 ると、 その 母の 家が 奈^ 附近に あった 

らし、 から、 遍 S? も 4HT 折 逗留して 居た と 想 はれる C その子の 素性が 石 上の 良 S1 院に 住して ゐ たこと も、 何 か 所 

綠が ありさ 5 である。 石 上 は 夏 部の 素性の 歌の 詞 書に、 「奈 良の 石 上 寺.」 と あるので、 ^時 奈 良の 一部と：： 几ら れ 

て ゐた事 は 明らかで ある。 作者の 布 留今道 は、 元來 大和の 布留の 里人で、 (雜 下、 U の 光 敷し わかねば 云々 の 歌 

の詞寄 を參 照) 今 は 仕 宵して 都 住居 をして ゐる。 たまく 遍 IF か奈 良に 居られる 頃、 歸 省かたん ヽ 訪問 を 兼ね 

ての 旅行の 途次、 淀の 渡 をして 男 出に か、 り、 そこに 女郎花 を 見た ので ある G 

是貞 のみこの 家の 歌合の 歌  としゆきの 朝 E 

秋の 野に やどり はすべ し 女郎花 名 をむ つましみ 旅なら なくに 

PMO 名 をむ つましみ 名の 懷 かしく 親しく 思 はれる をい ふ。 「み」 は 例の サニ とも クテ とも 譯 する 辭 C  0 旅なら 

なくに 旅で もない のに 恰も 旅の やうに の 意 C こ、 の 旅 は眞の 旅行の 意で ある。 

大意 女郎花の 女と いふ 名が サ、 格別 睦まじ さに、 うかく 遊び暮して、 今宵 は 旅で はない のに 旅め いて、 この 

秋の 野に 泊り はし さうな。 

1 常時 行旅の 際 は 野 臥 山 臥が 通例であった。 今 は その 旅で はない が、 女と いふ 稱呼 が氣に 入った ので、 この 秋 

の 野に 一宿し さう だと、 女郎花 を賞翫 する 意 を 誇張した の は， 春 歌 下、 
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いつまで か 野べ に 心の あくが れむ 花し 散らす ば 千代 も へぬべし 

の 筆法と 同じい。 それ を 季吟、 宣長、 景樹 が、 「同じく は 秋の 野に 宿るべし、 女郎花の 名の 睦 じさに、 旅に て寐 

る やうに は あらす」 の 意と 鮮 いたの は、 結句 を 誤解して、 遂に 全 體の意 を 謬った ので ある。 

， J の 歌宗于 集に も あるが、 かの 集 は 後人の 撰 だから 信憑し 難い。 

pi しらず  をの、 よしき 

女郎花 多 かる 野べ に やどりせば あやなく あだ の 名 を や 立ちな む 

アヤ ナグ  マテ  y 

no あやなく わけもなく、 詰らなく などの 意に 近い 。文 無の 義。 0 あだ 移り 氣で當 にならぬ をい ふ ひ 空の 

殺。 0 名 を や 名 やとい ふに 同じい。 名 は 評判の 意。 「を」 は 欵辭、 「や」 は 疑辭。 

大意 女郎花の 多く ある 野原に 泊り もす るなら ば、 眞實の 女に 逢って 寐 たので もない のに、 わけもなく 仇々 しい 

とい ふ 名が 立つ であらう か。 

1 それ 故 治りたい が 見合 はせ るの 餘 意が ある。 實は 秋の 野に 遊び暮して、 いざ 歸 らうと する 段に なって、 花 を 

見捨て、 歸る心 淺さを 嘲られまい として、 花 故 浮 名の 立つ のが 迷惑な やうに 假 託して、 口舌の 間に 瞞 過しょう 

と 試みた のが 面白い ので ある。 以上 はこの 歌 を 表面から 見た 一 應 の鮮說 である C もし 比喩の 作と して 見る と、 

"な樹 が 「女 多き あたりに 宿るべき 事 ありつる やうの 時、 准へ て 詠めり しと 見 ゆ」 といった やうな 一 說が 生す る。 

作者 美 材は野 相 公 篁の 孫で、 寬平 中に 進士に 及第し、 延喜ニ 年に まだ 壯年 で^した 人で ある。 名家の 門 葉と い 

ひ、 才 舉 とい ひ、 年配と いひ、 如何にも 婦人 社會 に歡迎 され さうな 人物 だから、 ある 御簾の 前な どで、 そんな 


女郎花 どもに 悪る 留めされ て、 - ) の 歌 を 詠み 捨てに して 逃け 返いた 事と も 想 はれる。 

一 一句、 新撰 离粱に 匂へ る 野べ に、 結句、 新撰 和歌に 名 を や 流^ 5 と ある。 

朱 雀院の をみ なへ しあ はせ に、 よ みて 奉りけ る 

…に  * に.」 左のお ほい まう ち 君 

をみ な へ し 秋の 野 風に うちな びき 心 ひとつ を たれに 寄 すらむ 

1 〇 朱 雀院 朱 雀 院は# 子院 ともい ふ。 累代 上皇の 御所で、 三條の 南、 朱 雀の 西 四 町、 四條の 北、 西坊 城の 東 

にあった。 この 蕖の 頃に は、 宇多 上皇が お 住 ひであった から、 こ  >  の 朱 雀院は 宇多 上皇み」 さした ので ある。 0 を 

みなへ しあ はせ 女郎花 を洲瀋 などに 飾り立て、、 耿を 添へ て 左右に 番 へて、 勝負 を 競 ふ 遊戯で ある。 この類、 

菊 合、 撫子 合、 前栽 合、 菖蒲 合な ど、 種類が 多い。 0 心 ひとつ 一 心と いふに 近い。 單に 心、 或は 一 一つな き 心 

と 解した 說も あるが わるい。 

大意 あの 女郎花の 女 は、 秋の 野の 風に あちへ こちへ と 打ち 靡いて、 心の 定まらぬ やうに 見える が、 そ もく ま 

ことの 一 心 を、 誰れ に 寄せる ので あらう ぞ。 

1 彼れ が 風 次第に 彼方此方に くねる を 見て、 その 節操 を 女のう へで 疑った の を 趣向と する。 入らぬ 心配の ゃラ 

\r か、 作者が 旣に その 女郎花に 心 を 寄せて ゐる ものと すれば、 その 心配 は 常然 である。 それ も 或は 浮氣な 女の 

たよりな さを擬 へたの かも 知れない。 輕雋 な調+ である。 作者 は 時 平の 左大臣で、 當時男 盛であった こと を 思 

ふと、 何だか 恋 味が ありさう にも ある) 諸 註、 三 句 を 一 方に のみ 打ち 靡く 恋に 解いた の は粗改 o 

秋跃上  三 〇 五 


古 

/ゝ 

和 

歌 
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藤 原定方 朝臣 

秋なら で 逢 ふこと かたき 女郎花 あまの 川原に 生 ひぬ もの ゆ ゑ 

11 〇 秋なら で 秋に あらす して はの 意。 0 逢 ふこと かたき 女郎花 逢 ひ 難き を みなとい ふに、 女郎花 を かけた。 

o 生 ひぬ もの ゆ ゑ 「ぬ」 は 打消の 助動詞。 「もの ゆ ゑ」 は 早く 解 すれば 物ながら の 意。 

大意 あの 女郎花 は 何故か、 秋でなくて は 逢 ふ 事の むづ かしい 女で ある 事よ、 天の川の 河原に 生え もせぬ もの 故、 

何時でも 逢 はれさうな もの を、 棚 機 同前に サ。 

0 秋に なれば、 一 一星 相逄ふ 七夕の 典故に 據 つて、 自分と 女郎花との 交會 の、 餘にー 一星の 境遇に 似た こと を 訝つ 

た。 「天の河 原に おひぬ もの ゆ ゑ」 頗る 巧 語 言で ある。 

結句、 一 本に た、 ぬ 物から と ある。 

つら ゆき 

たが あきに あらぬ もの ゆ ゑ 女郎花 なぞ 色に いでて まだき 移ろ ふ 

0  o たが あきに 誰が 飽 くと いふに、 秋 を かけた。 o なぞ 何ぞの 意。 この 語から 轉 つて、 などが 出來 た。 o 

まだき まだの 意。 o 移ろ ふ 色の 變 るに、 心の 變るを 含めた。 移る の延 言。 

大意 誰か 飽きた とい ふ 秋で もない もの 故に、 移ろ ふに も 及ばぬ のに、 女郎花 はどうした 事ぞ、 あの やうに 色に 

出て、 早く も 自身の 方から 移ろ ふので あらう C 


1 衰へ 方の 女郎花 を^て 詠んだ。 人が 飽き もせぬ うちに、 もう 向で 變 つてし まう、 さてく 女 は 移り 氣な もの 

一 だな あとい ふ 意の lie 喩 である。 歌 はこ すんで、 叙述 も 明快で ない。 

一 一句、 六帖 に^^ぬ ものから と ある。 

みつね 

妻 こふる 鹿 ぞ^くなる 女郎花お のが 住む 野の花と 知らず や 

1 〇 おのが し れ がの 意で、 鹿 自身 を さす。 0 知らす や 「や」 は 疑辭。 

大意 妻 を 戀ひ慕 ふ 鹿が サ、 頻 にあれ 嗚 くわ、 え、 鈍な 奴よ、 女と いふ 稱の花 は、 お前が 住む 野に 在る 花 だと は 

知らぬ のかい。 

1 詠^. か 勝手に 女郎花の 名に 綠 つて、 それ を 鹿の 妻に 取り成して、 鹿に 小言 を くれた その 痴 想に、 而白味 を も 

；; つ。 

結句、 g 恒 集に 花に あらす やと ある は.. 調が おくれて るる。 

一  - o 

女郎花 ふき 過ぎて くる 秋風 は 目に は 見えね ど 香 こそしる けれ 

^ 大意 女郎花 を 吹き 越して 來る 秋の 風 は、 目に は それと：^ え はせ ぬが、 香が サ 著しい、 それで 女郎花 を 吹き 過 ざ 

て來 たと は 知られる e 
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1 女に 逢って 来た 男の、 その 女の 移り香の 高い の を 聯想した の だら う。 下句 理窟 張って 面白くない 。「目に は 見 

えね ど I まい ひ 愚ぎ で 無用で ある。 「こそ」 の 用法 も 正格で はない。 試に 引き直す と 目に こそ 見えね 香 はしる く 

ひで などい ふが よから う。 春 上に、 この 作者が、 

春の 夜の 闇 は あやなし 櫞の はないろ こそ 見えね 香 や はかくる ， 

と 詠んだ のと、 なまじ ひに 着想の 同一で ある だけ、 いよく 飽き 足らぬ 心地が する。 

四 句、 六帖こ 目に は 見えす てと ある は 優って ゐ る。 新撰 萬 葉に、 一 ニニの 句 行き過ぎて くる 秋風のと ある は 劣つ 

て ゐる。 

.  たぐみ ね 

乂の 見る こと やくる しき をみ な へ し 秋 霧に のみた ち隱 るら む 

0  0 たち 隱る 「たち」 は 接頭語。 

大意 人の 見る 事が 迷惑な のか、 それ故に あの やうに 女郎花の 女 は、 とかく 秋の 霧にば かり 隱れ るので あらう。 

園 嬌羞ん を おれて、 動もすれば 物に 蔭ら ふ は、 女の 通性で あるば かり か、 殊に 當 時の 婦人 社會の 慣習 を 知る と、 

この 歌の 痛切 さが わかる。 王朝 時代の 上 中流の 婦人 は、 情 的閼係 以外で は、 知らぬ 男 否 知合で も、 絕對に 顔 を 

児せ ない。 姿も隱 して ゐる。 御簾 越、 几帳 越、 卽ち物 越で 男に は對 面する。 出 這 入に は 扇で 顔を蔽 ふ。 そこで 

秋 は 霧 深く して纾 草 を もお ほふ を、 女郎花の 方より 羞か しさに、 心あって 隠れる もの、 や 5 に、 反對に 描寫し 

たの を 一 ふしと する。 


新撰 萬 築に、 初 二 句 事 やゆ > しき、 四 句 霧の まがき にと ある〕 六帖 も、 四 句 は 新撰と 同じい。 

ひとり のみな がむ るより は 女郎花 わが 住む 宿に 植 ゑて 見 まし を 

n  o ひとり 獨 身で ゐる をい ふ。 〇 ながむ る 物 思しつ 、^詰む る をい ふ。 

大意 獨 身で 女戀 しゅに 物 思 をして 居る より は、 寧ろ 女と いふ 名の 女郎花 を、 分の 住む 宿に 移し 植ゑ て^て、 

心 を 慰めよう もの を、 今まで そこに 心つ かすに 物 思して ゐ たの は 愚だった よ。 

_a はかない 物種に つけても 心 を 遣らう とする、 輾轉 反側の 情が 哀れで ある。 諸家、 後撰蕖 に、 

わが 宿に 梳 ゑて だに 見む 女郎花 人 はしたなき 秋の 野より は 

を 類歌と して、 初 二 句 を 女郎花が 獨詠 むる 意と 解した 契 沖の 說に據 つたの は、 結句への 折 合の 妥貼 でない こと 

を 忘れた ものである。 且初ニ 句の 語意 を 誤解して ゐる。 却って 奧義抄 等の舊 說の 方が 可い。 「ひとりな がむ る」 

とい ふお は、 源氏な どに も兑 えて、 獨身 者の 煩悶 を 意味す る 時代 語で ある。 


へ まかりけ る に、 人 の 家に 女郎花う ゑたり ける を见 

てよ める  兼覽王 

女郞 花う しろめた くも 見 ゆる かな 荒れた る 宿に ひとり 立てれば r  - 

1 0 物へ まかりけ るに 或 所へ 往 つたのに の 意。 「もの」 は その 事物 を顯 はさす、 弘 くさして いふ 語。 〇 うしろ 

秋^ 上  二 〇 九 
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めた く 不安心な 意。 氣 懸かり。 

大意 あの 女郎花の 女 は.' さても く 不安心に 思 はれる 事よ、 その 故 はこの 荒れて ある 宿に、 後見す る 者 もな し 

に、 只 一 人 立って 居れば サ。 

1 軒 は 朽ち 贅子 は壞れ て、 倾 きか、 つて 寢 殿に、 ほんの 身を隱 すだけ の 屏風 几帳 を、 昔の 名殘 にし つらって、 

親 も 乳母 立つ 者 も 同胞 も 仕 女 もない 少女 ロハ 一 人 住んで ゐる あたり、 庭 は 野の やうに 荒れ はて ゝ 、 蓬 猙 さて は 女 

郞 花の 自生して あるの を 見て、 この 女 主人公 を 女郎花に 譬喩した もので あらう。 空！ i 物語の 俊 蔭の 女の 獨 住の 

條を 思 ひ 合 はせ ると、 いよ このう しろめた さが 痛切 に 感ぜ られ よう。 

寛 平の 御 時、 藏 人 所の をの こど も、 嵯 峨 野に 花見む とて ま 

かりたり ける 時、 歸 る と て、 み な 歌よ みける つ いでに よめ 

る  平の さ だ ふん 

花に あかで なに 歸 るら む 女郎花 多 かる 野べ に寢 なまし もの を 

0  0 藏人 所の をの こども 藏人所 は 類聚 國史に T 弘仁 元年 三月 十日 始置ニ 藏人所 一 令 ァ 侍， 一 殿上 一 掌せ 機密 文 寄 及 諸 

訴上」 とあって、 頭 は 四 位、 藏人は 五六 位、 その 下に 非藏 人、 出納、 小舍 人、 雜色所 衆、 瀧 口な どの 職が ある。 

「をの こども」 はこの 下輩の 人々 を さす、 うへの をの こと は 違 ふ。 混じて はいけ ない。 O 嵯峨野 今の 京都の 西 

北の 嵘峨 村。 o なに 口語の なんでの 意。 

大意 ^事な 花 を、 十分に 飽くまで 見ないで、 人々 は 何で 歸 るので あらう。 自分 はこの 女郎花と いふ 女の 多く あ 


る野邊 に、 八 「sc は^ょうと 思 ふ もの を。 

1 初 一 一句 は 人々 の 行動に ついて 訝り もどき、 三 句 以下，； H 分の 欲望 を陳 ベた。 遊行な どの 歸 さは、 通例の 場合 日 

暮 になる。 この 歌も^-刻 は 日 慕で ある こと を、 まづ 記憶し なければ ならぬ。 さて：： =： は 暮れても^ この 野に 遊ん 

で 居よう の^を、 「寢 なまし もの を」 と、 女に 心の 惹 かされた 趣に 取り成して 興じた ものである。 この 打ち解け 

へ ィ チウ 

た輕ぃ 冗談に は、 その 若々 しい 好色者で ある こと を 思 はせられ る。 作者 は 世に 平 仲と 呼ばれた 有名な 好色家で 

ある。 この 構想が 人柄 相應 なの も 可笑しい。 

是 い：： 〈のみこの 家の 歌合の 歌  としゅ き の 朝臣 

なに 人 かきて ぬぎ かけし 藤ば かまく る 秋 毎に 野べ をに ほ はす 

E1 〇 きて 來 ての 怠。 0 ぬ ざ かけ 脫ぎ 掛けの 意 。「掛け」 は 衣桁な どに 掛ける のでい ふ。 O 藤ば かま ^根^ - 

で、 莖圓く 節 長く 葉は對 生して 長く、 高さ 三 四 X 又は 六 七 尺 も あり、 夏 秋の 際 枝の 末^に 淡 紫色 8- 細 小 花 集り 

開く、  ^に^ 氣が 多い。 〇 に ほ はす 薰ら する の 意。 

大意 こ の 藤 袴 は、 以前 どんな 人が 着馴 して、 此處 に脫ぎ 掛けて 置いた か、 毎年 毎年 秋の 來る度 毎に、 その 移り 

香が この 野邊を 匂 はす わ。 

^ かう： ゆ 年 も 匂 ふ は、 必す 尋常の 袴で は あるまい、 名香 をよ く炷 きしめた、 いと も あてなる 人の 袴 だら うの 餘 

^が ある： 往十" h 流 社會の 好んで 薰 物した 事 は、 旣に春 上 「色よりも 香 こそ あはれ と m や は ゆれ 云々」 の 條で說 明 

してお いた 如くで ある： 藤 袴の 名稱 から、 袴の 上で 仕 立た^ 喩、 巧で は あるか 眞摯 でない。 以 卜の 一 i^:. よた 浮 

秋 歌 上  三 一一 
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華で ある。 

四 句、 新撰 萬 葉に 秋く る 毎に と ある。 

.  藤 袴 をよ み て、 人 にっか はしける  つら ゆき 

やどりせ し 人の かたみ か 藤 袴 わ すられが たき 香に に ほひつ & 

no かたみ か 「かたみ」 は 記念の 物 をい ふ。 「か」 は 疑辭。 

大意 この 藤 袴 は 先達て 此方に お 泊り なされた 貴方の、 形見に 脫ぎ置 がれた のか しら、 とかく 今に 忘られに くい 

責 方の 移り香に 句 ひくして、 貴方の 事が 懐かしく 思 はれます よ。 

^ 詞喾の 「人」 を 朋友と 見る 說と、 情人と 見る 說 とが ある。 この 時代まで は、 男 同志で も 友情の 切な 間柄で は、 

いたく 忍 慕す る 趣 を 歌って ゐ るから、 いづれ にしても その 意 は 適切で あらう。 袴の 香 は 例の 意匠で ある。 又 思 

ふに 莨 際 はこの 歌 を 藤 袴に 付けて 贈った もので は ある. まい か。 詞書 にさう ことわつ てな いのは、 ま r 信の 往復 を 

始めて 物の 獻酬に は、 物の 枝に 附 ける のが、 當時 一般の 常習であった からで あらう。 力 音の 多 さが 耳す-つて 聞 

える o 

ふぢば かま をよ める  そ せ い 

ぬし 知らぬ 香 こ そ 句 へ れ 秋の 野に たがぬ ぎ かけし ふぢ 袴ぞも 

0 ぬし 持主。 O 知らぬ 知られぬ の 意。 o ぞも 「ぞ」 は 指定の 辭。 「も」 は 歎辭。 


大意 主の 分らぬ よい 香が サ、 高く 句って るる わ、 かう 句 ふ 藤 袴 は、 この 秋の 野に 誰れ が脫ぎ かけて 置いた 袴で 

ある ぞょ。 

1 往古 は その 人の 好みに よって、 甲 は 梅花が よいと か、 乙は黑 方が 好きだと かいふ 具合に、 常用の 蒸 物の 加减 

を 試みた もの だから、 さっと 薰るゃ 否や、 大 やう 誰れ だら う 位の 見當 がっく。 處で今 は 藤 袴の 香な ので、 「知ら 

ぬ」 ので あるの を、 「誰がぬ ぎ かけし」 と 袴の 上で 仕立て あゆた。 前 二 首と 同 趣で、 疑 S 體の 形式まで 同 一 であ 

る。 どれが 先 出か 不明で あるが、 年輩から いへば、 貫 之 は 中での 後輦 で、 敏 行が 先^で ある。 

奢 題 しらず •  平 貞 文緣 

今より はう ゑて だに 見 じ 花 薄穗に いづる 秋 はわび しかりけ り 

10 花^ 秘に いづる ts の穗を 成す をい ふ。 これ を 又 尾花と もい ふ。 一種の 薄の 名と する は當ら ない。 

大意 もうこれ から は、 薄 は 庭な どに 植 ゑて さへ も 見まい と 思 ふ。 なぜと い. ふに、 あの やうに 滞が 德に 出て 哀れ 

な 景色の 見える 秋 は、 心細く いやであった わい。 

1 古 は 秋草 を植 ゑる ことが 盛に 行 はれ、 薄 も 移植され たこと は、 哀傷 部に も 「君が う ゑし 一 村^」 と あるので も 

知られる。 舂 上に 「花の木 は 今 は ほりう ゑ じ」 と あると 同 趣で、 面白から うと 思った 豫想が 裏切られて、 眼前の 

秋色の、 徒に 斷腸を 促す に 過ぎぬ の を 打ち 欵 いて ゐる。 二 句の 「だに」 に古來 異論が ある。 或は 意義がない とい 

ひ、 成 は械ゑ てまで 兒 るべき でもない の 意と いふ は、 皆 誤ってる る。 秋の 野に わざく 行って^ る 事 は 勿論の 

事と して、 よく， M には植 ゑる 物 だが、 「今 カラ ハ植ヱ テサへ モ兑 マイ」 とい ふので ある。 和耿九 品に、 下の 屮に 

秋^  H  三 1 三 
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据ゑ て、 「事の 心無 下に 知らぬ にも あらす」 と 評して ある。 聲調は 蒼 涼で、 その 體に 協って ゐる。 

寛 平の 御 時き さいの 宮の 歌合の 歌  あり はらの 棟梁. 

秋の 野の 草の たもと か はな 薄穗 にいで てまねく 袖と 見 ゆらむ 

i o たもと 袂は 手本、 袖 は 衣手の 義で、 つまり は 同一 物で ある。 差別して いふ 時 は 袖 は 全部 をい ひ、 袂は手 

の 常る 一部 をい ふ。 0 漶 にいで て 内に ある 事の 外面に 露顯 する 事 をい ふ。 それに 薄の 穗を 出す を かけた。 

大意 花^の 秘は 秋の 野の 惣體の 草の 袂 であるか、 否 さう でもない のに、 何で その 花 薄の 穗に 出て 風に 靡く の 

が、 怆も 人が 色に 出て 戀 しい 人 を 招く 袖の やうに 見える ので あらう。 

霞 褪^の 風に ゆらぐ 檨 子が、 實に 人が 袖から 手 を 出して 招く のに 似て ゐる こと は、 郊外で 吾人の よく 見る 所で 

ある。 「扶」 は 草の 方に つけて いひ、 「袖」 は擬 へた 人の 方で いつ. UC 初 二 句の 下、 何故に の 語 を 補足して 聞く ベ 

き 格で あるが、 意詞ゃ ， 晦^の 嫌が ある やうで ある。 

素性 法師 

ュフ カゲ 

われの みや あはれ と 思 はむ きり み、 す 鳴く 夕 蔭の やまと 撫子 

10S みや 「や」 は 疑辭。 o あはれ 可怜の 意で、 身にしみて 欵賞 する をい ふ。 o 夕 蔭 夕日の 傾いて 未だ 暮 

カラ 

れ 果てぬ 間の 物 蔭 をい ふ。 奈良時代からの 語。 o やまと 撫子 唐 なでしこに 對 へた 稱で、 顯眧の 註に 「紅梅 色 

にて 花の 裾 さ、 けて 變り、 秋の 野に 一 筋く ぞ唉 きたる」 と ある。 今の 河原 撫子の こと。 


大意 他に 來る人 も 無くて、 自分ば かりが、 あ、 关 しいと 思って 1 よう 事 かま あ、 この 巷の 鳴く 夕 蔭 こ， 唉 い；； 

あったら 撫子の 花 をサ。 

^ すさまじい 寂び た 秋色の 表現 を卞 服と して ゐる。 他に 同情の 友 も 無くて、 形影の 單な るの や、 i 蟲の S: 々ヒ 

るの や、 夕日 絕ぇ くにさして 物 蔭 s 喑い 入相 時、 大和撫子の 物 はかなけ に唉 いたの や、 一 つです ら感哀 を 刺 

戟 する 材料で な いのはない。 まして これ を湊 合して ゐる ときて は、 溜った もので はない。 風 ^幽^、  ^^- も 各 

種の 韶を 平均に 配し 得て、 極めて 平靜 である。 佳 作と 稱へ てよ い。 

舊. 註、 初 句の 「や」 を 反動 辭 として、 ，M: 分ば かり か 誰れ も あはれ と 思 はぬ 者 はなから 5 の 意に 解し、 諸家 また こ 

れに從 つたの が 多 いのは、 一番の 吟味 を缺 くもので ある。 

0 しらず  よみ 人 しら ず 

綠 なる ひとつ 草と ぞ春は 見し 秋 はいろ の 花に ぞ ありけ る 

大意 ^萌え出た 時 は、 P 、皆お なじ 卞； 円い 一 色の 草とば かり 思った. か、 春 見た と は 存外に、 秋に なって！^ 、」 よ、 こ 

の やうに 色々 の！； Ik! 事な 花で サ あった、 わい。 

1 ^と 秋と を對 比し、 又數 多い 事 を 「いろく」 と轉義 して、 「ひとつ」 に對照 させ、 且は 種々 の 色彩 ある 事 を も 

^に i" かせた。 一首の 組織 を 案す ると、 上句と 下句と 全然 聯對法 を 用 ひて、 主客 反對の 比較 を 取った ので、 そ 

の變 化の^ しいさ ま. 力 顯れ、 それ をせ^: と 驚いた 情 致が 見え； 0。 叙述の 手法 は、 八 にく 一  家の 機軸 を 出して るる。 

^^は^ 密過 ざて、 想像の 餘 地に 乏しい。 聲調 は淸^ である • 後 拾 造^に、 
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霜 ie は ひとつ 草と ぞ なりに ける 千ぐ さに 見えし 野べ に は あらす や 

と ある は、 只 これ を 歩 襲した に過ぎない。 

o 

も、 草の 花の 紐と く あきの 野に 思 ひた はれむ 人な とがめ そ 

〇 もゝ草 數 多の 草 をい ふ C 「も、」 は 百で ある。 數字を 以て 多くの 意 を 代表 させた。 0 花の 紐と く 花の 開 

く. をい ふ。 物の 結 目の 紐 を 解けば その 口の 開く に譬へ た 語。 o 思 ひた はれむ 思 ひ戲れ むの 意。 「たはれ」 は淫 

るの^ から 出て ゐる。 

大意 この 色々 さま，^ の 草の 花が、 帶紐 解いて 亂れた 面白い 秋の 野で、. 巫山戯て 遊ばう と 思 ふ、 それ 故人 は 見 

て も 見ぬ 振して、 怪しから ぬ 奴と 咎め立て をして 吳れ るな よ。 

i 「臣 草の 花の 紐 解く」 を、 數 多の 女が うち 解けて 衣の 紐 を 解き 下 かたのに 擬へ、 これ を 楔 子と して 遊ばむ と 

いふべき 處を、 「思 ひた はれむ」 と 取り成し たので、 「人な 咎め そ」 の 一 句が、 必然の 聯想と して 寄って 來 たので あ 

る。 要するに 秋草の 唉き 亂れた 野邊に 足が とまって、 頗る 興に 入った 趣 を、 比喩で 述べた ので ある。 修辭の 技 

巧 は 認められ るが、 面白 過ぎた 憾が ある。 然し 作者の 目的 は そこに ある。 

四 句、 六帖に E 心 ひみ だれむ， と ある。 


. 月 草に ころも はすら む 朝露 に ぬれでの のち は 移ろ ひぬ とも 

ツキ グサ 

園 0^ 今の 螢草。 その 花：： ナ 朝に 開き 晝 萎び、 碧 色で 採って 衣に 摺 るに 善く 染み着けば、 着 草と いふ。 月と 

書く は 借 字。 又 鴨 頭 草と も^く。 露草と 同一 物。 さて この 花の 色 は 染み付き 易く、 又 褪め 易い C 故に 昔から 月 

草に は 移ろ ふこと を 頻に歌 はれて ゐる。 o すらむ 摺り附 けむの 意。 

大意 このよい 色の 月 草の 花で、 自分の 着物 は摺 つて 染めよう、 よしこの 朝の^ に^れた 後に は、 忽に 色が 變っ 

てし まう とも、 そんな 寧 は 構 はすに サ o 

1 ^格 高 古で、 更に^ 二 首の 比で ない。 某して 萬 葉集卷 七に 旣に^ えて、 寄 草と 13 した 啓 喩 歌であった。 例の 

誤 選で あらう、 「朝露に ぬれての 後」 は 衣に 摺 りての 後の 意の 轉籙 で、 同 語の さし 合 を 避けた 一 手法で ある。 元 

來 この 歌 は、 とも すれば 氣の變 り 易い 女 を、 色の 移ろ ひ 易い 然し 美しい 月 草に 擬へ、 とにかく あの 女に 一度 契 

を か はして a よう、 よし 契 を か はした 後 は 心變り はする にしても と、 後の 事 は ともあれ、 釗 那の亨 樂に醉 ひた 

い 希^で、 it_ 性と 情熱との 葛藤に、 遂に 情熱が 勝 を 制した 趣で ある。 若い 血の 湧き 立った 饗が 聞え る。 徂 この 

^では、 比喩の 意 を 見す、 ^に 月 草の 歌と して 收め たので は あるまい か。 「朝」 の 一 語が^ 目で ある。 月 草の 吹 

いた 樣子 も、 露のお ほい 樣子 も、 これによ つて 活躍す る。 

さて k 十 n 染色 法の 發 達しなかった 時代で は、 木 草の 花 或は 葉の 汁 を 以て、 直に 染め 若け る^、 丁度 小 忌の 摺衣 

の やうであった。 奈^ 朝 時代 は、 支那との 交通に. S つて、 大いに 斯 術の 進歩 を 致した けれど、 打ち解けた 物 古 

典 的な 物に は、 なほ 摺衣 もあった とすると、 萩 や 月 草 やの 色よ い 草花 か 目に 觸れ、 ば、 ^つて 兄ようと 忍 ひ 寄 

る も 港の 事で、 今考へ る やうに 罩 なる 洒落 氣ゃ 不自然で はない。 

秋 欲 上  三 1 七 
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四 句、 萬 葉 集に は^ gT^,^11 と ある P おの づ から 意詞相 協って、 且古 調で ある。 

仁 和の みかど 親王に おはし ましけ る 時、 布 留 の 瀧 御 1^ ぜ 

むと てお はし ましけ る 道 に、 遍 昭が 母の 家に 宿り 給へ り 

ける 時 に， 庭 を 秋の 野に つくり で、 お ほん 物が たりの つい 

, _  で に、 よ みて 奉りけ る  僧正 遍昭. 

里 は あれ て 人 はふり にし 宿 なれ や 庭 もまが きも 秋の 野ら なる 

1 〇 仁 和の みかど 云々 春 歌 上の 「君が 爲 春の 野いで て」 のにお なじ 詞 書に、 旣に說 明した から 略す る。 「布留 の 

瀧」 は 大和 國山邊 郡 石 上の 布留 にある 瀧。 布留 川の 上流。 「遍眧 が 母の 家」 は 遍眧は 大納言 良岑 安世の 男で ある 

から、 母 は^^ 1： の^で ある。 「庭 を 秋の 野に つくりて」 はこの 親王の 御饗 應の爲 に、 殊更に 庭に 秋草の 花な ど 

お^て.， 秋の 野の 狀に 作り 成した ので ある。 「お ほん」 は大 御の 音便。 0 里 人家 ある 處。 0 ふりに し 舊く なり 

^てた。 0 なれ や なれば やの 意。 〇 まがき 垣と 同じい 。「ま」 は 美稱。 o 野ら 野の こと。 r ら」 は添辭 で、 

夜ら、 稀ら， 淸ら など のらと 同じい。 

大意 京と は 違って 里 は 荒れて、 そのうへ 住む 人は舊 臭く 年寄って しま ひました 宿の せる かして、 御覧の 通り 庭 

も 籬も甚 しく 荒れ果て、、 あれ あの やうに、 恰も 秋の 野ら で 御座いま すわい。 

1 むさくる しい 處 である 上、 萬 事 行き届か ぬが 恐縮の 至で 御座いま すの 餘 意が ある。 この 歌 は遍眧 がその 母に 


代った 作で ある。 「服 は 荒れて」 は、 勿論 寄 輿の 戲言 では あるが、 もと 盛んであった 趣も兒 える から、 平安の 京 か 

ら布留 へ 行く 途中と すると、 ^i§F か 母の 家は奈 良の 故 京 か、 又は その 附近と 見ねば なるまい。 桓武 天皇の 皇子 

大納言.^ 岑 安世 卿の 未. U 人の 家で ある 以上 は、 いかにも 造り 磨かれた 立派な 住居と 思 はれる のに、 「&; は」 「人 

は」 と 「は」 文卞を h£: 川して、 力 を 籠め て 侘びし ゆにい ひ 立て、 「も」 文字 を ^用して、 何處 も^る^ 無く 荒れた や 

うにい ひ 張った 水火の 取り成し、 例の この 作者の 壇場で ある こと は 異論 はない が、 又 一而に、 この 事實に 反い 

た 描^ は、 明らかに それが 親王に 對 しての 謙辭 であり、 內面 的に は 敬虔の 意が 漂って ゐる こと を感 する。 時に 

取っての 好辭 令で はない か。 質實 ではない が、 寄託の 興が 深く、 含蓄の 餘味も 亦 太だ饒 い。 又 上句の 「は」 文字 

の 相對、 下句の 「も」 文字の 相對 に呼應 して、 全 首の 和諧 暢達の 素 を 成して ゐる。 
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彩 歌 r- 

是貞 のみこの 家の 歌合の 歌  文 屋朝康 ， 

火く からに K の 草木の し を るれば うべ 山風 を あらしと い J らも 

1 O^H 通 术には 作者 を 文 屋^^と ある。 m 古今 K 帖、 及び 秋の 下 卷の貫 之 筆 (高 野 切) とい ふに は、 作者 文 星朝康 

と ある。 朝康は 康秀の 子で ある。 契 沖の 說に、 「春 歌 上に、 ニ條の 后の 東宮の 御 息 所と 中し ける 時、 御 W にて 康 

秀が 「かしらの ®」 と 詠みし は、 貞觀十 一 年より 後、 天慶 元年より 蘭の 事に て、 五十 餘の 齢なる べし。 さて こ o 

是貞 親王 は、 仁 和の 御門 (光孝) の 第二の 皇子 なれば、 この 歌合の 頃康秀 若し 世に ありと も、 いと 老い 果て、 

さる 事に は 列るべく も あらす。 こゝは 次の 歌と 共に、 朝康 とこ そ ありつら め」 と ある は 常って ゐる. 〇 からに 

つけて、 よりて などの 意。 o し を るれば i ひ 折る、 こと。 0 うべ 成る 程、 尤もに もな どの 怠。 諧 ふの 略 

で 副詞。 小食 百 首に と ある は轉 訛。 0 あらし 「し」 は 風 义は息 をい ふつ 故に 荒い 風 は 「あらし」 である。 

大意 山 虱が 吹く によって、 それに 揉み 立てられて、 秋の 草 や 木が あの やうに 萎れる から、 道理で 山 の^を 物 を 

荒す とい ふ 名の あらしと いふので あらう。 
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園 山風に 秋の 草木の 萎れる 實 際の 光景 を 基礎と しての 作で は あるが、 「あらし」 の 秀句が 著 想の 中心で ある 爲に、 

畢竟 口舌の 巧に 過 ざない ので、 詩趣 は 卽ち缺 乏して ゐる。 公任の 九 品に、 これ を 下品の 上に 置いて T ゎづ かに 

一 ふし ある 歌な り」 と 評した の は允當 である。 叉 漢字の 嵐の 一字 を拆 いて、 うべ 山風 を 嵐と 洒落れ たの だとい 

ふ說が ある。 かや 5 の 文字 上の 遊戲 は、 夙く 支那に 行 はれ、 又 わが 朝に も傳 はって、 文人 詩 客の 弄んだ 例證が 

數多 あるから、 これ も 亦 それに 倣って 試みた もの だら う.。 冬 部 「雪 降れば 木 毎に 花ぞ唉 きに ける 云々」 の 歌の 栴 

の 字を拆 いた 例 も ある。 さて は國 語の 秀句と 漢字の 拆 字との 巧 を 兼ねた 作で、 雕蟲の 技 は 驚く ほど 達者で ある。 

初 句 は 新撰 萬 葉に うち 吹く に、 1 一句 は 六帖に はなべ て草不 の、 この 集の 序 註に は 野べ の 草木の、 結句 は 新撰 萬 

ゆ、 及び 貫之肇 本に あらして ふ^と ある。 うち 吹く に は 浮泛で 力がない。 は 抽象的で 妙で ない。 

§ は 山に は對 照が あるが、 眞 淵の 「この 歌に は 秋のと いはま ほしく、 且 こと も廣 ければ」 との 論に 從 ふが よい。 

られ は、 眞淵は 「この 集の 頃の 詞遣 ひなり」 とい ひ、 景樹 もこれ に左祖 したが、 語調が 弱くて 奮 はない。 d 

r, ふらむ の 字餘 りの 方が、 初 句 及び 四 句の 逞しい 調に 匹敵して、 權衡が 取れる。 

〇 

草 も 木 も 色 か はれ ども わたつみの 波の 花に ぞ秋 なかり ける 

i  o これ も康秀 ので は あるまい。 六 帖には 朝康と ある。 o わたつみ 海 をい ふ。 雜上 「わたつみの かさし にさ 

せる」 の條參 看。 0 波の 花 風の 爲に 波の 白く 立つ の を 白い 花に 喩へ ていふ。 

大意 世の中の 草 も 木 も、 この 秋と いふ 時節の 爲に は、 うら 枯れて 色が 變る けれども、 あの 海の 波の 花に は、 二 


の 節で も、 色の 變乙 秋と いふ 事が 無かった わい 0 

園 變 ると 變ら ぬとの 對 照で、 詩境 は 平^だ が、 修辭の 巧 はや、 見られる。 波 を 花に 喩へ るの は常套 とはいへ" 

おの づ から^と いふ 感じが 浮いて、 結句へ 對應 して ゐる。 又 色の 變らぬ 事 を、 「秋な かりけ る」 と轉義 したの も 

露骨で ない。 か、 る 文字 三昧 は、 文琳 父子が 得意の 處 である。 なほ 思 ふに、 草木の 色 變るも 波が 花と 立つ も、 

^秋 吹く 風の 仕業 だから、 一 首の 上に 秋風の 風情が めぐって るる〕 卽ち 陰に 秋風が 活躍して ゐ るつ 

新^^:^ に、 初 句 5?^、 三 句 ss§, と ある。 又六帖 に、 下句 波の 花 こそ 秋な かり けれと ある。 

秋の 歌合し ける 時に よめる  きのよ しもち 

もみ ぢ せぬ とき はの 山 はふく 風の 音に や 秋 を 聞き わたるら む 

1 o とき はの 山 山城の 名所と いふ。 常 磐 木の み 生えて ゐる山 故に 付いた 名 だら う。 

大意 秋に なっても 木の葉の 色 も變ら す、 いつも 同じ 綠の常 磐の 山 は、 ほかくの 山と は 違って、 自分自身 は 秋 

のしる しもない が、 この頃 夏と は 吹き 變 つた 梢の 風の 音に サ、 世間の 秋 を 聞いて ゐる$ だら うか。 

1 諸 註 「常 磐の 山 は」 の 「は」 文字 をに て はの 意と し、 其處に 住んで ゐる 人のう へ を 想 ひ 遣った 歌の やうに 舴 した 

の は、 間遠って ゐる。 これ は 常 磐 山 を 擬人した ので ある。 常 磐の 名義 を 基礎と しての 構想 は^だ 面 n くもない 

が、 只 この 擬人に 多少の 趣が ある。 風の 音が 秋 を 知らせる 所以 は、 秋 上の 敏 行の 「風の 音に ぞ 驚かれぬ る」 の 歌 

で、 その 趣が 知られよう。 

この 歌 再び 拾遗集 に 人って、 大中臣 能宣の 歌に なって るる C 同 集また これと 並んで 能宣 の、 


古今 和歌 集卷 第五  一二  二 四 

紅葉せ ぬと き はの 山に 住む 鹿 はお のれ 鳴きて や 秋 をし るら む 

とい ふが ある。 案す るに 能宣の 歌は淑 望の 作を換 骨した 事が 明らか だから、 後人が 淑望 作の 原 歌 を その 傍に 書 

き 入れて 心覺 えとした の を、 轉寫の 際 遂に 本文に 混入して しまって、 能宣の 歌と なった 事 は 疑 ひもない。 

^しらず  よみ 人 しらず 

§ たちて かり ぞ嗚 くなる 片 岡の あしたの 原 はもみ ぢし ぬらむ 

El o 片 岡の あしたの 原 片岡は 大和 國北葛 城 郡 一 一 上 山の 東方に 橫 はって ゐる 丘陵で ある。 その あたり を 王子 村 

大字 王子と いひ、 片岡山 達磨 寺な ど ある。 その 近傍の 原野 を あしたの 原と いふ。 朝の 原、 芦田の 原な どと 書く。 

大意 霧が 立って 雁が サ あれ 鳴く わ、 この 分で は 最早 片 岡の 朝の 原 は、 紅葉した 事で あらう。 

i ^ て片 岡の 朝の 原の 秋色 を 味った ことの ある 人の 作 だら う。 八重 立ち 籠る 霧、 峰 飛び越 ゆる 雁、 取り集めた 

悲 秋の 景氣に 感じて は、 曾遊の 朝の 原の しもと 林の 紅葉 を、 今やと 聯想 せざるを得ない。 況ゃ 霧の 立つ は 木の 

葉の 色づ くに 閼 係が ある。 否た やさう 聯想した V けで はない。 やがて その 秋色に あこがれた、 根强ぃ 熱心 を 見 

せて ゐる C 格調 蒼 古で、 萬 葉 集中に 置いても 恥 かしくない C あの 時代の 作に は、 この種の 想像、 語法、 風體を 

具へ た、 

やた の 野の 淺茅 いろ 付く あらち 山み ねの あわ 雪 寒く ふるら し 

の 類が 隨分 多い C されば 自然 陣套の 嫌がない でもない。 平安時代の 歌人が 巧緻の 一 局面 を 開いた の は、 重に こ 

れらの 風 調に 對 する 反動で ある。 


〇 

かみな 月 時雨 もい まだ 降らな くに かねてう つろ ふ祌な ひの 森 

1〇 かみな 月 ^lEI::: の 異名。 卜 月 は 神事が 多い ので、 神の 月と 云った のが^ じたの だと も、 この 月 諸祌出 

雪の 1 社に^ ひ 給 ふに よって、 神無月の 意 だと も、 收穫の 新穀に て 酒 を 製す る 時期 ゆ^ 随 成：：： の 略 だと も、 雷 

の收 つてし まふ 頃 だから 雷 無月の^ だと もい ふ。 最後の 說が 簡易で 一 番糕常 だら う。 0 かねて お 以てのお。 

0 神な ひの 大和 國平群 郡 龍 W 村 神 南 村。 龍^ 川に 沿うた 三 室 出 を また 神^ 備 出と いふ。 森 も 其^に ある。 同 

郡 立 田 村 字 立 野の 龍 B 神社の^ 方と する 説 は^らない。 

大意 今 は 秋で、 木の葉 を 染める 苦の、 十月の 時雨 さへ もま だ 降らぬ のに、 はや 前以て 色付いた この 神な ひの 

森よ。 

はて 不思議な の餘 意、 か ある。 この 歌 古來の 疑問に なって ゐる。 それ は 秋での 欲 だから、 初 二：？ は 神 無 パ の ゆ 

雨と 鮮 しないと^ が閬 えない。 意 釋は假 にこれ に從 つてお いた。 景樹 はこれ を 難 じて、 「wl ぶ 1 のん る. で ま ，51  力 

にも あらす。 後 を かけた る^と 見む も强 ひたる が 如し。 況ゃ 時雨 を必す 冬季 十月の 物と する は^ 报^ に、 

神無月 ふりみ ふらす みさだめ なき 時雨. ぞ冬の はじめな りけ る 

の 一 詠 出で てより 後の 事に て、, 〕 の 時代まで は 重に 秋季に 詠み 合 はせ て 、『秋の 時雨と. 1- ォぞ ふりに ける』 『秋 は 時 

雨に 袖 を かし」 など、 、 〕 の 集中に も 見えたり」 と 云った のは當 つて ゐる： 故に 神無月 3^ 雨と 豫定 する こと は、 

A  ,】 厶厶  厶 

に m-cs ；.〕 を餘 所に した ことになる。 侬 つて 思 ふに、 この 初 句 もとはな が s: のとあった ので は ある まレ 力： 那り 
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假字は 神の 字の 草體に 似、 可の 假 字と 奈の假 字と は、 草 略してな いがし ろに 書く 時 は 又 似ない こと もない から、 

見誤って 神奈 月のと 讀ん だが、 さて は 一字 餘 るので、 の 文字 を 略き 捨て、、 「神無月 時雨 も」 と は讀み 連ねた も 

のか。 秋の 時 は、 長月の 時雨と 詠み、 冬の 時 は、 神無月 時雨の 雨と 詠む は、 この 時代までの 恒例 だから、 

なが 月の しぐれ もい まだ ふらな くに かねてう つろ ふ 神な ひの 森 

とすると、 ^味お 徹して、 措 辭も妥 貼になる。 こ はこれ 試に いったまで 、ある。 なほ 大方の 是正 を俟 つ。 貫 之 

自^ 本と いふ ものに は、 

わが 門の わさ 田 もい まだ 刈り あゆぬ に まだき もみ づる 神な ひの 森 

の I があって 神無月の 歌がない。 この わが 門の 歌、 また 六帖の 森の 題に 出て、 三 句 刈り あゆ と あり、 下句 

は 本文のと 同じで ある。 眞淵 も景樹 もこれ を 採って、 本文 を排 斤して るる。 貫 之 自筆 本と いふ 物が 果して どこ 

まで 信 川の なる もの か。 「彼の 本 は 貫 之のに は ある まじと も 思 はるれ ど、 近き 世の 物に は あらす」 と、 眞淵 自身 

も旣 にいって 居る とはいへ、 一本と して 參考に 供すべき 價値 ある 事 は、 又い ふまで もない。 

〇 

千 早ぶ る 神な ひ 山の もみ ぢ 葉に おも ひ はかけ じ 移ろ ふ もの を 

i o 千 早ぶ る 神に か、 る 枕詞。 委しく は 下の 「千 早ぶ る 神代 もき かす 立 田 川 云々」 の 歌の 條に 述べる。 o 神な 

ひ 山 神な ひの 森と 同處 としても、 高 市 郡の 神南備 山と しても 通す る。 上の 「神無月 時雨 もい まだ 云々」 の條 を 

參看。 0 移ろ ふ 、 〕 ， は 散る 意。 


大意 神無備 出の 紅^に * あまり 深く 執心し まい ぞ、 折角 思 を かけた とて、 つい 散って しま ふ もの をサ。 

^ 「思 は 懸け じ」 とい ふの は、 旣に 深く 思 を 懸けて ゐる 人の 詞 である。 「移ろ ふ もの を」 は 例の 無常 觀で、 「色 紫 旬 

へど 散りぬ る を」 と 同 一規で あるが、 感情 を强 ひて 理性で 抑へ ようと 計って ゐる。 かう 深く 思索した こと は、 こ 

れ诀 して #2 通^ 調の 歌で ない こと を 思 はせ る。 蓋し 譬喩で ある。 紅葉 を 心 仇なる 人に 比して、 そんな 移ろ ひ 易 

い 者に 思 ひ 掛ける は 愚の 頂上 だから、 最早 思 ふまい と、 口で は 立派に いひ 切りながら、 心に はや はり 忍 はれる 

の を、 何ともし かねて 懊惱 して ゐる。 歌 主 は 全く 戀の 奴で ある。 辭藻は 優美で 情 韻が 饒ぃ。 

ギヤ ゥグゾ >  I  レゥキ デシ 

貞觀 の 御 時、 緩綺殿 の 前 に、 梅 の 木 ありけ る、 西 のかた にさ 

せりけ る 枝の もみ ぢ はじめたり ける を、 う へ にさぶ らふ 

を のこ どもの よみけ るつ い で に 詠める  藤 原 かちお む 

：!： じえ を わきて 木の葉の うつろ ふ は 西 こそ 秋の はじめな り けれ  に 

1 0れ、 觀の 御^- 淸和 帝の 御世。 貞觀は その 御代の 年號。 「綾綺 殿」 は 禁中の 御殿の 名で、 ^輝^の 北！！ お ^3 

南に ある： お 和 帝 はこ、 及び 弘徽殿 をお ましとな された 事が 三代 實錄に 見える。 貫 之 自, 本と いふに は、 

殿と ある。 「ついでに よめる」 は 一 寸 考慮 を 要する 句で ある。 蓋し 歌 詠む とて 集合した の は T 上に さぶ らふ をの 

カチ オン 

こ 北 二 卽ち 殿上人で ある。 作者 勝臣は 地下 人で、 肩を竝 ベて 列座す ろ 資格の ない 者で ある けれども、 殿上人 達 

の馱 詠まる、 そのつ いでに 詠み 出した とい ふので ある。 O 同じえ を 「え」 は 枝。 「を」 はなる をの 意。 0 わきて 

取り分けて、」 

秋耿下  三 二 七 


古今 和歌 集卷 第五  三 二八 

大意 束 西南 北 共に、 同じ 一 本の 木の 枝で ある もの を、 西の方へ さした 枝が、 取り分け あの やうに 早く 色付く の 

は、 どうした 事と 思った が、 それ は その 苦、 西の方が サ、 秋の 來る取 付であった わい。 

_1 居 竝んだ 程の 殿上人 は、 梅の 紅葉 を 詠んだ であらう が、 勝臣 ひとり 西の 一 字に 着目して、 易に 坤の卦 を 西と 

して 秋に 配す る 典故が あるので、 それ を 捉へ來 つた 「西 こそ 秋の はじめ」 の警策 は、 いたく 物め です る大 人 等 

の 喝采 を 博した であらう。 かやうな 歌 は、 その 折 柄の 面白さに もてはやされて こそ 出榮ぇ はする が、 程が 經っ 

と.^ が淺 くて、 緩に 一 ふし ありと いふに 止まる。 

石山へ まう でけ る 時、 お と は 山の 紅葉 を 見て よめる 

つら ゆき 

秋 虱の ふきに し 日より お と はやま 蜂の 木ず ゑ も 色 づきに けり 

i  o 石山へ 云々 近江國 石山 觀 音に 參詣す るに は、 音 羽 山の 南 麓、 久久 目路 (今の 溢 谷 越) を 越えて、 山 科から 

逯 坂に 出る。 0 おと はやま 洛東東 山の 一 峯で、 淸水 寺の ある 山。 

大意 秋^の 吹き 初めた その 日から して、 風の 音が 立った その 音 羽 山 を、 今日 來て 見れば、 峰の 梢 も 思の 外 色が 

付いて 來た わい。 

^ 「吹きに し」 と 過去に いったので、 上下のう ち 合が 面白くなくなる。 又實 際の 事情に も 協 はない。 そこで 眞淵 

が、 「音 羽 山に 風の 音 を 含めたり。 後 撰 集に、 

松蟲の はつ 聲さそ ふ 秋風 はおと 羽 山より 吹き そめに けり 


も、 山の 名の 1 音 を 物の 音に いひな せり」 と 云った 說を采 つて、 糊^して おくより^ に 仕 力がない。 すると 初 二 

„■ 句 は 有心の 序詞の 如き 結果になる。 秋 上の 棚 機の 歌の、 「秋風の 吹きに し 日より 久方の」 とい ふに 比敉 して、 語 

に 分寸の ある 事 を 心得られた い。 

秋風の 日に けに 吹けば みづ ぐき の 岡の 木の葉 も 色 づきに けり (萬 葉卷 十) 

を蹈齒 して、 しかも 不調の 嫌が ある。 

一  是貞 のみこの 家の 歌合に よめる  としゆきの 朝臣 に 

一 白^の 色 は ひとつ をい かにして 秋の 木の葉 を 千 ぢに染 むらむ 

^  o ひとつ を 一 つなる をの 意。 

V 意 ^の 色 は 皆 同じ 一 つ 色で ある もの を、 それに まあ どの やうに して、 秋の 木の葉 を あの やうに、 いろくに 

染める おであらう ぞ。 

1 B 一  たび 下る や、 黃綠參 差し、 紅 紫間錯 して、 千 葉の 秋 は 萬 段の 錦 を 舗く。 その^ 怪な 手腕 に は、^ かざ 

る を ひない。 i& に 染色の 業に， 深い 趣味と 鑑識と を もった 當 時の 人士で は、 かう した 染色 上のお 恕は、 別に 珍 

一 j- しく もない。 ロハ： ^對の 事相 を湊 合して 驚 訝した ことが、 一 寸 した 機智 を 感じさせる。 「ひとつ」 は 同じ、 「ち V」 は 

"&sit^ に、 いよ ノ\ 適切に 明確に、 兩 者の 相反した こと を說 明す る。 この 「ひとつ」 と 「ち》」 との 對照 は、 

j  大 江 千里 も- 「月^れば 云々」 の 歌に 川 ひて、 しかも これと 同時の 詠 だから 妙 だ。 ^想 も修辭 も、 千 に  一 ^ 

を 輪して ゐる： ^調 は悲 涼で ある。 後に 大 中臣賴 基が、 
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白露 はわき てお かじ を 秋の 山 やまの もみ ぢの 薄く こから む 

と 詠んだ の はこの 蹈襲で、 又はる かに 拙い。 

三 句、 新撰 和歌に いか なれば と ある は 劣って ゐ る。 又 四 句 新撰 萬 葉、 及び 六帖に と ある。 「ちごと 

いふ 觀 念に はふ さはし いやう だが、 染色の 技工に 着して 見る と、 實 際の 加工 材料た る 「木の葉」 を點 出した 方が 

面白い。 

壬 生忠岑 

秋の よの 露 をば 露と おきながら 雁の なみだ や 野べ を染 むらむ 

大意 あの 白い 露サ、 野邊の 草木 を 染める の は、 訝しい と 思って. IH5 たが、 あれ は 全く 露 は 露と して その ま  >  置い 

て、 別に 雁の 鳴いて こ ほす 淚が 降り か、 つて、 あの 野邊を 一面に 染める ので あらう か。 

1 雁の 淚は、 例の 啼 くからの 聯想で、 珍しく もない が、 それが 野邊の 草木 を 染める と 見た の は 新案で ある。 無 

情の 露、 有情の 淚、 當然 結果に 逕庭の ある 害、 況ゃ節 は 秋、 時 は丧、 この 物悲しい をり を啼く 雁の 聲 は、. 聞く 

からして、 愁 人の 腸 を斷 つもので ある。 野邊の 草木の それによ つて 染まる 位 は、 勿論と 感じた ので ある。 まづ 

相^ S 感哀 ある 作と 見られる。 伹 雁の 淚を 血涙にまで 取り成して、 野邊を 染めた と釋く は、 白露に 近い 對映は 

あるが、 却って 入 ほが であらう。 

三 句、 家^に、 おも ひお きて と ある は、 更に 義を 成さない。 


題 しらず.  よみ 入し ら ず 

秋の 露い ろく ことにお けば こそ 山の 木の葉の 千 種な るら め 

1 0 いろく ことに 色々 殊に か。 傳貫之 笨のも 本文と 同じ だが、 古^ながら なほ 信じ 難い。 新撰 萬 葉に、 色 

お々 化と ある。 その 方が 調って ゐる。 それに 從 はう。 「こと A\ に」 は 別々 の 意。 

大意 この^の 秋の 露 は、 色が それ <\ 違って 置く からこ そ、 あの やうに 山の 木の葉が、 いく 色に もな 乙ので あ 

らう o 

さもなくて は、 かう 千 種と なるべき 害がない との 餘 意が ある。 全山 五彩 燦爛たる 目前の 實況に 幻 化せられて、 

却って 露の 各 色 ある やうに、 沒 常識の 想像 を 試みた。 この 稚氣 痴態 卽ち 詩で ある。 

寬平 歌合に、 一 一 句 色の ことぐ、 四 句 と あり、 新撰 萬 葉に は、 四 句 山の 紅葉 もと ある。 

もる 山の ほとりに てよ める  つら ゆき 

一 しら 露 もし ぐれ もいた くもる 山 は 下葉の こらず 色 づきに けり  ノ . 

〇 ぶ 柒に は、 「竹 生 島へ ま うづる 時、 もる 山と いふ 所に て」 と ある。 0 もる 山 今 守 山と いふ。 近 江^ 志賀郡 

にある。 いたく 洩る とい ひかけ た。 

5.、 

大意 白お も 時雨 も、 甚 しく 洩る この 守 山の 木立 は、 流石に 外の 山と は 違って、 梢ば かり か 下葉まで、 殘らす 色 

一  ま." 、 』 こ ifr. フ、 o 

1 都 を 出て、 多くの 山々 を 見つ 越えつ して、 始めて 守 山に 來て、 紅葉の 盛りのに 出會 ひ、 その 然る 所以 を 訝し 
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んだ 事から、 端な く 地名に 想 ひ 到って、 露 時雨の いたく 洩る 山で ある 事 を、 了 得した ので ある。 三 句の 「は」 の 

辭に 力が あって、 差別の 意に 聞え るので、 他の 山の 梢 は、 いまだ 下葉まで は 色付き あへ ぬ 頃で ある 事が 知られ 

る。 又 上に 「いたく」 と 置き、 下に r 殘ら す」 と 受けた 詞の 掛け合、 この種の 修辭 は、 後世、 藤原爲 家が 祖述した 

もので、 夙く ニ條 家の 家風の 端 を 啓いた とい はれよう。 地名 を 構想の 基礎に 置いて ゐ るが、 なほ 實感を 失 はな 

い。 定 家が r 詞 優しく ことわり 明らかなる 歌」 と 評した の は、 さもと 思 はれる が、 この 集の 秀歌 十 首の 一に 推し 

たの は、 蓋し 過褒で ある。 

結句、 家集、 六帖 ともに、 もみ ぢ しにけ りと ある o 又 六帖に は、 作者 を 忠岑と ある けれども、 到底 忠岑の 企及 

し 得る 風體 でない。 貫 之と 忠岑 とを對 比する と、 おなじ 巧 を 弄しても、 おの づ から 人 天の 懸隔が ある。 

秋の 歌と てよ める  あり はらの 元方 

？ ふれ どつ ゆ も 波ら じ を かさと りの 山 はいかで かもみ ぢ そめけ む 

io つゆ も 少しも。 o かさと りの 山 山城 國 宇治 郡 笠 取 村の 山 をい ふ。 醍醐の 近くで ある。 さて 笠 を 冠り、 

傘 を さす を 古へ はとる といった ので、 山の 名に その 意 をい ひかけ て ある。 

大意 かさと り 山 は、 雨 を 防ぐ 笠 をと ると いふ 名 だから、 いくら 雨が 降っても、 露 ほど も洩 るまい と 思 ふ もの を、 

どうい ふ 事で この 山 は、 あの やうに 紅葉し そめた 事で あらう ぞ。 

1 ^や 時雨に は、 草 や 木 葉の 變色 する ものと しての 作で ある。 「雨 降れ ど」 は 現に 雨が 降っての 上で いふ 詞だか 

ら、 二 句の 「つゆ も」 に、 その 雨の 餘 滴の 露 も 聯想され る。 「かさと り」 の 緣語仕 立、 一 寸を かし さう だが、 詩 味 


は 則ち 缺 乏して ゐる。 寧ろ 誹諧 歌と して 見る 方が 適當 らしい r. 

神の 社の あたり を まかりけ る 時 に、 齋 垣の 內の もみ ぢを 

見て よめる  つら ゆき 

ちはやぶる 神の いがきに はふ 葛 も 秋に は あ へ ず 移ろ ひに けり 

i  o いがき i 敏の 略。 忌垣に 同じい。 社の 周 園の 玉垣 をい ふ。 すべての 穢らひ を この 內には 許さぬ 故の 名で 

ある。 53?  の 略で、 吉 野の 國栖の 產を最 とする より 呼んだ 稱 か。 宿根の 蔓草で、 山野に 生す る。 § 

ビ强 く、 葛布 を 製し、 又 根で 葛粉 を 製す る。 o 葛 も この 「も」 はさへ もの 意。 O あへ す 敢へ すの 意で、 立ち 

合 ひ 難い こと。 夙く いへば、 堪へ すの 意と なる。 

大意 滅多な 者 は 寄せつ けぬ 箸の、 神社の 忌垣に 這 ふ 葛で さへ も、 すべての 草木の 色變る 秋の 侵す に は、 こたへ 

切れす、 色が 意外に 變 つたわい。 

i 秋色の 到らぬ 隈 もない 趣が、 神の 忌垣 を 借りて 映し出された。 今日、 神社の 境内 を 公園 地の やうに 心得て ゐ 

る 人の 頭で は、 「秋に は あへ す 移ろ ひに けり」 の 詠 欵の味 ひが、 よく は聽き 取れまい と 忍 ふ。 よく 忌 S- のうちみ、 

雜對 神聖な 場 處と觀 じて るた 古人の 立場に なって、 吟詠して a たら、 作者の 歌った 深い 詠 懐に 共鳴が 出來ょ 5 

ー糾^ 卷 十に、 

はふり 子が いは ふ 社の もみ ぢ葉 もしめ 繩 こえて 散る とふ もの を 

. これと 丧^ して ゐる 想 だが、 あれ は 比喩 歌で、 更に 異なった 内容 を もって ゐ るから、 全く 別趣の 影で あろ 
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體格風 調と もに この 作者の 特長が 出て 神韻が 永い。 しかも 細く 乾びた 趣 は、 秋の 歌と して 甚だ ふさ はしい。 

是貞 のみこの 家の 歌合に よめる  た ビ み ね 

雨 ふれば かさと り 山の もみ ぢ葉は ゆきか ふ 人の 袖 さ へ ぞ 照る 

園 0 雨 ふれば 有心の 序で、 雨 降れば 笠 を 執る とい ふに、 笠 取 山 を かけた。 

大意 雨が 降れば 笠 を 執る、 その 笠 取 山の 紅葉 は、 山の 名 こそ 笠と りで あるが、 その かひ もな く、 雨に 十分 濡れ 

でもした か、 梢ば かり か 往來の 人の 袖まで が サー、 色が 耀 いて 照る わ。 

1 「照る」 の 一 語、 「雨 ふれば」 と 表裏して、 對 照の 間、 甚だ 不思議なる 事よ の 餘意を 生す る。 上の 元方の、 「雨 降 

れど つゆ も 洩ら じ を 云々」 に、 更に 一 暦の 潤色 を 加へ、 婉曲 味を增 した ものである。 「ゆきか ふ 人の 袖 さへ ぞ照 

る」 と、 ^前の 花やかな 光景 を 叙して、 初 二 句に 對 する 矛盾の 意を强 めた。 

三 句、 新撰 萬 葉に と ある。 

寛 平の 御 時き さいの 宮の 歌合の 歌  よみ 人 しらず 

ちらね ども かねて ぞ をし きもみ ぢ葉は 今 は 限り の 色と 見つ れば 

大意 この 紅葉 は、 もう 十分に 染まった 頂上の 色と 見た から、 追 付け 散る であらう と 案じられて、 散らぬ 先から 

サ、 惜しく 思 はれる わ。 

1 1 ふし は あるが 理窟 張って ゐる。 四 句に 就いて 旦 § の 「秋 來 りて 移ろ ひ 行く 紅葉 は、 梢の 枯れ 衰 ふる 限の 色 


と 見 つれば」 と 解した の は 牽強で ある。 

やまとの 國に まかりけ る 時、 佐 保 山に 霧の 立てり ける を 

見て よめる  きのと ものり 

たがた めの 錦 なれば か あき 霧の さほの 山べ をた ちかく すらむ 

1 0 佐 保 山 大和 國添上 郡に あり、 春 日 山の 西北に 當る。 佐 保 川、 佐保路 など、 皆 この 附近に 故 在して るる。 

o たち かくす 「たち」 は 霧の 立つ をい ふ。 錦の 綠 語で、 斷ちを かけた ので はない。 

大意 この 佐 保 山の 紅葉 は、 誰れ の爲に 大切 にして置く 錦で あるかして、 他人に は 見せまい と、 秋 霧が あ > も 力 

つて 隱 すので あらう ぞ。 

i 折角 紅葉 を 見ようと 思 ふ もの をの 餘恋が ある。 佐 保 山 は、 奈 良の 舊^ の 北部 を 遮って るる 岡陵た る^ 良 山の 

一部で、 もとこれ 柞の 紅葉 を 以て 聞え た 名所 C 友 則が この 行 は、 啻に この 佐 保 のみでない、 立 田な どの 歌枕 を 

も かけての 旅であった。 蓋し 大和 路の 秋色 を 賞す るつ もりであった らしい。 それ を 遠方 わざく 來た かひ もな 

く、 佐^ 山の 紅葉 は、 濃霧が 遮蔽して ゐる。 遣憾千 萬の 極に 發 した 「誰が ための 錦」 の 一 語、 これ^ 然 起り？ う 

な 廻り 氣 である： 霧 を 擬人して、 意地 惡 くも 隱す ものと 見立てた。 この 際 紅葉 を寸 金と 稱 する 錦に お 喩し たこ 

と は、 E. 取 も腎ぃ 手段で、 貴重品た る 聯想から、 「たち 隱 すらむ」 の 疑念. か 自然に 聞え てく る。 自然の 現象に 對し 

て さへ、 こんな 嫉妬 じみた 口吻 を 洩らす-一と は、 この 作者が いかに A 然に 親み あこがれて、 それ を 自己の 生活 

中の 物と してる るかが わかる。 
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是貞 のみこの 家の 歌合の 歌  よみ 人 しらず 

秋 霧 はけさ はな 立ち そ 佐 保 山の は k その 紅葉よ そ にても 見む 

pa  o は  >  そ 柞と 書く。 小榴の 葉に 似て、 藩く 紅葉す る 木と ぞ。 

大意 ぶ 霧まい つ は ともあれ、 今朝 はさ 5 立って 呉れるな よ、 その わけ は あの 佐 保 山の 柞の 紅葉 を、 せめて 餘所 

ながらな りと も 見よう わ o 

園. 初 二 句 ま 春 歌 上に 「春 日 野 はけ ふ はな 燒き そ」 と ある こ 同じ 語法で ある。 「は」 の辭の 用法に、 特殊の 意味 ある 

事 は、 そこに 說 明して あるから 參 照され たい。 「餘所 にても」 の 遠慮 勝ない ひ 方に、 如何にも 大切な 物ら しく 思 

まれて、 秋 霧の 立ち 隱 すの も 尤もな やうに 聞きな される。 何時 は ともあれ 今朝 はと 希望した のに、 紅葉 を 愛 賞 

する 熱情の 等閑で ない 趣が 見える。 生憎 霧の. N ち 渡った 朝、 佐 保 山に 行き 合 はせ て、 失望の 餘 りに 詠んだ ので 

ある C 

六帖 に、 二 句 だ，， 「^^^5 と あるが、 思 ひ 人り 淺く、 又 三 句、 新撰 萬 葉に はたった 山と ある も、 柞を 同所 

に 詠み 合 はせ た 例 を 見ない。 すべ て 本文の 方が 可い。 

秋の 歌と てよ める  坂 上是貝 

さほ 山の は 、その 色 は 薄 けれど 秋 は 深 くもなり にけ るかな 

大意 この： Eew 山の 咋の 紅葉の 色 は、 あまり 照らないで 薄い けれども、 それと は反對 に、 秋の 景氣は 思 ひかけ す 


深 くもなって しまった 事よ。 

1 bi 葉の 頃 は 卽ち暮 秋な ので、 柞の 本色 は 薄いながら も、 秋の 深さ は 知られる と、 兩^ を 反映 させた のが、 一 

寸 した^ 智 である。 色で いふ 藩い は 卽ち淺 い 事 だから、 淺 深の 對 照が 襯密で 面白くない。 

家集に は、 三 句^ けれど I と ある。  . 

さて 以上の 紅葉の 歌 は、 色付き はじめから 盛の 頃まで を、 範 園と してる る。 散る 紅葉 は、 菊の 歌の 次に 別に 揭 

ゆて ある。 

人の 前栽 に、 菊 に 結びつけ てう ゑけ る 歌 在 原 業 平 朝臣 

う ゑし う ゑば 秋な き 時 や^ かざらむ 花 こそ 散らめ 根 さ へ 枯れめ や 

i  o この 詞書、 大和 物語に は、 「后の せ！ 1 より 菊 召しければ」 と ある。 o 前栽 庭前な どの 草木の 植込 をい ふ。 o 

菊 祭^ 朝以 注に この 名目が 見えない。 日本 後紀、 桓武 天皇の 延 1  曰， H ハ年冬 十月の 曲 宴の 條に、 「このごろの 時 

雨の あめに 菊の花 散り- ぞ しぬべき あたら その 香 を」 と、 天皇の 詠まれた 事が 見え、 又 平 城 天^の 大同 二 年、 

祌浆苑 で、 「四 位 以上 揷 一一 菊花 一」 と 見えて、 皇太 弟の 御 歌に も、 御製に も、 藤 袴と 詠まれて ある。 されば 菊は奈 

良、 平安 兩 朝の 過度き 代に 泊來 した もの だら う。 故に 字音の ま、 に、 キクと いひ、 香草の 類な ので、 藤 袴と も 

カラ ョモギ  カハ 3 モギ ^ハラ" ハ 

呼んで、 稱 呼が 一 定 しなかった ものと 見える。 又 菊 を 新撰 字 鏡に、 「辛 與毛 支、 和名 抄に 加波與 毛 木、 可 波 良 於^ 

が」 と ある を、 鹿 持雅澄 は、 「これ は 昔より ある 野菊の 名稱 にて、 今玆 にい ふ 菊の 事に は あら じ」 と 云って ゐ 

る。 さて 常時の 菊 は 叢生 させて、 數 多く 花を唉 かせた 作り方で、 今の 一 輪唉 などの やうな もので ない 事 は、 次 
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次の 歌 力 趣で も 推し測られる。 o う ゑし う ゑば しかと よく 植 ゑるなら の 意。 

大意 かう しかと 植 ゑて 置かうなら、 今から 後、 秋の 無い 時 は それ は暌 かなから うか、 しかし そんな 事 は 無い 

から、 每年 秋の くる 度 毎に 唉 かないと いふ 事 は あるまい。 この 今年の 花 こそ 散る でも あらう が、 根まで 枯れよ 

うか、 いや 花 は 散っても、 根まで は 枯れ はせ ぬわ。 

0 されば 毎年の 秋 は 必す唉 く 事で あらう の餘 意が ある。 今 菊 を 移し 植 ゑようと して、 まづ その 行末 を 祝した の 

である。 普通 菊の花 は 散らぬ 物で— 稀に は 散る 種類 も あるが— それ を 「花 こそ 散らめ」 とい ひ、 桓武 天皇の 御製に 

も 「散り、 ぞ しぬべき」 と 詠まれた の は 甚だ 疑 はしい。 これ は 花の 衰 へた 極 を、 一般の 花の 上からの 聯想で、 散る 

といった と 見たい。 眞 淵が T 大方の 花に 準へ て 散る と 詠めり。 撫子な どに も、 萬 葉に 散ら まく をし もと 詠み、 

後 撰に、 大和撫子 散る よなき や はと 詠める、 皆然 り」 と 云った のは妥 當の說 である。 さて 人の 庭^に 菊 を 贈って 

植 ゑる とて、 行末 を 祝った 歌まで 添へ ての 親切 さ、 いつれ 然るべき 方の 前栽で あらう。 或は 大和 物語の 傳 へる 

如く、 后の 宮の 前栽 かも 知れない。 幾 秋 も 永久に 唉く であらう の 意 を 表現す るに、 直說を 避けて、 側面から 說 

明した の は、 春 上の 「世の中に 絕 えて 櫻の なかり せば」 の 歌 も 思 ひ 合 はせられ る。 且歇 後の 語 を 弄して、 あなが 

ちに 說き盡 さぬ の はこの 朝臣の 慣 手段で、 その 含蓄の 餘 意が 多 いのも これが 爲、 紀 氏に、 「心餘 ありて 詞 足らす」 

と 評せられ たの も、 亦 これが 爲 である。 根にまで いひ 及んだ の は 移植の 際 だからで、 これ は 花の 附 いたの を植 

ゑた ので ある。 この 時分の 菊 は、 今日 賞翫 する やうな 大輪の 物ではなくて、 全く 野菊に 近い 種類の 物であった 

らうと 推察され る。 古い 繪査 などで 見ても さう である。 三 段に 切り 調へ て、 句々 力量 あるう へに、 意詞、 曲折 

して 姿 致 多く、 聲調も 花やかで ある。 


初 句、 傳^ 之 木に も かう ある： 群^ 類從 本の 家集に、 う ゑし うへ はと ある は理は 丈って るるが、 語法が 今めか 

しくて、 お 觀^ 代の もので ない 。契 沖 もこの 意に 孵して ゐ るが 諾け 難い。 伊勢 物語の^ 字 本に は遷植 者と あり、 

普通 木の^ 平家^に もさう ある。 これ は 最も 平易で は あるが、 なほ 本文が 優って ゐょ う。 

^ 平の 御 時、 菊 の 花 をよ ませ 給 ひける  敏 行 朝 臣 

久 かたの 雲のう へ にて 見る 菊 は あまつ 星と ぞ あやま たれけ る 

、 ) の 歌 は、 まだ^ 上 許され ざり ける 時に 召し あけられて 仕う まつる となむ。 

1 o 久 かたの 雪の 枕辭。 o 雪のう へ 禁中 を喩へ ていふ。 禁闕を 天上に 擬 へる 事 は 支那の 典故で、 舉 例に 

堪 へない。 o あまつ 显 空の 星。 「つ」 は 連辭。 

大意 人^界と は 格別 隔 つた 雪の 上と いふ 禁中で、 かやう に 見る 菊の花 は、 さすがに 所柄 天の 星と サ、 取り 違へ 

ク >J こ？ ゝ o 

ら才 ナオ |> 

1 こ S. 菊 ゃ必す 白菊であった らう。 禁 庭の 白菊、 禁庭 は卽ち 雲の上で あると 思 ふと、 皓潔 なろ 菊花の 色に， 燦 

としてお； 斗の 閬 干た る 光が 聯想され る。 そこで 星の 樣だと 比喩に いふべき 處を、 星と 間違 へられた といっての 

けた。 そこに 分训を 離れて、 感じば かりに 動いて るる 作者の 樣 子が 兒 えて 面白い。 六帖に 兼耥、 

け ふ 引きて-富 るに うつす 菊の花 あまつ 显 とや あすより は 見む 

ゆ^か 同一 である。 思 ふに 兼輔は 後^だ から 敏 行の を 踏襲した ので あらう。 尤も 敏 行の も獨 創の 想で は ある 

まい e 新撰 萬 葉に も、 
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大空 をと りか へ すと も 聞かな くに 星 かと 見 ゆる 秋の 菊 かな 

とあって、 菊 を 星に 謦へ る こと は、 當 時の 套 語と 思 はれる。 然し 禁 庭の 菊花 を 仰に よって 詠んだ ものと して は、 

頗る その 體を 得て ゐる G 

左 註 は、 殊更に 趣 ある やうに と、 後人の 書き 加へ たさ かしら だら う。 旣に詞 書で 事情 は 明らかで はない か。 又 

この 左 註に 拘泥して、 「雲のう へ」 を 殿上の 事に 解した 說も あるが、 すべて 當らぬ 事で ある C 敏行 は、 夙く 仁 和 

年中に、 右近 少將藏 人 を 歴任して 殿上人と なり、 寬 平の 頃に は權 中將藏 人頭にまで 昇進して るた ではない か。 

左 註の 說は 全然 虚妄で ある。 

結句の 「ける」 一 本に ゆ^と ある はわる い。 

是貞の み こ の 家の 歌合の 歌  耙 友 則 

露ながら をり て かざさむ 菊の花お いせぬ 秋の ひさし かるべく 

■  0 露ながら 露のお きたる ま、 の 意。 0 かざさむ 「かざす」 は 髪 挿す の義 から 出て、 この頃 は、 花 草 或は 造 

花な ど を 冠の 巾 子の 根に 揷す こと をい つてる た。 o おいせ ぬ 年寄らぬ。 

大意 何時までも 長生して、 年の 寄らぬ 秋の 久しく ある やうに.' この 菊の花 を 露の 置いた ま、 折って、 頭へ 揷さ 

うと 思 ふわ C 

1 菊の 露 は 齢 を 延べる 物と 定めての 趣向で ある。 これ は 爾雅に 菊の 異名 を擧 ゆた 末に、 

延年 有- 1 紫莖 7 氣香而 味 美 者、 服い 之 可， I 已， 疾延 P 年。 


虱 谷 通に、 

南 I 酈縣有 r- ぼ 谷 T 谷 中， 水 甘美、 上 有-！ 大菊 r 落 水 從ぃ山 流 下 得 二 其滋液 T 谷 中 人家 飮 I- 此水 T 上壽百 二三 十、 

其 中 W 餘歲、 七 八 ー 者刖 爲， 夭。 

と あるな ど を 取り合 はせ て、 典故と した ものと 見える。 但藥 用と して 服す る 場合の 外 は、 風俗 通の 本文 を典據 

とする から、 二の 時代に は、 延 齢に は 露 を 必要と して 詠み 八 a はせ てゐ る。 後世の やうに、 菊の花の みで 延齡 をい 

ふやうな 事 はない。 又い ふ、 古人が これ を 彭祖の 故事と したの は 無稽で ある。 彭祖の 事 は、 莊子、 列 仙 俾、 楚辭王 

註 等に 出て、 長壽の 仙人だった 事は见 えたが、 菊花に 何等の 關係を も 持って ゐ ない。 伹 太平 記 や、 ^曲に ええ 

た 枕 慈お (^^^) は、 彭祖と it 縣の 故事と を 撮 合した る小說 で、 後世 佛 徒の 附會 した 所 爲と思 はれる から、 こ 

の 集の 歌の 本據に 引き出す こと は出來 ない。 

はの 花 を かざしに する こと は、 物の 折の 所爲 で、 これ は 九月 九日の 菊花の 宴の 折な ど を 思って 詠んだら しい。 

ヰ セノタ 

菊の 露 を 着 綿に 移して、 身内 を 撫でな どして、 不老 長生 を 希 ふこと は 常で ある を、 こ ゝは露 を かざす とい ふが 

斬^で ある。 句 は、 四、 五、 三、 j  、 一 一と 次第 すれば その 意が 得られる。 流麗 和諧、 壽 命の 延びさうな 氣 持の よさ 

が ある。 

寬 平の 御 時き さいの 宮の 歌合の 歌  大 江 千 里 

う ゑし 時 花 まち ど ほに ありし 菊う つ ろ ふ 秋に あはむ とや 見し 

E2  し こ、 では 見る 意で はない。 思 ひしの 意で ある。 
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大意 春 楠 ゑた 時、 何時 花の 唉 くこと かと 待ち 遠だった 菊、 その 菊が やれ 唤 いたと 思 ふのに、 かう も 早く 盛り 過 

ぎて、 色の 變る 時節に 逢 はう と 思った ことか、 さう は 思はなかった もの を。 

i 待った 時閒の 長いに 似す、 盛りの 時間の 短い とい ふ 矛盾 を 基調と して、 その 意外 を 驚く 詠歎の 味 ひ を 籠め よ 

うとして ゐる。 ^ち 待った 間が 長いから、 盛り も 長から うとい ふ 論理 は、 事實 です ぐ 打ち こ はれる 不 理窟 だか 

ら 而.； I い。 うつろ ふ 時と あるべき を、 「うつろ ふ 秋」 と轉義 して、 初 句の 「時」 の 語に さし 合 ふ を 避け、 かねて 植 

ゑし 時の 春に 喑對 させた。 三 句、 結句の 促 調 相呼應 して、 節 短く 意 促る。 

新撰 萬 葉に、 下句う つろ ふ 秋 は あはれ とぞ 見る と ある は 平凡で、 一 半の 味 ひ を 減す る。 

おなじ 御 時せられ ける 菊 合 に、 洲 濱を 造り て、 菊 の 花植ゑ 

たりけ る に、 く は へ たりけ る 歌 

ふきあげ の濱の かたに 植 ゑたり ける をよ める 

, ； .  ^  て  に V 吃に. すが はらの 朝臣 

秋風の ふきあげに 立てる しら 菊 は 花 か あらぬ か浪 のよ する か 

1 0 おなじ 御 時 云々 「おなじ 御 時」 は、 上の 詞窨を 承け たので * 寬 平の 御 時 を さす、 卽も 宇多 天皇の 御代で ある。 

年月 は 定かで ない がその 御代に 菊 合と て、 名所の 模型 を 洲濱臺 の 上に 作って、 それに 菊 を 植ゑ歌 を 添へ て、 左 

右に 片 分けて、 勝負 を爭 つた 風流の 遊 戲を宫 中に 催された ので ある。 「かた」 は 形で、 型の 意に も、 繪の 意に 


も 用 ひる。 こゝは 初の 方の 意で ある、 洲濱 は、 もと 祝日の 飾 物を据 ゑる に、 ^の 形が ふさ はしい ので、 それに 

1 定 した 臺で、 今の 島臺 とい ふ 物 に似てる る。 その 形 を洲濱 形と いって ゐる。 その 時の 記に、 

左方 占 手の 菊 は 殿上 童 だつ 君 を 女に つくりて、 花に おもて を驟 させて 持たせたり。 今 九 本 をば 洲^ を 作りて 

ぞ したる。 その 洲濱 のさ ま は 思 ひやるべし。 面白き 所の 名を附 けつ、 菊に は 結びつ はたり。 右方 これ も 殿上 

童、 ちご、 藤 原 重 時、 安房の 守 ひろしけ がむ すめが みて、 菊 どもお ほすべき 洲： m をい と 大きに 作りて 一 つに 

痕ゑ 弋パ ズ、 持て 出づ るに 處狹 ければ、 おし 合 はせ て は 一 つになる ベく 構へ て 、割りて 和 をつ けて、 ひとたび 

におし 合 はせ て 出さむ と 構へ たる を、 左方の 一 本づっ 出す に 驚きて、 たびく に 出しければ、 合せ^て たれば 

いと 面白き 虚 一 つなれ ど、 合 はする 程 は 割れて いと かたはな り。 

と 見えた。 さて この 歌 は 左方 八番の 歌、 次の 大澤の 池の 菊 はおな じ 方 二番の 歌、 又 次なる 仙 宫の菊 は 右方 七番、 

人の 人 待てる 菊 は、 おなじ 方 十番の 歌で ある C この はじめの 條の詞 害 は、 これ 及び 次の 三 首へ わたった 大綱 

で、 「ふき あゆの 谘 の 云々」 以下、 歌 毎の 端詞は その 細目で ある。 

「す-か はらの 朝 HH」 の 署名が、 他の 體と變 つて ゐる。 これ は菅原 道眞の 事で、 この 菊 合の 頃 は 大納言であった。 

されば 大納言 S 害 例と 見て おかう。 然し この 集 奏上の 頃 は旣に 勅勘 流罪に 遭って ゐ たから、 お 名 は出來 ない^ 

である C 或は もとが が だぎ i すと あつたの を、 古木の 箪荠 が 心覺 に、 假に 「すが はらの 朝臣」 と 苦き 付けた のが、 

その ま 、 M に 流布した ものと 思 ふ。 

0 ふき あゆの^ 紀伊國 和歌 山の 西南、 和歌の 浦の 北に ある。 顯註 に、 「吹 上の 濱と は、 風の いたく 吹きて 濱の 

眞 砂ん-吹き 上ぐ るか 面白き 云々」 と^え、 庵主の 熊 野 紀行、 公任 集の 詞書、 藤原爲 家、 釋正徹 等の 歌に も、 同 

秋耿下  三 四 三 


古今 和歌 集卷 第五  三 四 四 

じ 趣に いひ もし、 詠み もして あるから、 砂 を 吹き 上 ゆるので 附 いた 名と 見える。 0 ふき あゆに 立てる 吹 上の 

濱に 立てる の 略。 秋風の 吹く とかけ た。 「あゆ」 にまで はか、 らぬ。 

大意 秋風が 吹く と、 吹 上の 濱に 生えた あの 白い 菊 は、 それが 全くの 花で あらう か、 いやさう では 無い か、 それ 

とも 濱の事 だから、 汲の 寄せる ので あらう かと 思 ひ 惑 はれる わ。 

0 海濱に 叢生した 白菊の 樣を 思った ので ある。 秋風の 吹く につけて 打ち 靡く さま、 所柄 打ち 寄す る浪 とも 见ぇ 

るので、 それ を 云 はう 爲に、 先づ 「花 か」 とおき * 次に 「あらぬ か」 と 打ち返し たので、 この 二 語 は、 結句の 前提 

となって ゐる。 かく 「か」 の 疑 辭を疊 ffl して、 三 段に 切り 調へ たので、 節 短く、 音 促って、 いろくに 見 惑 ふ 情 

態が よく 表現され てるる。 この 叙 法 は 早く 伊勢 物語に 見える。 

君 や f ) しわれ や 行きけ むお も ほえす 夢 かう つ  > か寐て かさめて か 

はる 、 夜の 星 か 川 邊の螢 かも わが 住む かたの あまの たく 火 か 

又 花の 浪に玢 ふ も、 叉浪の 寄す る も 皆 風の せる だから、 初 句の 「秋風」 がー 首のう へに 活動して、 今 も浪が 白く、 

菊が きれいな 吹 上の 濱邊 に、 秋風の さわやかに 吹く 樣 子が 想 見され る。 通體 一 の 曼聲弱 字な く、 肇々 矯 健で、 

のみなら す、 下句、 ァ列 音が 多くて、 聲調 花やかに 勁い。 定家 もこの 集 秀歌 十 首の 一 に擧 ゆて ゐる。 素性 集に、 

あき 風の ふき 上の 濱 のしら 菊は浪 のよ する か 花の さける か  ， 

は、 全く これと 符合す る。 對 比して この 歌の 措辭の 巧妙 さも 知る がよ い。 恐らく はこの 歌の 轉 訛して 傳 はった 

の を、 後人の 誤って 素性 集に は 加へ たの だら う。 

廣蔭. か顯 註に 泥んで、 初 二 句、 秋風の 砂 を 吹き 上 ゆと 解し、 四 句 を、 花 か、 さに あらす して 砂 かと 解した の は、 


失笑す る 程の 牽強で あろ。 

仙 {呂 に、 菊 を わけ て、 人 のい たれる かた をよ める 

素性 法師 

ぬれて ほす 山路の 菊の つゆのま にい つか 千年 を われ は へ にけ む 

■  0 仙官に 云々 仙 家に 菊 をい ふ は 酈縣の 故事で ある。 上の 「露ながら 折りて かざさむ」 の條參 看" 0 山路 仙 

家へ 通 ふ山逕 をい つた。 0 つゆのまに つゆのまなる にの 意で、 「つゆ」 は 僅なる にい ふ。 それに 露 を かけた。 

大意 自分 は 仙人の 住居に 注き は往 つたが、 その 山路の 菊の 露に、 着物の 濡れた の を 乾かす 閒 ほどの、 僅の 間 だ 

と 思 ふ を、 何時 まあ 千年 を 自分 は 過した 事で あらう か。 

1 これ は 驚いた 事よ の餘 意が ある。 仙 宮に往 つた 人に なって、 その 感想 を 述べた。 殊に 注意すべき は、 詞 書に 

從 へば 現在 仙宮 を訪 うて ゐ るの だが、 耿に 「いっか 千年 を われ は經 にけ む」 と あるので 見る と、 既に 仙 一呂から 歸 

つて 來 ての 感想で ある。 すると 晋の王 質と いふ 樵 夫が、 爛柯 山に 人って、 童の 碁 を 打つ を 見て ゐた^ に、 斧の 

柄が 朽ちて しまったと いふ、 述異 記に 見えた 故事 を 思 ひ 寄せたら しい。 菊の花の 面白さに、 うかくと その 中 

を 分けて、 不知 不識、 袖袂の 露に濡れた 趣 を、 「ぬれて」 とい ひ、 さて 歸 つて 來た趣 を、 「乾す」 と績 けて、 主語 

の 袖 又は 袂の語 を 略いて 利かせた 簡潔の 妙、 東坡 が餓蛟 渴虎 1 の 句に 匹敵す る。 「つゆのま」 の 秀句 も 自然で、 

たえて ^俗の 氣が ない。 「いっか」 とおけ る 疑問の 語、 三 句に 對 へて、 ^歎の 意. かいよ く 著しい。 俊 成 もこれ 

を 評して、 
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「ぬれて ほす」 とおけ る 五 文字の 洵に めでたく 侍る に、 叉 「山路の 菊の 露の まに」 といへ る も 有り難く 侍る によ 

りて、 末の 句 も 何となく 引かれて 皆い み じく 聞え 侍るな り。 

と讃欵 し、 わざく これ を 祖述して は、 

山人の をる 袖に ほふ 菊の 露 うちはら ふに も 千代 はへ ぬべ し 

と 歌った。 景樹が この 集中の 菊花 を 詠んだ うちでの 隨ー と稱 へたの は尤 で、 想に 於て はさ もない やう だが、 洗 

煉の 極、 一 の 冗 字 一 の烦 語が なく、 全く 下界の 塵 垢を斷 つて、 仙鄉に 羽化し さうな 趣が ある。 各種の 韻 を 平等 

に 分配し ^て、 聲 調の 宛轉 流麗なる 事 は、 白玉の 盤 上 を 走る に似てる る。 

下句、 家集に か： で，^^ SF5^:<T?, ら， S と あるが、 本文の 方が 遙に 優って ゐる。 景樹 は、 選勒の 際、 撰者 

達が 引き ましたの だら うと 云って ゐ る。 六帖に 「いっか」 を， いか， ， で と あるの は 最も わるい。 

菊の花の もとに て、 人 の 人 待てる かた をよ める 

とものり 

花見つ 、人 まつと き はしろ 妙の 袖 かとの みぞ あやま たれけ る 

1 0 しろ 妙 こ、 は 袖の 枕詞で はなく、 白色の 意に 用 ひて ある。 釋は春 上 「春 日 野の 若菜つ みに や」 の 條に旣 出。 

大意 庭の 白菊の 花 を 見い くして、 來る人 を 待つ 時 は、 その 白い 花 を、 その 待 たれる 人の 白い 衣の 袖で は 無い 

かとば かり サ、 取り 違 へられた わい。 

1 これ も 待って るる 人に なって、 その 感想 を 詠んだ。 白菊 を 白妙の 袖と 見 あやまる の は、 白衣 酒 を 送る の 故事で、 


續晋 陽春 秋に、 

晋陶潛 九：：： 银 L 酒、 宅邊 有- 1 叢 菊 7 摘：. 之 5 ^把、 望-一白 衣 人 至 1 乃 太守 王弘送 A 酒、 酌而 醉歸。 

と あるに 據 つた。 伹淵明 は、 白衣の 人 を 待って ゐ たので はない が、 こ > は 又 酒の 使が くる かと、 人 待つ 趣に 取 

り 成した 巧で ある。 二 句の 「は」 の辭に 力が あって、 いつも はさう でもない が、 人 待つ 時 は 鉛 たれる とい ふので 

ある。 菊の 故事 を ffl ひて 菊の 字 を 着けない。 却って あっさり してい >。 

大澤の 池の かた に、 菊 植ゑ たる をよ める 

ひと もと 、思 ひし 花 をお ほさ はの 池の 底に も 誰れ か植 ゑけ む 

PM  o 大^の 池 廣澤の 池の ことで、 山城 國葛野 郡 上蜣峨 にある。 もと 嵯峨 帝の 離宮の 境内に 屬 して ゐ たとい ふ。 

池 中に ある 一 嶼を菊 島と 云 ふが、 それ は 昔 菊の花の あった 故と いふ。 或は 却って この 歌から 付けた のか も 知れ 

ない。 〇 ひと もと 一 株と いふ ほどの 意 C 必す 一本と 限った ので は あるまい。 o おほさ はの 大澤 にお は？ は 

(多 數) の 意 を かけた とする 說は 常らない。 0 花 を 花なる をの 意。 

大意 n 二 本と 思った 菊の花な の を、 それに まあ 水中に 花の 見える の は、 岸ば かり か、 この 大澤の 池の 底に も 誰 

れが祯 ゑた^ であらう ぞ。 

^ 澄^ 秋 影を涵 したの を、 直に 見て 以て 水中に 花 ありと する は、 一 轉 瞬の 幻影の み。 この 幻影 を捉へ て 趣向 を 

立て、 それ を實 在の ものと して 驚 訝した、 この 一 切の 理窟 を拋 却した のが、 卽ち 詩境で ある。 雜 上に、 

1 一 つなき 物と おも ひし をみ な 底に やまの 端なら で いづる 月影 

秋耿下  三 四 七 


古今 和歌 集卷 第五  三 四 八 

と 貰 之の 詠んだ の も 同巧異 曲。 

二 句、 家集 及び 顯 本の 註に、 i 心 ひし 菊 あと ある o 詞書を 離せば、 菊，^ の 方が たしかで あるが、 すでに 菊の 名所 

なる 大澤の 地名 を 詠み 入れて は あるから、 「花 を」 と ある 方が 大らかで 宜 からう。 四 句、 家集に は. fl. でと あ 

る。 又 諸 木と もに 作者の 名が 特記して ないから、 これ も 前のと 同樣、 友 則の 歌と 見るべき であるが、 元 來菊合 

は、 一 曾づっ 作者の 異なる のが 普通 だから、 若し 前後 いづれ か は 坂上是 則の 作な の を、 轉寫の 際、 是の字 を 友 

の 字と 見誤って 皆 友 則の 作と 思 ひ、 遂に 名 をば 略いた ので は あるまい か。 家集 は 素より 後人の 輯錄 した もの だ 

から、 證に はし 難い。 

世の中の はかなき 事 を 思 ひける 折 に、 菊 の 花 を 見て よめ - 

る  つら ゆき 

秋の 菊 匂 ふかぎ り はかざし てむ 花より さきと 知らぬ わが 身 を 

1 O 世の中の はかなき 事 を 思 ひける 折に 人世の 無常なる 事 を 感じた 折に。 O 句 ふ 美しく 暌 いたの をい ふ。 

馨る 事で はない。 o 花より さきと 「と」 はと もの 意。 o 知らぬ 知られぬ の 略。 o わが 身 を わが 身なる をの 

意。 

大意 この 面白い 秋の 菊の、 唉き匂 ふ 間 一 パイ は、 髮揷 して 遊ばう と 思 ふわ 。なぜと いふに、 自分の 死ぬ 事が あ 

の 花の 枯れる より 先と も 測られぬ、 はかない 我が身 だもの を。 

I 李 太白が、 


「夫 天地 者 萬 物 之 逆旅、 光陰 者 百 代 之 過客、 而 浮生 若い 夢、 爲ぃ懼 幾何、 古人 秉レ燭 夜 遊 良 有い 以也， ご (春^ 宴 桃 

李圃 序) 

r 處レ 世き I 大夢： ：！： 爲勞こ 其 生 T 故以 終日 醉、 云々。」 (春 日醉 起) 

と 喝破した のに その 意 吻合し、 悲觀 のうちに 樂 地を覔 めて、 钊那の 享樂に 慰藉 を 求めようと いふ、 しかも それ 

が、 作者の 身 世の はかな さ を 感じた 術な さの 餘 りに 出た 矯語 であるの が、 却って 哀れで あろ。 「かざして む」 は、 

遊ばむ の轉義 である。 盛りの 長い 菊の花と はかない 命と、 喑々 裏に 對 映して ゐ る。 下句の 叙 法 は 簡潔。 

S, しら 菊の花 をよ める  凡 河 內躬恒 

心 あてに をら ば や をら むはつ 霜のお きま ど はせ る しら 菊の花 

匿 0 心 あてに 常 推量に の 意。 o をら ば や もらむ 折らば 折られよ うかの 意。 「や」 は疑辭 C 「をら む」 は 折られ 

むの 意。 古来の 說、 多く 烦 はしく 曲 豚して ゐる。 0 はつ 霜 秋 冬の 交 最も 早く 降る 霜 をい ふ。 O おき まど はせ 

る 初霜が 置いて 紛 はしく して ゐ るの 意。 

大意 花やら 霜 やら 知れぬ やうに、 あの やうに 初霜が 置いて、 紛は せて ある 白い 菊の花 は、 大槪當 て 推量で 折つ 

たら 折られよ うか。 

1 初^なら さう は繁 かるまい に、 白菊 を 置き 惑 はして、 心 あてで なければ 折られな いと は、 餘 りな 虛誕ら しいと 

の 難 も あるが、 よく 思 はぬ 論 かと 思 ふ。 これ は 前栽な どに 叢生した 數 多の 白菊 を、 初霜の 零った 朝、 黉子 あた 

りから 見渡して 詠んだ ので ある。 手近の 草葉な どの 霜を兑 て、 彼方の 菊の 白 いのも、 皆 霜 かと も 思 ひ 惑 はれる 
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ので 、「初霜のお きま ど はせ る」 と は 云った ので ある。 これ 常に 詩歌の 上で 見る 普通の 誇張に 過ぎない。 さて か 

う 思 ひ 惑 ふの は、 則ち 霜の 樣子 を餘り 見馴れない 初霜の 朝に 限る 景趣 だら う。 白 玲瓏と して、 些の 塵氛だ もな 

ヽ o 

是貞 のみこの 家の 歌合の 歌  よみ 人 しらず.， 

いろか はる 秋の きくをば 一 とせに ふた 、び 匂 ふ 花と こそ 見れ 

大意 初めの 程 は 白く、 この頃 は 紫に 色の 變る あの 秋の 菊 をば、 同じ 花で ある こと は 忘れ 、一年の 內に 白と 紫と 

二度 唉き匂 ふ 花と サ、 これ を 見る わ。 

^ 當 時 は 白菊 を專 ら賞翫 した。 それが 霜の 爲に變 化して、 紅と なり 紫と なる。 今日の 人 はかうな ると、 衰殘し 

たものと して 最早 顧みない が、 平安時代 は 紫色に あこがれた 時代， たから、 却って それに 好處を 見出して、 推賞し 

たので ある。 蓋し 西 施の 微醺、 太眞の 浴後、 別趣の 更に 捨て 難い ものがた しかに ある。 變 化の 逕路を 忘れて、 

全く 別^の 花と 思った 點が、 この 歌の 山で ある C 「一 とせに ふた、 び」 と數 量の 語 を かけ 合 はせ たの は、 春 歌 下 

一 ) ， 

聲 たえす 鳴け やうぐ ひす 一 とせに ふた、 びと だに 來べ き 春 か は 

と、 興 風の 詠んだ のに 同じい。 

仁 和 寺に 菊の花め しける 時 に、 「歌 そ へ て 奉 れ」 と 仰せられ 


ければ よみて 奉りけ る  平の さ だぶん 

秋 をお きて ^'こそ あり けれ 菊の花 移ろ ふから に 色の まされば 

1 0 仁 和 寺に 云々 仁 和 寺 は 眞：： ：！： 宗の大 寺 ひ、 光孝 帝の 仁 和 四 年に 御 願 寺と して 、京都の 西 山に 造られた ので、 

寺 名と した。 その後 延喜 元年に、 宇多 上皇、 御室 を 立て、 其處 にお はし まされた。 この 「菊の花 召しけ る」 は、 

字 多 上皇の 召された ので ある。 o おきて さし 置いて。 

大意 この 菊の花 は、 秋の 一 盛り はさし 置いて、 それより 後に、 又も 盛りの 時節が あった わい、 なぜと いふに、 

花が 末にな つて 來 ると、 かやう に 色が 增 さるから サ。 

1 恐れながら 陛下の 御上 も、 この 菊の 如き かと 存じ 奉る の餘 意が ある。 「移ろ ふから に 色の まされば」 と あるに 

よれば、 これ も 上のと 同じく 白菊で ある。 初 句、 盛り 過き てと あるべき を， 「秋 をお きて」 と轉篛 したの は、 節 

後の 菊を殘 菊と いったに 同じい。 卽ち 本朝 文粹 に、 si ニ殘菊 一 各 分 ニー  字 1 應 に 制、 菅贈 大相國 

ギ タル ヌ  ヲヲト 

^，之 過 n, 重陽 T 世俗 謂 二 之殘 菊？ 

と^えて るる。 蓋し 菊花 は 重陽の 節の もて あそびであった から、 それ を 盛りの 時として、 その 以後 は 秋で もな 

いやう にい ひなし、 遂に 殘 菊と も稱 したので あらう。 若し 文字の ま、 に、 「秋 をお きて」 を 冬に なっての^ とす 

る 時 は、 この 歌 は 冬 部に 收 めなければ ならぬ 事になる。 二 句 は、 盛なる 時 こその 省略と 見れば 事 もない が、 な 

ほ 思 ふに、 一. 時」 とい ふ 語 は、 直に 盛りの 意味に ffl ひられた ので は あるまい か。 降め く、 時 —めが，， す、 る、 

時の 人な どい ふ 語 は、 その 證 ではない か。 初 二 句お の/ \ 卞餘 りなの が 力量 相當 して、 驚欵の 意が いよく 加 
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はる。 構想 は 前 首と 同一 ながら、 宇多 上皇が 遜 位の 後 も、 幼 帝 を 後 見られて、 なほ 世の中 を まつり ごち 給へ る 

一 御 威勢の 盛ん さ を、 賀し 奉った 譬喩 歌で ある。 抑 も、 「歌 そへ て」 と 御 下命の あつたの は、 作者 平 仲 は、 歌 詠む 

と 世に 知られた 男 だからで ある C 卽ち 取り あへ す 移ろ ひ 方の 白菊に、 これ を 添へ て 奉った とすると、 宇多 上皇 

は、 どんなに か 興に 人ら れ たこと だら う。 この 諷託寄 興がない とすると、 殆ど 愚作に 近から うに。 

：  人の 家な りけ る 菊 を 移し 植 ゑたり ける をよ める 

一  つら ゆき 

一 さきそめし 宿し か はれば 菊の花 色 さへ にこそう つろ ひに けれ 

1 〇 猎し 「し」 は 强辭。 o うつろ ひに けれ 花の 衰 へた 意に、 移 轄の意 を 響かせて ある。 

大意 唉き はじめた 家が サ變れ ば、 この 菊の花 は 場所ば かり か、 花の 色まで もサ變 つたわい。 

：; 1 植ゑ換 へ た 菊花の 萎れた の を 見て 詠んだ。 移植の 爲に 萎れた の を、 宿 柄 ゆ ゑに 萎れた やうに 取り成した。 う 

I  つろ ふの 語に 鎚 つた 秀句、 手が あり 過ぎる。 

^ .  題 しらず  よみ 人 しらず 

佐 保 山の は 、 その 紅葉 散りぬ ベみ よる さ へ 見よ とてら す 月影 

一 圏 0 散りぬ ベみ 「ベみ」 はべくて の 意 C  0 はゝそ 上 出。 

大意 あの 佐 保 山の、 柞の 木の 紅葉が 散り さう であるので、 晝 ばかり か、 夜まで も 人に 兒ょ といって、 照らす 


この 月の 光で あるよ。 

1 柞の葉 は 極め て^く 散る。 それが 秋 は 末で、 一 般の 草木で さ へ 凋落しょう とする 頃 だとす ると、 夜の 問の 風 

もうしろ めたく^ える から、 自然 夜 を：^ に續 いで 2D- たい 念が おこる ではない か。 さる 折し も 照り 渡る 月な ので、 

意で 對 へて T 夜 さへ 見よ と 照す」 と、 月に 親切 氣が ある やうに 取り成した。 自然 を 愛する 風流な 月で はない か。 

これ 卽ち 作者の 風流な 心、 親切な 心から 出た 觯釋 である。 後 撰 集に 

^る d: の 秋し もこと にさ やけき は 散る もみ ぢ葉 をよ る も 見よ とか 

と 同 趣ながら、 これ はさ や：^ と 道破し ないで、 さやかな 趣が めぐって るるから 妙 だ。  . 

三 句、 六帖に 散りぬべ^ と ある は 調 はない。 

以下、 散 紅葉の 耿を舉 ゆて ある。 

宮づか へ 久しう 仕う まつら で、 山 里に こもり 侍りけ るに 

よめる ド  ：v.i  籐原關 雄 - 

おく 山の いはが き 紅葉 散りぬ ベ してる 曰の 光見る 時なくて 

i  o 宮づ かへ 大宫に 奉仕す る こと。 仕官。 0 いはが き 岩 ほの 疊な はって 欹 つの をい ふ。 景樹 はいふ 「岩 蔭 

を 精 じて ィ ハカ ヰと いふ。 垣の 意に は あらす」 と。 「かき」 は 或は 崖 (ガケ ) の 意 か。 

大意 こ S. 深山の 岩が きの 紅葉が、 このま、 で 散って しま ひさうな、 日の目 もろく に 兒 る 時がなくて サ。 

1 口惜しい 事よ の餘 意が ある。 詞 書の 趣で 兒 ると、 紅葉 を 自身に、 天恩 を 照る 日に 喩 へて、 不遇に して 恩 光に 
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俗す る 事 も出來 ないで、 徒に 山林に 朽ち果てる 事を慨 いたので ある。 文德實 錄に、 

關雄 習屬， 文、 性 好 II 閑 退 1 在 n 東 山舊居 T 耽 二 愛林 泉 T 時人 呼 爲ニ東 山 進. H? 

と あるから、 詞 書の 「山里」 は、 今の 京都の 東 山で ある 事 は 明らかで ある。 この 歌 は、 進 仕祿を 干す の 意が あら 

はで あるのに、 史には 好 二 閑 退 1 とい ひ、 後に も 折角の 谆和 上皇の 徵を も、 一 應固辭 した 事な ど を 併せ 考へ ると、 

船る 行動に 矛盾が ある。 しかも、 間もなく 召命に 應 じて 出仕した 事 を 思 ふと、 渠れ關 雄は必 しも 閑 雪 野 鶴の 質 

なので は あるまい。 徒に 狷介 廉潔なる 高士の 名を竊 まう とした もの か。 否々 渠れは 右大臣 內 麿の 孫、 眞. 夏の 五 

男で、 藤氏と はいへ 黉は 支流で、 その 無勢 力なる 事 は、 池の 諸氏 族と 何の 擇ぶ處 もない。 才 なく 舉 なき 徒輩 も、 

家の 子 は 重 川され るの を 見て、 流石に 憤慨に 堪 へなかった らう。 これ 念 を 仕 {B に絕 ち、 心なら す も 名 を 閑 返 を 

好む に 託して、 東 山に 隠遁した 所以 だら う。 されば 心 常に 朝廷 を懷 うて 不遇 を 憾み. * 陸 沈を愧 ぢてゐ る。 たま 

たま 日影の 疎い 岩 頭の 霜 葉が、 おの づ から わが 境遇に 似た の を： ^て、 卽ち この 諷託比 興の 言を爲 して、 測らす 

胸中の 祕密を 洩らし、 機微 を 露 はした もの だら う。 感慨が 字句に 溢れて ゐる。 

一 一句、 六帖の 一 本に 山 と ある。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

たった 川 紅葉み だれて 流る めり 渡らば にしきな かや 絕 えなむ 

こ S 歌 は ある 人 「ならの 御門の 御 歌な り」 となむ 申す： 

1 0 左 註 「ならの 御門」 を，" 舊說に 文武 帝と いひ、 或は 聖武 帝な りと もい つてる るが、 なほ 平 城 帝の 御 事と 見た 


方が 穩 やか だら う。 歌の 風格 も、 奈良時代の もので は诀 してない" 眞淵 は、 はじめから 左 註 を排 して ゐ るから * 

全然 問題に して ゐ ない。 o たった 川 次の 歌の 條を兒 よ。 

大意 この. N 田 川の 一 而に兒 * なの は、 紅葉が 散り 亂れて 流れる やうで ある わ、 これで は 今 渡ったら、 あったら 

錦の 中が 斷 たれる であらう か。 

0 ^惑の 事 かな、 どうした もの だら うかの 餘 意が ある。 駒の 爪が 漬 くぐら ゐの、 さう した 山川 を 徒渉し ようと 

すれば、 紅恭 亂點、 波を逐 うて 轉じ 去る を 見る。 詩に、 馬蹄 無 レ處レ 避 ニ殘紅 一 とい ひ、 赤染衞 門が 「踏めば をし 

ふまねば 行かむ 方 もな し」 などい つた 落花の さまに も 似て、 ほんと に 途方に くれてし まう。 渉り かねて^ 躇 して 

るる 作者の 態度が、 眼前に 彷彿す る。 川 渉り は、 往代 では 常の 事で、 橋の 無い 淺川は 大抵 徒渉であった。 その 

惯習 から T 渡らば」 と假定 的に 想像 を^いて きたので ある。 「渡らば 錦」 の 省筆、 また 大いに 注意すべき 辭樣 であ 

る。 その 紅葉 を、 川 波に 洒 した 蜀 錦に 謦へ たこと は、 卽ち 中の 絕 える 事 を 惜む情 を、 强く 深く 印象せ しめる。 

四 句の 促 調、 上 來の緩 調を拯 つて、 節奏が 諧ふ。 景致 面白く、 聲調又 花やかに 勁い。 

二三の 句、 大和 物語、 及び 六 帖に爿 ぢ ち な と 見， え、 又顯 本に は、 三 句 か  >  る な^と ある o 

つ 田 川 もみ ぢ葉 ながる 神な ひのみむ ろの 山に 時雨 ふるら し 

又は あすか 川 もみ ぢ葉 ながる  一. 注^, 
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1 o たつ 田 川 この 所在、 古來 の集訟 である。 或は 山城 國の山 崎 川 (淀川) とい ひ、 或は 大和 國高市 郡 神 南備祌 

社のお はします 山 は 御室 山で、 その 麓の 川が 立 田 川 だとい ふ說も あるが、 信じ 難い。 又 これ を、 龍 田の 立 野に 

もとめて、 龍 田の 大川を この 立 田 川と し、 神な ひ 山 も、 神な ひの 淼も、 ならしの 岡 も、 この 附近と した 說もぁ 

る けれど、 秋 歌 上 「神無月 時雨 もい まだ ふらな くに かねてう つろ ふ 神な ひの 森」 の 歌の 例に 從ひ、 立 田 川 も、 

御室 山 も、 祌な ひの 森 も、 皆 大和 國平群 郡 立 田 村と 定む。 伹 これ はこの 集 以後の 歌に 限る ことで ある。 抑 も 「神 

な ひの 淼」 は 、神の 森の 約、 「みむろ」 は、 神の 御室の 義 だから、 あながちに 一 所に 固定した 名稱 でない 事 は、 萬 

葉 集に、 三輪 山 を も、 神 岳 を も、 共に み もろ (みむろの 一音 通) と 詠んで あるので も 知られる。 

大意 この 立 田 川に、 紅葉の 葉が 流れる わ、 定めて 川上の 神な ひの 御室の 山に、 時雨が 降る らしい わい。 

1 散る 紅葉から、 川上の 山に 時雨の か > つた 事 を 想定した。 時雨に 紅葉の 散る 趣 は、 萬 葉 集中に 數多 見えた こ 

とで、 珍しく もない が、 これ は それ を逆寫 して ゐる。 藤 原家隆 が、 結句 を、 嵐 吹く らしと したいと 評した の は、 

咭^ 思想の 相違 を 心 付かぬ 僻說 である。 體格は 蒼 古で、 風 調 は 高邁で ある。 蓋し 南京の 遺篇 たらう。 六帖、 及 

び 大和 物語に、 

あすか 川 もみ ぢ葉 流る かづら き や 山に はい まぞ 時雨 ふるら し 

これと 同調と は 見える が、 三 四の 句の あたり、 姿が 甚 しく 碎 けて ゐ るから、 一 列に は 論ぜられない。 又い ふ、 

二の 歌. の 採った 叙 法 は、 頗る 形式的な もので、 蒼 古な 神韻 的の 描 寫には 適する が、 變 化が なく、 想の 運用 は 固 

定的 であるから、 再三す ると 飽かれ 易い。 平安時代の 人士 はもう 陳腐な 形式と して、 餘り 喜ばなかった。 

又 左 註の 「飛鳥 川」 は、 萬 葉集卷 十三に、 


神な ひの 三 諸の 神の 帶 にせる 飛鳥の 川の、 云々。 

と^えて、 地理 も かなって るるから それ も惡く はない。 この 三 諸 は、 大和 國高市 郡 飛鳥 神 岳で ある。 廣 蔭が， 

後に：^ えた 興 風の 歌 「み 出より おちく る 水の 色 見て ぞ」 の詞 書に、 「立 田 川 もみ ぢ葉 ながる とい ふ 歌 を^き て」 

と あるに 據 つて、 左 註の 「飛鳥 川」 を 否認して、 後人の 書 入と 定めた が、 この 詞翦 は、 他」 異說 のない 證と はな 

ら ない。 こ、 は、 素より 普通に 行 はれて ゐる方 を 本 行に 收め、 異傳の 方 を 左 註に 錄 したので ある。 佤 左^の 下 

に、 r 此耿不 注 人 丸 歌」 と ある は、 本據 のない 俗說 で、 勿論 捨 つべき である。 

〇 

戀 しくば 见て もし のばむ もみ ぢ葉を 吹きな 散らし そ 山お ろし の 風 

1 0 しのばむ 萬 葉集卷 一 、 額 田 王の 歌に 「紅葉 をば とりて ぞし ぬぶ、 靑 きをば おきて ぞ欵く 云々」 と^えた し 

、ぬぶ と 同 語で、 賞で 愛しむ 意で ある。 この 外 戀ひ慕 ふ 意と、 堪へ 忍ぶ る 意と、 密び隱 る、 意との 三莪 あるが、 

兹 -i は關 はらない。 o もみ ぢ葉を しのばむ もみ ぢ 葉と 續 くので ある。 r を」 はなる もの をのお。 cm おろし 

の 風 出より ふき 下ろす 風。 . 

大意 今後、 紅葉が 戀 しいならば、 それ をな りと も 見て 愛でようと 思 ふ、 大事な 紅葉で ある もの を、 その やうに 

吹き散らして 吳れ るな よ、 これ 山お ろしの 風よ。 

1 もしい 紅葉が、 颯， 然とお ろし 來る 山風に 吹き 立てられて、 名殘 さへ もな くなら うとす る を^んで、 山風に 懇 

願した、 懷 かしい 詩情で ある。 聲調 また 沈んで 寂しい。 廣蔭、 雅嘉 等が、 二 句 を、 枝に あった^の^ を^ ひ 出 
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さう の 意と したの は、 「しのぶ」 の 語の 意 を、 見誤った 曲解で ある。 

秋風に あへ ず 散りぬ る もみ ぢ 葉の ゆく へ 定めぬ われ ぞ 悲しき 

1 0 もみ ぢ 葉の もみ ぢ 葉の 如きの 意。 o ゆく へ 行き方。 0 定めぬ 定まらぬ の 意。 

大意 秋風に 堪へ かねて 散って 行く 紅葉の、 何處 とも 行方の 定まらぬ やうに、 身の 成り 行 を どうと もえ 定めぬ、 

自分の 身が サ 悲しい わ。 

1 飄蓬 落魄した 人の 作 だら う。 何の 物 思の ない 人で さへ 秋思の 催す に堪 へない 頃に、 ほろ くと 風に 誘 はれ ゆ 

く紅檠 を^て、 さう した 悲觀 を懷 くの は、 自然の 數 である。 譬# の辭樣 は簡淨 である。 

0 

秋 は來ぬ 紅葉 はや どに ふりしきぬ 路 ふみわけて とふ 人 はなし 

圏 〇 しきぬ 「しき」 は 布き の 意。 

大意 物悲しい 秋の 時節 は來 た、 紅葉 は 庭へ 一 面に 散り敷いた、 しかも その 道 も 見えぬ 程に、 散り 布いた 紅葉の 

中道 を 踏み分けて、 誰れ も 尋ねて 來る人 は 無い わい。 

1 さても くこの 寂しい ことかな の餘 意が ある。 三 段に 切りと > のへ て、 いやがう へ に その上の 寂し さ を數へ 

立てた、 漸歷の 叙 法が 頗る 面白い。 卽ち 秋の 來 たこと は、 旣に 物悲しく 寂しい こと だが、 それでも 面白い 紅葉 


が あらうなら、 稀に も 人に 訪 はれる 望が 無いでも ない の を、 それすら 散り 杲てゝ しまって は、 全く 絕^ で、 

いよく 慰み やう もない 暮秋の 景氣 である。 初 句 は、 秋の 今來る 意で はない。 契 沖が、 秋の 暮は來 ぬと 解した 

の も 誤で、 只 秋の 時節に なりぬ の 意で ある。 それ を 「來 ぬ」 と 擬人した の は、 末の 「人」 と あるに 呼應 し、 さて 秋 

の來 たると、 人の 來 ぬと を 反映 させた。 又 紅葉 は、 ちりしきぬ とい ふべき を、 「降りしきぬ」 と轉義 したの も 面 

白い。 三 S の 「は」 の辭 以外に、 初 句の 「きぬ」 三 句の 「しきぬ」 のきぬ の 同音 を 反復し、 しかもぬ の 音 を：； おし 

て、 ^脚に 踏んだ の は、 聲 韻の 靜應 があって、 諧調と なった。 況ゃィ 列 音の 多数な こと は、 詩 意に 3：： く 協.？ | し 

て、 ^酸悲 涼の 情 を そ、 るう へに、 與 つて 力が ある。 第二 段 は、 七 五の 促 調で、 初 二 及び、 結句 は多數 音、 少 

數 音の 排列 順が 轉 倒して ゐ るので、 亦 節 短く 調が 迫って くる。 意、 詞、 調の 三者が よく 打ち合って、 ^に 沈餺 

頓挫の 妙 を 極めてる る。 

結句、 古本に とふ 人 もな しと ある は采ら ない。 

〇 

踏み分けて ^にや 訪 はむ もみ ぢ 葉の ふり 隱 してし 路と兒 ながら 

El O 更に や 「更に」 は あらためての 意 だが、 こ、 は强 ひて とい ふ 意に 近い。 「や」 は 疑辭。 宣 長が 反語に 鮮し 

たの は 常らない。 

大意 こ へ 人る 路は、 あの やうに 紅葉が 散り 舗いて、 誰れ も來ぬ やうに 隱 してし まった 路 だと は 兄ながら、 

い つ そ そ れ を路み 分けて、 强 ひて サ 見舞 はう かしら C 
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_1 暮秋の 頃、 山里 人 を 音信れ た 人の 作 だら う。 柴門 晝も掩 うて、 満 地の 落葉 掃 ふ 人 もない 處に、 とかく 躊躇し 

て 佇立んだ 狀が、 今 見る やうで ある。 紅葉 意あって 路を 降り 隱 したと いふのに、 やがて 世 を 厭 ひ、 跡を晦 まし 

て 山 住して ゐる 主人の 本意が、 語 中に たどれる。 その 見す 紅葉 卽ち 主人の 本意に 背いても、 見舞って 见ゃ 

うかと いふに、 親切な 氣 持が いよく 露 はれて ゐる。 「更に や」 の 語、 姿 致が 頗る 多い。 これ 等の 曲折 は、 ー篇 

の 含蓄の 餘味を 多くす る。 

結句、 六帖 には^ J 見ながら と ある。 景樹は 「この 方、 更に ゃ訪 はむ と 云 ふまでに 反りて 宜しき にや。 路と ある 

は、 初 句の ふみわけ てに 反りと V まりて、 飽かぬ 心地す」 と いづた。 尤もと 思 ふ。 伹初 句、 六帖に 露わけ てと 

ある は、 甚だ わるい。 

〇 

あきの 月 山べ さやかに てらせる はお つる 紅葉の 數を 見よ とか 

大意 秋の 月が、 あの やうに 山の あたり を あざやかに 照らして 居る の は、 散る 紅葉の 數を、 とくと 見て 吳れ よと 

いふ 事 か。 

1 起 首、 「秋の 月」 と 打ち出し たの は、 その 淸 明な 感じ を强く 印象させる。 さて 「落つ る 紅葉の 數を 見よ」 と は算數 

的に 勘定せ よの 意味で は あるまい。 すべて 物每 に、 一 つくに 心の たぐ ひて 數 へられる の は、 則ち 執# した 愛 

^心の 發露 だから、 此處 にも 紅葉の 散る のが 勿體 なくて、 飽くまで 惜しまれる 心から、 月の 照る の を も、 散 紅 

葉の 數を 見よ との 親切心で ある やうに 解釋 した。 上の、 


さほ 山の は、 その 紅葉ち りぬ ベ みよる さ へ 見よ と 照らす 月 力け 

と、 同調の 歌で ある。 


〇 

吹く 風の 色の 千ぐ さに 兒 えつる は 秋の 木の葉の 散れば なりけ り 

I  0 色の 色が。 0 千ぐ さ 千い ろ。  i  ,、  — 

大意 二 S-I く 腿の 色が、 いろくに 見えた の は、 どうした 事 かまへば、 いろくに 染まった こさの 木の 

葉の、 散る からであった わい。  ， 

i 色 もない 5、 「千 種の 色に 見えつ る」 とまで 誇張した。 いかにも 紅葉の 夥しく 散る 光 I ある。 强 ひていへ 

ズ、 、さ、 か i の 嫌がないでも ない。 「の」 の sf して、 調が 緩やかで ある。 1 この 歌 は， SI 

すぐれて ゐる 譯で ないから、 平 叙す ると 一半の 面白味が？ る。 ミに 倒叙の 方 法を 採った の は、 贤ぃ 仕お と 

いはねば ならぬ。 

... 一 一"、 さ 木 こ P^STI と ある。 眞淵 及び 景樹 はこれ を贊 した。 询に 「吹く 風の 色の」 と 給け て は、 素より 

. 風に は 色が ある もの  >  やうに 聞え る。 春 上に 「春霞 色の 千 ff つるに」 の 歌の 第二 句に 似た ので、 傳 へ？ 

たの かも 知れない。 

せ  き  を 

三 六 一 

秋^ 下 
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霜の たて 露の ぬき こそよ わからし 山の 錦の おれば かつ 散る 

1 0 霜の たて 露の ぬき 「たて」 は 經絲、 「ぬき」 は 緯絲。 

タ ティト  ズキ イト 

大意 霜から 出來た 經絲、 露から 出來 た緯絲 がサ、 弱い らしい、 そのせ ゐ かして、 あの 山の 紅葉の 錦が、 折角 織 

り 上 ゆる そばから 破れて 散る わ。 

1 紅葉 は 露霜に 遭って 色付く ので、 露^の 經緯で 織り 立てた 錦と 見立てた。 萬 葉集卷 八に、 

たても なくぬ きも 定めす をと め 等が おれる 紅葉に 霜な ふり そね 

懷風繁 に、 

天 紙風莱 雪 鶴 T 山 機 霜杼織 二 葉 錦？  .  . 

と ある 大津 皇子の 作 や、 白 居 易の 句の、 「織 レ I 織レ露 三秋 錦」 など を 思 ひ 合 はせ ると * この種の 着想 は 陳腐に 

屬す るが、 これ を 散り 方の 紅葉に 應 用して、 ー曆の 趣向 を 構へ たの は、 作者の 手腕で ある。 結句、 おれば 且亂 

る、 とか 破る ゝ とかいへば、 饔 まが 完全され るの を、 本體の 紅葉のう へに 立ち返って、 「散る」 といった の は、 

齋 整の 弊 を 避ける 爲に、 わざと 辭樣 を參 差させた のか も 知れない。 卽 ちかの 萬 葉の 「おれる 紅葉」、 藤^ 公任の 

「散る もみ ぢ葉を 着ぬ 人ぞ なき」 など、 皆 錦の 一 語 を 著け る 事 を 憚った もので、 不 ^ 意に 翳喩の 完全 を缺 いたの 

ではない らしい。 

三 句、 六帖 にもろ から —しと ある。 又 結句、 貫 之 本に おれ どかつ 散る と ある はわる い。 

雲 拔院の 木の 蔭に た、 ずみ て  僧正 遍昭 


わび 人の わきて たち 寄る 木の もとは 賴む 蔭な く 紅葉ち りけ り 

1 o 雪林院 春 下 「櫻ち る 花の 所」 の 條に旣 出。 0 わび 人 「わび」 は 難 義に思 ふ 意な ので、 不仕 合せな 人、 失意 

の 人、 贫乏な 人な ど をい ふ。 0 わきて 取り分けて。 0 賴む蔭 身の 置虡 として 當 てに する 物 蔭 をい ふ o〇 紅 

槳 ちりけ り S 樹が 「紅槳 の 散る 事 を、 只 一句 中に 『紅葉 散りけ り』 と、 急迫に 調ぶべき ものなら む や。 もみ r て 

散りけ りの^に 聞きな す 時 は、 自然 句 調 も を さまる もの 也」 といった の は、 ^しい 僻 一一 一一 2 である。 卞3^^： 迎り 

に 解して よろしい。 

大意 不仕 合の 者が、 擇り にえって 立ち寄る この 木の 下 は、 やはり 賴む蔭 も 無く、 紅葉が 散った わい。 

^ かさねく 心細い 事 かなの 餘 意が ある。 雪 林院の 後阖、 流石に 故 王宮の 名殘 をと めて、 千樹の 秋色 は^ 赏に値 

して ゐ る。 作^ はこの 院の 住持と して 後 園に 臨み、 たまく わが 立ち寄った 梢 を 仰ぐ 折し も、 ほろ/ \と 紅^ 

の 散る の を 兌て、 これ も 立ち寄る 人柄に よる 事ぞ と嗟欵 したの は、 外界の 景 象が 端な く 胸中の 琴線に 觸れ たも 

ので ある。 以て そのい かに 失意の 際であった かが、 想像され よう。 或は 雪 林院の 法務 上の 不平な どあった 際で 

も あらう。 なほこの 歌に 就いて 一 說を 試みたい。 雪 林院の 僧正さん は、 常時 佾界の 第一 人^で、 瘦 法師 や、 ど 

食坊卞 の^ .1 とは逯 ふ。 それ を 「わび 人」 と 我れ から 名告 つて、 r 賴む 蔭な く」 などい つた s は、 一^の 卽 興から 

出た 狂^だ とい ひたいの である。 そして この 佾 正の 例の 手法と 認めたい ので ある。 三 句の 「は」 の辭に 力が ある。 

依って 殊に さう 聞え る。 「わきて」 も、 この 意 を 補く る 大切の 語で ある C 俗諺に いは ゆる r 賴む 木の もと 雨が 漏 

る」 に似て、 今一^ 痫切を 極めて ゐる。 けれど、 この 佾； 止の 他 作に 比べる と、 數等を 下って るる。 

. 秋跃^  三 六 三 
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ニ條の 后の 春宮 のみやす 所と 聞え ける 時， 御 屛 風 に， 立 田 

川に 紅葉 流れた る • かた を かけりけ る を、 題 にて よめる  ， 

そせい 

もみ ぢ 葉の 流れて とまる 湊に はくれ なゐ 深き 波 や 立 つらむ 

園 〇 ニ條の 后の 春お のみやす 所と 春 上 「春の 日の 光に あたる 云々」 の 條に旣 出。 0 かた を 繪 を。 

大意 こ szv-m 川に 散り 浮いて 赤く 見える 紅葉が、 流れて 一 つに 行き 止まる 湊に は、 何時もの 白波と は 遠って、 

定めし 眞 赤な 色の 深い 波が 立つ 事で あら 5 か。 

1 光彩^ を 射る ばかり 色 濃く 描き 成した 紅葉であった とすれば、 かう した 想像 も 起ら う。 紅 濃き を 「深き」 と 

轉義 して、 波の 深い 趣 を も 聯想 させた。 字 法 精細で ある。 「湊」 は、 所の 鸭義 ぐら ゐに輕 く：^ たい。 

結句、 六帖に 波ぞ 立.^^ と ある は、 .N 田 川が 紅葉の 流れ 止まる 湊の やうに 聞え て、 穩 やかで ない。 

業 平 臣 

千 早ぶ ろ 祌代も 聞かず たつ 田 川から くれな ゐに 水く  、 ると は 

園 0 千 早ぶ る 汎く 神に か ゝ る 枕詞。 「千 早，」 は 逸 隼の賴 で * 銳ぃ勢 をい ふ 語。 「ぶる」 はび の變 化で、 形容の 接 

尾 語。 故に 千 早ぶ る 人、 千 早ぶ る祌 など 續 けて、 荒ぶ る 人 や 神 をも稱 したが、 その 本義で はない。 o かにくれ 

カーフ  力-フク 二 

なゐ 「から」 は韓 で、 その 昔 あらゆる 技巧 は 韓國の 方が 優れたので、 遂に 移って 美稱 となった ので ある" o く 


くる 絞る の 意で、 潛る ではない。 さて 紅に 絞る と は、 今の 絞染の 事で、 令 式に、 絹 を絲で 所々 絞って、 紅、 

紫、 綠 などに 染める ことが 出て ゐる。 字に は 纈纈と 書き、 ュ ハタと 訓む。 

大意 さてく 奇妙な ことよ、 この やうに 立 田 川で 紅に 水 を絞染 にす る こと は、 いろく 不思議の 事の あった 神 

代に も、 一 向 聞かぬ わ。 

1 先づ この 畫の さま を恕 像す ると、 眞靑に 描き 流した 水の 上に、 頗る 大きな 紅葉の、 しかも 濃い 紅な のが、 あ 

ら あらとした、 かに、 模樣 的に 描かれて あつたの だら う。 古代の 害； のさ ま 思 ひ 遣られる。 その ニ-ぉ 々々を、 鈸 

纈の 形に 見 成した ので ある。 神代に 不思議 かあつた とい ふこと は、 國史 に、 草木が さ > やいたり、 又 祝詞な ど 

に、 岩根 木 根た ちが 物 をい つたり した 事が 見え、 その外 種々 樣々 な奇 蹐が傳 へられて あるから、 「神代」 を 例に 引 

いて、 今の 不思議 さを强 く 表現した ので ある。 又 紅 椠の語 が 一 首のう ち にないの は、 例の 詞 足らすな ので はな 

い。 s:s. 上に 譲って 略いた ので ある〕 實詠 として は、 「唐紅に 水く ゝる」 が 誇張に 過ぎて 面白くな いやう だが、 

题 迸の 歌と して I ^ると 却って 面白い。 

是貞 のみこの 家の 歌合の 歌  としゆきの 朝 E 

わが 來 つる 方 も 知られず くらぶ 山 木々 の 木 葉の 散りと まが ふに 

国 0 くらぶ 山 春 上 「梃の 花 匂 ふ 春へ は」 の 條に旣 出。 o 散りと まが ふに 散りと 散り 紛 ふの 略。^ は^しく 散 

り 粉 ふこと o 

大意 ゆく 先 は 無論、 今 自分が 通って 來た方 も わからぬ わ、 只で もこの 喑 いとい ふ 名の 喑部 山の、 木 どもの 葉が 

頻に 散り 紛 ふので サ。 

秋跃下  三 六 五 
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1 落葉の 盛りに、 たまく さる 山中に 行き 迷った 趣 を、 木の葉の 散る によって 誇張した。 山の 名の 「くらぶ」 の 

聯想が、 旣に初 二 句に 響いて、 覺 束ない 氣 持が ある。 これ この 作者の 慣手。 


二 句、 古本に 道 も しられす と あるの を 眞淵は 勃した が、 ことが 狹ぃ。 叉 三 四の 句、 家集に はくら ま 山 やまの 木 


の 葉のと ある。 

た にみ ね 

神な ひのみむ ろの 山 を あき 行けば 錦た ちきる こ 、ち こそ すれ 

1 0 たちきる 裁ち 着る の 怠。 契 沖が、 立ち 着る の 意と 見た の はいかぶ。 伹 「裁ち」 は 熟語と して 添った のみで、 

主意 は 「着る」 の 方に ある。 

大意 この 祌南備 の 三 室の 山 を、 秋の 頃 通る と、 紅葉が 散り か、 つて、 錦 を 着物に して 着る 心 持が する わ。 

1 官 卑しく 祿匱 しい 流石の 忠 SI. も、 今日ば かり は 引き 換 へた 紅葉の 錦 衣に、 いかに 心驕 りした 事で あらう。 想 

は 平凡 だが、 作者の 人柄に 惹 かれて、 を かしく も 聞え る。 


三 句、 六帖 及び 家集に 分け 行けば と ある。 

北山に もみ ぢを しむと てま かれり ける fr によめ る 

貫  之 

見る 人 もなくて 散りぬ るお く 山の もみ ぢは よる の 錦な りけ り 


i  o 北山に 云々 北山 は、 京都の 北部、 葛 野 郡 衣笠 山 以北の 山地 をい ふ •」 「もみ. ち をし む」 は、 紅葉 を 愛 黄す る 

意で、 その 散る を 惜む意 も、 おの づ から 含まれて ゐ る。 これ を理 りなし として、 古本に もみ ぢ 折ら！： と あ 

るに、 眞淵、 穴^の 從 つたの はいか"。 折らう といって 出掛ける、 そんな 殺風景な 事 は 今の 人で もしない。 0 お 

く 山 奥山 は 深山 をい ふ。 端山の 對語。 0 よるの 錦 如何に 美しい 錦で も、 夜 は 文目の 分からぬ から、 物の詮 

の 無い のにい ふ IS 喩 である。 史記、 項 羽 本紀に 「富貴 不 1 歸 -故鄉 一如 n 衣 x 繡夜行 T 誰 知レ之 者。」 と あるに 本づ く。 

又お. 記の、 朱 買臣傳 にも ある。 支那の 古諺で ある。 

大意 格別 見事に 錦の やうに n 儿ぇ ながら、 誰れ 赏翫 する 者 も 無くて 散って しま ふ、 この 奥山の 紅葉 は、 全く 喩に 

いふ 夜の 錦であった わい。 

1 典故 を湊 合した 夜の 錦の 隱喩、 親 貼 を 極めて ゐる。 況ゃ衣 錦 夜行の^ を、 僅 々「夜の 錦」 の數 語に いひ 取った 

造 句の 簡淨 さ、 凡手の 到底 眞似 も出來 ない 所で ある。 「おく 山の 紅葉 は」 も、 都 近い 紅葉の 心 ある 人々 に、 やに 力 

ぎと 赏翫 される のに 反映して、 無 sjET: の 感慨 を 含む，」 想 ふに 或は 寓意の 作 か。 わが 大才を 抱きながら、 陸 沈して 

朽ち果て、 しま ふこと を 慷慨し、 自ら 奥山の 紅葉に 擬 して、 その 幾微を 洩らした ので は あるまい か。 

秋のう た  ，  かねみ の 王.， 

立田姬 たむ くる 神の あれば こそ 秋の 木の葉の ぬ さと 散 るら め 

i  o 秋のう た 契 沖い ふ、 「この 下に、 とてよ める の 五 文字 落ちた る歟」 と。 さもと 思 はれる。 o 立 W 姬 立 W 

の 社 はしな っ彥、 しなと ベの 神の、 男 神 女神 を祀 つて ある 故に、 その 男 神 を^ 田彥、 女神 を 立 田 姬と稱 へる。 

秋跃下  一一 一六 七 
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もと 風の 神な の を、 後世 秋の 神と する こと は、 奈 良の 京 を 中心として、 その 西の方 角に 立 田は當 るので、 西 を 

秋に 配す る 易 や、 纖 維の 學に侬 つて、 立 田姬を 秋の 祌 として、 春の 神 佐 保 姬に對 した。 「立 田 を 紅葉の 名所と 

したから、 其處 にお はする 神な ので 立 田姬を 秋の 神と した」 とい ふ舊說 では、 佐 保姬の 解說が 付かなくなる oo 

たむ くる 祌 手 向す る 神の 意で、 昔 は 旅に 出る と、 こ、 かしこの 道の 神に、 幣を捧 ゆる 習惯 であった。 道の 神 

は 道の なか 1 ちの 神、 又くな どの 神と も、 さへの 神と もい ふ。 支那の 道祖神に 似て ゐる。 0 ぬ さ 幣ぉ。 みて ぐ 

ら とも、 にぎて ともい ふ。 いにしへ は 絹布の 長き ま、 を 用 ひたが、 後に は 五色の 絹 を 細かに 切って 袋に 入れた 

の を携帶 して、 神前 毎に 撒き散らして 手 向ける 事と なつ. UC されば 幣に は、 散る が綠 語で ある。 

大意 文 旧姬は 秋の 神 だが、 それすら 暮れて 行かれる 折に は、 お 手 向けな さる 道の 神樣が あるから こそ、 この 

やうに、 御自身お 染めな された 秋の 木の葉が、 手 向の 幣の やうに 散る ので あらう。 

1 木^の 飄零 する さま を 兌て、 五色の 切幣を 聯想し、 さて 暮れて 行く 秋の t 神の 旅 を 想像した の は、 頗る 面白 

い。 更に その 女神に も猶手 向ける 神樣の ある ことに 想到した の は、 所謂 奇想天^: より 落つ る もの。 

小 野と いふと ころに 住み 侍りけ る 時、 紅 葉 を 見て よめる 

つら ゆ さ，/ 

秋の 山 紅葉 をぬ さとた むくれば 住む われさ へ ぞ旅 ごこち する 

1〇 小 野 京都の 北に ある 山里。 伹三 箇所 ある。 今の 葛 野 郡 元 杉 坂 村、 これ 古の 小野庄 である。 叉 愛宕 郡 高 野 

村と、 同 郡 小 野 巾と にある。 眞 淵の 說に 「古本に 『紅葉 を 見て』 の 五 文字な きをよ しとす。 二の 集の 詞 書に は、 


歌と かよ はせ て 紅 菜. と 書かぬ 例、 上に も 下に も 類 多く 見 ゆ」 と ある C 

大意 秋の 出で は、 ^も 旅人が 道の 神に、 道々 幣を 散らして 手 向けて 行く やうに、 風が 紅^ を 散らして 山の 祌に 

手 向ける 故に、 此處に 住む 自分まで が、 どうやら 旅の 心 持が する わい。 

1 想 ふに 作者の 小 野に 住んだ の は、 一 時の 假 住居であった らう。 さて は 外界の 緣に 觸れて は、 旅心 地 もされ や 

うで はない か。 折し も 暮秋 風 廻って、 木 葉繽紛 とする 其の 狀が、 さながら 切 幣を馓 き 散らした^ とすると、 思 

はす、 「住む われさへ ぞ旅 心地す る」 と 歌 はれ もしよ ラ。 伹切幣 を 手 向く る 習 惯は 今は廢 つたから、 以下 S 歌 ど 

も 皆切實 な簠感 を、 聽 者に 起させる こと は、 や、 闲難 である。 

神な ひ 山 を 過ぎて、 立 田 川 を わたりけ る 時 に、 紅 葉 の 流れ 

ける をよ める  ^力 やぶ 

神な ひの 山 を 過ぎ行く 秋 なれば たつ 田 川に ぞぬ さはた むくる 

1 o 神な ひ 山 を 過ぎて 貫 之 木に 越^ 過^てと あるの が 優って ゐ る。 「神な ひ 山」 は 上 出。 

大意 f ) れ から 神 南 備山を 暮れて 過ぎ行く 秋な ので、 先づ山 口の この. N 田 川に サ、 あれ あの やうに 紅 は 手 

向ける わ。 

園 上に もい つた 如く、 この 立 田 川 は 神 南 備山を 半周して 流れて ゐる。 作者 は、 神^ 備山を 越えて、 立 m 川の ゆ^ 

に 出ろ と、 こゝに は、 义 紅葉が 波に 浮いて 流れて るる。 そこで、 先刻，：：： 身が 神 南 煸の祌 に幣を 手 向けて 來た事 

ん」 思 ひ 出して、 川の 紅葉 を、 神 南 瞌山を 越え 行く 秋が 手 向けた 幣と見 成した。 つまり 作者 は 祌ぉ備 山 を 東へ 越 
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え、 行き 違 ひに 秋 は 西へ 越える ものと してす-案した、 往時の 旅行者の 感じさうな 興趣で、 秋の 擬人が この 生命 

である。 落葉の 意 を 一首に めぐらして、 その 語 を 遣した のは實 景に讓 つた ものである。 


寛 平の. 御 時き さい の宮の 歌合の 歌 

白 なみに 秋の 木の葉の うかべ る を あまの 流せる 舟 かと ぞ 見る 

1 0 あま 海 村の 生活 者 を總稱 してい ふ。 O 流せる 漂流 させた の 意。 下の 十九 卷の 伊勢の 長歌に も 「年へ て. 

住みし 伊勢の あまも 舟 流した る 心ち して」 と ある。  - 

大意 白浪の 上に、 この 節の 木の葉の 散り 浮いた の を、 漁 人の 海に 流した、 小舟 かしらと サ思 ふわ。 

1 土 佐 日記に、  、  J 

みな 人々 の 船出 づ。 これ を 見れば、 春の 海に 秋の 木の葉し も 散れる やうに ぞ ありけ る。 

など、 舟 を 落葉に 藝へ る こと は常套 でも あり、 自然で も あるが、 落葉 を 舟に 譬へ る こと は、 纖 細な 詩境で あ 

る。 「白波に」 は その 荒び た 狀を拈 出して、 下句に 海上の 難船 を 聯想す る襯染 とした。 場處は 早瀬の 水で、 も あ 

らう o 

寬平 歌合、 新撰 萬 葉に、 三 句 &4へ|^^、 結句 舟に ざり ける と ある o 六帖に は、 結句 舟 かと ぞ思 ふと ある。 

たつ 田 川の ほとりに てよ める  坂 上. 是則 

もみ ぢ 葉の 流れ ざり せば たつ 田 川 水の 秋 をば たれ か 知ら まし 


1 0 水の 秋 水に ある 秋の 怠。 

大意 水と いふ 物 は、 何時も S じ 色 だから、 若し この やうに 水の 赤くなる 紅葉の、 流れす にあり もす るなら ば、 

， J の 立 E 川の 水に ある 秋 をば、 誰が 知らう ぞ 誰れ も 知り はすまい。 

園 聯想の 上から、 水に も养 秋の ある ものと する は、 例の 手段で、 卽ち物 名の 部に、 

浪の 花お きから さきに 散りく めり 水の 春と は 風 やな すらむ 

と ある 伊勢の 歌の 儔で ある。 紅筇の 流れる ので、 はじめて 水の 秋 をば 知る とい ふ 意 を 逆お して、 婉曲の 味 を も 

たしめ ようとした。 その わざと 奇 巧を覔 めた 處は、 夙く 金 葉、 詞華ニ 集の 風 を 啓いた とい はれよう。 を 

占めて 和諧。 

志賀の 山 越に てよ める  春逍 列樹 

山川に 風の かけた るし がらみ は 流れ も あへ ぬ 紅葉な りけ り 

1 〇 かけた る 造り かけた の 意。 o しがら み 水流 を 堰く爲 に、 材を 連ね 立て 、 潢 に竹柴 など を 搦み附 けた 物 

をい ふ。 0 流れ も あへ ぬ 流れ もお ほせぬ の 意。 

大意 この 山川に、 風の 斿 へた 柵 は、 外で も 無い、 瀨々 の處々 に 流れ もま あお ほせす、 水を堰 いて 居る 落 焚で あ 

つたわい。 

1 旣に 落^の 山川の 瀨々 に^った 狀を 栅に餮 喩 したの を、 又 「風の かけた る」 と 擬人した の は、 巧 中の 巧 を 求 

めた る も S である" 木の 菜な りけ りと いはす、 「紅葉な りけ り」 といった の は、 川 水に 對 する 色彩 を點 出した の 
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である。 北 白 川の 上方、 近 江に 通 ふ 志賀山 越の 溪 水が、 玉 を 蹴って 流れる 處、 奇ぉ 怪石の^ を、 紅葉の 點 綴し. 

た 光景が、 ありく と 見える。 聲調 もお のづ から 爽快で ある。 

池の ほとりに て、 紅 葉の 散る をよ める  み つ ね 

風 ふけば お つる もみ ぢ葉 水き よみ 散らぬ 影 さ へ 底に 見えつ 、 

大意 虱が 吹く と 誘 はれて 落ちる 紅葉が、 池の 上に 浮いて 見える ばかり か、 水の 淸 さに、 まだ 散らぬ 梢の 紅葉の 

影まで が、 底に 映って 見えく して、 面白い 事よ。 

i 最初 は 梢の 紅葉の 色の 深さに 目が とまり、 次に は 風に 任せて 打ち 散る 紅葉の 行方 を迎 つて、 測らす 池 水の 淸 

さに 驚き、 さて さやかな 梢の 影 を 水底に 見出した 趣向で ある。 すこし 混雜 した 感じが して、 作者の 他怍に 類し 

ない。 又 「つ、」 の 用法 も 正格で ない。 古今 傳授を 云爲 した 者、 これ を 「力 ありて 見過ぐ すべから す」 といった 

の は 曲解で ある。 

亭子院 の御屛 風の 繪 に、 川 渡らむ とする 人 の、 紅 葉 の 散 

る 木の もと に、 馬 を ひかへ て 立てる をよ ませ 給 ひけれ 

ば、： id うま つりけ る 

たちどまり 見て を 渡らむ もみ ぢ葉は 雨. と 降る とも 水 はま さら じ 

1 0 亭子院 云々 宇多 上皇が その 御所 亭子院 の 御屛臧 の繪を 題に して、 躬恒の 歌 を 召された ので、 詠んで さし 


あけた ので ある C 亭子院 は、 春 下 「見ろ 人 もな き 山里の」 の 條に旣 出 C 「馬 を ひかへ て 立てる」 に、 ^を 乘 り^る i 

一  てす-つ てるる こと C 〇^ て を 「を」 は 欸辭。 

大意 先づ 立ち止まって、 あの 紅葉の 散る 景色 を^て サ、 この 川 を 渡らう ぞ、 眞の 雨なら ば猶豫 して は 居られぬ 

が， 紅 菜 は 散って 雨の やうに 如何 ほど 降る とても、 二の 川の 水 は增り はすまい と 思へ ぱサ。 

1 淺 川の ほとり、 ^を^へ て 紅葉の 散る を 見る、 その 光景 は 頗る 詩的 だ" ，§ ち畫中 S 人物の 抱くべき；^ 的 観^ 

を假 想して、 に 有聲の 突 を 添へ.； r はけし い 落葉から 雨 を 聯想す る は常套 ながら、 「水 はま さら じ」 とまで 

想像 を 延長した その 痴氣 は、 實に 愛すべき である。 題畫の 歌と して は、 洵に 上乗の 作と 思 はれる。 公任が 九：： § 

に、 これ を 中の 上に 据 ゑて、 「心 詞滯ら すして 面白き なり」 と 評した の は允當 C 

|ー  是貞 のみこの 家の 歌合の 歌  たどみ ね 

一 山 田 もる 秋の かりほに おくつ ゆ はいな お ほせ 鳥の 淚な りけ り 

,■  カリ ィホ 

01 出 出 もる 「もる」 は 守る の 意。 o かりほ 假 庵の 約。 狄 の^の 稻を、 烏默に 荒させ まいと 守 乙^の 居る，^,.：;,: 

をい ふ。 〇 いなお ほせ 鳥 秋 上の 「わが 門に いなお ほせ 鳥の」 の 條參看 G 

大意 山の 出の 番をする 秋の 假 小屋に、 この やうに 置く 露 は、 この あたりに 來て 鳴く、 いなお ほせ 鳥 S 淚で あつ 

こ f\ ゝ C 

m 假盧の あたり、 白露の 穰々 たるの を 見て、 いなお ほせ 鳥の 淚を忍 ひ^った の は、 以て この 烏の 雁鸫 

の、 秋の 渡り鳥で ある 事が 知られ、 以て この 鳥の、 いかに 繁く 鳴き 騷ぃ だかか^ はれる： 鳴く につけて 淚を聯 

秋耿下  三 七； 二 
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想す る は、 例の 事で ある。  ， 

結句、 新撰 萬 葉に 澗 なるべし と あるが、 却って 詩 味が 局 促す る。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

穗 にも 出ぬ 山 田 を もる と ふぢ ごろ も稻 葉の 露に 濡れぬ 日 はなし 

1 0 秘 にも 出ぬ 稻秘の 秀でぬ をい ふ。 「も」 の辭、 語調が 强 いから、 さへ もの 意に 聞き取られる。 o ふぢ 衣 

藤 葛の 皮の 繊維で 織った 衣。 今の 葛布に 同じい。 古へ は、 山 住な どして ゐる賤 者の 服であった。 又 喪服の 稱と 

もす る。 

大意 まだ 徳 にさへ も 出ぬ 山 田を番 するとて、 稻の 葉の 露に、 藤 衣の 濡れぬ 日と て は 一 日 も 無い わ。 

1 ，^呼辛氣 な ことよの 餘 意が ある。 漶に 出ぬ 閒 すら 旣 にかう だとす ると、 やがて 穗に 出で て、 實 つて、 さて 刈 

り收 める までの 艱辛 は、 どんな もの だら うと 想 ひやる と、 この 田夫の 述懷、 世に 同情 を^せ ない ものと て は あ 

るまい。 歌の 風格 も、 古 調を帶 びて ゐる。 

初 句、 季吟 木に §IT^3 と ある。 叉 結句、 貫 之 本に ぬ 夜 はな U と ある。 山 田 を 守る も 露の 置く も、 夜 を 

主と する から、 夜 はの 方、 呼應の 妙が ある やうに 思った が、 よく 考へ ると、 却って 事が 狹 い。 又 古本に は、 この 歌 

の 次に、 前の 「山 田 もる 秋の 假 庵の 云々」 の 歌を舉 けて ある 。この 初 一 一句の 趣に 據 ると、 從 ふべき 序次と 思 はれる C 


かれる 田に おふる ひづ ちの 穗に 出ぬ は 世 を 今更に あき 果てぬ とか 

Ei  0 ひづち 刈った 後で 再び 自生す 乙稻っ おろか 生 ひと もい ふ c  O あき 果てぬ 「あき」 は、 鉋き に 秋 を かけた。 

「ぬ」 は 現在完了の 肋 動辭。 o とか とい ふ 事 かの 略。 

大意 刈った m に 又も 生える ひづ ちが、 一向 漶に 出な いのは、 今と なって は 時節の 秋 もはや^て たし、 この 世の 

中 をもう 飽き 果てた とい ふ 事で あらう かしらぬ。 

0 一  =- は 生 ひ 立ちながら. 遂に 穗に 出ないで えむ ひづち を怪ん で、^ を 飽き 果てた のかと いへ る 擬人の 想像 は、 

蓋し この 薆き世 を 鉋き 朵て 、 、 出身の 素 念を斷 つた 人な どの 寄せた 感懐で あらう。 

北 山 に、 僭 正遍昭 と、 茸 狩に まかれり ける によめ る 

そせい 法師 

もみ ぢ葉は 袖に こき いれても て 出な む 秋 は 限りと 見む 人の ため 

1 0 北山に 云々 古本に は 「佾 正遍眧 と」 の 五 文字がない。 家集の 詞書 にも 「北山に 松葺 とりに まかりたり ける 

に」 と ある。 o こき いれて 「こき」 は搔き 落す こと。 すごく に 同じい。 〇 もて 出な む 持って 出で ようの 意。 

「なむ」 は 希望の 辭 ではない。 

大意 こ S 梢の 紅葉 は、 自分の 袖へ こき 人れ て、 持って 注って 土產 にしよう ぞ、 こ、 らに來 て！ ^すに、 秋は最 や 

仕舞 ひだと m-o ふ 人 S 爲に サ。 

1 紅筇を 袖に こき 人れ るの は、 逸 興 ある 所作 だか、 旣に萬 築 集に、 

秋 K 下  三 七 五 
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ひきよ-ちて 折らば 散る ベ く 梅の 花 袖に こきれ つし まばし むと も (卷 八) 

時鳥な く はぶきに も 散りぬ ベ し 袖に f ) きれつ 藤な みの 花  (卷 十九) 

と あるから 珍しく はない。 「出な む」 が 眼目で ある。 この 一 句に よって、 山中に 現在 入り 立って ゐる 趣が 見え 

る 。京 附近の 紅葉 は、 旣に 空しい 枝の みとな つた 頃と すると、 秋の しるしと して 見るべき 物 もない から 、「秋 は 

限り」 と 思 ふの は 固よりの 事、 作者 自身 も、 全く さう 思った 一 人であった らう。 たまく 北山 逯に、 f 斗^の 勝 

遊.^ 試みた 所が、 測らす 紅葉の なほ 盛りな のに 出會 つて、 いざ これ を家產 にして、 山に は 秋の 殘 つて ゐる事 を、 

都人 等に 知らせようと 興に 人った の は、 いかに 作者 自身が、 この 紅葉の 盛り を 意外と 感じた かが 想 見され る。 

春 上 同人の 歌、 

见 て のみや 人に 語らむ さく ら 花手每 に 折り て家づ とに せむ 

は その 興趣と いひ、 構想と いひ、 ほ V 同調の 作で ある。 この 他、 春 興 を 憶うて は、 「思 ふ どち 春の 山べ にう ち 群 

れて」 と 歌 ひ、 大和撫子 を 見て は、 「我れ のみや あはれ と 思 はむ」 と 歎き、 躑躅 を 見て は 、「思 ふ どち 折りて 暮ら 

さむ」 と 希 ふな ど、 人と 娛 樂を頒 つて 俱に天 與の恩 光に 浴したい のが、 この 作者の 特想 である。 蕖れは 葷に理 

想と して 希望と して、 これ を稱 道した のみで はない。 事實に 於いて それ を踐 行した。 卽ち 渠れの 交際 は汎 交で、 

上 は 宇多 上皇より、 下 は 1 乙^ 坊主の 輩に 至って ゐる。 會友を 喜び、 會 談を娛 み、 會飮を 解し、 山野の 同 遊を以 

て 唯一 の 性 命と してる る やうで ある。 その 動もすれば、 狷介獨 立、 世と 忤 ふの をえ らい 事と する 野 狐禪の 境涯 

を 出 離して ゐる 所以 は、 旣に春 上 「思 ふ どち 春の 山べ に」 の 歌の 條で、 論じて おいた。 

初， T、 新撰 和歌、 」 ハ帖 にも— みお 蒸お と ある。 四 句、 古本に 秋^^、 三 句、 打聽 本に^ P3, おびと あるつ 


宽 平の 御 時？ ふ る き 歌 奉 れ」 と お ほせられ ければ 「立 田 川 も 

み ぢ葉流 る」 と い ふ 歌 を 書き て、 そ のおな じ 心 をよ めり け 

る  おき 力せ 

み 山より 落ちく る 水の ぃろ兑 てぞ秋 はかぎ りと 思 ひしり ぬる 

1 0 宽： 牛の 御 時 云々 宇多 帝の 御世に、 古歌 奉れとの 仰のあった 時、 上に 見えた、 「立 m 川 もみ ぢ荧 流る 神な ひ 

のみ 审 一の 山に 時雨 降る らし」 の 歌 を 書いて、 それに 同 趣向の 歌 を 詠み 加へ て 奉った との 意。 

大意 まだ 秋が 殘 つて 居らう と 思った その 深山から、 散 紅葉の 流れて 來る 水の 色 を 見て サ、 さて はもう いよいよ 

秋 は 仕舞 ひだな、 と 思 ひ 知った わ。 

1 那 あたり、 ) そ 散り 盡 したれ、 深山の 方に はま. た 秋 をと > めて、 紅葉の ある 事と 思って ゐた 趣、 「ぞ」 の辭と 「は」 

の辭と S 應接 によって 聞き 知られる。 紅葉の 語 を 着けないで 廻 護した の を、 一 ふしと する が、^ 味饒 かで なく、 

とても かの 「立 m 川 もみ ぢ葉 流る」 の 什に 配す るに 足らない。 「名歌に 返歌な し」 の 諺の 通り、 唱和な どは捋 へれ 

ば、 却って^かった もの を。 

二；？、 六帖 におち くる と ある C 

秋の はつる 心 を、 立 田 川に 思 ひやり てよ める 

つら ゆ き 

秋^ 下  三 七 七 


古今 和歌 集卷 第五  三 七 八 

年毎に もみ ぢ 葉な がすた つ 田 川み なと や 秋のと まりな るら む 

1 0 秋の はつる 云々 立 田 川 を 想像して、 暮秋 盡の意 を 詠める との 意。 0 とまり 泊 舟の 繫る處 をい ふ。 

大意 毎年々々 紅葉 を 流し 下す 立 田 川の 川下の 湊 がサ、 あの 暮れて 行く 秋の 泊り 處 であらう か。 

1 湊は kn 船の 泊る 處 なので • 紅葉の 流 下によ つて、 立 田 川の 湊は 秋の 泊 だら うとの 想像 は、 甚だ 巧 趣が ある。 

上なる 「もみ ぢ 葉の 流れて とまる 湊に は」 の 歌に 似通った 所 も あるが、 六帖 に、 

もみ ぢ 葉の 流れて よどむ 湊を， ぞくれ 行く 秋のと まりと はする 

は 殊に 頹忠 類型で ある。 徂 ffl 語 は  一 & 5 の 洗煉 を經 てるる。 「ながす」 は、 舟 や 筏 を 流し 下す 趣に 聞え て、 湊、 或 

は 泊の^ に 打ち合 ひ、 例の 細やかな 叙 法で ある。 舌音、 及び ァ 韻の 語の 多 いのは、 勁く 花やかな 聲調を 成す 所 

以と思 はれる。 

長月 のつご もりの 日、 大 堪 にて よめる 

夕 づく夜 を ぐら の 山に 鳴く 鹿の 聲 のうちに や 秋は暮 るら む 

i  o 長月の 云々 「長月」 は、 陰 I, 曰の 九月の 異名。 夜長 月の 略 かとい ふ。 「つ ごもり の 日」 は 晦日。 「大 堰」 は 京都 

府下 葛 野 郡 嵐 山の 麓 を 流れる 大堠 川に 沿うた 里の 名。 小 倉 山 は その 北岸に 當る。 0 夕 づく夜 夕 就 夜の 義で、 

夕方になる ふい ふ。 故に 小 闇き 意 をい ひかけ て、 小 倉 山の 枕詞に 使 ふ。 「づ く」 は、 月の 意で ない 事 は、 朝づく 

夜、 夕づく 日、 秋 づけば の 語 を 思 ひ 合 はすれば わからう。 さて 「夕 づく夜 小 倉の 山」 と續 いた 例 は 萬 葉 集に ある 

が、 それ は 大和の 立 田の 小 倉 山で ある。 


大意 あの 小  <15出 に 鳴く 鹿の 聲の する うちに サ、 秋 はもう 暮れる ことで あらう か。 

團 蕭條 たる 山 本の 里に、 物悲しい 夕闇 を傳 うて、 曳聲に 鹿の 鳴く 音の 聞え てく る、 いかに 遊子の 悲を 催す こと 

であらう。 こ、 にへ r 遊子と いった。 この 時代で は 都から 出て、 嵐 山 や 交野 邊 ぐらる を 歩いても、 旅であった。 

この 氣 分で、 この 歌の 味 ひ を曉ら なければ ならぬ。 況 やそれ が 九月盡 の當 日と きて は、 溜る もので はない C 又 

r 聲 のうちに 秋 慕 る」 とい ふに、 秋の 果の 九月 盡の その 日 も、 早暮 方にまで おし 詰まって、 殘餘の 秋の 幾ば くも 

ない 趣 をい ひ 現 はし、 秋の いと V 惜 まれる 所以 を 構成して ゐる。 家集に ある、 

くれぬ とてな かすな りぬ る鶯 のこ ゑのう ちに や 春の へ ぬらむ 

は その 初 稿で、 更に 推敲され て 今の 歌と はなった ので あらう。 想 は 淸警、 措辭は 3! 密、 調 は 流暢で ある。 

同じつ ごもり の 日よ める  み つ ね 

逍 しらば たづね も 行かむ もみ ぢ葉 をぬ さと 手 向けて 秋 はい にけ り 

大意 ぇゝ^ を 知らうなら、 跡 追って 尋ねても 行かうよ、 散 紅葉 を 道の 神へ 幣のゃ 5 に 手 向けて、 秋 は 旅 文して 

去って しまった わい C 

_1 しかし を 知らぬ から、 あとの 追 ひやう もない の餘 意が ある。 秋 を 擬人して、 その 暮れ行く を 旅立つ ものと 

看な し、 さて 人の 別 を 惜む情 を、 秋の 別に 擬 した。 人の 別 はな ほ 道が 分明 だが、 秋の 別と なって は かわから 

ぬ C その 惜 まれる 所以 は 偶然で ない。 巧を覔 めて 絨 弱の 弊がない のが、 この 作者の 埴^で あらう。 伹春 上の、 

素性の 歌、 

秋 欲 下  三 七 九 
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花 散らす 風の やどり は 誰れ か 知る われに をし へ よ 行きて 恨みむ 

と 構想が 似寄って、 曲折 自在 は 彼れ にあり、 歌の 位 はこれ が 勝って ゐる。 どちらが 先に 詠まれた もの か 


古本に 二 句 たづね もい なむと ある は、 結句に さしあって るる。 又 同じ 本に、 結句 秋 はい ぬめりと ある 

帖に、 下句ぬ—^ け ぬ^ J もと ある は、 調が 舒陽 でない。 


古今 和歌 集 卷第六 ， 

冬 歌 

題 しらず  よみ 人 しらず 

たつ 田が は 錦お りかく かみな 月し ぐれの 雨 をた てぬきに して  ： 

1 〇 おり かく 織り 懇 く。 伹、 懸 くに 重い 意の ない 事 は、 舂上 「あ を 柳の 絲 よりかく る 春し もぞ」 の條 にいった。 

o かみな； 陰 1 口. ー 月の 異名。 

大意 立 田 川が、 紅葉の 錦 を 織り かける わ、 神無月の この 節 降る 時雨の 雨 を、 竪 橫の絲 にして サ。 

1 上の 秋ド の、 

たつ m 川 も みぢ^ 流る 神な ひの 三 室の 山に しぐれ 降る らし 

と 同一の 詩境で、 伹 これ は 眼前に 時雨 を 見、 紅葉の 散り 浮く を 見た もの だ。 紅椠を 錦と 啓^した 綠 によって、 

^雨 を そ の^緯の絲 と^ 做した。 尤も 雨脚 を 絲に謦 へる こと は、 漢詩に も 例 ある 事で、 秋 下、 

霜の たて 露の ぬき、 -そ よわから し 山のに しきの 織れば かつ 散る 

などの 構想 も、 これと 似通った 巧 だか、 一 段 格調が 高くて、 織 細の 奘の ない のが 嬉しい。 又、 モ 3 實 況に讓 つ 
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て、 紅葉の 一 語 を 着けな いのも、 この 歌の 餘情 ある 一 因と して 數へ られ よう。 

初 句、 新撰 和歌、 及び 六 帖に立 田 山、 家 持 集に と ある はいかく) 山の 錦 を 時雨の 織り かける 頃、 卽ち紅 

薬の 色付く 頃 は、 寧ろ 長月が ふさ はしから う。 神無月で は 季節 後れ だから、 山の 紅葉 は 盛り 旣に 過ぎて、 最早 

落葉して ゐる頃 だら う。 されば 本文の ま、 に、 t 田 川の 落葉の 趣が 妥當 である。 又 家 持 集 は 後人の 僞撰 だから、 

これによ つて 家 持の 歌と 心得て はならぬ。 又 或 書に、 延 喜の 御製と ある も妄 りで ある。 それ は 新 古今 集の 序に、 

「抑、 於 二 古今 一 者、 不レ載 二 常 代 之 御製 こと 見えて るるで はない か。 

冬の 歌と てよ める  源宗于 朝臣 

山里 は冬ぞ さびし さまさり ける 人め も 草 も かれぬ とお もへ ば 

， ，  力  力  トホザ 刃 

0  0 人め 人の^る 目 をい ふ。 「め」 は 見えの 約。 0 かれぬ 枯れに、 離れ を 寄せた。 離る ゝ は、 遠 離るな どの 

サカ 

離る と 同じい C 

大意 山家 は、 冬が サ 取り分け 寂し さが 增る わい、 今まで はた まくながら も 見えた 人目 も 離れ、 草 も 枯れて し 

まふと 思へ ば サ。 

0 幽閑 寂寥 は 山家の 常ながら、 尙春は 花、 夏 は 時鳥、 卯 花、 秋 は 鹿、 紅葉な どに つけつ、、 稀に は 都人の 音信 

れる事 もあって、 寂しい 中に も、 自然 賑 はしい 點も あつたの を、 冬と なっての 山家 は、 はかない 小 草まで も枯 

れ 渡って、 人の 訪ねて くる 種 は ひもない ので、 全く 世に 超えた 寂し さで ある。 さて、 草の 枯れる は何處 でも あ 

る 事 だが、 人目の 離れる の は 山家に 限る 事な ので T 人目」 が 主眼の 語で ある。 結句の 「おもへば」 を、 宣 長が、 「只、 


枯れ ぬればと いふに 同じく、 思 ふに 意味な し」 といった の は 甚だ 粗い。 これ は 只 その 遣 ひなし が哨ま h いだ ナで、 

意味の ない ので は 決してない。 辭 句の 彫琢 はや、 見られる。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

お ほ 空の 月の ひかりしき よければ 影 見し 水 ぞまづ こほりけ る 

1 o きょければ 古本 幷に 新撰 萬 葉、 六帖、 朗詠 等に、 さむけれ ばと あるに 據 つて 穆 した。 

大意 この 大空の 月の 光が サ大蜃 寒い から、 嘗て 月影 を 映して 見た 水が サ、 他の 水より は 一 番 iy: 氷った つ、。 

1 大空の 色 は玄く 澄み、 月の 光 は 氷と 冴えた 冬の 夜、 遣 水な どの 今 は 氷って るるの を 見ての 作 だら う。 さう し 

た^い 夜 は、 何 處の水 とても 氷らな いのは 無い が、 そんな 理窟 を 放 下して、 眾に 目前の 實 境に 卽 した 感興の ま 

まに、 月 を 映した 水が、 流石に 一番に 氷った わと いふ。 極めて 只 ありの ま、 の 作で ある。 これ を^^ は^」，) 

り眞 淵、 宣長、 景樹等 を 始めて 皆、 

昨夜の 空の 月が きつく 冴えた 故に、 その 影 を 見た 水が サ、 今朝 は あれ あの やうに、 

の^に 鮮 いたの は贊 成し 難い。 何で 月の 光を咋 夜のと 定めた のか。 isA かりげ が？ はな ど、 過去に いったなら 知ら 

す、 ^ければ と あるで はない か。 歌 は 月の 光と 氷れる 水と 相須 つて、 凛 乎た る 霜氣が 骨に 微 つて、 ^いやう に 

^える C 
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夕され ぱ ころも 手 さむし みよし 野の 吉 野の 山に み 雪 ふるら し 

1 0 夕され ば 夕べに なれば の 意。 萬 葉 集に 夕 去 者と あるが、 去 は 借 字で ある。 o み 雪 「み」 は 美薛。 深雪と 

書く はこれ も 借 字。 

大意 夕方に なると、 袖の あたりが 格別 寒い、 これで は あの 三吉 野の 吉 野の 山に、 きっと 雪が 降る らしい わ。 

0 初 句 「夕され ば」 の 句、 カ强く 聞え るので、 晝の間 はさ もなかつ たがの 餘意を 生す る。 日の 暮れぐ から、 何 

となく 底 冷して、 働く 手許の 寒さ を覺 える につけて、 この 分で は、 かの 氣疎 ゆな 高山の 吉 野の 山 はと 思 ひ 遣つ 

たの は、 吾人が 日常の 應對 にも、 K 「宵 は 大餍冷 ヱ マ スナ、 多分 遠山 ハ雪デ セゥ」 など 語る と 同 想で ある。 萬 葉 

集卷 十に、 

ゆ ふされば 衣手 さむし 高ま どの 山の 木 毎に 雪ぞ 降りた る 

降雪 を 現在に 看た のと、 想像した のとの 差別が あるば かりで、 大體は 同調ながら、 高 圓は吉 野 ほど は 寒くない 

土地 だから、 「夕され ば 衣手 さむし」 が 生きない。 流石に この 歌 は 自然で 實 情で、 格調 も 高古莊 重で ある。 

「み吉 野の.^ 野の 山」 は 諧調で は あるが、 或は 時代の 好 尙に惹 かれて、 撰者が 引き直し たので は あるまい か。 

集中に 同調の が 三 首 ある。 しかも この 歌 は六帖 に、 初 句 夕 ぐれば、 四 句 高き み 山に と あり。 家 持 集と いふ もの 

に は、 四 句 を 51^ —の，^ と あれ ど、 高 間 山 は 河內國 だから、 「み 吉野」 から は續け 難い。 顯 註に 「常に は 深き 野 山と 

あれ ども、 崇德院 の 御 本に も 高き の 山と 侍り」 と ある。 これ 等 を 併せてみ ると、 高き み 山 も、 高き の 山 も、 ふ 

かき 野 山 も、 皆、 たがぎ， の，^ の誤寫 から 起って、 さまん \ に 字を塡 めたら しい。 たかぎ の 山 は、 萬 葉集卷 三に、 


三吉 野の 高 城の 山に しら 雪 は 行き は V かりてた な 引ける 見 ゆ 

と 見えて、 吉野 山の 奧、 子守 神社の 左方に ある 山で、 俗に これ を 城 出と いふ。 實際 高山なる 上に、 名 稱が旣 に 

崇高の 槪念 を 表し て、 峰の 上の 雪 を 聯想す る に 尤も 綠 由が ある。 

〇  . 

いまより はつぎて 降らな む わが 宿の 薄お しなみ ふれる しら 雪 

1 〇 つぎて 引き 續 きて。 o おしなみ おしなべ の轉。 推し 靡け の 約 語。 

大意 これから は、 どうぞ 打ち 續 いて 降って もら ひたい わい、 こちの 庭の 薄 を 推し 靡かして 降って ゐる 白雪が、 

大層 面白い によって サ。 

1 下句 は 萬 葉 集の、 

め ひの 野の す 、 きおし なみ 降る 雪に 宿 かるけ ふし 悲しく 思 ほ ゆ (卷 十九) 

の 二三の 句 を その ま、 だ。 然し 主意 は 全く 違って、 萬 葉の は 旅人の 覊愁を 主と し、 これ は 自然の 感興 を 主と し 

てるる。 然も 同じ 魏の 雪で も、 め ひの 野のと、 わが 宿のと は 全く 場 處が違 ひ、 隨 つて 趣 を 殊にして 居る から、 

踏翦 とはい はれまい と 思 ふ。 羅 一重 覆った やうに 降り 布いた 雪に、 前栽の 枯 生の 薄の 靡き 伏した のが、 殊にい 

ちじる しく 見え 渡った 風情 は、 全く 面白い。 白雪と あるに、 その 色彩が 强く 印象され るの も、 この 場面で は 興 

味 を 一段と 助ける。 そんな 薄雪 だから、 すぐに も 消えさう なので、 今より は間斷 なく 降れと 希った の は、 卽ち 

今よ， ぃ間斷 なくめ では やした；， の 下心と 昆ぇ たつ わざく 巧まない 巧で、 情景 相 協った 作で ある。 ^之が、 

冬 耿  三 八 五 
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よるならば 月と も 見 まし わが 宿の 庭し ろた へ に ふりしけ る 雪 

は、 實 にこれ を 藍 本と して、 一節 を かしく は 詠み 成した が、 遙 かに 單 調で 味 ひが 淺く、 雪 を 月影と^ るの も 類 

想が 多い。 但 この 歌、 「降らな む」 と 「降れる」 と、 同 語が 重複して ゐる。 古歌に は 例 ある 事ながら 煩 はしい C 

〇 

ふる 雪 はか っぞ けぬ らし 足 引の 山の たぎつ 瀨 おとまさる なり 

1 〇 かつ 片 一 方から とい ふに 當る。 春 下 r 唉くと 見し まに かつ 散りに けり」 の條參 看。 0 けぬ 「け.」 は 消えの 

タギ 

約 語 、「ぬ」 は^ 在 完了の 助動詞。 o たぎつ 瀨 漲り 立って 流れる 激湍 をい ふ。 「たぎつ」 は 沸る と 同意の 動詞で、 

古意の 瀧と 同じい。 瀑布で はない。 

大意 山の 雪 は 積り も あ へ す、 降る 傍から サ 消えて しま ふらしい わ、 其の 證據に は、 この 谷. 川の 早瀬の 水の 音が、 

あれ 高く 鳴る わい" 

^ 山陰な どに 住む 人の 作 だら う。 屋 後の 溪聲 が、 常に 變 つて 鳴 高な ので、 降る ま > に 雪が 消える の だら うと 想 

像した。 以て 寒氣 のさの みは 烈しくない、 初 仲冬の 頃なる 事が 知れよう。 想 はさし もない が、 なほ 古 調の 面目 

が ある。 

二 句、 顯本 かつ ぞけ ぬらむ と ある は、 この 歌 體に協 はない C 結句、 六帖に さるな，^ と ある。 


こ の 川に もみ ぢ葉 ながる おく 山の 雪け の 水 ぞい まま さるら し 

， 9  ユキ ドケ  , 

0  0 雪け 雪 消えの 約で、 雪 解の こと。 淸 んで訓 む。 け を 濁る と 雪氣の 意と なる。 紛へ てはいけ ない： 

大意 この 川に つい、 ぞ 1 ぬ紅椠 の^が 流れる、 こ りやこれ、 川上の 奥山の 雪 解の 水が サ、 今增 るら しい わ。 

0 秋 歌 下なる、 

たった 川 も みぢ^ 流る 神な ひの 三む ろの 山に 時雨 ふるら し 

と 殆ど 同 想で、 八 「一 き は その 規模 を 小さく、 その 格調 を卑 くした 縮 圖の觀 が ある。 ^頤 第一 、 「この 川に」 と 打 

ち 出した の は、 驚欵 から 發 した 意 調で、 紅葉の 流れた の を 意外と 感じた 樣 子が 出て ふる。 さて その 紅槳 を、 必 

す 川上の 奧 山の 物と 見なして、 雪觯の 水に 推し 流された とする の は、 想像と して は 當然な ことで ある。 その 實 

は 途中 何處 からか 散り 込んだ 物 かも 知れない が、 必す奧 山のと 定めた の は、 卽ち 詩の 理路に 眷 せぬ 所以で ある。 

「今」 の 一 語、 輕く 看過して はならぬ。 初 句の 驚欵 に呼應 があって、 紅葉が 今 はじめて 流れ出た 趣 さへ 推定 さ 

れ るので ある。 無論 立 田 川の 歌より は、 後出の 作で ある。 

0. 

ふるさと は吉 野の 山し 近ければ ひと 日 もみ 雪 降らぬ 日 はなし 

0  o ふるさと 都址、 又は 故 京の 意。 0 し 强辭 G 

大意 この 士 口野の 古里 は、 奧 深い 吉 野の 山が サ 近いに よって、 一 日 とても、 雪の 降らぬ 日と いふ は 無い わ。 

0  士 n 野の^ 人の 作 だら う。 日本書紀、 應神 天皇の 卷に吉 野宫に 幸し、 又齊明 天皇の 卷に吉 野宮を 作られた 事が 

冬 跃  三 八 七 
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アキ ヅ 

載って るる。 い， は ゆる 秋津の 離宮で、 奈良時代の 末から は 全く 荒暧 したから、 古里と いふの は 協って るる C 仰 

も 吉野は 全部 北受の 土地で、 天武 帝の 御製に も、 「三吉 野の 耳 我の 嶺に、 時な くぞ雪 はふり ける、 ひまな く-そ 雨 

はふり ける」 と ある 如く、 その 雨 雪の 影響 を 受ける 事 は 一通りで ない。 かう した 山陰 沍 寒の 冬 景を、 ありの ま 

まに よく 詠み 得て るる。 況ゃ 「古里 は」 と 打ち あゆる からして、 人氣 遠く 物寂しい 聯想が あって、 その 日毎に 降 

る 雪 は 殊に 侘. しさう に 感ぜられる。 「ひと 日 も」 を 「降らぬ 日」 と 受けた 「日」 の 語の 反復が、 一 曆 その 意を强 くす 

る。 又み 雪 一 日 もとい ふべき 順序 を轉 倒して、 「一 日 もみ 雪」 と 四 音 三 音の 組織に したの も、 强ぃ迠 つた 感じ を 

與 へる、) 體格は 純 古とまで はいへ ない が、 素朴で 高調で ある。 

新撰 和歌に、 i 一三の 句奈 良の 都 § 近ければ と あるの は、 甚だ 謂れがない。 第一 地理 的から して 成り立たない。 

ミユキ  〜- 

叉 結句 は日ぞ なきと ある。 六帖 に、 この 歌 を 御幸の 題に 收め たの は、 四 句の 「み 雪」 をい ひかけ と 見た のたら 

うが、 全-く 據 のない 事で ある。 

わが 宿 は 雪 ふりしきて 道 もな し 踏み わけてと ふ 人し なければ 

pa  o ふりしきて 降り敷きて。 「しき」 を頻 るの 意と する は、 この 歌で は 面白くない。 O 道 も 「も」 はさへ もの 

意。 

大意 自分の 家 は、 雪が 一 面に 降り 満ちて、 行き 通 ふ 道 さへ もない わ、 それと いふ も、 この 雪 を 踏み分けて 尋ね 

て來る 人が サ無 いから サ。 


1 山里な どの 人氣の 稀な 處に 住む 人 か、 又は 侘び しれて、 世の まじら ひの 絕 えた 人 かの 作らし い。 「わ. か 宿 は 一 

と强く 出て るるので、 差別 的に 他に 對 へた 趣が ある。 卽ち 世上の 繁華な. S に は 引き 換 へて、 わが 宿 はいと V 雪 

の爲に 人の 足跡 を浥 つて、 訪 はるべき 道 さへ も なくなつ たよとの 歎息で ある。 「ふりしき」 は、 面積 を廣く かけ 

ていふ 語 だから、 何處を 見渡しても ー帶の 白皚々 で、 逍 一 つ だに ない 光景 を 想像させる。 

わが 宿 は 雪 ふりこめて 道 もな し いづこ はかと か 人のと ひこむ (新撰 萬 葉) 

わが 宿 は 雪 ふる 野べ に 道 もな し いづく を はかと 人の とがめむ (寬平 后宮 歆合) 

は 誤寫も あるら しいが、 とにかく 上句 は 似て るる。 

冬の 歌と てよ める  紀賞之 

雪 ふれば 冬 ごもり せる 草 も 木 も はるに 知られぬ 花 ぞ^きけ る 

1 0 ^ごもり 本 集の 序 註の 王 仁の 歌と いふ ものに、 「難 波津 にさく や 木の 花 冬 ごもり 今 を はるべ と-咲く や 木の 

花」 とい ひ、 父 萬 葉 集に も、 多く 春と いふ 語の 枕詞に 用 ひて ある。 冬 は閉藏 とて、 草木の 發育 をと >  めて S に 痛 

る をい ふ C 〇 せる して あるの 約。 〇 はるに 知られぬ 花 花と いふ 花 は、 春の 閼り 知らぬ はない が、 これ は 冬 

の 雪の 花な ので、 春に 知られな いので ある。 

大意 まだ 芽 も 出さす に >  冬に 籠って るる 草 も 木 も、 雪が 降る とめ づ らしく、 春の 一向 知らない 花が ザ、^, -た 

わい。 

^ 初^は 四 H に續く 格で ある C 雰 を 花に 謦 へる 例 は、 旣ニ 和漢に n 一つた. 套語 であるが、 冬の 雪 を 春に 認知され 
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ノい ない 花と 見た の はこの 歌の 特 想で、 腐 を 化して 新と した ものである。 この種の 趣向 は 作者の #意 とする 听 e、 

殊に 拾遺 集のお なじ 莨 之の 歌、 

櫻ち る 木の した 風 はさむ からで 空に 知られぬ 雪ぞ 散りけ る 

は、 これと 表裏した 一 對 同調の 作で、 恰も 双生 兒の觀 が ある。 その 描寫 こそ 反對 なれ、 春と 空と を 擬人して、 

「そらに 知られぬ 雪」、 「春に 知られぬ 花」 と 巧んだ のが、 多少 理路に わたる 感も あるが、 いかにも 氣が 利、，， て、 

語が 洗煉され て ある。 一首の 精神 またよ く 流動して、 ラ行の 音 勝に、 聲調 がうる はしい C さて この 二 首の 優劣 

をし ひて 論す ると、 樱の雪 は 兄、 雪の 花 は 弟 だら う。 

,  志 賀の山 ごえに てよ める  紀 秋み ュ 

白雪のと ころも わかず 降りし けばい は ほに も 咬く 花と こそ 見^ 

n  o わかす 差別な しに。 o いはほ 石秀の 篛。 單に 岩と いふに 同じい。 

大意 白雪が 別け隔て なしに、 平 一 面に 降る と、 草木ば かり か、 花の 咲かぬ 笞の 岩に も、 花が 唉 いたと サ思 ふわ 

P ぇ賀の 山 越 は、 上に もしば く 見えた 通り 花の 名所な ので、 聯想 上から、 今 草木 岩石の 差別な く、 薄雪の 降 

つて ゐ るの を 見て、 流石の 無心の 頑 石にまで も >  花の 唉 くと 見た のが、 この である。 但 萬葉卷 十九に、 

于時 積雪 彫, I 成 重 巖之起 7 奇巧綵 ,i 發草樹 之 花 f 云々。 

なでしこ は 秋 さく もの を 君が 家の 雪 は 岩 ほに 咬き にけ るか も 


とあって 見れば、 若 想の 先取 權は 彼れ にある。 「咬く 花」 は、 花唉 くと あるべき を、 語調の ま、 に 倒 装した ので 

ある。 I： な樹 が、 「これ は 花 を 主と したる いひ ざまに て、 草木と 同じく、 巌 にも 唉く花 ありと：： ^ゆの 意な り」 と觯 

いたの は、 ー應 尤もに 面白い が、 よく 思 ふと、 もし 花が 主なら、 三 句 は それに 顧應 する 名詞が 必要で あるから、 

降る 雪 をと か、 降り敷く 雰を とかなくて はならぬ。 「降りし けば」 では、 やはり 吹く を 主として、 怠 釋の やうに 

兄るべき 語勢で ある。 

結句、 六 帖に花 かと ぞ見 ると ある。 

奈 良の 京に まかれり ける 時 に、 宿 りけ る 所に てよ める 

坂 上是則 

み士 口野の 山の しら 雪つ もる らし ふる 里 寒くな り まさるな り 

i  o 奈 良の 京に 云々 「まかれり ける 時」 は 行って 居た 時の 意。 作者が 奈 良の 古 京に 逗留して ゐた 時に、 その 旅 

おで^んだ ものである。 r 延喜八 年 正月 任 二 大和 權少 橡？ 同 八月 廿 八日 任 二. k 和權橡 こと、 f;: 八 「集 目 錄に^ えた。 

これ はこの^ の^よりも 後の 事 だから、 それより 以前に、 大和の 目な どで 下って るた 時の 作 か C 或は 撰 進 後の 

追加 だら 5。  0 ふる 里 こ ゝは奈 良の 故 京 を さしてい つた。 

大意 こ s-m は、 あの 吉 野の 山の 雪が、 積る らしい わ、 さう と 見えて、 この 奈 良の 古里が、 ますく^く なるこ 

とよ 0 

i3 後世の 人が、 4.:n 野. E と 云へば 櫻 花 を 聯想す る やうに、 奈良時代から この^に かけて は、 士 口野. E とさへ いへば、 
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巾 深く 雪 も 亦 深い 荒 山が 聯想され たのであった。 奈良 では、 間に 塔の 峯續 きの 山が あるので、 その 山 影 すら 見 

難いが、 嚴 冬の I、 さ を 感じて は、 附近の 山々 を さしおいて、 まづ士 口野の 積雪が 思 ひ 出された ものら しい。 ラ 

行 音 多くて、 聲調 ほがらか である。 

寛 平の 御 時き さいの 宮の 歌合の 歌  籐 原 興 風 

浦ち かく ふりく る 雪 はしら 波の すゑの 检山 越す かと ぞ 見る 

11 O すゑの 松 山 今 陸 中 國ニ戶 附近に ある 波打 峠 を、 末の 松 山 だと 里 俗にい ひ傳 へて ゐる。 すゑ は 地名と 見え 

る。 日本 紀に、 山城に 陶野 あり、 和 泉に 陶邑 ある 事 見え、 又、 上 總には 周淮郡 ある を 以て 證 とされる。 顯註 に、 

能 因が 歌枕 を 引いて、 「本の 松、 中の 松、 末の 松と て、 三重に ありと 申す」 と ある は、 妄言で ある C なほ 本 集 東 

歌のう ち、 みちの く 歌に、 

君 をお きて あだし 心 を わが もた ばす ゑの 松 山 波 もこえ なむ 

の 所で 委しく いはう。 

大意 かう 海 近い 所へ 降って 來る雪 は、 景色が 面白くて、 古歌に 波の 越さぬ 處と 歌った 末の 松 山 を、 白い 波が 越 

える かと サ思 ふわ。 

-1 出 近い 海岸で、. 浦風に 吹きし かれて、 雪が 卍 字 巴と 亂れ 降る 趣が、 沖つ 波逡っ 波が 押し寄せて、 陸 を 覆った 

狀に 似た ので、 うちつけに、 白波の 山 を 越す かとい はう としたが、 端な く、 「末の 松 山 波 もこえ なむ」 の 古歌 を 

聯想して、 かの 山 を 波の 越す かと 見る と擬 へたので ある。 されば、 初 句 は 何處の 浦で もよ い。 契 沖が、 末の 松 


山 あたりの 沛と兒 たの は 泥んで るる。 巧に 典故 を湊 合した 手際 は 見える が、 何だか 作物で、 實感が 伴 はない 心 

地が する。 

二 句、 新撰 和歌に ふりしく 雪 はと ある。 又 この 歌、 拾遺 集^も 金玉 集に も 再選され て、 作者 人 丸と あるが、 無 

論 人 丸の 歌體 ではない、 この 集の 方が 正しい。 

壬生忠 岑 

みよし 野の 山の しら 雪 ふみわけて 入りに し 人の 音づれ もせぬ 

i  O 音づれ もせぬ 「音 づれ」 は 便り C 「も」 はさ へ もの 意。 「ぬ」 は 否定の 助動辭 C 

大薏 吉 野の 山の 深い 雪 を ふみ 分けて、 籠って しまった 人が、 その後 は 出て 來る どころ か 、一向に 音 づれ？ へ も 

せぬ わ。 

1 いよく 無事 だか どうか、 時節柄 所柄 ゆ ゑ 心配 だな あの 餘 意が ある。 初 二 句、 單に 「白雪」 と あるのと は 異な 

つて、 いかにも 荒 山の 深雪の 狀に 聞え、 入りに し 人の 心細 さ を映發 して ゐ る。 一 去杳 として 消息 を斷 ち、 さり 

とて こちらから 荨 ねる 心當り もない。 生か はた 死 か、 覺 束ない 極みで はない か。 友愛 相思の 熱情 はこ、 に迸發 

して、 端な く 「入りに し 人の」 と 歌 ひ 出された もの だ。 結句の 「も」 の辭に 力が あるので、 出會 ふこと は 勿論の 意 

が^んで ゐ る。 商 徵の音 過半 を 占めて、 聲 響が 悲愴に、 情が 眞摯 で、 體 格の 長 高な の は、 忠岑の 他 作に 似ない。 

それ ゆ ゑ景樹 は、 「その 趣、 打ち 任せた る 雪の 景色に あらねば、 歌合の 歌め かぬ 心地す。 別に 事に 當 りての 耿 

ならむ」 と 疑った C けれど、 世 を 憤り 俗 を 厭ふ餘 りの 山籠りに、 吉 野の 山奥な どに 遁れ るの は、 奈 良に 都の あつ 
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た 時代の 事で ある。 今の 平安京に なって は、 藤原關 雄が 東 山 進 士と稱 せられた やうに、 東 山 西 山、 ある は 北山、 

さて は 白 河 宇治な どの あたりに、 多く 閑居した ものであった。 それ を 奈良時代の 舊套 のま、 に、 都から は 懸け 

離れた 吉野を 特に 取り出し たの は、 あの もろ 越の 吉 野の 山と 詠んだ 類で、 吉 野を必 す隱遁 の場處 と假定 して 

の 上の 作と 思 はれる から、 實況の 歌で はなく、 題詠の 範 園内に 屬 する もの だら う。 やはり 歌合の 歌と 見て よ 

、 〇 

秋 山に もみぢ あはれ とうら ぶれて 人り にし 妹 はまて ど來 まさぬ (萬 葉卷 七) 

に比べる と、 雲泥の 優り 方で ある。 後世 縑 倉の 八幡 社頭で 靜 御前が、 この 歌の 結句 を^ J ぞ Ip^ と謠ひ 易へ 

たの は、 時に 取っての 手柄 だが、 や、 露骨で、 大いに 風雅 を慯 ける。 

〇 

しら 雪の ふりて つもれる 山里 はすむ 人 さ へ やお も ひき ゆらむ 

0 おも ひき ゆ 心細く 消え入る 思す る をい ふ。 

大意 雪 は 消える 物 だが、 その 白雪が 降って、 段々 深く 積って ある 山里 は、 さぞ や 住んで 居る 人まで が、 心が 消 

え 入る やうに 思 ふ 事で あらう か。 

1 源氏物語 手お の卷 に、 小 野に 住み わびた 所に、 

$ ふかく 降りつ み、 人め 絕 えたる 頃ぞ、 思 ひやり たる 方な かりけ る。 

と あるに おなじく、 山家の 情 を 思 ひ 遣った ので ある。 二 句の 「て」 の辭は 注意 を 要する。 單に 降り 積る とい ふ 


と は 異なって、 時間 を 持つ 爲に、 いみ じく 降り もし、 積り もした 狀に 聞きな されて、 大いに 力が ある。 これが 

爲に 麓の 通 ひ路も 打ち 絕 えて、 閉ぢ 籠った 寒さ や 寂し さの 甚 しさが 映 出されて くる。 それ を 雪の 綠で、 「思 ひき 

ゆらむ」 と 調べお ろした ので ある。 だから 雪の 消える の は 現前の 事 實と兒 て はならぬ。 R 雪 は 消える とい ふ觀 

念を甚 調 としたに 過 ざない。 

三 句、 新撰 和歌に ふる^めと ある。 

雪の ふる を 見て よめる  凡河內 みつね 

雪 ふりて 人 も かよ はぬ 道 なれ や あと はか もな く 忍 ひき ゆらむ 

m 〇 雪の ふる をえ てよ める 見て 思 ふ 事 をよ める の 意 c O 道 なれ や 秋 上、 「秋の 野に おくしら 露 は^なれ や」 

の 語法と 同じい。 參 看され たい。 0 あと はか 「あと」 は 跡で ある。 「はか」 は そこ はか、 いづこ を はかりな どい 

ふ、 はか、 はかりに 同じく、 量りの 略で ある。 けれど 「あと はか」 と 連ねて は、 「はか」 に 深い 意味 はなく、 おに 

跡と いふ 語の 意を强 めた に過ぎない 事 は、 淺 はか、 あて はかな どい ふ 語 例 を 思 ひ 合 はせ るが よい。 

大意 ^が 降って、 人 も 通 はぬ 道 は、 足跡 も 無い によって、 道筋が 消えて しま ふが、 この や 5 に 引き^つ てるる 

自分の 心 は、 不思議に も その 人通りの 無い 雪道 かして、 何が なしに 消え入る やうに 思 ふので あらう。 

1 S 忍 を 抱いて、 ひどく 澳惱 して ゐる 折し も、 雪の 降る の をつ くぐ 詠め 入って、 わが はかない 思に 擬 へたの 

である。 雪 故の 物 思で はない。 けれど また、 かう も 歌 ひ 出される の は、 雪の 日の 徒然な 物 わびし さからで ある 

事 は 勿！？； 1 である。 ま づ寄レ 雪述懷 といった やうな 歌で ある。 元来 不倫な 物 を 譬喩に 捉 へて 来て、 綠； 詰に よつ て 
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連絡した ので、 彫 蟲の技 は 多少 見られ もす るが、 感哀 はや はり 淺ぃ。 

雪の 降りけ る をよ みける  淸原深 養父 

冬ながら 空より 花の ちりく る は 雲の あなた は 春 にゃあ るら む 

i 0 花の こ、 は 雪を謦 へた G 

大意 まだ 冬で ありながら、 あの やうに 花の 散って 來 るの は、 あの 雪の あちら は 、もう 春に なって サゐ るので あ 

らう か。 

1 雪の 花な どい ふ、 陴套の 譬喩 を 用 ひないで、 直に 花と 斷定 したの が 面白い、 この 禪氣 が卽ち 歌で ある。 貫 之 

集に、 

春ち かくな りぬ る 冬の 大穴 H は 花 を かねて ぞ雪も ふりけ る 

と ある も、 想 は 類似して ゐ るが、 理路に 纒 はれ 過ぎて、 ひどく 劣って ゐる。 「雪の」 は 筌 のとい つても よい 所 を、 

上に r 筌 より」 と あるので、 轉義 した ものと 見ても 見られる が、 自分 はこれ を實 在の 雲と 解したい。 冬の 一 日、 

雪 影が 低迷して、 折々 輕く 雪が ちらつく。 それが 花と も 見れば 見られる。 卽ち 雲の 此方 は 冬ながら、 彼方 は 春 

だら うとの 想像が、 そこに 生まれて くるの は 自然で ある。 この 集、 夏 歌、 

夏と 秋と 行き かふ 空の 通ひ路 はかた へ 涼しき 風 や ふくらむ 

を、 時節と 材料と を 取り 換 へて、 逆寫 したや、 フな 作で ある C 上に、 「冬ながら」 とおき、 下に、 「春 にゃあ るら 

む」 と 結んだ 對照は 貼密に 過ぎて、 餘 情が 乏しい。 この 歌が 體 格の 點で 卑小な 原因の 一 にも 數 へられよう。 道 


濟十體 に、 高 情の 歌と 評した の は、 どうい ふ もの か。 聲調は 花やかで 流 滑で ある。 

雪の 木に 降り か、 れり ける をよ める  つ ら ゆ き 

冬 ごもり 思 ひがけぬ を 木の まより 花と 見る ま で 雪 ぞ ふりけ る 

1 0 冬 ごもり この 觯上 出。 伹こ、 は 冬籠りの 頃 はの 意に 鮮さ なければ ならぬ 事 は、 なほ 梅雨 を 梅雨の 頃 はの 

意に 觯 する のが あると 同じい C 

大意 諸 木 は 冬枯れた ま、、 まだ 芽 も 出さす 籠って 居る 頃な ので、 花 を 見ようと はとても 思 ひも 懸けぬ もの を、 

それに まあ、 あの 木の間から 花の 散る と 思 はれる 程に サ、 雪が 降った わい。 

1 51： 愈の^^ の 詩に、 

白雪 却 嫌 春色 晚、 故 穿 1! 庭樹 - 作 二 飛 花？  . 

萬 槳集卷 八に、 

うめの 花 枝に かちる と^ るまでに 風に みだれて 雪ぞ ふりけ る 

など 和漢 を 通じて、 夙く 同 案の 作 あるう へに、 新撰 萬 葉の、 

木の^より ふきく ろ 風に 散る 時 は 雪 も 花と ぞ見 えま どひけ る 

に 至って は 全然 吻合して ゐる。 其の 穿庭樹 とい ひ、 枝に か 散る とい ひ、 木の 問より 散る といった の は、 皆、 雪 

を 花と る爲 の襯染 である。 旣に いふ 通り、 雪 を 花の 構想に 等 類が すでに 澤山 あるう へに、 後世い よく 屋下 

屋を 架して、 どうも ならぬ。 
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結句、 六帖 に， irs^^—c^ と ある。 

，  大和の 國に まかれり ける 時 に、 雪 の 降りけ る を a てよ め 

る  坂 上是則 

朝 ぼらけ 在 明の 月と 見る までに よし野の 里に ふれる しら 雪 

1 0 大和の 國に まかれり ける この 作者が、 大和に 注った 事に 就いては、 上の 「三 吉 野の 山の 白雪つ もる らし」 

アサ ホガ ラァケ 

の 條に辨 じた。 0 朝 ほらけ 朝朗 明の 略で、 丧明 方の こと。 集中 戀 三に、 「東雲の ほが らくと 明け 行けば」 と 

ある 趣が それで ある。 0 在 明の 月 影が まだ 空に 在りながら、 夜の 明くる 頃の 月 をい ふ。 おもに 下弦の月。 0 

月と：^ るまでに 月の 影と 見る までにの 略 C 「まで」 はばかりの 意。 O ふれる 白雪 下に、 なる かなと いふ 詞を 

補って 聞く 格。  • 

大意 朝し らく 明けに 見れば、 恰も 在 明の 月の 影 かと 思 ふ 程に、 一夜の 間に、 吉 野の 里に 、一面に 降った 白雪 

であるよ C 

0 元 來吉野 は 山 ふところ だから、 他所より は 雪 も 早い。 或 朝 ほらけ、 外の 方 おしなべて 眞 白に 見渡され たの 

を、 都人の 惯 はらぬ 心から は、 雪と は 思 ひも 寄らす、 ふと 在 明の 月影が 地に 印した のかと 疑った が、 よくく 

見れば、 夜の 間に 降った 雪の 光であった とい ふので ある。 か 5 闇夜の 頃に、 雪 を 月明 かと 疑 ふの は、 白 居 易の 

詩に、 「風 吹 二 枯木 1 晴天 雨、 月 照， 一平 沙ー夏 夜 霜」 と ある 儔で ある C 貫 之 集に も、 

よるならば 月と も 見 まし わが 宿の 庭し ろた へ に ふりしけ る 雪 


とい ふの が ある。 强 ひて 詠 出の 前後 は诀し 難いが、 いづれ も 白 詩から ビ ン トを與 へられた と 見る が至當 である。 

又 この 雪 は 草木の 形 を 失 はぬ 程度の 薄雪の 光景で、 更に 萬 物の 面目 を埋 了す る 深雪の 趣で はない。 白 詩の. 電力 

風情に 近い 雪で ある。 然るに 眞 淵が、 「まで」 の辭を 重く 見、 且 歌の 序次に 拘泥して、 藩 雪で ない と 定めた の は 

失考で ある。 叉 契 沖、 宣 長が 在 明の 月 は 光り 收 めた る朝朗 に、 尙 その 影 かと^る ばかりと 說き戎 したの は、 £ 

明の 月を曉 の 月と 解し、 朝 朗とは 時刻が 出會 はぬ と考 へた 拘泥の 見で 諾ひ 難い。 さて この 耿は 姿も綺 I で、 i 

け も 高い が、 大した 佳作で もない。 

四 句、 歌集に 士 n 野の 山に と ある C 

おしらう  よみ 人 しらず 

けぬ がう へ に 又も 降りし け 春霞 立ちな ば 深雪 まれに こそ 見め 

大意 これ 雪よ、 このま だ 消えぬ 上に、 叉 も 降り 續 いてく れい、 その 譯は、 追っ付け 長閑な 春の 霞の 立つ ぶ 分に 

なったら、 この 面白い 雪 も 段々 消えて、 稀に サ 見る 事で あらう。 

1 上の 「今より はつ ざて 降らな む」 は、 その 降り敷いた 樣を 興じて、 その 度々 降る 事 を 望み、 これ は殘 雰 の 稀な 

こと を豫 想して、 ある 上に も 夥しく 降り 積れ と 希った。 それ を景樹 は 同意と 見て、 初 句 を、 けぬ、 が、 う、 ち、 にの^ 

だと 解いた の は、 いみ じき 誤で ある。 この 歌、、 表面から 見る と 雪の 熱愛者の 詞 らしい が、 或は 裏 をい つて 居る 

ので は あるまい か。 この頃 雪が 頻々 として 降る ので、 その 苦寒に 堪 へぬ 餘り、 いっそ 降るなら 在る う、 にも U 

と 降り 積って お ナ-、 春に なれば 少ない 雪 だからと、 自棄 的に 皮肉 をい つた ものと 思 はれる。 どうも かう 兒た方 
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が、 この 歌の 自然の 調に 協 ふ。 「春霞 立ちな ば」 は 春. N ちな ばの 意で、 春の 歸るを 春 下に、 

をし めど もと V まらな くに 春霞 か へ る 道に し. N ちぬと おもへば 

といった と侔 しい 修辭 で、 おの づ から 霞と 雪との 對 照が 出 來 てるる。 

〇 

梅の 花 それとも 見えず 久方の あまきる 雪の なべて 降れ 、ば 

此耿 は、 ある 人の いはく、 「柿の もとの 人 まろが 歌な り OJ 

1 0 それとも それなり ともの 略。 「それ」 は 梅の 花 を 指す。 0 久方の あまの 枕詞。 春 下 「久方の 光の どけき」 

の 倐を參 看。 〇 あまきる 奈良時代に 多く 見えた 語で、 天き らし、 天き らふな どもい ふ。 天の， ネッと 曇り 合 ふ 

の をい ふ。 あの 霧と いふ 語 はこの 居體 言で 名詞と なった ものである。 0 降れ、 ば 降りて あれば の 約。 

大意 大空に 漲る 雪が、 一面に 降って あれば 、梅の 花が 梅の 花と も 見えぬ わ、 同じ 白 さなので。 

1 栴雪相 紛れる こと は、 夙く 支那の 詩に 見え、 奈良時代 にも 数多い ひ舊 して ゐる。 しかも 萬 葉集卷 八、 赤 人の 

わがせ 子に 見せむ とお も ひし 梅の 花 それとも 見えす 雪の ふれ、 ば 

叉 同 集！？ に、 「梅の 花 それともえ えす 降る 雪の 云々」 とも 續 けて、 語句に 多少の 出入 こそ あるが、 全く 同 想 

同 趣で ある。 伹 この 體格、 風 調、 用語 を 味 ふに、 雄渾 雅 健で、 しかも 蒼然た る 古色 を帶 びた 所 は、 純 乎た る 萬 

荧調 である 。道 濟十體 に は、 これ を 器量 ある 體 として 舉 けたの は、 了 隻眼 を 持って ゐる。 一 體 この 作者 は 誰れ 


か。 風 調が 旣に赤 人で ない。 憶^で ない、 家 持で ない。 旅人で ない。 かう 数へ てく ると、 僅に n( 一  個の 歌聖 人 

廣を剩 してる るば かりだ。 左 註に 「人 麿が 歌な り」 と ある は、 あながちに 否認し 難い。 以下 四 首、 皆雰 中の 梅 を 

詠んで ある。 

拾遺 集に は、 斷然 これ を 人 麿の 怍 として 采錄 した こと を 思へば、 却って この 左 註 は、 恰逍 集の 選^とい はれた 

藤 原 公伃 卿の 所爲 かも 知れない。 旣に すべての 左 註 は、 この 卿の 手に なった もの だら うと、 十 n 人 も 疑 を 挿んで 

るる。 

梅の 花に 雪の 降れる をよ める  小 野 篁 朝 ほ . 

花の 色 は 雪に まじりて 見えず とも 香 を だに 句 へ 人の し る ベ く 

1 〇 雪に まじりて 雪の 白 さに 混って。 0 香 を だに 「を」 は欵 辭。 

大意 これ^よ、 汝が 花の 白い 色 は、 よし 雪の 白 さに まじって、 差別が^ えない としても、 花が 暌 いて あると 人 

の 知る やうに、 せめて 持 前の 香で なりと も、 あざやかに 匂って 吳れ よ。 

1 稅を雰 K する 情の 尋常で ない 態が 見える。 梅の 一 語 をつ けないで、 梅 を 歌った ものである こと は 動かない。 

初：？ 「花の 色 は」 と 字餘 りに 起した の は、 颇 る 勁 健な 調子で ある。 四 五 句 倒 装 法 を 川 ひたの が、 爲に 諧調と な 

つて ゐる。 次の ニ酋も 同調の 歌 だが、 これ は 稍 古朴な 傾向が ある だけ 嬉しい。 なほ 春 下、 

花の 色 はかす みに こめて^ せす とも 香 を だに ぬすめ 春の 山風 

の條 を參 照して ほしい。 
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六帖に 花^ 色に i! はま じりて 見せす とも 香 を だに ぬすめと ある は、 甚だ 妄 りが はしい。 新撰 和歌に、 初 句 

花と ある、 これ は 節 短く 力が 弱い。 

雪のう ちの 梅の 花 をよ める  きの つら ゆき 

梅の 香の ふりお ける 雪に まが ひせば 誰れ かこと わきて 折ら まし 

1 0 降りお ける 降り 置きて あるの 約。 萬 葉 集に 多く 見え、 延 喜の 頃まで は^ひて ゐた 語で ある。 集中 雜郃に 

も、 時雨 ふりお ける と ある。 0 まが ひせば 紛 ふなら ば。 o ことぐ 別々 の 意。 秋 下 「秋の 露 色 ことぐ に 

おけば こそ」 の 條を參 照。 

大意 若し この 梅の 香が、 花の 色の やうに 降り 置いて ある 雪に 紛 ひもす るなら ば、 誰れ が 雪と 梅の 花と をよ く 

別々 に^ 分けて 折らう ぞ、 折る 者 は 無から う を。 

1 雰は 梅花と 一 樣に 白くて、 缺く所 は 只 その 淸香 のみで ある。 流石に 梅が 香 は 雪に 紛れない。 それ を 逆寫 して 

^し 紛れたら 折る にも 折られまい と 心配ら しく 首 を 捻った の は、 詰り 栴雪相 紛ふ趣 を、 婉曲に ゃゝ 誇張して 合 

點 させた ものである。 舂上、 

月夜に は それとも 見えす 梅の はな 香 を たづね てぞ しるべ かりけ る 

これ も 月色の 白 さ を 借り 來 つて、 梅花の 淸香を 讃欵 したので、 色と 香と 喑に 映對 して ゐる。 

六帖 に、 三 四の 句う，， つりせば 誰.^ もの をと ある^、 しかと 閬き 取り 難い。 


雪の 降りけ る を 見て よめる  紀 友 則 

雪 ふれば 木 毎に 花 ぞ^きに ける いづれ を 梅と わきて 折ら まし 

大意 雪が 降れば、 木 それぐ に. 白い 花が サ、 思 ひ よらす 唉 いたわい、 これで は、 どれ を 梅と^ 分けて 折らう 

ぞ o 

1 雪が 梢に 點 すると、 林 は盡く 花と なる。 さて それが 梅花に 紛ふを 誇張して、 折り 煩 ふとまで いった。 六帖 に、 

いづれ を かわきて をら まし 梅の 花 枝 もと を >  に ふれる しら 雪 

と 同 想 同調で、 餘り 珍しく もない。 新撰 萬 葉に、 

冬 くれば 攛に雪 こそ 降り まがへ いづれ の 枝 を 花と まふ さむ 

は 等 類ながら、 聊か 情 致が ある やう だ。 さて 「木每 に」 の 一 語、 殊更め いて 聞え る。 必す： i の 字を拆 いて 詠み 入 

れ たもの らしい。 

物へ まかりけ る 人 を 待ち て、 師 走の 晦 によめ る 

みつね 

わが またぬ 年は來 ぬれ ど 冬 草の かれに し 人 はお とづれ もせず 

E1 0 物へ まかりけ る 人 云々 「物」 は 何と 限らぬ 場合に いふ 語で、 こ >  は餘 所へ 行った 人の 意。 「師走. 一 は、.^ 竞、 

また 末粜 つの 轉.^ で、 年の 果ての 十二月の 異名。 「つ ごもり」 は、 月 隠の 略で、 狹裟に は 晦日の 一 日に 限られ 、旗 
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義には 月の 廿日 過ぎより 晦日まで を稱 する。 こ、 は 前者の 意。 〇 かれに し 冬 草の 枯れに しと、 人の 離れに し 

と を かけた。 人の 離る と は 人の 寄り付かぬ をい ふ。 

大意 自分が 待ち もせぬ 新しい 年 は 近く 來 たが、 それと は 引き 換へ、 この 節の 草の 枯れた やうに、 離れぐ にな 

つて 餘 所へ 行った 人 は、 歸 つて 來る どころ か、 音信 さへ もせぬ わ。 

待ちに 待って ゐる うちに 年 もお し 詰った 趣で、 しかも 「年 は來 ぬれ ど」 とまで あるから、 晦は 狭義に 鮮 した 方 

が、 事情が しっくり 合 ふ。 物へ 注った 人 は 誰れ か、 昔の 人 は 朋友 間で もこん な 調子の 事 をい ふから、 斷定 は出來 

ない が、 まづ 親類 附 合の 女と 見て よから う。 待た ね ど 来る年と、 待て ど來ぬ 人と を對照 させた 歌 だが、 餘 りに 貼 

き 過ざる 心地が する。 初 句 は 下句に 反映させる 爲だ らうが、 少しい ひ 過ぎて るる。 新 玉の などと 置けば、 や > 

大らかで 宜 からう にと 一 日： は 思った が、 さて この 歌 は 又 そこが 山で、 「年 は來 ぬれ ど」 の 擬人 も、 「わが 待たぬ」 

と あるので 活 きて くる。 そして この 擬人 は、 「かれに し 人 云々」 を 引き出す 所綠 となって ゐる。 「冬 草の」 は 「離れ 

にし」 の 序ながら、 時節の 物を應 用した ので、 自然に 心細 ゆなけ しきが 浮かんで くる。 「音 づれ もせす」 は來ぬ 

の轉籙 である。 渾 ベて 五分 もす かさぬ 纖巧 さが 見える。 

年の はてに よめる  •  在 原 元方， 

あらたまの 年の を はりになる 每に雪 も わが 身 も ふり增 りつ 、 

1 o あらたまの 年の 枕詞。 〇 年の を はり 年の 果て。 o ふり 增 りつ >  身の 舊り まさるに、 雪の 降り 增るを 


大意 年の 終りになる 度^に、 雪 も 降り 增 りくす るが、 自分の 身も舊 さか 增りく して サ、 次第に^お つて 行 

く は、 あ、 愦 けない 事よ。 

^ 作^ 老境の 作と 见 える。 眞淵 は、 古體 でい とめで たいとい つたが、 承知が 出來 ない。 小 倉 百 首の， 

花 誘 ふ あらしの 庭の 雪なら で ふり 行く 物 は 我が身な りけ り (公 經) 

の 藍 木で、 「ふり」 の 語に 綠 つて 巧んだ 秀句に 過ぎない。 これが この 人の 作風で ある。 

三 句、 六帖 に^. i,^ と ある。 

寬 平の 御 時き さいの 宮の 歌合の 歌  よみ 人 しらず 

导 ふりて 年の暮れ ぬる 時に こそつ ひに もみ ぢぬ松 も 見え けれ 

i  o もみ ぢぬ 赤く 色付かない。 「もみ ぢ」 は 動詞に 用 ひて ある。 

大意 他の^に はわから ぬが、 雪 も 降って 年の 限りに なった 時に こそ、 さて はとうく 露 時雨 は 勿論、 何が 降つ 

て も 色の 變らぬ 松 だとい ふ 事 も 知れた わい。 

1 他の 草木の、 雪 はおろ か 時雨に も 霜に も、 容易く 秋の 頃から 紅葉す るのに 對 へた。 論語の 寒 然後知 u 松柏 

之 後一， 凋」 の 怠 を木據 としたので、 看るべき は 只 その 飜譯の 精妙な 點 にある。 「つ ひに」 の 一語 眼目で、 松の 地步 

はこれ に 依って 占められ てるる。 舌音 勝で、 聲 調が 沈んで 强ぃ。 

二 3、 寬平 歌合、 新撰 萬 葉に 暮— 516^、 四 句、 新撰 萬 葉に づ ひに 綠 のと ある。 六帖は 本文と 同じ。 

冬 欲  四 〇 五 
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年の はてに よめる  はるみち の つ らき 

昨日と い ひけ ふと 暮. ら し て あすか 川流れ て 早き 月日な りけ り 

1 0 あすか 川 大和 國高市 郡 飛 烏 川。 明日 をい ひかけ た。 

大意 過ぎ去った 日 を 昨日と いひ、 さし 當 つた 日 を 今日と いひて 暮らして、 すぐ 明日 を迎へ ると いふ やうに、 可の 

間 も 無い うちに 早もう 年の 暮 になった を、 どうした 事ぞと 思って 見れば、 明日 杳 川の 水の 早く 流れて 一 ァく& 'う 

に、 早く 經 つた 月日であった わい C 

1 「昨日」 「今日」 の緣 語で、 明日と いふ 響 ある 「飛鳥 川」 を 取り出して 漸 暦法 を 用 ひたの は、 いかにも 一年の 月日 

の、 ^豫 なく 迅速に 暮れて ゆく 槪 念を與 へる。 川の 綠 語で、 過ぎて 早き とい ふ 所 を、 「流れて 早き」 と轉義 した。 

二 句 は、 け ふとい ひて 暮 しての 意な の を、 初 句の 「いひ」 に讓 つて 略いた。 作者 は 流石に 漢 裂 者の 事と て * おな 

じお おの 感懷 を陚 する にも、 歲月如 流の 句意 を 骨子と して、 これに 潤飾 敷演の 皮肉 を 加へ た。 詞は 流麗で、 聲_ 

調 健やかで ある。 

二 句、 六帖 にけ ふとい ひつ，^ と ある。 

「歌 奉れ」 と 仰せられし 時に よみて 奉りけ る 

き の つら ゆ き 

行く 年の をし くも あるかな 增鏡 見る 影 さ へ に 暮れぬ と S へ ば 


■  o 增鏡 眞^ 鋭の 略。 よく 淸 みて 光の 明らかな 鏡 をい ふ。 

大意 とかく- S れて 行く 年が 惜しい 事で は あるよ、 鏡で 見る 自分の 影まで が、 年と 同じ やうに 老い 暮れた と 思 ふ 

によって サ。 

1 唐^に 「お^ wii 乂 一  年」 などい つた 趣 を 詠んだ もの か。 明鏡の 裡、 形影 自ら 相憐ん で老の 迫る を欵 き、 年の 

逝く を慨 く。 誰れ も 思ひ當 る感懷 である。 老い を轉義 して、 「影 さへ 暮れぬ」 といつ おはの、 年の 緣 語に 依って 

理りを 合 はせ たので ある。 


冬 ^  ra〇 七 
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题 しらず  よみ 人 しらず 

Z わが 君 は 千代に 八千代に さ にれ 石の いはお となりて 苔の 蒸す まで 

_Ea  o こ ゝに賀 歌と ある は、 皆 算賀の 歌で ある。 算は 年齢の^で、 四十 歳 を 初老と して、 十年每 にこれ を 行 ふ。 も 

と 支那の^: 惯 だが、 奈良時代に は， 旣 にわが 邦に 行 はれて、 東大寺 要錄 に、 佾良辨 等が 聖武 天^の 四十の 御 齢 

を 祝した 事が 兒ぇ、 猶 一 三 一の 書に も、 算賀の 事が 載せ ザ ある。 平安朝に なって は、 殆ど 數へ るに^かない。 皆 

長 賁 者の 子弟 等が、 自ら 親戚 故 箨を會 して 宴 を 張る ので ある。 されば、 かの 天皇の 大 御世の 萬^ を 祝す る 歌 

は、 この 部 中には 無い。 それの あるの は 後 撰 集 以後の 事で ある。 o わが 君 は 「君」 は 一 一人 稱の 代名詞で、； 火 子の 

事で ない。 0 八千代に 八千代に まし ませ を 略いた。 八千代 は 八千年の 殺 だが、 玆の八 千 は 只 多數 を^ 味す る 

まで 、 ある。 0 さ V れ石 細 石。 小 を さとい ひ、 打ち 重ねて はさ  >  と いふ。 卽ちさ ， やく、 さ ， らぐ、 さ ， 波 

„  の 類で ある。 それにら 或はれ の 接尾語 を 添へ て、 さ、 ら、 さゝれ 石な どい ふ C 一  1- して は、 さ、 れと ばかりで 小 

、ホ  •  ム  タカ- **  -、- ヌ ドノ  ノス 

石の 事 ともなった。 0 いはほ 石 秀の義 で、 大きな 岩。 o 苔の 蒸す 「蒸す」 は 生す で、 高皇產 ^1:5 御名の 產 

賀 跃  九 
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に 同じい。 

大意 私の 賴み 奉る 君 は、 千年 も 萬 年 もお 繁昌で、 お出で 遊ばされて 下され ませ。 いや それで はま だ 飽かぬ、 あ 

の 小さな 石が 大きな 巖ほ となって、 また それに 苔の 生える まで お出でな され ませ。 

0 山 厲河帶 の 語 も ある やうに、 巖 石は缺 けて 小石と こそ なれ、 小石が 長 じて 巖石 となる の は事實 ない 事 だが、 

昔 は 和漢 を 通じて さう 思って 居た の だから 仕方がない。 この 時代 思想の 立場から この 歌 を 見る と、 「さ V れ石」 

の 小と、 「いはほ」 の大と を對照 させて、 その 變 化の 時間の 無窮なる 趣 を 現 はした ので、 旣に賀 意 は 完全して る 

るの を、 それでも まだ 不足と して、 さ 、れ 石の 巌 となる に はまる で 比較に もなら ぬ 「苔の 蒸す まで」 を 歌 ひ 添 

へて、 少しも 餘計 にと 今一 曆の 時間 を 持たせた 漸曆法 は、 この種の 想 を 叙述す るに 尤も 適當の 表現で、 その 賀 

意の 親切 さがつ く <\ と 感ぜられる。 二 句 も、 「千代に 八千代に」 と 同調 を 反復した 漸 暦法で、 下句に 應 じた。 

六帖、 道 濟十體 、新撰 和歌、 奧 儀抄、 顯本 等に は 千代に まし ませと あって、 表面の 意義 は 完全す るが、 調が いた 

く 後れて、 永遠な 意味と、 その 槪 念と を 記 得させる 力が、 颇る 薄弱で ある。 無論 本文の 方が 勝って ゐる。 袖 象 

的に 限りなき 齢と いふ 所 を^ 義 して、 「千代に 八千代に」 と數 量の 語に 易へ たの も 面白い。 初 句の 「わが 君」 は、 

ァ  ヮギモ n 

我が 大君、 我 妹 子、 あが 佛 などい ふ 類で、 親しんで 呼びかけた 趣が 見えて、 その 行末の 長久 を 祈る の も 尤もと 

點頭 かれる。 辭樣 も、 構想 も 面白く、 格調 も 高古莊 重なので、 唯一 の 祝 歌と して、 古來 から 吟誦され てゐ るけ 

れ ども、 その 音節の 凄 涼な のが 聊か 口惜しい。 蓋し 一首のう ち、 ィ列音 十、 ォ列音 七あって、 その 過半 數は、 

商徵の 音から 成立した 爲だ らう。 洋々 たる 暢諧 快活の 音節 こそ、 祝 歌の 性質と して 必要と 思 ふ。 

初 句、 朗詠 集に と ある。 これ は 事が ひろいから， 今日 國歌 として 用 ひられた。 


わたつみの 濱の まさご を數へ つ 、君が 千年の ありかず にせむ 

n  o まさご 眞 砂子、 或は 眞 砂子の 約。 萬 葉 集に は、 まな ごと も ある。 細い 砂 をい ふ。 「ま」 は 美 稱。 0 ありか 

す お 在の 数。 數 取と 解いた 說も あるが 妥當 ではない。 

大意 ^の濱 の 砂の、 限り も 無い 數を數 へくて、 それ を、 君の 御長壽 でお 經 なさる 數 にしようと^: じます C 

1 萬 薬 檠卷 四に、 

八 百日 ゆく 濱の まな ごも あが 戀 にあに まさら じか 沖つ 島守 

に 著 想 は 類似して ゐる。 怛、 君が 千年に せよ、 あが 戀 にせよ、 何に まれ、 無量 數の 譬喩に 砂 を ffl ひる 事 は、 佛 

钗の ^ia である 事 を 忘れて はならぬ。 それ は佛經 中に 無數 恒河沙の 語、 數多 散^して、 ^時の 人士が 朝夕の 勤 

行に、 誦を 成した と 思 はれる からで ある。 「千年」 は窮 りない 齢の 意 を轉義 したので ある こと は、 上の 歌に 同じ 

、 。  ^jv ず 

四 句、 顯 本に 君が いのちの" と ある。 

〇 

しほ の 山 さし、 ての 磯に すむ 千鳥 君が み 代 をば やちょと ぞ^く 

1 〇 しほの 山 さしでの 磯 「しほの 山」 は顯 註に、 能 因が 歌枕 を 引いて、 屮斐國 に 在りと ある。 今 同 國甲苻 から 東 
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北 三 里 許、 笛吹 川に 沿って、 小邱 ある あたり を さし 出と いひ、 それより 二 里 許、 北方に ある 山を鹽 山と いって 

ゐる。 しほの 山 さし 出の 磯 はこれ だと 稱 して ゐる。 然し さし 出の 磯 はさし 出た 磯崎の 篛だ から、 何處 でもい は 

れる 語で ある。 契 沖い ふ、 「平家物語に、 しほの 山 打 越えて、 能 登の 國小田 中 親王の 塚の 前に 陣を 取る。 又 能 登 越 

中の 境なる 志 保の 山と 見えた る その 志 保の 山に て、 さし 出の 磯 も その あたりな らん」 と。 又眞淵 はいふ、 「延喜 式 

に、 能 登 國羽咋 郡に、 之 乎 神社 あり。 萬 葉 集に、 赴 n 參氣比 大神宮 1 行 n 海邊！ 之 時 作歌と て、 之 乎 路可良 多 太古 

要久 fj 娑と あり。 之 乎 を 後に しほと 誤り、 それより さし 出の 磯と は 設けて よめる か」 と。 0 千鳥 多く 河 海の 

上に 群って 鳴く 水禽。 鸲に 類し、 鶄钹 に似て 小い。 種類 多く、 その 羽 色に も 種々 ある o 

大意 しほの 山 さし 出の 磯に 鳴く 千鳥で さへ、 責 方の 御世 をば、 八ち よくと サ 鳴きます わい。 

1 前に もい つた 如く、 賀部は 皆 祝 壽の歌 だから、 「君が 御代」 といっても、 大 御世の 謂で はない。 初 二 句、 た V 

在りに いひ 續け たもの ながら、 汐 のさし 來る 磯邊に、 千鳥の 鳴き 立つ 景 致が 思 はれる。 その 千鳥の 鳴聲 のちよ 

ちょと 聞え たので、 彌の語 を 冠せ て、 八千代と 秀句に 取り成した。 「代」 とい ふ 語 を 折り返し たのが、 三^、 結 

句の 「鳴く」 の 重壘と 相關聯 して、 節奏の 諧ふを 見る。 ま づは古 II 中の 手 ある 歌 だら う。 

四 句、 顯 本に 君が みちよ，^. と ある。 定 家の 密勘 にも 異論がない。 六帖、 伊勢 集に は 君が 齢 をと ある。 君が 御代 

g は 崇德院 御 本で おる 由、 顯 註に 出て ゐる。 景樹が 折衷して、 君が 千代 をば と 改めた の は 私で ある。 三.？、 

顯 木に^,, ^2. と ある。 眞淵 いふ 「下に も 鳴く と ある は その 理を いふに て、 古歌の いひな しなり。 後世、 同 語 

の 重複 を 賺け. むと て、 さか しらに すむ と 改めし ならむ」 と。 景樹 もこれ に從 つた。 併 勢 集に はるる 千鳥と あ 


〇 

わがよ は ひ 君が 八千代に とり そへ てと どめお きてば S 出に せよ 

11 o よは ひ 齢。 〇 とり そへ て 添へ て。 「とり」 は 接頭語。 0 おきてば 置いた ならばの 意。 春 上 「梅が^ を 

9  9  9  9  9  クサ 

袖に 柊して と V めてば」 と あるに 同じい。 o 思 出に 思 ひ 出し 種に。 

大意 自分の この 長命な 齡を、 貴君に 進け ようと 思 ふから、 これから は 貴君の 八千代の 齢のう へに、 この 自分の 

^を も 取り 添へ て、 お 手許に 留めて 置いたならば、 それ を 幾千 年 も 長生 をされ た 後に、 自分 3$ ん-^ ひ 出す^ 

にして 下され o 

0 七 八十の 老人が、 同年輩 か、 或は 年下の 友人の 年賀 を 祝って 贈った もの だら う。 されば、 我が 壽を讓 るから 

思 ひ 出に せよ など 打ち解け 事 もい はれる ので ある。 まるで 不可能な 事 を、 出來る もの 、やうに 取り成して、 空中 

に樓閣 を^ じた ものである。 契 沖が 「君より 臣下に 賀を 賜へ るに、 同じく はこの 久しき 齢 を、 君が もとよりの 八 

千代の 上に 取り 添へ て 留め置きて、 わが 思 ひ 出に せむ と 詠める か。 せよ と はみ づ から 下知す るな り」 とい ひ 

：： な樹が 「と  >  めお きてば」 を、 と V め たれば と 旣然に 解した の は 皆 わるい。 

顯 本に、 結句お も ひで にせれ とめる は 調 はない。 

r  .仁 和の 御 時、 僧 正遍昭 に、 七 十の 賀袷 ひける 時の 御 歌 

かくしつ 、 とにもかくにも 長ら へ て 君が 八千代に あ ふ 由 もがな 
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の if 法で ある。 詩想 婉曲で、 狂 痴の意 を さへ も寓 したの は、 例の この 佾 正の 特色。 

二 句、 六帖、 家集、 顯木 等に 神，^ きりけ むと ある。 註 家 多く これに 據 つたが、 眞淵 は 木 文 を 執した。 成るべく 

治定 した 方が、 狂 痴の意 を增 して 而白 いから、 「神の」 がよ い。 

堀川のお ほい まう ち 君の 四十の 效{、 九 條の 家に てし ける 

時に よめる  在 原 業 平 朝臣 ， 

樱花 ちり かひく もれお いらくの 來 むと いふなる 路 まが ふかに 

i o 堀川のお ほい まう ちお 云々 藤 原基經 公の 邸 は、 京の 一 一條 堀 河に あつたので、 世に 堀 河の 太 政 大臣と 稱し 

た J  ^ 公の 四十^の 壽筵 を、 別 第の 九條の 家に て 行 はれた 時、 業 平の 詠んだ ので、 賀 は！： 觀 ー 七 年の 春の 事で 

ある。 0 ちり かひく もれ 散り 六乂 ひて 曇れ。 0 おいらく 老 ゆらくの 轉 語。 老 ゆらく は、 おゆる の延霄 である。 

しかし この 語 は、 老と 同じ 意の 名詞と して 川 ひられる。 

大意 老と いふ 奴め が、 来ようと いふ 沙汰の ある 路の、 紛れて 知れぬ かの やうに、 これ 櫻の 花よ、 澤山 散り 交つ 

て、 そこらが 闇く きる やうに して 吳 れい。 

1 さらば 老奴も 定めて 踏み迷って 來 得まい がの 餘 意が ある。 四十 を 老の山 口と する 事 は、 元來 支那の 典故に 據 

つたこと でも あるし、 又老 のく ると いふの も、 空想的な 話說 でも あるから、 r 來む とい ふなる」 と 人 言に 取り成 

した。 折 柄の 賀裳 に、 櫻 花の 爛漫たるの を 見て、 常なら ば 一 片も 散るな と惜 むべき 花 を も犧牲 にして、 今： = ば 

かり は路 ももえぬ まで 散れと 命令した 狂 痴の想 は、 流石に 業 平で ある。 かくて 隱 約の 間に、 この 公の老 を慯は 


しがって Is る滅寺 が 励いて ゐる" 「^らく」 の 擬人 は 珍しく もない が、 この 歌で は 大事な 中樞 となって ゐる〕 

.w  K のみこ の を ばの よそ ぢの 贺 を、 大 堰 にて しける 日よ 

めろ  きのこれ を か 

* の をの 山の いはね をと めて おつる 識 のしら H- 千代の 数 かも 

11 0 岚 K のみこの をば 「貞辰 親王」 は淸和 天皇 第 七の， M 子で、 母 は 藤 原^. S の 女^ 珠 子の 女御で ある。 故に 「を 

ば」 はこの 姉 君で、 これ も淸 和の 女御だった 賴 子と 斷 する。 r 大堰」 は 山城 國^ 峨の大 堰の讯 である。 ^處 に、 

この 婉^の 別莊 でも あつたの だら う。 0 龜の をの 山 龜の尾 山、 又龜 山と もい ふ。 山城^お 野 郡で、 蜣峨の 天 

龍 寺の 後の 山。 龜の E- の 形した. e なので いふ。 「尾」 は 借 字で 岑 の裟。 字 而に抅 泥して 龜の 尾を引いた 形と說 く 

： は^かで ない。 前 中 ま E 王の 菟柰賦 に は 「吾 將ァ 入， 龜緖之 巌隈 mis 袅 1 而 去來ヒ と 作り、 自^に 「龜^ 便飽山 

也、 猶如， ー龜尾 之 fl" 故 云」 と兒 えた C  0 いはね 岩根。 「根」 はこ、 では 輕ぃ 添辭。 0 とめて ^ね 求めて。 o 

へ n のしら； 土 瀧の 水の 岩に- s け 散る のが 一十： の 如く 見える の を、 直に 瀧の 白玉と 謦 へた。 「瀧」 は 一 ま水卽 ちお^で 

：  はなく、 激^! である。 o 千代 直譯 では 千年の 意 だが こ、 は長壽 の^に 轉^ してる る。 o かも かなと；^ じ 歎 

^とする は 粗い。 「か」 は 疑辭。 「も」 は欵辭 だから、 力 マ ァと譯 する。 

大意 あのめ でたい 飽の 名に 呼ぶ 龜の尾 山の、 岩根 を傳 はって 流れ 落ちる 瀧 水の. H 玉の 多い 數は、 貴女の 御 長^ 

S 數 であるか まあ。 

^ 锥 鶴 を 長渰の 物と する 事 は、 もと 支那に はじまった。 卽ち 鶴は藐 姑射の. H に 住んで 仙人の 伴侶と され、 飽の 
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經 あがった と稱 する 白龜、 綠毛龜 の 類 は、 神 物と して 太平の 祥瑞と 目され た。 されば これに 疑へ て 言 ほぎ かま 

す 事 も、 旣に 久しい 習慣であった。 今 は 大堰の 里に 開いた 賀筵 なので、 さし 詰め^ 處 s^: 年も^ きる とい ふ齙 

山 を 思 ひ 寄せ、 巖も亦 動きな き 常 磐の 物な ので、 その 龜 山の その 岩根 をと 取り 竝 ベて、 下句に、 「千代り 數 一と 

いひ 出す 襯染 とした。 激湍の 飛沫、 玉 を 跳ら すその 數は、 とても 數へ盡 されない から、 その 人の 齢の 数に 疑へ 

るに は 全く 適切 だ。 無窮 を轉葡 して、 「千代」 と換 へて 呼ぶ こと は 例の 辭樣 である。 さて 龜の尾 山の， ま^ i 

か。 想 ふに、 大堠 川の 龜 山に 沿った 激湍 だら う。 

保の みこ の. - きさい の宮の 五十の 加お 奉りけ る 御屛風 に、 

櫻の 花の ちる した に、 人 の 花見る かたかける. をよ め る 

藤 原 興 風 

い たづら に 過ぐ る 月日 はお も ほえで 花見て くらす 春ぞ 少な き 

1 0 貞保 のみこ 云々 「貞保 親王」 は淸和 天皇 第五の 皇子。 「きさいの 宮」 はま、 保 親王の 母后で、 一 一^一 一 n 傣原 1 子 

である。 「五十の 賀 奉りけ る」 は 五十の 御賀を 執り行 ひ 中し 上 ゆた こと をい ふ。 「御屛 風」 は 御 賀宴 の^に 文て る 

ので、 總 ベて 賀に 限らす 事 ある 時 は、 主人公の 背後に 屏風 を 立てる のが、 昔の 習慣であった or 櫻の 花の 散る 下 

に 人の 花兒 る」 は その 屛 風の 繪 様で、 「かた」 は：^ 樣 の義。 o い たづら に 徒に。 むだに。 0 おも ほえで S 

はれす しての 約轉 o 

大意 何の 事 もな しに 過ぎて 行く 月日 は、 何とも 思 はれないで うかく 暮らす が、 この やうに 面白い 花 を 兑て暮 


らす春 はサ、 ひどく 日數が 少ない わ。 

1 それ 故つ くぐ 惜しい の餘总 が ある。 作者 は屛 風の 鲞 中の 人物の 心に なって 詠んだ。 「花見て 暮らす」 と 形^ 

したので、 いかにも 丧鬧 やかに 娛 しゅな 春の 趣と^ え、 いと V 過 ざ 去る のが 惜しい 心地 かされる。 多ければ 宜 

からう と 思 ふ 春 は 却って 少ない と 打ち 侘びた のに、 人事の 寳 相が 暴露され たやうな 氣 かする。 句 13 和歌、 新^ 

選集に、 k 江 千 ET 

fe- 月に まさる ものな しとお もへ ば や^し も 常にす くな かるらむ 

これ は 「歳 時 春 日少」 とい ふ 題の 歌で ある。 この種の 想 は 常時 旣に 類型 か 多い。 誰れ もお ひ 寄る ロ頓お だが、 尤 

も 適當な 叙述で 先鞭 をつ けた だけえ らい。 抑も^ ft の 歌 は、 その 11 樣 に木づ いて 詠む は 例の がで、 賀の蹄 風 だ 

からと て、 あながち 祝賀の 意に のみ 拘泥し ない。 されば とて 揚 合が 場合 だから、 陰氣 な^-や 不# な》 を 描いた. 

り 詠んだり する 譯 もない。 

三 句、 朗詠 柒 にお ほ けれどと ある は、 率 易で 味 ひがない。 

本康 のみこ の 七十の 贺 のうしろ の屛風 に、： ^ み て ほ：： き け 

る  きの つら ゆき 

春 くれば やどに まづ さく 梅の はな 君が 千年の かざしと ぞ 見る 

lo 本庶 のみこ 「木康 鋭； 七 二 は 仁 明 天皇 第五 S 皇子で、 八條 の^と 號 する。 一 "i 式郃 卿と なり、 延^ 元年 薨ぜ 

られ た，. - 「うしろの：^ 風」 と は、 賀 筵に 親王の 御座の 後に 建てる 屛臌。 「詠みて 害き おる」 は、 ^之 は耿害 兩^^ 
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名手な ので、 仰 を 承け て 歌 も 寄も^ 自分で 遣った。 0 かざし 髪 挿の 篛。 今い ふ簪 はこの 轉 じた 語。 遊^の 折 

節に、 冠 S 巾 子の 根に、 畔の 花や 造花 を揷す ことが、 奈良 平安時代 を： 迎 じての 畈 俗であった。 0： ^る 忍 ふと 

いふに 近い。 

大意 春が 來 ると、 この 庭に まづ 一番 に^く 梅の 花 を、 君が 御 長壽の 春のお 髮揷と サ^: じます わ。 

i 詞^に は 見えない が、 これ も 人の 家に 花の 唉 いた 繪 樣の屛 a で、 その 晝 中の 人物に なって、 親王の 御 壽を贺 

いだの だら う。 「まづ さく」 が 「千年の かざし」 に對 して、 時間 上の 反映と なって ゐる。 花 を 髮揷 すの は 卽ち樂 し 

いす さび 業 だから、 折に 合った 见立 である。 

素性 法師 

いにしへ にあり き あらず は 知らね ども 千年の ためし 君に 始めむ 

J o ありき あらす は ありき あら ざり き はとい ふべき を、 上の をめ ぐらして、 下の 過去の きを 略いた。 0 ため 

し 迹 お。 手 木で ある。 普通に は 例の 字 を齊 くが、 よく は當ら ない。 

大意 千年 も 生きた 人 は、 昔に あつたか 無かった か は 知らぬ けれども、 假令 今まで はそんな 人の 無い にもせ よ、 

千年 生きる ためし は、 ^から 始め ませうよ。 

1 「知らね ども」 と 一 且 撥ねて おいて、 「君に 始めむ」 と 一途に^ ひ 人った 處に、 高い 狂 熱が 見えて 面白い。 二 句 

の疊 語、 一 正 一 反聲 調が よろしい。 

これ 及び 次の 歌 は、 題 畫の耿 ではない。 Ssf に祝篛 の 意 を 述べた もの だ。 上の 詞書 に、 「よみて I きけ る， 一と ある 


から、 莨 之のと 同じく、 これ も尜 性の^い たの だら う。 延舆六 年 二月 十六 □、§! 芳舍 におされ て 御 屏風 を ま 1： き、 

同 九 年ト月 二日、 又；；；： されて 御 W で 風 を^き、 左 中 將源定 方 をして、 酒 及び 祿を被 けられた 亊が、 物に 见ぇ 

るから、 尜性は にも 劣らぬ 寄^の 名手と 見えた。 

初 句、 六帖 に， I にし へ，^ -と ある はわる い。 

〇 

ふして 忍 ひお きて 數 ふる 萬 代は祌 ぞ しるら む わ が ^のた め 

1 0 ふして 思 ひお きて 數 ふる 臥して 萬 代 を 思 ひ、 起きて 萬 代を數 ふる^。 〇 萬 代 お； 牛。 0 祌ぞ しるら む 

祌 こそ 知 食して 守り 給 はめの^ 「 「しる」 は：： ハ知 るので はない。 計ら ひ 行.、、； をい ふ。 

大意 私. かおの 御爲 に、 寐ても 起きても 御 年 S 数 を、 何卒 萬 年まで もと 指折り 数へ て 願 ひます 事 は、 人の 力に こ 

そ 及ばす とも、 神が サ この 心 を 御 承知 下されて、 願の 通りに お取り 計ら ひなされ る 事 だら うと 忍 ふ。 

國 初- -句、 起臥に 萬 代 を 思ひ數 ふるとい ふべき を、 切り離して 對句を 作った。 「臥して」 「起きて」 と あるに、 -个^ 

不斷 の^が ある。 说樹. か 「本 來、 わが 君の 爲 ふして 忍 ひ、 おきて 數. ふると 續 くべき を、 調に^ せて 『わがお^ 

爲』 を 結句に 置け るより、 君の 爲 に神ぞ しるら むの 意み-倒 装した る 語勢と なりて、 『君. S 爲』 のお、 个； く 神の 方 

にの み^く^り て、 君の 爲に 起臥 願 ふの 意 は、 却て 疎く なれり。 それ も 立ち 離れた る 心ならねば、 さる 方に か 

くも 調べ おろせるな り」 と^したの は、 尤もと 忍 はれる。 

三 句、 ぶ： おによ ろづ と ある o 
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藤 原 三 善 が 六十の 賀 によみ ける  在 原滋春 . ， 

鶴龜 もちと せの のち はしらな くに あかぬ 心に まかせ はて-む  , 

この 歌 は ある 人 「在^の^ 春が」 ともい ふ。 

1 0 藤 原 三 善 この 人の 傳不 明。 o しらな くに 知らぬ によって。 「なく」 はぬ の延言 。 

大意 昔から 人の 長生の 祝 首に 例へ ていふ 鶴も龜 も、 共に 長^す る ものと. は 聞き及ん では 居ろ が、 それ も 千年 も 

經 つた 曉は、 どう ある やら 知らぬ によって、 そんな 例な ど^-く 事 は 止めて、 貴公 か 何時まで 居ても 飽き 足らす 

忍 ふ 私の 心の ま  > に、 おの 御壽命 を 任せて しま ひませ；。 

1 それが 一 番ぃ、 の餘意 が ある。 三 句 「知らな くに」 と 撥ねて 調べ 下した 具合、 上の 「千 ！gs ためし 君に はじめ 

む」 と 同型で ある。 拾 造 集に、  .. 

萬 代 もな ほこ そ あかね^が ためお も ふ 心の かざりなければ 

貫 之^に、 

百と せとい はふ を 我 は 11 き な がら 思 ふが 爲は あかす ぞぁ りけ る 

と ある は、 同 想ながら これに 比べる と 狂 熱か缺 けて ゐる。 この 歌の 侵れ る 所以 は 全く 玆 にある。 

左 註に 就いて 契 沖 は、 「この 歌滋春 、 時 春の 異を傳 へたる に、 常時 二人とも. U き 人に て糙に 記せる 物 もな けれ 

ば、 多分に 就きて 溢 春と 載 すれ ども、 異說を 捨てぬ 心に て、 註せ る にゃあら む」 と考 へた。 

よ， し みねの つねな り が、 S ト の 賀 に、 む すめに か はりて よ 


める  そせい 法師 

萬 代 を まつ にぞ君 をい は ひつる 千年の 蔭に すまむ とお も へ ば 

l 0 よしみね のつ ねな り 良 岑經世 か。 「世 を 也と 誤れる ならむ」 と眞 II はいった。 三代. M 錄に 「貞覜 卜 七 年. 丸 月 

十九 n 炎 子、 從四 位下 行 丹 波 守良岑 朝臣 經 世卒」 と ある。 その 經 世の 四 ー 賀に、 娘に 代って^ 性 か 詠んだ ので 

ある。 「よめる」 は 一 木に 據 つた。 股 本に よみ 侍りけ ると あるが、 この 棠の書 式に 協 はない。 o まつに ぞ 待つ 

に 松 を かけた。 o いは ひつる 「いは ひ」 はもと 齋の籙 だった の を、 この^ は^に 祝賀の 意に 川 ひた。 「つる」 は 

^在 完了の 助動辭 で、 鶴 を^せ た。 o 蔭 松の 蔭に、 父のお 庇 蔭 を^せ た。 

大意 私 は 父お の 萬 年の 御 壽命を 待ちます から、 その まつと いふ 名の 松に 寄せて サ、 お 祝 ひ. B. します わ、 丁 皮 千 

年 もい きる 松の 蔭に 鶴の 住む やうに、 私 も 父君の 變ら ぬお 藤 を 蒙って、 共に 長く 居 ませう と^じま すれば サ。 

園 祝^ や 興.：^ に、 洲濱き を 作って 捧 ゆるの は、 この 時代の 習慣で めった。 年賀 だから これ はおめ でたい 造 物 を 

洲^ に据ゑ たので、 松の 蔭に 鶴の 立って 居る 型 を、 金銀 か 何 かで 作った と 兄え る。 松 を 父に、 G 分 を ffi に拗へ 

て、 さて 松の 樹齢の 千年 は 勿論の 事 だから、 この 上の 萬 年 を 待つ とい は ひ、 その 现. TO として は、 松^に- r-- っ^ 

の やうに、 その 變ら ぬお 蔭 を 常に 蒙りたい からと いふ。 「千年」 は變ら ぬ、 又は 常^の なの 轉凝 である。 松と 鈸 

とのい ひかけ は、 小細工 過ぎて 卑し ゆだが、 親子の 情から^ ると、 さう も あらう かと 忍 はれる C 成は經 世の 娘 

はま だ 年端^い かないので、 小娘ら しくと 構へ て 詠んだ のか も 知れない。 素性の 他 作に 似ない。 

^忡 に^ 岑 氏-たから、 近い 親戚 閼 係で、 こ S 代作 を賴 まれたら しい C 

賀呋  四 二三 
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上句、 六 帖に萬 代 の^^ぞ 年 をい のりつる とあって、 貫 之の 歌と した。 ^淵 は 貫 之の 歌 ざまに あらす といった。 

なほ 案す ると、 經 世の 四十 賀を ひき 下 ゆて、 その 歿年 近くに 行 はれた ものと 见て も、 貫 之 は その ^やうく 十 

歲以 下の 竞兒 だから、 こんな 歌 を 詠む箬 がない。 

內 侍の かみの、 右 大將藤 原 朝臣の 四十の 賀 しける 時に、 

四季の 输 かける うしろの 屛風 に、 書 きたりけ る 歌 

ぱ：： ： 野 にわか 炎-摘みつ 、萬 代 をい はふ こ 、ろ は祌ぞ しるら む 

il oh 侍の かみ 云々 「内侍の かみ」 は尙 侍。 こ、 の は ii 太政大 ほ 藤 原 高 藤の ニ女満 子 をい ふ。 (^^^嫌き) 

「右 火 將藤^ 朝 ぼ」 は、 高 藤の 三^ 定國の 事で、 泉大 將と稱 し、 尙恃の 兄に^る。 躬恒 集に 「延喜 五 年 二月 十日、 

官； 一 r によりて 奉れる 和 泉. K 將四 卜賀の 料^ 風 四帖、 h より はじめて 内侍 督殿 にた まふ 歌」 と詞番 があって、 次の 

「.Ei 咼み」 の 歌 「すみの 江の」 の 歌が 出て ゐる。 莨 之 集に も 「延喜 五 年 一 一月、 いづみの 大將 四十 賀屛 風の 歌、 仰 言に 

てこれ を舉 る」 とあって、 次の 「しらゆきの」 の 歌が 出て るる。 四季の 繪 かける 屛風 は、 躬恒 集に 屛風 四帖と ある 

から、 春 M 秋 冬の 繪を 一帖 宛に かいて、 それに 人々 の耿を 書かせた ので、 專ら 醍醐 帝の 思 召で 出 來た屛 風で あ 

る。 さて こ ゝの馱 ども、 普通 本に は 作者がない。 又 春の 部 だけ 端に 春の 字が 題して ない。 眞 淵の 說に 「此 度の 

耿七： なに、 今 は 作者 を 記さぬ にっきて、 この 上の 歌 素性 なれば、 次々 も 皆 素性の 歌な りと 思へ る は 誤な り。 六 

帖、 家お 等に、 各 作者 見えたり。 その上、 藤 原 家隆卿 自^の この 部 を 見し に、 各 名 あり。 さて この 歌 は 素性な り」 


と ある 侬 つて、 この 端^に は 「春」 の，：： i. を^ ひ、 以下の 歌に は、 作^の 名 を 一 々5? めた。 C しるら む 上の 「ふし 

て 思 ひ」 の條參 看。 

大意 御贺 の^に かう 春 日 野で、 私が 若い とい ふ 名の 若菜 を^み くして、 兄 君の 御篛 命の^ 久をぉ 祝 ひ 巾す 心 

願の^ は、 御先 f£w 卷 ：= の 御 神が サ、 承知し 御 納受な さろ だら う。 

i 給樣は 若菜 摘の 所と^ える。 そこで 奈^時代からの 若菜の 名所 * 春 日 野 を 思 ひ^せ、 そ S 妤の养 ！：明神 は 藤 

^氏の 組 神な ので、 それ をも^ 合して、 せめても 君が 老の 若え る やうに と、 名に おへる 若菜 を桢 むこの 心 は、 

わが 祖 神が 御 承知 だら うと、 尙恃 自身が 書； 中の 人に なって、 祝った 趣に 取り成し たのが 趣，： 1： である。 k, に、 

ふしてお も ひ 起きて 數 ふるよ ろ づ代は ：1 ぞ しるら む わが^の ため 

と 落 想 は： i じい。 いづれ も尜 性ので ある。 

TO: 句、 大和 物； お、 新撰 和歌、 家集、 六帖 等に いのる 心 はと ある。 

お  一？ 一 

身  IT 

,H たかみ 雲 ゐに兒 ゆるさく らばな 心の ゆ き て をらぬ n ぞな き 

1 o お ゐ ^をい ふ。 0 心の ゆきて 心の 往 くに、 満足の 意 を 寄せた。 O をらぬ 折らぬ。 

大意 山が萵 くて、 空に 見える 樱の花 を、 自身 はとても 往 かれぬ が、 一枝 ほしいと ^ふ 心ば かりが、 其 處 まで 往 

つて、 その 樱 S 枝 を 折らぬ HI はサ ない わ。 

il おの 上に^ れた 山の 顶 などに、 ^を 畫 いた s だら う。 心の 往 くの 擬人から、 「春^に 心 をし；： る 花 s 枝に」 な 
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どの やうに、 「心の 往 きて 染まぬ 日ぞ なき」 とい ふべき 所 を、 「花」 の綠^ で、 「折らぬ」 と轉義 した。 

六帖、 躬 恒棠、 家隆 木に よって、 の 名 を 補 ふ。 

夏.  友则. 

めづ らしき こ ゑなら なくに 時鳥 こ 、らの 年 を あかず も あるかな 

園 0 こ、 ら 許 多、 澤山 などの 意。 

大意. 何時の 年 も 同じ 聲で 鳴けば、 何も 珍しい 聲 では 無い のに、 あの 時鳥 は數多 の 年々 を、 さても く 聞き 飽か 

ない 事で あるよ な あ。 

1 幼く 詠んだ つもり だら うが、 感 哀が淺 い。 

人帖、 友刖 集、 家隆 本に よって、 ^1 の 名 を 補 ふ。 

秋  躬恒 

すみの 江の 松 を 秋風 ふくから に こ ゑう ちそ ふるお きつ しら 波. 

1 0 すみの 江 攝津 國住吉 郡。 今の 住吉 神社の ある 所。 古事記 仁德 天皇の 條に 「又 定ニ壤 江 之津 こと 見え、 萬 葉 

集に は、 住吉、 墨吉、 墨 之 江、 須 美乃延 など 書き、 奈良時代まで は、 必 すすみの えとの みいった。 この 集中に 

「住みよ しと あま は 止" ぐと も 云々」、 又、 和名 杪に 「攝 津國 住吉、 須三與 之 郡」 など あるので 見る と、 旣に延 喜 前 か 

ら、 文字に ついて 唱へ 謬って きた 事が 知られる。 古く は吉、 愛 通用して、 皆 ヱと 訓 ませて るる。 o ふくから に 


秋 下 「ふくから に 秋の 草木の」 の倐參 看。 0 うち そふる 「うち」 は 添詞。 O おきつ しら 波 沖の. S 浪。 「つ」 は 

連^。  ： 

大意 住の 江の 松 を、 秋 服が うち 吹く につけて、 どうく と聲を 打ち 添へ る、 沖の 白浪で ある 事よ。 

0 住 古の 地 は^い 洽桑 の變に 遇った。 それ は住吉 社頭の 松原 は、 その 根 を 洗って 波の 寄せる やうに、 古歌 古文， 

に は 見えて るるが、 今 は 侮 岸 を距る 事、 約 二十 餘 町の 西に ある。 蓋し 太津 川、 大和 川の 土砂が 堆積して、 遂に 

^地 を 作った ので ある。 されば その 常時の 實境を 想像して、 この 歌の 詩趣 を迚ら なければ ならぬ。 和，：： 水の 潞ょ 

り 難波津 を かけて、 長 汀 極 沛相參 差し、 住^の 濱を 中心として、 白砂 靑松相 映 じて るた。 海 は 卽ちネ .# のお、 

右に 由 良の 險灘が あり、 淡路島 を 前に 控へ、 左に^ 攝諸 州の 山 を 望む。 烟波 はる <\ として 一 ^窮 りない。 こ 

の 時に 常り、 天 風 吹き 落ちて 颯と 梢を拂 ふと、 一 帶の長 松 はどうく として、 大濤の 湧く にも 似た 饗 にう ち 八：： は 

せて、 寄せく る 沖の 白波が、 嗚 高に聲 打ち 添へ る 光景 は、 言語に 絶した 趣で ある。 しかも 「沖つ 白波」 の 立つ の 

は、 卽ち忪 ふく 秋風の 所爲 だから、 風の 趣が 一首の 上に も 活躍し、 翠 松と 白波との^ 合 も 鮮やかで ZE^ ましい。 

^に 有^の 畫、 否畫 境は旣 に渾脫 して、 神品に 入った もの だ。 古來、 餘情 限り無き 歌と 稱 せられ、 お^に： 所^ 

さまに 就きて 而白 きなり。 かく 其の 所の さま を 思 ひ 得て、 心 は あるが ま、 に 詠む ぞ 古歌なる」 と 評した。 後 ぼ、 

この 臧調 を冀 ひて r 聲打ち 添 ふる」 s 語 を 踏襲し、 或は この 詩趣 を 模倣して 詠んだ のがお しい 中に、 壬 生忠： ^か、 

秋風 s 關ふき こ e るた び ごとに 聲 うち 添 ふる 須 磨の 沛波 

の 作 も あれ ど、 おも i: れ たもの は大納 經 信の、 

沖つ 風 ふきに けらし な 住よ しの 松の しづ枝 を あら ふしら 波 

贺 欺  叫 二 七 
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で、 躬恒 に比べて、 契 沖 は、 及ばない とい ひ、 凰 淵 は、 大して 劣らない といって るる。 十訓抄 によ、 

かの 卿 f 後に、 俊賴 朝臣， む" を 呼びて いはれ ける は 「古今に 人れ る 躬恒が 歌に、 『住吉 の 松 を 秋風 吹く から 

に聲 うち そふる おきつ しら 波』 。この 歌、 任 大臣の 大 饗せむ 日、 わが 所 詠の 沖津 風の 歌、 中 門の 内に 入りて、 

史 生の 饗に 就きな む や」 と。 俊賴 いはく、 「この 仰い か》。 彼の 御 歌 全く 劣る ベから す。 然れ ども 古今の 歌た 

るに よりて、 限り 有りて、 先任 大臣 候 はむ に、 御作 は 一 の 大納言に て、 尊者と して 南 階より ねり 上りて、 

座に 居な むと こそお じ 候へ」 とい ふ。 「さて はさ も ありな む や、 いか や あるべき」 とて 感氣 ありけ り。 又 自讃 

してい はく 「躬恒 が 家： 菜に 歌 多 かる 中に も、 『松 を 秋風』 の 歌の たけ、 品 は、 年 丈け たる 胡 人の、 錦の 帽子した 

るが、 尺八 • 琵琶 を 鳴らし、 紫欖の 脇息お さへ て 詩 を 案じ、 嘯きて 眺望した る 姿な り。 此の 人に 對 ひて あ ひ 

しら ひつべ き は、 わが 沖津 風の 歌に こそ あれ」 とい はれけ り。 

と^えて、 經信 自身 も、 俊賴 も、 E- こなき やうに 思 はれた。 袋 草子に は、 經 信の 語が や、 か はって、 

弓 14 ク 

この 歌の ，1:;;r 七 問 四面の 寢 殿の 南面に、 御簾 所々 破れた る 中に、 何宮 など. & して 御座し まさむ に參 じて、 

中 門の 廊 より 入りて、 寢 殿の 階の 閒に參 りて 給， 一 言 談 1 事 はわが 歌な り。 

と ある。 これ は兩 者の 問に おの づ から 軒 軽 ある 趣で、 及ばぬ 事 を自覺 されて るる やう だ。 又景樹 が 「住吉 は 

お 打つ 波の 高き 事 世に 聞え たれば、 沖つ 浪の聲 など 待つべき にあら す。 寳景に は あは ざれ ど、 さる 屏風の 繪樣 

にの み從 ひて 詠める が めでたき なり。 經 信の こそ、 歌に 劣れ ど資景 なれ」 といった の は、 妄 も亦甚 しい。 なぜ 

住士 口に は、 岸の 波より 外 は 詠まぬ やうに 窮屈に 考 へたの か。 風波の ないだ 日 こそ、 岸ば かりに さ 、"波が、 折れ 

返っても 居よう が、 松 を 秋風の 吹き 拂ふ日 は、 沖が 白波 だって 騷ぐ ではない か。 試みに 岸の 白波と おいて 見る 


がよ い。 その 詩垸が 殊の外に 狭まり、 その 聲 甚だけ ち奐 く、 とても 一 誦爽颯 の氣が あたり を拂 つて、 衣^が 汐 

氣に 薰る氣 分が 出ない。 伹 第二 句の 「松 を」 は 上に、 「秋風」 は 下につ いて 獨立 しないの が、 調のう へに 於いて 聊 

か 口惜しい。 これ は. a 璧の 微^で ある。 

六 帖には 索 性と ある。 素性 槃 にも 出て ゐる。 思 ふに この 集の^ 初の 流布 木に は 、既に； ：- の 前後の 名 は^ 脫 けて- 0 

たの だら う。 それで 上の 耿の 素忡の 署名 を 及 ほして 皆 素性の 作と し、 夙く 六帖 にも、 ：！： にも 采 つたと 忍 はれる。 

その 故 は、 拾^^に、 躬 机 のとして これが 再出し 一し ゐ る。 旣 にいった 通り、 この^の 耿.. か、 後の^^^に： 冉 出した 

の は、 必す 木^に 里 同 あるか、 詞^ 又は 作者に 相 這 あるかの 場合に 限った 事で ある。 歌も^ 性の^ 體 ではない C 

. 忠  火， 

千，：：：： t なく 化 保の 川霧 立ちぬ らし 山の 木の葉 もい ろ まさり 行く 

1 0 千^な く 千 烏の 鳴く を、 後世 は 冬に のみ 詠む が、 古く は 秋、 又は 春に も 詠んだ。 0 佐 保 秋： 卜 「佐 保 山 

の柞の 紅^」 の 條に既 出。 0 山の 佐 保 出の。 

大意 もう 千 烏の 啼く佐 保 川の 狹蓀 が、 きっと 立つ のらし い、 それと 知られて、 この^ 保 山の 木の^ も、 段々 色 

が堠 つて 行く わ。 

^ 流れ 川の， M ふに 紅^の 山 を 棗いた 圆樣 だら う。 乃ち 川 を 佐 保 川、 山 を^, U 山に^ 立て 、 よんだ。 「千鳥 鳴く」 

は、 佐 保 川の 形^と して 冠せ たので、 あながち 今 鳴いて ゐ るので はない。 ^もまた：^ のうへ にない 想像で、 S1 

遨の 詠と して は 器 川な 趣. M である。 紅 槊の露 時雨 や 霧な どに 色付く は常套 である。 

贺 ^  - 四 二 九 
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拾遺 集、 六帖、 忠 I 今 集、 家隆 本に 從 つて、 の 名 を 補った。 さて 拾 遣 集に も、 家渠 にも、 結句 ^かばり 行 d 

と ある。 眞淵 い ふ 「賀の 歌 なれば^ はると いふ 詞を 忌みて , 後に 『色 まさる』 と換 へたる にも あるべし」 と。 け 

れど それ は 本末 顚 倒で、 この 集の は 初から、 「まさる」 とあった からこ そ、 拾遺 集に は 今一 說の 傳に據 つて、 再 

び采錄 したので ある。 下句、 六 帖にま 木の 梢 も 色付きに けりと あるの は 深山の 景色で、 玆に はかな はない。 

〇 

秋 くれ ど 色 も か はらぬ とき は 山よ モの もみ ぢを 風ぞ かしけ る 

1 o とき は 山 夏 部、 秋 部下に 出て ゐる。 0 かしけ る 貸した。 

大意 秋 か來て も、 木の葉の 色 も 變らぬ 常. 磐 山で は、 時節柄 紅葉の 無 いのもい か V とい ふやう に、 餘 所の 紅楚を 

風が サ 持って 來て、 この 常 磐 山へ 貸した わい。 

0 出の 名に 鎚 つての 趣向 は、 秋 下に も、 

もみ ぢ せぬ 常 磐の 山 はふく 風の 音に や 秋 をき ， わたるら む 

などあって、 平凡ながら 紅葉 を 風が 貸す の 擬人 は尖奇 である。 いかにも 题査 らしい 作で ある。 木立の 茂った 靑 

山の あたりに、 紅葉の 打ち 散った 繪樣 だら う。 

この 歌、 家隆 本に も 署名ない とい ふ、 前のと 同じく 忠 sS 「の 作 か。 

冬  貫  之 


しらゆきの ふりしく 時 はみ よ 野の 山 下風に は なぞ 散りけ る 

一 謂 o 山 下風 萬 葉粜に は、 山の あらしと 訓ん でる C けれど これ は、 ャ マシタ カゼと 讀 むがよ い。 もと 萬 槳の訓 

一 み 違へから 起って、 一 つの 詞 となった ので ある。 

\  大意 この 二 一吉 野の 里で は、 白い 雪が 頻に 降る 時には、 山 下風で、 花が サ 意外に 散った わい。 

I  0 雪中の 山の 景色 を 描いた 圆樣 だら う。 乃ち 吉 野に 取り成して よんだ C 景樹、 廣蔭 等が 「劳野 は 花の 名所 なれ 

ば、 雪 を 花と 見 たてしな り」 といった が、 奈良時代 からこの 集の 頃に かけて は、 吉 野に は 雨 雪、 或は 山水の 勝 

を こそ 詠んだ が、 櫻の 花 を 賞す る 事 は 少ない。 これ は 冬 部に 數多 見えた 趣向と 同じ 謦喩 である 事 は、 

山 高み ふりく る 雪 をう めの 花 散り かも 来る と 思 ひつる かも (萬 葉卷 十) 

I  と ある 先！ g を たづね て 知る がよ い。 調子の よい 外に、 想に^る べき 物が 無い C  • 

拾^ 集、 家隆 本、 貫 之 集に 從 つて、 43, の 名 を 補った。 三 句、 六帖 におし 引のと ある。 

一  春宮 のうまれ 給へ りけ る 時 に、 參 りて よめる 

：:  , 典侍 籐 原よ るかの 朝臣 

峰た かき 春 日の 山に いづる 日 はく もる 時な く 照ら すべらな り 

1 0 卷 せ：： のうまれ 給へ りけ る 時に 「春 宫， 一は 醍醐 天皇 第一 一の 皇子で、 保 明 親王と 申し、 御 母 は 藤 原 基經の 女、 

一 中宮^ 子で ある C 延喜 三年 降誕、 同 四 年！ 一月 立太子 C 延長 元年 三月 御 病の 爲.， 御 齢 1 一十 一 にて 薨ぜ られ た。 文 

彥と諡 し^る-」 〇^ 日の 山 大和 國奈 良に ある。 其 處に藤 原 氏の 祖神 を祀 つた^ は、 上の 「春 日 野に 若菜 摘みつ 
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つ」 の條 にる 

大意 頂の 高い 春 日の 山に さし 出る 日 は、 所柄 曇る 時 もな く、 世の中 を 照らす やうな 樣子 である わ、 とい ふが 表 

面の 意で -實は 春 日の 神の 御 末の 藤 原 氏の 中で も、 この 上 もない 墓經 公の 姬 君の 御腹に 出來 ました 若宮 樣 だか 

ら、 御行 末 天子と お成り 遊ばされて、 何時までも 御仁 德の 曇る 時 もな く、 天下に 御 照臨 遊ばし さうな 樣 子で 御 

座ります わい、 とい ふが 裏面の 意。 

0 昔 は 后妃のお 產を宫 中です る こと はない。 この 中宮 もお 里の 藤 原 家で、 皇子 をお 娩 みなされ たの だ。 作者 ま 

そのお 祝に 參 邸して、 この 歌 を 詠んだ。 お 家柄、 春 日の 神 を 取り出して、 閥閱の 高さ を 「峰 高き」 に、 藤 原 氏 出 

の 皇子 を 「春 日の 山に いづる 日」 に擬へ て、 すべて 譬喩 を 以て 御行 末 を 慶賀し 奉った ので、 巧で ある 事 は 勿論、 

その 語調の 逞しく 力 ある 事 は 巾幗の 作に 似ない。 やがて この 皇子の 東宮と なった の も、 この 歌の 功力が 關 つた 

かも 知れない。 作者の 參 邸した の は、 典侍と して 職掌 上、 皇子 御 降誕の 御 儀式に 參與 した ものら しいつ 
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別 
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題 しらず  在 原 行 平 朝臣 

一 立ち 別れ いなばの 山の 峰に おふる まつと し 聞か ば. 今 かへ りこむ 

1 〇 離別 歌 ヮ カレ ノ ウタと 讀む。 〇 いなばの 山 和名 抄に T 因幡 國法美 郡 稻^」 と ある 所の 山で、 今 も 松が 

多い。 稻葉 山と も 富き、 又、 宇 倍 山と いふ： 山 下に 稻羽 川流れて、 國府 村が ある。 いにしへ. 國府を 置かれた 土 

地で ある。 文德 實錄に 「齋衡 二 年 正月、 從四 位下 在 原 朝臣 行平爲 二 因幡 守 こ と あれば、 因幡 國の 稻槳 出で ある 

こと は 明らかで ある。 或說 に、 美 濃 國の稻 葉 山 (今の 岐阜) かと ある は、 據 のない 臆說 である。 0 立ち 別れい 

一一 - なば 立ち 別れて がぬ るの 意に、 稻羽 をい ひかけ たので、 將然の 意で 去な ばとまで かけた ので はない。 0 まつ 

とし 松に 待つ を かけた。 「し」 は 强辭。 0 今 口語の-ちき にの 意。 

大意 自分 は贵方 達に 立ち 別れて、 因幡の 國へ、 往 きます が、 その 國の稻 羽 山に 生えて 居る 松の 名の 如くに、 資 

方 達が、 私 を 待つ とサ 聞くならば、 すぐに 歸 つて 來 ませ、 つ。 

i 作者が 因幡 國に 赴任の 折の 留別の 作と 思 はれる。 これが 死に別れと いふで もない、 「待つ とし 聞かば」 すぐに 

離別 欲  巧 ニニ 
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逢 ひに 立ち 歸っ てこよう からと、 旅行く 人が 却って 見送る 人 を 慰めた、 別離の 際の 情 致 掬すべき ものが ある。 

況ゃ 因幡 國は、 京より 下る に 六日、 上る に 十 一 日 を 費すべき 行程であった。 それ を 「今 歸り來 む」 と譯 もない 

やうに いひな した 「今」 の j 語の 常 理を沒 した 狂 想、 詩 味 湧 然として 生す る 心ち がする。 「去ぬ」 と 「歸 る」 と を 

鬪 はせ、 又い ひかけ を 一首のう ちに 再 用した など は、 この 作者の 慣 手段で ある。 すべて 親 句の 鑌ぃ たの は 面白 

くない ものな の を、 四 五 句の 續 きが 疎 句に 仕立てられて あるから 見直されて しま ふ。 伹萬 葉集卷 十三、 

門に 居る もとめ は內に 至る ともいた くし 戀 ひば 今 歸り來 む 

はこの 藍 本ら しい。 しかも 修辭 の點に 於いて、 これ は 1 段の 巧技 を 弄して ゐる。 更にい ふ、 この r 歸 りこむ」 及 

び これに 類す る辭樣 は、 多くの場合、 實 際に その 意志が あるので はない。 出来る ことなら さう したいと いふ 希 

望 を、 诀定 の將然 にい ひなした ので ある。 國司は 私に 任地 を 離れる こと は 法の 禁 する 處 である。 假令 故人が 待 

つと 聞いた とて、 歸れる 箸で もない。 況ゃ 「今」 歸 るは尙 不可能で ある。 そんな 理窟 は 全くぬ きにして、 情の p 

くに 任せた のが 面白い。 

又眞 淵が、 「いなばの 山 は、 萬 葉 集に、 陸 奥の 小田鄉 より 金 を 出し > を、 『陸奧 山に 黄金 花咲く』 と 詠める 如く 

廣く いひし こそよ けれ、 法 美郡稻 羽の 鄕の 山と せむ は、 狹 くて 古人の 意に 非す」 と 評した の はいか  >。 「峰に 

生 ふる 松」 とい ふこ まかな 取り成し は、 因幡の 國の 山と いふが 如き、 漠然たる 廣義の 叙 法 を 許さない。 それ は 

不調和の 滑稽に 陷 るからで ある。 

よみ 人 しらず 


すがるな く 秋の はき はら 朝た ちて 旅 ゆく 人 をい つと か 待た む 

n  o すがる 和名 本草に、 「蠑蟓 一名 土 蜂、 一名 蜾赢、 一名 細腰、 和名 佐 曾 利」 と ある も 同じ 物で、^ に 似 我 

蜂と いふ 土 蜂で ある。 小 野 博 は、 似我蜂に 就いて 一. 說を 立て、 曰 はく 「全身 深黑 色に、 腰甚 細く 絲の 如き 小 蜂、 

夏日 人家に 飛來 り、 笨管 中な どに 入りて 巣 を 造り、 子 を 養 ふが 爲に、 蛛を螫 し^めて 其の 中に 入れて、 ^にて 

塗り^ぐ。 管内に て 鳴く 聲、 似 我々々 と 云 ふに 似たり。 又靑 i. とい ふ 一 種の 小 蜂 も、 似 我の 聲 あり。 い. つれな 

らむ」 といって ゐる。 舊說、 及び 顯注、 密勘 等に、 鹿の 事と したの は、 下に 萩原と あるに よった 隐說 である。 

0 は ざ はら 萩の 多く 唤 いた 野。 

大意 この やうに、 螺】 M の 鳴く 秋の 萩原 を、 朝 立って 旅へ 行く 貴方 を、 さて まあ そのお 歸を、 ：！： 時と 思って か 待 

ちませ ぅぞ、 あ 、 何 咭 とも 知れぬ 待ち 遠い 事で ありませ う。 

1 送る 人 送られる 人、 そ もどう した 關 係 か 知れない が、 祖帳旣 に 別 を 叙して、 なほ 袂を 分つ に 忍びす、 送って 

郊外 蜾嶽 鳴く 萩原に 到る。 その 纏綿の 情 致が 思 ひ やられる。 「朝」 の 一 語、 啻に その 出立の 時刻 を點 出した だけ 

に^まに す、 秋 氣淸爽 として 露 白く 花 紅なる 萩原に 朝 影 を 受けて、 さ、 プ した 蟲 どもの すだく 面白い^:; f か恕像 

される。 盖 しかう 極力 その 背 4： へ を^ 叙した こと は、 別離の 狀を强 く 印象 させて、 再 會期遙 なる 歎お S なを 佑け 

る ものである。 一 日 一別れ たら- 「何時と か 待た む」 であり、 さりと てこの 場に 臨んで 別れぬ 譯 には往 かす、 痛し 

痒し で 途方に くれた 光景で、 情景 兼ね 到った 妙 作。 

眞 淵が、 古事記に、 ^を ナスと 訓ん だのに 據 つて、 初 句の 鳴 を 借 字と して、 すがるな すと 改めてい ふ、 「®,f 

の 子 は 一 皮^ を义 ちて は 又歸り 來らぬ 由、 その 如く 別れ 行きて は歸の 知られぬ 人 なれば、 何時と か 待た むと 钦 

離別^  四 三 五 
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きたるな り」 と 解いた の は牽强 である。 況ゃ螺 贏の 子 云々 も、 本據 のし かとしない 臉說 である。 又宣 長が 初 句 

を 「萩 頃、」 ノ 序詞と 見た の は 粗で ある。 

下句、 六 帖に旅 の^-し^な y かなと あるの は 面白くない C 

〇  . 

かぎりなき 雲居の よそに 別る とも ひと を 心に おくらさむ や は 

1 01 例の 空の こと C  0 ひと を 對 手の 人 を さす。 

大意 限 もな く 遠い あちらの 國に、 今から 別れて 私 は 行く とも、 不斷 貴方の 事 を 心に 置いて、 跡に などの こして 

置き ませ、 フか、 いや 何 所まで も、 心に は 責方を 連れ立って 行きます わ C 

1 束の間 も 忘る まじき 交情 を 婉曲に 叙べ た。 その 構想の 尖 巧な の は、 格調の あまり 高くない 所以で あらう。 「雪 

居の よそ」 は 遠方の 轉義 である。 大和 物語に 遍眧の 詠と したの は、 全然 信すべからざる 小說 であるが、 口吻 は 

ほんに 相： 以て、 その 下 乍に 儔す る。 

  ヲ グラ 

結句、 舊 本に を くらさむ や はと あるに 據っ て、 眞 淵が 「心に 隈なく 守りて 小喑 さむ や はの 意な り」 と 解いた の は、 

强も甚 しい。 を 文字の 假名 違で ある こと は 勿論で ある。 顯 注に 引いた 大和 物語に^,^^^^ と ある も、 

常時の 謬に 從 つた 假名 遣で 聞え 難い。 叉 四 句、 大和 物語 一 本に 力，， Lils と ある。 これ もい か V」 類從本 大和 物 

語 は、 四 五 句と も 本 行のと 同じい。 

小 野の ち ふる が、 み ちの くの 介に まかりけ る诗 に、 母 の 


よめる 

たらち ねの 親の まもりと 相 添 ふる 心ば かり はせ きな と ぐめ そ 

1 〇 小 野の ち ふる 云々 小 野 千古が 陸奧 介に 任ぜられて 赴任した 時に、 その 母の 詠んだ 歌と いふ こと。 「介」 は 

國 司の 次^。  0 たらち ねの 親に か、 る 枕詞。 奈 良の 頃まで は、 母と いふ 語の 枕詞と しての み 用 ひられ、 た 

らちし の、 たらしね のと も轉 じていった。 足の 篛で、 母の 慈愛 を讃 した 詞だ らう。 0 親の まもりと 「の」 は 口 

語の がの^ C 「と」 はとして S 意。 0 相 添 ふる 「相」 は 互にな どい ふ 意 も あるが、 こゝは 接頭語で、 只 下の 動詞 

の^を 强め るに 止まる こと、 なほ 相 願 ふ、 相變 るの 相と 同じい。 o せきな と V め そ 堰き 止む るな の^: 關を 

かけた。 

大意 附き 添って 一 緖に 行く こと は 叶 はすと も、 この 母が 子の 爲の 守に と 思って 添へ て 遣る この 心 だけ は、 (化來 

を 止める 闕も、 堰き止めて 下さるな。 

1 來路は 京から 陸 奥までの 問に、 逢坂の 關を始 として、 不破、 鈴 鹿、 淸見、 足 柄、 白 川、 勿來 等の 諸關が ある。 

行人 を 誰何して、 通 書 文な ど 無い 人 は 押し止めて 通さなかった。 されば、 この 親心ば かり は 生めて 下さるな と 

愁訴した。 心 だけ 分けて 子に 添へ て 遣れる もので もない が、 そんな 分別 は 忘れて しまった 處に、 あり 難い 尊い 

眞擎な 親の 熟 愛と 詩情と が 動く C 

さ だ ときの みこ の 家に て、 藤 原の きょふ が、 近 江の 介に ま 

かりけ る 時 に、 馬 の はなむけ しける 夜よ める 

別跃  四 三 七 
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き」 のとし さ だ 

け ふ 別れ あす は あ ふみと 思へ ども 夜 や ふけ ぬらむ 袖の露け き 

1 0 さ だとき のみこ 云々 貞辰 親王の 家で、 藤原淸 生が、 近 江 介と なって 赴任しょう とする、 その 立 振舞した 

夜に 詠んだ 歌との 意。 「馬の はなむけ」 は、 いにしへ 旅行く 人が 乘 つた 馬の 鼻面 を、 その 行くべき 方へ 向けて 祝 

ゥ マヤ チ  ハナ マケ 

ひ 言して 立た せ 造る が 本で、 轉 じて は 送別の 宴 を 開く をい ふと も、 驛路の 端設の 略と も、 旅立つ 人の 馬の 鼻へ 

向けて 物 を 贈った のから 起る ともい ふ。 こゝは 送別の 荽 である。 今では 略して、 はなむけと ばかりい つて 錢別 

の 事と する。 0 あす は あ ふみ 明 曰 は 逢 ふ 身と いふに、 近 江 を 寄せた。 

大意 貴方の 赴任な される 近 江の 國は京 隣の 程近い 處ゅ ゑ、 今日は 別れても 明日 はすぐ に 逢 はれる この 身 ぞとは 

思 ふが、 さすがに 別と いへば 名 殘が惜 まれて、 猶豫 する うちに はや 夜が 更けた ので あらう か、 これ この 通り 袖 

が 露 ほい ことよ。 

國 いやく これ は 露ではなくて、 別の 悲し さに 溢れた 淚 なる はの 餘 意が ある。 そんな 交通 不便の 畔 代で すら、 

僅々 一 日のう ちに 往來 される 隣國 なので、 別離と はいへ 淚を 落して 騷ぐ 程の 事で もない の を、 「袖の露け き」 と 

まで 誇張して ゐる。 四 句 は、 二れ が^に 假設 した 前提 だから、 實に 夜の 更けた ので も あるまい が、 おの づ から 

別離の 名殘 惜し さに 時の 移る を 知らなかった 趣が 聯想され て、 流石に 無駄で ない。 二 句 を、 契 沖、 眞淵、 宣長 

等の、 逢 ふに 近 江國を かけた ものと して、 明日 は 逢 ふ 程に 近い 近 江國と 思へ どもの 意に 觯 したの は、 理の たじ 

ろぐ こと を 忘れた ものである。 「逢 ふ 身」 といへば こそ、 「袖の露け き」 に 打ち合っても 聞え るので ある。 國の名 

は 物 名と して 詠み 込んだ まで ゝ ある。 


こし へ まかりけ る 人に よみて つか はしける 

か へ る 山 ありと は 聞け ど 春霞た ちわ かれな ば戀 しかるべし 

1 0 かへ 乙 山 和名 杪に、 越 ^敦^ 邵に鹿 蒜鄉ジ ある，」 其處の 山せ 加比留 山と いひ、 又轉 じて はかへ る 山と も 

いったの である。 ^淵が 「歌の 寄せに て、 さて かへ る 山に 歸るを 寄せ、 かへ る. E と轉 じいへ るな り」 と鮮 いた 

の は 本宋顚 倒で、 名詞 を 私に いひ 改めて 聞え る 害がない。 0 春霞 「たち」 にか、 る 序詞。 

大意 北^に は、 追 付け 無事で ぉ歸 りなされ る、 かへ る 山と いふ 賴 もしい 名の 山が あると は 聞いた が、 それでも 

この 節の 春の 霞の 立つ やうに、 立ち 別れて 注 かれたならば、 定めて 戀 しう ありさう なわい。 

國 未だ 出立せ ぬ 以前に、 別後の 離 情を豫 想して、 その 人の 許に 詠んで 贈った ので ある。 「春霞」 は 山の 綠で畔 節 

のお 物な の を、 「立ち 別れ」 の 序詞に 川 ひた。 故に 契 沖が 「春霞と 共に 立ち 別れて」 とい ひ、 宣 長が 「あの 霞の 

立ちて ある 方へ 立ち 別れて」 とい ふ、 いづれ も 誤ってる る。 想 ふに、 その 人 は外官 などで 赴任した もの か。 さ 

て は 一定の 任期 を 終へ ると、 必す歸 つてく る笞 なので、 其處の 山の 名に 寄せて、 r 歸る こと あり」 といった の だ 

らう。 「聞け ど」 の 一 語、 足い まだ 他 鄉の土 を 踏まぬ 都 人士の 口吻 C 

人のう まの はなむけ にて よめる  きの つら ゆき 

をし むから 戀 しきもの を 白雲の たちな むの ち は 何 ごこち せむ 

Ei  0 うまの はなむけ にて よめる 餞の 席上に て 詠める との 意。 0 をし むから 「から」 はよりの 意。 〇 白雲の 
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「たち」 にか、 る 序詞。 

大意 別を惜 むより はや 未だ 出立せ ぬ 貴方が、 かう も戀 しい もの を、 それ を まあ 空の 果に 見える 白雲の やうに、 

立って 遠く へ 注 かれよう その後 は、 どの やうな 心 持が しませう ぞ。 

「をし む」 は 服 前 惜別 s 愦で、 「戀 しき」 は 別後の 情で ある それ を 混 一 にして、 別れ 切らぬ うちから 戀 しいと 

いふ 沒 理路の 言 は、 鍾 情の 極で、 「たちな む 後 は 何 ごこち」 s 下句の カ强ぃ 前提 を 成して ゐる。 實際 離苦 は豫想 

して さへ も耐 へられない。 況ゃ實 現の 曉は何 心地と、 不定の 疑問 を 用 ひたのに、 測るべからざる 多大の 愁恨を 

寄せた。 

三 四の.^、 六帖に 祸嬉爿「 む I れ，^ —れ， ^ばと ある は、 前の 紀利¥ の 歌 を 謬り 混じた る ものと 思 はれる つ 家集 は、 ra 

句の み 六帖と 同じい C 

ともだち の、 人 の國へ まかりけ るに よめる 

在 原 しげ はる 

別れて は 程 を へ だっと 思へ ば やかつ 見ながら にかね て戀 しき 

1 0 人の 國 他國。 狹莪に はわが 住處を もとにして 餘 所の 國 をい ひ、 廣篛に はわが 國を もとにして 外 固 をい ふ。 

伊勢 物語に 「この 男、 人 S 國 より 夜毎に 來っ ゝ、 笛 をい と 面白く 吹きて」 と ある は 狹義。 「人の みかど」 などい 

ふ は廣義 である。 さて この 端詞 は外國 への 旅行の やうで もない。 內 地の 旅行なら ば この 上下の 欧の やうに、 越 

の 國、. あづまの 國 など 書くべき 答 だが、 想 ふに 出先の 國が 不明な 爲に、 止む を 得す 「人の 國」 と 書いた の だら う。 


0 程 道程。 時間の 意に 用 ひる は 俗 意で ある。 

大意 一 旦 別れて は、 久しく 逢 はれぬ 遠い 道のり を 隔てる 事と 思へ ばかして、 一 方に はお 顔 を 見て 居ながら、 一 

方に は 案じ^き がせられ て、 今から もう 戀 しく 思 はれます わ。 

1 「かねて 戀 しき」 の 上に、 かつの 副詞が 一 つ 略されて ある。 見て 居ながら 戀 しいと いふ 矛盾 を捉 へた 尖 新な 着 

想 だが、 あまり 說明 的で、 叙 法が くだく しい。 乃父 業 平 朝臣に 詠ませたなら、 かう は あるまい。 

あづまの 方へ まかれり ける 人 に、 よ みて つか はしける 

い か ごの あつゆき 

おもへ ども 身 をし 分けねば 目に 見えぬ 心 を 君に たぐへ てぞ やる 

1 o あづま 日本 & 尊の 東國 征伐の 時、 御 妻 橘姬が 上總の 海に 沈まれた のを欵 いて、 碓 氷の 坂で 東 を 顧みて、 

F 妻 者. a と 仰せられ たので、 坂 東の 國々 を あづまと いひ、 後々 は、 逢坂の 關 から 東の 國 をも弘 くい ひもした。 

さ て そ の 行 手の 道 を あづま 路と いった。 

大意 何程 思っても、 身 を 一 一つに 分けられぬ によって、 お供 は 協 はぬ か はりに、 目に は 見えない 私の 心を肯 おに 

^はせ てサ、 はる，^ 遣ります わい。 

公務な どに 支 へられて、 一緒に 出立され ない ので、 さりと て 「身 をし 分けねば」 と、 わが 苦心の 尋常で ない 趣 

をい ひ 送った ので ある。 三 句 は 何たる 冗語と 思 はれた が、 詞 書の やう を^る と、 同伴 はさて おき、 見送りに さ 

へ 行かない さま だから、 或は それらの 怠慢 を模稜 すべく、 •- DW に见 えぬ 心 を 引き出し たる もの か。 すると く 看 
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過され ない 大事な 句になる。 上の 「人 を 心に おくらさむ や は」 と、 その 意が 表裏で ある。 韓 倨の 詩に、 

身 情 長在喑 相隨、 生魄隨 1 君々 豈知。 

に 比する と、 巧拙 天壌の 差が ある。 叉 伊勢 物語の 業 平の 詠に、 

おもへ ど も 身 をし わ けねば 目が れ せぬ 雪の 積る ぞ わが 心なる 

は、 二三の 句が 全く 符合して ゐる。 けれど 主 想が 差って ゐ るう へに、 彼 は 例の 詞 足らす であるが、 これ は隈な 

くい ひ徹 つて ゐる〕 

あ ふ 坂に て、 人 を わかれけ る 時に よめる 

な に はの よろ づを 

あ ふさ かの 關し まさしき 物なら ば あかず 別る 、君 をと ど めよ 

1 0 あ， V かにて 云々 「あ ふ 坂」 は 相 坂， 逢坂、 合 坂と 書く。 山城 近 江の 國 境の 山で、 近 江 國滋賀 郡に 馬して ゐ 

る。 關を 置かれた 事に 就いては、 日本 記 略、 延 1  曰 十四 年 八月 已 卯に 「廢ニ 近江國 相坂剗 1 云々」 文 德實錄 に 「天 

安元 年 四月 R 寅、 始置ニ 近 江 相 坂 大石龍 華 等 二 一 處之關 一 云々。 相坂是 古昔 之 舊關也 云々」 など ある。 「人 を 別れ」 

は眞 淵い ふ 「この 集に、 人の 旅行に 別る ゝに は、 人 をと いひ、 わが 行く に は、 人に といへ り」 と。 然し 萬 葉 集に 

は、 その 差別がない。 廣蔭說 に、 f 人 を 別る とい ふ は 正格な り。 にの 音 は、 似る、 煮る、 膠な ど、 渾 ベて 密着の 

凝 を 持てる なれば、 人に 逢 ふと こそい へ、 人に 別る とはい はれぬ 言な り」 と。 音義 から は 尤もと 思 はれる が、 

言語 は 生命 を 有する 活物で あるから、 あながちに 泥むべき ではない。 


大意 關は人 を 止める 所で あるが、 この 逢坂の 閼 がサ、 果して 正しい 物なら ば、 殘り 多い のに 氣强く 別れて 行く 

一  このお 方 をせ き 止めて くれよ。 

1 わが 引き止め たく 思 ふ 人が、 闢 守の 誰何 を も 蒙らす、 a すく 越え 行く のが 恨めしい ので、 汝 逢坂の 關ょ、 

： この 遊子 をと  >  めて、 閼の關 たる 實を 示せと 訛へ た その 構想 はや/ v 面白い。 常時の 逢坂 は關 守な しの ii け 放し 

； であった。 契 沖が 「あ ふ 坂の 名に は 心 を 着く ベから す」 といった の はよ い。 眞淵、 宣長 等が.， 逢 ふの^ 殺 を 兼 

ねた やうに 解いた の は 拘泥の^で、 早く 詩 味の 一 半を沒 了す る ものである。 

,  題 しらず  よみ 人 しらず 

店 ごろ もた つ 日 は 聞か じ 朝露のお きて し 行けば けぬべき もの を 

この 歌 は、 ある 人つ かさ を 給 はりて、 新しき 妻に つき、 年へ て 住みけ る 人 をす て、、 た  >  「明 曰な む 立つ」 と 

ばかりい へりけ る 時に、 とも かう もい はで、 詠みて つか はしけり。 

i  o 唐 ごろ も 唐衣。 唐は韓 又は 支那の 意に 川 ひ、 又美稱 として 用 ひる。 こゝ は 美稱と 見て よい。 唐衣 哉つ と 

\  いふより 「立つ」 にい ひかけ た 枕詞で ある ご 0 朝露の おきてし 「朝露の」 は 序詞で、 「の」 はの 如くの^。 おの 置 

くに、 人 を 打ち 置く^ を かけた c  o 行けば 木 下 幸 文い ふ 「行かば なりけ む を、 もと 行 はと 書きた るより 行け 

ばと 訓み 誤れる なるべし」 と。 本文の ま、 にても 聞えない こと もない が、 行かば は 更に 妥^で ある。 依って、 

幸 文の 考に從 ふ o 

大意 御 出立の 日 をば 何時と いふ こと は、 私 はもう 聞き はすまい と 存じます。 なぜ なれば、 私 を 捨て、 朝^の 
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置く やうに 跡に 置いて お 出な さ らば 、 私の 身に その 朝露の 消え る やうに、 涫 えてし まひ さ う に存 ぜられ ます も 

の を。 

それ を もな ほ 見捨て 、行く の は、 餘り 無情な 仕 打 だと 自覺 して、 若し 思 ひ 直り もす るかと、 一 縷の望 を 萬 一 

に 繋いだ 可憐の 情 致 は、 同情， に堪 へない。 棄て丄 仕ったら 生きて は 居ません とい ふ 勝 氣な氣 性ではなくて、 生 

きて 居られません とい ふ 弱々 しい はかな ゆな 氣性 なので ある。 それだけ 餘 計に 同情が 惹 かれる。 夕 露と いはす、 

朝露と いった は、 朝 立つ ことが 旅行の 常 慣習 だからで ある。 この 三 四の 續き は、 貫 之の、 

長き 夜 を 忍 ひ あかして 朝露の おきてし くれば 袖 ぞひぢ ぬる 

と 同 巧で ある。 又 死ぬべき の 意 を 露の 緣に 寄せて、 「消ぬべき」 と. 轉義 した。 枕詞と 序詞と で、 上下に 排 對の辭 

樣を 取った。 

左 註 は、 大ゃ うこの 歌の 事情 を^した やうで あるが、 上來の 例に 據 ると、 これ も 後人の 所爲 だら う。 けれども 

I 淵の 「誰と いふ 男、 誰と いふ 女、 何の 司、 何の 書に ありと いふべき 事なる を、 さはなくて、 かく 浮きた る 事 

のみ 書く は、 用な き 事な り」 と 難 じたの は 偏して ゐる。 その 實は 確かで ない 事で も、 世間 一 般に いひ はやして 

捨て 難い もの も あるで はない か。 

ひたち へ まかりけ る 時、 藤 原の きみとしに 詠みて つか 

はしける  0 

朝な けに 見べ ききみ とし 憑まねば 甲^-ひ たちぬる 草 まくらな り 

1 0 藤 原の きみとし 公利と も 書く. 本朝 文粹、 三善淸 行が 異見 封 事 中に、 備中 介に なった 事の 見えた 人で ある。 


0 朝な けに 「朝な」 は 朝に の 轉語。 「け」 は 來經の 約 語 だから、 「けに」 は 常にの 意。 連ねて 毎日の 意と 解す る G 

0 兒 べき るべき の 意。 0 思 ひたち 思ひ斷 ちに、 思 ひ 立ち を かけた。 o 草 まくら 菰、 菅の類 は 勿論、 何 

に まれす ベて 草で 造った 枕 をい ふ。 旅に か、 る 枕詞に 川 ひる。 古の 旅行に は、 驛 令：： の設 がなかった ので、 草 を 

引き 結んで 枕と した 故、 草枕す る 旅と いふ 意の 續き である。 雅^の 說に は、 草枕 牝 ぬの 意 を 旅に かけた ともい 

ふ。 こゝは 草枕 を 直に 旅の 意に 轉 川した。 なほ 足 引の は 山、 玉^の は 道の 枕詞な の を、 後に は 直に、 足 引 を 山、 

玉鋅を 道の 意に 川 ひた 例に 同じい。 

大苕 とてもい つも 逢 はれさうな 贵方樣 と はサ憑 まれぬ 故、 あきらめて 思 ひ 立ちました、 今度の 旅で 御座り ま 

1 よも やに 惹 かされて 人の 無情 を 怨みつ、 ある 人、 失望の 極、 世間の 消息 を 絶った 住所 を 求めようと 出で立つ 

た。 それでん なほお るに 臨んで、 戀々 の^ 躊躇の 態の ない 譯に はいかない。 「思 ひたちぬ る 草枕」、 眞に斷 腸 s 

語で ある： 結 末 殊に 力量が 見える。 さて 「きみとし」 に 人の 名の 公利、 「おも ひたちぬ る」 にさして 行く^のお 

のぎ ii、 「草 まくら」 に 我が 名の 内藏を 詠み 入れた。 抑 もこの 作者の 名 は、 寵 アナ、 寵 ッ？； シ U 又、 ^力 サヌ 

など、 異本 まちく である C 淸輔 奧儀抄 に，^ 1 ク と訓ん であるの は、 うつくしむ sm^f: で、 ^に從 つたも^と 见 

える、」 ^典 樺 文、 寵 字を寵 とも 寄く- 宇 冠 穴 冠 通 ffl する は隸 書の 常で ある。 齋藤彥 躋の說 に 「この 女の^ か 兄 

か、 内^ 寮の 顼助 允な どの 官の 時に、 内裏へ 參 りたる 女に て、 呼名 を内藏 とい ひしが、 草書に て 書きた る 二字 

を 二子と ^謬り て、 上の 三卞の 如くに は、 寫 しひが めしなら む」 と ある。 極めて 適 鮮と思 はれる から 、これに 據 

つて 結句に、 我が 名の 內载を 詠み 入れた も S と 定める 烦 はしい ほどに 名詞 を斷ち 入れた が、 更に 斧鑿の 痰の 
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な いのは、 巧手と 稱 へて よい。 

紀 のむ ねさ だ が、 あ づま へ まかりけ る 時 に、 人 の 家に やど 

り て、 あ か つ き 出、、 て 立 つ と て" まかり まう しし けれ ば。 女 の 

詠みて 出せり. ける  よみ 人 しらず 

えぞ しらぬ 今 こ 、 ろみよ 命 あらば われ や 忘る 、人 やと はぬ と 

1 o 紀 のむ ねさ だが 云々 「むね さ だ」、 如何なる 字 を 項て、 よい か 明らかで ない。 傳 未詳。 「まかり まう し」 は 

罷 巾と 書く。 暇 乞で ある。 さて 人の 家から 旅に 出立す るの は、 方 違への 爲に 宿った ものと 思 はれる。 中 昔の 頃 

は、 H< 1 神と いふ 神の 天 を 周り あるく が、 其の 運行の 方に^つ て 行く と 凶事が あると いふので、 必す 行くべき 

ことの ある 折に は、 一先 づ 他所に 宿って、 方 を 違へ てから 行く 習慣が あった。 こ、 は 素より 知合の 女 の 許に 

宿った ので ある。 0 えぞ しらぬ 知り 得ぬ の 意。 0 今 こ、 ろみよ 「今」 は 口語の 追っ付けに 當る。 「こ 、ろみ 

よ」 は 試して 兌よ の 意。 o 命 あらば 我が 命の あらば。 o 人 や 「人」 は、 こ、 では 女から 男 を さしてい つたの 

である。 

大意 何方が 糗 もしい か賴 もしく 無い か は、 ソレャ 今 はわ かりませ ぬ、 私 は 貴方に お別れ 申して からが、 生きて 

居る 空 はない が、 萬 一 にも 命あって 生きて 居るなら、 長い間に 私が 忘れる か、 責 方が 音信れ て も 下さらぬ か、 

二つ 一 つのと ころ を 追 付け 試して 御覽 なさい よ。 

^ 雪山 萬 ^を 隔て、、 長い 年月 を 重ねたら、 移り 易い 女心 は 甚だ 覺 束ない もの だら うな ど、 男の いったの を 承 


ナて、 A 冊より 讃繫 「ト こ ゝ ろみよ」 の 1 冷語 を 下して、 さう 仰し やる 貴方 自身 こそ あぶない ものた の 意 を寓 して 

ゐる。 日頃 疎々 しい 振舞な どした 彼れ、 慙 死せ すに 居られよ うかい。 「命 あらば」 は、 我が 思 ひに 堪へ かねて^ 

れ 死なべき こと を豫定 して、 男の^ 情な 反映と した。 含蓄 あり 曲折あって、 面白い 耿 である。 伹氣格 はさ ラ高 

くない。  ぎ  ) 

二： E:、 六 帖に^ 77^?^ と ある。 これ は 我が 試みむ とい ふ 意で ある コ 景樹は 「本文の 如く 試みよ と 人に ド知 

する 意なら むに は、 命 あらば も 人に 係るべし。 何故に 人の 命 を覺朿 なむに か It り 立た す。 旅の 門出に も ゅゝし 

き 語なる を や」 といって、 六 帖に從 つた。 けれども 上文の やうに 鮮 けば、 木 行の まゝで 仔細 はなから う。 

あ ひ 知り て 侍りけ る 人 の、 あ づ まの 方へ まかりけ る をお 

くると て  ふ 力 やぶ 

雲居に も かよ ふ 心のお くれねば わかる と 人に 见 ゆば かりなり 

1 0 あ ひ 知りて 多く 男女の 語ら ひ をした 中に いふ。 上の 一 一首 も 男女 間の 別離 だから、 これ も その ，3 だら う。 

O 人に 對乎を 指す 「、狭義に 使って ある。 

大意 君の ある 程遠い 所へ、 貴方が 注 かれても、 私の 心 は 何時も 貴方の 居る 方へ 通って、 跡に 後れて 居ねば、 詰 

りこの 身 だけが、 今 別れて 跡に 殘 ると、 責 方に兒 える ばかりで すよ。 

0 上の 「かざりな き雪ゐ のよ そに 別る とも 云々」 と 表裏して るる。 心と 身と を 二つに 分けて、 別々 に 取り扱った 

こと は 詩的で ある C 「私の 心 は どんな 遠方で も責 方に ついて 注き ます」。 遠い く 東の 旅に 赴く 人に 取って、 こ 
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んな あり 難い 贐 はなから う。 

二 句、 六帖に 深き 心のと ある。 

友の あづまへ まかりけ る 時に よめる 

よしみね の ひでを か 

白雲の こなた かなたに 立ち 別れ こ 、ろ をぬ さとく だく 旅 かな 

In  0 白雪の 白雲の 如くの 意。 「こなた かなたに」 の 句 を 隔て、、 三 句の 「.N ち 別れ」 の 「立ち」 へ か、 る 序詞で あ 

る。 下に 「秋 霧のと もに^ も 出で て 別れな ば」 と ある も、 「秋 霧の」 は 立ちに のみ か、 つて、 「ともに」 とい ふ詞に 

はか、 ら ぬのと 同じで ある。 o ぬ さとく だく ぬ さの 如く 碎 くの 意。 「ぬ さ」 は 神に 捧 ゆる 布 帛 であるが、 こ、 

は 旅行く 時、 道の 神に 手 向の 料と して 幣 袋に 入れた 五色 絹の 切幣 で、 細かに 切り 碎 いた 物 だから、 幣の 如く 碎 

くと いった o 

大意 貴方 は 遠い 東へ、 私 はこの 都に と あちこちに、 恰も 大空の 白雪の 立つ とい ふやう に、 立ち 別れて、 道の 神 

に 手 向ける この 幣の やうに、 心 を 千々 に碎 いて 悲しまれる、 責 方のお 旅立であります ことよ。 

團 行く 人 は、 峠の 社頭に |B を捧 けて 行旅の 平安 を 祈り、 送る 人 は、 油然と して 白雪の 生す る 天の 一方 を 望ん 

一 じ、 袂を 別つ に 忍びない。 眼前の 光景に 詩材は 多々 あらう が、 これ ぞ殊 にこの 白雪と 幣とを 借り 來 つて、 斷腸 

の 情 を 叙べ た 所以で あらう。 同一 の 譬喩 法を疊 用した が、 煩 冗の 感を與 へない。 


みちの くに へ まかりけ る 人に よみて つか はしける 

つら ゆき 

白雲の 八 ^ にか さなる をち にても 思 はむ 人に こ 、ろへ だつな 

ミチオ ク  厶厶 △ 厶  < ：ク 1 

園 0 みちの くに 「みちの く」 は 陸の 奥の 略 だから、 國の字 を 添へ ると、 みちの くの 國と いはす ばなる まい。 上 

の 「常^へ まかりけ る」 の 例に よれば、 陸 奥へ であらう。 さて はに 文卞は 冗 字。 〇 八重に 「八」 は 多量 多数の な 

を 表する。 七重に 次ぐ 八重の^で はない。 o をち 口語の あち、 あっちな どの 萬萊^ に、 彼此 をヲ チコ チ 

と^んで ある。 

大意 今お 出になる..： z 雪の 幾重に も 鼓な つた 彼 地で も、 贵方 を^ ふ 程の 人に は、 必す心 をお 隔てな さるな、 假令 

あの は 隔て 、 あらう とも。 

國 その 「思 はむ 人」 とい ふ は 外ならぬ 私の 事サ と、 落 ss» させる いひな し、 巧で ある。 かうよ そくしく，：：：^ ふ-取 

り 扱った 點に、 婉曲の 味が 生す る。 上句、 限りなく 遠い 趣が 見えた。 雪の 綠で 「八重に かさなる」 かに： おつな」 

ときたの は 例の 手づ まで、 親阽 過ぎる が、 かう した 叙 法は當 時の 流行で ある。 

人 を 別れけ る 時に よめる 

フビ 

わかれて ふこと は 色に も あらな くに 心に しみて 佗し かるらむ 

人 を 別れ 「を」 の 辭の說 は 上に 旣出。 O しみて 染みて と 同 語。 

離别耿 
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大意 別と いふ こと は、 色で も あり もせぬ に、 何で この やうに、 心に： 礼み，^ \ となって、 仕方も^ くつら いので 

あらう ぞ o 

i 「心に しみて」 から 色の 語 を 聯想して、 これ を 反喩に 扱った。 すべて 細く からびた 仕 立、 これ もー體 である。 

三 四の 句 間に、 何故に の 語 を 4ロ めて 婉曲に した 爲に、 大人しい 安らかな 氣分 になって ゐる。 

初 句、 六帖 にわかる て ふと ある o 別と 名詞に いった 方が 一 一句へ よく 出合 ふ。 

あ ひ 知れり ける 人 の、 越 の國に まかり て、 年 へ て 京に ま う 

で き て、 又 かへ りけ る 時に よめる  凡 河 內躬恒 

か へ る 山 何 そ はありて あるか ひは來 てもと まらぬ 名に こそ あり けれ 

Hi  0:1: そ はありて 「何 そ は」 は 何 それ はの 意。 この 語 古 來釋き 得た 說 がない。 この 何 は、 口語の 何大シ タ事デ 

モ 無ィ、 何驚ク ニ及バ ヌ、 などの 何で、 末に 必す 否定の 語 か、 反駁の 詞かを 現 はすべき 格で ある。 故に こ ， 

は、 何 それ は 在って 在 5. 斐の 無い の 意に 解す るが よろしい。 下の 戀ー 一 「命 や は 何 そ は 露の あだ 物 を 云々」 の 歌 を 

も參 照して、 通 はせ て 心得られたい。 

大意 越の 國 のかへ る 山 は、 彼 地へ 下られた 貴方の、 再び 都に 立ち 歸る 名ぞ と、 これまで は賴 もしく 思って 居つ 

たに、 何 それ は 在って 在 S- 斐の 無い ので、 その 在る 甲斐と いふの は反對 に、 久し 振に 来た 貴方が 京に は 留まら 

すに、 又 彼 地へ 歸 ると いふ 名で サ ありま したわい。 

il 山の 名の 「かへ る」 は、 此方へ ではなくて、 彼方へ 歸る 意で ある 事 を、 始めて 合點 したと いふ。 「来ても とまら 


ぬ」 は卽ち 歸 る ことで あるが、 「かへ る 山」 の 名と 重複す るので いひ 換へ たので ある。 「あり」 の 語の 反復 何でも 

ない こと だが、 調子 S 滑 かさ を覺 える。 けれども とく 山の 名に 鎚っ た緣 語の 仕 立で、 弄 舌の 妙 こそ あれ、 氣 

味に 至って は、 則ち 索然と して ゐ る。 

六帖に 、 作^ を^ el^ の お；^ みと ある S は 誤 だら う。 

こしの 國へ まかりけ る 人 に、 よ みて つか はしける 

よそに のみ 戀 ひや 渡らむ 白山の ゆき 兑 るべ くも あらぬ わが 身 は 

^  OU.E の ゆき 见る .S 山の 雪 を 、「行き」 にかけ た 序と する。 雪^る に、 行き 兌る を かけた とする 說 はわる いつ. I：： 

出 は 加 賀^ 能关 郡に ある。 今 は 音讀 して ハク サンと いふ。 越 前に も 同名の が あるが、 打ち 任せて、 雪な ど 詠む 

べき 萵 m でない。 越 前、 加賀、 能 登、 越 中、 越後の あたり は、 すべ て 古の 越の 地で、 京畿 より 越路に 入って、 

先.. つ 门 につく^ 山 は 雪 を 裁く 白山で ある。 故に 越の 白山の 名が 世に 高い。 白山の 名も雰 によって  > ある。 

大意 八.' かに は、 餘 所にば かり 戀 しく 思って、 月日 を 送る ことで ありませ うか、 とても 雪 深い. ある 越路へ 

往 つて、 ^^にお 目に 懸かられ さう にも 思 はれぬ 私の 身 はサ。 

1 公^に 支 へられて、 心に 任せぬ 身な ので、 「ゆき 兒 るべ くも あらぬ」 といった らしい。 平凡のお 想、 ゎづ かに 

「.：：： 山の ゆき 兌る」 の 弄 語が 一 ふし を 成す のみ。 

音 羽 山の ほとりに て、 人 を 別る とてよ める つ ら ゆ き 

離別 欲  四 五一 
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音 羽 山 木 高くな きて ほと 、ぎす 君が わかれ を惜む ベら なり 

1 0 音 羽 山 夏 部 「音 羽 山 けさこえ くれば」 の 條に旣 出。 0 木 高く 梢 高く の 意- 小高く と 心得て はいけ ない。 

大意 この 音 羽 山の 梢 高く 鳴いて、 時鳥が あれ あの 通り、 貴方の 別 を惜む やうな 樣 子であります わ。 

圆 時鳥の 聲を 聞いて、 あれ は 君が 別 ゆ ゑに 鳴く の だとい^ 推定 は、 卽ち旣 に 君が 別に 泣いて ゐる 作者で ある こ 

とを證 する。 しかも 心無き 鳥獸 すら も 愁へ欵 く は、 卽ち 別れ 行く 人の 重き を 成す 所以で、 客 を 借りて 主 を 形す. 

る 筆法で ある。 杜收 の、 

リテ  タム ヲ  ヅ テニレ テヲル  二 

蠟淚 有い 心 遠 別、 替， 人 垂：. 淚到ニ 天明？ 

は、 詩 材 こそち がふが、 同 想の 同 叙と 見える。 「木 高く」 は、 山の端の 梢 あたりに 鳴く 景色で あるが、 おの づか 

ら 鳴く 昔の 高く 聞え た 趣 も 響き 4 口 ひ、 鳴く 音の 高い に、 別 を惜む 心の 一 通りで ない 態 も 聯想され る。 音 羽 山 l2 

木 高く とい ひ、 叉 梢 を 詠む こと は、 その 木 茂き 實景 から 來 たもの だら う。 細心の 作で は あるが、 一往 自然の や 

うで ある。 又、 唐 偕無悶 の； g に、 

杜鵑 不 レ顧離 人^  、 更向 1 1 落花 枝 上 一 啼。 

同 一 の 詩境 同一 の詩材 で、 有情 無情の 取り成し、 比較して その 好 處を曉 るが よい。 

0 1® の 後 蔭 が、 唐 物の つか ひ に、 な が 月 のつご もりが たに 

まかりけ る に、 う へ の をの こ ど も、 酒 た う びけ るつ い で に 

よめる  凝 原の かねもち 


もろ 共に なきて と ぐ めよ きり <^ す 秋 の^は 惜しく や は あらぬ 

0  o 藤 原の 後 蔭が 云々 後 蔭が 唐物の 使に 任ぜられて、 九月の 晦 方に 西國へ 出立した 時に、 殿上人 達が その 餞 

別の 酒 を 酌んだ 序に 詠んだ 耿 との 意。 「唐物の 使」 は 唐國、 渤海國 等の 商船の、 筑 紫に 着いた^、 その 積 荷を儉 

校して、 珍奇の 货 物は收 公して 都に 奉りな どす る爲 に、 遣 はされ る 使で ある。 武家の 世と なって は、 唐物 奉行 

といった。 r 晦方」 は 月の 下旬。 「たうび」 は 賜び の 音便で ある。 この 本文 は、 うへの をの こども を 主と した 寄き 

方 だから、 他が 差って ゐる。 たうべ となければ なるまい。 「たうべ」 は 賜 はりで ある。 飮 愛する こと を、 口語 

にタ ベと いふ も 同 語で ある。 o もろ 共に 自分 と共にの 意。 これ を 秋の 別と、 人の 別との 二つ をい つたと する 

說は、 ^だ その 謂れがない。 

大意 ^よ、 共々 に 泣いて とめて 吳れ よ、 今 この 秋の 暮れ行く 別 は、 惜しく は 無い ことか、 どうして 惜しい こと 

である わ。 

0 壺々 の あたりに、 々と 鳴き 出した 蟲の聲 を やと ひ來 つて、 秋の 暮れよ 、フ とする を惜ん だの は 表面の^で、 

寳は秋 行く 人の 別 を惜ん だ喑喩 である。 筑 紫の 往復 は 公 程と して 一 月 半、 それに 公務 執行の は U を 加へ たなら 

：： いくて 一 一：：： を耍 する。 況ゃ 旅行の 苦 患 は 今日の 人の 想像 以ヒ であった 常時と すると、 いよく 旅行く 人が いた 

はしく も あり、 隨 つて 別れ 難く も感 する。 けれども 公事 は 私情で 如何と もし 難い。 ひたすら 別淚の 催す に堪へ 

す、 汝 も手傳 つて 泣いて 止めよ と、 はかない 蟲 の聲 を も カ賴 みとす る 揮-綿の^^、 あはれ 深い ものが ある。 

平 もとのり 
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秋 霧のと もに 立ち 出で て 別れな ば はれぬ おも ひに 戀 ひや 渡らむ 

ElO 秋 霧の 「立ち 出で て」 の 「立ち」 に 係る。 「出で て」 に は 係らない。 O はれぬ おも ひ 胸の 開く ことない 物 so 

大意 秋 霧の 立つ と共に、 責 方が 立ち 出で て、 お別れな されて しまったならば、 私 は 今から あの 霧の やうに、 暗 

れぬ 心の 物 思に、 何時も 貴方 を戀 しく 思って、 月日 を 過す ことで ありませ うか。 

1 霧の 綠語を 以て、 「立ち」 「晴れぬ」 など 修飾した。 これ も 上と 同時の 歌で、 殿上の 夜 宴と 覺 しいから、 夜霧の 

立ち 渡った の を 見て 詠んだら しい。 されば 晝の 歌と して、 「おも ひ」 に 日 をい ひかけ、 霧に 曇って 曰の 晴れぬ の 

を 胸の 晴れぬ に擬 へたと する 說は、 成り立たない。 

源の さね が、 筑 紫へ 湯 あみむ とて まかりけ る 時 に、；^ 崎 に  ， 

て 別 をし みける 所に てよ める  し ろ め 

い のち だに 心に かな ふ ものなら ば 何 か 別の 悲しから まし  ， 

1 〇 源の さね 云々 「源 實」 は宫 右近 衞少將 に 至った 人。 「ゆあみ」 は 湯 浴で、 筑紫 にょい 溫泉 があった ので、 湯 

治に 行った ので ある。 「山 崎」 は 山城 河内 攝津 三國 の堺、 淀川の 北岸に 當る。 京より 西國に 通す る 咽喉の 地で、 

延^ ゆ 代に は、 京に 上下す る 船 場であった。 土 佐 日記に もこの 趣が 見えて ゐる。 0 心に かな ふ 思の ま、 にな 

る をい ふ。 

大意 賁方 をお 留め 申す こと は 協 はすと も、 せめて 自分の 命な りと も 心任せに なって、 ぉ歸 まで 長ら へられる も 

のなら ば、 何の このお 別が 悲しから うぞ 悲しく もありません わ。 


S- しかし 心に 協 ふ 命で ないから、 やはり 別 は 悲しい と 落着す る。 現代の 人の 目から は、 筑紫 あたりの 湯治の 別 

に 命 を かける の は、 餘り 大袈裟 過ざる 嫌 ひ は あるが、 八 束 鬚 胸 前に 垂る盆 荒 雄す らも、 上に 見える やうに、 唐 

物の 使 を 送る といって は 、「鳴きて と  >  めよ」 「晴れぬ 思に 戀 ひや 渡らむ」 など 詠みあった 時代 だから、 女の 情で は 

ましてで あらう と 思 ふ。 それに 聊か 誇張 を 加 へられたら、 これ 位の 事 は當然 である。！^ 樹が T 生得 か弱き 人な 

りけ む」 などい つたの は、 餘り 事情に 疎い 穽鑿 である。 杜甫 のい は ゆる 生別 常惻々 で、 おれ 死にして^ 方のお 

歸の 日に 逢へ ないか も 知れない と、 不安 を豫 測して 眼前の 別愁に 耽る。 實に 直情の あら はれで、 辭 ほ^ 惋に沈 

痛に、 直に 人の 肺腑 を 刺して、 一 聲 一 淚、 一字 ー珠。 この 作 を 思 ふと、 白 女 は 遊女ながら 實に 立派な 人格者で 

あったら しい。 又い ふ、 作^ は 江 n の 遊女で あり、 源實は 廷臣で ある。 しかも 深く 馴れ 呢んだ 間柄で あったら 

しい。 後の 者 だが 大江匡 房の 遊女 記 は、 よくこの 間の 消息 を說 明して ゐる。 

山城. m 與渡津 一 浮 川？ 西 行 一 日、 謂ョ NrniiT 江 南北、 邑々 處々、 分流 向 1ー河€： 阈； 謂-一之江： ：！？ 到， 一 攝 asEr 有：： 

神ぬ 等 地 T 比 門 連戶、 人家 無 レ 絕、 倡 女 成, 群、 ^扁舟 一 看 二 船舶 ？以薦 二 枕席 T 上 f 卿 ^下 及：： 黎 ほつ： ク不 K 

接， I 牀第 1 施 * 慈愛 h 又爲ニ 妻妾？ 歿 1身 被 レ寵、 雖 n 賢人 君子 1 不ぃ免 ニ此行 T 長 保 年中、 東 三 條院參 二詣 住 吉社大 に. にス 

t 畔禪定 大相阈 被 二 ま 一 小觀音 T 長 元年 中、 上 東 門院 又 有 二 御行 ハ此時 宇治 大相國 被い 賞- 1 中 君 T 延久 年中、 後 三條院 

同 幸 n 此 寺社 T 伯 犬悽等 之頻、 竝：. 舟 而來、 人 謂 二 神仙？ 近代 之 勝 事 也、 相傳 曰、 雪 客 風 人、 爲レ赏 二 遊女？ 自 -1 京洛 河 

^之 時、？： 江 口人 T 剌吏 以下 自 ニ西國 1 人 江 之 輩、 愛 n 神 崎； 云々。 

上下 SiS! の 風見る やうで ある。 旣に 宇多 法皇 巡幸の 途次、 この 作者、 井に 大江； 土 淵が 女の 遊女な どに、 謁を赐 

うたこと があった。 
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結句、 六帖、 金玉 集 等に 悲し かるべき と ある は、 風 調が や、 劣り ざまで ある。 

山 崎より 神な ひの 森 ま で、 お くりに 人々 まかり て、 歸 り が 

てに し て、 別 をし みける によめ る  みなもと のさね 

V やりの 道なら なくに 大方 はいきう しと. いひて いざ 歸 りなむ . 

ElO 山 崎より 云々 「神な ひの 淼」 は、 秋 部に 見えた 大和 國 のと は 別で、 山 崎の 南の 山邊 にか  >  つて 向日 明 神と 

いふが ある。 その後 方の、 今 かうな、 ひの 森と いふ 所で ある。 「歸 りが て」 は歸 りに くいの 意。 o 人 やりの 道 人 

の 遣る 逍。 我が 心から 行く 道で ない の をい ふ。 o 大方 は 大抵 はの 意。 0 い 令う し 往きづ らいの 意。 「いき」 

は 注き の 古言。 0 いざ 率 ふの いざで、 誘 ひ 出す 意の 發語。 

大意 今 皮の 旅 は 自分の 心からで、 何も 人に 遣られて 行く 道中で はない ので、 折角 止めて 下される お 志 を、 振り 

切って 行く もい か V たから、 大抵 は往 くが 大儀と かこつけ をい つて、 さあ 歸 つてし まひ ませう。 

0 次の 詞書を 併せて 兒 ると、 前のと 同時の 歌で ある。 然 らば 湯治 行きの 私の 旅で、 公務な どに 關 した 人 やりの 

迠 でない こと はいふまで もない。 されば 自發 的に よして よされぬ 事 はない。 とはい ふ もの、 湯治 療養 も 亦 身に 

取って 大事で ある。 旣に山 崎で 袂 別の 情 を 十分 叙した の を、 なほ 神な ひの 森まで 慕って 來て くれた 人々 の 志 は 

格別で ある。 「いざ 歸 りなむ」 はこの 芳情に 酬いて、 離愁 を 緩和す る爲の 挨拶で、 歸 らうと いふの は 却って 歸ら 

ぬ 人の 所 言で ある。 そこに その 胸中の 葛藤が 見える。 上の 行 平 朝臣の 「今 歸り來 む」 と 似た 趣が あって 面白い。 


「今 はこれ より 歸り ね」 と、 實 がいひけ る をり によめ る 

藤 原の かねもち 

慕 は れ てきに し 心の 身に しあれば 歸る さまに は 道 も しられず 

ElO 今 は 云々 上の 詞書を 承け た 書き ざまで ある。 なほ 別れ かねて、 何處 まで も 送らう とする 樣子 なので、 も 

うこれ からお 歸 りなされ と、 源資 がいった 時に 詠んだ 歌との 意。 O きにし 「し」 は 過去の 辭。 0 心の 身に し 

心に 付いた 身で サの怠 。 「し」 は 强辭。 0 歸る さま 口語の 歸 りしな とい ふに 當る。 

大意 此處 まで 來 たこと は、 抑も責 方のお 跡が 慕 はれて、 自然に 引かれて 來た心 故の 身で サ あるから、 贵方を 置 

いて 今： t れと 仰し やられても、 歸 りしな に は 道 も わかり ませぬ。  • 

0 これ も 心と 身と を 分解して、 別々 に 取り扱った。 應酬の 語、 おの づ からかうな るの も 仕方がな いが、 上^ は 

說 明に 過 ざて 而 白くない。 以上 三 首のう ち、 これが 最も 劣って ゐる。 

藤 原の これ を か が、 武 藏の 介に まかりけ る 時に、 おくりて、 

逢坂 を 越 ゆと てよ みける  つら ゆき 

か つ 越え て 別れ も 行く か 逢坂 は 人 だ のめなる 名に こそ あり けれ 

1 0 藤^の これ を か 傳 不詳。 集中の 作者に は紀惟 岳と いふ 人が. あるが、 氏が ちが ふ。 0 かつ 越えて 云々 惜 

みて 引き止める 一方に は、 坂 を 越えて 別れ 行く 意で、 「かつ」 といった。 千秋が、 逢坂 を 越えながら 且 別れ 行く 
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の 怠に 觯 いたの は 杜撰で あろ。 「かつ」 は 「越えて」 に 係って、 「別れ」 に は 係らない。 「か」 は 欵辭。 o 人 だのめ 

人に 憑 ましめ る 意が 本で 轉 じて、 人に 憑 もしゅに 思 はせ て賴 みに ならぬ 意に 用 ひる。 

大意 逢坂 は 人に 逢 ふとい ふ 名な のに、 今 別 を 惜んで 居る そばから、 この 坂 を 越えて 別れて まあお 行きな さる こ 

とよ、 これで は 逢坂と いふ 名 は、 人 憑めな、 あてに ならぬ 名で ザあった わい。 

1 上に^ 恒が、 r 歸る山 何 そ はありて 云々」 と 詠んだ のに 似て ゐる。 萬 葉 調を陣 腐と 郤 けた 延 喜の 歌仙 等が、 更 

に 一 牛： 面 を 開かう と あせった 餘弊 は、 語 言の 窠套 に陷 つて、 測らす 後世の 俑を 作った。 拾遺 集に、 物へ まかり 

ける 送り 關 山まで し 侍る とて、 と詞 寄して、 

別れ ゆく け ふ はま どひぬ 逢坂 は歸 りこむ 日の 名に こそ あり けれ 

、 〕 れも ^之 の 作で ある。 い づれも 着想の 出 發點が 面白くない。 

攀 

大江 のち ふる が、 越 へま かりけ る、 馬 の は な むけに よめる 

广 +  藤 原 かねす けの 朝臣 

君が 行く こしの 白山 しらね ども ゆきの まに く 跡 は たづね む 

1 0 大江 のち ふ ふ 大江 千古。 參議音 人の子で、 仕へ て 從四位 上 伊豫 權守 式部 權大輔 になった。 この 時 は、 北 

陸地 方の 介、 橡 などの 宫で、 赴任す る 折と 見える。 0£ きの 雪に 行き を^せ た。 

大意 食 方の 行かれる 北國の 白山 あたり は、 私の 不案内の 道で は あるが、 雪の 深い 處と 聞けば、 貴方の 踏んで ゆ 

かれた その 雪の 足跡の ま、 に、 お 跡 を 尋ねて 私 も參り ませう。 


1 .E 山 は、 聲 調のう へ から、 「しらね ども」 の 語 を 喚び 起し、 綠 語のう へ から、 「ゆきの まに く」 の 句 を 引き出 

し、 さて その 雪 はまた 「跡」 の 一語 を 呼び出し てるる。 ^もとん く 拍子、 口拍子に なった もの、 やうで ある。 

人に 立ち後れて は、 都に 一 人ゐる 心地せ ぬ 由で、 そんな 不知 案内の 處 でも 後から 尋ねて 行かう とい ふ。 離 情の 

切なの は^ょり だが、 やはり 誇張の 言で あらう。 實に 尋ね 行かう とい ふの ならば、 却って これ 只 首で あり、 价 

父の  一 .in である。 

人の 花 山に まう で き て、 ゆ ふさり つかた © りなむ としけ 

る 時に よめ、 る  憎 正遍 

タ錄 のまが き は 山と 見えな なむよ る は 越え じと 宿りと るべ く 

1〇 花 山 春 下 「よそに 見て 歸らむ 人に」 の 條に旣 出。 山城 國山 科の 花 山の 元慶 寺で ある。 「ゆ ふさり つかた」 

は々 方。 o まがき 間お 一の 凝と も、 馬 現の 義 ともい ふ。 和名 鈔に、 r 籁^" K レ柴作 レ之言 一一 疏籬ー 也」 と あ 

る。 0 兑 えなな む 過去の 助動辭 のな と、 希望の 助辭 のな むと 重なった 詞。 

大意 夕暮の 問 の 紛れの この 庭の 籬は、 どうぞ 山と 見えて 莨 ひたい、 夜 は 山が 越えられまい と 思って、 あの 歸ら 

うとす る 人が、 へ.. 竹 は 此處に i$ を 取る やうに サ。 

1 上句 を 下句で 解釋 した 叙 法で ある。 さる 大 寺の 夕 閒暮、 築地 やお： やの 隈々 が黑 すんで ほのかな 物 蔭から 聯恕 

して、 山に^ へた。 ^し^ 山 は 越えられる もので ない。 旅人 は 昔から 警戒して るる C 越え 易い 籬を、 越えに く 

い 山、 しかも 夜 山に、 あの 客人 達の 眼に 映 じて くれとの^ 望、 實は 客人の 別を惜 む^に 外なら ない。 破天荒^ 
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{4! 想で、 詩膽 斗の 如き ものが ある。 これ ぞ遍哈 の 壇場で、 當 時の 歌仙の V 遙 かに 及ばぬ 點 であらう。 誠 少なし 

と 評せられ たの も、 これらの 風體に 就いての 事で あらう。 

三 句、 顯 Si 口 本に 山と 見えぬ かなと ある はわる い。 

山に のぼり て、 歸 り まう で來 て、 人 々わかれけ るつ いでに 

よめる  幽仙 法師 

わ-か れ をば 山の 櫻に まかせて むと めむ とめ じ は 花の まに /\ 

1 〇 山に の ほりて 云々 山 は 比^山で ある。 王朝 時代に は 比 叙 山の 延曆寺 を 山、 三 井の 園 城 寺 を 寺とば かりい 

つた。 眞淵 いふ、 r 歸り まう で來 てと いひながら、 歌に 山の 櫻と よめる は、 幽 仙の 住める 坊は、 西 坂 本な どに あ 

りけ るが、 其處 まで 歸り まう で來 て、 人々 と 別る、 なるべし」 と。 これ は幽 仙が 慈覺に 就いて * 未だ 修業 中、 山 

にる た 頃の 事と してよ い。 又 思 ふに、 天台 座主 記に、 第 九 長 意 和尙の 項に、 幽仙 律師 を隸 して、 「仁 和 寺 根本 

師、 彼 寺別當 建立 人 也」 と 見え、 又、 

昌泰ニ 年 十二月 十四日 官符 任， 一別 當？  ロ傳 云、 幽仙 元慈覺 弟子、 後任 二 仁 和 寺 別當？ 云々。 侬二本 習 一 申 二 任延 1  曰 

寺別當 7 云々。 

と 見えた。 されば 眞言 宗の佾 で、 仁 和 寺別當 を 勤め、 又 さる 所緣に 依って 姑く 延曆寺 別當に 任じた ので、 折々 

山に 上って、 その 職務 を 執った ものと すると、 人々 とおな じく 麓まで 下りて 來て、 別れる 時 も 山の 主人 方の 位 

置に 立って、 別 を惜ん だもの かも 知れない。、 


大意 さてお 別れ. S. す は 甚だ 殘念 では あるが、 愚佾が いろ/ \- 申しても、 お止まり はなさるまい によって、 この 

上 は 別と いふ こと をば、 この 山の 櫻に 一任して しま はう わい、 貴方 達 を 止めう とも 止めまい とも、 それ は 花の 

心任せ サ。 

0 とても 心なく 花 を； ^捨て ゝ歸 られ はすまい の餘 意が ある。 歸る歸 らぬは 人々 の 御 心の まゝ とい ふべき を、 花 

のうへ に 移して 擬人に いひ はてた の は、 婉曲で ある。 人々 個々 の胸禋 に伏藏 して ゐる 一 の 風流 心に 訴へ て、 

花に 辜 負す る 罪の 容易なら ざるべ きを 喑 示した。 もしも この 人達が 風流 を 以て，： n 任す る 風雅 男であった なら、 

止まらす に は 居られない ことになる。 作者の 狡獪 手段 は 頗る 妙と いはう。 

六帖 に、 一 一句 峰の さくら、 結句 春の まに くと ある o 春 は誤寫 であら、 フ。 

うりん 院 のみこ の、 舍 利 會 に、 山 に のぼりて 歸り ける に、 樱 

の 花の もとにて よめる  僧正 遍昭 

山風に さくら ふき まき 亂れ なむ 花の まぎれに たちと まるべ く 

| 1 O うりん 院 のみこ 云々 雪 林院の 親王が 比 歆山延 i5 寺の 舍利會 に參詣 なされた 歸 りに、 お 送 S おにお^ 巾し 

^  た 遍昭、 及び 幽仙 等が、 櫻の 蔭で 詠んだ 歌との 意。 「雪 林院」 のこと は 春 下 「櫻ち る 花の 所 は」 の 條に旣 出。 

「雪 林 院の鋭 王」 と は 仁 明 天皇の 皇子、 常康 親王の こと。 「^利 會」 は佛骨 供養の 法會 である。 ^山の 个 ： 利會は 肖 

一  觀ニ 年から 始まった。 0 山風に 云々 「山風に 吹き まき」 とい ふ は、 自他が 差って ゐろ。 吹き捲 かれでなくて は 

協 はない。 吹き捲き が もとの ま、 ならば、 初 句の 助 辭と三 句の 自他と を 直して、 「山風 は 櫻 吹き 接き 亂ら なむ」 
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と あるべき である。 o 花の まぎれ 散る 花の 紛れ。 

大意 山風 はこの 櫻の 花 を 吹き捲いて、 散り 亂 して 貰 ひたい わい、 花の 散り 亂れ るに 紛れて、 歸る 道が 知れぬ と 

いふので、 君が お止まり なさる やうに サ。 

1 落花 兩三 片、 緇素の 衣を撲 つて、 互に 別れ 難く する 光景が 想 ひやれ る。 平生は 散るな と 希 ふ 花 を、 今日は 「道 

まが ふまで 散れ」 とい ふに、 別 を惜む 情の 甚 しさが 見える。 この 妙處 は、 旣に賀 部の 業 平の 歌、 

樱花 ちり かひく もれ 老 らくの 來 むと いふなる 道 まが ふかに 

の 條に說 明して おいた。 詩材も 構想 も、 兩者相 同じで ある。 伹遍眧 の は！： 觀八 年、 業 平の は貞觀 十七 年の 作 だ 

から、 これから 彼れ は 出た もの か。 業 平 朝臣 は 有數の 歌仙で、 あへ て 人の 歌 を拘ふ もので はない。 喑合 か。 

結句、 家集に 君と まるべ くと ある。 その 方が 意が 明晰で ある。 

お 山 去 W 

设 介 お. tfi 

一となら ば 君と まるべ く 匂 はなむ 歸すは 花のう きに や は あらぬ 

1 0 ことならば かくと ならばの 意。 舂下 にも 見えた 語。 殊 ならば、 如なら ば、 など 釋 いた 說は 誤って ゐる。 0 

君 雪 林院の 親王 を さす。 

大意 櫻の 花よ、 どうせ この やうに 唉き匂 ふ 程なら ば、 君の 殘り 多く 思し召し てお 留り なさる やうに、 唤き 匂つ 

て 貰 ひたい わ、 ぉ歸し 申す は、 花よ 其方の 努力が 足りない ので、 其方が 憂い ことで はない か、 まさに 憂い こと 

である ぞ よ。 


1 この 法師、 ヒに は、 「別 をば 出の 櫻に 任せて む」 と 詠み、 これ は 又、 今 一 步を 進めて、 別 をと むる 責任 は 素よ 

り 花の 上に ある ものと して、 歸す は汝の 不面目で はない かと 詰責した。 これ 草 を 打てば 蛇 動く の 筆法で、 喑に 

親王のお 歸 りな さるの は 花に 而目を 失 はせ る 所以 だからと * 必す お止まり なさる やうに 諷 示した。 寄 詫の 興、 

味 ふべき ものが ある。 

遍眧 も、 幽仙も 天台 佾 であるが、 山の 住佾 ではない。 故に 舍利會 が は て ， は、 親王と 同道 下山され たので あ 

る。 すると 遍 S? の は、 この 一行 全體 にかけ て、 「立ち止まるべく」 とい ひ、 幽仙は 親王の 御う へ をのみ 「おとま 

るべ く」 といって、 別 を 惜しんだ ので ある。  、 

仁 和の みか ど、 み こに おはし ましけ る 時 に、 布 留の 瀧御覽 

じに おはし まし て、 還 り 給 ひける によめ る 兼 藝 法 師 

あかずして 別る 、淚 瀧に そふ 水 まさると やし もは见 ゆらむ 

0  0 仁 和の みかど 云々 春 上の」 君が 爲 春の 野に いでて」 の 條に旣 出。 O 瀧に そふ 瀧の 水に 添 はる。 0 しも 

川下。 

大意 殘り 多くて お別れ 申す 愚佾 のこの 淚が、 瀧に 添って 流れます わ、 定めし 水が 增 ると 川下で は 見える ことで 

ござり ませう か 3  . 

0 この 法師、 抄物に 大和 國城上 郡の 人と あれば、 石 上 附近の 住佾 で、 親王の 布 留の瀧 見の 御 案内に 出た もので 

あらう C 或は 石 上の 良因院 などの 住持 かも 知れない。 涙の 流水に 和す る 構想に、 詩に 大分 多い。 
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ム  /  ，ごァ 二 グ  二  シ ス ルガ ヲ  テ 二 ッテ 二 ル 

1 含 相^ 淚 Y 臨 レ江灑 n 素 秋 〖 碧 波 如， 會ぃ 意、 却 與向レ 西 流。  - 

潮 中 有， 一 妾 相思 淚 1- 流 到， 一 樓前 一更 不レ 流。 

の 類で ある。 さて 涙の 水に 瀧 の 水、 量に おいて 非常の 懸隔の ある 物 を 配した。 ひ奇 句が 生まれて こなければ 

ならぬ。 果して 「水 まさると や」 の 誇張、 白髪 三千 丈の 李 謫仙を も 後へ に 瞠若たらしめる 。かくて 別 恨の 深さ も 見 

える ので ある。 又 一 面から 見れば、 布 留の瀧 はさう 大 いして 大きな 瀧で ない^も、 これによ つて 想像され る。 

寶際 瀧と して は 甚だ 小さな ものであるの だ。 

かむな りの 壺に めしたり ける 曰、 大 御酒な ど た う ベ て、 雨 

のいた う 降り けれ ば、 夕 さりまで 侍り て、 ま かり 出で^り 

ける 折 に、 さ かづき をと りて  つら ゆき 

秋 萩の 花 をば 雨に ぬらせ ども 君 をば まして をし とこ そ 甲い / 

0  0 かむな りの 壺云々 「かむな りの 壺」 は 襲芳舍 のこと。 これ は 秋 上 「かくば かり をし と 忍 ふ 夜 を」 の 條に旣 

出。 「大 御酒」 は 下されの 酒 をい ふ。 「さか づき をと りて」 は 杯 を 持ちての 意。 

大黧 あの 前栽の 萩の 花 を、 この 雨に 濡らす は 惜しい もので は あるが、 それよりも お別れ 申す 貴方 をば、 なほの 

事 惜しい とサ思 ひます わ。 

0  I 淵い ふ、 「こ S 歌 は、 兼覽 王に 杯 を さすと て 歌へ るな り。 伊勢 物語に も、 『狩して 天の川に 至る とい ふこ ゝ 

ろ を 詠みて、 杯 はさせ』 と あり。 源氏物語 にも、 源氏の 御 許へ 、 今上 も院も 出で まして、 おのく 御 歌 をと な 


へ て、 御 杯 を さ ゝ せ 袷 ふこと あり。 歌 を唱へ て 杯 を さすが、 古へ のみやび なり。 奧侬杪 にも 其の 由：^ ゆ」 と。 

まことに さも あらう。 抑も^: 之、 躬恒等 は、 この 集 撰 著の 爲に. 雷鳴の 壺に 召された こと/':^ える から、 これ 

も必 すその 折の 事と 忍 はれる。 

兼 ^王 は 王 氏で は あるが お 位 は ひくい ので、 今 囘の勑 撰 集の 事に、 奉行 か 何 かで 關 係して るた 人で は あるまい 

か。 今日し も^ 之 等 は 撰 進の 事で、 雷鳴の 壺に 召され、 始めて この 兼覽 王に 謁し、 共に 赐餐に 列して、 いよい 

よ 退席の 前に、 まづ 一 杯と 兼覽 王に 薦めた ものら しい。 折 柄の 秋雨 は 逢 庭の 萩の 上に 濺 いで、 その あたらしい 

光お は、 な 良 時代の 歌人の、 一再なら す 繰り返して 馱 つた 如くで ある。 乃ち この 詩材を 配合して、 その 雨中の 

^以 k に、 n ハ今ぉ 別す る 君 を 「惜しと こそ 思へ」 と、 天に も 地に も兼覽 王の 他に は 人が 無い やうに 取り成した。 

《5 坐の 頓作 として は 一 寸而 白い。 

とよめ りけ るかへ し  兼 覽 王 

をし む、 りむ 人の 心 を 知らぬ まに 秋の しぐれと 身ぞ ふりに ける 

1 〇 とよめ りけ るかへ し 前の 歌 を 受けて 書いた 詞書 である、 しかぐ と 莨 之の 詠んだ その 返歌との な r  0 時 

雨と 時雨の 如くの 意。 和名 抄に 「驟雨っ^"」 と ある。 秋 冬の 交の 小雨 を 時雨と いふ。 冬季に のみ 限る は 後 

T^l クお 

世の ことで ある。 0 ふり 時雨の 降りに、 身の 舊りを かけた。 「身の 舊り」 は 老い 行く をい ふ。 

大意 その やうに、 一 寸の 別で も 私 を 惜しんで 下さる 程の 貴方のお 志 を、 知らないで をり ます 間に、 私の 身 はサ、 

、 )s 秋の 畤 雨の 降る とい ふやう に、 舊く 年寄つ てし まひました わい。 
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園 傾 蓋の 遲 きを 憾んだ 意が 顯 然として るる。 卽ち 貴君に そんな あり 難いお 心 持が あって 下された の も 知らない 

で、 年經 ましたと いふ 挨拶 を、 折 柄の 時雨 を 點景に 使って 述べた。 景樹 の說に 「若から まし かば 末 遠く 交り 語 

らむ をと、 知 rg に 逢 ひて 餘齢 少なき を悔 めるな り」 とはい ひ 過ぎで ある。 「身 ぞ ふりに ける」 は、 旣に 老境に 臨ん 

だ 人の 口吻と 聞え る もの、、 さまでの 頹齢 では あるまい。 抑 もこの 作者 は 惟喬 親王の 長子で ある。 親王 は貞觀 

4 '五 年に、 廿 六で 薨 逝せられ たから、 その 十七 八の 頃の 御子と 見ても、 この 集 撰 著の 延 喜の 四 五 年に は、 やつ 

と 四十 一 二で ある。 四十 を 初老と する 支那 風の 習慣の ま > に、 これ は 詠んだ ので ある。 必す 景樹の 說に從 ふと 

すると、 大抵 同年 配と 見える 貫 之、 躬恒を 前に 置いて、 我れ 一 人 老い 朽ちた やうに 欵 いた 譯 になって、 穩 やか 

でなくなる。 又景樹 は 「調 高し」 と 評した が、 何 それ 程の もので もない。 「秋の 時雨と ふる」 のい ひかけ も、 後 

人に しばく 模倣され て、 折角の 一 ふし も陴 腐に なった。 

兼覽 のお ほき み に、 は じめ て 物語し て、 別 れ ける 時に よめ . 

る  みつね 

別 るれ ど 嬉しく も あるか 今宵より あ ひ 見ぬ 先に 何を戀 ひまし 

l o 兼覽 のお ほきみ 云々 上のと 同じ 時の 歌で あらう。 兼覽王 は躬恒 のみなら す、 貫 之と も初對 面の 害な こと 

は、 「をし むらむ 人の 心 を しらぬ 間」 と 詠んだ ので も わかる。 0 あるか 「か」 は 欵辭。 0 あ ひ 見ぬ 「あ ひ」 は 逢 

ひの 意。 相の 意で はない。 


大意 悲しい^: のお 別 を 致せ ど、 考 へて 見れば それ とても 嬉しう ございます 事よ、 なぜと いふに、 お 目に か、 り 

ましたれば こそ、 お別れ 申す こ ともあれ、 今夜より 未だお 目に か、 らぬ 以前にお いて、 何を戀 しく 思 ひませ う. ぞ。 

1 「別 るれ ど if しく も あるか」 と、 先 づ矯語 を 放って 注意 を 引き付け ておいて、 さて 其の 孵 說を與 へた。 素より 

別れぬ に增 した^ はない が、 それ は出來 ない 相談な ので、 第二義 を 以て 姑く 満足した。 仰 も 會者定 離 を 苦と 観 

する こと は、 ^資 何處 でもお なじ 事 だ。 況ゃ 佛敎が 盛んに 宣傳 してる たこと である。 この 一般的 E 心 恕に對 して 

1 寸 一 轉扳を 試み、 苦 中に 樂地 を發 見した。 笑の 中に 淚 ある を 認める がよ い。 これ を 離 八 ：！^ 散 を 一 つに し.；，： 洞 

達の： ^などと Z 十 合點 して は、 大きな 謬で あらう。 なほ 舂下 「殘 りなく 散る ぞ めでたき」 の 評語 を參 照して ほし 

い。 「今 竹より」 の 句 は、 「あ ひ 見ぬ」 を 隔て/^ 「先に」 にか/ v る。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

あかずして 別る、 袖の しらたま は 君が 形見と つ 、みて ぞ 行く 

大意 殘り 多く 忍って 別れる 袖の 淚は、 まるで 白玉と 見える か、 この 白玉 は 貴方のお 蔭で 出來 たもの 故、^ 力 S 

お 形^と 存じて、 大事に 袖に 包んで サ行く わ。 

^ 泣きつ 、別れ 行く 人の 作で ある。 おのが 淚を 人の 形見と 取り成し たの を 一 ふしと する。 さて 淚を 「白玉」 と^ 

喩 して、 ：レ： は贵 重な 物と して 物に 包みな どす るから、 大事に する の 意 を轉義 して、 「つ、 みて」 といった。 又、 

上に 「袖の 白玉」 と あるに 讓 つて、 袖に 包みて とい ふべき を 略いた。 袖に 包む は元來 作者の 創 語で はない。 法 

華 經の表 褢珠の 典故で、 前代から いひ ふるして 居た ことで ある。 とにかく この 一語に、 人：：： を かねて 淚を 抑へ 
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てゐ る、 作者の 態度が ほの 見えて 面白い。 

一  〇  ， 

一 かぎりなく 思 ふ淚に そぼち ぬる 袖 はか わか じ 逢 はむ 日 ま、. てに 

^  0 そ ほち 儒れ 透る 意。 そ ほ 儒る、 そ ほ 降るな どの そ ほ も 同 語で ある。 

大意 この 別 を 限り も 無く 悲しく 思って 泣く 淚に、 濡れ 透った この 袖 は、 なかく 乾き はすまい わ、 叉と 逢 はう 

其の 日まで はサ。 

1 無窮の 離愁に 沈まむ こと を、 取り 越し 苦勞 したので、 修辭の 巧 はない が、 率直の 作で ある。 萬 葉集卷 十二に、 

白妙の わが 紐の 緒の たえぬ 間に 戀 むすびせ む 逢 はむ 日までに 

：  國遠 みた、 には逄 はす 夢に だに 我れ に 見え こそ 逢 はむ 日までに 

朝霞た なびく 山 を 越えて いなば 我れ は戀 ひなむ 逢 はむ 日までに 

など あると、 同調の 古歌で ある。 「逢 はむ 日までに」 は、 逢 はむ 日まで はの 意と 同じな こと は、 萬 葉の 語 例 を 見 

て 知られる。 

o 

一 かきく らし こと はふら なむ 春雨に 濡衣 きせて 君 をと どめむ 

HI  力 や キーフ 

1 C かきく らし 「かき」 は 接頭語。 「くらし」 は喑 くす る 意。 奈良時代に は搔 霧し といった。 o こと は 上の 春 


下 「ことならば 唉 かす や は あらぬ」 のこと と 同 語。 0 儒 衣き せて 奈良時代に は、 濡れた 衣の 意に のみ 用 ひた 

が、 平安 咭代 になって は、 無 富、 寃 名の 意に 嗨 州した。 こ、 は その 意。 

大意 この 春雨よ、 とても 降る 程の ことならば、 いっその 事 空 も 搔き喑 まして、 强く 降って 貰 ひたい わ、 さう し 

たら、 こんな 雨降りで はと 雨に 無實 をい ひかけ て、 別れて 注く 人 をお 留め 中 さう。 

園 雨に -ぉ に 托しても、 君 を 留めよう とする、 これら 濃艷な 情緒 は 直に 人の 心魂 を 魅す る ものである。 II 々たる 

細雨の 夕、 門に 臨みて 人の 歸るを 送る、 その 況 致が 想 ひ 遣られる。 

初 句、 顯 i? 本に かきく づ しとあって、 「人の いたく 物言 ふ を も、 かきく づ してと こそ 申せ」 と 注した。 源氏物語 

の 語 だが、 こ、 に は 協 はない。 

〇  .  . 

しひて 行く 人 をと ビ めむ 櫻 花い づれを 道と まど ふま、 で 散れ 

1 0 しひて 强ひ て。 

大意 M 稈 止めても 止まらす に、 無理やりに 歸 つて 行く 人 を.^ めよ 5 と 思 ふわ、 櫻の 花よ、 あの人が どれ を 道と 

も 迷って え 行かぬ 位に、 散って 吳れ よ。 

^ ヒな る、 

樱花 ちり かひく もれ 老 らくの 來 むと いふなる 道 まが ふかに (賀) 

出^にさく らふき まき 亂れ なむ 花の まざれに 立ち止ま るべ く  (別) 

と 同一 の 構想、) しかも 「^らく」 の 歌 は、 殊に 奇想 を 加へ て あるから、 I-S も 優れて ゐ る。 伹 「しひて 行く」 は^ 
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白い。 何でも かで も 止めたい 心 持が、 こ s 1 語に よって 反撥され る。 なほ 委しく は、 上 二 首の 條を參 看。 

志 賀の山 越に て、 いし 井の もとに て、 物 いひけ る 人の 別れ 

ける をり によめ る  つら ゆき 

むすぶ 手の しづくに 濁る 山の 井の あかで も 人に 別れぬ るかな 

i  o 志 賀の山 越に て 云々 「志 賀の山 越」 は 春 下に 旣出。 「いし 井」 は 石 井で ある。 岩 ある 處に淸 水の 湛へ て ある 

をい ふ。 古く はい はゐ といった。 「物い ひける 人」 と は、 男 同志に いふ 詞で ないから、 この 「人」 は 女で ある。 0 

しづく 消 滴。 〇 山の 井の 山の 井の 如くの 意。 「山の 井」 は、 山淸水 を堰き 溜めた 井。 詞 書の 「石 井」 と 同じ 物 

である。 0 あかで 飽かでの 意。 梵語に 水 を 阿 伽と いふより、 山の 井の 阿 伽に、 ぎ かで を かけた とい ふ說 は、 

穿鑿 過ざる。 

大霤 山の 井は淺 くて、 掬 ひ 上 ゆる 手から 落ちる I 下の 爲に忽 に 濁る ゆ ゑ、 思 ふやう に飮み 足らぬ 殘り 多い 物で あ 

るが、 丁度 その 如く、 殘り 多い のに まあ、 貴方に 別れて しま ふこと よ。 

Esa 三 句まで は、 「あかで」 にか ， る 序で ある。 石 井の 水 は 山 越の 途中で は、 息 づきの 爲に 誰れ も その 一 杯 は 汲ま 

すに は 通れぬ 水で、 我れ も 人 も 立ち寄って 幾 掬び する 間に、 互に 一 言 一 一言 詞をか はし 初めた が、 忽に 東西と 別れ 

てし まふ。 逢 ふ も 別れる も 極めて 假 初な 事ながら、 深く 惜 まれる やうに 詠み 成した のが、 趣向で ある。 眼前の 

景趣を 借り 來 つて、 序の 材料に^ ひた。 萬 葉 集卷十 一 , 


泊 瀨川速 見 早瀨 をむ すび あゆて 飽かす や 妹と とひし 君 はも 

の 類型で あるが、 彼れ は修辭 にや ゝ粗朴 の 嫌が ある。 六帖 に、 

むすぶ 手の 岩間 をせば みおく 山の 石垣 淸水 飽かす も あるかな 

は 酷 だ 似て るるが、 なほ 「， に 濁る 山の 井」 の、 形容の 妙を悉 したのに 遠く及ばない。 掬 ひ 上ぐ る 手の 股より 窄 

の 滴り落ち ると、 透き 撒った 水底の 砂が 攪き亂 されて， 忽に 濁り 果てた 淺く凉 しい 山の 井の 狀、 ^るが やうで 

ある。 俊 成 卿の 風體抄 にい ふ、 

この 歌、 「むすぶ 手の」 とおけ るより、 「零 に 濁る 山の 井の」 とい ひて、 「鉋 かで も」 といへ る、 大方す ベて 詞毎 

のつ き、 姿 心 限りなく 侍るな り。 歌の 本體 は、 只 この 歌なる べし。 云々。 

拾迠棠 に、 再び この 歌を舉 ゆて、 次に 「三條 内侍 方 違へ に 渡りて 歸る あしたに、 举に 濁る ばかりの 歌 は、 今 はえ 

讀 まじと 侍りければ * 車に 乘ら むとしけ る 程に」 と詞 書して、 貫 之、 

家ながら 別る、 時 は 山の 井の 濁りし よりも わびし かりけ り 

この 詞 を^れば、 俊 成 卿 以前、 作者 現存の 當 時に 於いて、 旣 にこの 歌が 噴々 の 好評の あった ことが 知られる。 

伹、 風體抄 に、 歌の 本體の やうに これ をい つたの は、 過褒の 甚し いもので 諾 きがたい。 又 拾遺 集の この 歌の 詞 

窨に、 「女の、 山の 井に 手 洗 ひ むすびて 飮むを 見て」 と ある は、 歌の 上に は 適 はぬ やうで ある。 

^ にあへ りけ る 人の 車 に、 物 をい ひつ き て、 別 れ ける 所に 

てよ める  とものり 
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したの 帶の道 はかた 別る ともゆき めぐり て も 逢 はむ と ぞ思ふ 

0  0 道に あへ りけ る 云々 「人の 車」 は 女 車で あらう。 「いひつ きて」 は 言 ひ 寄り 着きての 意。 つぎと 獨 つて、 人 

して その 車に 物 をい ひ繼ぐ 意と する 釋は協 はない。 o したの 帶の したの 帶の 如く^ 意。 「したの 帶」 は 上 § の 

下 締の帶 をい ふ。 眞淵 いふ、 「装束の 下に 着た る 物の 紐 をい ふ。 いにしへ、 帶と 紐と 通 はして いへ り」 と。 契 沖 

が、 「下の 帶は、 道の 枕詞な り。 伊 驿諾. 尊.， 日向 檍原 にして 御 我し 袷 ふ 時、 帶を投 ゆ 給 ひし かば 長 道 磐 神と な 

る。 これ 道の 神な り。 よりて 帶の 道と は續 けたり」 と 解いた の は、 贊 成が 出 來 ない。 「下の」 とい ふ 語が、 それで 

は 無 川と なる。 0 かたく 片々 の 意。 0 ゆきめぐ り 行き 巡りの 意。 

大意 下の 帶 をす るに、 はじめは 端の 方が 兩 方へ 別れる が、 廻して 結ぶ と、 又 出合 ふ ものであるが、 その 通り 

に、 今 注く 道 はかう 右と 左へ 別れて 往く とも、 又 そのうちに 是非とも 出合 はう と 思 ひます わ。 

0 詩に も 敗に も、 衣帶に 託して 思慕の 情を寓 する ことが 多い。 中に もこ、 の 譬喩 位恰當 なの は尠 からう。 下の 

帶は、 上の 帶に對 した 名 稱と思 はれる。 伹こ、 は 肌 付の 帶の稱 でな く、 た V 下 締の帶 である。 袍ゃ直 衣の 上の 

帶は、 只 一 重 ま はりで 前に 結ぶ。 下の 帶は、 二重に も 三重に も締 りの い  >  やうに 廻して 結ぶ。 かく 必す 行きめ 

ぐる 箦の 物を臀 喩に 使って、 「逢 はむ とぞ」 おもった ので ある。 希望に 實現 性の ある こと を豫 期した こと は、 深 

い 懇情 を もった 趣を說 明す る。 萬 葉 集卷十 一 、 

玉の緒の く、 り 寄せつ A 末つ ひに ゆき は 別れす 同じ 緖に あらむ 

の 類 想と おも はれる。 
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0  ^ 饮 

方  哥 

もろこしに て、 月 を 見て よみけ る  安倍 仲麻呂 

あまの 原 ふり さけ 見れば 春 日なる 三 笠の 山に 出で し 月 かも 

この 秋 ま、 「昔な かまろ を、 もろこしに 物なら はしに 遣 はしたり ける に、 あまたの 年 をへ て、 ぇ歸り まう で 

こざり けろ を、 この 國 より 使 まかりい たりけ るに、 たぐ ひて まう できな むと て 出で たりけ るに、 めいしう 

と、，' ふ處 の^べ にて、 かの 國の 人、 うまの はなむけ しけり。 よるに なりて、 月の いと 面，：：： くさし 出で たり 

ける を^て よめる」 となむ 語りった ふる。 

PM  o^^mR タビ ノ ウタと 訓む。 昔 は 年月 を亘 るので も、 只 一 夜 一 一夜で も 他 治 すれば、 すべ てこれ を 旅と いつ 

た。 0 もろこし 漢土、 卽ち 支那。 0 あまの 原 「あま」 は 大空 をい ふ C 「原」 は^い 所 を さしてい ふ 語。 海 

野原な ど 皆 同義。 0 ふり さけ^れば 見ようと する 方に 振りの けて 见る をい ふ。 これ は 遠く 物 を^る 時の 態 皮 

である。 ^：^^ に、 振 放と 書き、 又、 振仰而 を、 フ リサ ケテと も證ん である。 「ふり」 は 接頭語。 「さけ」 は、 放 又 

は、 ^の^で ある。 O^H なる 三 笠の 山 春 日に 在る 三 笠 山の 意。 舂日 は. K 和 國添上 郡に ある 鄉の 名- もと、 
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糟 垣の 莪 より 出た とい ふ。 三 笠 山 は 御笠、 御 蓋と も 書く。 春 日 神社の 鎭座 まします 後方の 山 をい ふ。 0 かも 

「か」 は 疑辭。 「も」 は 欵辭。  - ,  ： 

大意 大空 を遙 かに 見渡す と、 東の 日本の 方に 月が 今 さし 昇る が、 あの 月 は 以前 わが 故 鄉の奈 良の 京に 居た^、 

春 日の 三 笠 山に 出た ことであった 月 かま あ。 

0 「春 日なる 三 笠の 山」 と續 けて、 月 を 取り合 はせ て 詠む こと は、 奈良時代の 歌に 例が 頗る 多い。 蓋し 三 笠 山 は 

奈 良の 都の 柬 方に 聳えて るる 故で ある。 作者 は 元來、 磯城 郡 安倍 鄉 出身で は あるが、 幼時から 攀問 研究に 奈 良の 

京に ゐ たので、 三 笠 山の 月 はいつ も 見惯れ て、 深く 腦裏に 印象して 居ったら 5。 故に 他 國他鄉 に 月 を 見て は、 

直に 京の 三 笠 山 を 聯想して、 宵々 毎に 待ち 出で し 時代 を囘 想し、 人 を 憶 ひ、 鄉 土を懷 ひ、 本 國を思 ふ。 いかに 

暗れ 渡った 夜の 月であった らう。 「かも」 の ffl 法、 極めて 輕 くて 殆ど 欵辭に 近い。 故鄕で 見た 同じ 月 か 否かと ま 

で、 疑問した ので はない。 この 詠歎の 情味に、 わが 思 ひの 外の 異鄉 にさ すらって、 月 を 見る こと を 悲傷した 

意が 隱 然として るる。 又 「見れば」 と ある を、 「出で し 月 かも」 と 承け たとば かり 見て は、 上下の 意が 齟齬す る。 

これ は 二 句の 下に 照應 すべき 詞の あるの を 略いた ので ある C 卽ちニ 句と 三 句との 間に、 月 こそ はさし 昇れ、 そ 

の 月 はとい ふ詞を 補足す ると、 始めて 完全の 意義 をな すので ある。 この 歉の 簡淨な 所以 も、 この 省筆から 生す 

る。 風 調 高邁で、 更に ェを須 ひない が蘊 含の 妙が あり、 感愴窮 り 無く、 神韻 縹渺 として、 體格 雄渾で ある。 そ 

もく 作者 仲麻呂 が、 元 正 天皇の 靈龜ニ 年、 遣唐使 多 治比縣 守に 從 つて、 留擧 生と して 入唐した の は、 十六 歳 

の 時であった。 舊唐書 東夷 俥に、. 

ノ  0 ヒ 0  0  0  0 ヲ 0 ヅテ 0 ッテ o  0 ラ メテ  ヲス  トへテ  ヲ  トス ヲ 0 ルコ卜 oo  0  ム  ヲ 

其 偏 使 仲満、 慕， 一中 國之風 T 因 留 不レ 去、 改 n 姓名 1 爲， 1 朝衡 T 仕 麼ニ左 補闕？ 儀 王 友， 衡、 留 七十 年、 好 二 書籍 T 
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放歸レ 鄕、 逗留 不レ 去、 云々。 

そのい かに 唐土の 文化に 眩惑して、 父母の 國を 忘れ 果てた か V 窺 はれる。 抑 も 朝廷の 留擧生 を 彼の 土に 遣 はさ 

れ たの は 何の 爲か。 彼が 長 を 取り わが 短 を 袖 はう の 思 召ではなかった か。 莫大の 給費、 巨 多の 賜暇、 以て その 

攀業を 成就 させた のに、 忘恩 背信の 渠れ は、 大使の 歸國に 伴 はす、 唐の 位に 居、 唐の 粟 を 食 ひ、 唐の 衣 を 着、 

唐の 天子に 仕へ て、 祕寄監 となって、 無上の 光榮を 博した こと ゝ 思って おた であらう。 あはれ、 この 意滿面 

のおれ、 渠れも 亦 人で ある。 たまく 失意 あり、 憂苦 あり、 病苦 あり、 名利の 迷 雲 時に 暗れ て、 本性の 月^ら 

かに 照る 時、 獨坐 無聊の 時に 當 つて は、 懷土 望郷の念が そこに 湧 然と 起って きたで あらう。 法 顯三藏 か 天竺に 

注った 折、 途中 漢の扇 を 見て は 悲しがり、 病に 臥して は 漢の食 を 希った とい ふで はない か。 越 鳥 は^枝に 见ひ、 

胡^ は 北風に 嘶く と あるで はない か。 頭陀の 境涯で すら、 鳥獸 すら さう である。 さて は 長 安 一 片の 月に 鄉思動 

くこと 萬 里、 端な くこの ー篇の 佳作 を 貽し來 つた もの だら う。 かくて これらの 動機 は、 三十 五六 年 問 も S 留し 

た渠れ をして、 遣唐使 藤原淸 河と 共に、 歸國の 旅装 を 整へ る こと を 思 ひ 立た せた に 違 ひない。 しかも 傍ら 玄宗 

の 使命 を帶 びて ゐた。 ^作の 詩に いふ、 

銜レ 命將， 辭，國、 菲ネ忝 二 侍臣 T 天中戀 n 明主 f 海外 憶 n 慈 親； 伏奏 違 二 金闕； 駢駿去 n 玉津； i 來鄉路 遠、 t 右 木 

故 園 隣、 西 望 憶い 恩 日、 東歸感 1 義辰、 平生 一 寳劎、 留 二 贈 結 交人 W 

口調 は 全く 唐への 歸化 人と しか 思 はれない。 この 時、 王 維、 包 佶、 趙驊 等の 送 行の 詩が ある。 又、 

フ <K  シク リ セパ ヌ  カラ  シ ル  メテ ゾ 

慕レ教 名 空 在、 輪レ 忠孝 不レ 全、 報恩 無 レ有レ 日、 歸國定 HI 年。 

とも 作った" 海外 憶 慈 親と いひ、 孝 不全と いった 點 はや 、殊勝ら しいが、 その 歸^ は 只，： 《 分の 親の 爲で、 わが 
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大君の 御爲、 國の爲 などい ふ 異心 は 露ば かり も 見えない。 想 ふに、 わが 大君 は 纏れ が 不臣 を惡み 給うて、 r 歸 

り まるこす は、 その 親 ども を 罪な はむ」 など 仰せ 下された のか も 知れない。 流石に さし 當 つて 親 殺しの 名 を 

負 ふの も 心苦し さに、 溢り く 出立した の だら う。 されば 海上 颭 虱に 遭って 安 南に 漂泊し、 再び 長 安に 還 着し 

たの は、 寧ろ その 幸と した 事 かも 測られない。 舊唐 書の 「慕 二 其 中 國之風 T 因 留不レ 去、 云々」 と ある は、 何より 

の證據 ではない か。 仕へ て 左 散 騎常侍 鎭南郡 都 護より、 光 錄大夫 兼 御 史中丞 北海 郡開國 公に 至り、 寶龜 元年 1 

〗| 年 七十 餘で 唐で 死に、 職州大 都督 を 贈られた。 蜀 葵の 曰に 向 ふに 劣る こと 太し い。 安澹 泊、 夙く この 說を 

立て 、 ゐ る。 

初 句、 撰者 貫 之の 土 佐 日記に と ある。 眞 淵が 「二 樣の傳 へ ありし か」 と 疑った のは贊 成し 難い。 日記の 

は、 土 佐よりの 歸途の 海上での 事な ので、 となくて はふ さはし くない。 且は 女の 筆に 托した もの だから、 

しどけ なく 聞き 僻めた やうに、 わざと 書き改め たものと 思 はれる。 その 證は、 續 日本 紀承和 三年の 條に、 遣 唐 

使に 托して 仲 痲呂に 贈位 せられた 位記の 文に、 「唯 有 二 谈天之 章？ 長 傳ニ擲 地 之 響 こと ある〕 淡 は、 文選の 注に、 猶, 

蓋 也と ある。 蓋 は 笠の こと だから、 卽ち 「天の原 三 笠の 山」 を 摘記した 詞 である。 近 藤 芳樹亦 この 事 をい つて ゐ 

る o 

左 註 は、 土 佐 日記な どに 依って 後人の 書き 加へ たもの だら う。 若し これに 據れ ば、 仲 麻 呂が淸 河に 伴って 來ょ 

うとした 土ォ、 明：^ の每賓 こての 留別の 乍で ある。 叨州は 唐 書地现 志に、 明州屬 一江 南 道- それなら ズ、 部 t も 上の 離 

C ゲ P ゅリ ひ.， 1 お， i  a^w^cx«l^^ 開 元廿六 年以ま 有 二 四 明 山 一 爲レ名 云々 ケズ ( 立ヒ- -o 离 

別の 部に 收 めなければ ならぬ。 又 歌の 趣 も、 悲 的の 感情 を 叙べ たもので、 送別の 宴席での 作の やうで ない。 こ 

S 調の あ る處 をよ く 察し なければ ならぬ。 


おきの 國に流 さ れ ける 時 に、 船 にの りて 出で立つ と て、 京 

なる 人の もとにつ か はしける  小 野 たかむら の 朝臣 

わたの 原 やそ，：：：？ かけて こぎ 出で ぬと 人に は 告げよ あまの 釣 舟 

1 o おきの 國に 云々 篁が 隠岐に 流された 事のお こり は、 淳和 帝の 承 和 四 年、 遣唐^ 使の 役で 出發 する 時、 大 

处藤原 常嗣が 自分の 乘 船が 壞れ たので、 副使 篁の 船と 取り 換 へたい と、 朝廷に 願って 許された。 それ を笃は 

恚 つて、 ^氣 と稱 して 行かす、 西 道謠を 作って 遣 唐の 事 を 刺った。 峰： 哦 上皇、 兒て 大いに 怒らせ 給 ひ、 死 一等 

を 減じて ffi! 人と し、 隠岐に 流罪に 處 した。 途上、 謫行吟 七十 韻 を 作り、 當 時の 稱 誦する ところと なった。 後、 

數年 を經て 召還され、 つ ひに 本位に 復 された。 それ は 帝が 特に その 文才 を 愛された の だとい ふこと である。 

「船に 乘 りて 出で立つ」 は、 浪速の 津 からの 舟 出で あらう。 淀 や 山 崎からで はない。 歌に 「八十 島 かけて」 と ある。 

隠岐に 行く 航路 は、 大 坂から 瀨戶內 海 を 漕ぎ 通って、 北の 海に 迂囘 して 出る ので ある。 0 わたの 原 「わた」 は 

海 をい ふ。 「15-」 は 例の 廣 きをい ふ 語。 0 やそ 島 かけて 「やそ 島」 は 八十 島の 意。 「かけて」 は 兼け ての^ C 春 

k へ 「梅が 枝に きぬる 驚 云々」 の條 の、 「かけて」 を參看 o  0 人に は 「人」 はわが 家人 を さす。 

大意 果 しも 知らぬ 大^ を、 行 先 限り もな く、 この 數 多の 島々 を かけて、 今 出船した とい ふ 事 を、 故郷の 家人に 

はどう、 ぞ 知らせて くれい、 幸 ひ 其處に 居る 海人の 釣船よ コ 

^ 「へ 十 B かけて」 の 八十 ひ  1 は、 何處を さした もの か。 隱岐 行の 航路に 常る 瀨戶內 海の 島 喚 を さした とも 思 はれ 

ないでも ない が、 「かけて」 の 語 は、 過去から^ 在に 亘 るの をい ふので、 埃 在から 未來へ 亘 るの をい ふので はない つ 
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今 は 難波津 出帆の 場合 だから、 瀨戶內 海の 島嶼で は、 「かけて」 が 未 來に亘 るから 誤用と なる。 そこで 八十 島 を 

難 波 附近に 求めねば ならぬ 結果と なった。 つらく 當 時の 難 波、 卽ち 今の 大 坂の 地勢 を按 ふと、 現在の 低地 は 

盡く汐 人の 海であって、 や、 地盤の 高い 處が あちこちに 島嶼 を 成して ゐ たので、 姬島 だの 笠 縫 島 だの 田 蓑 島 だ 

の は、 皆 その 中の 一 島であった。 八十 島 はこの 島々 を稱 した もので、 「八十」 は 多数の 轉義 である。 難 波の 渡津 

は、 今の 渡逡橋 附近と 思 はれる から、 そこから 八十 島 かけて 隱岐 行の 舟 は 漕ぎ出す ので ある。 

勅勘 を 蒙った 流人の 身な ので、 押送の 役人 は 難 波の 津ま で來 り、 その 下官 は隱岐 まで 護送して 行く ので ある。 

されば 公然と 京の 誰れ 彼れ に 音信す る 事 は、 その 憚が ある。 こ、 に 至って、 「人に は」 の はの 辭に、 大きな 注意 

を拂 はすに は 居られない。 他人 は ともかくも、 せめて 彼の 思 ふ 人ば かりに は告 ゆよ の 意で ある。 S 単に 人に と あ 

るのと は 異なって、 差別の^ を もつ 趣 を 知らねば ならぬ。 難 波から いよく 船出して しま ふと、 この 萬 斛の離 

愁を 託すべき もの は 何もない。 僅に 千 波 萬 波に 浮沈す る 海 士の釣 舟 を 見た。 苦しい 時の 神賴 みと 同じく.' そん 

な ものに も 取り 紘ら ざる を 得なくなる。 もとより^ 舟 は、 消自、 3 など 取り 專 ふべき 物で もな く、 海 士は難 波の 浦 

人で 都に 交渉の ある 者で もない が、 それらの 分別 を 失って、 「告 ゆよ」 と賴ん だの は、 情の 高潮に 達した 狂 想で、 

その 詩的 情調 はこの 一句に よって 活躍す る。 さて かくまでに 思 はれる 人 は、 そ も 誰れ であったら うか。 遣 唐の 

時の 上表に、 「自分 家 貧 親老、 身亦胆 弱、 當 1 一一 汲 レ水採 レ薪致 二 匹夫 之 孝 1 耳」 と ある C 父 岑守は 以前に 歿して るるから、 

その 親老 とい ふの は 母親で ある。 このた よりない 老母 をお いて 萬 里 流 1 の 身と なり、 ゎづ かに 一片の 漁 舟に 託 

して その 熱愛の 情 を 寄せたい と 希 ふ。 感哀窮 りない。 

渡 口 郵船 風定 出、 波頭， 謫處 H 晴着。 


は 同時の 詩で ある。 併せて その 狀況を 見る に 足る。 後世 平康賴 が、 

さつ ま 潟お きの 小 c3 に 我れ はありと 親に は告 ゆよ 八重の しほ 風 

と 詠んだ の は、 この 歌 を 粉本に 取った ので ある。 數 多くと いふ こと を 「八い」 と相換 したの もよ い。 四 句と 五 句 

との 應接、 や、 詩の 轉 結の 落しに 彷彿と してる る。 ^して 作者 は 詩人であった。 

题 しらず  よみ 人 しらず 

みやこ いでて け ふみかの 原 いづみ か は 川風 寒し ころも かせ 山 

1 0 け ふみかの 原 今日 三 曰と いふに、 甕の 原 を かけた。 契 沖 は 「今日 兒る とい ふに 甕 を かけたり」 とい ひ、 眞 

淵、 宣長等 もこれ に從 つてる る。 © にこん な 拙い 辭樣は あるまい。 從 ふべ からす。 「鹿の 原」 は 山城 國相樂 郡。 

.E 城 名勝 志に、 「在 ご 木津 渡柬ー 里 半 許 T 鄉内廣 今 有 二 九 村 こと^え、 和 銅 年中 離宮 を 置かれ、 聖武 帝の 天平 中、 

始めて そこに 恭仁宫 を 造られた。 0 いづみ 川 壅の 原 を 東西に 貫流す る木津 川の 一 名。 こ、 は^の^の，：； 水 川と 

いふべき を、 語調に まかせて のの 辭を 省いた の は、 篠竝 志賀の 浦、 石川片 淵な どの 例に 同じい。 0 ころも かせ 

山 衣 を 借せ とい ふに、 鹿苻山 を かけた。 この 山 は、 名勝 志に、 「在 二 木 津里柬 一 里 半 許 f 山 西南 卞 お 許.；^: 鹿^ 

山村 T 瓶^ 隔 11 木津川 1 南 也」 と ある。 

大意 都 を 立ち 出て^ら 今日は 三日 目、 この 甕の 原の 泉 川に 來 たが、 ひどく 風が 寒い わ、 自分に 衣 を 一 つ 借せ 

よ、 川， M ひの あの 鹿^ 山よ。 

1 平安 遷都 後、 あま. り 遠くない 頃の 人の 作 か。 都 は 平安の 都 だら う。 都 を 出掛けて 何 かの 事情で、 旅路に 三日ば 
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かり 費して、 甕の 原に 來 たと 見える。 乃ち 三日に 甕の 原 を かけた。 旣に萬 葉 集に 三日 原と も 書いて あるから、 

さも あるべき 取り成し である。 景樹 は、 「都 をいで てけ ふ」 を、 甕と いふ 語の 枕と して 解した が、 さう 輕く^ る 

べき 意 調と は 思 はれない。 下句への 照應 も、 事實 であって こそ 面白く も 聞え るので ある。 抑 も 甕の 原は恭 仁の 

京の 地で、 泉 川 は 甕の 原 を 貫流し、 これに 對 して 鹿脊山 は、 川の 南岸に 沿うて 京 口 を 塞いで るる。 されば、 「川 

虱 寒し」 は、 實に鎏 の 原 を象徵 する 句で、 舊 都の 荒涼なる 景氣 まで 聯想され る。 衣 を 借す こと は 古への 常習で、 

夫婦 間で は 珍しくない。 で 川風の 寒さが 身に 入む と 思 ふと、 はかない 山の 名に 寄せても、 衣 を 借せ と 要求され 

る、 その 痴 想が 面白い。 想 ふに 暧ぃ 妹が 手 を 離れた 旅人の 詠 作 だら う。 

打聽 に、 「顯 木に は、 初 句 家 を 出で てと あり」 と あるが、 今の 顯 本に は 見えない。 さう した 異本 もあった ので あ 

らう o 

〇 

ほ の とあかし の 浦の あさ 霧に 島隱れ ゆく 舟 をし ぞ おも ふ 

この 歌 は、 ある 人の いはく、 「かきの もとの 人 まろが なり。」 

0  o ほの ぐと 仄 にの 意の 副詞。 口語の ほんのりに 當る。 〇 あかしの 浦 ほの ぐと 明し とい ふに、 明 石の 

沛を かけた。 「明 石」 は 和名 鈔に播 磨 國明石 郡 明 石鄕と ある。 o 島隱れ ゆく 萬 葉 集に は、 島に 隱れ 行く と、 島 

陰 を 行く との 兩 意に ffl ひられて ある、」 この 解 は 前の 意に 從 つた。 島 は 明 石の 浦の 眞向 ひの 淡路島 を さした。 宣 

長 は、 「島 隱れは 海 を 隔てた る 所の 隱れて 見えぬ をい ふ。 必 しも 島に は 限らす」 といった" さて は 雪隠れ， 葉隱 


れ、 木 隱れ、 深山 隱れを 何とい はう か。 更に 據 ない 臆 說 である。 0 舟 をし、 ぞ おも ふ 舟 をぞ懷 ふとい ふに、 「し」 

の 强辭を 挾んだ。 惜しの 雜 ではない。 

大意 ほんのりと 明けて くる 明 石の 浦の 朝霧に 漕ぎ出して、 向 ひの^に 隠れて 见 えすな つて 行く 舟 をサ、 哀れと 

思 ふわ。 

1 明 石の， 頭に 立って、 お 上 を 眺^しての 作 だら う。 さて は、 it 旅の 部に 收め 難い やうで ある、 下の 山、 二 

^の 沛 S 耿の 如く、 詞^で も あらば ともかくも だが と、 倾く者 も あらう C され ど、 須 I：； 明 石と いひ 列ね て その 

勝^ を翫 ぶの は、 後の 事で ある こと を 思 ふが よい。 奈良時代、 及び その 前後に 於け る 明 石 は、 赏 川 的 船舶 の錨 

地と して、 著名であった こと を 思 ふが よい。 瀨戶. 2： 海の 水 東に 走って、 茅 殍 灣に注 がう とする^-、 淡路 おに 迫 

られ て、 海上 一 里 餘の明 石の 迫 門 を 形作る。 潮流の 干満に 從 つて、 水勢の 變化甚 しく 急な ので、 渺乎 たる 木^ 

舟 は^ 待ち、 汐は ち、 是非に 恰好の 錨地 を 得なければ ならぬ。 この 要求 を充 たす の は、 卽ち明 石の 浦で ある。 

難 波の^: からして 西し、 瀨戶內 海から して 東す る船絍 は、 必す 此處に 船が かりした ものであった。 されば，：： 

に 炝明磋 をお けて、 その 往來を 安全なら しめたの である。 萬 葉 集に、 r 燈 火の あかしの^ 云々」 と ある は、 ^ち 

それで ある。 萬 築の 註 者、 皆燈 火の を 枕詞との み 見た の は、 注 時の 狀況を 察しない 疎漏と いはう： ("^ ぼ.^ 

^^v^w そこで 明 石と さへ 歌へば、 すべて 行旅の 作と 聞きな された ものである C 況ゃ これ は 「舟 をし ぞぉ 

も ふ 一と、 哀れに 打ち 詠めた 樣は、 まさに 遊子 覉 客の 吟と 知られる。 

Y 朝^ 頭に 立って、 蓀 と 波と s 別れ目に 漕ぎ 行く 舟の 島 隠れして しま ふまで、^ 送った 光^で ある。 「舟 をし ぞ 

思 ふ」 ^に 天地の 間に は、 ゎづ かに 人 W の 消息 を傳 へる 一 衆の 舟の 動徭 は、 ^る 詩人の 感哀を そ > るに^る も 
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ので ある。 朝の 氣 分が、 あざやかに 表現され て ある。 叉 「朝霧に 島隱れ ゆく」 の 句 だけ 斷章 的に 見て、 霧が あつ 

て は 舟の 行方 は 見えまい とい ふ考 から、 宣 長の 島 隱れ說 も 起ったら しいが、 これ は、 初 句の 「ほの <\ -と」 を、 

序詞の やうに 輕く 見た 誤から きて ゐる。 のみなら す、 霧 その物の 變 化の 狀 態に 熱したら、 速 坐に 了解され る 

光^で ある。 五 句に 「し」 の辭を 挿んで 字餘 りと したので、 大きな 重みと 力量と が 加って、 この種の 體 製の 結束 

を 成す に 適する。 奈良時代の 調より は 和び た 所 は あるが 悠遠で、 聲調は 蒼 涼で ある。 けれど 公任の 九 品 和歌 

に、 上品の 上に 舉 ゆて、 r 詞妙 にして 餘に 心さへ あるな り」 と あるの は、 人麻呂 の 作と 思った からの 諛評 だら 

50 況ゃ 「公任 この 歌 をば 三年まで 案じて、 始めて 心得 ちれし」 と ある 顯 注の 說、 或は 一 首十體 ありと いふ 一 時 

軒隨 輋の說 など、 皆 耳 を 尊んで 目を卑 めた 繫說 に過ぎない。 左 註 は 全然 非で ある。 眞 淵が T 風 調 旣に人 麿のに 

あらす。 剩へ 撰者 貫 之 も 人 麿のと せざる こと は、 後に 又 勅に 依りて 撰び 出で たる 新撰 和歌の 序文に、 『抽 ！4S レ 

自 一 一弘 仁 - 至ニ于 延長 一詞 人 之 作. d と 書きて、 この 『ほの ぐと』 の 歌 をも收 めたり。 然 らば、 嵯峨 帝の 弘仁 にさ 

しつぎて、 天 長 承 和の 頃の 人の 歌と せし こと 明けし」 といった の は、 確 論で ある。 

又舊 本、 今昔 物語 卷廿 四、 小 野 篁 被い 流, 1 隱岐國 1 時讀, 一 和歌 一語の 條に、 上に 見えた 「わたの 原 八十 島 かけて 云々」 

の 歌を舉 ゆて、 次に、 

明 石 ト云フ 所 一 一 行 キテ、 其 夜 宿テ、 九月 許 リノ 事 ナリケ レバ、 明ボノ  二 不被 寢テ詠 メ居タ ル 二、 船ノ 島隱レ 

ヌルラ 見テ、 哀 ト思ヒ テ 如此ナ ム。 

ホ ノ  トァ カシノ 凍 ノ云々 

ト * ソ詠ミ テ泣キ ケル。 コ レハ、 篁ガ返 リテ語 ルヲ聞 キテ、 言 ヒ&へ タ ルト ナリ。 


と ある。 これに 據 つて、 眞淵 は、 直に 篁の 作と した。 長 野義言 は 更に ー步を 進めて、 これ は 篁の 自作で なく、 

篁の 島 ゆきを 送りに きた 人の 谘邊で 詠んだ 歌 だら うとの 新案 を 立てた。 この 二 首、 果して 同時の 詠であるなら 

ば、 二の 集に も 八十 島の 歌に 鑌 けて 擧 ゆて よい 箸で はない か。 叉 一つ は 篁の 名を署 し、 一つ はよ み 人 しらすと 

^す 害がない ではない か。 早まった 斷定 である。 

あづまの 方へ、 友と する 人 二 人 二人い ざな ひていき けり" 

三 河 國八歡 とい ふ處 にい たれり ける に、 そ の 川の ほとり 

に、 か きつば たいと 面白く 唉 けりけ る を 見 て、 木 の 蔭に お 

り 1  古 て、 か きつば たとい ふいつ もじ を、 句 のか しらに すゑ 

て、 旅 の 心 をよ まむ とて 詠める  在 原 業 平 朝臣 

から 衣き つ 、なれに しつ まし あれば はる きぬる 旅 をし ぞ思ふ 

1 0 あづまの 方へ 云々 「あづま」 は吾孀 で、 東國 をい ふ。 廣ぃ 意で は、 京の 東、 逢坂の 關 から 彼方 を 云った。 

「八橋」 は 行^ 抄、 名所 記、 方角 抄 等に 據れ ば、 碧 海 郡 池鯉鲋 宿の 東方の 里 村の 賴 きに、 ^址が あると いふ。 確 

かなこと は 分らぬ C 伊勢 物語に、 「水の くも 手に 流れ 別れて、 撟 八つ わたせる によりて なむ、 八橋と いひけ る」 

と ある。 「かきつ ばた」 は 燕 子 花、 杜若 など 書く。 和名 抄に、 馬 蘭 を 加 木 豆 波 太と 訓ん だの は 謬って るる。 さて 

この 詞^の 書き方 は 極めて 拙い。 この 集の 詞書は 專ら短 いのも 主として ゐ るのに、 業 平のに 限って 長く^い て 
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ある。 ^勢 物語の 內容 は、 虛實混 滑した 頗るし どけない ものな の を、 頑な に 業 平の 自記な り、 實錄 なりと 信じ 

た^が、 物語に 據 つて、 猥りに こ S. 詞書を 書き入れ、 或は 書き改めな どもしたら しい。 それ 故 伊勢 物語の： 小义 

と 較べ ると、 その 斧鑿の 痕が ありく として 見る に堪 へない。 o から 衣き つ ゝ 「なれ」 にか ， る 序の 詞。 「から 

衣」 は、 もと 韓國の 衣の 莾。 韓 唐の 物の めでたいので、 から を 美 稱 として 用 ひる やうに なって は、 から 衣 は、 

犟に 衣と いふ も 同じ 意と なった。 こ  >  は 後の 意。 さて 衣 は 着 褻ら す 物故、 人に 馴染む 意 を かけた。 o つまし 

妻し である。 衣の 袪を 寄せた。 「し」 は 强辭。 0 はるん、、 きぬる 遙々 來 たの 意。 「はるぐ」 は遙 かの 意に、 張 

る を かけた。 張る は 衣の 綠語。 

大意 都に 狎れ 馴染んだ、 衣の 棲と いふ 名の 妻が サ あるから、 別れて はるぐ と來 たこの 旅 をサ、 心細く 悲しく 

思 ふわ。 

il 初 二 句の いひな し、 萬 葉 集に、 「唐衣き ならの 里」 と あるに 似て ゐ る- 「なれ」 「つま」 「はるん \」 など、 衣の 綠 

語を點 綴し、. しかも かきつ ばた の 五 文字 を、 一字 づっ 句の 頭に 置いた 細工、 手練の 極で ある。 三 句の 字 餘 りな 

のが、 よく 上 来の 語勢に 對抗し 得て、 腰折の 難 を 冤れ た。 結句の 字餘 りに 就いては、 上の 「ほの -と」 の 歌の 

條に旣 に 叙べ た 如くで ある。 氣强く 振り切って 京 を 出て は來 たもの ゝ、 長い 旅の空に は、 流石の 丈夫 心 も 鈍つ 

て、 端な く 家人 を 思 ひ 出して、 轉た 繾戀の 情に 堪 へない 趣 かほの 見える。 伊勢 物語に、 「皆 人乾钣 のうへ に淚落 

して、 ほと びに けり」 と ある は、 さもと 思 はれる。 很、 二の 朝臣の 詠と して は 下作で ある。 

むさし の國 とし もつ ふさの 國 との 中に あ る、 す みだ 川の 


ほとりに いたり て、 京 のい と戀 しう 覺ぇ けれ ば、 し ばし 川 

のほとりにお りおて m 心 ひやれ ば、 か ぎりな く 遠く もき に 

ける かなと 思 ひわび て、 な が め を る に、 わ た し 守、 はや 船に 

乘 れ、 m も くれぬ」 とい ひけれ ば、 舟 に乘 りて 渡らむ とする 

に、 み な 人物 わびしく て、 京 に 思 ふ 人な くし も あら ず-) さ る 

をり に 白き 鳥 の、 は しと 足と あか き、 川 のほとりに 遊びけ 

り。 京 に は 見えぬ，： 1? なり けれ ば、 み な 人 見知ら ず： わ たし 守 

に、 「これ は 何 鳥 ぞ」 と 問 ひけ れば、 「こ れ なむ 都，：：： I」 と いひけ る 

を" き 、てよ める 

名に しお は どい ざ 言 と はむ 都鳥 わが 思 ふ 人 はあり やなし やと 

1 〇 むさし の國 云々 二 S 詞書も 伊勢 物語の 抄錄 で、 いよく 拙い。 「武藏 と下總 との 中に あるす みだ 川」 と は、 

今の 武^ S 隅 m 川で あらう。 さて 隅 ffl 川の 名の 起源 は、 川の 東の 葛 飾 郡に、 隅 田の 里が ある 故で、 ^飾 郡 は、 

この^ s^e; は： 卜 總に屬 して、 川 を 挾んで 武 藏と對 して ゐ たらしい。 壽、 水、 ^保 は 武^に^ し、 . 水祿 の^ 

は 復ド總 に^し、 ^享、 元祿の 頃から は、 また 今の 如く 武藏 に屬 した。 一 姿し いこと は、 高 W 與淸の 松 M 棟梁^ 

ん-ぁ 照 するがよい。 「みやこ 鳥」 は 伊勢 物語に、 「白き 鳥の 嘴と 足と 赤き、 鹇の 大きさなる、 水のう へ に 遊びつ 

つ ^ を 仗 ふ」 と ある。 巾 岡 明 阿が 說に、 「都鳥 は諸說 ありと 雖も、 鷗 なる 事 疑な し" 鶸に 大小 一 一種 あり。 大 を 
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閼 東の 方言に 濱 猫と いふ。 その 聲の似 たれば ならむ。 小なる は 鳩 ほど ありて、 その 聲 細く ひくし。 墨 田 川よ ど 

に來る はこの 小鷗 なり」 と ある。 この 鳥、 嘴 赤く 腹 白く、 背 は 鼠色で ある。 けれど ふと 見て は 白く 見える。 

亭鞠塢 の 都鳥 考の說 は異說 である 小 野 蘭 山の 本草 啓蒙に、 「都鳥の ミヤ は、 聲 によりて お ほせ、 コ ドリ は、 よ 

ぶこ 鳥、 みさ ご 鳥な どの 小鳥に 同じく、 大 鳥に 對 しての 稱 なり」 と ある。 0 名に しお は V 名に 員 ひ 持つなら 

コトト t シ ィハネ キ タチ 

ばの 意。 「し」 は 强辭。 0 言と はむ 物言 はむ の 意。 大稅 の詞に 、「語 問 志 磐 根 木 根 立」、 萬 葉 集に、 「言と はぬ 木 

すら」 など 多く 見えて、 口 を 利く こと をい ふ。 尋ね 問 ふの 意に 用 ひる は、 後世の 轉 訛で ある。 o あり やなし や 

「や」 は 疑辭。 事無くて 在り や 否やの 意。 生死の 事と 見る の はや、 早から ラ。 

大意 都と いふ 名 を 負って 居るならば、 定めて 京の 事 をよ く 知って 居らう 程に、 どれ 話して 見よう、 都鳥よ. 私 

が 思 ふ 都の 人 は、 今 無事で 居る か 如何 かと サ。 

0 「言と はむ」 は 物言 はむ の 意で は あるが、 それ も 「あり やなし や」 と 物言 ふの だから、 おの づ から 尋ね 問 ふの 音 5 

に はなる。 只 語に 分寸の 差が あるので ある。 都鳥と いったから とて、 京の 事が わかる 箐 もない の を、 物言 はむ 

とする 禅氣 痴態、 いとく 哀れ 深 いものが ある。 蓋し 作者 は 測らざる 風流 罪過から、 髻を 切って 放され、 、い 

ならす もの 東下り、 長い 旅 寢の果 は、 又 この 川 一 つ 渡って 國境を 越える 事 かと 思 ふと、 無量の 鄉愁 は、 その 胸 

に^いた であらう。 これ 暫く 川の ほとりに おりる て、 渡船 を 躊躇した 所以で ある。 流石の 夏の 長い 日 も、 やが 

て 暮れて くる。 船頭 はもう しま ひ 舟 だと 催促す る。 厭で も 渡らねば ならぬ。 ほんに 情なく 感じた であらう。 た 

まく 白い 鳥が、 夕 汐時を ねらって 魚 を あさる。 都 育の 物珍し さに、 何 鳥 かと 問 ふと、 船頭が、 「これな む 都 

鳥」、 貴方 は 都人で も、 御 承知 はない のです かとい ひさうな 口 振、 只 この 「都」 の 一 語、 何たる 懷 かしい 響 を fe: 者 


の 心の 奧に傳 へたで あらう。 かうな ると、 鳥で あらう と 何で あらう と 構って はるら れ ない。 「いざ 言と はむ」 の 

1 案が^ 然と 起って くる。 この 心理 は、 なほ 溺れた 者が 蘆の 一 椠 にもす がるに 等しい。 その 郷愁の 對象 となる 

もの は、 勿論 「わが 思 ふ 人」 である。 「あり やなし や」 と、 一 正 一 反して その 兩端を 叩いた の や、 同 韻の 折り返さ 

れ たの やで、 姿 致 節奏 雨つな がら 面白く、 千古 人口に 臉 炙され たの も >  決して 偶然で ない。 

题 しらず  よみ \ しらず 

北 へ 行く 雁ぞ嗚 くなる 連れ て こし 數は 足らで ぞ歸る ベ ら なる 

この 歌 は、 ある 人 「男女 もろともに、 人の 國へ. まかりけ り。 男 まかり 至りて すな はち、 身 まかりに ければ、 

女 ひとり 京へ 歸り ける 道に、 歸る 雁の 鳴きけ る を 聞きて よめる」 となむ いふ。 

1 0 北へ^ く 雁 春の 歸雁 である。 北 は その 歸る 方角で、 ^ち 雁の 故郷の 方" 

大意 故鄉の 北の方へ ゆく 雁が サ、 あれ 鳴く ことよ、 故 鄉へ歸 る は 嬉し かりさうな もの を、 あの やうに 鳴く は、 

故郷から 述れ 立って 來 たこと であった、 そのうちの 一 つが 死に 失せて、 來た 時と は數が 足らな くな つて サ、 歸 

るので ある さうな、 丁度 自分の やうに サ。 

1 ^儷 を 失った 人の、 歸家 途上の 作で ある。 たまく 北 歸の過 雁 を 聞く" 我れ も歸る 旅、 彼れ も！！ る 旅、 また 

彼れ も^き、 我れ も 泣く、 外面 的の 境遇が 眞 によく 相似て るる。 乃ち 內面的 垵遇も 我れ と同樣 で、 おなじ 不幸 

に 泣く ものと 看取して、 相 憐んだ 推察 は、 秋 上の 歌に 「長き おも ひ は我ぞ 瓜され る」、 「わが ごと 物 や 悲し かる 

らむ」 など、 蟲の昔 を 詠んだ のと 同规 である。 又 「數は 足らで」 といって、 そのうちの ある もの、、 死に 失せた 
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る こと を 忍 はせ た s は 婉€ である。 「連れて こし」 の 一 句 は 四 五 句の 數の 足らで 歸 るの 對 映で、 悼 亡の 情が いよ 

いよ 强く 表現され る。 

左 註 は、 大和 物語から 取り合 はせ たもの か。 けれども、 大體の 事情 はさう であった らうと 思 はれる。 又季吟 が、 

「哀傷 部に 見えた 在原滋 春が、 甲斐 國に 下りけ る 時の なり」 といった のは妄 である。 土 佐 日記に も、 「くだりし 

時の 人の 數 足らねば、 古き 歌に、 『數 はたらで ぞ歸る ベら なる』 とい ふこと を 思 ひいでて」 とあって、 古歌と こと 

わって ゐる。 滋春は 撰者 莨 之と 同時の 人で ある。 もし 滋 春の 作なら、 詠 人 しらすの 歌と する 答 もない。 

あづま の 方よ り、.^ へまう でく とてよ める お  と 

山 かくす 春の かすみ ぞうら めしき いづれ 都の さか ひな るら む 

1 0 まう でく 衮 i,I 來の 音便 G 

大意 もう 京の 山が 見える 害 を、 隱 して 見せぬ あの 春の 霞が サ、 怨めしい わ、 あ、 早く 往 きたいと 思 ふ 都の 境 

は、 何處ら あたりで あらう ぞ。 

1 意地の 惡ぃ 霞よ と怨 んだ餘 意に、 婦人の 情 致が 現 はれて 面白い。 叉田舍 から はじめて 上って 來た 人で は、 こ 

れ ほどまで 怨む譯 がない らしい から、 これ はもと からの 都人の、 東から 歸 つて 來た 折の 作で ある こと は 明らか 

である。 韓 愈が 潮 州に 貶せられ て 行く 時、 「雪 撗 ニ秦嶺 1 家 何 在」 と 作った の も、 注 返の 別 こそ あれ、 その 意 は 同 

じで ある。 作者の 父 壬 生 盆 成 は、 仁 和 四 年 遠 江 介に 任ぜられた。 若し は秩 満ちて 歸 京の 途次、 作者 は 伴 はれて 

るて 詠 じた もの か C 


二 句、 六帖に 霞ぞ春 はと ある。 これで は、 怨めしく 思 ふ は 春に のみ 限った やうに 聞え て- ^やかで ない。 

越の M へ まかりけ る 時、 し ら山 を^ てよ める 

みつね- 

きえ はつ る 時し なけれ ぱ越路 なる 白山の 名 は 雪に ぞ ありけ る 

11 0 越路 北 越 地方 S 逍中 をい ふ。 

大意 雪の 消え 某て 、 しま ふとい ふ 時が サ無 いから， 越路 にある 白 出と いふ 山の 名のお こり は、 雪からで サ あつ 

た わい o 

，の 白色から 山 s おが 生まれた の は、 そ もく からの 事で、 今更ら しくい ふに^らない。 然し さう いふの は 

で、 二 S.E に 始めて、 出會 つた 作者の 感想 は、 かうな の だ。 

あづま へ まかりけ る 時、 道 にて よめる  つら ゆき 

絲 による 物なら なくに わかれ 路の心 ぼ そく もお も ほ ゆる かな 

Msg  o よる 緩る， ) と。 

大意 絲に磋 る 物 は 皆 細い が、 自分の 心 は それでも 無い のに、 家 を 別れて 遠く 行く 旅の逍 は、 一通りなら す、 心 

細く まあ 思 はれる- ) とよ。 

1 「心細く ーでぉ 語から 絲を 聯想し、 配合して、 離愁に 堪 へぬ 心が 弱り 細る の を、 怪しみ 钦ぃ たので あるつ 徒然 
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草に いふ、 

絲 による 物なら なくに といへ る は、 古今 集の 中の 歌 屑と かやい ひ傳 へたれ ど、 今の 世の 人の 詠みぬべき 事柄 

と は 見えす。 その 世の 歌 は姿詞 この類 ひのみ 多し。 この 歌に 限りて かくい ひ 立てられ たる も 知り 難し。 

全く 必す歌 屑と いはば、 集中に これよりも 劣った のが 數多 ある。 兼 好が 「知り 難し」 と 訝った の も 尤もで ある。 

初 二 句 は、 心の 絲に 蹉られ ぬの をい ふので ある。 それ を 中 村 知 至が T 絲に饈 る 物と は、 繕り 合せ ある 絲と いふ 

にて、 其の 絲を 一方に わくれば、 二 筋と なりて 細く 別る 、故に、 細く と 緣語を つらねて、 歌と せる なるべし」 

と 解した の は、 鑿說に 過ぎる。 宣 長が、 「別れ路 は絲 に. 緩る 物なら なくに」 の 意に 釋 いたの は、 いよくい け 

ない。 さて これ は 離別の 意な ので、 詞書を 添へ て、 殊更に 旅行の 途次に 詠んだ ものである こと を 知らせた。 拾 

遣 葉に、 離別の 部に 再び 收め たの は、 この 意 を 心得 かねての 所爲 である。 

二 句、 源氏物語 總 角の 卷に、 「物と はなしに と、 貫 之が この 世ながら の 別 を だに、 心細き 筋に 引き 掛け  >  む を 云 

云」 と ある o 

かひの 國へ まかりけ る 時、 道 にて よめる  み つ ね 

夜 をさむみ おく はつ 霜 を はら ひつ 、草の 枕に あまた たびねぬ 

ISO はつ 霜 秋 冬の 交 零る はじめての 霜 をい ふ。 o あまたた び 數多 度。 

大意 ^中 筋 は、 この頃 は 夜が サ 寒い 故に、 降る 初霜 を拂 ひくして、 その 霜のお く 草 を 枕に、 幾度 もく 寢 

た わ。 


_1 作者が E. 斐權少 目に 補任した の は、 寬平六 年 二月 廿 八日で あるが、 その 年の 秋の 末にな つて 旅装 を 整へ たも 

のか。 京からの 公 程 は 十三 nl と 定まって るるから、 草の 枕 は r 數多 たび」 とい はれよう。 「おく 初霜 を拂 ひつ、」 

は^ 張で は あるが、 旅の 艱苦が 想 ひ やられる。 當 時の 旅行の 狀態を 知悉した もの は、 これ を赏 境寶 詩と 讃 する 

に^ 躇 すまい。 ^淵い ふ、 「隱れ たる 所なくて、 續け柄 面白く あはれ なり」 と。 但 幾夜も 枕の 霜を拂 ふので は、 

「初」 の^^が たじろぐ。 

結句、 新撰 和歌に と ある はわる い。 

たぢ まの 國の 湯へ まかりけ る 時 に、 ふ たみの 浦と いふ 所 

にと まり て、 夕 さりの かれい ひたう ベけ る に、 と もに あり 

ける 人々、 歌よ みける ついでによ める  籐 原兼輔 . 

夕づく 夜お ぼつ かなき を 玉く しげ ふたみの 浦 は あけて こそ 兒め 

1 0 たぢ まの 國云々 「佤 馬國 の^」 は 想 ふに 古から 著名な 城^の 溫泉 だら 5。 「ふたみの 浦」 は 契 沖の說 に、 「9- 

^の：^ にも あれ ど、 これ は播 磨に て、 今 土俗 ゥ タミと 呼べる 所な り」 と。 秋 成い ふ、 「今 伹馬國 にも 二見と 呼 

ベる 所 あり C 城 崎の ある 邊 なり。 兼補の こゝ にて 詠まれし とかの 里人 はいへ ど、 所の さま を 見る に 然るべ から 

す C この 歌に よりて 附會 したる も のぞ。 彼處へ 行かむ に は、 難 波より 舟に 乘 りて 播磨 路を經 つ、、 髙 砂の あた 

りより 舟 を 上 o て、 北の方 山路 分け入る 道 あり C いにしへ は その 道 を や 行きけ む。 然れ ば、 播 磨なる ぞ S! の 行 
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手なる」 と。 いづれ もし かと 定め 難い。 「夕 さりの かれい ひ」 は 夕钣の 意で、 「かれい ひ」 は乾钣 卽ち辚 である。 

古/ま 亍^ に ふす 输を携 へて、 所々 で 水に 浸して 食った ので ある。 「ともに」 は 共に の^, 隨 伴の^で はない。 

o 夕 づく夜 日の入りて 夜に 成り 行く 頃 をい ふ。 秋 下 「夕 づく夜 を くらの 山に」 の 條に旣 出。 0 玉く しけ 

フタ £ カケゴ  . 

「玉」 は 美稱。 「くしけ」 は櫛笥 で、 化粧道具 を容 れる莒 をい ふ。 蓋、 身. 懸 子が ある。 C ふたみ 二見に ^身 

を かけた。 o あけて 明けて に、 開けて を かけた。 

大 t 夕 募の 11 い 頃 は、 分明に は 見えぬ もの を、 それ を 無理に 見よう より、 玉 櫛笥の 蓋ゃ實 やとい ふ 名の この 一 一 

見り， は、 櫛 笥の蓋 を 開けて とい ふやう に、 夜が 明けてから サ、 とくと 見ようと 思 ふわ。 

0 詞 書に、 「ついでに 一と あるに 注意 を耍 する。 倶にゐ る 人達 は 皆 この 浦の 景色に 兒 耽って、 歌詠み か はしな ど 

したと すると、 To- がて 夜 も 更けたら しいさまで ある。 されば、 明日に なりて こそと 警告した 歌で、 乃ち 事の つ 

いでな ので ある。 地名に 據 つた 緣 語の 鎖り、 先づ 狂歌の ー體 である。 かやう の體 は、 平安の 京に なって 發 達し 

たもので、 當 時の 人士 は 珍しがって 喜んだら しい。 二 句の 下、 意 解の 如くに 詞を補 はない と、 「を」 の辭に 打ち 

合 ふべ き詞 がない。 

新撰 和歌に は、 三：？ 玉 手 莒、 四 句.^ みの 浦 をと ある。 

惟喬の みこ のと も に、 狩 に まかりけ る 時 に、 あ まの 川と い 

ふ 所の 川の ほとりに おり ゐ て、 酒 などの みける つい で に、 

みこの いひ けら く、 「狩 して 天の川 原に いたる と いふ 心 を 


よ み て、 さ か づ き は さ せ」 と いひければ よめる 

一  ： 4 ^二^^、，/  あり はらの 業 平 朝臣 、 

かりく らし 棚 機つ めに 宿から む 天の川 IS にわれ は來 にけ り  ， 

1 0 惟浩 のみこ 云々 これも^ 勢 物語に よって 書き 加へ た 後人の しわざで あらう： 落 if 唐突で、 他の 例に 協 は 

ない。 ^勢 物語、 帷喬 親王 交野の 櫻 狩の 段に、 

御供なる 人 酒 を 持たせて 野より W で來 たり。 この 酒 をのみ てむ とてよ き 所 を 求め 行く に、 天の川と いふ 所に 

いたりぬ。 親王に 右_€ の 頭. K みき 參る。 親王 宣 ひける は， 交野 を 狩りて 天の川の ほとりに いたる を Si にて 盃 

はさせ と宜 ひければ、 詠みて^ りけ る。 

とあって、 この 耿を舉 ゆて ある。 「天の川」 は！ 1： 内國 交野 郡 (今 北 河内 郡ン 牧野 村禁 野に ある 3  o かりく らし 

^して 曰 を^ら しての 意。 句の 下、 ての 助 辭が畧 かれて ある、) 勢 語 を釋く 者、 その 木 文に 泥んで、 櫻^と した 

ものが あるが 從ひ 難い。 樱狩を 打ち 任せて 只 狩との みいった 例がない。 O 棚 機つ め 秋 上 「天の川 もみち を梳 

に」 の 條に旣 出 Co 天の川 原 秋 上 「あき 風の 吹きに し 日より」 の 條に旣 出。 

大意 いっそ 今 ロー  n を 此處に 狩し 暮らして、 棚 機樣に 今宵の 宿 を 借らう ぞ、 步きま はって、 丁 皮 辛 ひ 棚 機 

の 居る 天の川の 川原に、 思 ひかけ す來た わい G 

1 「棚^つ 女に^^ らむ」 の 唐突に して、 且 奇^な のに 人 耳を欹 てし めて、 さて こ S 天の川 を、 かの 天の川に 喑 

喩 して、 天上の 天の川 原に 來 たと 斷 じた。 作者の 人 を 翻弄す る こと に甚 しい： この 抜 倆 は 紫 平に 至って 始め 
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て兒 られ た。 到底 諸家の 企及すべき 所でない。 景樹 は、 「下に 漢 の張騫 が槎 にの りて、 漢を 窮めし 故事 を 思へ 

り」 といった が、 恐らく 無用の 說と思 はれる。 初 句 を 古來の 多くの 註 者、 四 句の 上に 冠せ て、 狩り 暮らして 天 

の 川原に 來り けりの 意に 釋 いて ゐ るの は 疎漏で ある。 

み こ、 こ の 歌 を か へ す よみつ 、、返しえ せず なりに け 

れば ともに 侍りて よめる  きの ありつね 

ひと」 せに 一 たび 來 ます 君 まてば 宿 かす 人 も あら じと ぞ思ふ 

■  0 みこ 云々 伊勢 物語に は、 前の 歌を擧 ゆて、 「と 聞え ければ、 この 歌 を かへ すぐ 誦し 給 ひて、 返しえ し 

給 はす。 紀の有 常、 御供に つかう まつれり。 それが 返し」 と ある。 〇 ます 座す で、 こゝ は 敬語。 

大意 いやく 天の川で は、 一 年に 一 度づっ お出でな される 彥 星の 君 を 待つ こと だから、 他の 者が 宿 を 借らう と 

いっても、 借す 人 も { 谷 易に あるまい とサ思 ふわ。 

園彥 星の こと を、 二 年に 一度 來 ます 君」 と 婉曲に いひ 成し、 織女星の こと を、 「宿 かす 人 も」 と 大らかに いったの 

が、 含蓄が あって 面白い。 業 平の 歌の 宿借りて 寐て 行かう とい ふの を 承け て、 織女 は 操 正しく、 思 ひ 入って 彥 

星の 君 を 待てば、 天の川 原に は 宿の 借し 手 も あるまい と、 裏を缺 いて 出た。 离 操な 織女と、 色めいた 業 平と が 

自然 對 照され てるる。 景樹 の、 彥運を 惟喬 親王に 擬 へたと いふ 說は諾 ひ 難い。 親王 は旣に 天の川 原に 來て 居ら 

れ るの だから、 更に 「待てば」 とはい はれない。 狩 場 先の 交野の 院で、 年若な 親王の 思 ひ 上って 居られる 御 容體、 

天が下の 好き者 業 平が 大 御酒 奉らう とする を 抑へ て、 酒の 好下物と しての 歌の 御所 望に、 议り孜 /す 棚 機樣と 


寢て 行かう の、 例の 本性 を兑 はした たはれ 言、 素より 歌 好きの 親王 も、 業 平の 歌の 出榮 えした のに 臆れ て か、 返 

歌が 出來 かねて 呻吟して 居られる と、 座に 侍って るる 有 常か默 しかねて、 この 一 吟を提 ゆて 肋け 船と 出た など、 

その 夜の 狀況を 想像す ると， 頗る 興味の ある 圑居 であった らう。 

朱 雀 院の奈 良に おはし ましけ る 時 に、 手 向山に てよ める 

すが はらの 朝 は 

こ のた び はぬ さも とりあへ ず 手 向山 紅葉の 錦 神の まに 

0  0 朱雀院 云々 「朱 雀院」 は 宇多 上皇 を 中す、 委しく は 秋 上 「をみ な へ し 秋の 野 風に」 の 條に旣 出。 「手 ^山」 は 

大和の 奈 良ので は あるが、 今い ふ 若草 山の 南 麓に 常る 手 向山 神社の 處 では あるまい。 往時の 祭 良に 入る 本街道 

は奈良 山の 中央部 歌姬 越と 稱 する 處で、 奈良坂 も そこの 坂で ある。 奈 良に 出 人す る 者 は 皆 その si 祖祌に 手 向し 

たものと 兒ぇ、 遂に 手 向の 名が この 山に 附 いたと 思 はれる。 〇 このたび 度の 意に、 旅 を かけた。 0 ぬ さもと 

り あへ す 「とる」 は 何に まれ その 事 を 取り まかな ふ 意で ある。 「あへ す」 は 秋 下 「千 早ぶ る 神の 忌 s 一に」. の條に 

旣出 C 萬萊 集に は 不堪 をァ へ ズ と訓ん である。 0 神の まに く 神のお 心任せに の 意 。「まに く」 は 儘に/ \ 

の 略で、 隨 意の 義。 

大意 何時 は ともあれ 此 度の 旅 は、 秋の 時分な ので、 道の 神に お 手 向け. &す笞 の 幣も兑 す ほらし くて、 捧 ゆるに 

堪へ ぬわい、 た V この 手 向山の 見事な 紅葉の 錦 を、 幣 として 捧け ますから、 神のお 心仟せ に 御 受納 下され C 

1 宇多 上皇の この 御幸 は.， 昌泰 元年 十月の^で、 貞數 親王 及び この 歌の 作者 道 眞を從 へ、 途に道 眞の高 市 郡の 
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U 莊こ. 宿って、 遂に 吉 野の 宮 瀧に 至り、 龍 田 山 を經て 河內に 入り、 住吉 社に 詣 でられた。 奈 良の 御 通過 は、 十 

月 中の 事と 思 はれる から、 紅葉 は 手 向に 眞 盛りであった らう。 抑 も幣は 神に 捧 ゆる 布帛の 料で、 通例 旅行者の 

携帶 する 切幣 など は、 ほんの 衣裳の 裁 屑 や 何 かの、 粗末な 物と 想 はれる。 錦な ど は 貴重品 だから 使 はない。 そ 

こで この 紅葉 を 錦に 謦兪 して、 これほど 立派な 錦 は、 神のお 心任せに 賞翫 なされて るるから、 我が 數 ならぬ 幣 

の 如き は 棒け るまで もない とい ふ 意 を、 更に 一 轉 捩して 歌った。 畢竟 幣を對 照の 具に 用 ひて、 紅葉の めでた さ 

をあった ものである。 「このたび は」 とこと わった ので、 これまでし ばく 手 向 を 越えた 事が 知られた。. それ は 

高 市の 山莊へ の 往返で、 もあった らう。 萬 葉 集に、  . 

いなだき にきす める 玉 は 一 一つな しこなた 彼方 も 君が まに く  (卷 三) 

春風の 音に し 出な ば ありさり て 今なら すと も 君が まに く  (卷 四) 

玉き はる 吾が 山の ベ に 立つ 霧の 立ちと も 居と も 君が まに く  (卷 十) 

たらち ねの 母に 知らえ すわが 持てる 心 は よしゑ 君が まに く  (卷十 一 ) 

の 儔、 なほ、 f 山 ある。 作者 はこの 虱體 を學ん で、 や、 平安朝の 皮肉 を 加へ た。 

初 二 句に 就いて 諸說 ある 中に、 或は 院の お供 だから、 私の 幣は 取り あへ すの 意と いひ、 或は 院の お供で 多忙の 

爲に都 を 出た 時、 幣も 取り持ち あへ すの 意と もい ふの が ある。 景樹 いふ、 

私の 幣 はとる に甚 へす とならば、 君が 爲の幣 をば いよく とらるべき なり。 打ち 任せて 此度 はとら すと いふ 

ベけ む や。 また 院は 微行 を 好ませ 給 ふと 雖も、 大和、 攝津、 河內の 遠方 を 巡幸し 給 ふらむ は、 流石に 搖り満 

ちた る 御し つら ひなり けむ。 況ゃ 右大將 ばかりの 人の、 御供に 化へ 奉り 給 ふなる を や。 卑牋の 子の、 周章し 


く 取る 物 も 取り 敢す騒 ざ 立つ と侔 しからむ や。 これ とりあへ すと い" 詞を、 急遽 蒼卒の 意と 思 ひ 泥め るより 

の 僻言なる ベ し。 

と。 この 駁論 はよ ろしい。 

素性 法師- 

手 向に はつ ビ りの 袖 もき るべき に fc 葉に あける 神 やか へ さむ 

10 つ 、"りの 袖 偕 服で、 衲 衣の 事で ある。 人の 捨て、 顧みぬ 糞 掃に 均しい 襤褸 を 拾 ひ 集め、 これ を^って 衣 

とする のでい ふ。 もと 袈娑の 異名で ある。 天竺で は、 袈娑の 外に 衣 はない。 日本 支那の 寒國 は、 特別に 下に 衣 

裳 を 着る。 o あける 飽きて あるの 約。 

大意 この 手 向山の 神への 手 向に は、 出家の 身 もこの 衲 衣の 袖 もも 切り刻んで、 幣 にして 手 向けて よい 害な の 

に、 あの 錦の やうな 見事の 紅葉 をば 幣と 受けて、 思 ふ 存分 見て 御座る 神樣 だから、 衲 衣の 袖の 小 切な ど は、 入 

らぬ といって お返しな される 事で あらう か。 

1 それ故に さし 控 へて 居る の餘 意が ある。 志 は讼の 葉、 切って はならぬ 袖 さへ も 切るべし とい ふの が、 旣に面 

白い のに、 「紅葉に 飽 ける 神 やかへ さむ」 の 意外の 落 想。 神意 を 人間の 心理と 混 一 にしての 想像に、 更に 一 段の 

詩趣 を 生す る。 又 「つ  >  りの 袖」 と あるに 對 へて、 おの づ から 神の 飽き 給へ る紅藥 は、 錦の 如く あるべき ことが 

想 ひ 知られる。 畢竟 上の もこれ も、 手 向の 神 を 取り合 はせ て、 紅槳 のめで たい 限り を 形容した ので、 面白い の 

は、 神 やかへ さむ 綴の 袖、 格調の 高 いのは、 祌 のまに くの 紅葉の 錦で ある。 
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ョ シ m リノ 

作者 ま， 當時、 石 上の 良 因院の 住持であった。 宇多 天皇 はこの 大和 御幸に、 作者 を 召して 戯れに 良 因 朝臣の 假名 

を^ ひ、 供奉 を 仰せ付けられた。 詩人 道眞、 歌人 素性 を 左右に 從 へられて 名所 巡り、 いかに 興味の 繞ぃ 御幸で 

あったらう。 當時 他に 歌人 も あり 詩人 もあった が、 特に この 兩 人に 供奉 を 仰せつ けられた こと は、 道眞も 素性 

も、 大和の 地に 殊 なる 緣 故が あつたから である。 
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物 名 

、、  籐原敏 行 朝臣 ， " 

い、 ジ； 匕の しづくに そぼち つ、 うく ひずとの み 鳥の 鳴 くらむ 

, 力 - , u。  II 司の 事で あるが、 ，ーゝ は I の 技工 上の 特殊の 名稱 おひえて 意。 

1 モノ、 ナ と^む 物 名 は^. 言り？ 1ミ /  力 クシ-タイ ノ ウタ ， ，，： 二、 ら ゥ 刃 xn^-u 

^iii 歌のう ちに 詠み 込む をい ふ。 奧儀 抄に、 「隱 醫、 $au. 

Huiil  iiil  ！寒 i 一" 

lw  '  u ,  A  >  3/  -に、 SMI 刃 どつ- パ匸^ 1- 一 

if.  /  -  K  r'^  c  ？ o  m  、や.：. ^、、ニニ. H  、  ST ねす^-ふ 一 V カー n も） * 

え、 \ ぶ 邦 抄： よ 、「物 名、： れは隱 題 也。 物の 名を隱 して 詠む 歌な 古 z.f と， -i  -ュ4 

え i ず—  F 名 。ち iss から、 へ， 气隱 すべき 名 謡ち 物 f やがて， て それ 

て、 多く はや S 心 を 詠めり。」 と ある その 組微 の穗頻 力ら しへ t  Fi,  C^^l-L  -C  、。ド 

.iin 他の 事每 il ある。 さて- a^i 

■ 肘に； て- II に 連れて！ れた 一新 體！. フ。 詩に離 ，"ノー  rH 不 

「鐘 I 有. きま。 其 一一 一、 i -一  一  一  Is  IIS. 一  ま 1 a  , 

ノ  "；ー 一  物. 一 l...-;.f 於  一 nflt 一  き々。」 14. 唐 S! か，。 四 L  L 
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松 閒斟、 

子 山園靜 憐二幽 木？ 公 幹 詞淸詠 n 華 門？ 月 上 風微潇 洒甚。 斗 醪 何惜置 n 盈樽？ 

の 如き は、 その 一 例で ある。 國朝 詩人、 また、 字訓 詩の 體 あり。 本朝 文粹 に、 淸原眞 友が 詩、 

禾失曾 知, 秧。 中心 豈 忘， 忠。 里 魚 穿い 浪鯉。 江 鳥 度, 峽鴻。 火盡 仍爲, 燼。 山 高 自作に 高。 色 絲辭不 レ絕。 凡 k 

泣 二 寒風？ 

の頹 である C 是 等の 遊戯 文字 は、 專ら 詩に のみ 行 はれて るた の を、 復興 期の 歌人 等が 欽羡 の餘 り、 こ、 に 物 名 

の ー體を 創めて、 わが 誇と した もの だら う。 (以上 岡 并^ 吾の 說に據 る) o 心から 「から」 はよりの 意。 o う 

くひす S く 干 すの 意。 鶯を隱 した。 

大意 おのが 心から、 花の if に 濡れく して、 それ を 人の 知った 事の やうに、 何で、 つらく 乾かぬ とば かり、 あ 

の やうに 良が 鳴く ので あらう。 

園 歌の 意 も、 鶯を 詠んで ある。 「憂く 干す」 は、 鳥の 鳴く 理由 をい つたまで、、 うぐ ひすと 鳴く ので はない。 そ 

を 思 ひ 誤って、 大江匡 房が、 

いか なれば 春く るから にう ぐ ひすのお のれが 名 をば 人に つぐら む 

を 初めて、 鳴聲 として 詠んだ 歌が 後世に 多い。 

まと k ぎす 

くべ き ほどと きすぎ ぬれ や 恃ち伦 びて なくなる 聲の入 をと よむ る 


1 0 くべき ほどと きすぎ ぬれ や 來 べき 時期 過ぎ ぬれ やの 意。 時鳥 を隱 した。 「ぬれ や」 は ぬればに やの 意。 0 

とよむ る 響 動 せし むる 意。 

大意 時鳥が 待つ 雌の 來る笞 の 時分が 過ぎた かして、 それ を 待 ちづら がって 鳴き 立てる 聲が、 時鳥が 鳴く/、 

と、 人 を ヮャ/ \ させ るので あらう。 

1 時鳥のう への 戀を詠 じて、 下に は 作者 自身の 戀を 思った の だら う。 

うつせみ  在原滋 春 HV 

浪 のうつ せみれば 玉 ぞ亂れ ける ひろはば 袖に はかな からむ や 

1 0 浪 のうつ せみれば 浪の 打つ 瀨 見れば の 意。 空 蟬を隱 した。 「うつせみ」 に 一 一義 ある。 現し 身の 轉語 である 

^せ 身の 意と、 {仝 蟬卽ち 蟬の蛻 の 意と である。 伹 後の方 は 更に 一 轉 して、 直に 蟬の 事に もい つた。 o はかな か 

らむゃ 「や」 は 欵辭。 

大意 浪の 打つ 川の 瀨を 見れば、 見事の 玉が サ亂れ て 散る わい、 しかし あの 玉 は、 袖に 拾 ひ 入れよう ならす ぐ 

消えて、 はかないだ らうよ o 

1 歌 は 水珠を 詠んで るる。 四 句 は 袖に 拾 はば を 倒置した。 

か へ し  壬 生忠岑 

袂 より はなれて 玉 を 包まめ や これな む それとう つ せみむ かし 

物 名  K〇 一 
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1 0 袂 より はなれて 袂 より 外にて とい ふ 程の 意。 0 包まめ や 包まむ や はの 意。 「や」 は 反動 辭。 0 それと 

それが びとの 意。 〇 うつせみむ 移せ 見む の 意" 空 蟬を隱 した。 

大意 貴方 ま、 袖に 拾 は V はかなから むと 仰っしゃ るが、 袖 を 除け ての 外に、 玉 を 何に 包まう か、 包む 物 はあり 

ません わ、 やはり 袖の 上に、 これが サ それで あると 取り 移して 見せなさい、 私が 見 ませう ゎサ 3 

i が。 は 移せ、 は 見む と あるべき を、 主語 を 略いて 單語 を重疊 して、 簡淨 にい ひなした。 この 語法 は 後世の 戲 

曲 文に、 多く 襲用され てゐ る。 

うめ  よみ 人 しらず 

あなうめに 常なる ベく も 見えぬ かな 戀 しかるべき 香 は 匂 ひつ 、 

1 0 あなうめに 常なる 「あなう」 で 切り、 「めに 常なる」 と 讀む。 「あな」 は 欵詞、 「う」 は 憂し の 墨、 「めに 常な 

る」 は 目に 何^も 觸れる をい ふ。 梅を隱 した。 

大意 ^の 花 は あ 、憂い わ、 すぐ 散って しまって、 目に 常住 見られ さう にも 見えぬ ことよ、 その 癖 後で 戀 しかり 

さうな 香 は、 旬 ひ/, \ し てサ。 

1 「ベく」 「べき」 が 重複して ゐる。 

.  かに はざくら  - つら ゆき 

かゴナ ども 浪 のなかに は さぐられで 風 ふ く ご とに 浮き 沈む 玉 


1 o かに はざくら 和名 鈔に、 「樺 木皮、 可ニ以 爲,. 炬者 也、 和名 加 波、 又、 加 仁 波」。 又、 源氏物語に、 「外の 花 

は 八重 さく 花 櫻 盛り 過ぎて、 かば ざ くら は 開け、 藤 は 遲く色 づきな ど はすめ る を」 と ある 樺 櫻が これで ある。 

宣長は 「和名 鈔に樱 桃、 一 名 朱 櫻、 和名 波々 加、 一 云邇 波佐久 良と あり。 邇の 上に 加の 字の 脫ち たるに て、 加 

邇波 櫻な り」 といった けれど、 棒 櫻 は 花が 白い から、 朱 櫻と はいへ ない。 小 野 博い ふ 、「樺 木 は、 葉 は 桑の 葉 

に似て 尖れり、 四月に 白色の 細 花 開く、 樹皮 白く して 黑斑 あり、 潢理 ありて 樱 皮と ：s じ、 物な ど 縛き 緩ぢ する 

に用ゐ る」 と。 o かづけ ども 潜け ども。 o なかには さぐられで 中で は 探られないで。 樺樱 を隱 した。 

大意 海の 底に 潜って 取らう とする けれども、 浪の 中で は 探り 當 てられないで、 風の 吹く 度^に、 浮いたり 沈ん 

だり する 玉で ある、 3 とよ o 

1 ^海に 珠を撈 る 趣 を 思って、 波の 白玉 を 詠んだ ので ある。 

ザ も X の はな 

八， い く か 春し なければ うぐ ひす ももの はなが め て 思 ふ ベ ら なり 

ElO すもゝ 酸 桃の 殺で、 李の こと。 0 うぐ ひす ももの はなが めて 李の 花を隱 した。 

大意 は 今 幾日 ある ぞ、 もはや 幾日も 春が サ無 いから、 鶯も 自分と 同じ やうに、 -辛氣 さう に 物 思 をす る 様子で 

ある わ o 

1 春 上に 「鳴きと むる 花し なければ 云々」 と 詠んだ のと、 着想 も 叙 法 もお なじで、 作者 も 同じ 人で ある。 

景樹 は、 「ながめて 物 はとは 誰れ もい ふべき を、 倒置した るが 調の いみ じく めでたき に、 それ はた 物 名と なれ 

物 名  三 
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る、 奇 なり」 といった。 

から も K の はな  ふか やぶ 

あ ふから ももの はな ほこ そ 悲し けれ 別れむ 事 を かねて 思へ ば 

1 0 から も、 杏の こと。 韓桃、 辛 桃の 兩義が ある e  o あ ふから ももの はな ほ 杏 の 花を隱 した。 

大意. 逢へば 嬉しい 害な の を、 逢 ふに つけても やはり 物悲しい わ、 逢へば 又 別れる 事の あるの を、 豫て思 ふか 

らサ。 

1 離別の 「別 るれ ど嬉れ しく も あるか」 の 歌と、 その 意 は反對 である。 但 これ は 平 叙。  * 

たちばな  をの ゝし げかげ 

足 引の 山た ち はなれ 行く 雲の やどり 定めぬ 世に こそ あり けれ 

園 0 たち はなれ 橘を隱 くして ある。 〇 行く 雪の 「の」 はの 如くの 意。 

大意 山 を 立ち 離れて 行く 雪の、 宿り 所の 定まらぬ やうに、 行末の 止まり 所の、 知られぬ 世の中で サ あった わい。 

1 人生 を 行雲流水に 擬へ て欵 する の は、 支那の 文學 に、 昔から 數多 見えた ところで ある。 只 叙 法の 流暢 さ を 味 

ふが よい。 秋 成い ふ、 「この 題 は、 山 たちばなと ありし を、 後に、 山の 字 を 寫し洩 し, か」 と。 山 たちばな は、 

今の 蔽批 子と いふ 物で ある。 


を かたまの 木  とものり 

み吉 野の 吉 野の 瀧に うかび 出 づる沫 を かたまの き ゆと 見 つらむ 

n  0 を かたまの 木 眞淵 は、 「岡 玉の 木な り。 榴の 木に て、 その 實 玉の 如し。 古へ 玉を贵 ベる 習慣より、 まこ 

との 玉なら ね ども、 圓き は緖に 賞き て、 身に も帶 びた るが 故に、 か、 -る實 ある をば 玉の 木と いへ り。 その 岡に 

ある^い ふ」 といった。 下に、 山 柿を竝 ベた ので 見れば、 岡の 玉の 木 かも 知れない けれども、 玉の 木の^ は受 

ヲギ タマ  IN 

け 取りに くい。 谷川 士淸、 榀守部 はいふ、 「招魂の 木の 轉 ならむ。 神の 御 魂 を 招ぎ 遷す 木の 意に て、 榊なる ベ 

し」 と。 安齋 隨肇、 閑 田 耕笨、 茅 窓 漫錄、 松屋 叢 考には その 圆を 出して ある。 o 沫を かたまの き ゆ 「たま」 

は 玉で ある。 を かたまの 木を隱 した。 

大昔：】 吉野 川の 瀧津瀨 に、 浮び 出て は 消える 水の 沬を、 玉が 出て 又 消える の だと、 人が 見る であらう か。 

雷 「うかび 出づ る」 と 「消 ゆ」 と を 掛け合 はせ て、 沬には 消 ゆ、 玉に は 浮び 出づ るの 詞を 省いた。 

やまがき の 木  よみ 人 しらず 

秋 は來ぬ 今や まがき のきり すよ な 鳴かむ 風の 寒さに 

1 〇 やまがき 和名 鈔に、 「鹿 心 柿、 柿 小而長 也、 和名 夜 末 加岐」 と ある。 千秋い ふ、 「世に、 信 濃 柿と も、 吉 

野 柿と もい ふ、」 付に 黑 柿と いふ もこれ なり」 と C 〇 今や まがき の 山 柿を隱 した。 

大意 秋 はは やおた、；；、 この 風の 寒さに、 籁 のきり， <\ すが、 今の まに 夜な く 鳴く 事で あらう か。 

名  五 〇R- 
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國 すなほな 點は、 彫琢 技巧の 作に 似ない。 

あふひ 力 つら 

かくば かり あふひの 稀になる 人 をい か V つらし と 思 はざる べき 

■  o あふひ 二葉 蔡 である。 平安の 京に なって、 加 茂の 神事に は必す この 草 を 用 ひる。 o かつら 桂で ある。 

これ も 加 茂の 神事に 川 ひた 徒で、 和名 鈔に、 r 楓 一名 攝、 和名 乎 加 豆 良」 と あり、 又、 「桂 一名 侵、 和名 女 加 

豆 良」 と ある。 古事記で も 萬 葉 集で も、 楓を カツ ラと 訓ん だ。 この 楓は 今、 紅葉 を 愛で はやす 械樹 ではない。 

貝 原 篤信い ふ、 「其の 葉 白 楊に 似て、 兩々 相對 ふ、 加 茂 祭に ^ふる かつら 是れ なり」 と。 西宮抄 に、 「四月 祭 時、 

近以, 娃爲 ニ揷頭 こと 見えて ゐる。 葵と 桂と を 合 はせ て、 諸鑌 とい ふと か。 葵は鬉 くこと も あるから、 こ、 の を 

同じ 物に 見て、 葵 繮の羲 と 思 ひ 誤って はならぬ。 0 あふひ 逢 ふ 日で ある。 葵を隱 した。 0 いか やつらし 桂 

を隱 した o 

大意 これ 程 逢 ひ 見 る 日の 稀になる 人 を、 どうして まあ、 つらい 事と 思 はすに 居られよう、 ぞ、 實に 辛い 事と 思 

ふわ。 

^ 平安時代の 葵に 逢 ふ 日 をい ひかけ る 習慣 は、 文獻 上で はこの 歌から 始まった と 見られる。 逢 ふ 日と あるので 

戀耿 によ まれた。 とにかく 二 筒の 名詞 を 耳 立たぬ やうに 取り扱つ たの は、 器用な ものである。 


人目 ゆ ゑの ちに あふひの 遙 けく はわが つらき にや 思 ひなされ む 

i  0 あふひ 逢 ふ 日、 葵を隱 した。 o わが つらき 桂を隱 した。 

大意 人目 を 憚る 故に、 これから 後に 若し 逢 ふ 日が 間遠になる ならば、 その 譯も 知らす に、，：：： 分が つらい 仕 打 

をす る ことの やうに、 思 ひ 成されよ うか。 

1 の 歌の 手際に くらべる と、 大分 劣って るる。 

くた に  儈 正遍昭 

故り ぬればの ち はあくた になる 花 を 思 ひ 知らず もま ど ふ 蝶 かな 

1 0 くた に 童^ 抄に、 「苦 丹と^ く、 澤山 にある 草な り.」、 榮雅抄 に は、 「蔦の 類」 など ある は、 源氏物語 寄 木 

の卷 などに^ えた、 こたにと 混じた の だら う。 今 は 少女の 卷に、 「花 橘、 撫子、 さう び、 くた に、 など やうの 花 

のく さぐ を 植^て」 と 見えた くた にで ある。 異名 分類 抄に、 「苦 膽」 (f 雄き レ{5增«ぼ^) とい ひ、 また Mm 

夏 蔭說の 「嘉祐 本草に、 酸漿 一 名 苦 耽と あれば、 酸漿な り」 とい ふ は、 俱に 韻の 假名が 差って ゐ る。 腊も耽 も 

^で、 ^1 ではない。 眞 淵の 續萬 葉： i に、 「木 丹の 木の 音 を 上略して、 くた にと 云へ るなる べし。 字笾に 、『木 

丹 梔子 花 也』 と ありて、 卽 ちくち なしな り。 五月 花唉 きて、 殊に 子は黃 色に て、 絲 など 染めて、 女な ど 翫ぶ物 

故に、 源氏に も 夏の 方に 書きけ る歟。 牡丹の 類に て、 芍藥 かと もい ふ說 は、 夏の 物 なれば 叶へ ども、 ^藥 にく 

たにの 名 ある こと、 未だ 知らす」 と 論じた。 契 沖 は 苦 丹で、 牡丹の 類 だとい つ.；， r  ^ふに、 芍薬の 根 は 藥に川 

ひ、 花 は 牡丹 に似てる から、 或は、 苦 丹の 名 を 負せ たので あらう か。 0 あくた に 芥に、 苦 丹 を 隠した。 

物 名  五 o 七 
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大意 散って しまへば、 後は芥 になる、 何の 事 も 無い 花で ある もの を、 それ を てんで 合點 せす に、 あの やうに 迷 

一  ふ 蝶で ある ことよ。 

一 1 例の 色卽是 空の 觀想 であらう。 

結句、 六帖に まど ふ  15 ぷ がお と ある は 誤寫 であ ら 50 

さう び  つら ゆき 

ノ 我れ はけさう ひに ぞ見 つる 花の 色 を あだなる 物と いふべ かりけ り 

圍 〇 さう び 薔薇の 字音、 シ ャゥビ の轉。 和名 鈔に、 r 蔷薇、 陶隱居 注 云營寳 、 和名 無 波 良 乃 美」 と ある。 又、 

「うばら、 む ばら、 いばら」 と訓 じた。 高駢 が、 「一 架 薔薇 満院 香」 白 居 易が、 「階 底 薔薇 人レ夏 開」 の 句の 趣を考 

へる と、 ！ H 、の 枝 は 長く 生 ひ 延びて、 墙 などの やうになる 物で あらう。 この種の 薔薇 は 今でも ある。 0 けさう ひ 

に 今朝 初にで ある。 「う ひ」 は 初 冠な どの 初で、 始めて V ある。 さう びを隱 した。 

大意 肖 分 は 薔薇の 花 を 今朝 初めて サ 見た わ、 この 花の 色 は、 人の いふ やうな 面白い 物で は 無くて、 仇なる 物ぞ 

とい ふべき であった わ。 

0 人の 愛で 翫ん で、 面白い 花と いひ 嗨 すのに 對へ て、 我 は 仇な 物と 覺 悟した とい ふ。 宣 長が、 人の 仇な 物と い 

つたの を、 今 思ひ當 つた 趣に 釋 いたの は 誤ってる る。 想 ふに、 この 薔薇 は、 常の 野 茨で はない から、 支那から 

舶来の^ 坐な どで、 ひどく 珍しかった もので あら ラ。 貫 之 もこの 畤 はじめて 旯 たので、 「う ひに ぞ見 つる」 と 

いったと 思 はれる。 


をみ なへ し  とものり 

しら 露 を 玉に ぬく とや さ、 がに の 花に も 葉に も絲 をみ なへ し 

mo 玉に ぬく とや 玉に して 貫く とて か。 o さ、 がに 蜘蛛 をい ふ。 もと 蜘蛛の 枕詞で ある。 小 蟹の 義と いひ、 

笹原に 住む 蟹の 意と もい ひ、 又 鹿 持雅澄 は、 「笹の 根 は 人り 組みた る 物故、 笹が 根の 組む とい ふ を、 蜘蛛に いひ 

かけたり」 といった。 0 絲を みなへ し 絲 を皆綜 しで、 綜は延 ふる 意。 女郎花 を^した。 

大意 白露 を 玉に して 贳く といって か、 蜘蛛が この 露の 置く 女郎花の 花に も椠 にも、 絲を皆 引き 張った。 

1 秋 上 「秋の 野に おく 白露 は 玉 なれ や」 と 同 想。 

〇 

朝露 を わけ そぼち つ 、花見む と 今 ぞ野山 をみ なへ しりぬる 

1 0 野 山 をみ なへ しりぬる 野 山 を 皆 歩いて 知った の 意。 女郎花 を隱 した。 

大意 女郎花の 花 を 見ようと 思って、 朝露 を 分けて 濡れく して、 今 はサ野 山と いふ 野 山 を、^ く 歩いて 知った 

わ。 

新撰 莴 薬に、 初 一 一句 露草に ぬれ そ ほち つ ， ， 下句 しらぬ 山べ をみ な， へ しりに きと ある。 

朱 雀院の 女郎花 あはせ の 時 に、 を みなへ しとい ふいつ も 

物 名  ，  五つん 
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じ を、 か しらに おきてよ める  つら ゆき 

を ぐら 山み ねたち ならしな く 鹿の へ にけ む 秋 をし る人ぞ なき 

1 0 朱 雀院の をみ なし あはせ 秋 上 「女郎花 あきの 野 風に」 の 條に旣 出。 宇多 帝讓 位の 翌年、 朱 雀院の 御所で、 

皇后と 競 はせ 給うた ので ある。 o を ぐら 山 秋 下 「夕月夜 を ぐらの 山に」 の 條に旣 出。 

大意 小 倉 山の 峰 を 立ち 馴 して 鳴く 鹿の、 これまで 經て來 たで あらう 秋の 數を， 知る 人が サ無 いわ U 

1 これ は 折 句で ある。 業 平が かきつ ばた の 五 文字 を 置いて、 「唐衣き つ、 なれに し 云々」 (覊 旅の 部參 照) と 詠ん 

だのと 同じで ある。 然るに これ は 物 名に 入って ゐる。 思 ふに、 彼れ は 題詠の 歌で ないから、 その 重い 意味に 從 

つて、 II 旅に 收め たので あらう。 

拾遣蕖 に 再出した のに は、 下句 へ にけ る 秋 をし る 人の なきと あるが、 詞が 劣る。 

きちかうの はな  とものり 

あきち か うのはな りに けり 白露のお ける 草葉 も 色 か はり 行く 

園 o きちかう 桔梗の 字音。 和名 抄に、 「和名 阿里 乃 比 布 木」 と ある。 卑し ゆで も あり、 詞も 長いから、 字音に 

いひなら したの だら う。 〇 あきち か うのはな りに けり 秋 近く 野 は 成りに けりの 意。 「近う」 と 音便 を 用 ひたの 

は 本 歌に は 例の ない 事 だが、 物 名の 歌な ので、 止む を 得ぬ 變 例で あらう。 桔梗の 花を隱 した。 

大意 野の 景色 を 見る と、 夏 も 深くな つて、 物悲しい 秋の 時節が、 思 ひがけす 近くな つたわ、 その しるしに は、 


この 野の 露の 置いて ある 草 も 葉 も、 おひく 色が 變 つて 行く わ。 

^ 1 上句 は晚 I、 下句 は 仲秋の 頃の さまで、 一 致しない。 雅嘉は 上句 を 助けて 、「秋の 物悲しき 頂上の き 節の 近づ 

きたる 意」 とし、 景樹は 下句 を 助けて、 「萩の 下葉な ど は、 五月の 末より 色付き 黄ばみて 散り もす ベければ」 と 

いってる る けれど、 このま > では さう も 聞えない。 

し をに  よみ 人 しらず 

フ^サ ト 

； ふり はへ ていざ 故里の 花見む とこし をに ほひ ぞ 移ろ ひに ける 

1 0 し をに 和名 鈔、 「紫 苑 一 名 紫 蒲、 和名 能 之、 俗 云 之 乎邇」 と ある。 今ゲ、 ヲ、 ンと いふ。 o こし をに ほひ ぞ 

來しを 匂 ぞ。 「旬」 は 花の 色澤 をい ふ。 紫 苑を隱 した。 

大意 どり や 古里の 花を兒 ようと 思って、 わざく 來 たもの を、 殘念 にももう、 花の 色 澤が變 つてし まった わ こ 

j  りうた むの はな  、友の り』 

一 わが 宿の 花 ふみしだく とりうた むの はなければ ゃ此處 にし もく る 

一一 I  o りうた む 和名 鈔 に- 「龍 膽、 和名 衣 夜 ili^ ぎ、 一 云 t ぎぎ、 味甚 あ、 也」 と ある。 今 、リノ ダゲ 

とい ふ- お、 淵 は、 「唐音の 轉 か」 といって ゐる。 o ふみしだく 蹂み拉 ぐ こと。 o とりうた むの はなければ や 

一  鳥 打た む 野 は 無ければ にやで ある。 龍膽の 花を隱 した。 

大^ 自分の 庭の 大事の 花 を 踏みに じる、 あの 鳥 を 打た うわ、 あれ は 住む 野が 胜 いかして、 とかく 此處 にサ來 

杨名  五一 一 
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る、 迷惑な ことよ。 

隱 丸 子 を 飛ばして 小鳥 を彈っ こと は、 支那の 詩に しばく 見えて ゐる。 こ > も 其の 趣で あらう。 杖な どで 打た 

うとす るので は ある ま い。 

二 句、 六帖、 友 則 集に^^, す、 結句、 友 則 集に こ  >  にし も 鳴く と ある。 

を、 まな  よみ 人 しらず 

ありと 見て 頼む ぞ難 きうつ せみの 世 をば なしと や 思 ひなして む 

1 0 をば な 尾花。 その 義は 薄の 穗に 出た のが、 獸の 尾に 似て ゐる からだと いふ。 眞 淵が、 女郎花に 對 して 

, 9  9 ず 鬌 9 

比と いったの であらう とて、 萬 葉 集 卷廿に 「秋 野に は 今 こそ 行かめ もの、 ふの をと こ をみ なの 花 旬 ひ 見に」 

ヲ パナ 

の 歌 を 引いた の は 疑問で ある。 をと こ をみ な は 花の 名で はない。 た V 男女 を 花に 謦へ たので ある。 或は 痲花 

の義 だと もい ふ。 その 狀 がー 總の苧 の亂れ たのに 似て ゐる からだら う。 0 うつせみの 世に か、 る 枕詞 0 世 

をば なし 尾花 を隱 した。 

大意 すべ て 物は肓 ると 思っても、 はかなくて 賴 みに は 成り 難い わ、 この 世の中 をば いっそ 無い ものと、 料簡 を 

着けて 見よう かご 

0 例の 一 切 空の 無常 法 門で ある。 

ナ こ ご し  やた ベ の名實 


うちつけ にこし とや 花の 色 を 見む おく 白露の 染 むる ばかり を 

1 0 けに ごし 和名 鈔に 「牽牛 子、 和名 阿佐 加 保」 と ある。 今の 朝顔で ある。 怛 支那で は 花 を牽牛 花と いひ、 

實を藥 用に する 時、 牽牛 子と 呼んだ。 牛の 字 は 音便で、 午の 音と 同一 になった の-たらう。 0 うちつけ にこし 

打ち付けに 濃し である。 「打ち付け」 は 唐突の 意。 牽牛 子を隱 した。 0 ばかり を ばかりなる をの 晷。 

大意 牽牛 子の 花 を 見て、 誰れ も 一 寸 見る からして、 濃い 色 ぞと兒 ようが、 何 あれ は、 花のう への 白い 露が 染め 

たまでの、 何でもない 物で ある もの をサ。 

1 牽牛花 を よんだ ので ある。 

ニ條の 后の、 春宮 のみやす む 所と 申しけ る 時 に、 め ど に け 

づり花 させり ける を、 よ ませた まひけ る  文 屋康秀 

花の木に あら ざらめ ども さきにけ り ふりに しこ のみなる 時 もがな 

1 o 一 一條の 后 云々 「1 一條 后」 井に r 柬宫の 御 息 所」 の 事 は、 春 上 「春の 日の 光に あたる」 の 條に旣 出 or めどに け 

づり 花」 のめ ど は 蕃と馬 道との ニ說が ある。 蓍は、 或は 蓍萩 であらう とも、 或は 玉^ 俗に^ 草と 呼ぶ 物で あら 

うと もい はれ、 いづれ も その 莖に削 花 を さして 作った 由で ある。 又、 馬 道 は 和名 鈔に 「俗 音、 お 多 宇、. M レ堂之 

道」 とあって、 殿中の 眞 中の 板 鄺 下 をい つた。 そこに 削 花 を さした とい ふこと である o 削 花 は 木 を 削り 掛けた 造 

花で ある。 延喜 式に 「^銅 花瓶 1  一口、 菊 削 花 一 一枚」 と^え、 其の 他の をも考 へ 合 はせ てみ ると、 佛 事に 多く ffl 

物 名  五一 一一？ 
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ひたらし い。 これ は 削り 木と 同じ 物で、 蜻蛤 日記に 「紙屋 紙に 書かせて、 立 文に て、 削り 木に 附 けたり」 と あ 

る。 この 文 は、 源 高 明 公の 北の方の 尼になる の を 弔 はう とて 贈った の だから、 やはり 佛 事に 緣 ある 物 だとの 證 

據 になる C 叉 思 ふに、 馬 道の 說は諾 け 難い やう だ。 歌 も、 花の ない 木に 花の 暌、 いた 趣 をい つてる るから、 蓍に 

削 花 を さした 物で ある 事 は 確かで ある。 後世 削り 掛けと いふ 物 を 門に さす けれど、 それ は 粥 杖の 移った もので 

別で ある。 0 あら ざらめ ども 蓍を隱 した。 0 このみ 此 身に 木の 實を かけた。 

大意 著に 附 けた 削 花 を 見る と、 花の 唉く 木で も 無から うけれ ども、 花が 意外に 唉 いたわ、 それ だから 年 古り た 

木に も、 實の 結る 時 もあって ほしい、 卽ち 年寄りました 私の この 身 も、 何卒 成り 出る 時節 もあって 欲しい と存 

じます o 

il 上句 は、 俗に 「煎 豆に 花が 唉く」 とい ふのと 同 想で、 春 上の 「春の 日の 光に あたる 云々」 と、 同一 の 情 願で あ 

る。 歌 も 同 ilc 

しのぶぐ さ  きのとし さ だ 

山 高みつ ねに あらしの ふくさと は 匂 ひも あへ ず花ぞ ちりけ る 

1 o しのぶぐ さ 秋 上 「君し のぶ 草に やつる 、」 の 條に旣 出。 o あらしの ふくさと 忍 草を隱 した。 

大意 近くの 山が 高くて、 常々 嵐の 吹く 里 は、 唉き 句って 居る 間もなく、 花が サ 散った わ。 

二 句、 六 帖に皞 にあら しのと ある。 


^^^t.;  • や ま fMnlllp  IP^^^^^^^^^MP 平 あつゆき ml 

一 時鳥み ねの 雲に やまじり にし ありと は 聞け ど 見る よし もな き 

1 やまし 山に ある 羊 蹄 菜 か。 和名 鈔に 「直、 和名 之布久 佐、 一 云 之、 羊 蹄 菜 也」 と ある。 又、 同鈔 に、 知 母 

をャ マ シと訓 んでゐ る。 0 雲に やまじり にし 山羊 蹄を隱 した。 

大意 時鳥 は、 -¥ のまの 中に 飛んで 混って しまった かもしれ ぬ、 鳴聲 によって、 居る と は 聞く けれども、 形 は 見 

えよう も 無い わ。 

から はぎ  よみ 人 しらず 

、つつせ みのから はき ごとに とぐ むれ ど 魂の 行方 を 見ぬ ぞ 悲しき 

》  カラ 

1 0 から はぎ 荻 花集說 に、 草 萩に 對 したる 木 萩の 名と した。 思 ふに 幹 萩の 義で あらう。 眞 淵が、 「 一 種 枝の 細 

一 く 花 S 色 深き を、 唐 撫子の 類に て 唐 萩と 呼べる 歟」 といって るの は、 論據 のない 說 である。 又、 千秋が. から 

をぎ の 誤で あると して、 淸暑 堂の 御 神樂の 時に、 人 長の 持つ 枯荻 であらう かとい つてる の は、 妄斷 である。 0 

うつせみ ，ぉ 蟬。 現し 身の 意 を かけた。 o から はき ごとに 骸 は木每 にに、 棺每を かけた。 棺は 古く キ といつ 

た。 ^萩 を 腿した。 0 魂 たまし ひ。 なき 魂。 

一  ヌ ケガラ 

大意 蟬の蛻 殻 は、 木 毎に 留めて ある けれども、 その 身 は何處 にか 飛んで、 注く 方が 知れぬ、 その やうに、 人 問 

一 も 死んで しま ふと、 骸は棺 毎に 留めて ある けれども、 魂 ひの 行方の 見えぬ のが サ 悲しい わ。 

i 靈魂不 減の 忍恕は 神代から あるが、 佛 敎傳來 この 方 盛んになつ てきた。 しかも 妄執に よった 死者 生者の 魂 は 

物 名  五一 五 
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物の怪と なって 迷 ふと 信じた もの ， 、 その 行方 を 見屆た 者と て はや はりない のであった。 

か はなぐ さ  ふか やぶ 

うばたまの 夢に 何 か はなぐ さまむ うつ 、にだに も 飽かぬ 心 を 

1 o か はなぐ さ 和名 鈔 水菜 類に、 「水苔 一 名 河 苔、 和名 加 波奈」 と ある。 これ は 河 藻で ある。 景樹 は、 r 旣に 

川 菜と いへ るに、 草の 字 を 添へ むこと いか》、 甘 菜 草、 水菜 草と いふ 事な し」 といった。 0 うばたまの 夢に 

か、 る 枕詞。 「うばたま」 は 古言で はぬ ばた まといった。 和名 鈔に、 「射 干、， 一名 烏 扇、 和名 加 良 須安布 木」 と あ 

る 烏 扇の 實で、 其の 色は黑 い。 野に ある 物故、 野眞 玉の 義で あらう とも、 野 羽 玉の 義 であらう ともい ふが、 判 

然しない。 色の 黑ぃ物 だから 黑と續 け、 轉 じて 夜と 續け、 更に 轉 じて 夢と も續 けた C  0 何 か はなぐ さまむ 川 

菜 草を隱 した。 

大意 戀 しい 人 を 夢に 見た とて、 何で 心が 慰まう ぞ、 慰む ことで は 無い、 現在 見て さへ も、 まだ 飽き 足らぬ やう 

に 忍 ふ 心で ある もの をサ C 

さがり ごけ  高 向の としはる 

花の 色 はたぐ 一 さかり こけれ ども かへ す ぞ露は 染めけ る 

0  o さがり ごけ 蔦の 種類で、 蔓に靑 白い 毛が 生じて る。 深山の 古木な どに 這 ひか、 つて 垂れる。 和名 鈔に r 蘿、 

t カゲ  サ ガリ ゴケ 

比 加 介、 女 蘿也」 と あるの が これで ある。 垂苔 とも、 さる を かせと もい ひ、 俗に 狐の たす きとい ふ c  C 一  さか 


りこ けれども さがり 苔を隱 した。 

大意 花の 色 はほんの 一盛り だけ 濃い けれども、 これまでに 染め返しく、 何遍も 露が サ 染めた わ。 

にがた け  しげ はる 

命と て 露 をた のむ にかたければ 物 わびしら に 鳴く 野べ の蟲 

ョ ナガ ダケ  ク モク フ  ニシ 

i  o にがた け 苦 茸 か。 眞淵 は、 「和名 鈔に 『長 閒箏、 箏靑最 晩生、 味大苦 也』 と ある 物なる べし。 今 は 女 竹と 

も、 しのめ 竹と もい ふなり」 といった。 けれども この 前後、 苔、 蕨な どの 間に 並べて あるの だから、 茸と する 

方が よいだら う。 次の も 皮 茸を隱 した。 o わびしら に 侘しの 語に、 形容 のらの 尾辭を 添へ た 副詞。 

大意 わが 命と して 露を賴 みに しても、 はかなくて 賴み になり 難いので、 何やら 難儀 さう に 鳴く、 野 邊の蟲 であ 

る f  〕 とよ e 

i 結句、 この頃に は 珍しい 語調で ある。 

か はたけ :.  かげの りの 王. 

さよ ふけて なかばた け 行く 久方の 月 ふき かへ せ 秋の やま 風 

1 0 か はたけ 皮 茸で ある。 今、 こう 茸と 轉 じて 呼ぶ C 眞淵は 和名 鈔に、 「苦 竹、 加 波 多 計、 本朝 式 川 二 河 竹 一 一 

字 こと あるに 據 つて、 苦 竹と した。 o なかばた け 行く 皮 茸 を隱 した。 

大意 夜が 更けて、 もう 空の 半分 ほど も閬 けて 行く あの 月 を、 もとの 東の 方へ 吹き 反して くれい、 秋の 山風よ。 

物 名  五一 七 
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1 「月 吹き返せ」 の 狂 想が 面白い。 體格 豪宕で 雄渾で あるが、 自然 萬 葉 調と 異なった 處 があって、 新 古今 時代 

の 豪傑 等が 希った 風 調の 祖を なして ゐる。 

■ わ ら び  眞 せい 法師 

けぶり 立ち も ゆと も 見えぬ 草の葉 を たれ かわらび と 名 づけ そめけ む 

i  o わらび 蕨。 0 わらび 藁 火。 蕨 を 隠した。 

大意 藁 を 焚く 火なら ば、 烟が 立って 燃える 箸な のに、 さう とも 見えぬ 草の葉で あるの を、 誰れ がわら びと いふ 

名 を附け 初めた S であらう か。 

1 契 沖に、 「勿 名の 詠み ざまに あらす、 この 部に 入るべき ならす」 といった。 上に、 折 句の 歌 をも收 めた 程 だか 

ら、 大まかに：：^ るが よい。 

さ、 まつ び は ばせ をば  紀 のめのと 

いさ 、めに 時 まつ まに ぞひは へ ぬる 心ば せ をば 人に 見え つ 、 

io さ、 和名 鈔に、 「篠、 和名^ か、 一 云 &か、 I 用 u 小 化 二字 T 細々 竹 也」 と ある。 o まつ 松。 O び は 

^ 杷 C  0 ばせ をば 和名 鈔に、 「芭蕉、 和名 發勢乎 波」 と ある。 蕭 韻の 字 は、 ヲの 假名に 響かして 用 ひた そ 

の 列 は澤山 ある。 0 いさ、 めに 假 初にの 意、 i を隱 した。 0 時 まつ 松を隱 した。 0 ひ は 日 はで ある。 枇 

バ セ -プ 

吧を隱 しヒ。 o 、いばせ をば 「心ば せ」 は 意思で ある。 芭蕉 を隱 した。 


大意 つい 逢 ふ 時 を 待つ 間に、 ひどく 日 數が經 つたわ、 逯ひ 度い とい ふ 心 持 をば、 先の 人に、 とくと 兒られ く 

して サ。 

^ 覺束 なく 思って 日 を經た 間に、 度々 自分から 音信れ などした の をい つた もので あらう。 

なしな つめく るみ  お  衞 

ぁぢ きな し 歎きな つめそう き 事に あ ひくる み をば 捨てぬ 物から 

io なし Mr  o なつめ 棗。 0 くるみ 胡桃。 0 ぁぢ きな し 無益、 味氣 無しの 殺た とい.、 r 梨 を^した。 

0 歎きな つめ そ 欵き詰 むる 勿の 意。 棗 を隱 した" o あ ひくる み 遭 ひ來る 身で ある。 胡桃 を隱 した。 

大意 ぁゝ 無益の 事よ、 その や 5 に 一途に 欵く なよ、 いろく さまぐ の薆ぃ 事に^つ て來 る、 自分の 身 を 捨て 

もせす に 居ながら サ o 

1 契 沖 は、 「三代 實錄 に、 『仁 和 三年 一 一月 信 濃國例 貢、 梨 子、 大棗、 吳桃 子、 雉 港、 別^、 云々』 これ を もて 思 ふ 

に、 この 贡物 ももて 來 たる 時、 これ を 詠めと 仰 言な どの ありて 詠める にや」 といった。 

からこと とい ふ 所に て、 春 の 立ちけ る 日よ める 

■^^i^^  安倍 淸行 朝臣 や； 

浪 の 音け さから ことに 聞 ゆる ははる のしら ベ や 改ま るら む 

0 0 からこと 備 前國韓 琴の 浦で あらう。 o けさから ことに 今朝より 殊にで ある。 韓 琴を隱 した。 

物 名  五一 九 


古今 和^ 集， 卷第十  五一 一 o 

大意 波の音が 立春の 今から 變 つて、 長閑に 聞え るの は、 この 唐 琴の 浦の 調子 も、 春の 調子に 改まる ので あらう 

か。  . 

1 樂 家の 說に、 春 は 双 調、 夏は黃 鐘、 土用 は 一 越、 秋 は 平 調、 冬 は 盤 渉 調 だと か。 それ 故、 春の 調子が 改まる 

といった の だ。 地名の からこと を、 樂 器の 韓 琴に 取り成して、 浦の 立春の 景氣を 歌った。 韓琴は 新羅 琴 をい つ 

たもの か。 又、 日本 琴に 對 して 舶來 した 箏 などの 類 を總稱 した もの か。 

いかど さき  かねみ のお ほきみ 

シヅク 

かぢ にあた る浪の I 卞を春 なれ ぱい か に さき 散る 花と 見 ざら む 

ISO いか V さき 蜻蛉 日記に、 「石山に 參 りて、 舟に て歸 ると て、 いか、 "崎、 山吹の 崎な どい ふ 所 を、 蘆の 中よ 

タナ ガミ 

り 漕ぎ 行く」 と ある。 これに 據れ ば、 近 江の 打 出の 濱 から、 勢 田、 田 上 あたりまでの 內 にあった ので あらう。 

枕 草子に も、 「崎 は 辛 崎、 いか 崎」 と ある。 0 かぢ 舟 を 遣る 櫂、 梶、 棹 をす ベて、 古く はか ぢ といった。 0 

いか. V さき 散る 如何が 唉き 散る である。 いか V 畸を隱 した。 

大意 舟の 檝に當 つて 散る 波の I 下 を、 今 は 春 だから、 何で 散る 花と 見ない ことがあらう ぞ、 散る 花と たしかに 

見る、 し 

圖 r 唉き 散る」 の唉き は、 熟語と して 輕く 添へ たまで  > ある。 口ぶりから 見る と、 人に 答へ たもの らしい から、 

返歌で あらう。 下の 二 首、 これ も 題に 就いて、 水邊の 光景 を 詠んで ある。 


からさき  あほの つねみ 

か のかた に い つ からさき に 渡りけ む 浪路は 跡 も殘ら ざり けり 

1 0 からさき 近 江 國滋賀 郡 辛 崎。 唐 崎と も 書く。  0 かの かた 彼の 方と、 彼の 潟との 兩說が ある。 0 いっか ， 

ら さきに 何時より 先にで ある。 辛 崎を隱 した。 

大意 あの 先の 方の 辛 崎に 舟が あるが、 何時から あの やうに、 自分より 前に 渡った ので あらう。 渡れば 跡の ある 

害な のに、 波の 路に は、 これと いふ 渡った 跡 も殘ら なかった わ。 

伊  勢 

波の はなおき からさき て 散りく めり 水の 春と は 風 やな るら む 

園 〇 おきから さきて 沖より 唉 いてで ある。 辛 畸を隱 した。 

大意 波の 寄せる のが 花と 見える が、 この 波の 花 は 沖から 唉 いて、 磯へ さして 散って 來 ると ^ えた、 水の 春に は 

風が なって、 この やうに 波の 花を唉 かせたり、 散らせた りする ので あらう か。 

1 四トむ の變 化の ない 水を捉 へて、 春 をい ひ 秋 をい ふ。 この種の 着想 は、 奈良時代に はま. た發 達しなかった。 秋 

下、 是 則が、 

もみ ぢ 薬の 流れ ざり せば たつ 田 川 水の 秋 をば たれ か 知ら まし 

と 詠んだ など、 共に 後世の 尖 巧 派の 基 を 開いた。 
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.s.^ かみやが は  つら ゆき in 

うば 玉の わが 黑 かみや か はるら むか ピ みの かげに ふれる 白雪 

io かみやが は 山城 國の北 野と、 平野との 閒を 流れる 川で、 古へ 紙漉き 場の あつたと ころ。 拾芥抄 に、 「紙屋 

院、 圖書別 所、 在 一 一野宮 東 一 云々」。 圖害寮 は 書寫を 司る 故に、 紙 漉く 所 を も 兼 管した ので ある。 o うば 玉の 「わ 

が」 を 隔て 、 、 黑 へかゝ る 枕詞。 解 は 上に 旣出。 0 黑 かみや か はるら む 紙 星 川を隱 した。 

大意 自分の 黑 髪が、 白髪に 變 つたので あらう か、 自分が 對 ふこの 鏡へ 映った 影に、 眞 白に 降って 居る 雪 を 見 

れ ばサ。 

1 李 白の T 不レ知 明鏡 裏、 何處得 n 秋霜 こと、 その 興趣 を 同じく し、 張 九 齢の、 「誰 知 明鏡 裏、 形影 自相 憐」 と、 

その 感慨 を ひとしく して ゐる。 三 句、 か はり ぬらむ となくて は、 時の 打 合が 不都合に 思 はれる。 拾 遣 集に、 二 

三の 句 を 巧か！！ 髪 ii 年 暮れて と 直した の は、 こ、 に 見る 所があった ので あらう か。 

拾^ 集に 再出した の は、 詞書を も、 「師走の 晦日が たに、 年の 老いぬ る こと を欵 きて」 と 直して あるが、 よくな 

い。 この 集 撰 著の 頃の 貫 之 は、 未だ 鏡 裏 を 白 了す る 程の 年配で ない。 題詠で ある ことが 分る。 

よどが は 

あし ひきの 山べ に をれば 白雲の いかにせ よと か はる 、時な き 

1 0 よどが は 山城の 淀川で ある" o いかにせ よと か はる、 淀川 を隱 した。 


大意 山邊に 住んで 居る と、 只 さへ 氣 の^さぐ もの を、 どうせよ とい ふ 事 か、 白雪が か、 つて 晴れる 時が 無い 

矛 

1 「いかにせ よと か」 の 辭樣、 旣に萬 葉 集に その 例が ある。 

かたの  たにみ ね 

夏草のう へ は 茂れる 沼 水の 行く かたのな きわが こ 、ろかな 

■  0 かたの 河內 交野 郡の 交野で ある。 o 沼 水の 沼 水の 如くの 意。 0 行く かたのな きわが 心 交野 を隱 した。 

、いの 行く は、 心の 満足す る こと C 

大意 S 草が うへ に 一 面に 茂って るる 沼の 水の、 流れて 行く ところの 無い やうに、 満足し ようの 無い、 自分の 心 

である ことよ C 

1 沼 池な どの 水 は、 潴留 して 流れない の を 本と した 序 歌で ある。 初 二 句 はた V 沼 水の 修飾で、 うへ は 夏草の 迮 

れる とい ふべ きの を 倒 装した ので ある。 f ) れを わが 身の^に ™f れて 人に 知られな いの を 譬喩した と^て はなら 

ぬ。 又、 「かな」 の 助^の 打 合 をお も ふに、 行く 方 もと ある 方が 妥常 であらう。 某して 六 帖には 「も」 と あるつ 

交野の 物 名に 拘 はって、 枉 けたので あらう •。 

かつらの みや  源 ほどこす 

あき くれ ど 月の かつらの みや はなる 光 を 花と 散らす ばかり を 
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n  0 かつらの みや 今昔 物語に、 「五條 西洞院 に、 桂の 宫と 申す 人 おはします。 その 前に 大 なる 桂の 木 ある 故 

に、 名 づけ まるら せた るな り」 と あるの が、 これで あらう。 0 月の かつらの みや はなる 實ゃは 結る の 意。 桂 

の宫 を隱 した。 月の 桂の こと は、 秋 上 「久方の 月の 桂 も」 の 條に旣 出。 o 花と 散らす ばかり を 「花と」 は 花の 

如く、 花と してな どの 意。 「を」 は 欵辭。 

大意 すべての 草木 は 秋 は 實る物 だが、 秋が 來た とて、 月の 中の 桂の i 莨が 結る か、 いや 結り はせ ぬ、 た V 常より 

さやかに、 月の 光 を 花の やうに 散らす ばかりの 事よ。 

1 月 華と いひ、 桂 花の 亂れ、 桂 葉の 飜る とい ふこと は、 漢詩に 多く 散見して るる。 た  >  この 新案 は、 桂の 實に 

思 ひ 到った のに ある。 

ハク ヮ  カウ 

百 和 香  よみ 人 しらず 

花 毎に あかず 散らし 、 風 なれば いく そばく わがう しと か は 思 ふ 

1 0 百 和 香 和名 鈔に、 「神傳 云、 准 南 王 張, 一 錦 繡之帳 T 燔， 一 百 和 香 T 漢 武內傳 云、 武帝好 11 長生 之 術 1 求レ 道、 七 

月 七日 帚, ー{ 呂掖 之內ハ 設, 一座 殿上 ハ 紫 羅席レ 庭、 燔, 一 百 和 香 T 云々」 と ある。 契 沖 は、 「五月 五日に 百 草 を 取りて 合 

はする 香な り」 といった。 0 いく そばく わがう し 幾何 我が 憂し で^る。 百 和 香を隱 した。 

大意 花と いふ 花 をば、 皆殘り 多い のに 散らした 風で あるから、 どれ 程 自分が、 あの 風 奴の 仕 打 を 憂いと 思った 

事 か、 並大抵に 憂いと 思った 事で は 無い わ。 


すみな がし  しげ はる 

春が すみな かし かよ ひぢ なかり せば 秋く る 雁 は歸ら ざら まし 

1 〇 すみな がし 墨 流しで ある。 墨汁 を 水の 上に 流して、 その 亂れた 狀を紙 や 布に B し 取った 物。 今 も ある も 

ので ある。 0 春が すみな かし 春霞 中し である。 墨 流し を隱 した。 「し」 は 强辭。 

大意 春霞の 一面に 立ち 塞って ある 中に サ、 通 ひ路が 無い ものであった ならば、 何時も 秋 來る腿 は、 この^に お 


ら ないだら う もの を、 霞の 中に 路が あるかして、 雁が 歸 つて 行く が殘念 


だ J 


1 「秋く る」 を 「春霞」 に對 した。 秋 こし 雁と いふべき の を、 「秋く る」 と 現在に いったの は、 調 をいた はった の 

である、 とい ふ說も あるが、 いか  >で あらう。 「秋く る」 は、 何時も 秋に は來 ると いふ 意から、 形容に 置いた 詞 

で、 過去の 事實 をい つたので はない。 霞の 通路 は、 白雲の 道、 雲路、 空の 通路な どと、 同じ 辭樣 である。 「な 

かし」 の 一 語 は贅瘤 だが、 物 名の 事 だから、 仕方がない。 

おき 火  みや こ のよ しか 

流れ いづ るかた だに 見えぬ 淚 川お きひむ 時 や 底 はしられむ 

1 0 おき 火 和名 鈔に、 「熾、 於岐 比、 猛火 也」 と ある。 おこり 火の 意で あらう。 0 淚川 淚 を混喩 したので あ 

ォ千ヒ  ォキヒ 

つて、 川の 名で はない。 o おき ひむ 沖 干む である。 熾 火を隱 した。 

大意 流れ出す 方角 さ へ 見えない 淚 U であるから、 芪の 深さ も猶更 知れない が、 沖の 深みまで 水の 干ようと する 
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串が あったらば、 底の 深さ も 知れよう か。 

i 景樹 が、 「愁 思の 竭 きむ 時、 自然 淚も盡 きて 流れ ざら むの 意 を、 河に なして いへ るな り」 と、 說 いた 通りで あ 

る o 

ちまき  大江 千里 

のち まきのお くれてお ふる 苗 なれ ど 仇に はならぬ たのみと ぞ 聞く 

1 0 ちまき 和名 鈔に、 「機 亦 作 レ粽、 和名 f 萬 木、 以 -1 菰葉 一 裹レ 米、 以^ 汁 一 煮い 之 令 i 熟 一也、 五月 五 曰， 之」 

と ある。 お那 の^に 倣って した 事で ある。 o のち まき 後 蒔で ある。 粽を隱 した。 0 たのみ 田の 實に賴 み を 

かけた。 田の 實は實 つた 稻を いふ。 

大ず 遲 蒔の 種で、 外のより は 後れて 生える 苗で ある けれども、 萬更 むだに もなら す、 秋 はや はり 實 つて、 賴み 

ある 田の 稻 であると サ聞 くわ C 

1 諷^で ある C 晩年からの 學問 だけれ ども、 あながち 遲蒔 であると て 放棄すべき もので はない と、 希望に 光明 

ある 由 を 朮ー ベた ので ある。 或は、 出世な どの 人に 後れた 身で あるが、 末に 賴 みが あるから 落膽 すべきで ない と 

の 意 を 比喩した ともい はれる であらう。 作者の 人柄から いふと、 どちらで も 通用す る。 

『ま € ま じ め、 『る』 を はてに て、 な がめ を かけて 時の 歌よ め」 と、 

シャゥ  ホウ 

人の いひければ よめる  儈 正聖寳 


はなの なかめ にあく やとて ハカけ 行けば 心ぞ 共に 散りぬ ベら なろ 

i o は を はじめ 云々 はの 字と るの 卞と を、 歌の 終始に 置き、 ながめ S 三 字 をい ひかけ て、 そして 常^ S 歌 を 

詠めとの 总。 「ながめ」 は 長雨の 約。 o はなの なかめ にあく や 長雨 を 隠した。 

大意 花の いた 中 を、 = に：^ 飽く かと 思って 分けて 行けば、 花に H が 柊って、 n 分の 心が サ、 花と 一 所に あち 

こちと 散って 行き さうな 心 持が する わい。 

^  ws^^ の つれぐ に、 眞： T- 祕密の 大和 上 を 界ん で、 難題 をい ひかけ たものと 思 はれる。 和-： r  にこ s 

雕技 があって、 綺 語^ 過み 犯し、 文.：； J 魔 を 作した。 

この 部の 耿は、 しひて 精 評 を 加へ ない。 それ は 作^の：！ 的が、 それにな く、 これに ある^ を 思 ふからで ある。 

耿 とし てへ 1 じたな ら、 必す そ S 木^に^ く點か 多 か らう。 


题 しらず  よみ 人 しらず 

ほと 、ぎすな くや さ の あやめ 草 あやめ もしらぬ 戀 もす るかな 

1 00^ 男女^ S 戀愛な 歌った S を、 この 部に 收 めた。 萬 薬 葉に は、 ^女親 子 兄弟 朋友 s 相思 ふん-も 一 つに 

収めて、 相 聞の 郃を 立てた。 二 の^ に 至り 始めて 特に 戀の部 を 立て、、 後 來の勑 撰^の 爲に、 先例 を 開いた。 

o なく や r や」 は 閒投の 欸辭。 0 あやめ 草 水^に 牛： する 香草の 菖蒲で、 花 を 賞す る 所謂 花菖^と は 別で あ 

る。 o あやめ も 知^ぬ 「あやめ」 は 衣の 文目から 起って、 何とも 筋が 立た す 分別の つかぬな、 あやめな しと 

も、 あやめ を 知らぬ ともい ふ C 

大意 時^の 鳴く まあ、 五月の あやめ 草の 名の、 あや も 目 も 分らぬ 無茶な 戀を まあ、 自分 はする ことよ。 

初^ を 歌った 作で ある。 戀は 情の 火で ある。 その 燃 ゆる や、 多く 一  時 的の 性貨 を帶 び、 その 熾なる や、 寳に 

ニニ 味で ある，」 あやめ も 知らぬ 戀 にして、 始めて 人を戀 すと いふべき である。 三：？ まで は 萬 葉集卷 十八 家 持の 

欤に、 
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紀 貫 之 

よし^が は 岩波た かく 行く 水の はやく ぞ人 をお も ひそめ てし 

1 0 岩波 岩に 激 する 波 をい ふ。 平安時代の 新 熱 語らし い。 0 行く 水の 行水の 如くの 意。 0 はやく 夙く の 

忽ちの 意と 寸厶說 は、 結句の 「てし」 の辭に 文法 上の 時が 打ち合 はない。 

大意 古野 川の-:: c 根に 波-か 高く 立って 流れて 行く 水 は、 平い ことで あるが、 その：： ナ いとい ふ 如くに、 疾 くの 昔に 

人 を 思 ひ 初めてお つたわ。 

1 二 3 まで は^で ある。 力 强く調 さやかに いひ 下した の は、 よい 手際で ある。 想 ふに その 思 ふ 人の 許に 詠んで 

贈った 耿 であらう。 長い 年月 戀の心 を 胸に 祕め來 つて、 遂に 包み 切れな くな つた 戀の 奴が、 こ、 に慇 敷の 意 を 

致して、 ^のおの 一 零 を はつ 趣で、 その 幽怨 S 情 は^だ 深い。 以下、 「人」 とい ふ 語が、 對手乂 は 意中の人 を 指 

した？？ 合が^い こと を、 特に 注意 ありたい。 

藤 原勝臣 

,u お の あとな きかたに 行く 舟 も風ぞ たよりの しるべ なりけ る 

大意 白浪のう への、 道の 跡 も 無い 方へ 行く 舟で さへ も、 思 ふ 方へ 行く に は、 風と いふ 物が サ、 便りの 手引で あ 

つたわい。 

1 ：  . よに 川 ひられた 事 は、 ^釋の 通りで ある。 さて、 わが 戀ふ人 L2 便りの しるべた るべき 


i た、 諷喩の 運 意が 適切で、 爲に幽 婉の味 ひが 生す る。 


在 原 元方 

おと は 山お とに 聞きつ 、あ ふ 坂の 關 のこな たに 年 を ふる かな 

1 0 おと は. E 出城の 山 科の 音 羽 山で、 名 钊淸水 寺が その 西 麓に ある。 逢坂 の^の につ  >  いて ゐる。 ^ら 

下の、 「音」 とい ふ 同音の 語 を 喚び 起した 序で ある。 

大意 羽 山の 名の 音に 卽ち 噂に、 其の 人の 事 を 聞き/, \？ M し は 居ながら、 逢坂の 關 S 名の 逄 ふとい ふ $ もえ 

せす に、 越えられぬ 關の 此方で、 年月 を經る ことよ。 

：： いく^ 坂の 關を 越えたい、 卽ち思 ふ 人に 逢 ひたいの 餘 意が ある。 躬恒の 歌に、 

はる 雨に 君 を やりてば 逢坂の 閼 の , 〕 なた に戀 ひや 渡らむ 

n ナタ 

M はの^: 喩 である。 「逢坂の 關の 此方」 は 逢 はぬ ¥を 婉曲に^ 義 した。 しかも 音 羽 山は關 S 此方に ある。 (京から 

いふと) かう した 地理 的 關係を 考慮に おいた この 作 は、 京人 達に は 頗る 警拔な ものと して 喝采され たに逭 ひな 

い。 かく 巧 中に-巧 を 求める の は、 この 作者の 惯手 である C 

六帖に は、 作者 を と ある。 

〇 

たち か へ り あはれ とぞ S ふよ そ にても 人に 心 をお きっしら 浪 
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1 〇 あはれ 感欵の 語で、 下に か は ゆい、 戀 しいな どの 意 を 含む。 o よそ にても 餘 所での 意。 「も」 ま 欵辭。 

0 心 をお きっしら 浪 心 を 掛けお くに、 沖つ 白浪 を かけた。 「心 をお き」 は^、： 意で よな、 .o 

大意 思 ふ 人に 言 ひ 寄る すべが 無 さに、 この やうに 餘 所ながら まあ、 かの 人の 上に 心 を 掛けて 置く ので、 その 置 

くと いふ 沖の 白浪の、 跡から く 打ち掛けく する やうに、 立ち返って つくぐ ぁゝ いとしい とサ思 ふわ。 

1 剪裁 彫琢 はた まに はい、 が、 厘して はうる さい。 乃 視業平 朝臣が 見たら、 何とした 凡骨と^ しむ 事で あら ふ o 

只、 「心 を 沖つ 白浪」 とい ひ 捨てた 語調に、 嗟歎の 味の ゃゝ 動く s みで ある。 

つ ら ゆ き 

リの屮 はかく こそ あり けれ ふく 風の 目に 見ぬ &も發 しかりけ り 

1 0 ふく 風の ふく 風の 如くの il で、 「目に 兒ぬ」 にか、 る 序。 0 目に 見ぬ 風より いへば、 目 ピも/ ぬと ある 

べき だが、 一 方の 意の 重きに ひかれて、 「見ぬ」 といった。 

大雷 ^の 中 は、 皆 かう した タ ワイ もない 物であった わい、 吹く 風の 目に 兒 えぬ やうに、 まだ 一 目 見た 事 も 挺"- い 

人 さへ も、 この やうに 戀し いものであった わい。 

1 见 ぬ人戀 し、 こんな 理窟の あはぬ 事 はない。 然し 事實 であって 見れば 仕方がない。 一旦 は 自己の 行爲 を怪ん 

で^たが、 考ー 考 すれば、 矛盾が この 世相 だと 氣が 付いた とい ふ。 蓋し 烦 悶の餘 りに 出た 語で ある。 三 句 以下 を 

&沖 眞淵 等の、 「吹く 風の 音に のみ 聞きて、 まだ 見ぬ 人を戀 ふる」 と 解した の はい ひ 過ぎて ゐ る。 三 句 は 只、 

「目に 見ぬ」 の 序の みに 過ぎない。 夙く 萬 葉 集に 「ふく 風の^え ぬが 如く」 と 所々 に 詠んで あろ。 昔から いひ 馴 


した 詞と思 はれる。 埤雅に 「人不 い 風」 とも ある。 和漢 想 を 同じう する もの か。 

右近のう まばの ひ をり の 日む かひに 立てたり け る^の 

下す だれよ り、 女 の 顏 の、 ほ のかに 見え けれ ば、 よ みて つか 

はしける  在 原 業 If 朝臣 

す も あらず 見 もせぬ 人の 戀 しくば あやなく け ふや：^ め暮 さむ 

1 0 右近のう まば-: ム々 袖中杪 に、 「右近のお 場 は 一 條 より 火 か  1： の 方 をい ふ 。それより 來の方 はん 近 s.ilTH? なり」 

と ある。 拾 芥抄に は、 二 條京 極の 来」 と ある。 「ひ をり の 曰」 は 十：： 来の 榘訟 である。 袖中杪 には^; 折の、 ns^ と 

して、 「五月 三 H 左 近の 荒 手 詰、 四日 右近の 荒 手 詰、 五日^ 近の 眞手 詰、 六：：： ム近 手 詰に して、 この 六：： Is 

お 近の^ 手 詰の 日 は、 紅の 下の 袴、 織 物の 指 おに、 括り を あけす して、 そば を 挾みて、 褐の尾 を盼 より" 1 ざま 

に 引た ふ」 りて、 前に 挾めり。 されば、 この 眞手番 の 日 を、 ひ をり 日と いふ」 と ある。 眞淵、 穴- 长は、 「五月の 五 

六日に、 武德^ に^して 騎射 をみ そな はし 給 ふ御定 なれば、 右近の 馬場に 騎射 ある^は、 他：；： なる^ 明けし」 と 

難 じた。 けれど 世々 に その 式の 行 はれた ことの、 史に 載せられた のが^だ； f な ことから 考へ 乙と、 その 日 内 

^で 式 S 行 はれない ゆ は、 左右の 近衞の 馬場で、 代に 行 はれる 例と 忍 はれ、 今^ 物語に も、 「右近のお^ に、 

五： Z. ベ MTrl;:: はれけ るに 云々」 と ある。 「ひ をり」 を、 最、 淵 は r リ栅 又は、 ^柵 ならむ」 とい ひ、 近 藤 芳榭は 

「褻の 衣 は^えば み、 晴の衣 はこ はく 折； e 正し。 こ s こ はき を 引 折と いふ。 台 記の、 な^ 御讀^ 3^: に 「ム 
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大將 衣冠 出 1! 紅 引 折 ri 春 日詣の 件に、 『着 二 引 折 1』 など ある、 やがて 晴の 衣な り。 されば、 衣の 地 厚くて、 引 折 

る やうに 强き篛 よりつけ たる 名に て、 また 如 木と 云へ り。 この 晴の衣 を 引 折る 日 は 卽ち晴 の 日の 意な り」 とい 

ひ、 ； It 信 友 は、 右近のう まばの 日と 讀み 切って、 柵の 日向 ひに 立てたり ける 車と 解した。 「車の 下す だれ」 は 

宮 記に、 「婦人 之 車铹 也」 と 見えて、 車 簾の 下に 帷 慕の 如くに 掛けた 物 をい ふ。 

大意 丁 问に兒 ぬで もない、 又た しかに 見た でもない 人が、 かう も戀 しいなら は、 何が なしに 今日は 一 日、 辛氣 

に 思ひ暮 さう ことか。 

團それ では 迷惑 だから、 しかと 名告 つて 下さいの 餘怠が ある。 伊勢 物語に も、 今昔 物語に も、 「中 將 なりけ る 

w」 とあって、 作者が 近衞 司で、 右近の 馬場に 行き 向った と ある。 近衞舍 人達の 騎射が あるので、 この 日 は 見物 

人が 賑ふ。 中には 女 $ も ある。 簾から こ ほれ 出た 物見 車の 出 衣 や、 その 袖口 どもの 艷 なのに は、 「天が下の 好 

き 者」 と 歌 はれた ^ れ業 平が、 とても 默 つて 通さう 苦がない。 まして、 下 簾から その 透 影が 夕日に 榮 えて 見え 

たと なって は、 公 川 も 何もあった もので ない。 徂歌 は只當 座の 外 六乂辭 令に 過 ざない。 

かへ し  よみ 人し らズ 

知る 知らぬ 何 か あやなく わきて いはむ 思の みこ そしる ベ なり けれ 

1 0 知る 知らぬ 知る 人知らぬ 人の 略。 0 わきて 分けての 古言。 

大意 ^知る の：^ 知らぬ のと、 詮も 無い こと を 差別 を 立て、 何でい はう ぞ、 いはす ともの ことで ある、 戀と いふ 

もの は、 た，" 一 筋の 思ば かりが サ、 その 成就す る 手引であった わい。 


でて 逢 ふ t 


^ 知る 知らぬ は 問題で ない、 只信寳 の 心から 思 ひなさい、 さらば その 思に めでて 逢 ふ 時 も あらう の 意 だから、 

女に も 多少 その 氣. か あるので ある。 菜して、 伊勢 物語に は、 「後に は 誰れ と 知りに けり」 と 害いて ある C 兩^ の 

才人が 互に 眷戀の 情 を 含んで、 物い ひ 渡った 當 座の 狀^ は、 顧 ふに 颇る艷 なる ものであった らう。 贈 歌の 中-意 

は 下句に ある を、 これ は その 初 二の句 を捉 へて、 見る 見ぬ に拘 はる は、 淺 はかな 心ぞ とそら しても どいた。 人 

を 射る に 先 づ場を 射る 箪法 は、 返歌の 祕訣 である。 

かすが 野の まつりに まかりけ る 時 に， 物 ^にいで たりけ 

る 女の もと に、 家 を たづね てっか はしける 

み ふの たビ みね 

赛 H 野の 雪 間 を わけてお ひ 出く る 草の はっかに 見えし 君 はも 

1 〇 かすが 野の まつり 云々 一 本、 春 日の 祭と あって、 野の 字が 無い。 春 日の 祭 は、 大和 國の春 日 神社 S 祭祀 

である。 延荠 式に、 r 卷 二月、 冬 十二月、 井上 &日祭 1 之」 と ある。 貞觀の 頃に 朝廷の 式 祭に 加 へられたら しい。 

「物：^」 は 今の^ 物と いふに 同じい。 0 おひ 出く る 生 ひ 出で 來る。 0 草の はっかに 草の 如く はっかに w^,- 

「はっか」 は 僅かの 古言。 0 はも 欵辭。 

大意 こい^：：: 野の 雪の 消え 問 を 分けて 生えて 出て 來る萆 の、 チラ リと 化え 乙 やうに、 今日 一 寸娈 の^えた^ た 

はま あ 3 
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^  ^外に 深く 戀 しくて 溜らぬ S 餘^ が ある。 喷はー 一月の 祭と：^ える C 作者 は 藤氏の ある 公卿の 隨身 などで 出掛 

けた か。 とにかく 4fc 人 は その 祭に は^ 山 〈仕った ものである。 春： HST 雰 ぬの あたり、 ^え 出した 草が 未だ 

短く はっかな 眼前の 光^ を、 序詞の 材料と して、 はっかに^ た 祭：： 儿 物の 衣 被 ざの 女に 詠んで 贈った ので ある。 

その 家 を 突きと めて 贈る に 至って は、 その 熱心 さに 驚かれる。 女 は 勿論^- U のま； 人で あろ。 作^ はもと より 个：： 

人 a 情のお、 まづ稃 々の 懸想で あらう。 哉 樹が、 物 z 儿ん- 物：^ 取と 脬 したの は 大業 過ざる。 詞書 はそんな 物々 し 

い 身分の 人-か 出て きた 趣で ない。 叉 事實の 上に も 協 はぬ 亊 である。 「^えし 君 はも」 とのみ いひ 放して 餘意を も 

たせた 叙 法 は、 4T:: おの 味が 深い。 

六帖 に^ g と あるが、 詠歎の 風味に 乏しい。 

人の 花 摘し ける ところに まかり て、 そ こなり ける 人の も 

とに" のちに よみてつ か はしける  つ ら ゆ き 

I 樱 かすみの 間より ほのかに も Ms〕 てし人こそこひしかりけれ 

1 〇 花 桢 ^下 「と V むべき 物と はなしに」 の 條に旣 出。 詞, の やう は、 評語 を^ 合 はせ て 心^られたい。 

大意 山の！ ^ を 霞の 間から^ る やうに、 餘 所ながら ほのかに 兒た 事であった 人が サ、 戀 しくあった わい。 

1 佛の佻 養の 料に とて、 木 草の 花な ど 摘みあって ゐる 所に、 何 かの 川で 作者の 注った 嵐が、 殊更に 羞 かしがつ 

て 物 蔭に 這 ひ 隠れた 女の 許に、 後に この 歌 を 贈って 揶^った ものら しい。 「見て しん， 二ち」 の强き 語調.、 この 意 

を 抉け ていよく 面白い。 「山樱 霞の 問より」 は、 そ S 花 摘して ゐる 野邊の 光：： 京で ある。 それ を 直に、 替# の材 


やう に^な 人 


料に 取った。 想 ふに、 その 人 は 花の やう に^な 人であった らう。 下句 餘り に說明 語が 長過ぎて、 感じが 離れて 

くる。 詞は 圓 滑で あるが、 忠岑の 「草の はっかに 兄え し 君 はも」 の <,:：^ の 味 ひ S 深いのに は 及ばない" 


下句、 家^に^ しばかり にや 戀 しかるら むと ある。 

遛 し ら ず  もと か た 

こよりに も あらぬ 田 5 の あやしき は 心 を 人に つ くるな りけ り 

i  0 たより 消^ や 小包 やうの 物 を 配達す る 使 をい ふ。 もと 人の 往来の 便りに. •：.--- 傳 てた S から 出た 名。 o つく 

る 送附 する の 意。 

大意 虫 こそ 物 を 人の 許に 届け 附け るが、 使で も 無い この 思が、 不思議な 事 は、，：：： 分の 心 を かの 人の 許に： W け附 


0 何者が この 心 を 人の 許に 持って 注った かと 見れば、 ^に 料らん やわが 胸の 思であった と^みい ぶかった： -兀 

來思と 心と は、 體 川の 別 こそ あれ 一 つ 物な の を、 姑く 名の 二つに 別れた ま、 に、 ^く 分離 させて 巧み 成した こ 

と は、 雜 部に、 

身 を 4.,- て 、 いに やしに けむ E 、いふより ほかなる 吻は 心なり けり 

と あるに 同じい。 戀は人 を 愚痴に し 又 神經赏 にす るから、 つい 琐.^ なおに も 想到す る. か、 か、 乙^ 細 s!s^ は 

^哀に 之し く、 氣 味が 索き る"  . 

徠^^ に 再出した S は、 詞 おに、 「はっかに 人 を：^ て 遺 はしける」 とあって、 作^ は^: ノーで ある C 後很 s!^、  K 

0 耿 一  S 一九 
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く 元方の 名の 脫ちた 木が あって、 上の 歌に 列ね て、 貫 之の 作と 思った 處 から、 姑く 異 說を存 する^に I 貫 之の 

名で 再選した の だら う。 詞寄 は、 前後の 歌 皆 はっかに 兒 聞した 戀を棑 列した 例 を 追った のみで、 歌に はっかの 

意 は 更にない。 もし は 部 立の 違った もの か。 さらす は 後 撰の 如く 詞 書が あるべき である。 

,  凡 河 內躬恒 

はつ. 雁の はっかに 聲 をき、 しょり 中空に のみ 物お も ふかな 

1 0 中空に の み 物 忍 ふ 穴 h_ にの み 物 思 ふとい ふと はや 、違って、 何方と もっかす 物 思 ふ をい ふ。 

大意 初 雁 suft を はっくに 聞いた 時から、 又 鳴く かと 空に のみ 心 をつ けて、 氣を 揉む ことよ、 その 如く、 その 

人の 聲を、 はっくに 一 寸 聞いた 時から、 思 ふ 心 をい ひ 出し もえせ す、 さりと て斷 念め も 出来す、 宙に ばかり 

迷って 物 を 思 ふ、 J とよ。 

1 初 二 句 は、 初 雁の 聲を はっかに とい ひ 下すべき を、 はつの 同音 を 反復して 諧調たら しめる 必要 上、 成るべく 

近接させる 爲に 倒置した ので ある。 意觯は 全體を 諷譫の 作と 見て 釋 いたが、 若し 下句 を輕く 聞く 時 は、 初 句の 

「初 雁の」 は單 なる 序詞と 聞かれる。 いづれ か。 

つら ゆき 

逢 ふこと は 雲居 はるかになる 神の 音に き 、 つ 、戀ひ 渡る かな 

1 0雪 居 はるかに 筌遙 かにての 意。 これ を 三 句に 引き 續け、 遙 かになる とい ふに、 「鳴 神の」 を かけた と 見る 


のは大 にわる い。 o 鳴 神の 「音に 聞く」 とい ふに かゝる 序詞。 「鳴 神」 は-ま 「) 

大意 これ 程 思へ ども、 その 人に 逢 ふこと は 遠い 事で、 その 癖 雷の 音 を 聞く やうに、 近く 噂に 聞きく して、 戀 

しく 思って 月： n を經る f  〕 とよ。 

園 遠し とい ふこと を 「雪 居 はるか」 と 精 凝して、 序詞 S 鳴 祌に綠 を もたせた こと は常套 であるつ 伹 「音に 聞く」 の 

序と して 嗚神を W ひた こと は、 その 音 聞の 甚 しさ を 思 はせ る もので、 隨 つて 逢 ふ 事の 雪 ゐ はるかな^ を 慨く心 

.持 を强 める。 又^ やうに よって は、 遠近の 對照を 成して るる やうで も ある。 

六帖、 及び、 家 棠に戀 ひや 渡らむ と ある〕 虽 樹は、 この 方 を 宜しい と 評した。 

よみ 人 しらず 

片絲を こなた かなたに よりかけ て あはず ば 何 を 玉の緒に せむ  、 

1 0 片絲 より 八 口 はせ ぬ 一 筋の 絲を いふ。 0 あはす ば 「ば」 と^る。 0 玉の緒 玉 を 貫く 緒" 緒 は- 长く始 く 物 

を すべてい ふ。 鳥獸の 尾、 年の 緖、 息の緒と いひ、 さて 命 を も 魂の 緒と いって、 玉の緒に 通 はせ た。 玉の緒に 

三^ ある。 一 は皙 しの 意、 一 は 玉を贳 く緖、 一 は 命 をい ふ。 

大意 一 筋の 絲を あちら f  〕 ちらに 蹉を 掛けて 八 3 はせ ようとして、 愚かな 賴みを かけて ゐ るが、 結局 一 つに 合 はぬ 

なら、 何 を 玉の 緖 にせう ぞい、 自分の 戀も その 如く、 こちらば かり、 あちらこちら へと 心を碎 いて^ても、 若 

し逯 はれす ば、 何 を 命に して 生きて 居られよう、 ぞ。 

1 片絲 ではより 合 ふこと は絕對 にない。 その 如く 片思 では 逢 ひ 得る 時 は絶對 にない。 この 見え透いた 結果 を も 

0 联 一  ks 一 
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無視して、 おのが 慾 目に なほ 一縷の 希望 を 繋 ざつ 、、 戀の 不安 を豫 想して、 もし 「合 はすば 何 を」 と薆慮 して ゐ 

る。 よも やに 惹 かされた 戀の迷 を 歌った ものである。 蔡喩は 例の-巧に， 3 く。 片絲 の； 土 の^は、 夙く^ 良 朝 歌人 

の 川 ひた 材料で、 萬 紫に 「片絲 もち 貫きた る 玉の緒 を 弱み」 「玉の緒 を 片緖に 綾り て」 など 數 ある。 

この 歌、 是刖 集に 出て ゐ るの は 誤で ある。 以下 悉く 詠 者 不詳の 歌で ある。 風 調 體格を 以て 推す に、 弘仁 以^、 

元慶 の； g ほひまでの 作が 入り 交って 居らう と 思 ふ。 

〇  . 

ゆ ふ ぐれ は 雲 の はたて に 物 ぞ思ふ あまつ 空なる 人を戀 ふとて  . 

1 〇 お S はたて に 「はたて」 ははて に 同じい。 萬^ 集卷 八に 「敷き ませる 國 S はたて に 開きに ける 樱の 花の」 と 

ある。 又 萬 槳集卷 一、 「渡 津^の 豐旗 雪に 入 n? し 今 竹の 月夜^み 叫く こそ」、 懐 風 崖の. K^.,:^ 子の 詩に、 「雪 

跺^ 二嶺前 一」 など 见ぇ て、 旗の 靡く 如く 棚引いた 雲 を、 旗 雪と も 雪の 旅と もい ふから、 雪の 旗手に の^と も 解 

して ゐる。 比較す ると 前說の 方が 穩か である。 

大意 n. ^は 夕方に なれば、 遙 かの 雪の はてに ながめ 入って、 物 をサ思 ふわ、 肖 分より 遙か 高い 身分の 人を戀 

ひ 慕 ふとい ふので サ。 

1 K# の 「雪の はたて.」 の緣 によって、 身分 高い の 意 を 「天つ 空なる」 と轉義 した。 景樹の 上句 を、 夕暮は 雲の 悲 

しき^ 色に 物 思 ふと 釋 いたの は、 氣分 はち かいが や、 誤って ゐる。 又、 「天つ 穴 H なる 人」 を、 舊註 はすべ て、 遠方 

なる 人の^に 解いた。 捨 つべき でもない が、 戀 にに： 卜の 隔 なし。 かけても 及び難い 人を戀 うた^と 見る 方が 面 


白から う。 拾^! 集、 

雪 居な る 人 を はるかに 思 ふに はわが 心さ へ 空に こそ なれ 

の 趣 を 併せ 味 ふが よい。 夕暮 はた V です ら感慯 に陷り 易い 時分 だから、 戀 する 身 はいよ く 思 ひ亂れ るので あ 

る o 

初 句、 六帖 新撰 和歌に は 夕され ば、 顯 註の 一 本に は 夕 ぐれのと あり、 結句、 袖 中杪、 奧侬抄 に は人门 ぶ^ ffi 

と ある o 

〇 

かり ごもの 思 ひ 亂れて わが 戀 ふと 妹し るら め や 人し齿 げすば 

国 0 かり ごもの 「思 ひ」 を 隔て、、 「亂れ て」 へ か、 る 枕詞。 刈った 菰は、 埒も なく 亂れ混 ふ 物 だから- M けた 

菰は^ i である。 0 妹 廣ぃ 意味で は、 男から 婦人 を さして、 すべて 妹と いひ、 狹ぃ^ 味で は、 ^父に^ 人乂 

は 女 弟 をい つた。 こ、 は 前の 篛 である。 

大意 刈菰の 亂れる やうに、 いろくと 思 ひ亂れ て、 自分が 戀ひ慕 ふとい ふこと を、 あの人 は 知る であらう か， 

. いや 知り はすまい、 人が サ いひ 聞かさす ば。 

國 怙. 大礙が あり、 {仝 床 輾轉の 思に 耐 へない。 然るに 意中の人 は 格別 さう とも 知らす にる るで はない か。 どうか 

そ S 同情 を惹 くべ く、 般 勤の 意 を 取り 傳 へて くれる 人 も ありたい なと、 心中に^ 望して ゐる 趣で ある。 古 調で 

風 ^が 叱で ない が、 結句 は 親 貼し 過ぎて 味 ひを淺 くして るる。 

0 欲 一  丑 叫_ 一一 
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〇 

つれ もな き 人 を やねた く 白露のお くと は 歎きぬ と はしのば む 

n  o 人 を や 「や」 は 反語。 o ねたく 悔しく の 意 o 白露の 「おく」 にか ゝる 枕詞。 露の 置く に、 起く を か 

けた。 0 ぬ 寢 ぬの 意。 0 しのばむ ^ばむ の 意。 慕 ふ をい ふ。 

大意 あの 無情な つれない 人 を、 この やうに くち 惜しう 、朝晩に 起きる といって は 歎き、 寢る といって は 慕 はう 

ことかい、 今から はもう 欵 きも 慕 ひもすまい。 

7 キラ  • 

1 斷 念め たとい ふ は、 斷念 めぬ 人の 言で ある。 畢竟 熱情の 餘 りに、 三冬 暧氣 無き 的の 人の 無情 を 恨んだ 激語で 

ある。 甲 ：！ ふと 思 はぬ と は 反比例に 進行す る もので、 時にはもう 思 ふまい と愤慨 もす るが、 實 ^はむ づか しい。 、 -ー 

の 情 致、 歌と しての 無窮の 妙諦を 具へ てゐ る。 業 平の 「世の中に たえて 櫻の 無 かりせば」 と 詠んだ の も、 この 筆 

法で ある。 朝に 晩にの 意 を 、「おくと は」 「ぬと は」 と轉義 し、 欵 き^ばむ の 句 を斷ち 切って、 上下に 按排して、 

四 五に 對句を 作った ので、 語調が おの づ から 强 まって、 常住 欵 き^んで ゐる 趣が 强く 表現され てるる。 

〇 

ちはやぶる かもの 社の ゆ ふだす き 一 日 も 君 を かけぬ 日 はなし 

1 〇 ちはやぶる 秋 下 「ちはやぶる 神代 も 聞かす」 の 條に旣 出。 〇 かもの 社 山城 國の賀 茂 神社。 上下 一 一社 あ 

る。 平安時代に は、 祭と さへ いへば この 社のお 祭であった 位 尊崇され た。 今 も宫幣 大社。 0 ゆ ふだす き 木綿 


カギ  カウ ゾ 

の襻 で、 社 人が 神に 奉仕す る 時に 掛ける 物で ある。 木綿 は穀卽 ち楮の 事で ある。 古語 拾遺に、 ^の 木 を 木綿 

なりと 註し、 豐後 風土記に 「速 水 郡 柚富鄉 云々、 此鄉 中将 樹 多生、 常 取 ニ拷皮 r 以造ニ 木綿？ 因 曰 二 柚富郷 1」 と 

ある。 彬は 格で ある。 

大意 賀 茂の 社の 社 人が 神に 仕へ まつる とて、 毎日く 木綿 櫸を 掛ける が、 その やうに、 私 も 一日たり とも 貴方 

の^を 心に かけて m 心 はない 日と いふ は 無 い わ。 

0 三 句まで は、 二  nz も かけぬ」 にか ゝる 序で ある。 あな. かちに 賀 茂の 社の 木綿 櫸を かけた S は、 或は、 京人の 

賀 茂の 御社に 詣 でて、 この 戀を 祈った ので あるまい か。 伊勢 物語に、 

戀 せじと みたらし 川に せし み そ ざ祌 はう けす もな りに ける かな 

と ある も賀 茂の 社に 戀を 祈った 證據 である。 さて かう 詠んで、 かの 人の 憐を乞 ふべ く 贈ったら しい。 「日」 とい 

ふ lis も 疊が、 意 調のう へに、 多少の 姿 致 を 添へ てるる。 語路 暢び くして、 風韻 悠揚、 諷すべ く 誦すべき 作 

である o 

一 一句、 顯註 にかみ の I 社と ある。 いはく、 「この 方 事 ひろくて よし。 枕 草子に、 賀茂 臨^ 祭の 條に、 『千：： いぶ 

ろ賀 茂の 社の 木綿 だすき と 歌 ひたる 云々』 と あり。 これ はもと 神の 社のと ある 歌なる を、 かの 祭に 川 ひられし 

^、 賀 茂の 社のと^ ひ變 へしが 一 說 となりて、 今の 本に は 入れる なるべし」 と。 され ど、 事弘 いのが 必す よい 

譯 でもない C 評語の やうに 見れば、 却って、 事狹 いのが 面白く 聞え るので はない か。 又、 結句 を 新撰 和歌に W 

ぞな きと ある。 

戀肤 1  五 _四 九 
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〇  ，  .. 

わが 戀 はむな しき 空に みちぬ らし 思 ひやれ ども 行く 方 もな し 

圏 0 むなしき 空 虛 穴 H- の直譯 語で あるから、 筌 におな じい。 o 思 ひやれ ども 「思 ひ 遣る」 は 思 を 遣り 失 ふこと。 

遣悶、 排欝 の義。 想像の 意に も轉 じて W ひられる。 

大意 自分の 戀は、 虚空 一杯に 満ちく たらしい。 心の 思を餘 所へ 逐ひ 遣って 見ても、 何 處へも 思の 行く 處が無 

いわ。 

1 纏綿の 情懷は 奇愁を 催して、 如何と もすべからざる 人の 作で ある。 戀を說 いて、 虛 空に 瀰漫 したの 矯詰を 放 

つに 至って、 始めて 詩歌の 三味に 入る こと を 得る。 體裁、 や、 疎漫 なやう で 實は麟 、密 である。 上句 下句の 脚 字、 

同音の 韻を蹈 んでゐ る。 奇作妙 作。 

o 

駿 河なる 田 子の 浦波 立たぬ 日 は あれ ども 君を戀 ひぬ 日 はなし 

1 0 駿 河なる 田 子の 浦波 駿河國 庵原 郡淸 見が 崎から 東へ 行けば、 薩 埵 峠の 山 下の 渚に 昔の 道が あって、 其處 

より 向 ひの 伊豆の 山の 麓までの 海 は、 田 子の 浦 だとい ふ。 

大意 一 〕 の駿 河に ある 田 子 浦 は、 風の 烈しい 所な ので、 その 浦波 は 何時でも 立つ とはい ふ條、 それでもた まに は、 

立たぬ 日が あり はする けれども、 私が 責方 を戀 しく 思 はぬ 日と いって は、 一 日 も 無い わ。 


1 駿 河の 國 人の 作 か。 比 興の 體が 面白い。 「日」 の 語の 反復 も 味 ひ を 永く する。 ^萬 槳集卷 十 一 、 

唐 泊 能 巨の 铺 波立たぬ 日 は あれ ども 家に 戀 ひぬ 日 はなし 

を、 些 ばかり 改竄した に 過 ざない。 恐らく 「唐 どまり」 の 歌の 異傳 だら う。 

〇 

夕 づく夜 さす や 岡べ の 松の 葉の いっと も わかぬ 戀 もす るかな 

11 o 夕 づく夜 さす や 岡べ 「夕 づく 夜」 は 夕 就く 夜の 意で ある こと は、 秋 下に 釋 いた 如くで、 月^の^で はない 

から、 「さす や」 とはい はれない。 一 本に は 57^^ と ある、 これが 宂 しい。 これ は 夕 就く H の 殺で、 夕^ 近く 

傾く：：： をい ふ。 この 歌元久 時代に は、 旣に兩 樣の傳 があった と 兄え て、 千 五： c 番 歌合に、 公經の 「夕づ く： n さ 

すや^べ の 松の 雪 折」 の 歌の 季經 判に 「萬 椠には 夕づく U と 侍り、 古今の 歌 を 思 ひて 松 を 詠まば、 夕づ く^と 

ぞ侍 るべき、 云々」。 公經 は、 夕づく 日と ある 本に 據 つて 詠み、 季經 は、 夕づく 夜と あら 木に 就いて 判じた ので 

ある。 「さす や」 の 「や」 は 間投の 欵辭。 0 松の 葉の 松の 葉の 如くの 意。 

大意 あの 夕 就く Ml の 刺す 岡の あたりの 松の 葉 は、 四季 共に おなじ 色で、 何時と いふ 別ち も 無い が、 r 皮 そ S 如 

く .31 分 は、 何時と いふ 別ち も 無い、 えらい 戀を まあす る ことよ。 

I これ は ® の 迷 執 を 我れ から 批判した ものである。 蓋. し 或 機會に 理性に 立ち返った 瞬 問の^ 索で ある。 夕 影の 

岡邊の 松の 衷^ を 照す の は、 誰が 眼に も 着く 面白い 景 趣で ある。 乃ち これな 序の 材料と した。 古へ は 日影の 束 

すの を、 崇高な ふ覲念 を與へ る 無上の 形容語と して、 或は r 內日剌 す宮」 とい ひ、 或は 「朝日の 日照る せ、 夕 U 
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の 口 陰る宮 」 など 續 けた C 萬 葉集卷 十六に、 

夕 づく日 指す^-可 i -2 つくる 星の 形 をよ ろしみ うべ ぞ よりく る 

と ある も 同 趣で ある。 この 初 二 句 を、 これ は 岡邊の 松に 轉 用した ので、 只 眼前の 景氣を 述べた. たけに 止まって 

ゐ るが、 上：？ の 修飾が 餘 りに 花やかに 立派に 過ぎて、 「いっと も わかぬ」 の謦喩 にの み^ひた ので は、 調和が ぴ 

つたり と 取れない やうな 氣 がする。 又 語調から いふと、 上句 太く 逞 ましく、  二 句 殊に 力量が あるので、 や、 下 

句との 權衡を 失して ゐるゃ 5 である。 

六帖に は、 「朝日 子が さす や 岡邊の 松が 枝の いっと も わかぬ 戀も する 哉」 と ある。 甚だ 劣って ゐる。 

あし ひきの 山 下水の こがくれて たぎつ 心 をせ きぞ かねつる 

  o  o  タギ 

n 〇m 下水の 出 陰の 水の 如くの 意。 0 こがくれて 木隱れ て。 0 たぎつ 心 湧き 返って 沸る 心。 

大意 山陰の 川 水 は 茂った 樹木に 隱れ て、 餘 所から は 見えぬ けれど、 せわしく 瀧って 落ちる 物で あるが、 自分の 

戀も 丁度 その やうに、 餘 所から は 見えないで、 只 一 人 胸の 内に 湧き 返る 心 を、 水を堰 くと いふ やうに、 堰き止 

めようと 思って 見ても、 なかく 堰 いて サ 止め かねた わ。 

1 人知れ す 思 ふ 心の 忍び 難 さ を どうし たらと、 打ち 歎いた。 萬 葉 集に、 

欵 きせば 人知り ぬべ み 山川の たぎつ こゝ ろ をせ かへ たる 鴨 (卷 七) 

言に いでて いはや ゆ ， しみ 山川の 瀧つ 心 を^き あへ にけ り (卷十 一 ) 


の 頃 型 は あるが、 これ は 一 曆 巧緻で ある。 「木 隱れ てた ぎつ」 まで は 譬喩で あるが、 「堰 きぞ かねつる」 と、 水の 

綠 語で 仕立てた の は、 なまじ ひに 大らかな 味 ひ をな くす る。 萬 葉の 歌の 結句 を參 照したら、 この 點 がいよ く 

明らかにならう o 

三 句、 新^ 和耿に うづ もれて、 結句、 新撰 和歌、 及び 新 朗詠 巣に かねぬ ると ある。 しかも 作者 を六帖 には^ 

よしの 朝臣と し、 新 朗詠に は^とし、 後 撰集戀 四に 再出した のに は^ 宣 朝臣と して、 詞 齊 を 「女の 許に 遣 は 

しける」 と 加 へ て ある。 

^g? 川い はきり とほし 行く 水のお とに は 立て じ戀 はしぬ とも 

圍 o 行く 水の 行く 水の 如くの 意。 O いはき りと ほし 岩 切り通し である。 0 しぬ とも 爲去 ともの な。 お^、 

死ぬ ともの 怠に^ たの は 誤で ある。 必す 死ぬ 意なら ば 「は」 の辭は 不用で、 戀ひ 死ぬ とも 又は 戀 ひて 死ぬ ともい 

つてよ い。 

大意 .fH 野 川 は：： ヒ 川で、 岩 を も 切り通して 行く 水が、 烈しい 昔 を 立てる が、 自分 は假令 この 切ない 戀を するとて 

も、 その 4.:nls 川の 水の やうに、 音を立て 、泣きな どして、 人に は 知られまい わ。 

1 忍び 餘 つた-へ S 作で ある。 「音に は 立て じ」 の 序 は、 萬 葉 集卷十 一 に、 

ー品出 の-::.:: 木た ぎち 行く 水の 音に は 立て じ戀 ひて 死ぬ とも 

の； W 想 G 先 型が ある。 戀 ひて 死ぬ とも、 音に 立て 、名に は顯 はさ じと、 命 を かけて 包み 忍んだ 胸裏の は、 

0 馱 一  五 四 九 
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どんな ものであった らう。 f 〕れ は ロハ、. 戀爲 たりと て 音に 立て じと いふに 丄 まって、 愛の 高潮 を 說く點 に 於いて、 

や、 遺憾が ある。 二 句 は、 さう した 山川の 急流 激湍 を、 よく 形容し 得て ゐる。 原作に 勝った の は 只 こ s 點の 

み。 四 £ の 倒 装 は 調を諧 へむ が爲 である。 

初 句、 六帖に 3 吉 野，， のと ある。 

〇 

^つ 瀬の なかに も 淀 はありて ふ をな ど わが 戀の 淵瀨 ともなき 

圖 o 淀 淵の 靜な所 をい ふ。 0 淵瀨 淵 は 水の 深い 所、 瀨は淺 い^で ある。 

大意 山川の たぎり 落ちる 瀨は 早い 物 だが、 その 中に も 淵に なって 水の 淀む 所 は あると いふ 事で ある もの を、 そ 

れに まあ^: で 、- 自分の 戀は 淵の 瀨 のとい ふ 別ち も 無く、 何時も 心苦し い 事で ある ぞ。  . 

1 反喩 になって ゐる爲 に、 幽婉な 姿 致が あって 面白い。 廣蔭 いふ、 

「ありて ふ を」 といへ るが 面白し。 もの をと いひても 聞 ゆる なれ ど.： て ふといへ る は、 この 作者 深窓の 婦人に 

て、 未だ 實 際の 瀧 津瀨を 知らす、 た V 淀 ありと 聞 及びて 詠める に、 いたく 味 あり。 もの をと いふ 時 は、 瀧の 

やう を も 知りて いふ やうに 聞 ゆ。 

と ある は拍 案の 快說 で、 その 肯綮 を 得て 居る。 「淵 瀨 ともなき」 は、 頻り 弛む こと S 無き の 意 を、 「瀧つ 瀨」 の緣 

で轉義 したので ある。 


〇 

山 高みした ゆく 水の したに のみ 流れて 戀 ひむ 戀 はしぬ とも 

1 0 した ゆく 水 山 もと を 流れる 水。 0 したに 下にの 意に、 心の 内の^で あるした を かけた。 〇 流れて 水 

の 流れて に、 ^在れて を かけて ある。 存在れ て はながら へての 約" 

大意 山が 髙 いので、 あの 下の 方にば かり 流れて 行く 水の やうに、 自分 は 切ない 戀を するとい つても、 表面に は 

顯 はさす、 何畔 まで も 心の 內で ばかり 戀ひ 慕って 居らう わ。 

園 初 一 一句 は 「下にの み 流れ」 とかけ た 序で ある。 境遇 か 何 か 知らぬ が、 心の 巾に 祕 めて  一 ^でも！ i ひくら さう 

と は、 同^に 禁 へない。 「した」 及び r 戀」 とい ふ 語の 反復が^ 交 鉛して、 ^調 を 成して ゐる。 

奨沖 いふ、 「以上 叫 酋、 寄 水戀の 類な り。 これより 下、 この 卷の 中に、 忍ぶ^ を 詠める は、 戀 ふる 人み づ か."^ 

ぶな り。 後の 卷 なる は、 世人に 忍ぶな り」 と。 

-  〇 

忍 ひ いづると き はの 山の 岩 躑躅い はねば こそ あれ 戀 しきもの を 

1 〇m4- ひ いづると き はの 山 W 部に 旣出。 「思 ひ いづる 時」 は 「いはねば 云々」 と總 く。  0 お ^躅 「いはねば」 の 

語 を 喚び 起す^ 詞。 和名 鈔に、 「羊 躑躅、 和名 以波 豆々 之、 一 云 毛 知 豆 々之」 と ある C 和名 木 草に、 「ネ躑 IT 

和名 W 波 b 々之 义 之：： C 都々 之、 又 毛 知 都々 之」 と ある C されば 花の 色の 白い 躑 I：！ と 思 はれる。 樹說 に、 今の 
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方 首 に據 つて、 紫の 花の 唉く 躑 n だら、 つと あるの は どんな もの か。 

大意 思 ひ 出す 時には、 常 磐 山の 岩 躑躅の 名の やうに、 口 へ 出して いはす にこ そ 居れ、 それ はく 戀し いもの を 

0 少し は 察して 下されと、 相手に その 同情 を 希った。 素より 打ち出した 戀 でない から、 その 人 は 知る^ もない 

の を、 なほこの 没 道理の 言を爲 すの は、 蓋し 戀の 窮竞で 面白い。 「いはつ ゝじ いはねば」 の 反復、 例の 聲 調に 任 

せた 序で ある。 上句の 「思 ひ出づ ると き はの 山」 のい ひかけ は 少しく どい かも 知れない。 

〇  . . 

人 しれず 忍へ ば 苦し くれな ゐの 末つ む 花の いろに 出で なむ 

ii  0 くれな ゐの 末つ む 花の 「くれな ゐ」 は あ 藍で ある。 和名 鈔に、 「紅 藍、 久禮乃 阿井、 吳藍、 本朝 式 云、 

紅花、 俗 ^ レ之」 和名 本草に、 「紅 藍 花、 和名 久禮乃 阿爲」 と ある。 秋分に 實を おふし、 春に 至って 莖が 延び 立 

つて 高さが 三 五 X になる" 夏 月 枝の 末 毎に 紅の 花が 唉く。 もと 吳國 から 渡った ので、 吳の藍 草と いったの だら 

50 「末つ む 花」 は、 その 花の 紅くな つた 時、 衣類な どを染 むる 科に、 末 を 摘み 採る 故にい ふ。 宣長 は、 萬 葉 集 

にある 末 垴花を 、 ウレ、 ツム ハナと 訓ん だ。 0 末つ む 花の 末 摘 花の 如くの 意。 o いろに 出で なむ ほに 顯 はさ 

むと 同意 G 

大意 人に s られ すに 心の 內で 思って るると、 ひどく 苦しい わ、 これで は 叶 はぬ から いっその 事、 あの 紅の 末 摘 

む 花の 色に 出る やうに、 うち 出して あの人に 知らせよ うわ。 


^ いっそ 思 ひ 切って うち 出さう か、 けに 羞 かしい 限りで ある。 忍んで 思 はう か、 心の 苦しみに 堪 へぬ を：！： とし 

よう ぞ。 とつ 追 ひつ 烦々 E! 々の 末、 やはり、 「色に 出で なむ」 とし も诀 心した の は、 どんなに 切ない 戀 であった 

らう、 況ゃ 作者が 繊手 紅花 を 摘む 婦人であった らうと 想像す ると。 伋萬葉 集卷 十、 

よそに のみ i ^つ 、 を戀 ひむ 紅のう れつむ 花の 色に 出です とも 

と あると 同 喩で、 意 を 表裏に 取り成して ある。 創作と はい ひにくい かも 知れない が、 出です とも は 無^で ある。 

「出で なむ」 は 心 火の 劫掠す るに 耐 へす、 その 餘燄を 叶： かう とする 趣で、 感哀が 深い。 調 も 流麗で、 阻^の 跡が 

更にない。 

0 

秋の 野の 花に まじり^く 花の 色に ゃ戀. ひむ 逢 ふよし をな み 

1 0 吹く 花の 暌く 花の 如くの 意。 その 花 は 何の 花と 定まって さした ので はない。 八 千 種の 花な どいつて、 秋 

草の 花 はくさ <\ ある。 . 

大意 、• 」 の やうに 心の. 2： にば かり 思って 居よう より は、 秋 野の 尾花に 交って 咬く 草花の、 色に 出で ゐる やうに、 

いっその 事 包ます 打ち出して 見よう かしら、 これで は 一 向 逢へ さうな 愫 子が 無い によって^。 

^ 色に 出で て戀 ひもしたら 或は 逢 はれる 事 も あらう かと、 はかない 事を賴 みとす るまで 烦 H: して ゐる。 上と 同 

想 同 趣で、 上句 は 序で ある。 長け 立ちの 高い 尾花 隱れ に、 野菊 桔梗な どの 咲いた けしき を、 「まじる」 とに、 ゆに 

妥當の 表現で ある。 

戀 欲 1  五 五三 
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わが 園のう めの ほつ えに 鶯の ねに 鳴きぬべき 戀 もす るかな 

11 o ほつ え 上の 枝 をい ふ。. 秀っ 枝の 裁。 〇 ねに 鳴きぬ 「音に 鳴く」 は 音に 立て ゝ^ くん」 いふ。 た  > 鳴く とい 

ふと は 異なる。 

大意 あれ あの 庭の 植 込の 梅の 木の 高い 枝に、 鶯が聲 を 立て ゝ^ くが、 自分 も あの やうに、 聲を 立て ゝ 泣き もし 

さうな、 切ない もす る ことよ。 

^ 思慕の 情に かきくれて ゐる 折し も、 鶯の 鳴く のに 驚かされて， ほんに 自分 も あの やうに 泣かれ さうな とい ふ。 

^聞す る處の もの、 皆 傷心の 種と なる。 情 はもろ いもので ある。 抑 も 「音に 泣く」 は、 人の 視聽も 憚から ぬ絕對 

の戀 であるが、 これ は 「べき」 の 一 語に、 多少 商量の 餘 地が 存 する。 

-せ： 迎^ 序^の 體 ならば、 二 句 は、 梅の ほつ 枝のと ある 方が、 意は疏 通し 易い。 に 文字の 近く 重複した の も、 聲 

調 上 不快で ある。 

あし ひきの 山 時鳥 わが ごと や 君に 戀 ひつ 、 いねが てに する 

大意 貴方の 戀 しさに、 夜 も 寢られ ぬま、 に 聞けば、 頻りに 山 時鳥が 鳴く が、 あれ も货 方に 逢 ひたくて、 戀ひ慕 

ひくして 寢 にくい ので あらう か。 


^ 時鳥 は 君に 戀 ふやら I： やら わからぬ。 然 らば 何を以 つて 「わが ごと や」 の 直喩 を 川 ひた か、 それ は 外で もない、 

夜通し 寢 ないで 啼 くと いふお なじ 事實が あるので、 自分 は 君に 戀 ひつ ゝ この 苦悶 を 味ふ處 から、 ゆ^ を も同垸 

遇に 推 想した。 啼 くの 一 語 を 絕對に 著け ない のに、 餘 韻の 饒 さが 見える り 秋 上に 敏行、 

秋の 夜の あくる も 知らす 鳴く 蟲 はわが ごと 物 や 悲し かるらむ 

と 同型で ある。. 只 秋思の 蟲と 相思の 時鳥との 差 あるの みで ある。 どれが 先き か。 詠 人知ら すの 歌に は、 敏行以 

後の も あるら しいから 俄に 判じ 難い。 なほ 「秋の^」 の 歌の 評を參 照され たい。 

六帖 に、 「わが 如く 君に 戀 ふれ や 時鳥 この 夜す がら をい ねがて にす る」 と ある は、 二の 歌の 二 樣に傳 はった もの 

だら う o 

〇 

夏 なれば やどに ふす ぶる 蚊 遣 火の い つま で わ が 身 下 もえに せむ  \ 

■  0 ふす ぶる 燻る に 同じい。 0 蚊 遣 火 萬 葉 集に は 、蚊 火と も 詠んだ。 

大意 、 ^は 夏な ので 蚊 遣 火 を 焚く が、 その 燃え上がらす に 何時までもく すくと、 下にば かり 爐 つて 居る 蚁 

遣 火の やうに、 自分の 身 は 思 ふこと を 人に え 言 はすに、 内 證で胸 を 焦して 居る が、 何時まで あの 蚊 造 火 s やう 

に 下 燃えに してお よう ぞ、 いっそ 打ち出して 見ようと 思 ふ。 

園 庭前の 蚁 火の 下 燃えに 燻る の を 見て、 忽ち 聯想 はわが 下 燃えの 苦悶に 及び、 寧ろ 快活 的に 炎え 出したら ばと 

いふ C 上 S. 「末 摘む 花の 色に いでな む」 r 吩く 花の 色に ゃ戀 ひむ」 などの 儔で、 忍び 餘 つた 情 懷を陣 ベた。 溜ら 

戀歌ー  五 五 五 
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なくなって 一 時 興奮 はした もの 、、 やはりつ ゝ ましく 瞌病 勝な 作者の 心 持が 窺 はれる。 ^常の 比 興で ある。 但 

萬 葉集卷 十一の、 

足 引の 山 田 もる をぢ がお く 蚊 火の 下 こがれの み わが 戀ひ をら く 

を 粉本と して、 更に  一 * を 進めた。 六帖、 

難波潟す く 藻た く 火のう ち 忍び 下 もえに て や 世 をば つくさむ 

は、 「わが 戀ひ をら く」 の 意 を、 さながら 承け てゐ る。 「いつまで」 の 語、 この 主眼で ある。 下に 反動 辭 のか を 添 

へて、 その 意を綜 ぬるが よい。 

初 句、 六 帖に夏 くれば、 新撰 和歌に 夕され ばと ある。 

戀 せじと みたらし 川に せし みそぎ 神 はう けず ぞ なりに けらし も 

1 〇 みたらし 川 いづれ の 神社で もい ふが、 これに 賀 茂の 御手洗 川 だら う。 神 山より 流れいで て、 賀 茂の 御社 

；ラへ 

を 貫流す る 小川。 o みそぎ 身滌 で、 水で 身 を 洗ひ淸 むる をい ふ。 そして 弒 除す るので ある。 o うけす 「う 

け」 は諾 である。 納受で ある。 

大意 わが 戀の思 ふに 任せぬ ことの 切な さに、 どうぞ 戀を しはすまい と 思って、 御手洗 川でした 身滌 を、 神 は 意 

外 に お SS け 下 さ れ すに サ、 なって しまった さうな わ。 

1 「苦しい 時の 紳賴 み」 人情 は 古今東西 か はり もな，、。 戀 すれば 人に 疎まれ、 戀 せじと 願へば 神に 見放さる。 失 


戀失 望の 極 は、 恐らく 氣が 狂って しまう だら おおじ 参ながら- あ^ 集に 兒 えたの は、 おの づ から その は 代 

の 風 調 を そな へ て、 

いかにして 忘る ， も のぞ あめつちの 神 を 祈れ ど わが 思ます (卷 十三) 

天地 の 祌 を も 我れ は 祈りて き戀 とい ふ もの はすべ て やます けり (同上) 

など あるが、 いづれ も 叙 法が 卒直で、 この 「うけす ぞ なりに けらし も」 の 辭樣の 婉曲で、 蘊 含の 味 ひ S 深いのに 

及ばない。 六帖 に、 

つら， き 人 忘れな むと て はら ふれば みそぐ かひな く戀 こそ まされ 

模倣の 作、 この 好處 をす ベて 沒 却して しまった。 

ra: 五の 句、 伊勢 物語に はう けす もな りに ける 哉と ある。 本 行の は、 聲調ゃ 、こ は <\ しい ©は あるが、 ^は^ 

つて をら う。 又 四 句、 一 本に^, す，， ^と ある。 

〇 

あはれ て ふこ とだにな くば 何 を かは戀 のみ だれの 束ね 铋 にせむ 人.. 

1 o あはれ て ふこと あはれ とい ふ 言。 「あはれ」 は 欽辭、 あ、 と 同じい。 愛憐 s 殺で はな， V. 〇 束ね 給 物 を 

^ぬる 緒 又は 統レ 

大意 思が 胸に 迫って 心の 亂れた 時 は、 聲を擧 ゆて あ > と 溜息 を 叶： けば、 少し は 心 も靜 まる-か、 その あ、 とい ふ 

首 槳な りと も 無くば、 何 を まあ 自分の 戀の心 S 亂れ を靜 める 汐、 卽ち亂 れた物 を 引き 把ね る 束ね 緒に はしょう 

0 欲 一  五 五 七 
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ぞ、 他に ま， 可. 物 もない わ。  • 

^  ^ ひどく 苦悶した 擧 句に は あ、 と 息 叶： く、 又 苦悶して は あ、 と 息 叶： く。  丁度 それが 亂れ 散った 物 を 束ねる^ の 

ノ  やうな 具合な ので、 もし この あ 、 の 叶 息 かな いとしたら、 戀の亂 れはダ 括 もな く 亂れる だら うとい ふ。 「戀 の亂 

れ」 のと あるより、 心を靜 むる 機會を 「束ね 緖」 と轉 凝した ので ある。 少し 技巧に 走り 過 ざた 感か ある。 

又 意釋の ー說 は、 「人の、 あはれ とだに もい はすば、 何 を か亂れ たる 戀の 束ね 緖 にせむ」 の 忘と した。 さう も 聞 

える が、 前後の 部 立から 考へ ると、 その 意で はこ、 に竝 ベら れ ない。 

o  . 

思 ふに はしの ぶる 事ぞ まけに ける 色に は 出で じと 思 ひし もの を  • 

大意 人 を 思 ふ 心と、 それ を 泳へ 忍ぶ 心と が、 自分の 胸の 內で爭 つて ゐ たが、 泳へ 忍ぶ 方が サ食 けて しまった 

わい、 それでつ い 思 ふ 色目 を 人に 見られた さうな、 え、 いつまでも 色目に は 出し はすまい と 思った もの を。 

1 糾紛 した 胸中の 苦悶 を 描き出して、 餘蘊 がない。 思 ふと 忍ぶ との 兩 者の 格鬪、 いかによ く堪 へ、 いかに 强く 

戀ぅ たもの だら う。 下句の 如き は 誰れ にで もい はれる。 平 兼 盛 も、 「忍 ぶれ ど 色に 出に けり」 と 詠んで るる。 上 

句の 落 想に 到って は、 所謂 天外より した 奇想で、 面白い 擬人で ある。 伹 伊勢 物語に、 

j  思 ふに は 忍ぶ る f  J とぞ 4; けにけ る 逢 ふに しか へ ば さも あらば あれ 

I. と あるが、 伊勢の はこの 歌 を 作り 換へ たもの だら う。 稚嘉 が、 「しのぶる」 を、 世に 忍ぶ 意と 解した の は 誤って 

ゐる o 


わが 戀は 人知 るら め やしきた へ の 枕の みこ そ 知らば 知 るら め 

i  o しきた へ の 枕に か 、る 枕詞。 袖、 袂、 衣手、 床な どい ふ 語へ も かけて、 枕詞と する。 「しきた へ」 は 下に 

カウ ゾ 

藉 きて 寢る布 をい ふ。 「たへ」 は栲 で、 楮の纖 維から 織った 布で ある-か、 轉 じて 布 の總稱 ともす る。 0 知 るら 

め や 「や」 は 反動 辭。  • 

大意 自分の 戀は 一 途に 忍んで 居る から、 この やうに 思 ふこと を、 あの人が 知る であらう か、 とても 知り はす ま 

いわ、 しかし この 閨の 枕ば かり はサ、 若し 知るならば 知る であらう。 

1 それ とても 知り はすまい がの 餘意が ある。 想 は 後人の やたらに 踏 壟す る 所と なって、 新 硯を發 したやう に ゆ 

かない。 結句の 語調 は、 春 上の 「け ふこ そ 櫻 折らば 折りて め」 と 同じ だから 參 照され たい。 「知る」 ふと^ 

て は 無^味に 三^した やう だが、 然ぅ ではない。 短歌の 體製を 案す るに、 三 四 五 句 は、 初 二 句の 反復で ある G 

形に 於いて 調子に 於いて、 同じに ゆく のが 定律で ある" 故に 初 二のと 同意 同 語 を、 三.：？ 以下に 於いて、 同調に 

折り返す こと は 珍しくない 。時に 或は 意 を 表裏し、 叙 法 を 順逆に して、 姿 致 を 取る こと は あるが、 なほ 同 語 同 

調 を 追 ふこと、 この 歌の 如き も ある。 

初 二 句、 六帖 にわが 1, せ 人知^ ノゃ d、 下句、 新撰 和歌に は 枕ば かり ぞ 知らば 知る と I もと ある。 

以 下 思 戀の耿 を つらねて ある。 

0 耿 一  五 五 九 
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淺ぢ ふの 小 野の 擦 原し のぶと も 人知 るら め やい ふ 人な しに 

i  c 淺ぢ ふの 「野」 にか 、 ろ 枕詞。 「淺ぢ ふ」 は 茅 草の まばらに 生へ た 所 をい ふ。 茅 はつばな の 草。 生 は 生 ふの 

略語で、 草木な どの 發 生す る處を いふ。 0 小 野の 篠原 小 野の 「小」 は美稱 で、 小さい 野の 義 ではない。 又 地名 

でもない。 篠原は 小 竹の 生へ た 原で、 同音の 響で 「しのぶ」 とい ふ 語 を 喚び 起した ので、 上句 はすべ て 序で ある。 

0 しのぶと も 「知 るら め や」 に續 く。 忍ぶ と 人 は 知らう かいの 意。 「とも」 を 重く 聞いて はいけ ない。 

大意 この やうに 泳へ くて 忍んで 思 ふと まあ、 先の 人 は 知る であらう か、 知り はすまい わ、 誰れ もい つて 聞か 

す 人 無しに はサ。 

1 「人知 るら め やい ふ 人な しに」 は 明らかに 理窟で ある けれども、 我が 行爲を 我れ と 批判して、 非難ら しい 口吻 

を洩 した 點か 面白い。 否 さう 自省 はしながら も、 やはり 祕 めた 戀心を 打ち出す 勇氣 かなく ぐづく して ゐる。 

その 矛盾が 詩 味 を そ ， る。 蒼 古な 格調で ある。 

四 句、 一 本に 妹し るら め やと ある。 人 を 親み 思 ふ 意も顯 はれ、 且 「人」 の 語の 重複 も 避けられ、 又 第二 者 第三者 

の 差別 も 明らかになって 宜しい。 六帖に は、 下句 § はしら じな とふ 人な し d とあって、 作者 を 力  11 と ある。 新 

撰 和歌に は、 初 句され ば、 ニー 句 劉 ぶれ，^ と ある。 


人 しれぬ 思 や なぞと あし 垣の ま 近 けれども 逢 ふよし のな き 

1 o なぞと 「な、 ぞ」 は 何ぞの 意。 「と」 の辭が 下に 續 かないので 聞え 難い。 顯 1?、 眞 淵の、 詞の 助に 置いた とい 

ふ 說は妄 りで ある。 千秋い ふ、 「このと は 字形の 似た るより、 必すも を { おし 誤りて 傳 へたる にて、 もとは なぞ も 

にて ぞ ありけ む。 なぞ も は 古歌に 例 多く 見 ゆ。 近く はこの 卷の 中に も、 『か  > り 火に あらぬ わが 身の なぞ も か 

く 云々』 と あり」 と。 この 說は旣 にこの 集の 一 本に なぞ —もと あるから、 從ふ べきで ある。 出 m 常^ は 「本の 儘に 

て 下に、 思 ふまでと いふ 詞を補 ひて 聞くべし といった が、 さう 詞を 補って 行けば、 聞えない 詞 といって は^: に 

ない ことになる。 0 あし 垣の 「ま 近」 にか ， る 枕詞。 慮で 造った 垣 は 粗末な 垣で、 少々 づ つま ばらな ので 、間近 

きと 鑌 ける。 顯 SF の說に は、 「蓆の 細き を こまかに 組みて、 ひま 無ければ いふ」 と あるが、 ^^集に、 「-: 石橋の 

問 近き j とも！ i けた 例 を 推せば、 前の 說が 可い と 思 はれる。 

大意 m 心. ふ 人に 知られぬ 内々 の 思 は、 何たる 事ぞ まあ、 ほんの 間近な 所に 住んで 居れ ども、 送 ふ 仕方が無 いわ 

0 いくら 近隣で も 心に だけ 思って ゐ るので は、 先方が 御存じな しだから、 逢へ る^がない。 こ si^^ い 现を 

忘れて、 懊惱の 極、 「人知れぬ 思 や なぞ も」 と、 わが 思の かひな さ を 咎めた 幽怨の 趣 は、 一 寸 捨て 難い。 廣 蔭が、 

「先の 人に この 思 を 知らせな ば、 逢 ふ 由 も あらむ 一とまで、 餘 意を說 いたのに 過ぎて るる。 

二：？、 六 帖に思 やなに. ぞと ある。 これ は 意が 明らかで あり、 二 句で 切るべき 誇と？ れる。 

0 肤 1  五六 一 
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s、5 ふ とも 戀ふ とも 逢 はむ 物 なれ やゆ ふ 手 もた ゆく 解く る 下紐 

1 0 逯 はむ 物 なれ や 「や」 は^ 動辭。 上の 「秋の 野に おく 白露 は 玉 なれ や」。 又、 西 行の 「律の 國の難 波の 舂は夢 

なれ や」 の や は、 各 これと は 別意で ある。 o§ ふ 手 もた ゆく 結 ふ 手 も 弛く の 意 C  0 下紐 下 裳の 紐 をい ふ、 し 

大意 如何に 思 ふと も 戀ひ慕 ふと も、 その 人に 逢 はれよう もの か、 とても^ はれる もので は 無い、 それに その 人 

が 自分 を 思って 吳れ るかの やうに、 結ぶ 手 も だるい 程に、 何 返 も 下紐が 自然に 解ける わ、 昔から、 「人に 戀 ひら 

れる時 は、 下紐が 解ける」 とい ひ 習 はして は ある けれど、 あてに ならない な あ。 

國 奧儀抄 に、 「人に 戀 ひらる ゝ人 は、 下紐 解く ると いふ ことの あるな り」 と ある。 いにしへ さう した 諺の あった 

こと は確實 である。 萬 葉 集卷十 一 に、 

君に 戀ひ うら ぶれ をれば あやしく も 我が 下紐の ゆ ふ手惓 しも 

これ は 下紐の やたらと 解ける の を 見て、 さて は 思 ふ 人に 逢 ふ 前兆 だら うと、 悅んだ 趣で ある。 然るに これ は そ 

の 前兆-か 一向 事 實に應 現しない ので、 何と 馬鹿な 下紐 奴と 愤慨 した ロ氣 である。 結句 は 下紐 觫 くると あるべき 

を 調の 爲に倒 装した。 婦人の 作で あらう。 なほ、 萬 葉集卷 十二に、 

都べ に 君 はいに し を 誰れ 解け か 吾が 紐の 緖のゅ ふ 手た ゆき も 

これ も 類型で ある。 二三の 句、 淸輔、 顯昭 等の 「思 ひ戀 ふと も 我 は 逢 ふま じき を、 それ も 知らす 戀 ふる にゃあ 

らむ」 と釋 いたの は 木强の 言で、 更に 人情の 眞諦 でない。 又 詩歌の 本旨で ない。 - 〕 は、 逢 はれむ のれの 略 かれた 


1 格で ある。 逄は むの 意に 見る は 誤で ある。 

いで われ を 人な とがめ そ 大船の ゆた の た. ゆ た に 物 忍 ふ こ ろ ぞ 

1 0 いで 允恭 記に は 「iR 乙」、 萬 集 葉に は R 乙」 の 字 を訓ん である。 乞 ひ^むの^ の钦 おで、 發 おに 屮み川 ひ、 

アヤ 

ゑに は.^ じて、 uwi の サァ、 ィャ、 モウ、 ドレ ャ などの 怠に 川 ひる。 こ、 も 後の も；！ である I  0 とがめ 異 しむ 

こと。 0 大船の 大船の 如くの 意で、 「ゆた のた ゆた」 にか、 る^。 大船 は 動く にも ゆく らくと Ifi ふので いふ。 

00 たのた ゆた に 萬 椠集卷 七に、 「吾が 心 ゆた にた ゆた に 浮きぬな は逯 にも 沖に も 寄りが て. まし を」 と ある リ 

「§ た」 は 口語の ゆったり の 意。 これにた の 接- m 語 を 加へ て、 「た ゆた」 とい ふこと は、 靡く をた 靡く、 謀る をた 

謀る とい ふに 同じい。 この ゆた に を^ね た ゆた にた ゆた にが 「ゆた のた ゆた に」 と轉 訛した。 ^は 太 やうに^ら 

ぬ狀 なので、 ゆ くら/ \ と 徭く にもい ふ。 

大意 いや サ o: 分の 樣子 を、 これ 人達よ、 必す 侬ん で吳れ るな、 自分 は 八 「どうしょう かかう しょうかと、 落ち 付 

かすに 物 思 をして る、 この 節で ある ぞょコ 

1 いかにしても、 思の 色が 顔に 出て 隱し 切れないので、 ま、 よと， M を据る 一て、 物 や 思 ふと 人の 怪しまぬ 先に、 

此方から 打ち出し. もとより 冷靜 の思盧 ではない。 旣に戀 の い 香に 醉ひ 切った 人で ある" 狂して るふ^: 者 

である。 それでこそ 狭 も 面白くなる。 大船の 譬瑜 は、 萬 葉 集に 「大船の はつる 泊の た ゆた ひに」 「大船の た ゆた. 

ひ^れば」 など 數多 ある ご 
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結句、 六 帖に物 甲 5 ふ 頃 あと ある。 

伊勢の 海に 釣す る あまのう けなれ や 心 ひとつ を 定め かね つ る 

圍 o うけ 和名 鈔に、 「泛 子， 鉤 別名 也、 宇介」 と ある。 今、 うきと いふ。 鉤に附 けて、 そ S 動靜 によって 魚の 

餌に ついた こと をト する。 

大意 戀す る 自分の 心 は、 こ 勢の 悔 に 釣 をす る 漁師の 使ふ泛 子で あるかして、 うかくと 浮かれて、 どうし 

ようか かう しょうかと、 この 心 一 つ をい. つれと も 定め かねた わ。 

國 浪に搖 られて 出照沒 頭、 打柬打 西す る この 泛 子の やうな 心 は 、まことに 意緖百 端で、 いひ 出す のは羞 かしから 

う、 思 ひ 切る の は 苦しから う。 羞 かし いのも はた 苦し いのも、 共に 耐 へられない 業で ある。 これい ひも 出さす 

思 ひも 切らす 懊惱 する 所以、 乃ち 定め かねつる 所以で ある。 「伊勢の 海の」 とい ひ 出した の は、 この 作者が 他阈 

人 だからで ある もとよりの 伊勢 人なら ぱ、 さう 斷る 必要. かない。 又 、「都 わたりに 近き 海に て、 御贄の 魚な ど 

も 多く 奉れば」 とい ふ說も あるが、 こ S 叙述の 趣に よっても、 譬喩の 上から しても、 服 前に 泛 子の 浮沈す る を 

^た 狀 でなくて は を かしくない。 萬 葉 集卷十 一 、 

住の えの 津守網 引の 浮 笑 緒のう かれ や 行かむ 戀っ、 あらす は 

より は饕喩 が 一 層 巧妙で、 妥常 である C それ は 直喩に よらす 隱喩を ffl ひた 爲だ らう。 


伊勢の 海の あまの 釣繩 うち はへ て くるしと のみや 思 ひ 渡らむ 

1 0 釣繩 海 巾 f 逆く 救 多の 鉤を附 けた 枝繩 を、 一條の 元繩を 延ばして おいて 、よい^に それ を橾り 寄せて、^ 

についた 魚を捉 る。 これ を長繩 とい ふ。 卽 ち釣繩 である。 伊勢 尾 張で は、 ながの、 釣 (長繩 S 釣 s^i かン とい ひ 

淡路 では はへ 繩と いふと。 0 うち はへ てく るし 打延へ て 繰る に、 苦し を かけた。 

大意 この 伊勢の 海の 海. H の釣繩 は、 長く 延ばして 置いて は 又 繰り 上 ゆるが、 自分 は戀 故に、 その 釣繩の 長く 延 

へた やうに 長い H: 日 を かけて、 それ を 繰る とい ふやう に 苦しい 事よ とば かり 思って 居よう か、 思 ふ 人に はい ひ 

W さやして サ Q 

Is 上の 一 一首 は、 ゆた のた ゆた に 物 思して、 心 一 つ を 定め かねた の を、 これ は 一 方に 心 一 つに 思 ひ 忍ぶ と诀 心し 

た。 如何に はかない 戀 であった らう。 釣繩の 序、 これ はいよ く 目の あたりに、 海 士の爲 業 を 見ての 作と 斷ぜ 

られる C 

「釣 繩」、 一木に 栲繩と ある。 楮の 皮で 絢った 繩で、 網な どの 綱に 用 ひる。 四 句、 六帖に こ ひしと §叫 やと あ 

る o 

〇 

なみだ 川な にみ なかみ を 尋ねけ む 物 思 ふ^の わが 身なりけ り 
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.圖 o なみだ 川 淚ん」 川に 喩へ ていった。 固有名詞 として 伊勢 國 にある とい ふ說 は、 前 一 一首が 伊勢の 海と あるに 

、引かれての 附會と 思 ふ。 

大意 淚 川の 水上 を、 餘 所にば かり 何で 尋ねた ことで あらう、 よく^れば その 水上 は、 戀 故に 物 を 思 ふ 時の 自 

分の 身であった わい、 淚が これ この 通り 身から 出る ゎサ。 

國 自身の 炅を 自身と 切り離して、 別々 に考 へて ゐた 趣で ある。 いかに 戀に 目の 眩んで ゐ たかが 思 ひ やられる。 

^に 淚の 水上 を 尋ねる 事で はない が、 ふと 冷靜に 返った 時、 お、 これ は 皆 自分の 淚 である わと、 氣が 付いての 

思索から 出て ゐる" 漢の張 赛が河 源 を 窮めて 天に 到った 故事 を 聯想した とする の は 鑿で あらう。 一 一句の 辭樣な 

ど 面白さう だが、 技巧の 間に、 漸く 眞 情が 逃 ゆて ゐ る。 

吉野川 そのみな か み を尋 ぬ れば苔 の いは 間の しづくな りけ り 

とその 樣式を 同じう して ゐ る。 

種し あれば 岩に も 松 は 生 ひに けり 戀 をし 戀 ひば 逢 は ざらめ や は 

^1 0 種し 0 戀 をし 「し」 は いづれ も强 辭.、  . 

大意 種が サ あれば、 生えさう にも 無い 岩の 上に も、 忪は 存外に 生えた わい、 されば、 假 令出來 にくい 戀 でも、 

1 生 i 斋 にこの 戀をサ 戀ひ微 さうなら、 逢 はれぬ 事が あらう か、 いや 逢 はれぬ とい ふ 事 は あるまい。 

1 蟒の思 も 天、 戀を戀 として、 その 最後に 到達す るまで、 戀 ひて 後 巳む である。 その 間 或は 無窮の 障碍 も あら 


う。 或は、 獻身 的の 活動 を 要する 事 も あらう。 それ は 一向 辭 さない ので ある。 この 高潮の 情熱が あって こそ、 

始めて 愛の 神聖 を 語る ことが 出來 よう。 上句と 下句と は合拍 せしめた もので、 初 句の 字餘り は、 四 句の 强ぃ語 

調に 均 常して 平衡 を 得た。 比 興 も 奇警で 古 樸の味 ひを帶 び、 表現が 叉 平凡で ない。 佳作。 

三 句、 六帖 に， 生 ひぬ る をと ある。 又、 結句の 「や は」、 季吟 本に はや^、 打聽 本に は^^と ある。 

〇 

？ な 立つ 河 霧の 空に のみう きて おも ひの ある 世な りけ り 

匿 o 河^の 河 霧の 如くの 意。 o うきて うはく して。 

大意 人 を： i ひ^へば 、毎朝 立つ あの 川霧が、 宙に ばかり 浮いて るる やうに、 何時も 心 かう はくして、 一向に 

落ち^かぬ 思の ある この 世であった わい。 

19 上句 は、 「空に うきて」 にか、 る 序で ある。 川 づらの 宿に 住んで ゐる 人が、 眼前の 實 读 から 關聯 して 起した 

懋の 感懐で、 烦！： の はて は 遂に 世 を 恨み 世 を 呪 ふに 至る ので ある。 六帖、 及び 新 古今 集に、 山 口 女王の 作と し 

て、 

鹽 がまの 前にう きたる 浮 島のう きて 思の ある 世な りけ り 

を粱 け て あるが、 下句の さま は、 诀し てこの 女王の 時代の 風體 でない C 萬^ を^ 知る 人 は 知る であらう。 され 

ば、 盥釜の 作 は、 この 耿 より 後の 物 か。 「ある^な りけ り」 は、 景樹 以後 やたらと この 口調 を眞 似て、 厭 はしい 

の陳 語と なった。 飛んだ 作者に 取っての 迷惑で ある。 

0 欲 1  五六 七 
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忘らる 、時し なければ あし たづ の 思 ひ 亂れて 音 をの みぞな く 

1 〇 あし たづの あし たづの 如くの 意、 「あし たづ」 は 蘆 鶴で、 鶴 は 蘆邊に 住む ので 付いた 名。 或は 「慮の 花の 

色に 據れ り」 とい ひ、 或は 「求 食 鶴の 約な り」 とい ふ說も あるが 采ら ぬ。 

大意 戀 しさ を 忘られる 時が サ無 いから、 蘆 鶴の 飛び 亂れて 鳴く やうに、 いろくと 思 ふ 心が 亂れ て、 聲に 立て 

て 泣いて ばかり サ 居る わい。 

1 「^鶴」 は、 「亂れ てな く」 にか、 る 序で ある。 鶴に 亂れる こと をい ふ は、 萬 葉 集に も、 「朝露に たづ は 亂れて 夕 

霧に^ は騷 ぐ」 (赤 人) など ある" 同集卷 二に、 # 明 軍の 大伴 旅人の 薨を 悼んで 詠んだ、 

君 に 戀 ひいた もす ベな み 蘆 鶴の 昔の みし 泣か ゆ 朝よ ひに し て 

は！ II 想の 同喩 で、 喑合か 模倣 か。 第二 句、 原作 は ひどく 切迫した 調子で あり、 これ はや、 比較的の びて るる。 

三 句 以下の 調子が 乂、 おのく 初 一 一句に 相應 して 仕立てられて ある。 中古 鶴の 2： 地に 數多 棲んで ゐ たこと は、 

旣に 上に いってお いた。 

〇 

から ごろ も ひも ゆ ふぐれ になる 時 は 返す - ぞ 人は戀 しき 

11 0 から ごろ も ひも ゆ ふぐれ 韓衣紐 結 ふに、 日 も 夕暮を かけた。 

大意 着物の 紐 を 結 ふとい ふやう に、 け ふ sd も夕暮 になる 時 は、 何やら 寂しくな つて 來て、 衣 を 返す とい ふや 


うに 返す くサ、 かの 人が 思 ひ 出されて 戀し いわ。 

^ 何時 とても 戀 しくない 時 はない が、 わけて 夕暮は あらゆる 感哀 のす、 む 頃で あるから 溜らない。 況 やまた^ 

時の 惯^: として、 夕暮は 男女 相 逢 ふ 時 だから、 いよく 人戀 しさが 取り 詰めて くる。 この 意 を 萬 薬 集に は、 

何時 はし も戀 ひぬ 時と は あらね ども 夕方 まけて 戀 はすべ なし (卷十 一 ン 

と ある。 只 これ は 韓 衣 を 取り入れて、 綠語で 鎖り 續 けて ゐる。 萬 葉 集の は 荒 削の こはくし？. か兒 える が 素朴 

であり、 これ は 小 巧 を 弄して 却って 氣 味が盡 きる。 殊に 初 二 句の いひ かけ、 す、 し 単し： t である。 拾^ 黎に 

貫 之、 

忘らる ， 時し なければ 春の 田 を か へ す ぐぞ 人は戀 しき 

この 下^と、 上の 歌の ト： 句と を 取り合 はせ て、 序詞 を 春の 田に 換へ たやうな 歌で ある。 

よ ひく に 枕 定めむ かた もな しい かに 寢し夜 か 夢に 見えけ む 

0  o はおめ むかた もな し 枕 を 落ち着け ようすべ もない の 意。 「方」 は 方角の 意で はない。 

大意 >  )s.m は ^晩く 物 思に 責められて、 あちらこちら へと 寢 返りして：^ て も 眠られぬ 故 、どうしたら 眠られ 

よう やら、 枕の 定めうよう も 無い わ、 あの 何時ぞや どの やうに して 寢た 事であった 晚か、 よく 眠られて、 思 ふ 

人が 夢に 見えた ので あらう。 

0 始めの 間 こそ 眠れ もして、 人 を 夢に^る ほどの 餘裕 もあった が、 今 はいよ く m やか 募って、 夜 もろく に 眠ら 
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れ ない。 戀の 深みに 段々 はまり 込んで ゆく 趣が^ える つ 毛 詩に いは^る、 

窈窕 淑女、 寤 寐求乏 、 求， 之不， 得、 輾轉思 服ス、 11^^、 輾 ^反別"。  ， 

と 同 一 の 境 致で ある。 萬 葉 集卷十 一 の、 

敷 妙の：^ うごきて よる も 寢す思 ふ 人に はの ち も あまむ もの 

^ぉ のおう こきて いねら えす 物 念 ふ此宵 はは， 0 'も 明けぬ かも 

はまた 同 想で ある。 而し てこの 歌、 風 調と いひ 語調と いひ 節奏と いひ、 遙 かに 萬 S に 勝って、 全く 洗煉の， P 

- である。 「いかに 寢し夜 か」 の 疑問、 一 番弄 巧の 處 では あるが、 しかも 纖 俗で ない。 

初 句、 六帖に は.^ されば、 新撰 和歌に は戀 ひくてと ある。 

〇 

戀 しきに 命 を かふる 物なら ばし に はやす くそ あるべ かりけ る 

Ei  o しに 死ぬ の 連用 言 をい ひ据 ゑた 體言。 

大意 この 戀の 苦み に 命を換 へられる 物であるなら ば、 死ぬ とい ふこと は、 造作無い ことで サ、 ありさうな 事で 

ある わい。 

I しかし 命が 思 ふま、 にならぬ 故く ち 惜しい の餘 意が ある。 恐ろしい 强烈な 戀の聲 である o 戀に對 して 古人 は 

自殺 を考 へて るない が、 後世 は 死 を 濫用す る やうに なった。 後世の 人情から、 この 歌の 死 を 希った こと を輕く 

考へ て はならない。 伹萬葉 集 卷 十一 一二、 


なかく に 死なば やすけ む 出づる 日の 入 わき 知らぬ 我れ し 苦し も 

と ある は 同 想 同型で あるが、 これ は敍述 が說明 的に なって ゐる のが 疵 である。 遊 仙窟に 「他す^ 勝, 死、 3^-11 死 

勝 レ愁、 愁 來百處 痛、 死去 一時 休」 と あるの は、 これらの 藍 本 か。 

〇 

人の 身 もなら はし もの を あはず してい ざ 試みむ 戀 ひや 死ぬ ると 

nsg  0 なら はし もの を 惯 し-からの 物で ある もの を。 

大意 人の 身と いふ もの も、 すべ て 憤し がらの ものである もの を、 戀 しい 人に 逢 はすに 居て、 それ か 習慣と なつ 

て 逢 はすに ゐられ るか、 それとも 亦 泳 へられす に、 然れ 死にに 死んで しまう かどう かと、 どれ 試して^ よう。 

IH や：：^ によって 性情の 變 化する こと は、 十：： 人 も 夙く 認めた と 見える。 然し 诃 も戀ひ 死ぬ かどう かと わさく 試 

す必耍 もない。 實は戀 ひ 死ぬ ばかりの 間柄に 邪魔が は ひって、 思 ふま、 に 逢へ ぬ 人の 感懐で、 心から 物好きに 

逢 はぬ ので はないだ けに、 强 ひて かう した 矯語を 弄する ことが 哀れで ある。 攀竟逢 ひたい 心の 募る の を 抑へ 乙 

^に、 一 工夫 を 案じた ので ある。 所謂 「出來 ない 相談」 では あるが、 そんな 事まで も 思 ひ^せて、 千々 に 心を碎 

くの が、 戀 であらう。 誹諧 部に、 

ありぬ やと 心み がて らぁ ひ 見ねば た はぶ れ 難き ま で 、ぞ戀 し き 

これ は旣に 試みて、 n 々の 苦 を 嘗めた 趣で ある。 相對 へて 意 得る がよ い。 初 句の 「も」 の辭、 如何に n 護して^ 

て も妥當 でない。 
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忍 ぶれば 苦しき もの を 人知れず 甲む ふて ふこと 誰れ にかたら む 

大意 打ち出さす にじつ と へ て 居れば、 いよく 切ない もの を、 この やうに 内々 に 思って 居る とい ふこと を、 

誰れ かに 話したい ものであるが、 誰れ に 話さう ぞ。 

國 大 鏡に、 「おほしき 事い はぬ は、 ゆに ぞ腹 ふくる ， 心地し ける。 か 、 れば こそ、 昔の 人 は 物言 はま ほしく なれ 

ば、 穴 を ほりて はい ひ 入れ 侍りけ め」 と 見え、 上に も 「あはれ」 と 歎息す るば かりで も、 「戀の 亂れの 束ね 緖」 と 

なると ある。 まして 「思 ふて ふこと」 を 打ち明けたなら、 如何に 胸の 明く 心地が する であらう。 けれども、 この 

胸裏の 祕密を まことに 開くべき 鎖鑰 は、 卽ち戀 ひ 鹿れ るかの 君の 御手に ある。 た ゾ 如何せん この 心 を 先方に 通 

する 手段がない。 せめて この 祕密を 聞いて 貰へ る 親身の 友で もあるなら、 幾分 か戀 心が 緩和され もしょうが、 

さて その 人がない となると、 殆ど 途方に くれる。 これ 「誰れ に 語らむ」 と 煩悶す る 所以で ある。 伊勢 物語に、 

思 ふ 事い はで ぞた  >  に 止みぬ ベ き 我れ と 等しき 人し なければ 

など を 思 ひ 合 はせ てよ い。 

〇 

こむ 世に もはやな りな 、 む 目の前に つ れ なき 人 を 昔と おも はむ 

i  o こむ 世 未来の 世。 O なむ 希望の 辭 c  O 目の，； 1 に 直にと いふ に似てる る。 


大意 いっそ このま 、來 世に まあ、 早くな つてし まって 貰 ひたい わ、 そして あの つれない 人を卽 座に、 前世の^ 

と 思 はう わ。 

1 構想 を 佛經の 三世 流轉 說に采 つた。 前世の 事 は 「隔 生の 如し」 と說 いて、 現在 世で は 一 向に 聞知す る 所がない。 

されば やく 來世 となって、 卽 座に 現世の 戀の苦 患から 遁れ たいとい ふ。 いかに その 戀が 熾烈で あるか  > わかる。 

況ゃ對 手が つれない となって は、 厭世 觀は 常然 起って くる。 來 世になる に は、 先づ 死んだ うへの 事 だが、 そん 

な 分別 を 離れた 愚痴が、 戀の爲 に 血迷へ る 人の 態度で ある。 この 歌の 妙味 は、 全く 二 ゝに存 する。 ^蔭が 「人 

を戀 ひて 焦れ 死にすべく 思 はる、 故、 同じ 死ぬ 程なら ば、 來む 世に も 早 なれ かし」 と 樺いた の は、 ^せぬ 人の 

理^で ある。 又景樹 が、 「來む 世 は 今經て 行かむ 世に て、 年經 たらむ 後 をい ふ」 と、 佛說 の來世 S 怠と する の を 

否認した の は、 好んで 樹 てた 異 說で隨 へない。 「目の前に」 は卽 座に、 直にな どの 意の 轉義 である。 これで 印象 

が 更に 鮮明になる U 

つれ もな き 人 を 戀 ふとて 山彥 のこた へ する まで 歡き つるかな 

ナガ ィ午  — 

1 〇山彥 ..yj 部 「時鳥 聲は きこえす」 の 條に旣 出。 0 欵き 長 息の 動詞と なった 語、 溜な を 叶-くこと。 

大意 つれない あの人 を 戀ひ慕 ふといって、 欲の 應 へて 饗く程 にまで、 さても く 大きな^で、 溜息 を 叶いた 

Tulip  Id 

1 f 出 彥の應 へす るまで. j は、 欵 聲の甚 しさ を 誇張した ものである。 無情の 山 彥の應 へる の は 、則ち 有情の 人 5、 
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手 答ない 無情 さ を 反映す る もので、 この 誇張の 程度の 高ければ 高い 程、 面白い 對照 をつ くる。 景樹が 「餘り 仰 

山に て 眞實の 歌なら す、 只 讀み上 ゆた る 調の みよき なり。 新撰 萬 葉に M 彥の 音の する までと ある、 この 山彥は 

音と いふ 枕な り。 これ は 面白し」 といった の は、 更に この間に 於け る 微妙の 消息 を曉り 得ぬ 論で ある。 「天彥 の 

音 羽 山」 など 續 けたの を 一 つに して、 山彥を 枕詞と 思った のも禪 い。 

山彦の 答 へす る. まで ほと > ぎす 妻戀 すらし 小夜 中に 鳴く  (萬 葉卷 十) 

と 一 寸 似たら しいと 見える が、 全く 別趣の ものである。 

新撰 萬 薬に は 二 句樣づ とて、 四 句 is^i^6 で、 寛 平跌 合に は 四 句 を 答 ふるまでと ある o 

〇  . •  • 

行く 水に かずかく よりも はかなき は 思 はぬ 人 を 思 ふなり けり 

1 0 かすかく 數 書く。 一つ 二つ 幾つと 線 を 書き付ける をい ふ。 

大意 流れて 逝く 水に、 一 本 二 本と 線 を 引く は、 書く そばから 消えて、 はかない ものであるが、 それに もま だま 

さって はかな いのは、 此方 を 思っても 吳れぬ 人 を、 此方から ばかり 思 ふので あった わい。 

1 我が 戀は、 卽 ちその 最も はかない 物と いふ 事を喑 示した。 客觀 的に 見た のではなくて、 自嘲の 語で ある。 し 

かも その 愚 を 知りながら、 なほ 執著して るる 人の 作で ある。 上句 は、 旣に萬 葉集卷 十一 に、 

水のう へ に數 書く 如き 吾が 命 妹に 逢 はむ とうけび つるか も 

と ある。 只 その 比喩 を對 比に 轉 用した のが、 この 特徵 である。 但萬 葉の は 更に また 出處が ある。 涅槃 經に、 


ルコ トマ ラシ  /  ク クガ -I  ヅ テケパ ッテ フ 

是身 無常、 念々 不：. 住、 猶 n 電光 暴 水 幻 炎 T 亦 如^? 水、 隨畫隨 合。 

來麼を 吟味して、 その 叙 法の 異同に 注意 を 拂ふ時 は、 これ も 亦 面白い。 下句 「思 はぬ」 「思 ふ」 と、 同 語 を 反對 

の 意に 掛け合 はせ て 曲折 を 作り、 姿 致 を 取った。 意 旨幽怨 で、 語路 聲調兩 つながら 流朗 である。 

〇 

弋を S ふ 心 は 我れ にあらねば や 身の まど ふだに 知られ ざるら む 

1 0 我れ にあらねば や 我が身に^ 在せ ざれば やの 意。 中古 文の あるの 語の 川 法 は、 多く こ 3ぉ】 であ 乙お は、 

「我が物に あらねば や」 の 意に 解した の は 誤。 

大意 人 を戀 しく 思 ふ 心 は 浮かれ 出して、 自分の 身に は 無い せゐ かして、 大切な この 自分の 身のう ろた へ 迷 ふの 

さへ も、 知られな いので あらう。 

^ 戀は 一 稍 S1S 神 病で ある。 或 物に 對 しての み發 作す る 情 狂で ある。 戀ゅ ゑに 身 を はたす こと は、 音 も 今 も か 

はり はない C たまく 本性に 反った 時、 我れ と 我が 行爲を 訝り、 我が 心 を 疑 ふ。 この 搔^. か 乃ち この 歌の 成る 

所以で ある C 好處は 上句に ある C 

〇 

忍 ひやる さか ひ はるかに なりやする まど ふ 夢路に^ ふ 人の なき 

i  O 思 ひやる 排悶 の^ が 本義 だが、 こ、 は 一 轉 して、 想像の 意に 川 ひた C 

0 跃 一  五 七 I 
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t 虛 戀し 、 人の こと を 常住 思 ひ 遣って 居る ま > に、 その 思 ひ 遣る 路も 段々 深入りして、 場所が 遠く 遙 かにな り 

もす るの やら、 あちこちと 思 ひ 惑 ふ 夢の 路に は、 一向に 出逢 ふ 人が 無い わ。 

i 夢 を 夢路と 混喩 にい ふこと から、 遠い 野 山に 惑 ひ あるく 旅路に は、 行き 逢 ふ 尺 も 無い こと を 聯想して、 蔡路 

こ 人り 子  一 、二 も 逢 はぬ は、 餘り思 ひ 遣り過 ごして、 そんな 途方 も 無い 遠 境に 行き 惑った のかと 訝った。 「逢 ふ 

人の なき」 と弘 くはいって ゐ るが、 その 人 はや はり かの 戀人 一 人 を 斥して るる。 想 ふに i 貧 は その 夢す らも 結ば 

ない ので あらう。 構想 尖奇。 

〇  . 

夢のう ちに 逢 ひ 見む こと を賴 みつ 、暮 せる 宵 はねむ 方 もな し 

1  0 宵 夜と いふに 同じい C 

大, 5 さめて は 夢のう ちに 戀 しい 人に 逢 はふ こと を、 ひたすら 賴み にしくて、 やっと 日を暮 した 宵 は、 却って 

心が 澄んで、 どうして 見ても、 寐 よう 方角 も 無い わ。 

0 夢中り き 合を賴 むの は、 現寳に 逢 はれぬ からで ある。 「暮 せる」 と ある、 如何に 晝の內 から 心待ちに 樂こ ると 

した かが わかる。 牛-曾 や 目 はさ ゆる 心は條 燥る、 -輾轉 反側して 寐 付かれない。 戀は 一 種の 神經 衰弱で ある。 然 

し^ 人に とって この 位 意地の わるい 情ない こと はない。 起きても 逢 はれす 蘇ても 逢 はれす、 その 常 惑のう めき 

聲が卽 ち この 欲と なった。 「宵 は」 と 差別 を 立てた のに、 常 は 眠り もした 趣が 反映され て 面白い。 かく 些少の 潤 

色 は あるが、 通 篇一 氣呵 成の 渾體 である。 廣 蔭が、 「人の つれなくて 現に は 逢 はれぬ ま、 に」 と、 餘意 をい こ ^ 


) . このは 蛇足で ある。 再銜 の^に * 「夢み 化る にさまん、、 の 修法な どして * 暮るゝ とやが て閩に 入りし なる ベ 

し、 淫佛の 弊な り」 と ある も、 この 歌を釋 くに は 無 川の 憨說 である。 

〇 

戀 死なと する 業なら しう ば 玉の よる はす がらに 夢に 見えつ 、 

no よる はす がら 夜 は 夜^し s せ r 夜す がら を 分けてい つた 語。 o うば 玉の 「よる」 にか、 る 枕詞。 物 名 

「うば 玉の わが 黑髮 や」 の 絛に旣 出。 

大意 これ はま あ 必す戀 ひ 焦れて 死んで しま へと いふ 心で、 思 ふ 人の する 爲業 であるら しい、 なぜと い" に 夜 

は 夜通しに 忍 ふ 人が 夢に 见 えく して、 現實に は 更に 逢つ て も 吳れぬ わ。 

0 戀の^ に 神經^ 奮して、 非常に 過敏と なった 人の 作 だら、 フ。 ま、 ならぬ 戀路 は、 なまじいに 麥に そり 你 み-; 

る.. H けつら い。 いう 寐 ても^ めても 戀に 責められて は、 全く やりきれない。 そこで 餘 計な 闭拖カ ぎって おこ 

•ta とて m (二人の する^ かと、 一 途に 人の 上の み を 怨みが ましく 咎めた のが 面白い。 賁 にこの^ は^ 者 をも^ 

にす る。 仉こ S 句、 萬^ 集卷十 一 に、 

戀ひ 死なば 戀 ひも 死ねと や 玉 ほこの 道行き 人に こと も告 けなき 

^ひ 死 な ば戀 ひも 死ねと や 吾妹 子が 吾 家の 門 を 過 ざ て 行 くらむ 

など、 H く 十：： &の逍 破を經 たもので、 奇警で 目につき 易い ので、 また 後人の 踏 態す ろ 所と なって、 六帖 にも 

戀ひ 死ねと す る 業なら し 玉章の たよりも 兌え すなり 行く^れば 

懇趺ー  五 七- 
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と ある。 「よる はす がらに 云々」 は、 晝は 日ね もす 思ひ暮 すに 對 した 叙 法で、 一部 を 省略して 想像に まかせて あ 

る。 されば、 比較的 省筆の 必要の 尠ぃ 詩形の 尨大な 長歌の 如き は、 皆聯對 して 叙して ある。 萬 葉に 見えた、 

「ぬば 玉の よる はす がらに、 赤羅 引く 日 も暮る  > まで、 「赤 根 さす 晝は しみら に、 ぬば 玉の よる はす がらに、 

「茜 さす 晝は しめらに、 ぬば 玉の よる はす がらに、 

の 類な ほ 多い。 

〇 

お 川 枕な がる 、 うきねに は 夢 もさ だかに 見えず ぞ ありけ る 

  ゥ キネ 

1 0 うきね 浮 宿。 水上に 泊る をい ふ。 それに、 憂き を かけた。 

大意 淚が 川な して それが 爲に 枕が 流れる、 かう いふ 憂いつ らい 浮寢 では、 寢 入り 兼ねて、 思 ふ 人の 夢 もし かと 

は；： 儿 られ無 い 事で サ あった わい。 

1 涙の 多量なる こと を 川に 譬へ、 さて 「枕 流る、 浮寢」 と あくまで 誇張し、 水上の 假泊は 夢 も 結び 難いの を 下に 

踏んで、 「夢 も 見えす」 と欵 息した。 その 眞意 はせ めて 戀人を 夢に なりと 見たい からで ある。 萬 葉集卷 四、 

しきた へ の 枕 をく  > る淚 にぞ. 孚宿 をし ける 戀 のしけ きに 

な 本 歌と した 歌で ある。 


g すれば わが 身 は 影と なりに けり さりと て 人に 添 はぬ もの ゆ ゑ 

1 o 影と なりに けり 「影と なる」 は 瘦せ衰 へて、 影法師の やうになる の をい ふ。 影法師 もい ろく ある. か、 朝 

夕の 細長く 地に 影 を 引いた のが ふさ はしい。 故に 萬 葉棠に は、 「朝 影になる」 と 詠んで ある。 o もの ゆ ゑ もの 

ながらの 意。 

大意 戀に 打ち込んで 居る と、 自分の 身 はかう 瘦せ衰 へて、 影法師の やうに なって しまった わい、 さう かとい つ 

て 思 ふ 人に 添 ひもせ ぬ 故、 何の 詮も 無い 事よ、 影なら ば 人に 立ち 添 ひさうな もの を。 

1 「影」 の 一 語に 就いて、 一 趣向 を 立てた。 只 この 影は實 在の 影で ないから、 沙 上の^せ で、 決して 现路 に^に 

ない。 上句 は 奈^時代に しばく 繰り返された 想で、 萬 葉 集に、 

朝^に^ が 身 はなり ぬかぎ ろ ひの ほのかに 見えて 行きし 子 故に (卷十 一 ) 

朝^ に 吾が 身 はなり ぬから 衣す その あはす て 久しく なれば (同) 

夕 づく夜 あかと き 闇の 朝 影に 吾が 身 はなり ぬ 汝を念 ひかね に (同) 

年 もへ す 歸りき なむと 朝 影に 待 つらむ 妹が 面影に 見 ゆ (卷 十 一 一) 

など ある。 伹 下句 はこの 歌の 生面で、 その 痴呆の 想は警 策と いふべき である。 


一 一三の.？、 新撰 萬 菜に 吾が 身ぞ 影と なりに ける と ある。 

〇 

か ぐり 火に あらぬ わが. # の なぞ も かく^の 川に うきても ゆらむ 

0 欲 一  五 七 九 
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匕ヲ 力、，、 《N  ニス  テヲ ルヌリ ヲスヲ  ヅク 二  ノ 

1 0 か V り 火 和名 鈔に、 「夜篝 火、 師說 -ーム 比お. 加々 利 邇須、 今 案、 漁者以 1 鉞 作い 篝盛 x 火照， 水^ 名 x 之、 此類 

乎」 と ある。 漁夫が 篝を 焚いて 水面 を 照射し、 魚の 荅り來 る を 待って 捉 へる こと は、 川で も 海で もす る ことで 

ある。 o なぞ も 「何 ぞ」 に 「も」 の 欵辭の 添った 語。 

大意 篝火 こそ 水の 上に 浮いて 燃える 物で あるが、 その 篝火 でも 無い 自分の 身が、 なぜに まあ この やうに、 淚の 

川に 浮いて 焦れ 燃える ので あらう か。 

1 人に 戀ひ 焦れて 涙に 身の 浮く ばかりな ので、 浮いて 燃える 漁火の 影 を 聯想し 來 つて、 涙の 川 を 流し かけた。 

「淚の 川」 のこと は、 旣に 上に いった。 構想ます く 尖^に 走って ゐる。 

結^、 諸 註 「思 ひの 火の 燃 ゆる」 と鮮 いたの は、 似て 非なる ものである。 これ は 身の 燃 ゆると 續 くので、 別に 思 

ひとい ふ 物の 燃える ので はない。 詞の 上に も兒 えぬ ことで ある。 

後 撰棠戀 に 再出した のに は T 女に つか はしける」 と詞 寄が あって、 一 ニニの 句 あらぬ 思の いか なれば と ある。 六 

帖に は、 一 一句^,^^^、 結句 s^p, 見 ゆらむ と ある。 

〇 

か ^り 火の 影と なる 身の 佗しき はな がれて 下に も ゆるな りけ り 

1 o か V り 火 これ も 前の 歌と 同じ 漁火で ある。 o 影と なる 上の r 戀 すれば」 の 條に旣 出。 0 ながれて 流れ 

てに、 存在れ て を かけた。 存在れ ての こと は、 上の 「山 高み 下行く 水の 下にの み 流れて こ ひむ」 の 條に旣 出。 o 

下に も ゆる 、むの 內には ゆしく 思 ふ を喩 へて いふ。 


大意 篝 火の 映った 影 は 水の 下で 燃える が、 丁度 その やうに、 戀に瘦 せ衰へ て 影の やうになる 自身の つらい こと 

は、 死に もせす に 生き 長ら へて、 心の 內で ばかり 思って、 胸の 燃える のであった わい。 

1 同じ 材料 を 川 ひても、 この？ S の は 修飾 多く、 眞摯の 點に缺 けて ゐる。 萬 築の 後に 出て、 更に 生面 を 開かう と 

試みた 結^で ある。 上に 舉 ゆた 萬 槳の朝 影と、 この 集の^と を 比較して、 その 風 調 S 變化を 味 ふが よい C 歌 は 

上のと ：！ 調 同體同 巧で ある。 

〇 

：： 卜き 瀨に みるめお ひせば わが 袖の なみだの 川に 植ゑ まし もの を 

1 0 みるめ 和名 钞、 「海松 云々、 水 松、 狀如レ 松 而無乙 s、 和名 美 流」 と ある。 布 は 昆布、 荒お など、 海藻に つ 

けて 呼ぶ 稱。 さて 海 ぼ 布に、 I る 目 を かけた。 o 淚の川 例の 混喩。 

^  大意 お 巾に^ える 海松お が、 川の 迅ぃ瀨 に 生えて 育ち もす る ものなら ば、 戀 しい 人 を 相 見る ことの 無い のん-歎 

く ほに、 ：： 十瀨 になって 流れる、 自分の 袖の 涙の 川に 梳 ゑよう もの を、 さすれば 海松お の 名の 如く、 戀 しい 人 を 

:^:?z: も あらう と 忍 ふに、 生惯 海松 布 は 早 瀨に 生える 物で ないから 致し方 もない。 

^  ^ける おは 水を擇 ばす、 戀 する 者 は 手段 を 問 はない。 はかない 物種に つけても、 せめて はかう も あれ あ > も 

一 あれと 希って.， - 多少 3ま 嵇を 得ようと する。 このはかない 痴愚の 想 は、 戀の 迷の 甚 しさ を 想 はせ る ものである。 

海松お S3 によった^ 想 は、 や、. 纖 細に 流れる が、 その 希望の 不合理な のが、 大いに 詩 味 を 生じて、 怨^の な 

が 殊に^ さ、 「に 問える。 それ を 「海松 は 海に こそ 生 すれ 河に はいかで」 など 難 じた 說も あるが、 味^の 一；：： であ 

0  ^ 1  五八 一 
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る。 平安朝に なって 殊に 戀の 歌に 海松 布の 弄 語が 非常に 多い。 ^松な ど は海邊 に 遠い 邵人 のさう： m に 觸れる 物 

でもない のにと 思 はれる が、 實際 はこれ を 塩 潰な どに して 食料に 用 ひて るた。 そして 模樣 など- レも 海松 總を使 

つて ゐる處 から 見る と、 やはり 當 時の 都 人士の 生活に 卽 して ゐる 物であった。 

六 帖には 作者 を Is とし、 結句 棟 ゑて 見 まし をと あるが、 語勢-かや、 弱い。 この 歌の 趣で は、 この 句 は 力お い 

のがよ い。 本 行のに 從 つてお かう。 

〇 

おきへ にも 寄らぬ 玉藻の 浪 のうへ に亂れ ての みや 戀ひ 渡りな む 

i  o おきへ にも 沖に も逡 にもの 意。 沖 は 海の 遠き 奧を いひ、 邊は海 端 をい ふ。 o 玉藻 玉 は 美稱、 藻 は 海草 

のす ベて をい ふ。 

大意 自分の 戀は 沖の 方へ も 海 端へ も 寄らす に、 玉藻が 浪の 上で 亂れ てるる やうに、 思 ふ 人に えい ひ 出し もせす、 

又 思 ひ 切る こと もえせ すに、 どち へ も 就かす、 心が 亂れ てば かり 居て、 月日 を經る 事で あらう か。 

園 亂れ ての み戀ひ 渡る の は 實に堪 へ 難い： とで ある。 然るに さう した 境地に 立たなければ ならぬ となって は、 

その 苦悶 は 同靑に S する。 

わが 國は 海國 である。 神代の 歴^ は 海の 歴史で ある。 か、 れば 沖つ 藻邊っ 藻の 馱 詠に 上る こと は 久しい。 天孫 

の御耿 その 始を なし 給 ひ、 奈良時代の 耿 詠に 至って は、 枚 擧に遑 がない。 人 麿の 句に、 

香靑 なる 玉藻 沖つ 藻、 朝 羽 ふる 風 こそ 寄せめ、 夕 はふる 浪 こそ 來 よれ、 浪の むた かよりか くより、 玉藻な す 


寄り 寐し妹 を、 (萬 葉 蕖卷ー 一) 

と 見え、 祝詞に は、 

沖つ 藻 は、 邊っ藻 は、 

と迚 ねた。 玉藻の か 寄り かく 寄りす る こと は、 奈良時代からの 常銮 語と なった が、 それだけ 餘 計に r 亂れ て」 と 

か、 つた 意味が 確 實性を もつ。 

〇  . 

あし 鴨の さわぐ 入江の しら 浪 のしらず や 人 を かく 戀ひ むと は 

1 0 あし 鴨 鴨 は^ 逡に 住む ゆ ゑに いふ。 硗 鶴の 語 例と M じい。 o しらす や 「や」 は 欵辭。 

大意 ^鴨 S 騷. ぐ 入 江 の 白浪の しらと いふ やうに、 知らぬ ことよ、 人 を この やうに 戀 しう 思 はう と は。 

^ 上句 は，： ：！ 浪 のしら すと 同音 を 疊んだ 序で ある。 「靑き 中に ちらりく と 波の 白く 兑 ゆる 景色 而，： ：！ し」 と：^ 薪 は 

評した。 ^ 萬 薬^ 卷十 一 、 

あし 鉞の さわぐ 入江の しら 菅の しられむ 爲 とこち たかる かも 

の 序詞も^ 川した ので ある。 「知らす や」 の 「や」 の 川 法 は 弱くて、 浮 泛の感 が ある。 上來の 語勢で は 呼 格に 鲊し 

たいが、 すると^ が 齟齬して くるから 仕方がない。 冷 靜に考 へる と、 戀は 全く 思案の 外で あるお を 痛感す る。 

六帖に は、 下句 しらす や 君 はわが 戀 ふらく をと ある o 思 ひ 入った 趣が：^ え、 高 古の 風が あって、 倒 装の 語調 も 

自然で よい 歌で ある。 萬 葉の 下句に 優って るる。 本 行の は 或は これ を 誤り 傳 へたので は あるまい か。 

戀耿ー  五八 三 
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人 丸 集に は、 一 一句 入りて 鳴く 昔の、 結句 しら と ある o 

以上 六 首 は 江河 等に 寓 せた 戀 である。 

〇 

& 知れぬ おも ひ を 常にす る 河なる 富士 の 山 こそ わが 身なり けれ 

J  o おも ひ を 常にす る 河なる 思 を 常に 爲 るに、 駿河を かけた。 

大意 戀 しい あの人に 知られぬ 忍 を、 いつもく する この 自分の 身に、 謦 へる 物 は 外に は 無い、 底の 火は餘 所に 

见ぇ すに、 不斷 うへ に烟が 立って 燃える、 あの 駿 河に 在る 富士の 山が サ、 卽ち 自分の 身であった わい。 

1 「富. H の 山の 烟も 立た すなり」 と、 序文 中に 見えた が、 都 良 翳の 富士山 記に は、 

H 、中お 窪 下、 體如， 一 炊き 一 云々、 其甑 中、 常 有 x 氣蒸 出、 其 色 純靑、 窺 二 其甑底 T 如 二 湯 沸騰？ 其 在 1 遠望 者、 

常 見 n 烟火？ 

と あれば、 この 歌 も貞觀 頃の 作で あら 5。 富士の 火の 底にば かり 燃えて、 餘 所に 見えぬ の を、 わが 心 火の 燃え 

ながら、 思 ふ 人に 知られぬ のに 想到して、 普通なら ば鬟喩 の 叙 法を采 るべき を、 直に 富 士の山 はわが 身なりと 

斷定 したの が この 奇處、 嶮處、 はた 好處 とい はう。 「おも ひ」 に 火を寓 せた か寓 せぬ か V 問題で ある。 歌と して 

はそんな 小細工をせぬ 方が よいが、 時代と して は 或は 寓 せて あるか も 知れない。 


とぶ 鳥の 聲も きこえぬ おく 山の ふかき こ 、ろ を 人 は 知らな む 

1 0 おく 山 ^山 をい ふ。 秋 下 「奥山に 紅葉 ふみわけ」 の 條に旣 出。 0 ふかき 心 一 方なら す 思 ふ 心。 

大意 飛ぶ^ の^さへ も 聞えぬ 程の、 深い 山の やうな、 深い 思 ひ 入った 私の 心 を、 外の 人な ど はどうで も、 あの 

人 は どうぞ 知って^ ひたい わ。 

1 「奥山の」 まで は 序で、 深山の 形容み i した。 「聲 も」 の も は 例の 强ぃ川 法。 「人 は」 の はも 調が 强 いので^ 別の 

^が 生す る。 八 m かう カ强ぃ 調な ので、 その 一途に 忍 ひ 込んだ 淸 緒の 動きが 兄え る。 

〇 

あ ふ 坂の ゆ ふ つけ 鳥 も わが 如く 人ゃ戀 しき 音の み^くらむ 

ElO ゆ ふつけ 烏 木綿 附け烏 の義 で、 鷄 のこと か。 顯眧 いふ、 「世の中 騷 がしき 時、 君の 御 祈に 四 境の 祭と いふ 

枝 あり。 鷄に 四手 を附 けて、 陰陽師に 凶し き 事 を 祈りつ けさせ、 四 境の 關に 放さる、 なり。 されば 木綿 附け 

とい ふ。 ^坂 はこの 平安 城に て は 束 方の 關、 四 境の 一也」 と。 なほ 雜下 「誰が みそぎ ゆ ふつけ おか 云々」 の條 

にいよう o 

大意 逢坂の 1! に 放して ある 木綿 附け 鳥と いはれ る鷄 も、 自分の やうに 人が サ戀 しいの かして、 n 分 と^じ やう 

に、 ^をば かり 舉 ゆて 鳴く ので あらう ぞ。 

1 上に 「足^の 山^ 烏 わが 如 や 云々」 と 詠んだ のと 同 想" そこの 評を麥 照され たい。 「§) しき」 は 「や」 S 係お の^ 

であるが、 s 髗雷 なので、 直に 結句の 「音」 とい ふ體 言に いひ 鑌 けた。 いは ゆる 藕 断え て弒絕 えざる 語法。 

0 欲 1  五八 五 
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〇  . 

あ ふさ かの 關に 流る 、 いはし 水い はで 心に おも ひこ そ すれ 

no いはし 水 岩間の 淸水 をい ふ。 これ は 逢坂の 關の淸 水の 事と 思 ふ。 

大弯 逢坂の 關 に 流れる 岩 淸 水の 岩と いふ やうに、 口に はい はすに 居て、 心にば かり 思って サ 居る わ。 

園 上 ま、 ^石 淸.^ いはで と、 同音 を， #ん だ 序で ある。 謦喩 ではない。 されば 廣 陰の 「岩淸 水の 満ち こ ほる、 如 

くに 匈 二涂れ ども、 口に はい はすして」 と釋 いたの はわる い。 「いはで 思 ふ ぞい ふに まされる」 で、 つ、 しみと 

^めとの！： 迫に あって、 下^えに のみ 燃えて ゐる 胸の 苦惱 は、 戀 知らぬ 人の 想像 以外で ある。 聲調 流麗、 齒牙 

に碍ら ない。 

下句、 六帖 に^^で しも こそ 戀 しか， り けれと ある o 

う き 草のう へ は 茂れる 淵 な れゃ 深き こ 、ろ を 知る 人の な き 

i  o うき 草 和名 鈔に、 「萍、 和名 宇木久 佐、 無， 根 浮 二 水上 一 者 也」 と ある。 

大意 うはべ に 出して 見せぬ 自分の 心 は、 丁度 浮 草が 水の 上 は 茂って、 その 底の 見えぬ 淵で あれば かして、 この 

深い 心底 を 知って 吳れる 人が 無い わ。 

1 初 一 一句、 〔フ、/、 は^ のと あるべき を、 調に 任せて 倒 装した。 比 興が 巧で、 感哀も 等閑で ない。 語勢 も亦毫 


釐の 弛みがない。 「深き 心 を 知る 人の なき」， かるが 故に、 戀 する 人 は 意中の人の 同情な さに 煩悶し、 世 を薆ふ 

る 人は默 つて 已 むより 外 はない。 仍部 立に 侬れ ば、 戀の意 と， はかり 見る. かよい。 

〇 

うちわび てよ ば はむ 聲 に山彥 のこた へ ぬ 山 は. あ ら じ と ぞ 忍 ふ 

大意 胸の 迫った あまりに、 大聲に 喚ば らう 聲に、 欲の 響いて 答へ ぬ 山 は あるまい とサ忍 ふわ、 とい ふが 表面の 

意で、 これ^に 深く 思 ふから は、 忍って 吳れぬ 人 は あるまい と 思 ふ、 とい. セか褢 而の^ 。 

1 有^の 出 を-以て 無情の 人に 對 へた 映 帶の味 ひが 至極 面白い。 「山彥 の 答へ ぬ」 の 擬人、 いよく その 諷喩の 窓 

を： ほめて 妙で ある。 結句の 卞餘 り、 卷 上の 一 まの 鳴かぬ 限 は あら じと ぞ EH」 と 同じで、 語調 强く、 一途に 怨め 

しく 忍 ひ 込んだ 態度 が 哀れで ある。 

筏^^: i 五に 再出した のに は、 「返しせ ぬ 人に 遣 はしける， 一と 詞害を 添へ、 その 返しと て、 

.E び、 ^ の^ 3 まに/ \ と ひゆ かばむな しき 空に ゆき や 返らむ 

の 欲 を， けて ある C 

「山 は」 を 六 帖には 空 はと ある。 

〇 

心 が へ す る もの にもが 片戀 はくる しきものと 人に しらせむ 

戀 ^一  五八 七 
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1 o する ものに もが 「が」 は 希望の 辭。 がな と 同じい。 0 片戀 片 忍と 同じい。 

大意 互に 人の 心が 取り 換 へられる 物で まああって ほしい、 さらば、 自分 S 思 ふ 心と、 あの人の 思 はぬ 心と 入れ 

換 へて、 片思は 苦しい 物と いふ こと を、 つれない あの人に 思 ひ 知らせよ うわ。 

^ 「、いがへ」 は 面白い 落 想ながら、 あながち 斬新で も あるまい か。 それ は 天 武紀に T 是日爲 二 天皇 1 招レ 魂」 とい ふ 

タマ シヅ/  フハヲ  ノ  ヲ フトハ  ハ.， 、ギ  け  ^ 

ことが a え、 職員 令鎭^ の篛觯 に、 「謂 一一 鎭安 一也、 人陽氣 曰い 魂、 魂 運 也、 言 招-離 遊 之 蓮魂ハ 鎭ニ 身體之 中府？ 

ニ鎭 もこと あり、 又、 延喜 式に、 鎭魂 祭の 祝詞が ある。 魂魄の 遊離 を 信す る こと は、 その 時代の 通 想 だから、 

遣って 反 魂の 際 謬って、 屮 乙の 身體を 取り 違へ て 人り^ りな どした 俗說 もあった らうと 思 ふ。 これ を 戀に湊 合 

したの はこの 歌の 働で ある。 列 子に 见 えた、 扁^が 公 扈齊嬰 二人の 心肝 を 入れ 換 へた 話 を 典故と する の は、 却 

つて 物 遠から う。 到底 不可能の 事 を も、 萬 一 の 望を繫 いで、 千々 に 心 を 碎く はかな さが、 卽ち 戀の眞 情で あな。 

「人に 知らせむ」 と ある は、 怨恨の 意が 殊に 深い。 「もの」 とい ふ 語の 重複 は 不^意から 出た と 思 はれる。 まあ 

白璧 の微 瑕で あらう。 

結句、 顯 本に 思 ひ 知られむ と ある o いひ 方 は 大人しい が、 忍 ひ 入りが 淺ぃ。 

〇  ， 

よそに して 戀 ふれば 苦 しいれ 紐 の お なじ 心に い ざ む す び て む 

n  o いれ 紐のお なじ 心に 云々 顯昭 いふ、 「入^に、 雄 紐 雌 紐 ふたつ を 取り合 はせ て さす もの なれば、 同じ 心に 

結ばむ と は 詠めり」 と。 中身 を 心と いへば、 通 はせ て 用 ひた。 


大意 この やうに 隔たって、 餘 所に 居て 戀ひ 慕へば 苦しい わ、 されば 入 紐の 兩 方の 紐 を 一 所に 結び 合 はす やうに、 

これから は あの人と 同じ 心に なって、 どれ 1 所になる ことにしよう。 

1 男女 いづれ か 相手の 心の まだ 得心の 出 來ぬ點 があって、 隔たり： W る^ S 希^で ある。 恐らく かう 詠んで 先方 

に 贈った もので は あるまい か。 尜 より 自分 だけの 勝手ぎ めで、 相手 は肯諾 して ゐな いの だから、 資現 はむ づ 

かしい。 それに も關 はらす やり さへ すれば すぐ 出來 さうな 風に 思 ふの も戀の 迷で、 忍 ひ： S つた 情緒の！： s 溢した 

趣が ^える。 入 紐の 譬喩 は、 萬 菜 集卷 十二、 

何故か 忍 はす あらむ 紐の 緖 のこ/' ろに 人り て戀 しきもの を 

のた 鞭が あるが、 着想が 別 だから 仔細 はない。 漢詩に 荐に 同心 結 を 詠 じて あるの も、 同じ 举 である。 「同じ 心」 

を、 宣長 は、 「同じ 所の 誤寫」 とい ひ、 c 京樹 は、 「下句 聞え す、 さりと て、 所に ては^^ むの 語 を さまら す」 と 

いった。 けれど それ は誤觯 で、 意釋の 通りに 見れば 何の 事 もない。 

5! たてば き ゆる 氷の 殘 りなく 君が こ、 1 ろ はわれに とけな む 

i  0 氷の 氷の 如く- S 怠。 

大意 春に なれば 消える 氷の やうに、 貴方の 心 はどう ぞスッ パリと、 私に 打ち解けて 頂きたい o 

m 平え SWK 喩で ある。 序耿 ではない。 

0 欲 一  五八 九 
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あけたてば 螺 の をり は へ 鳴きく らしよ る は螢の 燃え こそ 渡れ 

1 o あけたてば 萬 葉 集に、 「明 立た ば 松の さ 枝に、 夕 去らば 月に 向 ひて」 と ある 明 立た ばと 同 語。 夜の 引き 明 

くれば の 怠。 0 蟬の 0 螢の 「の」 はの 如くの 意。 0 をり はへ 夏 部 「足 引の 山 時鳥」 の 絛に旣 出。 

大意 この頃 は、 夜が 明ける と、 晝は蟬 の やうに 一 日 泣いて 暮し、 さて 日が 暮れる と、 夜 は螢の やうに 思に 胸が 

燃えて サ、 夜 を 明す わ。 

1 二 六 ゆ 巾 思に 燃えて 泣く こと を 叙べ た。 それ を晝 夜に 引き分けて、 蟬と螢 と 時節の 景物 二つ を やとって 對偶 

せしめ、 合掌の 句法 を 取った。 委しく は あけたてば 晝は蟬 の、 暮 るれば 夜は瑩 のとい ふべき を、 互に 讓り合 は 

せて 詞を 省いて 叙べ た。 さて かやう に 一 つくに、 具象的 分解的に 叙 べるのが、 抽象的 總合 的に いふよりも、 

感 觸を與 ふる 點に 於いて、 遙 かに 强 いこと が 聞き 知られる。 

〇  -  ： 

夏 蟲の身 をい たづら になす 事 も 一 つお も ひに よりて なりけ り 

■  OS 蟲 夏季の 蟲 をば すべてい つてよ いが、 こ、 は 火 取蟲の 事で ある。 Ol つお も ひ 一つ心と 同じ 語 例で 

ある。 「おも ひ」 は戀の 思で、 火 をい ひかけ て ある。 

大意 夏の 蟲が身 を ほろ ほして しま ふ 事 も、 何かと 思へば、 火 を 取らう とい ふ 一 つの 思に 因っての 事であった わ 


い、 自分が あの人の^ を 思って、 その 思の 火に 身 を 燃やして、 つい わが 身 をく づを らして しまう の も 構 はぬ 

と、 同じ 事 さ。 

0  S 蟲の 火に 入る の は その 明るさに 欺かれる ので、 诀 して 戀の爲 ではない が、 火からの 聯想で 思 ひの 火に 身 を 

滅すも のと 觀 じた。 そして 想像の 辭樣 たるべき 場合 を、 斷定の 辭樣に 調へ た點 に、 强 くわが 身の 戀に 結び付け 

て詠欵 した 感傷 氣 分が 漂 ふ。 六 度 渠經第 八に ある、  . 

以レ 火爲, 色、 人 爲，， 飛 蛾？ 蛾贪レ 火、 色身燒 煮。 

と 全く 同じ 感想で ある。 恐らく はこれ を 再演した もの だら う。 但經文 は 理を拆 くに 忙しくて、 この 啓 喩の蘊 今：： 

の 味 ひ あるい ひなし に 及ばない。 細く 枯 びた 風體、 戀 歌の 姿と して 元久 時代の 歌人の 希った 所で ある。 

〇 

夕され ばいと ぐ ひがたき わが 袖に 秋の 露 さへ おき そ はりつ & 

o 袖に 袖なる にの 意。 

大意 シ^に なると 人の 戀 しさが 增 して、 淚がこ ほれて、 酷く 乾きに くい 自分の 袖な のに、 時節柄と て 秋の 露 ま 

でが 置き 添 ひ/ \- して、 いよ/ \- 儒れ まさって 難儀な ことよ。 

IH 夕暮 はさび しさに、 いと  >  人戀 しく 泣き暮される^-、 又 悲し ゆな 露のお く阵 である。 かう 湊 合して くると、 

感俱氣 分に 凄然 たる ものが ある。 徂ゃゝ 理窟が ある。 宣長 が、 初 句 を 三 句の 下に 賴 けて 鮮 いたの は 誤で ある。 
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、 つ とても 戀 しからず は あらね ども 秋の 夕べ は あやし かりけ り 

大意 ：！：$ といっても 人戀 しくない 時 はない けれども、 格別に 秋の 夕方 は戀 しくて、 合點の 行かぬ 事であった 

r\  、  o 

i 樂 天の 詩の、 

大抵 四 ゅ心惣 苦、 就中 腸 斷是秋 天。 

の^に 加 ふるに、 一日の 中の 殊に 悲 涼なる 夕 暮と戀 と を 以てした。 この 秋の 夕べに 戀を 取り合 はせ る こと は、 

萬 藥集卷 一 一十、 

我がせ こが 宿なる 萩の 花唉 かむ 秋の ゆ ふべ はわれ をし ぬば せ 

の 先例が ある。 けれど あながち 如上の 詩歌 を撖 合して、 わが 物と したので は あるまい。 こんな 感想 は 誰れ も 思 

ひ 寄る こと だから。 極めて 淡々 と 叙し 去って、 卒直の 點 はい、 とも 思 ふが、 や A 說 明に 堕して ゐる。 秋 上、 

いつはと は 時 はわ かね ど 秋の 农ぞ物 思 ふ 事の かぎりなり ける 

は 全く この 歌から 胚胎した もので あらう。 

下句、 小町 集に あやし かりけ り 秋の 夕暮と ある o 

〇 


秋の 田の ほに こそ 人 を戀 ひざらめ など か 心に わすれし もせむ 

E1 0 ほに こそ 「ほ」 は秀の g で、 表面に 顯 はれる をい ふ。 初 句 は 秋の ffl の 、稼と かけた 亨。 

大意 ，w 分 はこの 節の 秋の 田 の 秘に 出る やうに あら はに サ、 貴方 を戀 ひもせ ぬで あらう が、 しかし， ^として、、 ヒ い 

は 忘れ もせう ぞ、 诀 して 忘れ はしない。 

1 これ は 返歌ら しい。 ft- 路に からまれて ゐる憾 は あるが、 中譯の 挨拶なら ば 仕方 は あるまい。 結句 もや、 繊弱 

の感も あるが、 この 歌の 意趣の 上から 見れば、 これで もよ いやう である。 

〇  . 

秋の H の德 のうへ を 照らす 稻 妻の 光の まに も われ や 忘る、 

大君 この 節の 秋の K の稻の 穂の 上 を 照らす 電の、 ビ カリと 光る 程の 一寸の 間に も、 私 はサ贵 方の 事 を 忘れる 

か、 いや 忘れ はせ ぬわ。 

^ 私 はか ほどに 思っても、 贵方 はさ 程までに はとは かなんだ。 これ は 結句の な 調に 因って 生じた 餘な で、 いう 

^んで 其の 人の 許に 贈った とすると、 相對 的の 興味が 生す る。 最短 小 時間 を^ 光に 喩 へたの は、 佛說 s-屯 光石 

火の 謦喩 から 来たので、 新規な 點 はない。 只 序と しての 憒 値を考 へる と、 かの^ 語 や：！ I 語の 聯恕 から 發 程した 

序 歌より は、 多少 含^の 餘 味が ある。 これ も 返歌ら しい。 

結句、 六帖 にお ぞ戀 しきと ある。 
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人め もる われ か は あやな 花 薄な どか ほに 出て 戀 ひずし も あらむ 

i  o 人め もる b れかは あやな 「人め もる」 は 人目 を はかり まもる 意、 卽ち 人目 を 揮 る ことで ある。 「あやな」 は 

春 下 「山吹 は あやなな 唉 きそ」 の 條に旣 出。 

大意 今 は 人目 を 憚る 我が身が まあ、 何も 人目 を惲る 身で もない、 それ を 思 はぬ は 無分別であった 事よ、 されば 

何で 花^の 漶に 出る やうに 現 はして、 戀 ひすに サ まあ 居よう、 ぞ、 いざ 表. N つて 戀せ うわ。 

1 あながち 打ち出しても、 差 支の ない 間柄の 戀と 見えた。 されば 斷然 意を诀 して 打ち出さう といった もの、、 

實は なほ 羞ぢら ひ^って 相思の 情 を 通じえぬ 狀 態に るるので ある。 i! 病な 戀ょ。 形式 は 自問自答 である。 

〇 

あわ 雪の たまれば かてに 碎 けつ 、わが 物お も ひのしげ き 頃 かな 

i  o あわ S 和名 鈔に 「沫 雪、 阿 根 由岐、 其 弱 如 ニ水沬 こと 見えて、 弱くて 水沫の 如く 消え 易い からの 名で あ 

る。 後世 淡雪と 心得て、 春 降る をのみ いふと は 差 ふ。 o たまれば かてに 溜り 難に の 意。 「かて」 は 元 來下ー 一段 

の 動詞で、 堪へ、 敢ふ などの 意。 萬 葉 集に 「ゆきかて ぬか も」 「ありかつ まし V」 など ある は 皆 この 意で ある。 

然るに、 こ、 はかて ぬと 同意に 「かて」 を 用 ひて ある。 蓋し 異例で ある。 

大意 木の 枝な どに、 泡 雪の 溜る かと 見れば 溜り かねて、 落ちて 碎 けく する やうに、 自分の 胸が いろくに 碎け 


て、 さてく 物 忍の 數々 ある こ s 頃で ある ことよ。 

1 溜り 難く して 碎け るの は、 地上の 雪の 狀 でない。 木の 枝な どに 積る の をい つたので あら ラ。 間斷 なくく づれ 

落ちる 狀が、 物 思の 絕間 なさ を 具象的に 示して ゐる やうに も 思 はれる ので、 序に 川 ひた。 

〇 

おく 山の 菅の 根し のぎ ふる 雪の けぬ とか いはむ 戀 のしげ きに 

■  o 管の 根し のぎ 菅は麥 門 冬、 笈 营の類 を すべてい ふ。 麥門 冬に も、 大薬 小^の 二種 あろ。 小 野 博い ふ r 大 

薬の は 藪 蘭、 小 粱のは ジャゥ ガヒゲ とい ふ」 と。 さて、 r 菅の 根し の ざ」 は、 「_ 官 の^しの ぎ」 の 誤 だら う。 「しの 

. ざ」 は 押し 靡かして 降り 徹る意 だから、 根で は相應 しない。 萬槳 集に は、 菅 の^しぬ ぎと ある。 o けぬ 「け」 

は 消えの 約 語。 

大意 ，M 山の 菅の薬 をお し 付けて 降る 雪の 消える やうに、 自分 はもう 消えて 卽ち 死んで しま ふといって 遣ら ふか 

しら、 かう 物 思が 繁 くて は、 如何にも 溜らぬ によって サ。 

1 三 句まで は 序で ある。 萬 葉集卷 八、 

高山の^: の藥 しぬ ざ ふる 雪の けぬ とかい はも 戀の しゅけ く  . 

と ある を、 二三 耳遠い 詞を この 時代のに 改めて 傳 へたに 過ぎない。 戀に 直面した 者の 窮極 は、 生かさ もな けれ 

ば 死で ある。 然し 「けぬ とかい はむ」 はま だ 死の 境にまで 到達した 人の 一；：；：： 雜 ではない。 只戀の 苦悶 を 誇大に いひ 

なして、 相手に 同情して 貰 ひたいまで 、ある。 「いはむ」 といっても 決してい ひ 遣った ので はない。 それ 程の^ 
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、いはま-" 一 無 ひ。 やはり 獨 言で 一 人で 呻吟して ゐ るので ある。 それだけに 却って いぢら しさが 增す。 情景 兼ね 到 

つて、 虱 1 高邁で ある。 詞 はすべ て 萬 葉の 方が 優って ゐる。 高山 は 殊に 菅の葉 凌ぎ 零る 雪に、 恰好の 場處 では 

ないか。 


思 rm^^ua" つらむ？？ せ S め" 卜 卜" に 

一 并テぴ て ^し レ人ガ 夢こ^ え. こり ひら 3 >、 、 ， 

ニノ 邊ー i- ヌスブ びて あら、 フカ え/ - そり.？ こ 4«t,  二 1  . 

居よう もの を、 殘 念の 事 をした。  そりに に 夢と 知り もしたら、 覺 めすに 

園 「 お 十五、 

思 ひつ ゝ ぬれば かもと なぬ ば 玉の 一 夜 もお I いめに し 見 ゆる  > 

の 恋 をト： 句に 約め た。 これ だ クでま 14. もつ.， 19、  、  .  J 

る。：. クミ 、一二 ゥ…、  り 一 Jt^-i  ^るに かくいった P5S£^:^  ，-, 寺 衣，、，.^, 

る こひ^しの^ いほ ど 人 を 甲い ふ弯か 余 十..  Z ナ r2?."tk 乙，， カ發 あす 

-々 戶" f カ爵 計に^ おされる。 素より 肺腑の^で、 忐こ？ リ 

その 選 を 殊にして るる。  纩^ o,,"  一  ^に- &ー1 の 巧 を 弄する ものと、 

懋 ％  二 
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〇 

うた 、喪に 戀 しき 人 を 見て しょり 夢て ふ もの は賴 みそめて き 

io うた ゝ寢 假睡。 

大意 ホ ンの假 寢に戀 しい 人 を 夢に 見た 事であった 時から、 夢と いふ 物 は、 なかく よい 物と、 賴 みに しはじめ 

て來た わ。 

園 夢幻と 迚 ねて、 はかない 例に 引かれた 夢 も、 賴 もしい 所の ある を 意外と 感じた 趣が、 「夢て ふ もの は」 と ある 

語 氣に見 はれた。 「そめて き」 と あるので、 その後 はくる 夜 もく 夢に またも 見える かと 賴 まれる 心 持で ある。 

戀ゅ ゑに ははかない 夢 をも賴 ますに は 居られぬ。 水に 溺れる 者 は 蘆の 葉に もす がり 付く と 同じ 心理で あらう。 

それだけ その 苦悶の 甚 しさが 思 はれる。 

ノ 〇 

いとせ めて 戀 しき 時 はう ば 玉の よるの 衣 を かへ して ぞ きる 

1 0 いとせ めて 最迫 りて。 o よるの 衣 寢卷、 夜 著な ど をい ふ。 

大意 「衣 を 返して 着て 寢る時 は、 思 ふ 人 を 夢に 見る」 といへ ば、 自分 は ひどく さし 迫って 戀 しい 時 は、 せめて 夢 

になり とも 見て 慰まう と 思って、 寢卷を 裏返しに して サ寢る わ。 

1 こんな 俾 諺が 夙く から あつたと 見える。 萬 葉 集に は、 


吾妹 兒に戀 ひて すべな み 白妙の 袖 かへ し、 は 夢に 見えき や (卷十 一 〕 

吾 背 子が 袖 かへ す 夜の 夢なら しまこと も 君に 逢へ りしが ごと (卷十 一 ) 

白妙の 袖 をり か へ し戀 ふれば か 妹が すがたの 夢に し 見 ゆる (卷 十一 一) 

など、 皆 袖 を 反す こと を 詠んで ゐる。 契 沖が 「衣 を 反さ  >れ ば 袖 も 反ら ざれば、 袖 反す は 衣 反すに 同じ」 と 論じ 

たの は赏 成し 難い。 かやう の 言 は 時代の 推移に 從 つて、 少々 づっ變 化する ものである。 只^^- M 代に は-仙 を U 

し、 平安朝に なって は 衣 を 反して 寢れ ば、 人 を 夢に 見る とい ひ慣 はした に過ぎない。 迷 倍は賁 行に 移って、 せ 

めても 3 慰^に そんなた わい もない 眞 似で も爲て 見る のが、 戀の 哀れな 情 合で ある" 

素性 法師 

あき 風の 身に 寒ければ つれ もな き 人をぞ たのむ 慕る 、夜毎に 

大意 秋 a が 身に 入み て 寒い ので、 日頃 つれない 人 をサ、 若し 物の 哀れ さ を 知る ようになって 來て吳 れる^ も あ 

らう かと、 賴 みに する ことよ、 日が 暮れて 夜になる 度 毎に サ。 

1 秋風 、く 吹く 晚は、 氣强ぃ 人の 心 も 弱って 若しかしたら 尋ねて でも くれる かと、 鎩に 一 樓の^ を 紫いで、 

下 待つ 心 は 哀れで ある。 それ も 自分が 秋風に 對 する 感懐 を 木と したの だから、 ，问 ふ は 何と 忍って ゐる かわから 

ぬ。 いよく！ g 束ない 賴み である。 冷たい 夜 床の 觸覺 から、 溫 かい 觸 ^を 戀 した 歌 は、 奈良時代の 作に も 多い 

が、 これ は 百 X 竿頭に 一歩 を 進めた 構想で ある。 

この^^ 門の 作と して は不 似合で ある。 もし 超 詠で なくば、 女に 代って 詠ん-たもの だら う。 
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,  しもつ いづも 寺に 人の 業し ける 日、 し ん せい 法師の 導師 

. にて いへ りけ る ことば を 歌に よみ て、 小 野 小町が もとに 

つ か はしける  あべ のきよ ゆきの 朝臣 

つ 、めど も 袖に たまらぬ 白玉 は 人 を a ぬめの なみだな りけ り 

オタ ギ  ィ ツモ 

議 o しもつ いづも 寺 云々 しもつ いづも 寺 は、 和名 鈔に 「山城 國 愛宕 郡 出 雲以都 毛、 在 二 上下 こと ある。 又、 拾 

芥抄に 二十 一 寺の 中に、 上 出 雪 寺、 下 出 雲 寺が 舉 ゆて める。 今上 下 御-謹と ある その 下御靈 のこと である 。「人の 

業」 は、 人の 追善の 法會 をい ふ。 「しんせい 法師」 は、 上の 物 名の 部に 見えた 人と 同人 だら- フ。 古今 集 目錄に は、 

眞靜と ある。 この 法師が 法會の 導師と して 述べた 說 法の 詞を 歌に 詠んで、 小町の 許に 贈った 歌と いふ 意。 その 

詞は、 歌に よると 法 華 經五百 弟子 授記 品の、 

以， 1 無 惯寳珠 1 繫ニ其 衣 裏 T 與 1 之而 去、 其人醉 臥都不 n 覺知ニ w々。 

の 意を說 いたと 見える。 意 は、 人々 は 皆 佛性を 具へ てるる が、 痴 にして 覺悟 しないと いふ 譬喩で ある。 

大意 眞 せいが 談義に 說 かれた 法 華 經の衣 裏 寳珠と は 違って、 如何 ほど 袖に 包んでも 溜らす にこ ほれ 出る 白玉 

は、 何かと 忍ったら、 戀 しい 貴方 をえ 見ぬ 目から 出る 淚 でありました わい。 

1 經 文の 寳珠 は、 衣 袖に 藏 されても 知られな いのに、 わが 袖の 涙の 白玉 は、 重 襲しても なほこ ほれて 露 はれる 

と 反映 させた。 この 手段 は 人 をえ 見ぬ 遣憾さ を、 最も 强く 印象させる 結果と なる。 加 ふるに、 淚の 玉の 混喩が 

あり、 語調 は 流^ P ある。 


眞靜 法師が 衣 裏 珠の說 法 は、 菩提心 を勸 める 爲 であった。 然るに 作者の 抱いた の は 見 常ち が ひの 戀 心であった。 

眞靜が 聞いたら 啞 然とす る だら 5。 否 作者 自身 も實は 意外に 感じて るるので ある。 かう 常 座の 法語 を采 つて 戲 

れかゝ つた 因 綠を想 ふと、 小町 も その 法會に 列った 女人の 聽泶 であった らう。 

かへ し  こまち 

おろかなる 淚ぞ 袖に 玉 はなす われ はせ き あへ ずた ぎつ 瀨 なれば 

■  o おろか 疏か。 

大意 あの 談義の 聞き ゃラの 疎かな 淚が、 袖のう へに その やうに 玉 を 成して とまるの です、 その 御 法談に 感に堪 

へ た 私の 炅は、 なか/ \» その 位の 事ではなくて、 た ざり 落ちる 川瀬の やうです から、 增き 止めよう にも 坂き 止め 

られ ませぬ わ o 

i お 行が 無惯 资珠 をよ そに、 人を兑 ぬ 目の 淚の玉 をい ひかけ て、 慇 敷の 意 を 通じた の を、 そ 知らぬ 風に おく _k 

して、 私 は^い 法談に、 隨 喜の 淚を 瀧つ 瀨と 溢した ので、 貴方の 袖の 白玉 位 はま だく 疎な 感じ 方です ぞと、 

何處 まで も 空と ほけ て、 信心 話に してた しなめ ての けた。 實 によく この 情況に あてはまった 巧 で、 應對の 

辭 令に 嫻れた ^でなくて はとても 出來 ない。 語調が 勁 健で、 作者の 他 作に 似ない。 序文に r 强 からぬ は 女の 耿 

なる ベ し」 との 評が あるの は、 その 槪論 である。 

寛 平の 御 時き さい の宮の 歌合のう た 

0 歌 二  六 〇 一 
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藤 原と しゅきの 朝臣 

戀 ひわび てうちぬ るな かに 行き 通 ふ 夢の たぐ ぢは うつ 、ならな む 

スグ 

1 o た  >  ぢ 直に 行く 路。 直路の 義。 o うつ 、 現實。 

大意 忍っても く 逢 はれぬ 爲に、 戀ひ 倦んで 寢た 間に、 あの人の 處へ 行き 通った と兑た 夢の 直路 は、 どうぞ 現 

在の 事實 であって もら ひたい わ。 

0 想 は 平凡で ある。 

三^:、 新 I^EX 紫に ると ある。 結句、 寛 平 歌合に うつ 、 な るら むと ある は、 意が 通らない。 

〇 

住の 江の 岸に よる 波よ る さへ や 夢の か. ょひ路 人め よくら む 

0  o 住の 江 今の 攝津の 住吉。 賀 部に 旣出。 0 よく 避く。 春 下 「春風 は 花の あたり をよ きて ふけ」 のよ きて を 

大意 ^問 まことに 通 ふ 道なら ば 尺 目 を 避け もしょうが、 何で 夜まで も、 夢のう ちに 通ふ路 に、 人目 を 憚って 避 

ける ので あらう か。 

0 初 二 句 は 序で ある。 「よる 浪」 のよ る は、 浪の字 を 隔て 、「夜 さへ」 と疊ん だので、 上の 「小 野の 篠原 しのぶれ 

ど」 と 同じ 辭樣 である。 諸 註の、 いひ かけと 見た の はわる い。 「住の 江」 は 松の 下 枝に うち 寄る 波の けしき ある 

所で、 古歌に もい ひ 馴れ、 人 も 見知って るるので 取り出した。 三 句の 下に、 何故に の 語 を 補って 聞く 格で ある。 


現に 忍ぶ 慣習が その 儘 夢にも 見えた の を、 目が 覺 めてから 情なく 忍って 詠んだ 幽怨の 情 致 は、 またす て 難い 気 

味が ある。 語調 は 流 滑で、 白玉の 盤 上 を 走る に似て ゐる。 

をの、 よし き 

\ わが 戀 はみ 山が くれの 草 なれ やしげ さまされ ど 知る 人の なき 

| 園 0 み 山 春 上 「み 山に は 松の^ だに」 の 條に旣 出。 

大意 自分の 戀は 、山奥に 隱れて 生えて ある 草で あれば かして、 段々 と 思の 繁 さが 增る けれど、 さう と 知る 人が 

無い わ。 

0 「知る 人の」 と汎 くいって ゐて、 資は思 ふ 人 一 人 を さしてる る。 戀 一 、 

浮 草のう へ はしゅれ る 淵 なれ や 深き 心 をし る 人の なき 

と 同型 同調で、 劈頭 第 一 に、 「わが 戀は」 と 打ち出した 調子 は、 對他 的の 意味が あるので、 .en 分 一 人が こんな 特殊 

の^ 遇に ある やうに いひな した 愚痴に 戀の あはれ さが 認められる。 四 句 はや ゝ 幽婉の 味 ひ を 殺ぐ。 「まされ ど」 

を まさる をと 改めたら ばと も 一 寸 思って みたが、 やはり 「わが 戀 は」 の强ぃ 調子に は、 これでよ い C 繁さ まさる 

み 山 P れの 萆、 かう 聯想 を馳 せて、 我れ とわが 戀の 現在 狀 態に 譬喩した こと は、 永い 戀の澳 悩に 疲れて、 心. 上 

に 自身の 行爲の 批判 を 試みる 餘裕を 得た 折の 所作で ある。 

結句、 新^お 恭 に 知 ふ—.^ p な き • と ある。 
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紀友 則. 

よ ひの まも はかなく 見 ゆる 夏 蟲に まど ひ增 れる戀 もす るかな 

大意 ゎづ かな 宵の 閒さ へ も 保ち さう もな く、 命の はかなく 見える 火取蟲 は、 惑の 甚し いもので あるが、 それに 

も 惑の 增 つてる る、 愚かしい 戀を まあ、 自分 はする 事よ。 

i 躅 蛾の 火に 入って 命を盡 すの は 端的で ある。 故に、 「宵の 間 も はかなく^ ゆ」 とい ふ。 上の 「も」 は 重い^ 例で 

口語の サへ モの意 である。 宣長は 宵 の^を もと、 眞淵、 景樹等 は 宵の 問に もと 靜ぃ てるる が 皆 常らない。 結句 

の 調 は、 戀 一 、 「あやめ もしらぬ 戀も する かな」 の條 にいった 如くで ある。 理智の 力 は^ 蛾の 惑溺に 增 つてる る 

とわが 戀を 冷笑し、 感情 は 一 切 を 放 下して 戀の爲 に 夢中で るる。 


初 句， 寬平躭 合に 宵の ま はと ある はわる い。 結句、 六 帖に戀 にも ある 哉と ある。 

ゆ ふされば 螢 よりけ にも ゆれ ども 光見ねば やひとの つれな き 

o 螢 よりけ に 萬^ 集に は、 殊、 勝、 異な どの 字 を、 ケ -1 と訓ん である。 格別に、 もっと、 勝れて などの 意。 

0^ ねば や 兒 えねば やの 意。 

大意 毎日 夕方になる と、 あの やうに 燃える 螢 よりもな ほ 格別 勝って、 思 ひの 火が 燃える けれども、 瑩の やうに 

光が 見えぬ せ ふかして、 あの人が 知らぬ顔して つれない ので あら 、フ。 


1 「夕され ば」 の 一 句輕く 看過して はならぬ。 夕暮 は^ 時 思 ひ 人の 許 を 訪問す る 時刻で ある。 簞に 一 日中の 物悲 

しい 顷 であるの みで はない。 たまく その 時刻から 光り 出す 瑩の 人目に つくの を 感じて、 自分の 思 ひに も 光が 

あったら ばと 比較して、 螢 にも 及かぬ ことが 悔し まれる。 

三 句 以下、 寬平耿 合に はも ゆると も 光見えねば 人ぞ つれな きと ある。 

さ、 の 葉に おく 霜よりも ひとりぬ る わが 衣手 ぞ さえ まさり ける 

大意 小 竹の^に 置く 霜 はきつ く 冴える が、 それよりも なほ、 思 ふ 人に 送 はすに 獨寢る 自分の 袖が サ、 冴え まさ 

つたわい。 

1 の 菜の さえろ こと は 旣に离 椠に 見えて、 

笹 の^はみ. E もさ やに 亂れ ども 我 は 妹お も ふ 別れき ぬれば (卷 三) 

これ を 下に 踏んだ ものである。 さて それ を 衣手に 配合 させての 比 興が 山 だか、 平々 である。 


下；？、 新^^^に わが 衣 こそ さえ 增り けれと ある。 眞淵は 「この 方 古意に て、 现も よろし」 といった が、 旣に k 

に r よりも」^ 語が あるから、 「こそ」 とはい はぬ がよ い。 

わが 宿の 菊の かきねに おく 霜の きえ かへ りて ぞ戀 しかりけ る 

1 0 きえ かへ" 動作の 至って^ しさ をい ふ 場合に、 「かへ り」 の 語 を 添へ てお^ i とする。 立ち返る 意と してに 
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叶 はない。 

™  大意 あの 自分の 庭の 菊の 垣根に おく 霜の 、消え入る やうに 心 も え 入って サ、 あの人が 戀 しくあった わい。 

1 この 序 は 庭 上の 所見から 來 たもの だら う、 しみぐ 戀ひ 入った 趣が 見える。 

新撰 萬 葉に は、 .1 一句 以下 菊の 垣 ほ Tr^n の 消えか^ りても あはむ とぞ思 ふとあって、 ぉのづ から 別 裁で ある o 

o 

川の 瀨 になび く 玉藻の みが くれて 人に 知られぬ 戀 もす るかな 

j.  0 玉藻 玉 は 美稱。 0 みが くれて 水 隠れての 意。  • 

大意 川の 瀨に はえて 靡く 玉藻の、 水に 隠れて 知れぬ やうに、 思 ふ 人に 知られぬ 戀を まあ、 自分 はする 事よ。 

園 打ち出で もなら す、 獨く よく 案じ 入る の を、 我れ ながら 愚かしく 思った 感懐で ある。 上の 「夏 蟲に まど ひ 

まされる 戀 もす るかな」 と 同調で、 比喩の 風情 は 一 寸 おもしろい。 

以上 五 首の 友 則の 作のう ち、 比較的 これが 優って ゐる やうに 思 はれる。 

〇  み ふの たビ みね 

： 力き くらし 降る 白雪の した 消えに 消えて お おも ふ 頃に も あるかな 

\  o した 消えに 下方の 融ける をい ふ。 

大意 筌も 闇まして 降る 雪の、 表面 はさ も 無くて 下の 消える やうに、 忍ぶ つら さに 心の 内で 消え入って、 物 甲 5 を 


する この頃で まあ ある 事よ。 

1 忍ぶ 戀を 詠んで ある。 「下 消えに 消えて」 と 折り返した 諧調 は、 例の 事で ある。 

六帖、 及び 後 撰 集 冬、 讀人 しらすの、 

冬の 池の^  S 上^に おく 霜の きえて 物 思 ふ 頃に も あるかな 

(與風 第に は、 浮きて ぬる 鴨の 上 毛に おく 露のと ある) 

と、 下句 は 同一 であるが、 これ は 「下 消え」 から 續 くので、 意味が や ゝ複雜 である。 

〇  興  風 

お 戀 ふる 淚の 床に みち ぬればみ をつ ぐし とぞ われ は 成りけ る 

1 0 淚の 涙が。 0 み をつ ぐし 水脈つ 杭。 「つ」 は 連辭。 航路の 水脈に^ てた 標の杭 をい ふ。 。こ、 は そ 

れに 身を盡 しと かけた。 身 を 盡しは 身 を滅す をい ふ。 

大意 あの 海の 中に 立て > ある 木 を. 瀋標 とい ふが、 貴方に 戀 ひ^れる 淚が、 海の 汐 のさす やうに、 床 一而に 滿ち 

たので、 人に 身を盡 すと いふ 名の ^標 とサ、 私 はなり ました わい。 

1 涙に^つ て、 床 中に 欵 いて 居る の を、 淚の 海の 漯標 となった と 誇張した 比喩で ある。 

「床に」 は 新撰 萬 築に §1 にと あり、 「われに」 は 六帖、 新撰 萬^に 今 はと あり、 「ける」 は 六帖、 寬平耿 合、 新撰 萬 

棻、 家 奥^に ぬると ある。 
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〇 

しぬ る 命い きも やする と 試に 玉の緒ば かり 逢 はむ とい はなむ 

1 o 玉の緒ば かり 少しの 間 をい ふ。 萬 葉 集に 數多 見えて、 玉 を 莨いた 間に 見える 緒の 短い ことから 出た 語。 

^薬に は、 叉 「玉の緒の 間 もお かす」 と續 けて ある。 

大意 焦れ 死 二に 死にい けて 居る この 命が、 もしゃ 生き もす る 事が あるかと、 物 はためし に、 玉の緒の 短い 閒な 

りと も 一寸 逢 はう と 思 ふと、 あの人が いって 貰 ひたい" 

1 「死ぬ る 命」 はもと より 誇張の 託 語で、 全篇 この 沙 上に 築いた 塔で ある。 よし それが ほんの 情ら しい 慰め 仍詞 

に過ぎないまで も、 「逢 はむ」 の 一 語に か 、 つて 満足しょう とする。 戀を 以て 性 命と し、 逢 ふ を 生く 藥 とすなる 

熱愛、 人の 同情 を惹 くに あまり ある。 

初 一 一句、 新撰 萬 葉 集に^^ Y^,¥^ ^？と ある。 結句、 六帖、 家集に は あ ひ 見て しがな、 續後撰 集に 再出 

したのに は、 逢 ふ よし もがな と ある。 

〇 

わび ぬれば. しひて 忘れむ と 思へ ども 夢と いふ 物ぞ人 だのめ なる 

1 o 人 だのめ 「たのめ」 は 憑 ませの 約。 

大意 人ん-お^とい ふこと は 誠につ らいので、 無理に 忘れようと 思 ふが、 夢に その 人 を 見る ことがある 爲に も 


しゃ まことに 逢 はれる かと， 賴 みに 思 はれて 忘れ も はてす、 その 癖 逢 はれ もせねば、 あ、 夢と いふ 物 は、 人に 

賴 もしく 思 はせ ながら 益に も 立たぬ ものである わ C 

國 思 ふ も 心に まかせす、 さりと て 忘れる も 心に まかせす、 進返兩 難、 「夢て ふ もの は」 と、 測らず 怨^の 聲を^ 

すに 至った。 その はかな さが 味 ひ を もつ。 

よみ 人 しらず 

わりな くも 寢て もさ めても 戀し きか 心 を いづち やらば 忘れむ 

i  OS しき か 「か」 は 欸辭。 

大意 只 無闇に まあ 寢ても 起きても 忘られす に、 戀 しい， よ、 この 心 を どちらへ 逐ひ 遣ったら ば、 戀 しさが 忘ら 

れ よう ぞ。 

^ 忘れたい と 要望す るに 至って、 戀 はます く 頂 天で ある。 けれども ま、 ならぬ は 心、 空しく 手 を 措いて、 

悩す るに 過ぎない。 心 を 遣る の 活喩が 振って ゐる。 

六帖、 新撰 萬槳に は、 初 句 わ， り，^ ぞ、 三 句^ ひらる、 と あり、 五 句、 新撰^^ に はやりて 忘れむ と ある。 

〇  . 

戀 しきに わびて たまし ひ 惑 ひなば 空しき からの 名に やの こらむ 

i O やしきから 魂の 拔け 出た あとの 骸を いふ。 穴 H しき 乍、 空しき 故な ど鮮 した 註 はわる い。 o のこらむ 新 
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撰 萬 葉に^^ れと あるに よって 解す る。 

大意 餘り戀 しいのに つらくな つて、 魂が 迷って 5! てし まへば、 跡の ぬけ 骸の 身に、 あれ は戀 して 物の怪に なつ 

たとい ふ 名が、 世間に ぱっとす るで あらう か。 

1 これ は 注 時 盛んに 信ぜられた 物の怪の 觀 念から 詠んだ ので ある。 物の怪に は 死 靈生靈 など あり、 いづれ も 恨 や 

嫉妬な どで 對 手の 人に 魂が 取り 憑く のであった。 死靈は 死後の 事 だから 自身 は 痛痒 を 感じない が、 生 震の 方 は 

困る。 これ は 自分の 生 謹 だとい ふ 評判が 立つ と、 恥 かしくて、 居ても 立っても 居られない。 然し 魂 はふら く 

と 迷 ひ 出して、 自分の いふ 事 を 聞かない の だから 始末に いけない。 源氏物語 葵の 卷の六 條御息 所 は卽ち これで 

あった。 こ、 は 物 恨と いふ 程で はなく、 只戀 しさの 甚 しさ を 誇張して、 物の怪の 狀 態に 取り成し ていった。 

三 句、 六帖に 出で ていな ば、 結句、 新撰 萬 葉に あにや 立ちな むと ある。 立ちな むはし つくり 意が 落着す る。 必 

す これに 從 ふが よい。 「殘ら む」 では 死後の 事に なって、 意の 疏通 を缺 く。 

賞  之 

君 こふるな みだしな くばから 衣む ねの あたり は 色 もえな まし 

1 o から 衣 胸の あたり 「から 衣」 の 下に、 のの 辭を 補って 聞く。 叉 一 說に 「から 衣」 は 胸に か、 る 序と。 

大意 貴方 を戀ひ 慕って 泣く 淚がサ 無いならば、 自分の 着物の 胸の あたり は、 思の 火で 色が 燃え 色に なって しま 

うで あらう わ、 淚の 水が そばから 消して 行けば こそ、 さもない が。 

國 情の き はまった 時 は、 甲5 ひ 人れ 泣きに 泣いて、 切な さ を 遣る すべ も あるから、 若し この 淚と いふ ものがない 


としたら、 ほんに どんな もので あらう。 まづ かう した 大問题 を 提起して おいて、 む 火が 赤く 燃え 出す だら うと 

誇張の 結論 を與 へた。 舉竟 は淚の しゅさの 甚し いこと を 歌った ものである。 「色」 は 「から 衣」 の緣 語で ある。 

新撰 萬^に、 初 句.^^、 四 句 胸の わたり はと ある o 

以上 は、 ^く寬 平后官 の 歌合の 歌で ある。 

题 しらず 

世 と共にな がれ てぞ 行くな みだ 川 冬 も 氷らぬ みな わなり けり 

ラガー フ 

1 0 世と 共に 世と 諸共に。 「世」 は 我が 經 行く 一  生 をい ふ。 o ながれ 存命へ てに、 流れて を かけた。 o みな 

わ 水泡。 水の あわの 約。 

大意 大抵の 川の 水泡 は、 冬 は 氷って 止まる 物で あるが、 S 分の 生きて ゐ厶 世の かぎり、 人 を 戀ひ慕 ふので 流れ 

て サ行く 淚の 川、 こゝの 水泡 は、 冬で さへ も 氷らぬ 水泡であった わい。 

1 二：？ の 下に 此處 の水沫 はの 語 を 補 はない と、 「なりけ り」 の辭 がう ち 合 はない。 これ 千秋が 「水との みに て は 

詞足 にぬ 故、 水沫と 云へ り」 とい ふ 僻說の 起る 所以で ある。 馱は凡 下。 

家集に は、 「行く」 をぶ— る、 六帖に は、 「冬 も」 を 水 もと ある。 ^^は 意篛を 成さない。 

〇 

夢路に も 露 やお くらむ よもすがら 通へ る 袖の ひぢて 乾かぬ 

懋肤ニ  六 一一 
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大意 夢に 思 ふ 人の 所へ 通 ふ 道に も、 露が 置く ので あら 5 か、 なぜ なれば、 夜 一夜 夢に 幾度 もく、 その 道 を 通 

つた 袖が、 ひどく 濡れて 今朝 も 乾かぬ わ。 

1 これ は 不思議と 驚 訝した 餘 意が ある。 現前の 涙の 露から、 夢路の 露 を 聯想した。 涙の 一 語 を 着けない の を こ 

S 趣向と する。 六帖 に、 

秋の 夜の 夢路に 露ぞ おきけ らし 通 ふとし つる 袖ひぢ にけ る 

大いに 劣って 、はるる もの >、 どれが 先鞭 を 着けた もの か。 

二 句、 家集に は 露. ぞ おくらし とあって、 語調が 勁 健で ある。 この頃の 歌人に 喜ばれた の は、 やらむ と 和ら かに 

調べ 成す 方に あった。 勅撰集で も あり、 かたぐ 姿 をいた はった と 思 はれる。 

そせい 法師 

はかなくて 夢にも 人 を 見つ る 夜 は あしたの 床ぞ 起きう かりけ る 

1 〇 夢にも 「も」 は欵辭 C 

大意 餘 りに 呆氣 無くて、 夢に まあ 思 ふ 人 を 見た 夜 は、 名殘 をし さに その 朝の 床が サ、 起 きづら いこと であつ 

た わい。 

1 平凡。 初 句の 落ちつき も わるい。 

上句、 六 帖には SP,,^M^ き 人 を ばと ある。 これ は 叙述が 明晰で ある。 


忠  房 

い つ はりの 旲 なり^ばから 衣しの びに 袖 はし ぼら ざら まし 

1 0 から 衣 しのびに の 語 を 隔て 、 、 「袖」 にか 、 る 枕詞。 

大意 ^しい^ をして、 うそに 泣いて 見せる 淚 にあります るなら ば、 人に：^ せようと はすれ、 この やうに 人に^ 

られ まいと、 竊 かに^ 物の 袖 を 校る ， 〕 と はあり はすまい わ。 


ヽ 占- J 

-ノ  .Bi 


まことな き 物 思 ひせば 係に 淚 はかね てお とさ ざら まし 

想 は 全く  じで あるが、 今の は 洗煉 を經 て、 遙 かに まさって ゐる。 淚は戀 の標举 で、 神聖な 物で ある 苦 だが、 

輕蒲. 平 仲の 水 をつ けて 泣いて^ せた 儔 も、 隨 分ないで はなかった。 尺 情 は 古 往今來 同一 轍で ある。 されば 

歌き を 案す るに、 「さう は 御 親切に 仰し やる が、 人心 は僞の 多い もの 故 まみに なり ませぬ」 など、 女の いった S 

に對 して、 その 返辭に 詠んだ ものら しい。 言外の 餘韻は 無い が 眞摯の 作で、 この 卷中 にかう いふ 作 を^る こと 

は 頗ろ嬸 しい。 

初 句、 後 パク^に なほ さりのと あるが 甚だ 面白味がない。 結句、 打聽 本に、 一 本 U をら ざら ましと ありと：^ え 

るが わるい。 

千  里 

ねに 泣きて ひぢ にし かど も 春雨に ぬれに し 袖と 問 は i へ む 

懋 ^二  六 一 三 
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大意 實は戀 故に 聲を 立て、 泣いて、 ひどく 袖の 濡れた のだった けれども、 若し 人が 問 はうならば、 これ は 春雨 

に 儒れ た 袖 だと 返辭 をしょう わ。 

ィ ヒヮ ケ 

1 人の あやしみ 問 ふこと を豫 期して、 分 疏の詞 を 案出して るる。 細の 細に 入る 神經 過敏、 戀は 苦しい もので あ 

る。 蓋し 自分ながら 氣が 咎める ほど、 淚に 袖が 濡れて ゐ たので ある。 上句 はや、 理路に 渉って るるが、 この 生 

命 は、 「春雨に SI れ にし 袖と 問 は、 二 合へ む」 と、 餘 計な 苦勞を する 處 にある。. 

敏行 朝臣， 

わが ごとく 物 やかな しき 時鳥と きぞ ともなく 夜た ) 鳴く ら む 

i  o 夜た >  i 「さみだれの 莶 もと  >  ろに」 の 條に旣 出。 

大意 自分の やうに 物悲し いのかしら、 それで 時鳥が、 何時 を 時と まあい ふこ ともなく、 夜 は 夜通し、 あの やう 

に 鳴く ので あらう ぞ。 

0  00. 何故に の 語 を 補 ひ、 それ を 「夜た V 鳴 くらむ」 へ かけて 釋 いたの は不當 である。 戀 一 、 

逯 坂の 木綿つ け 鳥 も わが 如く 物 や 悲しき 音の み 鳴 くらむ 

の敍 法と 同じで あるの を 見よ。 のみなら す 想 も 亦 相 同じい。 この 他、 

秋の 夜の あくる も 知らす 鳴く 蟲 はわが ごと 物 や 悲し かるらむ (秋 上) 

秋 萩 も 色 づき ぬればき りぐ すわが 寢ぬ ごと やよ る は 悲しき (秋 上) 

足 曳の山 ほと  > ぎ すわが ごと や 君に 戀 ひつ ゝ いねが てに する (戀 一 ) 


の 類型が ある。 殊に 「秋の 夜の 云々」 の 歌 は 作者 自身ので ある。 よって その 條の 評を參 照 ありたい。 鳴聲 からし 

た 聯想、 かう 流行 物の やうに なって は、 有難 味が なくなる。 

結句、 六帖 によ ， に 鳴 くらむ と ある o 

つら ゆき 

さっき 山 こ ず ゑ をた かみ 時鳥な く 音 空なる こ ひもす るかな 

i  o さっき 出 萬^^に も 見えた 語で、 五月 頃の 山 をい ふ。 I 山と いふに 同じい。 o 空なる うかくと 落ち 

着かぬ をい ふ。 

大意 この 節の 五月の 山 は、 木 葉が 茂って、 何時もより 梢が 高さに、 時鳥の 鳴く 聲が 穴ニ にす るが、 その 空と いふ 

やうに、 n 分 は 心 も そ V ろな 戀を まあす る， .5 とよ。 

^ 初 句から 「なく 音」 までが 序詞で ある こと は、 萬 葉 集卷十 1 , 

、 J の 山の 峰に 近し と あが 見つ る 月の 空なる 戀も する かも 

と同领 である。 旣に 「高み」 とおいて 「空なる」 と 承け て は、 いひ 詰め 過ぎて 味 ひがない。 ^^の 方が 遙 かに ま 

さって ゐる o 

躬  恒 

秋 霧の はる 、時な きこ 、 ろに はたち 居の 空 もお も ほえな くに 

戀欺ニ  六 一 五 
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大意 秋 霧の 立ち 塞って 晴れぬ やうに、 戀の爲 に氣の 晴れる 時が 無い 心に は、 霧に 空が わからぬ ゃラ に、 お 一 g す 

る 空 も そ V ろ覺 えぬ のに、 それ を 思 ひやり もな く 人 まっ^な いわ。 

1 心 は ひたすら 焦燥して、 乍ち 起ち 乍ち 坐し、 身 も 心 も 落 付の なくなる の は、 戀の 常態な ので、 萬 葉 集に もこ 

の 趣 を 詠んだ のが 颇る 多い。 只、 秋 霧の 綠語を 延長して、 「たち 居の 空 もお も ほえな く」 まで 寺って きた こと 

は、 この 時代の 風 調で、 これが 作者の 物で ある。 

結句、 六帖 にお ほえ ざり けりと ある。 

蟲の ごと 聲に 立て 、 はな かね ども 淚 のみこ そした に 荒 るれ 

大意 人目 を 忍ぶ ので、 蟲の やうに 聲を 立て、 は 泣き はせ ぬけれ ども、 屍ば かりが サ、 内^で 巟 れ るり。 

1 おかぬ は 泣く に 勝り、 聲 に 立てぬ は 立てる に 勝る。 更に 思 ふに、 蟲の聲 に 立てながら 淚 のない のに 對 した 趣向 

では あるまい か。 戀 する 人の 感慯 に囚 へられた 境遇 を 歌った こと は諾 かれる が、 叙 法が や > 理路に 倾 いてる る。 

下の 「人 を 思 ふ 心 は 雁に あらね ども」 の 条を參 照され たい。 

是貞 のみこの 家の 歌合の 歌  よみ 人 しらず ■ 

秋 なれば 山と よむ まで 鳴く 鹿に われ 劣らめ やひと りぬ る 夜 は  . 

1 秋 なれば 戀 一 、「1 なれば」 と 詠んだ のと 同じい。 


大意 獨寢た 夜 は、 人戀 しさに 自分 は 泣く が、 殊に 時節が 秋な ので 山中 鳴り響く まで 妻戀 をして 啼く 鹿に、 ^く 

ことが 劣らう か、 いや 劣り はすまい わ。 

^ お 秋で あり、 出 鬼で あり、 悲しけ な 響 を傳へ る 鹿 鳴が あり、 獨寐の 宿で ある 以 h は、 绒 石の 心 腸 も けす に 

は 居るまい。 まして それが 戀 する 身であった なら、 實に 溜らな からう。 これ 卽ち啼 く^なら 鹿に は， おけない と 

絕 叫され ろ 所以で ある。 「獨 ぬる 夜 は」 は： S も 主要の 句で、 戀の意 はこれ に侬 つて 表 埃され てるる。 「秋 なれば」 

は、 何時 とても 戀 する 身 は 侘しく 泣かれる 趣 を 思 はせ てるる が、 この 歌體 から 兌る と、 や ， 細 m (に倾 く。 秋 山の 

厶 A 厶厶 厶厶 

下と よむ までな ど ある 方が、 おほら かで 優って るよう o 

0  題 しらず.  さ" ， . 賞  之 

^ の， に亂れ て^ける 花の いろの ちぐさに 物 をお もふ顷 かな 

0  o ちぐさ 千 稗の^。 千草で はない。 

大意 秋の 野に あれ あの やうに、 入り 亂れ て唉 いて ゐる 花の 色の さま <\ ある やうに、 いろく？ ま <\ に 心が 

亂れ て、 物 を 思 ふこの 頃で ある ことよ。 

0 上句 は^で ある。 かやう の 風體、 着想 は旣に 奈良時代に 澤山 ある。 萬 葉 集に、 

お ほの 沛， S その 長濱 によす る浪の ゆた けく 君 をお も ふこの 頃 (卷 八) 

國柄 等^ 若菜 摘ま むとしめ し 野の しばく 君 を 思 ふこの ごろ (卷 卜) 

门ハ、 平安の 朝に なって は、 聲 調のう る はし さ を 求めて、 思 ふこの 頃と は 詠ま なくなった。 これら W けぢめ をよ 
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く 注意すべき 事で ある。 秋の 野の花の 千 種、 慵紅 悶翠、 ^に 優なる 趣 を 想^させる。 六帖 に、 

春 くれば 野べ のまに く 生 ひしけ る 千ぐ さに 物 を 思 ふ 頃 かな 

と ある。 下句 こそ 同じで あるが、 上句 は 更に 比 等すべき 辭樣 でない。 「亂れ て」 を 思 ひ亂れ るに 綠か ある やうに 

解く のは齷 である。 

初 句、 六帖に ¥s ^と ある は諧 ひがたい。 

みつね 

ひとりして 物 を 思へば 秋の 田の いな 葉の そよ とい ふ 人の なき  - 

n  o いな 椠の そよ と 稻 葉の 戰く 音の そよ とい ふに、 其よ を かけた。 其よ は それよ の 意。 

大意 獨で以 つて この やうに 物 思 をして、 心 を 苦しめて 居れば、 誰れ も その 理由 を 知らぬ ので、 秋の 田の 稻 葉の 

そよ とい ふ 音の、 それよ 御 道理よ と、 いって 吳れる 人が 無い わ。 

國 「いふ 人の なき」 も、 內實は 思 ふ 人に 顧みられぬ 事 をい つてる る。 獨で默 つてる て は、 いくら 思った とても、 

誰れ も 知らぬ の は 知れた 道理な の を、 珍し さう に 「獨 して 物 を 思へば」 と、 くどくい ひ 詰の た その 愚痴が、 却つ 

て 下句の 欵 意を强 めて ゐる。 「秋の 田の 稻 葉の そよ」 とかけ た 序、 この頃で は 斬新だった らうが、 後人が 猥りに 

£-1 して、 或は 荻の 葉、 或は 篠原、 或は 楷の 葉、 竹 の 葉、 桐の 葉、 す > き などに 取り合 はせ て、 そよ と 詠んだ。 

作者に 取って はさ ぞくち をし い 事で あらう。 宣 長が 「『思へば』 は 思 ふに の 意な り、 古き いひ ざまな り」 といった 

の は 粗い。 秋 上に 「渡り はてねば 明け ぞ しにけ る」 と あるに 同じ 語法で、 意釋 にある やうに、 必す 略いた 詞のぁ 


る こと を 知る がよ い o 

六帖 に、 1 一句 物をぞ 思 ふ、 結句い ふ 人 もな しと ある 0 又、 初 句、 新撰 和歌に は 人知れ ねと ある O 

ふか やぶ 

人 を 忍 ふこ 、ろ は 雁に あらね ども 雲居に のみ もな き 渡る かな 

大意 人を戀 しう 思 ふ 心 は、 あの 空 を 鳴き 渡る 雁で はない けれども、 空にば かり あこがれて まあ、 泣いて 月日 を 

經る ことよ o 

1 わが 泣く のから 聯想して、 烏に 獸に蟲 に 比 興す る こと は、 上來の 歌が その 例 を數多 示して るる。 叙 法例の 理 

や  一 一？？ く。 

たにみ ね 

秋風に かきな す 琴の こ ゑに さ へ はかなく 人の 戀 しかるら む 

1 0 かきな す 搔き 鳴らす の 意。 萬 葉 集に、 響の 字、 鳴の 字 を、 、ナ、 ス と訓ん である。 

大意 この 秋風に、 搔き 鳴らす 琴の 聲 にまで も、 何で かう 理由 もな く、 人が 戀 しいので あらう。 

§a 琴に 秋風 をい ふこと は、 李嶠が 百 詠に、 「秋風 入， 一夜 琴 こ 或は、 白 氏 文集の 新樂府 ：ム： お 彈 の 詩に、 

第 一 第一 一 絃、 索々 秋 臧拂， 松疎韵 落。 

えと 力ら 出て、 お^とな つたら しい。 「秋風に かきな す 琴の，」 は、 秋風の 吹く 折、 何處 にか 彈 き 鳴らす 琴の 聲こ 
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さへの 意と 輕く 見たい。 かくして 四 句の 「はかなく」 が 利いて くる。 又 契 沖、 宣長 などの 說に、 思の あまりに 慰 

みが てら、 作者 自身が 琴を彈 じた 趣に 解した の は、 贊 成しに くい。 景樹が 「わが 琴の 音に 人の 戀 しくなる とい ふ 

は 打ち 任せた る理 りなら す」 と 難 じたの は 尤もと 思 ふ。 上に も 「秋の ゆ ふべ は あやし かりけ り」 など ある やうに、 

旣に 秋思の 感哀を 催して ゐる 折も折、 たまく 悲しい 物 さびしい 琴聲の 聞え て 来て、 そ V ろに 相思の 情の 胸に 

迫って 堪 へられな いので、 何故に かう はと 怪訝した ので ある。 家集に は、 「ある 女に 遣 はしける」 と 端 害が して 

ある。 これ は 思 ふ 方の 琴の 音 を、 秋風の 吹き 傳 へた 趣で ある。 事情 は 全く さう らしい。 

つら ゆき 

まこも 刈る 淀の 淨みづ 雨 ふれば つ ねより ことに まさる わが 戀 

0 まこも 眞菰 。「ま」 は 美稱。 菰は 禾本科の 水草で、 蔫ゃ 簾な どに 作る。 0 淀 山城 國久世 郡、 淀川の 北 

岸。 この 邊卑 湯の 沼 澤に眞 菰が裟 牛； する。 枕 草子に も、 此處の 眞菰の 事が 出て ゐる。 

大意 眞菰を 刈る 淀の 澤水 は、 雨が 降る と 常よりも 格別に 水嵩が 增 すが、 その 如く、 雨が 降る と 何となく 物寂し 

くて、 常よりも 格別に 增る 自分の 戀 である ことよ。 

黄 梅 時節の 陰^な 天候 は、 相思の 人 を愁絕 させる に 十分で ある。 まして、 家々 の 雨の 心頭に 滴る 時、 情火 はい 

よく 熱し 來 るを覺 える に 違 ひない。 平生から して 水量の ある 淀の 澤水を 序に 借用した の は、 平生 も 戀に沒 頭 

してる る 作者で ある こと を 聯想 させられる o 「眞菰 刈る」 は卽ち 梅雨 頃の 季節 を 語る もので、 隨 つて 三 句の 「雨 

降れば」 に 親 貼して るる。 三 句まで を 序と した 說も あるが、 それで は、 何の 故に 常より 殊に 增る のかが、 明らか 


でない。 序 歌 は 序詞 を 除いて 見ても、 その 意義が 完全で なければ ならぬ。 されば 强 ひて 不完全な^. 1 に 解す る 

必要 もない から、 初 二 句 だけ を 序詞と 1 るの が穩 かで ある。 奈良朝 後期の 風 調も^ して、 出お^ 成の 妙が あ 

る C とにかく 貫 之は當 代の 大家で ある。 

^まとに：^ りけ る 人に 遣 はしける 

越えぬ ま はむ n 野の 山の さくら 花人づ てに のみ 聞き わたる かな 

大意 まだ その 國越 をせ ぬ 間 は、 世に 有名な 吉 野の 山の 櫻の 花 を、 人の 話にば かり 傳へ 聞いて 幕す ことよ、 とい 

ふが 去 H の^で、 その 如く、 まだ 國越 をせ ぬ 間 は、 大和に 居られる 貴方の 事 を、 人傳 にば かり^いて、 ^しく 

思って 月日 を 絆る ことよ、 とい ふが 裏面の 意。 

1 諷 託の 間に、 多少の 味 ひ を 生す る やう だが、 その外に は 表裏 二 面の 意と も、 何の 面. d 味 もない 平^で ありた 

だ霄 である。 初 句 殊に 理を いひ 過して 面白くない。 家集に、 結句 聞き や 渡らむ と ある は、 や ゝ姿致 あるら しい 

が、 それ とても 五十歩百歩で ある。 

吉野 山に 櫻 を 詠む こと は、 この 歌が 抑 もの 始 であらう。 奈良時代に は、 m 川の 淸き 河內 など 欲って、 山水の 美 

は 盛んに 稱譽 して ゐ るが、 櫻に 言及した の は 一 向ない o 

彌生 ばかり に、 物 のた うび ける 人の もと に、 又、 人 まかりて、 

せ う そ こすと 聞 き て、 よ み て . ^はしける 

0 欲 二  六 二 一 
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露なら ぬ こ 、ろ を 花に おき そめて 風 ふく 毎に 物お もひぞ つく 

1 o 彌生 ばかりに 云々 「物の たうび」 は物宣 ひの 轉 訛で、 物い ひける の 尊敬 格で ある。 當 時の 俗言で あら、？。 

「人まい りて」 は人參 りて とい ふに 似て ゐる。 「まかり」 の 用法 は 古意と 異なって ゐる T せう そこ」 は 消息の 字音。 

もとは 人の 生死に いふ 詞を轉 じて、 安否 を 訊 ふこと となり、 叉轉 じて 書簡 をい ひ、 又 人 を 音 づれる 事に もい ふ 

事と なった。 詞書 は、 三月 頃に 自分と ある 懇話 を か はされ た 婦人の 許に、 又 他の 人が 參 つて 音信 をす ると 聞い 

て、 詠んで 贈った との 意。 0 物お もひぞ つく つく は 附着の 義。 

大意 花に は 露が 置く が、 その 露で も 無い 自分の 心 を、 花のう へに 置き 初めて、 それ 故、 風の 吹く 度每 に、 花 か 

散らう かと、 心配が サ 起る わ、 とい ふが 表面の 意で、 自分の 心 を 貴方に かけ そめて、 それ 故餘 所より 消息の あ 

る 度 毎に、 責 方のお 心が その 方へ 散らう かと、 心配が サ 起る わ、 とい ふが 裏面の 意。 

1 「物の たうび ける」 「人 參 りて」 など 敬語 を 使って あるの^ 見る と、 その 人 は 貴婦人ら しい。 折 柄が 彌 生の 頃な 

ので、 移ろ ひ 易い 花 を その 人に 喩へ、 誘 ふ 風 を 他よりの 消息に 擬 へて、 我が 心 がら、 仇なる 花 故に 物 思す ると 

いひ 送った。 これ 喑に 花に 耐久性の ある やうに と 諷した ので ある。 則ち その 人に 貞操 を 要求した ので ある。 そ 

こに 含蓄の 味 ひが ある。 そして 戀 する 人の 輕ぃ 嫉妬 心が 活 いて ゐる ことが 面白い。 

结句、 六 帖に铷 を こそ 思へ と ある o 

坂 上 これのり 

わが 戀 にくら ぶの 山の 櫻ば なまな くちる とも 數 はま さ ら じ 


1 o わが 戀 にくら ぶの 山 我が 戀に 比ぶ に、 嗜部山 を かけた。 喑部. E は奍に 「^の 花 句 ふ 春べ は」 の 條に既 

大意 自分の 戀 に比べ ると、 喑部 山の 櫻 花が、 よしや 絕間 なく 散る とい ふと も、 その 思の 數は 格別 まさり はす ま 

ゝ フ o 

0 物 忍の しけさ をい ふに、 繽紛 として 飛ぶ 落花の 數を 以て 對 比した のに、 詩趣が 搖 く。  くらぶの いひ かけ は 無 

いぶが 簡淨 でよ いの だが、 手の あるの を 喜んだ 時代の 風 調 だから 據 ない。 

宗 岳のお ほより 

ふゆ 川のう へ は 氷れる われ なれ やした にな がれて 戀ひ渡 るら む 

0  0 ながれて 流れて に、 長ら へ て を かけた の は、 例の 事で ある。 

大意 冬の 川の 5 へ は 氷って、 下に は 水が 流れて あると も 知れぬ やうな 自分の 身 かして、 その 氷の 下 を 水の 流れ 

ると いふ やうに 存在へ て、 心の 内に 絕 えす 戀 しく 思って、 月日 を經 てるので あらう。 

0  丁 フへは 氷れる」、 「したに 流れて」 の對 照、 や、 粘密に 過ぎて 煩 はしい。 


四：？、 一本に 下に こがれて と ある はわる い。 六帖 に、 初 句 ふる 川の、 結句 戀 しかるら むと ある。 ふる 川 もよ く 

ない a 


た r 

た ぎ つ 瀨に拫 ざしと： めぬ 浮 草 の う き たる 戀も われ はする か 

0  ^  二  六 ニー 二 


み ね 

か な 
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n  0 根ざし 根 入り をい ふ。 

大意 たぎり 流れる 川瀬に、 根 もとが 着かす に 浮く 浮 草の やうに、 何の 取りし め も 無い 浮いた 戀を まあ、 自分 は 

する ことよ。 

1 上句 は 序で ある。 下句 は、 萬 葉 集卷十 一 に、 

、六帖 にある は、 


解 衣の こひ亂 れつ、 浮 草の 5 きても 吾 は戀ひ 渡る かも (が 辦^ 

と あるから 斬新で はない。 又 後 撰集戀 二、 六帖 等に、 

玉津島 ふかき 入江に こぐ 船のう きたる 戀も われ もす るかな 

と兒 えた 大伴黑 主の 歌と 同じい。 黑主も 忠岑の 先輩で ある。 然し この 下句な ど は、 誰れ でもい へ る 平凡な 句 だか 

ら、 序の 冠せ 具合 一 つで、 別の 歌と 認める こと も 出来る。 た  > 瀧つ 瀨に 根ざしと V めぬ 浮 草 は、 事 實が疑 はし 

い。 瀧つ 瀨は浮 草の 生える 場處に ふさ はしくない。 想 ふに 作者の 意で は、 自分が さま <\ いひ 寄っても 人が 受 

け 引かす つれない の を譬へ たもの かも 知れない が、 どうもし つくり こない と 思 ふ。 

とものり 

よ ひ /\ にぬ ぎて わがぬ る 狩 ごろ も かけて 思 はぬ 時の まもな し 

■  0 よ ひく 夜々 の 意。 初夜の 意で はない。 0 狩 ごろ も 狩 衣に 同じい。 狩 衣は輕 繁の畧 服。 もと 狩獵 服で 

あった o  . 

大意 夜々 自分が 脫 いで 寢る狩 衣 は、 衣桁に 懸けて 置く が、 その 懸けて とい ふやう に、 心に 懸けて 人 を 思 はぬ と 


いふ こと は、 片時の 間 も 無い わ。 

1 三 句まで は 序で ある。 戀 一 、 「千 早ぶ る賀 茂の 社の 夕た すき 云々」 の 歌と 同 想 同型で あるが、 序の 敍述が や、 

簡淨 でない。 「よ ひくに」 は 狩 衣 をぬ ぐ 時刻 を 表 はした の だけれ ども、 肝腎の 「時の まもな し」 の 感じ を搔き 

亂 すので 面白くない。 

三 句、 六帖 にから 衣と ある o うち 任せて は、 衣 を總稱 してる る 唐衣の 方が 穩 やかで あるが、 「よ ひくに ぬぎて 

わがぬ る」 と あるに は、 狩 衣の 方が 作者の 生活に 緊密で あらう。 

〇 

あづま 路の さやの 中 山な か に 何し かひと を 思 ひそめけ む 

1 o あづま 路の さやの 中 山 逢坂の 關 より 東の 方へ ゆく 路を すべて r 柬路 」 といった。 「さやの 中 山」 は 和名 鈔に 

遠 江 國佐野 郡と ある、 その 郡の 中に ある 山の 意で ある。 後に は 小夜の 中 山と 訛って いふ。 o なかく に 口語 

のな まなかと いふに 近い o  o 何し か 「し」 は 强辭、 r か」 は疑辭 C 

大意 かう 氣强ぃ 人 を、 一 體 なまな かに、 何し にサ 自分 は 思 ひ 初めた ので あらう か。 

國 今更 思 ひ 切られ もせす 困った ものよ とい ふ餘 意が ある。 悔恨の 念 は 卽ち喑 に 自己の 行爲を 否認して ゐ るので 

あるが、 愦は 情で 勝手の 行動 を 執る ので、 制馭す る譯 にもい かない。 徒に 悔恨し つ、 もな ほ 戀に引 きづら れ賴 

けて ゆく ので ある。 この 苦悶 は 局外者の 全然 關知 せぬ だけ 餘 計に、 切ない ものである。 初 二 句 は、 「なかく 

に」 の 語 を 喚び 起す が爲に 置いた 序で ある。 なかの 音の 三疊 すら あるに、 r 中 山」 、「なかく」、 「何し か」 と、 な 
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の 頭韻 を蹈ん だの は、 この 聲 調の 和諧な 所以で あらう。 疑問 を 川 ひて 姿 致 を 取って るる。 

〇 

敷 妙の 枕の したに 海 は あれ ど 人 をみ るめ は 生 ひず ぞ ありけ る 

1 0 敷 妙の 枕に か、 る 枕詞。 戀 一 「わが 戀は 人知 るら め や」 の 條に旣 出。 o みるめ 見る目に 海松 布 を かけた。 

大意 寝て 居る 比の 下に 海 は ある けれど、 これ は淚の 海で、 まことの 海で ないから、 戀 しい 人 を 見る目と いふ 名 

の 海松 布 は、 生えぬ ことで サ あった わい。 

1 上句、 多量の 淚と說 破せ すして、 「枕の 下に 海」 といった の は、 浮 誇の 嫌 ひ は あるが 面白い。 下句 は、 人 を 見 

る 目 も 無い 卽ち逢 はれぬ の隱喩 である。 この 弄 語 は、 戀ー に、 

早き 瀨に みるめ 生 ひせば わが 袖の なみだの 川に 植 ゑて 見 まし を 

とも あるから、 當 時の 套 語で あらう。 構想 も 淚の川 を、 「淚の 海」 とい ひ換 へたる まで ゝ ある。 

初 二 句、 六 帖に君 s^lislgD と ある。 

〇 

年 をへ て 消えぬ おも ひ はありながら よるの 狭 はな ほ 氷りけ り 

1 0 おも ひ 思 ひに、 火 を かけた。 o よるの 袂 夜の 衣の 袂の 意。 寢卷の 袖 をい ふ。 

大意 年數 を. II て も 消えぬ 思の 火 は、 胸に ありながら も、 淚に 濡れた 夜の 衣の 袂は、 やはり 氷った わい。 


■ 冬より 春へ かけた 寒夜 を、 戀の淚 にかき くれて 濡れ 明した 人の 作で あらう。 されば 節 物に も 打ち合 ひ、 消え 

ノ  ぬ 心 火に も對 照が 的確 だから、 濡れけ りと いはす、 「水り けり」 と 誇張 乙た。 語 言の 巧に 着して、 着想が 平 we で 

\  ある。 只淚の 一 語 を S したの が f ) の 一 ふしで ある。 

\  锆句、 家集に 氷りつ、 と ある。 

一  ゥら ゆき 

一 わが 戀は 知らぬ 山路に あらな くに まど ふ心ぞ わびし かりけ る 

， 

0  0 あらな くに 「なく」 は 否定の ぬの 延音。 

大意 ，：= 分 s 戀は、 案内 知らぬ 山路で はあり もせぬ のに、 この やうに 踏み迷 ふ 心 はサ、 實に 難^であった わい。 

\  0 「惑 ふ」 の 語から 聯想した 不知 案内の 山路 を、 反喩に 使った C 举竞は 技巧の 歌で ある。 

；  三：？、 ぶ柒 にあら ね ど d、 下句、 六帖 にな どか 心の まど ひ 5 ぬべ^ と ある C 風調體 格の 上から 論す ると、 三 句 

木 文 sai ならば 六帖の 下句が よから うし、 下句 本文の 儘ならば、 二 句 は 家集に 從ふ 方が よから う。 

一 くれな ゐの ふり 出つ、 泣く 淚には 狭の みこ そ 色 まさり けれ  - ： 

い 1 〇 くれなる^ ふり 出つ、 泣く 夏 部 「思 ひ出づ ると き はの 山の 時鳥」 の條に 解した。 伹、 「くれなる の」 は、 こ 

の 驮 で は^ 詞 で はない。 それに 末に 「色」 の 語で 承け てるる からで ある。 
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大 I 戀の 思に 迫って、 紅 を 染める に 振り出しく する やうに、 聲を 振り絞り くして 泣く ので 出る 紅い 淚に は、 

袂 ばかりが サ 色が 增 つたわい、 紅の 着物 一 面に 染める と はちがつて サ。 

1 かう 言外に 餘意を 遺した から、 「こそ」 の辭は 重い 用 格で ある。 その 袂 のみ 色の 變る 所以 は、 も はら 淚を 抑へ 

るからで ある。 紅涙 は、 甚 しぐ 泣く 時 は、 淚が竭 きて 血が 出る の をい ふので、 

楚人和 氏^, 玉き 楚 奉-き 厲 TST 王 4 玉 人相 AT 曰 石 也、 王以 ぁ爲レ 詐而刚 -1 其 左足 T 及- 武王卽 き ^ 

- 又 £、 王き 1 玉ん 相 K、 又 曰、 石 也、 王又以 tRsi 而刚 -1 其 右足つ 文 王 卽&、 和 乃 抱 ^ 其璞 T 而哭 -1 於婪 

二  キグ- 一二 テス ヲ 

山 之 下 T 三日三夜、 泣盡 而繼レ 之以レ 血。 (韓非 子) 

楊 貴妃、 ^^恩^ 與， - 父母 一 相队^ 涕登 L、  I 天 # 淚き成 H 紅 氷？ (天寳 遣 事)  • 

など 1 えた 支那の 典故で ある。 

〇 

白玉と 見えし なみだ も 年 ふれば から くれな ゐに 移ろ ひに けり 

大意 始の程 は 白い 玉の やうに 見えた 淚も、 段々 に 年 を經て は、 血の 淚 になった かして、 眞 赤に 色が 變 つてし ま 

つたわ C 

i 水精の 玉が 珊瑚 珠と 化った と、 淚の 上に おける 變化 をのみ 述べた のに、 おの づ から 年月に 添って、 物 思り レ 

よく はけし く增 つた 趣が 躍々 として ゐる C 婉曲の 妙 は 他の 千 言 萬 語に 優る。 紅淚卽 ち血淚 のこと は、 上に い 

つた C 


結句、 家集に なりぬ ベら なりと ある。 

みつね 

夏 蟲を なに かいひけ む 心から われ もお も ひに 燃えぬ ベら なり 

1 〇 なに かいひけ む 愚なる ものと 何 かいひけ むの 意。 「か」 は 反動 辭。 o おも ひ 思 ひに 火 を かけた。 

大意 これまで 夏蟲 を、 火の 中に 飛び 入って、 心から 身 を 燃やす 愚な ものと、 何として いったで あらう、 ぞ、 さう 

• はいふべ きで 無かった わい、 今 は 心から 自分 も その 通りに、 思 ひの 火に 身が 燃えて しま ひさ、 フな樣 子で ある 

わ o 

1 燭 蛾の 典故 は、 戀 一 、 

夏 蟲の身 をい たづら になす こと も I つお も ひに よりて なりけ り 

の 條に擧 ゆた。 想 も 類似した 上に、 本據 とい ひ、 「おも ひ」 の 弄 語と いひ、 全く 同一 である。 只 敍述に 多少の 曲 

折が あるので、 姿 致 を 殊にして るるに 過ぎない。 躬恒 にして こんな 踏襲 を やる こと は、 聊か 不審な こと、 思つ 

たが、 作者の 同人 友 則 も、 上に、 「宵の 間 も はかなく 見 ゆる 夏蟲に 云々」 と 詠んで るるから、 この^の 歌人の、 

好んで 詠みあった 事柄で あるら しい。 

た ビ みね 

風 ふけば 峰に わかる、 しら 雲の たえて つれな き 君が こ 、ろか 

戀耿ニ  六 二 九 
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11 0臌 ふけば 云々 峰に 棚引いて ゐる 雪が 風に 隨 つて 柬 西に 別れて、 ち ざれく になる をい つた。 o たえて 

一向にの 意。 白雲の 絕 えてと か、 つた。 0 こ、 ろか 「か」 は 欵辭。 

大意 風が 吹く と、 山の 上 を 離れて 行く 雪が 絕ぇ るが、 そのたえ てと いふ やうに、 たえて 卽ち 一 向に 氣强ぃ 貴方 

のお 心で ある ことよ。 

0 三 句まで は 序で、 その 風致 も 面白い。 又 句々 力量が あって、 ひどく 緊張した 響 を もって ゐる。 それが 詠欵の 

意を强 める ことになる。 この 作者の 作と して は、 蓋し 逸 調に 數ふ べき もの ゝ 一 つで あらう。 

結句、 六帖、 ^之 集に^:^ 5, か 1 と ある、 これ は 優って ゐる。 下句、 新撰 萬 葉 に ， 返り て も s^lwis と 

ある は 別 S 歌-たらう。 

〇 

月影に わが 身 を かふる ものなら ばつれ なき 人 も あはれ とや 見む 

i  0 あはれ 可 怜の怠 。 

大意 あの 空の 影に、 自分の 身 を換へ られる 物であるなら ば、 早速 換 りたい、 さすれば、 いかに 氣强ぃ あの人 

も、 あ、 可愛い と 思って、 見て 吳れ るで も あらう か。 

1 月影の 身にしみぐ と、 人を戀 ひつ、 詠んだら しい。 「今夜 月明 人 盡^」 といった やうに、 月 ほど 世に 愛でら 

れる物 も 無い。 乃ち これ を 基 想と して この 月に 身 を相換 へたら ばと 思 ひ 寄る の も、 無理なら ぬ 事で、 絕 望の 餘 

り は 理性 を 没却して、 到底 不可能の 希望 を すら 描く に 至る、 その 焦慮 煩悶の 狀 態が 想 ひ やられる。 この 空想、 


この 實感、 兩々 相對 して、 詩 味 湧 然として こ、 に 生じて くる。 又 この 歌で は、 「月影」 は 月と いふ も 同じ 程の 事 

である。 月 あれば 影 は必す ある 物故に、 うち 任せて は、 月と も 月影と もい ふ。 新 後 拾遺 集に、 天曆の 御製、 

月影に 身 を やか へまし あはれ て ふ 人の 心に 入りて 見る ベ く 

比 校して、 その 巧拙 を 知られたい。 

拾^ 集に 再出した のに は、 四 句 ia— ぬ 人 もと ある。 家集 も 同じい。 六帖に は、 W 思 はぬ とい ふ S3 に 人って、 初 

ニ^、 月影 を わ，， ss^sl ふ^と あ り ， しかも 作者 を^ S と署 して ある。 耿の さま を 思 ふと 或は さも あらう。 

，  3  n  、、ゝ 

^ カぺュ 

0 ひ 死なば たが 名 は 立た じ 世の中の 常な き 物と い ひ はなす とも 

大意 もし 私が このま、 戀ひ 死なうならば、 誰れ も 外の 人の 名 は 立ち はすまい わ、 貴方 は、 人の^ 命 は 世の中の 

無^の 物と して、 常然の 事の やうに いひ 成されても、 貴方の つれない 事 は、 人 もよ く 知って るる^ ゆ ゑ、 や は 

り 中： 方 S き怙 な爲、 とい ふお 名が. N つ ことで ございませ うわ。 

1 されば、 餘り强 顔くな さらぬ のが 貴方のお 爲 でせ うと、 所謂お 爲 ごかし で、 自分に； 11:^ を 求めた 手 ^3 狡猾、 

語 雷の 巧、 また I 顧の 値が ある。 但萬 葉集卷 十一 一、 

M 人 も 語りつ ぐが ね よしゑ やし 戀 ひても 死なむ 誰が 名なら め や 

人目お ほみ た  >  にあ はすて 蓋しく も わが 戀ひ 死なば 誰が 名なら む も 

を 藍 木と して、 更に 佛^ を 加味して るる。 その 先潜り をして、 先方の いひ さうな 辯 疏の詞 をまづ 奪って お) か 
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物と して、 攻 道具に 使った こと は 流石で ある。 三 句、 景樹が 「世の中 はと あらで は、 その 意徹ら す」 といった の 

はな かくに 僻言で、 「常な き 物」 は 世の中 をい つたので はない、 人の 壽命を 指した ものである。 

つら ゆき 

津の國 の 難 波の あしのめ も はるに しげき わが 戀 人知 るら め や 

1 0 津の國 の 難 波 津の國 は攝津 の國の 古名、 難 波の 津 あるより 員うた 名で ある。 和名 鈔に 「攝 津國 n%t^l」 

t レ レ , 

と ある も、 なほ 國文國 歌な どに は、 津の國 と 書いた。 難 波 は 今の 大 坂の 地。 o め も はるに 目も遙 にの 意。 見 

渡しの 遠い をい ふ。 上から 續 けて、 蘆の 芽 も 張る とい ひかけ たと する 說は 穿鑿で ある。 「め」 は 見えの 約。 

大意 津の國 の 難 波の 浦の 蘆が、 目 も遙々 と 見渡す 限り 生え 茂って ある 如くに、 繁く物 を 思 ふこの 自分の 戀を、 

先の 人が 知らう か、 いや これ 程で あらう と は 知り はすまい わ。 

1 先方の 人が 知ったなら、 必す 同情せ すに はおくまい にの 餘 意が ある。 下にの み 思 ひ 包んだ 戀 であらう。 長 高 

の體 である C 上句 は、 萬 葉 集に、 r 舂 草の しゅき わが 戀」 など あると 同 想の 序。 

〇 

シ ラマ ュ £ 

乎 も ふれで 月日へ にけ る白眞 弓お きふし よる はい こそ 寐られ ね 

園 0 月日へ にけ る この 句 下へ 續 いて は、 一首の 意が どうしても 聞き取り がたい。 諸 註、 さま <\ に釋 きな し 


て は あるが、 牽 强で諾 はれない C 打聽 本に は、 へに けりと あって、 切れて るる。 それなら 聞え る。 假令、 かう 


した 準 據の證 本がない としても、 こ、 で 句は斷 るべき である。 思 ふに 誤寫 のま、 に傳 はって 來 たの だら う。 

o 白眞弓 和名 鈔に、 「擅、 木 名 也、 和名 萬 由 美」 と ある。 伊勢 貞丈は 「この 木、 木理 細かに 其の 性ねば くしな 

やかに して、 弓 材には 甚だ 宜し。 葉 も 幹 も 大方 玉 椿に 似たり。 皮 を剝 けば、 木の 肌 細に して 色白し、 云々。 檀 

を 弓の 上材 とする 故に、 眞 弓の 稱を負 せた るなる べし。 眞は 美稱、 白眞弓 は、 欖 にて 製れ る 弓 を、 白木の ま、 

にて 用ゐる をい ふ」、 宣長は 「木の 色白き 故にい ふ」 など 諸家の 說が ある。 さて これ は、 下の 「おきふし」 の 序に 

用 ひた。 弓 射る に、 古く は、 その 鋅を 或は 起し、 或は 倒す ことがあ つたので あるら しい。 古事記、 ^紀、 ず：： 槳 

集な どに、 弓 腹 振 立て、 弓 振起し、 弓 上 振起し の 類、 數多 見えて ゐる。 眞 淵が、 弓 射る 人の 起伏す る 射禮の 

あつたと いふ 說は覺 束ない。 o よる は 夜に 寄る を かけた。 寄る は 弓 引けば その 本末が 體の 方に 寄って くる か 

らい ふ。 o いこ そ 寐られ ね 「い」 は寢 又は 宿の 意。 

大意 心のう ちにば かり 思って、 あの人に は 手 さ へ も觸れ すに、 長い 月日 を 經て來 た わい、 今 はもう 思が 嵩 じて 

白眞 弓の 起伏し する やうに、 夜 は 起きたり 伏したり して、 夜の 目もサ 寐られ ぬわ。 

1 例の 轉輾 反側の 意で ある。 序詞の 「白眞 弓」 の綠 で、 掛け離れて 居る こと を、 「手 も觸れ で」 と轉義 した？ 一 一句で 

けりと 切れば、 譯も 無く 聞え る 歌な のに、 「ける」 と ある 原本に よって、 季吟は 「手 も 觸れす 久しく 置きた る 弓 

は 節 起きな どして、 癖の 出來る 如くに」 とい ひ、 廣蔭は 「手 も 觸れで 月日 を經 たる 白木 は、 强 くて 引 寄せて 起伏 

しさす る こと も 心に 任せぬ 如くに」 など 解いて、 譬喩の 不完全と なる の も 忘れ、 宣長は 不得要領の 解 を 下し、 S 

樹は鮮 し 難しと 投 了した の は、 皆 その 誤寫の あるのに 心づ かなかった 失考で ある。 

六帖、 家集に 物 を こそ 思へ と ある。 
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\ しれぬ 忍の みこ そ 佗し けれ わがな げき をば われの みぞ 知る 

大意 先の 人に 知られぬ 戀の 思ば かり はサ、 仕方 も 無く 難儀に 思 はれる わい、 自分の 歎き をば、 自分ば かりが サ 

承知して 居る わ。 

J おのが 一： 「爲の 愚 さ を 自分から 嘲って ゐる。 さりながら やはり 利口に はなれないで、 思ひ欵 くより 外の ない 人 

の 作で ある。 「のみ」 の 語、 無意味に 重複して、 洗煉の 作と も 思 はれない。 

結句、 家 葉に れれの みぞ，^ と ある を景樹 はた すけてい ふ 「歎き は 長 息 なれば、 その 聲を 聞く 由な り」 と。 

友  則 

言 にいで てい はぬ ばかり ぞ みなせ 川した に 通 ひて 戀 しきもの を 

0 首に 首 椠に。 0 みなせ 川 攝津 の國山 崎の あなたに 水無瀨 といって、 惟喬 親王 や 後鳥羽 上皇に よって 有 

名と なった 處も あるが、 本來 固有名詞 ではない。 何處に まれ、 水の 無い 川、 或は 砂の 下 を 水 は 通って、 うはべ 

に 水の 無い 川 をい ふ。 萬 葉 集に、 水 無し 川と あるの も是れ で、 みなし、 みなせと 轉 つたので ある。 水 無 瀨の瀬 

は あて 字で ある。 さて こ、 は 「したに 通 ひて」 の 序に 川 ひた。 

大意 スレ ャ戀 しいと、 詞に 出して いはぬ だけの 事ぞ よ、 丁度 水無瀨 川の、 うはべ は 水の 無い と 見えて 底に は 水 

の 通 ふやう に、 自分 も 心のう ちに は 思が 通って 戀し いもの をサ。 


^ かう とも、 あの人 はよう 知るまい と 打ち 歎いた 餘 意が ある。 水 無瀨川 は、 一保 葉 集に、 「水 無瀨 川下 ゆわれ 瘦 

す」 など、 先例がない ではない が、 譬喩が いかにも 恰好で ある C 戀 三に、 この 作者 はまた、 「かくれ 沼の 下に 通 

ひて 戀ひ はしぬ とも」 の 詠が ある C 好んだ 口癖で あるら しい。 

みつね 

君 をのみ 思ひ寐 にね し 夢 なれば わが 心から 兑 つるな りけ り  ：■ 

i  o 思ひ寐 忍 ひながら に寐 人る をい ふ。， 

大意 戀 しい 人の 事 を、 一 途に思 ひながら に寐て 見た 夢な ので、 逢 ふと 見た の も、 やはり. H 分の 心 がらと^ たの 

であった わい、 夢のう ちに は、 逢って 吳れた 貴女のお 心 を、 嬉しく 思った がな あ。 

國^ ふと 兒た夢 は 自分の 思 ひがらで、 先方に は無關 係で あつたと 氣が 付く と、 なまじ ひに 物 忍の 稀-で、 1^ すと 

もの^であった。 かう 反映の 意 を 味 ふ 時 は、 また 多少の 感哀が ある やうで ある。 离薬^ 卷， H 一、 

^か ， 〕 、 ろと^み 思へば あたら 夜の ひと 夜 もお ちす 夢に し^ゅる 

に 胚胎して、 更に 一 段の 結構 を 進めた ものである。 恐らく 贈 遺の 作で あら 5。 

一 一句、 一 木に^ ひ寐 にせし と ある。 

たぐみ ね 

命に もま さり て をし く ある もの は はてぬ 夢の さむるな りけ り 

懇^  二  六 三 五 


古今 和歌 集卷第 十二  六 三 六 

大意 二つ 無い 命に も 優って、 惜しく 思 はれる 物 は、 世に 無い と 思って 居た が、 さう まで 惜しい もの は、 戀 しい 

人に 逢 ふと 見る 夢の まだと くと 見切らぬ うちに、 f ) の やうに 覺め るので あった わい。 

1 誇張と いってし まへば それまで だが、 高度の 情熱 は、 輕 重の 分別 を さへ 失して、 命 も 物の 数でなくなる。 見 

果てぬ 夢の 悔しさが 思 ひ 遣られる。 突 梯の狂 想が この 好個の 詩 を 成した ものである。 家集に 、「昔 物な どい ひし 

女の なくなり しかば、 あか 時 方の 夢に 見果て 侍らで、 さめ 侍りし にかば」 と ある 詞書 は、 事情 を 解せ ぬ 後人の さ 

かしらに 書きな した ものと 思 ふ。 死んだ 人の 上で は 一 向お もしろ くない。 

つらき 

梓弓 ひけば もとす ゑ わが かたに よる こそ まされ 戀 のこ 、ろ は 

モト ハズゥ ラハズ 

1 o 梓弓 舂上 「梓弓お して はる 雨」 の 條に旣 出。 こ 、はた^ T  、弓と いふに 同じい。 0 もとす ゑ 弓の 本 弭末弭 

の 方 をい ふ。 0 よる こそ 寄る に、 夜 を かけた o 

大意 弓 を 挽けば、 その 本末が 自分の 方へ 寄る が、 そのよる とい ふ 夜が サ、 晝 よりも 格別に、 人戀 しく 思 ふ 心 は 

增る わ。 

1 上句 は 序で、 隨分 器用に よみこな した ものである。 夜の 戀ひ まさる は、 氣 の散亂 する 事な しに、 感傷し 易い 

時 だからで ある。 上の 貫 之の 「白 眞弓 おきふし よる はい こそ 寐られ ね」 に 類似した 修辭 着想で あるが、 ふつく り 

した 味 ひ はこの 歌に ある 。景樹 は、 「今更 さと 思 知りた るが 尤も 切なる 限に て、 いと 哀 なり」 と 評した。 

結句、 六 帖に蟛 しき こと はと ある。 この 方的實 であると 古人 はいった。 思 ふに、 語調 をな だら かなら しめよう 


として、 撰者 等の 改めた のか も 知れない。 

- 

.  みつね 

わが 戀は ゆく へ も 知らず はても な し， 逢 ふ を 限りと 忍 ふば かり ぞ 

大意 迷 ひぬ いた 自分の 戀は、 I： 處 へさして 行く とい ふ 行方 も 知られす、 何處 までとい ふ果も 無い わ、 た V 思 ふ 

人に 逢 ふ を 行き止まりと、 思 ふば かりで ある ぞ。 

國 逢へば この 苦悶 はやむ とい ふ。 そめ 一切 を 放 下して ひとへ に 逢 ふべ く 思 ひ 入った 熱誠 は、 木石 も 感ぜし める 

槪が ある。 限り も 無い 物と 揚言して おいて、 一 轉語を 下して それに 限り もっけた 頓挫が、 この 巧處 である。 

〇 

われ の みぞ 悲し かりけ る 彥星も あはです ぐせ る 年し なければ 

大意 世の中に 自分ば かりが サ、 悲しい 身であった わい、 あの あはれ な 例に 引く 彥星 さへ も、 一向 ^瀨の 無い 自 

分と は 違って、 年に 一 度の 契 はあって、 逢 はすに 過ぎた 年が サ 無い から。 

ia 世に おなじ 悲境に 沈淪 する 者が あると 思へば、 自分ば かりで もない と、 自然 慰め もされる。 されば 逢 はすし 

て 日 を 經る喊 は 心細く は ある もの/'、 なほ 天上に は彥 星が あると 思って 慰んで ゐ たの を、 ふと その 彥星 でさへ 

も、 七月 七日の 年に一度の 會合は あると 思 ひ 寄って、 遂に 天に も 地に も わが 儔が 無い と 知った 時、 ほんに どん 

なに 悲しい 心地が したら う。 牽牛 織女 を 戀の比 興と する こと は、 夙く 奈良時代に はじまって、 この頃に 盛んで 
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あった。 さて、 この 逢瀬の. な いのは、 女の つれない 爲か、 それとも また、 さる 契 ある 彥星 を引證 した 點 から 见 

ると、 素より 知り合った 中に、 障る 事が 出来ての 事 か、 いづれ でも 意味 はと ほる。 


三 句、 六帖 にたな ばた もと ある。 


力  や 


今 はは ゃ戀ひ 死な まし を あ ひ 見む と賴 めし こと ぞ命 なりけ る 

1 o あひ^む 「あ ひ」 は輕ぃ 接頭語。 逢 ひの 意で はない。 萬 葉 集に は、 皆、 相の 字が 書いて ある。 o こと ぞ 

「こと」 は 言の 意。 事で はない。 

大意 もう はや 焦れ 死んで しま はう もの を、 何時ぞや 逢 はう と、 あの人が 約束して、 賴 みに 思 はせ た その 一 言が 

サ命 となって、 かう 生きて 居る のであった わい。  . 

0 れ^け のよ かった 儘に、 よも やに か、 つて 綱 引いた 戀 であらう。 源氏物語 夕顔の 卷に、 

うつせみの^ はう き 物と 知りに し を また 言の葉に か 、 る 命よ 

この類の 着想 はな ほ澤山 ある。 蓋した しかに 世間に 多い 事實 である。 

み つ ね， 

たのめつ 、あはで 年 ふるいつ はりに こりぬ 心 を 人 は 知らな む 

大意 逢 はう と 約束して、 賴み にさせく して 置いて、 逢っても 吳れす 年 を 經る每 に、 慾り もせす、 やはり 賴み. 


にして 待って 居る 自分の 心底 を、 かの 人 は 知って 貰 ひたい。 

0 虛僞 と眞實 と を對照 させて、 彼れ の 羞恥心 を 刺衝し、 その 悔恨の 念を鸭 じて は、 自分に 同^ を^せる ように 

と 希った。 僞に 凝りぬ 心 長さ もつ まり 戀 なれば こそで、 哀れで ある。 

この 歌、 後 撰集戀 五に 再出して、 詞 書に 「久しくい ひ 渡り 侍りけ るに、 つれな くの み恃 りければ」 なり ひらの 

朝臣と あって、 伊勢が 返し、 

^蟲 のしる くまど ふ 思せば こりぬ 悲しと 誰れ か 見 ざら む 

とい ふ をも舉 けて ある。 これ は 枇杷 左大ぼ 藤 原 仲 平 公の {に 位卑ぃ 時分の 歌で、 なか ひらと 假名に^い たの を、 

なり ひらと 寫し 誤った ものである。 まこと 業 平なら ば、 ^勢と は 時代が 出會 はない。 ^勢 集に もこの 贈答が^ 

つて、 作者 は 仲 平で ある。 仲 平 は 躬恒と 同時の 人で あるから、 作者の 誤記な ど は あるべき 苦がない。 後 撰 集に 

わざく 業 平と？ k: して 再選した こと は、 頗る 異 しい。 

再考、 古今 集 撰 著の 頃 は、 仲 平 は 官位の まだ 淺ぃ 三十 歳ば かりの 壯 年で、 伊勢の 御との 關係 は、 なほ 久しい 以 

^からあった らしい。 對 手の 伊勢 は 歌人の 聞え も あり、 餘り 拙劣の 歌 を 出す の も、 殘 念で，？ 6 りが わるい ので、 

斯道の 名^たる 躬^に 誹へ て 詠ませた のか も 知れない。 そして 贈った の だら う。 仲 平の 甥に 常る 師輔 が. K 納： ：..-- 

だった 畔、 わざと 赏 之の 家 を 訪ねて、 魚 袋の 歌 を 乞うた 咄を思 ひ 合 はせ るが よいつ さて、 躬恒 はこの 集の^^: 

として、 自分の 作 だから 自分の 歌と して 載せた の だら う。 伊勢の 御 はまた 仲 平が 贈った たから、 仲 平の 自作 

と 思って、 蕖 にも 書き留め ておいた の を、 後 撰 集の 撰者 達が 伊勢 集 を 過信して、 古今 を 誤と し、 作者 を あらた 

めて 更に 收錄 した ものと 忍 は. れる 0 
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とものり 

へ 叩 や はなに そ は 露の あだ 物 を 逢 ふに しか へ ば をし からな くに 

1 0 命 や は 下に 惜しき の 語 か 略 かれて ある。 かう 初 句で 切る 解 は、 廣蔭說 によった ので ある。 長 野義言 は、 

「命と い、 ば 大切なる 物の やうに 聞 ゆれ ど、 人の 身 は 何 さるものなら んぞ といへ るに て、 さるものに は あらす、 

只 露の 如く 空なる もの をと いふ 意な り」 と說 いて ゐ るが、 初 二 句の 連續が 十分に 解かれて ない。 o なに そ は 

離別 「かへ る 山 何 そ はありて あるか ひ は」 の條 に、 委しく 註して ある。 0 露の あだ 物 を 露の 如き 空 物なる を 

ァダ  アナ  . ) 

s^。 「空」 ははかなくて 當 にならぬ をい ふ 

大意 大切に 人の 思 ふ 命が サ命 かい、 何 それ は 露 同然の はかない つまらぬ もの を、 思 ふ 人に 逢 ふのに サ換 へるな 

らば、 この 命 をし まふ 事 は 一向 惜しく は 無い のに、 それでも 逢って 吳れ ぬので、 仕方が無 いわ。 

0 逄 ひだに せば 死 をも辭 せじの 意 を、 「逢 ふに し換 へば 云々」 とい ひ換 へた。 洗煉の 語で ある。 凡 想なら ば、 ま 

づ その 命が 極めて 責 重な 所以 を 述べて、 さて 戀の爲 に は 惜しまぬ 趣に 取り成すべき を、 これ は 開口 一  番命を 物 

にも あらぬ やうに 罵倒し 去って、 逢 ふに 換 へば、 寧ろ 餘程換 へ 德 である やうに 喝破した。 全く 意表の 語で ある。 

高潮の 情熱に 驅られ て、 冷靜を 失った 想の 矯激で、 辭樣 また 奇で、 實に おもしろい 作で ある。 この種の 風格 は、 

^然業 平 朝臣 椠 中に 見るべき もの、 延 喜の 歌人に して 在 五の 壘を 摩し 得た の は、 實に 非常の 好成績 を擧 ゆた と 

いってよ い。 上句 は、 或は 當 時の 口語の 辭樣 では あるまい か。 


初 二 句、 六 帖に命 か は 何 そ も 露のと あり、 家集の 一本に は、 また 命 や もと ある。 伊勢 物語に、 「思 ふに はしの ぶ 


る こと ぞ まけに ける 逢 ふに し換 へば さも あらば あれ」 と ある は、 この 下句と、 戀 1 、 「色に は 出で じと 忍 ひし も 

の を」 の 歌の 上お と を iS 合した もので、 筋が 立たない。 
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戀 歌 三 .  , 

彌生 のつ いたちよ り、 し の び に、 入 に 物 をい ひての ち に、 雨 

の そぼ ふりけ る に、 よ みて つか はしける 在 原 業 平 朝臣 

おき もせず ね もせで よる を あかして は 春の 物と てながめ 暮らしつ 

0 〇彌4 の 云々 「ついたちより」 は 打聽の 一 木に つ いたちば かりと あるが よい。 「物 を」 は 一 本に gIF と ある。 

「物 をい ひて」 は 男女の 語ら ひ をな す をい ふ。 「そ ほふり」 は ショボ くと 降る をい ふ。 この 詞に- は、 パ |c 吻： 力 

一 >  ， 

サ：： n 男 ありけ り。 奈 良の 京 はは なれ、 この 京 は 人の 家 未だ 定ら ざり ける 時に、 西の 京に 女 ありけ り。 その 女、 

^人に はま さわりけ り。 形より は 心なむ まさりたり ける。 ひとりの みに も あら ざり けらし。 それ を、 かの ま 

めお おち 物語ら ひて、 かへ り來 て、 いか 思 ひけむ、 は彌 生の ついたち、 雨 そ ほふる にやり ける。 

と えた。 ^ 榭 いはく、 「この 詞書 は、 勢 語の 文 を抽き 人れ たるに て、 尤も 拙し。 紀 氏の 文 は、 勢 語の 企て 及ぶ 

所に あらす C さるに， この 文勢 語に 劣れる こと 論な し。 紀 氏に まがへ て 見る は淸 盲な り。 こ は 題 しらすの 歌な 
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るべ し。 集 次 も、 不逢戀 なるべき なり。 この 詞害 ありて は、 逢戀の 意に なれり」 と。 紀 氏の 文 は 勢 語の 及ぶ 所 

にあら すと、 ー槪に 論じて しまったの はや ゝ偏斷 に 失する が、 この 詞 書に 就いての 說は 至極 同感で ある。 

0 春の 物と てながめ 暮らしつ 暮春の 頃な ど 長雨 は 降り 勝な ので、 「春の 物と て」 といった。 「ながめ」 は、 長雨に 

詠め を かけた。 詠め は 長目の 義で、 物 思しつ、 見る ともなし に 物 を 見詰める 貌 である。 

大意 物 思に 亂れて 夜の 目 も 合 はす、 されば とて 起き 上り もせす 又 眠り もせす に、 やう/^ と 一 夜 を 明か し て 

は、 やれ 嬉し やと 思 ふに 又、 晝は晝 で、 この 節の 春の 物ぞ とい ふこと で 降る 長雨に、 一 日 辛氣に 詠め 暮らし ま 

したわ Q 

0 編 次の さま を 思 ふと、 意 は 不逢戀 なるべく、 さて 歌 は その 女の 許に 贈った もので あらう。 夜もすがら 輾轉反 

側して 物 思す るが、 それでも 夜が 明ければ、 物に 紛れて 思の 慰む 事 もやと、 漸く 待ち明か したのに、 又 折柄筌 

がかき 曇 つて、 雨 さへ 降る ので、 その 一 日 を 詠めく らした の は、 どんな 心地が する であらう。 か 5 晝は晝 で 物 

思 をす る ことの 生憎な 趣が、 三 句の 「て は」 の 助辭に 依って 表現され る。 等閑に 看過して はならない。 終日 終夜 

を 日 を經て 思ひ戀 ふるさ ま、 戀 一 、 

あけたてば 蟬の をり は へ なき 暮 らしよ る は螢の もえこ そまされ 

とほ V 同 趣で、 これ は 修飾に 春雨 を 用 ひたの みが 差って ゐる。 なほ その 歌の 條を參 照 ありたい。 筆 路縱撗 、 更 

に.^ 束の 態がない。 佤 この 朝臣の 作と して は、 诀 して 上乘の もので はない。 

業 平 朝臣の 家に 侍りけ る 女の 許に よみてつ か はしける 


としゆきの 朝臣 

つ れ ぐ の ながめに まさる 淚川 袖の みぬれ て 逢 ふよし もな し 

0  0 業 平 朝臣の 云々 ^勢 物語に、 

昔な まあて なる 男の 許に、 ご たちあり けり。 それ を 内 記な りけ る 藤原敏 行と いふ 人よ ば ひけり。 この 女、 顏 

かたちよ けれど、 未だ 若ければ、 文 も を さくしから す、 詞も いひ しらす、 況ゃ歌 はよ まざりければ、 かの 

主人なる 人、 案 を^ きて かゝ せて やりけ り。 めで 惑 ひに けり。 さて 男の よめる。 

と詞 寄して、 この 歌 を あゆて ある。 0 なかめ 詠めに、 長雨 を かけた こと は、 上の 歌に 同じい。 0 淚川 地名 

でない。 混喩 である。 

大意 打ち^いて 雨の 降る 頃 は、 徒然な のにつ けて、 いよく 戀 しさが まさって、 長雨と いふ 名の 詠め をす る爲 

に、 水嵩の 增る淚 の 川に 袖ば かり 濡れて、 逢 ひたくても 逢 はれさうな 模樣も 無い わ。 

l 霖 雨の^ 然に は、 外に 氣の 紛れる 仕草 もない から、 思 ふ 事 ある 人の、 いよく 堪へ 難い 頃 ほひで あらう。 「淚 

川」 は、 長雨に 川 水の 增す 聯想から 涙に 誇張の 比喩 を 川 ひて 承け たに 過ぎない。 故に こ、 の 「川」 は 主^の 字で 

なく、 輕く使 はれて ある。 それ を 頗る 重く 見て 解釋 した 眞淵、 宣長 等が 誤 を 壟って、 藤 井高 尙が、 

長雨に は 川の 水增 して 深く なれば、 渡らむ としても 袖 を 濡らす ばかりにて、 渡るべき やうな きを もて、 一 う 

た^ 詞を让 立てた るな り。 思 ふ 人に 逢 ふこと を、 川 を 渡る に喩 へたる こと 例 あり。 

といった S は 整で ある。 波る とい ふ 語 は、 全然 歌の 上に ない C  ^返歌の 方 は、 渡って 袖の ぬれた ことに 取り成 
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して 詠んで るる。 それが 贈答 歌の 常 手段で ある。 叉 「涙 川」 の 造語 は 奈良時代 になく、 六帖 及び この 蕖に颇 る 多 

いこと を 思 ふと、 平安 期の 流行語と 見える。 特に この 贈答 二 首が その 先驅 をな した ものら しい。 「逢 ふよし も 

なし」 の 結句 は、 萬 葉に も 語 例が 多過ぎる ほど ある。 

四 句、 伊勢 物語、 六帖、 家集 等に は 袖の みひぢ てと ある。 次の 返歌に、 「袖 は ひづら め」 と あるに 合 はせ て考へ 

ると、 本文の、 「ぬれて」 と ある はよ くない かも 知れない。 わざと 詞 をい ひ換 へたの だとい へば それまで だが。 

かの 女に か はりて 返しに よめる  なり ひらの 朝臣 

あ さみこ そ 袖 は ひ づ らめ渙 川 身 さへ ながる と 聞かば たのまむ 

13  o かの 女 云々 こ S 詞齊の 寄き ざま は 拙い。 勢 語に は、 「返し、 例の 女に か はりて」 と ある。 思 ふに、 もとは 

返しとの みあった の を、 勢 語に よって 書き 加へ たもの かも 知れない。 景樹 いふ、 「上の 歌の 詞書は 『女の 許に よ 

みて 造し ける』 とのみ ありけ む を、 勢 語に よりて 業 平 云々 の 語 を 人れ、 この 返し も 『よみ 人 しらす』 なりけ む を 

業； 牛の 名を署 せし ならむ。 この 次なる 『徒に 行きて は歸る 云々』 の 歌 は 詠 人 不知なる を、 勢 語に は 『在 原な りけ 

る 男』 と、 業 平め かせた るな ど、 いろくに 繰れる ものな り」 と。 0 あさみ 淺 み。 こ、 の 「み」 は、 サニ、 叉、 

ク テと譯 すべき 副詞 格の 助辭 である やうに、 眞淵 以降の 註 者 は 解した が、 なほ 舊註、 及び 契 沖、 稚嘉 等の 說の 

如く、 形狀體 首と 見る のが 穩 やかで あらう G 

大意 貴方 は 「袖ば かり 濡れて」 と 仰し やる が、 ー體 河水の 淺ぃ處 こそ、 渡りな どす るに 袖 は 濡れる でしよう、 

淚川 がその やうに 淺ぃ 事で は、 賴 みに はなり ませぬ、 袖が 濡れる どころ か、 貴方の 御身まで が 流れる と 聞き ま 


せうならば、 それ は 深い 淚 川で、 御 思の 程 もさ こそと^ じまして 賴 みに 致し ませう わ。 

1 長い 袖が 水に^い て 徒渉す る 位の 水 は、 淺 いに きまった 事 だから、 

廣瀨川 袖つ くば かり 淺きを や 心 深めて わが 思 へらむ (萬 薬 集卷 七) 

^出 川 袖つ くば かり 淺 けれど 久邇 のみや 人 高 橋 わたす (催 馬樂) 

など、 古へ より 詠み 來 つて ゐる。 こ、 も その 意で ある。 「つれぐ の 詠めに 增る淚 川」 に 袖が K! れ ると いふ は、 

既に^ しい 誇張で あるのに、 なほ も 不充分と して、 今一 倍楚を 掛けた 「身 さへ 流る」 の 意表の 奇苢、 これ 小さな 

虛を銜 くに、 更に 大きな 虛を 以てした ものである。 戀 二に、 

おろかなる 淚ぞ 袖に 玉 はなす われ はせ き あ へ す 瀧 っ瀨 なれば 

と 小町が 返歌した の も、 同一 の輋 法で ある。 この 大膽な 誇張 は、 尋常一様の 歌人の、 とても 出來 得る 媳 でない。 

この 作者 は 全く 業 平で あらう。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

よ る ベな み 身 を こそ 遠く へ だて つれ 心 は 君が 影と なりに き 

3 ルべ ナ  カゲミ 

raa  o よるべな み 寄 方 無 さに。 0 影と なりに き こ s 「影 」 は 影身に 添 ふな どの 影で ある。 戀 一 に 「^すれば わ 

が 身 は 影と なりに けり」、 r 篝 火の 影と なる 身の わびしき は」 などの 澎は、 痰せ 細った の を 形容した ので 別で あ 

る o  ^じて ならぬ。 

大意 不^ 中：" かに 近ぶ 乙す ベが 無い ので、 身 を こそ かう して 遠く 隔て、 居れ、 しかし 戀 しく 思 ふ 心 は、 不斷 な〃 
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の そば を 離れす に、 貴方の 影と なって しま ひました わ。 

II 戀心 にあく がれた 人の 作で ある。 形と 影と は 必す相 件 ふ ものであるから、 相 副 ひて 離れぬ 意 を、 「影と なる」 

と轉義 した。 遠近の 合拍 はこの 組織の 骨子で ある。 

〇 

徒に ゆきて は來 ぬる 物 ゆ ゑに 見 まく ほし さに いざな はれつ 、 

キ ユキ キ  ナガ ラ 

園 o 來 ぬる 上に 「行きて は」 と あるので、 返る とい ふ 意になる こと、 注 來の來 と 同じい。 0 物 ゆ ゑに 物 乍 

にの 怠に 解す るの は 早い。 下に 最早 ゆく ベ きで はない にの 語 を 補つ て 解 するがよい o〇 見 まく ほし さに 見む、 、- 

との 欲し さに の^。 「まく」 はむ の延言 。 

大意 思 ふやう に 逢 はれす して、 折角 往 つて は 空しく 返り/^ する 物な ので、 最早 ゆくべき でもない もの を、 

それ を 送 ひたいと 思 ふ 心に サ、 誘 ひ 出されく して は、 又しても 往き 又しても 往 きする ことよ。 

1 詩の 召 南の，、 

陟 n 彼 南山？ 言 采ニ其 薇 T 禾 1 見 n 君子？ 我心 傷悲、 云々。 

の 趣に 彷彿して るる。 上句、 や、 理路に 渉る 嫌 ひも ある。 但、 「ゆきて」 の 下に、 ゎづ かに 「は」 の 辭を點 出し 

て、 幾た び も 往来す る 趣 を 現 はしたり、 能 ふかぎ り 多くの 語 言 を 省略したり など、 叙述の 精巧 は 頗る 見る に 足 

る ものが ある。 

この 歌の 作者、 ^勢 物語で は 例の よみ 人 しらすで ある。 六帖 には^ S の 名を署 して ある。 もとより 風 體が殊 つ 


てるる から 信ぜられな い。 

あはぬ 夜の ふる 白雪と 積り なば 我れ さへ ともに けぬべき もの を 

この 歌 は、 或 人の いはく、 「かきの もとの 人 丸が 歌な り。」 

1 0白 雪と 積り なば 白雪と サ： ハに 積り なば の 意。 「と」 の辭 早く 解す ると、 白雪の 如くと もい はれよう。 花と 散 

る、 雪 と 降るな ど 皆 この 意。 

大意 忍 ふ 尺に 逢 はぬ 夜が、 この 降る 雪と 同じ やうに、 幾夜もく 積ったなら、 又 この 雪の 消える^ 分に、 え^ 

はぬ 悲し さに、 .en 分の 命まで が 共に 消えて しま ひさう である もの を、 さても 逢 はれぬ ことかな。 

1 一度 逢って 後、 故障が 出來て か、 人が 逢っても くれない 頃、 雪の 降る の を 見て、 忽ち 感興 を發 して、 わが 運 

命 をト すると、 遂に は 雪と おなじ 逕路 をた どって 消えて しま はう かと はかなんで、 無^な 戀人 を怨ん だものと 

^はれる。 成 はかう 詠んで、 その 人に 贈った のか も 知れない。 譬喩の 親 貼な の はこの 巧虛 で、 また 拙虚 であら 

う。 結句の 「を」 の辭を 解して、 景樹 は、 「八重垣 造る その 八重 埙 を」、 「夜に は 九 夜 日に は 十日 を」 など S をと S 

じ钬齚 であると 論じた が、 上 来の 語勢 を 味 ふと、 言外に なほ 餘意 のの こる ほどに、 强ぃ 調チに 聞きな される の 

で、 やはり 抑揚の^ 味に 川 ひられた 辭と 解す るの-か 穩 やか だら う。 

左 註 は 信ぜられない。 風 調 叙 法す ベて 人 麿に は 似 もっかない。 
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なり ひらの 朝臣 

秋の 野に 笹 わけし 朝の 袖よりも 逢 はで こし 夜ぞ ひぢ增 りけ る 

1 o 笹 小忭。 

大意 秋の 野で、 笹原 を 踏み分けて 來た 朝の 間の 袖 は、 露の 爲に隨 分 濡れた が、 それよりも 貴方の 所へ 往 つてえ 

逢 はすに 戾 つて 來た 夜の 間の 袖が サ、 意外に も 淚の爲 に ひどく 濡れ まさった わい。 

1 小^の 露に そ ほち つ、 秋 野 を 分けた の は、 以前 その 人に 逢って 立ち 歸 つた 朝の ことであった。 今 は 訪ねた か 

ひもな く、 叩き わびて、 空しく 夜中 時分に 立ち 歸 つた 袖のう への 淚に、 かの 後 朝の 朝の 袖の露が 聯想され て、 

比べて 見れば 今の 淚の 方が 濡れ 勝った との 斷案を 下した。 この 誇張 は その 佗し さの 一 通りで ない 趣 を 見 はすに 

力が ある。 「朝の 袖」 と あるに 讓 つて、 夜の 袖と いふべき を 省き、 又 上句に 露、 下句に 涙の 語 を 着けす に、 たし 

かに それと 思 はせ るな ど、 頗る 老練な ものである。 一 篇の 骨子 は 有情 無情の 對照 にある。 

四 句、 伊勢 物語に あはで ぬる 衣ぞと ある はいか ヾ。 これ は 我が家に 丸寢 した 趣 だから、 秋の 野に 笹 分けつ、 立 

ち歸 つた 後 朝の 袖 を 聯想す るに、 緊切で ない。 但、 ^^の 現在 法 を 用 ひたの は、 その 理が ないでも ない。 本 行 

の やうに、 「笹 分けし 朝」、 「逢 はで 來し 夜」 とあって は、 いづれ も 過去の 出 來事を 後で 比較して 見た 趣に なって 

^感 が f 逆くなる。 されば 過去と 現在と を對 比して、 無量の 感愴 を搖曳 させる 叙 法に 依る のが 適當 だから、 四 句 

は、 逢 はで 來る 夜と 改める がよ い。 


みるめな きわが 身 を うらと 知らねば やかれな で海士 の 足た ゆく  くる 

1 0 みるめ ^る 目に、 海松 布 をよ せた。 0 わが 身 を うらと 我が身 を； # と いふに、 を かけた。 0 かれな で 

|  離れす しての 意、 變る ことのな いの をい ふ。 0 足た ゆく 「た ゆく」 は 口語の だるく とい ふに 同じい。 

大意 海松 布の 無い 浦と いふ こと を 知らぬ せゐか して、 それ を 刈らう と 思って、 海. H が 休 無しに 足 S だるくな 

る ほど 来る やうに、 何遍 來ても 逢 ひ 見る とい ふ 事が 無い 私の 身 を、 S い 辛い^と も 知らぬ かして、 途絶え も 無 

く、 れ かか 足の だるい ほどお 出になる ことわ C 

國 愚なる 業 かな、 やめ 給へ の餘 意が ある。 「みるめ」 とか、 「うら」 とかい ふ綠 語から、 思 ひ 切り わるく 附き縟 ふ 米絲 

男 を、 海松^の 無い 沛に、 足た ゆく かれす 來通ふ 海. H に 比喩し、 的の 無い 矢 を 放つな と、 下に 嘲った の は、 人 

の わるいだ おで ある C 常時 0 宮 仕に 出で立った、 口 賢い 女！^ の狀 態が 見る やうで はない か。 構 恕はー 機 籼を出 

して ふるが、 詞は 烦瓒に 失する。 初 二 句 を、 宣長 が、 「わが 身 を みるめな き 浦と、 下 k に 打ち 反して、 心^べき 

格な り。 後に、 わが 身の うらと 詠める 歌 多き は、 これに 據れる ものな り」 といった のは從 はれない C これ は、 

この^ 代に 於け る 一 つの 成語で、 さう 切り放して 釋 くべき でない。 

流れて は ゆく 方 もな しなみ だ 川 我が身の うらや 限りな るら む (千 兼) 

-,  わたつみと 敉め しこと も あせ ぬれば われ ぞ 吾が 身のう らは怨 むる 广51 勢) 

わび 渡る わが 身の うらと なれ 、ば ゃ戀 しき f ) と. S しき 波に 立つ (寬 平耿 合) 
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その 例證 はこん なに 多い。 又 これら を必す 小町の 歌に 據 つて 詠んだ とする の は 泥んで ゐる。 この 事 は、 旣に景 

樹も 論じて ゐる。  * 

-.  • 源宗于 朝臣 

あはず して 今宵 明けな ば 春の 日の 長く や 人 をつ らしと 忍 はむ 

^  0 春の 日の 「長く」 にか ゝ る 序。 

大意 、 3 れま では 度々 逢 はすに こそ 反った が、 今夜 は 是非と 思って 來 たに、 又 逢 はすに 今夜が 明けたならば、 こ 

の 節の 舂の 0 の やうに 長く いつまでも、 貴方 をつ らいと 思って、 過す でが な あらう わ。 

is さる 女^の 格子 わたり を 這 ひ あるいて、 叩き わびた 折の 作で あらう。 水鷄 かと もい はす ひそまり 返った、 女 

のつ らい 心に も 思 ひ 知られる やうに、 「長く や 人 を」 と 打ち 詠めた。 


初 句、 六帖、 及び 家集に あかす してと ある はわる い。 

r 

みぶ のた ぐみ ね 

在 明の つれな く 見えし わかれより 曉 ばかりう きもの はなし. 

1 0 在 明の つれな く 「在 明の」 は 在 明の 月の 如くと いふべき を 省いた ので、 在 明の 月 は、 夜が 明けても なほ さ 

りけ なく {仝 にある 物な ので、 「つれな き」 にか ゝる 序に 置いた。 o つれな く 平氣 に。 つらい などの 意。 

大意 在 明の 月が 夜の 明ける の も、 よそくし く 知らぬ顔で、 荃 にある と 同じ やうに、 人の 氣强く 見えた あの 一 


別 以來、 今 は^に 曉 ほど薆 いもの は 又と 無い わ。 

0 よく 世に 曉の 別が つらい とい ふが、 それ は 逢っての 上の 事で ある。 これ は 女が つれない ま、 に 別れた 嗞で、 

まことに 哓 の^さ をし み<\- と 味った 趣で ある。 女の 同情の ない 仕 打 を、 殘 月の 無頓着に 空 に 明け 殘 つて ゐる 

に譬 へたの は、 丁度 その 折 柄の 景物 を 想 ひ 出して、 倩って 來 たもので ある" 夜もすがら 格子の 外に 居 明して、 

碌な あしら ひも 受けす、 すごく と曉 方に 殘月を 踏んで 歸 つた 懸想 人の^ じめ さが 思 ひ やられる。 

この 集の 歌の 編 次 は、 撰者 達の 非 党に 注意した もので、 殊に 戀の部 は、 j 々その 意 を綜 ねて 配列され、 おも 

忽せ にしなかった ものら しい。 この 前後 は いづれ も、 逢 はすに 丧の 明けた^ s 歌-たから、 これ も必す W じ 趣と 

見るべき である。 六帖 にも、 「來 れゝ ど^はす」 とい ふ 題の もとに この 歌 をお いて ある。 まして 作者 忠岑 は已に 

撰者と して、 この 歌の 序次 を 是認して るる 人で ある。 若し これ を抅 泥の！？ 1 とい ふなら ば、 却って 疎^の 嘲 を^ 

る だら う。 然るに 顯 SF は、 逢って 別れた 趣に 解し、 宣長、 及び 石 原 正 明 また これに 從ひ、 中 井 遛軒は その-,::^ 

* 々に、 

かの 時 男心 は殘り がら、 泣く く 出で て歸 るに、 曉月は 我れ を 送らむ ともせす、 侬 然と 閨に さし 入りて 女 を 

照して 居る を、 羨ましく も 妬ましく も 思 ひし 情 を 述べ たり。 

と ある も、 皆 常らない。 更に 宣 長が、 「此處 に 入りた る は、 ふと 所 を 誤れるな り」 と；？； 1 じたの は、 私^ を揷ん だ 

誣言で ある。 さて、 定家 卿が、 

この 詞っ V きを 兌る に、 及ばす 艷に 面白く も 詠^て 侍る かな。 これ 程の 歌 一 つ 詠 出で たらむ、 この 世の 思 出 

に^るべ し。 
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とい ひ、 又、 古抄 に、 

後鳥羽院より、 定 家家 隆兩 人の 許へ、 八 代 集の 中に 面白き 歌 は、 取 分けい つれ ぞと 勅問 ありし かば、 有 明の 

つれな く 見えし の 歌 を、 兩人 同心に 申されし。 

と 見えた の は、 皆、 顯眧の 解に 據 つた 贊辭 で、 假に その 意と 見ても、 過褒 を 免れまい。 

_  あり はらの 元方 

あ ふ 事 の なぎさに しょる 波 なれば うらみて の みぞ 立ち返り ける 

1 0 あ ふ 事の なぎさ 逢 ふ 事の 無き に、 渚 を かけた。 渚 は 波打 際 をい ふ。 0 うらみて 恨みて に、 浦 見て を か 

ナた o 

大意 自分 は 丁度、 人の 逢って くれる 事が 無い とい ふ 名の 渚に サ 寄る 波で あるから、 その 波が 浦 を 見た のみで 立 

ち 返る やうに、 折角 その 人の 許に 通って 往 つて は、 逢 ふ 事 もな しに、 一 途に 恨んで サ 立ち 歸 つたわい。 

1 おのれ を 波に、 つれな き 人 を 渚に 譬喩して、 その 綠 語で 仕立てた C 波の 如くと 直喩せ すして、 「波 なれば」 と 

^喩 したの が 面白い。 そして、 「浦 見て」 と 擬人した。 後に も、 戀 五に、 

わたつみの わが 身 こす 波た ち歸り 蟹の すむ て ふうら みつる かな 

又は、 

あ ふ 事の なぎさに 身 をし なし つれば 袖 も淚に 濡れぬ 日ぞ なき (六 帖) 

大 淀の まつ はつらく も あらな くに うらみて のみ も 返る 浪 かな (伊勢 物語) 


など、 皆 同調の 歌で ある。 纖巧は 作者の 例の 特技で ある。 

よみ 人 しらず 

かねてより 風に さきだつ 波 なれ や あ ふ 事な ぎに まだき 立 つらむ 

i  o 波 なれ や 「なれ や」 はなれば やの 意。 o あ ふ 事な ぎに 逢 ふ 事 無き とい ふに、 和 を かけた。 和 は 風波 

やかな の をい ふ。 

V  一 ¥ 

大意 浪は a が 吹く に 因って 立つ 物で あるが、 自分の 人を戀 ふとい ふ 名 は、 前以て まだ、 風の 吹かぬ W のうちに 

立つ 浪 であれば かして、 この やうに. まだ 逢 ふとい ふ 事 も 無い のに、 早くから 噂に 立つ ことで あらう ぞ。 

1 逢 はぬ のに 名の 立った 戀 である。 萬 葉 集卷十 一 に、 

臌吹か ぬ沛に 波立ちな き 名 を も 吾れ は 負 へ るか 逢 ふと は 無しに 

と ある を 藍 本と して.、 多少の 塗抹 を 施した に過ぎない。 一首の 上に、 名と いふ 語の 無い の を、 顯 §! 口が 不審した 

のに景 樹も 同意し、 又眞 淵、 廣蔭 は、 先立つ 名と いふに、 波 を かけた ものと した C これら は 皆 我-か 戀を 波に 比 

喩し たものと 思 ひ 込んだ 誤で ある。 これ は戀 故に 立つ 名が 主格な ので、 それ を 波に 比喩した の だから、 もとよ 

り詞 のうへ に 現 はさない ので ある C 意釋 にある やうに 主格の 語 を 補って 見る がよ い。 「かねてより」、 「さきだ 

つ」、 「まだき たつ」 など、 同 語類 語重疊 して、 頗る 洗煉 を缺 いてる る C 

た  >  みね 

陸 奥に ありと いふなる 名 取 川な き 名取り て は 苦し かりけ り 
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1 〇 名 取 川 陸前國 にある。 名 取 郡の 中央 を 貫流して 海に 入る。 

大意 奥州に あると いふ 話で ある、 名 取 川と いふ 川の 名の やうに、 譯の 無い のに、 譯の あると いふ 名 を 取って は 

さて 迷惑な 事で ある わい。 

1 これが 實 ある 名なら ば 苦しく もない がの 餘意、 「て は」 の辭 によって 表現され る。 上句 は、 「なき」 の 語 を 隔て 

て、 「名取りて」 へ か/' る 序で ある。 「いふなる」 は、 

みちの くに ありと いふなる 松 島の まつに 久しくと はぬ 君 かな (六 帖) 

瀧つ 瀨 のなかに も 淀 はありて ふ を 云々 (戀 一 ) 

の 類例で、 足い まだ， 邊陬の 奧地を 踏ます、 話にば かり 聞き及んだ 都 人士の 口吻で ある。 聲調は 流 滑で ある。 

結句、 家集に わびし かりけ りと ある。 

みはるの ありすけ 

あやなく てま だきな き 名のた つ 田 川 渡らで やまむ 物なら なくに 

E1 0 あゃなくて 春 上 「春の 夜の 闇 は あやなし」 の 條に旣 出。 0 なき 名のた つ 田 川 無き 名の 立つ に、 立 田 川 を 

かけた。 立 田 川 は、 秋 下 「立 田 川 もみ ぢば 流る」 の 條に旣 出。 

大意 厄介に も、 まだ 事實も 無い 先から、 かう 名の 立つ ことよ、 この 5 へ はいつ そ、 渡り かけた 立 田 川 を 渡らす 

に已 まう 物で は 無い に、 どうして なりと も 逢って、 この 戀を遂 けよ、 フ わ。 

^ 貴女 も その 覺 悟で るて 下されと、 思 ひ 人った ますら を 心 は 哀れで ある。 濡れぬ 先 こそ 露 を も 厭へ で、 かう お 


互の 浮 名の 立った 以上 はいつ そと、 捨鉢 的に 强く 出る の は、 高ぶった 感情の 所産で ある。 人に 逢 ふこと を、 rr 

を 渡る に喩 へる 例 は、 外に も數多 例が 見えて、 この 獨創 ではない o 下句の 高調な のに あはせ て は、 上 が や、 

烦瑣の 傾の あるの はくち をし い。 

1 一句、 新撰 和歌に はま き 名のと ある o 

もとかた 

スは いさわれ はなき 名の をし ければ 昔 も 今 も 知らず と をい はむ 

1 o 人 はい さ 「いさ」 は淸 んで讀 む。 否やの 意。 春 上 「人 はい さ 心 も 知らす」 の 條に旣 出。 o と を 「を」 は欵 

誶。 

大意， * ^方 はどう か 知らぬ が、 自分 はあり もせぬ 事 をい ひ 立てられる 名が 惜しい から、 前方 も 今 も 一切、 貴方の 

事 は 知らぬ とサ いはう わ。 

f 後 撰集戀 二に、 「大 つぶね に、 物の たうび つか はしける を、 更に 聞き入れ ざり ければ つか はしける  一、 一 親 

王、 

大ズ は なぞ やわが 名の をし からむ むかしの 妻と 人に かたらむ 

返し、 「大 つぶね」 とあって、 この 歌を擧 けて ある。 眞淵 いふ、 「元方 も大 つぶね も、 俱に在 原 楝粱の 子 なれば、 

9  9  9  9  9 

こひ^に は 元方の 射と 力 妹と か ありつら む を、 文字の 落ちた る を 寫し傳 へ しなら む」 と。 この 說，？ 一とに 從 

パ へきで ある。 想 ふに、 天曆 時代に 傳 はった 古今 集に は、 旣に； 兀、 方との みあった ので、 後 撰の 選者 達が その 誤 
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である 事 を 心 付いて、 更に 贈答 二 首 を 載せて、 作者の 名を訂 された ので あらう。 大 つぶね は、 僻案抄 に、 

敦 忠中納 言の 姨、 中納言 幼くて 呼びつ けられた る 名と いふ も、 無下に 打 解けたり。 名な くば、 棟梁が むすめ 

とも 書くべき に、 勅撰の 作者に、 かくて 載せ たれば、 定まりに ける 名と 聞 ゆ。 大納言 行成 本に も、 お ほつ ほ 

ねと あり。 

と^えて、 元方の 妹 二人のう ち、 長 は 始め 藤 原 國經の 室で、 後 時 平 大臣に 通じて 敦忠を 生んだ 人、 次 はこの 大 

つぶね である。 季吟が 「心よ く 叶へ る 故に、 兄の 歌 を 借り 用る たるに や」 と 推量した の は、 無理な 解說 である。 

锐 王の 御 歌 は、 餘 りに 先の 女が 聞き入れぬ 妬 さに、 只入懇 とい ふ ほどの 閒柄 なの を、 なき 名の 立った を 幸 ひに、 

もと 相 語らった 妻 だと 人に 語って やらう と、 厭がらせ をい ひやった の を 承け て、 それならば 此方 は、 後に も 先 

にも、 全く 一  面識 もない 赤の他人で すと いはう と、 虛を 以て 虛に 酬いた ので、 いづれ も 口巧者の 贈答で ある。 

返歌 はさう 佳作と もい ひかね るが、 冗 字 冗語が なく、 句々 力つ よく、 洗煉 を經た 作で ある。 後 撰の 選者 達 も、 

同感で あつたと 見えて、 贈 歌 をば 省いた。 

結句、 古本 伊勢 集に！^ や いはむ と ある。 やと 疑って は、 左右 诀 せぬ 趣に なって を かしくない。 「と をい は 

む」 と、 一途に 思 ひ 入った のが この場合に 叶 ふ。 

よみ 人 しらず 

一り ず まに 又もな き 名 は 立ちぬべし 人 憎から ぬ 世に しすま へ ば 

pa  o こりす まに # りすに とい ふに 司 じい。 


大意 以前 世間から、 無い 事 をい ひ 立てられて、 據 なく 一時 疎々 しく 打ち 絕 えたが、 それに 懋り もせす に、 又も 

無き 名が 立ち さうな ことよ、 なぜ なれば、 あの人が どうしても 憎まれぬ この 世に サ、 住まって 居る から サ 0 

^ つい 知らす く 中よ くな り 過ぎて、 又も 浮 評の 立つ こと/' ならう との 祀薆、 萬更 でもない 女との 浮 名 をい ひ 

立てられて、 一 ロー は 世 問の うるさ さに 控 へた 心の 駒の、 とも すれば 跳り 出し さ、 フ にす るの を 歎いて ゐ る。 意思 

の 弱い 人 か、 ^熱の 高い 人 か。 

ひんが しの 五條 わたり に、 人 を 知りお きて まかり 通 ひけ 

り。 忍 びけ る 所な り けれ ば、 門 よりし もえ 入ら で ^顶 の く づ 

れ より 通 ひける を、 度 重なり けれ ば、 あ る じ 聞きつ け て、 か 

の 道 に、 夜 每に人 を ふせ て 守 ら す れ ば、 い き けれどえ あは 

で のみ 歸り て、 よ みて やりけ る  なり ひらの 朝臣， 

人 しれぬ わが かよ ひ 路の關 守 はよ ひ く 每に うち も寢 な、 む 

1 0 ひんが しの 云々 この 詞書 も、 伊勢 物語に、 

昔 男 ありけ り。 東の 五條 わたりに、 いと 忍びて いきけ り。 みそかなる 所 なれば、 門より しもえ 入らで、 わら 

はべの 踏み 明けた るつ いぢの くづれ より 通 ひけり。 人繁 くも あらね ど、 たび 重なりければ、 主人 聞き付けて 

その 通ひ路 に、 夜毎に 人を据 ゑて 守らせければ、 かの 男い けど もえ あはで 歸 りけ り。 さて 詠める、 
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と ある を 摘み 入れた もので、 もと 「題 しらす」 の 歌で あらう。 ひんが しの 五條 は、 東の 京の 五條 通り、 昔の 京都 

は、 朱 雀 大路 を 中心に、 東西 兩 京に 別ち、 北より 南へ、 九條の 街路 を 設けて あった。 「人 を 知りお きて」 は 女 を 

懇 にして おいての 意。 「いき けれどえ あはで」 は、 行った けれどもく、 え 逢 ひ 得ないで の 意。 詞 書の 意 は、 東の 

五條 附近に、 或 女を斿 へて おいて 通って いった、 壻と いふ 譯 でない 所 だから、 公然と 門から は 這 入れないで、 

墙の 崩れから 通った の を、 度重なって ゐ るう ちに、 家の 主人が 聞き 知って、 その 忍び込む 道に 毎夜 番人 を寢さ 

せて 守らせた ので、 いくら 往 つても 逢へ ないで、 空しく 歸 つて 來て、 そこで 詠んで 贈った 歌との 意。 o 人 しれ 

ぬ 人に 知られぬ の 略。 「人 しれぬ 思 を 常にす る 河なる」 「人 しれぬ 思 や なぞと」 の 例に 同じい。 內々 のと 譯す 

のが 常る。 0 關守 閼を 守る 番人。 0 よ ひく 每 「よ ひ」 は 夜と 同意に 用 ひた。 必す 今い ふ 宵の口の 意と する 

は 泥んで ゐる。 o うち も寢 な、 む 「うち」 は 接頭語、 「も」 は 歎辭、 「なむ」 は 希望の 辭。 

大意 外の 關守は ともかく、  ^々の 私の 通 ひ 路の關 守 だけ は、 毎夜く に寢 てし まって まあ 貰 ひたいな あ。 

0 さらば 絕 えす 通って 逢 はう もの をの 餘 意が ある。 まことの 關 守に 對へ て、 我が 通 ひ 路の關 守の みは 「打ち も 

寢なゝ む」 と、 切に 思 ひ 入った 趣が、 「は」 の辭で 表現され る。 この こと は 旣に春 上 「春 日 野 はけ ふ はな 燒 きそ 

云々」 の條に 委しく 辨じ ておいた。 初 句 を、 舊說に 「今 は 主人の 知りて、 關を据 ゑた る 程 なれば、 人知れぬと は 

いはれ ぬ 道理な り」 と 疑った の は 粗い。 又 或 人 は、 人に 知らさぬ の 意に 解いた が、 それ も强 ひて るる。 「よ ひ 

よ ひ 毎に うち も 寢なゝ む」 はこの 場合 大分お となし やかな 注文で ある。 「人の 戀路の 邪魔す る 奴 は、 犬に く はれ 

て」 とい ふ 程の 事 はなく とも、 今少し 激越の 詞が ありさう に 思 はれる〕 「おしなべて 峯も 平にな りな、 む」 とい 

ふ 位の 口 を もって 居ながら と、 齒痒 くも 思った が、 格調が のびやかで、 意 促って 詞 迫らぬ 妙味 も ある。 


忍ぶ れど戀 しき 時 は あし ひきの 山より 月の いでて こそくれ 

大意 隨 分： ^へ 忍び はすれ ども、 ひどく 戀 しい 時には、 恢へ かねて、 あの 出の 端から 月の出て くる やうに、 思 ふ 

人の 所へ さして 出て サ くるわ。  - 

1 三 四の 句 は、 「出で てこ そくれ」 の 序詞ながら、 東の 山際に、 月の 立ち 昇った 折 柄の 哀れ さが 思 ひ やられる。 

思 ひ 妻な どの 許へ 通 ふに は、 夕暮 がその 時であった から、 人戀 しさの いと、 5, まさって 來て、 堪 へられぬ 趣で あ 

る。 「山より 月の」 の 促 調 は、 この 氣分 をよ く 表して、 敍述 が簡淨 である。 

よみ 人 しらず 

戀 ひ て 稀に 今宵 ぞぁふ 坂の ゆ ふ つけ 鳥 は 鳴かず も あらな む 

1 〇 今宵 ぞぁふ 坂の 今宵 ぞ逢 ふとい ふに、 逢坂 を かけた。 相 坂 は 離別 「あ ふ 坂の 關し まさしき」 の 條に旣 出 こ 

〇e ふつけ 鳥 鷄の事 だら う。 戀ー 、 「相 坂の ゆ ふつけ 鳥 も」、 雜下 「誰が みそぎ ゆ ふつけ 鳥 か」 の 條を參 照 C 

大意 戀ひ慕 ひくして、， たまく 今宵と いふ 今宵 サ逢 ふこと だから、 その 逢 ふとい ふ 名の 相 坂に 名 s 高い 庭 お 

は、 どうぞ 鳴かす に まあ 居って 貰 ひたいな あ。 

Is 々な 逢って 朝に 別れて e く 男女、 明けた と告 ける 鷄の 音の 恨めし さは 勿論-たらう。 秋 上、 

戀 ひ/、 て あ ふ 夜 はこよ ひ 天の川 霧 立ち 渡り 明けす も あらな； し 
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詩材の 異なって るるの みで、 想 も詞も 大同で ある。 た ノ その 少異 の點 が， ) の兩 者の 巧拙の 別れる ところで ある。 

天の川の 歌 は、 二 句の 叙 法が 非常に 緊迫して、 稀に 逢 ふ 夜 を 喜んだ 眞摯の 情が、 一段と 切に 聞え る。 これ は 又 

二三 句のう つりに、 一 番の 工夫 を 弄して ゐ るが、 もとより 小刀細工で、 到底 匹敵し がたい。 六帖 に、 

こ ひ/^ てまれ にあ ふ 夜の あかつき は 鳥の 音 つらき ものに ざり ける 

は、 これ を 又 や >變 へた もので、 鳥の 音 つらき の 說破は 最も 拙い。 

以下 三 首 は逢戀 である。 

をの 、 こまち 

秋の 夜 も 名のみ なりけ り あ ふとい へ ば事ぞ ともなく 明けぬ る もの を 

0  ol^、 ぞ ともなく さした る 事 も 無い の をい ふ。 

大意 世に 長い 物と いふ 秋の 夜 も、 名ば かりであった わい、 たまく 戀 しい 人に 逢 ふ 夜と いへば、 何 を 語ら ふ 間 

も 無くて、 これ ぞと いふ 事 もな く、 つい 早く 明けて しま ふ もの を、 何の 秋の 夜が 長から ぅぞ。 

i 秋の 夜 を 長し とい ふ 事 は、 春の 日 を 長し とい ふと 同じく、 遍く 世に いひ 慣れた 語 だから、 長し とい ふ 秋の 夜 

もとい ふべき を 略いて、 想像に 任せた。 「事ぞ ともなく 明けぬ る」 は、 短い の 意 を 持たせた 轉義 だから、 結局、 

長短の 對 照が この 骨子で ある。 この 構想 はさう 珍しい 事で はない。 萬 葉集卷 十、 

秋の 夜 を 長し といへ どつ もりに し戀 をつ くせば みじか 、りけ り 

は、 この 先 型で はない か。 又、 誹諧 部に 躬恒、 


むつごと もま だつ きな くに 明けぬ めり いづら は 秋の 長して ふ 夜 は 

と ある も 同型で はない か。 さは あれ、 かう した 作意 は、 誰れ も 思 ひ 寄る 害の もの だから、 踏襲 も剽竊 もない。 只 

敍述の 巧拙に よって 優劣 を 判け ると、 萬 葉の は 婉曲の 妙味に 之し く、 理路に 落ちて ゐる。 躬恒 とこの 作者との 

は、 ほ V 伯仲の 間にあって、 躬恒の は 男 だけに 語 氣が銳 く、 これ は ，x たけに 優しく 述べられて ある。 なほ 躬恒 

の 歌の 條下 にこれ を說 明しょう。 

三 句、 六帖 に， あ ひし あへば、 打 聽 本に あ ふて へばと ある。 

凡 河 內躬恒 

長し とも 思ひぞ はてぬ 昔より あ ふ 人 がらの あきの 夜な れば 

1〇 はてぬ 不竟の 意。 0 昔より 先々 から。 0 人 がら 人體。 

大意 秋の 夜 を 長いと も、 え 思 ひ きめられ ぬわ、 以前から 逢 ふ 人物 次第に 依って、 長く も 短く も覺 える 秋の 夜で 

あるから。 

© しい はみ に 逢って は、 大層 短く 思 はれて サの餘 意が ある。 逢 ふ 夜 は 秋の 夜 も 長く 思 はれない とい ふ を^ 想 

として、 更に 一 曆のェ を 弄し、 相手の 女の 喜び さうな うまい 事 をい つた o 

一 一句、 家集の 古本に， と ある。 

よみ 人 しらず 

しの 、めの ほ がら と 明け 行けば お の が き ぬ なる ぞ 悲しき 
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i  o しの 、 めの もと 「ほ がら」 にか、 る 枕詞で ある 事 は、 旣に夏 部 「夏の 夜の ふす かとすれば 云々」 の 條に觯 し 

ホガ 

た 如くで ある 。怛こ ゝは轉 つて、 夜の 引き 明け方の 意に 甩 ひて ある。 o ほ がら 朗らかの 意。 o おのが きぬぐ 

銘々 自分の 着物く と 取り分けて 着る こと をい ふ。 源氏物語 などに も 見える。 男女が 逢って 起き 別れる 朝 を、 

きぬぎ ぬと いふの も、 この 意から 轉 つた 語で ある o 

大意 夜 明の 空が 朗らかに 明けて 行く と、 一 つに 打ち 重ねて 掛けて 着た、 銘々 の 着物と 着物と が、 別々 に 着られ 

て 別れる ことで ある ことが サ 悲しい わ。 

1 何だか 面白く もな ささうな 歌で ある。 それ は 「悲しき」 と說 破して しまったので、 含蓄の 味が 消えた 爲 であら 

-PO 「ほが らく」 と 「きぬ <\」 と疊 語の 對を爲 して ゐ る。 以下の 歌 は別戀 である。 

結句、 顯昭 本に きる ぞ 悲しき と あるの を定家 はたす けて、 本 行の を 書寫の 誤に やといった。 理は 聞え 易い が、 

趣 は 劣って 聞え る。 

^^mFJiJwl  藤 原國經 朝臣, 

明けぬ とて 今 はの 心つ くから にな どい ひしらぬ 思 そふら む 

0 〇 今 はの 心つ くから に 今は歸 らうと 思 ふ 心の 萌す をい ふ。 o など 口語の なぜに 當る。 o いひ しらぬ い 

ひやう も 知らぬ。 

大意 夜が 明けて 來 ると いふので、 もう 今 は 別れねば ならぬ と 思 ふ 心が 附 くにつ けて、 なぜかう いふに いはれ ぬ、 

情無 い 思が 添 ふ f  j とで あらう ぞ o 


I せめて 機嫌よ くと 思 ふ 別れ 際に、 生憎なる 愁 思の 生す る この、 い をす ち钦、 こ。 万 I リ e りつ , 

3  ひ" ズま レナ 月 謂^れの つら さで ある 刀 を、 

さう 說破 しない 處に味 ひが ある。  . 

結句、 f 口 本に と ある はわる い。 六帖に は、 として ある。 g 院 大臣よ、 1, VS) 

朝に 大臣であった 藤 原 翕の こと。 こ S 調 を 味 ふに、 fia 疆 の もさ あら" 

寬 平の 御 時き さ い の 宮 の 歌合の 歌  とし  一 了 朝 S 

あけぬ とて かへ る 道に はこき たれて 雨 も^ も ふり そ f ちつ 、 

驪 o こき たれて 扱き 垂れて で、 すご I す をい ふ。 雜上ぷ りて ほす 山 田の 稻の こき たれて」 も 今と 同じ、。 

「 こき」 は 秋 下に 「もみ ぢ葉は 袖に こき 入れて」 と あるご^と 同 語。 

大意 この やうに 雨の 降る のに、 夜が 明けた とい ふので、 別れて 歸る 道に は、 物 を こきおろす やう こ、 If 

一 所に 降って 来て、 着物が 濡れく して、 さて 難儀な ことよ。 

i 後 朝の 別 愁を敍 ベた。 本 まの 落ちる のが 主で ある を、 わざと 輕く 房に 取り成して、 ま.. つ 「雨 も」 とい ひ、 次 

ノ に 「淚 もへ とい ひ 添へ たの も を かしく、 淚を 雨に 竝べ擧 ゆて、 「こき 垂れて」、 「降り そ ほつ-の 誇張 も 「い、 る 道 

に は」 の はの 辭に 呼應 して 面白い o  •  Z  ； 

0 し 、り ず  ％ 

しの めのお を を しみ われ ぞ ま づ ^より さ き に な き 台め ける 

0 欲 三 
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1 o 寵 この 作者の 名の こと は、 離別 「朝な けに 見べき きみとし」 の 條に旣 出。 

大意 夜 あけの 別が 惜し さに、 自分が サま づ、 鶏より 先に 泣き はじめた わい。  . 

1 「なく」 の 聯想から、 折 柄の 晨鷄 を對 比の 材料と して、 それに 先んじて 泣かる と あるに、 惜別の 情が 强く 印象 

させられる。 

よみ 人 しらず 

ほと」 ぎす 夢 かう つ 、か 朝露のお きて 別れし あかつきの 聲 

1 0 うつ ， か 「うつ 、」 は 正氣な こと。 0 朝露の 「おき」 にか ， る 序。 哀傷に T 朝露のお くての 山 田」 と ある 

例に 同じい。 

大意 朝露のお きとい ふやう に、 起きて 別れて 來た曉 に 聞いた 時鳥の 聲は、 夢で あるか 現で あるか、 しかと は覺 

えぬ わい。 

0 女の 許 を 夜 深く 立ち 出で た 後 朝の 空に、 端な く 杜鵑の 一 聲を 聞き付け たらば、 どんな 心地が する であらう。 

ほんに 夢と も 現と も 方角が つかな からう。 女が 氣が 進まぬ か 何 かで、 話しかけても 返事が なく、 一夜 を 過した 

曉の 別に やっと 一 首洩 したの を、 時鳥の 一 聲に よそへ 思慕の 情 を 歌った ものである。 句々 字々 力量 あり、 一 煉 

の鐵の やうで ある。 造語 また 精煉 を 極めて ゐ るが、 「朝露の」 と ある 朝の 語、 はての 曉 とさし 合って、 聊か 妙で 

ない が、 古歌に は 萬 葉以來 一 首のう ちに 朝と 曉と を疊 用した 例が 頗る 多い。 「あかつきの 聲」 の 辭樣は 漢文 直譯 

から 來て、 この 時代に 行 はれ 始めた。 すべて 元久 時代の 歌仙が 希った 風格で、 新 古今 調の 胚胎で ある。 


玉く しげ あけば 君が 名 立ちぬ ベみ 夜 深く 來しを 人 見け むか も 

1 o 玉く しゅ 玉 は 美稱、 くし ゆ は櫛笥 で、 櫛な どの 調髪 具を容 れる宫 をい ふ。 「あく」 にか 、 乙 枕詞に 川 ひた。 

o 立ちぬ ベみ 「ベみ」 は 秋 上 「佐 保 山の はゝ その もみ ぢ」 の 條に旣 出。 

大意 歸 るのに 夜が 明けよう ならば、 人目に か、 つて、 君の 名が 立ち さうな ので、 まだ 夜 深な うちに 別れて.^ た 

が、 それにしても 若し 誰れ ぞ、 人は兑 たで あらう かしらぬ わい。 

^ 忍んで 逢った 戀 である。 人目に 觸れ ぬよう にと は 注意 はした もの ゝ、 なほ 萬 一 を氣 遣って、 ^の 破綻 を 恐れ 

てるる。 「文ち ぬべ み」 の 句、 この 時代の 造語で、 前後の 古 調に 調和し ない。 着想 は 萬 薬 集卷十 一 、 

月し あれば 明 くらむ わき も 知らす して 寐て わが 來 しも 人 見け むか も 

の 先 型が ある。 これにな ほ 同集卷 二、 

玉く しゅお ほふ を やすみ 明けて 行かば 君が 名 は あれ ど わが 名し をし も 

を搗き 混ぜて 斿へ上 ゆた やうな 歌で ある。 

三 句、 1 木立ちぬ べきと ある はわる い C 四 句、 六帖に は寢て わが 來 しもと ある は、 萬 葉の が 紛れた ので、 こ S 

歌で は 意が 徹ら ない C 

大江 千里 

けさ はし もお きけ むみ も 知ら ざり つ 思 ひ 出 づるぞ 消え て 悲 し き 

, 想耿 三.  六 六 七 
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i  o けさ はし も 「し」 は 强辭、 「も」 は歎辭 で、 霜 を 寄せた。 〇 おきけ む 起きに、 霜の 置く を 寄せた。 0 思 ひ 

出づる 思 ひに、 日 を 寄せた。 o 消えて 心の 消え入る に、 霜の 消 ゆる を 寄せた。 

大意 今朝 はサ まあ 格別に 心が 亂れ て、 どの やうに 起きて 來 たやら も、 一向 覺 えがなかった わ、 今 その 時の 事 を 

思 ひ 出す のが サ、 置いた 霜が 朝日が 出れば 消える やうに、 心が 消え入って 悲しい わ。 

0 初 一 一句、 四 句の 細瑣 ないひ かけ は 厭になる。 興 風の 歌に、 

おも ひに は 消 ゆる 物ぞと 知りながら けさし もお きて 何に 來 つらむ (後 撰 集雜ー C 

と あるな ども、 全く 同 巧の 双生 兒 である。 

人に 逢 ひ て、 あ したに よみてつ か はしける 業 平 朝臣 • 

寢 ぬる 夜の 夢 を はかなみ まどろめ ばい や はかなに もな り增 るかな 

1 0 人に 逢 ひて 云々 「人」 は 女で ある こと はいふまで もない。 その後 朝に 家に 歸 つて 後 贈った 歌との 意。 この 

詞書、 伊勢 物語に は、 

昔 深 草の 御門に 仕う まつりけ る 男 ありけ り。 いとまめ に、 じち やうに て、 あだなる 心な かりけ り。 さるに、 

心 あやまり やしたり けむ、 皇子 達の 仕 ひ 給 ひける 女 を 相 知りに けり。 さて 朝に いひ やる。 

とあって、 この 歌 を あゆ、 次に 「となむ よみて やりけ る。 さる 歌の きたな さよ」 と ある。 o 夢 を はかなみ 「を」 

は 欵辭。 苫を 荒み、 瀨を 早み などの をと 同じい。 o まどろめば 睫 を 交す をい ふ。 目蕩 むの 義と ぞ。 o いや は 

かな 「いや」 は彌々 の 意、 「はかな」 はは かなしの 假體 言。 


大意 咋夜 逢って 二人 寢た あの 暧ぃ 夢が まあ、 餘り はかない ので、 たしかに 今一度 见 ようと 思って、 トロ リと目 

をね ぶって 兒れ ば、 却って 寢られ もせす 夢 さへ 見えす に、 いよく はかない 事に なり 增る 事よ。 

國 逢 ひ 難い 女に、 やっとの 事で 忍び 逢った 後 朝の 心と する は、 勢 語に 泥んだ 誹が あらう。 たや 飽かぬ 別の 後 朝 

の 意ば え を敍 ベた ものと してよ い。 寐 不足で 自然う つらく と、 うつ ゝなき 後 朝の 態 を、 逢った 夢が 見た さに 

目 どろむ 趣に いひな して、 わが 思 を 深け に^せた の は、 頗る 老獪で ある。 三 四 句のう つり、 窓釋の 如く 詞を人 

れて 見ない と、 意が はっきり しない。 「まどろめば」 とい ひ 下す 時 はまた、 S 然さ うした 詞の 生まれて くる 調で 

ある こと は、 秋 上、 

天の川 淺瀨 しらなみ たどりつ 、渡り はてねば 明け ぞ しにけ る 

の條に 解いた 如くで ある。 序文 中に 「心 餘り ありて 詞 足らす」 と 評せられ たの も、 こんな 類 を さしてる るか も 知 

れ ない。 さて、 勢 語の 地の文に 「さる 歌の きたな さよ， 一と 評した ので、 季吟、 契 沖 は 「これ は 自記の 詞 にて、 卑 

下して 云 へ るな り」 とい ひ、 眞淵は 「さる 忠實 人の 思 ひ 亂れし 歌 詠める を、 心き たなし と 云へ るな り」 とい ひ、 

高.^ は 「歌のと あれば、 歌 を 指して、 きたなし と 譏れるな り。 いとく を かしき 歌 なれば、 記^の わざと うら を 

いひて、 戲れ たる 詞 と^るべし」 と。 

以下 五 首 後 朝 戀の耿 である。 

* ：  サイ グゥ 

業 平 朝臣 の、 い せの 國に まかりけ る 時、 齋宮 なり ける 人の 

ノ. いとみ そかに あ ひ て、 又 の あ し た に、 人 やる すべな く て、 忍 

0 跃 三  六 六 九 
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ひ をり ける あ ひだ に、 女 の もとよりお こせたり ける 

よみ 人 しら、 す 

君 ゃ來し 我れ や 行きけ むお も ほえず 夢 かう つ 、か寢 て かさめて か 

1 o 業 平 朝臣の 云々 齋宫 は、 伊勢の 皇太 神宮に 奉仕し 給ふ內 親王 を 申す。 「みそか」 は ひそかと 同じい。 「人 や 

るすべ なくて」 は 使して 便りす る 手段の 無き をい ふ。 伊勢 物語に は、 

昔 男 ありけ り。 その 男、 伊勢の 國に、 狩の 使に いきけ るに、 かの 齋宫 なりけ る 人の 親、 常の 使より は、 この 

人、 よくいた はれと いひ やりけ り。 親の いふ 事な りければ、 いと 懇に勞 りけ り。 あしたに 出し 立て、、 夕 さ 

り は、 こ、 に歸り こさせけ り。 かく 懇に勞 りけ る 程に、 いひつ きに けり。 一 一日と いふ 夜、 男、 われて 1 ュ 

むと いふ。 女 も はた、 逢 はじと も 思 へらす。 され ど、 いと 人目 繁 ければ、 え あはす。 使 ざね と ある 人 なれば 

遠く も 宿さす、 女の 閨も 近く ありければ、 女、 人を靜 めて、 子 一 つば かりに、 男の 許に 來り けり。 男 はた、 

寐られ ざり ければ、 外の 方 を 見出して ふせる に、 月の 朧な るに、 人の 影す る を 見れば、 小さき 童 を 先に 立て、 

人 立てり。 男い と 嬉しく、 わがぬ る 所に るて 入り、 子 一 つより 丑 三つまで あるに、 まだ 何事 も 語ら ひ あへ ぬ 

程に 歸 りに けり。 男い と 悲しくて 寢す なりに けり。 つとめて、 いぶかし けれど、 わが 人 を やるべき にし あら 

ねば、 いと 心 もなくて 待ち 居れば、 明け 離れて しばし ある 程に、 女の 許より、 詞は 無くて、 「君 や こし われ や 

行きけ む 云々」 

と ある。 さて 「男、 いといた う 泣きて よめる」 とあって、 次に 「かき くらす 心の 闇に 云々」 の 歌 を擧 ゆて ある。 上 


にもし ばく 論じた 如く、 勢 語 は 古歌に さまぐ の 物語 を附會 した もので、 この 文な ど 殊に その 痕跡 を顯 はし 

てるる。 抑 も齋宮 はさる 淫行 ある 場合に は 直に 廢 せられる のが、 常時の 例規であった。 業 平時 代の 齋せ； 1 にさる 

事の あった 事 は史誊 に^えない。 よし 又事實 であった としても、 勅撰の 集に は 憚って、 ^くべき 筋の もので な 

い。 この 詞齊が 勢 語に よって 甞 かれた 後人の 筆で ある 事 は 必定で ある。 行文 もまたい と 拙い。 〇 おも ほえす 

覺ぇ すと いふに ちかい。 

大意 咋 夜お ^ひ. S. したやう なが、 贵 方が お出で 下された か、 た V し は 私が 參っ たか、 あわた V しくお 別れ 申 

したので、 一向 覺 えませぬ、 それにつ けて 忍へば、 お 逢 ひ 申した も 夢で あつたか、 正氣の 事で あつたか、 眠つ 

てゐ る^の 事で あつたか、 目の 酣 めて 居る 間の 事で あつたか、 いづれ やら とんと 覺 えませぬ わ。 

0 私 はこん なです が 貴君 はどうで すかと、 うら 問 うたので ある。 初めて 男に 逢った 婦人の 僞 ない 告白で、 私 は 

まるで 夢中だった とい ひ 贈った こと は、 責君 はもと より 浮氣な 方で、 從來も 多くの 女に 關 係した でせ うから、 

そんな 事 もあります まいが、 とい ふ諷 詆の餘 意が あるので ある。 こ > を 聞かなくて は 生きた 解で はない。 「君 や 

來し」 が 主で あるの を、 更に 反對の 意なる 「我れ や 行きけ む」 をい ひ 添へ 、「夢 か」 が 主で あるの を、 更に 反 對の意 

なる 「、つつ/ v か」 をい ひ 添へ、 なほ 詞を換 へて、 「寢て か」 とい ふに、 r 醍 めて か」 をい ひ 添へ て、 漸餍法 を 川 ひつ 

つ、 その 兩端を 叩いた 表現に 情味が 活躍して、 いはれ ぬ 妙味が 生す る。 況ゃ、 君 や、 我れ やとい ひ、 夢 か、 う 

つ  >  か、 寢て か、 さめて かと ある 疑問 語の 疊用、 同 語、 同形 語、 同音の 反復が、 自然に 諧調 を 成して ゐる。 三 

十了ギ 七^に 切.^ と、 の へられて、 節 短く 音 促り、 とかう に 惑った 情 態が よく 表現され た。 縱潢の 口吻、 矯健 

溢宕の 笨路、 殆んど 婦人 s 作と は 甲；！ はれない。 

0 馱 三  六 七 一 
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三 句、 古木 業 平 集に はお ほつ と ある。 

かへ し  なり ひらの 朝臣 

3  t 卜 

^きくら す 心の 闇に まど ひに き 夢う つ 、と は 世人 さだめよ 

1 0 心の 閱 闇の 夜 は 惑 はれる もの だから、 心の 惑 ふ を も 聯想 上から、 心の 闇と 混喩 にいった。 0 世人 世 il 

の 人 意の。  . 

大 # まことに 咋 夜の 事 は、 私 も搔き 暮れた 心の 闇に 惑って しま ひました、 それ 故、 夢 か 現 か 一 向に 覺ぇ ぬが、 

かう お 互に 知らぬ から は、 その いづれ であるかと いふ 事 は、 局外の 世 問の 人が 定めて 吳れ よ。 

^ 「夢 か 現か^て か覺 めて か」 と、 眞 向から 斬り 掛けた る大 太刀 を、 危く體 を か. はして、 私 も 貴女と 御 同感で 全 

く 夢中で したから、 お尋ねに 對 してのお 答へ は出來 ません。 それ は 寧ろ 局外^に きいて 下さい、 卽ち 「世人 定め 

よ」 と、 餘 所へ 外ら せた 意表の 辭令、 その 技 凡なら すと いってよ い。 といって、 こんな 事 を 木當に 世人に 話さ 

れては 溜らない。 「世人」 とひろ くいった やう も S ゝ、 實は 相手の 女 一人 を さした ものである。 

結句、 六帖、 伊勢 物語に はこよ ひ 定めよ と ある。 意 は 聞え 易い が、 詩 味 は 遠く 劣る。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

ぬば 玉の 闇のう つ 、は 定かなる 夢に いくら もま さら ざり けり 

i  o ぬば 玉の うばたまに 同じい。 闇に か  >  る 枕詞。 物 名 「うばたまの 夢に 何 か は」 の 條に旣 出。 0 闇のう つ 


つ 闇の 紛れなる 或事資 をい ふ。 

大意 闇夜の 紛れに、 ひそかに 逢った 現の 事 は、 これまで 思寐に 兇た たしかな 夢に 比べる と、 何 ほど も增ら なか 

つたわい。 

1 ^夜 を 利して 出會 つた 位 だから、 それ ははかない 瞬間の 契であった らう。 で 思寐の 「定かなる^ 一に 對 比して、 

嬉しい^ 瀨の現 を、 夢に すこし 墦し 位の 物ぞ とい ひくた したの は、 頗る 意表の 語で、 雋 永の 味が ある。 

六帖 に、 作者 を g£ として ある。 

〇 

さよ ふけて あまのと 渡る 月影に あかず も 君 を 逢 ひ 見つ るかな 

1 o さよ 农を いふ。 「さ」 は^ 稱。 o あまのと 天の 門 。穴ェ とい ふに 同じい 。委しく は 秋 上 「秋風に^ を ほに あ 

けて」 の 條に旣 出。 0 君 を 逢 ひ 見つ る この 「を」 の 用法 は 珍しい。 然し 誤ではなくて、 ^ゆに 使 川され た 一格 

と^たい。 

大意 ^ふけて、 大^ を 渡る 月の 光に、 あら はに 見ても く^ 飽かす に まあ、 逢 ひ 難い 君 を 逢 ひ^た ，一とよ。 

^ 月下 SA" 合から^ た 感懐で ある。 上の は、 闇夜に 逢って かひ もない と欽き 、 これ は、 月夜に 逢って 夜よ しと 

悅んだ 反對 の^を 以て 序でた。 三 句の 「に」 を、 の 辭の誤 だら うとい ふ.， M; 長、 ぉ樹 等の 說は^ ら ない C 六帖 に^ 

える、 

あし ひきの 山した とほる にあ かす も 人に 逢 ひ^つる かな 
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は、 この や  >變 化した もので、 月影に と ある。 意釋を 尋ねて 心得られたい。 秋 成が 「月影に は、 月影の 如くに 

の 意なる べし」 といった の も牽强 である。 又、 景樹、 雅嘉 が、 「小夜 ふけて」 と あるので、 暁 月の 趣に 解きな し 

たの はいか V。 秋 上の、 

小夜 中と 夜 はふけ ぬらし 雁が音の 聞 ゆる 筌に月 わたる 見 ゆ 

も 中 夜の 景で、 曉更の 光景で はない C 是等 みな" 上句 を 「飽かす も」 にか、 る 序との み 心得ての 誤で ある。 

〇 

君が 名 も わが 名 も 立て じ雞 波なる みつ ともい ふな あ ひきと もい はじ 

1 o 難 波なる みつ 難 波の 御津に、 見つ を かけた。 難 波の 浦 は、 攝津 職が おかれて、 船舶の 出 人 を 管理した 官 

ゆ なので、 御津と いった。 0 あ ひき 逢 ひきに、 經引を 寄せた。 

大意 責 方の 名 も 私の 名 も、 世に立て はしまい と 思 ひます わい、 それ 故， この 難 波に は 御津と いふ 所が あり、 又 

網 引 をす るが、 その 名の 如く、 私 を 見た とも 貴方 は 仰し やるな、 私 も 貴方に 逢った ともい ひ， ますまい わい。 

1 狡 童の 奔 女に 誨へ た 語で ある。 萬 葉 集に、 

大宫 のうちまで 聞 ゆ 網 引す と 網 子と ゝの ふる 海人の よび 聲 (卷 三) 

吾が ころも 人に な 著せ そ 網 引す る 難 波 をと この 手に はふれ ， ど (卷 四) 

など 見えて、 難 波 は 往時の 都に 近い 漁業 地と て、 難 波と さへ いへば、 御^と 網 引と は、 直に 聯想の 出來る 事柄 

であった。 でかう いひ 寄せた ので ある。 「君が 名 も 我が 名 も」 と、 叉 「みつとも いふな あ ひきと もい はじ」 と、 自 


他の 排 偶が、 上下に 聯對 された 敍法は 頗る 齊整 である。 かう 一再 反覆す る漸 暦法 は、 自然に r 寧 苟もせ ざる 蒽 

趣 を 生じて、 物の. K 举を 取る が爲 に、 相互の 祕密を 口堅むべく、 諄々 と說 いて 巳まぬ 細心 さが 歴然として ゐる。 

よほど、 神經 質の 作者と 兒 える。 いや 餘 程む づ かしい 間柄の 戀 であらう。 

大津 のみつ とはい はじ あかね さし 照れる 月夜に た V に 逢へ りと も (ず：： 葉卷 四) 

を 更に 一 暦 潤飾し 加工した ものである。 

以下 逢 ひ 見ての ち 忍ぶ 戀 である。 

〇  . 

名 取 川せ に の埋木 あら はれば いかにせ むと か 逢 ひ 見 そめけ む 

1 o 名 取 川 本卷、 上に 旣出。 o せゲ S 埋木 瀨々 の埋 木。 「埋 木」 は 水 土の 中に 埋れた 材木 をい ふ。 故に 谷の 

埋 木な ども 詠んで ある。 景樹 は、 r 瀨々 に 打ち捨てた 古 杭な と を 指す」 といった。 必す今 陸 前 地方の 名産なる 半 

化石した 古代の 遣 木の 稱 とする の は當ら ない。 河内の 弓 削 川に も、 埋木を 詠んだ ものが 萬蓰 集に ある C 

大意 名 取 川の 瀨每 にある 埋 木の やうに 下に 忍んで、 上 へ は顯 はさぬ やうに はして 居れ ども、 若し 世 問へ 露 はれ 

て、 戀 のうき 名 を 取ったら ば、 その 哧 はどうし ようと 思って かサ、 かう 逢って 馴染み 初めた 事で あらう ぞ。 

1 せ m- 心猿の 狂 ひ 疲れたる 钊那、 電光  一 CT、 胸 前 を 剌す现 性の 利^に、 覺 えす 身の 毛い よ^った 折の 作で あら 

50 社會と 個人との^ 藤 衝突、 これらの 危險を も 忘れた わが 心 を 訝しむ 間に、 嗟歎の 聲が 自然と 永くな つた。 

想 ふに、 作者 は 分別 盛の 男で あらう。 萬 葉集卷 十、 
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寸ト板 もて ふける 板目の あは ざら ばいかに せむ とかわが 宿 そめけ む 

が 平安の 風 調に 轉唱 された 際、 初 一 一句の 序詞 を 萬 葉 蕖卷 七の、 

マ ガナ 

眞鉋 もち 弓 削の 川原の 埋 木の あら はる まじき 事と あらな くに 

の 趣 をう つし、 しかも 名 取 川に 名の 立つ 事 を 籠 めな どして、 巧に して 艷 なの は 全く この 時代の 風 調で ある。 「い 

かにせ むと か」 の 疑問、 語調 一段と 强く、 無限の 意趣が こ > に 生じて、 一波、 萬 波 を 描く の 姿態が ある。 定家卿 

は、 - ) の 集 秀歌. 十 首の 一 とした。 

六帖 に、 作者の 名 を SS と ある。 

〇  . 

よしの 河水の 心 はは やくと も 瀧のお とに は 立て じと ぞ思ふ 

n  o 水の 心 混喩 にいった。 o はやくと も 逸る ともの 意。 o おとに は 立て じ 素 振に は 出すまい の 意 を喩へ 

た。 泣聲を 立てまい と鮮 しても 聞え るが、 「おと」 に 拘泥し 過ぎて ゐる。 

大意 瀨の 早い 吉野 川の 水の やうに、 自分の 戀の心 は はやると も、 その 川の 瀧の 音を立てる やうに、 素 振に は 出 

しはす まいと サ思 ふわ。 

^ 比 興の 作で ある C 何處 まで も内證 にして 包まう とい ふ C いかに 世閣を 憚る 戀 であるか グ 知られる。 「立て じと 

ぞ思 ふ」 と 抑へ たので あるが、 それ は 端的の 理性の 閃きで、 實 行の 如何 を 考慮に おいてない 處に 面白味が あ^。 

戀の 比喩に、 山川の 水 をい ふこと は、 旣に萬 葉集卷 十二に、 


山河の 瀧に いやまさる 戀 すと ぞ 人知り にけ る Si 無くお も へ ば 

足 ひきの. E 川 水のお とに 出す 人の子 ゆ ゑに 戀ひ 渡る かも 

など 見え、 こ にも、 「足 引の 山 下水の 木隠れて 瀧つ 心 をせ きぞ かねつる」 など、 等 類が 颇る多 い。 殊に、 

高山のお 木た ざち 行く 水のお とに は 立て じ戀 ひて 死ぬ とも (萬 葉 卜 一 ) 

士 口野 川い はきり とほし 行く 水のお とに は 立て じ戀 はしぬ とも (戀 一 ) 

など は 同型で、 跟竟山 近い 上 地に 住み^れた 奈良時代の 人の 遺 想で ある。 

打聽 木に は、 四 句 SX^JS と ある。 

〇 

戀 しくば したに を 思 へ むらさきの ねずり の 衣 色に 出づな ゆめ 

1 0 したに を 思へ 「した」 は 心の 内 をい ふ。 「を」 は强辭 c  O むらさき のね すりの 衣 紫色 を 染 める に、 紫 草の 

根で、 布，：： 巾に 摺り 著け る 方法が あつたと 见 える。 ^の 色が 映えぐ しいので、 「色に 出づ」 にか、 る^に 川 ひら 

れた。 昔の 紫染は 大抵 は 紫 草の根の 皮の 汁 を 採って 染める。 小 野 博い ふ T 紫 草、 春分 後 種 を 下す。 長 じて ぉ髙さ 

V カサ フラウ 

二 3< 許、 葉 は 細長く して、 E 千 蓮 草の 如く 互 生す。 夏 月 白 花 開く。 五 化に して、 大さ 三分ば かり、^ 花に 似たり。 

實は 紅花の^ に似て 小し。 孰"； して 白色 或は 淡褐色 を帶 びて 光 あり 。その 根 直にして 深 紫色」 と- o ゆめ ^菜^ 

に は、 努、 ，、 勒 など を訓 ませて ある。 禁止の 副詞 C 

大意 戀 しく 思 ふなら， 心の 內でサ 思って 居て くれい、 紫の 根摺の 衣の やうに、 色に 出るな よ、 人目に^つ から、 
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急 度よ。 

I 片戀に は戀ひ 死んでも 構 はない. 者が、 諸 戀には 永し へに この 甘露に 醉ふ ベく、 「色に 出づ な」 と 啓戒 した 人情 

變轉の 機微、 味 ふと ひどく 面白い。 「したに を 思へ」 と、 强辭を 挿んだ 命令法、 「出づ な ゆめ」 とい ひ 重ねた 禁止 

の 語、 相俟って、 大事 を 取った 老婆心 切が 想 ひ 遣られる。 派出 やかな 紫の 根 摺の衣 を 着て、 はかな ゆに 兒 めい 

た 人の、 年嵩なる 男の 胸に かゝ つて 點 頭く 姿態 は、 そ もどん なであった らう。 

初 二 句、 六 帖に思 ふと もした にや 逢 はむ と ある はわる い。 

をの & はるかぜ 

花す、 き ほに 出で てこ ひば 名 を 惜み下 ゆ ふ 紐の むす J ま t つ 、 

1 o 花す、 き 德の 出た 蒲 をい ふ。 「ほに 出で て」 にか ゝる 序。 o ほに 出で て おに 出ての 意。 表面に 顯 はす を 

む ふ oo 下 ゆ ふ 紐 下 裳の 紐 をい ふ。 下に 結ぶ 物 なれば、 心のう ちに 結 ほれる 比喩で 、「下 ゆ ふ 紐の」 と^に 用 ひ 

た。 o むす ほほれ 結ばる と 同じい。 

大意 花 蒲の 穂に 出る やうに、 表へ 顯 はして 戀ひ慕 ふなら、 名の 立つ ことが 惜し さに、 衣の 下に 締める 紐が 下に 

結ばる やうに、 心の 内でば かり 思って るて、 氣が結 ほれく して、 甚だ 難儀で ある 事よ。 

_f 「花^」、 「下 結 ふ 紐の」 の 序詞、 奈良時代から 盛んに 用 ひられて、 殆ど 陳腐に 近い。 まして や、 これ を 一 首 中 

に 併 W したの は、 なほこの 感じが 强く、 又 修飾に 過ぎて こちたい。 風 調 や 、卑 靡、 ^時 武邊を 以て、 朝野に 重 

きをな した 作者の 人柄に 似ない とい はう か C いや 作者 は寬猛 井び 濟す 人で、 藤 原 保則專 こ、、 


41. テ  ヌリ  ヲサ  - 一  ベ シヲ  クル  クシ ァ リ  クズ  ュ  ギズ 

春風 率 二 兵 四^ 餘 T 取 二 陸奧路 T 入 二 上津野 T 宣-& 恩 詔 T 賊徒 悉降 (中略) 春風 少在 -I 邊塞 T 能 通 二 夷 語 r 脫レ屮 

釋レ お、 獨人 二 虜軍 T 具 宣ニ朝 命 T 於 1 是 夷虜大 服、 奉レ書 乞い 降、 云々。 

と ある。 あ >この寬 裕 仁恕 は、 卽ち この 和いだ 心から 出て くるので あつたと 知られる。 

橘の 清樹 が、 し のびに あ ひしれ りけ る 女の もとより おこ 

せたり ける 

思 ふ、 どち ひとり が こ ひ 死なば 誰れ によ そへ て 藤 ごろ もき む - 

i  o 橘の 淸樹が 云々 掹の 淸樹の 情婦の 許から 詠んで よこした 欲との 意。 o ひとりく が いづれ か 一 人が と 

いふ 程の 意。 一 人 毎に の 意で はない。 この 說 古事記 傳に 委しい。 o 藤 ごろ も 喪服 をい ふ。 もとは、 葛布に て 

製した 粗服の 稱。 

大意 かう 思 ひ 合った 同士の 間に、 貴方 か 私 かの 一 人が、 若し 焦れ 死 をし ませうなら、 喪服 をお ように も、 表. N 

つた 夫^で ないから、 世間へ は、 身內の 誰れ が 死んだ ので 服 を 着る と、 誰へ かこつけて 喪服 は^ませう ぞ。 

i 餘 計な 取 越苦勞 をした のに、 婦人の 情 致が 見えて を かしく、 更に 矯铹 の浮辭 ではない。 とい ふは^ は 本能 寺 

にある S で、 本^ は、 暗れ た 夫婦 中に なって くれと、 問 接に ：3 つたので ある。 

... かへ、 ぶズ， ：？：v IKiisuj 橘 p.t^,v%v- 

なき こ ふ る i^、 に 袖の そぼち なばぬ ぎ か へ が てらよ る こそ は 著め 
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大意 いはれ る 通り、 若し いづれ か戀ひ 死んだ 時 は、 悲しくて 泣き 慕ふ淚 に、 袖が 甚く 濡れよう から、 それ を脫 

ぎ換 へが てら、 人の 見ぬ 夜の 間サ、 その 喪服 をば 着 ませう ゎサ。 

1 懸 歌の 深意 は そ 知らぬ 風に そらして、 只對 手の 詞 について、 痴案を 立てた C 誠意の ない 奴で ある。 

題 しらず  こまち 

うつ 、に はさ もこ そ あらめ 夢に さへ 人目 を もる と 見る が伦 しさ 

o 人目 を もる 人目 を 憚り 愼む をい ふ。 「もる」 は 守の 意。 

大意 互の 逢瀬に 人目 を 憚る こと は、 現にて はさう もサ あらう、 それ は 無理 も 無い が、 夢にまで も、 人目 を惲 

ると：：^ る ， とが 難儀な 、 〕 とわ。 

^ 一途に 思 ひ 迫った 婦人の 情に は、 婉曲の 辭樣を ffl ひる 餘裕 もな く、 頗る 露骨に 流れた。 戀ニ、 敏行、 

住の 江の 岸に よる 波よ る さ へ や 夢の かよ ひ路 人め よくら む 

に 比すれば、 眞摯 の點は 或は 勝る かも 知れない が、 含蓄の 餘味は 乏しい。 

四 句、 定家 自筆 本に 人め をよ く d と ある。 この 方が 意が 明晰で ある。 結句、 諸 本^^ o が 佗しき と ある。 

〇 

かぎりなき 思の ま 、 による もこむ 夢路 を さ へ に 人 はとが めじ 

醫 0 こむ 行かむ の 意。 か、 る 例 は 常に 多い。 


大意 限り無い 胸の 思に まかせて、 夜 も 夢に 往 つて 逢 は 5、 現に 通 ふ は 格別の 事、 夢に 通ふ路 をまで、 人 は 咎め 

はすまい わ o 

1 害； Sii 往 つた けれど、 人目に 支 へられて、 逢へ すに 戾 つたら しい。 この 趣が 一 首のう へに 反映して るる： 據 

なく はかない 夢路 を すら、 唯一 の 賴み處 として、 逢 はう と 思 ひ 入った 情 熟 は 同情に 値する。 宣長、 设樹， が、 

夢にもと いふべき を、 下に 「夢路」 と ある 故に、 詞を換 へて、 「よる も」 といった や、 ひに 釋ぃ たの はわる い。 「夜」 

も は， も來 たのに 對 しての 辭樣 である。 

又 思 ふに、 常時のお 惯 として、 普通 は 男の 方から 女の 許に 通って るた。 されば、 この 欲 は 婦人 S 作と して はふ 

さはし くない やうで ある。 必す 作者 を 小町と するなら、 三 句の 「こむ」 はこよ の^で は あるまい か。 

二 句、 顯昭祕 註に は^ & まに^と あり、 下句、 六帖に ssf^, へや I 人 ゅ咎叫 むと ある。 

y 路には 足 もやす めず 通へ どもう つ >* に 一 目 見し ごと は あらず 

圏 0  一  ==i- し 一寸^た とい ふに 近い。 O ごと は 如く はの 意。 

大意 夢^ 路に は、 足 も 休めす 精出して 通って、 度々 逢 ふと 兄る けれども、 やはり 本 常に、 ^て 一 目 ，s つた やう 

に はいかない わ。 

で はつえ.： ない の 餘なが ある。 けれど、 今 は 夢を^む より 外に、 すべの な い 逢瀬な の だから 情けない。 

表^のお^ た S. か 却ってよ い： 結：？ は^し^ は あらす の^に しても 解され るが、 この 部 立、 皆 逢っての うへの 
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戀 であるから、 如 はの 意に 從 ふが よい。 

六帖 に、 一 一句 足 もやす ますと ある。 又、 四 句う つ ゝに ひとりと ある は 殊に わるい。 

よみ 人 しら、 す 

思へ ども 人目 づ つみの 高ければ か はと 見なが ら え こ そ 渡らね 

i  o 人目つ ゝみ 人目 を愼 むに、 堤 を かけた。 o か は 彼 はに、 川 を 寄せた。 

大意 堤が 高い ので、 それ は 川と 見ながら も、 渡り かねる やうに、 戀 しく 思 ふ 人 を 見て は、 あ、 彼れ はと 思 ひな 

がら も、 人目 をつ、 む 心が 大方なら ぬに よって、 ^ひたく 思 ひながら も、 よう サ逢 はぬ わ C 

國怠 中の 人 を 間近く 見ながら、 人目 を 憚る 場合に は、 他人 顔 をして 逢 ふこと も出來 ない、 その 苦惱 をう ち 出し 

た。 「人目 づ つみ」 は、 奈良時代に は絕 無の 造語で、 この頃に 靱 まったら しい。 註 者、 萬 葉集卷 八なる、 

丁 ュ ヒナ ダスト 

妹が りと 吾が 行く 道の 河 なれ ば 附固絨 結 跡 夜 ぞ 更けに け る 

の 四 句 を、 人目つ、 みと 訓ん で、 この 先例と したの は 誤で ある。 又、 「か は」 の 弄 語と 譬喩と は、 後 撰 集、 戀ニ、 

か はと 見て 渡らぬ 中に ながる 、はい はで 物お もふ淚 なりけ り 

大和 物語に も、 

古里 を か はと 見つ 、 も 渡る かな 淵瀨 ありと はう ベ もい ひけり 

など 例 は 多い が、 それら は 時代が 後れる から、 恐らく はこれ を學ん だもの だら う。 なほ 後 撰の 詞書を 見る と、 

「おなじ 所に て 見 交しながら、 え 逢 は ざり ける 女に」 と ある。 全く これと 同一 の 事^で あるの を 見る と、 いよく 


この 歌から 生まれた ものである ことが 諾 かれる 

〇 

たぎつ 瀨の はやき 心 を 何し かも 人目 づ つみの せきと ぐ むらむ 

1 o はやき 心 を はやき 心が る もの をの 意。 瀨の 早き に、 心の 逸る を 寄せた。 0 人目 づ つみ 人目 を 包む に、 

堤 を かけた。 

大意 たぎり 落ちる 川瀬の やうに、 逸る 胸の 思で ある もの を、 何故か まあ、 ^の 水を堰 きとめる やうに、 人目 を 

包む ばかりに、 侬 へ 忍んで 居る 事で あらう ぞ。 

1 3L 瀨の水 は、 垛を 築いて 堰け ども 堠 かれぬ ものな ので、 託して 以て、 わが この 一 方なら ぬ 熱愛の、 世間の 制 

裁. N の 事に 憚る は何ぞ とも どかしが つた。 この 衝突 この 苦悶、 これ 戀 愛に 於け る 第一 活劇で ある C 

寛 平の 御 時き さいの 宮の 歌合の 歌  きのと ものり 

くれな ゐの 色に はいで じ隱れ 沼の したに 通 ひて 戀ひ はしぬ とも 

1 0 くれな ゐの 「色に は 出で じ」 にか、 る 序。 委しく は、 戀ー 、 「人知れ す 忍へば くるし」 3^ にお n  00 1 

すの 草な どうへ に 茂って、 水の 下に 潴 つた 沼 をい ふ。 故に 「したに 通 ひて」 にか ， る^とした。 

大意 紅の やうな、 人目に 立つ 色に は 出し はすまい わ、 隱れ 沼の 水の 下に 通 ふやう に、 心の中に のみ 忍って、 S 

ひ 慕 ひ はすら とても サ。 
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1 戀緣 K= 端、 すべて 心に 呑む。 萬 藜集卷 四、 

いふ ことの かしこ き 國ぞ紅 のい ろに な 出で そ 思 ひ 死 ぬと も 

などの 類型で、 自他の 差が ある。 友刖の 作と して は 可な りの もの だが、 萬 葉のに 比すれば 遙 かに 下って ゐる。 

しかも 序詞の 重疊は 煩 はしい。 

S しらず  みつね 

冬の 池に 住む に ほ 鳥の つ れも なく そこ に 通 ふと 人に 知らすな 

カイ ツム リ 

J  0 冬 S 池に 主む に ほ 烏の に ほ 鳥 は ®® のこと。 ^の 字 をも塡 てる。 鴨より 小さく、 小鴨より は 大きい、 俗に 

Ibc りと いふ 鳥で、 ^に 水に 出沒 し、 藻 木 葉な ど を 集めて、 水上に 粜を 浮べ 作る。 冬の 池 は、 氷の 張る にも か 

か はらす、 i 鳥 は その 水底に 潜き 入る ので、 「つれ もな くそ こに 通 ふ」 にか ゝる 序に 用 ひた。 0 つれ もな く 知 

ら す顏、 或は 口語の 平氣 などい ふ 意に 當る。 0 そこ 底に、 人代名詞の 其 許 を 寄せた。 

大意 冬の 池に 住む^ 鳥 は、 氷 を 潜って、 水お. を 通 ふに よって、 うはべ に は 見えぬ やうに、 私が そこ 許に 通 ふと 

いふ こと を、 何氣 なく 知らぬ顔して、 人に 知らせる なよ。 

1 これ も奔 女に 誨 へた 語で、 上なる、 

君が 名 も わが 名 も 立て じ 難 波なる みつとも いふな あ ひきと もい はじ 

， 3 ひしく は 下に を 思へ むらさきの 根 措の 、 3 ろ も 色に いづな ゆめ 

の 儔で ある。 「難 波なる みつ」 と、 「紫の 根^の 衣」 と は、 殆ど 伯仲の 間にあって、 氣格 はこれ が 最も 下って ゐる。 


鴻は gl などの 類と 異なり、 常に 居る 物な の を， 取りす-て、 「冬の 池の」 といった の は、 その 氷って ゐる こと を 聞 

かせる 爲 である。 

後撰枭 冬に 再出して、 四 句 下に 通 はむ と ある。 家集に もさう ある。 六帖に は、 氷の 部に 出て、 下句^!^— を わ 

ssl,^ と ある。 乂後 撰に は、 作者 不詳の 歌で ある。 

o 

さ、 の^に おく 初霜の 夜 を 寒み しみ はっくと も 色に 出で め や 

n  0 しみ はっく 氷り 付く をい ふ。 氷る こと を、 しむと いふ こと、 今 も 方言に 遺って ゐる。 さて 染み付く ふ-^ 

せた ◦ 

大意 笹の槳 におく 初霜が、 夜の 塞い 爲に 氷み 付く とても、 笹の椠 が 他の 草木の やうに 色に 出よう か まあ、 色に 

出 はすまい、 それと 同じ 事、 自分の 戀も、 染み付く やうに 貴方の 事 を 思 ふとても、 氣 色に 顯 はさう お か、 いや 

如何なる 事情の 下に も、 氣 色に 顯 はす 事で は 無い わ。 

1 夜 衾 氷の 如く 冷たく、 懊惱 として 夢 も むすばれぬ 朝、 庭 上 を^ やれば、 細忭は 15:1 におに まみれて るる。 资 

えす それに 感 おして、 「色に 出で め や」 と獨 一一 一一：： つた、 諷 託の 作で ある。 

二三の^、 六帖 に、 おきる る 霜の 寒 けれ！ g と あり、 又 家集に は、 二 句お く 白露のと あるつ 

よみ 人 しらず 

山 科の 音 羽の 山のお とに だに 人の しるべく わが 戀 ひめか も 
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この 歌、 ある 人 「あ ふみのう ねべ の」 となむ 申す。 

il o 山 科の 音 羽の 山 山城の 今の 清水寺の ある 山。 戀 一 「音 羽 山お とに 聞きつ、」 の 條に旣 出。 o おとに 風閬 

に、 噂に などの 意。 o かも や もと 同じい。 反動 辭。 

大意 この やうに 忍ぶ 中 を、 山 科の 音 羽 山の 音と いふ やうに、 風聞に も 人の 聞いて 知り さラに は、 現 はれて 戀ひ 

慕 はう かま あ、 いやさう は 戀ひ慕 はぬ、 ごく 內々 に 忍んで 戀 ふるわ。 

1Q されば、 事の 露顯に 及ぶ 氣遣 ひない から、 御 安心 下さいの 餘 意が ある。 恐らく は 返歌で あらう。 卷末、 墨 滅 

の 歌の 部に、 あめの 御門の、 近 江の 采 女に 給へ る 「犬 上の 床の 山なる いさや 川 云々」 の 歌の かへ しとて、 この 歌 

を擧 ゆて ある。 近 江の 采女と ある は、 近 江より 貢した 采女 であらう。 あめの 御門 は聖武 天皇の 事と 見られて あ 

る。 けれど、 この 歌の 辭檨 用語 を 察する と、 更に その 頃の もので ない。 初 二 句の 「おと」 の 二 音 を 反覆した 序の 

體は、 奈良^代まで はなかった。 その 時には、 吹 風のお と、 行水のお と、 鳴 神のお とな ど、 直にい ひ續 けた。 

結句の 「めか も」 も 平安朝に なっての 新語で ある。 左 註 は、 墨 滅の詞 書に よっての 書き入れと 思 はれる。 

二 句、 墨 滅には と ある C これ は 優って ゐる やうで ある。 

きょはら の ふか やぶ 

みつ 汐の 流れ ひるま を 逢 ひ 難み みるめ の 浦に よる を こ そ 待て 

Eao みつ 汐 s 流れ ひるま 满 潮の 水の 流れて 干る とい ふに、 晝間を かけた。 o みるめの 浦に 浦に 海松 布の 寄 

ると 隨 けた C みるめの 浦と いふ 地名 か あるので はない。 さて、 海松 布に、 見る目 を かけた。 o よる 寄る に、.^ 


を かけた。 

大意 満潮の 水の 流れて 干る とい ふその 晝間 はサ、 人目に 障 へられて 逢 ひ 難いので、 海松 布が 汐に 連れて 浦へ 寄 

ると いふ その 夜 をサ、 逢 ひ 見た さに 自分 は 待つ わ。 

1 綠 語の 鎖り 續け、 いひ 掛けの 多 さ、 實に厭 はしい。 た  > 小手の 利いた の を 見る だけ だ。 

うらみても 汐の ひるま はなぐ さめつ 袂に 波の よるい かにせ む (續後 拾遺 集. } 

これ もこの 作者ので、 模型が 同じで ある。 淸少納 言の 曾祖、 元輔の 祖父と して これで は M る。 躬恒^ に^ i«J 屛 

風の 歌、 

あっさ 弓 いるまと かたに みつ 汐の ひる あ ひがたみ よる を こそ 待て 

似た やうな 修辭 で、 この頃 流行った ものである。 

二 句、 六帖 に， S る^^と ある。 

平 贞文. 

白 川の しらず ともい はじ 底淸 みな がれて 世々 にす まむ と 忍へ ば 

1 o 白 川 山城 國愛宕 郡に ある。 志賀山 越の 溪閒 から 發 して、 南 流して 末 は 鴨 川に 八：： する。 o ながれて 流れ 

うり カレ  ナ ガレ  ， ， 

てに お 在て を かけた。 存在て は、 ながらへ ての 約。 o 世々 に 歳月の 長き をい ふ轉^ "  i 世 一 一世の 意で はな 

い。 o すまむ 澄まむ-.！、 住まむ を かけた。 この 住む は、 男が 女の 許に 住みつ く をい ふ。 

大意 二人の 中 を、 若し 人が 問 はば、 一， M その やうの 事 は、 白 川の 名の やうに 知らぬ ともい ひ はすまい わ、 その 
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譯は、 その 白 川の 水底の 淸 さに、 流れて 何時までも 水の 淸む やうに、 私 は 心き れいに 眞實 にかね ての 詞の 通り、 

長ら へて 世と 共に 相變ら す、 責女と 一 緒に 住まう と 思へば サ。 

_@  r 底淸 み」 は 心の 誠 ある を喩 へたので、 あの人と 末始終 添ひ遂 ゆようと 思へば、 人に 問 はれても 打ち明けて 隱 

すまいと、 さも 思 ひ 人ったら しい 戀 である。 「底淸 み」 など 自讃して ゐる點 や 全體の 趣から いふと、 機會の あり 

次第 一 一人の 仲 を 表 向に しょうではありません かの 意 を ほのめかして、 女の 許に いひ やった ものら しい。 

初 句、 一木に と ある は采ら ない。 

とものり 

したに のみ 戀 ふれば くるし 玉の緒の たえ て 亂れむ 人な 咎め そ 

1 0 玉 SSI の 玉の緒の 如くの 意。 0 たえて 亂れむ 玉の緒が 絶える と 玉が 亂れ るの を喩 へた。 「たえて」 は ひ 

たぶ るに、 一 向に などい ふ 意。 r 亂れ む」 は 放蕩れ むの 意で、 實の反 對。 

大意 心のう ちにば かり 戀 うて 居れば、 ひどく 苦しい わ、 これで はかな はぬ 程に、 いっその 事 打ち出して、 玉の 

緖の 切れて 玉が 亂れる やうに、 一向に 戀 に亂れ ようと 思 ふ、 必す 訛れ も 人 は 咎めて 下さるな よ。 

i 姿詞、 大 やう、 戀 一の、  ， 

人 しれす 思へば 苦し くれな ゐの 末つ む 花の いろに 出で なむ 

と 同じ やうで、 堪 へに 堪へ、 泳へ に へた 餘 りに 破裂した 情熱で ある。 但 これ は、 旣に逢 ふ 瀨を經 ての 戀 だか 

ら、 事態が や、 殊 つてる る。 萬 葉集卷 十一 、 


いきの 緖に 思へば 苦し 玉の緒の たえて 亂れな 知らば 知る とも 

に 至って は、 字句に 二三の 出入 こそ あれ、 全く この 同意 同型で ある。 11 竊の謗 は 梨壺の 歌人 友^でも のがれ 

る 事 は出來 ない もの か。 次の 歌 も 萬 葉に 淵源した 形迹が あるから、 作者 は 多分 萬^に 枕藉 した もので あら 

50 

一 一句、 六帖に s^ssu と ある。 

〇  • 

わが 戀を しのび かねてば 足 引の 山 たちばなの 色に 出ぬべし 

m  o 足 引の 山に か  >  る 枕詞。 0 山 たちばな 藪柑子 をい ふ。 冬 その 實が 赤く 色づ く。 本草 和名に 「牡丹 11， 

と ある はいか ヾ。 

大意 自分の 戀の思 を、 今まで こそ は、 とかくして 忍び 隱 して 居れ、 これから 先、 どうも 堪 へられな くなら ば， 

山； s の實の 色に 出る やうに、 人目に か、 る 位に、 氣 色に 顯 はれて しま ひさうな わ。 

1 山 橘 を詩材 とする こと、 夙く 奈良時代に 行 はれ、 殊に、 

足 引の 山 掹 のい ろに 出で て 語らば つぎて あ ふ 事 も あらむ (萬 萊卷 四) 

足 引の .E 橘の いろに 出で て 吾が 戀 ひなむ を やめが たくすな (同卷 十 1 ) 

の 如き、 同 想の 序で ある。 しかく、 修辭の 一部に^ 葉の 糟粕を 舐って はるる. か、^: おにお のづ から 特異の 點が認 

めら れ、 平^のう ちに、 大きな 眞辇 の^が^って ゐ る。 ー氣呵 成に いひお ろして、 調に 弛緩の ない S も 立し い。 
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二 句の 終りの 「は」 文字 は淸ん でも、 その 意が 聞え る。 

よみ 人 しら、 す 

大方 はわが 名も湊 漕ぎ出な む 世 をう みべ たにみ るめ すくなし 

1 o 大方 は 大抵なら ばと いふ 意に 近い。 七 八まで それと して 許す をい ふ。 0 世 をう み ，べ たに 世 を 憂と いふ 

に、 海べ た を かけた。 倦みに かけた ので はない。 「海べ た」 は 海ぎ の轉。 海濱 をい ふ。 

大意 磯 端 は 海松 布が 少な さに、 舟を湊 から 沖へ 漕ぎ出して、 存分に 海松 布 を 刈る やうに、 大抵なら ば、 自分の 

名 も、 世間に 立て、 しま はう わ、 隱し 忍ぶ 中 は、 思 ふやう に 度々 逢 はれぬ が、 如何にも 憂い事で あるに よって、 

いっそ 顯 はしたら ば、 却って 思 ふま、 に 逢 ひ 見る 事が 出來ょ 5 と 思へば サ。 

^ ふと 聞いた ばかりで は、 上句が 意味 を 成さない。 下句の 說明を 見る に 及んで、 はじめて 轉義 よりきた 譬喩で 

ある こと を曉 る。 素性 集、 

たより なくなき 名 は 沖に f  〕 ぎ 出な むよ るべ たもと にみ るか ひもな し 

は、 この 等 類 だら う。 いづれ もい やな 彫琢で ある。 

下句、 六 帖に人 をみ るめ をお きに こそ かれと ある o 

平の さ だぶん 

枕より また 知る 人 もな きこ ひを淚 せき あ へ ず もらし つ るかな 

謂 o 枕より 枕より 外にの 意。 o こ ひ を 戀 なる もの をの 意。 


大意 逢った 夜の. 枕より 外に、 又と 知る 人 も 無い 戀 である もの を、 思に 堪へ かねて V つい 淚を 堰き止めお ほせす 

こ ほして、 自分の 戀を 洩らして のけた 事よ。 

^ 知らす くこ ほれる 戀の 感傷の 淚は、 物 や 思 ふと 人に 怪 まれたら、 ほんに どうなら ぅぞ、 危ぃ事 かなと、 み 

づ から 悚 然とした 趣が 見える。 戀を 枕が 知る こと は、 下に も 「知る といへば 枕 だに せで ねし もの を」 など あつ 

て、 夙く から、 ^くい ひなら はした 諺であった らしい。 必す戀 一 の、 

わが 戀は 人し るら め やしきた へ の 枕の みこ そ 知らば 知 るら め 

を 本 歌と 定める の は 泥んで はしまい か。 歌 は 戀の實 情が あら はれて を かしい が、 大した もので はない C 

よみ 人 しらず 

風 ふけば 浪 うつ 岸の 松 なれ やねに あら はれて なきぬ ベ ら なり 

此歌 は、 ある 人の いはく、 「柿 本の 人 まろが なり」。 

1 o 松 なれ や 「や」 は 欵辭。 o ねに あら はれて 云々 根に 音 を かけて、 「顯 はれて」 といった C 「音に 顯 はれて」 

は、 聲に 立てる をい ふ。 

大意 臌が 吹く と、 浪 打ち寄せる 岸の 松 は、 波に 洗 ひさら されて、 根が 顯 はれる 物 だが、  <：： 分 3:^ は 丁 皮 その 忪 

である ことよ、 寳に その 根の 顯 はれる とい ふやう に、 音に 顯 はれて、 ひどく 泣き もし さうな わい。 

1 「^なれ や」 の^^、 「秋の 野に おくしら 露 は 玉 なれ や」、 「^せの 海に 釣す る海士 のうけ なれ や r 「うき 草のう 

へ は 茂れる なれ や」、 「わが 戀は 深山が くれの 草 なれ や」 の 類、 上に も數多 散見して、 面白い 辭 様と 忍 はれた 
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が、 これ は 四 句め 秀句が なまじ ひに 細碎に 過ぎて、 感興の 自然 を 害って ゐる。 却って 六帖 の、 

風 ふけば 良- フ つ 岸の そ なれ 松ね にあら はれて 泣きぬ ベら なり 

又 同、 みつね の 歌に、 

五月雨の 玉に ぬく： n の あやめ 草ね にあら はれて 泣きぬ ベ ら なり 

, など あるか 如く、 上句 を 普通の 序詞に 仕立てた 方が 優り さう である。 

左 註 は 勿論 信ぜられない。 六帖 にも 人 麿の 作と したが、 「ベら なり」 の 語が、 奈良時代の もので ない こと は、 夙 

く 春 上 「春の きる 霞の 衣ぬ きを 薄み」 の 條に說 明した。 

〇 

也に すむ 名 を をし 鳥の 水 を 淺み隱 ろと すれ ど あら はれに けり 

^  o 名 を をし 鳥の 名 を惜 むに、 鴛鴦 を かけた。 

大意 あの 池に 住む、 名が サ 惜しい とい ふ 名の 鴛鴦が、 池の 水が 淺 いので、 水底へ 隱れ ると はする が、 顯 はれて 

しまった わい、 その 如く、 自分の 戀も 憂き 名の 立つ が 惜しい ので、 隨 分と 隱れ 忍ぶ と はする が、 顯 はれて 人が 

知った わい。 

0 庭前. の 池に 鴛鴦の 出沒 する の を 見て 發 した 感興で、 論語の 「隱 したる よりあら はる 、 はなし」 に 表裏して ゐる 

だけ、 歌ら しい 氣 分に はなって るるが、 比喩が や、 不完全で ある。 「名 を をし」 の 秀句が、 夙く 諷 託の 本意 をい 

ひ顯 はした 爲 だら う。 


逢 ふこと は 玉の緒ば かり 名の 立つ は吉 野の 川の 瀧つ 瀨の ごと 

In  o 玉の 綠 ばかり 少しの 間 ほどの 意 。玉の緒の こと、 戀ニ 「死ぬ る 命い きも やする と」 の 歌の 條に旣 出。 

大意 e 分 達 二人の 中 は、 逢 ふ 事 は、 丁度 玉の緒 位の ゎづ かな 事で、 その 癖 S き 名 S 立つ こと は、 古^川の 瀧の 

音の 髙 いやう で、 世 問 へ饗き 渡って、 それ は/ \-喧 ましい 事よ。 

1 さて も^の わるい ぁぢ きない 戀 よの 餘 意が、 上下の 應接 によって 生す る。 兩極 端の 反對 して ゐる 現象 を、 た 

だ 具體 的の 薄： 喩を 以て 排對 した 外に、 何等の 言 築 を も揷 まぬ は、 この 簡 古の 妙 を 具へ る 所以で、 又^ 味 永く、 

風韻の 高い 所以で ある。 ^葉 集卷 十四、 

さぬ らく は 玉の 緖 ばかり 戀ふ らく はふ じの 高 根の 鳴澤の ごと 

は 同 恕の先 型で ある。 抑 も 彼れ を點 化して 詠んだ もの か。 それとも この 畔代 調に、 彼れ の 鸭ま して はった も 

のか。 修辭 表現の 完全した 點 からい へば、 士 〔野の 瀧つ 瀬の 方が、 富 十： の S=P£ に脾 つてみ る。 

むら^の.^ ちに しわが 名 今更に ことなしぶ ともしる しあら め や 

o むら 烏の むら 鳥 は 群 鳥の 轉 C その 飛び立つ 光景の 目につく より、 「立ち」 にか、 る 序と した。 0 ことなし 

ぶ 事無し 振の や r 「ぶ」 は 形容の 接尾語。 

戀欺！ 一一.  六 九 三 
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フゥ 

大意 群 鳥の 立つ やうに、 世間に 一 度 立って しまった 自分の 戀 のうき 名 は、 今 改めて そ 知らぬ 風 をした とて、 そ 

の 甲斐が あらう 事 か、 いや あり はすまい わ。 

園 取り I ^しのつ かぬ 以上 は、 ま、 ょ事實 を事實 として、 寧ろ 遠慮 もな しに 逢 はう と、 诀 心の 臍 を 固めた。 この 

捨鉢 的な 態度に、 その 抑へ 切れぬ 熱情が ほとばしる。 

,1 一句、 打聽 本に は 立ちぬ ると ある。 

〇 

君に より わが 名 は 花に 春が すみ 野に も 山に も 立ちみ ちに けり  . 

大意 貴方 故に、 自分のう き 名 は、 花に か、 る この 節の 春霞が、 野に も 山に も 一 面に 立つ やうに、 世に 遍く 立つ 

てし まった わい ◦  . 

1 誘った 水 を 怨んだ 落花の 述懐で あらう。 うき 名の 立つ につけて、 流石に 女の 小さい 胸に は、 戀の い 露に 醉 

ひながら も、 一 面に は 空 おそろしく 感じた ので ある。 「花に 春霞」 は、 眼前の 景物 を 序に ffl ひたので、 世に 遍く 

の 怠 を、 霞の 綠で、 「野に も 山に も」 と轉義 した。 「花に」 は對 手の 人を擬 へたと する 契 沖、 眞 淵の 說 はや、 鑿に 

過ぎ はしまい か。 二 句は碎 けて、 叙 法が 明快で ない。 

初 一 一句、 六帖に 君が ^！^ねが^, お， と ある。 


知る とい へ ば 枕 だに せで 寢 しもの を 塵なら ぬ 名の 空に 立 つらむ 

園 〇 空に 立つ パ ッと 高く 立つ をい ふ。 

大意 「いかに 包んだ 思で も、 枕 は 知る」 と 諺に いへば、 その 枕 さへ せす に寢 たもの を、 どうして 人が 知って、 鹿 

こそ 荃に 立つ が、 その 麋 でも 無い うき 名が、 かう 高く 立つ ことで あらう ぞ。 

^ 假令 そんな 諺が あつたと て、 落ち着いて 寢 るのに、 枕 をし ない こと もなから う。 これ はほんの 手枕ば かりの 

假寢 を、 わざと 枕 を 取らす 寢 たやう に假 託した ので ある。 かう して 麋 ならぬ 名の 空に 立つ を 訝る 素地 を 作った 

ので ある。 さて、 使 はぬ 枕に は 塵の 置く こと は、 夙く からい ひ來り 詠み 來 つてる るので、 忽ち 廣を 聯想して、 

その 綠 によって、 名の 高く 立つ こと を、 R 仝に 立つ」 と 1! 義 した。 修辭 が纖細 巧緻で、 調が 流^な の は、 この 作 

者の 特技で ある。 又い ふ、 「空に」 の 語に 拘泥して、 なき 名の 立つ こと、 解して はわる い。 この 篇次、 ^その 實 

があって 顯 はれた 戀 である。 


戀 ^ 一 一一  六 九 五 
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戀 歌 四 

题 しらず  よみ 人知らず 

みちの くの あさかの 沼の 花 かつみ かつみる 人に 戀 ひや 渡らむ 

11 〇 みちの くの 云々 「あさかの 沼」 は 今の 岩 代の^ 安積 郡に ある 沼。 古へ は 今の 福島縣 W 北 はすべ て、 「みち 

のく」 といった。 道の 奧の篛 C 東海 東北 兩道 S 道の ゆきどまり だからい ふ。 0 花 かつみ 何物と も 定かで ない 

能 因が 歌枕に 「かつみ は菰 をい ふ。 菰花を 花 かつみと いふか」 と ある。 契 沖、 榊^ 玄輔、 土 肥經 平、 S 代 弘^、 

^勢 离丈、 喜 多 村 節 信、 山 本 明淸、 井上文雄、 近 藤 芳樹等 皆 これに 從 つた。 六帖 に、 菰の 次に、 かつみ. を 

立て、 あるから 別物の やう だが、 、ぬな はに 次いでね ぬな は を 載せた 類で、 舉竞同 物 だら うと 契 沖 はいった C お 

雅、 物類稱 呼に 陸 奥の 方言と ある は、 萬 葉 集に 陸奧 でなくても 詠んで あるの を 知らないから である。 田 字 草と レ 

ふお は 荷 ra 東満に 起って、 眞淵、 铂諸成 等 もキ： 張した が、 伊勢い：！： (丈 は 同名 異物と 斷 じた。 楫取 魚彥、 加 藤 千 蔭 

よ、 ^奧で 今 菖^に^ て 花の 四片 なの を、 かつみと いって ゐる、 それが 眞の物 だら うとい つたのに、 ^川 士^ 

石 川 推 望 は從 つてる る。 ^守 部 は、 芡 (ぉフ) だら うとい つたが、 餘り 僻して ゐる らしい。 本草^: おに、 菰 米を充 

恝耿四  六 九 七 
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てゝ あるが、 それ は i ま葭の 類で、 花と はい はれない。 纏蓀 とい ふ說も あるが、 あれ は 深い 沼に は 生えない。 無 

名抄、 奧儀抄 などに、 蘆の 花と あるが、 夙く、 顯昭は 聞えぬ 說と難 じて るる。 上田 秋 成 は 參河美 濃な どに、 か 

つみと 呼ぶ 物が ある。 菰の 類で あると いった。 なほ 諸 說紛々 として 诀 しないが、 煩 はしい から あと は 省く。  o 

かつみる はっくに 見る の 意。 「見る」 は 男女 相 逢 ふ をい ふ。 「かつ」 は 苟且の 意。 

大意 陸奧の 安積の 沼の 花 かつみの 名の、 かつみと いふ やうに、 かつぐ に 一寸 逢った ばかりの 人な のに、 心に 

戀 しく 思って、 永く 月日 を經 てること であらう か。 

0 かりそめの 契に 捧 ゆた わが 生涯 を豫 想して、 打ち 歎いた。 上句 は 同音 を疊 みかけた 序で、 爲 にかつ みるの 意 

が强く 印象され て、 おの づ から r 戀ゃ 渡らむ」 と、 時間 上の 對映を 生す る。 この 語勢に よって、 「人に」 が、 人な 

0  0 

るに の に 問えて くる。 

下句、 六帖に 5, つみる 人の 戀 しき や なぞと ある o 

、：： ：： 卜 九^、 逄ひ兒 て 後の 戀を あゆた。 

ノ 〇 

ひ 見ず ば戀 しき 事 もなから まし 音に ぞ人を 聞く ベ かりけ る 

大意 一皮 も 逢った 事が 無いならば、 この やうに 戀 しい 事 もあります まい わ、 されば、 逢 ふこと などせ すに、 只 

よその 事の 風聞にば かり サ、 あの人の 事 を 聞いて 居るべき 事であった わい。 

■ なまじ 逢った が爲 に、 枕より 跡より、 戀の 奴が 攫み か、 つて、 何とも 仕樣がない ので、 却って 噂にば かり 聞 


いてる た 逢 はぬ 昔が まし だと 回顧した。 後の 物 だが、 敦忠 の中納 言の 「あ ひ 見ての 後の 心に くらぶれば 昔 は 物 

を」 と 詠んだ のと、 その 情況 を 同じう する ものである。 さりと て、 實に昔 を 今にした いと 希った ので はない。 現 

在の 苦境に たまり かねた 呻吟の 聲 なので ある。 逢 ひ 見る と 音に 聞く とを對 比して、 木お 好^^ 倒の 言 をな した 

處に詩 味が ある。 

つら ゆき 

参 

いその かみ ふるの 中道な か 7{ に 見ず ば戀 しと 思 はまし や は 

0  0 いその かみ ふるの 中道 大和の 山 邊郡石 上の 布留の 中に ある 道 をい ふ。 美 濃の 中 山、 佐 夜の 中 山、 鈴 鹿 ふ 

るの 中道な どの 類で ある。 0 なかく に 却って。 

大意 石 上の 布留の 中道の 名の、 なかとい ふやう に、 なかく 却って、 一度 も 逢った 事が 無いならば、 この やう 

に戀 しいと は 思 はう か、 いや 思 ひ はすまい わ。 

0 上の 耿の 上句の 意に、 初 一 一句の 序 をつ けた 形で ある。 逢 ひ 得すに 人 を 思 ふの は、 もとより 戀 しいに およった 

こと を、 なかく に戀 しと 思 ふまい といった 反 興、 以て 今の 愛慕の 情の 切な さが^られ る。 上の もこれ も、 

平 S 「世の中に たえて 樱 のなか りせば」 と 同一 の 心理 狀 態から 出て ゐる。 例の 同音の 反復 も あり、 かたん \語々 

流暢に 諧 つて ゐる。 

藤 IS たぐ ゆき 

君と い へば 見 まれ nr すまれ ふじの 根の 珍しげ なく も ゆる わが 戀 

0^0  六 九九 
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n  まれ 見す まれ 見る にも あれ 見す にも あれの 約。 o ふじの 根 根 は岑の 上略。 o 珍し ゆ なく も ゆる 常 

時の 富士山 は 常に 噴烟 して 居た からい ふ。 0 わが 戀 戀に火 をい ひかけ た。 

大意 富. H の 山の 燃える の は、 常住の 事で 珍し ゆ も 無い が、 貴方の 事と サ いへば、 逢 ふに つけ 逢 はぬ につけ、 何 

時 も 富士の 山の 燃える やうに 燃える、 私の 戀の 火で ある ことよ。 

1 見る に 慰み、 見ぬ に 燃える とい ふの は、 戀の 常態な の を、 我が 胸の はしり 火 は、 そんな 差別がない と、 常に 

烟 火の 絕 えぬ 富 士の山 を 例に 引いて、 水平 以上に 熱狂した 情 懷を敍 ベた。 初 句 は 面白い。 君 故 はな どい ふ 力 弱 

い 調べと 違 ひ、 しかも、 字餘 りと きて ゐ るので、 「君」 とい ふこと が、 絕對に ま： く點 出されて るる。 且ニ 句の 語 

法が 短截 なのに、 結句 を體 言で 止めた ので、 全 首の 語調が おの づ から 勁 健で ある。 「君」 と 「我が」 との 對 照の 如 

き、 卒に その E 怠 不用意が 斷 ぜられ ない。 

友 則 集に 入って あるのに は、 初 句 君て へ ば、 結句 も ゆる わが 身 をと ある。 

伊  勢 

夢に だ も 見 ゆと は 見え じ 朝な わが 面影に は づる身 なれば 

0  0 夢に だ も 「だ も」 はだに もの 略。 o 見 ゆと は 見え じ かの 人に、 わが 目 見 ゆと は 見られ じの 杏 r 

大意 思 ふ 人に は、 現に は 勿論 夢に さへ、 此方から 逢 ふと は 見られますまい わ、 每朝 鏡に 向 ふに も、 甚く やつれ 

た 自分の 面影に、 恥 かしく たまらぬ 身で あれば サ。 

0 鏡に 對 つて、 寢く たれ 髪 を 取り 上 ゆるの は、 女の 身嗜 みだから、 朝な z\ の 面影 は、 鏡の 影で ある こと は 勿 


論で ある。 一度 逢って から 思に 瘦せ 細って、 容色の 衰 へが 目. N つので、 今更 男に 會ふ事 を 羞ぢる その 心根の い 

ぢら しさ、 神經^ ： な 婦人の 特質 を 現 はして るる。 「みえ じ」 の诀 心を强 くい ふとて、 現在 を 夢にまで 延長した。 

「夢に だ も」 と 誇張して、 夢 は 心に も 任せぬ ものである こと を 忘れた 狂痴の 想が 面白い。 ー說 に、 た V 容貌の^ 

い を 羞ぢる 意と 解した の は、 こ、 の 部 立に 協 はない。 逢って 後色袞 へた 顔と； ^るが よい。 

初 句、 六： S に 夢に てもと ある。 

よみ 人 しらず 

石 間 ゆく 水の 白波 立ち か へ りかく こそ は兒 めあかず も あるかな 

i  0 石 間 眞淵は 「イシ マと 訓む ベから す、 ィ ハマと 訓 むか 古語な り」 とい ひ、^ 樹は人 丸 集に 證を 引いて 「こ 

の^は、 イシ マの 語 ありし ならむ」 といった。 o 水の しら 波 水の 色の 白く 立つ 波 をい ふ。 水の 白し に 白波 を 

よせた o 

大意 山川の 石の 間 を 流れて 行く 水の、 白い 波の 立ち返る やうに、 何遍も 立ち 厌 つて 來て、 この 通りに サ逯 はう 

わ、 いくら 逢っても/ \ 見飽きの 無い ことよ。 

^ 「立ち返り かく こそ は 見め」 と は、 常に 逢 ひ：^ むと いふ こと を 婉曲に いったの である。 上句の 序、 叙 ぉ_ かお も 

しろい。 「水の 白波」 は元久 時代の 歌人 達に 喜ばれた 語で ある。 結句が 惜しい ことに^だ 率お である。 

• 〇 

伊勢の あまの 朝な 夕な に かづくて ふみる めに 人を飽 くよ しもが な 

戀^ 四  七 〇一 
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1 0 朝な 夕な 宣長 いふ 「『な』 は、 何に まれ 钣に 添へ て 食 ふ 物 をい ふ稱 にて、 魚 菜 を 通じてい ふ。 轉 じて は單 

に 朝夕の 意に も用ゐ る」 と。 又 齋藤彥 麿の 說に 「朝な 夕な のな を 魚 菜の 事と いへ る は、 萬 葉 集の 借 字書き より 誤 

を傳 へたるな り。 朝の 間 夕の 間と いふ 事に て、 之 間の 約 はなな り。 よな く は 夜 之 間く にて、 晝を靈 問と い 

ふに 同じ。 夜 をよ はとい ふ も 夜の 間の 羲 なり。 夜半と 書く はもと より 借 字な り」 と。 o かづくて ふ 潜く とい 

t ルメ 

ふの is。 「著く」 は 波に もぐる ことで あるが、 こ、 は 潜いて 獲物 を 取る にい ふ。 C みるめ 海松 布に、 見る目 を 

かけた。 

大意 ^勢の：^ の^ 士が、 朝夕の 食物に 潜き 上 ゆると いふ 海松 布の やうに、 思 ふ 人 を 逢 ひ 見る ことに、 飽き 足る 

仕方が あって ほしい 事よ。 

1 上句 G 序 は、 萬 葉 集卷十 一 、 

伊勢の あまの 朝 魚 夕 菜に かづく ち ふ鳆の 貝の 片思 にして 

を、 全く 襲った ものである。 「みるめ」 のい ひかけ を 以て 序と したの は、 おの づ から 奈良時代 とこの 時代との 

風 調の 相違 を 示して るる。 四 句、 人 を みるめに とい ひ 下す ベ きを、 調のう へ から 倒 装して 諧へ た。 「朝な 夕な」 

は、 萬 菜に 朝 魚 夕 菜の 字 を 充てた 如く、 必す 朝食 夕食の 菜 料に 潜く こと /'するがよい。 輕く 朝夕の 意に 見て は、 

この 結構の 旨 趣に 協 はぬ かと 思 ふ。 作者 は 京人で、 伊勢の 海に はそんな 事が あると 聞き及んだ ま、 に 、「潜く 

て ふ」 と餘 所く しい 表現 をした。 

初 句、 六帖に 伊勢の 海のと ある。 


はる 霞た なびく 山の さくら 花見れ ども あかぬ 君に も あるかな 

大意 長閑な^ 爾の なびく、 山の 櫻の 花の やうに、 見ても 逢っても、 飽かぬ あの方で まあ ある 事よ。 

1 思 ふ 人 を 花に 擬 へたの は、 © 辭か慾 目 か。 花 顔と いひ、 花 想, 容と いひ、 似, 君 花 發兩三 枝と もい つて、 漢詩 

にも 例が 多い。 Eiffi が、 春霞 を 重く  a て、 「霞の 隱 せる 山の 樱は さやか ならぬ 物 なれば、 兑れ ども あかぬ の 序と 

せり」 といった の はわる い。 た V 养山の 花 は^ 氣が 面白くて、 ^飽かれ ない 趣と するがよい。 このが は 旣に春 

下、 「はる 霞た なびく 山の さくら 花」 の條に 論じて おいた。 

，  >  う  ,、 ， 

ュ  力  や、 力 

心をぞ わりな きものと おも ひぬ る 見る ものから ゃ戀 しかるべき 

ス ナガ ラ 

1 o わりな き 道理の 無い の 意 o  o ものから や 「から」 は 乍の 意。 「や」 は 反 勁辭。 . 

大意 この 心 をサ、 道理ない 物と 思 ひ 定めた わ、 ー體 逢って 居ながら 戀 しからう か、 いや 戀しぃ 箸が 無い、 然乙 

にかう^し い 故に サ。 

i  - お-る^の あこがれに、 われと わが 心に 愛想 を盡 かした 趣で ある。 「もの」 の 語 無^味に ま複 して ゐる 。後^ 

： 、 

蠻の ごと わりな き 物 はな かりけ りかつ むつれ つ ， かつ ぞ戀 しき 

戀欲 g:  七 〇 三 
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はこれ と 同意で、 敍述は なだらか だが、 語調 平靜に 過ぎて、 これに 比する とや、 情熱の 活躍 を缺 いてる る やう 

だ。 

凡河內 みつね 

かれはて むの ち をば 知らで 夏草の 深く も 人のお も ほ ゆる かな 

10 かれはて む 「かれ」 は 草木の 枯 るに、 人の 離る を 寄せた。 - 

大意 夏草 は 今 こそ 茂りが 深いが、 時が 來れば 枯れる 物で ある やうに、 追 付け 見捨て 、遠退いて しま ふ 先の 事 を 

ば 知らす に、 さし 當 つて は その 夏草の 深い やうに、 深く も その 人の 事が 思 はれる 事よ。 

團 「夏草の」 は 「深く」 の 序ながら、 上に 「枯れ はてむ」 と緣語 をお いて、 ことわり を 合 はせ て あるから、 おの づか 

ら、 比 興の 體を 成して るる。 四 句の 「も」、 及び 「の」 辭の應 接、 聲 響が ことに 和 諧に覺 える。 


六帖 に、 二 句 こと をば 知らで、 結句 人 をた のみけ る 哉と ある。 

よみ 人 しらず 

^鳥 川 ふち は瀨 になる 世な りと も 思 ひそめ てむ 人 は 忘れ じ 

1 o 飛鳥 川 火 和 國高市 郡に ある。 明日 香 川と も 書く。 冬 部 「昨日と いひけ ふと 募して」 の 條に旣 出。 

大意 叚令 飛鳥 川の 深い 淵が、 淺ぃ瀨 になる 世の中で あると も、 自分 は 一 度 深く 思 ひ 染めた であらう 人 をば- 

何時までも 忘れ はすまい わ。 


七 
〇 
五 


i 飛鳥 川に 淵 瀨の變 る こと をい ふ は、 奈良時代に は 一向 無かった。 そのこれ ある は. 本 葉雜下 

世の中 は 何 かつね なる あすか 川き の ふの 淵ぞけ ふは瀨 になる 

に はじまる。 この 歌 も それ を木據 として、 常住の 物がない 世と いふ こと を、 飛鳥 川 を 引いて 具象的に 敍 した C 

「忘れ じ」 は卽 ち變ら ぬので ある。 よって 上句に 對映を 生じて くる。 强ぃ 貞操 觀を 歌った なつかしい 愛の 歌で 

ある。 又 思 ふに、 四 句 は 「思 ひそめて し」 といった 方が 切實 で、 感哀が 深く はなから うか C 

寬 平の 御 時 后宮の 歌合の 歌 

思 ふて ふ 言 の 葉の みや 秋 をへ て 色 も か はらぬ 物に は あるら む 

1 o 秋 をへ て 飽き を 寄せた とする 說も あるが 穩 やかで ない。 

大意 すべて 草木の 葉 は、 秋 は 色の 變る 物で あるが、 私が 贵方を 思 ふとい ふ 言の葉に 限って サ、 秋 を 越 I て も 

色の 變らぬ 物で は あらう か。 

1 草木の 椠に對 映させた 言の葉の 混喩、 尋常の ことで、 さの み奇 とする にも 足らない。 賴後 撰椠に nl 泰 

八月い 五日^ 歌合の 歌に、 よみ 人 しらす、 

おしなべて うつろ ふ 秋 も あはれ て ふ 言 の 葉の みぞ か はら ざり けろ 

嗪代も 餘り隔 にす、 おなじ やうに 歌合の 歌な のに、 かほ どに 似て ゐ るの はいぶ かしい。 
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.  題 しらず 

さむし ろに ころも 片敷 きこよ ひも やわれ を まつらむ 宇治の はし 姬 

又は 宇治の 玉姬 

i  o さむし ろ 狹筵。 延喜 式に、 廣席、 長 席、 狹席 とあって、 狹ぃ 短い 莛を いふが、 なほ 思 ふに、 こゝの 「さ」 は 

輕く 見て、 接頭語と しても 更に 差 はない。 o 衣片 敷き 獨寢の 丸寢を すれば、 衣の 片 敷かれる の をい ふ。 o 宇 

治の はし 姬 「宇治」 は 山城 國 宇治 郡。 「橋 姬」 は 山姬、 市姬の 類で、 橋 を 守る 神 を橋姬 といった もの か。 今 も 

宇治の 橋 本に 姬大明 神と いって ある。 然し 眞 淵が 「萬 葉に はしき 妻、 はしき 妹な ど 詠める、 はしき を 略き て、 

はし 姬 といへ るな り。 はしき は 精し きに て、 よき 事 をい ふ」 といった 如く、 愛姬が もとで、 橋姬は その 附會 かも 

知れない。 秋 成 は 眞淵說 を强言 だと 論じた。 

大意 疲筵 の 上に、 着物 を片 敷いて 片寢 をして、 今宵 も 多分、 自分 を 待って ゐる であらう か、 あの 宇治の はし 

姬 がサ。 

圖 はし 姬は、 宇治の 里なる 寵妻を さした としたい。 平安の 京から 宇治 は、 僅に 四 里强の 道程 だから、 京 紳の別 

業を營 み、 或は 忍び 妻な ど据 ゑた 例 は 頗る 多い。 源氏物語 にも、 薰大將 が、 こ、 に隱れ 住ませ 給 ひし 八宫 の大姬 

君 を 思って、 京から： 迎 はれた 事が 出て るる。 想 ふに、 世の さがな き 物言 ひ を 避けて、 思 ふ 人 を こ、 に 隱し据 ゑ 

て、 忍びく に 通った 人な どの 詠 か。 蘆 分 小舟 障り 多 さに、 この 日頃 打ち 絶えて、 今宵 も 亦 行かれぬ の を、 か 

の愦 ある 撟姬 のこと なれば、 恐らく は 日頃に 懲りす、 帶紐 解き 設けて 下 待つ こと だら うと、 その 女の 動作 を、 


細やかに 想 ひめぐ らした のに、 いよく わが 行かれぬ こと を もどかし がった、 纏綿の 情 致が 露 はれて、 餘 味が 

言外に 饒ぃ。 「こよ ひ」 と 指定した の は、 必す逢 はう と 約束の あった 夜で、 も あらう。 風 調 もまた 高い。 

左 註の 宇，^ と ある は 取り 難い かと 思 ふ。 契 沖い ふ 「顯 註に 引きた る 六帖の 宇治の はし 姬と ある 歌 を、 今 

の 六帖に は、 宇治の 玉姬と あり。 されば これ も六帖 によりて、 後人の 書き 加へ たるなる べし」 と。 

. 〇 

君 や こむ われ や 行かむ の いさよ ひに 滇 の扳戶 もさ 、ず寢 にけ り 

園 o 君 や こむ われ や 行かむ の この 「の」 は 體言を 承け た 格で、 上 を 一 の 成句と 兒 たので ある。 o いさよ ひ 

滯 りて 進まぬ をい ふ。 o 横の 板戶 檜な どの 板戸。 稹は眞 木の 義で、 美稱 である。 故にお もに 建築 材料に よい 

マチ  、 •  - 

常 磐 木 をい つた。 今、 被 をのみ いふ は轉 つたので ある。 o さ、 す 戸鎖さぬ こと。 

大意 君が 來 うか、 私が 行かう かと、 ためら ひくして 居た うちに、 閨の眞 木の 板戶 も、 さゝ すに 寢て しまった 

わい。 

1 元來 人の 來る こと を 主と したの だから、 「われ や 行かむ」 は 映 帶の敍 法で、 且 同調の 語 を 反復して、 姿 致 を 取 

つたに 過 ざない。 そのい さよ ひに 板戶を も 鎖 さすに 寢て しまったと いふに、 如何に 夜 ふけまで 待ち設けて 居つ 

たかを 思 はせ て、 喑に來 なかった 人の 無情み 怨んで ゐる。 かくて、 その 人に 贈った ものら しい C 婉曲で 情味の 

長い 作で ある。 

六帖 に、 三 句？^^ ひに、 下句 網の I 板戶を さ、 でと ある。 

0  ^  ^  七 〇 七 
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- そせい ほうし 

今 こむ とい ひしば かりに 長月の 在 明の 月 を まちいで つるかな 

i  o 今 口語の すぐと いふに 當る。 0 長月 陰曆 九月の 異名、 秋 下 「夕 づく夜 もぐらの 山に」 の 條に旣 出。 o 在 

明の 月 空に 在りながら 夜の 明ける 頃の 月 をい ふ。 卽ち 廿日 以後の 月で ある。 

大意 宵の 程、 人が 只今 行かう といって よこした ばかりに、 それ を 誠と 思って 待つ もく 來 すして、 待ち もせ 

ぬ 、农の 長い この 長月の 末の、 しかも 早くで も 出る ことか 邏く 出る 在 明の 月 を、 早もう 待ち 出した 事よ な あ。 

^ さても 待つ 人 は、 どうした のかの 餘 意が ある。 待た ね ど 出て くる 月を擧 ゆて、 待て ど來ぬ 人の 不信 を 反映 さ 

せ、 長月の 在 明の 月と 諄く いひ 立て、、 さほど 夜の 更ける まで 音 もしな いのは、 いよく 來 ぬに 定まった と、 

失^ 怨嗟の 意 を 深めた。 況ゃ時 も あらう に 夜の 最も 長い 長月の、 しかも 最も 遲く 出る 頃の 在 明の 月 を 待ち 出し 

たとい ふに、 ひどく 待ち 恍けた 趣 を 思 はせ たもので、 婉曲で 味 ひ 永く、 姿 は 素直に、 めでたい 歌で ある。 

よみ 人 しらず 

月夜よ し 夜よ しと 人に つげ やらば こ て ふ に 似たり 待たず しも あらず 

1 o 月夜よ し 夜よ し 月夜よ し、 月夜よ しと 重ねた 詞 であるの を、 上略した ので ある。 「東屋の まやの あまり」 

「忘る なよなよと いひに し」 など、 皆 同じ 省略 格で ある。 〇 こて ふ 來と いふの 約。 r 來」 は 命令 格。 o 待た すし 

も 「しも」 は 十の 八 九 は、 しかる 意 を 表す 辭。 


大意 今夜 は大曆 よい 月夜 だが、 月が よいく と、 表向き あの人の 所へ 告 ゆて 遣らうなら、 やはり 來 いと 催促す 

るに^て 居る わ、 それ も餘り はしたな いから やめに しょうと は S ふが、 あながち 又 あの人の お出 を、 待たぬ 譯 

でも 無い わ。 

i 月の さやかな 夜中まで 男が 来ない ので 待ち あぐんだ、 女の 煩悶の^で ある。 月に 託する 好 方便 もつ、 まし 

く、 さりと て 待た すし も あらす を 何としょう。 この 撞着が 胸中に 反復され て、 苦！： の 末 は、 遂に^ 然 自失す る 

に 至って 巳む。 この 心理 狀態を 想像す る^ は、 詩 味 一 段と 長い。 萬 葉集卷 六、 

わが- M の栴唉 きたりと 告 ゆやら ば來ち ふに 似たり ちりぬ ともよし 

を 本 歌に した 換骨奪胎で、 おの づ から 別趣の 妙 を 具へ、 文 情 曲折して、 餘韻 悠然として 永い。 風格 も萵 古で 語 

語遒 健で ある。 「待た すし も あらす」 は 何とい つても 棹 尾の 豪 句。 四 五の 句 間に 意釋の 如き 意が 略されて ある。 

〇 

君來 ずば 閨へ も 入ら じこ むらさき わが もと ゆ ひに 霜 はおくと も 

モト ュ 

園 o 閨 寢 星の^。  0 こむらさき 濃紫。 0 もと ゆ ひ 元 結。 髻を 結ぶ 物 をい ふ。 和名 鈔に 「繫 、和名 、で^ H 

比、 、：^ 組 朿：. 髪 也」 と ある。 

大意 君が 来ぬならば、 ：！： 時まで も 閨へ這 入るまい わ、 かう して 夜の 更ける まで 外に 立ち 待って、 私の 濃紫の 元 

^へ、 眞白に 霜 はおくと も 構 はすに サ。 

^ 古 は 男女 を： 迎 じて 髮を 取り 上け、 元 結に 紫な どの 組 絲を川 ひたと 想 はれる から、 耿主は いづれ とも 诀し 難い 

ay  ^ 四  七 〇 力 
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が、 閎を いひ、 濃紫の 元 結 をい ふ處、 何となく 女らしい 方に 傾いて ゐ るから、 婦人と 兌て よから う.。 さて は、 

婦人の 情と して、 最も 大事に すべき 頭 髮に元 結に、 霜の 零る を も 厭 はす、 門に 倚って 立ち 待つ と は、 どんなに 

か 切な 戀 であった らう。 蓋し 肺腑の 語で、 同情に 堪 へない。 三 四の 句、 正しく は、 濃紫なる 元 結と いふべき を、 

なる の辭を 省き、 「わが」 を 隔て  > 「元 結」 へ續 けたの は、 詩形に 制限 せられた 結艰 であらう。 濃紫の 元 結に 霜 を 

取り合 はせ たの は、 色相の 配合が 鮮やかで ある。 「霜 はおくと も」 の 語に 戀の诀 心の 深さ を 表した 例 は、 集中に 

も 多い。 但 萬葉棠 に、 

居 明かして 君 をば 待た むぬ ば 玉の わが 黑髮に 霜 はおくと も (卷 一 一) 

待ち かねてう ちに は 入ら じ 白妙の わが 衣手に 霜 はおくと も (卷十 一 ) 

これら 同 想 同型で ある。 剽竊 とすれば 餘 りに 甚し 過ぎる が、 想 ふに、 或は この^ど もが 轉 つて、 本文の 如く 傳 

へられた のか も 知れない。 伹三首 中で は、 これが 最も 優れて ゐる。 起句 旣に 千鈞の 力 あるう へに、 原 歌の 君 を 

ば 待た む、 或は 待ち かねてな ど、 卒 易な 語 を 著け たのと 選 を 殊にし、 又、 黑 髮に換 へて 「元 結」 を擧 けたの も婉 

曲で、 格調 もまた 高 古で ある。 

宮城 野の 本 あら の こ はぎ 露 をお もみ 風 を 待つ ごと 君 を こ そ 待て 

i  o 宮城 野 陸前國 宮城 郡。 今の 仙臺 市の 東 偏に その 名が なほ 存 してる る、」 o 本 あらの こはぎ 幹 疎の 小 萩。 

末の 茂って、 本 立の あらく とした 萩 をい ふ。 おなじ 草 萩で もこれ は 野 萩で あらう。 「小」 は 美鹡と 見る がよ 


い。 眞淵 は、 これ を 木 萩と 解した が、 あの あたりの 丘陵^ 野に 今 も 萩が 多い が、 皆 草 立で、 木立の は兒 えない C 

o 待つ ごと 「ごと」 は 如くの 意。 

大意 宫城 野の 本 あらの 小 荻が、 枝の 露が 重い ので、 その 露 を 吹き散らす 風 を 待つ やうに、 私 も 食 方をサ 待つ こ 

とわい。 

■ 幹 疎く 枝葉の 密 なの は、 露に 撓み 易い 譯 なので、 さも 風 を 待って ゐ さうな 趣が 兄 はれ、 隨 つて^ を 待つ こと 

も 大方なら ぬ ことが、 ibn 外に 立證 された。 「待つ」 の 反復 はこの 場合 最も 有力な 表現で ある。 「風 を 待つ」 S 擬人、 

結句への 關係を 親切なら しめる。 湊合 的確に、 情 思 曲折して 淸麗 である。 

〇  . , 

あな 戀し今 も 見て しが 山が つ の 垣 ほに^け る やまとなでしこ 

i 〇 あな 欵辭。 o 兑て しが 「が」 は 願望の 辭。 がな と 同じい。 o 山が つ 山 住の 賤民 をい ふ。 o 垣 ほ 「ほ」 

は秀 の^で あるが、 垣との みい ふに 同じい。 0 やまとなでしこ 秋 上 「我の みや あはれ と 思に (し」 の 條に旣 出。 

大意 あ、 戀 しい、 只今な りと も 逢 ひたい ものよ、 山人の 家の 垣根に 唤 いて ある、 その 大和撫子 をサ。 

i 撫子が しどけ な ゆ に哚き 出した 山里の 垣根のう ちに、 いと 思の 外な やさしい 綺麗な 人 を^た 3 で、 垣根の 撫 

子に その 人を擬 へて、 戀 し^たし と、 立っても 居ても 物の 忍 はれる 熱情 を敍 ベた。 初 二 句の 漸餍 はこ 3^ 趣 を 

^くに、 適^の 表^で ある" 眞 率のう ちに 寄 興 あり、 ^文相 協って 面白い。 

S 欲 四  七 一 1 
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〇 

津の國 のな に は 思 はず 山城のと はに 逢 ひ 見む こと をのみ こそ 

i  o 津の國 攝津の 古名。 o なに は 難 波に、 何 は を かけた。 o と は 出城 國乙訓 郡の 鳥 羽で ある。 常 を か 

けた。 常 は 永久 不斷 などの 意。 

大意 自分 は、 津の國 の 難 波と いふ 名の 如く、 何も は 外に 思 ひ はせ ぬ、 山城の 鳥 羽と いふ 名の 如く、 常に 卽ち不 

斷、 只 あの人に 逄ひ见 ようこと ばかり をサ、 思って 居ろ わ。 

1 津の國 の 難 波、 山城の 鳥 羽、 名所 を聯對 して、 序に 用 ひた。 結句、 「事 をのみ こそ 思へ」 とい ふべき を、 上の 

「忍 はす」 を 響かせて 略いた。 初 二 句 は 映帶の 筆法で、 句法 も 三 句 以下に 排對 させ、 「思 ふ」 「思 はす」 を 照映せ 

しめた U 畢竟 一 途に逢 ふこと を 思 ふの 意 を、 かう 潤飾した ものである。 もし これが 難 波 男が 京女 を戀 したの な 

ら、 地名の 運用が 單 なる 修飾の 爲 ばかりで なくなり、 頗る 自然に 聞え てこよう。 

クら ゆき 

敷畅の 大和に は あらぬ 唐 ごろ もころ も へ ずして 逢 ふよし もがな 

1 o 敷 島の 云々 「敷 島」 は 大和 國 磯城 郡の 今 も ある 地名で、 此處 に欽明 天皇の 磯城 島の 金 剌宮を 建てられて か 

ら、 遂に 大和に 續 けての 枕詞と なり、 大和の 國 がまた 代々 に 帝都であった ので、 延 いて 日本 全國の 稱と轉 つて 

よ 、敷 島 も 日本 全國 にかけ て稱 する 名と なった。 〇 唐 ごろ も 驕旅 「から 衣き っゝ なれに し」 の 條に旣 出 C 


大意 敷^の 倭の 國 では 無い、 唐と いふ 國の名 の ついて 居る 唐衣の、 ころもと いふ やうに、 頃も^ すに 間無ノ 

に、 逄ふ 仕方が あって ほしい 事よ。 

I 「頃 も」 の 同音 を 冠せ る爲に 「唐衣」 とおき、 その 「唐」 をい ふ爲に 「敷 島の 大和に は あらぬ」 とおいた 累々^ 々 

の 序、 これ も 一 體 である。 雜下、 

木に も あらす 草に も あらぬ 竹の よの はしに わが 身 はなり ぬべ ら なり 

と、 殆ど 同型の 作で ある。 「顷 も經 すに」 が强く 印象 させられ るが、 又 源氏物語に 「かへ す，^ ぞ^ 衣なる」 W 刺 

笑 も 一 寸 聯想され ないでも ない C 

ふか やぶ 

戀 しと は 誰が 名 づけけ む 言 ならむ 死ぬ とそた、：， にい ふべ かりけ る 

io 言なら む 事なら むで はない。 0 た、. T に ひたすらに、 一途にな どの 意 。直にが 正^。 

大意 忍 ふ 人 を 慕 ふ 事 をい ふに、 戀 しいと は、 昔 誰れ が 名付けて 置いた 言葉で あらう ぞ、 その やうな おぬ るいい 

ひ 方より は、 死ぬ とサ手 短く 直にい ふべき であった わい。 

i 戀 しとい ふ詞 では、 死ぬ ほどに 戀 しい 表情に、 不十分な 氣 持の する ま、 に、 直に その 結 菜た るべき 「死ぬ」 の 

語 を 以て、 その 表情の 符標 としょうと いふ，， 常識 を 失した 不合理の 論理と そ 3 辭氣 の 劇し さとに、 殆ど 狂人の 

譫^に ひとしい C  , 】 の 血の 氣澤 山なる 所に 詩 味の 活躍が ある C 

一 一三の 句、 六帖に 誰が 名付け 、る：！：： 1 の粱ぞ と ある C 

？  s  ^  七 一三 
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よみ 人 しらず 

みよし 野の 大 川の へ の 藤な みのな みに 思 はぐ わが 戀 ひめ や は 

10 大 川のへ 大 川の 邊。 大川 は、 吉野 では 吉野川 をい ふ。 o 藤な み 春 上 「わが 宿に 唉 ける 藤な み」 の條に 

旣出。 o なみに 並に、 一通りに などの 意。 

大意 三吉 野の 大川 の逡 の、 花の 唉 いて 居る 藤 波の なみと いふ やうに、 並々 の 者と 貴方 を 思 はうなら、 この やう 

に 私が 戀ひ慕 ひ はします か、 いや 戀ひ慕 ひ はし ませぬ わ。 

^ 三 句まで は、 「なみ」 の 同音に 疊 みかけた 序で ある。 古へ は吉野 川の 岸邊に は、 山 藤な ど 這 ひか、 つて 暌 いて 

ゐ たので、 序詞に 使った と兒 える。 實際 眞劍に 人を戀 する こと は、 あだ やおろ そかな 事で はない が、 「なみに 

思 は、"」 は 或は 世に いふ 氣 休め 文句で、 かう いって 人に 贈った 歌で は あるまい か。 萬 葉 集に、 松 浦 川で 釣魚の 

娘 子等の 詠んだ、 

ワカ ュ 

若 鮎つ る 松 浦の 川の 川 波の なみに し 思 は V われ 戀 ひめ や は (卷 五) 

に 下句が 全く 符合して るる。 いづれ も 序 歌で、 松 浦の 川 波と、 吉 野の 藤 波との 差が ある だけ だ。 場所 を 近畿に 

換へ、 調 もも 改めて、 平安朝の 手 振に 近づけて は あるが、 つまり は 一 つ 歌と 思 はれる。 

〇 

かく 戀 ひむ 物と はわれ も 思 ひに き、 い. のうら ぞ まさし かりけ る 


ゥラ カタ  ゥラ マサ 

1 o 心の うら 心中に 立てた 占 形。 o まさし 正し。 ト占は 正確なる を尙 ぶ。 故に 占 正の 語が ある。 

大意 ^初から、 後で この やうに 戀 しくなら う ものと は、 自分 も 思 ひ 設けた 事であった、 されば. その 最初の，：：： 

分の 心の 內の占 ひが サ、 正しかった 事で ある わい。 

^  Eg して 豫 想した 如くで あると、 知りつ 、も 苦しい 戀の 淵に はまった 今 を、 自分から 弔して ゐる。 

初 二 句、 六帖に nfs—.s^^^p と ある。 

天の原 ふみと ぐ ろかし なる 祌も思 ふなか をば さくる もの か は 

圏 o ふみと V ろかし 踏み 立て、 蟲 かし。 0 なる 神 雷。 o さくる 遠退く るの 意。 嗚 神の 裂く にかけ た。 祌 

サク イカ ヅチ  サ クル  サク  , , 

代に も、 拆 雷の 名が ある。 中島 廣足 いふ、 「避 は 下 二 段活、 裂 は四投 なれ ど、 鳴 神の 方に て はさく までに かゝり 

て、 さくる とまで はか、 らす。 いひ かけに はか やうの 語 例 多し」 と。 

大意 あの やうに、 大空 を 踏み 縣 かして、 仰山な 音を立てる 鳴 神 は、 何でも 割り 裂く 恐ろしい 物で は あるが、 そ 

の 鳴 神 さへ も、 互に 思 ひ 合った 中 をば 遠ざける もの か、 いや 遠ざけ はせ ぬわ。 

0 假令 何^が 起る とても、 一 一人が 仲は诀 して 裂かれる もので はない の餘 意が ある。 は Iffi が 「世に^-の  一： ：！ くな り 

たるに 怖ぢ て、 女の、 かくて は 添ひ遂 ゆむ 末い か^ T ならむな ど 打ち 詫びた る を 諫めて、 遣 はした 乙^なら む」 

といった S は岱 つて ゐる。 來れ 天雷 何物 ぞの 所信、 その^ 熱の 天地に 磅^ して、 い かに 高く いかに 大 いなる か 

が^られ る ご 一 踏み^かし 鳴る 神」 すら 旣 にかう-た とすると、 かの 紛々 たる 人 言の 如き 何 か あらむ の 反映が、 言 
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外- 2 躍如と して ゐる。 雷の 音 を 一. 踏み 驟 かす」 といった 擬人 的 想像 も、 また 頗る 面白い。 尤も 雷 は 日本で も 支那 

でも、 古弋 から 神格 を與 へて はゐ るが、 その 連 鼓 をお、 つて 荒れ ま はる 樣子を 出した ことが、 鳴 神の 力 强さを 表 

現す る もので、 隨 つて 下句の 意を强 く反襯 する。 辭 氣跌宕 で、 理 無く 情 あり、 語々 句々 百 鍊の鐵 の 如くで あ 

る。 傑作と 稱 してよ い。 

的卷の 「^ねて より 風に 先. N つ 云々」 より 「こりす まに 叉 もな き 名 は 云々」 までの S 首 は 虛名を 歎く 戀、 「池に 住 

む 名 を をし 烏の 云々」 より 「君に より わが 名 は 花に 春霞 云々」 までの 四 首 は 實名を 歓く戀 、この 卷 のこの 「天の原」 

より 「里人の 首 は S 野の 云々」 までの 四 首 はい ひ妨 ぐる 戀を竝 ベ た。 おのく 大同に して 小異が ある。 

〇 

梓弓 ひき 野の つ ぐら 末つ ひに わがお も ふ 人に 言 のしげ けむ 

この 歌 は、 ある 人、 「あめのみ かどの、 あ ふみのう ねべ に 給 ひける」 となむ 申す。 

n  0 梓弓 ひき 野に、 梓弓、 ひくと いひ かけた 枕詞。 梓弓の こと は 春 上 「梓弓お して はる 雨」 の 條に旣 出。 o ひ 

き 野 河 內國に 日 置と 書いて、 今へ キと唱 ふる 所が ある。 そこの 野で あらう。 o つ V ら 延喜 式に、 黑 葛と 書 

いて ある。 和名 鈔、 葛 類に 「本草 云、 防已、 一名 解離、 阿 乎 加 豆 良」 と ある は 同 物 か。 小 野 博い ふ 「防已 は、 靑か 

づら とも、 靑っ 5, ら とも、 つ やら かづら とも、 つ ら ふぢと もい ふ。 蔓 至りて 長し」 と。 枝から 枝が 唉 いて 蔓延 

して ゆく ので、 「末 遂に 繁し」 と喩 へた。 o 言の しけけ む 言の 繁く あらむ の 意。 物言の うるさい の をい ふ。 

大意 日 置 野の 葛の、 ひろがって 繁 つて るる やうに、 末に は 遂に、 自分の 思 ふ 人に 名が 立って、 いろくと 世に 


噂が 繁 くなる であらう わ。 

^ 世の 物言の さがな さは、 昔 も 今 も變り はない。 若し それが 男女 間の 亊 となると、 一 曆甚 しい。 戀路に 立つ 者 

として は、 これが 一番 こ はい。 詩の 鄭 風に、  • 

レ 4 ルザ ヲ  レ ルガ  ヲ  二  セザ ラン ャ ル  ヲ  ハシフ  モ  シ 1 

將仲 子兮、 無き 我阖 一. 無レ折 11 我樹檀 T 豈敬 II 愛 之 7 畏 n 人 之 多言 T 仲 可レ懐 也、 人 之 多 雷 亦 可レ畏 也。 

人情 は 何處も 同じ ものである。 伹 かう 將來の 人 言 を豫 想して 危惧の 念に 驅ら れてゐ るが、 よく：：^ ると、 更に 踏 

^込んだ 第二の 危惧が 咭 示されて ある。 それ は 外で もない、 もし その場合には 手を切らす ばなる まい かとい ふ 

事で ある。 S 草な どに 喩 へて、 人 言の 繁きを 歎いた 例 は、 萬 葉 集に 數多 あるが、 かう ぉ茲の 末繁き に 比 興した 

の は 無い。 綠 語の.^ せに、 ひき 野まで 取り出し たの は、 この 時代の 風 調で ある。 

左 註の 「あめの 御門 云々」 は 例の 采ら ない。 

〇 

夏 引の 手び きの 絲を くり か へし 言 しげく とも 絕ぇ むと ^ ふ な 

この 歌 は、 返しに よみて 奉りけ ると なむ。 

1 0な，^ の 云々 春 蠶飼 して .PS 絲を 引けば 「垔 引」 とい ひ、 手して 引けば 「手引の 絲」 とい ひ、 それ を、 ^に 懸け 

て 繰り 尺 すが^に、 「くり かへ し」 といった。 0 絕 えむ 語ら ひ を S 能め る こと。 俗に 手を切る とい ふに 同じい。 

大意 e くす 〈假 令、 世 11 の 噂 は 、夏 引の 手引の 絲を 繰り かへ しくす る やうに、 かへ すぐ 繁く とも、 何時 ま 

チ 

でも 私との 手を切ら うと はお E:) ひな さる 勿よ こ 
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國 女の 耿 である こと は 勿論で ある。 されば、 女 紅なる 手引の 絲 のく りかへ し を 以て^: とし、 絲の緣 で、 r 絕ぇ 

む」 といった。 まことに 引き延へ て 繰った 絲の 如き 敍法 である J 世間の 噂 を 憚って ゐる やうで はと、 豫め 相手 

を 警戒した のに、 婦人の 思 ひ 迫った 情 致が 見える。 

左 註 は 例の 采らな い。 しかし 上の 歌の 返歌と して ふさ はし い 趣で ある。 

.  〇 

里人の こと は 夏野の しげく とも かれ ゆく 君に あは ざらめ や は 

圍 野の 垔 野の 如くの 意。 o かれ ゆく 離れ ゆく に、 枯れ ゆく を 寄せた。 

大意 世間の 噂 は、 假令夏 野の 草の やうに 繁く あると しても、 それ 故 遠退いて ゆく 君に、 逢 はすに おかう か、 い 

や 逢ば すに おき はす ま いわ。 

1 上句 は、 全く 萬 葉 集の、 

人 ごと は^ 野の 草の しゅくと も 妹と われと し たづ さはり 宿ば (卷 十) 

から 出て ゐる。 「枯れ ゆく」 の 緣語を 持ち出し たの は、 上の 「梓弓 ひき 野つ ザら 云々」、 「夏 引の 手引の 絲 云々」 と 

同 巧で、 皆 この 時代の 風 調で ある。 萬葉卷 四、 高 田 女王が 今 城 王に 贈れる、 

人 言 をし ゆみこち たみ 逢 は ざり き 心 ある ごとな 思 ひわが 背 

， 〕 の 世に は 人 一； 一； a しけし、 〕 む 世に も 逢 はむ わが 背 子 今なら すと も 

の 返歌と もい ふべき さまで、 世間の 人 言に 躊躇す る戀 と、 それ を 物の 數 ともせす 猎 進す る戀と を對 映させて、 愛 


の 髙潮を 歌って るる。 

- . 藤原敏 行の 朝臣の、 業 平の 朝臣の 家な りけ る 女 を あ ひし 

り て、 ふ み 遣 はせ りけ る ことば に 「い ま ま う で く、 雨 の ふり 

ける をな む、！^ わ づ らひ侍 る」 と い へ りけ る を 聞き て、 女 に 

か はりて よめる  在 原 業 平 朝臣 ，e 

か ず /\ に 忍 ひ 思 はずと ひがたみ 身 をし る 雨 はふり ぞ 增 れ る 

1 0 藤原敏 行の 朝臣の 云々 敏行 朝臣が、 業 平 朝臣の 家に 居る 女と いひ か はして、 消 な を 贈った 文句に、 「今 

參 らうと 思 ひます が、 雨が 降って 居る の を 見合 はせ て 居ります」 といって よこした の を 聞いて、 その 女に 代つ 

て 梁 平が 詠んだ との^。 これ も 伊勢 物語の 文^ を 摘んで 書いた ものと 覺 しい。 ^勢の 本文 は 長いから 略す る。 

前 田 夏^い ふ 「この 端 詞定家 卿の 窨 かれしと いふのに、 『雨の ふり ゆなる をな む』 と あり。 これいと よろし」 と C 

0 かすく に 數々 に。 宣 長が、 深切の 意と 解いた の はは やい。 o とひが たみ 問 ひ 難 さに。 0 身 をし る 雨 

身の 遝命を 知る 雨。 

大意 いろくに、 親切に いはれ るが、 誠に 思 ふやら 思 はぬ やら、 お 心のう ちが 問 ひ 難いので、 心配して 居 まし 

たが、 幸 ひ 私の 身の程が 知られる 雨が、 降りに 降って サ來 ました、 この 大 降の 雨に 濡れく も來て 下さらば、 

私 は 深切に 思 はれて 居る 幸 ある 身と 知り ませう し、 來て 下さらす ば 思 はれぬ 不幸の 身と 知り ませう わ。 

1 顯註を はじめて、 諸家の 說 まちく である。 中に、 高尙、 廣蔭 の釋が 優れて ゐ る。 依って 兩 說を參 酌し にな 

戀耿四  七 一九 
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釋に擧 けた。 景樹は 素より、 この 詞書を 勢 語の 攙 入と してる るから、 詞書を 離れて、 

懇に思 ふ 故に 訪ふ、 さは 思 はぬ 故に 訪は ぬと いふに あらす、 とても かくても 訪ひ難 さに、 只淚 のみ 落ち まさ 

れり。  、 

と釋 き、 「身 を 知る 雨 は淚を 云へ るに て、 この頃の いひなら ひなり。 伊勢 集 『かたみに も 身 を 知る 雨の 降りし 

s、 六帖に r 今日は 身 をし る 雨と こそ 降れ』 の 類、 證 とすべし。 さて 詞書は 『題 しらす』 か、 又は 雨に よりたる 

さるべき 詞 ありけ むかし。 今 知れ 難し」 といった。 「身 を 知る 雨」 を淚 とする は古說 で、 旣に顯 は、 それ を 僻言 

だと 難 じて るる。 身 を 知る とい ふに、 何とも 仕 檨模樣 もない、 わが 身の 宿世 を 佗ぶ る 意が、 下に 匂って ゐる。 

ある 女の 業 平の 朝臣 を、 所 定めず ありき すと 聞きて よみ 

てっか はしける 

〈 I の ひくてあまた になり ぬれば 思へ どえ こそ 賴 まざり けれ 

0 所定め す ありき す 彼方此方に 人を据 ゑて 通 ひ あるく をい ふ。 0 大幣の 大幣の 如くの 意。 これ も 伊勢 物 

M に 「昔 男、 ねんごろに いかでと 思 ふ 女 ありけ り。 され ど、 この 男 を あだなり と 聞きて、 つれな さの みまさりつ 

ついへ る」 と ある。 r 大幣」 は 顯！^ か r 拔す るに、 陰陽師の 持ちた る 串に さした る 四手な り。 弑 へて 果て ぬれば、 

これ をお のく 引き寄せつ ゝ 撫づる 物 なれば、 ひく 手 あまたと 詠めるな り」 と鮮 したので 明らかで ある。 r 大」 は 

美稱、 「幣」 は 本來痲 でつくる 故に、 麻 をヌサ とも 訓む。 0 ひくて 引く 方と いふに 近い。 幣 のうへ では、 勿論 

ひく^で ある。 0,故 まざり けれ 賴 まれ ざり けれの 略。 賴ま ぬの 意と する はわる い。 


大君 大幣 が數 多の 人の 手に 手に 引かれる やうに、 貴方 は、 近顷は 引っ張られる 所が、 方々 に 多くな つたので、 

私 こそ 淺 からす m 心 ふけれ ども、 責方は 一 向賴 みに なり ませぬ， わい。 

1 あ、 私 ひとり 情ない の餘^ が ある。 賴 まれぬ は 人情の 裏切^: である。 その 癖 それに 愛想 をつ かす 程の 蒡氣 を 

もち 得ないで、 いらく 懊惱 する。 こんな みじめな^ は 世に あるまい。 想 ふに、 はじめは 大 餍篤實 らしい のに 

めでて、 許した 戀 であらう。 この 趣、 「なり ぬれば」 と あるので 聞き 知られる。 

三 句、 ^勢 物語に は^ ^は— と ある。 

力 〈し  なり ひらの 朝臣 

大ぬ さと 名に こそ 立てれ 流れても 遂に 寄る 瀨 はありて ふ もの を 

1 0 流れても 「も」 は； 砍辭、 口語 s て もの e 法と は殊 なる。 幣に 「流れて」 と ある は、 がぎ^ tLfe を 川に 流す 

f  J とが あるから である。 

大意 私 は 引手 數 多の 大幣 なりと、 名に こそ 立てられ たれ、 その 大幣も 川へ 流れくて まあ、 果には 流れ 寄る 所 

の瀨は あると いふ もの を、 私 とても 末に は いづれ、 寄る 所が ありませ う。 

i! その^る 所 はいふまで もな く 貴方の 處 です、 それ をお 怨みな さる は 心得が たいの 餘^ が ある。 文 情 折の 問 

に、 餘韻 悠然た る もの ある はこの 朝 W:si05l で、 殊に 諷 託の 妙が ある。 

戀跃四  ヒー 二 
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題 しらず  よみ 人 しらず 

ケブリ 

すまの あまの 鹽 やく 烟 a をいた み 思 はぬ 方に たなびきに けり 

園 0^- 勢 物語に 出て、 詞 書に 「昔 男、 懇に いひち ぎりけ る 女の、. こと ざまに なりに ければ」 と ある。 〇 すまの あ 

イタ 

ま 須 磨の 海人。 須磨は 攝津國 武庫 郡。 0 風 をいた み 風が 太くて の 意。 いたみ は甚 しき をい ふ。 

大意 須 磨の 浦の 海人の 鹽を 燒く烟 は、 風が 格別に 强 いので、 あれ あの やうに、 思 ひも 寄らぬ 脇の 方へ たなびい 

て 住った わい、 とい ふが 表面の 意で、 自分の 思 ふ 人 も、 强 ひて 誘 はれる ま/ v に、 思 ひも 寄らぬ 人の 方へ 靡いて 

しまった わい、 とい ふが 裏面の 意。 

1 山厲河 帶の盟 誓 も その 甲斐な く、 艷 なる 夢 も 今 は 冷たい ものと なった。 それ も 他の 者に 見換 へられた となつ 

て は、 嫉妬と 悔恨と で 胸 は 張り裂ける。 萬 葉 集の、 

志賀の あまの 鹽 やくけ ぶり 風 をいた み 立ち はの ほらす 山に たなびく  (卷 七) 

を 壟った やう だが、 原 歌は單 なる 旅 中の 敍景 なの を、 これ は 諷喩に 仕立てた から、 蘊 含の 味 ひに、 無量の 感愴 

を 生じて、 おの づ から 獨 立した ものと なった。 おなじ ことながら、 躬恒 集に、 

もし ほやく 蟹の たく 火の 烟 こそ 思 はぬ かたに 立ち 昇る らし 

は、 これに 比して 大いに 劣って るる。 

初 句、 六帖に 伊勢の あまのと ある o 


〇 

玉 かづら はふ 木 あまたに なり ぬればた えぬ 心の 嬉しげ もな し 

0 この 歌 伊勢 物語に 出て、 詞 書に 「昔 男 久しく 音 もせで、 忘な ゝ心 もな し、 參り來 むと いへ りければ、 女」 と 

ある。 o 玉 かづら ^類の 植物。 和漢 三才 圖會に 「玉 蔓、 其蔓 引；. 地、 粱似ニ 忍 冬 ^一而 厚、 春 開 二 小 花 T 色 W 綠 

可レ 愛」 と ある。 o たえぬ 心 緣を絕 やさぬ 心。 

大意 葛の あの 木へ もこの 木へ も 這 ひか ， る やうに、 貴方 も あちこちと 通 ふ 所が 數 多に なられた 故、 私の 方の 綠 

を 切り はせ ぬ もの、、 そのお 心が、 何の 嬉れ しい やう も 無い わ。 

0  口ば かりう まくて 誠實 のない 人に 贈った の だら う。 「たえぬ」 は 比 興の 玉 葛の 緣語 である。 とい ふ は、 葛 は そ 

の^が 長々 と 生 ひ 延びて、 引いても 切れぬ からで ある。 

顯 本に は、 二 句 以下、 ^^木 の あまた 見え めれ ば— た え ぬ 言 ，§M と め る o 伊勢 物^に は、 四 句、 普通 木 は 本文の 

と 同じく、 異名 本は顯 本と 同じい。 すべて 顯 本が 宜しい かと 思 ふ。 本文の 二三の W は、 上の 「大幣 の 引く であ 

またに なり ぬれば」 に ほ V 同じい。 筆寫の 際つ い 混れ たもので あらう。 次々 の 五 首の 歌 も、 詞の僞 なの を怨ん 

だ^だから、 これ も その 一列で、 たえぬ 首の 葉 は 書簡 だけ 絕 やさす 通 はすの をい ふ。 

• 〇 

た が 里に 夜が れ を し て か 時鳥た ぐ こ、 にし も 寢 た る聲 する 

懋^  n  . 七 二三 
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大意 今夜 は 珍しく、 何處の 里に 一夜 を闕 かして か 来て、 この 時鳥 は そらさぬ 顔して、 只 此處に サ寢る 積り で 

一 泊った やうな 聲を する ことよ、 とい.， V か 表面の 意で、 絕 えす 通 ふらしい 誰が 里 を か、 めづ らしく 今宵 夜 離れし 

. て來 ながら、 外へ など は 一 向 通 はぬ 風 をして、 只 私の 許にば かりに サ、 泊って ゐる やうな 事 をい ふ 事よ、 とい 

ふが 裏面の^。 

IH 作者 は 婦人で あらう。 夏 歌、 

^鳥な が 鳴く 里の あまた あれば なほう とまれぬ 思 ふ ものから 

と Ml の 諷^で、 さる 輕^ なる 男が 辯 口 を 弄する 狀 態が、 「聲 する」 の 一 語に 表現され て ある。 宣 長が 「これ は 時 

鳥 を 詠める 歌なる を、 こ、 に 入れる は 誤な り」 といった の は、 この 諷意を 聞き 知らぬ 疎漏で ある。 「誰が 里に 夜 

がれ をして か」 とその 急 處を衝 いて、 詰責 冷罵した ロ氣に は、 流石の 鐵面漢 も 慚汗三 斗、 その 背を沾 すを覺 える 

であらう。 實 にこの 歌の 活躍して、 一 段の 妙味と 一 層の 姿 致と 添へ るの は、 この 疑問の 體を用 ひた 處 にある。 

い で & はことの みぞよ きつき 一 早のう つし 心 は 色 ことにして 

0 いで 發語 である oo ことのみ 言の み, o つき 草 螢草 をい ふ。 委しく は、 秋 上 「月 草に ころも は摺ら む」 

の 條に旣 出。 この 花の 色 は 物に 移って 染み 易い。 これ を貯 へて おくに は、 その 花 汁 を 紙に 染ませ て 乾して おく。 

. 入 川の 時 水に 浸して 溶かして 使 ふ。 これ を 移し 花と いふ。 よってう つし 心の 「うつし」 にか、 る 枕詞と する。 

o うつし 心 移し 心で、 變り 易い 心 をい ふ。 o 色 ことに 色 殊に C 格別に 色の 深いの をい ふ。 


大意 いやもう 責方 は、 逢 ふと 親切 さう に、 ひどく 口先ば かり サょ いわ、 月 草の やうに 移り 易い お 心 は、 月 やの 

色の、 一時 は あざやか である やうに、 格別に 御 親切ら しく 兒ぇ てサ。 

1 月 草の 綠で、 著き 心 を 「色 殊に」 といった。 「人 は」 は 差別の 語 だから、 ぉ世辭 こそい はぬ が 誠 ある 自身 を 誇つ 

て、 他 をお としめ た 寓意が 隱 然として るる。 

〇 

い つ はりの なき 世な りせば いかばかり 人の 言 の 葉 嬉しから まし 

大意 噓と いふ もの ゝ 無い 世の中で あらうならば、 貴方の この やうに 親切に いって 下さる ぉ詞 が、 どの位 嬉しい 

事で ありませ う。 

1 しかしと かく 噓の 世の中 なれば、 贵 方のお 詞を うかと 信じて 嬉しがられ もせぬ の餘怠 が ある。 狂 熱の 血を^ 

す もの もな く、 思索の 頤を 解く もの もない、 平々 凡々 たる 口 lii 語の やうで は あるが、 一 誦 再誦、 必す人 をして 

同 ほに おへ ざら しめる。 想 ふに 平凡の 眞 なる もので あらう。 殊に 場合が 戀 である だけに、 餘計 に^ 切な 感じが 

する。 六帖 に、 

^の 中に 絕ぇ て^な かりせば たのみぬべく も 見 ゆる 玉 孝 

同一 の構恕 ながら、 巧拙に：： の 差が ある。 措 辭の忽 せに し 難い 一 例で ある。 

い つ はりと 忍 ふ ものから 今更に たが まこと を か 我れ は賴 まむ 

戀耿 s:  七 二  K 
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大意 あの方のお 詞は 例の 噓ぞと は 思 ひながら も、 やはり それ を賴 みに して 居る わ、 假令 ほかに 誠 ある 人が かれ 

これいっても、 今更 心 を 移して 誰れ の 誠 をサ、 自分 は賴 みに はしょう か、 诀 して 賴 みに はし はすまい。 

1 貞女の 兩 夫に まみえぬ 決心で ある。 この 誠意 は 空言す る 不誠實 な 人の 心に、 好個の 反映 を 成して、 一段の 光 

彩が 添 はる。 好かぬ 人の 誠より は 好いた 人の 噓が よいと は、 眞， に 嬉しい 實意 である。 隨 つて その 聲 沈痛で、 

怨^が おの づ から 深い。 かの 口 蜜の 如き 輕 薄の 兒、 これ を 聞いて は羞 死せ すに は 居られまい。 上の 歌に 比する 

と、 一歩 思索の 境に 足 を 進めた ものである。 僞と 誠との 對 照の 如き は.， そ もく 語 言の 末で ある。 

拾 遣集戀 五に 再出して ゐる。 詞窨 にも 字句に も、 異同が 無い の を 見る と、 偶然の 重複と 思 はれる。 

素性 法師 ， 

秋 かぜに 山の 木の葉もう つろ へ ば 人の 心 もい かぐと ぞ 思 ふ 

1 o うつろへば 花や 木の葉に は、 色の 變 つて 散る の をい ふ。 

大意 この頃の 秋の^に、 山の 木の 薬が 變 つて 行く の を 見る と、 賴 みに 思 ふ 人の 心 もどう あらう か、 變り は寸ま 

いかと サ、 氣遣 ひに 思 はれる わ。 

關 ^節 柄 S ゑ どう あらう かと 疑った の は、 素より 賴 もしゅな き 人の 心 を、 下に 歎いた ものである。 「移ろへば」 が 

字 眼で、 聯想の 楔 子に なって るる。 「いか V とぞ」 と 疑問 を存 した 敍法 は、 不盡の 意が あってよ ろしい。 

以下 六 首 は、 皆 人の 心の 移る の を 詠 じて ある。 


寬 平の 御 時き さい の宮の 歌. 合 の うた  友  则 

1^ の综 けば かなしな 夏 ごろもう すく や 人の ならむ と 思へ ば. 

1 o かなしな 「な」 は 歎辭。 

大意 蟬の聲 を 聞けば 悲しい 卓よ、 その わけ は、 はやま ことの 秋が 來る ばかり か、 心の 飽きさへ 來て、 w の 衣の 

蒲 さを覺 える やうに、 人の 契が 蒲くなら うかと 思へば サ。 

園 「夏衣」 は 時節の 景物 を 以て、 「碟 くなる」 の 序に 用 ひた。 夏衣の 蒲くなる と は、 そ の^さ を感 する ことで、 卽 

ち 秋の 來る ことが 聯想され、 秋の くる は卽ち 飽きの くる こと を咭 示して るる。 宣 長が 蟬の 羽衣の 緣を かねてと 

いったの はわる い。 蟬は 秋の 景物と し點 出された ので ある。 

結句、 六帖 になら むと すらむ と ある。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

空蟬の 世の 人 ごとの しげければ 忘れぬ もの 、かれぬ ベ ら な り 

1 0ーみ 蟬の 世に か ゝ る 枕お」 奍上 「うつせみの 世に も 似た るか」 の 條に旣 出。 

大意 M 間の 人の 啦が繁 く あるから、 互に 約束した 心に 忘れ はせ ぬ もの ， 、 おの づ から 世^ を惲 つて、 逢 ふ 事 も 

や-!^ いて、 一 一人の 中 も 離れて しま ひさう だ わい。 

0 これ 決して 杞^で はない。 社 會に從 順な 自我 的で ない 常^の 人の 心 持から は、 進 返に^つ た揚 合の 呻吟の^ 

懋欲 七 二 七 
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であらう。 

〇 

あかで こそ 思 はむな か は 離れな め そ を だに 後の 忘れが たみに 

國 o 忘れが たみ 忘れ 難み に、 形見 を かけた。 形見 は 記念の 物 をい ふ。 

大意 思 ひ 合って^ る 中 は、 互に 飽きの 來ぬ うちに サ、 別れて しま はうよ、 飽きが 來て 別れた ので は、 思 ひ 出し 

て もお れ まいから、 それより は 今のう ち 別れて、 この 互に 飽かぬ 心 持 をな りと も、 後々 の 忘れ 難い 記念に しょ 

うわ サ。 

1 痴話が 嵩 じての 喧嘩 も、 度重なって は、 自然 末の 見込 もなくなる 道理で、 男 は 流石に 何とも 思 はぬ が、 氣の 

小さい 女と して は、 綠を 切るならば、 愛想^ し をせ ぬ 今の うちにな ど、 悲觀 する こと も ありさう である。 作者 

は必す 婦人で あらう。 結句、 形見に せむ の 意で あるの をい ひさして ある。 

忘れな むと 思 ふ 心の つ くから にあり しょりけ に まづぞ 悲しき 

^  o ありし よりけ に 「けに」 は 殊に、 勝って などの 意。 

大意 あの やうに 不實な 人の 事 は、 もう 忘れて しま はう と 思 ふ 心が 附 くにつ けて 、 さて 絕 えて 後 は ど 5 であら、 フ 

かと、 又 心細くな つて、 今までより はな ほ增 つて、 別れぬ 先から 早 悲しい わ。 


1 いくら 怨めしい の 憎い のとい つた 處が、 もとが 愛し 合った 中で、 いざと いふ 十： お 場と なると、 心 s 底に お^ 

してる る^ 者が 頭 を もち 上 ゆて くる。 そこが 人情の 嬉しい 處だ： 伊勢 物；^ に、 

忘らむ と 忍 ふ f  J  、 ろのう たが ひに ありし よりけ に物ぞ 悲しき 

は、 これ を 少し 換 へて、 物語 を 添へ たもの か。 玉 葉集戀 四に、 

忘れな む 今 はと 思 ふ 時に こそ ありし に まさる 物 思 はすれ 

は、 二三の 文字に 出 人 は あるが、 全く 同 歌で ある。 作者 は 詠 人 しらすで あるが、 詞ォに 「謙德 公に 贈れる 歌」 と 

ある。 謙德公 は圆融 帝の 朝の 一 條攝政 藤 原 伊 尹 公 だから、 時代が 差って るる。 或は、 折に 打ち 八：； つてる たま、 

に、 古歌 を^いて 贈った とも 考 へられる。 後 撰集雜 一 一に、 上句 は これと同じで、 下句 「一一 一一 2 の宠さ へやい へば ゆ、 

しき」 と ある 歌の 詞 害に、 「みそか 男し ける 女 を、 荒く はい はで 問 へ ど、 物 も， 百 は ざり ければ」 と ある。 この：！ 寄 

の 意 は 大抵 この 歌の 趣に 合って ゐる。 

〇  . 

わすれな む われ を うらむな 時. S 人の あきに は あ は-む ともせず  」 

1 〇 人 S あき 飽きに、 秋 を かけた。 

大意 もう^ 方の 事 は 忘れて しま はう わ、 さりと て 必す私 を 恨んで くださる なよ、 あの 時鳥 は、 人の 心の 飽きと 

いふ 名の、 秋 SIS-^ には^ はう ともせす に、 夏のう ちに 去って しまう、 私もう かくと して：： W て、 人の 心に 鉋 

きの 来る 時節に 逢 はう と は 思 ひませ ぬわ o 
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^ むごい 目にあ はぬ 先に、 此方より 身 を ひかう と 思 ひ 込んだ の は、 よくく の 事で あらう。 飛 花の 如き 遊蕩 子 

そ も 何と 聞く であらう。 

この 歌、 兼輔 集に 入って、 女に 贈った ものと なって ゐ る。 けれども 兼輔は 撰集當 時の 人 だから、 こ、 に 詠 人し 

らす とする 譯 がない。 

たえず ゆく 飛鳥の 川の よどみな ぱ心 ありと や 人のお も はむ 

此耿、 ある 人の いはく、 「なかとみ の あづま 人が うたな り」。 

^  0 飛 烏の 川 冬 部 「きの ふとい ひけ ふと 暮らして」 の 條に旣 出。 

大意 絶えす 流れて、 遂に 淀んだ ことの 無い 飛鳥 川が、 忽に 淀む とい ふやう に、 何時も 絶えす 通 ふこの 自分が 、 

餘義 ない 事情の 爲に、 暫時 も 通 はぬ 事が あらうならば、 絕 える 心の ある こと、、 あの人が 思 ふで あらう か。 

^ あ、 心配の 事 かなの 餘 意が ある。 障る 事が あって、 行き かねた 折の 作で あらう。 飛鳥 川 は 比 興に 用 ひたの だ 

から、 「たえす ゆく」 は 作者の 行動 をも擬 へて ある。 通 ふ 事の 滯る を、 川の 緣で 「淀み」 と轉篛 した。 この 歌の い ゝ 

虚は、 「人のお も はむ」 と氣 遣ふ處 にある。 一に も 二に も あれが くと 氣に 懸けて、 その 機嫌 取に 汲々 として 居 

る 作者の 態度が 見 はれて、 その やさしい 萬斛の 情味が、 湧 然として 生じて くる。 風 調が また 古に 近い。 果して 

萬 葉集卷 七、 詠 者 不詳の 歌の、  .  ^ 

たえす ゆく 明日 香の 川の よどめら ば 故し ある ごと 人の 見 まくに 


と 同 想 同型で ある。 この 轉 つて 傳 はった もの か。 

四 句、 一 本に 心 あると やと あるに ついて、 田 中道 麿 は、 「心 ある ごと やの ご 文字の 落ちた るなら む」 とい ひ、 宣 

長 は 「この 歌 古き 姿 なれば、 必す 然るべ し」 と贊 したが、 この 集 はわ ざと 今 調に 引き直して 採錄 する は 常の 事 

だから、 古き 姿必 すし も、 この 集の 眞 面目と は 定められない。 左 註 は 例の 據り 難い もの だら う。 

〇  . 

淀川の よどむ と 人 は 見 るら めどな がれ て 深き 心 ある もの を 

i 川 宇治川の 末で 山城 攝津を 流れる 川。 o ながれて 長れ てに、 流れて を 寄せた。 

大意 この 顷 しばらく、 繁 くもえ 通 はぬ を、 淀川の 淀む やうに、 何ぞ 此方の 心に 滯が あると、 貴方 は 見る であら 

うけれ ども、 此方 は それ はく 深い 思 はくが ある もの を、 しばらく 遠退いた とて 怨んで 下さるな。 

^ 人目 人 言 を 憚って、 しばし 禱躇 うてる る 頃 ほひで、 も あらう。 當分足 を 返いて、 嫌疑で も 避けて、 それから 

末長く ゆるり と 逢 はう とい ふ計甞 一 なの を、 一方で は 察しが なく 怨ん で來 たので、 自分の 慫度 について 辯 明した 

ものである。 恐らく は 返歌で あらう。 初 句 は 「よどむ」 の 序、 「ながれて 深き」 は 川の 綠語 である こと は 勿； fl で 

ある。 そして 淀川の 實景 も帶敍 して ゐ るら しい o 

素性 法師 

そこ ひなき 淵 や はさ わぐ 山川の あさき 瀨に こそ あだ 波 は 立 て 
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園 o そこ ひ 退 方の 轉語 で、 極み、 果てな どい ふ 意。 o 淵 や はさ わぐ 淵 は 波の 騒がん や はの^。  o あだ 波 

役に も 立たぬ 波。 「あだ」 は 空の 意。 

大意 底の はても 無い やうな 深い 淵が サ、 波の 騷ぐ もの かい ゃ騷ざ はせ ぬ、 山川の 淺ぃ瀨 にこ そ、 ざ わ/^ と 仇 

な 波 は 立つ わい、 とい ふが 表面の 意で、 私の やうな 淵の やうに 深く 思 ふ 者 は、 口へ 出して 何かとい ひ はせ ぬが、 

貴方の 眞實 らしく 何かとい ひ騷 ぐの は、 つまり 山川の やうな 淺ぃ 心の 仇浪ぞ よ、 とい ふが 裏面の 意。 

1 一寸 地 輝： 的 報告め いて ゐ るが、 よく 見る と 作者の 主 觀が活 いて、 そこに 不可 動の 眞理が 籠り、 諷喩と して 多 

くの 場合に 適應 する。 今 は、 我が 戀に餘 りはづ まぬ やうに 卽ち 冷淡な やうに、 向から いってき たの を 承け て、 

借りて 以て 答へ たので ある。 字句 精鍊 をき はめて、 窮 りない 含蓄が ある。 

初 句、 六帖 にお ほかた のと ある。 結句、 素性 集 も六帖 もう は 波 は 立てと ある。 景樹 はこれ を 執した が諾 はれな 

い。 うは 波 は 平凡で 何の 事 もない。 「あだ」 の 一 語で この 歌 は 生きる ので、 口前ば かりよ い 人に さし 當 てた 趣が、 

强く 表現され て 面白い。 

上の 「たえす 行く」 「淀川の」 の 二 首 は、 我がと 絕ぇ をむ が 心苦しく 思った 意、 この 歌より 「陸 奥の」 の 三 首まで 

は、 人より 怅み 咎められ たの を 受けて、 詠んだ もの。 

よみ 人 しらず 

くれな ゐの はつ 花染の いろ 深く おも ひし こ 、 ろ われ 忘れめ や 

1 0 はつ 花染 くれな ゐ卽ち 紅花 は、 房の 數多 あるが 中に、 その 中央なる が 早く 唉 いて、 殊に 色が よいので、 


「初花 染 S 色 深く」 といった。 

大意 紅の 初花 染の 色の 深 • いやう に、 初戀に 深く 思 ひ 染めた 心 を、 いかな 事の あれば とて、 私 は 忘れよう か、 

いや 诀 して 忘れ はすまい わ。 

うまび との 額 髪 結へ る染 木綿の 染めし こゝ ろ はわれ 忘れめ や 

と 同型で、 只 その 序が 異なって るる だけの やうで あるが、 これ は 初戀、 彼れ は單 なる 戀を耿 つたので ある。 初 

戀 とすると 「くれな ゐの 初花染 」 は 船る ふさ はしい 情調 を 漂 はす もので、 艷 冶な 特殊の 光彩が 動く。 體 調も芥 古 

である。 

六帖 に、 三お 色 ごろ も、 結句れ， す： と ある。 

か はらの 左大臣 

ミチ /ク 

陸 奥の しのぶ もぢ すり 誰れ 故に 亂れ むと 思 ふ 我れ ならな くに 

1 〇 し S ぶ もぢ すり 信 夫扳熠 か。 「も ぢ」 はも. ちれた 卽ち亂 れた樣 にい ふ。 信 夫 は 岩 代 の^の 地名で、 そ^: g 

は、 大 やうに 「みちの くの し .3 ぶ」 といって、 まだ 郡 名と ならなかった。 和名 鈔に^ 夫 郡の 名. か 兄えない から、 後 

に 至って、 郡 名と なった 3 だら う。 信 夫. e 、信 夫の 里な ど 名 萵ぃ。 此處で 草の 花 葉 を^り つけた^ を產 したの を 

信 夫^と 稱す るの-た らう。 ^鑑に 信 夫 毛 地摺千 端と^ えた。 なほ 諸說 を採錄 すると、 顯昭 いふ r 二 3 地に て、 

古へ.； ^.w に^ゃ の货」^ を 稀々 s 色に^ りたる 物に て、 その 文 亂髮の 如く 扳 れる狀 なれば、 捩^と いひ、 地の 名 
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を かけて は、 信 夫捩熠 ともい ふ。： 又 一 說、 信 夫 郡に、 大 なる 石 二つ あり、 其の 面 平にして、 も. ちの やうなる 文 

あり。 それに 藍 もて 摺 りたる 布 を、 年貢に 昔 奉りた る を、 狩 装束な どに したるな り」 と。 又 古川 辰が 東 遊雜記 

に 「陸の くにて、 福 島の 里に て、 沼 崎 某と いふ 人に あ ひて、 文字 摺 石の 事 を 問 ひしに、 その 人の いひけ らく、 

今 それと て ある は諾け 難し。 想 ふに、 古へ この あたりの 人、 石の 面の 平なる に、 色よ き 草花 を竝 ベお き、 藤 布 

を 覆 ひて、 丸き 小石 を もて 上より 摺 りて、 草花の 色 を、 布へ 移し A なるべし。 今 もこ  >  より 十 里 も をち の、 出 

羽 近き 所な どに て は、 貧しき 者 ども、 しかす る を 見し なり。 信 夫 郡なる 面の 平なる 石 は、 皆 文字 摺 石なら むと 

いらへ き」 と ある。 荷 田柬満 は、 「しのぶ は 地名に あらす。 古記に、 產 出の 證 明な し」 とい ひ、 眞淵 は、 この 意 

を演 ベて 「^勢 物語に 『春 日 野の 若紫の 摺 衣しの ぶの 亂れ かぎり 知られす』 と ある、 素より 地名なら むに は、 打 

せて、 信 夫の 亂れ とい はれす」 とい ひ、 景樹は r 顯注に 定かに 云へ る も、 東鑑 に、 陸奧 なる 信 夫 摺の布 を 供養 

せし 事 見えた る も、 この 歌 や 伊勢 物語の 歌 やに 本 づきて、 かの里に、 あやしき 摺布を 出 だし、 にや。 その 形な 

マチ 

りと て傳 ヱる を 見る に、 眞の忍 草に あらす。 眞の は、 被の 葉の 形した る 物に て、 しか 摺ら る/ V 物なら す。 只靑 

色 に， りたる を、 しか 云 ふなら む」 といった。 o 我れ ならな くに 「なく」 はぬ の延 言。 

大意 陸 奧の信 夫 捩摺の 模樣の 亂れて 居る やうに、 私の 心 は亂れ たが、 それ は 貴方より 外の 誰れ 故に、 心 を亂さ 

うと 思 ふ 私で はあり ませぬ、 皆 貴方 故に 亂す 心なのに、 推量して 下されよ。 

0 仇な りな ど、 人に 疑 はれた のに 答へ たので あらう。 初 二 句 は r 亂れ む」 に 係 かる 序なる こと は 勿論で ある。 廣 

蔭が、 しのぶに 重き 心 を あらせて、 「君 を 思 ひ傯ぶ 故に 心の 亂れ たる を、 推して 給 はれ」 と釋 きな したの は、 勢 

語の 「春 日 野の わか 紫の 摺衣 忍ぶ のみ だれ 限 知られす」 の 意 を 以て、 これ を 解いた ので 差って るる。 勢 語の は、 


その 意が 素より 異なって、 これに 關 はるべき でない C 歌 は 流石に やむ ごとな き血齓 にお はする、 この 人の 氣品 

が 現 はれて、 高 古の 調 仰ぐべく、 しかも 意詞 の幽婉 なる、 おの づ から 延喜 時代に は 見られない 風 調で ある。 上 

乘の 作と 稱へ よう。 

四 句、 伊勢 物語に は亂れ そめに しと ある。 

よみ 人 しらず 

思 ふより いかにせ よと か 秋風に なびく あさ ぢの色 ことになる 

0 思 ふより 思 ふこと より 外にの 意。 0 あさ ぢ 淺茅。 茅 はたけ 低く、 まばらに 生へ るので 淺茅 とい ふ。 秋 

その 葉色づ く。  o 色 心の 色 をよ せた。 0 ことになる 變 つてく る。 

大意 自分 は、 思の かぎり を 思って 居る が、 まだ この 外に どうせよ とい ふ 事で やら、 秋風に 靡く 淺 茅の 色の 變る 

やうに、 あの人の 樣 子が 變 つて 來る わ。 

1 わが 誠の 盡し 5. 斐の無 さを欵 いた 中に、 怨 意が 隱 然として るる。 


二 句、 顯註 にい かにせ よと てと ある は 劣って 聞え る。 

以下の 一 一首 も 心の 變る戀 を あゆて ある。 

ち ぐ の 色に 移ろ ふらめ ど 知らな くに 心し 秋の もみ ぢ ならね ば 

ES  o ち  >  秋 上 「月見れば ち V に 物 こそ」 の 條に旣 出。 0 移ろ ふらめ ど 「ど」 の辭 濁る。 o 知らな くに 知られ 
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ぬのに の 意。 かやう の 場合に、 れの 音の 略 かれる 例が 多い。 「なく」 はぬ の延 音。 

大意 人の 心 は 定めて あちこちと、 いろくに 移る ことで あらう けれども、 その 心はサ 秋の 紅葉で ないから、 色 

の^えな いので、 移ろ ふ檨 子が 表面に は 知れぬ に、 何とも 致し方が 無い わ。 

^ 心の 移ろ ふとい ふより、 紅葉 を 聯想して、 その 緣 語で、 心の 動いて さまぐな る を、 「ち V の 色に」 と 具象的 

に轉義 した。 初 一 一， 四 五三と 句 を 次第して 聞く 格で ある。 戀五、 小町、 

色 見えで 移ろ ふ もの は 世の中の 人の こ 、 ろの 花に ぞ ありけ る 

と 同一の 若 想。 伹 おの づ から 軒輊の 分が ある こと は、 いうまでもない。 

小 野 小町 

蟹の すむ 里の しるべ にあら ね ども うらみむ とのみ 人の いふら む 

1 o しるべ 知る 方。 案內者 をい ふ。 o うらみむ 浦 見む に、 恨みむ を かけた。 

大意 海邊の 海人の 住む 里の 案内 者に 對 つて こそ、 浦 を 見ようと はい へ 、自分 は その 案內 者で は 無い けれども、 

何で うらみよう 怨みようと ばかり、 あの人の いふので あらう ぞ Q 

^ 男が 血眼に なって、 ひたすらに 逄は V 恨まう といって よこした の を 受けて、 「馬鹿く しい、 浦の 案 内 者で は 

あるまい し」 と 茶 かして、 空 恍惚け た虛 實の驅 引、 その 對 照が 頗る 面白い。 「うらみむ」 の 洒落 は、 この頃 は旣 

に 二番煎じて、 新奇と はいへ ない が、 「海人の 住む 里の しるべ」 を 聯想し 來 つて 趣向 を 立てた の を、 手柄と す 

る。 これら はこの 作者の 家風で ある。 


しもつ けの をむ ね 

養り 日の 影と しなれる 我れ なれば めに こそ 見えね 身 をば 離れず 

1 0"ぉ り H 空の 袋 つた 日。 o 影と しなれる 痩せる こと をい ふ。 戀 一 「戀 すれば わが 身 は^と」 を參 看。 o 身 

をば 方の 身 をば。 

大意 ！gi り： n に は 人の 影 はあって も见 えぬ が、 戀に瘦 せて、 その Ei り 日の 影の やうに サ なった 自分な ので、 それ 

と： in にこ そ：： 几え ね、 影の 身 を 離れぬ やうに、 心 は 常住 貴方 § 身 をば 離れ は せ^わ。 

1 貴女 は 知るまい がな あの 餘 意が ある。 戀 する 人 は 精神病 者 だから、 こんな 織 細な 事 を も考へ 付く。 いは ゆる 

「影身に 添うて 離れない」 は、 常時 とても 常套語であった らうが、 その 影 を 「暴り 日の 影」 と兒 立て、 「めに こそ 

見えね」 と應 じた 一 鸭語 は、 陳を 化して 新と した ものである。 


初 句， 顯 註に くもる 日のと ある。 

.  つら ゆ き 

色 もな き 心 を 人に そめし より 移ろ はむ と はお も ほえな くに 

大意 まる 切 無垢の 色 さへ もない 自分の 心 を、 貴方に 染み込ませ たから は、 何時までも 變 らうと は 思 はれぬ に 

サ、 さう 思 つて 下され。 

1 無垢の 初戀の やうな ことん-いって ゐ るが、 もし この 歌が 女に 贈った ものと すれば、 U 引 上 こんな 事 もい ふの 
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で、 寶の處 はわから ない 事になる。 又獨 坐の 偶吟と すれば 眞實な 心の 現れと なる。 景樹が r 戀の的 面 は、 移ろ 

はむ と は 更に 思 はすな ど、 たしかに 云 ふべき なれ ど、 色 もて 染 むる 方に いひな したれば、 姑く そ を 評する 側に 

なりて、 然は思 はれす と 弛ぶ る 方に、 『おも ほえな くに』 と 詠み 下せり」 と 評した の は、 よく 當 つてる る。 色の 

緣 語の いひつ V け は、 例の ことで ある。 初 句 理路に おちた 語で、 爲に 全篇が 面白くなくなる。 

よみ 入 しら、 す 

めづ らしき 人 を 見む とやし かもせぬ わが 下紐の 解け 渡 るら む 

i しかもせ ぬ 然も 爲ぬ。 こ  >  では 下紐 を 解く こと を さす。 o 下紐 下 裳の 紐。 

大意 久しく 逢 はぬ、 珍しい 人 を 見ようと いふ 事で か、 解き もせぬ 自分の 下紐が、 かう も 解ける ので あらう わ。 

^ あの つれな く中絕 えた 人 も、 この頃 は 思 ひ 出して くれる のかと 満悅 して ゐる。 下紐の 解ける こと を、 人に 戀 

ひられる 兆と する 事 は、 奈良時代からの 遣 風で ある。  , 

以下 五 首 は 立ち返って 戀 ふるの 意 歌で ある。 

〇 

かげろ ふ の それ か あらぬ か 春雨の ふる 人 みれば 袖ぞ 濡れぬ る 

圏 o かけろ ふの かゆろ ふの 如くの 意。 「かゆろ ふ.」 は絲ゅ ふの こと。 陽炎、 野馬、 遊絲 とも 害く。 その 見えみ 

見えす みする ので、 「それ か あらぬ か」 へ績 けた。 o あらぬ か それに あらぬ かの 略。 o ふる 人 故人。 春雨の 


降る とかけ た。 

大意 空に 立つ 陽炎の やうに、 さう かと も 思 はれ、 さう で 無い かと も 思 はれて、 春雨の 降る とい ふ、 古い 馴染の 

人 を^れば、 春雨に あった やうに、 うれし 淚に 袖が 濡れた わ。 

ウテ ヲヒ  ヲ  シ テヲフ  ヲ 

1 李 盆の 詩に 「問 1 姓 疑 11 初 稱レ名 想 n 舊容 こと。 これ は それほど 忘れ 果てた 舊ぃ 事で はない が、 久し 振で^ 

つたの が、 まるで 夢の やうに 忍 はれる ので、 「それ か あらぬ か」 とまで 誇張した。 袖の 濡れる S は、 ^し 嬉し 淚 

である。 燒木 杭に 火の つき^いの もこの 心 持で ある。 「かゆろ ふ」 も 「春雨」 も、 時節の 景物 を^に 使った ので あ 

つて、 實景 ではない、 とい ふの は 雨中に 陽炎 は 立たない から。 

四 句、 普通 本 ふる^? れ is と あり、 奧儀抄 にも さう ある。 意が よく 通じ 難いから、 六帖、 及び 顯註 に^ればと 

あるに 從 つた。 なほ 奧儀杪 に は、 結句 gs^s と ある。 

堀江 こぐ たな 無し 小舟 漕ぎ か へ りおな じ 人に や こ ひ 渡りな む 

1 〇 堀江 攝津國 の 難 波の 堀江。 堀江 川と もい ふ。 日本 紀に、 仁德 天皇の 御 時 掘ら しめられた ことが 見える。 

〇 たな 無し 小舟 小さい 舟に は、 船 棚が 無い のでい ふ。 船 棚と は 和名 鈔に 「4r 和名 不奈太 k、 大船 ^ 板 也」 と 

あろ。 船の 小綠の わたり 板の こと。 

大意 均 江 も 往來 する 棚 無し 小舟が、 幾度ら 同じ 川筋 を 上り下り する やうに、 又も 立ち返って、 自分 を 一 旦兒^ 

てた、 同じ そ s 人に 戀 ひ然れ て、 月 口 を經 てる 事で あらう か。 
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1 上句 は 序で ある。 舟 を 以て 比 興と した。 堀江の 小舟 は、 注來 上下が 頗る 頻繁な ものであった らしい から、 「漕 

ぎ か へ り」 と續 けた。 同じ 人に 戀の 蒔き 直し をす る。 燃 木 杭に つく 火で、 我れ ながら 情に 跪い 愚かな 所爲と 知ら 

ないでも ない が、 心が 自分の いふ こと を 聞かない ので 仕樣がない。 はかない 運命に 飜 弄される こと を 長欵 した 

意が、 言外に 籠って ゐる。 「こぐ」 の 語が 重複して ゐる。 不用意の 誤らし い。 

六帖 に、 初 句^ jy^d、 下句お なじ 人の みおも ほ ゆる 哉と あり、 叉 六帖の 一 本に は、 四 句 戀ひ渡 るら むと ある。 

伊  勢 

わたつみと あれに し 床 をい ま 更に はら はに 袖 ゃ沫と 浮きな む  * 

i  o 沬と 沬の 如くの 意。 

大意 人に 見捨てられた 悲し さに、 淚が海 をな して、 その 海の 流れる やうに、 荒れて しまった 床な のに、 今更 そ 

の 人に 逢 ふとて、 その 床 を 袖で 拂 はうなら、 海に 沫の 浮く やうに、 袖が 淚の 海に 浮く であらう か。 

1 音 づれの 絶えた 閒の 悲歎の 趣 を、 甚 しくす さま じく 聞かせる 爲に 誇張した ので ある。 空しく 塵に まみれた 床 

を、 「わたつみと 荒れに し 床」 と 比喩した の は、 上に 「敷 妙の 枕の 下に 海 は あれ ど」 と あると 同 巧で ある。 袖 を r 沬 

と 浮きな む」 は 海の 綠で 首尾 を あはせ たので、 例の このお 許の 口吻で ある。 床 を 拂ふは 人 待つ 時の 仕業で、 元來 

塵を拂 ふが 主 だけれ ど、 「眞袖 もて 床う ち 拂ひ君 待つ と」 など 萬 葉 集に も 見えて、 塵の 語 をい はすして 聞え てゐ 

る。 この 歌、 後 撰集戀 三に 再出して、 詞 書に r 宮仕 しける 女、 程 久しく ありて、 物い はむ とい ひ 侍りけ るに、 遲 

くま かり 出で ければ」 とあって、 批杷 左大臣、 (仲 平 ) 


よ ひの 間に はや 慰めよ いその かみ ふりに し 床 も打拂 ふべ く 

と ある 歌の 返しと して 詠んだ 伊勢の 歌で ある。 家集に もさう ある。 この 事情 を 明らかに すべく、 後 撰に 再錄し 

たものと 見える。 

結句、 .一 ハ帖、 家集 共 に^と 消えな むと あり、 後 撰 は 本文と 同じい。 

つら ゆき 

いにし へ にな ほた ち 返へ る 心 かな 戀 しき ことに 物 わすれせ で 

誦 o 戀し きこと 「こと」 は 事の 意。 毎で はない。 

大意 久し 振に 昔の 人に 逯 へば、 その つれな さは 忘られて、 戀 しいと いふ 事に は 物忘れ をせ すして、 いろく 嬉 

しかった 事 を 思 ひ 出して、 昔の 馴染んで 居た 時に、 立ち 戾る 自分の 心で ある 事よ。 

1 自分 を^ 捨てた つれない 人の、 物忘れした 無情 さ を 反映して ゐる。 

結句、 六帖に 物忘れし てと ある。 これに 從 へば、 四 句 を、 戀しき ごとに と 濁って、 人の 戀 しい 皮 每に、 年頃の 

つら さ を も 物忘れして、 逢 ひ 初めた 古へ に猶 立ち返る 心なる よと 解され よう。 けれども 部す-に 從 ふと、 やはり 

本文の 如くで よい。 

:v  入 をし のびに あ ひ 知り て、 あ ひ 難く あり けれ ば、 そ の 家 の 

あ た り を まか り あ リ き ける をり に、 雁 のな く をき 、 て、 よ 
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みて つか はしける  大 伴く ろな し 

思 ひ 出で て戀 しき 時 は 初 雁の な きて わたると 人知 るら め や 

園 0 人 をし のびに 云々 女に 忍びあって、 それが 容易に 逢 ひにくい ので、 その 女の 家の 附近 を あるき 廻って る 

る 折に、 初 雁が 鳴 くの を 聞い て 詠んで 贈った 歌との 意。 

大意 思 ひ 出して 戀 しい 時 は、 あの 初 雁の 今 鳴いて 通る やうに、 こ > の 門 を 泣いて 私が 通る とい ふこと を、 この 

家のう ちの S ふ 人が 知らう か、 いや 恐らく は 知り はすまい わ。 

^ 空飛ぶ 雁の 初 it は 或は 聞き 知り もしょう がと、 わが 泣き 渡りながら 知られぬ の を、 雁に も 劣る やうに く， a し 

がって ゐる。 せめても の 心遣りに、 その 家の 前 渡りす る は、 詩 §鄭 風に、 

東門 之埤、 茹蘆 在， 阪、 其 室 則 1、 其人甚 遠。 

と ある 趣に 似て、 人情 は 東西 一 軌 である。 戀三、 貫 之、 

忍 ぶれ どこ ひしき 時 は 足 引の 山より 月の出で てこ そくれ 

も 同じ 境地で、 詩材と 着想が すこしち がふ。 熱情 は 莨 之のに 優って るる。 蓋し この 作者と しての 槳 作で あらう。 

右のお ほい まう ち 君 住まず なりに けれ 、ま、 か の 昔、 お こ せ 

フミ 

たりけ る 文 ども を 取り集め て 返す と て、 よ みて おくりけ 

る  典侍 藤 原よ るかの 朝臣 


たのめ こし 言 の 葉 今 は 返して む わが 身 ふるれば おき 所な し 

1 o 右のお ほい まう ち 云々 右大臣 源 能 有 公が 通って 來 すなった ので、 以前よ こした 文 殻 を 集めて 返す とて、 

添へ て 贈った 歌との 意。 0 言の葉 書簡 を さす。 0 ふるれば 舊 さるれば の 意。 

大意 これまで 末賴 もし さう にいって 下された お 文 も、 もうお 戾し 申し ませう、  WG* 身 力 古臭く 餅 力 わ まこた 

から、 この やうな 艷 なるお 文 は、 私 方に 置 所が 御座り ませぬ わ。 

1 花やいだ 言の葉な ど は、 今の 舊 された この 身に はふ さはし くもない からと、 嫌味 を竝 ベた の は、 ！！： 虚 まで も 

女心で ある。 その 實を いふと、 風月 定情 のさる^ めいた 消息な どが 目に 觸れ るに つけ、 思 ひ 出の 種と なって、 

「形見 こそ 今 は 仇 なれ これな くば 忘る  > 時 も あらまし もの を」 といった 調子で、 斷 腸に 堪へ ない ので、 屑く 否 む 

しろ 當 てつけに 返して しま はう と 思 ひたった ので ある。 「置き所な し」 を 諸 註に 「我が身 すら 置 所な きを 聞かせ 

たり」 と あるの はわる い。 それで は 意が 兩 端に 岐れ て、 歸着點 がない。 

戀文を 一纏めに して 渡す こと は、 一般的 慣習で もない が、 折々 あった ことが 平安 期の 文 寄に 散兒 する。 それ は 

絕綠 のしる しであった。 

かへ し  •  近院の 右のお ほい まう ち 君 ；， 

今 はとて かへ す 言 の 葉 拾 ひお きて おのが 物から 形^ とや S む 

1 0 物から 物な. か. ぃぃ总。 
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大意 今 はもう^ 限った といって、 お返しな された この 文 を 拾 ひ 上け て 置いて、 もとく 自分の 物ながら も. 一 

且 貴女のお 手に 觸れた 物故、 貴女の 形見と 思って 見 ませ 5 か。 

^ 彼れ は 示す に絕を 以てした のに、 これ は戀々 として 故 を懷ふ 情を敍 ベた。 その 對 照が おもしろい。 おのが 物 

からの 形見、 眞に 才人の 言で ある。 . 

題 しらず  よる かの 朝臣 

玉 蜂の 道 はつねに もま ど はなむ 人 をと ふと も われ かと^-はむ 

o 玉摔の 「玉」 は 美稱、 捭は 古の 鋅は、 木で 造った 物な ので、 偏旁 は 木に 從 つて ゐる。 こ、 は、 道の 枕詞 

に 川 ひた。 眞淵は その 冠辭考 に、 「玉 桦の 身と、 ミの 一 言に か、 れ るなる べし」 とい ひ、 宣長 は、 「道の ミは 美稱 

にて 添へ たる なれば、 枕詞 はチへ か、 れり。 古へ は 戈の 柄に 取 持つ 便に、 乳の ありし なるべし」 とい ひ、 雅澄 

は、 「古への 戈 は 一木 なれば、 身の あるべき 箦 なし。 これ は ミチの 二言に か、 れる ものと 覺し。 玉 捽の圓 とい ふ 

を、 通 音 なれば ミチに かけた るなる べし。 さる は 玉 は美稱 にあら で、 梓 を^く、 石劎 などの さまに 作成した る 

形より つけたる ならむ」 といった。 以上 三說 中、 眞 淵の 説が 宜しい。 攔 柄に 對 して、 ^渡 を 身と いふに 何の 差 支 

はない。 雅 澄の 說 はむ づ かしい。 

大意 ^丧餘 所に お 通 ひな さる 貴方が、 今夜 珍しく これへ 來て 下された の は、 定めて お 門 違へ だら うが、 貴方の 

お 通 ひ 道 は、 いつもく 戶惑 ひして、 取り 違へ て 下されて 頂きたい わ、 さらば 餘 所へ 志しての お出 も、 亦 私の 

听に來 て 下される もの かと 思 ひませ うわ。 


1 たまさか 忘れた 時分に 訪ねて 來た 男に 對 しての 挨拶で、 肇 路迂餘 曲折して、 喑に 諷詆の 意を寓 して ゐる。 貫 

之 集な ろ、 

月^に 道 まど ひして わが 宿に ひさしく 見えぬ 人も兒 えなむ 

などの 儔で ある。 六帖に 「文た がへ」 の 題に 收め たのに 據 つて、 人の 許へ 行くべき 文 を 門 違 ひして、 常に 迷ひ來 

よかし、 せめて 我れ かと 思 はむ とい ふ 意に 解いた 說も あるが 無理で ある。 

よみ 人 しらず 

まてと いは ^ 寢ても 行かな むし ひ て 行く 駒の 足 折れ 前の 棚 橋 

no 駒の 足 折れ 駒の 足 を 折り 伏せよ の 意。 「駒」 はもと 小^の 篛で、 齢の わかい 馬 をい ふこと であるが、 大方、 

馬と いふ も 同じ ことに m ひられて ゐ る。 「折れ」 はこ、 では 锉 折の 意で はない。 折り 敷かせよ の 意で ある。 祝詞 

シシ ジ モノ ヒザヲ リシ キ  *  *  0  0 

萬 葉 集な どに、 鹿 自物膝 折 敷と ある 折 敷と おなじい。 o 前の 棚樯 家の 前の 小川に 架けた 棚 橋。 「棚 梳」 は 顯^ 

は 「板に て 棚の やうに 柱 立て  >渡 したり」 とい ひ、 景樹 は、 「た V そとした る 橋に て、 大方 は 柱 も 無き、 一 枚の 

板 打 渡した るなる べし」 といった。 

大意 まあ 晳 く 待って 下されと いふから に は、 今宵 は 治って 寢 てま ぁ往 つて 貰 ひたい、 それ を 問 かすに 無理に 注 

かう とする、 あのお 方の 駒の 足 を爪づ かせて 止めて 呉れい、 門前の 棚梳 よ。 

^  ^やかなる 門前の 流に、 棚撟 うち 渡せる 趣 は、 m 舍 でなければ 京 も 場末で あらう。 車に もえ 乘らぬ 地下の 物 

ゆなき わび 人 か、 或は 公達 殹 原の 若く 好いた るが、 志 s あつい 忍び ありき か。 いづれ にも あれ、 遙 かな 道 を ^ 
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で 通って 來 たらしい、 たまく もとより 差 支の あって か、 さらす はロ說 など 嵩 じて か、 俄かに 歸 らうと して、 

馬 引き寄せて 這ひ乘 りつ、 出て 行く 後 影 を 見送りながら、 詠んだ ものである。 假 初に 板う ち 渡した 棚撟は 動 も 

すれば 躓き 易い。 卽ち この 棚撟を 有情に 取り成して、 かの 無情な 人の 駒の 足 折れと 絶叫した。 構想 奇矯、 筆 ま 

た豪宕 である。 初 句の 字餘 りから、 四 句に 命令 を 用 ひ、 結句 を體 言に 止めた のが、 この 勁 健の 調 を 成す 所以 かと 

思 ふ。 この 歌、 實に 尋常の 婦人の 口吻で ない。 餘程 雄々 しい 氣 性の 者であった らう。 否 待てと いふに 强 ひて 郞 

の歸 るのに、 ひどく 激昂した 結果で あらう。 かう 極度に 憤慨す る こと は、 一面に 限ない 戀の 高潮 を 示して ゐる。 

千秋が これ を 俳諧の 類 かと 評した のは淸 盲の 言で、 采 るに 足らない。 二三の 句 間に 然る を、 三 句の 下に 人のと 

いふ 語 を 省いて ある。 讀人 しらすの 歌の 中で は、 その 中期 以前に 屬 する 作で ある。 

中納言 源 のぼるの 朝臣 の、 あ ふみの すけに 侍りけ る 時に、 

よみて やりけ る  閑  院 

栢 坂の ゆ ふつけ 鳥に あらば こそ 君が ゆき 、をな く  も 見め 

i o 中納言 源の ほる の 朝臣 云々 今中納 言で ある 源 昇 朝臣が、 昔 近 江 介であって 赴任す る 時に 詠んで 贈った 歌 

との 意。 源界 朝臣 は 左大臣 源融の 1 一男で、 近 江 介に 任ぜられ たの は、 仁 和 四 年 一 一月で ある。 「介」 は國 司の 次官 

である。 0 相 坂の ゆ ふつけ 鳥 戀 一 「相 坂の ゆ ふつけ 鳥 も」 の 條に旣 出。 

大意 相 坂の 關に 放して ある、 木綿 附け 鳥と いふ 雞は、 貴方が 近 江への 往來の 度 毎に、 啼 きつ、 そのお 姿 を 見る 

が、 私の 身が その 木綿 附け 鳥なら ば こそ、 泣きつ 、も 御注來 なさる お 姿 だけ は、 餘 所ながら も拜見 致さう に、 


木綿 附け 鳥なら ぬ 私 は、 それさへ も 叶 はぬ 事が 恨めしい。 

^ 婦人の 身と して は 自由に 外出 も出來 す、 思 ふ 人の 遠 行 も 冕 送り すらな り 難く、 徒に 近 江へ 越える 國 境の 相 坂 

の 木綿 付け 鳥の、 君が ゆき、 を 鳴く くも 見る を 羨む に過ぎない。 その 哀情 實に あはれ である。 その 假^ S 構 

想 はさう 珍しく もない が、 この 集中、 木綿 附け鳥 四 首の ラち では 最も 勝れて ゐ る 方 だら う。 「こそ」 の， 辭カ ある 

用法で あるから、 必す言 外の 餘意を 聞かねば ならぬ。 

,竹£:： 題 しらず ヽ厂い  」，： . 伊  勢 ：" 

故里に あらぬ 物から わがた めに 人の こ 、ろの あれて 見 ゆらむ 

1 o 故里 都址。 なほ 春 上 「人 はい さ 心 もしら す」 の條參 照。 o こ > ろの あれて 心の 變る をい ふ。 

大意 故里 こそ 荒れても 見 ゆれ、 あの人の 心 は、 故里で は 無い 物ながら、 何で 自分の 爲には 荒れて、 5 とうと 

しく 見え るので あら、 フぞ。 

1 怨^ は ー 分で ある。 心の 荒れる こと は 土 佐 日記に、 

聞きし よりもまして * いふか ひなく ぞこ ほれ やぶれた る。 家 を 預けたり つる 人の 心 も、 荒れた るな りけ り。 

と、 n 之が^い たと 同一 の措辭 で、 これ は 故里 を帶敍 したの がー ふしで ある。 二三の 句 問に、 何故に の 語 を 補 

足して 聞く^ である。 


山が つ の 垣 ほに は へ る靑っ ビら人 はくれ ども ことづて も 無し 
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El o 垣 ほ IS とい ふに 同じい。 「ほ」 は秀 の義。 0 靑っ V ら 玉 かづら と 同じい。 上の 「玉 かづら はふ 木 あまた 

に」 の 條を參 照。 0 人 はくれ ども 人 は來れ どもに、 繰れ ども を 寄せた C 靑っ V らを 採る に は、 手繰り 寄せる 

n トヅク 

ので、 その 緣に よった。 0 ことづて 言傳 への 約。 今い ふ傳 言。 

ァヲヅ クラ 

大意 山 賤の垣 ほに 這って 居る 靑葛 を、 繰る とい ふやう に、 この あたり へ あの 思 ふ 人 は 度々 來れ ども， 自分の 方 

へ は 寄り付かぬ ばかり か、 一向 言傳も 無い ことわ。 

1 さてく 氣强ぃ 人よ の餘 意が ある。 「人 はくれ ども」 は、 その 男が 自分の 所に くるので はない。 自分の 近處に 

住む 他の 女の 處 にくる ので ある。 かう した 男の 放縱 らしい 振舞 は、 當 時の 惯 習から は、 さう 珍しい 事で はなく、 

寧ろ 當り 前であった 事 を 記憶して ほしい。 然し 門前 を 素通りして ゆきながら、 聲ー つ 懸けられな いのは、 何と 

しても 婦人の 堪 へられる 處 でない。 その 氣强 さを怨 ますに は 居られぬ。 「言 傳も なし」 とい ひ 離した 辭樣 は、 そ 

の 深い 心の 波動 を 饗强く 表現して ゐる。 上句 は、 「くれ」 にか、 る 序で ある こと は 勿論な の を、 廣 蔭が 「わが 居 

所 を 山 賤の垣 ほに 比喩したり」 と鮮 いたの は 鑿で ある。 

六帖に は、 下句お づ ね來れ ども 逢 ふよし もな しとあって、 作者の 名がない。 

さか ゐ の ひと ざね 

大空 はこ ひしき 人の かたみ か は 物 思 ふごと になが めら るら む 

E1 0 か は 反動 辭。 0 ながめ 物 思 ひつ、 諦視 する こと。 

大意 あの 大空 は戀 しい 人の 形見 かま あ、 形^でも 無い わ、 それ を 何故に、 その 人 を戀ひ 慕って 物 思 ふ 度 毎に、 


かう 穴 H が 詠めら れ るので あらう ぞ。 

Is 戀の懊 惱に穴 r- のみ ながめられ るので、 自分ながら 自烈 たくな つて、 .自 分の 態度に 對 して、 一 棒を喝 はした の 

である。 跟竞 これ 幻 化 手段で、 上句に まづ 意表の 落 想 を 著け て、 人の 視 聽 を聳 かし、 下^に その 謂れ を ことわ 

つたので ある。 上下 句の 間に、 例の 何故に の 語 を 補足して 聞く 格で ある。 

よみ 人 しらず 

あ ふまで の 形見 も われ は 何せむ に见て も 心の なぐさま なくに 

El o 何せむ に 下に、 と V めお きけ むと いふ 詞が略 かれて ある。 

大意 あの人が この ^、又 逢 ふまでの 形見に と殘し 置かれた この 物 も、 自分 は 何に しょうと て、 留め置い たので 

あらう、 これ を 見ても、 戀 しく 思 ふ 心が 一 向 休まらぬ のに サ。 

1 いづれ^ はねば、 この 胸が を さまらぬ とい ふに 歸着 する。 形見で 紛れる 位の 淺ぃ 思で ない と 中： 报 した。 それ 

では 形：^ を 不要と する のかと いふと、 诀 して そんな 事で はない。 實は 形：^ が あるから 安心して、 それ 以上 を 欲 

求す るので ある。 

親の まもりけ る 人の むすめ に、 い としのび にあ ひ て、 物 ら 

； . いひけ る あ ひだ に、 親 の 呼ぶ とい ひけれ ば、 い そぎ かへ る . 

と て、 裳 をな むぬ ぎ 置きて 入りに け る、 そ の の ち、 裳 を か • へ 
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すと てよ める  おき かぜ 

あ ふまで の 形見と てこ そと ^ めけ め淚に 浮ぶ もく づ なりけ り 

i o 親の まもりけ る 云々 親の 守り か しづいて ゐる 大事の 人の 女に、 密かに 逢って 話な どして 居った うちに、 

女中 共が 來て、 親が お 喚び です といった ので、 女が 周章て 、 去ぬ ると て、 裳を脫 いで 置いて 奧へ は ひった その 

あとで、 その 裳 を 取り 上け て 持って 歸 つたの を、 その後 返す とて 詠んだ 歌との 意。 「物ら」 は 物 等で ある。 「裳」 

は壩 人の 禮 服で、 腰のう しろに 壟ふ摺 である。 o もく づ 藻屑。 裳 を 寄せた。 

大意 この 裳 は 定めて、 又 逢 ふまでの 形見よ とての 事で 升、 留め置かれ たので あらう、 しかし この 裳 を 見れば、 

責 方の 事が 思 ひ 出されて、 淚が ひどく こ ほれる から、 その 淚の 海に 浮く 藻屑の やうな、 つまらぬ 裳であった わ 

hum 

0 それ 故お 返し 申します の餘 意が ある。 折角の 形見 も、 た V 涙の 種と なる のみ なれば とい ふこと を 潤飾した。 

「涙に 浮ぶ」 は 誇張で、 それに 藻屑 を 取り合 はせ たのに、 海の 意が おの づ から 廻 護 映 出された など、 鐵細 浮華で 

ある。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

かたみ こそ 今 は あた なれ これな くば 忘る 、時 も あらまし もの を 

0 伊勢 物語に 「昔 あだなる 男の、 形見と てお きたる 物 ども を 見て」 と詞 書が あって、 この 歌が 出て るる。 0 あた 

淸 んで證 む。 仇 II の毅。 


大意 ^しい 人の 殘 して 置いた 形見が サ、 今 は 却って、 自分の 爲に はかた きで は ある わ、 なぜと いふに、 これが 

菝 いならば、 少し は 忘れる 時 も あらう もの を、 なまな かこの 形見が あるので、 児て は 思 ひ 出しく して、 忘ら 

れぬ によって サ。 

Is 勢 語の 詞^ は、 よくこの 事情 を說 明して ゐる。 居らぬ 間の 形見に 見なさい と 男の 殘 して 置いた 物が あつたが 

その 男が 浮氣 者で、 それ 切り 忘れて 來 なくなった 時に 詠んだ ので ある。 「今 は」 の 一 語、 心 長く 我慢に 我慢 を か 

さね、 辛 摩に 辛 棒 をした 趣が 見えて、 S も 緊切に 器用に 使 はれた。 すべて 情眞 に語摯 である。 故によ く 人の 肺 

腑に 入って、 一 唱三 摸に 甚へ ざら しめる C 逸品と 稱へ てよ からう。 
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"ひ. ず^  . -ソ  ，"f . 

一  五條の きさいの 宮の 西の 對に 住みけ る 人 に、 ほ いに は あ 

らで 物い ひわたり ける を、 月 の と を か あ まりに な む、 ほ か 

へ隱れ にけ る。 あ り 所 は ^ き けれ ど、 え 物 もい は で、 又 の 年 

一  の 春、 梅 の 花 ざ かり に、 月 のお もしろ かりけ る 夜. こ ぞ を 戀 

ひ て、 か の 西の 對 にいき て、 月 のかた ぶく ま で、 あ ば ら なる 

：  板 敷に ふせりて よめる  在 IS 業 平 朝臣 

一 B や あらぬ 春 や 昔の 春なら ぬわが 身 ひとつ はもとの 身に して 

1 0 五條の きさいの せ" は、 仁 明 天 i の 皇后 藤 原 順 子 を 申す。 文德^ 錄、 嘉祥 三年 四月の 條に 「皇大 夫ん、 あ， マ,, 

； 五條 院 こと ある。 「西の 對. 一 は 中 昔の 家 造 は、 寢殿を 正中に、 柬 西に 對屋を 建てる e その 西の 對屋 である-。 「ほ 

いに は あらで 云々」 の ほい は 本意の 音の 略で、 卽ち 初めより この 女 をと 思 ひ 込んだ のではなくて、 何とな きこ 
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とのつ いでに 語ら ひついて、 志の 深くな つたので ある。 「あばらなる 板 敷」 は 端つ 方の 板 敷の、 格子 も 几帳 も 立 

てぬ をい ふ。 あばら は 荒 頹の義 で、 四 壁の 無い 家 卽ち亭 を、 和名 鈔にァ バラヤと 訓ん である。 さて、 この 詞書 

も 伊勢 物語の 攙 入らし い。 勢 語 を 解す る 者、 多く この 「西の 對に 住みけ る 人」 を、 五條 后の 姪の 藤 原 高 子の 事と 

し、 「外へ 隱れ にけ る」 を、 その 兄基經 などの 計 ひで、 淸和 帝の 後宮に 奉った 事と したの は、 大鏡を はじめ、 後 

世の 書に 準據 がないで はない が、 元來 が傳說 で、 確た る 事 實と見 難いから、 それに 拘泥して 釋 かぬ 方が 穩 やか 

と 思 はれる。 o 月 や あらぬ 春 や 昔の 春なら ぬ 一 一つの 「や」 は 反動 辭。 舊 註に 疑辭と 見た の はわる い。 「昔」 は廣 

い 怠 味での 過去 をい ふ。 

大意 今 この 月 はもとの 月で 無い か、 やはり もとの 通りの 月で ある、 今の この 春 はもとの 春で 無い か、 やはり も 

との 通りの 春で ある、 すべて 何もかも 去年と 變 つた 事 はない のに、 只 我が身 一 つば かり はもとの 身であって、 

しかも 身の上が 去年と は變り はてた 事よ。 

詞 書に 「月の 十日 あまり」 と あるので 思 ふと、 今 は その 翌年の 二月 頃の 十日 あまりで、 月の 最も 面白い 夜 頃で 

ある。 あはれ 花 天 月 地、 春色 は 依然として ゐる。 失意 失戀の 身で これに 對 すると、 その 感愴は どんな もの か。 

かく 自然の 景物 を 借り 來 つて、 その 不變の 現象 を 境遇 上の 變 化に 對照 させた こと は、 感哀を 永から しめる 詞家 

の慣 手段で、 趙 蝦の 詩に、 

リテ -I  タリ  ク  ル-ー ジク リテ ビシ ヲ ノゾ  トシ テ タリ 二 

獨 上， 一江 樓 一思 渺然、 月光 如：. 水々 連 a 天、 同 來翫レ 月 人 何處、 風景 依 稀 似， 一 去年？ 

と 作った の も 同一 机で ある。 「わが 身 一 つ は」 の 「は」 の辭、 喑 にわが 身 以外の 或 者の 變 つたこと を反襯 してる る。 

只 その 變 つたが ために、 月 も 花 も わが 身ら、 もとの ま > ながら もとの 物と も 思 はれざる に歸 著す る。 初 句、 月 


や 昔の 月なら ぬと いふべき を、 二 句に 讓 つて 略き、 結句 「して」 とい ひさして 餘意を 含めた のな ど、 省お の 限り 

を盡 したの は、 語 簡に昧 ひの 永い 所以で ある。 新 古今 集雜 上、 淸原深 養父の、 

昔 見し 春 は 昔の 春ながら わが 身 ひとつの あらす も あるかな 

はこの 註解で ある。 序文の 「この 朝臣の 歌 は、 意餘 ありて 詞 足らす」 の 評 は、 よく 病虚を 穿ち 得た やう だが、 

この 歌の 如き は、 斷 じて その 權衡に 上すべき もので ない。 寶玉 集に 「綠の 空に 遊絲を 望む が 如し、 あるに あら 

す、 なきに も あらす、 幽 にして 垸に 入ら ざら む 人の 得難き なるべし」 と ある は 名 評で ある。 上句の 「月 や」 「春 

や」、 又 「あらぬ」 「ならぬ」 の 同 語 同音の 重疊 反復、 下句の 「身」 の 語の 重叠 など、 聲 調の 和諧を 極め、 又 上：？ 

なる 一 一つの 反動の 「や」 の辭は 下句の 「は」 の辭と 力量 相 匹敵して ゐる。 槪す るに、 蒼凉 凄婉の 調で、 餘怠 あり 餘 

情 あり、 情景 象ね 到って、 眞の黃 絹幼婦 とい ふべ く、 實に 朝臣が 作 中の 神品に 屬 する ものである。 

題 しらず  藤 原な かひら の 朝臣 . 

花す 、きわれ こそした に 思 ひし かほに 出て 人に 結ばれに けり 

1 〇 したに 「した」 は 心 S 底 をい ふ。 o ほに 出て 「ほ」 は 表面、 公な どの 怠 C 糚を いひ かけた。 

大意 あの人 を 自分 こそ わが 物にしようと、 內々 思って 居た ことわ、 然るに、 この 花簿 の^に 出た 5 を 結ぶ やう 

に、 ヘム 然と 外の 者に、 意外に も 取られて しまった わい。 

1 殘 念なる 事 かなの 餘 意が ある。 初 句の 「花 藩」 は 一 三 一の 句 を 隔て 、四 句へ か、 る。 「穂」 も 「結ばれ」 も^の 緣語 

で 仕立てた まで、、 内容 は 丁 问 つまらない。 伊勢 集の この 歌の 詞 * に、 
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こ S 男の 兄なる をと こ ありけ り。 「今 は あの人 は 世に も訪 はじ、 何 か 賴み給 ふ、 我 を 思へ」 などせ ちに いへ ど 

文ズ かり は 見つ、 も、 更に 逢 はで ありけ り。 かくい ふけし き、 もとの 人 は 知りたり けむ、 女 里に 出で て、 秋 

前栽な ど を かしかり ける を、 花 をな む 手す さびに 結びたり ける。 この つら かりし 人の 來て よみたり ける。 

と兒 えて、 作者 は 仲 平の 兄と ある。 この 人の 兄 は 時 平で、 時 平 は 好色の 人 だから、 多少 形迹 はあり さう だが、 

この 詞^の 趣 は、 歌の 意と は 相違して るる。 

-  ノ  ：• .  ，  1  ノノ. 藤 原 かねす けの 朝臣 ぐ.. 

よそに のみ 閗 かまし もの を 音 羽 川 渡る となし にみ なれ 初めけ む 

i  o 音 羽 川 山城 國山 科なる 音 羽の 瀧の 流の 末 を/いふ。 0 みなれ 見馴れに、 水^れ を かけた C 見馴れ は 馴染 

む をい ひ、 水 馴れ は 水に 親み 馴れる をい ふ。 

大意 いっそ：：： ハ餘 所にば かり、 噂 だけに 聞いて 居よう もの を、 何で その 音 羽 川 を 渡る とい ふで もない や- フに逢 ふ 

とい ふで もな しに、 水 馴れる とい ふやう に、 見馴れ 初めた ので あらう ぞ。 

1 逢 ふ瀕の 中の 絕 えた 折、 いっそ 馴染まぬ 昔が ましと、 かひない 今を悔 んでゐ る。 かう いっても 絕對に 相 見ぬ 

北；： がよ いとする ので はない。 只 現在の 境遇の 苦 惱を甚 しくい つたまで、 ある。 詞の 皮相に 泥んで、 その 深^ を 

誤って はならぬ。 音 聞きの 語緣 によって、 「音 羽 川」 を 取り出し、 さて 川の 緣語 で、 渡らば こそ 水に は 馴れよ 5 

が、 かう 渡らぬ 中の いかで 「みなれ そめけ む」 とい ひなした 轉義、 技巧に 趨 つて、 感哀を 殺いで ゐる。 

初 句、 古本、 家集に おとに のみと ある はいか て  ， 


凡 河内^  w 

わが 如く われ を 思 はむ 人 もがな さても やうき と 世 を 試みむ 

13  0 わが 如く 我が 人な m 心 ふ 如くの 略。 0 さても 然して まあの 意 C もやと 縐 けて^ 一  を 疑ふ辭 と^て はなら 

ぬ。 0 世 を 「世」 は^ 勢 物語な どに 多く 兌え た 語で、 男女の 中ら ひ をい ふ。 

大意 c 分が あの人 を 思 ふやう-に、 自分 を 思って くれる 人 もあって ほしい ことよ、 その やうに 人に 忍 はれても、 

やはり かう^い ものである かどう かと、 一 つ この 夫婦 中 を 試して a よう わ。 

^ 何と あの人 は 自分 を 思って みてくれ ぬかな あの 餘 意が ある C 思って くれ、 ば 希^ 通り だから、 ^きこと など 

は 全く 無い 譯 である。 それ をな ほ、 「さても やうき」 と 思^した 痴愚が 面白い。 上句 は、 自分ば かり： i ひ^れ 

て、 人が 自分 を 思って くれぬ 薆さ を、 下句 は、 それにつ けても この 世の中の 心 S く 思 はれる 趣 を^し た^は 婉 

曲で、 言語の 驅陡に 自在 を 得た ものである。 


^^ぉ：1 五に 再出した の は、 初 句 われば かりとあって、 讀人 しらすの 歌で ある。 六帖も 同樣。 また、 古木^ 明 

集に 出て るるの は 疑 はしい C 

もとかた 

ひさ 方の あま っ^に もす まなく に 人 はよ そに も 思 ふ ベ ら なり 

大 _K】 ，n. ォ は あ S 厂、 い や うな 遠くに も 住ま ぬのに、 とかく あの人 は、 自分 を餘所 くに 思ふ樣 子で ある わ。 
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^ どうした 事 ぞの餘 意が ある。 この 怪訝の 意 を輕々 に 看過して はならない。 さう でない と餘 りに この 駄を凡 了 

してし まふ。 上句 は、 「よそに も 思 ふ」 とい ひ 出す 伏線で、 まあ 一 寸 した 口 合で ある。 

三 句、 六 帖には あまの 空に もと ある。 又 三 句、 新撰 和歌に は あらな くにと ある。 

よみ 人 しらず 

見ても また 又も 見 まくの ほしければ 馴る 、 を スは厭 名 ベら なり 

11 3 見ても 「見て」 に 「も」 の 欵辭の 添 はった ので ある。 口語の 「見れ ども」 の 意に 用 ひると は 異なって ゐる。 

大意 i ひ 見ても まあ 逢 ひ 見ても まあ、 やはり 又も 又も 逢 ひ 見た くなる ので、 それで 一 一 度 三度と 馴染む こと を、 

どうやら あの人 は 嫌がる 檨子 である わい。 

1 それで あの人 はかう 疎々 しく 自分 を 扱 ふの だら うと、 一遍 は 表面的 善意に 解釋 して a たので ある。 咋日 鴛鴦 

の 夢 を訂 した 人、 今日は 早く 路傍の 人で、 炎 涼は飜 掌の 閒に變 する。 どうして 我慢が なる もので はない。 舉竟 は、 

わが S な 、-情 甲い と は反對 に、 一 度の 契に 絕 えてし ま はう とする 人 を 怨んだ 意が 隱 然と 見える。 「また」 の 語の 重 

#、 見ても 亦^^つ はび^、  s^o ても^^^ ほしく とい ふ 反復の 意 を、 最も 簡淨に 表現した ものである 。宣 長が 三 句 

を、 「見 まくの ほしき にと いふ 意な り 。古歌に この 格 多し」 と 解いた の は 委しくない。 

きのと ものり 

雲 も なくなぎ たる 朝の 我れ なれ やい と はれての みよ をば へ ぬらむ 


Ei  0 なぎ 和ぎ の 意。 風 日の 長閑な にも、 波の 立たぬ にもい ふ。 o 朝の 朝の 如き Si1。 O なれ や なれば や 

の 意。 O いと はれて e 収^れて に、 厭 はれて を かけた。 

大意 空に 雪 も 無くって 和いだ 朝 は、 いと 晴れて ある もの だが、 その 朝の やうな 自分で あれば かして、 人に 厭 ひ 

嫌 はれてば かり 居て、 一 生 を 慕ら してし まふで あらう。 

1 「いと はれて」 の 秀句、 狂體 にち かい。 

六帖に は、 三 句 以下 「てる 日に もお も はれま さる 我 や 何なり」 と ある。 

よみ 人 しら， す 

花が たみめ ならぶ 人の あまた あれば 忘られ ぬらむ 數 ならぬ 身 は 

i  O 花が たみ 神代 紀に籠 を カタ マと 訓 じたの は、 このかた みと 同 語で ある。 「花が たみ」 は、 花 を 摘み 入れる 

^で、 ^の 編み目 は、 所 狹く竝 び つらなる ので、 「めなら ぶ」 にか ゝ る 序に 川 ひた。 o めなら ぶ ^竝ぶ s^。 

卽 ち：^ 比べ る 意。 

大意 花 籠の 目の 竝んだ やうに、 外に 美しい のが 幾人 も あるので、 自分の やうな 人數 にも 無い 身 は、 もう 忘れら 

れ てし まふ 事で あらう わ。 

1 婦人の 作らし い。 男が なかく のす き 者で、 あちこち か り 合 ふ 女が 多く、 そでない 素 振が ほの 见ぇ たので 

あらう。 直接に 人 を 恨みす、 r 數 ならぬ 身 は」 と 消極的に 悲觀 したの が、 却ってい よく、 怨なか 深く 問える。 

四 句、 顯 本に 忘られに けむと ある を 景樹は 執した がわる い。 こ、 の 部 立 は、 まだ さう 疎く はならぬ うちに、 つ 
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らい 心の 見えた のを舉 ゆて ある。 もとより 本文の 鮮に從 ふが よい。 

〇 

うきめの みお ひて ながる 、浦 なれば かりにの みこ そ 蟹 はよ るら め 

1 o うきめ 憂き目に、 浮き 布 を かけた。 布 は 海藻 をい ふ。 黑布、 和布、 昆布な どの 布で ある。 o ながる、 

泣かる A に、 流る、 を かけた。 0 かり 假に、 刈り をよ せた。 

大意 浮き 布ば かりが 牛； えて 流れる 浦で あるから * これ を 刈りにば かり サ、 一途に 海士は 浦邊へ 立ち寄る でん 

らう、 その 如く、 憂い事ば かり 出來 て、 心なら す も 泣いて 暮らす 自分で ある 故、 思 ふ 人の たまく 見えても、 

誠の 志からで はなくて、 只假 初に 氣 休め だけに、 一 寸 立ち寄られ るので あらう。 

1 比^に 加 ふるに、 懸詞を 用 ひたので 頗るうる さい。 著 想 も 平凡で ある。 「のみ」 の 重複い よく 拙い C 

二 句、 六帖 にう きて 亂る ゝ と ある。 六帖の 一 本に は 又、 四 句 かりにの みだに、 結局 あま はよ るら むと ある o 皆 

おだやか でない。 

伊  勢 

あ ひに あ ひて 物 思 ふ 頃の わが 袖に 宿る 月 さ へ ぬる 、 が ほなる 

1 o あ ひに あ ひて 合 ひに 合 ひて e 合 ふことの 甚し きをい ふ。 o ぬる、 が ほ 濡れる かたち、 濡れる 樣子 など 

いふ 意。 


大意 よくも 打ち合って、 物 思 をして をる 頃の、 淚に 濡れた この 袖に 映る 月影まで が、 おなじ やうに 濡れ 顔で あ 

る わ。 

1 もうこれ では 溜らぬ の餘 意が ある。 三界 唯 心、 心の 闇に 月の 光 も かきけち て、 濡れ 顔なる 擬人、 おなじ 欵に 

月 も 沈む と^たの である。 淚の語 を 著け ないで 廻 護した のが、 例の この 作者の 小 巧で ある。 

後 撰维雜 四に： # 出した のに は、 詞書を 「物 思 ひける 頃」 と ある。 結句、 六帖、 及び 家集に ぬる、 かけなる と ある 

は 甚だ わるい。 

よみ 人 しらず 

秋なら でお くしら 露 は ねざめす る わが 手枕の しづくな りけ り 

1 0 手枕 轉寢 などに、 腕 を 枕と する をい ふ。 

大意 露 は 秋に よく 置く ものであるが、 秋でなくて 床の 上に 置く 露 は、 何かと 忍へば、 物 思に 寢覺 をす る、 ci 分 

の 手枕から 落ちる 淚の | 下であった わい。 

i 「s 覺」 とい ひ、 「手枕」 といった のに 注目され たい C これ その 夜す がらの 心づ かれに 堪 へす、 i! おした 趣で あ 

る。 しかも 端な く 夢が 覺め ると 夜 はな ほ閬 で、 萬感 胸に 集って、 こ ほれる 淚は 秋の 夜^の 如く 夥しい C 乃ち 敍 

述の 順序 を^ 倒して、 まづ 「秋なら でお く 露， j と 驚 訝の 前提 を 置いて、 人の 注視 を ひいて おいて、 さて、 それ はわ 

»  >  %  A  ンヅク 

が 物 忍の 淚 .-、 てと 說 を 下した。 これら 思索の 間に、 感炝 の^の 動く を 認む。 手枕の 涙と あるべき を^ 設 して F 卜 

としたの は、 露に 應 接させる 爲で、 淚を 道破 しないの は、 上のと 同ェ である C 

戀耿五  七 六 一 


古今 和歌 集 卷第十 五  七 六 一一 

一  〇 

ヲサ 

須 磨の あまの 鹽 やき 衣箴を あらみ まど ほに あれ や 君が きまさぬ 

1 0 鹽 やき 衣 製鹽の 際に 著る 衣。 伹別 にさう した 衣が あるので はない。 鹽燒く 海 士の衣 をい ふの み。 o 簇を 

あらみ 锬が疎 さに。 锬は 機の 緯絲 をと ほす 器具で あるが、 锬が あらいと いへば 卽ち 緯絲の 織目が あらいこと 

になる。 o まど ほ 間遠。 この 語 は 通例、 時間の あるに いふが、 こ  >  は それで は 意が 通じない。 よって^! 程の 

ある 意に 解した。 0 あれ や あれば やの 意。 

大意 須 磨の 海人の 鹽燒衣 は、 钹が あらいので 、織目の 間が 透いて 遠い やうに、 道の 間が 遠い 故 かして、 待て ど 

もく 君が お出な さらぬ わ。 

1 「問 遠に あれ や」 は 君の 來 まさぬ 理由 を、 强 ひて 善意に 解釋 して 見た ので、 內心 では 男の 不誠實 を怨ん でる る。 

これが 婉曲の 味 ひ ある 所以で ある a 上句の 意 は、 萬 葉集卷 三、 

すまの あまの 鹽 やききぬ の 藤 衣 まど ほくし あれば いまだ 著 なれす 

を拘 つた もの か、 否お そらく は、 一 首ながら この 誤傳 では あるまい か。 六帖 に、 結句い まだ 來 まさぬ と ある 

の は、 いよ/ \ 萬 葉のに 近い。 ー滕衣 まど ほくと ある を、 心得 かねた 後の 心から、 「簇を あらみ」 の 一句 を 加へ た 

もの か、 細碎 にわた つて 却って を かしくない。 すべて 序耿の 類の 構 意 は簡單 だから、 ひとへ に 修辭聲 調のう へ 

に、 無限の 姿 致を耍 求す る ものである こと を 忘れて はならぬ。 r や」 の辭、 廣 蔭が 反 辭 として 解した の は 鑿で あ 


一 • 〇  . 

山城の よどの わか ごも かりに だに こぬ 人賴む われ ぞ はかなき 

1 0 よどの わか ごも 淀の 若菰。 淀 は 山城 久世 郡で 淀川 沿-: li の 地、 眞菰 の名處 で、 里人 はこれ を 刈り取って、 

蓆 や 簾 を 織りな どした。 0 かりに だに 刈りに、 假を かけた。 

大意 山城の 淀の 若菰は 里人が 刈る が、 その 刈りと いふ 假初 にさへ も、 自分の 處に は來て くれぬ 人 を あてに し 

て、 來 るか /\、 と 待って 居る 自分 はサ、 さて， （\ たより 無い ことわ。 

i 說明 にと V まった の はくち をし い。 これ は 結句の 「我れ ぞ はかなき」 がわる いので ある。 しかし 自嘲の 語と し 

て 聞けば、 多少の 味 ひ は ある 

\ あ ひ 見ねば 戀こ そまされ みなせ 川な にに 深めて 思 ひそめけ む 

0  0 みなせ 川 戀ニ 「一 百に いでて いはぬ ばかり ぞ」 の 條に旣 出。 水 もろく にない 淺ぃ 川な ので、 こゝは 反對に 

取り成して、 「なにに 深めて」 にか ゝ る 序に 用 ひた。 

大意 あの人に 逢ひ兒 る ことが 無い によって、 いよく 戀 しさが 增 さる わ、 もとより 水無瀨 川の やうに、 淺ぃぁ 

一  の 人の 心 を、 何で 末 かけて 深く 思 ひ 初めた ので あらう ぞ。 

0 やうく 厭棄 された 人の 作で あらう C ひたすら その 不明 を 悔いた 趣 は、 人の 輕碌 無情 さ を反襯 して、 怨 意が 
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活躍す る。 しかも 戀々 として、 その 故 を 忘れ かねた 情 合が なつかしい。 「なにに」 の 疑問、 深 淺の對 映、 また 多 

樣の姿 致 を 生す る。 

あかつき の^の はねが き 百 はがき 君が 來ぬ夜 は 我れ ぞ數 かく 

ハネガ  モモ ハガ 

i  o あかつきの^ の はねが き 云々 鹇は鹧 方に は 殊に 打ち 頻 つて 羽搔 くので、 羽搔き 百羽搔 きと 續 けたと いふ。 

萬粱、 六帖 などの 歌の 例で は、 多く その 飛び立つ 羽音 を 詠んで ゐる。 守 部の 鐘の 響きに、 签 に 舞 ふ 鳩の 羽音の 

すさまじい 事 を敍べ て、 神樂 歌の 「しなが 鳥ゐ なの ふし 原 飛びて くる 鴨の 羽音 はお もしろ きかな」 を引證 して ゐ 

る。 0 數 かく うち 任せて は、 萬 葉 十 一 「水の 上に 數 かく 如き わが 命」、 又 上の 戀 一 「行く 水に 数 かくよりも」 の 

如く、 數を赘 する 意で あるが、 顯註を はじめ、 來ぬ 夜の 數を 寄き 附 ける 意と 解いて ゐる。 しかし こ/ v は、 M 搔 

く^として よい。 廣 蔭の もじく する ことなりと いったの は 常って ゐる。 千秋が 宣 長の 解 をた すけて、 r 數か 

く は、 喩の鸲 の 百 羽 搔の詞 によりて いへ るの みに て、 意 はた や欵 きする ことの 繁き 由な り」 といった の は、 杜撰 

である。 

大意 曉 には^が しけく 羽 を搔き 鳴す が、 君が 來ぬ^ は、 宵から 曉 まで 待ち 通して 私が サ、 その 嶋の 百羽搔 する 

やうに、 幾度と なしに もじく として 欵き 明かす わ。 

1 所謂 輾 It 反側の 意で ある。 鴨の ^ 羽搔を 數へ盡 し 得た の は、 曉 まで 一 睡 もしなかった こと を 詰る。 卽ち君 を 

待ちつ、 丧を 明かした こと を 語る。 傷心の 極で ある。 「はねが き」、 「も、 はがき」、 r 數 かく」 の疊 語、 反復の 意 


を 表現す る辭樣 として 適 常で ある 上に、 語調 音響 また 相 協って、 字々 鏗然 たる 感じが する。 格調 もや、 古い。 

「君」 と 「我」 との 露骨な 對 照が、 こ、 では 却って 妙で ある。 

顯 註に、 二三の 句、 榻の はしがき 百夜 5,^ と ある 由 をい ひ、 

これ は、 昔 あやにくなる 女 をよ ば ふ 男 ありけ り。 志 ある 由 をい ひければ、 女心 見む とて、 來っ 、物い ひける 

處に榻 を^て て、 これが 上に 頻に 百夜 伏したら む 時に、 いはむ 言 を 聞かむ とい ひければ、 ^雨風 を 凌ぎて 來 

つ、 伏せり けり。 榻の はしに、 ぬる 夜の 數を かきける を 見れば、 九十 九 夜に なりに けり。 明日より は 何^も 

えいな び 給 はじと いひて 歸り にけ るに、 親の 俄に 失せに ければ、 その 夜え いかすな りに ける に、 女の 詠みて 

やれり ける 歌な り。 

と ある。 定家は 「略、 榻 共に 用 ふべき 中に、 古今の 諸 木 一 同に 鷗 なり」 といった。 思 ふに 好事 者 鴨 を 榻に換 へ 

て、 一場の 小說を 作った ので あらう。 

〇  • 

玉 かづ、 りい まは絕 ゆと や ふく 風のお とに も 人の 聞え ざるら む 

1 0 玉 かづら 戀四 「玉 かづら はふ 木 あまた」 の 條に旣 出。 i おは 蔓延す る も の だから、 「絶えす」 のな にい ひ， まけ 

るが^ なのみ」、 こゝは その 文理 を 忘れて、 反對の 「絕 ゆ」 の 序に m ひた。 詩耿 のうへ に はあり-かちの 特例で あ 

-00  0 ふく^の 「おと」 にか ， る 序詞。 

大意 今 はもう 綠を 切る とい ふので か、 風の 便りの 音づれ も、 あの人 はせ すに ゐ るので あら ラ。 
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^-揣 摩隨的 ま、、 遂に 最後 S 手切れにまで 到達す る、 その 煩悶の 情 致が 思 ひ やられる。 た V 序詞の 疊用は 綮褥ら 

しい 感 がする。 

わが 袖に まだき 時雨の ふりぬ る は 君が 心に あきや 來 ぬらむ 

n  0 あきや 飽きに、 秋 を かけた。 

二の 頃 一 向お 出の 無い を 悲しく 思 ふ 私の 袖に、 まだ， その 時節で も 無い のに、 この やうに 時雨の 降った の は 

變 つた 事で あるが、 これ は 君が 心に 私を飽 いたと いふ 名の、 秋が 來 たので あらう か。 

1 時雨 を 秋の 景物と して 詠んで ある。 この 時代 は 皆 さう であった。 - 委しく は、 秋 下 「神無月 時雨 もい まだ 降らな 

くに」 の 條を參 照され たい。 後に も、 

しぐれつ ， もみ づ るよりも 言の葉の こ  > ろの あきに ぁふぞ わびしき 

と 同じく、 飽きと 秋との 秀句から 聯想して、 淚の 落ちる の を、 時雨の 降る に 比喩した。 ェ では あるが、 眞實味 

は それだけ 遠ざかつ て ゐ る。 

山の 井の あさき 心 もお も はぬ に 影ば かりの み 人の 見 ゆらむ 

lo おの 牛の 離別 「むすぶ 手の しづくに 濁る 山の 井の」 の 條に旣 出。 山淸水 を堰き 溜めた までの 物淺 いか 


ら r 淺き」 にか、 る 序と した。 0 影ば かり 一 寸 ほの 見えた まで、、 來 てもと まらぬ にい ふ。 

大意 山の 井の やうな、 淺ぃ 心で は 私 は 思 はぬ のに、 何で あの方 は、 その 山の 井に 映る 影 程ば かり 一寸見え て、 

落ち 付いて はと まらぬ ので あらう ぞ。 

1 これ は 萬葉卷 十六、 

淺 杏山^ さ へ ^ゆる 山の 井の あさき こ、 ろ を わが as ばな くこ 

を 本 歌と してる る。 三 句の 下に、 何故に の 語 を 含めて 解すべき 格で ある。 「山の 井の かけ はなる」 は あまり 小 I 

ェで、 味 ひ はまこと に 乏しい が、 調 は 流 滑で ある。 

， 〇 

わすれ 草 種と らまし を あ ふ 事の いと かく かたき 物と^ りせば 

驪 0 わすれ 草 和名 鈔に 「兼 名 苑ーゃ 萱草、 一^ Ji、 漢語^ 云フ、 fep, 俗 云き まま？ もこと あり 卷 

宿根から 長 葉 叢生して、 秋長莖 を抽ん で、 枝 を 分ち 花 を 著け る。 形 は 百合 花の 如く、 色 は紅荧 で、 紫お り 點：— 

ある。 詩の 衞 風に 「焉得 i 草 一言 樹， 一之 や 云々」 と ある 讓草 を、 釋 文に 「謖、 本 又、 II」 と 見えて、 辻に る 

レ之 <ァー 人 忘,， 薆者」 と ある。 又 稽康が 養生 論に、 r 諼草 {jil」 など あるに 本づ いた 名で あらう。 

大意 思 ふ 人に 逢 ふ 事が、 ひどく この やうに なりに くいもの ぞ とい ふこと を、 疾 うから 知り もしたら ば、 この 苦 

しい 戀を 忘れる やうに、 忘 草の 種 を 取って 置かう であった もの を。 

1 忘 草の 名に よった 落 想 は、 夙く 奈^時代に^ える。 萬 棄^ 卜 一 一の、 
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わすれ 草 垣 もしみ ， にう ゑ たれ どし この 醜 草な ほ戀 ひに けり 

などの 類が それで ある。 「逢 ふ 事の いと かく 難き ものと 知りせば」 とい ふの は、 何， 後悔した 譯 ではない。 「忘 

草 種と らまし を」 とい ふの は、 必 すその 人 を 忘れ 果てたい と 希望す るので もない。 た > 逢 へない 煩悶の 餘 りに 出 

た矯 語で ある。 土 佐 B 記に、 

住の 江に 船 さしよ せよ わすれ 草し るし あり やと 摘みて 行くべく 

と ある 歌 S つ  >  き に、 

うつたへ に 忘れな むと に は あらで、 戀しき 心地し ばしゃす めて、 又も 戀 ふる 力に せむ となるべし。 

と 評した の は、 又う つして、 この 歌の 評に 充て、 よい。 

ふ れ ど も 逢 ふ 夜の なき は 忘 草 夢路に さ へ やお ひ 茂 るら む 

大意 何程 戀 しく 忍って 寢て も、 夢にも 逢 ふと^る 夜の 無 いのは、 あの人が 自分 を 忘れた 忘 草が、 現ば かり か 夢 

S 路 にまで もサ、 生 ひ 茂った 事で あらう か。 

0 その 實は戀 々の 情に 驅られ て 目 も 合 はぬ ので、 夢 も 見ぬ ので あらう。 次の 「夢に だに あ ふこと 難く」 の 歌 も、 

同じ 情況であって、 これ は 忘 草のう へで いひ はて、 ある。 「夢路に さへ や 云々」 の 趣向 は、 戀 二の 「夢路に，^ 

やお くらむ」 と 同工異曲である。 

この 歌、 後 撰集戀 六に 再出して、 一 一句 逢ふ丧 なき 身 はと ある o 身の 一 語 却って 障碍 物と なって、 意の 疏通 を妨 


ける。 

〇 

夢に だに あ ふ 事 かたくなり 行く は 我れ やい をね ぬ 人 や 忘 る 、 

1 〇 い をね ぬ 「い」 は寢 入る こと。 「ね」 は潢 臥す る 二と。 

大意 せめて 夢に なりと も迮 ひたいと 思 ふ 、そ S 夢に さへ も、 段々 逢 ふ 事の なりに く、 なって 來る W は、 n 分力 

. 物 思の 爲に 眠り かねる 故 か、 それとも また、 あの方-か 自分 を 忘れて 心が 通 はぬ のか、 どちらで あらう. ぞ。 

1 その 實は、 人に 忘られた ので はない かの 心配に、 我がい を寢 かねた 爲 である。 それ を 「我 や」、 「人 や」 と兩端 

あいて 疑つ 了 零 あ 痴き處 に、 5sltt  。「なり 行く」 と あるに、 曰 § へて あ 物 思の まさ 

る 趣が：^ え る。 

けんげ い 法師 ， 

もろこし も 夢に 見し かば 近 かりき 思 はぬ な か ぞ遙け かりけ る 

i  o もろこし も 一. もろこし」 は 支那 をい ふ。 「も」 は 口語の さ へ もの 意。 

大意 ぶい f へ も、 ぎ：^ た 位 だから 近かった わ、 "てれに 引き 換へ、 忍って くれぬ 中 は、 ぎ^ろ 二と もな 

いから、 遙 かに 遠い ことで あつ. u わい。 

IP こ/リ^ S に、 f 結ばまで あらう。 かう 遠近 ま 裏に 取り成した f さ、 I 明 帝の 幼時 、マと h 

七 六 九 
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安と、 敦れか 遠き」 といへ る 問に 對 して、 「日 は 近し、 目を擧 ぐれば 則ち、 日 を 見れ ども 長 安 を 見す」 と對 へた 

類 想と 思 はれ、 又 下句 は、 かの 「肝 膽も胡 越」 といった 趣に も 似て るる。 枕 草子に 「近くて 遠き もの、 思 はぬ は 

ら から 親族の 中」 と ある は、 或は この 歌な どから 思 ひ 寄った かも 知れない。 開口一番、 唐 を 近し と 喝破した 落 

想の 奇矯な のに は 驚かされる。 これ は 例の 詩 家の 常 手段で ある。 遠近の 對 比が 親密に 過ぎた の は、 聊かく ち を 

しい。 今す こし 蘊 含の 味 ひ を もたせたい とも 思った が、 この 歌の 特色 は 却って この 餘裕 のない 仕 立に ある。 

さ だのの ぼる 

獨 のみな がめ ふる 屋の つま なれば 人 をし のぶの 草ぞ おひける 

フ  ナガ メ  フル ャ  クマ 

園 0 ながめ ふる 星の つま 詠め 經 るに、 長雨 降る を かけ、 その 降る に 又 古 屋を かけた。 「つま」 は 軒の 端で ある。 

o 人 をし のぶの 草 人を傯 ぶに、 忍 草 を かけた。 忍 草の こと は、 上に 旣出。 

大意 人の つれな さに、 ロニ 人ば かり 物 思 をして 、毎日く 日を經 る、 この 古屋の 軒の 端で あるから、 雨に 朽ち 

て、 自分が 人 を傯 ぶと おなじ 名の、 忍 草が 生 ひ 茂った わい。 

i  IS 雨に 朽ちた 軒端の 忍 草に つけて、 その 懷 抱を敍 ベた。 初 二 句 は、 春 下 「わが 身 世に ふるなが めせし. まに」 と 

いふ 小町の 詠と 同ェ で、 更に 「つま」 とまで かけて きたので、 煩瑣に た へられない。 

儈 正遍昭 

わが 宿 は 道 もな きまで あれに けり つれな き 人 を まつと せし まに 


大意 自分の 庭 は 草が 茂り 合って、 通ひ路 もない 程にまで、 ひどく 荒れて しまった わい • 心强 くて 來 もせぬ 人 を 

今日は 明日 はと 待ちく して 居る 間に、 つい 月日が 經 つて サ。 

1 「待つ とせし まに」 の 一 語、 悲涼凄 酸の 感をそ >  る こと 太 だしい。 蓋し その 途絶え は 暫時の 事と 豫 期した 口調 

だからで ある。 今日は 明日 はとはかない 空賴 めに、 月日 は梭の 如くに 經 つて、 看る く 苔藓古 逞を封 じて しま 

つた。 その 心 長さの 程が 思 はれる ではない か。 いかにせ む 飛 花の 如き 輕^ の 子 は、 他の 春風に 狂し 去って、 遂 

に 再び 梢に 返って 來 ない。 こ、 に 至って 悔恨の 情、 絕 望の 聲 は 乃ち この 三十 一字 を 呻吟し 來 つた。 風韻 また！！ 

渺 として 絃 外の 餘 音が ある。 宗貞の 昔なら ば 知らぬ こと、 遍 §! 口と しての 戀歌 は異數 である。 今 姑く その 人格 を 

尊重して、 これ を 題詠の 作と して 疑 ひを存 してお く。 

結句、 六帖 にこ ふとせ，^ に、 一 一句、 貫 之 集に 道 見えぬ までと ある。 すべて 意 調と もに 本文の 方が 勝って ゐ る。 

且貫之 集に 入った の は 勿論 誤で ある。 

.  〇  • 

今 こむ とい ひて 別れし あしたより 思 ひくら しのね をの みぞな く 

■  f3 匿 4/  w  、  ri 1  •    ヒ クラ i 

1 〇 今 こむ f 今」 は 離別 「立 別れ いなばの 山の」 の 條に旣 出。 0 思 ひくら し 思 ひお らしに、 蜩 を かけた。 

大意 あの人が 近いうちに 乂來 うとい つて、 別れて 去 なれた 朝から この 方、 一 向 音 づれが 無い 故、 毎日、 あの人 

を戀 しく 忍 ひお らしに^ら して、 あの 蜩 の 鳴く やうに、 音を舉 けて 泣いて ばかり サ 居る わ。 
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1 素性が 「今來 むと いひし ばかりに」 の 作 は、 乃父の この 作に 胚胎した のか も 知れない。 伹 彼れ は n ハ その 一 夜 を 

^ち 明かした ので、 これ は 日 を わたって 待ち暮ら したので ある。 感哀の 深 かるべき は、 理に 於いて はこの 歌で 

あるが、^ 韻兩 つながら、 却って あの 歌の 方が 優って ゐる。 よく 構想 敍 法の 相違 を對 比して、 その 妙 諦を味 はれ 

たい。 「^ひくら し」 の 小細工、. 甚だ 厭味で ある。 

拾 遣 蕖の物 名に、 忠岑の 歌と して これが 再選され て ある。 すべて 再選の 歌 は 後出の 方が たしかで あるから、 拾 

遣に 從ふ がよ い。 多分： S 初の 傳 木の 誤で あらう。 

よみ 人 しら ず， 

こめやと は 思 ふ ものから ひぐ らしの 鳴く 夕暮は 立ち 待た れつ 、 

i 0 こめや 來むゃ はの 意。 

大雹 今 は 如 可 ほど 待っても、 來 ようかい ゃ來 はすまい と は 思 ふ ものながら も、 蜩の 鳴く 夕暮 時分に なるとい ふ 

と、 門口へ 出て、 ひたすら 立って 居て は、 待 たれく して、 どうも 思 ひ 切って は 居られぬ わ。 

0 例の よも やに 惹 かされる ので ある。 人情の 弱さが むき 出しにされて ゐる。 それが 何となく 悲しい 響 を 吹奏す 

る蜩の 鳴く 夕暮、 その 夕 暮は思 ふ 男の 通って 來た 時刻た から、 惯習 のま、 に 又も. N ち 待 たれる ので ある。 

： 〇 

今し はと わびに しもの を さ、 がに の 衣に か、 り 我れ をた のむ る 


1 o 今し はと 今 はとの 意。 「し」 は 强辭。 o さ、 がに もと 蜘の 枕詞。 日本 紀私 記に r 佐珐餓 泥、 蜘蛛 之別仁 

一 也、 一一 一：：： お 體加レ 蟹、 住 二 左々 原 一 故 云」 と ある。 雅澄は 「笹が 根 s 轉れ るに て、 小 竹の 根 は 人り 組みた る 物 なれば、 

； 飢 むに蜘 をい ひかけ たるな り」 とい ひ、 又、 ^蟹の 意で その 形から 譬 へて、 蜘に 銷 けたと もい ふ。 こ、 では、 

\  「さ ゝ がに」 を 直に 蜘 のこと に 川 ひた。 o たのむ る 賴 ましめ るの^。  . 

一  大意 かう 久しう 來 ぬから は、 今はサ もう 來る ことで は あるまい と、 くよ /\ 物 案じ をして：： ^たもの を、 その 人 

の來 ると いふ 知らせの やうに、 蜘が 着物に 這 ひか、 つて、 まだ 何 か 賴み處 の ある やうに 思 はせ る ことよ。 

0 さて は あの人の 心 はま だ 絶え 切った ので はない のかの 餘 意が ある。 允恭 記に、 衣 通姬か 天，：^ に猷 つた 歌に、 

わが 夫子が くべ き 宵な りさ ， かねの 蜘の おこな ひこよ ひしる しも 

と^えて、 「蜘の 出れば 待ち人 來る」 とい ふ 諺が 古くから あつたと 見える。 尤も これ は 支那から 輪 人の 迷信で あ 

一 る。 爾雅 の疏に r 一  名 長踣、 荆州 河内 人、 謂 二 之 喜 母？ 此蟲來 著 二人 衣 t  ^^有， 一親 客 至 一 有 也」 と あり、 又、 ：s 

京雜 記に 「蜘蛛 渠而 百事 喜 云々」 と あり、 皆 慶兆と して ゐる。 君 を 待ち 戀ひ、 橋 占、 辻占、 石い：：、 0, 松^ リ 

もしつ くして、 へ-や 絕^ S 淵に 沈まう とする 钊那、 この 蟲の 出現に 萬緖の 哀怨は 一旦に 忘却され て、 はかない 

；  新 光 叫に 隨喜 する。 ほんに 他愛な いのは 戀の 道で ある。 結句の 終りに ことかな とい ふ 歎辭が 含まって ゐ る。 耿 

は 今  一 れ熟が ほしい。 

一  0  ； 

今 はこ じと m 心 ふ 物から 忘れつ 、またる、 事の まだ もやまぬ か 
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1 〇 まだ も 「まだ」 は 未だの 上畧。 o やまぬ か 「か」 は 欵辭。 

大意 今 はもう 來ま いと 思 ふ ものながら、 ついそれ を 忘れく して は、 あの人 を 待 たれる 事. か、 未だに まあ 已ま 

ぬ ことかな。 

1 ほんに 困って しま ふの 餘 意が ある。 とも すれば 打ち 忘れて 待 たれる の は、 日頃の 心惯 ひからで あらう。 土 佐 

曰？ P- ) 、 

ある ものと 忘れ つ 、 なほな き 人 を いづら と 問ふぞ 悲し かりけ る 

颇. る 人怙の 機微に 觸 れてゐ る。 結句、 疎 宕奇氣 ありで、 自分ながら 未練ら しい 自分の 心 を 呆れて 欵 かすに は 居 

られ ない 趣で ある。 

〇 

月夜に はこぬ 人 またる かき 曇り 雨 も ふらな む わびつ 、も寢 む 

大意 かう さやかな 月夜に は、 常 は來ぬ あのつ らい 人 も、 月の 面白さに 浮かれ 出して、 もしも 來 はせ ぬかと 待た 

れて、 氣が 揉めて ならぬ、 しかし どうで 來ぬ ことなら、 いっそ 空が 眞黑に 曇って、 雨が 降って もら ひたい、 す 

れば、 情なく つらい 事と は 思 ひくしても， まあ、 あきらめて 寢 ようと 思 ふわ。 

0 盆な き心盡 しの、 なまな かなる こと を 歎いた。 月夜 を 喜び 雨 を 嫌 ふの は、 一 般の 人情で ある。 それ を わびし 

く 思 ひながら も 諦めて 寢 ようとい ふ。 月 ゆ ゑ 人 待つ 心の 焦燥が、 あからさまに 表現 さわて ゐる。 景樹 いはく、 

眞實雨 を 願 ふに あらす。 月夜に はふと 來 まじき にあらねば、 なほ 月夜 をぞ賴 むべき はいふに 及ばぬ を、 かき 


曇り 雨 も 降らな むな どい へる は、 せめても の 情の 心 やりに て、 實を 推しき る 時 は、 必 すし も然ら ざるな り。 

云々。 

背綮に 中った 適評で あらう。 結句、 素朴な 表現で、 泣寢 人に 寢人 らうと する 痴呆の 態が、 造憾 なく 描き出されて 

面白い。 下句、 二 段に 切りと、 のへて、 四 五の 句の 終りに、 未 來の辭 の 「む」 を据 ゑた の も、 聲饗 がな だら かで 

ある。 要するに 貞觀 前後の 風 調 かと 思 はれる。 

雨 ふらむ 夜ぞ おも ほ ゆるぬ ば 玉の 月に だに こぬ 人の こ、 ろ は (貫 之 集) 

月夜に はこぬ だに もこ そまつと 聞け 曇 る を か へ す 物に ぞ ありけ る (六 帖) 

月夜に はこぬ 人 まつと いと へ ども ふる 夜し もこ そ 寢られ ざり けれ (同ン 

の 類 は、 この 歌に よって 構想した もので、 遙 かに 感哀が 劣って ゐる。 

〇 

う ゑて いにし 秋 田 刈る まで 見え こねば けさ 初 雁の 昔に ぞな き ぬ る 

大意 五月の 顷、 この 田を植 ゑて おいて 去 なれて しまった 人が、 その 田 を 刈る 秋の この S 節になる まで、 ^て ど 

もく 來 ねば、 今朝 初めて 鳴き 渡る、 あの 雁の やうに サ、 聲に 立て、 泣いた わ。 

1 あはれ 「一 口 兄 ざれば 三秋の 如し」 とい ふ を、 早苗 を 採って から 來ぬ こと 殆ど 华 ^强。 これまで は 人目 を かね 

て 辛 棒に 辛 棒 をし ぬいた のが、 今や 早稻田 かり 金に あはれ を 催されて、 端な く 音に 文て、 泣かれて しまった。 

萬 葉集卷 十、  ^rr... ゾ  JIVRBKL.  ,1パ, 
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住の 江の 岸 を 田に はり 蒔きし 稻 ひいで 刈る まで 逢 はぬ 君 かも 

春が すみた なびく 田 居に 庵して 秋 田 刈る まで 思 はしむ らく 

と 同 想 同型で、 月日の 程經 たの を、 具體 的に 景物 を 以て 表現した。 「見え こねば」 の 叙述が すこしい ひ 過し かと 

も 思 ふが、 外にい ひやう もない。 「初 雁の ねに なく」 の 巧 を 加へ たの は、 平安朝の 手の ある 歌風で ある。 

,  〇 

來ぬ人 を まつ 夕暮の あき 風 はい かに 吹けば かわび しかるら む 

大意 來 もせぬ 人 を^ち 居る 夕方の 秋の 風 は、 どの やうに 吹く ので、 かう も 悲しく つらく 思 はれる ので あらう 

,， o 

力 

0 風 もとより 心なし、 悲し いのは 只 聞く 人の 心的 作用に よる ことなの を、 「いかに 吹けば か」 と、 風の 所爲 であ 

るかの やうに、 幼く 疑って るるの が 面白い。 蓋し 夕暮は 男の 女の 許 を 訪づれ る 時刻で あり、 待つ 男 は 久しく 來 

ぬ 男で あり、 風 は 物悲し さ を齎す 秋風で あり、 かう 三拍子 揃って は、 鐵で 作った 人間で も 泣かれる。 語調 また、 

暢 やかで 和ら かい。 作者 は 婦人に 違 ひない。 

〇 

久し くもなり にけ るかな 住の 江 のま つ は 苦しき もの にぞ ありけ る 

E1 0 住の 江 住吉と 同じい： 賀部 「住の 江の 松 を 秋風」 の 條に旣 出。 0 まつ は 松に 待つ を かけた。 


大君 ^ふ 人が 來 すなって から、 ^ 外に 久しく ま. あなった ことよ、 その 久しい とい.、、； 事 を 以て 評判の、 住 吉の松 

とい ふやう に、 來 もせぬ 人 を 待つ は、 さてく 苦し. いものであった わい。 

國 「住 吉の松 は 久しい 物」 とい ひ嗨 された、 世の 諺 を踐ん での 作で ある。 雜 下に 「われ^ても 久しくな りぬ 住の 

hd の-おの 姬松 云々」 と 詠んだ の も、 亦 さう である。 或は 別に さう した 意味 S 古歌な どが あつたの かも 加れ ない。 

かねみ のお ほきみ 

住の 江の まつ ほど 久 になり ぬれば 蘆 たづ の 昔に なかぬ 曰 はなし 

liiO 住の 江 S まつ ほど 松に、 待つ 程と かけた。 O 久 久しの 名詞 格 C  0 礙 たづの 「音に なく」 にい ひかけ 

た 序。 「礙 たづ」 は戀 一 「忘らる、 ゆしなければ 蔗 たづの」 の 條に旣 出。 

大意 來ぬ 人を來 るかく と、 住の 江に 久しい 名の 高い その 松と いふ やうに、 待ち 居る 問が 久しくな つたから、 

その 松に 住む^ 鶴の^ をた て、 鳴く やうに、 自分 は聲を 出して 泣かぬ 日と て は、 一 日 も 無い わ。 

1 「待 つ」 とい ひ、 「久」 とい ひたい 爲に、 住の 江の 松 を ひき 出した。 蘆 たづ は 松に 對 へて、 齢 久しい 物 S- 取り合 

はせ に 置いた のみで はない。 實に、 松に 多く 來 馴れて、 當 時の 住吉の ^あたりに は、 盛んに 巢食 つて 鴨いて rO 

たので 忡っ た。 これ を 「音に なく」 の 序と したの は、 旣に^ 葉に 「あし たづの ねの みしな かゆ」 など 例の 多い こと 

である，」 !SH£ 川、 例の 煩 はしい。 

なほ 考へ 乙と、 「まつ ほど」 は 伏 K" か。 伏苓は 和名 鈔に 「す-中 記に 松脂 淪入レ 地 千歳 則 一 伏^ r 伏 ^末 都 保沒」 と 

兑ぇ て、 松脂 か r キも^ なければ 伏^に ならない 3 だから、 伏 は久 にかけ た 序で は あるまい か。 
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ガタ  • 

なか ひらの 朝臣 あ ひ 知りて 侍りけ る を、 か れ 方に なりに 

け れ ば、 父 が 大和の 守に 侍りけ る 許へ まかる と て、 よ み て  • 

つか はしける  •*  伊.  勢 

一輪の 山い かに 待ちみ む 年 ふと も尋 ぬる 人 も あら じと 思へ ば 

i o なか ひらの 朝臣 云々 なか ひら は 藤 原 仲 平で ある。 關白 基經の 子で、 時 平の 弟。 天 慶八年 七十 一 にして 薨 

じた。 宫 左大臣に 至り、 世に 枇杷 殿と 稱 した。 「父が」 は 作者の 父 藤 原繼蔭 をい ふ。 0 三輪の 山 大和 國式上 郡 

にある 名山、 大物 主神 を祀 る。 

大意 私 は 貴方に 見捨てられて、 京 住居 も 面白くな いから、 古歌に 「戀 しくば 尋ねて お出な され」 と 詠んで ある 三 

輪の 山の 方へ 此度 下ります るが、 さて 古歌の 三輪 山と は 違って、 この 三輪 山 は 何年た つと も、 思 ひ 出して 尋ね 

て來て くれる 人 も あり はすまい と 存じます れば、 どんなに 人 を 待ち暮らす/ J とで ございませう。 

1 大和の 國 府は奈 良で あるから。 作者が 父の 大和 守の 許に 行った の も、 奈 良であった らう。 すると 三輪と は隔 

つて ゐ るが、 同じ 國內の 名所な ので 用 ひたので ある。 雜下、 

わが 庵 は 三輪の やま 本 こ ひしく ばと ぶら ひきませ 杉 立てる 門 

を 本 歌に 取って、 三輪 山 を 擬人して、 自分の 身に よそ へ て 詠んだ。 本 歌に は、 とぶら ひ來 ます 人 あるに 對 して、 

これ は 「尋 ぬる 人 も あら じ」 と 打ち 欵 いた。 かう 「尋 ぬる 人 も」 と廣 くはいって ゐ るが、 その實 はこの 歌 を さし 當 

て、 贈った 人 一 人 卽ち仲 平 を さして ゐる。 面白い 器用な よみ 方で、 この 作者のと して は 優れた 方で ある。 女が 


男に 棄 てられて m 舍落 をす る 位、 あはれ な氣の 毒な こと はない。 當時仲 平 は年廿 ばかりの t 右 殿上人 だから、 移 

ろ ふ 方々 が 多かった 事 は 思 ひ やられる。 作者 はかう して 一 且 大和に 下り、 間もなく 又 上京した こと ゝ见 えて、 

寬 平の 末年に は七條 后の 宫人 として、 宇多 帝の 寵を 受けて、 行 明 親王 を 生み 奉った。 男 も 女 も 若い うち は 根 を 

絕 えた 波の 浮 草で、 つ ひの 寄る 瀨は 妙な もので はない か。 この 歌、 公任の 金玉 集に 入 撰して ゐる。 

- , だいしらず  雲林院 のみこ 

ふき まよ ふ 野 風 を 寒み あき 萩のう つり も 行く か 人の こ 、ろの 

1 〇 行く か 「か」 は 欵辭。 

大意 あちこち 吹き 迷 はす 野の 風が 寒い ので、 秋 萩の 花の 移ろって 行く やうに、 思 ふ 人の 心が、 餘 所へ 移って ま 

あ 行く ことよ。 

1 ^秋の 蕭條 たる 景氣に 誘 はれて、 いよく 人に 捨てられた 賴 りない 寂しみ を感 する。 上句 は 序で ある。 四 五 

句の 倒^、 促^した 意趣に 相 協って、 調が 諧ふ。 「か」 の辭、 「の」 の 辭呼應 して、 鏘然 たる 驟_ か ある C 

.  小 野 小町 

今 はとて わが^ 時雨に ふり ぬれば 言 の 葉 さへ に 移ろ ひに けり 、 

i 〇 時雨に 時雨の k くにの^。  ^^^お 十 「秋津 羽に 匂へ る 衣」 などのに である。 o ふり ぬれば 降りに、 0 

り を かけた，」 
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大意 - 3 の 節の 時雨の 降る とい ふやう に、 私の 身が 舊く なった によって、 その 時雨に 木の 紫の 色の 變る やうに、 

一 心ば かり か 以前 仰し やった お 約束の 言の葉まで が、 存外に 變 つて 來 ました わい。 

| 1 時節柄の 時雨に 移ろ ふ 木 薬に 擬 へて、 かの 比翼連理の 兼 言を拈 出し 來 つて、 輕^ の兒 を愧 死せ しめよう とす 

る。 この場合に ふさ はしい 手段で ある。 比喩の 重疊、 緣 語の 修飾、 この 作者の 家風と 知られる。 

後 撰 集 冬に 再出して、 初 句^ T ばて ， と ある。 かくて はいよ く 繊細に 流れる であらう。 

かへ し  小 野の さ だ .き 

\ 人 を 甲 5 ふ、 い 木の 葉 にあら ば こそ 風の まに 散り も 亂れめ 

大意 私が 貴方 を 思 ふ 心が、 仰の やうに 時雨に 移ろ ふ 木の^なら ば こそ、 風の 吹く に隨 つて、 餘 所へ 散り 亂れ 

もし ませう、 しかし 心が 木の 槳 とい ふこと は 無い から、 诀 して 餘 所へ 散り 亂れて 移る ことではありません C 

. 0 何！^ があって も、 心配な さるな の餘 意が ある。 贈 歌の 「首の 葉 さへ に」 と あるに ついて、 この 一 場の 活地 を發 

一  ^して、 水火の 言 舌 を 弄する 處、 太 だ狡獪 である。 

業 平の 朝 臣、 き の 有 常が むすめ に 住みけ る を、 う ら むる こ 

と あり て、 し ばし の あ ひ だ、 晝 は き て、 夕 さり は歸 りの みし 

\  ければ よみてつ か はしける 

あ，^ 雲の よそに も 人の なり 行く かさす がに 目に は 見 ゆる ものから 


園 〇 業 平の 朝臣 云々 業 平が 紀有 常の 娘の 許に 通って 壻 になって ゐた が、 面白くない 事が あって、 暫の閒 K は 

來て、 夕方に は歸 りくして ゐ たので、 有 常の 娘が 詠んで 業 平に 贈った 歌との 意。 「むすめに 住む」 と は 娘の 壻 

になる こと。 ^勢 物語に は、 

昔 男、 仕し ける 女の 方に、 御 達な りけ る 人 を あ ひ 知りて、 程 もな く かれに けり。 同じ 所 なれば、 女の 目に 

は n ^ゆる ものから、 男 は ある ものに も 思 ひたらねば 

と詞甞 があって、 この 歌 を 載せた。 0 あま 雲の 「あま」 は 天の 意。 こ、 は 雨の 教で はない。 大空の 雪 は 遠く^ 

たった 物な ので、 「よそ」 の 序に 川 ひる こと は、 萬 葉に 例が 多い。 很こ、 は 序詞 を 一 轉 して、 比喩に 川 ひた C 〇 

か 欵辭。 

大意 天雲の 遠よ そに ある やうに、 よそくし くま あ 貴方の なって 行く ことよ、 それならば 隱れ て；：^ えぬ やうに 

もなる や：： を、 さすがに 晝は お出が あって、 天 雪の 目に：^ える やうに、 お 目に はか、 りながら サ。 

1 怨めしい お 仕 打よ の賒^ が ある。 夜め つて 朝歸る のが 常時の 慣習で あるから、 蕺 ばかり^え て、 夕方 歸 つて 

しま ふ もの は甚 しい 皮肉な 仕 打で ある。 かう してと V の 詰り は棄 てられる の だと 意識す ると、 默 つて はるら れ 

ない。 「天雲」 の 比喩 は 前代からの 套語 だが、 これ はいかに もよ く あてはまって 使 はれた。 

かへ し  なり ひらの 朝臣 

ゆきか へ り やにの みして ふること はわが ゐる 山の ％ 门 十み なり 

i  oe きか へり.^ に s 〃して { 仝に のみ 往返に てと いふ を 前後 させて いった。 0 ふる 經る。 
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大意 責 方の 仰し やる 天 雪が、 空にば かり 往來 をして 時 を經る こと は、 なぜかと いふに、 その か、 つて ゐ る 山 

の 風が 烈し さに、 落ち 付き かねる からで ある わ、 私 も その 通りで、 往 きつ 戾 りつ 足 をと めすに、 どちら 付かす 

に 月日 を 經る譯 は、 私が 妻と して 住んで 居る 貴女のお 心が 變り 易くて、 氣が 早い からで ある わ。 

國 不足 は 此方から いふべき 笞 なのに の餘 意が ある。 「わが ゐる 山の 風 早み」、 これ 詞書 にある 「うらむ る こと あ. S 

て」 に當 つて ゐ るので、 女の 密夫を 引き入れ たこと を怨ん で、 夜 は 足 をと めすに 立ち 歸 つたので ある。 「わが」 

を、 景樹が 「こなたに かくる は 非な り。 上の 天雲の さま、 皆 わが 上なる に、 更に 又 わがと、 我が身 をい. ふべき に 

あらす、 この わが は、 人の わがな り」 と 解した の は 甚だむ づ かし 過ぎる。 これ は、 起句 も わが I きかへ，^ とい 

ふべき を、 下のに 讓 つて 略いた ので ある。 すべて 懸歌 にある 天 雪のう へで、 首尾 を あはせ た。 諷託寄 興 は 巧妙 

ともい へない が、 譏 刺の 意 は 殊に 痛切で ある。 

題 しらず  かげの りのお ほ 君 

唐衣 なれば 身に こそ まつ はれめ かけての みや は戀 ひむ と 思 ひし 

ii  0 唐衣 離別 「唐衣き つ  > なれに し」， の 條に旣 出。 O なれば 著 馴れな ばの 意。 0 かけて 心に 懸ける こ 

と、 唐衣の 緣語 である。 とい ふ は 衣 は 衣桁な どに 懸ける が 常で あるから。 

大意 着物 は 著 馴れる と柔 かにな つて、 身に サ ひったり と 著き 纏 ふで あらう、 それに 引き 換 へて、 人が 馴染に な 

つてから が、 この やうに よそくし く、 た V 常住に 心 懸けてば かり 居て、 戀ひ 焦れようと は 思った ことで あつ 

たか、 いや 思 ひも 寄らなかった ことよ。 


^ 比 興の 作、 しかし 大した 事 もない。 

、こものり 

秋風 は 身 を わけてし も 吹かな くに 人の 心の そらにな るら む 

1 0 あき^ 飽きに、 秋風 を かけた。 0 身 を わけて 體. 2： を 吹きと ほる をい ふ。 野 を 吹き 過ぎる 風 を 野 分と い 

ふの 類で ある。 0 しも 「し」 は 强辭、 「も」 は 欵辭。 

大君 秋風 は 野な ど を 分けて 吹き も すれ、 人の 身 を 分けて はサ 吹かぬ のに、 何で 風に^ 木の^な どの、 空に 欠 

き 上 ゆられる やうに、 私に 飽きた あの人の 心が 浮かれて、 よそくし くなる ので あらう ぞ。 

1 吹く 風が 物 を 空に 颺 ゆる こと は、 この頃の 常套語で、 大 井川 行幸の 序に も 、「拙き 首の 葉 は、 吹く 風の 空に 亂 

れつ、」 など 兒 えた。 「心の 空になる」 とい ふより、 折 柄の 秋の 野 分の 風 を 聯想し 來 つて、 「身 を 分けてし も 云々」 

と、 一 不審 を 提出した。 「身 を 分けて」 は、 後 撰 及び 六帖 に、 

身 を 分けて 霜 やお くらむ あだ 人の 言の葉 さへ にかれ も 行く かな 

と 同じく、 區別 する 意で はない。 契 沖、 眞淵、 宣長 などの 「わが 身、 人の 身と 分けて は」 と 解いた のは甚 しい 誤 

である。 三.？ の 下に、 何故に の 語を揷 みて 聞く 格で ある。 

三 句、 家^に は 吹かね，^、 結句、 顯本 にはち るら む、 六帖に はみ ゆらむ と ある。 

. へ-  ，源宗 子 朝臣 

つれ も なくなり 行く 人の 言 の葉ぞ 秋より さきの 紅葉な りけ る 
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大意 紅葉 は 秋に なれば 色づく 物で あるが、 次第に つれ なくなって 行く 人の 言の葉 はサ、 秋ぶ り 先の 紅葉で あ 

つて、 時節の 秋も來 ぬう ちに、 皆變 つてし まった わい。 

1 首の 葉の 變 るより、 木の葉の 色 變るを 聯想して、 「秋より 先の 紅葉」 と隱喩 したの を、 一 ^しとす る。 

家集に は、 一 一句 言の葉 や、 結句な るら むと ある o 

、い 地 そこなへ る 頃、 あ ひしり て 侍りけ る 人のと は で、 心 地 

おこたりての ち、 と ぶら へ り けれ ば、 よ みて つか はしける 

兵  衞 

死 出の 山麓 を 見て ぞ歸 りに しつら き 人より まづ 越え じと て 

1 0 心地 そこなへ る 頃 云々 相 詰らうた 男が、 病中に は 見舞に 來 ないで、 全快した 時分に 來 たので、 詠んで そ 

の 男に 贈った 歌との 意。 0 死 出の 山 死 有の 相 を 別譯阿 含經 に、 「死 山、 能 壌 ニー  切壽命 こと ある。 又 涅槃 經に 

「有 二 四 大山 T 從 二 四方 1 來、 欲：. 害， 一人 民 T 四 大山 卽生 老病 死 也」 と 見えて、 死の 險難を 山に 響へ たまで ゝ ある。 

然るに、 十王經 とい ふ 僞經に 「閻魔 王 國堺、 死 天 山 南門 云々」 と 作って から、 實の 山の 如くに なった。 

大意 この は 私 も 煩って、 旣 のこと、 あの世の 界と 聞く 死 出の 山まで 行った のに、 その 時 見舞に 來て 下されぬ 

無^の i 方と は 違って、 私 は そ S 死 出の 山 を も、 假令 つれない 貴方と はいへ、 かねて 一 所に 越える 箸の 約束 だ 

から、 貴方より 先に は 越え はすまい と 存じまして、 その 山の 麓 を 見て サ、 一 まづ 立ち 戾 つて 参りました わい。 

1 諷詆 骨に 徹する ものである。 こんな 皮肉 は 却って 婦人でなくて はい ひ 得まい。 對 手の 男 は、 必す 天地に ほこ 


ろび 目の 無い こと を. f: つたこと であった らう ふ 

顯 本に、 一 ニニの 句 麓よりの み歸 りきぬ と ある はわる いご 

あ ひしれ りけ る 人 の、 や うやく かれ 方に なりけ る あ ひだ 

に、 燒 けたる 茅の 葉 に、 ふ み を さしてつ か はせ りけ る 

小町が あね 

時 過ぎて かれ 行く 小 野の 淺 茅に は 今 はお も ひ ぞ 絕 えず もえけ る 

i  o かれ 行く 離れ 行く に、 枯れ 行く を かけた。 o 小 野の 淺茅 戀ー 「淺ち ふの 小 野の 篠原 しのぶと も」 の條に 

旣出。 o おも ひ 思 ひに、 火 を かけた。 

大意 秋の 頃が 過 ざて、 冬枯 になって 行く 野 は、 火 をつ けて 燒 くもので あるが、 身の 盛りが 過ぎて、 ^方が 投々 

遠ざかって しま ひなされ た、 枯 野の 淺 茅の やうな 私 は、 今 は 思 ひの 火が 絕 えす 燃えて まあ 居ります わい。 

その 讃據に は、 この^ゅた 茅の 葉 を御覽 下された いと、 その 書簡 をつ けて 贈った ので ある。 こんなお s 利い 

た 思 ひっき、 小 野に わが 氏の 小 野 を 寄せた はたらき、 すべて 作者の 小慧 を^る に 足りる。 「波のう ねく」 と^ 

んだ 妹に 愧ぢ ない。 

物 思 ひける 頃、 物 へ まかりけ る逍 に、 野 火の もえけ る を兒 

てよ める  伊勢 
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冬枯の 野べ とわが 身 を 甲む ひせば もえ て も 春 を 待た まし もの を 

i  o 野火 祜草 など を燒き 拂ふ爲 に、 野に 著け た 火の 稱。 o もえても 燃えての 意。 「も」 は欵辭 である。 燃 ゆ 

ともの 意に 孵して はならぬ。 

大意 時 過ぎた 冬枯の 野が、 あの やうに 燃えて まあ 再び 芽の 出る 春 を 待つ ことで あるが、 人に 免棄 てられた 自分 

の 身 を、 その 冬枯の 野で あると 思 ひもす るなら ば、 この 胸の 中に、 思の 火の 燃えた ま、 に まあ 辛 棒して、 復， り 

とに かへ る 時節の 來 るの を 待た う もの をサ、 何とい つても、 自分 は 冬枯の 野と はちがつて 生身で あるから、 思 

の 火に 然れ死 を して、 そ の 時節 を 待ち 得られ ぬわい。 

i 何としたい たづら 者 か、 この 可憐の 佳人 をして、 こんな 苦勞 をさせる。 冬枯の 野で も、 なほ 萌 えて 春 待つ 光 

明が 未來 にある、 然るに 自分の 未 來は絕 望で ある、 冬枯の 野に も 及ばない と、 思 ひ 人った 感傷的 情 致 は、 全く 

同情に 堪 へない。 

六帖 に、 初 句 と ある。 結句、 六帖の 一 本に 待つべき もの を、 今 一 本に は 春に あは まし もの をと ある。 貫 

之 集に あるの は、 本 行のと 同じい。 但貫 之の 歌で は あるまい。 六帖に は、 作者 を 小町が あねと して ある。 これ 

はこの 集の 排列 を 見誤って、 上の 歌の 作者 を、 これにまで かけて 見た ので あるら しい。 

とものり 

^の沬 のきえ でう き 身と いひながら ながれて なほ も賴 まる 、 かな 

E!  Q きえで うき 身 消えす して 浮く に、 憂き身 を かけた。 0 ながれて 長ら へての 意。 流れて をよ せた。 


大意 思 ふ 人に 見捨てられて、 水の 沬の 消えないで 浮く とい ふやう に、 消え もえせ す卽ち 死にも^ せぬ^い 身と 

はいふ もの、、 何時も かう ばかりで も あるまい、 又 逢 はれる こと も あらう かと 生き 長ら へて、 やはり まあ 末 を 

賴 みに される ことよ。 

國 例の 綠 語の くさり 續 けで^ だうる さい。 「ながれて」 も 水の 緣 である。 「いひながら ながれて」 と ある 同音の^ 

復、 ^調 はな だら かに 聞え る。 諸 註、 二 句の 「て」 の辭 を淸ん で、 眞淵 は、 「消えて 浮く とい ひかけ て」 とい ひ、 

景榭 は、 「消えて は 浮く の 意」 とい ひ、 宣長 は、 「初 句 はきえ てに のみ 係る 序にて、 うきへまで はか ゝら す」 とい 

つた。 いづれ も 莪理が 十分に すまない。 今は廣 蔭の 說に從 つて、 「て」 を 濁って、 否定の 辭 として 解いた。 

六帖 及び、 友刖 集に、 二 句^^、 三 句 知りながら、 四 句な がれても 猶と ある。 又 六帖の 再出のに は、 ニー 句 

思へ どもと ある o また 六帖に は、 作者 は^ 勢と なって ゐる。 景樹は 「歌の さまより 推して、 伊勢の ならむ」 とい 

つたが、 一往 尤もと も 思 はれる が、 なほよ く考 へる と、 六 帖のは 上から 次を逐 つて、 木 集の 作^ を^ 誤った に 

相 遠ない。 

よみ 人 しらず 

みなせ 川 ありて 行く 水な くば こ そ 遂に わがみ を絕 えぬ と 思 はめ 

1 0 みなせ 川 戀ー 一一 1-:: にいで てい はぬ ばかり ぞ」 の 條に旣 出。 0 ありて 川の 在りて に、 我が身の 存在しての 

意 を かけた。 o わがみ を 身 をに、 水脈 をよ せた。 

大意 平日 は 水が 無い とい はれる 水無瀨 川に、 いつまでも 絶對に 流れ 行く 水が 無いならば こそ、 とうく この 川 
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は 水脈が 絕 えたと 思 は 5、 その 如く 今は棄 てられた としても、 長ら へて みて、 いよく 何等の 便り もないなら、 

一  その 時 こそとう く責 方が 私の 身 を 見限った と 思 はう わ。 

1 しかし その 水無瀨 川で さへ、 折に は 水が 流れて 水脈 を 作す から、 わが 中 も 亦 もとに 反る 綠が 無い ことで も あ 

るまい の餘 意が ある。 この 貞淑な 心 長さに は、 どんな 者で も 反省 を 促される。 この種の 比 興 は 正敍を ¥ けて み 一 

寫 した 描法 だから、 曲折が その 問に 生じて、 體 裁のお のづ から 巧緻と なる のは據 ない が、 水無瀨 川の 綠 語が、 

あまりに 細かに 貼き 過ぎて ゐ る。 

：  みつね 

吉野 川よ しゃ 人 こそ つらから め はやくい ひて しこと は 忘れ じ 

園 0 はやく 夙く。  0 こと は  一 K はの 意。 

大意 士 n 野 川の 名の やうに よしく、 貴方 こそ その やうに つらく もな さらう、 しかし 私 は、 貴方が 以前お 約束な 

)  された ぉ詞 は、 決して 忘れ は 致しますまい。 

1 わが 鉋く ま. で 故 を 思 ふ 情を敍 ベた の は、 卽ち 反映の 手段で、 これ 早く も その 約束 を 反故にした 人への 諷刺で 

ある。 この 歌 を 贈られた 女 は、 どんなに 面目ない 事だった らう。 初 句 は 同音 を疊ん で、 「よし」 を 呼び出す 序^ 

して ゐる。 士 n 野 川 は 急流な ので、 「はやく」 も その 綠語 である。 

一  .  よみ. 人 しらず 

世の なかの 入の 心 は花ぞ めのうつ ろ ひやす き 色に ぞ ありけ る 


1 0 花ぞ めの 花染の 如くの 意。 花染 は、 月 草の 花で 染めた もの。 月 草 は 秋 上 「月 草に 衣 はすら む .1 の 條に旣 出- 

宇治 拾遺に 「色 は 花 を 塗りた る やうに、 靑 じろ にて」 と ある。 

大意 世の中の 人の 心と いふ もの は、 色に 喩 へれば、 丁度 花染の やうな もので、 至極 變り 易い 色で サぁ つたわ 

， o 

0 眞 淵が 「世の中と 廣く いひて、 心 は 一 人 をさせる なり」 といった の は適觯 である。 色の 移ろ ひ 易い ことから 聯 

想して、 人の 心 を 花 染に喩 へ た。 元 來花染 は敁も 原始的の 染料で あるが、 奈良 平安 ゆ 代 を 通じて 盛んに 川 ひ.； T 

染花 といって、 その 花 汁 を 紙に 移して おいて 年中の 所^と した。 故に この 移ろ ひ 易い 色で ある こと は 恐らく 知 

らぬ 者はなかった と 思 はれる。 隨 つて そ の^代と して は 新味 は 乏しい 譯 になる。 況ゃ花 染卽ち 月草染 を、 移ろ 

ひ 易い 例に 引く こと は、 旣に莴 棄に數 多 見えて ゐる。 

初 句、 六 帖には SFg. と ある。 

心 こそうた てに く けれ 染め ざら ば 移ろ ふこと も惜 からまし や 

■  0 うたて 春 上 「散る と^て あるべき もの を」 の 條に旣 出。 0 まし や 「や」 は 反動 辭。 

大意 うたて や 自分の 心が サ 憎；， わ、 なぜと いふに、 染めぬ 色の 變る ことの 無い と 同じく、 自分から 思 はすば、 

人の 心の 變 るの も 惜しから うか まあ、 惜しく も 無い 苦 だ。 

0 「天 を も 怨みす、 人 を も 咎めす」 で、 只 わが この 心 を 責めた。 一 寸半 悟りの やうな 事 をい つて は^たが、 さて 
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心 は 心と して、 思 ふま/ v に はならぬ から、 依然として あきらめが つかない。 これら 愛憎の 葛藤から 生す る 煩 H: 

の 情 的 心象の 變化を 味 ふ 時 は、 幾多の 滋味 を藏 して ゐる 事が 知られよう。 ま. つ 「心 こそうた て惽 けれ」 の矯語 を 

下して、 三 句 以下 その 理由 を說 明した。 

こまち 

色 見えで うつろ ふ もの は 世の中の 人の こ 、ろの 花に ぞ ありけ る 

1 0 色兒 えで 草木の 花で は その 色相 をい ひ、 心の 花で は その 氣色 又は 樣子 をい ふ。 0 移ろ ふ 變る をい ふ。 

大意 草 や 木の 花 は、 色に あら はれて 移ろ ふと 見える が、 さう 氣色 にもた A すして 移り 變る もの は、 た V 1 つ、 

世の中の 人の 心の 花で サ あった わい。 

1 上の 「世の中の 人の 心 は」 と 同じく、 廣 くいって 實は 一 人 を さした ので ある。 「心の 花」 は 心的 現象 を 花に 混喩 

した 語で、 その あだく しい 限り を敍 ベた。 暢達 流麗、 おの づ から 感慨が ある C 

よみ 人 しらず 

われの みや 世 をう ぐ ひすと 鳴き わびむ 人の 心の 花と ちりな ば 

園 o 世 をう ぐ ひす 世 を 憂と いふに、 鶯を かけた。 o うぐ ひすと 鶯の 如くの 意。 0 花と 花の 如くの 意。 

大意 私 一人ば かり、 世が 憂いと いふ 名の 鶯の 鳴く やうに、 泣いて 辛氣に 暮らす であらう か、 あの人の 心が 花の 

散る やうに、 自分 を 離れよう ならば サ。 


園 いよく 棄 てられた ので はない かとい ふ 疑 ひの 起った 時の 作で、 悲しい 豫 想に、 その 晬は 泣く より 外 は あろ 

まいと 思 ふ 折から、 鶯の 盛んに 落花に 紛れて 啼 くの を 見て、 湊 合して 詠んだ 感懐で ある。 

そせい ほうし 

忍 ふと も かれな む 人 をい かにせ む あかず 散りぬ る 花と こそ 觅 め 

大意 いか 程戀 しく m 心 ふと も、 遠 返いて いかう 人 を 何としょう ぞ、 どうも 仕方が無 いわ、 いっそ 奇麗に あきらめ 

て、 まだ 十分 見 足らぬ うちに 早く 散った、 花 だと サ 思って 居よう ゎサ。 

_1 飛 花 は 再び 梢に 還らぬ、 この 理は 見易い。 この 見易い 道理 を捉 へて、 そこに 姑く 慰めの 天地 を 作らう とい ふ。 

大暦 冷靜に 構へ た處は 達者の 言に ちかい。 が これ は 口と 腹と は 大した 相違な ので、 自分から 離れて 注った 人が 

戀 しくて く 溜らぬ あまりに、 一 寸 かう も考 へて、 我れ と 我が 心の 熱を酏 まさう と 試みた ものである。 實は悲 

しい 歌な ので ある。 幽怨の 致、 妙は說 破せ ぬ處 にある。 

新撰 和歌に、 初 一 一句， 今 はとて かれな む 人 もと ある。 

よみ 人 しら. す 

今 はとて 君が かれな ば わが 宿の 花 をば ひとり 見て やしのば む 

大意 もうこれ^ o といって、 君が 遠 返いて、 來 ぬよう になって しま はうならば、 仕方が無 いから、 この わが 宿 

の 花 をば. E 分 ひとりで：^ て、 一緒に 見た 事 もあった 君の こと を、 いろくと 思 ひ 出さう か。 
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國 男が 漸く 冷淡に 寄り付か なくなって ゆく ので、 行末 を 想像して 悲觀 した。 花 以外に 思 出 草になる 物 もない 趣 

が、 「花 をば」 の辭で 表現され てゐ る。 「看：. 花満 眼淚、 楚王^ 不 4i」 など、 樂 しい 追懐 を 催すべき 花 は、 悲哀の 

情に 對 映して、 なかく に 苦悶 を 多から しめる。 「女の 歌と 見えて、 哀れに やさしく 侍る かな」 と、 古人の 評し 

たの は 尤もで ある。 

以上 四 首 一類の 歌で、 或は 花に つけ、 或は 花に 對 して、 懷を敍 ベて ゐる。 

宗于 朝臣 

忘^ かれ もやす ると つれ もな き 人の こ、 ろに 霜 はお. かなむ 

1 0 忘 草 上に 旣出。 

大意 自分 を 忘れた 人の 心の 忘 草 も、 若し や 枯れ もして、 又もとの やうに 思って くれる 事 も あらう かと 思へば、 

あの つれない 人の 心へ、 霜が 置いて もら ひたい わ。 

1 忘 草より 霜 を 聯恕 して、 その 霜 を 人の 心に と 希った 奇 巧に は 驚かれる が、 眞實 味は淺 い。 

寛 平の 御 時、 御 屛 風に 歌 か 、 せ 給 ひけ. る 時、 よ みて かきけ 

る  そせい ほうし 

わすれ 草な に を か 種と おも ひし はつれな き 人の 心なり けり 

1 o 屛 風に 歌書 かせ 屏風の 色紙 形な どに、 素性に 命じて 歌 を 書かせられた 時、 素性が 新に 詠んで 書いた 歌と 


大意 これまで 忘 草と いふ 物 は、 何 を 種に して 生える ことかと 思って 居た は、 不覺の 至で、 その 種 はつい 目の前 

の、 自分に つれない 人の 心であった わい。 

1 序文に 「大和歌 は 人の 心 を 種と して」 と蒈 いたと 同樣の 巧で、 これ は 今 始めて それ を會 得した 趣に いひな した 

のが 面白い。 「なりけ り」 に 係るべき その 種 はとい ふ 主語が 略いて あるから、 意釋の 如くに 解 しないと、 その^ 

が たじろぐ。 「は」 の辭 一 字 點睛の 妙が ある。 調 も 流 滑で ある。 小町 集に、 

忘 草 わが 身に つむと 思 ひし は 人の こ、 ろに おふるな りけ り 

類 想の 同型 だが、 比較す ると、 遙か にこの 洗煉の 作で ある ことが 知られよう。 

詞 害の 趣に よると、 この 作者 はいみ じき 手 かきであった らしい。 貫 之な どに さしつ ぎの 伎倆であった らう。 賀 

部に も 「よみて 書きけ る」 の詞 書が あって、 貫 之と 素性の 名が 竝ん である。 

三 句、 新撰 和歌に 思 ひし をと ある o 

题 しらず 

^の 田の いねて ふこと も かけな くに 何 をう しと か 人の かるらむ 

1 o いね 稻に、 去ね を かけた。 o こと も かけな くに 赏も 懸けぬ にの^。 「なく」 はぬ の延言 = 0 かる 離る 

に、 刈る を かけた。 

大意 秋の 田の 稻は 刈って 物に 掛けて 乾す が、 思 ふ 人の 來られ た 時、 Q 分が 嫌って、 その 秋 田の 稻 とい ふやう 
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に、 去ね とい ふ 詞をも 掛け はせ ぬに、 それに まあ 何 を 憂いと 思って か、 この やうに あの人が 遠退いて 離れて 來 

ぬので あらう。 

0 綠 語の 修飾が、 うるさい いやな 氣 がする。 

一句い ねとい ふこと も、 下句 をら じと など か 人，^ いふら むと ある o 


二、  二 


紀 賞 之 

はつ 雁の なき こそ 渡れ 世の中の 人の こ 、ろの あきし うければ 

1 0 はつ 雁の 初 雁の 如くの 意。 0 あきし 飽きに、 秋 を かけた。 「し」 は 强辭。 

大意 自分 は 空 を 渡る 初 雁の やうに 泣いて サ、 月日 を經る わ、 その 譯は、 世の中の 人の 心に 来る、 飽きと いふ 秋 

がサ 憂いから サ。 

1 秋に は 雁の 鳴き 渡る の を 有意に 取り合 はせ た。 「世の中の 人」 は 例の 一 人 を さした ので ある。 

よみ & しらず 

あはれ ともう しと も 物 を 思 ふ 時な どか 淚の い とな かるらむ 

i  o いとな かるらむ 「いとなし」 はせ はしい こと をい ふ。 新撰 字 鏡に 倥偬 を 伊止奈 志と 訓ん である。 

大意 人が 情け深くて、 あ ゝ嬉れ しいと 思 ふ 時 も、 人が つれなくて、 ぁ>薆 いと 思 ふ 時 も、 何で かう も、 淚が暇 

なく こ ほれる ので あらう ぞ。 


1 人の 知り 切った 平 Me の 事實、 只 一 つ 疑問の 語 を 著け て、 饞に 詩^の 搖 鬼す るを覺 える。 作 考は點 化の 術 を 心 

得 てゐる o 

.  〇 

身 をう しと 思 ふに 消えぬ 物 なれば かくても 經 ぬる 世に こ そ あり けれ 

大意 思 ふ 人に すてられて、 限りなく わが 身が 憂いと 思 ふのに、 流石に 命 はえ 消えぬ 物な ので、 この やうに 薆 

い 身ながら も、 やはり それなりに 經て 行けば 行かれる 世で サ あった わい。 

1见 恋 てられたら、 その 悲歎に すぐにで も 死ぬ やうに 思 ひながら、 よくもい まだに^る ものと、 過去 Si ^想に 

耽った ので、 人間の 弱さ を 告白した ものである。 上句の 說明 的な のがく ち をし い。 

典侍 藤 原 直 子 朝臣 

蟹の 刈る 藻に 住む 蟲の われから とね を こ そな かめ 世 をば 恨み じ 

1 0 われから 名詞の われから に、 我れ から を かけた。 「われから」 を 秋 成 は 「六帖 に は、 別の^に 出^せれば、 

その^に は、 人知り たる 物なる べし。 貝な どの 一 種に て、 破 殻の 義 とも 思 はる。 伊勢 物語に も、 われから 身 を も 

碎 きつる 哉と よめり。 こ はわが 友 正の りが 考 なり」 とい ひ、 大和 本草に は 「藻に いで 來る蟲 にて、 細く 長き もの 

なり」 とい ひ、 北 逯隨來 に は 「藻に つきた る 貝に て、 殻の 一 ひらなる 物」 とい ひ、 又お 樹は 幡 わたりに て 

海 布に 小 蝦の 如きい とさ、 やかなる 蟲 のっきた る をい ふ。 さる は、 E" めきた る 物の もぬけた る、 或は 破れた る 
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さまな ど、 はかな ゆに 見 ゆめり」 といった。 なほ 玉 勝 間、 閑 田 耕^、 瓦礫 雜考、 茅 窓 漫錄、 後 撰 新抄、 參考勢 語 

咐錄 など、 うるさい 程 前人の 說が あるが、 いづれ もた しかな 事 はない。 o ね を こそな かめ 聲を あけて 泣かう 

の 意。 

大意 海士の 刈る 藻の 中に 住む、 われから とい ふ蟲の 名の やうに、 何事 も 我れ から 仕出した 事と 了旯 して、 自分 

1 人 音を立て ゝ サ 泣かう わ、 つれない 人 を 恨み はすまい ぞ。 

0 われから に 就いて、 久保之 取 蛇 尾に いふ、 

アマ ナレャ ォゾガ 

顯註、 八 雪 御抄、 色 葉 和 難、 餘 材抄、 たしか ならす。 今 試に 僻 案 をい はむ、 仁 德紀に 「故 諺 曰 有 海人 耶、 因 己 

是其綠 也 云々」。 古今の 歌 はこれ によりて 詠める ならむ。 海士の 刈る 藻に 住む 蟲と は、 かの 調進の 魚 

をい ふ。 われから とね を こそな かめと は、 彼の 諺に、 おのが 物から 音 泣く といへ るが 如し。 かく 見る 時 は、 

たしかなる 證文 ありて、 われから と は貝ぞ などい ふ 論な かるべし。 云々。 

調進の 魚を蟲 と は、 あまりに 甚 しい 牽强 で、 失笑した くなる。 無論 意釋の 豚に 從 ふが よい。 初 二 句 は 序で ある。 

三 句 以下 は、 まことに 「有 海人 耶因 己物以 泣」 の 諺に 據っ たもの だら う。 人の つれない の を も、 皆 わが 不束な 

る 故と、 ひとへ にお のれ を 責めた 謙虔な 態度と、 「音 を こそ 泣かめ」 と 限りない 心の 痛手 をむ き 出しにし たのと 

は、 他の 同情 を惹く 素因 をな して ゐ る。 

, J の 歌 伊勢 物語に は 1 一條 后の 御 歌と し、 

戀 ひわび ぬ あまの 刈る 藻に やどる て ふわれ から 身 をも碎 きつる かな 

とい ふ 業 平の 返 欺が ある。 


あ ひ 見ぬ もうき も わが 身の から 衣 思 ひしらず も 解く る 紐 かな 

1 0 わが 身のから 衣 我が身からの 意に、 唐衣 を かけた。 「から 衣」 は覊旅 「唐衣き つ 、 なれに し」 の 條に旣 出。 

0 紐 こ  >  は 下^  S 紐で ある。 

大意 思 ふ 人に 逢 はれぬ の も、 その 人の つら いのも、 皆 我が身から なので、 自分の やうな 者 は、 とても 先の 氣に 

入る 譯は 無い のに、 その 人の 思って くれる 知らせが ましく、 さても く譯 がわから すに、 解ける 下紐で ある こ 

とよ a 

^ 下紐の 豚け るの を、 人に 戀 ひらる ゝ兆 とする こと は、 戀 一 「思 ふと もこ ふと も 逢 はむ もの なれ や」 の 條に說 明 

してお いた。 しかも その 歌と これと は 類 想の 同型で ある。 只 彼 は 了 度 も 逢 ひ 見ぬ 趣、 これ は 逢 ひ^たが 飽かれ 

た 趣で ある ことが 差って ゐる だけで ある。 下紐の 思 ひ 知らす と ある 擬人 を 一 ふしと する。 二 句の 碎 けたのと 三 

句への うつりの 辭樣と は、 餘り 快く もない。 

^ 平の 御 時き さい の宫の 歌 合 の 歌  すが の ゝたビ おん 

つれな さ を 今 はこ ひじと 忍へ ども 心よ わく もお つるな みだ か 

1 0 なみだ か 「か」 は^ 辭、」 

大意 人の つれな さ を 思 ひ 知って、 今 はもう 戀ひ慕 ひ はすまい とたし なむ けれども、 とも すれば 思 ひ 出して、 さ 
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て もさても 心 弱く まあ、 こ ほれる 淚 であるよ。 

1 何と 理性で 抑 へても、 淚の 方で 承知し ない。 戀の眞 諦が卽 ちこゝ に^する。 六 帖の詠 者 不詳の 歌に、 

戀 ひしと はい はじと 思 ふに きの ふけ ふ 心よ わく もお つる 淚か 

同 想の 同型、 どちらが 先で あら、 フか。 思 ふに、 或は この 歌が 轉 つて 傳 はった もので は あるまい か。 

初 句、 新撰 萬 葉に つれな き^と ある。 これ は 意が 一 暦 明確で ある。 

題 しらず  .  ■ 伊 r&I5IH  、 勢 r 

人知れず^ えな まし かばわび つ 、もな き名ぞ とだにい はまし もの を 

大ず はじめから 一 一人の 中が、 世間の 人に 知られす に、 そして 切れて しま ふので あらうならば、 つらい 事ながら 

も、 せめて あれ は 無根の 噂 だとで もい ひもしょう もの を、 はやもう 世 問の 人 も 知って 居る ので、 さう もい はれ 

ねば、 切れた うへ に 浮 名が 立って、 さてく つらい 事よ。 

1 當時は 一 夫 多妻で あり、 そして 男子 はな かく 放縦であった。 だから 忘られる 卽ち棄 てられる 危險は 婦人に 

は 多かった。 その 場合 その 自尊心と 名 譽とを 傷け ない 唯一 の 彌縫策 は、 男との 關係を 秘密に 葬る こと だけれ ど 

も、 公然と 人が 知った 中で は、 それ も 出来ない。 進退 谷った 苦悶の 聲、 悽愴の 感に打 たれる。 古本 今昔 物語に、 

今 は 昔 伊勢の 御 息 所の いまだ 七條 后の 御 許に 候 ひける 頃、 枇杷 左大臣 (仲 平) 若く して 少將 にて ありけ る 程に 

いと 忍びて 通 ひ 給 ひける を、 忍ぶ とすれ ど 人お のづ から ほのかに、 そのけ しき を 見て けり。 その後 少將通 ひ 給 

はすして 音な かりければ、 かく 詠みて なむ 遣 はしたり ける。 「人 しれす 云々」 と。 少將 これ を 見て あはれ と 思 


ひけむ、 かへ りて なむ 此度は あら はれて いと 思 ひて 住み 給 ひける とや。 

と あるの は、 その 事情 を 裏書す る ものである。 

二 句、 山ハ帖 にやみ なまし かばと ある。 

よみ 人 しらず 

それ を だに 思ふ窜 とて わが 宿 をみ きとない ひそ 人の きかくに 

o 思 ふ 事と て 思 ふ 事と しての 意。 o きかくに 聞く にの 意。 く S. 延言は 「かく」 である。 

大意 貴方に 今 飽かれ たの はつらい 事で あるが、 そのうへ に棄 てられた などい ふ 噂が 立って は猶更 つらい 故、 せ 

めて 噂の 立たぬ やうに する、 それ をな りと も 私 を 思って 下さる 事と して、 外の 話の ついでに も、 私の 家 を：^. U 

などと、 诀 していって 下さるな、 事 ありさう に 人が 聞く によって サ。 

1 「わが 宿 を」 と あるので 見る と、 壻殿を 家に 通 はせ たので ある。 然るに その 壻 殿が 甚だ 浮氣な 奴で、 來 たかと 

思 ふともう 愛想 を盡 かして 來 ない。 これで は 婦人の 立場と して 我慢の 出來 ない 侮辱と 悔恨 を感 する。 そこでい 

つ そ 私の 家へ 來 たといって くれるな 世閒の 手前 も あるから と、 満足すべからざる 事に 満足して、 せめて それ を 

恩に 若ようと 欵 願した。 その 心情 は 頗る あはれ である。 宣 長が 初 二 句 を、 人 を 深く 思 ふ^は その 人の 家 をな り 

とも：^ たく 思 ふ もの なれ どもと いふ 意に 誤鮮 して、 部 立の逯 つて ゐる やうに 論じた の は、 なか/ \ である。 

あ ふ 事の も はら 絶えぬ る 時に こそ 人の 戀し きこと も 知り けれ 
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0 も はら 專ら。 

大意 これまで 絕ぇ くながら も、 逢 ふことの あった 間 は、 待つ とい ふ樂み もま じって、 戀 しさ もさ 稃 では 無 か 

つたが、 今 かう 一向に 絕 えてし まって、 逢 はれぬ となった 時に サ、 はじめて 人の 誠に 戀 しい 事 も 思 ひ 知った わ 

ゝ o 

し 

1 いひ 通った までの やう だが、 更に 見返す と、 極端まで 突き詰めた 感じが 出て ゐる。 

o 

わび はつる 時 さ へ 物の かなしき は いづこ をし のぶ 淚な るら む 

1 o しのぶ 慕 ふ 意。 

大意 あの人に 見棄 てられて、 難儀し ぬいた 時節に も、 やはり 忘れ かねて 物悲し いのは、 どこ を あの人の 取得と 

して 戀 しく 思って、 流れる 淚 であるの であらう ぞ。 

^ 一  寸 理性に 返った 或 瞬間、 しづかに 自分 を ながめた ので ある。 「いづこ をし のぶ」 と淚を 怪しんだ の は、 卽ち 

心 を 怪しんだ ので ある。 身 を 怪しんだ ので ある。 といって どう 諦めが つくので もない。 まことに 愛着の 念 は そ 

の 根が 深く、 理性に 超越して ゐる 「し 

後 撰 集に 再出した の は 、「男の 忘れ 侍りければ」 と詞 書が あって、 作者 は 伊勢で ある。 また 四 五の 句、 新撰 和耿に 

はい—  ^れ， をし SI ぶ、；" と ある。 


恨みても 泣きても いはむ 方ぞ なき 鏡に 見 ゆる 影なら ずして 

大意 恨んでも 泣いても、 こ S 悲し さ を、 誰れ を 相手に してい はう ぞ、 E 心 ふ 人 は 最早 絶えて、 IJF:^ ふこと も 

無ければ、 镜へ 映って^ える 自分の 影で 無くて は、 外に 相手に してい はう やうが. t い ゥ。 

1 孤熒侬 ると ころな く、 形^ 相？ 9. する ばかり、 この 寂寞 荒涼たる 思 ひ は、 渾 ベて その 人の 無情に 因綠 する ので 

ある 下句^ 痛で、 ^欵の 意 か. 水い。 結句の 下に はの 辭を 添へ て 兌る と、 S が 明^に 聞え る。 

よみ 人 しらず. 

夕され ば 人な き 床 を うちはら ひ 敷かむ ためと なれる わが 身 か 

io 夕され ば 冬 歌 「夕され ば 衣手 さむし」 s 條に旣 出 c  o 人な き 床 人の るぬ 床。  へ 

TN 意 今 は 契も絕 え^て、、 來て寢 る 人 もない 床 を、 夕方に なれば、 以へ 1 の 通り 打ち 弗って、 r^M 夕^ よ 人 

を 待つ とて、 床の 塵を拂 つた 事 を 思 ひ 出して は、 空しく 欵 かう 爲に 牛-まれて 來た、 我が身で ある ことか まあ。 

I おい^ 命 を かこち、 身 を はかなんだ 愚痴 は、 こ s 沒 it. 想の 誇張と なった。 苦勞 する 爲 にこ s 世に 生まれた の 

かな ど、 へ 「もよ く 人 s いふ 事で ある。 萬 恭卷. ：•、 

あすより はわが ：土 宋 をう ち拂 ひ；^ といね す て ひとり か も寢む 

を 藍 本と して、 更に 一 步 をす ， めた もので、 いづれ も 婦人の 作で あらう。 
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： 〇 

わたつみの わが 身 こす 波た ち 返り 蟹の すむ て ふうら みつる かな 

1 o わたつみの わが 身 こす 波 我が身 を 超す わたつみの 波と いふ を、 倒置して いった。 0 饔 のす むて ふうら み 

つる 海士の 住む とい ふ 浦 見つ るに、 恨みつ る を かけた。 

大意 海の 自分の 身 をう ち 超す ほどの 大波が 寄せて、 海士の 住む 浦 を 見、 浦 を 見して は 立ち返りく する やう 

に、. 自分の 身 を さし 越して 無い 者に する 人 を、 今更 恨んでも 詮ない 事ながら、 叉しても く 恨んだ 事よ。 

1 顯昭 いふ、 

我 をお きて 先に 人に 逢 ふ を、 わが 身 こす 波と そへ たるに や。 末の 松 山 (^ね ，^邮^5;^き も) かとい ふ 人 

あれ ど、 その 心 見えす、 云々。 

歌 意の 解し 方 は 誤って ゐ るが、 末の 松 山に 關係 のない とい ふ はよ ろしい。 なほ 戀三 「あ ふ 事の なぎさに し 寄る 

波 なれば」 の 條を參 照 ありた い。 

あら を 田 を あらす き 返し 返しても 人の 心 を 見て こそ やまめ 

i  o あら を 田 荒れ 田。 「を」 は 美稱。 o あらす き 返し 疎 鋤き 返しの 意。 打 聽に擧 ゆた 或說 に、 「小 田 は 度々 す 

き 返し 作る、 初 に^く をば あらす きとて、 あら，/ ^と 働くな り 一と ある 。今 浴に ァラ クリ とい ふ。 0 返しても 


返して まあ。 返せ どもの 意で はない。 「も」 は 欵辭。 

大意 荒 田 を あら 鋤き 返す やうに、 今一 應 立ち 反って まあ、 人の 心 をと くと 見届けて サ、 いよく 心が 變 つたと 

いふ ことならば あきらめて、 戀ひ慕 ふの も 止めよう わ。 

^ この 未練、 この 心 長さ、 所謂 惚れた 弱 身な ので あらう。 初 二.？ は、 三 句の 「返しても」 にか、 る^で ある。 結 

句、 四 音 三 音の 組 II だから、 調が 促って、 上^の 長 高な 序體に ふさ はない。 六帖に 「見て こそ やまめ 人の 心 を」 

と あるに 從ふ がよ いかと 思 ふ。 下なる 誹諧 歌に、 なかき、 

雪 はれぬ あさ 間の 山の あさまし や 人の 心 を：^ てこ そや まめ 

と あるに 紛れて、 下句 を 誤った ので は あるまい か。 なほ 六帖、 又は 童 蒙抄 にある、  . 

^勢の 海の ちひろた く繩 くり 返し 見て こそ やまめ 人の 心 を 

など、 いづれ も その 序詞 を 殊にす る-たけで、 主 成語 は 同一 である。 どれが 先に 出來 たもの かひ- 

初^、 六帖 にあら き 田 をと ある。 新しき 墾田の 意で ある。 景樹 はこれ を 宜しと して、 一 一句 を 新 鋤き 返す の な に 

解きな し、 さて 「新 出 は、 何 返 も 打 こなす ベければ、 打 返しく の 序に 置きて 力 あるな り」 といった。 

〇 

あ り そ^の の まさごと 賴 めし は 忘る、 ことの 數にぞ ありけ る 

£  ァ ライ ソゥ £  ィサ ゴ 

■  0 あり そお 荒磯お の^。  0 まさご 「ま」 は美稱 。「さ ご」 は 砂の 略。 0 賴め 賴 ませの 意。 

大意 大海の^ の^ 砂 s 數の やうに、 數々 の 親切 を盡 して 居る とい ひ^て ， . ,1:1 分 を^も しく 忍 はせ ておいた、 

0  ^  ^  八つ 三 
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その 濱の眞 砂の 數は、 案外に も 自分 を 忘れる 方の 數でサ あった わい。 

1 冷 熱の 豹變に 驚いて、 昔の かね 言に も かう した 新 解 釋を與 へた こと は、 卽ち 深く その 不誠意 を 指 斥した ので 

ある。 怨 意が 深い。 後 撰集戀 四、 

常 潜に とたの めし こと はまつ ほどの 久し かるべ き 名に こそ あり けれ 

もこの 類 想で ある。 

. 〇 

，、へより^ ゐを さして ゆく 雁の いや 遠ざかる わが 身 かなし も 

I  0§ く 雁の 行く 雁の 如くの 意。 

大意 蓆逯 から 筌を さして 飛んで 行く 雁の、 段々 遠くなる やうに、^々 と 思 ふ 人に かけ 離れて、 契の 絕 えて 行く 

自分の 身 は 悲し いわま あ。 

1 三 句までの 序 は、 萬 葉 集 卷七、 

秋風に やまとび こ § る 雁が ねの こ ゑ 遠ざかる 雪が くるら し 

に 類似して ゐる。 さう した 景色 を 詠め 入って ゐる 折節、 雁の いや 遠ざかる から、 ふと 聯想が あの人に 走って 往 

つた やうな 趣で ある。 


しぐれつ 、もみ づ るよりも 言 の 葉の 心の あきに ぁふぞ 佗しき 

i  o 心の あきに 飽きに、 秋 を かけた。 

大意 時雨が 降りく して、 木の葉が 色づ いて ゆく 秋 は、 わびしい ものであるが、 それよりも まさって、 親切に 

いって 下された 一一 n: の^の 變る、 人の 心の 飽きと いふ 秋に 逢 ふの がサ わびしい わ。 

1 綠 語が 表現の 出發點 になって ゐ るので、 感じが 生きて こない。 一一 一一 ！： の 薬の 混喩、 心の あきのい ひかけ、 新撰^ 

葉に、  . 

言の葉 をた のむべし や は あき くれば いづれ か 色の 變ら ざり ける 

と あるに 似て ゐ る。 さて は 上 s、 

わが 袖に まだき 時雨の ふりぬ る は 君が こ、 ろに あきや 來 ぬらむ 

今 はとて わか 身 時雨に ふり ぬれば 言の葉 さ へ に 移ろ ひに けり 

の 一 一首 を 錯綜して 出來 たやうな 歌で ある C 

〇  . 

あき 風の ふきと ふきぬる 武藏野 はなべ て 草葉の 色 か はりけ り 

raa  0 ふきと ふき 吹きに 吹く と 同じ。 

大意 秋風の 吹きに 吹いた 武藏野 は、 流石に 廣ぃ 野ながら、 總體に 皆、 草の^ 色が 變 つたわい、 とい ふが 表面の 

意で、 飽きた とい ふお 心が 强く なって くる 時には、 かねての 約束のお 言葉 は、 すっかり 變 つたわい、 とい ふが 
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裏面の 意。 

1 顯昭 はこの 歌 意を釋 して、 「武藏 野と いひて、 一 本 ゆ ゑに の 心 あるな り」 といった。 これ は、 

むらさきの 一 本 ゆ ゑに 武藏 野の 草 は 皆 がら あはれ と ぞ^る 

の 意に 據 つたと いふので、 景樹も 賛成した がわる い。 一 向無關 係の ことで ある。 これ は、 流石に 廣 ぃ武藏 野の 

草槳 も、 秋風に 色の 變らぬ は 一 つもない とい ひ 立て、、 御 親切ら しかった 貴方のお 言葉 も、 やはり 同じ こと 變 

りました よと、 あてつけた 皮肉が 手際な ので ある。 おの づ から 含蓄 は ある。 • 

四 句、 六帖 に^^べて 草木のと ある。 

小  町 

あき 風に あ ふたの みこ そ 悲し けれ わがみ 空 しくな りぬ と 思へば 

1 0 たのみ K の實 に、 賴みを かけた。 田の 實は稻 をい ふ。 0 わがみ 身に、 實を かけた。 

大意 秋の 大風に 遇 ふ 田の 稻はサ 、折角 賴み にして 置いた 私の 稻の寳 が 入らす にし まふと 思へば 情けない. わ、 そ 

れと 同じ やうに、 人の 心の 秋風に あって、 私の 身の 賴 みが、 皆む だに なって しまったと 思へば サ 悲しい わい。 

議 例の 口吻、 この 人に は 免れ 難い 癖で あらう。 

平 貞文 

あき 風の ふき うらが へ す 葛の 葉の うらみても なほ うらめし きかな 


El c 葛の 葉の 「葛」 は その 葉が 成くて、 風に 飜り がちで 褰を 見せる ので、 葛の 葉の^^と つ V け、 恨み を かけ 

一 た。 

一 大意 思 ふ 人が. CT 分 を 飽きて K 反った 恨 は、 秋風が 吹き 反す 葛の^ の、 S を 見る とい ふやう に、 恨 をい つても 

いっても、 やはり 恨-か 暗れ ぬ 位、 さても く^めし.： 'ことよ。 

Is  h 句 は、 「うらみて」 にか 、 る^ である。 离葉卷 集 十一 一、 

水莖の 岡の 葛槳を ふき か へ しお もしる 子ら が 見えぬ 頃 かも 

\  の 序 も M じ 取材で あるが、 彼れ は 葛の 築の 表面の 隠れる 方から^ たの を、 これ は その 裏面の あら はれる 方から 

^  見て、 描寫を 順逆に した、 作^が 折角の 新案 を、 後人が やたらに 踏襲して 陳腐と してし まった の は、 葛の 粱の 

一  これ も怅 めしい 限りで あらう。 「うら」 の 語の 三^ は、 わざと-巧んだ ものである。 

初 一 一句、 六帖に 秋風に 吹き 反さる ， と あるが 宜しい と、 景樹は 論じた。 まことに 一 意 到底の 序體に はふ さはし 

く、 初 句 三 句の 終りの 「の」 の辭の 重複 も 避けられ ようが、 作者の 歌風の 多くより： i すれば、 やはり 本文に よる 

ベ きかと 忍 ふ。 

よみ 人 しらず 

j あきとい へ ばよ そに ぞ ^ きし あだ 人の 我れ を ふるせる 名に こそ あり けれ 

j 1 0 あだ 人 浮氣な 人。 0 我れ を ふるせる ci 分 を^ 棄て 、、萬 人と したの をい ふ。 

大意 これまで は、 あきとい へば 千、 H§ の 名と 心得て、 餘所^ の やうに サ 問いて 居った 處が、 餘所亊 では 無い、 移 

懋跃五  .  八 〇 七 
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り：^ な 人が 自分 を 見棄 て、、 舊 いものに した 名、 卽ち 自分 を飽 いたと いふ 名で サ あった わい。 

1 時節の 秋に あ ひ、 又も 人の 飽きに あつたので、 それ を湊 合した 巧で ある。 

初 句、 打聽 木に gprrf と ある。 

以上 五 首、 秋に 飽き をよ せて 恨んだ 戀 である。 かやう に 秀句 を 基礎と した 構想 は、 詩と しての 本旨 を 誤ってる 

る。 度々 兒 ると 唾棄して しま ひたく 思 はれる の も、 評者ば かりで あるまい。 

. 〇  • - 

わすら る、 身 をう ぢ撟 のなか 絶えて 入 も 通 はぬ 年ぞへ にけ る 

又は、 こなた かなたに 人 も 通 はず 

0 身 を うぢ 橋の 身 を 憂と いふに、 宇治橋 を かけた。 宇治橋の こと は、 戀四 「さむし ろに 衣片 敷き こよ ひも や 

云々」 の 條に旣 出。 「うぢ 橋の」 は 宇治橋の 如くの 意。 

大意 人に 忘られて 見棄 てられる わが 身 は、 憂い ものであるが、 その 憂いと いふ 名の 附 いた 宇治橋の 中の 絕 えて 

人が 通 はぬ やうに、 中絶して 使の 人 さへ も 通 はぬ 年が サ、 何 返も經 つたわい。 

i まこと この 歌 を 詠んだ 頃 は、 宇治橋の 中絶え たま、 に、 年久しく 經て 居た ので あらう。 大化ニ 年に、 道眧 

和尙が 始めて 架設して から、 延 喜の 頃まで は、 二百 三十 餘年 を經. た。 この 閒必す 幾多の 興廢が あるべき 害で あ 

る 。紀に 所見がない からと て、 「中 絕 えて」 を 橋の 綠 語に 設けて いった 事との み 解した 前人の 說は、 太 だ 妥當で 


新撰 和歌 も、 結句 は 左 註と 同じい。 この 方 調が 豪 健で 面白い。 

坂 上 これのり 

あふ^' をながら の撟 のながら へ てこ ひ 渡る まに 年ぞへ にけ る 

1 0 ながらの 措 弘 仁三华 に 攝津國 長柄 郡 (八 「西 成 郡) 畏 柄の Ms, 長枘 川に 架けた 橋 _」 長 枘川は 淀川の 支流。 

大意 長柄の 橋の 名 S やうに、 生き 長ら へて、 あの人に 逢 ふ 事 を、 ひたすら 戀ひ^ んで 居る うちに、 はや 何年 も 

サ、 意外に 經 つたわい。 

m ガレ 

1 假 初の 夜 離と 思って 待ち 戀ラ てゐ るう ちに、 年月の 經 たの を欵 いたので ある C 「長柄の 橋の」 は 三 句に 同音 を 

反復 させた 序で、 「こ ひ 渡る」 は 橋の 綠語 である。 初 句 は 直に 四.？ にかけ て 心得て よい。 諸 註、 逢 ふ 事 を 無と い 

ふに、 長柄の 橋 を かけた と 解いた の は、 强首 にち かい C 

とものり 

うきながら けぬ る沫 ともなり ななむな がれて とだに 賴 まれぬ 身 は 

1 0 うき 浮きに、 ^きを かけた。 o けぬ る 「け」 は 消えの 約 c  0 ながれて 流れて に、 生存へ て^ 約なる な 

がれて を かけた，」 

大意 せめて は 長ら へての 末で なりと も 添 はれよう、 とい ふ賴 さへ 無い こ S 身 は、 いっその 事、 水に 浮きながら 

消えて しま ふ 沫と もな つ て ほし い わ 、 憂き身 な が ら に 死 んで しュ 6 ひたいと 忍 ふ か ら C 

恝^ 五  八 C) 九 • 


古今 和 歜集卷 第 十五  八 一 0 

1 「ながれて」 から 水の 沬を 聯想して、 憂き身の ま、 に 死ぬ る を、 「浮きながら 消ぬ る」 と轉莪 し、 曼 きをい ひか 

けた。 失 戀の極 死を冀 ふ は、 旣に 分別 を 超越した もの だから、 狂 熱が 撗 溢して、 語々 活躍す る笞 である。 それ 

を 彫 蟲の小 技に 拘泥して ゐる まに、 感興 を 失った の は 遺憾で ある。 

六帖 に、 一 一句き えせぬ 沬と、 結局 辦ぉれ なくに と ある。 又、 家集に は、 一 一句 消えぬ る沫 とと ある o 

ながれて は 妹 背の 山の なかに 落つ る吉 野の 川の よしや 世の中 

ナガ ラ  ， 9  , 

n  C ながれ 流れに、 長への 意の ながれ を かけた。 0 妹 背の 山 妹 山と 背 山と をい ふ 。紀^ 國那賀 郡に ある。 

^葉 集に、 「せの 山に た、. r に 向へ る 奴の 山」 「木の 川の ベの 妹と せの 山」 「並び をる かも 妹と 背の 山」 「木の 國の妹 

背の 山に」 など、 数多 見えて ゐる。 宣長 いふ、 「妹 山 は 兄の 山 あるに つきて、 只 設けて いへ る 名に て、 しかい ふ 

山 あるに あら じ。 背の 山の こと はたし かに 詠めれ ど、 妹 山の こと はさして 詠める 歌 見えす。 今 も 背 山村 あれ ど、 

妹. E は 紛ら はしくて 定かなら す」 と。 けれども、 萬 葉に、 「木 道に こそ 妹 山 ありと いへ」 と 詠み、 叉 は、 上の 諸 

例 ども を考へ 渡す に、 全然 詞の あやとば かり もい ひ 難い。 又、 眞淵は 、「妹 山 は 大和、 勢 山 は 紀の國 にあり て 云 

々し といった が、 これ も 萬 葉に 「木の 國の妹 背の 山」 と あるから 從 へない。 古く は、 すべて 男性 女性の 間に も 又 

兄妹の 問に も 夫婦の 間に も、 男 を 背、 女 をい もといった。 

大意 川 も 流れて は、 妹 山背 山の 中へ 落ちる 吉野 川と 隔てる やうに、 すべ て 人間の 男女の 中， り、 長ら へ て 年 久し 

く なれば、 何時までも 元の やうに 睦まじく は 無くて、 自然 隔てが 出 來るも その 笞の ことよ、 よし ま、 よ、 こ^ 


が 世の中の 有樣 である わ。 

3 されば 心の 變 つた 人を怨 むの も、 よい 程に して 置かう の餘 意が ある。 世の 髒も 十分 {仆 め^した 人の 口吻ら し 

い。 が實 はかうな るまでに は、 散々 苦勞を させられ たので、 もう 怨む もお こる も出來 ない 程に、 彈 力が なくな 

つた 結^で ある。 だから 怨 意が 幽婉で 迫った 點 がない。 比 興 を 以て 文^ s 骨子と し、 r 士 口 野の 川の よしや」 と 同 

音 を 反復して、 「世の中」 と體 言に いひ 捨てた 風姿、 無限の 含蓄と 餘韻 とが ある。 字^に また 一の たるみが な 

く、  ^調 も 流麗で ある。 

四 句、 新撰 和歌に 吉野^ 瀧 の I と ある。 
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いもうとの みまかり ける 時よ める  小 野の たかむら 

泣く^ 雨と ふらな む わたり 河水 まさりな ば歸 りくる かに 

I  0 哀凝 は、 纏き いは ゆるぎで ある。 悦£ 作を收 めた。 o いもうとの 小 野 氏， e! に據 ると、 S 

異腹の 妹に あたる。 0 雨と 闹の 如く IC  0 わたり 河 三途川 をい ふ。 屋と は、 火途 SSS 三つで、 

^ち 地獄 餓鬼 畜生の 三 惡趣を 三 大河に 喩へ ていふ こと、 金 光明 經に兒 える。 僞經十 王經に は、 死 出の じこ 

ある 大河で、 河 中に 三 所の 瀬が あると いふ。 よって 一 Tli-f . も 豪して 歌に 管れ た。 0 かに きで ある。 

爲 にと 譯 する。  ；_  , 

大意 この 私-か 泣く 涙よ、 いっそ こ ほれるならば、 雨の やうに 降って もら ひたい、 それで 冥土の 三 金 U こ、 おか 

增る ことであるなら ば、 あ 川 を 渡り かけた 妹 も f かねて、 再び こ の 世に立ち 歸 つてく るで あらう おに サ。 

I 一朝の I に勳も すれば 川 あめの 悲劇 を 演出した 時代 は、 「越す に 越されぬ 火 井川」 桌 つた。 いや この 時代 

( 洛中 洛外で も 則 降の 川 どめ はよ くあった もの だ。 卽ち これ を 佛敎思 恋の 三途 河に 湊 合して、 淚の 雨の nh 

哀偌趺  -- 
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め こ、 S が 渡り かねて 立 為って くる こと を 置した。 これらの 構想 は 到底 現代に 見られない ものである。. 

更に 思 ふに、 注 時 は 異腹の 兄妹の 相婚を 禁じなかった から、 蠻 いたく この 禁に疆 し、 

一 仃く吉 野の 川の あせな なむ 妹せ の 山 を 越えて 見る ベ く， 

と 永ん . is 霞に ある。 骨肉の 愛に かて  >加 へて この 霊 t てしたので、 頗る 情 合の 切な ものが あった 

らうと f される。 それ を 端な く、 香奩人 去って 玉 堂い たづら に 空しい。 悲ん でな ほ 悲み、 傷んで 又慯 む。 そ 

の 蘇み 返る 事 を 霊した のも靈 はない。 玆に 至って 現世と 幽界との 見さ かひが なくなって しまった。 さて は 

徒に 巧 f 弄し 5 情 塞れ たもので ない ことが 知られ 化 雨まで 聯想し S で、 涕淚？ 行臭拂 すれ" 

更に 萬 行と 落つ る 狀が思 はれる。 淚の 溢れる の を 「降る」 といった の は、 勿 I の蠢 である。 

，のお ほきお ほい まう ち 君 を、 白 川の あたりに おくりけ 

る 夜よ める  素性 法師. 

血の 戾 落ちて ぞ たきつ 白 川 は 君が 世までの 名に こそ あり けれ 

■  o 前のお ほきお ほい まぅち君 を ま 前の 太 政 大臣 舊川邊 i 送し S よん g との 意。 前の 太 政 太臣. 

養 良 房で ある こと |上「年ふ れば よは ひ は 老いぬ」 の 條に旣 出。 鴦は艇 十四 年 九月 二 曰 f た。 山城 國 

HIS まの霸 I とい さが： I 所で、 卽ち I である。 爲家抄 に はま 法 勝 寺と ある 。大 L も： 「1 

•  ？ぷ さめ 营日」 と ある。 0 血の 淚 羅 きて は 血 を 流す とい ふ 本文に よる。 韓非 子に 「卞和 抱 一一 其 玉き 

tfs. 逢 ％ きま^。  o 白 川 囊山 越の 傍に 白 川の 瀧が あり、 その 水の 末流 は 洛外 I 


つて 鴨 川に そ  >  ぐ。 

大意 この 薨去の 悲し さ を 泣く、 拙佾の 血の 淚が、 落ちて たぎって 流れる 事よ、 さて はこの 川 水が 赤くなら うか 

ら、 この 川の 名 を 白 川と いふの は、 良 房 公 御 在世の 時 かぎりの 名で ザあった わい。 

1 血の 淚と、 白 川との 色相 上の 對映 は、 畢竟 これ 文字の 洒落で 面白くない。 徂 この 皮相の 色彩 は燦 として、 當 

時の 人士の 素人 眼 を 眩 ましめ た 趣が、 大 鏡に 見えて ゐる。 誇張に 過 ざて 殆ど 妄想に 近い 程な の を、 斷乎 として 

いひ 切った その 眞實に 取るべき 點が ある。 かう いはれ ると いかに 没常識の 事 も、 或は さう かしらと つい 釣り込 

まれる。 諸 註、 かくて は 最早 白 川に あらす して 赤 川な りと、 餘意 をい ひ 添へ たの は甚 しい 蛇足で ある。 

堀川のお ほきお ほい まう ち 君み まかりに ける 時 に、 深 草 

山に を さめけ る 後に よみけ る  憎 都勝延 

うつせみ はから を 見つ 、も 慰めつ 深 草の 山け ぶり だに 立て 

1 0 堀川の 云々 藤 原 基經、 京の 堀 河に 第が あって、 堀 河の 太 政 大臣と 稱 する。 寬平 三年 正月 十三 日薨 じた。 

深 草 山 は 山城 國紀伊 郡 深 草 村に あり、 稻荷 山の 尾續 きの 山で ある。 榮華 物語に は、 木 幡をこ S 公の^ 所と して 

ある。 上 s 秋 成の 考に、 「木 幡は深 草 山のう しろに て 連絡し たれば、 深 草 山と 云へ るが、 卽 ち木幡 山に や」 と。 

ヌ ケガラ  , 9  ， 

C うつせみ 穴 H 蟬の義 で、 蟬の蛻 をい ふ。 伹こ、 は蟬 のこと に 用 ひた。 この 語、 古來 我し 身の 锊 じた 語の やう 

ヌ ケガラ 

にい ふが、 全然 別 語と 見る 方が 穩 やかで あらう。 0 から 蛻。 

大意 蟬は はかな ゆな 物 だが、 そ した 蛻を 見い くして、 氣を 慰めた わ、 然るに、 基 經公は 火葬に 附 して 遣 
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骸 さへ もと > めぬ のが 餘り. たから、 この 深 草 山に、 せめて その 火葬の 烟 なりと も殘 つて 立てよ、 さらば 公の 形 

見と 思って 慰まう はサ。 

深 草 山の &邊 送り、 一夜 明ける と、 今 は 早 その 荼毘 の烟 さへ 消散し 去って、 形見と して は 一物 を もと V めぬ 

のに 感じ、 深 草 山 を 呼びかけて、 その 名 殘の烟 を 要求した のに、 追慕の 情の 甚 しさが 見える C 上句 は 下句の 爲 

に 設けた 比 i の 句ながら、 蟬に蛻 を 見て 慰む 事 は、 甚だ その 謂れがない。 或は 現 身 は骸を 見つ  >  も 慰めつ の 意 

に 解したら どんな もの かと も 思 ふ。 

六， o、 又遍 召桌 に、 下句け ぶり だに 立て 深 草の 山と あって、 四 五の 句が 轉 倒して るる。 眞淵は 遍^ 集 を 杜撰と 

して、 本文 を 執した がその 理由 を說 明し ない。 景樹、 及び 八 田 知紀は 本文 を排 し、 知紀は 「もとの ま、 にて は 

理 のみ 聞え て * 欵聲の 響な し」 とまで 極言した。 景樹、 知紀 等が いは ゆる 調と は、 どんな もの か 知らないが、 語 

急に 節の 促った 句 を 以て 結束した 本文の 方が、 却って この 歌に ふさ はしい 自然の 調で あると 思 はれる。 

かむ つけの 峯雄 

深 草の 野べ の 櫻し こ 、 ろ あらば ことしば かり は墨染 に^け 

I  0 これ も 同時の 作で ある。 0 深 草の 野べ 前に ある 深 草 山の 裾野 をい ふ。 0 櫻し 「し」 は 强辭。 0 こ、 ろ 

同情の 意。 0 墨染 黑色 をい ふ。 

大意 總 ベて 草木 は 無情の 物ながら、 今度 基 經公を 葬送した この 深 草の 野原の 櫻よ、 お前に 思 ひ 遣りが あるな 

らズ、 冋時は ともあれ、 今年ば かり は 喪服の 色の 墨 染に唉 きなさい。 


1 當 時の 喪服 は、 橡、 鈍色な どで、 おなじ 黑 にも 濃淡の 差が あった。 さて 花の 頃 は 公の 忌日より、 まだ 五十 日 

にも 満たぬ 程 だから、 御 墓に 參詣 する 人の かぎり、 我れ も 人 も 常の 衣と は 引き 換へ て、 墨染の 袖な のに、 墓逡 

の 櫻が 例年の 通り、 花やかに 唉き 出した ので は、 心無し とい はすに は 居られぬ。 「心 あらば」 に樱は 非情の 物な 

がらと いひ 添へ て は、 分別に 着して いけない。 始 から 有情の 物と して 扱って、 只 同情心が あるなら とい ふ淤^ 

の詞 とえる がよ い。 故に この 悲 みに 同情 を 有つなら、 本來の 色相 を 易へ て、 悲哀の 象徵 たる 喪服の 色に 咲け と 

いふ。 この 沒理 趣の 要求 は、 感情の 奔馳 する ま A に 常識の 範圍を 逸した 結果で、 そこが 詩歌 三味で ある。 人 麻 

呂が 「靡け この 山」 とい ひ、 業 平が 「峯も 平らに なりな なむ」 といった の も、 亦 これに 外なら ない。 まして や 作者 

はこの 公の 家人と 思 はれる から、 悲欽の 極 さう 思 ひ 寄った の も 無理 はない。 ゆに この 歌の 純 眞の情 は 草木 も感 

じさう である。 栗して 流石の 櫻 もこの 年は黑 色に 唉 いたので、 今に 藤の 森の 二 町ば かり 南の 地に、 その 櫻の 故 

地と して、 墨 染の名 稱を存 して ゐる。 信 偽 は 深く 辨す るまで もない が、 そんな 奇蹟 もあって よさ、 うだ。 

六帖 に、 二 句8^ と ある。 意が 複雜 になり 調が 弛緩して、 却って 妙で ない。 こ、 は 一切 他事 を さしおいて、 た 

だ 櫻のう へに のみ 就いて、 一途に その 同情 を 希った 單 調の 方が、 思 ひ 人った 情が 强く 表^される。 

藤 原敏行 朝臣の みまかりけ る 時に、 詠 み て、 か の 家に 遣 は 

しける  ぶ，  ，. に 紀 友 則 % 

寐ても 見ゅ寐 でも 兑 えけ り 大方 はう つ せみの 世ぞ 夢に はありけ る 

10 藤原敏 行^ 臣の 云々 敏行 は延宾 七 年卒と 拾芥抄 にある。 すると 同 五 年 撰 進の この 集に、 この 欲 3 載る 笤 
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がない。 一 說には 昌泰四 年の 卒と ある。 0 うつせみ、 現し 身の 意。 

大意 此 度の 御主人の 御 不幸に 就いて 思って 見れば、 夢と いふ もの は、 寢て 居ても 見え、 寢 すに 居ても 見える わ 

い、 すると もとく この 人間の 世が サ、 はじめから 夢であった わい。 

SI あ >敏 行 殿の 事 は、 寐 すに 見た 夢の やうに 存じます の餘 意が ある。 身 世 を 夢と 觀 する こと は、 莊 子に、 

ニム ヲ  一一  シ  二  ス^  二  ス  リテャ ムニ  ラ  ナルヲ  フ  ヲ  メテ  ル ナルヲ 

夢飮, 酒 者 且而哭 泣、 夢哭泣 者旦而 田獵、 方 >| 其 夢 1 也 不；. 知 11 其 夢 1 也、 夢 之 中 又 占 1i 其 夢 1 焉、 覺後而 知-一 其 夢 1 

也、 且有， 1 大覺 1 而後 知, 1 此其大 夢 1 也、 

ャ  フモ / ナルヲ ナリ 

丘 也、 與 1 汝皆夢 也。 予 謂- 1 汝夢 1 亦 夢 也、 

とい ひ、 維摩 經に、 

是身如 レ夢爲 n 虛妄見 T 

又、 金剛 般若 經に、 4 に 「&  〃  ，^^t，  零, C ぶ i<^&," -  ^i^^f 

1 切 有 爲法如 >! 夢幻 泡 影 T 

などい ふ虛無 或は 無常 說に 胚胎して ゐる。 この 思想 は 早く 朝鮮 文化 輸入 時代から 浸染して、 延 喜の 頃 は、 社會 

一般の 思想と なって ゐ たから、 別に 作者の 新案で もない。 只 この 新味 は、 敏 行の 而 影が 起臥に 關 はらす いつも 

見える 處 から、 それ を 旨く 夢に 撮 合した 手際に ある。 初 二 句の 反復 漸 餍 は 諧調 をして ゐる。 がが、 ける の同辭 

の 重複の 如き は、 深く 問 ふ 所でない。 

一 一句、 一 本に 見て けりと ある はわる い o 六帖、 家集、 顯本、 みな 本文の 通りで ある。 


あ ひ 知れり ける 人の みまかり にければ  紀 賞 之 

夢と こそい ふべ かり けれ 世の中に うつ ある ものと 思 ひける かな 

1 0 うつ ， 現の 翁で、 蜜 在 をい ふ。 

大意 こ G 度の 事に 就いて、 よくく 思 ひま はして 見れば、 世の中の 事 は、 すべて 夢と サぃ ふべき であった わ 

い、 それ を 今まで は、 世の中に 現實 とい ふことの あ. る ものと 思って 居た 事よ。 

0 死に 對 して 觀 すれば、 浮世 は 一 切 夢と いふべき である。 人間 常住の 思 を なすことの 非 をつ く /-、 と 悟る。 か 

ぅ咋 非を甚 しく 觀 する こと は、 人生の 夢と もい ふべき 所以 を强 めた ので ある。 詠欵の 風姿に すて 難いと ころが 

ある。 

三 句、 六帖に 世の中 をと ある G 拾遺 集に 再出した のに もさう あるが、 それ は 異傳を 採録した に過ぎない。 

あ ひ 知れり ける 人の 身 まかりに ける 時に よめる 

壬 生忠岑 

ぬるが うちに 見る をのみ や は 夢と い はむ はかなき 世 を も 現と は 見ず 

1 0 この^ k-_、 家集に は 「世の中 常なら す 心薆 かりし 頃」 と ある C 

大意 睡り 居- 0 そのうちに 見る 夢ば かり を、 夢と いは、 フ事 か、 それば かり を 夢と はい はれまい、 なぜ なれば、 元 

來 無常 S- 果敢ない この 世の中 をも實 在と は 思 はす、 皆 夢と 思 ふわ。 

0 上の 友^ の 初 一 •： 句 を^ 演 したやうな 歌で、 勿論 莊子ゃ 佛敎の 意 を踐ん だもので ある。 「はかなき 世 を も」 
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と始 から 底 を 割って しまって は、 「現と は 見す」 がよく 利かない。 こ、 の 三 首 皆 同 想 同體の 歌で、 友 則が や、 勝 

れてゐ るら しい。 それすら 今から 評すれば、 陳腐の 謗 は 免れ 難い。 

三 句、 六帖に 夢と いふと ある。 本文の 方が 優って るる。 

姉の 身 まかりけ る 時に よめる 

P をせ けば 淵と なり て も よどみけ り 別 をと むる しがら みぞな き 

大意 水の 流れて 行く 川瀨 を、 柵 を 掛けて 止めれば、 淵に なって まあ、 水が 暫く は 止まる わい、 然るに、 死に 行 

く 人の 別 を 止める 柵が サな いわ。 

^ 上句 は栅 にて 瀨を せけば 水 は 淵と なりて よどみけ りの 略筆で、 その 簡淨さ を 味 ふべき である。 とめれば とま 

る 水 を 借りて、 とめて とまらぬ 死別に 對 せしめた。 かう した 反對の 事相の 配合 は、 詠 欵の味 を 永く する 詩 家の 

惯 手段で ある。 別 を 止む る 手段 を、 淵 瀨の綠 で 「しがら み」 と轉義 した。 叉 三 句まで 一 氣に いひお ろして 詠め 捨 

て、 然るにと いふ 接 續詞を 用 ひす、 直に 「別 を 止む る」 とい ひ 起した、 この 緩急 相拯す 節奏 は、 今の 表情に 最も 

適切なる 調 を 得た といって よから う。 萬 葉集卷 二に、 明日 香 皇女 を 悼んで、 人 麻呂が 詠んだ 歌、 

あすか 川し がらみ かけて せか ませば 流る ， 水 もの どに か あらまし 

に 胚胎した かの やうで ある。 人 痲呂の は 婉曲で、 調 ものび くして ゐ るが、 これ は 意が 明晰で 調が また 促って 

ゐる。 親身の 婶の 死んだ 場合と して は、 おの づ からかう あるべき である。 まづは 佳作で あらう。 

家集の 詞 書に は、 「相 知りた る 人の、 すま ひの 使に、 遠き 國へ 下る とて」 と ある。 一時の 別 を惜む 作と して は、 


餘り 哀傷に 過ぎる。 無論 この 集の 詞 書に 從 ふが よい。 叉 1 一句、 家集に は 淵と なりつ  > と あるが、 つ 、 の 語が 落 

着し ない。 

藤 原忠房 が、 昔 あ ひ 知り て 侍りけ る 人の みまかり ける 昨 

に、 と ぶら ひに 遣 はすと てよ める  院 

さきだたぬ 悔の八 千た び 悲しき は 流る、 水の かへ りこぬな り . 

園 o 藤 原の 忠苈が 云々 忠ー おが 以^ 夫婦の 語ら ひせし 人が^ した 時に、 その 見舞に 使 を 遣る とい ふので よんだ 

歌との 意。 「とぶら ひ」 は 見舞の 意。 o さきだたぬ 悔しさの 先立たぬ の 意。 0 八 千た び 幾度と いふに 同じい。 

0 水の 水の 如くの 意。 

大意 先に 立たぬ 後悔の、 繰り返しくて 悲し いのは、 なぜかと いふに、 流れて 逝く 水の やうに、 死んで いった 

人が、 二度と 跡へ 反って 來 ぬので ある わ。 

1 忠房の 許に 弔意 をい ひ 入れる 爲に、 この 歌 を 贈った の だから、 卽ち 貴方の 御 心中 は、 かやう の 御 愁^と お 察 

し 申す との 餘 意が 含んで るる。 かう 常事 者の 胸中 を 忖度して、 悲傷の 意を敍 する の は、 深く 同情 を その 人に 寄 

せた 所以で、 弔慰の 意が おの づ から その 中に 籠って るる。 これ を 諸 註と もに、 忠房が 死者に 先立たぬ 事 を悔む 

と 解いた の は 常らない-、 景樹 は、 

こ は 「後悔 不, 立い 前、 流水 不：. 遠い 源」 と 云へ る 本文に ついて 詠める にて、 もと 其の 心 離れた る 古語の 二 句 を 

取り合 はせ て、 しひて、 一首の 趣 を 立てた る 歌 なれば、 甚だ 聞え 難し： 
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と 評した。 この 準據 は、 顯 眧も旣 にいった 事で ある。 「八 千た び」 は多數 の轉義 である。 

紀友 則が 身 まかりに ける 時よ める  つ ら ゆ き 

あす 知らぬ わが 身と おもへ どくれ ぬまの け ふ は 人 こそ 悲し かり けれ 

大意 時の 間 も あてに ならぬ 世の 習で、 今日は かう して 居ても、 明日 は 又 どうなる 事 やら 知られぬ 我が身 ぞと思 

ひ はすれ ど、 まだ 明日 ともならぬ 今日のう ち は、 わが 身の ある ま、 に、 死んだ 人が サ 悲しく 思 はれる わい。 

1 例の 無^ 思想の 歌で ある。 咋 日まで は、 夢にも かうなら うと も 思はなかった 友 則の、 今日は はや 隔世の 人と 

なつ」」 につけて、 わが 明日の 命 も はかり 難い 有 待の 身で ある こと を觀 する。 けれども さし 當 つて は、 やはり 人 

の 上の 悲 まれる の は、 これ 意智が 感情 を 抑制し 切れぬ 結果で、 そこに 友 則の 死 を 悼む 友情の 一 方なら ぬ 態が 見 は 

れ、 覺 えす 一 掬 同情の 淚を墮 さしめ る。 大作 絕唱 ではない が 情眞の 語で、 口誦に 値する ものである。 命 あるう 

ち はとい ふべき を、 「暮れぬ まの 今日は」 と轉義 して、 上の 「あす」 と あるに 對應 せしめ、 又、 「わが」 と 「人」 と を 

對照 させた のな ど、 措 辭がェ で 緻密で ある。 

延喜 十四 年の 泉大將 (藤 原 定國) の 四十 賀に、 友 則の 歌が ある。 すると 友 則の 死 は 同 十四 年 以後の 事でなくて は 

ならぬ。 この 集 撰 進の 延喜五 年より 少なくとも 十 年の ちの 作で ある。 撰 進 後 頗る 出入の あった 確證 である。 

拾遺 集、 及び 六帖、 家集 等に、 二 句 命な 5^ と あり、 結句、 家集に はあ^ rt¥ ^^と ある。 

たにみ ね 


時し も あれ 秋 や は 人の わかるべき ある を 見る だに 戀 しきもの を 

園 0 時し も あれ 時し もこ そ あれの 略。 0 ある 生存の 意。 

大意 一 體 物ポに は 時節が サ ある わ、 それに 何ぞ や、 取り分けて 秋の 時分に、 人が 死別すべき 事で あらう か、 い 

や 死別すべき 事で は 無い わ、 秋 はた V さへ 物悲しい 時節で、 生きて 居る 人 を 見て さへ 戀し いもの を、 死別 を さ 

れて たまる もので はない。 

園 秋を悲 むこと は、 文選に も 白 氏 文集に も 見え、 わが 國人も 確た る文獻 こそない が、 夙く より さう 感じ もした 

と 思 はれる。 そのうへ に 死別の 悲劇 を 添へ て は、 馋叉慘 で、 

タル  ンゾ ヘン  クー 一  タル  ニフ  ノ  クヲ 

粉々 落^ 那堪 -1 秋色 之摧 T 渺々 晨星 竟逐 二流 光而 逝？ 

の 儔で ある。 機嫌 をえ らばぬ 死別に 對 して、 この 無勘辨 者よ、 秋 はこれ その 時で ない と 一喝した の は、 旣に理 

趣 を 超えて 詩境に 入った ものである。 「ある を 見る だに 悲しき」 は、 感傷的の 作者の 人格が 思 はれる。 

六帖に 「時し まれ 秋 や は 人に 別るべき さる は 夜寒に なれる 頃し も」 と ある は、 この 下句の 他のと 紛れて、 一つに 

なった もの だら う。 

一一  母が おも ひに てよ める  凡 河 內躬恒 

神無月 時雨に ぬる、 もみ ぢ葉 はたぐ わび 人の たもと なりけ り 

j  . 10 母が おも ひ 喪 を 古へ は 思と いった。 o わび 人 難儀して ゐる 人。 

大意 この 十月の 時雨に 濡れる 紅葉の 葉^、 只もう 母親に 離れて、 難 侥の目 を 見て 泣いて 居る 者の 袖であった わ 
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い、 あの 紅くて 濡れて 居る 所が サ。 

1 例の 血涙の 故事 を 壟っての 聯想で、 淚の爲 に袂は 紅色に 變 じたと 誇張して、 時雨の 紅葉に 混喩 したし 浮 誇 そ 

の 實に遠 かって ゐ るの は 遣憾 である。 後 撰 集 秋 下、 

から 衣た つ 田の 山の もみ ぢ葉は 物お も ふ 人の たもと なりけ り 

も、 全く この 等 類で ある。 

父が おも ひに てよ める  たぐみ ね 

藤 ごろ も はつる X 絲 はわび 人の なみだの 玉の 緖とぞ なりぬ る 

1 0 藤 ごろ も 喪服 をい ふ。 藤 葛の 纖 維で 織りな した 疎 布で、 賤 者の 服と し、 叉 責人も 喪中に は鮮 美の 衣 を 憚 

ホッ  ヲサ 

るので、 これ を 喪服と した。 後に は、 た V 喪服の 稱 となった。 0 はつる、 絲 解れる 絲。 藤 布 は簇の 疎い よみ 

の 間遠な 物 だから、 その 絲が 解れ 易い。 

大意 今 喪服に 着て 居る、 この 藤 衣の ほ つれる 絲は、 父親に 別れて 難儀して 居る 者の、 悲し さに こ ほす 淚の玉 

を、 珠數 繋ぎに する 緖とサ なった わ。 

圏 藤 衣の 絲の はつれに、 たまく 淚 のこ ほれ か、 つたの を 見て 詠んだ の だら う。 淚を 玉と 觀 する こと はもう 久 

しい 事で あり、 絲には 玉 を 貫く とい ふ 聯想の 起る は、 この 時代相 應の惯 習であった。 この類 想 は 枚 擧に遑 がな 

い。 纖巧。 

三 句、 拾遺 集 哀^ 部に 「服ぬ ぎ 侍る とて」 と詞 書して、 詠 人 不知と して 再出した のに も、 貫 之 集に も、 君 こふる 


と ある。 又 拾遺 集に は、 結句 緖 とやな るら むと ある。 

おも ひに 侍りけ る 年の 秋、 山 寺へ まかりけ る 道に て 

よめる  つら ゆき 

朝露のお くての 山 田 かりそめに うき 世の中 をお も ひける かな 

ォクテ  ガタ  カリ ソメ 

i  o 朝露のお く 手 朝露の 置く に、 晚稻を かけた。 0 山 ffl 山縣の 田。 0 かりそめに 苟且に、 山 田 を 刈る と 

いひ かけた ◦ 

大意 あの 朝露の 置く、 晚稻の 山 田の 稻を 刈る とい ふやう に、 假 初に 只う か/ \ と、 この 薆ぃ 世の中 を、 さまで 

とも 思 はす、 今まで は 思って 居た 事よ。 

この 思に 中って こそ、 始めて 身にしみて 憂い 世の中と いふ こと を 悟った の餘 意が ある。 上句の 序 は、 山寺へ 

墓參の 途上に 於け る資 景を應 用したら じい。 初 二 句の いひ かけ： 家集に、 朝露のお く 手の 稻 はとい ふ も あり、 

^者の 常套と 見える。 

二 句、 一 本に おくての 稻 蒸と ある、 わるく もない が、 强 ひていへば、 葉の 字が 餘り 物で ある。 又 初 句、 六帖に 

•sffl^ と ある o 

おも ひに i& りけ るん を、 と ぶら ひに まかりて よめる 
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墨染の 君が たもと は 雲 なれ やた えずな みだ の 雨と の み 降る 

1 0 とぶら ひに まかりて 見舞に 往 つて。 

大意 食 方の 着て お出な される 墨 染の黑 い 衣の 袖 は、 雨 を 降らす 雪で あれば かして、 絕ぇ す貌が 雨の やうに、 ひ 

た すら 降る わ。 

1 淚を 雨に 比喩し、 その 綠でこ ほる、 こと を 「降る」 と轉義 し、 さて 雨雲と 喪服の 黑 色と を 聯想して、 袂を 雲と 

假 i した。 

拾逍集 哀傷 部に、 詠 人 不知 「墨 染の 衣の 袖 は 雪 なれ ゃ淚の 雨の たえす 降 るら む」 と ある は、 この 訛った もの だら 

女のお やの 思に て、 山 寺に 侍りけ る を、 あ る 人のと ぶら ひ 

つか はせ り けれ ば、 か へり 事に よめる  よみ 人 しらず 

あし ひきの 山べ に 今 はすみ 染 のころ もの 袖の ひる 時. もな し 

1 0 女のお やの 云々 女 は 妻で ある。 この 詠 者が、 妻の 親の 喪に 中って、 その 追福の ため 山寺に 籠って 居た の 

を、 或る人が 使 を 以て 見舞って くれたので、 その. 返事に 詠んだ 歌との 意。 o 今 はすみ 染の衣 今 は 住む とい ふ 

に、 墨 染の衣 を かけた。 住み 初む とまで か、 るので はない。 「墨 染の 衣」 は 喪服 をい ふ。 

► - ,  ブク 

大意 私 はお 聞き及びの 通り、 かやうな 山邊 にも はや 住み 付いて、 亡 人の 思に. 泣き暮して、 服の 墨染の 衣の 袖 

が、 乾く 時 も 無い のであります わ。 


1 近況 報告 的の 作に 近い。 上句の 口調 は、 ゎづか 三七日 か 四 七日の 山 ごもり を、 頗る 誇大に いひな した もので. 

隨 つて 「ひる 時 もな し」 によく 響いて くる。 

0 閽 の 年、 池 の ほとりの 花 を 見て よめる  篁  朝 臣 

水の面に しづく 花の いろ さやかに も 君が み 影のお も ほ ゆる かな 

0  O 諒闇の 年 諒閬 にあた つた 年。 諒閎は 屐中紀 に、 £ モノ ォ モ ヒと訓 じて ある。 天子の 崩御で、 國 中の 上下 

悉く 喪に 居る 稱 である。 わが 古制に は 十三 箇月 間で ある。 0 しづく 沈み 潰く の 装。 0 さやか 鮮^、  ^亮な 

どい ふ 意。 0 み 影 御 面影" 

大意 あの 池の 水の面に 漬 つて 居る 花の 色の、 いかにも 鮮やかで ある やうに、 あざやかに まざく と、 崩御 あら 

せられた 先帝の 御 面影が、 思 ひ 浮べら れ ます 事よ。 

0 初 二 句 は、 「さやかに も」 にか A る 序で ある。 花の 色 を 龍 顔に 思 ひ擬へ 奉った とする は 鑿で あら ラ。 諸 註 皆、 

嘉祥 三年 三月に 崩御 せられた 仁 明 帝の 諒闇と して ある。 なほ 景樹 はいふ、 r 詞 書に 諒闇の 年と 緩び たる を^れ 

ば、 必す樱 の 時と も 思 はれす。 この頃 は 櫻 は 櫻と ありて、 た V 花との みある は 諸 木の 花な り 云々」 と。 すると あ 

ながち 仁 明 帝の 諒闇に も 限らない 事になる。 

或 時 作者が その 庭 上 を 逍遙して ゐ ると、 池邊の 花木 は唉き 誇って、 あざやかな 影 を 水中に 落して ゐた。 あ > 今 

年は諒 問な のに 非情の 草木 はと 思 ふと、 君の 御 面影 はま ざく と 眼に 映 じて くるので あった。 「しづく 花の 色」 

は 卽ち花 影な ので、 隨 つて 「君が み 影」 に 脈絡が 通じて、 その 襯染 をな して ゐ る。 影の 語が 主眼で ある。 然るに 

亥ほ跃  队ニ七 
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景樹が 上句 を 無心の 序と 主張した の は、 甚だ 委しくない。 

深 草の みかどの 御國 忌の 日よ める  文屋 やすひで 

草深き かすみの 谷に 影隱 してる 日の くれし 今日に や は あらぬ 

1 o 深 草の みかど 云々 「深 草の みかど」 は 仁 明 帝 を 申す。 山城 國紀伊 郡 深 草 陵に 葬め 奉った ので 稱 する。 「御國 

忌」 はミ コキ と訓 む。 天皇 崩御の 御 忌日 をい ふ。 御 忌日 は、 嘉祥 三年 三月 一 一十 一 日で ある。 御 年 四十 一 。 

大意 盛んに 照る 日が、 深い 瘦の 谷に 隠れて 嗜 くな つた やうに、 まだお 盛りのお 年で、 俄かに 崩御 遊ばされ、 草 

の 深い 深 草 山の 霞の 谷へ 葬り 奉った その 日が、 丁度 去年の 今日で は 無い か、 いや 今日で は ある わ。 

1 悲しみに 取り紛れて、 月日の 經っ をも覺 えぬ うちに、 早く も 御 一 週 忌の 今日に 逢った の を驚欵 したので ある。 

蓋し この 日に 諒闇 は 果て、、 世間 は 平常に 復 する 時な ので、 特に 感慨が 深いので ある。 「草深き 霞の 谷」 と ある 

に、 折 ふし 三月で 霞の 深く 立った 深 草 山 を 喑喩 した。 日 を 天子に 喩へ る こと は古來 の常套 であるが、 「てる 日の 

くれし」 といって、 未だ 寳算 のお 盛りに お崩れに なった 事 を も 思 はせ たの は巧喩 である。 これ も 例の この 作者の 

口吻。 

深 草の みかどの 御 時 に、 藏 人の 頭に て、 よ る ひる 馴れ 仕う 

まつりけ る を、 諒 闇に なりに けれ ば、 更 に 世に もま じらず 

し て、 比 叙の 山に のぼり て、 か しらお ろして け り、 そ の 又の 


年み な 人 御ぶ くぬぎ て、 あ る はかう ぶり 給 はりな ど、 よ ろ 

こびけ る を 聞きて. よめる  曾 正 mi 刀 口 

みな 人 は 花の ころもに なりぬな り 苔の 袂 よか わきだに せよ 

1 0 深 草の みかどの 御 時 云々 仁 明 天皇の 御代に 藏 人頭で、 晝 夜お そばに お馴れ. & して、 御 奉公して 居った の 

を、 御 崩御に なった ので、 一向 出仕し ないで、 比 叙 山に の ほって、 延曆 寺で 剃髮 してし まった。 その 翌年 諒闇が 

果てた ので、 誰れ も 皆 喪服 を脫 いで、 或は 位階の 昇進な どして ぉ禮 など. S. すの を 聞いて 詠んだ 耿 との 意。 「載.^ 

頭」 は藏人 所の 長官。 四 位相 當宫 で、 定員 二人。 頭/中 將と 頭/ 辨と である。 藏人 所の こと は 秋 上 「花に あかで」 

の 條の詞 書の 解に 旣出。 「比 叙の 山」 といへば 延曆寺 をい ふので あった。 「御ぶ くぬぎて」 は 諒闇の 間の 喪服 を^ 

ぐ をい ふ。 「かう ぶり 給 はり」 は 位階 を 賜 はるをい ふ。 0 苔の 袂 蘿薜の 衣。 隱 者の 服を稱 する ので、 佾 衣に 通 

はせ て 用 ひた。 

大意 世 問の 人 は、 皆 もはや 御 服 をぬ ぎ換 へて、 花やかな 衣に なって しまった わい、 ひとり 自分 は 花の 衣 どころ 

か、 未だに 淚をこ ほして 泣いての み 居る ので、 せめて この 淚に 濡れた 苔の 衣の 袖よ、 乾きな りと もして 吳れ よ。 

^ 藏 人の 頭 は 殿上の 貫首と して、 威勢 は 竝ぶ者 もなかった。 その 下に 居る 藏人 でさへ、 枕 草子に、 めでたき 物 

の 中に 「うへ の、 近く 仕 はせ 給 ふさ まな ど、 見る には嫉 ましく こそ 覺 ゆれ」 といって るる。 今の 大臣に 對 する 祕 

書宫の 如き, 係で、 天子の 親呢を 主と する から、 一 且 崩御と なると、 大漑辭 任 交代す る 定めであった C 特に この 

作者 良岑宗 1? が藏 人頭と して、 仁 明 帝の 優渥なる 寵遇を 得た 趣 は、 大和 物語な どに も 見えた 如くで、 ゆに 諒闇 

哀^ 跃  八 二 九 
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にあって は、 世に も 人に も 交るまい と 思 ひ 込んだ 事で あらう。 況ゃ 好色者の 名 を 取る ほどの 情に 脆 ひ 性質 ま、 

人生の 無常 を 痛感して 暫時 も平靜 なる 能 はす、 三十 五 歳と いふ 年の 盛り を、 天台 座主 圓 仁に 就いて、 出家 得道 

したので あった。 曉に星 を 戴いて は 花 を 摘み、 夕に 月 を 踏んで は 閼伽を 汲む。 難行苦行 もみな これ 君の 御 菩提 

の爲 と、 偏に 戀ひ 申して ゐる うちに、 たまく 事の 便りに 都 を 聞けば、 今 は 諒闇が 果てた とい ふので、 人 は 皆 

鈍色の 衣 を 爭ひ脫 ぎ、 宫位 昇進、 新 恩に 浴し つ 、悅び あ ふさ ま は、 全然 先 朝の 舊恩を 忘れた かの やうな 有樣な 

のに 慨 して、 輕藩者 流 を 驚かした ものら しい。 皆 人の 色 ある 「花の 袂」 に、 わが 「露け き 苔の 衣」 を對照 させた の 

を^ても、 この間の 消息が ほ V 窺 はれよう。 大和 物語に も、 仁 明 帝の 御大 葬の 夜、 少將 宗貞が 跡を晦 して 失せ 

たこと を敍べ て、 

御 はてに なりて 御 服ぬ ざに、 よろ づの 殿上人 河原に 出で たるに、 童の やうなる なむ、 柏 葉に 書きた る 文 を も 

て來 たん： 取りて 兄れば、 (tilt^l) と あり。 見れば この 良 少將の 手に 見なしつ。 いづら とい ひて、 持て 

來し人 を 世界に 覓 むれ どなし e 法師に なりたる べしと は、 これにて なむ 皆 人知り にけ る。 

と ある は、 例の 作 話 もま じって ゐ ようが、 實に 如上の 意 を 得て 書いた かと 思 はれる。 なほ 思 ふに、 この 「皆 人 

は」 はお もに わが 主管して るた 藏人 所の 下 藤で、 藤 衣を脫 ぎす てたり、 五位に 敍爵 したりして、 したり 顔な 六 位 

の 藏人等 を さしたら しい。 悲哀 沈痛、 満紙 をして 淚 とならし める。 四 五 句の 終りに 疊 用した 「よ」 の辭、 この 情 

趣 を 助けて、 大いに 力が ある。 

河原のお ほい まう ち 君の みまかりての 秋、 か の 家の あ た 


り を まかりけ るに、 紅葉の 色 まだ 深く もなら ざり ける を 

見 て 1 か の 家に よみて 入れたり ける  . つ 

•  ？ J,  2: ,  近院右 のお ほい まう ち 君 . 

うち つけに 寂しく も あるか もみ ぢ葉も 主な き 宿 は 色な かりけ り 

1 0 河原のお ほい まう ち 君の 云々 河原 大臣の 薨去され た 年の 秋、 そのお 邸の あたり を 通った のに、 紅^の 色 

がま だ 七 分に もなら なかった の を 見て、 そのお 邸の €： に 詠んで 遣った 歌との 意。 「河原のお ほい まう ち 君」 は 河 

原 左大臣 源融公 をい ふ (- 「1: 原」 の 下、 左の の 二字が 脫 けたの だら う。 上に 見えた のに は ある" この 公の 薨去 は 

寬平七 年 八月 廿 五日で ある。 「かの 家」 は 有名な 河原 院 である C 下の 「君 まさで けぶり 絕ぇ にし」 の條に その 說明 

が ある。 參 照され たい。 0 うちつけ 卒爾の 意。 0 あるか 「か」 は 欵辭。 

大意 主人の 歿く なられた この 院に來 て 見る と、 さし 當 つて 俄かに 寂しく も ある 事よ、 それ も その 苦、 見事な 庭 

の 紅葉 さへ も、 主人の 無い 宿 は、 流石に 色が 無かった わい C 

オト 一、 

1 嶋 好む 大臣 旣に 仙し 去って 僅かに 月餘、 鹽竈 の烟早 く 絶え、 遣 愛の 楓樹 誰が 爲 にか 紅なる とい ふ 光^、  ^1 

の 今昔 を 思って は、 誰れ とて この 感愴を 起さぬ 者 はなから う。 まして 作者 源 能 有 公 は、 次席の 大臣と して 常に 

院主に 眤び、 院 中に 立ち 人ら れた であらう から。 三 句 は、 色 ある 紅葉 さへ もの 意で、 結句に 反襯 して ゐる： 輕 

く 看過して はならぬ。 この 一 ふしが 卽ち この 歌の 生命で ある。 

ニー 句、 一 本に もみ ぢ， MS: と ある はわる い C 

哀 佟 ほ  八 三 一 
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： 藤 原た かつね の 朝臣の みまかりての 又の 年の 夏、 時 鳥 の 

鳴きけ る を 聞きて よめる  つら ゆき 

ほと 、 ぎす けさ 鳴く 聲に 驚けば 君が 別れし 時に ぞ ありけ る 

1 0 藤 原た かつね 高 經は季 吟の抄 に、 「內藏 頭 左中辨 右兵衞 督正四 位下、 寬平五 年 五月 十九 日卒」 と ある。 

大意 今朝 時鳥の 啼く聲 に 驚いて、 目が 覺 めて、 つくぐ 思 ふと、 月日の 經っは 早い ものよ、 今が 去年 君が 死に 

別れて 注 かれた 時で サ あった わい。 

1 景 によって 情 を 起し、 幾聲の 杜鵑に 故人の 別哀を 聯想して くる。 故人 は 逝いて 返らす、 杜鵑 は 時節 を 忘れす 

して、 又 去年の 舊聲に 啼く。 兩々 對 映して 一 段の 感愴を 生す る。 極めて 素直な 表^で、 感 哀が窮 りない。 

四 句、 一 本に おに 別れし と ある。 本文の 故人 を 主として、 「君が」 といった 方が 面白い。 

櫻 を -植 ゑて ありけ る に、 や うやく 花^きぬべき 時 に、 か の 

植ゑ ける 人、 身 まかりに けれ ば、 そ の 花 を 見て よめる 

きの もち ゆき 

花よりも 人 こそ あだにな りに けれ いづれ を 先に 戀 ひむ とか 見し 

1 0 祯ゑ ける 人 望 行の 家族 か 友人 か いづれ でもよ い。 伊勢 物語 に は、 「昔 男、 友 だち の 人 を 失へ るが 許に や 

りけ る」 と詞 書して、 この 歌を擧 けた。 


大意 瓔の花 はもろ く 散る はかない 物 だが、 今 その 花が 唉く 時分に、 それ を植 ゑた 人が サ、 一足先に はかなくな 

つてし まった わい、 かねて は 花と 人と は、 どちらが 先へ 仇に なって、 戀ひ熊 がれようと サ 思った ことか、 勿論 

花が 先と 思った に、 さてく 意外な 事よ。 

不定なる 人世 を、 花に 對 比して 說 明した。 「見し」 は 思 ひしと いふべき み、 花の 方に ついて 轉毅 したので ある n 

下句 は 洗煉の 語で、 措 辭婉微 である。 

あるじ 身 まかりに ける 人の 家の 梅の 花 を 見て よめる 

賞  之 

色 も 香 もむ かしの こさに 匂へ ども 植ゑ けむ 人の 影 そこ ひしき 

0 あるじ 云々 家集に は 「あるじ 失せた る 家に、 櫻 を 見て よめる」 と ある。 0 こさ 濃 さ。 0 句へ ども 句 ふ 

は、 色に は 光澤の あるのに いひ、 香に は 芬芳の 高い のにい ふ。 

大意 この 梅の 花 を 見れば、 色 も 香 も 昔の 通りの 濃 さに 變ら す、 美しく 哎 いてよ く 匂 ふけれ ども、 花 s 賞翫 は？ 

し 置かれて、 これ を賞翫 すべく 植 ゑた、 昔の 亡き人の 面影が サ戀 しい わ。 

^ 「^さ」 と あるので 見る と、 紅梅に 違 ひない。 古へ は 軒 近く 植 ゑら れて、 櫻に もま さる 程に めでられた 花で あ 

る 家集の 詞寄に 「櫻 を 見て」 と ある は、 これ を 心得 かねた 者の さか しらで あらう。 S はや、 现^? に b ヒ つてる 

る o 

二 句、 顯本、 及び 六 帖に昔 に、 と ある は、 ことわりが 通じない。 
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：  河原の 左のお ほい まう ち 君の みまかりて 後、 か の 家に ま 

かりて ありけ る に、 塵 竈と いふ 處の さま を 造れり ける を 

見て よめる 

君 ま さ で け ぶ り絕 えに し 鹽竈 のうら さびしく も 見え 渡る かな 

圖 〇 「鹽 竈と いふ 處の さま を 云々」 河原 左大臣 融 公の 河原の 院 中に、 陸 前國千 賀の鹽 竈の 浦 (今の 松 島灣) の 

ひ： 小 を 摸して 造った の をい ふ。 苺 月 難 汲の 潮 二十 斛を 汲ませて、 鹽を燒 かせた ことが、 古本 今昔 物語 ゃ顯 註な ど 

に 出て るる。 鎭 古事 談に r 河原 院は、 融 左大臣の 家な り。 臺閣水 石 風流 をつ くして、 作りみ がきて 住み 給 ひけ 

り。 失せ 袷 ひて 後、 その子 法皇に 奉りて、 時々 渡り 給 ひける。 云々。 その後、 佛 寺に なりに けり。 云々」 と 見 

え、 山城 名勝 圆會に 「今 按, 一 舊跡？ 自 M 六 絛坊門 1 至 二 六條？ 自ニ萬 里 小路 1 至 二 京 極？ 此内淨 德寺鎭 守、 曰 11 融公靈 

社 f 又、 有,， 稱ニ 鹽齑町 一所. -」 と ある。 0 まさで 座 さすして。 o 鹽竈 のうら さびしく 鹽 竈の 浦 寂しく に， 心 

サビ 

寂しく を 寄せた。 

大意 融 君が 御座な さらす して、 その 節から 鹽も燒 かねば、 烟が絕 えてし まった このお 邸 の鹽 竈の 沛は、 物 寂び 

て 一 方なら す 心寂しう まあ、 見渡される 事よ。 

1 この 好個の 詩 題に 對 して、 感興が や、 淺ぃ憾 が ある： 源 順の 如き は、 長 篇を陚 して その 荒 廢の跡 を 歌った で 

はない か。 ゎづ かに r 鹽竈 のうら さびしく」 の 秀句な ど、 いひ 立てる 程の 事 もない。 只 その 細く からびた 風姿 は 

この 題目に かなって ゐる C 古本 今昔 物^に、 この 欤を あけて、 


今 は 昔 河 ^院に 宇多院 住ませ 給 ひける、 失せさせ 給 ひければ、 住む 人 もなくて、 院の內 荒れたり ける を、 n 

之 土 佐の 國 より 上りて 行きて 見け るに、 云々。 

と あるの は 時代が 合 はない。 贯之が 土 佐 守の 任が はて ， 上京した の は、 のち もの ち 朱 雀： 大皇の 承 平 四 年 s 事で 

ある。 そんな 頃に 詠んだ 歌が、 この 葉に 載る はすがない。 

初 句、 六帖、 朗詠、 卅六人 撰 等に 君なくて と ある。 

藤 原のと しもとの 朝臣の、 右近 中將 にて 住み 侍りけ る ざ 

う し の、 身 まかりて 後、 人 も 住まず なりに ける に、 秋 の ま ふ 

け て、 物 より まう できけ るつ いでに 見入れ けれ ば" も と あ 

りし 前 栽、 い としげ く 荒れたり ける を 見て， はやく そこ に 

侍り けれ ば、 昔 を 思 ひやり てよ みける 

みはるの ありすけ 

一 君が う ゑし ひとむら 薄蟲 のね のしげ き野邊 ともなり にけ るかな 

1 0 藤^, S とし もとの 朝臣の 云々 藤 原 利 基 朝臣が、 右近 衞の中 將の時 住まれた W 司が、 利 某め 逝 後 は 人 も 住 

一 ます^ 部屋であった に、 作^ 有 補が、 秋の 深夜 餘 所よりの 歸途、 邸 內を窺 ふと、 もとあった 前 Hi の甚 しく 荒廢 

したの を^て、 以前^^ は、 其處に 家人と して 居った 事が あるので、 昔 を 思 ひ 出して 詠ん た 歌との 意。 「利 基」 
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は 贈 太 政 大臣 良 門の 子、 內 大臣 高 藤の 兄で、 堤 中納首 兼輔の 父で ある、」 「曹司」 は 部 星、， 「前栽」 は 庭前の 桢込。 

0 ひとむら 薄 1 叢 薄。 

大意 故人が 植 ゑて 置かれた、 ゎづか 一叢の 薄が、 何時の間にか 茂って、 蟲の 音の しゅく 聞え る 野原の やうに ま 

あ、 意外に もな つてし まった 事よ。 

1 「蟲 のね のし ゆき」 に、 . ぉのづ から 一 叢 薄の 繁く生 ひ 延びた 光景が 聯想 させられて 面白い。 元來 前栽の 草木が 

荒れた とて、 何 ほどの 事 もない の を 、「野べ ともなりに ける 哉」 は 全く 誇張で、 一叢 薄との 對映 上、 甚 しい 變化、 

いみ じき 荒 廢の跡 を 想 見させる 手段で ある。 作者 は延喜 年中に、 左衞 門の 權少 志に 任ぜられた ことが 見える か 

ら、 もとより 武人 出身の 微 {::: で、 利 基 在世の 頃 は、 その 家に 出入して ゐ たので あらう。 蒼 涼 凄 酸、 體調 またよ 

くこの 趣に 協って、 完作 といって よい。 

惟喬の 親王 の、 「父 の 侍りけ む 時に よめり けむ 歌 ど も」 と こ 

ひけれ ば、 か きて おくりけ る 奥 に。 よ みて かけりけ る 

とものり 

ことならば  一一 一一 n の 葉 さ へ も 消えな なむ 見れば 淚の たき まさりけ り 

1 0 父の 侍りけ む 云々 父の 在世の 時に 詠んだ 歌 ども を 見せよ と 請 はれた ので、 書いて 贈った 歌 卷の奧 に、 自 

分が この 歌 を 詠んで 書きつ けたとの 意。 友 則の 父 は 有 友と て、 貫 之の 父なる 望 行の 弟で ある。 一 家 悉く 歌に 名 

を 得て、 有 友 も 集中に 二 首 は ひって るる。 されば 惟喬 親王が 遣 稿 を兒 せよ と 請 はれた の も、 その 理由が ある。 


O ことならば 春 上 「ことならば 唉 かす や は あらぬ」 の 條に旣 出。 o なむ 希望の 辭。 0 たき 四 段活の 語で、 

t 

沸る 意。 これ を體 言に いひす ゑた のが、 卽ち 瀧で ある C 

大意 自分の 親 は、 とても 死ぬ る 位なら ば、 詠み 置かれた 歌まで も、 一 所に 消え失せて 貰 ひたかった、 なぜ なれ 

ば、 なまな か 形見の 歌な どが 目に か ， ると、 一 しほ 思 ひ 出されて いよく 悲しく、 落ちる 淚が 盛んに 湧き 立つ 

て來る わ。 

0 大事と もてはやすべき 形見 を、 むしろ なくなれと 希った のが、 この 一 ふしで あるが、 類 想 も 可な り あるの が 

くち をし い C 

踅 しらず  よみ 人 しらず 

なき.^ の やどに かよ はば 時鳥 かけて ねに のみな くと 吿げ なむ 

0  0 なき 人の やどに かよ はば. 時鳥 を 冥途の 鳥と 稱 する 本文に よった C 十 王經に 「 一 切 衆生 臨 二 命 終 時 T 閻雜法 

王 も？ (中略) 縛- 1 三 魂 T お 二 門關樹 下？ 樹有 ニ荆棘 T 宛 如 n 鋒 一 ー鳥栖 掌、 一 名- - 無常 鳥 T 一 一名 ニ拔： m&IT 我 

I 离 sydil^T 示ニ怪 Sii 嗚ニ別 都 頓宜壽 一 云々」 と あるに 據 つたので、 玉篇に 「鹧孅 鳥、 今 之 郭公」 と ある。 但 

十王經 は僞經 で、 郭公の 事 はかの 蜀魄の 故事に 附會 して、 更に 敷演 した ものである。 その 古い^ 作な ので、 夙 

くから 典據 として 作った 詩歌が 多い。 「なき 人」 は 世に 亡き人。 O かけて 心に かけて。 

大意 時鳥 はこの 世に」」 き 人の 所へ 通 ふ 鳥と いふ 事で あるが、 果して 通 ふ 事なら ば、 これ 時鳥よ、 自分が 亡き人 

の 事 を不斷 心に かけて、 聲に 出して 泣いて ばかり 居る と、 あちらへ 知らせて 貰 ひたい わ C 
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1 ^勢 集に、 

死 出の 山 こえて ゃ來 つる 時鳥 こ ひしき 人のう へ 語らな む 

と、 描寫 を反對 にした ものである。 當 時に 弘 通した 佛敎 思想の 結果と して 味 ふ 時 は、 また 別趣が ある。 

たれ 見よ と 花唉け るら む 白雲の たつ 野と 早くな りに しもの を 

大意 この 宿の 花 は、 誰れ に 見て くれよ といって、 この やうに 昔に 變 らす唉 いてる る 事で あらう、 主人が 死んだ 

ので 家 は 荒れて、 早もう 白雪の 立つ ほどの、 里 遠い 野原と なって しまった もの をサ C 

^ 「白雪の たつ」 は 野の 修^で ある。 輕く^ るが よい。 重く とる 時 は、 現前に 雪の 立ち 昇る こと、 聞え て、 この 

は：小 致に 協 はない。 眞淵 は、 火葬の 烟に 寄せた といった が、 それで は 邸内で 火葬で もしなければ 出合 はぬ 事に な 

る。 無情の 花 を 有情の われに 對へ 、 有 爲轉變 の迹を 不斷の 花に 對 へた。 

. 式部 卿の み こ、 閑 院の 五の みこに 住み わたりけ る を、 い く 

ばく も あら ず、 女 みこ のみ まかりに ける 時 に、 か のみこの 

住みけ る 帳の かたびらの 紐 に、 ふ み を ゆ ひつけたり ける 

を 取りて 見れ ば、 昔 の 手に て、 こ の 歌 をな む 書きつ けたり 

け る 


力 ず /\ にわれ を わすれぬ ものなら ば 山の 霞 を あはれ と は 見よ 

秦 

0 0 式部 卿 S みこ 云々 式部 卿 親王が、 閑院 のみこに 馴れ 染めて ゐられ たが、 間もなく 女み こがお かくれに な 

つた 時に、 その 住んで 居られた 帳臺の 帳の 飾の 紐に 交が 結びつけて あつたの を、 あとで 發：^ して 取って^る と、 

故人の 手 踵で， ) の 歌が 害き つけて あつたとの 意。 「式部 卿の みこ」 は 宇多 帝の 皇子 敦俊 親王の ことで、 玉 光 だ ど 

稱 せられ、 好色 無双の 美男で あられた とい ふ。 「閑 院の 五の みこ」 は 誰れ とも 定かで ない。 「帳の かたびら」 は 御 

帳毫に 懸けた 帳の 布 で、 帷を かたびらと 訓む。 「紐」 は 帷の縫 ひ 合 はせ の處に 平ぬ ひの 絀紐を 添へ て T ける を 

, いふ。 「昔の 手」 と は 故人の^と いふ ことで、 閑院の t 五の みこの 筆蹟で ある。 

大意 若し 在世の 砌 のお 約束に 變ら す、 何に つけ かにつ け、 私の 事 をお 忘れ 下されぬ ものなら ば、 山へ 立ちます 霞 

を、 何卒 あはれ いとし やと 思し召して、 御覽 じて 下さり ませ、 山の 霞 は 私が 烟 になり ました 名殘で 御座ります る 

程に。 

1 大空の 霞に 紛ふ 北邙 一片の 烟と なって、 萬 事 こゝに 休す る。 わが 亡き後に 於け る 好色 無双 の 玉 光の 宫に、 山 

の^を あはれ と^るば かりの、 些の 人情 を 要求した その 衷情 は 頗る 哀れで ある。 

を と こ の、 ひ との 國に まかりけ る ま に U 女 俄かに やま ひ を 

し て、 い と 弱くな りに ける 昨、 よ みおき てみ まかりけ る 

よみ 人 しらず 
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聲を だに きかで 別る 、 たまよりも なき 床に 寢む 君ぞ かなしき 

pa  0 ひとの 國 他國の 意。 0 まかりけ る 萬 治 本 まかれり ける と ある。 0 たま 魂魄。 0 なき 床 妻の 無き 床。 

大意 責 方が 他 國に お出の 爲、 お 姿 はさて おき、 ぉ聲を さへ も 聞かす に 死に別れる、 誠に 殘 念に 悲しい 私の 魂 

ひよりも、 追 付け 京へ おかへ りなされ て、 私が 居らぬ 跡の 床に、 獨り お休みな さるで あらう と 思 ふ 貴方が、 お 

いとしう 御座ります わ。 

^ 死に 常って 靈魂 は身體 より 遊離す と は、 古代 宗敎の ひとしく 宣明 する 處 である。 さて この 生別に 更に 死別 を 

かさねた 悲^の 境遇 は、 旣に 他の 同情 を惹 くに 十分で ある。 況ゃ 自身の この 大きな 悲を 傍に して、 偏に 夫の 孤 

熒 おる 听 なき 悲境に 淪 むこと を豫 想して、 氣の毒 さに 堪へ ぬと いふ。 全く 純なる 人情 美の 極致 を發 揮した とい 

つてよ からう。 る われより もとい ふべき を、 「別る、 魂よりも」 と轉義 したの が、 いよく はかな ゆに 聞え 

て、 身 を旣に 亡き 物にした 口吻が 哀れで ある。 結句 「悲しき」 は 露骨の 嫌 ひが ある。 

三 句、 六帖 にわれ よりもと ある は 劣って ゐ る。 四 句 も、 同書に 人ぞ 悲しき と ある。 

. やま ひに 煩 ひ 侍りけ る 秋、 心 地 たのもしげ なく 覺ぇ けれ 

ば、 よ みて 人の もとに 遣 はしける  大江 千里 

もみ ぢ葉を 風に まかせ て 見る よりも はかなき もの は 命な りけ り 

J  0 心地 たのもし ゆなく 快癒の 覺 束な きをい ふ。 

大意 もみ ぢの葉 を、 風の 心 任 かせに 吹かせて 見る は、 何時 散る かも 知れぬ、 賴み 少ない はかない ことで あるが、 


それよりも 優って、 賴み 少なく はかない 物 は、 自分の 命であった わい。 

0 沸敎に 所謂 飛 花 落葉の 聲聞觀 から 出て ゐる。 當 時として は 殊に 珍しく もない 著 想 かと 想 ふ。 上句 は 病床から 

作者の 見た 實景 で、 それ を湊 合して、 命に はかな さ をた くらべた ので ある C 

身 まかりな むと てよ める  藤 原 これ もと 

路を など あだなる もの と 思 ひけむ わが 身 も 草に おかぬ ばかり を 

J  0 ばかり を ばかりなる もの をの 意。 

大意 日頃 草の葉に 置く 露 を、 はかなく 消える 賴み 少ない 物 なぞと は、 何で 思った ので あらう、 今から 病み 勞れ 

て、 可 時 死ぬ かも 知れぬ 糗み 少ない 事 を 思 ひま はせば、 自分の 身 も、 草の葉に 置かぬ とい ふば かりで ある もの 

をサ。 

1 この種の 感想 は、 漢書の 蘇武傳 に、 「人生 如 二 朝露 こ、 又、 文選の 古詩に 「年 命 如- 1 朝露 こと^え、 金剛 經の六 

喩に 「如露 亦 如 電」、 南 本 涅槃 經に 「是壽 命 (中略) 亦 如 1 一朝 露？ 勢 不二 久停 こと^え、 支那 印度 を 通じて、 全く 同 一 

^に 出づ。 もとより 作者の 新案で はない。 只 わが 身 は 露と 殊 ならぬ もの をな ど、 凡手 はいふべき を、 露の 綠で 

「草に 置かぬ ばかり を」 と、 饗喩で 婉曲に 敍 したの が 奇妙で ある C 

なり ひらの 朝臣 

^と は 田 ひ は ざり し を 

八 四 一 


やま ひして 弱くな りけ る 時よ める 

つ ひに 行く 道と はかね て 問き しか ど 昨日け > 

哀係肤 
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1 0 つ ひに 行く 道 死 をい ふ。 

大意 死の 道 は、 誰れ もし まひに は 是非に 行く 道ぞ とい ふこと は、 かねく 聞いて 居った けれども、 それが 昨 

日 や 今日の 事と は 思はなかった もの を、 早 その 時が 來て、 行かねば ならぬ 事 かま あ。 

1 生 ある 者 は必す 死す。 これ は專 らい ひ 觸れた 事 だから、 「かねて 聞きし」 とはいった。 死ぬ る こと を 「遂に 

行く 道」 と は 婉曲な 措辭 である。 「きの ふけ ふ」 は 咋日は 知らす に 過ぎた事 だから、 道理のう へから は、 け ふ あ 

すと いふべき だが、 實 はこの 頃と は 思 は ざり し をの 意 を、 具 體的 に轉篛 したの だから 更に 差 支 はない。 いや 却 

つて 咋 日と いひ 副へ たの は、 にたく 末期の はや 過去に なり さうな 程に さし 迫 つ た 趣が 躍々 として、 • 感慨が 深 

い。 流石に 一 代の 卞 人が 最後の 囑叶： だけあって、 刻せ す 劃せ す、 偶然に この 絕調を 成した。 自然の 聲、 純眞の 

饗 である。 

甲斐の 國 に、 あ ひ 知りて 侍りけ る 人と ぶら はむ と て、 ま か 

りけ る 道な かに て、 に はかに 病 をし て、 い ま となりに 

け れ ば、 よ みて、 「京に もて まかり て、 母 に 見せよ」 とい ひて、 

人に つけ 侍りけ る 歌  あり はらの 滋春 

かりそめ の ゆきか ひ ぢとぞ 思 ひこし 今 はかぎ りの かどでな りけ り 

1 0 屮斐 の國に 云々 甲斐に 居る 知人 を 訪ねよう とて 下った 途中で、 急に 煩 ひ 付いて、 臨終の 期に 迫った ので 


この 歌 を 詠んで、 「京に 持って 歸 つて 自分の 母に 見せて くれ」 と 人に 賴んで 託した 歌との 意。 滋舂 は、 業 平の 次 

男で、 母 は 右大臣 藤 原 良 相 公の 女、 染殿， 內 侍と ある。 この 詞害、 一 木に は、 「甲斐の 國に まかりて、 身 まかり 

ける 時よ める」 と ある。 0 ゆきか ひぢ 注 反 道と いふ を、 甲斐 路に 寄せた C 

大意 E. 斐の國 へ 行く この 旅 を、 つい 一寸した 往き来の 道と サ思 つて、 出て 來 ました わ、 然るに 只今と なって 

は、 これが この 世の 門出で 御座りました わい C 

0  f  ) んな 事と は 思 ひ 掛けなかった がの 餘 意が ある C 他 國他鄉 の 旅の空 を さすらうて、 他人の 手に 死なう とする C 

故鄉の 慈母の 膝下が ま.. つ 慕 はれて、 假 初の 門出が 死別の 門出と なった こと を 悔恨し、^ かに 永訣の 情を釵 ベた。 

事態 船る 悲惨で ある。 かう した 際に、 斐路の 秀句の 如き は、 あまりに 眞 劍を缺 いて 感心し ない。 

大和 物語に、  . 

この 在 次 君、 在中 將の 柬に往 きたる けに あらむ、 この 子ども も、 人の 國通ひ をな むしける。 心 ある 者に て 

人の 國. おに 心細き 所々 にて は、 歌よ みて 書付け などし ける o( 中略) かくて、 人の 國ぁ りきくて、 5. 斐の國 

に 到りて 住みけ る 程に、 ^して 死ぬ とて 詠みたり ける、 

と^え、 この 歌が 擧 けて ある C 事情 は 大抵 そんな ものであった らう。 
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雜歌上 

題 しらず  よみ 人 しらず 

わがう へ に露ぞ おくなる あまの^と わたる 舟の 櫂の しづく か 

園 0 雜歌 、ザ ウノ ウタ、 又、 クサ ふ \ノ ウタと 訓む。 序文に、 「春^秋冬 にも 人らぬ、 くさ-^、 の欧を 選ばせ 給 

ひ」 と^えて、 四季、 戀、 賀、 別離、 羈旅の 部に 入れに くいの を收 めた。 0 題 しらす 伊勢 物お に は、 「昔 男 京 

をい か > 思 ひけむ、 ひむ がし 山に 住まむ と 思 ひ 入りて、 云々。 かくて 物いた く 病みて 死に 人り ければ、 おもて 

に水洒 ぎな どして、 息 出で て」 と詞 書して、 この 歌を擧 ゆた O0 とわたる 門 渡る の 意 。門 はこ、 では 天の川 

の 川 門 をい ふ。 川 門 は 川岸が 迫って、 水瀨の 一 つに 流れる 處 である。 0 しづく か 「か」 は 疑辭。 

大意 自分の 體 のうへ に、 思 ひがけす 露が サ置 いたわ、 これ は あの 空の 天の川の 渡し を 渡ら 舟の、 櫂の 罕か 知ら 

ぬ o  . 

1 契 沖い ふ、 「この 欤 のつ V き は、 皆、 歡 ある 歌の たぐ ひなる を、 その 始に 出せる を もて 思へば、 七月 七日の 夕べ 

雜耿上  八 四 五 
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思 ひがけす 内宴に 召されて、 祿 など 賜りし 人の 御惠 のか ゝれる を、 かく 寄せた るに や」 とい ひ、 景樹は 「二の 歌 

の 調、 いと はかな ゆなれば、 歡喜の 情 もて 詠める ものなら じ。 勢 語に、 面に 水洒 ぎた ると ある、 いと 似つ か は 

しく 聞 ゆ。 さる 傳 など ありて、 それ を 飾りて 作れる も 計り 難し」 といった。 熟ら 思 ふに、 この 歌、 ァ 列の 開口 音 

が 多くて、 聲 調が 頗る 花やかで あるから、 诀 して 景樹 のい ふやうな もので はない。 勢 語の 傳說 はわ ざと 表裏に 

作爲 した 事が 多い から、 もとより 信ぜられない。 よって 假に契 沖 說に從 つてお く。 「わがう へに」 は、 天の川の 

權のポ の洒ぎ か、 るに 恰好の 措辭 である C 袖に などい つて は、 部分的に なって ふさ はしくない。 落 想 は 奇拔、 

體格 はまた 雄渾で ある。 萬葉卷 十、 

, 〕 の ゆ ふべ ふりく る 雨 は彥星 の はやこぐ 舟の 櫂の ちる かも 

はこの 同 想 同型で ある C 

田 5 ふ どち まと ゐ せる 夜 は 唐錦た 、 まく をし きものに ぞ ありけ る 

園 0 まとる 圑欒 の義。 0 唐錦 支那より 舶载 した 錦。 蜀 江の 錦、 東京 錦な ど を さした の だら う。 「た、 まく 

をし き」 の 序に 用 ひた。 0 た、 まく をし き 錦は責 重な 織物な ので、 裁斷 する の は勿體 ない もの だから、 裁た 

まく 惜しき とい ひ、 それに 起た まく 惜しき とかけ た。 「まく」 は 未來の 助動詞の むの 延 一 一一 一 口。 

大意 かう 心の 合った 友達 同志う ち 寄って、 ^り 合って 居る 夜 は、 唐錦の 裁つ のが 惜しい やうに、 座 を 立ち去ら 

うとす る ことが、 ^しい もので サ あった わい。 


園 平凡の ® では あるが、 眞實の 語で ある。 ゎづ かに 「唐錦た、 まく をし き」 の 剪裁に よって、 一 竹に 光彩 を 生す 

る。 唐錦 は 舶載の 織物で、 後世で も 一 寸 四方 を 坪と 稱 して、 兩 値で した ほど だから、 ^時で は その 食 重さ 

が 思 ひ やられる。 そこで 「裁た まく 惜しき」 の 譬喩が 頗る 適確になる。 

うれしき を 何に つ 、まむ か， ら衣袂 ゆたかに たてと いはまし を 

1 0 袂 ゆたかに 「ゆたかに」 は ゆったり との 意。 

大 莨 この やうな 嬉しい め を、 何に 包まう ぞ、 小さい この 袂に は、 なかく 包まれる 事で はない、 かう と 知った 

ら、 装束の 袂を もっと 大きく ゆったり と 裁って くれと、 ^へよう であった もの をサ C 

國 锒钐 の感靑 を 有衫ニ 取り扱って、 H: に 包んだら よい かと 躊躇す る穉 愚の 想 は、 旣に 詩で ある。 まして 況ゃ、 「袂 

ゆたかに たて」 の 痴呆 はいよ く 出で て、 いよく 面白い。 常識から いへば 袂 ゆたかに 裁った からと て、 包まれ 

る譯の もので ない。 蓋し 躍る ばかりの 嬉し さ をつ ， みかねる 事から 出發 したので、 「つ ゝ むに 人 =: を 慎 む^と 物 

を 包む 意との 兩意を もたせて 剪裁して ある。 その 包む から 更に 袂を撮 合した。 景樹が 「昔 は 袖の X いと 長 けれ 

，よ、 M くれに E= るし なり、 今の 不用の 類に あらす、 故に 包む といへ ぱ、 袖の 事と をれ るな り」 といった の もよ 

い。 ^長いの は 袖 だけで はない。 ゆきで ある。 又、 「初 句 を うれし さ をと、 體言 にい ふべ し」 といった の は拘は 

つて ゐる e  \ 

雜耿上  八 レべ 


古今 和^ 集卷第 十七  八 四 八 

限りなき 君が ためにと をる 花 はとき しも わかぬ 物に ぞ ありけ る 

ある 人の いはく、 「この 歌 は、 さきのお ほい まう ち 君の なり」。 

pa  O 尹 勢 物語に、 「昔お ほきお ほい まう ち 君と 聞 ゆるお はしけり。 仕う まつる 男、 長月ば かりに、 の 作 枝に 

淮を つけて 奉る とて」 と詞 寄して、 この 歌を擧 けた。 o 限りなき 壽 命の 限りなき。 o ときし も ^しも。 

「し」 は 强辭、 「も」 は 欵辭。 

大ず. 御， 命の 限りない 赏に、 さし 上 ゆ ませう と 思って 折る 花 は、 流石に 何時と いふ 時節の 分ち も 無しに、 暌く 

もので サ ありま したわい。 

園 へ t 命 り もない 故に、 花 も 時節の 限りなし に 何時も 咲く とい ひ、 こんな 奇蹟 も 皆 君の 御 勢 ひゆ^と 讃へ 

^つた。 反り 暌 の 花な ど を 折って、 御門、 或は わが 主君な どに 奉った ので あらう。 勢 語の 詞審 によれば、 「と 

きし も」 に、 雉を隱 して ある 譯 だが、 例の 作物 語 だから、 それで これ を說 いて は 却って 問 違 ふ。 

六帖に は、 形見の 題に 收 めて、 一 一句 S^^II と ある。 勢 語に は、 初 句 i が賴 5, と ある o 左 註 は、 勢 語に よつ 

て 後人の 書き 忝へ たもの だら う。 この 集に、 「前のお ほきお ほい まう ち 君」 と ある は忠仁 公藤 原 良 房な ので、 こ 

れを も忠仁 公の 作と する は、 左 註に 泥んだ ものである。 

〇 

紫の ひと もと ゆ ゑに むさし 野の 草 はみながら あはれ とぞ 見る 


1 〇 武藏野 武 藏の國 中央の 大 平原、 紫 草の 産出 を 以て 名高かった。 紫 草の こと は、 戀三 「戀 しくば 下に を 思 

へ 紫の」 の 條に旣 出。 0 みながら 皆ながら の 略で、 悉皆の 总。 

大意 色 深い 紫 草の 一 株 を、 あはれ なつかしい 物と 思ふ爲 に、 その 綠に ひかされて、 限り もない 谈ぃ武 藏 野中 

の 草が、 ^殘ら す あはれ になつ かしい とサ思 ふわ。 

^ 全然 諷喩ら しい。 すると、 わが 愛する 妻 一 人 § ゑに、 その ゆかりの 人 は、 悉くな つかしく 思 はれる とい ふ 裏 

面の 意が 出て くる。 武藏 野に は數多 あるべき 紫 草 を、 必す 「一本」 といった の も、 この 意. をた しかに 强く 表現す 

る爲の 手段と^ えた。 「武藏 野の 草 は 皆 がら」 は 誇張で、 ゆかりの 者 は盡く を、 强く 印象 させたい 爲で ある" 

さて、 この 歌より して、 紫 を、 「ゆかりの 色」 とい ひ惯 つた。 

妻の あ とうと を もて 侍りけ る 人 に. う へ のきぬ を 贈る と 

て、 よ みて やりけ る  なり ひらの 朝 E 

紫の いろ こきと き はめ も はるに 野なる 草木. ぞ わかれ ざり ける 

1 のおとうと 云々 妻の 妹に 連れ添つ てるる 男に、 袍を 贈る とて 詠んで やった 歌との 意。 「妻のお とうと」 

は、 妻の 妹 をい ふ。 おとうと は 乙 人の 義で、 男女と もに 齢の 劣った 者に いふべき 語で ある c  r うへの きぬ」 は 

袍 である。 袍は朝 服で 位階に 應 じて 服 色の 制が あった。 ^勢 物語の 詞赛に は、 婶の夫 を^ 人、 妹の 夫な 卑しい 

者と し、 師走の 晦 n: に、 妹 は手づ から 夫の 抱 を 洗濯した が、 慣れぬ 事と て 袍の肩 を 張り 破り、 せむ 方な しに 泣 

いて 居た の を、 姉 S 力が 問いて あはれ に 思って、 位に 合った 綠袍を 贈って やる とて、 この 歌 を 添へ たと ある C 
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0 め も はるに 見え も遙 か^の 意。 見えの 約 「め」 である G 

大意 紫 草の 花の 色 濃く. 咲く 時 は、 見渡し 逸 かに 野に ある 草木まで が、 おなじ 野に ある 物と 思 ふせる か、 差別 も 

なくなつ かしい わ、 とい ふが 表面の 意で、 古歌に、 「紫の 一 本 ゆ ゑに 云々」 と 詠んで あるが、 いかにも その 通り 

で、 もも 妻 一人 を 思 ふ 心が 深い. 時 は、 それに ひかされて、 その ゆかりの 人 は 誰れ でも 皆サ、 妻 同前に かけ 隔て 

なしに、 大切に 存 ぜられ ます わ、 とい ふが 裏面の 意。 

1 まして 食 方 はおな じ山綠 でも ごく 近いお 方 だから 特に 懇切に 存じます ので、 失禮を 顧みす この 袍を お贈り 致 

します の 除 意が ある。 「野なる 草木」 と あるので^ ると、 この 袍は綠 色であった らしい。 妻の 寵愛の 深いの を 紫 

乃 色 濃き に喩へ て、 上の 「紫の 一 本」 の 歌の 意 を 下に 踐んで 仕立てた C 必す紫 草の 生えて ゐ る武藏 野の 實景 に對 

しての 歌と は 思 はれない。 

又い ふ、 必す勢 語の 所説の 如くならば、 姉の 夫 は 四 位以- 二の 人で、 その 服 色 は 紫な ので、 「紫の 色 こき 時 は」 と 

いひ、 妹 S 夫の 六 位の 綠袍 をよ そへ て、 「野なる 草木」 といった とも 見られる。 

. - 大 納 言 ふぢ はらの 國經の 朝 臣、 宰 相より 中納 言 になり け 

る 時 に. 染 めぬ うへの きぬの 綾 をお くると て 

近院 右のお ほい まう ち 君 

い ろな しと 人 や 見 るら む 昔より ふかき 心に そめて しもの を 

1 o 欠納言 ふぢ はらの 國經 云々 藤 原 國經 が、 宰相より 中納 言に 昇任した の は、 寬平六 年 五月 五日で ある。 「莘 


相」 は 參議の 唐 名、 「染めぬ 云々」 は袍の 料に 白 綾 を 贈る とて、 ， 一 s 歌 を 詠み 添へ たとの 意。 o いろな し 色^の 

ない 意に、 物 S 風情 やお もむ きな どのない の をい ふ 色な しの 意 を 寄せた。 

大意 これ は，：：： 綾 だから、 何も 色がなくて、 風怙 のない やうに、 贵方は 思 ひな さらう、 しかし 私 は 以前から、 れ- 

方に 大胫 深切な 志 を 深く 染めて 置いた、 この 綾で ある もの を、 不興に は 思って 下さるな。 

1 袍の 料に すべき 白 綾 を 贈った の は、 宵 途 昇進のお 祝な ので ある。 位 色相^に 染めて 贈っても い、 けれども、 

色の 染め あがりが むづ かしくて 喧しかった 時代 だから、 その 家々 の 好みに 任せる^、  CIS ま  >  で 贈った と^え 

る。 それに 就いては 何とか 一 言の 挨拶せ ねばなら ぬので、 この 歌が 出來 た。 色の 有無に 對 して、 志の 淺深 を^ 

對 にかけ 合 はせ た 構想 は、 語 言 の按 巧に 多く 傾いて ゐる。 

いその かみの 並 松 が、 宮 づ かへ もせ で、 石 の 上と いふ 所に 

こもり 侍りけ る を 我 かに かう ぶり 賜 はり けれ ば、 喜 び い 

ひ 造 はすと て， よ みて 遺 はしける  ふるの 今 近 

口の 光 やぶし わかねば いその かみ ふりに し 里の 花 も 吹きけ り  ； 

1 〇 いその かみの-: ク，、 石 上の 並 松が 仕官 もせす して、 大和の 石 上に 節って 居た が、 ^に 五位に 敍 せられた に 

就いて、 賀詞 をい ひ 遣る とて 詠んだ 歌との 意。 「かう ぶり 賜 はり」 は敍^ とて、 五位に 敍 せられる をい ふ。 ニー 代 

^錄 に、 「仁 和 1 一年 正月 Ku、 授 一一 從七位 石 上 朝臣 並松從 五位 下 一」 と^えた。 0 やぶし 「やぶ」 は 藪で ある。 ^ 

ほき^ をい ふ。 今、 笪を さしでの みい ふ. は轉 つたので ある。 「し」 は强 辭。 
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大意 日の 光 は、 どの やうなる 草深い 藪 原 を もサ、 分け隔てな しにお 照らしな される から、 石 上の 荒れて さびれ 

てし まった 里に も、 流石に 春が 來て、 花も唉 いたわ、 とい ふが 表面の 意で、 お 上のお 惠は、 何處 まで も サ行き 

渡って、 分け隔てが 無い から、 世に 舊 された 貴方のお 身の上に も、 名譽の 花が 唤 きました わ、 とい ふが 裏面の 

意。 

1 犟に 表面の 意の みで 味 ふと、 やはり 瑰筌に 着す る 嫌 ひが あるが、 譬喩の 巧 は それ を 償って 餘 りが ある。 比喩 

渾 然として、 斧鑿の 痕 もな いのは 老手で ある。 新撰 姓氏 錄に 據れ ば、 布 留氏は 宿 翻 姓で、 布留の 神主で ある。 

その 族 人と して、 常時 造酒 正た る 作者 は、 同郷の 好に 並 松の 昇 敍を賀 した ものと 思 はれる。 從七 位から 從 五位 

下 は 過分の 越 階で、 しかも 仕官 もして るなかった としたら、 實に 不思議な 昇敍 としか 思へ ない。 何 か 特殊な 功 

勞が あつたに は 相違ない が、 しかし 天恩の 辱 さは 如何にしても 感謝せ すに は 居られぬ。 今 道 同 鄉人を 以て この 

喜を賀 す る に 、 措辭ま ことに その 體を得 てるる。 

二 條の后 の、 ま だ 東宮の みやす 所と 申しけ る 時 に、 大 原 野 

に まう で 給 ひける 曰よ める  なり ひらの 朝臣 

大原ゃ をし ほの 山 もけ ふこ そ は 神代の こと も 思 ひ いづら め 

1 〇 一 一條の 后の 云々 一 一條の 后が まだ 女御で、 東宮の 御 生母の 御 息 所と 仰し やられた 時に、 大 原野の 神社に 御 

参詣 遊ばされた 日 よんだ 歌との 意。 「一 一條の 后」 は淸和 天皇の 女御 藤 原 高 子で ある。 「大 原野」 は 山城 國こ訓 郡。 

「まう で 給 ひ」 と は、 閑院 左大臣 藤 原冬嗣 が、 氏神 春 日の 社が 大和の 遠地に あって、 氏の 婦人 達の 祌拜に 不便な 


のを薆 へ、 この 地 を 相して、 春 日の 神を勸 請し、 文^ 天皇の 仁壽 元年から 祭儀が 始 つて、 藤氏の 后妃 は 必す行 

啓が あった。 一 一條 后の 大 原野 詣は、 同 后の 東宮の 御 息 所と 稱 せられた 肖 觀十 一 年から 同 卜 八 年までの 問で あら 

う。 ^勢 物語に は、 「昔、 一 一條の 后の、 まだ 春 宫の御 息 所と 申しけ る 時、 氏神に^で 給 ひける に、 近衞 司に さ 

むら ひける 翁、 人々 の 祿 給 はりけ る 序に、 御 車より 給 はりて、 詠みて 奉りけ る」 との 詞窬が ある。 O.K 原 や をし 

ほの 山 「をし ほの 山」 は、 大 原野の 神の 鎖座 しまし まして ゐ る小鹽 山。 〇 神代の 事 も ^ポ^に. 大照大 祌の御 

孫邇々 藝^ の 天降ります 條に、 r 爾天 兒屋命 云々、 幷五 伴緖矣 支加而 天降 也」 と：^ え、 n 本紀、 古お 价^ にも 

天つ 神の 御 孫の この 國に お降りな された 時、 輔佐な された 1? の 中で は、 天兒星 命が 特に 重^であった 趣が 兒ぇ 

る。 この 天 兒星命 は、 卽ち春 日の 祭祌の 一 つで、 卽ち藤 原 氏の 祖先で ある。 

大意 かやう に、 御子 孫の 藤 原 氏の 御 息 所が、 來 おの 御 ES 憐 として 御參詣 ある なれば、 こ S- 火 ^野の 小鹽 山に 仰 

鎖.^ あらせられる 氏の 御祌 も、 かの 神代に 天照大神から、 ；大孫 を 輔佐すべき 勅定を 承った 昔の 御^も、 ^はは 

ともあれ 今：：： f  .1 そ は 思し 召されて、 御 満足に 思 はれる で 御座らう。 

0 作者 は近衞 司と して 今囘の 行啓に 際し、 路次 の警 固に 候うた ものと 思 はれる。 ？敏肅 な 行粧を 引き 辚 つて、 小 

盥 S 社^に お. >：： の 御 母侥 たる 盛侥 をつ くされる。 誰れ しも この 際 この^に、 庇 免 的に 藤氏 s 祖 神と 御な 所と.：：： ム 

室との 闢 係 を m 心 ひ 寄り、 深い 感慨に 打 たれぬ 者 はなから う。 作者 も 全く その 一 人であった。 U そ 感想 を敍す 

るに あたり、 一 ！！ 語 を 下して、 祖 祌の怠 中から 捻出した こと は、 やはり 尋常で ない C しかも をし ほの 神 もとい 

はす、 「山 も」 と轉教 して、 「忍 ひ 出づら め」 と 擬人した 修^の 巧 ふ-加へ たの は、 自在な 口吻で ある" 「山 も」 はわ 

が 神代 S おを^ ひ出づ るに 對へ、 「神代の 事 も 云々」 は 眼前の 盛 依に 滿 足す るに 對 へたので ある。 ^淵 は、 「い 
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と 安らかに めでたし」 と 評した。 舊說 の、 勢 語に 據 つて、 「山 も」 はニ條 后を喩 へた 物と し、 作者と 密事の あつ 

た 昔の事 を 思 ひ 出す だら うとい ふ 意に 解いた の は從ひ 難い。 勅撰の 集に 恐れ多く も、 御 息 所 密通な どの 隱事を 

歌った もの を揭 ゆる 害がない。 勢 語の 方 は、 もとより 傳說 から 生まれた 一 場の 作 話で ある。 

三 句、 大 鏡に は ゆぶ^り は、 六帖に はけ ふしこ そと ある。 又 勢 語に は、 四 句 i—gdlr お、 同 塗 籠 本に は、 二 句 

をし ほ^ s,^ と ある。 

五節の 舞姬を 見て よめる  よしみね のむ ねさ だ 

あまつ 風雲の かよ ひぢ ふきと ぢょ をと めの 姿し ぱ しとぐ めむ 

トヨノ ァカ リノ  t チ M 

1 0 五節の 舞姬 五節の 舞姬 は、 陰 1  曰 十 一 月 中の 丑の 日、 豐明 節會に 臣下に 酒 饌を賜 はる 儀式が あって、 その 

ゆ 行 はれる 女樂 である。 舞 姬五人 或は 四 人、 公卿 國司 などより 美しき 少女 を 奉って、 御前に 舞 はせ る。 後に は 

大嘗會 の 時の みに 行 はれた。 續 日木紀 天平 十五 年 五月、 橘 諸兄の 太 上 天皇に 傳 奏し 給 ふ 詔に、 「天武 天皇、 

禮 S なくして は 世 を 治む る事缺 けたり とて、 この 舞樂を 作らせ 給 ふ」 と ある。 攻事耍 略に、 「五節 舞 者、 淨 • 

バラ ノ  ル  へ テク  マス  二  ニキ ヲリ  チルラ クハシ 

原 天皇 之 所 1 制 也、 相傳 曰、 天皇 御， ！吉野 f 日 暮彈, 琴 有, 興、 俄爾之 間、 前 岬 之 下、 雲氣忽 起、 疑 如， 1 高 唐之祌 

女 T  *w 應 1 曲而 舞、 獨人 11 天矚 1 他人 無レ 見、 舉レ袖 五變、 故 謂 11 之 五節 7 其 歌 曰、 乎 度 綿 度 茂 邑度綿 左 慵須茂 可 

良 多 萬 乎 多 茂 度 邇麻岐 氐乎度 綿 左備須 茂」 と 見え、 三善淸 行の 意見 封 事に も、 「按 ，1 舊記 f 昔 神 女 之 來舞、 云々」 

と あるから、 神 女が 五 變の舞 を 象る とい ふが、 古い 傳說 であらう。 宣長 いふ 「この 古傳說 は、 古事記に、 雄 略 天 

皇吉 野に 行幸して、 吉野 川の 濱に 美麗なる 童女に あ ひ 給 ひ、 御み づ から 御 琴を彈 じて、 そ をして 舞 は しめられ 


し 事： ^えたる に據 りて 作れる ものなら む」 と。 五節の 義 について は 別に 音樂 上からの 說が ある。 0 雪の かよ ひ 

ぢ 雪の 中の 通路" 

大意 空 を 吹く 風よ、 あの 天女が 歸り 上らう とする 雪の 中の 通路 を、 雲 を 吹き^せて 塞 ゆて くれい、 さう して、 

あの 面白い 天女の 舞 姿 を、 もうす こしの 間な りと も、 留めて 置いて 見よう わ。 

國 五節の Its. ^傳說 によって、 丁度 所がら が 禁中で 雪の 上の 稱が あるので 、今の 舞姬を 直に その 天女と 者な し、 

その 舞 ひ^て 、 引っ込まう とする 名殘 を惜ん で、 「雲路 を 吹き 閉ぢ よ」 と 天つ 風に 命令した 比 興 は^; 牛 朝お 3、 

あかなく に まだき も ：！； の隱 くる ， か 出の は 述 ゆて 入れす も あらな む 

と 北，、 に、 同巧異 曲の 妙 作で ある。 殊に 五節 は 四 五日 連續 した 宮中 G 大荽會 で、 舞姬は いづれ も 未婚の 少女の 器 

量 よしを 懌ん だもの だから、 常時の 若殿^ は 勿論 上達部まで も、 血 道 を あゆて^ 中に なった ものである。 作^ 宗 

貞も その ！ 人で、 黑酒 白酒の 醉 心地に、 舞姬の 姿に 兒 とれて 恍惚と してる る さまが 思 ひ 遣られる。 色卽是 空、 

これが 法德 四海に 遍 照した 花 山 僧正の 前身と 觀 すると、 更に 一 段の 面白味が 加 はる。 

五節の あした に 、か む ざしの 玉の 落ちたり ける を见 て、 た 

がなら む と、 と ぶら ひて よめる  河原の 左のお ほい まう ち 君 

主 や たれと へ ど ，u 玉い はなく にさ ら ばな ベ て や あはれ と 忍 はむ ノ 

0  0. な^の あし t 云々 五節 舞の あった 翌朝、 舞 姬の簪 の 玉の 落ちて あるの を^て、 、  > れは 誰れ の 物-たら うと 

落し： f: を 4 ね：」^ んだ耿 と s な- 〇 いはな くに いはぬ にの 延言。 0 あはれ ^怜 の^で、 いとしい と 思 ふ を 

雜耿上  八 五 五 


古今 和^ 笫卷第 十七  八 五六 

いふ a  , 

大意 この 簪の. d 玉の 落し主が なつかし さに、 これの 主 は 誰れ、 ぞと、 響の 白玉に 問 ふけれ ど返辭 をせ ぬに よつ 

て、 それならば いっそ、 夜べ の舞姬 を、 誰れ 彼れ とい ふ 事な しに、 總體 にあ、 か は ゆいと 思 はう かな。 

1 L!- J の 最多、 夜 は、 舞姬 はな ほ 常 寧 殿中の 五節 所に 泊り込んで ゐる。 作者 は 翌朝 禁庭を 立ちな して、 測らす その 

簪の玉 を 拾った。 玉に そのお を 聞いて 旯 たが 返辭 がない のでと いふの は、 黉 は舞姬 等に 尋ねても、 いづれ も 若 

、 娘の 事と て羞 かしがって、 それ は 私のと いふ 者がなかった の を喩へ たので ある。 詞 書の 「とぶら ひて よめる」 

ま、 その^ 過 を^ 明して ゐる。 「なべて や あはれ と 思 はむ」 の 狂痴が この 生命で ある。 「さらばな ベて や」 の頓 

挫の^. 法 も 面白い。 

カメ 

寬 平の 啣時 に、 う へ のさ ぶら ひに 侍りけ る をの こども 瓶 

ォホ ミ キ 

を 持たせ て、 き さいの 宮の御 方に、 「大 御酒のお ろ し」 と き こ 

え ： 奉り た りけ る を、 く ら 人 ど も、 わ ら ひ て、 瓶 をお 前に も 

て い で て、 と も かく も. いはず なりに けれ ば、 使 のかへ り來 

て、 「さ な む あ り つ るし と いひ けれ ば、 く ら 人の 中に おくりけ .. 

る  としゆきの 萄臣 

玉 だれの^ がめ やい づ ら こよ ろ ぎ の 磯の 浪 わけお きに 出で にけ り 


i  o 寬 平の 御 時に 云々 寬 平の 御 時代に、 殿上に 詰めて 居た 殿上人 達が、 洒瓶を 使に 持たせて、 后の {呂 の 御 方 

へ 、 「御酒のお さがり を 下さり ませ」 と 申し 上 ゆた の を、 女 載 人 共が その 瓶 を 后の 御前に 持ち出しながら 笑 ひこ 

けて、 折角の 口上 を 何ともい はすに しまったので、 使が 立ち 歸 つて 來て、 しかぐ と 復命した もの だから、 その 

女藏 人の 中に いひ 送った 歌との 意 cr 寬平」 は 宇多 帝の 御代の 年號 C 「うへの さ ぶら ひ」 は淸凉 殿の 殿上の間、 「き 

ミキ  ォ n 

さいの せ； I」 は 皇后 藤 原 溫子。 「大 御酒の おろし」 は大 御酒の 下しで 、御酒のお さがりと いふ こと。 「とき f えに」 の 

あたり は 誤寫が あら フ C 顯註に は、 きこ ひに と ある C き は を 文字の 誤寫 で、 大 御酒のお ろし を こ ひに とあった 

ので あらう。 それでこそ 事狀も 明らかに、 歌の 趣に も 協 ふ。 「くら 人」 は 女狨人 をい ふ C 皇后 宫の御 方に 侍 ふ ai. 

い 女官で ある。 0 玉 だれの 小が め 「小が め」 は 小瓶で、 小龜 を^せ た。 眞淵 いふ、 「玉 簾の 緒と 賴 けたる 枕詞 

なり。 されば、 小が め は 小が めと 訓む べし」 と。 顯 註に は 「玉 だれと は 小瓶 をい ふ C 瓶の 上に 塗りた る 物の、 

の やうに さがり たれば いふ。 ；チ； だれの みすと も續 くる は、 玉す だれと て、 玉 を 貫きても 簾に は懸 くれば、 玉 を 

垂る とい ふなり」 と。 淸水 光房 は、 玉 簾の 鈎と かけた ので、 玉垂の 小瓶、 玉 垂の小 旅と 訓む べしと いった C 鈎 

は 液 を 捲き 上け た 時 かける 曲った 金物で ある C 諸證本 及び 六帖に コ ガメと あるから、 光一お 說に隨 つてお きたい。 

〇 いづら どれ どこに C  0 こよろ ざの 磯 小：！ の 磯で、 相 模國中 郡" 今の 大磯小 磯 逸 .5 十 ：！ 名 ： 0 おきに 沖に 

置きに を かけた。 

大意 先^ s.^:w はサ どれ 何處 にある； てと、 使の 者に 問へ ば、 ^俗の^ 物に ある 小瓶と は 違って、 小瓶と いふ 小 

龅は、 ^おの 礎の 浪を 分けて、 に 沖に 出て しまった わい、 卽ち 后の 宫の 御前に 置きに サ。 

1 瓶な ど 持たせ 一」、 ：»::s 御 ケに大 御酒のお ろし i 乙 ひに 遣 はす は、 若殿 上人 等が、 女 凝 人に おっての 打 鲜け業 
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で、 内證の 事で ある。 されば 后宮の 御前に、 女藏 人が その 小瓶 を 持ち出し たの は、 殿上人 等の^ 外と した 所で 

フ ゾク 

あらう。 卽ち 風俗の 謠 物なる、 

多 萬多亂 乃、 乎 加 女 乎ぎ 加 仁須惠 天、 阿 流 之 者 毛 也、 佐 加 奈未幾 一 一、 佐 加 奈止利 仁、 己 由 流木 乃、 伊 曾 乃 和 

カメ ガリア ゲ 二 

加 t 加 利 阿 介 一 一。  . 

を 捉へ來 つて 典據 とし、 かの 小瓶 は 主客の 中に 据 ゑら れ たが、 この 小瓶 は 飛んでも ない 后の さのお 前に 置き 放 

しにな つたと いふ 事 を、 小 龜が沖 遠く 出で たよ、 と 秀句 を 以て 洒落れ たので ある。 玉垂の 風俗 は、 常時 誰れ も 知 

つて ゐる謠 物 だから、 この 機智 頓才 は. K 喝采 を 博したら しいが、 もとく 語 言の 巧で、 興味 は 索然と して ゐ る。 

結句、 千秋が 田 中道 麿の 說 によって、 「けり」 をけ むの 誤寫 だら うと 定めた の はわる い。 意釋を 見て 承知され た 

、 O 

二三の 句、 六帖 に^^,^ いづら こ ゆるぎ g. と ある。 

女の 見て 笑 ひけれ. ばよ める  けんげ い 法師 

かたち こそみ 山が くれの くち 木 なれ 心 は 花に なさば なりな む  ， 

大意 女中 達よ、 さう お 笑 ひな さるな、 この 通り 形 こそ 見る 影 も 無い、 深山の 奧の朽 木の やうで は あれ、 しかも 

、いは 花に しょうなら ズ、 花に もなら、 フ はサ。 

0 馬鹿にな さるな よの 餘 意が ある。 古木 倚 一； 寒巖 T  ニー 冬 無二 暖氣- の 消極的 禪とは 異なって、 一 道の 春風が 常に 

心頭に 存す るの は、 この 作者な かく 只の 鼠で ない。 「朽木 なれ」 の 隱喩、 及び その 緣で、 心 は 美しく とい ふ 


べき を、 「花に」 と轉義 した 對映、 意簡 に.！ 約 やかで ある 「」 「なさば」 の 一 語 大いに 深味が ある C すれば なる、 然 

し 求めない、 自然の 結果に 放任して おく。 そこに 枯淡の 眞 味が ある。 作者 はいよ く 達者で ある。 

方た が へ に、 人 の 家に まかりけ る 時 に、 あ る じの きぬ を 著 

せたり ける を. あ したに 返す とてよ める  きのと ものり 

禪の はの よるの 衣 はう すけれ. どうつ り 香 こく も 匂 ひぬ るかな 

1 0 方を逮 へに 或 人の 家に 注って 泊った 時に 、主人の 著 物 を 夜の 掛 物にして くれたの を、 お 朝歸 るに おって それ 

を 返す とて 詠んだ 耿 との 意 o  r 方た がへ」 は 源氏物語 河海抄 に、 「令-樅ぎ 云、 天 一 立 二 中^!^ 號^ 中 ii 歟、 i 

方、 古 來所二 違 來 1 也」 と：^ え、 この 中 神 は：：：^ に 巡行す るから、 また 一夜 めぐりの 祌 ともい ふ。 物へ 行かう と 

する^-家へ 歸ら うと^る 時な ど、 その 方角が こ s 神の 塞り の 方 だと、 一夜 他家に 假寢 して 歸る、 これ を方逮 へ 

とい ふので、 中古の 習俗で ある。 0 蟬の はの 蟬の 羽の 如きの 意。 0 よるの 衣 夜 著 をい ふ。 

大意 咋夜^ 沿した この 衣 は、 時節が ら蟬の 羽の やうに 滞い けれど、 移 香が^ くま あ 句 ひました^ よ。 

Ha はは これ Is であらう。 かく そ W 狳否を 賞 愛する の は、 卽 ちその 人柄 を稱 へて、 その 親切 を 感謝す る 所以で あ 

る" 玄ぉ が现竄 なう へに、 「濃き」 と 「^き」 との 對 照が、 餘 りに 露骨 親 粘に 過ぎて、 却って 淺^ を感す る C 

.  題 しらず  よみ 人 しらず 

遲く いづる：：！： にも あるか 山の はの あなたお もても 惜む ベら なり 
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1 0 あるか 「か」 は 欵辭。 

大意 待て どもく、 遲く 出る 月で まあ ある 事よ * これ を 思 ふと、 此方で かう 待つ やうに、 あの 東の 山の あちら 

面で も、 山へ 入る の を、 人が 皆惜 むさうな わい。 

1 こ S 著 想 は 地平 說の行 はれた 昔時に おいて は、 實に 破天荒の 沒 理想であった。 今日は 旣 に擧理 上. N 證 されて、 

空想で はなく 事實 となって るるから、 詩 味 は 一半 を减 する 心地が する。 けれども、 なほ 月が 人に 惜 まれて、 そ 

の 運行 を 躊躇す る 有情の 取り成し は、 詩と しての 價値を 十分に 存 して ゐる。 全く 月に 愛 を 傾倒して ゐる 人の 言 

で 、いひ 知らぬ 情味に 満ちて るる。 四 句の 「も」 は、 わが 月！； I を 待つ こと を 本と しての 辭 である。 

二 句、 六帖、 及び 新撰 和歌に^；— に 「，^^s と あり、 また 六帖の 再出のに は、 三 句 以下.^^^ - なた §^ 

をし むなる 、、へ，^ と ある。 本文のに 比すれば 大いに 劣る。 

〇 

サラ シナ 

わが こ 、ろ なぐさめ かねつ 更科ゃ をば すて 山に てる 月 を 見て 

1 0 更科ゃ をば すて 山 信 濃 國更科 郡に あり。 姨捨 山と 書く。 その 所在に ついては 煩 はしく 說が ある。 

大意 自分の 心が、 何となく 物悲しく なって、 慰め かねた わ、 この 更 科の 姨捨 山に 照る 月 を 見て サ。 

i 遊子 秋 月 を姨捨 山に 見る、 折柄處 がら、 そ s 境遇と 相俟って、 この 愁 思が 催した もの だら う。 「てる」 の 語が 

眼目で ある。 なまじな まなか さやかな 光の 爲に、 感哀 はいよ くそ ゝられ てなら ぬので ある。 敍述は 極めて 單 

純で、 技巧 も 何も^ ひない が、 詠 欵の味 ひが 永い。 姨捨の 名に よって 解いた 說も あるが、 諾 ひがたい" 大和 物 


語に 、「この 山に、 姨を 捨て置きて 歸る とて、 甥が 詠める」 とて、 この 耿を舉 ゆて あるが、 記事の 意と 歌の^と 

は 矛 香して ゐる。 のみなら す これ はもと、 雜寶 藏經の 棄老 國緣第 叫に^ えた 印度の 傳說 を、 わが M の^め かし 

て ，り 設けた る ものと 思 はれる。 令の 集 解に、 信 濃の 古俗に 老人 を 捨てる 事が あつたと ある も、 皆 この 誤を傳 

へ たので、 信じられない。 

なり ひらの 朝臣 

お ほ 方 は 月 を もめで じこれ そこの 積れば 人の 老 となる もの 

1 o 伊勢 勿 語に は、 「^いと 若き に は あらぬ、 これ かれ 友達 ども 集りて 月 を^て、 それが 中に ひとり」 と、 詞書 

が ある O0 お ほ 方 は 大槪の 事なら ばの 意 o  0  二れ ぞ この 「これ や この」 などの 類で、 「この」 は 下の 「老」 とい 

ふ, -i 跨讀 する。 0 なる もの の 下、 なりけ るが 略 かれて ゐる 

大意 月 は 面白い 物で あるが、 大槪の 事に は、 さう その 月も餘 り賞翫 すまい わ、 なぜ なれば、 この 月 をめ でる こ 

とが サ、 ^々とたび 重なると、 n: 時 か 光陰が 經 つて、 この 人 問の 老 となる ものであった わい 

I 一年 S^.M を數 へる と 幾何 もない。 これ 月に 狂し 月に 執して、 老の まさに 到らん とする を も 知らぬ 所 W であ 

,ぇ そ S 詩的 生 ぼき 羨まし い。 ふと われから 二 ま 白い のにお いて、 「月 t めで じ」 という 必す m 

に關 し、 老は 月に よって まれ ts とし た湯：想 の 雷、 二れ こ S 作者が I である。 「|」となほ| 

的の 語 を 冠せ て ゐる處 は、 作者が 月に 對 しての 未練 埶^ を 語る もので、 现竄 らしく 强ぃ事 はいって〜 風流 も 

？ ない 虛が g る 面白い C あ、 この 作者 は、 fa0^ さ 狂し 世に 狂して ゐる。 彼れ は 
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全く 熱血の 男兒 である。 結句の いひ さし、 體調勁 健の 素 を 成して ゐ る。 

初 句、 勢 語の^ 字 木に 大^^と ある を、 眞 淵は采 つたが わるい。 結句、 家集に は #^3,^ と ある。 

月お もしろ しと て、 凡 河 內躬恒 がまう できたり ける によ 

める  紀貫之 

かつ 見れ ど jf  くも あるかな 月影の 到らぬ 里 も あら じと 思へ ば 

1 OS おもしろし 月が い 、とい ふに 當る。 0 かつ 片ー 方の 意。 

大意 あの 月を片 心で はめで て 見 はする けれども、 疎く まあ 思 はれる 事よ、 なぜ なれば、 あの 月の 光 は、 比處ば 

かりに 心あって 照る のではなくて、 何 處も かも 行き渡らぬ 處も あるまい と 思へば サ、 とい ふが 表面の 意で、 躬 

恒の來 たの を 親切に は 見る けれども、 一方に は 疎く も 思 ふ 事よ、 なぜ なれば、 面白い 月 故に 來 たの だから、 月 

の 照る かぎり は、 躬 恒の往 かぬ 處も あるまい と 思へば サ、 とい ふが 裏面の 意。 

IS 月 を躬恒 に擬へ ての 諷詆 である。 詞 書の 「月お もしろ しとて」 と あるに、 心 を 注け る 必要が ある C 躬恒 の來た 

の は 月が 主で、 中： 人は附 けたり だからと、 一 寸 嫌味 をい つてみ たの は、 素より 親しい 間柄の 戲謔 である。 ^部 

時鳥な がな く 里の あまた あれば なほ 疎まれぬ 思 ふ ものから 

と あると、 構想が 同じで、 歌 柄 も 大抵 同等の 佳作で ある。 

二 句、 新撰 和歌に しき かな、 四 句、 新撰 和歌に は ST の、 六帖、 及び 家集に は is と ある。 


池 に、 月 の 見えけ る をよ める 

ふたつな き 物と 思 ひし を みなそこ に 山の はなら で いづる 月^ 

大意 H は 二つ 無い 物で、 山の端から ばかり 出る 物と 思って ゐ たもの を、 それに まあ あれ、 山の端で は 無い、 池 

の 水底に も 出る 月影よ。 

1 「山の はなら で」 は 水底に 出た 月と 山の端に 出た 月と を對 映させた 筆法で、 影の 月 をも^ 在と：： ^たのが、 この 

痴呆の 想の 好處 である。 秋 下に、 友^が、 

一 もとと 思 ひし 菊 をお ほさ はの 池の 底に もたれ か植 ゑけ む 

と 同型の 構想で、 尖 新で ある。 「月 澎」 は 月と いふに 同じい。 影に^ はない。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

天の川 S のみ をに て はやければ ひかりと どめず 月ぞ ながる、 

1 0 み を 水脈。 水 筋 をい ふ。 

大意 天の川 は、 下界の 川と は堪 つて、 雪の 水脈で 瀨が 早い ので、 光 を 暫く も 留めす に、 月が サ 从- く 流れて 行く 

わ o 

i 今少し 光が：^ めば い ゝ にの 餘 意が ある。 天の川の 名に 據 つて、 くだち 行く 月 を 「流る、」 とい ひ、 さて 「雪の 

み をに て」 と 混 喩を川 ひた。 空想に 走って や、 的寳 でない。 貫 之が 土 佐 日記に、 

照る 月の ながる、^ れば 天の川 いづる 湊 はおに さりけ る 

雜^ 丄  八 六 ni 
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と ある も、 これらに 胚胎した もの か。 

〇 

あかずして 月の 隱る、 山 もとは あなたお もて ぞ戀 しかりけ る 

^  o 山 もと 山麓 をい ふ。 

大意 まだ 見 飽かす して あるう ちに、 山に 障 へられて、 早く も 月の 隠れる この 西の 山 本で は、 月の 入る この 山の 

あちら 面が サ、 戀 しい 事であった わい。 

i 上の 「達く いづる 月に も あるかな」 と、 その 場合 を反對 にして、 同巧異 曲の 觀が あるが、 これ は遙か I 劣って 

ゐるら しい。 蓋し 「戀 しかりけ る」 と 道破した の は 露骨で、 かの 「惜む ベら なり」 と、 詩的 想像 を 逞しう したのに 

遠く及ばない。 


三 句、 新撰 和歌に 山里 はと ある。 

淮喬 のみこ の 狩し ける 供に まかり て、 や どり ける に、 歸 り 

て、 夜 ひ と 夜、 酒 のみ 物語 をし ける に、 十 一 日の 月 も 隱れな 

むとしけ る をり に、 み こ醉ひ て、 う ち へ 入りな むとし けれ 

ぽ、 よ み 侍りけ る  なり 乙？ の. ^臣 

あか. H  くこ まだき も 月の 隱る、 か 山の は にげて 入れず-も あらな も 


I  o 惟喬の みこ 云々 業 平が 惟喬 親王の 狩 をな された お供に なって、 ぎ^^！: す f に. 招って 居た が、 ^日 IJO か 

ら歸 つて 一 晚中酒 を 飮み話 をした が、 十 一 日の 月 ももう 隱れ ようとした 折に、 親王 は醉 うて illl^IO へが、 

引き込まう となされ たので、 詠みました 歌との 意。 伊勢 物語に は、 惟喬 親王が、 年毎の 花盛りに は、 山城 國が 

無瀨の 別業に おはして、 常に 右 馬頭なる 人 を 供に つれて 遊ばれた が、 河 内^ 交野に 狩して 诺の院 に 至り、 天の 

川を經 て、 再び 水無瀨 のせ；： に 還られて、 酒宴な された 折の 事と して、 「還りて おに 入らせ 給 ひぬ。 夜^く るまで 

酒の み 物語して、 主人の みこ 醉 ひて 入り 給 ひなむ とす。 十 一 日の 月 も隱れ なむと すれば、 かの 馬の^の よめる」 

と詞 書して、 この 歌が 出て るる。 o あかなく に あかぬ にの ぬの 延言。 o 隱る、 か 「か」 は 歎辭。 

大意 面白くて 見ても く 兒 足らぬ のに、 入るべき 時刻よりも 早く まあ、 月の 隠れる 事よ、 あの 月の 隠れる 山 

力 脇へ 逃け 退いて、 月 を 入れす に まああって ほしい わ、 とい ふが 表面の 意で、 この 興 裳の 愉快の 盡 きぬ 

のに、 早く もま あ 親王 樣の 席を辭 して、 ぉ奧 にお 入りな される 事よ、 あのお 姿 をお 隱し 中す 御 猻ゃ御 帳 やが 無 

くな つて、 お 人れ. a- さすに まああって ほしい わ、 とい ふの が 表面の 意。 

月 を 親王に 比 興した の は 巧 は 巧で あるが、 さほどの 高 手で なくても、 いへば いはれ る。 只 この 「山の よこ.^ 

て」 の 一 き s は、 實に 超凡の 火手 腕で ある C 高 情の 極、 遂によ く 一  切の 瑰筌 を脫 し^て、 こゝ に 天外 $ 痴 S を 1 

じ來 つた。 李長吉 が、 r 黑風 吹レ山 作， 一平 地 こ と 作り、 人 磨が、 「妹が 門^む 靡け この 山」 と 詠んだ のと 共に、 豪 

宕 o 奇^で ある" 「逃 ゆて」 の 擬人、 論者 注.々 稚馴 でない として 退けて るる。 所謂、 駱駝 を 見て^の 肉 踵 を 病む 

ものと 考へ る 儔、 むし ーハ 滑^で ある。 すこし 業 平 朝臣の 膽玉 でも 煎じて 飮 ませたい。 卜 一 日の 月が はや 入^に 

なる までおが 更けた のに、 ^^は 興な ほ酣 に、 玉 山 まさに 弒れ て、 親王 は 殆ど^に 堪 へ^はす、 この 時、 この 

^欲 f  .  八 六^ 
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人、 この 歌が あつたと すれば、 情味 興會は 果して どんなであった らう。 紀有常 親王に 代って 歌 ふ。 

おしなべ て峯 もた ひらにな りな 、 む 山の はなく ば 月 も 入ら じ を 

二 句、 新撰 和歌に ま  と ある はわる い。 

田 村の みかどの 御 時 に、 齋 院に 侍りけ る あきら けい子の 

み こ を 「母 あやまち あ り」 と . い ひ て、 齋 院を 易へ られ むとし 

け る を、 そ の 事 やみに ければ よめる  あ ま 敬 ill  一口 

大空 をて り ゆく 月し 淸 ければ 雲 かくせ ども ひかりけ なくに 

1 村の みかどの 御 時に 云々 文德 天皇の 御世に 賀 茂の 齋院に 立た せられた 慧子 内親王 を、 その 生母に 過失 

が あると いって、 齋院を i 能め られ ようとし たの を、 それが 中.^ になった ので 詠んだ 歌との 意。 「田 村の みかど」 

と は文德 帝の ことで、 山城 國葛野 郡 田 村に 葬め 奉った のでい ふ。 「齋 院」 はもと 伊勢の 齋宫に 倣って 置かれた も 

ので、 山城の 上下 賀 茂の 神に 奉仕す る齋 女で、 内親王み-以て これに 充てる 定 であった。 r 慧子」 は文德 帝の 皇女 

である。 かく 惹子 の齋 院を廢 せられる 事 はやんだ が、 しかし その後、 また 他の 事に よって 慧 子が 廢 された 事が、 

文德 資錄 にある。 いはく 「天 安元 年 一 一月、 廢 1 一 鴨齋內 親王 養子 f 更立, 一 述子內 親王 ハ遣， 一 右大臣 正三位 藤 原 朝臣 良 相 

於 神社； 吿, 一 事由 t 其事祕 者、 世 無 1 知 い 之 也」 と。 0 けなく に 消えぬ にの 延言。 

大意 . あの 廣ぃ筌 を 照って ゆく 月が サ淸 いに よって、 いくら 雪が 隱 しても、 光 は 消え はせ ぬに サ、 とい ふが 表面 

の 意で、 素より 曇の 無い 御身 は、 一 旦人 がいろくと 無き 名 を 立て、 も、 ぢ きに 明りが 立つ わ、 とい ふが 裏面 


il 所謂 晴天 白日の 謦喻 を、 月に かへ ていった までの やうで あるが、 自然 象 を^り て 感懐 を^せ た處に >  真 

氣が楮 表に 溢れて るる 觀が ある。 

题 しらず  よみ 人 しらず 

石の 上 ふるから をの 、本が し はもとの 心 は 忘られな くに 

^  0 石の 上 ふるから を S  > 木が し は 「もとの」 にか 、 る 序。 石 上布 留 のこと は、 夏 歌 「石 の 上 ふるき 都の は 鳥 

云々」 の 條に旣 出。 「ふるから をの」 は、 「古 幹 斧 卽ち抦 の 古い 斧に て、 木 は 手元の 意」 と は、 寄^ 歌談 にある 和 

田 正 主の 考 である。 又 契 沖 は、 「布 留祜小 野に て布留 野の 冬枯れた る 時 をい ふ」 とい ひ、 眞淵 もこれ に從 つた。 

景樹 は、 「十：： 幹なる 小 野の 略」 といった、」 又 大和 S 地名と する は、 舊 註の 說 である C 「本. かし は」 はお 樹が、 「若 生 

に對 へたる 名に て、 元 木の 柏な り。 野に は 古木 若木 立ち交りて、 實に 然る も G なり」 と 解した のに 從 つてお く。 

椎^ は 「柏 は 梢の 方 は 散りても、 本の 方に 葉の 殘 りて ある もの なれば 本 柏と いひ、 本の 心 を 忘れぬ といへ る罾 

喩の 序に 川る たり」 といった。 

大意 石の 上 ふるから をの  >  本 柏の もと、 いふ やうに、 もとの 卽ち 以前の 責 方のお 心 は 忘られぬ にサ、 さう m-; つ 

て 下さい ご 

0 秋 上、 躬恒 のま、 

^はぎ^ ふ る 枝に^ ける 花見れば 本の こ、 ろ はわ すれ ざり けり 
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とい ふ は、 これ を、 本 歌と して 詠んだら しい。 景樹 いふ、 「この 歌ノ ての 頃 もてはやして 唱 へたり しなら む。 孫姬 

式に、 難 波津の 歌と 並べて いへ るに て 知らる、 その 歌 ざま、 實に めでたければ なり」 と。 石の 上 をい ひ、 布留を 

いひ、 もと 柏 をい ふ。 これで も か/、 とい ふやう に、 ふるい 感じ を 跡から く 追 かけに 與 へようと 試みた こと 

は， 丁度 「足 引の 山鳥の 尾の しだり 尾の 長々 し」 と續 けたのと 似て ゐる。 さう した 程 もとの 心 は 忘られな いと あ 

るので、 故 舊を懷 ふ 情の 深さが 窺 はれる。 作者 は 眞實な 人で ある。 

. 〇 

いにしへ の 野中の 淸水 ぬる けれどもとの 心 をし る 人 ぞくむ 

1 0 野中の 淸水 舊くは 播磨國 印南 野に あると いひ、 十六夜 日記に もさう ある。 又、 一 說には 太 和 國布留 野に 

ありと いひ、 貫 之 集、 「石の 上布 留 野の 道の 草分けて 淸 水汲みに は 又も 歸ら む」。、 寂 超 法師、 「昔^し ふる 野の 澤 

の わすれ 水な に 今更に 思 ひ いづら む， f 堀川 太郞百 首、 「いにしへの 布留 野の 道 を 尋ねき て淸水 をな ほ もむ すび 

つろ 哉」 など を證 として、 「布 留の社 は、 崇神 帝の 時の 鎭坐 にて、 瑞 垣の 久しき 所 なれば、 昔より 舊き 心に いひ 

なし 來れ るより、 古野と いふ 意に なして、 いにしへの 野と 續 けたる か」 と。 後說 や、 まし か。 但布留 野の 社 云々 

は從 へない。 た V 布留の 野中に、 い、 淸水 があって、 遂に 野中の 淸 水と 固有名詞に いはれ たの を、 こ > は、 そ 

の 水の なかった 昔 を かけて、 「いにしへの」 といった とする。 o ぬる けれど 溫 けれど。 水 は冷淸 冽な のがよ い 

ので、 溫ぃの は 下で ある。 

大意 つめたい よい 水と いふので 名高かった、 昔の 野中の 淸水 は、 今 はもう 生溫 いけれ ども、 やはり 昔の事 をお 


ほえて 居る 人 はサ、 今でも 汲んで 飮む わ、 とい ふの が 表面の 意で、 この 節衰 へた けれども、 以前 繁昌であった 

時の 事 を 忘れぬ 人 は、 やはり 訪 らうて くれる わ、 とい ふが 裏面の 意。 

i 昔榮 えてよ かった 人の 詠で あら 5。 今 は 世に 侮りす てられた もの/^ なほ 二三、 故 倦の 情 を 忘れぬ 人の ある 

の を 嬉し 喜んで、 みづ から 慰藉した その 衷情 は憐 むべき ものが ある。 喑喩 のェの 如き は 第二で ある。 や  >  理路 

に お ちた 敍述が 多少 殘念 にも ある。 

〇 

い にし へ の しづ の H 丁 環い やしき もよ きも 盛り はありし ものな り 

1 0 いにしへの しづの 苧環 「いにしへの しづ」 は 上代の 倭 文 布 をい ふ。 青と 白と を 織り まぜた ので、 今い ふ 縞 

織に 似て ゐる。 これ を シヅリ とも、 シ ドリと もい ふ は、 倭 文 織の 籙 である。 苧環は その 倭 文 を 織る 料の 絲を卷 

く卷 子で ある。 この 「しづの 苧環」 を、 「卑しき」 の 序と する に 就いて、 正義に 引ける 棱並隆 璉の說 に、 r 卷子は 

ィ ヤシ キ 

いやが 上に 卷 くもの なれば、 彌繁 といへ る を 通 はせ たるら む」 と。 この 說 甚だ 穩當 である。 

大意 身分の よい 者ば かりで は 無い、 我等が やうな 賤 しい 者で も、 丁度 は 男盛り はあった ものである わ。 

1 年^った とて、 さの み 侮り 給 ふなの 餘 意が ある。 身柄 卑ぃ 老人が 世を愤 つての 作と 思 はれる。 第二 句 は 序で 

ある。 「よき も」 は 只い ひ 添へ て、 調を諧 へたまでの 語。 自员の 言 は、 次の 「今 こそ あれ われ も 昔 は」 といった の 

と、 その 趣が M じで ある。 

結句、 六帖 にあり こし^^と ある o 
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.  〇 

今 こそ あれ われ も 昔 は をと こ 山 さか ゆく 時 も ありこし もの を 

1 0 今 こそ あれ 今 こそ。 かくて あれの 略。 0 をと こ 山 秋 上 「女 郞花 うしと 見つ、 ぞ」 の 條に旣 出。 0 さか ゆく 

榮行 くの 意。 

大 I 今 こそ この やうに、 年 も 寄って 老い 朽ち たれ、 自分 とても 昔 は 男 山の 神威の 榮行 くと いふ やうに、 了 簾の 

男と 榮ぇ 行く、 若盛りの 時節 もあって きた もの を、 あ 、くち 惜しい ことよ。 

1 淸 和の 朝の 頃の 人の 作で あらう。 老人の 感懷、 何人と 雖も その 頹齢 にあたって、 この 感愴を 抱かぬ 者が あら 

うか。 「今 こそ あれ 我れ も」 の 口吻 は、 なほ 幾分の 壯氣 をの こして、 自負の 氣慨に 満ちて ゐる のが 面白い。 この 

作者の 若い 時 は、 頗るの 活動家で ゝ もあった らう。 初 句 を字餘 りで いひ 切った 强ぃ 語調、 「ありこし もの を」 と 

いひ さして 殘 した 餘情、 皆 二れ 無量の 感慨 を惹く 所以で ある。 「われ も」 の も は 人に 對 へて いひ、 「時 も」 の も 

は今衰 へたのに 當て、 いった。 四 句 は、 男 山 は 山上に 社殿 あれば、 阪 行く にかけ たの だとい ふ說も あるが、 俗 

解で ある。 

〇 

世の中に ふりぬ る もの は 津の國 の 長柄の 橋と われと なりけ り 

1 0 津の國 の 長柄の^ 長柄の 撟は戀 五 「あ ふ 事 をながら の 橋」 參看 e 元 明 帝の 和 銅 六 年に、 國 郡の 名 を 二字 


に 定めて、 好 名 を ffl る しめられた 時、 津の國 を 攝津の 國と稱 せられた。 けれど、 うち 解けた 假名 物ゃ耿 などに 

は、 昔の ま、 に、 「津 の國」 といった。 

大意 この 世の中に、 段々 舊く なって 衰へ 行く もの は 、よくく 思 ひま はして 見れば、 外に は 無い、 た  >  あの 津 

の國の 長柄の 撟と、 自分と であった わい。 

is- 老人の 感懷 である。 文德 帝の 仁篛 三年 ト月、 攝津國 よりの 奏 言に、 

長柄 三^ 兩河、 ^年 橋梁 斷絕、 人お 不レ 通、 請 准.！ 堀江 川 1 置 二 一 一艘 船 f 以逨 M 濟渡 T 許レ 之。 

と 見え たれば、 この 歌 は仁篛 より 以^、 長 枘の 橋梁の、 いまだ 斷絕 しなかった 時代の 人の 作で あらう。 なほ 思 

ふに、 「頃 年 云々」 と あるから、 橋梁の 腐朽 も 年 久しい ことで、 ^時 物の 舊ぃ 例に は、 いつも 二の 撟を いひなら 

して ゐ たらしい。 よ. つて、 「われ」 の對 比に、 この 橋 を 取り出して、 聽 者の 記憶と 聯想と を 喚び 起し、 彼の 寧 態 

ナガ ラ 

を 借りて、 我が 感怡 を映帶 せしめた。 蓋し 作者の 狡手投 である。 長柄に 存在の 意 を 寄せた とする 說も あるが、 穿 

^に 過ざる し 

さ 、 の 葉に ふりつむ 奪の うれ を 重み 本く だち ゆく わが 盛り はも 

E3  0 さ、 小：^」 0 うれ 束。 个 うらと いふ C  0 くだち くだりの 古言。 0 はも 欵辭。 

大意 笹 の^に 降りつ もる^-か、 笹 のうら の 方が 重さに、 しな ひ g いて、 その 爲に 本の 方の が^々 にさが つて 行 

くが、 ま. つ-ての やうに 段々 に倾 いて ゆく、 自分の 若盛りで ある はま あ。 
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0 四十に 近い 人な どの、 老の 將に來 らうと する に對 する 述懷 であらう。 四 句まで は 序で ある。 「くだち ゆく」 に 

非常に 手數を かけた 敍述 である。 抑 も笹の 葉が 雪の 重みで さがって ゆく の は、 おひく 段々 で、 その 急激で な 

ぃ經 過が 丁寧に 映 出され、 作者の 年盛り も、 いっか 知らぬ 間に 過ぎ去った 趣が よく 表現され てるる。 

初 一 一句、 一 本に わが 宿の 竹の 白露と ある。 結句、 六帖 に， わが 心か^と ある は 1 向に 聞えない。 

大 あらきの 森の 下草お い ぬれば 駒 もす さめず 刈る 人 もな し 

又 は、 樱 あさの を ふの 下草お いぬれば  . 

1 0 大 あらきの 森 萬 葉卷十 一 に、 「大 荒木の 浮 田の 杜」 と ある も同處 か。 神 名 帳に、 大和 國宇智 郡 荒木 神^が 

ある。 そこの 森 か。 能 因 歌枕に は、 「山城 國 にあり、 尤も あら はなる 淼 なり」 と ある。 0 す さめす 「す さむ」 は 

進む こと。 0 左 註の 「櫻 あさ」 は、 櫻の 色した 花の さく 麻と も、 櫻の 花の 色に 似た 麻と もい つて 一 诀 しない。 「^- 

ふ」 は痲 生で、 麻 畑 をい ふ。 

大意 大 荒木の 淼 蔭の 草 も、 盛り 過ぎてから は、 馬 も 喰 ひたがら す、 又 刈る 入 も 無い わ、 とい ふが 表面の 意で、 

人 もこの やうに 年が寄つ てから は、 皆 厭が つて、 寄りつ く 人 もない わ、 とい ふが 裏面の 意。 

園 大 荒木の 森 を 取り出し たの は、 作者の 住んで ゐる 附近な ので あらう。 草 も 馬に す さめられぬ となって は、 は 

や 論外で、 慯 心の 語で ある。 「老い ぬれば」 の擬尺 は、 直に 作者の 老境 を 想 及す る 楔 子と なる。 四 句で 意 は 完結 

して ゐ るのに、 五 句 を 更に 歌 ひ 添へ たので、 その 漸展の 反復に 詠欵の 意が カ强く 表現され る。 


怍^ を、 六帖に 小町と あるが、 更に かの 娘 子の 風 調で ない。 しかも、 婦人の ロ氣 でない。 

櫻 あさ、 六帖 には^ 麻と ある。 

〇  ， 

数 ふれば とまらぬ 物 をと しとい ひて 今年 はいたく 老い ぞ しにけ る 

1 0 とし 疾 しに、 年を^せた。 

大意 よく 數へ て 見れば 、暫時 もとまら すに 過 ざ 去る もの を、 疾 いとい ふ 名の 年と いふので、 忽ちの 問に、 今年 

は 存外に ひどく 年寄に サ なった わい。 

1 あまり 說明 的で つまらない o 

おしてる や 難 波の みつに やく 鹽 のからく も 我れ は 老いに ける かな 一 

, . 又 は、 大 伴の みつの 濱 べに 

1 o おしてる や 難 波の 枕詞。 「おしてる」 は、 襲 ひたて るの 約で、 波の 高く 寄せて 立つ をい ふ。 難 波 は、 神武 

紀 にある 如く、 浪の 速い 虛だ つたので、 「おしてる 波」 と績 けた： 0 難 ^3 みつ 「みつ」 は裨津 の^ c  {z: 船の 出 

人す る津 なので、 ^ん でい つた。 0 左 註、 「大 伴の」 は 御津の 枕詞で ある。 古語に、 才德勇 威の あるの を、 稜威 

又み づ といった 。古事記に、 「み づく -し久 米の 子ら が」 と あるが それで ある。 注 古 火 伴 氏 は 武勇の 家柄で、 み 
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づ くしい とい はれた ので、 大 伴の 御津と 續 けにの だら う。 

大考 あの 難 波の 御津で やく 鹽は 辛い ものであるが、 その か^くも 卽 ちつら くもま あ、 自分 は 年が寄って しまつ 

た ことよ ◦ 

_a 三" まで は 事で ある。 當時難 波の 製鹽は 著名な もので、 これ を 序と した こと は、 「からく.」 の 印象 を與 へる に 

好都合な 表現であった。 四 句の 促 調 は 詠歎 を 深刻に する。 

二 JH:、 六 帖に雛 波の 浦 に と ある。 又、 和歌 九 品に fmsl 汐 ^と ある は 意が 通じない。 

おいらく のこむ と 知りせば 門 さしてな しと 答へ て あ. は ざら まし を 

この 三つの 歌 は、 昔 ありけ る おきなの よめる となり。 

i  o おいらく 賀、 業 平、 「櫻 花ち りか ひく もれ」 の 條に旣 出。 

大曹 二の 老と いふ ものが、 自分 を 尋ねて 來 ようとい ふこと を、 早く 知り もしたならば、 門 をし めて 置いて、 留 

守と いって、 逢 はすに 居よう であった もの を、 さう したならば、 この やうに 年 も 取るまい に。 

1 きで も老 のく ると いふ 擬人の 辭樣 は、 殆ど 平語の 如くに 使用され てるた もの だら うと 思 ふ。 それ を修辭 上の 

本， こ， たち 返って、 ますく 敷演 誇張して、 「門 さしてな し」 とまで、 居留守 を 使 ふ 場面 を 展開した 狂 痴の想 は 

覺 えす 破顔され る。 業 平の 「櫻 花ち りか ひく もれ」 の 歌より は、 や、 古い 頃の もの か。 さう したら、 これ を據と 

して、 業 平 は 「來 むと いふなる」 と 取り成し たと 見て よい。 


左 註 は、 もとより 信す るに 足りない。 

〇.  . 

さかさまに 年 も 行かな む とりも あ へ ず 過ぐ る u やと もに か へ ると 

大意 月日が まあ、 逆に あとへ いって もら ひたい、 何す る閒 もな く經 つて 行く 齢が サ、 そ の 月 口と 一 所に あとへ 

^つて、 若が へる かと 思へば 試に サ 「し 

1 あとへ 年を取り たいと は、 よく 人の いふ ことで ある。 しかし、 常時で は 尖 新の 語であった かも 知れない C 

〇 

とりと むる 物にし あらねば 年月 を あはれ あなう と 過し つるかな 

大意 月日の たつの は、 取り止められる 物で サ ないから、 仕方がな さに、 あ > さて S いこと ぞと、 歎きながら 過 

した, 〕 とよ C 

i! あき." め 切った やうで、 なほ あきらめ 切らぬ 耿 である。 

と  >  め あへ ずう ベ もとし とはい はれけ りし かもつれ なくす ぐ る^か 

1 0 とし ^しに、 年 をお せた。 0 か 欵辭 C 
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卜 

大意 年の たつの は 早くて、 止めようと 思っても、 止める 間 もない、 道理で まあ 疾 しとい ふ 名 をつ けられた わい、 

それ は： M 方が t いとしても、 そのうへ に まあ 年に つれて、 氣强く 過ぎて ゆく 自分の 齡 である ことよ。 

^ 年 ゆ ゑに は、 重ねく 難儀な 目 を 見る 趣で ある。 諸 註 「しかも」 の 意が よく 解けて ゐ ない。 

〇 

銳山 いざ 立ちより て 見て ゆかむ 年へ ぬる 身 は 老い やしぬ ると 

この 歌 は、 ある 人の いはく、  r 大 ともの くろぬ しがな り。」 

i 〇 鏡 山 近 江 國蒲生 郡。 古へ は 野 州 郡のう ちであった。 

大意 鏡 山と いふ 山なら、 人の 影が よく 映る であらう ほどに、 年 を ひどく 久しく 經て、 きた この 身 は、 老いく ち 

たか どうかと、 どれ 立ち寄って 見て ゆかう わ Q 

i! 初老の 程の 人の、 鏡の 宿 あたり を 過ぎての 作で あらう。 山 口ながら 年寄の 部に 人った ので、 鏡 山の 名 を 聞い 

て は、 面影 も變 つた かしら、 「いざた ち 寄りて」 と 洒落れ て ふざけて 見た ので ある。 全くの 老人なら ば、 「老い や 

しぬ る」 と、 疑 ふまでの 事 はない。 前人 等 皆、 箇 中の 消息 を曉 りかね て、 耆老の 人の 作と して ゐる。 甚だ 疎漫で 

ある。 鋭 山の 名 稱に發 足した 構想 は、 や  > 浮 誇の 感じが する。 

左 註に 就いて、 眞淵は 例の 採らぬ から、 これ は 論な しで、 景樹 は、 r 黑主は 近 江の 滋賀郡 大友鄕 の 人 なれば、 

立ち寄りて 見む とやう に 珍しむ ベから す」 とい ひ、 又 「この 歌 は 老いて 後の 意なる に、 黑 主の 滋賀 にあり し は 若 

き 程な り。 女と 戟れ たるに て 知るべし」 といって、 黑主說 を 否認した。 しかし 假令 同國同 郡で も、 未見の 地なら 


珍しがらう。 況ゃ これ は、 狂 痴の想 を 主と した もので、 まことに 珍しがって 詠んだ ので もなから う。 女と戯れ 

たる 云々 は、 旣に いふ 如く、 四十の 聲を 聞いた ばか. S の 初老の 人 ぐらるなら、 普通 ある ことで ある。 さ. ^よ、 

景樹の 論據は 極めて 蓰弱 である。 た V 必す黑 主のと いふ 證も なく、 叉で ない とい ふ證 もない 。姑く 左 註を存 し 

てお く  o 

業 平の 朝臣の 母の み. こ、 長 岡に すみ 侍りけ る 4. ザ こ、 業 平 お 

ゾ 力/  一  - 

什す と て、 時 々 も、 え まかりと はず 侍り けれ 、ま、 し ます、 まか 

り に、 のみこの 許よ り、 と みの 事と て、 文 を もて まう で き 

たり。 あけて 見れば、 詞 はなくて ありけ る 歌  r  . 

おしぬ もば さらぬ 別 も ありと い へばい よ /\ 見 まく ほしき 君 か X 

0  0 桨平の 朝臣の 云々 業 平 朝臣の 母の 內 親王が、 長 岡に 住んで ゐられ たが、 業 平 は 公の 勤務の 爲に たまさか 

にも 往 つて^ 舞 ひかね てるた ので、 師走 時分に、 母の 内親王の 許から、 急用と いって、 害簡を 持って 來 た。 業 

平 力 それ を 開いて^ ると、 文句 は 書いて なくて、 歌ば かり 書いて あった、 その 耿 との 意。 この 詞書は 伊勢 物語 

にもあって、 異なった ところが 多い が、 長いから 略く。 「母の みこ」 は桓武 帝の 皇女 伊 登 内親王で、 阿保 親王の 

妃 である 長 岡 は 山城 國乙訓 郡鷄冠 井に あって、 桓武 帝の 延曆 三年 奈 良から  一 u; 遷都され た 地で、 古來 この 地 

を 大極殿と k してる る。 「とみ」 は頓の 字音で、 急 川の 意。 0 さらぬ 別 「さらぬ」 はえ 去らぬ ことで、 遁 れ淮、 
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別卽ち 人世に 於け る 死別 を さす。 

大意 今 は 親子が、 都と 長 岡と に 別々 で 居る が、 それば かり かこの やうに 年寄って は、 世の中に 是非とも 遁れぬ 

ソナタ 

別 もまた あると いふ ことなれば、 それが 氣 になって、 常々 逢 ひたく 思 ふ 其方に、 いよく この頃 は 逢 ひたく 思 

はれる ことよ G 

0 作者 伊 登 内親王 は、 夫 阿保 親王と は、 叔母 甥の 閼係 であるが、 阿保 親王 は 父 帝の 壯 時の 初孫で、 承 和 九 年 五 

. 十 一歳に て薨ぜ られ、 內 親王 は 御 姉せ 南美內 親王が、 弘仁八 年に 十八 歳で あられた のから 推算す ると、 承 和 九 

年に、. 四十 三 歳より はお 若かった こと は 著しい。 されば まへ 觀 三年 薨去の 御 時 は、 六十 歳 程と 見て 誤が なから う。 

業 平 は その 時に 三ト 七^で ある。 「とみの 事と て」 と ある 詞 書と、 この 歌と を 併せて 考へ ると、 内親王が 薨去に 

近い 頃の 師走、 御 病 氣の爲 にこの 度 はと 思し 召された 折の こと  >思 はれる。 夫 親王に 後れてから、 父 帝の 一 且 

遷都され た 長^の 舊 土に 寡居す る こと、 殆ど 二 卜 年に ならう とする。 その 愛子 は、 世 過ぎ 身過ぎの 京 住居、 公 

務に 忙殺され じ、 僅々 一 里 内外の 道ながら、 往 省す る遑 さへ なく、 殆ど 生別れ に 等しい 觀が ある。 然るに 御自 

身 は、 さらぬ 別の 死に目に 近い 頹 齢の 病身で あり、 況ゃ今 は 師走で、 叉し も 一箇の 老を 加へ ようとす る。 何で 

「いよく 見 まく ほしき」 感が 起ら なから ぅぞ C 眞 にこれ 心の 聲 である。 純 眞の聲 である 「) 尋常 彫琢の 語の 遠 

く 及ぶ ところでない。 「さらぬ 別 も」 と 婉曲に いひな したのに、 凄愴の 意が 殊に 活躍す る。 「も」 は 離 居の 生別に 

對 へた 辭で、 下の 「いよく.」 の 語 も、 その 響 を 受けて こそ 落着す るの を、 諸 註、 別のと いふ も 同じ や 5 に 解 

いたの は 粗い C 

「別 も」 を、 一 木、 及び 伊勢 物語に^ g, と ある。 恐らく は 次の 返歌の 詞の まぎれた ので あらう。 


力へ し  なり ひらの 朝臣 

世の中に さらぬ 別の なく もがな 千代 もとな げく 人の子の ため 

大意 何卒 世の中に は、 遁れぬ 別な どい ふことの、 無い やうに して ほしい ことよ、 親の 壽命を 千年 も あれ かしと 

欵 いて 願 ふ 息子の 爲 にサ。 

1 葷に 「子の^」 といって 聞え る こと を T 人の」 と 修飾した のが、 世の中の 人の子に かけて いった やうに 聞え て、 

その 中に 自然と わが 事 は 含まる ので ある。 萬 葉 集、 「人の 祖の 立つ る こと 立て」、 「人の子 は g の名絕 たす、 大君 こ 

まつろ ふ ものと」、 又、 後 撰 集 兼輔、 「人の 親の 心 は 闇に あらね ども」 の 類、 皆 それで ある。 歌 は眞情 眞^。 

四 句、 伊勢 物語に 千代 もと 祈る と ある C 叉 眞字本 伊勢 物認に は、 齋の字 を窨 いて あるから、 千代 もと、 い、 は、 ふと 

^むので ある。 

宽 平の 御 時き さいの 宮の 歌合の 歌  あり はらの むね 梁 • - 

白雪の 八^ ふりしけ るか へ る 山 か へ る も 老いに ける かな 

lo かへ る 山 離別 「かへ る 山 ありと は 聞け ど」 の 條に旣 出。 o かへ るん \も かへ りくと いふべき を 、か、 

る. E の 語調 を 承け てい ひか へ た。 

大意 自分 S 頭 はま あ、 雪の 幾重く も 降り 積った 北 國の鹿 蒜 山の やうに、 眞白 になって、 その 山の 名の かへ る 
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がへ る も、 ひどく 年寄った ことよ。 

國 山に 寄せて 頹老を 歎いた 。山の 雪 を 白髮の 頭に 喩へ、 しかも 「八重 ふりしけ る」 は、 「かへ るく も」 にかけ 合つ 

てゐ るから、 うち 任せた 序 歌で はない。 さて、 寬平 后宮の 歌合の 歌 は、 寬平五 年の 撰なる 菅家萬 葉に 收 めら れ 

て あるから、 歌合 は寬. 平の 初年に 行 はれた ものと 見られる。 作者の 父 業 平 は、 寬平 元年より 十 年 前なる 元慶四 

年に、 五十六で 卒して るるから、 假令業 平が 存命して ゐた としても、 寬平 歌合の 頃に は 六十 五六の 齢で ある。 

その子た る 作者 棟梁 は 取っても 四十 位 だから、 歌の 趣が その 年配に 適 はない。 さりと て 擬人して、 山の けしき 

を 詠んだ ものと も 思 はれす、 前後の 部 立に も かな はぬ。 古人 は 題詠で も、 述懷 などに 虚構して 詠む こと はな か 

つた。 されば 棟梁の 歌で はない かも 知れぬ。 姑く 疑 ひを存 する。 

四 句、 顯 本に 5T^^^ とあって、 定家も 異存がないが、 かへ る 山 を 打ち返し たこと は 明らか だから、 どう 

あらう か。 新撰 萬 葉に も、 「白雪 之 八重 降 敷 留還山 還々 曾 (§11) 老 丹藝留 鉋」 と あるので、 本文の 正しい こと 

が 知れよう。 

ォホ ミ キ 

おなじ 御 時、 う へ のさ ぶら ひに て、 を のこ ども に、 大 御酒 給 

ひ て、 大 御遊 ありけ るつ いで に、 仕 うま つれる 

,  としゆきの 朝臣 

？ いぬと てな どか わが 身 をせ めきけ む 老いず ばけ ふに あは まし もの か 

1 0 前と 同じ 寬平 S 御 時、 殿上の 侍 所で、 侍臣に 御酒 下されが あって、 管絃の 御遊が あった 折に つけて 詠んで 


あけた 歌との 意。 「大 御遊」 は專ら 管絃の 御 遊 をい- r 〇 せめき けむ 「せめき」 は^ めきで、 迫め くと 活く。 せ 

, ，  グモ -ーグ  IK  f 

めく は乇 詩に、 「兄^ 閱ニ于 iiT 外 禦ニ其 侮 こと ある。 阅の字 を訓 ませて ある。 閲は、 註に 「^ 很也」 とあって、 

爭 ひもとる こと、 いさか ふこと である。 責め 來 けむの 意に 解く もー說 である。 

大意 ひどく 年^った といって、 我れ とわ. か 身 を、 これまでな ぜに贲 めた けた ことで あったらう ぞ、 よく 忍って 

見れば、 年の 寄った の は 嬉しい 事よ、 かう 年の 寄る まで 生きて 居す ば、 めでたい 今 n に逄 はう もの か、 いや 送 

はれる もので ない わ。 

0 老を 讚して 今日の 光 榮を宾 ぶ、 仕う まつ ゝた 歌と して は、 その 體を^ ： てるる。 然し その .2: 而的 心理から：^ る 

と i 貪は老 を钦 いた 矯語 である。 面に 笑って 心に 泣いて ゐ るので ある。 二つの 「か」、 上の は 疑辭、 下の は 反 動^ 

だから^ 支 もない が、 r 老」 のおの 重複した の は、 洗煉 を缺 いて ゐる もので は あるまい か。 作者 はわ ざと したの 

であらう が ◦ 

二 句、 六帖 にな ど f と ある は 誤で あり、 家集に 身な どて かと ある も、 意が とほらない。 

题 しらず  よみ 人 しら， す 

ち はやぶ る 治の 撟 守 なれ をし ぞ あはれ と は 忍 ふ 年の へ ぬれば t 

El 0 ちはやぶる 7 治 「ちはやぶる」 は 秋 下 「千 早ぶ る 神代 も 聞かす」 の 條に旣 出。 こ、 は R チ治」 の 枕詞に 川 ひ 

た、」 冠^ 考に、 「宇治 は、 枝 成と 同音に て 通へば、 千 早ぶ る 宇治と いひ： 卜したり」 とい ひ、^^ 古義に、 「宇治 は、 

俗に、 いぢ ある 人、 いぢ はる、 いぢ わるき などい ふと 同音に て、 (怠 地と かくは あて 字) 平穩 ならす、 烈しき^ 
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ある 言なる 故に、 もはやぶ る 宇治と 續 けたり」 とい ひ、 古說 は， 「物 部の 八十 氏人 は 逸 単ぶ るが 故に、 千 早ぶ る 

氏と 續け、 さて 宇治に いひ かけたり」 と ある。 「宇治」 は 山城の 宇治川の ある 地。 〇 撟守 野 守、 山守、 關守 など 

の 類で、 宇治に 撟 守の ある こと は、 天武紀 に、 「令 下 兎 道 守 橋 者！ 遮 * 皇太 弟^ 舍人蓮 ニ私粮 1 事よ と あるので 知ら 

れる。 o なれ 汝。 

大意 宇治の 橋 守よ、 外の 人より は 其方 をサ、 取り分けて 不憫な 者 ぞとは 思 ふわ、 自分と 同じ やうに、 ひどく 年 

寄った 者と 思 ふに よって サ。 

ミ タガヒ 

1 わが 老 によって、 人の 老を憐 む。 所謂 相 見 互の 同情で ある。 橋 守を憐 むの は卽ち 自分 を憐 むので あった。 昔 

から 山守 だの 橋 守 だのい ふ 者 はお ほく 隱居 役で、 老人の 掃 溜で あつたと 見える。 打 の 或說に 「Mi ある 人の、 世 

に 沈みて ある を憐 みて、 橋 守に 寄せて いへ るか」 とい ひ、 眞淵 は、 「宇治に 住める 人の、 宇治の 橋 守に 寄せて、 

そのい ふかひなくて 年老い たらむ を、 高貴の 人の 憐み 給へ る にても あるべし」 といった。 それ も 一 寸 面白い が、 

この 前後の 歌が、 皆 老人 自身の 感懐 をつ いでて あるから、 從ひ 難い。 

〇  . 

われ 見ても 久しくな りぬ 住の 江の 岸の 姬松 いくよ へ ぬらむ 

1 〇 住の 江の 岸の 姬松 「住の 江の 松」 のこと は、 賀部 「住の 江の 松 を 秋風」 の 條に旣 出。 「姬」 は 細 小で 愛すべき 

物 を 形容す るに 用 ひる 語で あるが、 , 」 ， は s 単なる 美稱と 見て よい。 

大意 - ) の 住の 江の 岸の 姬松 は、 自分が 見 はじめてから も、 もう 久し；. た ) とに なって 居る が、 一 體仰 もの 始 から 


は、 いか 程 年を經 てきた ことで あらう ぞ c 

一 ^ それほど 久しく 松 を 見て きた こと は、 卽ち 自分の い、 老人で ある こと を喑證 する。 ^粱卷 七、 

いにし へ のこと は 知らぬ を 我れ 見ても 久しくな りぬ あめの かぐ 山 

一 を 踏^して はゐ るが、 松が 生物で ある だけ、 しかも r 姬」 とい ふ 人稱が 冠して ふるだけ、 作者の 生活に 近い 感じ 

がして、 同感が はやく 起る。 語調 も 流暢で、 姿 も 亦淸 い。 初 句 を、 れが と讀 むがよ いとのお 樹の說 は、 僻 首で 

あろ o 

0 

一 

一 住 古の 岸の ひめ まつ 人なら ばいく よか 經 しと 問 はまし もの を 

i  o 住吉 住の 江と 同じい。 懾津國 住 士ロ郡 (lly- 吉の 古訓 は ヱで あるから、 住 吉と窬 いても、 なほ r ス ミノ 

ェ」 と^むべ きを、 夙く この頃 は 「スミ ョ シ」 と訓 むこと が 起って ゐ たので ある。 下に も 「住みよ しと； g はつぐ と 

も 長^すな」 と ある。 

； 大意 住士 n の 岸の 姬松 は、 大^ 年 久しい 物の やうに^ される が、 これが 人間なら ば、 いかほど 年 を 終た かと まね 

一  て^よう もの を、 人間で はない から、 仕方がな いわ。 

0 こ 3 種の 構想 は、 先 型 の ある ことで ある。 景行紀 に 日本 武 糞の 御 歌、 

„  尾^に た  >  に むかへ る、 をつ の 崎なる 一 つ 松 あはれ。 一 つ 松、 人に ありせば" きぬ 若せ まし を、 太刀 佩け ま 

し を、 一 っ忪 あはれ C 
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これが 最も 古く 記述に 見えた、 しかも 立派な 作で あらう。 

もぐろ 崎み つの 小島の 人なら ば 都の つとにい ざと い はまし を (本 集 大歌 所) 

くり 原の あね はの 松の 人なら ば 都の つとにい ざと いはまし を C 伊勢 物語) 

など はまた、 その 響 をつ ぐ ものである。 この 住 吉の松 は、 や、 狂 熱が 乏しく、 「人なら ば」 と假設 した 詮が や、 

うすい やうで ある。 伹 これ は 吹 毛の 難 をい ふだけ で、 格調 はすべ てお なじ 儔の ものである。 

初 二 句 * 六帖に Tssl.Rffig.^, 松と ある。 

〇 

あづさ 弓 いそべの 小 松た が 世に か 萬 代 かねて 種 を 蒔きけ む  " 

このうた は、 ある 人の いはく、  r 柹木人 まろが なり。」 

n  o あづさ 「I？ 春 上 「梓弓お して はる 雨け ふ ふりぬ」 の 條に旣 出 C こ、 は 「磷」 にか > る 枕詞。 梓弓 射と いふに 磯 

をい ひかけ た。 0 かねて かけて と 同じい。 

大意 この 磯の 上の 小 松 は、 ひどく 古びて 居る が、 昔い つの 誰れ の 時代に、 ゆく 末 何 萬 年 も かけて 生 ひ 茂れと 思 

つて、 種 を 蒔いて 置いた ことで あったら うか。 

1 この 小 松 は 二葉で はない。 巌に 根ざした 老樹の 矮松 である。 宣長の 「小 松 はた V 松な り、 小さき をい ふに あ 

らす」 とい ふ說 は强言 である。 樹 こそ 古り たれな ほ 小さい から、 普通の 長 立と なる に は、 萬 年も經 なければ と 

& まれる ので、 さて は、 たが 世に かく 萬 ぼかけ て、 かう 蒔いて おいた かと 訝った のが、 この 趣向な ので ある 


又 左 註の 妄 りな こと は、 この 風 調 を 知る 者の、 誰れ も 點^く ところで あらう。 

〇 

タカ サ. n 

かくしつ 、世 を やつく さむ 高 砂の をのへ に 立てる 松なら なくに 

i  O 世 を やつく さむ 一 牛-を^: らして しまう かしら。 0 萵砂 播摩國 加 古郡萵 砂。 「高 砂」 はもと ^通 名詞で、 

高 いさごの 義 である。 どこに もせよ、 谘 風の 吹き 上 ゆた 砂の 積って 山と なった の をい ふ。 それに 松な ど 生えて、 

眞の 山と も^られる。 播 摩の 高 砂 もさう した；^ 色 s 所な のが 一 轉 して、 ^有 名詞に 呼ばれた もの だら う。 "は义 

に、 「高 砂、 すみの 江の 松 も 相 生の やうに 覺ぇ」 と あるの は、 この 歌に 據 つてき いたと 思 はれる から * この 集の 

撰者 も、 播摩の 名所と 見た こと は 無論で ある。 

大意 自分 は， ) の 年になる まで、 何 一 つ 仕出した 事 もない が 、毎日 毎日 この や 5 にして、 つ い 一 生 を 送って しま 

ふで あらう か、 あの 高 砂の 山の 上に 立って 居る 松 こそ、 何の 役に も 立た すに 年久しく ある 物 だが、 .0 分 は その 

松で もない のに サ。 

1 はに 無 川の 長物た る こと を慚 悔した 對 比に、 高 砂の 松 を 取り出し たのに、 無： -m: の 感慨が 寓 せられた。 松で も 

ない のに 松と M じ 始末で は、 全く 言語 道斷 である。 或は、 世に 大材を 抱いた 者の、 老境に 至る まで 時に 八：： はす 

世に 淪ん だの を ^傷した もの か。 これ は 試に いふの み。 

や  藤 原 興 風， 

た れ を か も 如る 人に せむ^ さ ごの まつ もむ かしの 友なら なくに 
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no たれ を かも 「か」 は 疑辭。 「も」 は 歎辭。 0 知る 人 故舊 知己な どの 意。 0 高さ ご 山の 意と しても 通す る 

が、 撰者 はこれ も 地名と して 採った と 思 はれる。 

大意 自分 はかう 年寄って、 今では 生き 殘 つて 居る 友達 も 無い によって、 誰れ を まあ 近付と して 交り をしょう 

か、 あの 高 砂の 松 も 年 久しい 物で は あるが、 それ も 昔からの 友達で はない によって、 話 相手に ならぬ サ。 

0 上句 を 下句で 解釋 した 敍法 である。 松の 有 をい つて、 故舊の 無 を 歎す る對 照の 間に、 無限の 感愴を 生す る。 

白 居 易の 「十 人 酬和九 人 無」 と 同じく、 故 舊親朋 は 次々 に 凋 零して、 ひろい 世界に 只 一 人取り 殘 された。 昔の 友 

なら 松で も 知る 人に して 話した くなる。 老境に 於け る 孤獨の 酸味 は、 實に思 ひやる と 慄然と する。 

〇  • 

わたつみ の 沖つ 潮 合に うかぶ 泡の 消えぬ 物から よる 方 もな し 

Elo わたつみ 次の 歌の 倐參看 o 〇 潮 合 さしひく 潮の 満ち 合 ふところ をい ふ。 0 物から 物ながら の 意。 

大意 海の 沖の 潮 合に 浮く 泡 は、 消えす に はありながら、 寄りつ く 場所 もない が、 自分 も その 泡の やうに、 命 は 

消えす に はありながら、 何處 といって たよる 所 もない わ。 

^ おなじ はかない 物ながら、 磯邊の 泡 は、 なほ 寄りつ く 所が あらう。 然るに これ は 沖の 潮 合の 泡で、 寄り付く 

處も なしに ふはく 浮いて ゐる。 老大 なほ 志 を 得ないで、 世に 浮沈す る 意 を 寄託し 得た。 眞 淵が 「上句 は 消え 

ぬ ものから とい はむ 序な り」 と觯 したの は 精し くない。 全然 誓 喩 である。 

四 句、 六阽 にたえぬ 物から と ある はわる い。 美 成い ふ、 「この 歌、 或 人の 本に、 『よみ 人 しらす』 と あり、 興 風 集 


にも、 以下 三 首と もに 見えす」 と。 さう した 證木 があるなら、 それに 從 つても よい。 

〇 

わたつみの かざしに させる 6 た へ の 波 もて ゆ へ る あは ぢ 島山 

1 0 わたつみ 海神の 名。 陰陽 二 神が 國產 みませる 次に、 海神 を產 まれた こと を、 古事記に、 「次 生 二 海神 一名 

大綿 ^ 兒 神」、 日本 紀に、 「叉 生 二 海神 等ー號 I- 少童命 こと 見えた。 事記傳 に、 r 師說 (眞 淵) に、 綿 は： i、 滓 は 助 

r„  , モチ  ウタ ツモ チ  *  * 

辭 ^は 宅 知の 約り たるに て、 海津 持の 意な り。 これ 海 を 持つ 神 なれば なり」 と あるに 從 つてお く。 海 をヮタ と 

いふの は、 渡る 意から 出た とい ふ。 轉 じて は、 直に 海の ことに も 川 ひた。 o かざし 秋 下 「露ながら もりて か 

ざ さむ」 の 條に旣 出 C  0 ゆへ る 結へ る。 

ェ 

大意 海の 神が、 簪に 刺して お出な される 白波 を 以て、 くるりと 結 ひま はして 居る 淡路 おで ある ことよ。 

1 海 越に 淡路島 を兒 渡しての 作で ある。 海神の 揷 頭の 波、 おの づ から 崇高の 觀念 を與へ る。 离^^ 卷 一 人麻呂 

の 長 秋に、 

山つ みの まつる 調と、 春べ は 花 かざしもち、 秋 くれば 紅椠 かざせり。 云々。 

と あると 同^で ある。 「白妙の」 は 枕詞ながら、 こ、 は その 本義に 立ち返って、 白い 色^ を 聯想させる。 二 3： 

の 「させろ」、 四 句の 「ゆへ る」、 同 語形の 重複 は、 いさ、 か 不快で ある。 

〇 

わ た の 原よ せく る 波の し. は /\ も门儿 まくの ほしき 玉づ島 かも 
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i  o 波の 波の 如くの 意。 o 見 まく-の 「まく」 は 未来の 助動詞の むの 延首。 0 玉づ島 紀^ 國海部 郡 若の 浦 (今 

の 和歌の^) にある。 三代實 錄に玉 出 島と か、 れ、 空 穂 物語に 玉 出づる 島と も ある。 されば 「つ」 は 濁って よむ 

のが 正しい。 玉 津島明 神の 社が あり、 衣 通 姬を祀 る。 

大意 あのお 原から、 絕 間もなく、 しばく 寄せて くる 波の やうに、 何遍も 來て 見たい と 思 ふ玉津 島で ある こと 

よ o 

^ ヒっょ 有 ひの 序で、 玉章 島の 背 i を 形作って ゐる。 「しば/^ も 見 まくの ほしき」 とい ふ は、 しば/^ も 見ら 

れ ない 人の 一 丙で、 和歌の 浦 遊 覽に來 た他國 人の 作で ある。 玉津 島の 景色 は、 聖武帝 かいたく 愛でられて、 

あ， Id レぁ、 此 問敁 好、 不レ I ぎ 遠 行 1 足 二 以遊覽 T 故改 二弱濱 T 名爲 -1 明 光浦？ 云々。 春秋 一 一時、 き 二 使 {B 人 T 

祭，； 玉 津島之 神、 明 光^^ 靈？ 

との 勑が あった。 爾來奈 良人の 賞翫 する 處と なって、 以て この 朝に 至った。 惜しい ことに 桑 滄の變 は 海水の 減 

退 を 来たして 舊 時の 觀を 失って しまった。 もとは 今の 岡陵の もとまで 海水が 灣 入して、 玉 津島は 海中の 孤島で 

あった。 赤 人が 「潮み ちくれば」 とい ひ、 「あしべ を さして」 といった 處は、 今の 畑 や 人家の あたりと 思 はれる。 

〇 

なに は^ 潮み ちくら しあ ま 衣た みの 、島に たづ 鳴き わたる 

i  o あま 衣た みの 、島 「あま 衣」 は 雨 衣で、 r たみの」 のみのに か、 る 序に 用 ひた。 和名 鈔に、 「蓑、 和名 美 能、 

雨 衣 也」 と ある を 思 ひ 合 はせ ると、 この 續 きが 明 嘹 になる。 「たみの、 島」 は 攝津で 難 波のう ちと は 思 はれる が、 


場處が 不明で ある。 秋 成の 說に、 「今 大 わたと 呼ぶ 里 あり、 近 昔まで は、 みの わたと 呼びし なり。 これた みの、 

わたりな るべ し」 と C 

大意 ぁゝ難 波の 浦の 干潟に、 潮が 満ちて くるら しい、 その 證に は、 あのた みの、^ へ、 鶴-か 飛び 騒いで 鳴いて 

渡る わ。 

1 神韻 を 以て 勝る 作で ある。 义、 ァ列 音が 多くして、 聲 韻が 爽快で ある。 

難 波ぬ 汐 千に 文ち て a わたせば 淡路カ 島に たづ 渡る：^ ゆ (萬 葉卷 七) 

わかの 浦に 汐み ちくれば il をな み魔邊 を さし て た づ 鳴き わたる ( 萬 葉 卷」 o 

の 如き は 皆 同型の 同調で ある。 もし これ を 常 代の 作と すると、 萬 薬の 糟粕、 奈良 人の 餘 1 一で あるが、 恐らく こ 

の耿は 平安朝の 作ではなくて、 ^良 朝の 遣 調 だら う。 祌樂 歌の 大前 張に 收 めら れて ある こと は、 その 適證で 

ある。 

^にい ふ、 難 波の 地形 も 非^な 太變 動が あった もので、 昔の 面影 は 全く なくなった ので ある。 八-の 尺な の^^ 

高地 は 或は 島であった り、 水涯の 陸地であった りして、 海水が 遠く 灣 入し * 淀の 河水 は 幾 派に も 分流して、 颇 

る 風趣に .：：E んだ 水郷であった らしい。 そのつ もりで 難 波 あたりの 歌 は 味 はれたい C 

^ 之 が、 い づ みの 國に 侍りけ る 時 に、 大 和より 越え ま う で 

き て、 よ みて つか はしける  レ煨 Sg たゾ ふさ 

を E:) ひ お き つ の ：：5、 になく た づ の た づね くれ ば ぞ ありと だに M  く 
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1 o いづみの 國に恃 りけ る 和 泉の 國 守の 任に ありまし たの 意。 o 思 ひお きつの^ 思 ひ 置く に、 沖 津の谘 を 

かけた。 こ s 濱は和 泉に あると いふ。 

大意 私 は 貴方の こと を、 心に かけて おいて 忘れす に、 この 沖 津の獱 に 鳴く 鶴の 名の やうに、 尋ねて 來 たれば こ 

そ、 御 無事で お出な さると いふ 事 だけで も閬 きました わ。 

^ それに 引き 換 へ.、 貴方から は 一向 音信 も 下さらぬ ことよと、 自分の 親切 さ をい ひす： てた の は、 喑に貫 之の 不 

沙汰 を怨 じた 諷意を もつ。 忠房は 大和 守、 貫 之 は 蟒通明 神の 社頭で、 「かきくもり あやめ も 知らぬ」 の 歌 を 詠ん 

だ こと を 思 ひ 合 はせ ると、 これ も 和 泉 守であった 當時、 公務な どで、 和 泉の 沖 津の濱 まで は來 たが、 私に 閑 を 

偷ん で、 貫 之 を 國衙に 訪ねる ことが 出來 なかった ので、 歌 だけ 贈った もの だら う。 

かへ し  つら ゆき 

おきつ 浪 たかしの 濱の はま 松の 名に こそ 君 を 待ち わたり つれ 

o おきつ 浪 たかしの 濱 沖つ 浪高 しに、 高 師の濱 を かけた。 「高師 の濱」 は 和 泉 國泉北 郡 (もと 大烏 郡) 高 石の 

海岸、 今^ 寺と いふ 處。 

大意 あの 沖つ 浪の 高い とい ふ 高 師の濱 の、 そこの 松の 名の 通りに サ、 自分 はと 5 から、 久しく 責方 をお 待ち 申 

して 居りました わ。 

1 私の 方で もお 待して ゐ たのです と應酬 し、 向 ふから 「なく たづの たづね くれ ぱぞ」 といって きたの を 受けて、 

こちら も 「高師 の 濱の濱 松の」 と、 疊 音の 巧 を 鬪 はせ たの は、 時に 取っての 興が ある。 作者 は 流石に 老手で ある。 


松 を 待つ に 取り成す こと は、 うるさい 程頹 例が お ほい。 「こそ」 が 輕ぃ川 法で ある ことに も 注意 するがよい。 

この 歌、 拾 這 枭雜戀 に 再出した のに は、 詞書 「和 泉の 國に恃 りけ る 程に、 忠^の 朝臣 大和より おくれる 返し」 と 

ある。 けれども、 上なる 忠房の 歌に 「尋ね くれば ぞ」 と あるから、 却って 亊資. か 相^す る。 

難 波に まかれり ける 時よ める 

難波^お ふ る 玉藻 を かりそめ の 海 士とぞ 我れ はなり ぬ ベ ら な る 

i o 玉藻 を かりそめの 玉藻 を 刈りに、 假初を かけた。 

大意 たまく 京地から 來て、 この 難波潟の 風^ を：^ れば、 さてく 珍しく 面白くて、 歸る こと も 忘れて、 お 分 

玉藻 を 刈る 海. H にサ、 自分 はなって しま ひさう だ わ。 

in 面白さに 長居され る を、 「海人に なりぬ ベら なり」 と 誇張した の を、 巧手と する。 然し 萬^ 柒に、 

あら 拷の藤 江の 浦に す  >  き 釣る 海. H とかみら む 旅 ゆく 我れ を (卷 三) 

うち 麻 を麻績 のお ほ^ あまなれ や いらごが 島の 玉藻 刈り をす (卷 一 ) 

などから、 胚胎して きた ものである 事は爭 はれない。 「かりそめの」 の 一句、 分別に 著して 面白味 を 殺ぐ。 

上句、 六帖^ 本に 生の 浦に おふる 玉藻の かりそめ にと ある は、 木 文のに 劣って ゐる： 

あ ひ 知れり ける 人 の、 住 吉 に ま う で け る に、 よ みて つか は 

しける にに r^.^-.£4  ，ジみ ふの たビ みね 

雜, 上  バ九ー 
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住 吉とぁ ま は つ ぐ と も 長 居 す な ひ と わ す れ 草 お ふ と い ふ な り 

mo 住吉 地名の 住吉 に、 住み 好し の 意 を 寄せた： 0 人 わすれ 草 /、を 忘る に、 わすれ 草 を かけた。 『わすれ 

草 ーは戀 五 「わすれ 草 種と らまし を」 の條に *s 出。 

大意 貴方が 住吉に 行か. 4ぉ講ち、 「所の 名の 通りに 住みよ ぃ處 である」 と 海士は 申さ ラ とも * 必す 長居 をな さ 

いますな、 あの 住吉の 岸に は、 人 を 忘れる とい ふ 名の 忘 草が、 生えて 居る とい ふこと です わ" 

m « 分 早く 戾り耠 への 餘 意が ある" 「相 知れり ける 人 一は 必す戀 人で ある。 その 住 吉の碑 ii、 お 初の 旅ながら、 

R 光明 P で 長居し さうな 處がら なので、 ふと 考へ ると • 處の 名が 住みよ し • 生え マる る 草が 忘 草、 さあ 心； K に 

なって s ら ない。 で 「長居すな」 とい ひやった。 「人 一は 大ゃラ にいって 自分 を 含めた 例の 辭橒 である。 「人 わす 

れ荜」 は 一 寸 面白い が、 この 作者の はじめた 造語で も あるまい 。旣に 萬 葉に も 、戀 わすれ 貝が あり、 この 集墨滅 

の 歌に も、 戀 わすれ 草と 詠んだ 貫 之の が あら： 

難 S へ ま か り け る 時-た み の V 島 に て、 雨 に あ ひ て よ め る 

つら ゆき 

雨に よりたみ の 、島 をけ ふゆけば なに は 隱れぬ 物に ぞ ありけ る 

io たみの  > 島 上に 旣出 oo なに は 名に はに •  た.： 

大意 雨が^る によって、 蓑と いふ 名 を あてに して， この 難 波の たみの ゝ島を 今日 行く と、 やはり 雨に 達れ てし 

まった、 存外に 名に は 身 &BG 匿れ ぬ も G でサ あった わい： 


讕 俄雨に 遇って 立ち寄つ 所が 「44 みの、 島」 なので， 「名に は隱れ ぬ 一 と 大發見 をした やうに いった C 「本の 句 

は 雨 の 降る により 丁、 もしゃと わざと ffl 蓑に 行きた る さまに 構へ なせり」 と • 景樹の 解いた 如くで， ある。 00 

の 仕 立 を 基 想と した かう したよみ 口 は、 自分 は あまり 感心し ない 0 

三 句 * 顯 本に-、 二 ゆけ どと ある：； は、 意 は 聞え 易い-か、 本文の 方に 含 害が ある- - 

法 皇 * 西 ^'にお はしましたり け る 日、 - つ ろ洲 に 立 てり 一とい 

ふこと を 題 に て、 よ ま せ ^ ひける 

あ し た づ の 立 て る 河 ベ を 吹く 風に 寄 せ て 返らぬ 沒 かと ぞ 見 る  ， 

1 0 法皇 西川丄 云々 「法皇 一は 宇多の 上皇： 一 西 川 一に 丈壻^ g  二と： 京都より 西に f  03 でい ふ： 一 つる 州 二 

立てり 一は、 鶴 立， 洲 G 漢字 題 を 譯 した G である： S 本紀 略に、 一延 喜 七 年 九 0: 十一 日、 天皇 あ 二 大^え 二と^ え 

て • その 前 曰に、 一 法皇 召 二 义人； 賦ニ 眺望 九； 一 f, 一詩- 一と ある 0 鹬直 灣は 纖 望の SS  I つで あらう" 序文 tt 貧 之 • 

歌人 はこの 序 者 • 及びお «!• 是酺 • 飄基等 であった 0  0 河べ を 可邊? ^を： 

大， あれ は 白い 接の 立って 居る 河邊 である も g を、 自分 はつ いして は、 吹く & につけて 寄 さ， こま、， 返ら P こ 

る る鳇 かと ♦ 思 ふわ" 

■ 色相 上の 專想 から 浪を點 出し • その h かぬ さま を 1* 曲に 敍 して *  R? て か へらぬ. 一の 巧， i へ. UC  |4»す比 

お， r かぬ 波が 世に あるかと 見 れば 鶴の るた のであった とい ふこと を sg したので ある。 謹を 上手に こなした 

も^である o 

S  ,3 上  八 九 三 
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この 歌 は 延喜七 年の 作 だから、 この 集奏進 後の ものである。 

f  中務 のみこの 家の 池 に、 舟 をつ くりて おろし はじめて. 遊 

びけ る 曰、 法皇 • 御覽 じに おはしました りけ り.。 夕 さりつ 方、 

か へりお はし まさむ としけ る 折 に、 よ みて 奉りけ る 

伊  勢 

水のう へ に 浮べ る 舟の 君なら ば こ 、 ぞ とまりと いはまし もの を 

1 o 中務 のみこ 云々 中務卿 親王の 家のお 池に 舟 を 造って 初 進水 を やって、 遊 宴の あった 日、 御 父 宇多 法皇が 

，てれ を 叙覽に 御幸が あり、 夕方 御 還 幸な さらう とする 折に、 詠んで 法皇に 奉った 歌との 意。 「中務 の 親王」 は 宇 

多 法皇の 御子で、 玉光宫 とい はれた 敦慶 親王で あらう。 この 親王 は 延長 八 年 二月に 四十 四 歳で 薨 せられた。 そ 

れ から 逆算す ると、 延 喜の 初年 頃 は 十七 八 歳で おありな さる。 元服な さると すぐに 中務 卿に 任ぜられ、 のち 御 

弟敦實 親王に 中務 卿を讓 つて、 式部 卿に 轉任 なされた。 中務卿 時代に まう けた 御 女 を 中 務と稱 して、 名 譽の歌 

人で ある。 諸 註こゝ を敦實 親王と したの は 差って ゐる。 敦實 親王 は、 この 集 撰 進 後の 延真七 年に 元服な され、 

尊いで 中務 卿と なられた ので、 この 時 はま だ小兒 であられた。 「おろし はじめて」 は 新造の 舟 を 始めて 進水す る 

こと 。「遊び」 は 例の 管絃の 遊。 0 とまり 舟 泊。 

大意 水の 上に 浮いて 居る、 今日お 召に なった 舟が、 もし 法皇 樣で あるならば、 「こ、 がその 泊 所であります」 と 


申し 上 ゆて お留め 申さう もの を、 舟で ない 法皇 樣に は、 さやう にも 申し 上 ゆられす、 お留め 申さぬ ことが 殘多 

いこと に 存じ 上 ゆます。 

1 r 舟の 君なら ば」 といった 空中 樓閣、 幻 化の 手段 は 頗る 妙で ある。 作者 伊勢 は中務 のおの 母 だから、 この頃 は 

欤^ 親王の 妻で、 亭主 方と して、 法皇の 御 駕を迎 へ 奉った もの か。 さて は 法皇との 關保 は、 すでに 絕 えて ゐた 

ものと 看做される。 物の 音名 殘 おもしろく 池の 中島に 響き、 ま 新しい 朱の そ ほ 舟は乘 りす てられて、 汀の 波に 

た V よってる る。 送 仕う まつる と、 御 車の ほとりに 侍 ふ 一 雙 玉の 如き 人、 御 心 ゆきて 笑まし ゆに^お こせ 給 

ふ 法皇の 御顔、 それらが すべて 夕 蔭に 榮ぇ たこの 時の 情景 は、 忍 ひやって さへ 限りなく おもしろい。 況ゃ 「こ 

こぞと まりと」 と 名殘を 惜んだ この 三十 一 字が、 今日の 掉 尾の 興 を 添へ たで はない か。 

こ S 耿 及び 上の 歌の 詞 書に、 「法皇 云々」 と あるの が、 他の 例に 差って るるの を 訝って、 廣 蔭が、 後人の 甞入 だら 

うと 捣定 したの は、 却ってよ くない C それ は 宇多 帝 御 在位 中に か、 つた もの は、 「寬 平の 御 時」 と 書き、 御讓位 

後に かゝる もの ゝ うち、 御 出家 後の は、 「法皇」 とのみ 書いた ので ある。 史 によると 、「この 帝 御 譲位の 後、 朱 雀 

院太上 天皇と 稱 せられ、 昌泰ー 一年 太 上 天皇の 尊 號を辭 して、 軍に 朱雀院 とのみ 稱せ むこと を 請 ひ 給 ひし かど も、 

醍蝴 帝き かせ 給 は ざり しかば、 これより、 法皇と 申す」 と ある。 この 集の 詞 書の 書體は 正に これに 符合す る C そ 

の 差別の 嚴な ことが 知られる。 なほ 同じ 人の 作 を、 一 は良岑 宗¥、 一  は 僭 正：：！ |昭 と^き わけて あるのと 同じい。 

唐 琴と いふと ころに てよ める  眞 せい 法師 

都 ま で ひ ぐき かよ へ るから こと は 波の 緖 すげ て 風ぞ ひきけ る 

雜欲上  ！メプ 3 
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Iffl  0 唐 琴 備 前の 國の 名所で、 船 どまり である o 0 す ゆて 附 けての 音轉。 

大意 京まで 名の 響いて 聞え てるる 唐 琴の 浦 は、 どうして さう 響いた かと 見れば、 波の 緖 をす ゆて、 風が サ彈ぃ 

て 音 をた てるのであった わい。 

1 これ は 無理の ない こと、 人間業で ないから の餘 意が ある。 「唐 琴」 の名稱 から 「響かよ へる」 とい ひ、 さて、 波 

の緖に 風の 彈 手の 空想 を 案出した の は、 恰も 春蠶 が絲を 吐く やうで ある。 只 その 緣語 にから まれて、 狂歌め い 

てるる のが 飽き 足らない。 


四 句、 六帖に 波の 锗 よりて と ある o 

布引の 瀧に てよ める  在 原 行 平 朝臣 

J きちら す 瀧の 白玉 ひろ ひお きて 世のう き 時の 淚にぞ かる 

1 o 布引の 瀧 攝 津國、 今の 神 戸市の 北端、 布引 山の 半 腹に ある。 雄 瀧 十五 丈、 雌 瀧 七 丈餘。 伊勢 物語に は、 

「この 山の 上に ありと いふ 布引の 瀧 見に の ほらむ とい ひ、 の ほりて 見る に、 その 瀧 物より ことなり。 高さ 二十 

丈、 廣さ五 丈ば かりなる 石の 面に、 白 絹 岩 を 包めら む やうに なむ ありけ る。 さる 瀧の かみに、 藁 蓋の 大 さして 

セゥカ ウジ 

さし 出た る 石 あり。 その 石のう へに 走り か/ v る は、 小柑子 栗の 大 さに てこ ほれ 落つ」 と ある。 

大意 丁度 緖に つないで ある 玉 を 引きし ごいて 撒き ちらす やうな、 この 瀧の 水玉 を 拾って おいて、 世の中の 薆ぃ 

時節の 自分の 淚 にサ、 借りて つか はう わ。 

1 百^の 素 練 絶壁に 翻って、 大珠 小珠を 瑠璃 盆に 跳ら せる。 今 こそ この 絕景 に對 して、 暫時 慰んで るるが、 自 


分 はもと く 胸中に 萬 斛の愁 を 抱いて、 世の 憂さに 淚も盡 きて しま ひさう に、 常 は 泣いて るる 者 だから、 幸 ひ 

この 瀧の 水玉 を 淚に拜 借し ますと いふ。 封 象の 肚快 なのに も關ら す、 こんな 感傷的な^ 痴をこ ほす、 作者の 心 

境に は、 よほど 入り組んだ 事情が あるに 違 ひない。 抑 も 作者が この 布引に 來 たの は、 下に、 rffl 村の 御 時に、 事 

にあたり て、 律の 國の須 磨と いふと ころに 籠り 侍りけ るに」 と ある 時の 事で、 須 磨から あまり 遠く もない 同じ 

國の內 の 名所 だから、 排悶 かたぐ の遊覽 かと も 思 はれる。 四 句 は 豫定の 語で、 「ひろ ひお き」 と あるに その 意 

が相應 する。 すると 結句 はからむ と未來 にい ふべき を、 「かる」 と 現在に したの は、 强く 確かにい ひ 詰めた もの 

である。 卽ち 釗那の 現在 は 憂 思 を 忘れて ゐ られる 趣が 喑 映して ゐる。 

布引の 瀧の もとに て、 人 々あつまり て、 歌 詠みけ る 時に よ 

める  なり ひらの 朝臣 

ぬき？ ^るム こ そ あるら し 白玉の まなく も 散る か 袖の せ、 まきに 

1 0 散る か 「か」 は 欽辭。 

大意 誰ぞ槃 いで ある 緒から 拔 いて、 ばらく に 散らす 人が サ あるら しい わ、 このま ぁ狹ぃ 袖に 包まれ もせぬ 

程、 うつくしい 白玉が 絕間 なしに まあ、 散り か/' る 事よ。 

ii 例の 玉の緒の こき 散らし. 著 想に 珍し ゆ もない が、 「ぬき 亂る」 人を捉 へたの は、 咭に 取っての 思 ひっき か。 

詞甞も その 心して、 「人々 あつまりて」 の 一句 を 加へ て、 上の 歌のと わかって ある： 瀧の しぶき 面を撲 つて、 衣 

沾 ふあたりの 耿 まとる、 興に 乘 じて は、 同行者に そんな わるさす る戲 者がない とも 限らない といった 調子- 

雜 丄  八 九 七 
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その 如何に 打ち解けて 遊び 耽った か V 想 ひ やられる。 伊勢 物語に この 歌を揭 ゆて 、「かたへの 人、 笑 ふこと にや 

ありけ む」 と 注した の は、 正に この 意 を 得て 書いた ものである。 「袖の せば きに」 の 一 語 は、 「まなく も 散る」 白 

玉の 夥しい 事 を 反映す る。 景樹 は、 勢 語に、 作者の 兄 行 平 も 同伴した と あるの を 見て、 上の 行 平の 歌 を も 同時 

の 詠と し、 この 詞書を 後人の 書 入と いひ、 殊に その 說を 立てる 爲に、 「人々 あつまりて」 を、 無用 だとまで 論じ 

たの は、 歌の 趣 を 無視した る說 である。 何も 同時の 詠と すべき 確證 もな く、 また その 必要 も 見ない。 彼れ これ 

更に 相 涉らぬ 事と 見て よい。 

六帖 に、 四 句 間な くも ふる か、 結句 せば さに， と ある、 いづれ も わるい。 

よし野の 瀧 を 見て よめる  承 均 法師 

たが 爲に ひきて 哂 せる 布 なれ や 世 をへ て 見れ どと る 人 もな き 

1 0 よし野の 瀧 萬 葉 集に、 「鮎 はしる 吉 野の 瀧」 など 詠んで、 士 n 野 河の 早瀨 となって 落ちた ぎつ 處 である。 多 

分宮の 瀧で あらう。 

大意 誰れ の 著 物にする 爲 にと 云って、 引っ張って ほして ある、 あの 布で あれば かして、 年月へ て 久しく 見る け 

れ ども、 いまだに その ま、 で、 別に 取り入れる 人 も 無い わ。 

1 不^議なる ことよの 餘 意が ある。 瀑布の 語 すらあって、 瀧と 布と は 珍しくない 比喩 だが、 これ は 更に 一 曆の 

趣向 を 立て、、 何年 經 つても 晒しば なし は を かしい、 一 體 誰れ の 使 料 かと 訝った のが、 この 趣向で ある G 

六帖 に、 1 一句 かけ て^ぜ To 、 結句^:^ と ある。 季吟 の抄に は、 結句と る 人.^^, ぎと ある 。「かけて は垂 


水の さま なれば、 吉 野の 瀧に はかな はす」 と景樹 のい つたの はよ い。 又、 結句 は 六帖の も、 杪の も、 本文のに 劣 

つて ゐる o 

• 題 しらず  神たい 法師 ： 

沾 瀧の 瀨々 のしら いとくり ためて 山 わけ 衣お りてき まし を 

1 01 水の 淸ぃ 瀧つ 瀨。 その 固有名詞に なった もので は、 山城 萵雄山 S まの 淸 ；1 川が^ も 有名で ある。 o 

山 わけ 衣 山 も わけ 行く 時の 衣。 殊に 山 ごもり する 僧、 叉 は隱士 などの 服 をい ふ。 

大意 , 〕 の淸 瀧の 瀨々 の 水 は、 宛 も. HI ぃ絲の やうで あるが、 、 一れ を澤山 繰りた めて、 山 わけ 衣 を 蛾って 著よう も 

の をサ、 さう もなら ぬのが 惜しい 事よ。 

ia 作者の 身上 相 常の 構想で ある。 瀧の 絲の 混喩 から 山 わけ 衣 を 織り出した 巧 は、 例の 弄 語に 屬す るが、 後人み 

だり にこれ を 踏 して 隊腐 となった。 

龍 に まう で て、 瀧 の もとにて よめる  伊  勢 

たちぬ はぬ 衣き し 人 もな きもの をな に 山 姬の布 さら すらむ 

1 0 龍 門に 云々 龍 門 は 大和 國吉野 郡なる 龍 門 山の 龍 門 寺で ある。 山 は 高さ 三千 一 一 百餘 X、 一 一條の^ 布が ある。 

一 を 龍 門 G 湿、 一 を 白お の ji とい ふ。 いづれ も 高さ 三 丈、 濶さ三 X ばかり、. 寺 は 今 は 返^して、 跡 かた もない。 

,ぶっ 扶桑 略記に、" り .，  * い，.： かん frfc^^l ん 尊： ^つ. 
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古老^、 本朝 往年、 あ- 1 三人 仙； 飛 n 龍 門 寺 T 所：， 謂大伴 仙、 安曇 仙、 久米仙 也、 有 i 無い 舍、 餘兩仙 室、 今 

猶在、 云々。 

懷風 藻に 葛 野 王 遊 龍 門 山 一 絕、 

クテ マプ  二  ク^  ノ  ，\ ゾテ  Z ヲ  へテヌ ラン  二 

^レ駕 遊， 1 山水 T 長 忘 冠 冕 情、 安 得 二王 喬道 7 控レ鷂 入 二 蓬洲？ 

など 見えて、 龍 門に 仙人の 住んだ 傳說 があった ので ある。 0 たちぬ はぬ 衣き し 人 仙人 をい ふ。 天衣無縫 など 

いって、 仙人の 衣 は、 裁ち も 縫 ひもす る 必要がない さう である。 0 山姬 山 を 守る 女神。 

大葸 裁縫の いらぬ 著 物 を 著た 仙人 も、 今 は 居 もせぬ のに、 何の 爲に 山姬 が、 あの やうに、 布を哂 すので あらう 

、ぞ、 不思議な C 

0 垂水， 0. 瀧つ 瀕を 布と 見立てる こと は、 套 語で 何の 奇 もない。 それ を 基礎と して は、 いかに 構想 を 逞しく して 

も、 徒に 纖 巧に 流れる だけで、 詩 味 はいよ く 索然と する。 この わたりの 作者 達 は 皆 語 言の 末 をお ふに 急がし 

くて、 かの 自然の 大觀を 忘れて ゐ る。 銀河の 九天より 落つ る李靑 蓬が 胸 吐 はとても く。 しかし この 歌の 仙 衣 

を さらす を、 山姬の 仕業と した 詩的 空想、 「なに 山姬 の」 といった 一 番の譏 笑、 一 寸 面白い 點も ある C 龍 門 寺に 

詣 でた 懷 古の 作と して、 その 體を 得て るる。 

朱雀院 のみ か ど、 布 引の 瀧 御覽ぜ むと て、 ふ む 月の なぬか 

の 日お はしまして ありけ る 時 に、 さ ぶら ふ 人々 に、 歌 よ ま 

せ 給 ひける によめ る  たちばなの なが もり 


ぬしなくて さらせる 布 を 棚 機に わが 心と やけ ふ はか さまし 

1 0 朱 雀 院の みかど 云々 これ は 宇多 上皇が、 大に遊 幸せ させ 袷 ひし 昌泰 元年、 一 一年の 間の 出來 事で あらう。 

0 棚 機 例の 織女星の こと。 なほ、 秋 上 「あまの 川 紅葉 を 橋に」 の條參 看。 

大意 主な しに 晒して ある あの 白 布 を； 織女に 自分 だけの 取 計 ひで、 借され る ものなら ば、 外の 日 は ともかく、 

七タの 今日は さう かしら。 

^  II 女に 貸さう とい ふ 想 は 詩的で あるが、 これ は 七夕 祭に 物 を 手 向く るに いふ 銮 語で、 作者の 新^で はない。 

ロハ、 主な き 瀑の布 を、 け ふの 祭に 取り合 はせ た 機才が 認められる だけで ある。 

ひえの 山なる おと はの 瀧 をみ てよ める  た に み ね 

おちた ぎつ 擺の みなかみ 年つ もり 老いに けらし な 黑き资 なし 

1 0 ひえの 山なる 云々 山 科の 音 羽 瀧と 區別 する 爲に、 「比 叙の 山なる」 と 冠せ た。 空穗 物語に 「住み わたりけ 

る處 は、 その あたり は 比 叙の 坂 本 小 野 わたり、 音 羽 川 近くて、 瀧の 音 水の 聲 あはれ に 聞 ゆる 處 なり」 と ある 瀧 

の 音 は、 この 音 羽の 瀧で あらう。 六帖 及び 源 語に、 小 野 山に、 音な しの 瀧 をよ み 合 はせ て ある C  0 おちた ぎつ 

水の^ち てたざる こと。 

大意 た ざって 落ちる、 この 瀧の 水上が 久しくな つて、 年寄って しまった さうな、 見ろ ところ 白髮 ばかりで、 黑 

い^は 一 筋 も 無い わ C 

^ 水の 白 瀧 を擬、 して 年寄った せる で、 白髮 ばかり だとい ふ C 元來、 國耿 に擬、 を 運用す る こと は 少ない から 
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耳 なれぬ 心地から は、 俳諧に 近く 思 はれさう である。 初 二 句の 聲調 はよ ろしい が、 これ は 萬 葉に いくら も兒ぇ 

て、 一種の 成語で ある。 只、 全體の 調の 勁 健な の を、 この 特色と する。 「水上」 に 皆髮を かけた とする は、 この 

歌 を 俗 了す る ものである。 

三 句、 打聽 本に 51- をへ てと ある は- 語調が や 、よわい。 

おなじ 攏を よめる  >  つね 

風 ふけ ど處 もさらぬ 白雲 は 世 をへ てお つる 水に ぞ ありけ る 

1 0 さらぬ 去らぬ。 

大意 風が 吹け ども、 同じ 所 を 去らす にる る あの 白雪 は、 不思議の 事と よくく 見れば、 昔から 落ちる 瀧の 水で 

. サ あった わい。 

1 忠岑， 躬 恒の兩 歌仙の 歌に よって 想 ふに、 この 音 羽の 瀧 は 山腹の 木繁き あたりに、 白 泡す： ちて おちる 溪 流で 

あらう。 この 二 首、 同時の 詠 か 否か は 明らかで ない。 

結句、 六帖に ITy^l:^, と ある。 

田 村の 御 時 に、 女 房の さ ぶら ひに て、 御 屛 風の 繪御覽 じけ 

るに、 「瀧 おちたり ける ところ 面白 し、 こ れを 題に て、 歌 よ め」 

と、 さ ぶら ふ 人に 仰せられければ よめる  三 條 の 町 


甲ん せく こ 、ろのう ちの 擺 なれ やおつ と は 見れ ど 音の きこえぬ 

1 0 田 村の 御 時に 云々 文德 帝の 御世に 女房 達の 侍 所で、 そこに 立て、 ある 御屛 風の 繪を 御覽 遊ばされ たはに 

この 瀧の 流れ 落ちる 處が 面白い、 これ を 題に して 歌 を 詠めと、 おそば の 人々 に 仰せられ たので 詠んだ 歌との 意。 

「田 村の 御 時」 は文德 帝の 御 時で、 この 帝の 陵が 山城 國葛野 郡 田邑鄉 にある ので. &す。 おのさ ぶら ひ」 は 女房 

達の 詰 所で、 卽も^ 盤 所の こと、 淸涼 殿中、 朝餉の 問の 南、 鬼の 間の 北に ある。 0 忍 こゝは 名お： 

大意 人が 物 m 心 を：^ へて 居る 心のう ち は、 音 こそしない-か、 瀧の やうに^ きかへ る 物で あるが、 こ の給 の 11 は、 

その 心の 內の 瀧で あれば かして、 落ちる と は 兄え ながら、 一 向に 音が 聞えぬ わ。 

顯 输の 瀧に 音が しない、 これが 著 想の 起點 になって るる。 水 はせ くと 瀧 を 成す、 戀の心 を 瀧に よそへ て 詠みな 

す こと は、 古耿 にも 集中に も、 例が 多い。 た V これ は 心のう ちの 瀧の 隱喩を 一 ふしと する。 题蕺の 詠 は 自然 過 

巧になる のが 普通 だが、 これ は 又 「思せ く」 の 「心のう ちの 瀧」 のと、 何 か 作者 自身の 欝悒 の愦を 託し も の 、やう 

に 問 かれる。 某然 この 作者 は 更衣であった。 それで 帝 を 思慕し 奉る 情の 切な さ を、 折よ しと 題 鼓に 託して ほの 

めかした ものである。 

屛 風の 紛 なる 花 をよ める  つら ゆき 

^きそめ し 時よりの ち はう ち はへ て 世 は 春 なれ や 色の 常なる 

■  0 うち はへ て 打ち 延 へて 。時の 長く  ig  く をい ふ。 

大意 唤き はじめた^ から^ は、：.； くう ち 給いて、 世の中 はいつ も 春で あれば かして、 この 花 は 色が 常住お なじ 
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事で ある わ C 

1 屛裏 常に 春風 を藏 する の 詩 味で あるが、 措 辭がゃ ニ儿漫 である。 縫に ゅづ つて、 花の 字 を 着けない。 「色の，： 

は題鲞 として は 必要な 文字と 思 はれる。 いづれ その 畫は 極彩色の 花が 模樣の やうに 描が かれて あったらう。 

屛 風の 繪 によみ あはせ てかきけ る  坂 上 これのり 

かりて ほす 山 田の 稻 のこき たれて なき こそ 渡れ 秋のう ければ 

i  o 繪 によみ あはせ て 繪の 趣に 歌 をよ みあ はせ ての 意。 卽 ち畫讃 である c  0 こき たれて 戀三 「あけぬ とて 

か へ る 道に は」 の 條に旣 出。 

大意 この 繪 にかいて ある やうに、 刈って は ほす 山 田の 稻を こきおろす やうに、 淚を はらく 流して、 雁の なく 

やうに 泣いて サ、 月日 を 送る わ、 秋が つらい によって サ。 

園 繪樣 は、 刈り ほした 稻塚 があって、 賤の 夫が 稻を こきおろす ところで、 空に は 雁が 列 を 成して、 鳴き 渡る さ 

まであった らう。 初 句 、「かりて」 に、 雁 をよ せて ある。 秋 上、 躬恒、 

うきこと を 思 ひつら ねて 雁が音の なき こそ 渡れ 秋のう ければ 

と 全く 同意ながら、 一 段理 趣に おちて、 措辭 も簡淨 でない。 


古今 和歌 集卷第 十八 

雜歌下 

題 しらず  よみ 人 しらず 

世の中 は 何 かつね なる 飛鳥 川き の ふの 淵ぞけ ふは瀨 になる 

1 0 飛 為川 冬 「きの ふとい ひけ ふと 募して」 の 條に旣 出。 

大意 飛 烏 川 を^れば、 咋ロ まで 淵であった 所が サ、 今日はもう 淺ぃ瀨 になる わ、 あの 川で さへ さう である、 世 

の 中で は 何が いつも 變らぬ 物 か、 いや 變らぬ 物と いふ は 無い わ。 

1 飛鳥 川 は 高 市 郡の 稻淵 山から 發 源して、 郡の 傾斜 地 を 貫流し、 大和 平原に 注ぐ。 しかも 甚しぃ IS 折 をな して 

るる。 だから！ 寸急 雨で も あると、 咋 日の 淵 は 今日の 瀨 であった。 殊に 飛鳥 朝廷 時代から、 火 和 人 は. この 川の 

案. 2： に^して、 その 變 化の 急激 を 意識して 居った と 思 はれる。 一 寸考 へる と 「きの ふけ ふ」 と 按排す ると、 必然 

に 明 n か 聯想され る S で、 それが ため 飛鳥 川が 點 出された やう だが、 それ は 本末 顚 倒の^で、 飛鳥 川が 地^的に 

不 常住な 的^ を^ W して るるので、 その 明日の 語 罂 からき の ふけ ふ を 聯想し、 I！ 瀨の變 化 を^ 合した ので ある コ 

初 二 句 は 主要の 總說 であり、 三 句 以下 は その 辉 說に屬 する。 もとより 世間 S 無常な こと は、 佛敎 のカ說 して ゐ 

る處 で、 丁 牛 凡な 思想で あるが、 飛^ 川 を 引例に した 解說 が、 この 拍 案の 妙 を 成した ので ある。 餘り 變轉 5 

雜咴下  九 〇 五 
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ない 物と、 誰れ も 思 ひすて ゝゐた 地 象に 屬 する 物 だけに、 餘 計に さもと 諧 かされる。 「きの ふの 淵」 「ナ ふり J」、 

相對 的に 極端な 變 化が 意識され、 感慨が 强く 印象され る。 措辭奇 巧に 調は渾 然として、 浮 辭漫辭 は 一 つもな、。 

その 千古 人口に 膾炙され るの も 偶然で ない。 

廣 蔭が 「淵 瀨の變 らぬ喩 に 古馱に 詠まれた る 飛鳥 川す ら變る なれば」 と 解した の も 面白い が、 古歌 こさう 詠ん 

だ 例 を 見ない。 萬 葉を撿 すると、 山川で 瀨の 早い こと、 淀の ある こと、 玉藻の はえて るる こと、 蛙の 鳴く こと、 

身 そぎす る ことな どば かりが ある。 恐らく は 杜撰 だら、 フ o 

幾よ しも あら じ わが 身 を なぞ も かく 蟹の 刈る 藻に 思ひ亂 る、 

1 0 幾よ しも 「幾よ」 は 幾 世、 「し」 は 强辭、 「も」 は 歎辭。 o 刈る 藻に 刈る 藻&， ひに の 意。 

大意 いか 程 長生 すれば とて、 千年 萬 年 もはサ まあ あるまい と 思 ふこの 身で ある もの を、 なぜ まあ かう 海士の 

刈る 藻の 亂れる やうに、 とつお ひつ 思 ひ亂れ て苦勞 する ので ある ぞ。 

I 浮世 はま、 の 皮に せよ やの 餘 意が ある。 理窟 は 知りぬ いてる る。 感情 は 感情で 走って るる。 この 撞着が 「な 

ぞも かく」 と、 自分ながら 自烈 たく 思 はれる ので、 その 悶々 の 情 を 味 ふべき である。 人生 はもと よりいく ばく 

もない。 李 白が、 

-f?- ル •」 一.： シ  .1 シス レゾ スル ノ  H- 

處レ世 若- 1 大夢 f 胡爲 勞， 1 此生？ 

と、 その 想が ほ V 同じい 。蟹の 刈る 藻の 譬喩 は 器用で あるつ 二三の 句、 あら じと 田 わが 身^  をと あるべ 


きを 略いた。 謹、 今 は 幾ば くも ある まじき わが 身 をと 解いて、 はや 盛り 過き た 人の I とした。 p§ 

勝手な 柿 足 語で、 作意 を 曲解して るる。  . 

初 句、 新撰 六 帖には 1— くば^^と あり • 四 句、 六帖 に：^ と ある。 

ぎの くる 嶺の あさ 霧 はれず のみ 思 ひっきせ ぬ 世の中の うさ 

• 大意 雁の くる 時分の、 そ I の 朝霧 8? まやう に、 心が 晴れす に^り、 常住お も ひ S まぬ、 この 

世の中の S さよ。  ， 

I 初 一 一句 は 序で、 時節 sf あしらった ので ある。 想に おいて はき まり 切った 厭世 觀 では あるが、 IJn 

. 景 となって、 孟郯が 、「出， 門 皆 有， 礙、 誰 言 天地 寬 じの 如く、 饀 酸の 氣の 迫る にたへ ない： 

結句、 六帖 にう^; と ある。 

小 野 たかむらの 朝臣 

し 力し とて 背かれな くに 事し あれば まづ歎 かれぬ あなう 世の 巾 

EiO 背かれな くに 世 I れられ ぬのに。 0 世 S 中 の 下 r との 辭が略 かれて ある。 

大意 f であった とて、 ^捨てられ もせぬ のに、 何ぞ 事が サ あれば、 まつ 一番に、 あ i い 世の中. たと， 

r ^こ フ ヽ o 


^^こ f\  、  o 

ネ 》7 ォ，" 
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霤 こ、 も 矛 昏撞 f を极 つて ゐる。 こ A に悲觀 し、 こ、 に 厭世す る。 しかりと て 背かれな いつ 人間の、 や 弱さが 暴 

露され てるる。 流石の 野 狂 その 人 も、 境遇の 不平 は、 遂に この 凡人ら しい 愚痴に 堕ちた。 

六帖 に、 初 句 3, か ありと て、 四 句 g^^i と ある。 新撰 和歌に は、 結句^, れば 他の 中と あるが、 これ は 誤で あ 

らう o 

.  甲斐の 守に 侍りけ る 時、 京 へ まかり のぼりけ る 人に つ 

か i しける  をの K さ だき 

みやこ 人い かにと と は ど 山 高み はれぬ 雲ゐ にわぶ と 答へ よ 

no 京へ まかりの ほり 「まかる」 は 退出の 意で あるが、 この頃 は、 行く と 同意に 用 ひた。 

大意 もし 京の 人が、 自分の 事 を どうして 暮らして 居る と 尋ね 問うたならば、 「山が 高くて、 常住 雲の 晴れぬ や 

うに、 心 も はれぬ 遠い 國に 難儀して 居る」 と 答へ てく れい。 

Iffl 事に あたった さすら ひの 身で もない、 又、 住むべき 國 もとむ るので もない。 大君の 御 委任の ま、 に、 事 取り 

持つ 牧^の 宫 人で、 處 がらと はいへ、 餘 りに 女々 しいい ひ 草で あ 6。 高山の かひの 國、 當 時の 都人の 心地と し 

て は、 ほんに 島流しに でも 遭った やうな 氣も する だら うが、 實の處 は 同情 を 求める 狡獪 手段で、 わざと 旅愁 を 

誇張した に i ぎない。 下なる 行 平の 「わくら ばに とふ 人 あらば」 と 全く 同 一 の樣 式で ある。 どちら か 踏襲で あ 

ら、 rso 


文屋 の康秀 が、 三 河の ぞうにな り て、 「あが た 見に は、 え い で 

立 た じ や」 と いひ やれり ける か へ りごと によめ る 

小 野 小町 

わび ぬれば 身 をう き 草の根 をた えて 誘 ふ 水 あらば いなむ と ぞ思ふ 

1 0 文屋の 康秀が 云々 康秀が 三河橡 になって 赴任の 時、 小町に 「ffl 舍 見物に お出掛けなさい ません か」 と 誘 

つてき た その 返事に よんだ 歌との 意 or ぞう」 は橡 をい ふので、 國衙の 三等 官 である。 「あがた^」 は田舍 見 勿と 

ゝ  ァガ リク 

い ヱ こと。 「あがた」 は 上田の 略で、 田舍 にある 御料地 をい つたの が、 轉 つて 縣 主の 治める 地の 稱 となり、 又轉 

つて 地方 {R の任國 をい ひ、 更に 田 舍の稱 となった。 眞淵 いふ 「斑 田の 義」 と。 「えいで 立た じ や」 はよう 出掛け 

まい かどう かの 意。 

大意 ，s 分 は 今では ひどく 難儀に くらして、 身 を 憂いつ らいと 思って をる ので、 丁度 浮 草の根が きれて、.^ の ゆ 

く 力へ 誘 はれる やうに、 誰れ でも 誘って くれる 人が あるならば、 どちらへ なりと 往 かう とサ思 ひます わ。 

^ 良秀が 「田 舍兒 物に は」 といって きたの を 承け て、 田舍 見物 位の 洒落で はない、 誘 ふ 水 さへ あらば、 何處へ 

なりと も 注き 切 に^り ませう と 答へ た。 これ は 一 時の 辭 令で、 康秀の 好意に 對 する 挨拶で ある。 詞 のうへ にの 

み 泥んで、 ^に 出 舍住ひ を 希望す る ものと 速斷 して はならない。 又、 落花 流水の 風流 消息 ある ものと 忖度して 

もなら ない。 さはいへ 彼れ が當時 失意の 境遇に あった 事 は 勿論で ある。 春；.'、 

花の 色 は 移りに けりない たづら にわが 身 世に ふるなが めせし まに 

雜耿下  九 C 九 
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後撰雜 一 に、 定めた る 男 もなくて、 物 思 ひける 頃、 

蟹の すむ 浦 こぐ 舟の かぢ をな み 世 をう み 渡る われ ぞ 悲しき 

など を 思 ふに、 漸く 縮緬皺の 小鼻に 寄る に 驚き、 さて 生涯の 苦樂を 托すべき、 眞 面目な 戀瀕を 思はなかった 不 

覺に 想到して、 懷惱 煩悶に 堪 へなかった 折も折、 康秀が 誘 ふ 水に あった ものら しい。 本 居 内 遠か考 に、 當時康 

秀 五十 餘歳、 小町 三十 七 八 歳 だら うと ある。 身 世 如浮萍 で、 浮 草の 寄る 方ない 事 は 支那の 詩に こそよ くい ふが、 

わが 歌に は從來 なかった。 あまり 婦人が 漢舉 をせ ぬ 時代 だから、 恐らく 作者 獨自の 取材 だら う。 それに 誘 ふ 水 

の 比^ を 撮 合した 措辭 の巧慧 さ、 作者の 才 思が 見られる。 詩の 鄭 風に、 

蘀兮 蘀兮、 風 其 吹い 女、 叔兮 伯兮、 倡：. 予和 1 女。 

と、 全く その 體製を ひとしく して、 聯璧 の觀が ある。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

あはれ て ふこと こそうた て 世の中 を 思 ひ 離れぬ ほ だしな り けれ 

園 0 あはれ て ふこと あはれ とい ふ 言。 0 うたて 春 下 「散る と 見て あるべき もの を」 の 條に旣 出。 o ほ だし 

古語 ふ も だし C 馬の足 を 繋ぎと める 綱 をい ふ。 

大意 人が あ、 いとしい といって くれる 詞がサ 、この 憂い 世の中 を、 生憎に よう 思 ひ 切って すてられぬ、 覊 絆で 

あった わい。 

1 獸世觀 を. 赏！ 汀に うつらう と考 へて るる 折の 作で ある。 けれども いざと なると、 妻子 親 明な どの 懷 かしい 心 持 


を 思 ひ 出さす に はるら れぬ。 愛着 心 は 厭離の 妨 となる。 これ は 佛敎の 口頭 語で、 何でもない 想 だが、 「絆な り 

けれ」 の 譬喩が 多少の 詩 味 を徭曳 させる。 それ も 後世 あまりにい ひ舊 してし まった。 

新撰 和歌に は、 一 一句 ことこそう けれ、 結句^:^ と ある。 

〇 

あはれ て ふ 言 の 葉 ご と に おく 露 はむかし を こふる 旲 なりけ り 

大意 昔の事 を 思 ひ 出して、 あ、 と 歎く たび 母に、 淚がこ ほれる、 すると その あ > と いふ 言の^に、 ひとつく 

おく 露 は、 淚 であった わい。 

1  一 K の蕖 の^ 喩 から、 淚を 露に 取り成した 隱喩、 意 は 巧に、 詞 は簡淨 に、 調 纏で あるが、 つまり はお 首の 

末の もの か。 

.  〇 

世の中のう きも つらき も つげな くに まづ しるもの は^なり けり 

大意 I の 中の 薆 いこと も、 つらい こと も、 いって 聞かせ もせぬ のに まあ、 お 外に 一番に 知る も の は、 淚で 5 

P\ こ） v ゝ O 

i  S いにつけ、 つらい につけ、 先立って 涙が こ ほれる。 それ を淚が 「まづ 知る」 と 擬人した のが、 この 一 ふし 

である： 悠2的 な氣分 は 受け取れる が、 「つゆな くに」 は理 をい ひ 詰め 一」 面白味 を 殺ぐ。 しかし 告 けても 一向 司 
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if し 一 、く  r で i 人に 對 S  二み たば 一二って ぶい かも S れぬ" 

0 

よの 中 は 夢 かう つ -* かう つ 、とも 夢と もしらず ありて なければ 

大意 この 雷の 中 は 夢 か正眞 か， いや 正 具と も 夢と も 知られぬ わ、 とい ふの は， 世の中 はあって • しかもな いの 

J であるから サ a 

B  wtt 天台に いは ゆる 三 諺の 理 である。 萬 有の WST 有と 1« すれ-ぶ 5 つ ， であり • 無と 観 すれば 夢で ある。 有 

の 優醣 である， 無の 筌讅 でない 實相、 これが 中肇 である。 「現と も 夢と も 知らす」 は中讅 をい つた もので あ も。 

この 異 如の 妙餹を 三十 一字に 富し 得た の を、 作者の 技 « とする： 初 二 句 は自！ T 三 句 以下 は自 答で * 「ありて な 

ければ I  0 一  句掉 尾^ 傺句 である。 «句 まじりの H 段 切の 中に、 康 蒼 法と 反！？ 法と を 用 ひて、 ii 調の！ B 雠 をた 

もち、 St に IES を 反復 させて、 聲謂 の 和 證 を はかった など， 作者 苦心のと、 一ろ であらう コ 

〇 

世の中に い づ ら わが 身の あり て な し 哀れと や い ，に む あ た う と 么 い は む 

大意 この 世の中に， どれ どこに わが 身が ある ぞ， 今日明日に も 死なう も 知れねば • あってない も G である、 さ 

れば あ、 *1 しいと いは ラか、 あ >w いとい はラ か： 

■I 手々 凡々 の 無常 IB で • 一向 冴えない。 四 段 切の W 句 仕 立で， 下句、 K 型の 語 を 反復した うへ に， ハの顕 親 を 


押した のが、 一 寸 異色で ある。 

山里 は 物の 寂しき 事 こ そ あれ 世のう きょり： ij  a みよ かり ナり 

0 寂しき 事、 ) そ あれ 寂し い 事、 〕 そ あしく あれの 畧： 

大意 山家 は； W さびしい 事 こそ わるい が、 それでも 世の中の 憂いのより は， 存外に 住みよ い 事で ある わ い： 

■I 塵界に るる 人の 想像 を 裏切った 宣言で ある 0 境 は 卽ち心 を 移す、 人生 G 行路に 蹉跌し、 世 をす て 世に すてに 

れて. 山里に 思 ひ 入った 時、 卽ち この 感じが あるで あらう-」 山里 G 缺點は 寂しい： 浮 S の缺點 はう いつ-: V- 

相對 的に 比较 して. 圑扇 ふ-山里に 擧けて 見せた： 

六！ W 小町 集に、 一 一句 衝 の わびしき と あるの を •「 しまりて 優れり」 と景樹 はいった が、 ラな づき 雄 .: この 作 

者 は 山里が わびしい ので はない ので、 顔る 安住して るる 0 但し ひて 疵を 穴-ぐって 寂しい といった まで だ 0 又、 

朗詠に 物 さびし かる 事 は あれ どと ある は 拙い。 

こ れ た かの みこ 

白 雲 の た え ず た な び く 嶺 にだに すめば 住みぬ る 世： こ そ あ りナ L 

大意 雪の 不斷 たなびく 萵 山の 峰で さへ、 住めば かう し 丁 住んで 居られる 世の中で サ あったり V- 不思嚷 ： も 
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1 この 親王の 御 事に 就いては、 旣に春 上 「世の中に たえて 櫻の なかり せば」 の條 下に、 委しい 說明 をして おい 

一 たから 參 照され たい。 失意の 極 遂に 出家して、 山城 國 愛宕 郡 小 野 山に 住ま はれた。 場 處は歆 山の 西 山で 麓の 村 

は大原 村で ある。 都から 三 里 半 高 野 川の 上流で、 それ はく 寂しい 白雪の たなびく 峯 である。 伊勢 物語に、 

\  む 月に 拜み 奉らむ とて まう でた るに、 比敫の 山の 麓 なれば、 雪い と 高し。 しひて 御室に まう でて 拜み 奉る に、 

\  つれ といと 物悲しくて おはし ましければ、 や A 久しく 侍 ひて、 いにしへの 事な ど 聞え させけ り。 

と は、 この間の ことで ある。 金 殿 玉樓 にの み 起臥 させられた 御 心地に、 はじめは 住み 遂ゆ 難く 思し 召された 山 

住で あつたが、 自然の 成 行に 抗 しかねて、 そこに あきらめが 湧いた やうな お 歌で、 御 心の中 を 察する と、 賨に 

畏くも 悲しい 。「住めば 住みぬ る」 の 同 語の 反復、 わが 行^ を 間接に われと 讚欵 したので， 沈痛の 意が 深まる。 

六帖に は、 よみ 人 しらすと ある。 四 句、 古本 莨 之 集に は 住めば すまる 、と ある。 

ふるの いまみ ち 

一 しりに けむき、 て も 厭へ 世の中 は浪 のさ わぎに 風ぞ しくめる 

； 0  0 しくめる 「しく」 は頻 りの 意の 動詞。 

大意 これ 世間の 人達よ、 もう 知って しまって 居る であらう、 もし 知らす ば、 今 自分が いふ こと を 聞いて なりと 

も、 この 世 を 厭って 捨て、 しまいなさい、 この 世の中 は、 丁度 海なら ば 浪の騷 がしく、 風が サ吹 きかけ くす 

>  る やうな ものと 見えた わい。 

0 法 華 經の偈 文、 


三界 無 i 安， 猶如 n 火宅；' 衆 苦 充^" 怖 田 や 

の 意 をのべ た。 下句 は、 古物 語な どに、 疫病な どで 人の 數多 死ぬ る を、 「世の中 騒がしき ぬ」 あいたと g で、 

. 無常迅速の 物 安から ぬ 貌を、 浪の 立ち騒ぎ、 風の 吹きし きる に， た。 風が 吹いて、 浪の 騒-くと い.， ヌき 

だけれ ど、 …は それに 拘 はらす、 た.、 關 聯 した 事 項を 排對 した 嚣 である。 「知りに けむ」 「聞きても」 と 浮 

法 を ffl ひた こと は、 i^n の 意 を强く 印象させる 筆法で、 迷夢 を 打破す るに 必須な 表現で ある。 

そせい 

い つくに か 世 をば K はむ 心 こそ 野に も 山に もま ど ふ ベら なれ 

大意 どちらの 方へ、 この 世？ 注 かう か、 この 心と いふ ものが サ、 野に 住っても、 山に 入っても、 やはり 

惑 ひさ、 7 な 樣子だ わい。 

1 我ながら わが 心に は、 愛想の つきた， かなの 餘^ が ある。 作者が 桑門の 人 だけに、 その 迷 F" の^に 彷^す ろ 

苦悩が、 しみぐ と 同情され る。 人間ば なれの した 坊さんの 方が、 却って 春で ない 事が 多い。 f  J にいよ 

ゆる、 一 三界 唯 一 心、 心外 無 別法」 i は、 かく 5 示された。 四 句 は、 野 ざ：， 山 ざ：. の 意 だが、 や、 明お 

を^く. か、 かう した 辭樣 はま さに 存在して るる。 

§ 下の 古本に、 初 句 1 づ こに^と ある o 

よみ 人 しらず 

世の中 は^ょり や はう かりけ む わが 身 ひとつの 爲 になれ るか 
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■  0 や は 「や.」 は 疑辭、 「は」 は 添辭。 

大意 世の中 は 昔から この 通りに まあ、 憂いので あつたで あらう か、 それとも 又 自分の 身 ひとりの 爲に、 この や 

うに薆 い 世の中に なって あるので あらう か。 

i  r わが 身 ひとつの 爲」 とい ふこと は絕對 にない 事な の を、 しかも 疑って、 兩端を 叩いた その 愚痴 を 聞いて やる 

ベ しで ある。 

o  ： 

世の中 をい とふ 山べ の 草木と や あなう の 花の 色に 出に けむ 

1 〇 あなう の 花 あな 憂に、 卯の花 を かけた。 「あな」 は 欵辭。 

サゥ モク 

大意 あ 、憂いと 思って 、世の中 を 厭って 引っ込む 山逡の 草木と いふ ことで か、 爱 いとい ふ 名の 卯の花が、 f 

色に あら はれた のであった らう。 

0 正義に 引いた 赤 尾 可 官の說 に、 「うつ木の 一 種 を、 今 比歡の 山人 かなう つと いへ り。 色 も 薄紅 なれば、 色に 出 

にけ むと いふか」 と。 この 說 よろし。 うつ木に は、 常い ふうつ 木と、 山 うつ木と、 箱 根 うつ木との 三種が ある。 

比敫 山の は、 山 うつ木で あらう。 白い のば かり 見馴れた 目に、 その 淡 紫 紅色な 花 を 訝って、 處 がら 非常の 草木 

も、 なほ かつ、 あな 憂の 色に 出た もの かとい ふ。 うつ木 は 草で はない のに、 「草木と や」 は變 なやう だが、 これ 

は 熱 語法で ある。 


〇 

三吉 野の 山の あなたに 宿 もがな 世のう き 時の かくれが にせむ 

カク レガ 

1 0 かくれが 隱處。 隱 家と かくは あて 字。 

癧 

大意 吉野山 は 深い 山で あるが、 その 吉野 山の まだ あちらの 山奥に、 家が まあ ほしい 事よ、 そこ を 世の中の 憂：； 

と 思 ふ 時の 隱れ 所に しょうわ。 

1 钊底薆 き 世と^ なして、 早 手 廻し の隱宅 穿鑿、 大覺の 眼から^ れば、 唯 これ  一^の 痴案 である。 さはいへ 人 

は 環境に よって 支配され る。 凡夫 はこの！^ 的 方 案 もなければ ならぬ。 古 野 を 取り出し たこと は、 往時から^ 迴 

場所と して 聞え た 土地 だからで ある。 故に 古野と いへ ばす ぐ隱處 が 聯想され た 時代で、 この 心 持で この 歌 を：： ん 

る 必要が ある。 

o 

世に ふれば うさ こそ まされみ 吉 野の 岩の かけ 道 ふみなら してむ 

1 〇 岩の かけ^ 和名 鈔に、 棧道を 「山の かけみ ち」 と訓ん だ。 二、 も 筏 道 か。 摩 をガケ とい ふ もこの 語から 

轉 じたので ある。 一 說に、 岩の 陰 道と ある。 o ふみならし 踏み 平し の 意 C 

大意 ^にかう して 居れば、 次第に 憂い ことが サ增ろ わ、 一 ) れで はかな はぬ 故、 いっそ 士 口野. E の 難所 を も 踏み 開 

いて、 奥 深く 引き tt らラぞ o 

^  ^.h^. 山 ごもり せむ とい ふこと を轉義 したので、 婉曲 味 も あり、 その 態度も^ はれて 面白い C しかも かく 

雜耿下  九 一七 


古今 和歌 集卷第 十八  九 丁へ 

辛い 岩の かけ 道 を も 厭 はぬ 事に よって、 ますく 世の 憂さの はけし さが 見える。 

いかなら む いはほの 中に すまば か は 世のう き 事 は 聞え こざらむ 

1 0 いはほの 中 岩窟の 中。 又 岩の 立ちめ ぐった 山中。 0 か は 「か」 は 疑辭、 「は」 は 添辭。 

大意 どの やうな 岩山の 中に 住んだら まあ、 この 世間の 憂い事が 聞え てこぬ 事で あらう か。 

園 作者 は 大きな S き 寧の ある 人で あらう。 尋常の 山 住な どで は、 やはり S き 事 は 聞え てきさう なので 、「いかな 

らむ いはほの 中に」 と 思案に くれたの である。 苦 樂は心 一 つで、 山に は ひらう が、 地に もぐらう が、 のがれ 難 

い^ 理を 忘れて、 ひたすら 他に 向って 安住の 處を 求めようと あせって ゐる。 その 焦燥と 痴愚と に 人間味の あは 

れ さが 漂 ふ。 山の 中 を いはほの 中と 轉義 したの が 面白く、 後人の 踏襲す ると ころと なった。 

三 句、 この 部の 古木に.^ s—^ と ある、 結句、 六帖に IT^^I.) ざら むと ある。 

〇 

あし ひきの 山の まに 隱れ なむう き 世の中 は あるか ひもな し 

大意 山の あるに ついて、 何處 へで も往 つて、 隱れ てし ま はう わ、 なぜ なれば、 この やうに 薆ぃ 世の中 は、 住ん 

で 居る； S もない わ。 

^ すなほに さつば りした 歌 柄 はわる くない。 想 はき まった 厭世観-た けれど。 


〇 

世の中の うけく にあき ぬ 奥山の 木の葉に ふれる ゆきやけ なまし 

n  o うけく  @ くの 延赏 G  o ゆき や 雪に 行き を かけた。 

大意 もうく 世の中の^ いのに 飽き はてた わ、 いっそ 奧 山の 木の 築に 降った 雪が 消える やうに、 €： 分 も 其の 奧 

山へ 注って、 跡 を かき 消して しま はう。  . 

1 ^世の あまり、 まづ奧 山の 隠 處を思 ひよ せ、 次に 木の葉の 雪 を 聯想して T ゆき や 消な まし」 の 一 案 を 立てた つ 

秀句 仕 立ながら、 思 ひ 入った ところ も 見える。 「消な まし」 はこ、 では、 死んで しま ふ 意で はない。 或說 に、 行 

倒と なって しま はう と 解いた の は 失笑に たへ ない C  . 

おなじ もじな き 歌  もの 、たべの よしな 

世のう きめ 见 えぬ 山路へ 入らむ に は 思 ふ 人 こ そ 絆な り けれ 

E1 0 おなじ もじ 云々 一 首のう ちに 同字の ない 歌との 意。 歌の^に よって、 こゝ には^で た。 

大意 M い 巾 S を いせの、 a え も 聞え もせぬ 山の 中に 道 入らう とする に は、 戀 しく 忍 ふ 人が サ、 その 邪魔 立す る 

きづな であった わい C 

0 忍^ ぃま^ をい ふは^ 迄で、 陣腐 である。 只 一 首のう ちに 同字の ない など、 畢竟 文字の 遊戯に 過ぎない。 

. つ  山の ほうしの 許へ つか はしける  .リ 
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凡 河 內躬恒 

世 をす てて 山に 入る 人山 にても なほう き 時 は いづち ゆ くらむ 

圏 O 山の ほうし 山 住の 法師。 或は、 平安京 時代の なら ひで T 山」 は 比 敫山を さした かも 知れない。 家集の 詞 

書に は、 「世 を 怨みて、 山寺に まかる 人に つか はす」 と ある。 

大意 世の中が 憂いと て、 山に 引き込む 人よ、 その 山で もや はり 憂い 時 は、 どちらへ 行く ので あらう ぞ。 

1 ^としての 妙味 は 少ない が、 頗る 好 皮肉で、 驚くべき 機智 を藏 して ゐる。 對 手が 坊さん だけに、 餘 計に 刺 笑 

が銳く 聞え る。 

家集に、 初 句 世 をう しと、 三 四の 句.^ がら 又う き 時 はと ある。 

物 思 ひけ る 時、 い ときな き兒を 見て よめる 

今 さらに 何お ひ づらむ 竹の子のう きふし 繁き 世と は 知らず や 

圍 〇 おひ づ 生 ひ いづの 略。 〇 うき ふし 憂き 場合 をい ふ。 竹の節 を かけた Q  0 知らす や 知らぬ かい。 

大意 生えす ともの 事 を、 竹の子が 今更に、 何とて 生えて 來 たので あらう ぞ， 憂い事の. ある 折節のお ほい 世の中 

と は 知らぬ のか どうか。 

0 この 稚き子 はわが 兒か 人の 兒か、 いづれ でもよ い。 これ を 竹の子に 擬 へて いひ はてた T ふしし ゆき」 も忭の 

綠語 である。 「世」 も 或は 竹の節 を 寄せた かと 思 はれる。 「物 思 ひける 唪 J は、 恐らく 五月の： b の 子 時分で あったら 


、フ。 輕雋 で、 しかも 人生の 半面 を說 明し、 人情の 機微に 觸れ、 うた、 感愴を 深から しめる。 この 作者 時々 かう 

した 手柄が ある C 當 代の 歌仙た るに はぢ ない。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

世に ふれば 言 の 葉 し げ き ^竹の/つ きふし 毎に うぐ ひす ぞ なく 

大意 世に あれば、 人に 何の かのとい はれる 事が 多い が、 その-憂い 折節 毎に、 繁 つた 竹の ふしぐ に、^ がサぁ 

れな くわ o 

0 「なく」 は 鳴く に 泣く をよ せた ので ある。 譬喩と 綠 語の 修飾で、 煩瑣に 堪 /ない。 

〇 

木に も あらず 草に も あらぬ 竹の よ の はしに わが 身 はなり ぬべ ら なり 

ある 人の いはく  T たかつ のみこの 歌な り OJ 

^1 0 忭 のよ 「よ」 は 節と 節との 間 をい ふ稱。 0 はし 半と おなじい。 何方へ もっかぬ にい ふ。 

大意 木で もない、 草で もない 忭の 節の やうに、 どちらつ かすの 物に、 自分の 身 はなって しま ひさうな。 

i ヒ：^ は、 ？：： 之の： b 譜に、 

¥\ー 巾 有レ 名曰レ 仕、 不レ 剛不, 柔、 非レ木 非, 草、 云々。 

と あるに 據っ たものと 思 はれる： 木に も 草に もと、 兩端 をた、 いた 句法に、 姿 致が あるば かりで はない。 對映 
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の 妙が あって 、竹の よの はしたな 事を欵 する 意が 頗る 深まる。 抑 も 作者の 境遇 はどうした 事情であった かしら，" 

左 註に いふ 高津の 皇女 は桓武 帝の 皇女で、 大同 四 年 六月 蜣峨 帝の 妃 となり、 幾ば くもなく 廢 めら れ たこと が、 

續紀 に！^ えてる る。 後 撰 集に、 この 皇女の 御 歌と して、 

なほき 木に まがれる 枝 も ある もの を 毛 を ふき 疵を いふが わりな き 

その 本文 を ひかへ て 詠んだ 歌ぶ り は、 相 同じで ある。 當時 は漢擧 隆盛の 世 だから、 わが 國軋も 自然 かう したよ 

み 口が 行 はれた もの か。 すると 左 註の 說も 信じて よさ さう である。 密 勘に 「內 親王の 身、 思 ひかけ ぬ 人 をし 

て、 又 その 本意 ある さまに もなかり ければ、 木に も 草に も あらす、 はしたなる 身と よみ 給へ るな り」 と ある、 或 

はさう であらう。 が 「なほき 木に」 の 詠を湊 合して 考へ ると、 別に 餘程 込み入った 事情が 伏^して、 人 首の 繁 

さに 殆ど 堪へ かねての 折のお 作で あらう。 

〇 

. わが 身から うき 世の中と 歎きつ 、人の 爲さ へ 悲し かるらむ 

E1 0 わが 身から 「から」 はよりの 意 

大意 自分の 身から、 ® い 世の中で は あると、 欵 きくして 居れ、 人 はさう も あるまい のに、 何で 人のう へま 

で 身に つまされて、 悲しく あるので あらう G 

颇る おせっかい らしく 感じた 口吻、 作者 は 自家の 解 嘲と する つもり か。 何故に を 三 句の 下に 含めて 聞く 格。 


おきの 國に 流され て 侍りけ る 時に よめ る 

pl^、〜  ^ww,  たかむらの 朝臣.. 

思 ひき やひな の わかれに 衰へ て あまの 繩 たぎい さりせ むと は 

i  O おきの 國云々 旅 「わたの 原 八十 島 かけて こぎいで ぬと」 の 條に旣 出。 o ひな ひろく 都の 外の 國 をい 

ふ。 田舍。 0 繩 たぎ 「た ざ」 は 手繰る こと。 o いさり 漁。 

大意 都に ゐた 時分に、 思 ひ 寄った ことか、 いや 思 ひも 寄らなかった わい、 この やうに 遠い 田 含に 流された 別 

の悲 みにく づ をれ て、 その 日の たつき に は、 海人の 釣繩 をた ぐったり、 魚な ど 釣ったり しょうと はサ。 

^ 今昔 境遇の 劇變 は、 た M じすら 無量の 感慨に うたれ るで あらう。 況ゃ これ は 勅勘と なり、 流人と なる。 常時 

三十 七 八^の 元氣 旺盛な、 しかも 硬骨 野 狂の 名 を^うた 作者 も、 幾多の 感愴に 打 たれぬ 譯に は往 くまい。 殊に 

名家の 子弟と して、 弱冠から 順調の 徑路 ばかり 踏んで 來 たので、 一 且 この 逆境に 臨む と、 心膽 俄に^ 喪した に 

途 ひない。 下句、 海人の しわざ をせ むと はとい ふべき を、 具象的に 轉義 したのに、 大いに 詩 味 を 生す る。 元來 

蠻烟^ 雨、 饑 臭い あたりに 住み 綱れ たこと を、 海人の 所業 をみ づ からする やうに いひな したの も、 誇張で ある。 

ヲ ミノ  i5 牛ミ 

謹卷 1 麻績 王の、 

うつ ニム S 命 を を しみ 波に ぬ れ伊良 古が 島 の 玉藻 刈ります 

と：^ 趣で、 お 人の 惯手^ である。 

田 村の a: 時 に、^ に あ た り て、 津の 國の须 磨と いふ 所に こ 
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もり 侍りけ る に、 宮 のうちに 侍りけ る 人に つ か はしけ 

る  在 原 行 平 朝臣 

わくら ばに とふ 人 あらば 須 磨の 浦に 藻鹽 たれつ 、わぶ と 答へ よ 

1 0 田 村の 御峙 云々 「田 村の 御 時」 は文德 帝の 御世 T 事に あたりて」 は 敕勘を 蒙る をい ふ。 津の國 の須磨 は、 

攝津國 武庫 郡の 須縻 である。 眞淵 いふ、 「今 はい さゝ か御氣 色の あしかり ける を、 しばし 避けて、 須 磨に 籠り 居 

られ しなるべし。 罪 ありて 流されし こと、 文 德實錄 に 見えす。 この 天皇の 御 在位 はわ づか十 年が 程に て、 その 

問 {：： 位界進 年々 にこ そ あらね、 滯 なく 見えたり」 とい ひ、 秋 成 は 更に これ を 敷演 して、 「須 磨に 避け 給 ふ は、 御 

父 阿保 親王 攝津 守に 任ぜられ しこと 見え たれば、 そのよせ などの なほ 彼處 にあり ける にや。 業 平 も 津の國 に 遊 

びし ことの ある も、 いづれ 在 原 氏の 領地 ありし 故なる べし。 今も菟 原の 郡 打 出の 里に、 御ハ乂 親王の 遺蹟と 稱ふ 

る 寺院 あるに よりて、 しか 思 はる/' なり」 といった。 しかし、 これ も 勅撰集 だから、 事に 當らぬ 者 を さう 書く 

や：： もない。 國史 はいくら も脫 漏が あるから、 悉く は 信ぜられない。 0 わくら ばに たまさかに S 意。 〇 藻鹽た 

れつ ， 藻鹽 に、 鹽垂る をよ せた C 「藻 鹽」 は 海藻の 鹽 水より 採る 鹽を いふ。 海藻 を黉の 上に 搔き 集めて、 鹽水 

を 汲み かける C その 鹽の 染みつ いた 藻を燒 いて、 水に 攪拌し、 上 澄 を 釜に 煑て鹽 とする。 「鹽垂 る」 は その 鹽水 

を 垂らす ことから 轉 じて、 淚に 濡れ そ ほつ にい ひ、 又、 欵に 沈む にい ふ。 

大意 もした まさかで も、 問うて くる ゝ人 もあるなら ば、 その 時責方 は、 私が 須 磨の 浦で、 海士 のす る 仕事 を 

してし ほ たれて、 ひどく 難儀 をして 居る と應 へて ください。 

0 日陰の さすらへ 人、 今 は 誰れ 問 ふべき でもない。 しかも 鍾 情の 昔 を 忘れぬ 人が 萬に 一 もあって 問 はば、 云々 


と 答へ よと は、 蓋し 假 託の 言で ある。 まこと は 「宮の 内に 侍りけ る 人」 にわが 現況 を 報告して、 その 同^ を 求 

める の を、 その 本旨と する。 その r 宮の內 に 侍りけ る 人」 と は どんな 身分の 人 か。 いづれ 宮中 奉仕の 婦人と は 思 

はれる が、 甚だ 事が 廣 くて 判然し ない。 然し 后妃 を さしたら しく もない から、 まづ 主上のお そばに 侍 ふ、 いは 

ゆる 上の 女^と 见 たがよ からう。 かねて 知合の 女房の 許に、 かう 詠んで 贈った とすれば、 「わくら ばに 問 ふ 人」 

はい はすして 主上の 御 事を喑 にさした ので t 答 へ よ」 は 卽ち行 平 はかくの 如く 苦 辛を甞 めて 居ります と 奏上し 

て ほしいと いふので ある t 藻鹽 たれつ、」 は、 上の 歌の 「あまの 繩 たぎ」 と 同 趣の 誇張で、 唐の 韋莊 の、 

若 見 n 靑雪. 藩 相識？ 爲^ 流 落 在 二 天涯？ 

の 詩に 比して、 更に 一 段の 感愴 と、 幾^の 巧 趣と を そな へ てゐ る。 

この 歌 業 平 集に 見え、 又 後世の 或寫 木に 業 平と ある。 杜撰が 杜撰 を ひいた ので、 源氏物語 にも 旣に 立派に 行 平 

の 作と して ゐる。 

左 近將監 とけ て 侍りけ る 時 に、 女 のと ぶら ひに おこせた  . 

りけ る 返事 に、 よ みて つか はしける  をの、 はるかぜ 

あま 彥の ぷ 〕 づ れ じ と ぞ今は 思 ふわれ か 人 か と 身 を たどる 世に 

1 0 左 近^ 監 とけて 云々 「左 近 將監は 左 近 衞府の 判 {Ba 二等 宫) で、 從六位 上に 叙せられ る」 五位に 進んで、 中 

には^ k を 許される の も ある o 「とけて 一 は^ {z: された こと T 女」 は 妻。 「とぶら ひに」 は^ 舞に。 0 あま 彥の 

天 彥の字 を あてる，」 山彥 とおな じで、 砑を 神格 視 した 名。 こ、 は 「音」 にかけ た 序で ある。 集中、 貫 之の 長歌 

雜 » 下  九 二 五 


古今 和歌 集卷第 十八  九 二 六 

にも、 「あま 彥の音 羽の 山」 と 詠まれ、 叉、 貫 之 集に も 散見して ゐる。 宣 長の 「天上の 人 をい へり。 物語 どもに 

これ かれ^え たり」 との 說 はいか》。 物語に ある は、 天人と いふので 天び こと あるの は誤寫 から 來てゐ る。 0 

世に 世に ての 意。 

大意 責女へ も 便り はすまい とサ、 もはや 思 ひます わ、 この頃の 不仕 合に 當 惑の あまり、 心 も 空に なって、 自分 

のから だ を、 人の か 自分の かと、 辨へ かねて 居る 時節でして。 

0 この 咭 代の 習慣と して 妻 は 無論 親里に ゐて * 作者 は 通って るた 折で ある。 妻女の 消息に は、 久しく 音信の な 

いこと をば 怨んだ 文句が あったらう。 そこで 音 づれぬ 理由 を 具陳した ので ある。 蓋し 作者の 解官 された の は 喪 

解で もな く、 病觯 でもない。 藤 原保刖 の奏議 中に、 

前 左 近 將監小 野 春風 累 I 將家、 驍勇軼 い 人、 前年 頻遭 n 讒謗 T 冤い 官 家居。 

と あるかに * 讒言に よった ので ある T われ か 人 か」 と 身 をた どるまでに 歎 かれた の は 尤もで ある。 當 時の 免官 

兗職 は、 今日の 人の 考 へる ほど 輕ぃ 事で はない。 あの 時代に は絕 對の宫 吏 萬 能で、 金が あらう が 財産に 富まう 

が、 無位 無官 は士 人の 齒ひ しなかった ものである。 されば 冤官の 打擊は 容易なら ぬ もので、 家の 爲 にも 身の 爲 

にも 悲慯 すべき 大事 件で ある。 隨 つて 妻女 訪問な ど は、 思 ひよ る餘裕 もなくなる。 歌 は 格別よ いと もい へない 

が、 武辦の 人と して 是 等の 文字の あるの は 頗る ゆかしい。 

初 句、 新撰 和歌に 山彥 のと ある。 

. つかさの とけて りけ る 時よ める  平 さ だぶん 


うき 世に は 門 させり とも 見えな くにな どか わが 身の いでが てに する 

一 10 つかさの とけて 免官 をい ふ。 

大意 自分の 家 こそ 閉門して 居れ、 この 憂い 世に は 門 を さしてあって、 出 人の ならぬ ものと も 見え もせぬ のに、 

なぜ まあ 自分の 身が、 この S 世 を遁れ て、 出家し にくう する ことか、 さても 合點の 行かぬ ことわ。 

^ 失意の 極 蹴 世の 念 はお こした もの、、 とかく 執着す る處 があって、 いさぎよく 思 ひす-てなかった 述懐で ある。 

「薆き 世に は 門 させり」 の假 構の 隱喩も 面白い が T など か」 の 疑問の 痴呆 もこの 詩趣 を煽揚 する。 「に は」 の助辭 

を 味 ふに、 作者 は旣に 閉門して 籠って 居た ものである。 さらば その 司の 觯 けたの は、 何 かの 過失な どに 冈 つた 

らしい。 諸 註 多く、 立身出世し がたいの を欵く 意と 兑 たの は、 皮相の見 である。 且 すでに 「@ き 世」 と あるか 

らは、 出家遁世 を 願 ふ 意に 見る が至當 である。 後世の、 無意味に うき 世と いふと は 異なって ゐる 時代で ある。 

拾^^ 雜 上に 再出した のに は、 詞書 「つかさ とられて 侍りけ る 時、 いもうとの 女御の 許に つか はしける」 と あ 

*、 

る。 けに 事實 はこの 詞齊の 如く、 妹の 女御に 愁訴して、 その 救 解 を 求めた ので あらう。 年代 をお すに 光孝 天皇 

の 女御 平等 子 は、 この 妹の 女御 か。 ，， ， 

〇 

一 あり はてぬ 4 叩 まつ まの 程ば かりう きごと しげく  m わ はず もがな 

一 大意 とても f  〕 の 世に 生き ど ほしに はせられ ぬ、 僅かな 命の 終る の を 待つ あ ひだぐ らゐ、 どうぞ S い 事 を、 多く 

思 はぬ ゃラ にしたい ことよな C 
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國 浮生の 須臾なる こと は、 電光石火 である。 されば、 「命 まつ まの 程ば かり」 はせ めて 一生との 意に も 解せられ 

るが、 これ は 老境に 臨んだ 人の 作と 見る が至當 で、 せめて その 餘生 だけで も 氣樂で 過したい とい ふ 希望で ある。 

然し 現世 は 到底 苦の 世界で、 希望の 満足 は 望み 難い。 そこに 心の 葛藤が ある。 

三 句、 古本に I 程.： UTJ^ と あるが よい。 

みこ の宮 のた ち はきに 侍りけ る を、 宮 仕つ かう まつらず 

と て、 と けて 侍りけ る 時に  みや ぢ のきよ き 

^-波 ねの この もと 每 にたち ぞ よる 春の みやまの 陰 を こひつ 、 

!1 o みこの. K の 云々 「みこの 宮の たち はき」 は 東宮の 帶刀 である。 この 東宮 は 醍醐 帝の 皇子 保 明 親王 (文獻 太 

子) を 申す。 延喜四 年 一 一月 立太子、 延長 元年 三月、 廿 一 歳に して 薨じ給 ひき。 帶刀 のこと は、 春 下 「はる 風 は 

花の あたり を」 の詞 書の 解に 旣出。 「宮仕 つかう まつらす」 は帶 刀の 宫に ありな から、 不 奉公で ある をい ふ。 

0 筑 波ね ^陸 國新治 郡に ある 名山 。「ね」 は嶺の 上略。 0 この もと 木の 下。 〇 春の みやま 春の せに、 深山 

を かけた。 春の 宮は、 皇太子、 又は 皇太子の 座す 御所 を さしてい ふ。 

大意 筑波 山の ひどく 茂って ある やうに、 惠 深い 方々 へ、 おわび を賴 みに サ 立ち寄る ことわ、 舂宮樣 のお 蔭 を 

戀ひ慕 ひく 申して サ。 

1 集中、 大歌 所の 東歌、 

つくば ねの この も かの もに 蔭 は あれ ど 君が 御蔭に ます 蔭 はなし 


を^と して 詠んだ。 しかもぶ を 踏んで、 「この もと」 と ：| れ たのな ど、 輕ぃ乎 I。 「春の み"」 の 

いひ かけの 5 は、 旣 i 時の 套 語であって、 faA 又は t 墨に 贈って、 復職 I 願した 作 

である。 

寺な りけ る 入の、 に はかに 時 なくなりて 歡くを 見て みづ 

か ら の、 な げき もな く、 よ ろ こび もな きこと を S ひて よめ 

淸 I ^ふか やぶ 

る 

ひかりな き 谷に は 春 もよ そ なれば 1 大きて とく 散る 物 思 もな し 

■  o^if 權勢 のあった 人が、 急 if 失つ S く 91 て、 向 分の はじめから 權 f ない の だ 

から、 歎き i せび もない こと を 思って 詠んだ 歌と の意。 「時な りけ る」 は 時 を 得て 權 勢の ある こと。 

I  ns えの おらぬ 谷で は、 f 餘 所の 事で あるから、 花の 唤く f なく 、あか はりに 又、 早く花」| つて 

せし い f しない、：；、 とい ま 表面の 意で、 自分 S やうに、 はじめから t 出しに も與 からす、 花 4 かぬ 身 

は、 あの人の 今度の やうな 欲き も 無い わ、 とい ふが 裏面の^。 

I  これが 增 しだの 餘^ が ある。 時 も 得す 沈んで ゐ るの を、 みづ から 慰藉した ので、 お 位の 萵レの を. 日 C 

よく あたら S に、 m ならぬ 身 tf さ、 ぬ 谷 § へ、 f 權 勢に S て、 さ 落に よそへ ち 表 

裏の 二- ふよく^ が徹 つて、 S 总明. である C 巧手。 

九 二 九 
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初 句、 六帖 にあ^と ある。 

かつらに 侍りけ る 時 に、 七 條の 中宮と はせ 給 へ りけ る 御 . 

返り ごとに、 奉れり ける  伊  勢 

久方の なかに おひた る 里 なれば ひかり をのみ ぞ賴む ベら なる 

1 0 かつらに 侍りけ る 云々 「かつら」 は 山城 國葛野 郡 桂の 里。 「七 條の 中宮」 は眧宣 公藤 原 基經の 女で 溫 子と 申 

し、 宇多 帝の 女御で ある。 醍醐 帝卽 位の 後、 尊んで 皇太 夫人と 爲し、 中宮と 稱し 奉り、 延喜七 年 六月 三十 六 歳で 

崩せられ た。 家集の 詞 書に は、 「この 女 は、 これ かれいへ ど 聞かす、 宮仕 をのみ してけ るに、 時の みかど 召し 仕 ひ 

袷 ひけり。 よう ぞ 人の 言 を 聞 かざりけ ると、 心に も 親な ども 思 ひ 渡りけ るう ちに、 孕みに けり。 さて 男み こ を 

ぞ 生み 奉りけ る。 わが 親み づか らも 嬉しと 思 ひけり。 仕う まつりし 御 息 所 も、 后に なり 給 ひに けり。 生みたり 

ける 男み こ は、 桂の 宫と いふ 所に おきて、 みづ から は 后の 宫に侍 ひける に、 雨の ふる 日 打 詠めて ゐ たりければ、 

后の 宫の よみて 給へ りけ る。 

月のう ちの 桂の 人 を 思 ふとて 雨に 淚のそ ひて ふるら む 

御返しと て、 本 行の 歌が あり、 次に 「かくて、 みかどお りゐ させ 給 ひて、 云々」 と ある。 文體を 案す るに、 勢 

語に 倣って 作った ものら しい。 事實は 大體は 合って ゐ るが、 部分的に は 間 逢 ひも あり ゆで ある。 〇 久方の なか 

にお ひたる 里 月 中に 生 ひたる 桂と いふ 名の 里の 意。 月桂の 故事 は、 秋 上、 「久方の 月の 桂 も 云々」 の 條に旣 出。 

但、 「久方」 は 天象に 闢 する 多くの 物の 枕詞 だから 「久方の 中に」 を必、 ず 月の 中に の 意と 解す るの は、 すこし 無 


理が ある やう だが、 足 引の を 山、 百 敷の を 宮の意 とする 類の 轉川 としょう。 眞淵は 「中」 を 月の 誤寫 とした。 

大意 この 里 は、 月の 中に 生えて あると いふ 桂の 里で あるから、 月の 光ば かり をサ、 一途に 賴 むべき であった、 

とい ふが 表面の 意で、 自分 は、 中宮 樣の 御內に 成り 出た 者です から、 中 檨宫の 御餘光 を、 ひたすら 緩みに は 致 

しませう と 存じます わ、 とい ふが 裏面の 意。 

0 地名から 構想した 諷喩で ある。 中宮のお 蔭 を 月の 光に 喩 へたの も、 旨く 當て はまって ゐ る。 桂の 語 をつ . 

して、 廻 護し 得た の も 巧で ある。 作者が 中宮の 女房と して、 帝寵を 得た こと は、 中せ； I に對 して 背信の 行^で あ 

ら ねばならぬ。 それ 故 作者 はっとめ て 謙虚の 態度 を 守り * 中宮 も寬假 なされた こと > 見える。 で 作者が 皇子の 

るます 桂の 宫に 居る 折に は、 中官 から 御存 問のお 使が あつたので、 その あり 難い 思 召に 感 佩の 餘り、 この 耿を 

奉った とすると、 美しい この 交情に 淚を 催さぬ 者 はなから う。 

二 句、 六帖に 月の かつらのと ある。 意 は 明らかで ある。 景樹 は、 これ を 執して いふ T 木 文 は 土 佐 日記に、 『久方 

の 月に おひた る 桂 川底なる 影 も か はら ざり けり』 と ある を、 後人の 取り入れ たるなる べし。 紀 氏の いと 近く 名 

高き 5! 勢の 御の 歌 をと りて 詠まれむ も、 いか 、"なり」 と。 けれども T 里 なれば」 と婉 にいった のと、 桂 川と あ 

らは にいった のと は、 旣に 大きな 相逯が ある。 況ゃ これ は、 「生 ひたる」 に、 多樣の 意趣 を 生じて ゐる。 窓釋 を 

味って よくこの 分 寸を曉 るが よい C 

ノ 

紀我貞 が、 阿 波の 介に まか. りけ る 時 に、 う まの はなむけせ 

む と て、 け ふとい ひお くれり ける 時 に、 こ 、かしこに まか 
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り あ りき て、 夜 ふくる まで 見え ざり ければ、 つか はしける 

一  なり ひらの 朝臣 

一 今ぞ しる 苦しき ものと 人 またむ 里 をば かれず とふべ かりけ り 

一 驪 o 紀利 §々 紀 1 が 阿波の 國の 介と なって 、赴任す るに つき、 餞別す るから 今 曰來 いといって や J;? 

に、 利 ぼ あちこち ある t はつて、 その 曰 まけまで 待った が、 0Ji§fir, 

の 音 p 利貞が 阿波 介に 任ぜられ たの は、 元 慶五年 一 一月で ある。 0 かれす 離れす。 

大 蒙 人 を 待つ は 苦しい ものと いふ こと を、 貴方が 待て どもく 来ぬ につけて、 今サ 始めて 知りました こォ 

でます ベて、 人 $ つ であらう 所 をば、 不沙汰 をせ すに、 早く 往 つて 遣るべき でありました ォレ 

一 i 觀の 妙、 殆ど 人 をして 籠せ しめる。 「今 ぞ」 e 一  語、 實に 骨に 徹する 冷語で ある。 初 一 一句 は轉 倒して 簡く 

敍法。 

惟^の みこの 許に まかり かよ ひける を、 かしらお ろして 

ト 身と いふ 所に 侍りけ るに、 正月に とぶら はむ とて ま 力 

りたり ける に、：^ まの 山の 麓な りければ、 雪い と 深 かりけ 

りピ ひて、 かの i に まかりい たりて、 をが みける に、 つ れ づ 「 

t とし て、 い と 物悲しく て、 歸 り ま う で き て、 よみてお くり 


け る 

忘れて は 夢 かと ぞ 思 ふ 思 ひき や 雪 ふみわけて 君 を 見む と は 

園 0 惟喬の みこの もとに 云々 「かしらお ろして」 は 三代 實錄 に、 「¥ 觀卜四 年 七月 十一 日、 四 品 彈正尹 惟へ は说 ！、 

寢レ 病、 t 出 あ、 爲ニ沙 al」 と ある。 「小 野」 は 山城 國葛野 郡 小 野鄉リ 上の 「白雪の たえす たなびく」 の 條を參 照 

ありた い。 「室」 は 庵室の こと。 この 詞害 は、 勢 語に、 

かくしつ/ V まう で 仕う まつりけ る を、 思の 外に 御ぐ しおろ し 給 ひて けり。 む 月に 拜み ^ら むと て、 小 野に ま 

うでた るに、 比 叙の 山の 麓 なれば、 雪い と萵 し。 しひて 御室に まう でて 拜み 奉る に、 徒然と いと 物悲しく お 

はし ましければ、 や、 久しく 侍 ひて、 いにしへの 事な ど 思 ひ 聞え けり。 さても 侍 ひて しがな と 思へ ど、 お ほ 

やけ 事 ども ありければ、 えさ ぶら はで、 夕 暮に歸 ると て、 

とあって、 この 歌を擧 ゆて あるが、 文 辭高妙 を 極めてる る。 比較す ると、 この 渠の 文の 拙 處病處 が麼々 と^へ 

られ よう。 ^く 後人が 勢 語の 文 をい ろって、 書き入れ たものと より 思へ ない。 景樹も 同 論で ある。 

大意 あまりの ことに、 ふと 忘れて は、 これ は 夢で はない かと 思 ひます わ、 この 深い 雪 を 踏み わけて、 かやう の 

い^にき て、 れ にお 目に かゝ らうと は、 ほんに 思 ひがけた ことか、 いや 思 ひも かけぬ ことで ありました わい。 

^ 「ふみわけて」 と あるに、 その 雪の 淺 くない ことが 喑 示され、 從 つて その 深い 山 M であろ こと も椎 想され る。 

とすろ と. これ は賤. E かつの 住處に ふさ はしい 場^で、 なまへ：： 人で も 更に 立ち 舞 ひがたい 處 である。 然るに こ 

こで、 先帝 第一 の，：：」 千と して、 あはよ くに 儲^の 位に そな はり、 遂に 天位 を も踐 ませ 袷 ふべき 君 惟喬 を、 御 年 

雜耿下  九 三 三 


古今 和歌 集卷第 十八  九 三 四 

二十 九の 一若 僧と して 拜み 奉る こと は、 人生の 有 爲轉變 の あるが 中に も、 餘 りに 痛ましい 出来事で はない か。 

なる 程 親王 御自身 は 「住めば 住みぬ る」 と、 この 白雪の た f ぶふ 峯の 庵に、 安住のお 心 持 をお 示しに なった と 

はいへ、 人情から 見れば とても 堪へ 得る 處 でない。 況ゃ、 時 はいつ、 ぞ 正月で ある。 世に あられた 時 は、 年頭 拜 

禮の 廷臣 等の 出 人で 頗る 繁華な もので あつたの を、 徒然と して 今 は 雪の 中に おはします ではない か。 こ、 に 多 

感 なる 近眤の 士臣業 平が 參り あはせ て は、 いかに 斷 腸の 思が したで あらう。 その 夢 か 現 かとた どられ たの も尤 

もで ある。 要するに、 親王が 境遇 上の 變 化に 着想して、 今昔 二 面の 兩 極端 を、 嗜に對 映させた のが、 無量の 感 

慨を搖 ^させる 所以で ある。 二三の 句のう つり T 思 ふ 思 ひき や.」 の疊 語、 藕斷 えて 絲斷 えざる 趣が ある。 さは 

いへ、 この種の 作 は、 技巧ば かりのよく する 所でない。 全く 眞 情から 流露した 同情の 熱 語で. 詩 美の 極 處に到 

達して ゐる。 單 にこの 作者の 歌 中に おいて、 白眉た るば かりで なく、 眞に 千古の 絶唱で ある。 

深 草の 里に すみ 侍り て、 京 へ まう でく と て、 そ こなり ける 

人 に、 よ みて おくりけ る 

年 をへ てす みこし 里 をいで ていな ばいと ピ深草 野と やなりな む 

11 O 深 草の 里に 云々 深 草の 里に 住んで 居りまして、 出京 するとい ふので、 深 草に j 緒に 住んで 居た 人に 詠ん 

で 贈った 歌との 意。 「深 草の 里」 は 哀傷 「深 草の 野べ の 櫻し」 の 條に旣 出。 O いと V 深 草 里の 名の 深 草に、 草 

の 深い 意 をよ せた。 

大意 今 私が、 年久しく 住んで 來た、 この 里 を 出て 去な うならば、 た > さへ 深 草の 里が、 いよ /\ 草深くな つて 


野と なる であらう か。 

0 あとに 住み 殘 つて 居られる 貴方の さびし さ を、 御 推察 申す の餘 意が ある。 蔻し 官途な どに 就いての 京 住居と 

なった ので、 しばらく 閑居の 軒 を竝 ベた 深 草の 里人 を 驚かした もので あらう。 初 二の句、 下句の 襯染 となって 

ゐる 。「いと V」 の 一 語 を 眼目と する。 これによ つて、 もとから 草深く 住みな して ゐ たこと も 明らかに、 「野と や 

なりな む」 の 誇張 も、 唐突でなくなる。 


二 句、 伊勢 物語 塗 籠 本に 宿 をと ある。 

Vj  かへ し  ^よ み 人 しらず i ま 

野と ならば うづら と 鳴きて 年 は へ むかり にだに や は 君 はこ ざら む . 

1 o うづら と 鳴きて 鶉と 共に 鳴きての 意。 この 「と」 の 助辭、 雪と 散る、 花と ちるな， どのとの 怠と： ^ては^ や 

かで ない。 o かりに 狩に 假 初に をよ せた。 

大意 貴方のお 詞 によれば、 この 里が 野と なる まで も、 わざ^, \ 尋ねて 來ては 下さらぬ らしい が、 まこと 野と な 

つたら ば、 私 は その 野に 住む 鶉と 一 緒に、 怨み 泣きに 泣いて、 月日 を 送って 待ち ませう、 さすれば 獲物の あろ 

野が 出來 たとい ふので、 せめて 狩 ぐら ひに は、 貴方 は お出でな さらな からう か、 いや お出でな されよう ゎサ。 

1 「野と やなりな む」 の 一 語、 料ら す この 奇怨を 醸した。 隣人の 口舌 はけに 縱潢 で、 在 五の 君が 詩 敵た るに 愧ぢ 

ない。 さて 臢狩は 常時 流行の 遊技で、 百 敷の 大せ 2 人 は、 休 沐の暇 さへ あれば、 卽ち 肥馬 輕裘に 郊野 を あさり、 

遂に は 雉の 產地を 味 ひわけ る ほどの 通人 もあった。 されば、 〕 そ 、「かりに だに ゃは來 ざら む」 と 下 待つ 瑰 由が あ 
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るので ある。 「うづら」 を、 憂 を 寄せた とか、 薆辛を 寄せた とかい ふ 說は甚 しい 潢人 である。 又 この 贈答 を、 勢 

語に、 「深 草に 住みけ る 女 を、 やう/ \- 飽き 方に や 思 ひけむ、 か、 る 歌 をよ みける」 として、 色めいた 男女の 增 

答に 作りな して ある。 それに 拘 はって はならぬ。 

二 句、 勢 語、 六帖 ともに 鶉と なりで と ある。 聞え やすいが、 今 は 本文に 據 つて 解した。 結句、 六帖、 業 平 集に 

は^^と ある ◦ 

題 しらず 

我れ を 君な に はの 浦に ありし かばう きめ をみ つ の あまとな りに き 

この 歌 は、 ある 人、 「昔 をと こ ありけ る をうな の、 をと こ訪 はすな りに ければ、 難 波の 三津の 寺に まかりて、 

尼に なりて、 詠みて をと こに つか はせ りけ る」 となむ いへ る。 

ナニ  ゥキメ 

01 0 なに は 何に 難 波 を かけた。 0 うきめ 憂き目に、 浮 布 をよ せた。 0 みつ 見つ に 三津を かけた。 三津 

は、 難 波の 御津の 名に よった 三津 寺の ことで、 大福 院と號 して、 今に 大阪 にある。 o あま 海人に 尼 をよ せ 

た。  . 

大意 責方は 私 を、 何のと あるかな しにな された こと 故、 私 は 憂い 目 を 見まして、 かやう に 難 波の 三津 寺の 尼と 

までな つてし まひました わ o 

^ この ロ氣を 味って、 事相 を斷 すると、 ゆに 左 註に ある やうな 事情であった らう。 眞淵 は、 「いもせ のこと によ 

りて ならば、 戀の 部に 人るべし」 といって、 これ を 否認した が、 この 前後 はみ な 閑居 隠遁の 詠を擧 ゆて あるか 


ら、 これ も 出家遁世の おもい 意に ついて、 こ、 に收 めた ので ある C 歌 は綠語 仕 立の 烦 はしい もの だが、 た n 

達者で、 すべて を 過去に いひな したの が、 悔恨の 追懷を 促す 間接の 力が あって、 感哀が ある。 

力へ し 

難波^ うらむべき まもお も ほえず いづく をみ つ の あまと か はなる 

1 0 うらむ 恨む に、 浦 見る をよ せた。 0 みつ 見つ に、 三津を かけた。 0 あま 海人に、 ^を かけた C  0 か 

は 「か」 は 疑辭、 「は」 は 歎辭。 

大意 自分 は 貴方に、 その やうに 恨まれ さうな、 折節 も覺 えない わ、 それ だのに 自分の 心の、 どの やうな 所 を；^ 

つけて、 愛想 をつ かして、 三津 寺の 尼と なった のか 知らぬ。 

1 5i を^るべき 間 もない のに、 いづれ の 所 を^る.； てと いふ 理窟から 仕立てた。 この 贈 歌に 對 して は、 かう 細 や 

かにい ひなす より 外に 法が なから う。 

〇 

いまさらに とふべき 人 もお も ほえず 八重 锋 して 門 させり て へ 

1 O 八 して 八 靈^ を 以ての^、 「八重」 は 多数 を 意味す。 「萚」 は雜 草で、 今い ふかな む ぐらの こと。 0 門 

させり てへ 「てへ」 はとい へ の 約。 

大意 今にな つてから、 尊ね て 下され さうな 人が あらう とも 思 はれませ ぬわ、 こちら は、 八重に 生 ひ 茂った 筏 
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で、 門口 もさし こめて あって、 は ひれない といって くれい。 

■ 殆ど 忘れる ほどうち 絕 えた 人が、 訪問 するとい ふ 使 をよ こした か、 或は 言傳 などした かの 折に、 その 返事と 

してい ひやった ものである。 「八重 萚 して 門 させり」 の 誇張 は、 いよく その 人の 久しく 訪 はなかった こと を 反 

映して、 諷刺の 妙 を 見る。 

この 歌 拾 遣 集戀ー 一に 再出して るる。 

友 だち の、 久 しくまう で こざり ける 許 に、 よ みて つか はし 

ける  みつね 

す モ 

水の面に おふるさ 月の 浮 草のう き 事 あれ や 根 をた えて こぬ 

1 o 浮 草 萍。 根 はあって も 水面に 漂 ふので、 根の ないやう に、 歌に はよ みならつ てるる。 0 あれ や あれば 

やの 意。 0 根 を 「を」 は 欵辭。 

大意 貴方 は何ぞ 私に 對 して、 浮 草の 憂いと 思し 召す ことがあ るかして、 浮 草の根の 絕 えて ある やうに うち 絕 

えて、 近頃 はとん とお 出がない わ。 

1 さもな くばお 出が ありさうな もの をの 餘意 があって、 人の 久濶 を 諷し、 かねて 思慕の 情を寓 した。 「五月の 浮 

草」 は 折からの 景物 を 借りた ので、 三 句， まで は 、「うき」 にか >  る 序で ある こと は、 旣に萬 葉 集に、 

時鳥な く をのう へ の 卯の花の うきこと あれ や 君が きまさぬ (卷 八) 

うぐ ひすの かよ ふ 垣根のう の 花のう き 事 あれ や 君が きまさぬ (卷 十)  . 


と あるに 同じい。 「根 を絕 えて」 の 比喩 を 用 ひて、 一 曆の巧 を 加へ たのに、 時代の 風 調の 相違が 見られる 。た.、 

し、 內容の 主 想が 旣に 作者の 物で ないから、 ど、 フ もなら ぬ。 

人 をと は で、 久 しう ありけ る 折 に、 あ ひて 怨みければ よめる 

身 をす て \ 行き やしに けむ 思 ふより 外なる もの は 心なり けり 

1 0 あ ひて 怨みければ 出會 つて、 その 疎遠 を 咎めた のでの 意。 「て」 文字 は 一 本に よって 補った。 

大意 自分 は不 斷ぉ尋 したいと ばかり 思って をる が、 今に 御無沙汰して をる ところ を^れば、 あの 心 奴が、 とか 

く餘所 事に 紛れて、 この 身 を 打ち捨て、、 わきへ 注って ゐ たので あらう か 知らぬ、 まことに 思の 外の もの は、 

あの 心 奴で ありま したわい。 

1 作者の 狡獪 さ。 私 は 知らぬ が、 心外なる 奴 は 心よ と 空 恍けて、 辯 疏の詞 を 咄嗟に 作った、 その. 機智に は 驚か 

される。 心と、 E 心 ふとの 體川 を、 しばらく 別 筒の 物に 取り成した 沒 理想 を、 この 詩 味の ある 處 とする C 

二 句、 古木に I いに やと ある。 この 方が 妥貼 であらう。 

ソ ガ  * ホ 3 リ  n シ 

宗 岳の 大頼 が、 越 の國 より まう で きたりけ る 時 IT 雪 の ふ 

りけ る を S て、 「お の が 思 は、 こ の 雪の 如くな むつ もれ る」 と 

いひけ る 折に よめる 

君が おも ひ 雪と つもらば 賴 まれず 春よ リ後は あら じと 思へ ば 
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Is  0 おのが 思 は 云々 私が 贵君 をお も ふ 思 は、 この 雪の やうに 積って をり ますの 意。 これ は 大賴の 詞。 

大意 ぉ詞 のと ほり、 貴君の 思が この 雪の やうに 積る ことならば、 それ はとても 賴み になり ませぬ わ、 なぜ なれ 

\i， この 雪の やうに、 贵 方の 思 も 春からの ち は、 もうあるまい と存 すれば サ。 

0 かやう の 座興 的の 歌 は、 不易 不變の 味 ひを缺 くが、 その 場で は、 出で 榮 えの する ものである。 後 撰集戀 六に 

兼輔 朝臣の 契りけ る 女の 歌と て , 

しら-きの つもる 思も賴 まれす 春よりの ち は あら じと 思 へ ば 

と ある。 初 二の句、 おの づ から 剛柔の 差が あって、 男女の 性格が 現 はれて ゐる。 伹 いづれ も 同時代な ので、 後 

先が 定めに くい。 

かへ し  宗 岳大賴 

お をのみ 思 ひこし 路の 白山 はい つか は 雪の き ゆると き ある 

1 0 思 ひこし 路 思ひ來 しに、 越路を かけた。 

大意 いやく 雪 も 雪に よる こと、 私 は 貴方の 事ば かり 思って、 はるぐ と來 ました その 越の 白山 は、 何時 ま 

あ 雪の 消える 時が あるか、 あの 雪 は 春で も 何時でも、 消え はしません、 私の 思 は その 雪な のです。 

0 雪で は あてに ならぬ と 突っ込まれて、 さそくに 私の は 白山の 萬 年 雪です と 遣り返した。 懸歌 に比べ ると、 や 

や ふつく りした 味 ひに 乏しい。 いづれ も 機智の 作で、 感情の もので はない。 

結句、 古本に-^ る 時の あると ある。 . 


越な りけ る 人に つか はしける  きの つら ゆき 

思 ひやる 越の しら 山 しらね ども ひと 夜 も 夢 に こ えぬ 夜ぞな き 

匿 〇 思 ひやる 想像す る こと-」 こ ゝは棑 H: の 意で はない C 

大惹 な 方の 事 を、 不斷 都から 思 ひやって Ite るので、 あの 北國の 白山 は、 どの やうな 山 か は 知らぬ が 、一夜 さた 

りと も、 ^に 越えぬ 夜 は ザない わ。 

Is 夢中の 出 川 をい ふこと は、 ^にあ また 例が あって、 あながち 作者の 物で はない 0た  >  ぉ路の 暢達 自在の が、 そ 

の 特色で あらう。 「しら 山 しらね ども」 「一夜 も」 「夜 ぞ」 などの 疊 語 反復が.、 聲 調の II 滑な 所以で あらう。 

古本に、 二 句 M^s-:;f^、 四 句 と ある。 

题 しらず  よみ 人 しらず 

いざ こ 、 にわが 世 は へ なむ 昔 原 や 伏 見の 里の あれ まく も をし 

1 0 こゝに ^^や 伏 見の 里 を さす。 o へな む 經ょ うの 意。 「なむ」 は 希望で はない。 0 せ 原 ゃ伏兒 の 里 大 

和 國添下 郡。 今菅原 寺の ある 附近の 地 をい ふ。 山城の 紀伊 郡に も 伏 見の 里が あるか、 この 歌に は 交渉がない。 

0 あれ まく  ^れ むの 意。 「まく」 はむ の延言 C 

大意 どれ 料^ をき めて、 こゝに n 分の 一生 は 住んで くらさう、 ぞ、 この ^ ^の^ 1 の 里 はよ い 所で あるのに、 今 

もし：！ 分まで 餘 所へ^ つて 行けば、 荒れて しま ふで あらう 事が まあ、 をし いわ C 
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國 菅 原の 里 は、 萬 葉 集に、 

大きう みの 水底 ふかく 思 ひつ 、裳 ひきなら し ， 菅 原の 里 (卷ー 一十) 

と 詠んで、 奈良時代の 西の 京 だから、 宮人 等 は 勿論、 民 鹿の 住まって ゐた 所で ある。 一旦 延 1曰 の 遷都に あつ 

て、 世に ある 人、 又は その 蔭 を 憑む ほどの 人 は、 皆 われ 勝に 新 都に 移住して、 奈 良の 故里 は、 殊に 西 偏の^ 原 

^見の あたり は、 瞬く間に 淺 茅が 原と 荒れた であらう。 舊 都の 親しみ を 忘れ かねた 餘り、 せめて 自分 だけな り 

とも^み と V まって、 殘年を こ、 にして 終へ ようとの 诀心、 頗る やさしい 情緖の ものである。 その 實は 作者が 

宮 仕な ど辭 して、 年老い 世に 餘 された 憤 を 託した もので は あるまい か。 格調 蒼 古で、 神韻 悠長で ある。 春 上、 

「故里と なりに し 祭 良の 都に も」 の 詠と 共に、 奈 良の 舊 都に 寄 懐した 作での 双璧で ある。 

〇 

わが 庵 は 三輪の 山 もとこ ひしく ばと ぶら ひきませ 杉た てる 門 

ォホ ミワ 

0  0 三輪の 山 春 上 「三輪 山 をし かも 隱 すか」 の 條に旣 出。 山の 麓に 大物 主神 を祀 つた 大神 神社が ある。 C 山 も 

と もとの 下な りが 略 かれて ある。 

大意 私の 家 は 三輪の 山の 麓であります、 逢 ひたく ば 尋ねて お出でな され、 杉の 立って をる 門が、 それで ありま 

すぞ o 

0 三輪 山の ほとりに 跡を晦 まし、 世 を 避けた 人の、 流石に 人戀 しさの 思に 堪へ かねて、 親しい友達 などに いひ 

おくった もの だら う。 「戀 しくば」 と 人事の や 5 にいって 來訪を 催促して るるが、 實は 自分が 戀 しいので ある。 


かう した 表裏の 取り成し は 詩 味を燒 かにす る。 三輪の 神 山 は 林木 欝蒼 として、 檜 杉な どが 多い ところ、 乃ち その 

老杉 を 利用して、 わが 門の しるしと、 稱^ したの を 趣向と する。 造句簡 勁で、 格調 もまた 高い。 &;： ffi が、 「上句 

はい まだ 所 も 知らぬ 人に 示した るな り。 されば 友達の 交に あらす」 といった の は、 事情 を觯 せぬ 僻： i である。 

隨 逸み づ から 京： ぶ士 が、 诀 して 一 々住處 報 il" の 愚 をす る もので はない。 

初 句、 十：： 來 風體杪 にわが 沽 はと ある。 俊 賴ロ傳 に、 「こ ひしく ばと ぶら ひきませ 千 早ぶ る 三輪の 山 木 杉た てる 『一 

と あるの は、 この 誤傳 である。 六帖 に、 三輪の 大 神の 詠と あるの は、 もとより 妄り である。 

きせん 法師 

わがい ほ は 都の た つみし かぞ すむ 世 を うぢ 山と 人 はい ふなり 

i  o たつみ 辰 巳で、 ^南の 方位。 o しか ぞ 然ぞ SAr  o 世 を うぢ 山 世を薆 とい ふに、 宇治 出 を かけた？ 

山 は. E 城國 宇治 郡、 今 喜 撰が 嶽と いふ。 鴨 長 明の 無名 抄に T 喜 撰が 住みけ る迹 あり。 堂 はな けれど、 礎な ど. ！pj 

かに あ. り」 とい ふ ものである。 

大意 ，E 分の^ 审； は、 京から 辰 巳に 當る 所で、 世が S いとて 籠る 宇治 出で あると、 人 はいふの である わ、 しかも、 

c 分 はかくの 通" サ、 S いと も 忍 はす 氣樂に 住んで 居ます わ。 

ia 都 をい ひ 人 を，、， ふ" 世^ を對 象と して その 安住 を 誇って ゐる虚 は、 眞のぉ 俗 者で ないか も 知れぬ。 けれども 

彼れ は^治 山の^^^ として その 一 生 を 終へ た。 とにかく 彼れ の 生活が 出て るる 所 を 取る o 貫 之が これ を 詳し 

た、 「詞 かすかに して、 はじめ を はりた しかなら す。 いは >、 秋の 月 を^る に、 曉の雪 にあへ るが 如し」 の^は 
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古來 諸家の ひとしく 首肯す る 所で ある。 

六帖 に、 初 句 わが 宿 は、 結句い ふらむ と ある o  二 條關白 記に、 ：^ま と ある を、 近 藤 芳樹は 執して T 人 は」 は 誇 

つた 口調 だから 隱者喜 撰の 語に ふさ はない と 評した が、 それで は 「然ぞ すむ」 が 一 向 利が なくなる。 やはり 本 

文の ま/ v がよ い。 

よみ 人 しらず 

あれに けり あはれ 幾 世の 宿 なれ やすみけ む 人の 音づれ もせぬ 

i 〇 宿 なれ や 宿 なれば やの 意。 

大意 この 家 は ひどく 荒れ はてた わい、 抑 もま あこの やうに して、 何年になる 家で あれば かして、 昔 住んだ であ 

らう 人が、 たえて 訪ひ 音づれ もせぬ こと ぞ。 

1 廢宅を 詠 じたので ある。 住み 捨て ゝも、 程 經ぬ家 は、 その 主人の 訪ひ 音づれ たり、 或は 預 りの をの こな ど 

が ゐ て、 さう は 荒さぬ ものな のに、 かう も 荒れて ゐ るの は、 數 多の 星霜 を閱 した 宿 だら うと 思 ひやった ので あ 

る。 初 句で 切れた の は、 この 集から はじまった 體製 である。 

六帖 に、 作者 を 伊勢と ある。 この 歌、 伊勢 物語に も詞を 作って 出して あるから、 勢 語 を 伊勢の 作と 思った 人が、 

六帖 のに も、 勢 語に よって、 その 名を揭 けたので あらう。 伊勢 集に も 出て るる。 

奈良 へ まかりけ る 時 に、 あ れ たる 家 に、 女 の 琴 ひきけ る を 


き 、 て、 よ みて 入れたり ける  良岑 宗 に" 

わび 人の 主むべき 宿と 見るな べにな げき 加 はる 琴の 音 ぞ する 

10 よみて 入れたり ける 歌 を 詠んで、 その 家の うちにい ひ 人れ た 歌との や r 

大 華5  ^ にあり わびた 人が 住み さうな 家で あるが と 兌れば、 それに つれて 又、 その 欵きの 添 ふ 琴の 音かサ する 

わ o 

0 御 境遇 は 深く お 察し. E. すと、 同情した ので ある。 琴の 音に 欵 きの 加 はる こと は、 昔から いふ ことで、 お^^ 

にも * 

琴 とれば な ゆき 先 だつ けだしく も 琴 s 下 樋に 妻 や こもれる (卷 七〕 

わがせ こが 琴と るな ベ に 常人の いふなけ きし もい やしきます も (卷十 尸.) 

と 詠んだ、 丁 M 知らぬ 家で も、 知らぬ 人へ でも、 歌な ど 詠み 人れ るの は、 常時の 常^で ある. か、 これが 色 好の 

作者の 所爲 だと 思 ふと、 何だか を かしく も感 する。 

初 瀬に ま う づ る 道 に、 奈 良の 京に やどれり ける 時よ める 

入 ふるす 里 をい とひて こし かど も奈良 の 都もう き 名な りけ り 

1 0 初 頷- i まう.. つる^に 大和の 長 谷 寺に 詣づる 道に ての 意 C 初 瀨は春 k 「人 はい ざ 心 も 知らす」 の 條に旣 出： 

雜 s? 下  九 四 f 
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大意 珍しい 人ば かり もてはやして、 自分な ど は 飽かれ て、 古物に される 都 を、 いやに 思って 出て まき. これ ど 

も、 この^ 良の 京 も 古里と いふに よって、 自分の 爲には 憂い 名であった わい。 

^ 思 ある 身に は、 聯想の 惹 かれる もの は、 名 を 聞いても 厭 はし いのは 常然 である。 作者 は 男に ふるされての 憂 

さ 暗し、 否戀を 祈りに 初 瀨詣を 企てた ので あらう。 下句の 措辭 頗る 簡約 を 極めてる る。 

f; 題 しらず  ^  J  ：  -.  "^ま #  . よみ 人 しらず 

世の中 は いづれ かさして わがなら む ゆきと まる をぞ 宿と 定 むる 

1 o わがなら む わが 物なら むの 略。 

大意 この 世の中 は假の 世で ある ゆ ゑ、 どれが 一 つ これ ぞ といって、 自分の 物で あらう ぞ、 自分の 物と て は 無い 

わ、 それ 故 住居 も、 何處 であらう が 行きと まった 所 をサ、 自分 は 宿と きめて 居る わ。 

1 行^流水 行脚の 覺悟を 述べた。 一 體 我れ が 無ければ 我が物 も 無い、 隨 つて 我が 宿と 定まった 處も 無い 拳に な 

る。 樹下 であらう. が、 石 上で あらう が、 その 問 ふ 所でない。 往 きつき 次第の 野 伏 山伏で ある。 佛 者が 常 套の文 

句で、 作者 は佾 侶で あらう。 

〇 

逢坂の あらしの 風 は 寒 けれど ゆく へ 知らねば わびつ 、ぞ ぬる 

1 o 逢坂 離別 「あ ふ 坂の 闢し まさしき」 の 條に旣 出。 o ゆく へ 行方。 o 知らねば 知られね ばの 意。 


大意 この 逄坂 山の， Ms^ は、 ひどく 寒い けれど、 されば とて、 さして 外に 行くべき 方 も わからぬ ゆ ゑ、 難儀し 

ながら もサ 辛^して、 こ、 におる わ。 

1 ある^ 泊^の 作で あらう。 都 を 出ての 第一 足迹を 逢坂. E に 印して、 夜 S の^に. おくて、 夢 もま どかなら ぬま 

まに 忍 ひやれば、 柯 處と あてど もない 旅の空で、 泣寢 入に 寢入 るより 外 はない。 今 お 物；^ に蟬丸 S 耿 として、 

ノ  ^坂 S II の あらしの は ゆしき にし ひて ぞゐ たる 世 をす. ぐす と 丁 

と あろ は、 ^はこの 下句 を 作り か へ て、 傳へ たもの かも 知れない。 今昔の は 一 種 S 人生 觀を 歌って るるので、 

その 意味に おいて 感价が ある。 これ はさ すら ひの 苦 患 を 卒直に 歌った もので、 少し 理路に わたった 敍述は 面.：： 

くない が 、 0 擎な 點が ある。 

六帖 に、 三 句 5, やけれ ど、 結句^つ ， ぞ ふると ある o  , 

一 風のう へ にあり か 定めぬ 座の 身 は ゆく へ も 知ら ず なりぬ ベ ら な り 

〖 0  0 麋の身 藤の 如き 身。 

； 大意 ^に ふき 上 ゆられて、 居所の 定まらぬ 塵の やうな、 この 身 は、 丁度 その 塵の やうに、 何 處 へどうな つて 行 

一  く か、 ひた も わからすな つてし まひ さうな わい o 

^  0 こり も；：：： 脚佾 などの 作で あらう： 「鹿の 身 一 の 混 喩は佛 ^中から 出發 した 舊ぃ 想. たが、 「ゆく 方 も 知らす」 と 

is を 騎 せた の は、 K を 化して 新と した ものである o  n» のうへ にあり か 定めぬ」 は無珲 な辭樣 で、 うへの 語が 
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浮いて ゐる。 必す 風前 塵の 直譯と 見るべき である。 

家 を うりてよ める  伊  勢 

あすか 川 淵に も あらぬ わが 宿 もせに 變り ゆく ものに ぞ ありけ る 

園 o せに 瀨 にに、 錢を よせた。 

大意 飛鳥 川の 淵 こそ、 淺瀨 に變る 物と は 聞き及んで 居る が、 その 飛鳥 川の 淵で もない 自分の この 家 も、 &ひ寄 

らす瀨 にか はって 行く 物で サ あった わい、 その 瀨 にと いふの は、 實は錢 のこと サ。 

國 有爲轉 變を欵 する 際に も、 なほ 錢に換 るの 洒落 を 忘れな いのは、 蓋し この 御の 持 前の 口吻で ある。 どこまで 

も 遊戲氣 分が 伴って るる。 上の 

世の中 は 何 か 常なる あすか 川き の ふの 淵ぞけ ふは瀨 になる 

を 本 歌と した ものである こと は 勿論で ある。 古来の 註 家、 皆 この 御の 零落の はてに、 家を寶 つた ものと 解して 

るる。 けれど、 延喜 時代 はこの 御 を 寵幸され た 宇多 帝 及び 敦慶 親王 もまし くた のに、 それ 程の 窮乏 を も 知ら 

す 顔に 過され る こと は、 人情 あるべく もない。 況ゃ勑 撰の 集に その 名を署 して 舉 ける となると、 且は 君の 過ち 

を攀 け、 且は 作者が 辱 を あら はすに 似て ゐる ではない か。 よって 想 ふに * これ は 他に 理由^あって、 家を嚷 つ 

たと 斷すべ きで ある。 

三 句、 十：： 本に^ sjil はと ある。 

筑 紫に 侍りけ る 時に まかり 通 ひつ 、、蕃 うちける 入の 許 


に、 京 に歸り まう できて つか はしける  きの 友の り 

故里 は兒 しごと も あらず 斧の 柄の くちし 處ぞ戀 しかりけ る 

1 0^ しごと 「ごと」 は 如くで、 碁 をよ せた。 0 斧の 柄の くちし 爛柯 山の 故事で ある。 書 言 故事に、 r 晉王 

質、 代 レ木钊 二 信 安 石室 山？ 兒 ニー 一老 叟園, 棋、 與ニ質 一 物, 如ニ裘 核 T 含レ之 不レ覺 レ飢、 看 レ棋未  1 終、 視ニ 斧ノ柯 - 已， 

0r 歸無 1: 復^: 時人 こ と ある。 述異 記に は、 老叟が 童子と なって るる。 

大意 久しぶりに 歸 つて^れば、 京の 故鄉は 何もかも 模様が 變 つて、 以前：^ たやう にもな く、 知らぬ 土地に 來た 

やうで ある、 それ 故、 却って 故鄕 でも 無い 處の、 貴方と 碁 を 打って、 何事 も 忘れて 而， H  く^した 所が サ、 戀し 

い 事であった わい。 

1 "^s 搬者王 質の 境遇 を應 川して、 今の 感想 を 詠んだ。 ^者が 筑 紫に 居た の は、 國衙の 小史であった 祈 3^ 

と 思 はれる。 すると、 歸期 におの づ から 限りが あるので 、「見 しごと も あらす」 とまで、 故 鄕の變 つてし まふ こ 

と はあり さう もない。 蓋し • 抑揚の^ 法で さう 誇張した ので、 斧の 柄 を 取り出し たのが、 その^ 客に 對 する 挨 

拶 である： r 兒し ごと」 で 爛柯の 故事 を 意識させる こと は、 この頃 流行った こと、 見えて、 U 之 も、 

しごと も あらす も ある 哉 ふ る鄉は 花の 色の みあせ すぞ ありけ る 

と^んで ゐる C 

女 ともだちと 物語し て、 別 れて のちに つか はしける 

みちの く 
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あかざり し 袖の 巾に や 入りに けむ わがた まし ひの なき 心ち する , 

大意 私の 魂 ひ は、 殘り 多く 思って 別れた、 貴女 方の 袖の 中に 這 入って しまったの であらう か、 i 女方に 別れて 

から、 うつらく として、 魂 ひが こゝに 無い やうな 心 持が します わ。 

^ もとく 眞摯の 作で はない。 ：： で？ 一 6 い 事 をい つて 喜ばせた ものである。 想 は 萬 葉卷 四に、 

わがせ こが 著せる 衣の 針目お ちゃ 人り にけ らしな わが こ 、 ろ さ へ 

と あるに 同じで あるが、 これ はい ひ 過ぎて ゐ るから、 含蓄の 味 ひ はや、 乏しい。 

宽 平の 御 昨 に、 も ろ こ し の はう ぐわん に 召され て 寺り に 

ける 時 に、 朿 さ のさ ぶら ひに て" を の こ ど も、 酒 た う ベ け る 

つ い で に、 よ み 侍りけ る  藤原忠 房： 

なよ 竹の よ 長き うへ に 初霜のお きゐて 物 をお も ふ 頃 かな  . 

0 寬平の 御 時 云々 宇多 帝の 御世に 遣唐使の 判官に 任ぜられました 時に、 東宮御所の 侍 所で、 侍臣 達が 御酒 を 

頂いた その 序に 詠みました 歌との 意。 扶桑 略記に、 寬平六 年 八月 二十 一 日. 遣唐使の 詔の 出た ことが 見えて ゐ 

60 伹 これ は 派遣の 豫 ^たけで 沙汰 やみに なった。 「もろこしの はう ぐわん」 は 遣唐使の 判官で、 遣唐使 ニは大 

使、 副使、 判官、 主 典の 役人が ある。 「東宮の さ ぶら ひ」 は 春 宮坊の 侍 所。 0 なよ； bs- なよ 竹 は、 嫋 びかな 

る 竹の 意と 思 はれる。 或はい ふ 長 節 竹の 義 かと： 和名 鈔に 長間笋 を， よな^ 竹と 訓ん である。 節 はふし とふし 


との 間の 稱。 こ、 は、 節 長き に、 夜長き を 寄せた。 o お きゐて 置きに、 起き 居て を かけた。 

大意 嫋忭の 節の 長いう へに 初霜が おく この S つ 夜の 長いう へに 寢 もせす に 起きて 居て、 遠ガへ 行く 別の ことに 

ついて、 物 をす る ことよ。 

1 束宮の 侍臣 達 は 御酒 下されで、 はめ を 外しての 大 愉快 C 獨り 作者 忠房は 千波离 波 を 隔てた 外國 行の 苦努な 旅 

を ひかへ てゐ るので、 I  S に 浮かぬ顔 付 をして、 こんな 耿を 詠んだ ので ある。 造^の 詔 命 は 八：：！： 卜：？ に 出て るる 

から、 丁度 これ は 九月 初旬 あたりの 初霜のお きゐる 夜長の 頃であった。 この 秋思に 催されて は、 何の 忍 もない 

人で も、 感^せ ぬ もの はなから う。 況ゃ この 作者の 境遇と して は、 いかに 溜らな く 感じた S であらう。 序 歌と し 

て は 普通 S 出來 である。 今昔 物語に、 敦忠 の中納 言が 、「殿 守の 伴の 御 奴 心 あらば この 春ば かり 淸朝 めすな」 の 

名歌 詠まれた ゆ、 小 野せ：： の實資 の. K にが、 その あへ しら ひに この 歌 を 誦せられた ことが 见 えて ゐる。 それほど 

大した 作で もな し、 時節に も 合 はぬ のに、 いさ、 か 不思議で ある。 

题 しらず  よみ 人 しらず 

風 ふけば おきつ 白浪た つ 田 山よ はに や 君が ひとり 越 ゆらむ 

ある 人 T この 馱は、 ff, 大和の 國な りけ る 人の むすめに、 ある 人 住み わたりけ り。 この 女、 親 もな くな 

o て^も わ. -ハ くな o ゆく あ ひだ、 f  )ss; かふち の 國に人 を あ ひ 知りて 逝 ひつ ， , かれ やうに なりゆきけ 

り。 さ." けれども、 つらけ なる けしき も：： 儿ぇ で、 かふち へいく 毎に、 をと この 心の 如くに しつ、 いだし 

や" ければ、 ^しと 思 ひて、 もしな きまに こと 心 もや あ 乙と 疑 ひて、 月の 面，： n かりけ る 夜、 かふち へい 
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くまね にて、 前栽の なかに 隱れて 見ければ、 夜 ふくる まで 琴 を かき 鳴し つ、、 うちな けき てこの 歌 をよ 

みて 寢 にければ これ をき  >  て、 それより また、 ほかへ もまから すなり にけ り」 となむ いひ 專、 たる。 

i  田 山 大和 國平群 郡 大和 川の 上流に 沿った 龜瀨 越の 處 である。 その 附近 t 野と いふ 所に、 立 田 神社が あ 

る。 0 左 註の 「かれ やう」 は 離れ 方。 「前 哉」 は 庭前の 植込。 

大意 風が ふけば、 沖の 白浪 は 立つ 事で あるが、 その 立つ とい ふ 名の 立 田 山 を、 時 も あらう による 夜中に、 君が 

只 一 人、 越えて お出でな さるで あらう かま あ。 

園 さても お案じ 申される ことかな の 餘意か ある。 元 來立田 山 は、 神武 紀に、 

ク - 一一  ク クシ テ  ビ クヌ 

赴 二 龍 田 1 而其路 狹嶮、 人 不ぃ得 二 竝行 T 

と ある 嶮 W で、 おで も 歩み 苦しく、 心細い 山 越で ある。 それ を 時 も あらう に 夜中、 しかも 一人で 越える となつ 

て は、 その 辛苦と 心細 さと は、 まことに 想像の 外で あらねば ならぬ C と 思 ふ 人のう へに 想 を馳 せて 氣遣 はしく 

^じ^らす 處に、 婦人の やさしい 情 致が 動いて 見える。 初 二 句の 序 は、 

わたの 底 沖つ しら 浪 たつ 田 山い つか 越えな む 妹が あたり^む (萬 葉 二) 

と 同 一 であり、 構想 はまた、 

一 一人 行け ど ゆき 過ぎが たき 秋 山 をい かで か 君が 獨 りこ ゆらむ (萬 葉卷 1 1) 

朝霧に ぬれに しころ も ほさす して 一 人 や 君が 山路 こ ゆらむ (同 九) 

： 土 かつ ま くま 山の 夕 ぐれに ひとり か 君が 山路 こ ゆらむ (同 十一 一) 

と 符合す る。 いづれ f  〕 れらを 撮 合して 作った ものら しいが、 おの づ から 別趣 を そな へ てるる の は、 老手で ある。 


とはい ふ もの、、 初 二 句の 序 は、 尺 和 人の 詠と して は不 似合な 取材で、 氣 分が しっくりと 來 ない 氣 味が ある。 

萬 葉の 「わたの 底 沖つ 白波」 の 詠 はこれ と は 別 裁で、 作者の 伩置ゃ 環境 か 違 ふから 一緒に はならない。 舊說に 

「白波」 を 白波 綠 林の 意と して、 立 田 山に 盗人 を 出した 俗解が ある。 滑稽で は あるが、 こ s ^が 突飛に 不調和に 

感じた 結果で ある。 

左 註 は^^ 物語から 轉寫 した も S と 思 はれる C 

結句、 六帖、 新撰 和歌、 玉^ 等に ゆ くらむ と ある は 味 ひが 淺ぃ" 六帖 に、 作^ を かぐ 山の 花 s.f と ある。 ^ 

に據 つた もの か。 

〇 

たがみ そぎ ゆ ふつけ，： i? かから 衣た つ 田の 山に をり はへ てな く 

El〇 たがみ そぎ 云々 誰が 禊して ゆ ふつけ たる 鳥 かの 意。 「6 ふつけ 鳥」 の鷄 である こと は、 戀 一 「あ ふ 坂の ゆ 

ふっけ^ も わが 如く」 S 條に 解した 通りで ある、」 ^この 歌に、 「たがみ そぎ」 と ある を 思へば、 あながち ^5 中 

騒がしき 時の 公 の 枝の みで はなく、  ^人で も、 おのが 罪咎を この ものに 負せ て禝极 をな し、 さて 祌に默 つた 

ものと^ はれる、」 社頭に 鳥居の ある も、 その 根源に は 種々 の說も あるが、 實際鷄 のと まり 木と して 應川 された 

^^があって の 事であった C  0 から 衣 「たつ」 にか ゝ る 枕詞。 

大意 た，；；. か^ふ-して、 於 した 庭 鳥で あるか しらぬ、 こ S，-W.E に 長く 賴 けて、 頻に 鳴く わ。 

ia 玄 -mm に^い 鳴く こと：； ふさ はしから ぬの を 咎めて はならぬ C 作荇 も旣 にこれ をい ぶか しんで、 一皮 は 問き 

弒^ 下  九 五三 
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Ah めた ので ある。 しかし、 立 田の 祌 IS ある ことに 心 付いて、 「たがみ そぎ ゆ ふつけ 鳥 か」 と 思 ひやった も S だ。 

六 沾 に.^ か へ り 鳴く、 猿 丸 集に うち はぶきな くと ある。 

忘られむ 時し のべ とぞ濱 千鳥 ゆぐ へ も 知らぬ 迹 をと ぐむ る 

1 o 迹 をと  > むる 谘 千鳥の 迹は、 文字 を さしてい つた。 昔 支那で 黃 帝の 時、 蒼頡が 烏 迹の文 を 見て 字 を 作つ 

たとい. ふ 事、 淮南 子、 氏 春秋、 史記 等に 出て ゐる。 

大考 のちく、 に 中 ：！ られ よう.^  二、  f  ) れを 見て 思 ひ 出して もら はう と 思って サ-、 丁度 濱 千鳥が 飛んで その 行方 

も^らぬ のに、 砂に 足 迹を殘 して ある やうに、 鳥の 迹と 世に いふ 手迹 を、 ろくに 害き 方 も 知らぬ のに 齊き とめ 

てお くわ。 

1 身 後の 爲に、 何 か 害き おく 時 S 作で あらう。 「ゆく へ も 知らぬ 跡」 は 文字が 拙くて、 筆の 行き 乂も 知らぬ 意 

を、 千鳥のう へで 喩へ ていった ので ある。 

貞 觀 の 御 時、 「萬 葉 集 はいつ ばかり 作れる ぞ」 と 問 はせ 給 ひ 

け れ HIT よ ^て 奉りけ る  ふん やの ありす ゑ 

；！: 無月 時雨 ふり おけ るなら の 葉 の 名に お ふ 宮 の ふ る ご と ぞ こ れ 


loE へ 觀の御 時 云々 淸和 帝の 御 時、 萬 葉 集 は 何時頃 作れる ぞ との 御尋 あつたので、 そのお 答へ に 詠んで^-つ 

た 歌との 意。 萬 葉 集の こと は、 序文の 所でい つて ある。 o ふりお ける 降り 置きて あるの 約。 0 ならの 蒸の 名 

ナラ 

にお ふ宮 栴の 葉の 奈 良と いふ 名 を 負 ひ 持てる 宮の 意。 卽ち奈 良に せ：： 處 のあった 時代 を さす。 o ふる ごと 古 

雷。 舊ぃ 詩歌の 類を稱 した 常時の 語。 

大意 十月^の 時雨が 降りた まる 榴の 葉の、 その 奈 良と いふ 名のつ いた 宫の御 時代に 出來 ました、 十：： 歌の^-か 

サ、 これ この 禹槳 集で 御座ります。 

0  ^^ゆ 代の 詞藻 は、 早く も 世に 忘られて、 淸和 帝の^ は、 その 出來 の^- 代す ら覺朿 なくなつ たの は、^ し弘 仁、 

天 長の 厄 運に 際會 した 爲 であらう。 もとより 萬^ 集 は 平 城 帝 以前の も S であるが、 撰者 赏之 か、 この 渠の 序文に 

寄いた 年代の 趣 を 以て 推す と、 この 奈^の 宫も、 平 城 帝の 御代の 意で 採った ものと 思 はれる。 然し 作者の 怠 は^ 

良の^ 時代と いふので あったら しい。 それ も その 苦、 この 詞 寄の 趣に よれば， 帝 は 萬^ 集の 撰 著され た^代 をお 

3 ねに なった 事と 思 はれる のに、 有季は 採錄の 中心と なって ゐる 歌の 時代 を 以てお 答へ して ゐ o 。これで は 矛 滔 

した 御 挨拶になる ので、 殆ど つん ほ 話に ひとしい。 これ は 全く 詞 書の 書き方の わるい ので、 帝のお 尋ね は 撰 著の 

は 代の 事で は、 必 すなかった に 相違ない。 この 歌 筆鋒が 頗る 勁 健で、 緊張して るるう へ に、 敍述 の；^ 的な の は 

嬉しい。 上句の 序 は、 時雨の 名殘が 楷の枯 築に たまった、. 神 無：！：： の卽^ である。 「ふりお ける」 は^ お：^ に^ 义 

は 霜に よんで ある。 a- 雨に はいか V とい ふ說も あるが、 それ は：^ 方が 委しくない C 

寬 平の 御 時、 歌 奉りけ るつ い で に 奉りけ る 大江千 E 土 

雜 » 下  九艽五 
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蘆 たづ の ひとりお くれてな く聲は 雲のう へ まで 聞え つがな む 

no 聞え つがな む 段々 に 先へ と聲 を傳 へて ゆく を、 「聞え 繼ぐ」 とい ふ。 f なむ」 は 希望の 辭。 

大意 蘆 邊の友 鶴が、 皆 立った 中に、 一羽お くれて 鳴く聲 は、 雪のう へまで 聞え る や- フに 取り次いで ほしい、 と 

いふが 表面の 意で、 他人 は、 皆 官位 昇進され るのに、 自分 一 人後れ て欵 いて 居る 聲は、 お 上のお 耳にまで 達し 

て 頂きたい、 とい ふが 裏面の 意。 

1 作者の 歌 を 召された 折、 その 序に この 歌 を 詠んで 愁訴した ので ある。 「つがな む」 といった の は、 作者 は 地下 

の 卑賤で、 ^に 奏上な ど 出來る 身分で ないから、 傳奏を 希 ふの 意味で ある。 諷喩 を 川 ひたの は、 か、 る 場合 

に、 C. 取 も ふさ はしい 裁 製で ある。 下句 は詩經 に、 

鷂鳴 二 于九皋 T 聲 聽ニ于 天？ 

と あるに よってる る。 作者 は 流石に 漢擧 者の 子で、 その 句に 來歴が 多い。 

六帖に は、 作者 を 千古と ある。 

ふぢ はらの かち おん 

人 しれず 思 ふこ 、ろ ははる 霞た ち 出で て 君が 目に も 見えな む 

1 〇 春霞 「たち」 にか ， る 序 C 

大意 人に は 知られす ひそかに わが 望み 願 ふ、 ) の 心 は、 春霞の やうに 立ち 現 はれて、 お 上のお 目に もとまって ほ 

し i わ 


i  rf 」 は 人 意 ふので はなく、 心 If どの 「5」 である。 上のと 同じ はき II いての さあち 

「君」 はこの 人の 身分から 推す と、 直に 天子 言した ので はなく、 

歌め しける 時に、 奉る とて、 よみて 、奥に かきつけて 奉り ナ 

る 

rrj.  fl フ 1  そ、 シ千  /11  XT  ノ 

山，， の^とに のみき く 百 敷 をみ を はやながら 見る よし もが^ 

ioi 赢、 i で、 「I は II。 意 は、 t 還參 f 意ら いな 

t こ、" な 敷 を^に 大宫 のこと に 晴；； ：： して ある。 つ， ，メ どま p  f、  " 

b- - -クノ  V  ミ を はやな 力ら 身 を 以前の まゝ ながら こして 乃 ま 

や」 は 早くの 意 。水脈^ を 寄せた。  /力- ての^ 「は 

大 出 川 は 音が^くて、.^ M り mL  、  J ク？  o  >、 ) 

？  ^  r  7sf も o て ある S 山川の やうに 音にば かり、 只今 はさ § る 御所 

gf 私 力 S を 致して f ました 以前の 身で、 今も參 つて 拜見 する 法 も ありたい さじます よ。 

^、^后の 宫の畜 として、 また 寵幸 渥い 憂と して、 宇き の 後宮に あった ぽ、 If 

なく 禁中 を 立ち 馴らして るた。^  、  ,p  k   ： 

まつこ、】 ミこ：： -ヒ是 は ま 帝 は J ずと きて t 院に s、 隨 つて 后お 人々. I 中 を 出て し 

ま cv  f りに 新 if の 帝 S 中に 居られる。 すべてが 入り 代り-た。 a  Mirr 

の 家な どに 往來 して、 お 巾 を^る 機會 はなくな  。こ  - i  , 

^  ,  - T  3^ ナ テま/ \與站 かられ 召された 折、 化； ： の 它 や 

力な 夢を^^して、， て カ追总 こ t  、、へ 上よ 丄1> ト？. ：-、  ず や 

.ff ヘー^-ぎ o 身分て^ 中 を 立ち 馴らして^ たい ものと &ふ のも^ 

雜^ 下  f タ， マ 力 

九 五 七 
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、。 しいし 「身 を はやながら」 と 昔に 返す こと は出來 ない 相魏 で、 それ をな ほ 希望す る ことが、 理窟 を 忘れて 

感靑の 主と なった こと を 思 はせ る。 但 「み を はやながら」 は 例の 刻琢に 過ぎる 
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ど も 
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し 


なる 色に、 

, る k 時な く、 

^ ふ 事 かた し、 

沖 を ふかめて" 

なりぬ ベら な り、 

おも ひみ だれて- 

えぶ の 身 なれ ば _ 


し 


た 


水 の 


おも ひそめ 

{:H  士の ねの、 

なにし かも、 

おも ひて し、 

ゆく 水の、 

ふ る 雪 の、 

なま やま ず、 

こがくれ て、 


よみ 人 しらず 

わが 身 はつねに _ 

燃えつ 、と はに、 

人 を うらみむ、 

おも ひ は 今 は" 

絕 ゆる 時な く- 

け  なば  けぬ  ベ  く- 

お  も  ひ  はふ  力し 
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たれに かも、 

すみぞめ の、 

傲き あまり 

しろた へ の、 

おもへ ども 

あはれ と 思 へ 歷 

1 〇 雜體 ザ フ テ 


相 かたら はむ、 

ゆ ふべ になれ ぱ、 

せむ すべな みに、 

ころもの 袖に、 

なほ 歎 かれぬ、 


色に いで ば、 

ひとり ゐて、 

庭に 出で て、 

おく 露の、 

春が すみ 


九 六 〇 

人知り ぬ ベ み、 

あはれ くと、 

たち やすら へ ば、 

けなば けぬ ベ く、 

よそに も 人に、 

J の卷に は、 長耿、 旋頭 歌、 


ザ ッ ティと 音讀 し、 又く さん \の すがたと 讀ん でもよ い 

及び 短歌の 一部なる 誹諧 歌の 諸 體を收 めて あるので いふ。 上の 雜欧と 混じて はならぬ。 又、 本卷の 長歌 は、 本 

集中の 糟粕 ともい ふべ く、 殆ど 細 評に 値しない。 誹諧 歌 も 内容の 疎 末な のが 多い ので、 折々 評 を 略した。 

〇 良 歌 古木に 短歌と あるが、 その 歌 は 長歌 だから、 誤で ある こと は 無： i である。 舊說に 彼れ 是れの 解 は ある 

が 無用の 辯で、 紹介す る， まで もない。 

0 稀なる 色 色 は 色彩の 意と、 色情の 意と を かねた。 0 思 ひそめ 思 ひ 初めに、 染め をよ せた。 〇 天雲の 0 富 

士の 根の ともに 枕詞。 0 と はに ^に。 O 沖 を 深めて 心の奥 を 深めての 譬喩。 沖と 奧と はもと 同 語。 0 行 

カラク ダモノ  シ ベル コ、 ニモ 

く 水 S 枕詞。 0 かくな わに 「かくな わ」 は、 いにしへの 唐 菜 子で ある。 和名 鈔に 、「結 某、 形 如 m 結 緒 T 此間亦 

有 レ之、 和名、 加 久之阿 和」 と：^ え、 顯 註に T 唐果 子の 中に、 とかくち が へ たる 物の、 透 垣な どの やうに 亂れて 製り 

たる 油 物な り」 と ある。 されば、 かく 繩の 如くに r 亂れ」 とか ， つた 枕詞。 0 ふる 雪の 枕詞。 0 えぶ の 身 云々 


「えぶ の 身」 は閻 浮の 身、 閻浮は 梵語 閻浮提 の 略で、 人界 をい ふ 。この 世の 人間の 身 なれば、 思 はじと 忍/ども かな 


はすとの 意。 えぶ を、 崇德院 S 御木に、 て ふと あるに 據る說 は采ら ない。 0 あし ひきの 山 下水の 木が くれてた ぎ 

つ 窃かに 忍に たざる の^の 謦喩。 戀 一 、 「足 引の 山 下水 3 木隱れ てた ざつ 心 をせ き ぞ かねつる」 に據 つた もの 

か。 染の 枕詞。 0 たち やすらへば ^躇 する こと o.  0 白た への 0 おく 露の 〇^ がすみ ともに 枕詞 ( 

「人 を 恨みむ」 の.？、 上下に 續 かない。 思と いふ 語九简 所、 「思へ ども」 と 縛いた のが 三简 所、 「あ ふこと」 と 

紛 いたのが ニ简 所、 その他 同意の 重複 も ある。 「ふる 雪の 消な ば 消ぬべく」、 「おく 露の ぬな ば^ぬべく」 は、 わ 

ざと 句で、 對拔 せしめた の だら うと も 思 はれる が、 それ も 不分明で、 殆ど 蕪雜 で、 ^を 成さない。 ！}x 樹は 

「或は ニ^^:^ したる ならむ、 足 引の 山 下水 云々 より 切り離して 見れば、 めでたき 長歌な り」 といった 。六帖 に 

は、 十：： きお 耿 として、 これ を擧 けて ある。 まことに 平安の 京と なっての 古 製と^ え、 その 五 七 の 格調の 亂れ は、 

傑に 二^所 あるの みで、 しかもお 句の 今 調に 出 來てゐ るの は、 仁 明 帝の 代に 奉った 典. 1 寺の 佾 徒の 長歌の さし 

つ ざの 作と： ^られ る。 


ふる 歌 奉りし 時の もくろくの 長歌 

ちはやぶる、 神の みよより、 くれ 竹の、 

あま 彥の、 音 羽の やまの、 春が すみ、 

そ らもと  >  ろに， さ よふけて、 


さみお 


し 


の、 


つら ゆき 

よ k にも 袍 えず、 

忍 ひみ だれて、 

U まと 乂 ぎす 

-I  J、 一 

カナ 一 
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鳴く ごとに 

もみ ぢば を、 

冬 の 夜 の、 

としごとに、 

君 をのみ、 

ふじのね の、 

ご ろ も、 

すべらぎ の、 

いせの 海の、 

たまの 緒の、 

年 をへ て、 

つ 力 ふとて 

扳間 あら み、 


た. れ も 寢覺め て- 

見ての みしの ぶ- 

庭 も はだれ に、 

時に つけつ \ 

千代に とい はふ、 

も ゆるお も ひ を、 

織れる こ k ろ も- 

お  ほせ  かしこみ、 

； TO のし ま mf 

み C  ^  ^に 、し 

大宮に の み、 

かへ りみ もせぬ、 


力 

力 

世 


ひ 

田- 5 

わ 


ら にし 

み な 

る 雪 

はれて 

の 人 

力 づ し 

ちく さ 

き /\ 

ろひ棠 

ひ あ へ 

さ 方 

が 宿 


き 

月、 

の、 


、 


の、 

て、 

の、 

の、 

め、 

の、 

の、 


九 六 二 

たつ 田の 山の、 

しぐれ /^て、 

なほ 消え か へ り、 

言 をい ひつ \ 

思 ひする が の、 

わかる ゝ なみだ、 

言 の 葉 ごと に、 

中に つくす と、 

取れり とすれ ど、 

なほ あら 玉の、 

ひるよ る わかず、 

しのぶ 草お ふる、 


ふ る 


雨 の、 もりやし ぬらむ。 


愿 o ふる 歌 奉りし 時 云々 序に、 「萬 葉 集に 人らぬ 古き 歌 を 奉らし め 給 ふ」 と ある 。「もくろく」 は目錄 で、 その 


目 じる し S 詞を よみ つらねた 長歌との 意。 0 ちはやぶる 0 くれ 竹の 0 あま 彥 の ともに 枕詞。 0 音 羽の 山の 

春が すみ 忍 ひ亂れ ての 「亂 れ」 へ か ， る 序で、 卷上、 「春の きる 霞の 衣ぬ きを 滞み」 に據 つた。 0 さみだれの 云 

々 夏 T 五月雨の 空 もと V ろに 時鳥」 に據 つた。 0 からにしき 云々 唐に しき は、 「立 田」 の 枕詞。 秋： 卜、 「立 田 

川紅粱 亂れて 流る めり」、 又、 同、 「戀 しくば a て もしのば む もみ ぢ槳 を」 などに 據 つた。 0 かみな 月 しぐれくて 

冬 T,>:m 川 錦お りかく 神無月」 によった。 0 冬の 夜の 庭 も はたれ に 云々 冬、 「今より はつ ざて 降らな む わが 

^の」、 同 、「白雪の ふりて 積れ る 山里 は」 など を 思った もの か。 0 君 をのみ 云々 賀、 「君が代 は 千代に 八千代 

にさ V れ 石の」、 同、 「鹽の 山 さし 出の 礫に なく 千鳥」 に據 つた。 0 思す るが の 云々 戀 一 、「人 しれぬ 思 を 常にす 

るが なる^ is 山 こそ」 に據 つた。 0 飽かす して 云々 離別、 「あかす して 別る、 淚 瀧に そふ」 に據 つた。 0 ふ 

ぢ衣 おれる 心 哀慯、 「藤 衣 はつる、 絲は」 に據 つた。 o やちぐさ 八 千 種。 0 つくす と 盡く すと ての^。  o 

伊勢のお の^のし ほ 貝 「ひろ ひ^め」 の 序。 汐 貝は汐 海の 貝の こと。 OS の緖の 「みじかき」 の 枕詞。 0 み じ 

かき 心 才の 足らざる 心の 怠。 〇m 心 ひ あへ す わき まへ がたい をい ふ。 0 あら 玉-の 年の 枕詞。 0 ひさ 方 S 

「日」 とか、 つて、 ^の 枕に 川 ひた。 〇 しのぶ 草 垣 衣。 0 板 間 あらみ 板 間の 疎 さに C 板 は屋を Sf いた 板 をい 

ふ。 0 もりやし ぬらむ 雨の 漏る に、 よい 歌の もれる のを喩 へた。 

0 「千 早 振 云々」 はまづ 歌の 來歴 をい ひ、 「あま 彥の 云々」 は 春、 「さみだれの 云々」 は 夏、 「唐に しき 云々」 は 秋、 

「神無月 云々」 は 冬と、 四季 を舉 けて、 「時に つけつ 、云々」 の 句で 一 括し、 「君 をのみ 云々」 は贺、 「世 S 人 S 

云々」 は戀、 「あかす して 別る、」 は 離別に： m 旅 を かね、 「ふ" ち 衣」 は 哀^、 「やちぐさの 言の葉」 に 物 名、 雜、 

大欤所 si^ など を かね、 「すべら ざ s 云々」 より は、 勑命を 畏んで 撰 著に 從 事し、 つとめて よい 鈥を網 n 
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する 積り なれ ど、 われ 等が 短才 にて は、 良否 を 思 ひ あへ すして、 洩れた の も あらう といって、 年を越え て、 宫 

中の 昭陽舍 に 詰め切りで 撰んだ が、 遂に 春雨の ふる 頃にまで 及んだ 趣 を 含めた。 序に 延喜五 年 四月と ある は最 

後の 完成で、 ほ >脫 稿のう へ、 目錄を 作った の は、 その 年の 二三 月の 交であった らう。 


ふる 歌に く はへ て 奉れる 

く れ は の、 よ k の ふる ごと 

いかにして、 おも ふ 心 を、 

ありき て ふ、 & まろ こそ は 

ことの 葉 を、 あまつ 空 ま で、 

あとと なし、 今 もお ほせの、 

塵の 身に、 つもれる 事 を、 


いにしへ も、 

こ X ちして 

^ こ らしき 

身なりし を 


くすりけ がせ る 

ち ど のな さけ も 

かくは あれ ども 

たれ か は 秋の 


歌 

なかり せ ば、 

のばへ，^ し- 

うれし けれ- 

き  こ え あげ 

くだれる は 

問 はるら む I 

けだものの- 

お  も  ほえず- 

照る ひか り- 

くる  方に 


壬 生忠岑 

伊香保の 沼の、 

あはれ むかし へ、 

身 は 下 な が ら、 

すゑの 世までの、 

塵に つげと や、 

これ をお もへば、 

雲 に吼 えけ む、 

ひとつ 心 ぞ、 

近き まもり の 

あざむきい で て、 


みかき 守 

ぶ も ほえす 

g 力 ざり き 

た な び か れ、 

が を 力し 

身ながら に、 

V より こナ り、 

やよ ければ、 

かくしつ ゝ、 

立 つなみの、 

をし けれ ば、 

なりぬ とも， 

くすり もが 

君が代に ぁふ阪 

0  a 


とのへ もる 身の、 

こ k のがさね の、 

今 は 野 山し、 

S は うつせみ、 

夂、 \ は 霜 に ぞ、 

つもれる 年 を、 

これに 添 はれる、 

^はい やしくて、 

ながらの 橋の、 

波の しわに や、 

こしの 國 なる、 

おと はの 瀧の、 

君が 八千代 を、 

3 のい はし 水木が 


みかき 守 

中に て は、 

近 けれ ば、 

な き く ら し， 

責めら る 、、 

しるせれば、 

わたくしの、 

年 た か •  き、 

ながらへ て、 

お ぼ ほれむ、 

しら 山の、 

おとに iS  く、 

若え つ、 見む。 

くれたり と 思 ひけ 


を さ しく も 

あらし の M も 

春 はかす みに 

秋 はし ぐれに 

か 、 る わびしき 

いつ ゝの むつに 

老 のかず さ へ 

事の 苦し さ 

|染 波の うらに 

さすがに い のち 

力し に は. ill-  く 

^いず 死なず の 

る 力な 
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圍 o ふる 歌 云々 これ も 上のと 同時ので、 添へ て 奉った 歌で ある。 〇 くれ 竹の 枕詞。 ふる ごと 古言。 0 

^香 保の 沼 上野 國群馬 郡 今の 榛名 湖の ことと 思 はれる。 こ、 は 「いかにして」 の 枕詞。 0 のばへ 述べの 延言リ 

o むかしへ 昔 方。 いにしへ と 同じい。 0 人 まろ 柹 本人 麻呂。 飛鳥 藤 原の 宫の 代の 大歌 人で、 宫 五位に 至ら 

ない。 o しもながら 下官 ながらの 意。 o あまつ 空 大宮の 内 を譬へ ていふ。 o あと 例の 意。 o 今 もお ほせ 

の 云々 いにしへ 人麻呂 の 歌 を 召しけ るに 續 いて、 今 も 我が 徒に、 「歌 奉れ」 の 仰 言の 下った の は、 かの 人 麻呂の 

例に 繼ゅ とい ふこと かとの 意。 「塵に つぐ」 は 文選に、 「遙々 播ニ淸 塵 T 淸麈竟 誰嗣」 とあって、 古き 迹を まなぶ 

を、 繼 塵と いふので ある。 伹、 人 丸の 歌 を 召された こと は 物に 見えない。 o 塵の 身 塵の 如き 身で、 輕ぃ 卑しい 

身を謦 へて いふ。 〇 つもれる こと 積れ る 言で、 塵の 綠語。 0 いにしへ も藥 けがせる この 二 句、 原文に ない。 

六帖、 及び 忠岑^ によって 補った。 神仙 傳に、 淮南王 劉 安が、 仙藥を 服して 登仙した 事 を 記した ところに T 安、 

臨 二 去 時 T 餘藥器 還 在 二 中庭 T 鷄犬雜 ニ啄之 T 盡得レ 舁レ 天、 故 鶏鳴 二 天上 T 犬 吠 二 雪中 こ と ある。 獸 などの 仙藥を 舐め 

たの だから 、「けがせる」 といった。 〇 ひとつ 心ぞ 云々 俗に 一 心に とい ふに 似て ゐる。 こ、 は 撰者の 數に 入つ 

たの を 喜び 誇った ので ある。 0 照る ひかり 天子 を譬へ 奉る。 0 近き まもり 近衞の 直譯。 作者 は 左 近 衞の番 

長であった。 o 秋の くる 方に 云々 「秋の くる 方」 は 西で ある。 作者 はこの 時、 左 近衞の 番長から、 右衞 門の 府 

生に 轉 任した。 衞府 の陴屋 は、 すべて 左 は 束、 右 は 西な ので、 東西の 方位 を 以て 敍 した。 さて、 これ は 順 任で 

あって、 左遷で はない が、 大 御身に 近づき 奉る 近 衞の職 を 去った の を、 不本意の やうに いひな して、 「あざむ 

きいで て」 といった。 o みかき もり 云々 元來 宮城の 警衞 は、 その 禁内を 近衞、 中 郭を兵 衞、 外郭 を 衞門府 とい ふ 


虱に 分擔 して ゐた。 右衞 門の 府生 たる 作者 は、 外郭の 御 垣 を 守る のが 職であった。 故に、 「とのへ もる 身の 御^ 

守」 といった or とのへ」 は 外の 重で、 外郭の こと。 0 を さくしく 長々 しにて、 立ち 優った の 意。 0 こ、 のがさ 

ね 九重の 直譯。 文選に 「君 門 多 九重」 と あるより 、宮城 又は 禁内 をい ふ 語と する。 0 今 は 野 山し ちかければ 

衞門は 外郭 を 守れば、 「野 出 近し」 とい ひ、 近 衞に對 へ て、 外衞の あし さ をい ひ竝 ベた。 0 龍に たなびかれ 心の 

晴れ やらぬ をい つた。 0 時雨に 袖 を かし 淚に 濡れ を喩 へた。 0 しるせれば かき 記し たれば。 0 いつ ゝ のむ 

つに 云々 五六 三十 年に 及んだ とて、 わが 公務の 勤 勞を陣 ベた。 〇 や よれば 「や」 は彌 「よ」 は 愈で、 数多き 

恋で ある。 佛足 石の 歌に T やよ つ 光 を 枚ち」 と ある もこの 意。 0 長柄の はしの 「長ら へて」 のぽ。 0 雞 波のう 

らに 「たつ 浪-の 一予。 0 波の しわに や 云々 皺 だらけに 老いく ちな むの 意。 波の 重なり 铬る を、 面の 皺に 罾〈 

た 。「お ほほれ」 は 溺れの 原語。 〇 しら 山の 0 おと はの 瀧の 「の」 文字、 いづれ もの 如くの 意で^ 詞。 〇 藥もが 

不老不死の 藥を 欲しの 意。 「もが」 は 願望の 辭。 o わかえ 若くなる こと。 0 君が代に 云々 かく 古き^ を 興 

じ 給 ふ 君の 御代に 逢 はう とも 知らす、 逢坂 山の 石淸 水の 木 隱れて ある やうに、 人知れ す 沈ん-た 身と 歎いた こと 

を 後悔す るとの^。 

1 畏 歌に は、 まづ御 時に あうた の を悅 び、 次に は 身の わびしき を かこち、 次に は 君 をい は ひ、 終に 我が 命の^く 

あれ かしと 願 ひ、 短歌に は、 いよく 君の 御 時に あうた 悅 をい ひかへ した。 貫 之の 目錄 歌より はや、 一 ふし も 

あり、 優って はゐ るが、 冗- 4- に堪 へられない。 また、 n 之 はさす がに 萬粱^ を 心得て ゐ たものと^ えて、 五 七 

調が 流れて、 ところ <\ 七 五と なった と 思 はれる の を、 これ 及び 次の 二 首 は、 却って 七五調が 五 七に 流れた や 

うな 觀が ある。 時代の 風潮と はい ひながら、 かう も 劃然たる 體形を そな へぬ 以上 は、 邯鄲に 歩 を 失った 燕 人の 
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顿で、 どちらつ かすの 變な ものに なって ゐ る。 

君が代に の 短歌 は 長歌の 反歌で ある。 反歌 は 長歌の 意 を 反復し、 又はい ひ洩 したの を 歌 ふの を、 その 本色と す 

る o 

「聞え あゆ」 は 家集に 聞え あゆて、 「いにしへ に」 は 一本に MD- しへ も、 「かくは あれ ども」 は 家集に か qs^s 

これ どと ある t との へ もる 身の みかき もり」 は 家集に ない or 身ながら に」 は 一本に 身ながら も、 「しるせれば」 

は 家集に 數 ふれば、 「やよ ければ」 は 一 本せ めくれば、 「ながらへ て」 は 家集に まらへば、 r 浪の」 は 家集に 


老の、 「瀧の」 は 家集に 山のと ある。 

r, . 冬の ながうた 

ちはやぶる、 祌 無月と や、 


うちし ぐ し 


J  T 


山 あらし も、 

こきち らし 

庭の 面に、. 

し ら 雪 の、 一 

j  くし つ る 力な 


紅葉と ともに、 

0  く 日 ごとに、 


あられみ だれ て、 

む ら -,(\ 見 ゆる、 

つもり て、 


ナさょ り ま 

ふる 里の、 

なり ゅナ、 ま- 

霜. こ ほ り、 

久シ くさ の、 

あ ら た ま の、 


0 り も あへ ず、 

よしの k 山の、 

玉の緒と けて、 

いやかた まれる、 

う へ に 降りし く、 

年 を あまた も、 


lo ちはやぶる 枕詞。 o 神無月と や 神無月と いふ ことに やの 意。 〇 紅槳と ともに ふる 里の 時雨が 紅葉と 

共に 零る とい ふに、 古里 を かけた。 吉 野の 古里で ある こと は、 冬、 「ふるさと は士 口野の 山し 云々」 の 條に旣 出。 

o あらたまの 枕詞。 

Is 平^ .|卞 これ を^して ゐ る。 しかも、 「玉の 緖 とけて こきち らし」 は. en 他が うち 合 はない。 又、 こきち らし 

たる 如くと 觯 かねば、 その 怠が 通じない が、 それ も 無理で、 元 來詞が 足らない ので ある。 

「けさより は」 は 家集に はつ 時雨、 「うちし ぐれ」 は 六 帖に初 時雨、 「山 あらし」 は 家集に 山お ろし、 「年 を あま だ 

も」 はま^に 年 をお ほく もと ある。 


七條の 后う せ 給 ひける のちに よみけ る 


おきつ 波 

いせの あまも 

かなしき に 

時雨に て 

わかれな ば 

花す 、き 

はつ 雁の 

雜 « 


荒れの みま さる、 

船な がした る、 

なみだの 色の、 

秋の もみ ぢと、 

たのむ 蔭な く、 

おなき 瓱 に、 

^きわたり つ \ 


宮 のうち は 

こ、 ちして 

くれな ゐは 

ひ と 人、  \ は 

なりはて ゝ 

む れ た ち て 

よそに こ そ 見め： 


伊  勢 

年へ てす みし- 

よらむ かたなく- 

われらが なかの- 

お  のがち  り  ぐ- 

とまる ものと は、 

空 を まねかば、 

,L」、 し 

ゴズ ゾ 
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1 o 七條后 藤原溫 子。 關白藤 原 基經の 女で、 宇多 帝の 中宮で ある。 集中の 詞 書に、 「寬 平の 御 時 后の 宫の 歌合の 

歌」 と ある その 后の 宫の御 事で ある。 延喜七 年 六月 御 年 三十 六に てお かくれな された。 0 おきつ 汲 「あれ」 に 

か、 る？。  0ぉ へ てす みし 作者 はこの 后宮の 女房と して 侍うた 人で、 宇多 帝の 寵をも 受けた。 o いせの あま 

尹 勢の 海の ぎ 人。 わが 名の 伊勢 を 寄せた。 0 よらむ 賴 るに 寄る をよ せた。 0 かなしきに 悲しき によりて 

の 意。 0 われらが なか 宫 のうちの t 房 達すべ てに かけて いふ。 0 おのが ちりぐ 云々 一 周の 年月 を經 て、 

せ 3 の 中の 人々 も、 御 墓 仕へ する 者 も、 おのが むきく に 退散す る をい ふ。 〇 とまる ものと は 留まる ものと て 

はの 意。 0 はつ 雁の 初 雁の 如くに の 意。 

^ 草木 こそ 多 けれ、 薄 を 以て あしら ひとした は、 彼れ が 穂に 出て 招く さまが、 心 あり ゆに 見える からで ある。 

しかも 哀慯 にも、 「君が う ゑし 一 むら 薄」 など あるので 思 ふと、 この頃、 薄な ど を 前栽に 移して、 秋の 野ら のさ 

ま を まねぶ ことが、 專ら行 はれて ゐた 事が 知られる。 后の 薨ぜ られた 年の 秋の 頃、 御 忌 はて、、 宫の 内の人 達 

が 散り ぢ りに 成り ゆく 末 を 思 ひやって、 眼前の 景物 を 詩材 として、 その 榮枯 盛衰の 情を敍 した。 故 宮人 空しく、 

殘草 風雨に 摧け、 天邊雁 語の 冷やかな の を 聞いたなら、 何人と いへ ども 懷舊の 情、 斷 腸の 思に 堪 へな からう。 

況ゃ 作者が 私の 主人と 賴ん だお 方であって 見れば、 その 船 流した る 海人の よるべない 心地の したの も 尤もで あ 

る。 長歌 五 首のう ちで、 これひとり 見られる。 

「たのむ 蔭」 は六帖 及び 家集に ねの むかたと ある。 


题 しらず  よみ 人 しらず 

うちわた す をち かた 人に 物 ま をす われ、 その そこに 白 く^け 

る はなに の 花ぞも 

■  0 旋頭耿 セ ドウ 力と 讀む〕 六 帖には セン ドウ 力と かいて ある。 漢字 序に は 、旋^、^ 本と 竝べ^ ゆて ある 

^> ー體兩 名で ある。 混 本、 また 双 本と もい ふ。 旋頭 はかみ にめ ぐらす、 混 本 は 本に まじ ふる、 双 本 は 本に な 

らぶ るの 意で、 木の 句 五 七 七に 對す るに、 末 句 もまた、 五 七 七 を 以て 仕立てた ー體 である。 その はじめは 本末 

相互の 問答 を專ら とした こと は、 紀 記に その 例の 見えた 如くで ある。 かくて 本末 いづれ に まれ、 その 五 七 七の 

一句 を さして、 片 耿と稱 へた。 奈良時代に 至って、 この 體 大いに 行 はれた と 思 はれる が、 なほ 他の 長短 歌 s 盛 

んな S とは^べ 物に ならなかった。 しかも あながち 問答 體 によらす、 自在に その 詩想 を發 禅した。 只 その^^ 

が五ヒ 二つぐ に 七.：； 1 を 以てした から、 下の 方い よく 重く、 頭 勝な 七五調 時代と なって は、 その 調が 氷炭^お 

れ ，いも^であった。 況ク、 字句と もに 少なくて、 融通 出入の 自在 を缺 いて ゐる。 これらの 理由が 平安^に お 

、- 'て、 やう やく 發絶こ 近づいた 听以 である。 されば 後に は 五 七 五と つらねた、 短歌の 半截の 如き も S も 現 はれ 

るに 至った か、 ^竞 どちらつ かすの 異體で あった。 
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0 うち 渡す 此方より 彼方へ かける 意。 場處の 時には その 距離 あるに いふ。 宣 長が T 見渡す ことなり」 と觯し 

たが、 古歌 を 案す ると、 その 意が 差って ゐる。 o をち かた 人 遠方なる 人。 o 花ぞも 花で ある ぞょ。 r ぞ」 

はおし 詰めてい ふ 意の 辭。 「も」 は 欵辭。 

大意 かけ 離れた、 はるか， ：i ふの 方の 人に、 私 は 物 をお 尋ね 致します る、 貴方の 居られる それ 其處 に、 ，：n く^い 

て ゐる花 は、 何の 花であります ぞ、 まあ 大曆 見事な 花です が。 

^  ； S 形 を そな へ た 平語に 近い。 われ 物 巾す と あるべき を 倒置した の は、 その 一 一音 五 音の 糾 織が、 あま" に 緩 調 

に 流れる ので、 促 調に して その 失 をす くった S である。 

かへ し 

春され ば 野べ に ま づ さく 見れ ど あかぬ 花、 まひな しにた どに 

のるべき 花の 名 なれ や 

1 0 まひ 禮物 をい ふ。 古來、 幣の 字を訓 んでゐ る。 まひな ひとい ふ もこれ で、 賄賂 をのみ いふ は 後世の 事で 

ある。 萬紫卷 六 T 天に ます 月 讀男幣 はせ むこよ ひの 長さ 五： 白夜 繼ざ こそ」、 同 九、 霍公鳥の 歌に 「被 はせ む 遠く 

な ゆき そ」 などの 例 を 見て 推し 知られよう。 0 のる 告 る。 

大意 これ は泰 になれば、 野邊 にまづ 一番が けに 唉く、 見ても く 見 飽かぬ 花で、 その 名 はお 禮の 物な しに、 つ 

いいって しま ふやうな、 輕々 しい 花の 名で あるか、 いやさう では ござらぬ わ。 

i 詼謔を 弄した 狂言で 面白い。 この 集に おける 如き 狹载 の見蛑 からすれば、 これ も 俳諧の 部の ものであるが、 


姑く 體 製の 上に ついて、 、 ^  > に 収めた ものら しい T た V にの る」、 原本た や 名のる と ある。 「名 ijn る」 とい ふこと こ 

こで は 聞えない。 高 野 切に よって 改めた。 

® しら ず 

はっせ 川 ふる か はのへ に ふた 本 ある 杉、 年 をへ てまた も あ ひ 

見む ふた 本 ある 杉  ノ 

1 0 はっせ 川 大和 國 磯城 郡 初瀨を 流れる 川。 0 ふる か はのへ 古川の 邊。 初瀨川 は、 十：： 代から いひ はやされ 

た 川な ので、 「古川」 といった。 廢川を 古川と いふのと は 異なる。 

大意 初瀨 川の 古川の あたりに ある 二 本 杉、 私 は あの 杉の 年 久しい やうに、 年が たって 後、 あの 杉の 竝ん で，； 1： ひ 

合って 居る やうに、 またもお 目に かゝ つて、 對座 致し ませう。 

1 諸 ^豚き^ ない。 稻掛 太平が、 「上 はまた とい はむ 序な り」 とて、 「一 一本杉」 を 一 一 股 杉と 解した の は、 中に も わ 

乙い。 こ S 二 木 杉 は 初瀨川 附近で 著名な 物だった ので、 謦喩に 川 ひたので あらう。 本の 三 句 を、 再びぶ：？ S 三 

句で 歌 ひかへ した その 詠 欵の味 ひ は颇る 永い。 その 風 調に よって 想 ふに、 奈良時代の 造 製で あらう。 作者が 火 

. 和 人で ある こと は、 勿： i と 思 ふ。 末の 結句、 躬恒 集に おもが はりせ でと ある は、 こ S 特色 を 抹殺した もので、 

神^が^き てし まふ。 

• つら ゆき 

雜 體  九 七三 
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君が さすみ かさの 山の もみ ぢ ばの 色、 神無月し ぐれの 雨の そ 

め るな りけ り 

1 0 君が さす 「御笠」 にか、 る 序。 0 みかさの 山 覉旅 「あまの 原 ふり さけ 見れば」 の 條に旣 出。 0 そめる 染 

みて あるの 約。 滲みた の 意。 

大意 三 笠 山の 紅葉の 色、 これ は 大餍兒 事で あるが、 何が 染めた かと 思へば、 神無月の 時雨の 雨が 染めた ので あ 

つたわい、 人間業で はない はサ。 

^ 萬粱 に、 「君が 着る みかさ」 と續 けたの は 冠り 笠で ある。 これ は 「さす」 と あるから、 唐傘、 大 傘の 類で あら 

う。 そ は いづれ にせよ、 時雨の 雨 を かけ 合 はせ たこと は、 萬 葉 集の、 

大君の 三 笠の 山の もみ ぢ葉 はけ ふの 時雨に ちり かすぎ なむ (卷 八) 

と 同 巧で ある。 末の 結句、 助辭 がその 大部分 を 占めた こと は、 輕 くて 更に 力がない。 五 七 七の 體を 成す 自然の 

調に 背いて ゐる。 

末の 第二 句、 躬恒 集に 時雨の あめにと ある。 それなら、 下の 「そめるな りけ り」 に 自他が 打ち合 ふが、 時雨 を 

^として、 そむる といった 方が 面白い。 元本に もさう あるから、 意釋は その 意で 解いて おいた。 

元本に はこの 次に、 

ます 鏡 底なる 影に むかひ ゐて みる 時 こそ 知らぬ おきなに 逢 ふ 心ち すれ 

の 一 首が ある。 體が 甚だと 、 の はない。 


一  ，皆 汰 

. 題 しら づ , よみ 人 しらず 

一 梅の はな 見に こそ 來 つれう ぐ ひすの 人く 人く といと ひし も をる 

1 0^1 史記 の^に、 「滑稽 俳諧 也」 とあって、 を かしいた はれ 言 を、 俳諧と いふ。 唐の 杜甫 の 詩に も 俳諧 體 

が ある。 こ、 に |と窖 いたの は、 下 S の 字の 偏によ つて、 上の 俳 nt 慕に 作った もので、 かう 

いふ 例 は、 熟語に はよ く ある ことで ある。 

^ 大意 n 分 は 梅の 花 を 愛して、 见 にサ來 たので ある、 されば、 梅に 寢 ぐら を 占めて 居る 鶯は 喜ぶべき や：： なのに、 

： なぜか 鶯が 人が 來る 人が 來 ると 鳴いて、 自分の 近寄る の を 厭って サ まあ 居る わ。 

1 撰^ 等が、 俳諧と 認めた 標準 は、 き はめて 瞹 味で、 今より 推す る こと は 頗る 困難で ある。 同じ 構恕、 同じ 敍 

. . ^の もので も、 一は 木 歌に 入り 、一は 俳諧に 入り、 人 をして その 定見の なさ を 疑 はしめ る。 確た る 認識 カ鑑 赏 

力 力な，. 力ら といへば いはれ るが、 かう いふ 事 は、 時代の 惯 習と 思潮と に 支配され る點も あるから、 さう 一法 

こま、、； か、 o  I 

素性 法師 

^ぶきの 花色 ごろ もぬ しゃ たれ 問へ ど 答へ ずくち なしにして 

雜 體  」.，，. 

九 七 五 
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1 0 山吹の 花色 ごろ も 山吹の 花の 黄色 をした 衣 をい ふ。 襲で は 表黃、 裏黃 又は 靑を 山吹と いふ。 0 くちなし 

口 無しに、 をよ せた。 梔子 は その 實の 外殻が、 口 を 開かない ので、 この 名が ある。 黄色の 染料と する。 

大意 この 山吹の 花色 衣 は、 主 は 誰れ であらう か、 いか 程 問へ ども、 更に 返事がない わ、 を、 それ も その 箦、 山 

吹 は 口の 無い とい ふ 梔子 色で あるに よって サ。 

• 藤 原敏行 朝臣 

いくばくの 田 をつ くれば か 時鳥し での 田 長 を 朝な く よぶ 

I  o しでの が ^ 催馬樂 に、 「雨 やどり、 笠 やどり、 宿りて まから む、 しで 田 長」 と ある。 田 長 は 田 を つかさど 

る、 で、 卽ち^ 夫で ある。 時鳥の 鳴く の は、 梅雨 頃 を 盛りと して、 農峙に 際し たれば、 その 聲を賤 田 長と 聞き 

なし、 それが 轉 つて はピず m 長と なった の だら う。 その。 し f の 音に 就いて、 死 出の 山 を 越えた 冥土に、 時鳥の 

ある やうに、 僞經十 王經に 作って あるので、 死 出 田 長の 意に も 取り成して、 詠む こと も ある。 十王經 のこと は、 

哀袅 「なきん の 宿に 通 はば 時鳥」 の條 にいって ある。 賤田長 を こゝは 姑く 調に ついて、 「しでの」 と、 り 文. 字 を 

入れた。  - 

大意 どれ 程の m を 作る ので あれば か、 時鳥 は あの やうに いそがし さう に、 賤の田 長 を 毎朝 毎朝 呼ぶ こと ぞ。 

七 六日 たなばたの 心 をよ みける  藤 原 力ね すけ 

、 つし かと またく、 い を はぎに あげて 天の川 原 をけ ふや 渡らむ 


翳 0 たなばたの 心 を たなばた は 棚 機で、 織 直の こと をい ふが、 こ、 は ひろく 一  I にかけ ていった。 ^1 

き 心 を 詠ん H ヽ 0 またく はつの 響。 o はぎに あ：？ 宣長 いふ、 「人に 物 まくと 観 はし f る こと 

を も 善 I ぐと いふ ことの ありし なるべし。 土 佐 曰 記なる Is なり」 といへ り。 土 佐 曰 記に 「ほ 

やび つまの いすし^ 鮑 をぞ、 心に も あらぬ 脛に あゆて 見せけ る」 と ある。 

大意 今 口 は.： ハ： n なれば、 f 曰 は 明 曰で あるが、 いっかくと 待ち かねる 心 t せて、 廢？ 取って に，1 

渡らう か。  . 

譖 S にや」 と ぃ.まが、 I の ^塞であった 上に、 「またく」 に 股の 響が ある さ、 fit つ ので 


题 しらず  j  - 

1  凡 河 3： 躬 E 

む つ 一； もま だつ きな くに あけぬ めり いづら は 秋の 長して ふ 夜 は . 」 

Elo むつ 一；；： " ^び 背で、 男女の 情 語 をい ふ o  0 いづら は 「は 一 ま 歎辭。 

大意 れ 一一：： もま だ w^h ある 乃 こ、 よ p  f 一り 火つ ミー" 5 ナこ b 

.  /-I^  CI  {ズ こ O あび 丧カぁ U たやうた わ、 I 體 どこに ある ぞ、 よく 人の いふ 秋の 長、 

とい ふ 丧はサ o  , 

譖 短 It かこ 2」 詹 。二 I 心靠ん だと も^れ、 xsm 「いづら， 一 

の 語が 眼 E である。 これら 相當 の佳吟 で、 更に 俳諧の 氣味 でない o 

三 句、 高 野 切、 元本に あけに け^と ある o 

.  九 七 七 
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：  ,  僧正 遍昭 . 

あきの 野に なまめ きたてる 女郎花 あな かしが まし 花 も 一 時 

大意 秋の 野に 態 をして 立って 居る 女郎花、 これ を 世の 人 は大曆 にい ひ はやす が、 あ、 喧しい わ、 その 花 も 

ほんの 一 盛りの ゎづ かの 間の も のぞ、 とい ふが 表面の 意で、 あすこに 美しい 女が 居る くと いひ はやす が、 あ 

あ 喧しい わ、 何の 美人の 色 も、 ほんの 一 時の 間の も のぞ、 とい ふの が 裏面の 意。 

0 諸 註、 女郎花の 喧しい やうに 解きな したの は、 筋が 通らない。 女郎花 はな まめいて ゐる だけで、 喧し いのは 

それ を 見 はやす 人達の 事で ある。 諷意 は、 朝に は 紅顔、 夕に は 白骨の 無常 を說 いて、 好色家 を 警醒した ので あ 

る o 

四 句、 一 本 及び 元本に^^ 7y-.J としと ある o 

よみ 人 しらず 

秋 くれば 野べ にた はる k 女郎花 いづれ の 人 かつまで 見る ベ き 

1 0 つまで 摘までに、 抓まで を 寄せた。 

大意 秋になる と 野邊に 色めいて 居る 女郎花 を來て 見る 人 は、 どの 人で も 摘ます に 見よう か、 いや 皆 摘んで 見 

る わ、 丁度 花の 名に よぶ 女の じ やらく らした のに は、 誰も 一 寸手を 出して、 抓って 見る やうに サ。 

結句、 一 本って に 見る ベ  1^ と ある はわる い。 元本に^ ぐべ ある は 本文に まさる。 


秋 霧の はれて くもれば をみ な へ し 花の 姿ぞ 見え 力 くれす る 

大意 霧が 暗れ たり^ったり すると、 女郎花の 花の 姿が サ、 見えたり 隱れ たりす る わ。 

〇 

花と 見て 折らむ とすれば 女郎花うた" ある さまの 名に こそ あり けれ 

J o うた ， ある うたて あると 同じい。 

t 意 つい 一と ほりの 花と 思って 折らう とすれば、 女郎花の 女と いふ 名 は、 生憎な 譯 合の ある 名で サぁ つたわ 

、、 f こま どうも 手^さし にくいて。 

^ 作者 は 法師で 、 も あらう。 

寬 平の 御 時き さいの 宮の 歌合の 歌  在： g のむ ね^ 

伙^ こま ころびぬ らし 養：^ つ どり させて ふきり み \ す &リ く 

/  ，  コ ホロ ギ 

1 0 つ Y りさせ 綴り 刺せ。 今 も 1 の聲を 「肩 させ 据 させ」 と 聞く。  0 きり，^ す 昔の きりぐ す は 今り^ 

である。 

大意 藤 袴の 袴が 秋臌 で、 大分 綻びたら しい わ、 その 證據に は、 その 綻 をつ Y  くり. させと いふ 巷が 鳴く わ C 

1 一句、 一 木 綻び ぬらむ と ある。 

雜 體  ，  九 七 九 
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あす 春 立た むとしけ る 日、 隣 の 家の 方よ り、 風 の 雪 を ふき 

こしける を 見 て、 そ の 隣へ よみてつ か はしけろ 

きょはら の、 深 やぶ 

冬 な が ら 春" の となり のち かければ 中垣より ぞ花 はちり ける 

大意 まだ 冬 なれ ど、 もう 明日 春が 立つ 今日で、 春の 近隣で あるに よって、 冬と 春との 界 目の 中垣から サ、 そ 

の 春の 花が 散って 來た わい。 

1 わが 宿 を 卑下して 冬、 隣家 を 春に 喩 へたので、 隣家の 雪 を も 花に 見立てた。 

初 句、 高 野 切に ギ ds, ど、 結句、 六帖に 花ぞ唉 きけ ると ある。 又、 拾 遣集戀 四に 再出した。 

ffil しらず  よみ & しらず 

石の 上 ふりに し 戀の神 さびて た 、 るに われ はい ぞ寢 かねつ る 

1 0 石の 上 舊り にか、 る 枕詞。 夏 「石の 上 ふるき 都の」 の條參 看。 0 た、 る 祟る。 

大意 あまりに 年久しく なった 自分の 戀は、 性が 入って、 祟り をす る爲 に、 自分 は 夜 も寢る ことが サ、 えう 出來 

ぬわ。 

1 すべて、 年舊 りた 物の 化けて 怪を爲 すと いふ こと は、 太古よりの 迷信であった らしい。 久しい 戀に、 心が 焦 

られ て、 いよく 安眠 もしな いのも、 戀の 祟りと したの は、 面白い 滑稽で ある。 


結句、 一本に いね ぞ かねつる と ある。 又、 拾遺 集戀 四に 再出した のに も、 元本に も， ねぎ ぞ かねつる と ある。 

枕より あとより 戀 のせめ くれば せむ かたな みぞ 床な かに をる 

1 0 枕より あとより 頭から 脚から。 神代 紀に、 頭 邊脚逡 と ある。 0 なみ 無 さに。 

大意 夜疲 てお ると、 枕の 方から も、 脚の 方から も、 戀と いふ 奴め が、 しきりに 攻め立て ゝ くる 故に、 仕樣が 

なさに サ、 床の 眞 中に うづく まって、 ぢ つと 起きて 居る わ。 

^薬に r 戀の 奴の つかみ か、 りて」 と 詠んだ 儔で、 床 中に 蹲る 態度 は、 その 術な さ 加減が あら はれて 眞實だ 

が、 敍述に は 八 上く 一  種の 俳諧 味 を 持って ゐる。 

〇 

戀 しきが かた も かた こそ ありと 聞け 立てれ をれ どもな き 心ち する 

E10 かた も かた こそ ^註に 兩說 ある。 いかに 戀す とて、 心の 方角 は 方角で ある ものと 聞く とい ふ說 と、 いか 

に戀 すと て、 そ S 人の 形 は 形に て ある ものと 聞く とい ふ說 とで ある。 姑く 下句との かけ 合と、 狂 味の 如何と を 

忍って、 後： g に從 つた。 0 立てれ おれ ども 立てれ ども、 居れ どもの 略。 

大意 どの やうに ^をす る 人で も、 形 は^れ 細りながら もサ、 ある ものと 聞く わ、 七れ に 自分 は戀に 心が 空に な 

つて、 ^つて 居ても すわって^ て も、 この 身體の 形が どうやら 無い 心 持が する。 

雜體.  九 八 一 
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初 二 句、 元本に 戀しき も.^^ こぞ， 下句 床 中に こそお きゐら れ けれと ある Q 

〇  - 

ありぬ やと 心 見が てら あ ひみねば たは ぶれに くきまで ぞ戀 しき 

1 0 ありぬ や 逢 はで も ありぬ やの 略。 

大意 思 ふ 人に 逢 はすに も居遂 ゆられる もの かと、 ためしが てらに 逢 はすに 居れば、 もうく さやう の 冗談事 

もして 居られぬ 程に サ戀 しい わ。 

國 ありぬ やと 試みる とい ふこと が、 狂 味の あるので ある。 

〇  . 

耳 無の 山の くちなし 得て しがな おも ひの 色の 下ぞ めに せむ 

I  05 無の 山 火 和 三 山の 一 。 大和 志に 、「大和 國在 ，1 十 市 郡 木 原 村 上方 T 四面 田野、 孤峯 森 I、 リ 山中 梔樹 ん矣、 S 

ブ クチナ シ 

又 呼 二 梔子 山 こと あるつ 0 おも ひ 思 ひ。 緋を 寄せた。 

大意 あ ゝ耳無 山の 梔子が 得たい ものである わ、 それが あらば、 世間の 聞え を 忍ぶ 戀の 思の 緋 色の 下染 にしよ 

うわ、 さすれば、 耳な しなれば 人が 聞かす、 口な しなれば 人が いはす、 思 を 忍ぶ に は 好都合で あるに よって サ。 

〇  . 

一 -  *  ヮ  ウレ 

足 r5 のば 田の そ ほつ お のれ さ へ 我 を ほしと いふ 憂 はしき こと 


1 o そ ほつ 案 +山 をい ふ。 古言 そ ほど。 o おのれ こ、 は 二人 稱に川 ひたので、 篤った 語。 

大意 山 田の 案山子 を H 几る やうな 汝 さへ、 自分 を 望んで 逢 ひたいと いふ、 さても 厄介な ことよ。 

1 ^^卷 十 一 なる、 左 S 歌 その 儘で ある。 

山城の 久 世の わく 子が ほしと いふ 我 を、 あ ふさ わに 我 を ほしと いふ 山城の 久世。 

二三の 句、 元本に 山 田に たてる そ ほっさへ と ある。 

きのめのと 

ぉ士 のね のなら ぬお も ひに 燃えば 燃え 祌 だに 消 たぬ 空しけ ぶり を 

1 0 ならぬ 成就せ ぬ。 0 おも ひ 思 ひに 火 を かけた。 0 燃えば 燃え 下の 「燃え」 は 命令 格。 Q 神 だに 富 

.H の 神 は、 木 花 開 耶姬 命で ある。 富 土の 火の こと は、 旣に 序文の 中に 釋 して ある。 

大意 i:3 士の 山が 出 來ぬ戀 の 思の 火で 燃える やうに、 自分の 出 來ぬ戀 の 思の 火 も、 燃えるなら 燃えよ サ、 富. H の 

.E の神樣 でさへ も、 昔から 思の 火から 立つ 益に も 立たぬ 煙 を、 お消しな さらぬ もの をサ。 

i  $M0^ 一に、 平^文、 

われの みや もえて 消えな む^と 共に おも ひもなら ぬ 富. H のね の ごと 

紀 のめのと S かへ し、 

富. H の 根の もえ わたると もい か  >  せむ けち 、 〕 そしらぬ 水なら ぬ 身 は 

と あるが、 別時の 詠 か。 撰^: は 「富. H のね のなら ぬ 思」 の 構想 を 俳 意と 見たら しい。 かやう の 空想 は 詩歌の 常 

である。 

雜 體  九 八 三 
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きの ありと も 

あ ひ 見 まく ほし は數 なく ありながら 人に つきなみ 惑 ひこ そ すれ 

タ ヅキ  — 

13  0 ほし は 欲しに、 星 を 寄せた。 0 つきなみ 手 著が なさに の 意、 「手 著」 は 便宜で ある。 月 を 寄せた。 

大意 足 かあつても、 月の ない 晚は道 を 惑 ふやう に、 逢って ほしい 思 は、 數 限り もな く ありながら も、 その 人 

ヅ午  、 

に迮ふ 便 {且 がな さに、 心 も かきくれて 惑 ふこと で サ ある わ。 

小 野 小町 

人に あはむ つきの なきに は 思 ひお きて 胸 はしり 火に 心 やけ をり 

  ツキ  ォキ 

i  0 つき 便 (几に、 月 を 寄せた。 o 思 ひお きて 思 ひ 起きに、 熾 火 を 寄せた。 熾 火 は 盛んにお こった 火。 o 胸 

はしり 火 胸の 走る に、 走 火 を かけた。 「胸の 走」 る は 心の 騒ぐ こと。 「走 火」 は 火の 外へ 刎ね 飛ぶ をい ふ。 o 第 

一 一句、 一 本、 なきよ は I と あるが よろしい。 「に」 はよ の誤寫 である。 

大意 忍 ふ 人に 逢 はう 便宜の 無い 夜 は、 そのこと を 思 ひながら 起きて、 火の 走る やうに 胸が 走って、 心が^れ て 

居る わ。 

初 一 一句、 元本に 人に あはて つきな き 時 はと ある。 

寛 平の 御 時き さいの 宮の 歌合の 歌  藤 原お き かぜ 

春霞た なびく 野べ の 若菜に もな り 見て しがな 人 もつ む やと 


i o つむ や 摘む に 抓む を 寄せた。 

大意 春霞の 文つ 野べ の 若菜に もな つて 見たい ものである わ、 €1 分の やうな 者で も、 もしゃ 若菜の 摘まれる やう 

に、 思 ふ 人に 抓 めら る、 か、 どうかと 思へば サ。 

一 一句、 00,§ に はたちい づ る _&Y^ ， 四 句、 一 本に^^&1^し—5とぁる。 

題 しらず  、ベ". ，： よみ 人 しらず , 

思へ どもな ほうと まれぬ 春霞 か 、らぬ 山の あら じと 思へ ば 

大意 .0 分 は あの人 を、 隨分 思って は 居れ ども、 やはり 賴 みがたくて、 疎々 しい 心 持が する わ、 その 故 は、 丁 

度养 の^が こ、 の 山へ も、 かしこの 山へ も か ゝらぬ 所 は あるまい やうに、 あの人が 氣が 多くて、 か、 り あるか 

ぬ 所 は あるまい と S 、いふに よって サ。 

0 お 想 は、 んの 歌な どと 同じな のに、 これの み 俳諧な の はいぶ かしい コ 

時^な がな く  Sf; の あまた あれば なほう とまれぬ 思 ふ ものから (夏) 

かっ^れ ど 疎く も あるかな 月 影の いたらぬ 里 も あら じと 思へば (雜 上) 

藍し 「か ゝらぬ 出」 S いひ かけの 取り成し. か、 俳味に 堕して 聞え たの だら う。 
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春の 野の しげき 草葉の 妻 ご ひに とびたつ 雉の ほろ 、 とぞ 鳴く 

i  o しゅき 草葉の 妻戀に 草葉の しゅき 妻戀 にと いふべき を、 調に ついて 倒 装した。 春 上 「若草の 妻 もこ もれ 

り」 の續 きと は 違 ふ。 o ほろ >  ほろうつな どもい つて、 雉の 羽音で ある。 淚 のおち る 形容の ほろ くも かけ 

た。 

大意 自分 は 春の 野の 草葉の やうに、 妻を戀 ふる 思が しゅき 爲に、 その 春の 野に 妻戀 して 飛び立つ 雉子の 羽音の、 

ほろ、 とい ふやう に、 ほろほろと サ泣 くわ。 

0 ほろ、 の 口 合が 俳諧で ある。 それ を 心 付かす して、 雉子が ほろ、 と 鳴く と 思って、 後の 歌な どに よく 詠んで 

あるが 誤で ある。 行 基 菩薩の 詠と いふに 「山鳥の ほろ くと なく」 と あるが、 あれ は 行 基 時代の 口調で はない。 

必す 後人の 假託 である。 

きのよ しひと 

あきの 野に 妻な き 鹿の 年 をへ て なぞ わが 戀の かひよ とぞ なく 

0 かひよ 鹿の 鳴聲 である。 甲斐よ を かけた。 0 なぞ この 語で 句 を 切って 見る。 

大意 秋の 野で 妻の ない 鹿が、 何年 も 何年 も、 あの やうに かひよ くと 鳴く が、 何で 窭戀の 甲斐が ある ぞ、 鹿の 

料簡が わからぬ わ。. 

1 六帖 に、 伊勢、 

秋 山に 妻な き 鹿の 年 をへ て なぞ や いきての かひよ とぞ なく 


と ある。 いきての の 一 語、 頗る 深刻に 聞え て 勝って ゐる。 

五 句、 一 本に^, ひよ と はと ある o 

みつね 

蟬の 羽の ひと へ に^: き 夏衣 なれば よりな む 物に や は あらぬ 

n  0 ひと へ 一 重に 偏に を かけた。 o なれば よりな む 鋼れば 紕 りなむ にて、 着 馴らせば 萎えば みて 皺 づくを 

いふ。 

大意 自分の 思 ふ 人 は、 蟬の 羽の 衣の やうに、 一向に 薄い 心なれ ど、 こちらから 實を遨 して 馴れたら ば、 着馴 

ら すと 夏衣の 紙れ る やうに、 ゆく/, \ は 自分に 思 ひ 寄って きさうな 物で はない か、 寄って 來ぬ こと はあり さう 

もない もの に 思 はれる わ C 

たヾ みね 

カク レ ヌ  ネス 十 c 

ほ 沼の したより おふる 根 沼 繩の寢 ぬ 名 はた 、 じくるな 厭 ひそ 

1 0 隱沼 のした よりお ふる 根 沼繩の 譬喩 を かねた 序。 隱沼は 草な ど 茂って 水の 見えぬ 沼 をい ふ。 根 沼 繩は奪 

菜 をい ふ。 o くる 來 るに 繰る をよ せた。 「繰る」 は 繩の綠 語。 

大意 私が この やうに 通って 來て も、 貴方が つれなくて、 一 所に 寢て くれぬ 故、 根^の 名の やうに、 寢ぬ名 は 立 

ち はすまい と 忍 ふ、 それ 故、 草^れの 沼の 底から 生える 根^の やうに、 隨分 忍んで 私の くる ことば かり は、 厭 

雜 體  九 八 七 
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つ て 下さ るな ◦ 

よみ 人 しらず 

ことならば 思 はずと や はい ひ はてぬ なぞ 世の中の 玉襻 なる 

タス キ 

n  0 ことならば 春 下 「ことならば 暌 かす や は あらぬ」 の 條に旣 出。 o 玉櫸 玉 は 美稱、 櫸は 掛ける 物な の 

で、 どちらつ かすに 引き か 、つた 意の 隱 語に 用 ひた。 

大意 この やうに 逢って くれぬ とならば、 いっそ 何とも 思 はぬ とい ひ 切って しまへば よい、 なぜに. 一 一人の 中が、 

どちらつ かすに 引き 掛 つて、 玉 襖で ある こと ぞ。 

1 後に も T 大幣 にして」 と 詠んだ 隱喩 を、 俳諧の 意と して ある。 

甲い ふて ふ 人の、 いのくま ごとに たち 隱 れつ 、見る よし もがな 

大意 自分 を 思 ふと 口で いふ 人の 心の 隅々 へ、 そっと 這 入って、 隱れ くして、 實か噓 か を 見届ける 手 だてが、 

あって ほしいな o  . 

思へ ども 思 はずとの みい ふなれば いなや 思 はじ 思 ふかひな し 

0  0 いなや 否や。 


大意 これほど 眞變に 思 ふけれ ど、 それ を あの人 は 疑って、 忍って 居らぬ とば かりい ふので あるから、 いやく 

これから、 もう E 心 ふまい ぞ、 とても 思 ふかひがない わ o 

「いなや」、 六 帖に, ばと あり、 元本に いさやと ある。 

〇  • 

われ をのみ おも ふとい はば あるべき をいで や 心 は大谘 にして 

1 0 尺 弊に して 大幣 は、 戀四 「火幣 の ひく 手 あまたに なり ぬれば」 の 條に旣 出。 こ、 は 引く手あまたの^^ 

に 川 ひた。 

大意 あの人が 思 ふくと いふの も、 自分ば かり を 思 ふの ならば、 それでよ からう が、 いやもう あの人の 心 は、 

あちらへ もこ ちらへ も. g く、 引手 あまたの 大幣 であって、 了 M あてに ならぬ わい。 

われ を 忍 ふ 人 を 忍 はぬ むくいに やわが 忍 ふ 人の われ を 忍 はぬ 

大意 n 分な 忍って くれる 人 を、 m やって やらぬ 報 かして、 自分が 戀 しく 忍 ふ 人が、 c; 分 を 思って くれぬ わ。 

園 お 淵 は、 「俳諧に あらす」 と 評した。 けれど、 「E 心 ふ」 の 語 を 故意に 疊 川したり、 思 はぬ 報 を 取り成し たりな 

ど、 や、 俳 意 は ある。 次 の 歌 も、 むくい を 詠んで ゐる。 

雜 體  九 八 九 
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., 〇  〔一本 ふか やぶ〕 

ム クイ 

思 ひけむ 人をぞ ともに 思 はまし まさし や 報な かりけ り や は 

n  0 まさし や 正し や。 

大意 あの 自分 を 思って くれたで あらう 人 をサ、 こちから も 思 はう ことであった わ、 あ ， 爭 はれぬ もの、 報と い 

ふ ものが 無かった ことか、 いや 覿面に あった、 それ は 今 自分の 思 ふ 人が、 自分 を 思って くれぬ わ。 

作者の 名、 次の もこれ も、 一本 云々 は、 奏覽の 原本に あるまい こと ゝ思 はれる。 定家卿 校正の 時 害き 加 へられ 

たと もい ふ。 この あたり 皆 、「よみ 人 しらす」 の 歌で あらう。 

〇  〔一本よ み 人 しら や〕 

出で ゆかむ 人 をと 、めむ よしなきに 隣の かたに 鼻 も ひぬ かな 

0  0 隣の かたに 隣の 方に ての 意。 0 鼻 も ひぬ 鼻 を ひると は、 嚏 をす る こと。 

大意 今 こちから 出で ゆかう とする 人 を、 留めよう 手 だてがない によって、 人が 嚏 を すれば、 出る こと を 忌む 習 

が あるから、 かこつけて 留めようと 思へ ど、 生憎 近所 隣で、 嚏 もせぬ ことよ。 

0 奈良時代に は、 鼻 ひれば 待人來 ると いひ、 又、 人の 思 ふ 時 は 嚏る ともい つた。 この頃 は 又、 鼻 ひれば、 出て 

行く こと を 忌む とい ふ 迷信の あつたと 見える。 抑 も 嚏 を 凶兆と する こと は 印度の 慣習で、 それが 佛敎に 伴 はれ 

て、 支那 を經て 日本に 入った ので ある。 

元 木、 初 句いで て ゆく、 三 句す ベ もな リ、 結句 I* ^ひなく にと ある。 


紅に そめし こ 、ろ もた のまれず 人 を あくに はう つるて ふなり 

i o あく 飽 くに 灰汁 を かけた。 紅 は 藁の 灰汁に て 洗へば、 色が 褪める ものと ぞ。 

大意 紅の やうに、 深い 色に 染め こんだ 人の 心 も、 賴 みに はならぬ、 なぜ なれば、 あの 紅も^ 汁に is ければ 色が 

變る とい ふやう に、 人を飽 くと いふ 氣が 出る と、 つい 心が 變る とい ふこと である わ。 

紅の やうに 深く 忍って るます など、 人が 自慢 をした ので、 その 紅の 深い 色 とても、 あてに はならぬ とい ひく 

たした ので ある。 

二 句、 六帖に 染めし ころも もと ある。 

いと はる 、わが 身 は^ の 駒 なれ や 野 飼が てらに 放ちす てた る 

1 0 駒 なれ や 駒 なれば やの 意。 0 野 飼が てら 顯 註に T 馬 もも 牛 を も 放ちて 飼 ふ をば、 野 飼と いふ。 それに 

^せて、 人 を 思 ひ 放つ もも、 野 かふと いふなり」 と ある。 ^樹 の說に T 退きの きを 延べて かふと いふに て、 退き 

が てらに 遠ざかる I:.: なり」 と ある。 後 撰 集に T みちの くの 尾 駁の駒 も 野 飼 ふに は 荒れ こそ まされな つくもの か 

は」 など、 まことに 退く 意が ありさう である。 

大意 人に 厭 はれる 自分の 身 は 、春の 駒 かして、 丁度 春 駒 を 野 飼が てらに 放しす てに してお くやう に 、あの人-か、 

雜體  九九 一 


お 今 和歌 集卷第 十九  九九 二 

吝氣 せぬ やうな 顏 をして、 その 身 を 返き が てら 自分 を 見す て、、 一向 かま はぬ わ。 

〇 

S の こぞの やどりの ふるすと や 我れ に は 人の つれな かるらむ 

no 鶯の こぞの やどりの 「古 巢」 にか、 る 序。 0 ふるす 古 巢に舊 す を かけた。 

大意 鶯の 去年の 宿 を 古巣と いふ やうに、 あの人 か 自分 を舊 いものに して 見捨てる とい ふので、 それで かう も氣 

强 くす るので あらう か。 

1 詩で も 新人と いひ 故人と いふ。 見捨てる こと を^る すと いふ は、 當 時の 通語で ある。 

さか しらに 夏 は 人 まねさ、 の 葉の さやく 霜夜 を わが 獨り ぬる 

園 0 さか しらに 賢 しらに。 かしこ だての 意。 o さやく さや，/ \ と 鳴る こと。 

大意 人に： ^捨てられても、 ぬからぬ 顔に、 夏 は 人 まねに、 いっそ 獨寢の 方が よいな どいつて 紛 はしても 見た 

が、 この やうに 使の 葉の、 さや./ \- と 鳴る 寒い 霜夜 を も、 自分が 獨り寢 る ことよ、 これ はいかに も堪 へやう が 

ない わ。 

1 深い 感偽を 含んだ^: で 面白い。 た V 第二 句の 俳 意と T 人 まね」 の 語と が、 この 歌 を この 部に 收 めしめ たもので 

ある。 


あ ふ 事の 今 ははつ かにな り ぬれば 夜 深からで はっきな かりけ り 

In  0 はっか 僅に 一一 4- 日 を 寄せた。 0 つき 便宜に 月 を 寄せた。 

大意 何時も 二十日に なれば、 夜が ふけねば 月がない が、 自分 も あの人に 逢 ふ 事が、 人目の うるさ、 に、 今では 

ヅ キ 

ゎづ かにな つたに よって、 たまに 逢 ふに も、 人目の 無い 夜 ふけでなくて は、 便宜が なくな つたわい。 

結句、 元本に つきな かるべし と ある。  . 

左のお ほい まう ち 君 

もろこしの 吉 野の 山に こもる とも 後れむ と 思 ふ 我れ ならな くに 

1 0 もろこしの 吉 野の 山 吉野山 は 山 深く、 世 を 厭 ふ 人な どのよ く 籠る 所な ので、 假令諸 越の さう した 深山に 

i 龍る ともと、 假に 設けて いった。 

大意 貴方が 大和の 吉野山 は 勿論、 假令 唐の 吉野 山の 奥へ 引き込. まう とも、 どこまでも 慕って こそ ゆけ、 あとに 

殘 つて 居ようと 忍 ふ. 0 分で はな いもの をサ、 それ を 心の 淺 いやう に 思 はれる の は 口惜しい わ。 

0 「もろこしの 士 c 野の 山」、 この 辭樣が 奇矯な ので、 俳 意と 见 なしたら しい。 撰者 達は餘 りに まじめ 過き る" 

戀 五に：^ えた、^ 勢の 御が 仲 平 朝臣に 贈った T 三輪の 山い かに まち^む 云々」 の 歌の 返しと て、 これ を^ 勢^に 

舉 けたので、 仲 平の 作と し、 さて 仲 平 は 後に こそ 左大臣に もな りたれ、 延喜 の^は 未だ 微宫 だからと、 「左のお 

ほい まう ち 君」 の？ S 名 を 疑った^ の ある は、 ^勢 集に 泥んで ゐる。 かの^ は尜 よりし どけない もので、 勑撰狼 

雜 お  九九 三 
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の 如き 正しい もので ない。 彼れ によって 是れ を云爲 する の は、 木末 を顚 倒して ゐる。 勿論 「三輪の 山」 の 返し 

でもない、 仲 平の 作で もない、 左大臣 藤 原 時 平の 作で ある。 

なかき 

雲 はれぬ 淺 間の 山の あさまし や 人の こ 、ろ を 見て こそ やまめ 

n  0 雲 はれぬ 淺 間の 山の ^喩を かねて、 「あさまし」 の 序と した。 淺間山 は 信濃國 北佐久 郡の 喷 火山。 0 人の 

, おのれ を さした。 

大意 ほ 山の 喷き 出す 烟が、 雪と なって 晴れす にある やうに、 疑 ひの 晴れ もせぬ に、 早く も 退いて しまう と 

は、 あまり 怪しから ぬ 肝の つぶれた ことよ、 私の 心 をと くと 見た うへ でサ、 止むなら 止めた がよ いわ。 

の焖の 比喩と 「あさ」 の疊 音な ど、 俳諧と する のは贊 成し 難い。 

,  伊  勢 

なに はなる. 長柄の 橋 もつ くるな り 今 はわが 身 を 何に たと へ む 

1 o 長柄の 撟も 雜 h 「よの 中に ふりぬ る 物 は」 の 條に旣 出。 〇 つくる 造る の 意。 盡 くるに 解く は當ら ない。 

この 事、 序文 中 T 長柄の 橋 もつ くるな りと きく 人 は」 の 條に旣 出。 

大意 ， 】 れま で舊ぃ 物の ためしに 引いた 難 波の 長柄の 橋 も、 新しく 出來 るので ある、. 今 はもう 人に 飽かれ て、 舊 


い 物と なって しまった 自分の 身 を、 何に 謦 へよう ぞ、 何にも^へ る 物 も 無くて、 心の 慰み やう も 無い わ。 

S ひろい 世界に 自分 ひとり 男に舊 るされ てゐる 者と 心 狹く考 へて、 くよ く 物案じした 趣が 而 白い。 これな ど 

俳諧に 收 める のは餘 りに 惜しい。 


初 句、 金玉 集に つのく にのと ある。 

よみ 人 しらず 

まめ なれ ど何ぞ はよ けく M る萱 の亂れ て あれ ど あしけ くもなし 

園 0 まめ 眞實、 或は 眞 面目な どの 意。 0 何ぞ はよ けく よけく あらむ の 略。 0 刈る KB1 の 刈った^ は 亂れて 

見える ので、 「亂 れ」 にか、 る 序と した。 刈 昔 一として 一種の 草の 名と する は、 後世の 訛 誤で ある。 

大意 自分 は隨分 實體 である けれど、 それが 何のよ い 事が あらう ぞ、 現に あの人な ど は、 自分 を さし 置いて、 刈 

おの 亂れ たやう に、 あちこちに 心 を 移して 亂れて 居る けれど、 それでも さの み わるい やうな 寧 もない わ。 

「よけく」 「あしけ く」、 對 偶が あまりに 親 貼に 過ぎる が、 卒直ら しい 點 にょい 氣 分が ある C 

おきかせ 

何 かその 名のた つ， の をし からむし りて 惑 ふ は 我れば かり か は 

大意 何の * ての、 名の 文つ こと-か 惜しから う. ぞ、 惜しく はない わ、 戀路 のなら ひ、 よくも 無い と 知りながら 迷 ふ 

雜 體  九九 五 
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の は、 自分 ひとり かま あ、 自分ば かりで は 無い、 皆 さう である わ。  * 

1 これ は ひどく 急所 を 突いた もの だ。 愚者 も 賢者 も、 戀の 前に は 一 切 無差別 だと 喝破して、 名の 立つ 位が 何 か 

と、 自棄 的に 出た の はよ くくの 戀路 であらう。 多分 ある 衝動 を 心に 感じた 結果ら しい。 

いとこな りけ る 男に よそへ て、 人 のい ひければ 

く  そ 

よそながら わが 身に いとの よるとい へ ば コハぃ つ はりに すくば かりなり 

1 o いとこな りけ る 云々 從 弟なる 男に、 情交の ある やうに よそへ て、 世の 人の いひ 騷ぃ だからの 意。 伹、 「け 

る」 は 無 川の 辭 である。 元本に 絲， LJi 名，， ありけ る 男に 云々 と あり、 顯註 に、 「この 歌 は、 いとと いふ 男に よそへ 

て、 たのい ひければ、 女の よめるな り」 と あるのに 從 ふが よい。 o いとの よる 絲と いふ 男の 寄る に、 絲の繚 

る を 寄せた。 〇 いつはり 僞に針 を 寄せた。 0 すく 着ぐ る こと、 好色 を 寄せた。 

大意 この頃 聞けば、 よそながら 絲と いふ 男が 自分に 寄り 附 いて 居る とい ふから、 絲の 繕った の は 針に す ゆ 通 

すば かりで ある 如く、 たぶ 几談に 好いて 見た ばかり サ。 

1 綠 語の くさり 仕 立 は 論外で あるが、 絲 だの 針 だのが 作者の 身分 を 語って ゐる。 

S しらず  さぬ き 


ね ぎ 言 を さの み閬 きけ む 社 こそ はて はなげき の 森と な るら め 

〇 ねぎ 曾 願へ la。  0 なけき 歎きに 木 を かけた。 「な ゆきの」 は欵 がの 意で、 な ゆ 木の 森と 婧 くので はない。 

大意 多くの 人が 歎き 願ふ詞 を、 さやう にお 聞き入れ なされた であらう と e 心 ふ 神の 社 はサ、 しま ひに は、 なけき 

とい ふ 木の 茂る 森になる であらう わ、 とい ふが 表面の 意で、 人の いひ 寄る の を、 さやう に無晤 と 聞き入れて、 

誰れ 被れな しに 逢った であらう 人が サ、 しま ひに は欵 きが 繁 くなる であらう わ、 とい ふが 裏面の^。 

^ さて、 その 人 は 作^ 自身な ので あらう。 

元 木 に ^：^ を 安 怙淸行 娘と あ る 。 

フ  $ 

なげき 樵る 山と し，： お くな り ぬれば つら 杖の みぞ まづ つ かれけ る 

El〇 な： t き 默きに 木 を かけた。 〇 つら 杖 頰杖。 

大意 いろくの 欵き が、 出 の やうに サ 高く 積った から、 何ぞ忍 ふと、 顿杖 ばかり サ 突く やうになる ， 】 と では あ 

る わい。 

^ 木 を拖， いつんで 來て、 山阪の 高さに、 ^すがら 仗 を 突く 趣で 仕立てた。 

元本に 作者 を 源 抉 娘と あ る。 

雜體  ， .  九九 七 
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よみ 人 しら、 す 

なげき をば こりの みつめて 足 引の 山の かひ なくなり ぬべ ら なり 

カヒ  カヒ 

11 0 なけき 欵 きに 木 を かけた。 0 足 引の 山の 「かひ」 にか  >  る 序。 山に は峽の あるので、 詮 (屮斐 ) にかけ 

た。 峽は山 あ ひの 地 をい ふ。 

大意 あまりに 木 を 樵り 積む と、 山の 峽が埋 つてなくなる やうに、 自分 は戀ゅ ゑに 歎きば かりが 積って、 その 

歎き 屮斐が なくなって しま ひさうな わい。 

人 こふる こと を 重荷と 擔 ひもて あ ふごな きこ そ 佗し かり けれ 

ァフ n  ゴ 

10 あ ふご 柺に逢 ふ 期 を かけた。 柺は荷 ひ 棒で ある。 

大意 戀を重 荷と 擔 つて 居る から、 それなら 柺が ある 箦 なのに、 その 柺と いふ 逢 ふ 期がない のが サ、 難絛な こと 

であった わい Q 

〇  ， 

よ ひの 間にいで て 入りぬ る 三日月の われて 物 甲む ふ 頃に も あるかな 

1 0 よ ひの 間にいで て 入りぬ る 三日月の 三日月 は片 破れな ので、 「われて」 にか  >  る 序と した。 0 われて わ 

りなく の 意。 「わりな く」 はこと わりな くの 略で、 無理やりに、 强 ひて などの 意。 


大意 宵の口に 一寸 出て 這 入って しま ふ 三日月の、 片 破れと いふ やうに、 わりな く 無 やみに、 物 思 をす る この 

顷 である, y とよ。 

1 上句 は^であって、 今： n から^れば 俳諧ら しく もない。 結構な 歌で ある。 只 「三：：： 月の われて」 のか、 りが、 

^ゆ は 奇異に 感じた 爲 であらう。 

〇  . 

そへ にと てと すれば か、 りかく すれば あない ひ 知らず あ ふさき る さに 

1 0 そへ にと て ^は S 俗語と 思 ふ。 契 沖い ふ、 後 撰 集に、 「『け ふそへ に』 と ある は 副の 意に て、 け ふさへ にと い 

ふ詞 なれば 同じから す。 古今 著 聞 集 第 十六、 法師の 角力と る 事 をい へる 條に、 『そへ にと 答 ふ』 とい ふ詞见 ゆ。 

»  »  »  アキ 

それよ とい ふ詞に 近し」 と。 この 說に從 つてお かう。 0 あ ふさき る さに 「あ ふさき る さ」 は 合ぶ さ 離る さ SY=; 

で、 往 くさ 來 さの^から 轉 つて は、 往き違 ひ、 かけ 違 ひな どの 意に も 川 ひられる。 諸 註、 ^いひ 足らない。 

「に」 はに 一し の.^。 

大意 さう-たと 一 つ 忍 案 を きめて^て 兒 ると、 一 方に 差 支へ る、 それなら ばと 又 その 方へ か、 つて^て：^ ろと、 

又 こちらの 一 方に 差 支へ る、 ぁゝ： I： といって よい やら、 いひ やう も 知らぬ わ、 とかく 世の中の， は、 あちこち 

往き ちが ひの もの で あ つ て サ o 

「かくすれ ばと あり」 と あるべき を、 上に ゅづ つて 略いた。 人事 は 多く これ^ 翁が 馬で ある。 

雜 «  九九 九 
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. 〇  . 

世の中の うきたび 每に身 を 投げば ふかき 谷 こ そ淺 くな りなめ 

大意 世の中が 薆く思 はれる 度每 に、 世 を 厭って、 身を投 ゆよう なら、 深い 谷が サ、 その 死骸で つ まって、 淺 

くな つてし まふで あらう わ、 この やうに 薆ぃ 事の 多い 世の中 なれば サ。 

1 滑稽 突梯の 想、 喑に 諷詆の 意を寓 してる る。 

在 原 もとかた 

よの 中：^ いかに くるしと 思 ふらむ こ 、らの 人に 恨みら るれば 

大意 世の中 そのもの は、 どんなに か 苦しい と 思 ふで あらう わ、 かう 澤 山の 人に、 世の中が 恨めしい くと 恨ま 

れ るから サ。 

1 世の中 を 擬人しての 一 趣，！：、 諷詆の 意が ある 訓戒 を もたらす。 


四 句， 六帖 によろ づの 人に と ある。 

よみ 人 しらず 

何 をして 身の い たづら に 老い ぬらむ 年の 思 はむ 事ぞ やさしき 

n 〇 やさしき 羞 かしい こと。 


大意 一 體 自分 はま あ、 何 をして この やうに 年寄った ので あらう、 何 一 つ 仕出した 事 もな しに、 寄って しまった 

年の 思 はくが サ、 はづ かしい わ。 

Ha 颇る 感慨の 深い 作で、 遲暮 の欵は 全く 同情に 値する。 「年の 思 はむ」 の 擬人 は、 や、 尖奇の 嫌がない ではない。 

佤 「松のお も はむ 事 もはづ かし」 と 詠んだ 歌 は 正 體の本 歌と 認め 、「年のお も はむ」 は 俳諧に 収めた s は、 その 现 

m がわから ない。 有 象と 無 象との 差別 は あるが。 

三 句、 朗詠に 老いに けむ、 結句、 六帖、 元本に J^frsr^ と ある。 

あきかぜ 

身 はすて つ 心 を だに も はふら さじ 遂に はいか ^ なると 知るべく 

0 はふら さじ 「はふる」 は 放ち 捨 つる をい ふ。 物 を擲っ を、 俗に はうる とい ふ もこの 語。 零落の 意に も 川 ひ 

るが、 こ、 に は？ おらない。 

大意 とても この 世の 望 は、 思 ふに かな はぬ 故、 この 身 は 思 ひ 切って 無い 物と して 捨てた わ、 しかし、 せめて 心 

だけな りと も 大切に 持って、 捨鉢と いふ やうに ふり 捨てまい ぞ、 流石に 捨てた 身の 行末が、 どの やうになる か 

と^^ けられる やうに サ。 


結句， 家集、 元 木になる と：^ るべ くと ある- 

肇 

ちさと 

白 雪のと もに わが 身 はふり ぬれ ど 心 はきえぬ ものに ぞ ありけ る 

雜體  一 〇〇 一 
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ii  0 白雪のと もに . 白雪 と共にの 意。 

大意 雪の 降る と 一 緖に、 自分の 身 は 老い ふるびた が、 流石に 雪の 消える やうに は、 心 は 消えぬ もので サ、 や は 

り 若い 時に 變ら ぬわい。 

1 雪の 降る 冬を經 て、 又 一 年 を 加. へた 人の 感想で、 壯 心は诀 して 消磨 しないと 威張った。 

初 句、 元本に. sl^J と ある。 

題 しらず  よみ 人 しらず 

梅の 花 さきての 後の みなれば やすき ものとの み 人の いふら む 

^ 0 み 實に身 を かけた。 〇 すきもの 酸き 物に 好色者 を かけた。 

大意 梅の 花が 唉 いて 後になる 實は、 酸い ものであるが、 その やうな この 身で あれば かして、 自分 を 好色者 だ 好 

色 者 だとば かり、 人が いふので あらう。 

カヒ  サケ 

法 皇、 西 川に おはしましたり ける 日、 猿 山の 峽に 叫ぶ とい 

ふこと をよ ませ 給う ける  み  つ  ね 

わびしら に ましら な嗚 きそ 足 引の 山の かひ あるけ ふ にや は あらぬ 

1 0 法^. „€: 川に おはし まし 云々 雜上 「蘆 たづの 立てる 川邊 を」 の 條に旣 出。 「猿 山の 峽に 叫ぶ j は、 猿 叫 二 山 


峽 i を 書きく だした ので、 鶴 立洲と 同じく 詩 題で ある。 o わびしら 佗し ゆにと いふに 同じい。 「ら」 は 形容の 

マシタ  マキ ャタ  ニフ  ト 

接尾語。 0 ましら 猿の こと。 翻譯 名義 集に 「摩 斯吒、 或、 宋迦吒 、此云 二 1 猴 こと ある。 0 かひ 詮 (屮斐 ) 

に、 峽を かけた。  . 

大意 猿よ、 その やうに 難憐 さう に啼 くな よ、 今日は 法皇 樣の 御幸が あって、 この 山の ありが ひの ある 日で は 

ない ことか、 ほんに かひ ある あり 難い 日で ある ぞょ。 

1 「わびしら に啼 く」 は、 題の 趣に よった ので ある。 詩に は 猿聲を 悲しい ものに 作り、 宜都 山川 記の 「巴來 三峽猿 

鳴悲、 猿 鳴 三 聲淚沾 k 裳」、 白 氏 文集の 「三 聲猿後 惑 1! 鄉淚 この類、 屈指に 遑 がない。 眞淵は T これ を意詞 たはれ 

たると ころな くめで たし」 とて、 この 部に 入った の を 疑って るる。 想 ふに、 わびしら の 音 を 反復すべく、 マシ 

タの 梵語 を ましら と轉 じて、 口 合に した もの か。 或は 萬 葉 集に、 旣に ましの 助辭に 猿の 字を塡 て、 あるから、 

早くより 猿 をマシ とのみ いって 居た のに、 わざと r ら」 の 複數を 添へ て、 疊 音に 仕立てた もので あらう。 こ S. 作 

^時に かやう の 戯謔を 弄する 癖が ある。 比 良の 山を隱 して は、 「かくての み わが 思 ひらの やま ざら ば」 と、 忍 ひ 

らの新 熟語 を 作って るる。 「ましら」 もこの 儔で あらう。 又 「山の かひよ とぞ なく」 と 詠んだ のが、 この 部に 入 

つて ゐ るの を 思 ふと、 「山の かひ ある」 のい ひかけ だけで も、 常時 は 俳諧の 意と 見た ことが 知られる。 

元本に 初 句 まし はな 鳴き そ、 結句け ふに は あらす やと ある o 

題 しらず 

雜 體 


よみ 人 しらず 

1〇〇 三 
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世 を 厭 ひこ の 本 ごとに たちより てうつ ふし 染の 麻の きぬな り 

圍 0 うつ ふし 染 「うつ ふし」 は 俯 臥しで、 假寢 のさ ま をい ふ 動詞。 筌 五倍子 を かけた。 宣 長が 「全 臥に て全剝 

の 全な り、 丸寢と 同じ」 としたの は從 ひがたい。 五倍子 は、 ぬるでの 木に 產 する 蟲の巢 で、 その 中が うつろな 

ので、 空 五倍子と いふ^で ある。 これで 黑色を 染める。 卽ち 五倍子 染 である。 0 麻の きぬ 佾衣 をい ふ。 

大意 この 衣 は、 浮世 を 厭って 所定め す あるく 佾の、 どこでも 行き か、 り 次第、 樹蔭樹 蔭に 文ち 寄って、 假寢に 

うつ 臥す、 その 空 五倍子 染の 麻の 黑衣 である わ。 

1 五倍子 染の佾 衣 を 贈る とて 詠んだ もの かと も 思って みたが、 歌の 趣 は 自身の 麻衣 を 詠 じたら しいから、 作者 

は佾 侶で あらう。 「うつぶし」 のい ひかけ が や、 異樣 なので、 この 部に 收 めら れ たと 見える。 

結句、 六帖に 苔の ころも ぞ、 遍昭 集に 麻の 袈裟な りと ある。 大和 物語に は、 上句 「霜雪の ふるやの 中に ひとり 

寢の」 とあって、 遍眧の 詠と した。 伹 本文の を 正しい と旯 るが 至當 である。 

この 次に、 元本に 左の 歌 どもが ある。 

人の 牛 をつ かひけ るに 死にければ その 牛の ぬしの 許に よみて 遣し ける 源 宗 岳 娘 

わがの りし 事 をう しと や 思 ひけむ 草葉に か ， る 露の いのち を 

〇 

いかにし てこれ を隱 さむ くれな ゐの やし ほの 衣 まくりて にして  よみ 人 しらす 

〇 

てる 月 を a み 張と しもい ふこと は 山の はさして いればな りけ り  みつね 
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* 大歌 所 御 歌 

お ほな ほび の 歌 

あたらしき^ の始 にかくし こそ 千年 を かねてた のしき をつ め 

日本 紀 に は、 つ かへ まつら め 萬 代まで に 

匿 o 大歌 所 西^ 抄に、 「大歌 所、 在， 1圆 寄 寮 東 T 新甞時 供奉、 有 n 親王、 大納言、 非恭 議、 六 位 別 常、 琴師、 歌 

師十生 こと ある。 邦樂 なる 神樂、 僇 馬樂、 風俗 等の ま 物 を 掌る 官人、 歌人 等 を 召し 置かれる 所で ある。 それ を 

おひ 博 ふるに もこ、 で敎 へる。 江 家 次第に、 大歌、 小歌の 稱 が^え た。 大歌 は 公朝に 川 ひられる をい ひ、 世に 

^に 耿ふを 小耿 とい ふ。 又謠 ふに は、 新しく 撰ん 一 じうた ひ、 その^ 調 を も 作る ことがある。 太 《± 會、 新 $^1:5 

はに は、 乂耿 所の 人が^ 樂す る。 稚樂 寮の 專ら唐 風の 舞樂を 司る と は 異なる。 この 卷の 耿は呰 こ、 で 歌 はれた 

ものな ので 御 歌と いふ。 0 お ほな ほび 紀 記に、 ^邪 那岐 神の、 夜 見の 國ょ り歸 りまして、 その 禍を 直さむ と 

カム ナ^ビ ナホ ナホ ビ 

て 成 o ませる 神.^^、 大^お 神の ことが^え る。 卽 ちその 大直^ 神の 御祭の 時に うたった 歌で ある。 催^ 樂の 

韓 神の 詞に、 「お ほな ほみ」 と ある も 同じで、 もとは この 神の 祭の 歌であった らう。 この 神大直 日と も, くので、 

大欲 所 御 欲  一 o〇 五 
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ナホ ラヒ 

神 を 祭り はて、 後の 直會の 日と する 說も あるが、 諾ひ 難い。 0 たのしき をつ め 樂し きを 積む に、 木 を 積む を 

寄せた。 木 を 積む は 年の 正月 十五 日 、百官 悉く 薪 を 奉る、 これ を 御 薪と いふ。 その 數の 定め は延喜 式に 見えた。 

積木の はじめは 天武 帝の 五 年 正月に、 神 位 以上 進な 新と 紀 にある。 

大意 この 新しい 年の 始に、 かう やって サ、 <1 「から 千年の 先まで を かけて、 樂 しきと いふ 木 を、 お 庭に 積み ま 

せう o 

g 續 日本 紀、 天平 十四 年 正月に、 天皇 大安 殿に 出御 ましまして、 五節の 舞 等 奏し を はりて、 諸 臣に宴 を 賜 ふ 時、 

六 位 以下の 人々 琴を彈 いて、 

新しき 年の はじめに かくし， ) そ 仕 へ まつらめ よ， c づ 代までに 

と 歌った ことが 出て ゐる。 左 註に 「日本 紀」 と ある は 誤って ゐる。 又 萬葉卷 五に、 

むつき 立ち 春の きたらば かくし こそ 梅 を をり つ ， たぬ しき をへ め 

と ある。 この 二 耿を混 一にして、 更に 「樂 しき をつ め」 の 積木 をよ そへ た 趣向 を 加へ て、 時 調に 協 ふやう に 歌 ひ 

かへ たものと 思 はれる。 であるから、 この 集の 歌と して 見る 場合に は、 本文の まゝで 解く がよ い。 契 沖が 离^ 

の 本文 を 執して 、「古き 上手の 書け るへ 文字 は、 つに 紛ひ 易き より、 後の 人の 寫し 誤れる にて、 へめ なるべし」 

と 唱 へてから、 先覺 多く これに 從 つて ゐる。 本文の ま、 でよ く 聞え てゐる 以上 は、 好んで 平地に 波瀾 を 起す の 

は 面白くない。 古^物 もへ つの 別が 不分明で ある。 この 歌 は 催 馬 樂の呂 の 歌で ある。 

この 火 歌 所の 歌 どもの 端詞、 甚だし どけなくて、 事 行かぬ ふし 多く、 上なる 卷々 のに ふさ はない C 思 ふに、 も 

と は 端 書がなくて、 只 歌 章ば かり を 書き つらねた もの を、 後人、 樂府の 本に よって 書き入れ たと 思 はれる。 さ 


れば 必す詞 書に よっての み釋 かう とする のは拘 はって ゐる。 

ふるき やまと まひの 歌 

しもと ゆ ふ かづら き 山に ふる 雪の まなく 時な くお も ほ ゆる かな 

n  o ふるき やまと まひ もとは 大和の 國 振の 舞であった らう。 大嘗會 の 己の 日に、 豊樂 殿に て さまぐ の 舞 あ 

る 中の 一 つで ある。 また 神社の 祭に も 演ぜられる。 こ、 に 「ふるき」 と ある は、 大和 舞の 歌 章 中の ふるき 意で 

ある。 舞に かけて いふので はない。 o しもと ゆ ふ 楚結 ふ。 楚は 若木の 茂り 立った もの、 これ を 刈って、 薪に 

するとて、 藤 葛で 結ぶ ことがあ るので、 「葛」 にか、 る 枕詞と した。 0 かづら き 山 大和 國葛上 郡と、 河内 國石 

川 郡と に 跨る 山。 河. M: では 金剛 山と いふ。 

大意 あの 葛 城 山に ふる 雪の、 ふらぬ 間の ないやう に、 何時と いふ ことなしに、 君の ことが 心に か、 つて、 忘れ 

る ひまの ない ことよ。 

1 三 句. まで は 序で、 戀歌 である。 構想 は天武 帝の、 

三吉 野の 耳 我の ^に、 ^なく ぞ雪 はふり ける、 ひ. まなく ぞ雨 はふり ける、 その 雪の 時の なきが ごと そり. = 

の ひまな きが ごと、 隈も おちす 思 ひつ 、ぞ來 し、 その 出 道 を。 (萬 葉卷 一 ) 

. と 同じい。 しかも 詩形が 小さい から、 曲折 合拍の 妙を缺 いてる る。 殊に 結句が、 力 i に 乏しい。 平安朝と なつ 

て は、 頭 大尾^の 體の多 いのは、 七五調の 結^で あらう が、 かやうな 凡 句 輕句を 以て 結束す るので は、 完作は 

到底 得られない C されば 同じ 事で も、 

大耿 所御耿  一 〇〇 七 
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うち 渡す 竹 田の 原に なく たづの まなく 時な くわが 戀 ふらく は (萬 葉卷 四) 

の 如く、 と、 のへたい と 思 ふ。 葛 城 山 は 大和の 國 では 吉 野に つぐ 高山で、 京人の 目から は 雪 勝な おそろしい 山 

と 感じて ゐ たので あらう。 

あ ふみぶ り 

近 江より 朝立ち くれば うね の 野に たづ ぞ嗚 くなる あけぬ こ の 夜 は 

1 0 あ ふみぶ り 古事記に 夷 振、 宮人 振、 天 田 振な ど あると 同じく、 管 絃に合 はせ て 奏した 歌に は、 おのく 

一定の 曲節が あって、 それ を 何 振と 名 づける。 なほ 何 節と いふ やうな ものである。 こ、 に 近 江 振と いひ、 次に 

水莖 振、 四 極 山 振と いったの は、 樂府で 呼んだ 名で、 た V その 歌の 詞を 取って、 假に その 節の 名と した > けの 

ことで ある。 近 江 振と いっても、 その 國の 風俗の 歌曲で はない。 0 うねの 野 近 江 國蒲生 郡に あって、 いま 蒲 

生 野と いふ。 

大意 あ ふみから 今朝 はやく 立って くると、 今う ね 野に、 あれ 鷂がサ 鳴く は、 さあ 夜が もう 明けた わ。 

1 「近 江より」 は、 うね 野に 相對 的に 使 はれて ゐ るから、 近 江の 國內の ある 一 地方の 名に 相違ない。 或說に 「今 

うね 野の 三 里ば かりに 大 見と いふ 所 あり、 昔の 順路な り。 假字は 違へ ど聲の 通へば、 この 誤りた るに や」 と あ 

る も 捨て 難く 思 はれる。 卽 ちその あ ふみなる 家 を、 夜 深く 立ち 出た 人の 詠で あらう。 うね 野 あたり は、 古へ は 

大 湖の 水が ひろがって ゐ たので、 人里 は 稀に、 烏 雀の 影は絕 えて、 鷺鶴 などの 渉 水鳥ば かり、 多く 栖息して ゐ 

たらしい。 曉行幾 里、 こ、 に 至って、 ー聲の 鶴唳に 天が 始めて 白い。 旅情が こ > に はじめて 慰まれる 。「あけぬ 


この 夜 は」 の 喜氣に 満ちた 調 を 聞き取らなければ ならぬ。 又 この 倒 装の 辭樣 は、 四 句切れの、 上の 强ぃ 調に 對 

抗 して、 千 斤の 力量が ある。 「この」 の マ 語 も.、 また 容易に 下せない 語で ある。 わびし さに その 夜 明 を 待 ちに^ 

つて ゐた 趣も^ える ではない か、 後人 好んで、 この 結句 を 襲 川した が、 舉 竟優孟 の 衣冠で ある こと は、 代々 の 

撰 集を兒 て も わかる。 要するに 高 古で、 神韻 縹緲、 一 唱 三嘆に 値する ものである。 

みづ くきぶ り 

水莖の 岡の やかたに 妹と あれと ねての 朝け の 霜の ふり はも 

1 0 みづ ぐき ぶり 水莖 振。 0 水 莖の岡 近 hd なり、 筑前 なりと いふ 說も あるが、 宣 長の 「水 莖は 草木の 端.^ 

しき 筮の稚 きの 意に て、 その 稚はヲ 力と 通へば、 岡の 枕詞と せり」 とい ふ 說に從 はう。 0 岡の やかた ^の屋 

形。 屋形 は殿舍 に比べて、 備 はらざる 家 だち をい ふ。 宣長は 「岡の 星縣の 略に て、^ の 星 は、 山城 宇治^なる 

地名な り」 と。 關岡野 洲良は 「萬 葉に 岡の 湊と ある、 筑 前遠賀 郡の 岡の 星 形 をい ふ」。 0 妹 こ、 は^をい ふ。 

o あれ 我れ の 古言。 o 朝け 朝 明の 略。 0 霜の ふり 「降り」 は 降る の 假體言 。〇 はも 欤辭。 

大意 この 岡の 家で、 妻と. s 分と 寢て 夜の 明けた 今朝の、 この 霜の 降り やう はま あ、 一方ならぬ ことわ。 

昨夜 は 二人して^ たので、 かほ ど 冷えた 夜と も 思はなかった がの 餘恋が ある。 蓋し 岡邊 はおの づ から 風 s お 

る 塞い 處 なので、 その 朝 霜 とても 雪の 如くに 繁 かったら う。 たまく この 星 形に 相宿り した 人、 よべの の 

暖かった のに 思 ひ 校べ て、 赀ぇす 驚 欵の語 を洩 したので ある。 「寢 ての 朝け」 造語が 颇 る簡淨 である。 「霜の ふ 

り はも」 の歇 後の^ 樣、 想像の 餘地か 無窮で、 情 致の 含^ を 多大なら しめる。 
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結句、 古き 一 本に 雪の ふり はもと ある。 

しはつ 山ぶ り 

\ しはつ 山う ち 出で て 見れば 笠 ゆ ひの 島 こぎ かくる 棚な し 小舟 

io しはつ 山ぶ り 四 極 山ぶ り。 この 歌 は 萬 葉集卷 三、 高 市連黑 人が 覊旅歌 八 首の 中の 第三、 

四 極 山う ち 越え 見れば 笠 縫の 島 こぎ かくる 棚な し 小舟 

を 歌 ひひが めた もので、 このま、 では 解き 難い。 姑く 萬 葉に 據 つて 解 釋 しょう。 0 しはつ 山 攝津 國住吉 より 

東の 方 喜 連と いふ 所へ 行く 道の 間に、 岡 山の 卑ぃ阪 が ある、 それ をい ふ。 喜 連 は吳の 訛で、 維 略紀、 十四 年 正 

月吳 人の 參 つた 條に、 「泊 二 住 吉津？ 是月 爲ニ吳 客？ 通 二 磯 齒津路 一名 二 吳坂こ と ある。 0 笠 縫の 島 攝津國 東 成 郡 

；ほ江 村で あらう。 管 田が 澤 山あって、 その 質が 他よりも 勝れ、 里人 は 昔から 笠 を 縫 ふこと を 業と してる た。 こ 

の 村 土地が 高くて あたり は卑 いから、 古へ は 皆 ひろい 沼 江で、 この 村ば かり 島で あつたと 見える。 よって 笠鏠 

の 島の 名を员 つたので あらう。 o 棚な し 小舟 戀四 「堀江 こぐ 棚な し 小舟」 の 條に旣 出。 

大意 四 極 山 をす つと 越えて 見渡す と、 あれ あの 笠ぬ ひ 島の 蔭へ、 漕ぎ 隠れて 行く よ、 棚 無ん 小舟が サ。 

0 作者 は 萬 葉に 據 ると、 高 市連黑 人で ある。 この 人 また 住吉 で、 

住の 江の えな 津に 立ちて 見渡せば 武庫の 泊 ゆ いづる 舟人 

と 詠んだ。 同時の 作で あらう。 舟の 出入 こそ あれ、 いづれ も 眺望の 叙景で、 同 趣 同調の ものである。 抑 も 淀川の 

下流 は 縱橫に 分派して、 今の 大坂 附近 は 多く は 島嶼 を 成して ゐ たの だから、 眺望 は 頗るよ ぃ處 であった。 鼻の 


支、 たやうな しはつの 山路 を 越えて くると、 眼界 俄に 豁然と して、 展開され た 一 幅の 活衋 阖、 萬 頃の 蒼 波、 幾 

處の蟹 村 島嶼が、 歴々 と指點 される。 かくて はかない 棚な し 小舟 も、 端な く 詩人の 一顧 を 得て、 漕 ざ 隱れる ま 

で その 行方の 諦視 された の は 幸で ある。 靜 中の 動、 景 致が 想 ひ やられる。 

、ノ  . . 神 あそびの 歌 I. . 

とり 物のう た 

かみが きのみむ ろの 山の 榊 葉 は 神の みま へ に 茂り あ ひに けり 

1 o 神 あそび 神慮 を 慰める 爲に、 神 祭の 時に 奏する 歌舞の 遊 をい ふ。 卽 ち神樂 である。 0 とり 物 神 祭の S 

舞 ひ はやす とて、 手に 採り 持つ 物で ある。 榊、 幣、 杖、 篠、 弓、 劍、 鋅、 杓 t 葛の 九 種が ある。 この 採 物に 就 

いて、 一 々^ひ はやす 歌窣が ある。 これより 以下の 歌 どもが 卽 ちそれ である。 0 みむろ 橘 守 部い ふ、 「又み も 

ろと いふ， 御社の^。 神^ をヒ モロ ギと訓 める も 同じ」 と。 面白い 考とは 思れ るが、 姑く 舊說の 如く 御室と 舴 

いて、 神の 社殿の 事と する。 御室の 山 は卽ち 社殿の ある 山の 意。 どこの 社 地の 山で もい はれる。 飛 烏の 神^、 

又は 三輪 出 を、 ifc 山と さしてい ふと は 別で ある。 o 榊 榊 は 和名 鈔に龍 眼 木を訓 み、 新撰 字 鏡に は、 W を も 

訓ん である。 眞淵 は、 「お 樹の意 なれば、 何に まれ 常 磐 木の 稱 にて、 特に 櫻 をい へるなら む」 といった。 荒木 田 

久老ょ 「機い 一 とい ひ、 田 中道^ ipTl は 「北國 にて、 i シ ャ /\- キ、 ビサ -コ、 ^1 尾 附近に て チサ 力 キ、 ビサ カキ、 

シ ラシ ャ ケと锌 ふる 物と いひ、 宣長 も、 これ を贊 けて T 伊勢に て ミサ カキ といへ るに 同じ。 和名 鈔に、 柃、 比 

左 加 木」 と ある 物と いひ、 本 居 太平 は、 「今い ふ 榊の 木なる べし」 といった。 字 鏡に、 杜を佐 加 木と 訓ん である 
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ので 思 ふと、 神社に 神木と して 齋 いたの は、 大抵 常 磐 木で ある。 されば、 字義 は眞 淵の 說に從 ふが よく、 しか 

も： f とのみ 定めた の はわる い。 

大意 神の まします お 社の 山の 榊の 葉 は、 まことに 仕 合 はせ な ことで、 神樣 のお 前に 茂り 合って るる わい。 

1 榊 を讃欵 したので ある。 これ 卽も 間接に 神威 を讃 歎した 事になる。 

初 句、 六帖に と ある。 

,ノ 〇 

霜 やた びお けど 枯れせ ぬ 榊 葉の たち 榮 ゆべき 神の きね はも 

io やた び 八 度。 數多 きこと を、 八の 數に換 へて いった。 0 榊 葉の 榊 葉の 如くの 意。 0 神の きね 神樂歌 

9  9  9  9  ネキメ  ネギべ  . 

祕杪 にかむな ぎと ある。 「きね」 は、 眞淵 は、 願 女の 轉と いひ、 守 部は禱 部の 轉と いった。 後 說の方 巫^ を 通じ 

た說 だから 岱 つて ゐる。 宣 長の 木 根なら むと いひ、 太平の 城 根なら むな どい ふ 說は從 ひ 難い。 さて 神 樂には 

八處 女と て、 八 人の 巫女が あった。 

大意 霜が 幾た び 置いても 枯れぬ 榊 葉の やうに、 行末 立ち 榮 えさうな 巫女で ある わ まあ。 

0 八處 女の いとうる はしい のが 立ち 舞 ふの を 見て、 その 行末 を 思 ひやって 祝った ので、 御前の 榊 を 借りて 序と 

した。 かう いへば、 自然 間接に その 祭神 を 祝ぐ ことになる。 以上 二 首 は、 榊 をと つて 歌 ふので ある。 

. 一 一句、 高 野 切に おけ ども かれぬ，、 「はも」 六帖に g、 高 野 切 5^ と ある。 


まき もく の あなしの 山の 山人と 人 も 見る がに 山 かづら せよ 

マキ ムク  ュ ヅキガ 

匿 o まき もく の あなしの 山 「まき もく」 は卷 向の 轉音。 卷 向山 は 大和 國式上 郡に ある 〔 大和 志に 「峰 を 弓 月 

嶽と いひ、 南 を檢原 山、 北 を穴師 山と いふ」 と ある。 0 山人 山 住の 人 をい ふ。 太平が、 「西お 記、 北山 抄、 江 

次第な どに、 祌 事の 時、 衞士を 以て 山人と 爲 して、 事 を 執る こと 見えたり。 こ、 の も それなる べし」 とい ふ說 

は、 この 歌に 奥らない。 0 がに かの やうに と譯 す。 がね の 轉語。 0 山 かづら 山 住の 人、. 日蔭 (女 慕：) を 頭 

飾と する ことがある。 「かづら」 は髮 連の 義で、 髮 飾に 卷く をい ふ。 萬 葉に 「足 鬼の 山 下 日影 かづら ける」、 「足 

^の 出竊の 兒」、 「足 曳 の山續 かけ」 の 類が それで ある。 神事に 從ふ者 も、 日蔭 を 冠な どに かけた。 又、 組絲に 

して かける のに も、 日蔭の 名が ある。 紀記、 天 岩戸の 段に は眞 柝を鬉 として 日蔭 を手襁 とすと^ えた。 それが 

うつって、 神事に 日蔭 を 飾に 付ける 事と なった ので ある。 

大意 神事 を 勤める 人達よ、 あれ は卷 向の 穴師の 山の 山人で あると、 よその 人も兒 る ほどに、 山 鎮 をしなさい よ。 

1 山籙 をす るよう にと それ 程勸 める の は、 卽ち 神事 をい そしめ とい ふ諷 意で ある。 穴師 あたり は 今 は 樹木 もな 

くな つて、 からりとし. U 山里で あるが、 萬 葉 あたりの 歌 を 見る と 昔 は 森林 地帶 であった。 されば 、「まき. M の あ 

なしの 出」 に 山 深い 土地の 趣 を 思 はせ、 さう した 地方の 山賤の 風俗 を 思 ひ 寄せて、 「山人と 兒る がに」 といった。 

この 誇張と かの 諷意 と、 「山」 及び 「人」 とい ふ 語 を 反復した、 疊 音の 諧調と 相俟って、 颇る詩 味のう ごく を 紫 

える。 さて これ は 神樂の 葛の 歌で ある。 
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初 句、 祌樂譜 にわぎ もこが、 四 句、 同書に 人 もしるべく、 六 帖に人 も 見る がね と ある。 

, 〇 

み 山に は 霰 ふるら し 外 山なる まさきの かづら 色付きに けり 

へキ レイ 

1 0 外 山 奧 山に 對 して、 端に ある 山 をい ふ。 0 まさきの 葛 一 ー說 ある。 一 は、 RB とい ふ もので、 本草 綱目 

に、 「四時 凋ます、 厚葉 堅强 なる ものに て、 花唉 かすして 實 なると ある 物なる べし」 と あり、 二 は 、「蔦の 一 種に 

て、 其の 葉 は 南天に 似た る ものに て黑 みあり。 冬の はじめに、 古葉の 紅葉して 美しき ものな り」 と ある。 こ、 

に 「正木の かづら 色 づきに けり」 など あるに よれば、 常 磐 木で はない から、 後說を 可とする。 されば 名義 も、 

マサキ  マサキ 

常に 綠色 だから 眞 幸の 意と する 說は 成り立たない。 その 莖を眞 柝に柝 いて、 物に ffl ひるより 出た 名で あらう。 

正木の 借 字で ある こと は 勿論で ある。 

大意 奧 山に はもう 霰が 降る らしい わ、 なぜ なれば、 この 外 山に ある 正木の 葛が 色づ いてきた わい。 

1 外 山の 葛に、 奧 山の 霰の 排對 である。 かう 外 山に 對 へたの だから、 「み 山」 も その 本義より 轉 つて、 奧 山の 意 

と 聞きな される の は、 自然の ことで ある。 時雨と もい はす、 霰 を 取り出し たの は、 殊にす さま じい 山中の 景氣 

を點 出す るに 有効で ある。 但 こればかりの 想像 は、 格別 奇 とする にも 足りない が、 氣 韻が 天成で、 詞に すこし 

の 塵 垢が なく、 及び難い 高調で ある。 神樂に は、 上のと おなじく 葛に 歌 ふ。 蓋し 日蔭と 眞柝と 竝べ歌 ふので あ 

. る。 又、 庭燎の 時に もこれ を 歌 ふ。 紅葉の 色 を、 燎の 色に よそへ て あらう。 


陸 奥の あだちの 眞弓 わが ひかば 末 さ へ よりこし のびく に 

1 o あだちのお 弓 あだち は 今の 岩代國 安達 郡で みる。 延喜六 年まで は 安積 郡の 一部で、 安達 鄉で あった。 こ 

こより 良 弓 を 貢した もので あらう。 萬 葉に は、 あた > ら眞 弓と 詠んで ある。 よって 思 ふに、 あた、 らの 約った 

あたらに、 安達の 字 を あてた もの か。 達の 字 は、 タルと よむ から、 タラに も 通 ふので ある。 さらば あたらの 眞 

弓で あらう。 近 藤芳樹 も、 安達の 眞弓 は、 安達 太郞眞 弓の 唱へ ひがめな り」 といった。 o 末 さへ よりこ 「より 

こ」 は^り 來 である。 弓 を 引けば、 本末が 自分の 身の 方へ 寄る ものな ので、 寄せた。 

大意 あの 陸 典の 安達の 眞弓を ひけば、 本末が こちへ 寄って 來 るが、 その やうに あの 思 ふ 人 も、 自分の 引く ま、 

に、 今 は 勿論 来さへ かけて 靡いて 寄れよ、 人目に 立たぬ やうに サ。 

1 初 一 一句 は 序で ある。 眞弓を 借りての 比喩と、 「わが ひかば」 の辭樣 とで、 作者 は 男と 知られる。 執り 馴れた 弓 

によって、 その 纏綿た る 情 思 をつ くして、 その 曲折に 味 ひが ある。 疎 句 を 以て 結束した の は、 この 卑俗に 陷ら 

ぬ 所以で あらう。 さて 神樂 では 弓の 歌で ある。 

二 句、 神槃 li 天 治 本に あづさの 眞弓、 高 野 切、 元本に あだし の眞 弓、 四 句の 「末 さへ」 を同譜 にやう/^、 祌樂 

歌 祕抄に は、 やう やくと ある o 

,  〇 

わが 門の 板 井の しみ づ里 遠み 人し 汲まねば みく さ 生 ひに けり 
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1 o 板 井 板 を 井筒と した 井。 〇 みく さ 水草。 

大意 自分の 門口の 板 井の 淸水 は、 里ば なれて あるので、 人が サ 汲まぬ によって、 あ > 水草が 生えて しまった 

わい。 

1 眼前 化 致 口 語、 平々 敍し 去って、 何となく 風趣が ある。 伹 この 歌 を 味 ふ 準備と して、 まづ 往時の 生活 狀態 を 

知る 必要が ある。 井 はこれ 里 を 成す もとで、 あの 市井の 語 もこの 意 を 表した ものである。 よい 井戸が あれば 一 

里 はう ち 寄って 汲んだ もので、 それ 故 門 邊に井 はわ ざと 作った。 然るに この 寂しい 一 つ 家の 門 井 は 水草が 生え 

るまでに 汲み 手がない。 折角の 淸水 をと あたらしむ 情が 搖曳 してる る。 神樂 では、 杓の 歌で ある。 杓 は 水 を 汲 

む 器 だからで あらう。 

初 句、 六帖 にわが 宿の、 結句、 神 樂譜に 水 さびに けり、 同一 本に^ &ゐ にけ りと ある。 

ひるめの 歌 

さ 、 のく ま 檜の くま 川に 駒と めて しばし 水 か へ 影 を だに 見む 

1 0 ひるめ 天照大神 を、 紀に 「大日 靈貴」 と 申す ことが 出て ゐる。 「ひるめ」 とば かりで は、 餘 りに 無 禮で、 

體を 得ない。 けれど 神樂譜 にも、 晝目 歌の 題目 あれば、 譜 のま > に 書いた ものと 思 はれる。 藤原敎 長が、 大嘗 

づ メ t ル メ 

會 の米簸 女の 歌な りと いったの は附會 である。 o さ、 のく ま 解し 難い。 この 歌 萬 葉に、 

左 檜の 隈 檜の 隈 川に 馬と めて 馬に 水 かへ われよ そに 見む (卷 十二) 

と ある を 歌 ひかへ たもので ある。 左 檜の 隈の 「左」 は 接頭の 美稱、 「檜の 隈川」 は 大和 國高市 郡 檜 隈鄉の 小川。 


大意 あの 檢の隈 川に 駒 をと めて、 しばし その 駒に 水 をお 飼 ひなされ、 さらば その 閒 もせめ て、^ 方の 後お をな 

りと も 見よう わ o 

0 初 二 句 は、 「檢 の隈」 を 折り返して 歌った の を、 辭樣が 古體な S で、 後人 そ S 意 を 心得 かねて、 下の 檢の隈 

に對 して、 上 を 篠の隈 と 思 ひ 誤ったら しい。 旣に 源氏物語 葵の 卷 にも、 「さ、 の隈 とも 云々」 と^いて ある。 

結句 を、 景樹が 「聞え す」 といった の は、 自分の 聞き 得ない ので ある。 「影」 を 水に 映った 影と 思った もの か。 

ゥシ ヒア 

これ は、 その後 手の 影で ある。 混じて はいけ ない。 後 朝の 空しめ やかに 袂を わかち、 駒に 抉け 乘 せられつ、 遠 

ざ かり 行く 人の 後 影、 歩 一 歩よりも 小さくな つて ゆく。 惜し ゃ名殘 をし や、 行 手に 流れる 檢の隈 川、 あの人 も 

し 心 あらば、 そこにし ばし 駒に 水 飼って、 後 影な りと も 見せて 下さいと 訛へ たので ある。 然し 大きな 距離が あ 

るの だから、 「しばし 水 かへ」 といった 處で、 先方に 通す る譯 でもない。 そんな 尋常な 道理な ど は、 この 熱情の 

に はわから なくなる。 否 なくなって しま ふ。 その 痴意 その 情、 實に いぢら しさに 堪 へない。 更に 氣 分の 上 か 

-きふ  ， , 

ら^ると、 「しばし」 と 限 局した ほど 内輪に つ、 まし やかな 趣から は、 結句 も 本文の 通りが よい。 われと カ强ぃ 

^人的 執着 を表现 する こと は 無 川で ある。 萬 葉の 歌が 傳誦の 閒に轉 化された に 就いても、 やはり 時代 S 約來は 

のがれないで、 平安朝の 製作ら しい ものに 變 つて ゆく のが 面白い。 

この 歌 必す大 n、eg 神の 御祀に 歌った ものなら ば、 「影 を だに 見む」 を、 大 神の 御影 を だに： ^たいと 希った^ に擬 

へ て 歌った もの だら う。 

結句、 元 木に よそに だに：^ むと ある。 
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かへ しもの の 歌 

靑柳を かた 絲 によりて うぐ ひすの 鏠 ふて ふ 笠 はう めの 花 笠 

園 0 かへ しもの 催馬樂 に、 呂の 律になる を反聲 とい ふ。 まづ はじめに T 眞金 ふく 士ロ備 の 中 山」 などの 呂歌 を 

うたって、 その後、 律に かへ して、 この 青柳の 歌 をうた ふので、 この 稱が ある。 これから 以下 は 催 馬 樂の歌 章で 

ある。 0 縫 ふて ふ 笠 春 上 r 鶯の 笠に ぬ ふて ふ」 の 條に旣 出。 o うめの 花 笠 梅の 花 を、 笠に 譬へ ていった。 

大意 靑 柳の 絲を片 絲に蹉 つて、 それで 鶯が縫 ふとい ふ 笠 は、 どんな 笠 かと 思へば、 梅の 花 笠で ある ゎサ。 

園 柳の 條を、 絲に謦 へ る こと は常套 である。 それ を 「片絲 に蹉 る」 とい ふ は、 風に 片 靡きす る狀を ながめての 

事で あらう。 「鶯の 縫 ふ」 と は、 今 も 彼方此方と 筋 違 はして あるく を、 縫って 行く とい ふに 同じく、 鶯の枝 か 

ら 枝に 木傳ひ あるく をい ふ。 その 縫 ふとい ふ 語の 聯想から、 笠 は鏠ふ 物な ので、 この 鳥 は 柳の 絲 して 、梅の 花 笠 

を 縫 ふと 巧みな した。 「梅の 花 笠」 は、 花 を 飾った 笠 或は 派手な 笠 を、 旣に花 笠と いふ 成語の ある 處 から、 それに 

「梅の」 と 冠ら せた ので、 松の 綠 子と 同一 の辭樣 で、 作者の 造語で ある。 梅 柳に 鶯を あへ しら ひ、 しかも この 笠 縫 

の 妙趣 向 さへ 添へ たので、 すべて 花やかに 面白い。 殊に 陽氣な 春の 謠物 として 面白い。 けれど 「て ふ」 の 語が ど 

ぅも妥 貼で ない。 この 歌よりも 以前に、 鶯の縫 ふと 續 けた 古歌が 必 すあった ので、 それ を 承け たものと 思 はれ 

る。 はた 又、 もと 縫 ふなる 笠 はな どあった の を、 催 馬 樂に歌 ふに ついて、 調子に まかせて 、「て ふ」 と 歌 ひかへ 

たかと いふ 疑 も ある。 さう した 類例 は謠 物に ま、 ある。 


まがね ふく 吉備の 中山帶 にせる ほそた に 川のお との さやけ さ 

この 歌 は、 承 和の 御べ のきび の國 のうた。 

1 o まがね ふく 「ま」 は 美稱。 「かね」 は廣く 金屬を さしてい ふ。 舊 註は鐵 なりと いひ、 契 沖 は 黄金な りと いつ 

たが 常らない。 「ふく」 は、 鞴で鑛 物 を 吹き分ける をい ふ。 「まがね ふく」 は 吉備の 枕詞に 川 ひて ある。 吉備の 

國 には^から おもに 鐵を產 する 鑛山 があった。 0 吉備の 中 山 吉備 は三備 の總稱 であるが、 中^は 備中闽 I-:: 備 

郡眞舍 村に ある。 方角 抄に T 備前備 中の 國境 なり 、吉備 津の宮 あり。 山 はさして 高から す、 松む らく あり。 今 

細 谷川と いふ 水 も、 この 山の 腰な り」 と ある。 o ほそた に 川 細い 谷川の 意。 川の 名と する の は 後世 轉っ. us 

である。 卽ち木 下 長 嘯 子の 九州 紀行に、 「細 谷川の ほとりに 至りて、 その 水上に の ほりて 見れば、 小き 池の 中よ 

り、 たえぐ いづる 淸水 なりけ り。 水無月の 頃に も絕 ゆる ことなし となむ といへ る。 その 谷川の 廣さ、 ^^の 

ォホ -ー へ 

長さば かり ありけ り」 と ある は、 それで ある。 o 左 註に いふ 承 和 は 仁 明 帝の 年號。 御べ は 大嘗の 1- 訛で ある。 

賴 日本 紀に、 この 御代の 天 長 十 年 十 一 月の 大嘗會 に、 「主 基の 國備 中、 悠紀は 近 江」 と ある。 その 卞； 基 方- S 歌で 

ある。 

大意 この 吉備の 中 山が、 山の 腰に 帶 して 居る 一 筋の 紐と 見える、 細 谷川の 水の 音の さわやか さよ。 

1 萬^ 集卷 七、 

お ほ 君の 三 笠の 山の 帶 にせる 細 谷川のお との さやけ さ 

の 初 二 句 を かへ て、 大赏會 の 主 基の 備中國 の 歌と したので ある。 眼目 は 「帶 にせる」 の 一句に ある。 山の 腰と 

いふよりの 聯想ら しい。 昔の 帶は その 幅が 狭くて、 殆ど 紐の やうな 物で あろから、 細 谷川 をば 帶と 見る は内然 
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で、 歌の 姿 も 調 も 細く さやかで ある。 

〇  - 

みま さかや 久米 のさら 山 さら にわが 名 はたて じ 萬 rre ま で に 

これ は、 水の をの 御べ の 美作國 のうた。 

1 0 みま さかや 「や」 は 間 投辭。 0 久米 のさら 山 美 作 國久米 郡 佐 良 山村。 もとの 久米 南條郡 佐良莊 にある 山 

である。 o さらく に 新に とい ふに 近い。 今の 俗にい ふと は 意が か はって ゐる。 0 左 註の 水の を は淸和 帝の 

御號。 三代 實錄に 「貞觀 元年 十 一 月大 嘗會、 悠紀三 河國、 主 基 美 作國」 と ある 時で、 卽ち主 基 方の 歌で ある。 

大意 美 作の 久 米の 皿 山の 名の やうに、 今更に 自分の 戀 するとい ふ 名 は 立てまい ぞ、 それ は 可 4.; ォま でも サ。 

1 これ も、 古く さう した 歌の あつたの を 用 ひられた らしい。 すると 上の 「吉備 の 中 山」 の やうな 具合に、 初 二 

句の 序の 如き は、 或は この場合 にかな ふやう に、 歌 ひかへ たの かも はかり 難い。 四 句まで は戀 歌の やうで、 結 

句が 全く 殊 つた 趣で ある。 四 句 は 催馬樂 に、 わが 名 はたえ じと ある o これ はわが 名 は萬弋 まで もい ひ繼が よ 

うの 意 だから、 戀歌 ほどの 不調和 さはない。 しかし もとは やはり 戀歌 であらう。 「さら 山 さらく に」 りさ わ や 

かなの 語 響の 反復 は、 この 歌に 頗る 陽氣な 快感 を もたせる。 催 馬 樂に謳 はれた の も、 さう した 理由が その 一因 

をな して ゐ ると 甲い ふ。 


みのの くに 關の ふぢ 川た えずして 君に つか へ む 萬 代までに 

これ は、 元慶の 御べ の 美 濃のう た。 

1 0 關の ふぢ 川 美 濃 國不破 郡の 不 破の 關を 流れる 藤 川。 今、 藤 子 川と いふ。 小島の 口遊に 「關の 藤 川 は、 そ 

の 名 もな つかしければ、 言 問 ひ 侍りし。 名 はこと <\ しけれ ど、 さし もな き 小川に て、 ^代までの 流と も わか 

れす。 され ど絕 えぬ ためし はいと 賴 もしくて、 云々」。 0 左 註の 元 慶は陽 成 帝の 年號。 三代. S 錄に 「元麼 元年 十 

1 月大 嘗會、 悠紀美 濃 國席田 郡。 主 基 備中國 都 宇 郡」 と ^ え、 卽 ち悠紀 方の 歌で ある。 

大意 美 濃の 國の闢 の 藤 川の 流の 絕ぇ すして ある やうに、 我等 も 君に 仕へ 奉らう わ、 ^年まで もサ。 

1 この 御 時の は 席 田 郡で あるのに、 不破 郡の 關の藤 川 を 詠んで ある。 眞淵 はこれ を 訝って T 席 田 郡に も 關の藤 

川 あるか」 といった の は、 一 往 尤もで ある。 地理 的 思想の 缺如 せる 時代の 歌人 だから、 或は 詠み そこねがない 

とも 測られな いが、 なほ 思 ふに、 これ は大 やうに 美 濃の 國の 歌と して 詠んだ ので あらう。 下句、 平凡で は あるが 

古 調で ある。 上句 は 或は 作り かへ たもの か。 

元慶 はこの 柒 撰者 達の 未 生 以前で あるが、 S- 代 も 近いし、 況ゃ大 嘗會は 頗る 重い^ 式 だから、 その 作^が 記 錄 

にない 苦がない。 これらの 點 から^ても、 その 古歌の 轉川 である ことが 諾 かれよう。 

〇  . 

君が代 はかぎ り も あら じ 長濱の まさごの 數 はよ みつくす とも 

これ は、 仁 和の 御べ の 伊勢の くにのう た。 
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1 0 長濱 伊勢 國員辨 郡。 〇 よみ 數 をよ むは 卽ち數 へる ことで ある。 0 左 註 は 三代 實錄 光孝 帝の 大嘗會 に、 

「元 慶八年 十 一 月、 悠紀 伊勢 國員辨 郡、 主 基備前 國和氣 郡」 と 見え、 これ は悠紀 方の 歌で ある。 

大意 君の 御代 は、 何時までと いふ 限り も あるまい、 名 さへ 長濱 とい ふこの 濱の眞 砂の 數は、 たと ひ數 へつ くす 

とい ふと もサ。 

1 序文に ひいた 「わか 戀は よむ ともつ きじ あり そみ の」 と ある 歌の 下句 は、 これに 同じい。 叉、 賀部、 「わたつ 

海の 濱の眞 砂 を數へ つ、」 と、 著 想が 同じで ある。 あの 歌から 奪胎 したので あらう。 詞 もうる はしく、 聲調も 

滑らかと なった。 た V その 格調が 卑く なって くるの は、 やむ を 得ない。 「長 濱」 は 固有名詞 であるが、 長の 意が 

いよく 眞 砂の 無數な こと を象徵 する。 なほ 賀の 「わたつ 海の」 の條の 評を參 照され たい。 

又、 續後拾 造 集に、 仁 和の 御 時の 大嘗會 の 悠紀方 伊勢 國風 俗歌 「伊勢の 海の 渚 を淸み 云々」 を擧 けて、 作者 を 

I- 伴黑 主と あるので、 契 沖 は、 これ をも黑 主の 歌と 定めた。 

お ほと ものく ろぬ し 

あ ふみの や 鏡の 山 をた て たれば かねて ぞ見 ゆる 君が 千年 は 

これ は、 今上の 御べ の あ ふみの 歌。 

i  o あ ふみやの や 「や」 は間投 の辭。 0 左 註の 今上 は 醍醐 帝。 その 大嘗會 は 寬平九 年 十 一 月。 この頃 は、 悠紀 

に は、 近 江の 國を用 ひられる 定例と なった。 

大意 近 江の 國に まあ、. 鏡 山と いふ 山が 文て、 あるに よって、 前以て サ よく 見える わ、 君が 御代の 千年で 御座る 


>  ,ー とま o 

1 鏡に よった 著 想 は、 雜上、 

鋭 山い ざた ちょり て^て 行かむ 年へ ぬる 身 はおい やしぬ ると 

と 同じて、 これ はや、 鏡 を 重く 取りな して、 山 をた てた と 擬態 的に いったの が； m 白い。 鏡 は 立て、 兄る もの； ：- か 

- らで みる。 作^ は 近 江の 國で耿 詠む とい はれた 人な ので、 この 風俗 歌 仕う まつった ものと 兌え る。 上の 御べ の耿 

- ども 皆 作者の 名がない のに、 こればかり あるの は、 全く 常 代の 事で はあり、 作考 もた しか だからで ある。 蓋し こ 

の 歌の 外 は^ 古歌 を 取り繕って 仕立てた ものら しいから、 作者と 名づ くべき 作者 はない ので ある。 

みちの くうた 

あぶ 隈に 霧た ち 渡り 明けぬ とも 君 をば やら じ まてば す、、/ なし 

io 束 歌 ^國の 耿の殺 。この 柬國 は廣義 の東國 である。 これも^ 物に 川 ひられた ので ある。 0 あぶ 隈 あ- 

くま 川。 阿武隈、 阿 福 麻、 逢隈の 字 を あつ。 源 を 磐 城に 發し、 岩 代を橫 流して、 陸 前の 百 一理 郡に 至って、 ^に 

入る o 

大意 阿武隈川に^ が 立ち 渡って、 夜が 明けたり とも、 思 ふ 人 をば やるまい ぞ、 やって しまって、 叉來 るまで を 

待てば、 そ^ 間が 何とも 仕方がな いわ。 

I 「^たち 渡り あけぬ」 は 夜 明のお 色で、 川 波の 上な どに は、 わけても^ の 立ち 渡る ものである。 男が 女の 家 か 
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らは、 なるたけ 曉に 早く 歸る のが、 この 時代の 常 習慣で、 女の 飽かぬ きぬく の 別 を つらが る餘 り、 曉 はさて 

おき、 あの 逢隈の 川に 霧が 白く 見える ほどの 朝に なっても 貴方 は歸 すまいと いふ。 この 聞 分ない 無理解が、 男 

に 取って は又實 にあり 難い 情 合な ので ある。 況ゃ 結句の 「まてば すべな し」 の單 句、 實に千 釣の 力が ある。 戀に 

上氣 せた 女心の 術な さが 見え、 その 鼻 聲にダ 、 を揑 ねて 甘へ てるる 態度が 目に 見る やうで、 爲に全 首 無窮の 情 

味が 浦いて くる。 龍 尾 一 たび 棹へば 鱗 甲 悉く 竪 つと いふに ちかい。 四 五の 句 ィ韻を 踏んで 排對 したの は、 諧調 

であるの みならす、 その 響が 凄凉 で、 沈痛の 感 を搖曳 せしめる 効果が ある。 定 家の 密 勘に、 

「凡此 部 歌、 與 二日 月 1 懸、 與 11 鬼神 1 爭 レ奧、 非-一 短慮 所-及」 

と激稱 したの は、 流石に 一 隻服を 有って ゐる。 

一 一句、 今 本に たちく もりと ある。 本文 は 一 本の 方に 從 つた。 四 句、 六帖 にせな をば やら じと ある。 東歌と し 

て は、 束國の 俗語た る g を ffl ひる 方が 面白い。 勢 語に も、 陸 奥の 女が せな と 詠んだ 歌が ある。 

〇  , 

み ち の. く は いづく は あれ ど鹽 竈の 浦 こぐ 舟の 綱手 かなし も 

13  o いづく いづこと 同意に 使った。 0 綱手 かなし も 綱手 は、 こ、 では 曳 舟の 綱 をい ふ。 「かなし」 は、 感哀の 

甚 しさ をい ふ 語で、 こ、 は 面白さの 感興 を ひく をい ふ、 悲しの 意で はない。 「も」 は 欵辭。 

大意 奧州 は、 どこに も 面白い所が ある けれど、 別して この 鹽 竈の 沛を 漕ぐ 舟の 綱手 を曳 いて ゆく 景色が、 面 

白い ことで ある はま あ。 


1 思 ひやって 見れば、 ； i に 面白い 景色で ある。 しかし、 その 詩境の 内容の 敍寫を 忘って、 輪廓 をのみ 擧ゅ たの 

は 傲らない。 

六帖 に、 二 句 いづこ はと ある。 又 四 句 を籬が 島のと ある はわる い。 

〇 

わがせ こ を 都に やりてし ほが まの 籬が岛 のまつ ぞこ ひしき 

1 がお 鹽 竈の 沛 にある 島嶼の  一 。 0 まつ 松に 待つ を かけた。 

大意 わが 夫 を 都へ 出し やって、 何時^られ る ことかと、 鹽 竈の 沛の籬 が 島の 松と いふ 名の、 待って 居る こと 

がサ、 さても く戀 しい ことで ある わ。 

1 陸奧 女の 阁愁 をのべ たもので ある。 三 四の 句 は、 「待つ」 にか ， る 序ながら、 「都」 との 對照 があって、 一 別 千 

里、 兩地 空しく 相思 ふ 趣 も 見える やう だ。 殊に 誘惑の 多い 都に 大事な 人 を 遣った 事 は、^ し い 不安で、 餘 計に 待 

ち 化 i ネる心 持が 兒 える。 惜しい かな、 「戀 しき」 は 露骨で、 又妥當 でない。 されば、 同 想の 同型なる^^ 卷 十四、 

f  %  ^  ,  >  マヅシ タス 

ミカせ こ を やまとへ やりて^ 刺足枘 山の 杉の 木の まか 

に 遠く 遜る。 「籬が 島の 松ぞ」 の 彫 技の 如き は、 何でもない。 

結句、 六帖に まつ は 苦し d と ある。 

〇 

ジ敬 御 s  1 〇 二 五 
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ヅ ト  • 

をぐ ろ 崎み つ の こじまの 人なら ば 都の 苞に いざと いはまし を 

1 o をぐ ろ 崎 陸 前 國玉造 郡 川 渡 村に 小黑 崎と いふ 地が ある。 或は それ か。 0 みつの こじま 三つの 小島。 小 

黑崎を 同上の 地と すれば、 そこの 江 合 川の 川 中に 同名の 島が あつたが、 明治 四十 三年の 洪水に 流失した。 

大意 あの 小黑 崎に ある 三つの 小島が、 もし 人であるなら ば、 京への みや ゆに、 さあ 來 いといって 連れよう もの 

を、 人で ない 故 それ もなら ぬが、 殘念 である わ。 

il この 面白い 景色 を.， こ、 に 遣して 置く の は 惜しい ことよの 餘 意が ある。 この 餘意 を、 諸 註 都人に 見せた しと 

まで 解いた の はい ひ 過ぎて ゐ る。 小黑崎 三つの 小島、 どんなに かい、 景色であった らう。 島 を 土産に しょうの 

想、 何とい ふ 詩的で あらう。 「人なら ば」 は 分別に 住する 嫌 ひも あるが、 人なら ぬ 故い ざと もい ひ 難いの 意 を 

反襯 して、 苞 にも 出來ぬ 歎聲を 深から しめる。 すると 却って これが 主眼の 句で、 一首 S 性 命 は、 全く こ、 に 係 

かって ゐる警 語と なる。 作者 は 京人で あるに 遠 ひない。 伊勢 物語に、 

栗 原の あね はの 松の 人なら ば 都の つとにい ざと いはまし を 

の條 で、 田 <}c 女の人ら しくない ので、 連れても 歸れな いのも 歎じた 趣に 作った の は、 例の この 物語の 常套 で、 

、 J ゝ の 趣に は 不用な ことで ある。 

〇 

みさ ぶら ひ 御笠と ま をせ 宮城 野の 木の 下露 は 雨に まされり 

1 0 みさぶ ひ 御 侍よ の 意。 御 侍 は 貴人の 家來 をい ふ。 o 御笠と ま をせ 御笠 を 召し 給へ と 申せの 意。 0 宮城 


野 戀四 n 呂城 野の もと あらの 小 萩」 の 條に旣 出。 

大意 御 家 來泶 よ、 それお 笠 をお 召しな されと 申し 上 ゆられよ、 この 宫城 野の 樹蔭 s 露 は滋 くて、 雨よりも きつ 

う 御座る わ。 

i まことにお 城 野 は 仙^.: 市のお の は づれの 原野で、 今 も 木 茂き 昔の 俤の 一部 を殘 して ゐる。 いにしへの 木の 下 

露 は、 いかにも 溢かった もの だら う。 鄙に は 珍しい 狩 衣 姿の 貴人、 指贷の そば 取り 給 ふ もた ゆ ゆに、 野 を 分け 

わびさせ 袷へ るに、 御笠 もち、 御！ il^ きつれ た 侍 共、 萩の 露 ふみしだきつ、 出て 來る 光： ^は、 宛た る 一幅^に X 

ではない か。 蓋し 守の 殿の 御 出 遊で あらう。 この 歌の ロ氣で 推す ると、 作者 は その 御行 列を拜 みに 出た みちの 

く 人で あらう 。「露 は 雨に まされり」 とい ふ は旣に 誇張な の を、 更に 御笠 を 取り出して、 そ を 事實 にした の は、 

空中 樓閣に # 碧 を妆 成した ものである。 この 妙 不可思議 力、 何人 か 魅せられぬ ものが あらう。 初 二三 句に、 £ 

の 頭^ を 戴いた の は、 故 怠 か 無心 か は 知らぬ が、 聲 調の 諧 ふこと は事實 である。 

〇 

もがみ 川の ぼれば くだる 稻 舟の いなに は あらず こ の 月ば かり 

1 0 もがみ 川 羽^の 大河で、 S 上 郡に 入って、 この 名が ある。 下流 は 酒 田の 港に 注いで 酒 出 川と 呼ぶ リ 0 稻 

舟 刈稻を 積んだ 舟で、 これ は 正 税を國 衙に遝 ぶ 舟で ある。 いにしへ は、 稻何 束と いって、 秘付 のま、 その 正 

稅を 納め.； r  o いな 否 " 〇 こ s 月ば かり 下に 待ての 語が 略 かれて ある。 

大意 i ^上 川 をの ほる も あれば、 くだる も ある 稻舟の 名の やうに、 否 とい ふで はない、 しかし、 こ s 月 中 だけ は 
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障が あって、 逢 はれませ ぬわ、 お待ち 下さい。 

隱 最上 川 は 日本 三 急流の 一と 稱 される。 さう した 河 上 を 秋 冬の 交、 正 税の稻 舟が 追 ひすが ひ、 國府 まで 上り 

くだる さま 思 ひ やられる。 さて それ を 序と した。 急流 だから 上れば 忽ちく だるの 意と 見ても わるくな いが、 

狹 くて、 を かしくない。 元來稻 舟の いな を 反復す るの が 主 だから、 いづれ にしても、 「の ほれば くだる」 は輕く 

見る がよ い。 さて かう 反復した 序が 「いなに は あらす」 の 意 を强く 表示し 得て、 相手方の 心 を 取る に、 十分の 

力が ある。 まづ 一度 肯諾の 意 を 表して 置いて、 さて 本題に 入って、 「この 月ば かり」 は 否と 表裏の 落着 を 見せた 

餘 曲折の 妙、 殆ど 言語に 絕 して ゐる。 結句の 造語 頗る 簡淨 である。 なほ 思 ふと、 「この 月」 は 婦人の 月事 を 下 

に 含んだ もの か。 さらば この 障 を 過しての ち 逢 はう の 意と なる。 これ は 試に いふの み。 又、 全 首の 語調が、 い 

たく 促： g して ゐ るのに 注意され たい。 音數の 排列 を 案す ると、 

初 句 (三 一 一)、 一 一句 (四 三)、 三 句 (四 1 )、 四 句 (四 三)、 五 句 (四 三) 

とい ふ 組織で、 句々 促 調で な いのはない。 この 急き込んだ 調子 は、 男に さらばな ど怨 みられて、 あわて、 辨疏 

した 趣に 聞きな される。 

〇  - 

君 をお きて あだし 心 を わが もた ばす ゑの 松 山 波 もこえ なむ 

1 o あだし 心 空々 しい 心。 o すゑの 松 山 冬 「浦 近く ふりく る 雪 は」 の 條に旣 出。 なほ 思 ふに、 陸 前 國桃生 

郡に、 須江 とい ふ 山村が ある、 海岸 を距る こと 一 里 半ば かり。 以前 陶 物造りの 居った 所で、 もとは、 すゑと い 


つたの を、 いっか 假名の 途 つたので あらう。 某して そこなら、 波 をい ふに も. E 綠が ある。 

大意 ほ 方 を さしおいて、 他心 を 私が 持ったら、 その^-こそ このす ゑの 松 山 を、 浪も 越える 事が ありませ う。 

0  ^^つても すゑの 松 山 を 波の 越す こと はない から、 私が 仇し 心 持つ こと もない と 御 承知 下さいの 餘^. か ある。 

「波 も」 は、 人の 越える に對 へた。 すべて 盟 誓に は、 常住な 事物 を提舉 して、 不渝不 變の意 を立證 する ことが 常 

手段で ある。 山 腐^: 帶の語 は 勿論、 日本 紀に、 新羅 人の 誓に 「吏の 曰 西に 入り、 あれ なれ 川の さかしまに 流る 

る 時まで 渝ら じ」 といった の も 同じい。 男の 方から 異心で も あるかの やうに 疑って 來 たのに 對 して、 いえ 決し 

て そんな^ はと、 眞實 をラち 明けた 貞潔の 語で、 すでに^の 美に 禁へ ぬう へに、 「波 もこえ なむ」 の 婉語を 加へ 

た。 「君 を」 と 「わが」 の相對 は貼密 過ざる が、 非常に 切なる 深い 情愛 を^せる に は 有力で ある。 絕唱。 

結句、 元 木に こして むと ある はわる い。 

さ が み う た 

小よ ろぎ の 磯 たちならし 磯茱 つむめ ざし ぬらすな 沖に をれ 波 

E1 〇 小よ ろざの 磯 雜上 「玉 だれの 小瓶 や いづら」 の 條に旣 出。 0 たちならし 踏み 平す こと。 O 磯 菜 磯つ 

きの 海草 をす ベて 稱 する。 0 めざし 髮を切 禿に した 兄 女の 稱。 髮が 短くて 目 を 刺す ほどな のでい ふ。 節の 名 

とする の はわる い。 0 をれ ^れの 命令 格。 折れ 3^ では 無い。 

大意 小：！ の 磯に て、 あちこちと あるいて 機 菜 を 摘む、 あの 子供 を 濡らすな、 これ 浪ょ、 さう 磯へ 立って 來す 

に 沖の 方に^ なさい。 
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ワカメ 

i 海人の 子供が 磯 わたりして、 若布な ど 摘む さまの 面白く、 寄せて 來て は碎け 散る 波に 濡れな どす る樣 の、 あ 

ぶな さう にも 可愛 さう にも 見える ので、 そちらに 退き 居れと、 波に 命令した 擬人の あっか ひ、 凡 想 を 超えた も 

ので、 いかにも やさしい 情緒が ほの 見える。 詩境 また 畫 である。 「磯」 の 重複な ど は 問題に ならない。 

ひ た ち う た 

筑波 根の こ の も かの もに 蔭 は あれ ど 君が 御蔭に ます 蔭 はなし 

i  o 筑波根 雜下 「つくば ねの 木の 下 毎に 立ち ぞ よる」 の 條に旣 出。 0 この も かの も 此面彼 面。 あなた こな 

たとい ふと 同意に 川 ひる。 o 御蔭 お直の 蔭の 意。 俗にい ふ ォカゲ に 同じい。 

大意 筑波 山の こなたお もてに も、 あなたお もてに も、 木の 蔭 はおび た V しく あるが、 ぉ惠の あつい 君のお 蔭に 

まさる 蔭 はない わ。 

1 筑波山 は 關柬の 平野に 特立して、 四方から その 山容 を 仰ぎ 得られる こと は、 なほ 芙蓉峰の 八面玲瓏 たるに 

似て ゐる。 されば、 彼れ に は 彼方お もて 此方お もて をい ひ、 此れに は 「この も かの も」 をい つて ゐる。 景樹 が、 

「女神^ 神と て、 同じさ まなる 高 根の 立ち並び たれば、 この も かの もとい へ り」 と 解いた の は、 この實 境 を 知 

ら ないから である。 この 山、 奈良時代に は 鷲 さへ か > ないた 木繁き 山で、 今 も 樹木 輕蒼 たる 所な ので、 「蔭」 を 

取り出し たので、 君の 御蔭から、 筑 波の 樹蔭を 聯想し、 この 同音 異 意義の 二 語 を 全然 混同して 比較した 沒理趣 

が、 詩 味の素 を 成して ゐる。 遂に 「ます 蔭 はなし」 の 斷案を 下す に 至って、 いよく 詩的で ある。 「この も かの 


も」 の璺 音、 「蔭の」 語の 三疊 は、 いよく 諧調と なって、 聲響 またよ ろしい。 

一 

〇 

筑波 根の 峰の もみ ぢ 葉お ち稜 りしる もしらぬ もな ベ て かな. しも 

大意 この 筑 波^の 紅^が、 麓に 落ち 積った のが、 面白くて をし まれる やうに、 誰れ 彼れ なしに、 悉く 親しく 愛 

せられる はま あ。 

^ い/いは、 「かなし も」 へ か、 る 序で あると いふ 宣 長の 說に從 つてお かう。 伹 この 歌 のみでよ、 莫然 たる 感 

がする。 しひて 評しない。 

力り うた 

力り がね を さやに も 見し がけ 、 れ なく 撗 ぼり ふ 亡る さやの 中， U 

1 0 かひが ね E. 斐 が^。 屮 州の 山を稱 する。 0 さやに 鮮 かにの 意。 0 しが 願望の 辭。 0 け 、れ こ、 ろ 

の犄 訛。 朿 ITS 方^ である。 金槐 集に、 け、 れ木 とよみ、 甲斐 人 は、 今 も 九日 を、 ケ、、 、ヌ、 力と いってる る。 

ほり ふせる たはり 臥せる の 意。 これ も 東 國の訛 言で あらう。 0 さやの 中 山 今、 さよの 中 山と いふ ci 江 

國小笠 郡、 日 坂 S. と舍： 谷 峠との 問、 もとの 佐 益 郡の なから にあった ので、 この 名. か ある。 

大君 故：^ の屮^ が-: S をば、 ありく と あざやかに 兒 たいわ、 それに 心 もな く、 あの やうに 院 たはり 臥して、 目 

の 前ん」 ふさいで ^る ^夜の 中 山で ある, 〕 とよ C 
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1 都に の ほる S. 斐 人の、 遠 江まで 來て、 故 鄉の方 を 振り返って 見た のか、 それとも また 都から 歸 つた 甲斐 人が 

こ、 まで 來て、 故鄕を 望んだ のか、 それ はま あいづれ でもよ い。 空谷の 跫音、 ゎづ かに 一片の 山 影 を 望んでも、 

望郷の 欵を醫 する に 足る は、 そこが 人情で ある。 それ を、 佐 夜の 中 山が 橫 ほり 臥して、 恰も 墙に 向って 立って 

ゐ るに ひとしい。 こ、 に 至って、 佐 夜の 中 山 を T け  >れ なし」 と 罵らざる を 得ない 。舌 だみ た 往時の E- 斐 人の 風 

貌が 眼に 見える やう だ。 

三 句、 高 野 切に け ， らと ある o 四 句、 顯 註に、 一 本橫 ほりく せる、 又の 一 本橫 ほり こせる と あると 見えた。 と 

もに 「ふせる」 の 訛で、 心 をけ、 れと いふ 類の 甲斐の 方言と 思 はれる から。 元本 US ほり こやる と ある。 

〇  . 

甲斐が ね をね こし 山 こし ふく 風 を 人に もが もや 言 づて やらむ 

10 ねこし 嶺 越し。 「越し」 は あなたへ も 此方に も かけて いふ。 萬 葉集卷 一に 「山 越の 風を峙 じみぬ る 夜お ち 

す」 と ある は、 こ、 と は 反對に 此方に 越す ので ある。 0 人に もが もや 「が も」 は 願望の 辭。 「や」 は 歎辭。 

大意 峰 を も 越し 山 を も 越して 、甲斐が 嶺を 吹いて ゆく 風 を、 どうぞ 人に したい もの だ わ、 さらば、 都へ 言傳 

をして やらう に。 

園 京より 下， c:,& る 地方 官吏な どの 作 か。 日夜 郷愁に 禁 へす、 さりと て 音 問の 便り を 出す 傳さ へなくて わび 居る 

時、 たまく. E 風が 重疊 した 峰巒を 吹きなら しつ、 ゆく の を 見て、 風の 便り を 思 ひ 寄り、 「人に もが もや」 と 歌 

ひ あゆた。 郵便 制度の ある 今日と ちが ひ、 往時 は 音 書の 交通が 非常な 不便で、 一 々使 を 仕 文て るか、 或は 幸便 


に 托する かであった。 地方に もよりけ りで、 それが 甲斐の やうな 殊に 不便な 山國に 入り込ん では、 いよく 思 

ふに 任せぬ 次第で、 反比例に 鄉愁は 高まって くる。 向 ふへ ゆく ものなら 風で も 何でも 一一 一一 a 傳が賴 みたい、 如何に 

も 迫った 心 持が 出て ゐる。 二 句の 漸暦、 つぎく 吹き 渡る 山越しの 風の 趣 か 出て、 茈だ 妙で ある。 

上の 「三つの 小^の 人なら ば」 と 同 ェの點 も あるが、 彼れ は 一 時の 逸 興、 これ は 永久な 沈痛の 響で、 情味の^ 

ぃ點 において はこれ が 勝り、 尖奇 でよ く 人頋を 解く は、 彼れ に 及ばない。 

いせうた 

を ふ の沛 にかたえ さしお ほひなる 梨の なり もなら ず も寢て 語ら はむ 

i  O を ふの 沛 所在が たしかで ない。 顯 註に T 志 摩の 國 にあり。 齋宫の 御庄に て、 梨を獻 する 所な り。 ^勢 志 

靡と いひて、 一 つに よめり」 と あるに * 姑く 從ふ。 0 なり もなら や も 成否の 意で、 嫁娶の 定まる をなる とい 

一 ふ 。梨の 結實を かけた。  ： 

大意 麻 生 の^に、 片枝 さし 覆うて なる 梨が あるが、 その 梨の なるとい ふやう に * 其方と，：：： 分 も、 表 向の 相談の 

なるなら ざる は ともかくも まあ、 一 所に 寢て話 をしょう わ。 

1 地方 的 色彩と 土俗 的 情調が 動いて 面白い。 「寢て 語ら はむ」 は、 女の 方で、 貴方の 思 召 はあり 難いが、 とても こ 

の緣は 邪魔が あって 成立の 見込が ありません からな ど、 一 應 ん だの を、 貴女と 私と さへ 承知なら、 そんな 事 

はおての 上の 話と、 一 徹 らしい 男の 氣持を 現 はした ものである。 詞づ かひ は 「なり」 の 三^な どで 颇る 調子が 

い、。 上句 は 序であって、 「なり」 に はか 、るが、 「す」 にまで はか、 ら ない。 
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冬の 加 茂の まつりの うた  藤 原敏行 朝臣 

ちはやぶる 加 茂の やしろの 姬小 松よ ろづ代 ふと も 色 は 變らじ 

1 o 冬の 加 茂の まつり 十 一 月の 臨時 祭 をい ふ。 加 茂 は 四月が 例祭で ある。 十 一 月の 臨時の 祭 を 始めた のは寬 

平 元年で、 左 近 中 將藤原 時 平 朝臣 を 御 使と して、 藤原敏 行に 東 遊 の 歌 を 詠ま しめられた 事が、 寬 平の 御 記に 

も えて ゐる。 大鏡 にも、 これにつ いての 傳說を 載せた。 下の 未の 日 試樂、 下の 酉の 日に この 祭が ある。 加 茂 は 

下 上 二 社が あって、 下 社 は 鴨 高 野 雨水の 合流 點亂 にあり、 上 社 は 更に 鴨 川の 上流 一 里 弱の 神 山に ある。 平安 時 

代 以降、 祭と いへば 加 茂 祭の 事と なった 程で、 平安京 第一 の宫 祭と して 頗る 盛儀 を 極めた ものであった。 

大意 この 御 神威の あらた かな 加 茂の 社の 御前の 姬小松 は、 このうへ 萬 年を經 るに しても、 色 は變り はすまい 

わ o 

國 かやうな 御 神德で 護ら せ 給 ふ 君の 御う へ は、 申す まで もない の餘 意が ある。 眞 淵の いふ、 「歌 は、 いさ、 かも 

隱れ たる 事な く、 且滯 りたる 所な く、 詞は、 まどかなる 玉 を 見る が 如し。 この 卷の 終に 置かるべき 歌な り。 そ 

のうへ、 今上の 御 父 帝の、 神の 御告に て 始め 給へ る 祭の 歌に て、 限りなき 御 よろこびの 事 なれば、 この 卷 のと 

ぢ めに せらる、 なり」 と 評した の は 適評で ある。 

この 歌 寬平御 記に よると、 東 遊 曲に 歌った と ある。 東 遊の 歌 は 從來用 ひた 求 子 やその 他の 歌が 澤山 あるが、 特 

に 新作の 歌 を、 はじめての 臨時 祭の 記念と して 作ら しめられ たと 見える。 作者 敏 行の 名譽思 ふべ しで ある。 

二 句、 顯本、 高 野 切、 元本に かもの 祭のと あるが よくない。 


〇 これ は 諸家 藏の詔 木た るべき 善 本に 書き入れられながら、 墨で 以て 滅 してあった^ を拔^ したりで ある。 

定家 卿が この 校定 本 を 作る 時の 所爲 であると いふ。 畢竟、 證本 といって からが 猶、 まちく で 誤な ど 多かった 

に相逯 ない。 まことに 滅 してよ いのも 見え、 叉滅 して はどう かと 思 ふの も 見える 。「我 妹 子に あ ふ 坂 U のしの す 

すき」 及び 以下の 歌 ども は、 必す 除く がよ い。 

o この 部 は I! のみ を與へ て、 評語 を 多く ははぶ く 事と した。 

卷第十 (物 名) 

こくらし  つら ゆき 

ゾ マビト 

杣ス は. 1呂 木 ひくら しあし ひきの 山の やまびこ よびとよ むな り 

在 一 一 郭公 下穴 乇鲰 上- 

O 杣人 材木 を 樵る 山を杣 山と いひ、 樵る 人を杣 人と いふ。 0 宮木 大宮を 造る に 川 ひる 木材の 锊。 

1 この 歌 は、 木^ 中の 或 者に 優る こと 数等。 この 人の 作 中で も、 い/' 方で あらう。 

勝 .  臣 

力け りても 何 を かたまの きても 見む から は焰 となりに しもの を 

黑^ 欲  lo 三 五 


古今 和歌 集卷 第二 十  一 〇 三 六 

を かたまの 木 友 則 下 

ナキ * カラ 

1 o たま 魂。 0 から 亡骸。 

くれのお も  つら ゆき 

こし 時と こひつ をれば 夕 ぐれのお も 影に のみ 見え 渡る かな 

忍 草 利貞下 

1 0 くれのお も 和名 鈔に、 「懷 香、 一名 懷芸、 和名、 久禮乃 於 毛」 と ある。 0 こし 時 思 ふ 人の 來し 時。 

おきの ゐ みや こじま  をのの こまち 

おきの ゐて身 を やくよりも 悲しき は みやこ 島べ の 別な りけ り 

からこと 淸行下 

Si  0 おきの ゐ 0 みや こじま いづれ も 所在 不明。 伊勢 物語に、 「昔、 みちの くにて 云々、 おきの ゐ みや こじま 

とい ふ 所に て」 とあって、 この 歌が ある。 これ は 一 處の やうに 聞え る。 物 名に かく 詠む から は、 おのく 別の 

ォ キ 

處 かも 知れない。 陸 奥と ある も覺 束ない。 0 おきの ゐて 熾 火の 著 きゐて。 o みやこ 島べ 或は 地名でなくて、 

都と 島邊 との 意 か。 

意に よってつ いでる と、 誹諧の 部に 入るべき 作で ある。 


そめ どの あは だ  あや もち 

うきめ をば よそめとの みぞ 遁れ ゆく 雲の あは だつ 山の 麓に 

此歌 は、 水の 尾の みかどの、 染 殿より 粟田へ うつりた まう ける 時に よめる。 枕お の： 卜 

i  o そめ どの 染殿は 拾 芥杪に 、「正 親 町 北、 京 極 西 一 一町」 と ある。 忠仁 公藤 原-::^ おの 第で あつたの を、 淸和帝 

外お とせられて、 貞觀 十八 年に 行幸が あった。 0 あは だ 京都の 三條 より、 逢阪 山の 方へ 出づる 所に、 粟 m 山 

が ある。 0 あは だつ 淡々 しく 浮き立つ こと。 0 左 註 は、 三代 實錄、 元慶 三年 五月 四日の 條に、 太 上 天皇 (fs 

和 帝) ぉ和院 より 粟田 院へ 移り 給 ふと 見えた i- の 事で、 水の 尾の みかど は淸和 天皇の 御 事。 淸和 院は染 殿と お 

なじと o 

卷第 十一 (戀！ ) 

「奧 山の S の 根し のぎ ふる 雪」 の 下 

け ふ 人 を こふる こ 、ろ は大 井川な がる、 水に おと ら ざり けり 

1 o 火 井川 山城ので ある。 

三 四 句、 宗于 集に、 飛 B— 川 流る ， み をに と ある。 ^^と あるが 「水」 より 印象が 鮮明で ある。 

わぎもこ にあ ふ 坂 山の しの 難 ほに はいで ず もこ ひわた るかな 

大欲 所 御 胡  一 〇 三 七 
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1 o わぎもこ にあ ふ 坂 山 逢 ふに、 相 坂 を かけた。 上句 は 序で ある。 萬 葉卷十 一 、 

わぎも 子に 相 坂 山の しのす、 き穗に は唉き 出す 戀ひ 渡る かも 

の 訛った もので あらう。 

卷第 十三 (戀 三) 

「こ ひしく ば 下に を 思へ 紫の」 の 下 

犬が みのと この 山なる いさや 川い さと 答へ よわが 名 もらすな 

ァ フミ 

此歌 は、 ある 人、 「あめのみ かど、 淡 海の 采女 にた まへ る」 と。 

io 犬が みのと この 山 近 江 國大上 郡 鳥籠 山。 O いさや 川 犬 上 川の こと。 0 いさ 不知の 意。 0 左 註の 「あ 

めの みかど」 は 聖武帝 を 申す。 舊 註に は 天智と ある。 

1 上句 は 序で、 もし 人が 問 はばい さ 知らす と 答へ よ、 わが 名 を 知らすな の 意で ある。 萬 葉卷十 一 、 詠 者 不詳、 

狗 上の 鳥籠の 山なる いさや 河い さと をき こせ わが 名のらすな 

の訓 みちが へ 否 時 調に 轉 化した もので、 意 は 違 はない。 上句 は 序で あるが、 恐らく 近 江 人 ことに 犬 上人の 作で 

あらう。 左 註は據 のない 浮說 である。 

かへ し  うねべ の 奉れる 


山し なの 音 羽の 瀧のお とに だに 人の しるべく わが 戀 ひめ や も 

園 o 戀 三に、 「音 羽の 山の」 と ある を、 「瀧」 とかへ たるの み。 

卷第 十四 (戀 四) 

「思 ふて ことの 葉の みや 秋 をへ て」 の 下 

そと ほり 姬の ひとり ゐ、 み かど を戀ひ 奉りて 

わがせ こが 來べ き齊 なり さ 、 がに の蜘の ふるま ひかね てし るし も 

1 o そと ほり 姬の 云々 日本 紀 允恭 紀に、 天皇、 衣 通 姬を藤 原の 宫に 住ませ 給 ひて、 またく 行幸 ありて、 姬 

のお はす やう を 伺 ひませ る を 知らで、 この 御 歌よ ませ 給へ ると 見えた。 伹、 三 句 以下 「さゝ がね の蜘 のお こな 

ひこよ ひしる しも」 と ある。 o ふるま ひ 梨 動。 さて、 「蜘の 出て くる は、 人の 來る 前兆」 とい ふ. ^によっての 

作で あろ。 この 事、 戀五 「今し はと 思 ひし もの を さ、 がに の」 の條 にいった。 

し^く 說 明した 如く、 わが 邦の 結婚 上の 惯習 として、 男が 女の 許に 通 ふの がその はじめで あり、 又^ 通で あ 

つた。 こ、 も 帝のお 出 をお 待して、 蜘蛛の 吉兆に 衣通姬 の鼠啼 をな された お 作で ある C 

「戀 しと はたが 名 づけけ むこと ならむ」 の 下 
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雷】 しらば つみに も 行かむ 住の えの 岸に お ふて ふ戀 わすれ サ 

1 〇戀 わすれ 草 I 草に、 戀と 冠せ たの は、 人 忘 草、 憂さ 忘 草の 類で ある。 萬葉卷 七、 

. いとま あらば 拾 ひて ゆかむ 住の 江の 岸に よると ふ戀 わすれ 貝 

を、 すこし 換 /たのみで、 この 作者の しわざと も覺 えない。 


之 


一 古今 和歌 集 序  紀淑望 

夫レ 和 歌" 者 ま；^ 根ヲ 於 心 m ヘ^ 於 詞 ^者 也、 人 之 在 一 *i 不. 能； 無 海お 0 易クに # 

哀樂相 氣、 感 生レ，1 於 志 詠 形，， 於 言； 是 以、 逸 者 其， 聲 t  、怨 者 其 吟 悲、 ヌ以 述 -懷、 ヌ以 

發パ憤 "、軋 一 天氣 一 良お 神お だ 倫) 和 7 夫婦ぎ に 4ー ハ於 和歌 T 和 t 有 k 義； 一 Rfl 風ト、 二： 曰 n 

二 f i£ 比 、四 曰ノ i 、五 nf4、 六 nf き、^ i 丸 春鶯之 囀パ花 中； 秋 蟬 之 吟&  4、 雖レ 無. 曲 折； 

各 d 歌 亂； 物 皆 有. 之、 自 然之理 也 まぎ 祌世七 代、 時 質 人 淳ク、 情 欲 無. 分、 和 歌 未. 

一  キ 

作、 逮， 于 素盞嗚 尊； 到，， 出 雲國； 始 有，， 三十 1 字 之 詠； 今， 反歌 之 作 也、 其 後、 雖^ 天神 

之 孫、 海 童 之 女ト； きお 以ハ 1 和 歌 ー氣龀 者. ま 及 だ 代ー此 風 え ^長 歌、 短 歌、 旋 本 

之 類、 雜體 非」 ば 流渐" 繁" m レ氣 樹ハ生 バ自>  苗 之 煙； 浮へ 天ぎ ざ. 於 一 滴 之 露； 

至， 如-難 波 津之什 獻，， 天 皇； 富 緖 川之篇 報 *太 子； 或 事 關，， 神 異； 或 興 入，， 幽 玄； 但、 

一 見， 上 古 之 歌， 多ク 存，， 古 質 之 き 未. 爲， 1 耳 目 之 翫) 徒 4 敎 戒 之 端 ；古， 天 子 、ま， 良 辰 美 

景； 詔 fe! 臣 預，， 宴 筵, 者敲， 1 和 歌； 君 臣 之 情、 由， 斯 可， 見、 賢 愚 之 性， 於， 是 相 分、 所, 以 隨， 1 
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民 之 に擇ぃ 士 之 あ 也、 自 k 津 皇子 之 初 作，， 詩 賦； 詞 人 才 子、 慕 k 繼. 塵、 移， 彼 漢 家 

之 字 K 我 力 日 域 之 俗) 民業  一 ニ改" 和 歌 漸， 衰 7、 然 猶 有，， 先 師 柹本大 € 者； 高 振. 神 妙 

之 古 今 之 間 ま， 山 邊赤人 者； 並 和歌 仙 也、 其 餘 業， 和 歌 一 考綿 綿 不， 絕、 及ャ 

彼， 時 澆 1; 人 き 浮 詞 雲ト 興リ、 艷 流 泉 涌、 其 實 皆 落、 其 花 孤 榮、 至き ず 好 色 之 

家、 H  ？ i 花 鳥 之 使 一 乞 食 之 客、 以レ之 爲き 計 之 媒统 半 爲き 人 之 右 難， き k 夫 

二  スレ  ヲ  二  ゾミ レドモ  カラ ジテ テ シフ  ノ  ハ  タリ  ヲ レドモ 

之 前； 近 代 存， 古 風 一 者、 纔 一 一 三 人、 然 長 短 不， 同， 論 以 可， 辨、 花 山 僧 正、 尤 S 體； 然 

/  - ーシテ  シ  シ  ゾ  ノニ カス ガ  ヲ  /  , ハ』 ノ  •  リ テリ/  ラ シ 

其 詞 華 而 少 k  、如 ，菌 畫好女 徒 動， 入 情； 在 原 中 將之歌 其 情 有，， 餘、 其 詞 不， 足、 如 ^ 

S 亂 一お 彩 色 1 而 有 I 薰 香； 文 琳 巧 詠. 物. 然 其 體 近. 俗、 如 k 人 之 著 -I 鮮 衣 一宇 治 山 

儈 喜 # 其 詞 華 而 首尾 停 化 如 拿， 秋 月 1 遇 *嘵 雲.； 小 野 小町 之 歌、 古 衣 通姬之 

レドモ 二 シテ ク  シ  ケタ ルガ ヲノ  ハノ  ，  ル 

流 也、 然 艷 而 無 ま 力； 如， 病 婦 之 著， 花 粉； 大友黑 主 之 歌、 古 猿 丸 大夫之 次 也、 頗 

レド -タ クシ  フガニ  ノ  スル  カラ ゲテ フ  ハ 

有， 逸 興 一而 體 甚 鄙、 如き 夫 之 息，， 花 前， 也、 此 外、 氏 姓 流 聞 考不， ヌ勝 計； 其 大 底、 哲 

以ぼ H  、不 k 一， 歌 之 趣"， 者 也、 俗 人 爭 事 4 木 利芣； 角 詠 I) 和 歌： 悲 哉、 群 貴 兼，， 相 將 一 富 

錢ぎ 骨 未 I 腐 I 土 中； 名 先 減-於 世 上； 適 爲ー後 世ぎ. 知 者 "、唯 和歌 之人而 已、 何 


者、 語 近， 入 耳； 義 ^神 明 1 也、 昔 平 城 天子 詔 fe: 臣； 令， 撰. i 萬 葉 集； 自， 爾 以 來、 時 解 

ヲ ハ ギ タリ  ヲノ  テ、  レラモ  ク  ノ  シト  ノモ  テ 

十 代 S 過， 百 年； 其 後、 和 歌 棄 不， 被， 採、 雖 k 流 如，， 野 宰 相； 輕 情 如き 納 言； 而 せ 以.. 

他 あ， 1 、あ 以パ斯 に亂 あぼ 陛下， 御 宇、 テ今 九 載ビ 流，， 秋 津洲之 外： 惑 茂^ 巩 波 

山 之 き 氣, 瀨ト之 聲、 寂 々閉， 口、 砂 長 爲レ 巌ト之 颈、 洋 々 満レ 耳、 思レ P 旣 絕 之 風 一 欲： 

^ 廢 之 きぶ 詔， 大 內記  <  友 則、 御 書 所 預紀賞 之、 前 甲斐 少目凡 河 內躬； r 

右 衞 府 生 壬 生， 忠 岑 等； 各 獻， 家 集 並 古來舊 歌 ハ戶續 萬 葉 集； 於， 是， 重 有， 詔， 部 3 

既ぎ 奉" 之 き， 氣ぎ 4 二十 齊名" U, 古 今 和歌 集ト； 臣 等、 詞 少， 1 春 花 之 與名 竊，， 秋 夜 

之 H 乎 まぎ 時 俗 之 嘲； 1 慙ぉ 藝 之 拙； 適 遇. 和 歌 之 中 興ー以 樂^ 逍之再 昌； 

0  t. 、人 旣 ぁ辆 歌 不 L 斯 哉、 テ時、 延喜五 年 歳次 乙 丑 四月 十八 日、 臣 S 

之 3ほ  . 

(上文 は、 本朝 文粹 によって 是正した) 


古今 和 耿集序  low 三 


作 

者 
列 


▽ 本傳 は、 すべ て、 作家の 氏 を 拾て &、 名に よ つて 次第した。 

氏名な きもの は、 官 名、 或 は稱呼 を、 も との ま、 に揭 げた。 

マ體 裁の 統 一 上、 そ の 事蹟の 詳密に 知られた 人 も、 な ほ 簡 

約に したがった。 

マ 排列の 次第 は 五十音 圆の 順によ つた。 


あ 

あきみね 秋 岑 

美澳守 紀^^の 子、 .： ハ位。 

あさ やす 朝康 

文 室 康秀の 子。 延喜 屮、 大 舍人大 允、 

大膦少 進を膪 任す。 文 室 を 文屋と 書く 

よ 通 s?。 

あつゆき 传 1 行 

平氏。 從 五位 上與我 王の 二子。 寬平五 

年、 文^^に 補せられ、 大和 伊勢の 掾 

より、 阈 司を淤 任して、 筑前守 兼大宰 

少甙に 至り、 延喜十 年 正月 卒す。 

あつゆき ^  U 

伊^子 氏。 傳は 未詳。 

あまね いこ ^  -J 

袞議^ 没^ 辄の 女。 贞觀の •  ゆ、 正 四 位 

下 典侍と なる。 

あや もち 

傅 未^。 

作者 列 * 傳 あい 


ありすけ 有 輔 

御 春 氏。 延裒 中、 左衞 門權少 志、 同榴 

少尉と なる。 藤原敏 行の 家人に て、 河 

內の 人と ぞ。 莨 之の 集に、 兼 輔の兵 衞 

佐が、 加 茂 川の 邊 にて、 この 人の 甲斐 

へ ゆく 餞实 をせ しこ と 見えたり。 

ありす ゑ 有 季 

文 室 氏。 三代 赏錄貞 觀五年 三月の 倐に、 

「散 位從 五位 上文 屋有 31 一 1 下總守 こと 

あり。 有 aM は、 訓ァリ マなる ベ し。 さ 

て、 マの 平 假名、 末の 字の 草 なれば、 

有 末と 書け る を 誤りて、 更に 有季 とし 

たる か。 

ありつね 有 常 

正 四 位下 紀名 虎の子。 性涛饕 にして、 

儀 望 あり。 少時 仁 明 帝に 侍 奉したり き。 

^從四 位下 周防權 守に いたり、 ：兀慶 元 

年 正月 卒す。 年 六十 三。 

ぁリ とも 有 ぶ 

乂 有朋。 紀氏。 仁 明、 文德、 洁和、 ^ 

成の 朝に 仕へ、 從五 位下 宫 內少輔 とな 

り、 元 慶四年 卒す。 


いう せん 幽 出 

右近 將監 藤^. ぉ逍の 子、 宽. 牛し^ 化 帥 

となる。 S! 泰 三年 入滅す。 仁 和 寺 を^ 

立して、 別 (S たり。 もと 慈 S 大師の^ 

子たり しによ リ、 昌泰ニ 年、 延捋 寺の 

別 (S にな さる G 

いせ 伊勢 

伊勢 守 藤原繼 蔭が 女。 七倐 后のお 人た 

る 時、 藤 原 仲 平に 迎じ、 又、 宇多 帝に 

寵愛せられ、 ^平の 末、 な 子 を^す と 

いふ。 帝、 位 を 返く^、  $4 力また 退き 

て、 五條の 里 第に ほリ、 敦^ 親王 等と 

通じて、 女中 称 を やむ。 淤は^ 代 女流 

の 第 一 人な り。 

いなば 因 幡 

因幡 守^ 世 王の 女。 ^世 王 は、 二 品 仲 

野 親王の 子な リ。 

いまみ ち 今 ポ1 

布留 氏。 ^和、 陽 成、 光孝、 宇多の 朝 

に厫 任し、 仁 和 元年 造洒 正に、 昌泰元 
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作 者列傳 うお 

^ 三 河 介に 任ぜら る。 

5 つく  寵 

(くら を 見よ) 

チリん ゐん のみ U 雪林院 親王 

仁 明 帝の 皇子 常康 親王 これな り。 母 は 

紀名 虎の 女 種子。 仁壽 元年 出家、 貞觀十 

一年 五月 薨ず。 雲林院 は、 この 親王、 

その 別業 をす て、 遍昭 に付囑 して、 寺 

とせし ところ なれば、 この 號 あり。 

おき かぜ 興 虱 

參譏 藤原濱 成の 曾孫、 院藤 太と 號す。 

延喜の はじめ 治 部 少丞、 上野 大椽、 下總 

權 大樣、 同 十 一 年 相 模橡に 任ぜら る。 

彈 琴の 師 たり、 ^絃を 能くす。 

おと こ 

遠 江 介 壬 生 益 成の 女。 益 成 は、 元慶仁 


か B き III 

和の 代の 人な り。 

お ほよ リ 大 賴 

三代 實錄、 元慶 元年の 條に、 石 川 朝臣 箭 

口 朝臣 等 奏して、 先祖の 蘇 我 氏の 稱に 

返りて、 竝に宗 岳 朝臣 を 賜 はる こと 見 

えたり。 さて は、 宗 岳はソ ガと讀 むべ 

く、 ムネヲ 力と は訓 むべ からず。 大賴 

は算 博士な り。 

か 

かげの りのお ほきみ 旦兄 式 王 

四 品惟條 親王の 後な り。 寬平九 年、 從 

四 位下に 叙 せらる。 

かち おん 勝 臣 

藤 原 氏。 元慶 七 年 阿波 櫂掾 に 任ぜら 

る o 

かねす け 兼 輔 

右近 中 將藤原 利 基の 子に して、 兼 茂の 

弟。 從 三位 中納 言に 任ぜられ、 承 平 三 

年 二月 薨ず。 年 五十 七。 加 茂 川の 堤に 

家居せ しょり、 世に 堤中納 言と 呼ば 


一 〇 譴八 


る o 

かねみ のお ほきみ 兼覽王 

仁 明 帝の 孫、 阈康 親王の 御子。 神祇 伯 

宫内卿 正 四 位下に いたる。 承 平 ニ年卒 

かね もさ 兼 茂 

右近 中 將藤原 利 某の 子。 寬平中 讃岐權 

椽 より 藏 人となり、 延 喜の はじめ、 左 

衞門佐 侍從、 同 二十 三年 參議左 衞門督 

にて 卒す。 

かん ゐん 閑 院 

延喜 頃の 人に て、 命婦 なりと ぞ。 

かん ゐんの ごのみ こ 閑院の 五の 皇女 

嵯峨 帝の 妃均 子內 親王と いふ 說も あれ 

ど、 歌體を 案ずる に、 今す こし 時代 下 

れ りと 覺し。 傳詳 ならず。 

き 

きせん 喜 撰 

又 某 泉と かく。 眞言 宗の 僧に て、 山城 

國乙訓 郡の 人と ぞ。 宇治山に 迹を廣 せ 


り。 世に 喜 撰 式 (金 針と も) とて、 欲の 

疵弊を い へ る 書 あり。 僞 書なら むと い 

ふ o 

きのめのと 紀 乳母 

名 は 仝 子。 嵯峨 帝の 孫 源 澄の 妻に し 

て、 陽 成 帝の 御 乳母と なリ、 元 慶六年 

從五位 上に 叙 せらる。 

きょき 潔 興 

宫道 氏。 昌泰 元年 內舍 人となり、 保 明 

太子の 帶 刀たり。 延喜七 年 莨 之に か は 

りて、 越 前 權少椽 となる。 

きょき 淸 樹 

橘 氏。 三代 牧錄 に、 仁 和 二 年 二： 從五 

位下 彈正 少弼、 のち 阿波 守と なり、 SI 

泰ニ年 三月 卒す。 

きょ ゆ *| 淸 行 

大納首 安倍 安仁の 子。 承 和 三年、 文章 

生に 補せ、 りれ、^ 和 帝 の 代 左 衞門權 佐、 

^成 帝の 代 右 中辨、 光孝 帝 の 代 陸 奥 守、 

宇多 帝 の 代 從四位 上 讃岐守 に 任ぜ、 り 

れ、 昌蜜年 卒す。 年 七十 六。 


作者 列傳 くけ 


く 

くそ 

源 作が 女。 

くにつ ね 國 經 

植中納 言 藤 原 長 良の 長子。 基經の 兄な 

り。 荐に顯 耍を經 て、 寬^ 年中 權屮納 

言 兼 大宰權 帥、 延喜 年中 大納言と なリ、 

同 八 年 六月 薨ず。 年 八十 1 。 

くら  內 M 

本文、 寵の字 を 書け る は 誤。 この 事、 

覊 旅の 「朝な けに」 の 歌の 條參 看。 傳 

は 未詳。 或はい ふ、 大納言 源定の 孫に 

して、 大和 守 精の 女と。 

くろぬ し 黑 主 

大友 氏。 近 江國滋 賀郡大 友鄕の 人に し 

て、 園 城 寺の 地主な り。 郡の 大領 とな 

リ。 八 位に 叙 せらる。 延喜 中、 宇多 法 

皇、 屢石 山寺に 幸す。 國司、 その 民 を 

勞せ むこと を 思 ふ。 法皇 これ を 聞き、 

他！： の 奉 邑の費 を 以て 幸し 給 ひぬ。 國 

司大に 懼れ、 亭を打 出濱に 造リ、 菊花 


こ 


を植 ゑ、 黑主 をして 侍せし む。 黑、 王 「さ 

ざら 波 まなく も 岸 を 洗 ふめり 济^ く は 

君と まれと か」 の 缺を獻 ず。 法皇 大に 

喜び、 物 を 賜 ひて^し 給 へ り。 仁 和、 

昌泰の 大嘗會 の 風俗 耿を 奉ず。 

け 

けいしん ル仪 言 

(けうし んを见 よ。) 

け 5 しん 敬 1JS 

典侍 藤 原因 香 朝 E の 母に て、 尼と なリ 

し 人。 或は 曰く、 小 野 千 十；： が 母と。 

けんげ い 兼 藝 

伢勢 少椽古 次の 二子と。 或はい ふ、 大 

和 城 上 郡の 人と。 

こ 

ことな ほ 首 直 

藤 原 氏。 昌泰 三年、 ra 幡 權椽、 內^ 碩 

に 任ぜら る。 

一 0四 九 


作者 列傳 さ 


こまち 小 町 

小 野 氏。 この 人に か X れ る傳說 は、 大 

牴 虚妄な り。 出 羽の 郡 司の 娘と い へる 

も據 なし。 この 集、 及び 後 撰 集に、 小 

町が 姊、 小町が 孫な ども 見 ゆれば、 夫 

も、 親屬も ありけ るな り。 又 小 野良 榭 

と 詠み か はした る缺 あれば、 これ も 親 

蘭に て、 近 江の 小 野より 出で たる 氏な 

ら むか。 時代 は 康秀、 遍昭 等と 歌よ み 

か はしし に见れ ば、 文 德の顷 の 人に て、 

沾 和の 御宇まで も ありし 人に や。 敬 は、 

「今の 京 こ の 方に 及ぶ 人な し。 伊勢の 

御 も 名高 けれど、 小町に は劣リ たり」 

と、 湖の 評せる が 如し。 

こまちが あね 小町 姊 

傳 未詳。 

これたか のみこ 惟喬 親王 

文德 天皇 第 一 の 皇子、 母 は紀靜 子。 貞 

觀 十四 年 七月 出家。 法名 算延。 寬平九 

年 二月 薨ず。 比 叙 山の 麓 小 野に 籠り ま 

しける 故に、 小野宮 と. &し 奉る。 

これ もと 惟 幹 


藤 原 氏。 六 位陸奧 掾。 

これ を か 惟 岳 

維熙と 書く 由、 目 錄に見 ゆ。 紀氏。 無 

官の六 位と ぞ。 

こん ゐん のみぎ のお ほい ま 5 ちぎみ 

近院 右大臣 

源 能 有。 文德 帝の 皇子。 寬平九 年 六月 

薨ず。 年 五十 三。 近 院の家 は、 拾 芥抄に 

「春 日 北、 烏 丸 東 號ニ松 殿 1 」 と 見えた り。 

さ 

さきのお ほきお ほい まう ちぎみ 

前 太 政 大臣 

藤 原 茛漦、 右大臣 冬嗣の 子、 天 安元 年 

太 政 大臣に 拜 せらる。 尋 いで、 從 一位 

となる。 貞觀 十三 年 三 宫に准 じ、 年官 

年 爵を賜 はる。 十四 年 九月 薨ず。 年 六 

十九。 忠仁 公と 諡す。 世に 染 殿の 大臣 

と 呼べ り。 

さだかた 定 方 

內 大臣 藤 原 高 藤の 二子。 延 喜の はじめ 

左 近 少將、 近 江 介、 延長 二 年、 大納言 


一 〇 五 〇 


より 右大臣に 任ぜら る。 承 平 二 年 八月 

薨ず。 年 六十 三。 從 一位 を 贈らる。 三 

倐 右大臣と 稱す。 

さ だき 貞 樹 

小 野 氏。 石 見 王の 子。 嘉祥ニ 年 春 宮少 

進と なり、 後、 甲斐 守に 再任して、 貞 

觀ニ年 肥 後 守に 進む。 

さ だぶん 貞 文 

又、 定文。 刑 部 卿 茂 世 王の 孫、 左中將 

平 好 風の子。 容姿 美に して、 平 仲の 艷 

名 世に 高し。 左兵衞 佐、 三河權 介と な 

り、 延長 元年 九 s 卒す。 

さぬ き 讃 岐 

讚岐守 安倍 淸 行の 女。 

さね 實 

參議左 衞門督 源 舒のニ 男。 宽 平中藏 

人、 左 近衞少 將を經 て、 昌泰ニ 年 信 濃 

守と なり。 同 三年 卒す。 

さんで うの まち 三 條の町 

從四位 上紀靜 子。 名 虎の 女な り。 文德 

帝の 更衣と なり、 惟喬、 惟條 親王、 及 
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見丄 

び三內 親王 を や： む。 い U 觀八年 二月 卒す。 

しげ かげ 滋 0 

小 野 氏。 搽部 頭に て、 ^平 八 年 卒す。 

しげ はる 溢 春 

在 原 業 平の 二子。 大和 物語に、 在 次 君 

とかけ る 人。 

しょうえん 勝 延 

笠 氏。 宽 -牛屮 律師と なり、 曰 I 泰元 年少 

佾都 となる。 延喜 元年 二  入滅す。 年 

七十^。 紀氏 にて、 承 均 法師の 兄な り 

とい ふ說も あり。 

しょうほう 聖 寶 

光仁 帝 第一 の， M 子 春 口 親王の 後、 兵 部 

大 丞^ 聲 王 これな リ。 出家の 後、 寬平 六 

年權 律師、 延^ 元年 柬大寺 大別 常と な 

り、 问 二年^ 正にな さる。 同 九 年 七月 

入滅。 年 七十。 或は 曰く 七十 六。 

しろめ ，：：： 化 

大和 物語に、 源吿が 女に て、 攝津江 口 

作者 列傳 しす 


の 遊女なる 由 見えたり。 これ を、 大江 

玉 淵の 女と いへ る は、 大鏡 などに、 白 

女の 欲 を、 玉 淵の 女の 歌と 竝べ舉 げた 

るよ リ、 誤れる ならむ。 同書に 「亭子 

院の、 河^に おはし まし、 に、 しろと 

いふ 遊 もの 召して、 御覽 じな ど させ 給 

ひて、 遙に 遠く 侍 ふよし、 歌に 仕う ま 

つれと 仰 言 ありければ、 詠みて 奉りけ 

る、 「濱 千鳥と び ゆく かぎり あれば こそ 

雲た つ 山 を あはと こそ a れ、 いみ じう 

めでさせ 給 ひ、 物 かづけ させ 給 ひき」 

と 見えた り。 

しんせい 眞 靜 

た^し、 靜は、 吳音に ジ ヨウ と讀ま 

ねば、 法師 名に • か な はず。 或は^ 勢 

か。 御 導師に 捕 せらる。. 河内 國の 人と 

ぞ。 

しんたい 神 退 

近 江滋賀 郡の 人。 文德. K 錄に、 嘉祥 

三年 五 お、 雨 を 禱ら. しめ 給 ふに、 昨に 

應 じて 雨 ふる。 その 日、 諸 祌の爲 に、 

七十 人を佾 となし。 おのく、 神の 字 


作者 列傳 せ そた 
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なれば 略く。 


せ 


せき を 關 雄 

刑 部 卿 藤 原^ 夏の 五子。 天 長 二 年 文 

章 生の 試に 及第す。 よく 文を屬 し、 性 

閑 適 を 好み、 柬 山の 舊 居に 籠れる を以 

て、 ま 山 進士と 呼ばる。 その 舊居は 後 

の禪林 寺、 今の 永觀 堂の 地な り。 承 和 

中、 淳和 上皇の 徵 により、 遂に 出で 仕 

ふ。 累逡 洽部少 輔兼齋 院別赏 となり、 

仁壽 三年 二月 卒す。 年 四十 九。 關雄、 

また 琴 を 鼓す る を 好み、 又 草書 を 能く 

， そ 

そうく 承 均 

元 慶の顷 の 僧。 或抄 に、 賞 之の 甥と い 

へり o 

そせい 素 性 

遍昭 在俗の 時の 子に して、 名 を 弘延と 


いひ、 淸 和の 御 時の 殿上人な り。 大和 

物語に、 遍昭の こと を いひて、 「世に い 

ます かりけ る 時の 子ども ありけ り。 太 

郞は、 左 近將監 とけて、 殿上して あり 

けり。 かく 世に います かりとき く 時 だ 

にと て、 母 もやり たりければ、 いきた 

りけ るに、 法師の 子 は 法師なる ぞ よき 

とて、 これ も 法師に なして けり」 と 見 

えたり。 石 上の 茛因院 に 住せし に、 宇多 

上皇、 宮 瀧遊覽 のつ いで、 住所の 名 を 

とりて、 茛因 朝臣と 召され、 和歌 を獻 

ぜ しめられき。 延喜 中、 屢御屛 風に 書 

し、 又 歌 を 獻 じたり。 

そと ほリ ひめ 衣通姬 

允恭 帝の 妃 にして、 忍 坂 大中姬 皇后の 

妹な り。 名 は 弟姬。 その 容姿 艷妙 にし 

て、 光、 衣 を 徹しし より、 世人 「ソト 

ホシノ イラ ッメ」 と稱 せり。 


た 


たいすけ 大 輔 

但馬守 源弼が 女。 また (ォ ホス ケ) とも 
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たかむら 富 

參議 小野岑 守の 子。 弱き 時、 父の 任に 

從 ひて、 陸 奥に ありて、 弓^ を 事と し 

たりき。 京に 歸 りて 後、 學 問に 志し、 

遂に 文章 生よ り 出 でて、 數 多の 官を 

經て、 太 宰少貳 とな リ しが、 遣唐使の 

時、 大使と 爭ひ、 言 不敬に わたり、 流 

人となりし を、 その 一一 一年 目 召還せられ 

て、 本位に 復り、 す i みて 參議 左大辨 

にいたり、 仁 壽ニ年 十月 薨ず。 詩 を 善 

くして、 樂天 とその 歸を 同じう すと い 

はれ、 野 相 公の 名、 世に 噪し。 然れど 

も、 性狷 介に して 人と 容れ ず、 爲に野 

狂の 名 を 得たり。 狂と 篁と 韻 相 通ず る 

なり。 

たかよ 高 世 

參議 菅野眞 道の 子。 弘仁十 一 年 周 防 守 

に 任ぜら る。 

ただおん 直 臣 

菅野 氏。 三代 實錄 元慶 三年 十 一月の 條 

に、 中宮 大進菅 野 朝臣 直臣 に、 從 五位 


下を授 くる こ と 見えた"。 

ただ ふさ 忠 房 

藤 原 氏。 寬平中 遣唐使 判官と なり、 延 

喜の はじめ、 火 和 守に 任ぜら る。 延長 

六 年 卒す。 貫 之の 知人。 吹 笛の 上手に 

て、 胡蝶 樂を 作る と。 

ただみ ね 忠 岑 

壬 生 氏。 初め、 藤原定 國の隨 身たり。 

後 左近衞 番長、 右 衞門府 生、 御厨 子 所 

预、 攝津大 H に 累^して、 六 位に 敍せ 

、りる。 缺逍 は^; 之の 門下と いふ。 この 

集 撰者の. 一 人な り。 

ただゆき 忠 ；汀 

藤 原 氏。 仁 和三ギ 土佐橡 となり、 累進 

して、 宽； 牛中從 五位 下に 叙せられ、 昌 

尜 三^^ 江 守、 延^ 五 年若 狭 守と な 

る o 

ち 

ちさと 千 W 

參講人 江 音 人の子。 延喜 三年 共 部大椽 


となる。 姓名 相 配して 意義 を 成せり。 

つねみ 經 覽 

阿保 氏。 nl 泰 年中 右少 吏兼算 博士と な 

り、 累進 主稅 頭と なりて、 延喜 十二 年 

正月 卒す。 延喜六 年の 日本 紀竟 宴の 歌 

の 作者な り。 

つらき 列 樹 

春 道 氏。 延喜十 年 文章 生に 補し、 同 二 

十 年壹岐 守と なり、 未だ 發 向せ ずして 

卒す。 この 人 氏名 相 配して 意. | をな せ 

つら ゆき 貫 之 

紀氏。 この 巢の 序に 御 書 所預、 次いで 

內膳典 臍、 少内 記、 大內 記、 加賀、 美 

濃の 介、 大監 物、 右京亮 を へ て、 延長 

八 年 土 佐 守、 天 慶 三年 玄蕃 頭、 同 八 年 

木工 權頭、 同 九 年 卒す。 宽平 后宮 耿合 

の 時 を、 その 若 盛と 見る 時 は、 七十 餘 

ばかりの 齡 ならむ。 萬 葉 築の 後 を 承け 


て、 それに 勝る ばかり、 秩序 整然たる 

この 集 を 撰びて、 後世 撰 集の 模範 を 示 

したる は、 仝く この 人の 力なり。 然れ 

ども、 流石に 他に も攒 者の ある ことな 

れば、 ま、 心 ゆかず や ありけ む、 灭^ 

中、 更 に 「新撰 和耿」 を损 すと いは 

る。 而 して、 この 集の 序、 竝に大 取 河 

行幸 序、 及び 土 佐 H 記 は、 その 國 文の 

妙手た る こと を證 せリ。 書逍、 また 奧 

妙に 建し、 その 假字書 は、 赏に 入神の 

輋 なり。 

と 

とし さ だ 利 貞 

紀氏。 良 觑の 末少 2： 記、 ；兀慶 の はじめ 

大內 記、 同 五 年 阿波 介に て 卒す。 

としはる 利 春 

高 向 氏。 宽_ 牛 ニ^ 刑 部丞に 任ぜ、 りれ、 

延喜、 延長の 問、 武^、  5. 斐の國 守 を 

歴任せ リ。 

としゅき 敏 む 

陸 奥 出 羽按. 祭 使 藤 原 富 士麻呂 の 子。 や： S 
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作者 列傳 ちっと 


作者 列傳 な 


和 帝の 代に 出仕して、 宇多 帝の 朝、 近 

衞 中將、 藏 人頭 を 經て、 從四位 上 右兵 

衞督に いたり、 EI 泰四年 卒す。 或は い 

ふ、 延喜七 年 卒すと。 書道の 名手。 

ともの リ 友 則 

紀氏。 土佐橡 となり、 少內 記に す k む。 

延 喜の 初大內 記に 轉じ、 六 位に 叙 せら 

る。 この 集の 撰者の 棟梁たり。 但、 い 

まだ 撰 了せ. ざるう ちに 卒去せ しもの と 

见 えて、 哀傷の 部に、 その 悼 歌 見えた 

な 

な 力き  中 興 

平氏。 忠望 王の 二子、 贊は右 大辦秀 長 

の 一 男と。 S; 泰に藏 人と なる。 それよ 

リ、 荐に國 守 を 歴任して、 延喜 十九 年 

左衞門 佐、 二十 二 年 美濃權 守に 任ぜら 

る o 

なか ひら 仲 平 

關白藤 原 某經の 子。 昌泰 の末藏 人頭た 

り。 承 平 七 年 左大臣と なり。 天慶艽 年 


正 二位に のぼる 。入 年薙髮 して 靜寬と 

いひ、 尋 いで 薨ず。 年 七十 一 。 世に 枇 

杷 大臣と 稱す。 

なかまろ 仲麻呂 

中 務大輔 安倍 昭 守の 子。 靈龜ニ 年年 十 

六、 遣 唐留學 生と なり、 唐に ありて、 

カ學、 大に 得る ところ あり。 名 を 朝 (义 

晁) 衡と 改め、 祕書監 に 進み、 衞尉卿 

を 兼ね、 頗る 重用 せらる。 勝寶 年中、 

遣 唐 大使 藤 原 涛河來 る。 共に 歸ら むこ 

と を 請 ひ、 明 州に 至る。 王 維、 包 佶 等 

贈る に、 詩 を 以てせり。 仲 麻呂、 月 を 

望みて、 「天の原 ふり さけ 見れば」 の 歌 

を 詠 じ、 漢譯 して 示した るに、 衆 嘆賞 

せざる 者な し。 乃ち 別れて 海に 航し、 

颶風に 遇 ひて、 安 南に 漂 著す。 唐人 以 

爲く、 仲麻呂 溺死せ りと。 李 白、 詩 を 

作りて 慟哭す。 こ >f に！^ て、： S '一 棘呂、 

再び 唐に 還り、 左 散駱帝 侍、 安 南都 護 

に 任じ、 光祿 太夫、 御史 中丞、 北海 郡 

開國 公に 至リ、 三千 戶を 食む。 寳龜元 

年 正月 年 七十 を 以て 卒す。 代宗の 代、 

潞州大 都督 を 贈る。 承 和 三年、 遣唐使 
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に 因って、 正 二位 を 贈らる とい ふ。 

なが もり 長 盛 

橘 氏。 延喜中 五位畏 門 守に 至る。 文章 

博士 直 幹の 父。 

な ざね 名 實 

矢 田 部 氏。 元 慶八年 文章 生に 捕せられ、 

累進、 六 位の 大內 記と なりて、 昌泰三 

年 卒す。 

なほい こ 直 子 

藤 原 氏。 負觀の 末こ從 五位 下、 延 喜の 

はじめ 正 四 位下に 叙 せらる。 典侍。 

ならの みかど 平 城の 帝 

桓武 天皇の 第一 の 皇子。 延曆四 年 立 太 

子。 大同 元年 五 ほ卽 位、 同 四 年 四月 讓 

位、 弘仁 元年 出家、 天 長 元年 七； 《 崩ず。 

御 年 五十 一 。 

なリ ひら 業 平 

阿保 親王の 第五 子 C 兄 等と 共に、 在 原 

朝臣 を 賜 はる。 負 觀中右 馬頭に 任ぜら 

れ、 又 渤海國 の 使を勞 す。 元慶中 右近 

衞中將 に 進み、 尋 いで 相 模美濃 守 を 兼 


ね、 同 四 年 五月 卒す。 年 五十六。 世に 

在 五の 君、 在中 將と稱 す。 ニ條 后の 入 

內前、 これと 通じ、 相携 へて 逃亡し、 

髮を斷 たれて 放 たれし は、 世に 有名な 

る傳說 なり。 國史に T 體貌閑 翳、 放縱 

不 レ拘、 略 有 ニォ學 ぉ〔 作 二 和歌 こと 見え 

たり。 蓋し、 和歌 は 人麻呂 以後 一 人な 

リ。 後人、 加 茂の 岩 本に 祠を 立てて、 

その 粱を祀 る。 梁 平 乂膂カ あ"。 曾て 

.:: 十 多 帝の 未だ 微 なりし 時、 共に 殿上に 

相撲 ひ、 帝 を 御 椅子に 投げ かけて、 そ 

の 勾 欄 を折リ しと ぞ。 

なリ ひらの は 、のみこ 

業 平の 母の 親王 

桓武帝 第 七の 皇女 伊登內 親王、 阿保 親 

王に 適き、 行- 牛、 業 平 を 生む。 良 觀三 

年 九 W 薨ず e 

に 

にで う  一 一 ,^ 

大納言 源定 5 女と も、 乂、 定の孫 宿の 

女と も い へ リ。 


作者 列溥 にの 


にで うのき さき 一 一條 后 

贈 太 政 大臣 藤 原長茛 3 女に して、 名 は 

高 子。 淸和 帝の 女御と なり、 陽 成 帝 を 

生めり。 元慶 元年に 立 后、 その後、 來 

光寺の 僧 善 祐と奸 し、 寬平八 年に 后 位 

を 停められ しが、 朱 雀 帝の 天慶六 年に、 

本位 を復 せられぬ。 また 入内 前、 在 原 

業 平に 通ぜ し傳說 あり。 

にんな のみ かど 仁 和の 帝 

光孝 天皇。 御名 は 時巌。 仁 明 帝 第三の 

皇子な り。 文德、 涛和、 陽 成の 三 朝に 

歷 仕して、 一 品 式部 卿に 任ぜら る。 陽 

成 帝位 を 遜る 乂 や、 藤原甚 經、 帝を迎 

へて、 これ を 立つ。 在位 三年に して 崩 

ず。 御 年 五十八。 世に 小 松の 御門と. S. 

す o 

の 

のち かげ 後 0 

中納 fn 藤 原有德 (乂有 種) の 二子。 延喜 

十九 年從四 位下 備前權 守。 

のぼる 

は ひ 


仁 明 帝の. ©S 子な りしが、 母 三^の 町の 

過失に ょリ て、 出家して 深 寂と 號す。 

貞 觀八ギ 還俗して、 良 朝臣 を 賜 はる。 

寬平艽 年 紀^ 横 守、 同 六 年 正 五位 下に 

至る G 

は 

はるかぜ 春 風 

小 野 氏。 累世の 將家 にして、 元慶 年中 

鎭守 府將眾 兼相模 介に 任ぜられ、 鹉^ 

保 則と はかりて、 奥 羽の 叛賊 を 平ぐ。 

寛 平 一 一 年 右近 衞少將 陸 奧權守 となる。 

その 檢 非違 使た リし 時、 參^ 源 光が、 

禁色を 着せし をせ めて、 服 川せ. ざら し 

め、 論者の 俾 とすると ころと なれり。 

ひ 

ひがし さんで うの ひだりのお ほい 

まう ちぎみ  東三條 左大臣 

SC 嵯^ 帝の^ 子に して、 正 二位 左 

大臣と なリ、 ^衡： 兀 年-: ハ月薨 ず。 年 四 

十三。 性雅 iw? 弘、 宰相の 才能、 尤も 


1 OS 


作者 列傳 へ ほ まみむ 


備 はれ リ とい ふ。 

ひだりのお ほい まう ちぎみ 

左大臣 

藤 原 時 平。 昭宣 公基 經の 太郞 なリ。 仁 

和 二 年、 殿上に て 元服 を 加 へられ、 績 

いて、 顯 耍を經 て、 昌泰ニ 年 左大臣に 

任ぜられ、 後 正 二位に 至る。 延喜九 年 

四月 薨ず。 年 三十 九。 正ー 位 太 政 大臣 

を 贈らる。 本院 大臣と 稱す。 

ひでを か 秀 ほ 

茛岑 氏。 元慶 三年 文章 生に 捕せられ、 

お： 牛 八 年汜月 伯耆守 に 任ぜら る。 

ひと ざね 人 眞 

洒井 氏。 寬： 牛中薩 摩掾、 延喜 十四^ 土 

^なに 任ぜ、 りれ、 同 十七 年 四月 卒す。 

ひやう ゑ <4、 衞 

右兵衞 督藤 原高經 の 女。 大和 物語 に 「忠 

^ が 許に 侍りけ る 兵衞」 と ある 人なる 

べし。 さて は、 藤原忠 が 家人な リ。 

「業 平 朝臣 家に 侍りけ る 女」 と いへ る詞 

書に 准へ て、 忠 の 妹 かとい へ る說も 

あれ ど 非な り。 又、 後 撰 集、 拾遺 集に 


見えた る 藤 原 兼 茂の 女なる 兵衞 は、 別 

人なら む。 

へんぜう 遍 照 

(むね さだを 看よ )。 遍昭と 書く は 通用 

なり o 

ま 

ほどこす 惠 

大納言 源弘の 孫。 延喜四 年 主 殿 助に 任 

ぜら る。 延長 六 年 丹 波 守に 任ぜられ、 

同 九 年 卒す。 

まさず み ゆ 3 純 

右大臣 源 能 有の 五子。 寬平 昌泰の 間、 

大桌 太后 宮少 進、 大蔵 少輔、 鏠殿頭 を 

經て、 延喜 元年 攝津 守、 同 三年 少納言 

に 任. ij らる。 


一 〇 五六 II 

みく にのまち 三 國の町 

三國 氏、 町 は 名。 仁 明 帝の 更衣、 良 朝 

臣 登の 母。 三代 實錄 に、 登 朝臣 は 母の 

過に より 僧と なると 見 ゆ。 

みちの く 陸 奧 

從 五位 下橘莴 直の 女。 

みつね 躬 恒 

ォホシ カフ チ 

凡河內 氏。 寬平中 甲斐 權少 目と なリ、 

延 喜の 朝に 召されて 御 書 所に 候し、 御 

厨子 所預 にう つり、 和 泉の 大掾 となる。 

歌道の 名手と して、 貫 之と 雄を爭 ひ、 

論者、 その 軒輊すべからざる をい へ り。 

この 集の 撰者の 一 人な り。 

みね を 3}「 雄 

上野 氏。 承 和の 頃の 人と ぞ。 

む 

むね さ だ 宗 ^ 


大納言 茛岑 安世の 男。 仁 明 帝の 世、 藏 

人頭に て、 寵幸 を 得たり。 帝 崩 ぜらる 

る や、 出家して 遍 照と 號す。 今昔 物語 

に、 茛 岑少將 は、 文德 帝の 太子の 時、 

おぼしめしに 協 はず、 仍て仁 明 帝の 崩 

後、 出家した る 由 見えたり。 さる 事 も 

ゃぁリ けむ かし。 ：兀 慶、 仁 和の 間 僧正 

に 任ぜ ら る。 光孝 帝、 特に その 七十 

賀を、 仁壽 殿に て 行 はせ 給 ひ、 又、 盒 

邑百 戸を耠 ひ、 犛車 {=c 門に 出 人す る を 

許し 給 ひぬ。 寬平ニ 年 正月 入滅す。 年 

七. 丁； ハ。 花 山の 元慶 寺の 座主た るが 故 

に、 花 山の 佾^ と稱 す。 

むね はリ M  0 

在 原 梁： 牛の 一 男。 淸和、 ^成、 光孝、 

宇多、 股 醐の五 朝に 仕へ て、 東宮 舍人 

よ w、 筑前 守に いた リ、 昌 泰 元年 卒す。 

この 人の 名、 古く ム木ャ ナと訓 める は 

非な リ。 楝梁之 村な どと いふ 義に 琅リ 

たるに て、 ムネ とハリ とな リ o ャナ は、 

负を 捕る にて、 楝には 熟せず。 

むね やな 棟 梁 

(むね は リを兑 よ) 


むね ゆき { 示 于 

光孝 帝の 皇子 是忠 親王の 子。 宽平六 年 

源 朝臣 を 賜 はる。 延 喜の 顷、 荐に國 司 を 

歷 任し、 從四 位下 右 京大 夫に 至りて、 

灭慶 三年 卒す。 

も 

もち ゆき 茂 行 

又 紫 行。 紀氏。 承 和の 頃の 人に て、 六 

位と ぞ。 

もとかた 元 方 

筑前守 在原楝 梁の 子 e その 妹 大納言 藤 

原 國經の 妻た るに ょリて 國經の 猶子と 

なれり とぞ。 

もとの リ 元 矩 

又 元規。 平の 中興の 男- 延喜 元年 左衞 

1： 少尉、 同 六 年 蔵人、 同 八年從 五位 下 

に 叙せられ、 幾 くもなくして 卒す。 奧 

侥抄に は、 蔵人 右 衞門尉 基範と あり。 

や 


やすひで 康 秀 

文 室 氏。 字 を文琳 とい ふ。 い U: 觀ニ年 刑 

部 中判 事、 後 ni 河掾 にう っリ、 一 兀慶元 

年 山城 大掾、 同 三年 縫 殿 助と なる。 春 

上の 詞 害の 趣に 從 へば、 この 顷、 六十 

前後な リ しなら む。 

ゆき ひら 行 平 

平 城 帝の 長子； ！： 保 親王の 子。 天 長 n¥、 

父親 王の 奏 によ リて、 仲 平、 梁： やの 兄 

弟と 共に、 在 原 朝臣 を 賜 はる。 仁叨ょ 

り 宇多まで 六 朝に！ i 仕して、 正三^ 巾 

納言 兼按察 使と なる。 K 平 五 年 卒す。 

年 七十-: ハ。 國史、 その 鸫濟の 才に長 じ 

て、 几 風流の 聞え ある こと をい へり。 

よ 

よしか 良 香 

桑原 秋 成の 子。 弘仁 中、 氏 を 都と 改 

む。 S 番、 はじめ、 名を苜 道と いひし 


作者 列傳 もや ゆよ 


1 〇 五 七 


作 者 ， 列 ，.： 傳 I を 

を、 渤海國 の 使 を 掌り し 時、 「姓名 相 配、 

其義乃 美」 とて、 奏して、 今の 名に 改 

めたり。 裒觀ニ 年 文章 生に 捕せられ、 

累進して、 文章 博士 從五 位下 兼 大内記 

越 前權掾 とな リ、 元慶 三年 二月 卒す。 

年 一二 十六。 その 詩作、 警句 多し T 氣霽 

風梳, 一 新柳髮 一 冰消波 洗 n 舊苔鬚 こ の 類 

これな り o 

よし かぜ 良 風 

1 に 好^、 右近 衞少將 兼 陸奧守 藤原滋 

^の 子。 ^平 延^の 間、 左 兵 衞右衞 門 

の 尉 を 歴任し、 卷ゥ 3 の帶 刀たり。 のち 

出 羽 城 介に 至る。 

よしき _ぉ 材 

小 野 篁の 孫。 寬平中 文章 生に 捕せられ 

後、 諸 官を綞 て、 筑前守 兼 太 宰少贰 と 

なり、 延喜十 年 正月 卒す。 或は、 延喜 

二 年 卒すと もい ふ。 

よしな 良 名 

物 部 氏。 六 位の 人と ぞ。 

よしひと 权 人 

中 納言紀 長 谷 雄の 二子。 延喜九 年 左 近 


將監、 天曆ニ 年河內 守に 至る。 

よし もち 淑 望 

中 納言紀 長 谷 雄の 子。 或はい ふ、 貫 之 

の 猶子と。 この 集の 漢文の 序 を 撰ぶ。 

寬平八 年 文章 生、 のち 大學 頭、 東宮 學 

士 を經、 信 濃 權守を 兼ぬ。 延喜 十九 年 

卒す。 

よる かの あそん 因 香 朝臣 

藤 原 高 藤の 女と ぞ。 貞 觀中從 五位に 叙 

せられ、 寬平九 年 十 一 月從四 位下 掌 侍 

となる。 後 典侍に なされた るなら む。 

母 は 尼 敬 信な り。 

よろ づを 萬 男 

難 波 氏。 傳 未詳。 

をむ ね 雄 宗 

下野 氏。 傳 未詳。 


〇 
五 
ノレ 


この 索引 は、 卷 中の 語 釋を撿 する 爲に 作った。 

解釋の 短くて すむ もの は、 わ ざと 重複の 記載 を 憚らな か 

つた か ら、 索 引に は 只 その 語の 最初に 出た 頁數 をのみ 揭 

げ た。 

解釋の 必要 上 重出 させた もの は、 頁 數も重 記した。 

長い 詞書は その 初頭の 數語を 掲げて 撿 索の 便と した。 

仝體に 成る ベ く 簡約に 抄出す る 方針 を 執った から、 こ の 

索引 以 外、 本 文に はな ほ 多分の 語釋の ある こと を 記憶せ 

られた い。 
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獲物 を 眼前に して 逸すべし。 か 二ば 旣に 評釋 によ 丄 しその 意義と 詩 美の 指示と を 

得ば、 更に 文字 を 離れて 瞑想 一 番、 詩歌の 眞 諦を會 得せむ こと を 要す。 

明治 ra 十 年 十二月  一 ン ， 

元臣 しるす 
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昭和 二 年 三月 廿五 H 印刷 

昭和 二 年 三月 三十 HI 發行 


古今 集評釋 


定價 金六阒 八拾錢 
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東京 市 小石 川區 白山 御殿 町 百 十 番地 

著 者 金 子 元 臣 

東京 市 神 田 區錦町  一 丁目 十 番地 

一-了 者 三樹退 三 


I パイ 

東京 市 本 所 區番場 町 四 番地 

印刷者 井 上 源之丞 

東京 市 本 所 區番場 町 四 番地 

印刷所 凸版印刷 株式 會社木 所 分工場 


發 行 所 


東京 巿神田 區錦町  一 丁目 

【振替 貯金 口座 東京 四 九九 一番】 


£M 明 治 書 


1€ ま 申 ip  5 

!sf  lll-a  Iff-  p  2 


授敎舉 大院擧 國 • 人 寄 所 歌 御 

著 生 先 臣元子 金 


行 發院書 治 明 富 g 京 東 


3  A  ^  M»  ¥  0 菊判 定 價七圆 五拾錢 送料 廿四錢 

ョ S  ， 全 一 册 (分 本： >上 下 各卷金 四圓^ 船 

回 ほ 原氏吻 吾^  W  ？ぶ判 (上卷 ：>  定價 參圓八 拾錢頮 ■ 

R1 本び C4 牛 き卩亲 角 き Is  中 下 卷續刊 

き 校. W  ？  F 四六判 定 價壹圓 五拾錢 

、註 お 萆  守 仝 i 送 本 料拾錢 

1^1 艰 An  XI ぬ ^  feK 四六判 定 價壹圓 參拾錢 

E 註 1^<1  「禾 葡舞 全ー 册  送 本 料拾錢 

3  ®^  五 口  P1 四六^  . 定價 費圓 五拾錢 

i  *T さ ia  、、人 全ー册  送 本 料拾錢 


ほ 


